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例 言

１ この報告書は、一般国道４５０号白滝丸瀬布道路改良工事に伴い、平成７～１０・１２年度に財団法人

北海道埋蔵文化財センターが実施した白滝村上白滝（かみしらたき）８遺跡の埋蔵文化財発掘調査

に関するものである。上白滝８遺跡東地区については『白滝遺跡群Ⅳ』において報告済みであり、遺

跡の概要等については今回の報告と重複することが多いため、調査日誌抄や個々の遺跡の概要等につ

いては割愛し、簡略な記載に留めた。それらについては『白滝遺跡群Ⅳ』を参照していただきたい。

なお、上白滝８遺跡の総括については本報告で行う。

２ 平成７年度より行われている白滝遺跡群の調査の概要については、いくつかの機会に紹介してい

るが、上白滝８遺跡に関しては、本書が優先する。

３ 本書は第１分冊（本文編）、第２分冊（石器実測・分布図編）、第３分冊（写真図版編）の３冊で

構成されている。第１分冊は、本文、自然科学的分析等、掲載遺物一覧表など、第２分冊は、石器ブ

ロック群・区域単位での石器実測図・石器ブロック分布図・接合資料実測図など、第３分冊は、航空

写真・調査状況・石器・接合資料などの順で構成されている。

４ 第１分冊と第２分冊の挿図は通し番号である。

５ 第２分冊で実測図を掲載した石器・接合資料は、基本的にすべて第３分冊の写真番号に掲載し、

さらに接合資料に含まれる石器については、接合資料とともに縮小し再度掲載した。また、第３分冊

の写真図版のみに掲載した石器・接合資料もある。

６ 第２分冊の実測図番号と第３分冊の写真番号は同一である。実測図番号は、各遺跡の石器ブロッ

ク群・区域単位で１から付けたが、その順番は、単体石器、接合資料、写真のみ掲載単体石器、写真

のみ掲載接合資料の順である。

７ 本書の作成は、第１調査部第３調査課で行ったが、編集は鈴木宏行が担当した。

整理作業・報告書作成作業は石器群単位で進め、以下の担当において進めた。

「白滝Ⅰ群」（Sb－６４～７９）：直江康雄

「白滝Ⅰ群」以外（Sb－８０～１１１）：鈴木宏行

図版・挿図の作成担当、各章または節・項の執筆は以下のとおりで、Ⅱ章４については『白滝遺跡群

Ⅳ』のものを再度掲載した。また、英文要旨は鈴木が担当し、山田しょう氏に校正していただいた。

第１分冊（本文編）

口絵（カラー）：鈴木宏行・直江康雄

Ⅰ章１～３・４（１）～（４）・（６）、Ⅱ章１、Ⅲ章１（１）～（３）・（５）、２（７）～（１３）、

Ⅴ章２・３：鈴木宏行

Ⅱ章２・３、Ⅲ章１（４）、２（１）・（３）～（６）、Ⅴ章１：直江康雄

Ⅰ章４（５）、Ⅲ章１（６）・（７）・２（２）：鈴木宏行・直江康雄

第２分冊（石器実測・分布図編）

「白滝Ⅰ群」（Sb－６４～７９）石器・分布図・接合資料：直江康雄

「白滝Ⅰ群」以外（Sb－８０～１１１）石器・分布図・接合資料：鈴木宏行

第３分冊（写真図版編）

調査状況・「白滝Ⅰ群」（Sb－６４～７９）石器・接合資料：直江康雄

「白滝Ⅰ群」以外（Sb－８０～１１１）石器・接合資料：鈴木宏行
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８ 接合資料の計測値は、「白滝Ⅰ群」については小型であることを考慮して、小数点第１位まで記

載し、「白滝Ⅰ群」以外については従前どおり小型のものを除いて整数で記載した。

９ 作業の一部および年代測定・分析などは下記の機関または個人に依頼した。

現地測量・航空写真撮影およびデータ入力、遺物実測の一部など：（株）シン技術コンサル

遺物実測の一部：アジア航測（株）

遺物写真撮影：（有）写真事務所クリーク（佐藤雅彦）

接合資料他実測用写真撮影：小川忠博

放射性炭素年代測定：（株）地球科学研究所（Ⅳ章１）

黒曜石産地推定・水和層測定：（有）遺物分析研究所（Ⅳ章４）

１０ 現地の写真撮影は、随時調査員が行い、航空写真・遺物は、前述の会社が行った。

１１ 出土遺物は、白滝村教育委員会が、写真・データなどの記録類は財団法人北海道埋蔵文化財セン

ターが保管している。

１２ 調査にあたっては、下記の機関および人びとの指導ならびに協力をえた。（順不同、敬称略）

文化庁、青森県立郷土館、・（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、東北大学、東北福

祉大学、（財）東京都埋蔵文化財センター、首都大学東京、明治大学考古学博物館、（財）かながわ

考古学財団、（財）長野県埋蔵文化財センター、長門町教育委員会、野尻湖ナウマンゾウ博物館、沼

津市教育委員会、（財）京都文化博物館、福岡市埋蔵文化財センター、熊本県教育委員会、鹿児島県

立埋蔵文化財センター、北海道教育委員会、白滝村教育委員会、丸瀬布町教育委員会、遠軽町教育

委員会、北網圏北見文化センター、常呂町教育委員会、羅臼町教育委員会、釧路市埋蔵文化財調査

センター、帯広百年記念館、名寄市北国博物館、下川町教育委員会、千歳市教育委員会、今金町教

育委員会、市立函館博物館、知内町教育委員会、

岡村道雄、土肥 孝、加藤真二、木村英明、鶴丸俊明、加藤博文、高倉 純、長崎潤一、

阿子島香、柳田俊雄、梶原 洋、佐川正敏、会田容弘、安斎正人、佐藤宏之、山田 哲、小野 昭、

大沼克彦、阿部朝衛、島田和高、山科 哲、加藤晋平、藤本 強、小林達雄、白石浩之、山中一郎、

松藤和人、稲田孝司、藤野次史、小畑弘己、太田原潤、神田和彦、吉川耕太郎、山田晃弘、

佐久間光平、須田良平、村上祐次、山田しょう、藤原妃敏、鹿又喜隆、松沢亜生、小菅将夫、

橋本勝雄、栗島義明、小川忠博、諏訪間順、栗原伸好、大塚健一、大竹憲昭、大竹幸恵、堤 隆、

須藤隆司、谷 和隆、中村由克、沢田 敦、笹原芳郎、池谷信之、鈴木忠司、麻柄一志、木崎康弘、

宮田栄二、松村愉文、瀬下直人、太田敏量、北沢 実、山原敏朗、熊林佑允、澤田 健、杉浦重信、

友田哲弘、向井正幸、石川 朗、仙庭伸久、藤井誠二、出穂雅実、佐藤雅彦、赤井文人、寺崎康史、

宮本雅通、横山英介
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写真図版の説明

１ 掲載順は、空中写真、調査状況、炭化木片ブロック等、石器ブロック別遺物出土状況、出土遺物

である。

２ 挿図に掲載した遺物は、全て写真を掲載している。また、写真のみ掲載した単体石器、接合資料

もある。

３ 出土遺物は、石器ブロック群・区域毎に単体石器、接合資料の順で掲載し、番号は挿図中の番号

と一致している。接合資料は基本的に挿図の掲載順としたが、割り付けの関係で、前後することや、

写真のみの掲載資料が組み合わされている場合がある。挿図とは番号で照合していただきたい。

４ 写真の縮尺は、単体石器は１：２であるが、一部大型のものについては１：３とした。接合資料

は、１：３とした。

５ 接合資料の写真は、実測図作成用として９０°展開の台に固定し、破片の輪郭や剥離面が明確にな

るようなライティングでストロボ撮影したものを１：２にプリントした。したがって、各面の誤差

はないが、単体石器や接合破片とは若干異なった写真となっている。また、撮影時の固定具などが

みられることがあるので、注意願いたい。

６ 単体石器は通常の俯瞰撮影なので、正面と裏面では若干の誤差を生じていることがある。また、

接合資料の写真とも若干異なっていることがある。
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１ 調査要項

事 業 名 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１６年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名・所在地・調査面積・調査期間

調査年度 遺跡名 道教委登載番号 所在地 調査面積（㎡） 小計（㎡） 調査期間（現地調査）

平成７年度 上白滝８ I－２０－９１ 紋別郡白滝村字上白滝１７９－１，１８１ ６，６００ ６，６００ 平成７年４月１７日～平成８年３月２５日

（平成７年５月８日～１０月２５日）

平成８年度 上白滝８ I－２０－９１ 紋別郡白滝村字上白滝１７９－１，１８１－２，１８１－３ １０，２１２ 平成８年４月１１日～平成９年３月３１日

上白滝２ I－２０－４８ 紋別郡白滝村字上白滝１７７－２，１７７－３ ２，９９５ １３，２０７ （平成８年５月８日～１０月３０日）

平成９年度 奥白滝１ I－２０－５０ 紋別郡白滝村字上白滝１８３－５ ５，３４０ 平成９年４月１１日～平成１０年３月３１日

上白滝８ I－２０－９１ 紋別郡白滝村字上白滝１８１－４，１８２－３ ３２０ （平成９年５月６日～１０月２５日）

上白滝２ I－２０－４８ 紋別郡白滝村字上白滝１７６－２，１７７－３ ３，９３０

上白滝５ I－２０－８８ 紋別郡白滝村字上白滝１２３－３ ３，７２８

上白滝７ I－２０－９０ 紋別郡白滝村字上白滝２１９－３ ７，４４３ ２０，７６１

平成１０年度 服部台２ I－２０－１３ 紋別郡白滝村字奥白滝１８－３ ３，８１２ 平成１０年４月１０日～平成１１年３月３１日

奥白滝１ I－２０－５０ 紋別郡白滝村字上白滝１８３－５ ２，０６７ （平成１０年５月６日～１０月２４日）

上白滝５ I－２０－８８ 紋別郡白滝村字上白滝１２３－３ ４，１３２

上白滝６ I－２０－８９ 紋別郡白滝村字上白滝１２３－３，１２２－３ ６，９５３

上白滝７ I－２０－９０ 紋別郡白滝村字上白滝２１９－３ ５，１５０

上白滝８ I－２０－９１ 紋別郡白滝村字上白滝１８１－４，１８２－３ ５６

北支湧別４ I－２０－６７ 紋別郡白滝村字北支湧別９７－１ ５，４７２ ２７，６４２

平成１１年度 奥白滝１１ I－２０－６５ 紋別郡白滝村字奥白滝５２－５ ５０５ 平成１１年４月１日～平成１２年３月３１日

服部台２ I－２０－１３ 紋別郡白滝村字奥白滝１８－３ ２，００２ ２，５０７ （平成１１年５月６日～７月４日）

平成１２年度 服部台２ I－２０－１３ 紋別郡白滝村字奥白滝１８－３ ８７７ 平成１２年４月３日～平成１３年３月３０日

奥白滝１ I－２０－５０ 紋別郡白滝村字上白滝１８３－２ ３４５ （平成１２年５月８日～１０月２７日）

上白滝８ I－２０－９１ 紋別郡白滝村字上白滝１８２－２ ６６１

白滝第３０地点 I－２０－６ 紋別郡白滝村字白滝３８２－４ ６３６

白滝８ I－２０－５８ 紋別郡白滝村字白滝１４６－１，１４６－２ ８３４

白滝１８ I－２０－９２ 紋別郡白滝村字白滝１４５，１３９－１ ２，６００ ５，９５３

平成１３年度 上白滝６ I－２０－８９ 紋別郡白滝村字上白滝１２３ ６７０ 平成１３年４月２日～平成１４年３月２９日

白滝３ I－２０－３６ 紋別郡白滝村字白滝１０６ほか ２，９００ （平成１３年７月１６日～９月１４日）

下白滝 I－２０－２３ 紋別郡白滝村字下白滝９９－１ ９０ ３，６６０

平成１４年度 旧白滝９ I－２０－３２ 紋別郡白滝村字旧白滝４３８ ３，３８０ 平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日

旧白滝８ I－２０－３１ 紋別郡白滝村字旧白滝４４２ ２，６１０ （平成１４年６月３日～１０月２５日）

下白滝 I－２０－２３ 紋別郡白滝村字下白滝９９－１ ２，２５０ ８，２４０

平成１５年度 旧白滝５ I－２０－２８ 紋別郡白滝村字旧白滝４１７ ７，３４０ 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

旧白滝８ I－２０－３１ 紋別郡白滝村字旧白滝４１９，４２９，４４２，４４３ １，１６０ （平成１５年５月７日～１０月２４日）

中島 I－１９－３４ 紋別郡丸瀬布町南丸４８，５２ １，９００ １０，４００

合計 ９８，９７０ ９８，９７０
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２ 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 伊藤一夫（平成１０年５月３１日まで）

大澤 満（平成１３年６月３０日まで）

森重楯一（平成１３年７月１日から）

専務理事 佐藤哲人（平成１１年５月３１日まで） 常務理事 柴田忠昭（平成１１年３月３１日まで）

宮崎 勝（平成１１年６月１日から） 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

畑 宏明（平成１４年６月１日から）

佐藤俊和（平成１６年４月１日から）

業務部長 山内 清（平成９年３月３１日まで） 第１調査部長 畑 宏明（平成１１年８月１５日まで）

北條雅洋（平成１０年３月３１日まで） 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

総務部長 中田 仁（平成１３年３月３１日まで） （兼務）

柳瀬茂樹（平成１４年３月３１日まで） 大沼忠春（平成１４年３月３１日まで）

下村一久（平成１４年４月１日から） （兼務）

佐藤英一（平成１６年４月１日から） 畑 宏明（平成１４年４月１日から）

（兼務）

千葉英一（平成１６年４月１日から）

平成７年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

平成８年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 藤井 浩（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成９年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１０年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

２ 調査体制
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平成１１年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 佐藤 剛

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

同 文化財保護主事 福井淳一

平成１２年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１３年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１４年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主任 立田 理（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１５年度 第１調査部第３調査課課長 高橋和樹（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主任 愛場和人

同 主任 直江康雄（発掘担当者）

平成１６年度 第１調査部第３調査課課長 高橋和樹

同 主任 鈴木宏行

同 主任 直江康雄

３ 調査に至る経過

旭川市を始点とし、比布町、愛別町、上川町、白滝村、丸瀬布町、遠軽町、上湧別町、湧別町を経

由して、紋別市に至る延長１３０kmの旭川・紋別自動車道の建設工事に伴う埋蔵文化財保護のための

事前協議や発掘調査の経過については、これまでに（財）北海道埋蔵文化財センターが刊行してきた

発掘調査報告書『白滝遺跡群Ⅰ～Ⅴ』に詳述されている。ここではそれらの記載に基づいて記述する。

旭川・紋別自動車道のうち、上川町上越から白滝村に至る上越白滝道路については、平成４年７月

に埋蔵文化財保護のための事前協議書が、北海道開発局から北海道教育委員会あてに提出され、これ

を受けて北海道教育委員会は、同年８月に遺跡の所在確認調査を行い、１０月には範囲確認調査に着手

した。平成５年度には服部台、服部台２、白滝第４・３０地点の各遺跡や国指定史跡「白滝遺跡」の隣

接地などで範囲確認調査を実施、その結果、予定ルートにおいて２０haに及ぶ遺跡群の存在が確認さ

れ、工事計画と遺跡の保存について協議が進められた。その動向は、北海道考古学会や日本考古学協

会などから遺跡群の保存を求める要望書が提出されるなど、学界も注目するところとなった。

このような状況のもと、大規模かつ重要な遺跡が密集する八号沢川と湧別川の合流点付近について
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（１）発掘区の設定

は路線変更が図られ、奥白滝１１、奥白滝１２、服部台、服部台２、奥白滝１、上白滝８の６遺跡では、

主要部分が現状保存された。しかし、工事計画の変更が困難な区域では、事前の記録保存調査が必要

となり、平成７年度から（財）北海道埋蔵文化財センターと白滝村教育委員会が発掘調査を開始し、

大規模な遺跡が密集する奥白滝、上白滝地区の本線部分については、平成１１年度までに整理作業を残

す現場段階での調査が終了した。

続く平成１２年度には、白滝ＩＣに至る本線部分の白滝８、白滝１８遺跡の調査を行い、合わせて防雪

柵設置のための服部台２、奥白滝１、上白滝８、白滝第３０地点遺跡の調査を実施した。平成１３年度に

は上白滝６遺跡の工事用道路部分と白滝３遺跡のインターチェンジに付帯する道路部分の調査が２カ

月間行われ、小規模ながら新たに白滝ＩＣ～丸瀬布ＩＣ間の白滝丸瀬布道路に係る下白滝遺跡の調査

も加わった。この上白滝６、白滝３遺跡の調査で、白滝ＩＣまでの発掘は終了し、年度末の平成１４年

３月３０日には、上川町上越（浮島ＩＣ）～白滝村（白滝ＩＣ）間１９．８kmが開通した。

平成１４年度には下白滝遺跡の継続調査のほか、幌加沢川右岸の旧白滝９遺跡や、左岸の旧白滝８遺

跡の調査に着手するなど、調査対象地は旧白滝地区・下白滝地区へと移行した。これらの遺跡は低位

の段丘面に立地するもので、これまでの高位段丘上の旧石器時代中心の遺跡群とは異なり、縄文時代

や続縄文時代など、より新しい時代に営まれたものである。平成１５年度には、丸瀬布ＩＣにかかる丸

瀬布町中島遺跡の調査や、旧白滝８遺跡の継続調査など縄文時代以降の遺跡を調査し、合わせて旧白

滝８遺跡の北側に隣接する旧白滝５遺跡の調査を開始した。旧白滝５遺跡は高位・中位段丘上に立地

する旧石器時代を主体とする遺跡であり、平成１５年度はその南西側半分ほどを調査した。

平成１６・１７年度には発掘調査を行っていないが、旧白滝５遺跡の残りの北東部分を含め旧白滝地区

以東において今後も調査が見込まれる。

平成７～１５年度の９年間で、（財）北海道埋蔵文化財センターが調査したのは、白滝村奥白滝１１、

服部台２、奥白滝１、上白滝８、上白滝２、上白滝５、上白滝６、上白滝７、北支湧別４、白滝第３０

地点、白滝８、白滝１８、白滝３、旧白滝９、旧白滝８、旧白滝５、下白滝、丸瀬布町中島の１８遺跡で

面積は９８，９７０㎡、白滝村教育委員会が平成７～１０年度の４年間で調査したのは、白滝第４地点、白滝

第３０地点の２遺跡で面積は２０，１２３㎡である。これらを合わせた現時点での総発掘調査面積は、計

１１９，０９３㎡となる。

現状保存された奥白滝１１、奥白滝１２、服部台、服部台２、奥白滝１、上白滝８遺跡の６カ所につい

ては、旧路線および新路線との間の部分を加えた２０４，３５２．３３㎡について、関係者の努力により平成１０

年に国指定史跡に追加され、既に指定済みの「白滝遺跡群」（白滝第１３地点遺跡）と合わせて「白滝

遺跡群」（面積２２６，２５０．３３㎡）として名称変更された。現在、白滝村による指定地の公有化の作業も

終了し、将来的な史跡の整備・活用の検討が進められている。 （鈴木宏行）

４ 調査概要

発掘区設定は、道路工事の測点ＳＰを基準として、発掘区全体に４×４m規格のメッシュをかけ

て行い、個々の発掘区はアルファベットの大文字とアラビア数字の組み合わせで表示した。

具体的には、各遺跡においてルートの延びる東西方向（丸瀬布町へと向かうにつれ南西－北東方向

に遷移する）を見通して、発掘区全体をカバーするうえで好適な測点２点を基準点に選び、これを結

んで延長した線を基線とした。基線に平行する４m間隔の直線には、北側から順にアルファベット
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（国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」「丸瀬布南部」を使用）

図Ⅰ－１ 白滝遺跡群調査遺跡図
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を付し、通常は基線のＳＰラインをＭとした。基線に直交する南北方向（丸瀬布町へと向かうにつれ

北西－南東方向に遷移する）の４m毎の直線には、西側から順にアラビア数字を配した。発掘区の

呼称には、４mメッシュの北西隅の交点での表示を用い、例えば、Ｍラインと１０ラインの交点の南

東側がＭ１０区となる。

但し、発掘区長軸とＳＰラインが著しくずれる下白滝遺跡、調査区内のＳＰラインが曲線である旧

白滝９遺跡、旧白滝８遺跡では、用地の境界杭を発掘区設定の基準とし、また、工事路線変更の関係

で服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５遺跡では新路線の測点を、それ以外の遺跡で

は旧路線の測点をそれぞれ基準点とした。各遺跡の基準点と発掘区設定の状況は、各遺跡の報告でそ

れぞれ詳しく説明する。 （鈴木宏行）

（２）調査の方法
調査区域の現況は、大部分が白樺などの雑木林や、松などが植林された山林で、下は一面の笹藪に

覆われた所が多く、耕作の放棄された畑地でも、茅などの雑草が繁茂する荒地と化しており、調査の

開始にあたっては、立木の伐採や、重機による抜根と笹根や雑草の除去を行った。その際、笹根や雑

草を除去すると、黒曜石片が一面に顔を出すような場合には、表土除去をできるだけ浅くとどめ、重

機の導入を最小限に押さえるよう努めた。

発掘調査は、４×４mの発掘区単位で実施した。Ⅰ層（表土および耕作土）の遺物は発掘区単位

で一括して取り上げ、遺物包含層であるⅡ層の遺物は、基本的に、出土位置を計測し、発掘区毎に遺

物番号を付して取り上げた。ただし、指先より小さい剥片類については、発掘区単位で一括して取り

上げた。また、砕片類が多い部分については、フレイク集中としてその範囲を記録のうえ、土ごと取

り上げて水洗処理した。出土地点の計測にはトータルステーションを使用した。現場で遺構・遺物デー

タシステム（（株）シン技術コンサル）に蓄積したデータから、毎日、遺物一覧表とドットマップ（分

布図）を作成し、データのチェックと遺物の分布状況を把握しながら、調査を進めた。データは遺跡

単位で管理しており、平成１６年度現在でのデータ総数は５４９，６５８件、最大は上白滝８遺跡の２１６，３４６件、

最小は白滝第３０地点遺跡の３１３件である。下白滝、旧白滝９、旧白滝８、中島の４遺跡は、全て縄文

時代以降の遺跡で、包含層が地表から浅く、耕作による影響が大きいため、包含層の残存状況が悪く、

遺物出土地点計測は、旧白滝８遺跡の９，０９７件のみに留まった。

いずれの遺跡も工事用地内以外に表土や排土の仮置き場の確保が困難であった。したがって、調査

区域の全面的な同時展開は不可能で、いくつかに分割して調査を進めた。また、効率良い調査を進め

るためには、排土の運搬距離や傾斜を十分考慮する必要がある一方で、台風などに伴う大雨によって、

土砂が工事区域外へ流出しないよう、工事関係者と連携して、排水溝を整備したり、排土山を整形・

固定してシート被覆するなど、防災的な方面にも十分な注意が必要であった。調査区域の分割状況は

遺跡によって異なるが、大きく南北に二分し、さらに東西にいくつかに分けた場合が多い。

調査は、まず分割した範囲の四分の一の発掘区について行い（２５％調査）、次に遺物分布の濃密な

部分から順次進め、分割区域を順次終わらせた。また、急斜面や攪乱の著しい部分については、発掘

区単位で、重機による掘り上げと人手による遺物採取を行った。さらに、２５％調査によって遺物が全

く出土しなかった部分については、最終的に重機を使用した駄目押し調査を行った。

焼土や炭化木片ブロックについては、有機質遺物の採集を目的として、フローテーション法（浮遊

物を０．４２５mmと２mmメッシュで、沈殿物を１mmメッシュの土壌分析用の篩で選別）によって炭

化木片などの微細遺物を回収した。まず、現場で平面・断面図等の記録作成後、ビニール袋に土壌を
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採取し、自然乾燥させる。その後、乾燥重量・体積を記録し、フローテーションを行った。但し、一

部の炭化木片ブロックには、分布が散漫なため面的にではなく、点で回収したものがある。回収した

微細遺物については全て肉眼による選別を行ったが、確認できたのは炭化木片・炭化種子・石器以外

のみで動物遺存体は得られなかった。回収された炭化木片のうち、大きく状態の良好なものは、年代

測定や樹種同定用の試料として抽出した。

遺跡の地形環境や化石周氷河作用、テフラなどが明瞭な状況で観察できる土層については、剥ぎ取

りを行い保存した。 （鈴木宏行）

（３）整理の方法
遺物は雨天日などを利用し、基本的に現地で水洗作業を行った。その後、札幌（平成１２年まで）、

江別（平成１３年以降）の整理作業所に運び、注記などの整理作業を開始した。

遺物は、石器と土器に分けられ、以下のように整理を行った。

石器

石器類や剥片は、出土位置を記録したもの（以下「点取り遺物」）と発掘区単位で一括して取り上

げたもの（以下「一括遺物」）の２つに分けられ、それぞれ次の流れで整理作業を進めた。

＜点取り遺物＞

一次整理として、すべてについて注記作業を行い、次に器種分類、重量計測、石質、残存状況、打

点・自然面・被熱の有無などの属性観察をし、遺跡・遺物データシステムに入力した。

注記は、遺跡名の代わりに道教委の登載番号、発掘区、遺物番号の順で行った。例えば、上白滝８

遺跡のＭ３０区の遺物番号１００は、「９１Ｍ３０・１００」となる。重量は小数点一桁までの計測である。

石材の大部分を占める黒曜石に関しては絶対的なものではないが、肉眼的な特徴から黒色の「黒曜

石１」、梨肌の「黒曜石２」、黒色に茶色の混じった（黒＞茶）「黒曜石３」、茶色に黒色の混じった（茶

＞黒））「黒曜石４」、黒色に紫がかった茶色の混じった（黒＞紫・茶）「黒曜石５」の５種類に分類した。

残存状況は欠損または完形、打点・自然面・被熱などは「有」または「無」の簡単な観察だけであ

る。被熱は肉眼観察により、表面が光沢を失い、くもりガラスのような状態のものやウロコ状のひび

割れがみられるものなどを「有」とした。

二次整理はおもに実測・接合作業である。接合作業は、定形的な石器類においては、まず折れ面接

合を、次に同一母岩の石器類や剥片を探すようにした。剥片類は、先に分類した５種類の黒曜石毎に

同一の石器ブロックないし発掘区のものを集めて作業を進めた。接合作業の実際は、折れ面接合の場

合は瞬間接着剤を使用するが、剥離面接合の場合は、両面テープで仮止しながら作業を進め、必要に

応じて瞬間接着剤を使用した。また、重量のあるものや欠落部分の多いものなどについては、ホット

ボンドなどを使用して補強しながら作業を進めた。ある程度作業が進行した段階で、剥離工程を記録

したカードを作成し、接合番号を付けた。接合番号は遺跡毎に付けたが、折れ面接合は５０００１から、

剥離面接合は１からとした。したがって、剥離面接合資料に折れ面接合が含まれている場合は、１個

体の接合資料で接合番号が複数あることがある。さらにこれらの作業で得られた接合資料のうち特徴

的で同一母岩視できる資料を集め、母岩別資料として、遺跡毎に１から番号を付けた。資料の呼称は、

「母岩別資料」を略して「母岩」、「接合資料」を略して「接合」とし、母岩別資料の場合は「母岩５・

接合１００」、接合のみの場合は、「接合５５」、折れ面接合の場合は「接合５００１５」のように表示した。こ

れらの接合、母岩などの二次的な属性データを先のシステムに追加入力し、現場での出土位置、一次

整理の属性観察などのデータと共に遺跡単位で管理している。
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石器の実測作業は、基本的に通常の方法で行っているが、大型の石器や接合資料などについては、

超望遠レンズ（８００～１２００mm）を使用した９０°展開の写真（プロカメラマン小川忠博氏に依頼）を

使用して行っている。作業は、フジグラフプロジェクションペーパーに焼き付けた実大プリントを、

ライトボックス上で、セクショントレーシングペーパーで判断できる部分をなぞり、後は実物を見な

がら補足する形で進めている。石核や複雑な接合資料などは面合わせの手間が省けるので、効率よく

作業を進めることができる。また、大きな剥離面などでは、リングも十分読み取ることができる。さ

らに、この時撮影した写真を２分の１で通常の印画紙にプリントし、写真図版に接合資料として掲載

した。接合資料には６０cm以上の長大なものや２０kgを超える重いもの、バランスの悪いもの、点で接

合して不安定なものなどがあり、撮影は難しいものであったが、小川氏とともに工夫や努力で乗り切った。

＜一括遺物＞

基本的に現場において、定形的な石器類の抜き出し、点数のカウントなどを行い、その後の作業は

江別の整理作業所で進めた。抜き出した石器類は、一次整理として台帳を作成し、点取り遺物と同様

に注記、属性観察を行い、二次整理の実測・接合作業を行う。剥片類は一括して重量を計測した後、

必要に応じて点取り遺物の接合作業の対象遺物に加え、基本的には接合したもののみ、注記・属性観

察などを行っている。その注記は、点取り遺物と区別するため、発掘区と台帳の整理番号の間に層位

を記入した。例えば、上白滝８遺跡のＭ３０区、Ⅱ層出土、台帳番号１０の石器は、「９１Ｍ３０・Ⅱ・１０」

となる。

土器

土器は下白滝、旧白滝８、中島の３遺跡から出土したが、全て１００点以下で数量は非常に少ない。

耕作土や攪乱層に含まれていたものが多く、細かく砕け、摩耗や剥落の著しい破片が大多数を占める

ため、バインダーの１０％溶液を塗布して、表面の補強を図った。

土器は、それぞれの遺跡ごとに分類、集計し、接合に努めたが、小さく、摩耗した破片が多く、実

測に耐えるほどの大きさに復元できた例はない。接合の欠損部はバイサムで補填した。摩耗のため文

様の判別が困難な土器片も少なくないが、この地域では貴重な資料であり、できるだけ多くの拓影図

や写真を掲載するよう配慮した。 （鈴木宏行）

（４）報告書の作成
平成７年度から始まった調査は、ある程度の出土遺物量を予想して整理計画を作成していたが、具

体的な計画は、遺物の状況が明らかになってから検討することとしていた。また、現地作業を優先し

た調査体制としていたため、夏期の整理作業においても調査員が常駐する体制が取れなかった。した

がって当初の整理作業は注記、属性観察、接合作業、集計などの基礎的な作業を中心に行った。

平成１０年度に本線部分の主要な調査がほぼ終了し、遺物量や接合状況が明らかになってきたので、

平成１１年度から報告書の作成を開始し、『白滝遺跡群Ⅰ』（平成１１年度）、『白滝遺跡群Ⅱ』（平成１２年

度）、『白滝遺跡群Ⅲ』（平成１３年度）、『白滝遺跡群Ⅳ』（平成１５年度）、『白滝遺跡群Ⅴ』（平成１６年度）

を刊行し、本報告書『白滝遺跡群Ⅵ』が６冊目となる。

調査状況や出土遺物の概要については、調査年度単位で『（財）北海道埋蔵文化財センター調査年

報８～１７』（（財）北海道埋蔵文化財センター１９９６、１９９７、１９９８、１９９９、２０００、２００１、２００２、２００３、２００４、

２００５）で紹介している。また、委託者より調査内容が比較的容易に理解できる資料作成の要請を受け、

写真を中心とした調査概要として平成９年度に『白滝遺跡群を掘るⅠ（上白滝８遺跡の調査）』、平成

１０年度に『白滝遺跡群を掘るⅡ（上白滝２遺跡の調査）』、『白滝遺跡群を掘るⅢ（奥白滝１遺跡の調
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査）』を作成したが、報告書の刊行を開始した平成１１年度以降は作成していない。

報告書は遺跡単位での作成を基本とし、調査終了遺跡を対象に順次、年度毎に１冊にまとめて刊行

することとしている。ただし、平成１２年に行った防雪柵関連で調査した４か所の遺跡（服部台２・奥

白滝１・上白滝８・白滝第３０地点）のうち奥白滝１遺跡については、進行していた報告書作成作業に

組み込むことができず、別途報告することとした。上白滝６遺跡の平成１３年度の追加調査分について

は、本線部分の報告が平成１２年度に刊行済みであったため、平成１５年度に報告した。また、上白滝８

遺跡に関しては、出土量が多いため、２回に分けて報告することとし、東地区を『白滝遺跡群Ⅳ』で

報告した。

全体としては全ての調査終了遺跡を一度に報告することは不可能なので、遺跡毎に異なる段階の二

次作業を平行して行い、報告作業に組み込んでいった。このことによって、遺跡群として出土量の多

寡に関わらず、以下の報告方針に適う均質な整理作業ができたと思う。

次に、報告方針について述べる。白滝遺跡群は黒曜石の原産地という立地を反映して出土遺物量は

膨大である。しかし、報告は基本的にどのようなものが、どのような状態で、どのくらい出たのかが

理解できるよう作成している。したがって、遺物の集計にあたっては、器種、石質別の点数、重量を

明確に示すことにしている。

高・中位の段丘上にある旧石器時代の遺物は層位的に分離できる出土状況ではない。しかしながら、

平面的にはある程度のまとまりとして確認でき、そのまとまりを「石器ブロック」（Sb）と呼び、そ

れを最小単位として、石器の組成、接合関係などから、単独または複数を「石器ブロック群」１）とい

う形で捉えた。また、低位段丘上にある、縄文～擦文時代の遺物は、平面的なまとまりをフレイク集

中（Fc）と呼び、それを最小単位として出土層位毎にまとめた。したがって、報告書では、石器ブ

ロック群単位で定形的な石器を、次にその石器ブロック群を構成する石器ブロックの分布図、接合状

況図を、最後にその石器群の接合資料を提示する形とした。定形的な石器類は、破片を含めてその石

器群の器種組成が理解できるように配慮した。分布図は、まず全点の分布を示し、次に図を示した定

形的な石器の出土位置が理解できる図を作成した。接合状況図は石器群単位での折れ面接合や全接合

を示した。接合資料は、全体実測図を示し、その剥離過程が分かるように剥離模式図を作成し、また、

可能なものについては、段階単位での実測図を作成したものもある。さらに接合破片のうち先の定形

的な石器で提示しているものを接合資料の縮尺に合わせて再度示している。また、状況によっては剥

片類でも実測図を作成して掲載したものもある。母岩別資料または接合資料においてもその接合破片、

または母岩の分布状況を図で示した。また、接合資料の中には、全体を写真のみで示し、剥離模式図

や分布図のみ示したものもある。

実測図を示した石器、接合資料は基本的に写真図版に掲載し、掲載遺物一覧に表示した。

各種分析については、遺跡単位で結果を報告することとしているが、状況によっては同時に分析し

た他の遺跡のものも報告する場合もある。

「調査結果の概要」は、報告書作成時の最新の集計データ、遺跡の内容を記載しているので、報告

書によって数値・内容が異なる部分がある。 （鈴木宏行）

１）『白滝遺跡群Ⅰ～Ⅲ』では石器組成・接合関係で関連する石器ブロックを「石器群」と呼んだが、『白滝遺跡群Ⅳ』で

は「舟底形石器・尖頭器を伴う石
�

器
�

群
�

」などとの混同を避けるために「石器ブロック群」と称し、それらを相対的に高

位の概念である「石器群」と低位の「石器ブロック群」に区別した。また、石器ブロック群が連続し、石器群として明

確に分離できない状況の上白滝８遺跡東地区 Sb－１４～６１、西地区 Sb－８１～１１１については「区域」とした（鈴木ほか

２００４，p９７）。
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（５）遺構・遺物の分類
遺構の分類

確認された遺構は焼土と炭化木片ブロックである。土壌が赤褐色に変化し、火を焚いた痕跡と考え

られるものを焼土とし、Fで表記した。明確な焼土を伴わずに炭化木片がまとまって検出されたもの

を炭化木片ブロックとし、Cbで表記した。いずれも明確な掘り込みは伴わない。

遺物の分類（図Ⅰ－２～９）

確認された遺物はほとんどすべて石器類である。これまでの研究史の中で確立し、広く一般的に認

識されてきた器種分類を踏襲して分類し、「白滝Ⅰ群」の特徴的な石器に関しては新器種を設定した。

また、二次加工技術や剥片剥離技術を基にした細分類は、必要に応じて行うこととする。

剥片（FK）

石核・石刃核・細石刃核・石器（トゥール）から剥離されたもので縦長剥片・石刃・細石刃・削片以

外の石器。

石刃（BL）

長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する稜がある石器。

縦長剥片（LF）

長さが幅の２倍以上で石刃に該当しない石器。

削片（SP）

彫器削片：彫器の彫刀面作出・再生時に剥離されたと考えられる剥片。以下のように細分される。

Ⅰ類：彫器Ⅰ類から剥離されたと考えられるもの（図Ⅰ－４－１０２など）。

Ⅱ類：彫器Ⅱ類から剥離されたと考えられるもの（図Ⅰ－４－１０１など）。

Ⅲ類：彫器Ⅲ類から剥離されたと考えられるもの（図Ⅰ－４－１０９）。東地区（鈴木ほか ２００４）

の「その他削片」を含む。

細石刃核削片：削片系細石刃核の打面作出時に剥離されたと考えられる剥片。

舟底形石器削片：舟底形石器Ⅰ類の端部から剥離されたと考えられる細石刃状の剥片。これ自体が

目的的なものかどうか不明であり、削片として分類した。

尖頭器削片：尖頭器の縁辺から剥離されたと考えられる剥片。

細石刃（MB）

細石刃核より剥離されたと考えられ、長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する稜

があり、幅が１cm以下の石器。

細石刃核（MC）

細石刃を剥離したと考えられる石器。

舟底形石器（BT）

素材の平坦面から周辺に二次加工を施して舟形に整形した石器。以下のように細分される。

Ⅰ類：加工が精緻で幅が４～１２mm、高さが８～１２mm程度の小型のもの。主に上下から側面加工

が行われ、端部に細石刃状の縞状剥離痕を持つものが多い。幅によって以下のように細分さ

れる。

Ⅰａ類：幅が４～８mmのもの。黒曜石４が多い（図Ⅰ－３－５７～６３）。西地区では本類のみ出

土している。

Ⅰｂ類：幅が８～１２mmのもの（図Ⅰ－４－６４・６５）。
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Ⅱ類：加工が粗くⅠ類より大きいもの。主に上から側面加工が行われ、端部に縞状剥離痕がみられ

ない。大きさ・素材・石質から以下のように細分される。

Ⅱａ類：１５cm以下、主に１０cm以下で小型の剥片・石核素材のもの（図Ⅰ－３－６６～６９）。黒曜

石４が多い。西地区出土の舟底形石器の大部分が本類である。そのため本書では、接合

資料の記載の中で、特にことわりのない場合、「舟底形石器」はⅡａ類を指し、それ以

外の場合はそれぞれ明記する。

Ⅱｂ類：１０cm以上、主に１５cm以上で大型の剥片・石核素材のもの（図Ⅰ－４－７０～７２）。下縁

からの加工範囲の広いものは側面が平坦かつ下縁部がシャープである。甲板面は平坦で、

リングが密集するものが含まれ、側面形は細長い形状である。黒曜石１が多く、黒曜石

５も利用される。「斜面部」で出土している幌加型細石刃核未製品は、相対的に高さが

あり、下縁部の側面形が弧状で、形態的な差違があるが、素材・二次加工技術が類似し

ているため現時点ではこの類型に分類する。

Ⅱｃ類：甲板面が原礫面のもの。石器形状に近い角柱状の原石が利用される（図Ⅰ－４－７３・７４）。

石器の特徴はⅡｂ類と同様であるが、下縁からの加工が顕著でより細長い形状である。

黒曜石１が多い。

尖頭器（PT）

素材の両面を加工し、尖頭部を作り出した石器。以下のように細分される。

Ⅰ類：削片剥離・舌部の無いもの（図Ⅰ－２－１～１２）。

Ⅱ類：削片剥離が行われるもの（図Ⅰ－２－２５～２８）。

Ⅲ類：有舌尖頭器（図Ⅰ－２－１５～２２）。

両面調整石器（BF）

素材の両面を加工したもので尖頭器、斧形石器以外の石器。

ナイフ形石器（KN）

素材の鋭い縁辺の一部を残し、他の縁辺に加工を施した石器。広郷型ナイフ形石器を含む分類のため、

二次加工は刃潰し状の加工に限らず平坦剥離も含む。

彫器（BU）

素材の端部に一条から数条の樋状剥離を施した石器。以下のように細分する。

Ⅰ類：周縁加工左刃彫器ないしそれに類するもので彫刀面が背面に傾くもの（図Ⅰ－４－８１など）。

Ⅱ類：周縁加工左刃彫器ないしそれに類するもので彫刀面が腹面に傾くもの（図Ⅰ－４－８２など）。

Ⅲ類：Ⅰ・Ⅱ類以外のもの（図Ⅰ－４－９３～９７）。周縁加工のないもの、彫刀面打面が折れ面・彫

刀面・厚手の調整打面のものが含まれる。

掻器（ES）

素材の端部に連続的な二次加工を施した石器。

錐形石器（DR）

素材の端部に錐状の尖頭部を作り出した石器。

削器（SS）

素材の側縁に連続的な二次加工を施した石器。

台形石器（TR）

素材の二側縁に二次加工を施し、台形状に整形した石器。

裏面微細加工石器（IR）
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素材の腹面縁辺部に２mm前後の微細な二次加工を連続的に施した石器。「白滝Ⅰ群」に含まれる。

基部平坦加工石器（FR）

素材の腹面打面部周辺にバルブを除去するような平坦剥離による二次加工を施した石器。「白滝Ⅰ群」

に含まれる。

二次加工ある剥片（RF）

素材に二次加工を施したもので、定形的な石器に分類されない石器。

石核（CO）

剥片を剥離したと考えられるもので、石刃核、細石刃核以外の石器。

石刃核（BC）

石刃を剥離したと考えられる石器。

斧形石器（AX）

両面もしくは片面加工により、斧状の刃部を作り出した石器。

敲石（HS）

礫に潰打痕が観察される石器。

磨石（GS）

小型礫に磨痕が観察される石器。

砥石（WS）

礫の片面もしくは両面に磨痕が観察される石器。

台石、石皿（AS）

偏平礫に打撃痕や磨痕が観察される石器。

原石（RM）

石器の石材として利用される石で、人為的と考えられる剥離を受けていないもの。以下のように細分

する。

Ⅰ類：Ⅱ類以外の転礫・角礫。

Ⅱ類：棒状原石、ないし、角柱状の角礫。

礫（PB）

石器の石材として利用されない石で、剥離、敲打痕、潰打痕、磨痕などが観察されないもの。

石刃鏃（BA）

石刃を素材として主に腹面縁辺の加工により尖頭部を作り出した石器。

石鏃（AH）

素材を細かい加工により薄身にして端部に尖頭部を作り出した概ね５cm以下の石器。

つまみ付きナイフ（TS）

素材端部にノッチ状の加工でつまみ部を作り出した石器。 （鈴木宏行・直江康雄）

（６）調査結果の概要
平成７～１５年の９年間で調査した遺跡は、湧別川の上流側から白滝村の奥白滝１１・服部台２・奥白

滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７・北支湧別４・白滝第３０地点・白滝８・

白滝１８・白滝３・旧白滝９・旧白滝８・旧白滝５・下白滝の１７か所と、丸瀬布町中島遺跡の計１８か所

（図Ⅰ－１）で、その総面積は、９８，９７０㎡である。年度・遺跡別の調査面積は、表Ⅰ－１に掲載した

とおりである。



Ⅰ 調査の概要

１３

表Ⅰ－１ 白滝遺跡群遺跡別・調査年別面積一覧 ＊ゴシックは報告済

表Ⅰ－２ 白滝遺跡群調査結果概要一覧
遺跡名 調査年 面積㎡ 遺 構 遺物総数 点 点／㎡ 地点計測 点 一括 点 主な遺物

奥白滝１１ Ｈ１１ ５０５ ２，３９６ ５ １，１１６ １，２８０ 尖頭器・両面調整石器・削器・石刃核・石核

服部台２ Ｈ１０～１２ ６，６９１ Ｃｂ：８ ７９８，０３０ １１９ ６７，７７１ ７３０，２５９
細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両
面調整石器・彫器・掻器・削器・ナイフ形石
器・斧形石器・石刃・石刃核・石核

奥白滝１ Ｈ９・１０・１２ ７，７５２ Ｃｂ：１８ ８３１，９２８ １０７ ９９，２１６ ７３２，７１２
細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両
面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・
「台形様石器」・斧形石器・石刃・石刃核・石核

上白滝８ Ｈ７～１０・１２ １７，８４９ Ｃｂ：２８ １，３５４，５６７ ７６ ２１５，７８３ １，１３８，７８４

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両
面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・
「台形様石器」・ナイフ形石器・斧形石器・
石刃・石刃核・石核

上白滝２ Ｈ８・９ ６，９２５ Ｃｂ：６ ４３２，４２９ ６２ ５０，０８５ ３８２，３４４
細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両
面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・
石刃・石刃核・石核

上白滝５ Ｈ９・１０ ７，８６０ Ｆ：２，Ｃｂ：１ ８６，０３４ １１ ２２，４４１ ６３，５９３
舟底形石器・尖頭器・両面調整石器・彫器・
掻器・錐形石器・削器・斧形石器・石刃・石
刃核・石核・石刃鏃

上白滝６ Ｈ１０・１３ ７，６２３ ６，６５７ １ ２，６６７ ３，９９０ 尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・錐形石
器・削器・石刃・石刃核・石核・石刃鏃・石鏃

上白滝７ Ｈ９・１０ １２，５９３ Ｃｂ：４ ２１，８０９ ２ ４，４４８ １７，３６１ 尖頭器・彫器・掻器・削器・ナイフ形石器・
石刃・石刃核・石核

北支湧別４ Ｈ１０ ５，４７２ ２４，１４０ ４ ６，７７６ １７，３６４ 尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・削器・
石刃・石刃核・石核

白滝第３０地点 Ｈ１２ ６３６ Ｃｂ：１ ４，６２６ ７ ３１３ ４，３１３ 細石刃・彫器・掻器・削器・石刃・石核

白滝８ Ｈ１２ ８３４ ４，０３６ ５ １，７２８ ２，３０８ 細石刃・舟底形石器・両面調整石器・彫器・
石刃・石刃核・石核

白滝１８ Ｈ１２ ２，６００ ４７，８２５ １８ ２３，４２３ ２４，４０２ 尖頭器・両面調整石器・舟底形石器・彫器・
掻器・錐形石器・削器・石刃・石核

白滝３ Ｈ１３ ２，９００ ４１，２８１ １４ １，０１０ ４０，２７１ 尖頭器・舟底形石器・彫器・掻器・削器・石
刃・石刃核・石核

旧白滝９ Ｈ１４ ３，３８０ ２８，３２０ ８ ０ ２８，３２０ 石鏃・尖頭器（石槍・ナイフを含む）・削器

旧白滝８ Ｈ１４・１５ ３，７７０ Ｆ：４，Ｆｃ：３０ ５２９，１５７ １４０ ９，０９７ ５２０，０６０
土器（続縄文・擦文）・石鏃・両面加工ナイ
フ・両面調整石器（ナイフ未成品）・掻器・
削器・石核

旧白滝５ Ｈ１５ ７，３４０ Ｆ：３，Ｃｂ：４，
Ｆｃ：２ ２６１，６００ ３６ ４３，２２１ ２１８，３７９

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両
面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・
「台形様石器」・ナイフ形石器・斧形石器・
石刃・石刃核・石核

下白滝 Ｈ１３・１４ ２，３４０ １５６，６９９ ６７ ０ １５６，６９９
土器（縄文中期）・石鏃・尖頭器（石槍・ナ
イフを含む）・つまみ付きナイフ・掻器・削
器・石核

中島 Ｈ１５ １，９００ Ｆｃ：１ １，６８６ １ ０ １，６８６ 土器（縄文晩期）・石鏃・両面調整石器・掻器

計 Ｈ７～１５ ９８，９７０ Ｆ：９，Ｃｂ：７０，Ｆｃ：３３ ４，６３３，２００ ４７ ５４９，０９５ ４，０８４，１２５

遺跡名 調査年 １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ 総面積㎡ 報告書

奥白滝１１ Ｈ１１ ５０５ ５０５ 白滝Ⅳ
服部台２ Ｈ１０～１２ ３，８１２ ２，００２ ８７７ ６，６９１
奥白滝１ Ｈ９・１０・１２ ５，３４０ ２，０６７ ３４５ ７，７５２ 白滝Ⅲ
上白滝８ Ｈ７～１０・１２ ６，６００１０，２１２ ３２０ ５６ ６６１ １７，８４９ 白滝Ⅳ・Ⅵ
上白滝２ Ｈ８・９ ２，９９５ ３，９３０ ６，９２５ 白滝Ⅱ
上白滝５ Ｈ９・１０ ３，７２８ ４，１３２ ７，８６０ 白滝Ⅲ
上白滝６ Ｈ１０・１３ ６，９５３ ６７０ ７，６２３ 白滝Ⅱ・Ⅳ
上白滝７ Ｈ９・１０ ７，４４３ ５，１５０ １２，５９３ 白滝Ⅰ
北支湧別４ Ｈ１０ ５，４７２ ５，４７２ 白滝Ⅱ
白滝第３０地点 Ｈ１２ ６３６ ６３６ 白滝Ⅳ
白滝８ Ｈ１２ ８３４ ８３４
白滝１８ Ｈ１２ ２，６００ ２，６００
白滝３ Ｈ１３ ２，９００ ２，９００
旧白滝９ Ｈ１４ ３，３８０ ３，３８０ 白滝Ⅴ
旧白滝８ Ｈ１４・１５ ２，６１０ １，１６０ ３，７７０ 白滝Ⅴ
旧白滝５ Ｈ１５ ７，３４０ ７，３４０
下白滝 Ｈ１３・１４ ９０ ２，２５０ ２，３４０ 白滝Ⅴ
中島 Ｈ１５ １，９００ １，９００ 白滝Ⅴ

計 Ｈ７～１５ ６，６００１３，２０７２０，７６１２７，６４２ ２，５０７ ５，９５３ ３，６６０ ８，２４０１０，４００ ９８，９７０

報告書刊行年度 白滝Ⅰ 白滝Ⅱ 白滝Ⅲ 白滝Ⅳ 白滝Ⅴ 白滝Ⅵ
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奥白滝１１遺跡から白滝３・旧白滝５遺跡の１４遺跡は、より高位の段丘面である天狗平面・上白滝

面・東白滝面に立地する旧石器時代を主体とする遺跡で、旧白滝９・旧白滝８・下白滝・中島の４遺

跡は、より低位の段丘面である支湧別面に立地する縄文時代から続縄文、擦文時代に至る時期の遺跡

である。

確認された遺構は、火を焚いた痕跡の可能性がある炭化木片の集中（炭化木片ブロック・Cb）と

焼土（赤色土を含む）（F）である。炭化木片ブロックは７遺跡７０か所（服部台２：８か所、奥白滝

１：１８か所、上白滝８：２８か所、上白滝２：６か所、上白滝５：１か所、上白滝７：４か所、白滝第

３０地点：１か所、旧白滝５：４か所）、焼土は９か所（上白滝５：２か所（赤色土と報告）、旧白滝８：

４か所、旧白滝５：３か所）である。炭化木片ブロックは、遺物の集中部、もしくはその周辺に分布

し、いずれもⅡ層の下部で検出されている。大きさは径１０cm前後の円形から長さ１m前後の長円形

と様々で、いくつかの小ブロックで確認される場合もある。炭化木片の集中度および大きさも様々で、

炭化木片を含む層はおよそ５cm前後の厚さのものが多い。しかし、上白滝８遺跡の Cb－１３は例外

的で、２．４×１．０mの大きさで、窪みに３層に分かれて堆積する大規模なものであった。

炭化木片について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）を行ったところ、上白滝７・白滝第３０地点・旧

白滝８・一部の旧白滝５遺跡の試料については、５，０００～１，９００年前という縄文・続縄文時代に相当す

る年代値が得られたが、服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・白滝３・一部の旧白滝５遺跡の

試料では、最も新しいもので９，９４０±４０yBP（Beta－１５０４３８）、最も古いもので、２８，１２０±１８０yBP（Beta

－１８６１９９）という数値が得られ、それらは、１０，０００～１０，５００yBP、１１，５００～１１，９００yBP、１３，４００～

１４，３００yBP、１５，０００～１６，２００yBP、１７，５００～１９，０００yBPに数値の集中がみられる。これらの数値は、

現在考えられている石器群の年代と大きくかけ離れたものではない。しかし、被熱石器の分布との重

複など石器ブロックとの同時性を明確に対比ができる状況にない。また、人が関わらない自然現象に

由来する炭化木片の可能性もあるが、樹種同定の結果などからも当時の植生を反映しているものであ

ることは間違いない。一応、石器群の年代を検討する上で、参考となるものと考えられるので、現在、

各遺跡における石器ブロックと炭化木片ブロックの対比を、石器の接合や母岩分類などの作業を進め

ながら、検討している。

出土している遺物は、平成１３年度まではすべて石器類で、土器は１点もなかったが、平成１４・１５年

度の下白滝・旧白滝８・中島遺跡の調査で、いずれも少量ながら土器が出土した。平成１３年度までに

調査した土器が出土していない湧別川右岸の遺跡で出土した石器類の時期は、遺物包含層のⅡ層の下

位に約３万年前に降下したと考えられる大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）があることから、３万年より新

しい後期旧石器時代と考えられるが、年代的には本州の縄文時代草創期に相当する時期のものもある。

また、石刃鏃石器群や石鏃があり、それらは縄文時代早期およびそれ以降の時期に相当する。平成１１

年度に報告した上白滝７遺跡の Sb－１の二次加工ある剥片類は、縄文時代後・晩期の可能性のある

石器素材と考えられる（坂本ほか ２０００）。また、平成１２年度に報告した北支湧別４遺跡の Sb－１も

石器の形態や加工、さらにパティナの状況から縄文時代の小型の尖頭器を製作している石器群と考え

られる（鈴木ほか ２００１）。

下白滝遺跡は耕作による撹乱が著しく遺物包含層が残存していなかったが、木根と思われる落ち込

みに遺物が流れ込んでおり、多数の石器類とともに土器が発見された。土器は縄文時代中期とみられ

る押型文・押引文に伴う無文土器のほか、後期・晩期とみられるものが少量あった。出土した石鏃に

は各種の形態が含まれ、土器と同様に幅広い時期のものを含んでいる。旧白滝８遺跡も下白滝遺跡同

様耕作による撹乱が著しかったが、旧河道に接した斜面部分で続縄文時代後北 C１式に相当するもの
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表Ⅰ－３ 調査遺跡の石器ブロック群一覧
石器群

遺跡名
Sb― Fc―

「白滝Ⅰ群」
広郷型ナイフ形石
器を含む石器群

「峠下型」細石刃核
を含む石器群

頁岩製の「札滑型」
ないし「美利河型」
細石刃核を含む石
器群

「札滑型」細石刃核
を含む石器群

「幌加型」細石刃
核・大型石刃・大型
舟底形石器を含む
石器群Ⅰａ群 Ⅰｂ群

奥白滝１１ １

服部台２ ６５ Sb―４５ Sb―５４、Sb―６４ Sb―２０～２２、Sb―５５～
６３

奥白滝１ ５３ Sb―１～３、Sb―４～６、
Sb―４５～４７

上白滝８ １１１
Sb―１～３、Sb―４～６、
Sb―７・８、Sb―９、Sb―１１
～１３、Sb―６４～７０

Sb―１０、Sb―７１、Sb―７２
～７９ F区、I区 A区、B区、C区、

斜面部 斜面部？ B区、D区、G区、
I区、斜面部

上白滝２ １５ Sb―１４ Sb―３～６・１０
上白滝５ １２ Sb―３？
上白滝６ ５
上白滝７ １０ Sb―４～１０
北支湧別４ ３
白滝第３０地点 ２ Sb―１？
白滝８ 未 ○ △
白滝１８ 未
白滝３ 未
旧白滝９ ０
旧白滝８ ０ ２９
旧白滝５ 未 ２ ○ ○ ○ ○
下白滝 ０
中島 ０ １

各石器群の
遺跡数 １４ ３ ３ ３ ２ ４ １ ４ ４

各石器群の石器
ブロック群数

２７７＋
α ３２ ９＋α ４＋α ３ ６＋α １ （３）＋α （８）＋α

石器群

遺跡名

「白滝型」細石刃核
を含む石器群

「紅葉山型」細石刃
核を含む石器群

「忍路子型」細石刃
核を含む石器群

「射的山型」（「広郷
型」）細石刃核を含
む石器群

尖頭器を含む石器群 有舌尖頭器を含む石器群 幅広有舌尖頭器を
含む石器群

奥白滝１１ Sb－１

服部台２ 耕作土 Sb－３～５ Sb－１２、Sb－１３、Sb－１７、Sb－４６、
Sb－６５

Sb－１・２、Sb－６～１１、Sb－
１４・１５、Sb－２３～３１、Sb－３８
～４０

奥白滝１ Sb－７～１０
Sb－１１・１２、Sb－１３、Sb－１４、Sb－１５
～２１、Sb－２２～２５、Sb－３７、Sb－３８～
４４、Sb－４９、Sb－５１

Sb－２６～３０、Sb－３１～３６、
Sb－４８、Sb－５３

上白滝８ G区、H区 A区 I区、J区
上白滝２ Sb－９ Sb－１・２、Sb－１５
上白滝５ Sb－１、Sb－４、Sb－５
上白滝６ Sb－４ Sb－２・３
上白滝７ Sb－２・３
北支湧別４ Sb－２・３
白滝第３０地点
白滝８
白滝１８ ○
白滝３ ○
旧白滝９
旧白滝８
旧白滝５ ○
下白滝
中島

各石器群の
遺跡数 １ ２ １ ２ ６ ７ ２

各石器群の石器
ブロック群数 １ ２ ２ １＋α ２０ １４＋α ２＋α

石器群

遺跡名

小型舟底形石器・尖頭器を含
む石器群

小型尖頭器
（側縁鋸歯状）
を含む石器群

石刃鏃を含む
石器群

縄文時代の
石器群

続縄文時代の
石器群 不明

各遺跡の
石器群数

（不明除く）
各遺跡の石器
ブロック群数

奥白滝１１ １ １

服部台２ Sb―３４～３７、Sb―４２、Sb―４３、
Sb―４７～５２

Sb―１６、Sb―１８、Sb―１９、Sb―３２、
Sb―３３、Sb―４１、Sb―４４、Sb―５３ ８ ２９

奥白滝１ Sb―５０、Sb―５２ ５ １９

上白滝８ A区、C区、D区、E区、
G区、I区、J区、K区 Sb―６２・６３ （１１） ２２

上白滝２ Sb―１１・１２、Sb―１３ Sb―７、Sb―８ ５ ９
上白滝５ Sb―６～１１ Sb―１２ Sb―２ （５） ７
上白滝６ Sb―１、Sb―５ ３ ４
上白滝７ Sb―１ ３ ３
北支湧別４ Sb―１ ２ ２
白滝第３０地点 Sb―２ （１） ２
白滝８ ２ 未
白滝１８ １ 未
白滝３ ○ ２ 未
旧白滝９ ○ １ －
旧白滝８ ○ ○（土器有） ２ －
旧白滝５ ○ ○ ７ 未
下白滝 ○（土器有） １ －
中島 ○（土器有） １ －

各石器群の
遺跡数 ７ １ ２ ８ １ ３

９８＋α
各石器群の石器
ブロック群数 １７＋α α ３ ４＋α α １１

「未」は未確定、「○」は有り、「△」は可能性あり。遺跡毎の石器ブロック群数には耕作土、区域、斜面部を含む。
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を主体として一部それより古い土器が出土し、遺跡出土の石器類の大部分もその時期のものと考えら

れる。石器の密度は非常に高く、両面調整石器が集中して製作され、搬出されている。丸瀬布町中島

遺跡は非常に小規模な遺跡で、包含層は全て耕作によって撹乱を受け、その中から縄線文の施された

縄文時代晩期後葉の土器が出土した。石器も出土しているが、白滝村内の遺跡に比べ著しく少ない。

これらの遺跡の遺存状況は決して良い状況ではなかったが、白滝遺跡群における縄文時代及び続縄文

時代の石器製作の様相を知る手掛かりが得られたことには大きな意義がある。

現時点における各遺跡での出土遺物数は表Ⅰ－２に示したとおりで、総数は、４，６２９，４８３点、その

うち出土位置を記録したものは、５４９，６５８点、残りの４，０７９，８２５点は表土など発掘区単位で一括して取

り上げたものである。石器の出土量および分布密度は遺跡によって異なるが、平均すると１㎡あたり

４７点となり、平均以上の遺跡は、旧白滝８が１４０点、服部台２が１１９点、奥白滝１が１０７点、上白滝８

が７６点、下白滝が６７点、上白滝２が６２点で、次は旧白滝５の３６点、さらに白滝１８の１８点、白滝３の１４

点、上白滝５・下白滝の１１点と極端に少なくなり、その他の遺跡では１０点以下となってしまう。旧石

器時代の遺跡に限定すると八号沢川と湧別川の合流点付近には出土量の多い大規模・高密度の遺跡が

分布し、下流に行くに従い遺跡は小規模・低密度になり、幌加沢川と湧別川の合流点付近で再び大規

模・高密度になる。このことは、赤石山から流れ出す沢と湧別川の合流点付近が好んで利用されてい

たことを示し、また、石材獲得のために重要な立地であったことを物語っている。

次に白滝遺跡群の主体をなす旧石器時代に属する遺跡について概観する。それらは前述の通り、よ

り高位の天狗平面・上白滝面・東白滝面に立地する。各遺跡には多様な石器群がみられるが、それら

は、層位的には分けられない出土状況であった。遺物の平面分布はある程度のまとまりをもって確認

され、それらは、周氷河性のソリフラクションによって放射状・条線状を呈し、埋没後の移動が認め

られるが、石器の稜の摩滅が見られない点や同一母岩と見られる石器類が比較的まとまって出土して

いる点などから大幅に移動していないと想定される。このような石器類の平面的なまとまり（石器ブ

ロック）を単位として接合関係・トゥールの分布から括られる複数の石器ブロックを石器ブロック群

として認定した。但し、出土量の最も多い上白滝８遺跡は複数石器群が連続・重複した分布を示して

いるため、「区域」として分離している。

整理途中で詳細が不明な遺跡もあるが、現段階での各遺跡における石器ブロック群の内容を表Ⅰ－

３に示している。表では石器群を単純化するために代表的な器種・型式名を用いているが、同一の石

器群の中でも複雑な様相を示すものがある。細石刃石器群では「峠下型」が複数種類確認され、尖頭

器を含む石器群も複数種類が含まれる。また、「幌加型」細石刃核・大型石刃・大型舟底形石器を含

む石器群に関しては、全ての器種が同一地点から出土している石器ブロック群は無いが、現段階では

個々の石器ブロック群から全体像を復元した分類になっている。

表を概観するとほとんどの遺跡に複数の石器群が見られ、特に、規模の大きい遺跡には多種類の石

器群が認められ、個々の石器群には多数の石器ブロック群が確認される。このことから、大規模遺跡

は同一の集団による長期間の占有によって形成されたものではなく、複数時期に異なる技術を持った

集団によって、繰り返し利用された結果、形成されたものと考えられる。また、石器群単位で見ると

６遺跡以上に残されているのは有舌尖頭器石器群・尖頭器石器群・小型舟底形石器石器群であり、そ

の時期の集団によって本地域が頻繁に利用されていたと思われる。

次に各器種の内容と石器群との関連を各石器群・石器ブロック群の代表的な石器を器種別に集成し

た図Ⅰ－２～９を基に概観する。

尖頭器を含む石器群は多くの遺跡で確認される。尖頭器は剥片素材の小型品（１）から石核素材の



Ⅰ 調査の概要

１７
尖頭器（１～２３・２５～２６）、尖頭器削片（２４）、細石刃（２９～３５）、細石刃核削片（３６～３９）

図Ⅰ－２ 白滝遺跡群出土石器（１）



４ 調査概要

１８
細石刃核（４０～５４）、舟底形石器削片（５５・５６）、舟底形石器（５７～７５）

図Ⅰ－３ 白滝遺跡群出土石器（２）



Ⅰ 調査の概要

１９

最大３６．５cmの大型品（１２）まであり、より薄手のもの（６・９）、薄手で狭長なタイプ（１３・１４）

がある。有舌尖頭器には一般的な狭長なタイプ（１５～１９）と幅広のタイプ（２０～２２）があり、前者に

は舌部の形状・加工の方法などに違いが見られ、また、白滝産以外の黒曜石製のものが多い。その他、

縁辺が鋸歯状の小型尖頭器（２３）、大型尖頭器の折損後、縁辺で削片剥離が行われるもの（２５～２８）

などがあり、２４はそのような尖頭器から剥離された尖頭器削片である。有舌尖頭器は石器群を示す指

標となり、削片が剥離される尖頭器は小型舟底形石器に伴う。また、大型品は大型舟底形石器・単剥

離打面を持つ大型石刃を含む石器群・小型舟底形石器石器群・有舌尖頭器石器群に伴う。

両面調整石器（２０４・２０５）は尖頭器の初期段階に対応するものがほとんどで、尖頭器が含まれる石

器群に数点伴う。

細石刃石器群は遺跡群全体では比率が低いものの、細石刃核は「峠下型」（４０～４５）、「白滝型」（４６）、

「札滑型」（４７）、「幌加型」（４９・５０）、「忍路子型」（５１）、「紅葉山型」（５２・５３）、「射的山（広郷）型」

（５４）など多様な型式が出土している。４８は削片剥離後に、広範囲の側面調整が行われ、細石刃核形

状が整えられるもので「美利河型」に類似する。細石刃核削片は、３６・３７が「峠下型」に、３８が「札

滑型」に、３９が「美利河型」類似の細石刃核に伴い、細石刃は、２９・３０が「峠下型」、３１が「紅葉山

型」、３３が「札滑型」、３４は頁岩製の「美利河型」に類似する細石刃核、３５が「射的山（広郷）型」細

石刃核から剥離されたもので、３２は上白滝８遺跡斜面部から出土しＡ区出土の「峠下型」より大型の

細石刃核から剥離されたものと考えられる。

「峠下型」細石刃核には片面ないし半両面加工のもの（４０・４２・４４）と両面加工のもの（４１・４３・

４５）があり、上白滝８遺跡では接合資料の検討により石刃素材と前者、剥片素材と後者の関連が確認

された（鈴木 ２００４）。未報告であるが、旧白滝５遺跡（４２・４５）では両面調整体製作時の調整剥片・

両面調整体本体が細石刃核の素材となっており、上白滝８遺跡との違いが見られる。このように細石

刃石器群の様相は複雑であり、細石刃核本体のみでは比較が限定的になってしまうため、今後は剥片

剥離技術を含めた技術構造として細石刃石器群の比較が必要となる（鈴木 ２００４）。

舟底形石器を含む石器群は尖頭器石器群同様、白滝遺跡群で主体を占める。舟底形石器は端部に細

石刃状の剥離痕のあるⅠａ類（５７～６３）・Ⅰｂ類（６４・６５）、中型のⅡａ類（６６～６９）、大型のⅡｂ類

（７０～７２・７５）・Ⅱｃ類（７３・７４）に分けられ、Ⅰａ・Ⅱａ類は一連の石器製作技術の段階の違いに

位置づけられ、小型舟底形石器を含む石器群の指標となる。Ⅱｂ・ｃ類は側面形が直線的で大型の割

に加工が細かい。これらは、現段階では上白滝８遺跡Ｂ区の出土状況から大型尖頭器（１２）・単剥離

打面を持つ大型石刃（１５１）に伴うと考えている。また、服部台２遺跡では同様な大型石刃石器群に

「幌加型」細石刃核が接合する例があり、同一石器群に「幌加型」細石刃核が伴う可能性が考えられ、

表Ⅰ－３では同細石刃核を同一石器群として括っている。７５は上白滝８遺跡斜面部出土のもので、「幌

加型」細石刃核（５０）に伴い、その母型と見られる。

ナイフ形石器は「広郷型」が主体を占め、背面の大部分に加工が覆い、柿の種子形のもの（７６・７７）

と石刃素材で背面の加工が限定されるもの（７８・７９）などがある。そのほか、二側縁加工の切り出し

形ナイフ（８０）などが散発的に出土しているが、石器群として認定しうる程は量的に出土していない。

これらについては、台形石器がややまとまって出土している服部台２（１６１）、旧白滝５（１６２）を含

めて比較し、型式として設定可能かどうか検討していく必要がある。

彫器は①石刃の周縁に加工が施され、左肩に彫刀面が作出されるもの（８１～９０）、②厚手の素材の

端部にノッチ状に作出された打面から側縁に彫刀面が作出されたもの（９３）、③彫刀面を打面として

彫刀面が作出されるもの（９４～９６）、④折れ面から側縁に彫刀面が作出されたもの（９５・９７）などが



４ 調査概要

２０
ナイフ形石器（７６～８０）、彫器（８１～９７）、彫器削片（９８～１０９）、掻器（１１０～１２５）

図Ⅰ－４ 白滝遺跡群出土石器（３）



Ⅰ 調査の概要

２１
錐形石器（１２６～１３２）、削器（１３３～１４２）、石刃（１４３～１５３）

図Ⅰ－５ 白滝遺跡群出土石器（４）



４ 調査概要

２２
基部平坦加工石器（１５４～１５７）、裏面微細加工石器（１５８～１６０）、台形石器（１６１・１６２）、石刃核（１６３～１７４）

図Ⅰ－６ 白滝遺跡群出土石器（５）



Ⅰ 調査の概要

２３

あり、③④は複合するものがある。また、周縁加工があり、①に類するものとして右刃のもの（９１）

や平坦剥離によって円い基部が作出される左刃のもの（９２）などがある。①のうち、横刃に近いもの

（８１～８３）は小型舟底形石器を含む石器群に、斜刃のもの（８６～８９）は有舌尖頭器や「忍路子型」細

石刃核を含む石器群に、幅広の石刃素材で斜刃の９０は「札滑型」細石刃核を含む石器群に伴い、②～

④、９１・９２は「広郷型」ナイフ形石器や幅広有舌尖頭器石器群に、小型の④である９７は「紅葉山型」

細石刃核を含む石器群に伴う。彫器削片のうち、９８・９９は①の斜刃の彫器から、１００～１０７は①の横刃

に近いものから剥離されたもので、１０８は右刃の彫器、１０９は③から剥離されたものである。

掻器は石刃素材で両側縁に連続した加工が施され、刃部が比較的直線的に作出されるもの（１１０～

１１２）、石刃素材で両側縁に加工が施されないもの（１１３・１１４・１１７・１１８・１２２・１２５）、石刃素材で側

縁の加工が軽微なもの（１１５・１２３）、剥片ないし縦長剥片素材で刃部に向かって幅広になるもの（１１９・

１２０）、厚手の剥片素材で連続した周縁加工が施されるもの（１２１）、背面が加工で覆われるもの（１２４）

などがある。１１０～１１３・１１６は小型舟底形石器石器群、１１４は「広郷型」ナイフ形石器石器群、１１５は

「紅葉山型」細石刃核石器群、１１７・１２５は「忍路子型」細石刃核石器群、１１８～１２０・１２３・１２４は有舌

尖頭器石器群・尖頭器石器群、１２１は「白滝Ⅰｂ群」に伴う掻器で、１２３のような刃部と反対の端部に

尖頭部を持つものが一部の有舌尖頭器石器群に特徴的に伴っている。

錐形石器は①石刃素材の先端部に刃部が作出されるもの（１２６～１２９）、②尖頭器削片を素材とする

もの（１３０）、③剥片を素材とするもの（１３１・１３２）があり、①は小型舟底形石器・有舌尖頭器石器群

などに伴い、②は一部の小型舟底形石器石器群、③は「白滝Ⅰ群」に伴う。

削器は①先端部が平行剥離によって尖頭状に、基部が平坦剥離によって幅広の尖頭状に整形される

もの（１３３）、②先端部のみ尖頭状に加工が施されるもの（１３４・１３５）、③側縁に角度のある連続した

加工が施されるもの（１３６・１３７）、④側縁に加工があり両端部に両極剥離が見られるもの（１３８）、⑤

背面を覆う平坦な加工が見られるもの（１３９・１４１）、⑥平坦加工により端部が丸く整形されたもの（１４０）、

⑦両面加工により尖頭状に整形されたもの（１４２）などがあり、①⑦は大型石刃・大型舟底形石器を

含む石器群に、②は有舌尖頭器石器群に、③は小型舟底形石器や有舌尖頭器石器群などに、④は「広

郷型」ナイフ形石器石器群、⑤は有舌尖頭器石器群など、⑥は「射的山（広郷）型」細石刃核石器群

に伴う。

基部平坦加工石器（１５４～１５７）、裏面微細加工石器（１５８～１６０）は「白滝Ⅰａ群」に伴うものであ

る。「白滝Ⅰ群」については奥白滝１遺跡（直江ほか ２００２）・上白滝８遺跡東地区（鈴木ほか ２００４）

で報告を行ってきたが、その中でこれらの石器は「二次加工ある剥片」の中でも特徴的なものとして

認識されてきた。今回上白滝８遺跡をまとめるにあたって、これらの遺物が量的に保障されたため「白

滝Ⅰａ群」を代表する石器として改めて器種として設定した。

台形石器（１６１・１６２）は服部台２・旧白滝５遺跡でややまとまって出土している。本報告の「白滝

Ⅰｂ群」にも一部含まれているが、今後はそれらの遺跡の分析を通して石器群の位置づけが必要とな

ろう。

石刃核は調整打面のもの（１６３～１７１）、単剥離打面のもの（１７２～１８２）に分けられる。前者には石

核調整が行われず裏面に原礫面が残るもの（１６３～１６５）、両面調整体が準備されるもの（１６６）、石核

調整により背稜が形成されるもの（１６７・１６８）・断面三角形ないし五角形の母型が準備されるもの（１６９

～１７１）があり、後者には作業面が全周を巡るもの（１７２・１７３）、石核調整の見られるもの（１７４）、石

核調整が行われず裏面に原礫面が残るもの（１７５～１８２）がある。裏面に原礫面が残る単剥離打面の石

刃核には作業面が平坦なもの（１７８～１８０）、石刃核に頭部調整がほとんど見られないもの（１８１・１８２）



４ 調査概要

２４
石刃核（１７５～１８２）、石核（１８３～１９１）

図Ⅰ－７ 白滝遺跡群出土石器（６）



Ⅰ 調査の概要

２５
石核（１９２～１９５）、斧形石器（１９６～１９９）、敲石（２００・２０１）、砥石（２０２）、台石（２０３）

図Ⅰ－８ 白滝遺跡群出土石器（７）



４ 調査概要

２６

服部台２遺跡

Sb―３～５：５３
Sb―３８～４０：１６
Sb―４５：１６１
Sb―５５～６３：４９
耕作土：４３・４４・４６

奥白滝１遺跡

Sb―１～３：１５９・１８３・１８８
Sb―４～６：１３２・１５４・１８６
Sb―７～１０：３１・５２・９７・１１５・１４５
Sb―１１・１２：１６９
Sb―１３：１３７
Sb―１５～２１：７・１０８・１１８・１６８・１９９
Sb―２６～３０：１０・８４・２０５
Sb―３１～３６：２・１５・１９・１２４・１５３・２０３
Sb―３８～４４：３・１３４・１６４・２００・２０２・２１４

上白滝８遺跡

Sb―１～３：１５５・１９０
Sb―４～６：１３１・１５６・１５８・１８９
Sb―７・８：１９１
Sb―９：１５７・１８４
Sb―１１～１３：１６０・１８５・１８７
Sb―７２～７９：１２１
Ａ区（Sb―１４～１９）：３０・３６・３７・４０・４１・６８・
１０２・１０３・１４１・１４３・１７０
Ｂ区（Sb―２０～２９）：１２・９１・１５１・１８０・２０１
Ｃ区（Sb―３０～３５）：２９・８８・１９５
Ｄ区（Sb―３６～５５）：４・２７・６２・６４・６６・７１・
７３・１２７・１３３・１７４・１７７・１９４・２０４
Ｅ区（Sb―５６～６０）：６５
Ｆ区（Sb―６１）：７６・１３８
Ｇ区（Sb―８０～８９）：６１・８３・８９・１１７・１２５・
１２８・１７３
Ｈ区（Sb―９０）：５１・１５２・１７１
Ｉ区（Sb―９１～９６）：６・９・２２・２６・６０・７２・７４・
７８・７９・８２・９２・９３・９５・９６・１０４・１０５・１０９・
１１１・１２９・１４７・１７５・１８２・１９３・１９６

Ｊ区（Sb―９７～１０７）：２１・２４・２５・５６・６３・６７・
１０６・１０７・１１３・１３０・１４９・１７８
Ｋ区（Sb―１０８～１１１）：１７２・２０６
斜面部：３２・３９・４８・５０・７５・８０・１４２・１６６

上白滝２遺跡

Sb―１・２：８５・１１９
Sb―３～６・１０：３３・３８・４７・９０・１４４・１７９
Sb―９：３５・５４・１２２・１４０・１５０
Sb―１１・１２：１２６・１７６
Sb―１３：８・１４・２８・５８・６９・１４８
Sb―１４：３４
Sb―１５：１１・１８・８６・８７・９８・９９・１１２・１２０・
１３９・１４６・１６７

上白滝５遺跡

Sb―５：５・１６５
Sb―６～１１：１３・５５・５７・８１・１００・１０１・１１０・
１１６・１３６・１６３・１９２・１９７・１９８
Sb―１２：２１２

上白滝６遺跡

Sb―２・３：１２３・１３５
Sb―５：２０８・２１０・２１３・２１５

上白滝７遺跡

Sb―２・３：１
Sb―４～１０：７７・９４・１１４・１８１

北支湧別４遺跡

Sb―２・３：１７

白滝１８遺跡

２０

白滝３遺跡

５９

旧白滝９遺跡

２０９

旧白滝８遺跡

２０７

旧白滝５遺跡

２３・４２・４５・７０・１６２

下白滝遺跡

２１１

Ａ 彫刀面打面
Ｂ 背面先端部調整
Ｘ 彫刀面傾斜角
Ｙ 形態軸・彫刀面交叉角

彫器

両面調整石器（２０４～２０６）、石鏃（２０７～２１１）、
石刃鏃（２１２・２１３）、つまみ付きナイフ（２１４・２１５） 計測の基準

石器ブロック群対応表
図Ⅰ－２～９掲載番号

図Ⅰ－９ 白滝遺跡群出土石器（８）・計測の基準
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がある。調整打面の石刃核は有舌尖頭器石器群・「忍路子型」細石刃核石器群・尖頭器石器群・「射的

山（広郷）型」細石刃核石器群に含まれ、上白滝５遺跡 Sb－６～１１のみ小型舟底形石器石器群に含

まれる。単剥離打面の石刃核は小型のものは小型舟底形石器石器群に伴い、中～大型のものは「峠下

型」細石刃核石器群、「札滑型」細石刃核石器群、大型尖頭器・大型石刃を含む石器群に伴い、頭部

調整がほとんど見られないものは「広郷型」ナイフ形石器に伴う（「広郷型」ナイフ形石器に伴う石

刃技法には頭部調整が施されるが、残核には頭部調整の痕跡がほとんど残らない特徴がある）。各石

器群の石刃核から剥離される石刃の大きさは製作されているトゥールの大きさと一致している。剥離

される石刃の形態は石刃核の大きさ・作業面形状に規定されるため、必要とした素材に対応した石刃

剥離技術が採用されていると考えられる。

石核は「白滝Ⅰ群」（１８３～１９１）のものとそれ以外（１９２～１９５）に分けられる。「白滝Ⅰ群」には打

面と作業面を頻繁に転移させ、最終的にサイコロ状を呈するもの（１８３・１８４）、扁平な素材の平坦面

で剥離が行われるもの（１８５・１８６）、素材の小口面で剥離が行われるもの（１８７・１８８）、打面を素材の

平坦面に固定して剥離が行われるもの（１８９・１９０）、長大な角礫素材で主に原石の長軸方向で剥離が

行われるもの（１９１）がある。「白滝Ⅰ群」以外では求心剥離が行われ円盤状を呈するもの（１９２・１９５）、

厚手の剥片剥離が打面転移を繰り返して行われるもの（１９３・１９４）などがある。前者のうち１９５は「峠

下型」細石刃核石器群に伴い、後者は小型舟底形石器石器群に伴う。１９２は小型舟底形石器石器群に

伴うものであるが主体的なタイプではない。

斧形石器は素材に安山岩・緑色泥岩・頁岩など多様な石材が利用され、断面形が蒲鉾形～三角形で

平行な側縁・弧状の刃部を持つタイプ（１９６・１９７）、側縁が刃部に向かい撥形に広がり、直線的な刃

部を持つタイプ（１９８）、原石の縁辺を打ち欠き整形したもの（１９９）などがあり、刃部に研磨痕のあ

るものが多い。これらは小型舟底形石器を含む石器群・尖頭器を含む石器群に伴う。

その他、礫石器として敲石（２００・２０１）、砥石（２０２）、台石（２０３）が石器群に偏らず散発的に出土

している。 （鈴木宏行）
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Ⅱ 遺跡の位置と周辺の環境

１ 遺跡の位置と周辺の遺跡

遺跡の所在する白滝村は、北海道網走支庁管内中西部に位置し、北緯４３°４４′２０″から４３°５７′３０″、

東経１４３°０′４０″から１４３°１８′２０″の間にある。北は丸瀬布町・滝上町、東は丸瀬布町、西・南は

上川支庁管内上川町に接している。

村の中央には湧別川と支湧別川に挟まれた台地状の三角地帯があり、周囲は山地に囲まれている。

北側には湧別川の左岸に急峻な山地が迫り、その中に黒曜石の産出地として知られる赤石山がある。

また、南西から南東にかけて大雪山系の天狗岳・武利岳・支湧別岳などの１６００～１８００mの山々が連

なっている。村内を東西に流れる湧別川は天狗岳に源流を発し、北側からは赤石山周辺から流れ込む

八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川を吸収し、南側からは本来本流である支湧別川（アイヌ語で「シ・

ユーペッ」、「大きい・湧別川」の意味）と白滝村市街地で合流し、丸瀬布町、遠軽町、上湧別町、湧

別町を経てオホーツク海に流れ込んでいる。

赤石山を起点に、他の黒曜石産地との位置関係をみると、南東方向４０kmに置戸町所山・置戸山、

南方向５０kmに上士幌町十勝三股が位置している。

村内には９２カ所の遺跡が確認されている（図Ⅱ－１・２、表Ⅱ－１）。縄文時代以降の遺跡は平成

１３～１５年度に調査を行った旧白滝８・旧白滝９・下白滝（直江ほか ２００４）、石井遺跡の４遺跡のみ

である。その他、土器の出土例として前田コレクションで知られる奥白滝地区の資料や赤石山南斜面

標高７００mの八号沢８０林班出土の資料、縄文時代の石器が断片的に見られる（豊原ほか ２００３、松谷

１９８７ｂ）ものの旧石器時代の遺物が主体を占める。それらのほとんどは湧別川沿いの河岸段丘上に

所在し、「白滝遺跡群」と総称されている。これらは、①八号沢と湧別川の合流点付近、②十勝石沢

川と湧別川の合流点付近、③幌加湧別川と湧別川の合流点付近の三つの集中地区に分けて捉えること

ができる。いずれも赤石山を源流とする沢と湧別川の合流点付近から下流に広がる形で集中し、原石

採取や、露頭へのルートとして沢を利用していたことが想定される。そのうち、特に、①には白滝第

１３地点遺跡をはじめ、服部台・服部台２・白滝第３２・３３地点遺跡など、学史的に有名かつ大規模な遺

跡が集中している。②は湧別川と支湧別川との合流点付近に位置し、白滝第４地点遺跡（松谷 １９８７

a、松村・瀬下 ２００２）や白滝第３０地点遺跡（松村・瀬下 ２００３）の大規模遺跡が立地している。③

にはホロカ沢Ⅰ遺跡が分布し、平成１５年度調査を開始した旧白滝５遺跡（北海道埋蔵文化財センター

２００４）にも多量で多様な石器群が残されていることが判明した。一方、段丘以外では、赤石山の山

麓で赤石山・幌加沢遠間地点・幌加林道遺跡の３遺跡が確認されているのみであるが、深い森林のた

めに未発見の遺跡が存在することが予想される。

黒曜石は赤石山山頂および露頭、八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川、湧別川などで採取でき、遺

跡ではその立地環境を反映して大量の黒曜石が利用されている。湧別川中流域の遠軽町内にある同時

代のタチカルシュナイ遺跡でも同様に黒曜石の利用がみられる。

上白滝８遺跡は、八号沢川と湧別川の合流点から約１．１km下流の右岸段丘上、白滝第１３地点遺跡

の南側、奥白滝１遺跡の沢を挟んだ東側、上白滝２遺跡の沢を挟んだ西側に隣接し、大規模遺跡の集

中する地域の中央部に位置する。標高は高位部で約４３５m～４５０m、低位部で約４１５m、湧別川との比

高は高位部で３５m～５０m、低位部で１５mである。 （鈴木宏行）



２ 遺跡周辺の地形と地質
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１ 遺跡の位置と周辺の遺跡

（国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」「上支湧別」「丸瀬布南部」「大和」を使用）

図Ⅱ－１ 白滝村の位置と村内の遺跡
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表Ⅱ－１ 白滝村の遺跡一覧
登載番号 遺跡名 調査年度 報告関連

４０ 白滝７
４１ 上白滝１
４２ 北支湧別１
４３ 東白滝１
４４ 北支湧別２
４５ 支湧別１
４６ 上支湧別１
４７ 上支湧別２
４８ 上白滝２ １９９６・９７ 鈴木ほか ２００１
４９ 東白滝２
５０ 奥白滝１ １９９７・９８ 直江ほか ２００２

２０００ 北海道埋蔵文化財センター ２００１
５１ 奥白滝２
５２ 奥白滝３
５３ 奥白滝４
５４ 奥白滝５
５５ 天狗平１
５６ 赤石山
５７ 奥白滝６
５８ 白滝８ ２０００ 北海道埋蔵文化財センター ２００１
５９ 幌加林道
６０ 上白滝３
６１ 奥白滝７
６２ 奥白滝８
６３ 奥白滝９
６４ 奥白滝１０
６５ 奥白滝１１ １９９９ 鈴木ほか ２００４
６６ 奥白滝１２
６７ 北支湧別４ １９９８ 鈴木ほか ２００１
６８ 白滝９
６９ 白滝１０
７０ 白滝１１
７１ 白滝１２
７２ 北支湧別３ １９８５ 松谷 １９８７b
７３ 旧白滝１１
７４ 白滝１３
７５ 白滝１４
７６ 白滝１５
７７ 上白滝４
７８ 奥白滝１３
７９ 東白滝３
８０ 旧白滝１４ １９８５ 松谷 １９８７b
８１ 東白滝４
８２ 白滝１６
８３ 旧白滝１２
８４ 旧白滝１３
８５ 白滝１７
８６ 上支湧別３ １９８６ 松谷 １９８７b
８７ 北支湧別５
８８ 上白滝５ １９９７・９８ 直江ほか ２００２
８９ 上白滝６ １９９８ 鈴木ほか ２００１

２００１ 鈴木ほか ２００４
９０ 上白滝７ １９９７・９８ 坂本ほか ２０００

９１
上白滝８ １９９５～９８・２０００ 北海道埋蔵文化財センター １９９６・

９７・９８・９９・２００１、鈴木ほか ２００４
９２ 白滝１８ ２０００ 北海道埋蔵文化財センター ２００１

登載番号 遺跡名 調査年度 報告関連

１ 白滝第１３地点 １９５５ 吉崎 １９６１
１９５６ 北大調査団 １９６０
１９５８ 吉崎 １９６１
１９８６ 松谷 １９８７b

２ 服部台 １９６１ 杉原・戸沢 １９７５
３ 白滝第２５地点 １９５６ 北大調査団 １９６０
４ 旧白滝２
５ 石井 １９７１ 豊原ほか ２００３
６ 白滝第３０地点 １９５７ 吉崎 １９５９

１９８５ 松谷 １９８７b
１９９４ 松村 １９９５
１９９６～９８ 松村・瀬下 ２００３
２０００ 鈴木ほか ２００４

７ 白滝第３３地点 １９５７ 吉崎 １９６１、白滝団体研究会 １９６３
１９８６ 松谷 １９８７b

８ 白滝第３１地点 １９５９ 吉崎 １９６１、白滝団体研究会 １９６３
９ 白滝第３２地点 １９５９ 白滝団体研究会 １９６３

１９８６ 松谷 １９８７b
１０ 幌加川遺跡遠

間地点
１９７２ 米村 １９７５・７７
１９８７～９０・９２・９３・
９５・９９・０２～０４

札幌大学木村英明ゼミナール １９８８
～９０・９６、木村 ２００３

１１ 近藤台 １９８１ 畑・千葉 １９８２
１２ 加藤農園
１３ 服部台２ １９８１ 畑・千葉 １９８２

１９９８・９９・２０００ 北海道埋蔵文化財センター １９９９・
２０００・０１

１４ 近藤台２
１５ 白滝第４地点 １９５５ 吉崎 １９６１

１９８６ 松谷 １９８７a・b
１９９４ 松村 １９９５
１９９５・９６ 松村・瀬下 ２００２

１６ 白滝第１０地点
１７ 白滝第２７地点 １９５５ 吉崎 １９６１
１８ 白滝第２９地点
１９ 白滝第３７地点 １９６０ 白滝団体研究会 １９６３
２０ 白滝第３８地点 １９６０ 白滝団体研究会 １９６３
２１ 旧白滝４
２２ 平岡ｂ
２３ 下白滝 ２００１・０２ 直江ほか ２００４
２４ 旧白滝１
２５ 平岡ａ
２６ 旧白滝３
２７ ホロカ沢Ⅰ １９６１ 白滝団体研究会 １９６３
２８ 旧白滝５ ２００３ 高橋ほか ２００３、北海道埋蔵文化財センター２００４
２９ 旧白滝６
３０ 旧白滝７
３１ 旧白滝８ ２００２・０３ 直江ほか ２００４
３２ 旧白滝９ １９８５ 松谷 １９８７b

２００２・０３ 直江ほか ２００４
３３ 旧白滝１０ １９８５ 松谷 １９８７b
３４ 白滝１
３５ 白滝２
３６ 白滝３ ２００１ 北海道埋蔵文化財センター ２００２
３７ 白滝４
３８ 白滝５
３９ 白滝６

（国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」を使用）

図Ⅱ－２ 上白滝８遺跡の位置と周辺の遺跡
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遺跡群のある白滝村は、北海道の屋根といわれる大雪山系北東山麓の小盆地に位置し、盆地内には

西から東に流れてオホーツク海に注ぐ湧別川と、南西から北東に流れて白滝市街で湧別川と合流する

支湧別川がある。村内の遺跡は湧別川と支湧別川に挟まれた通称「三角地帯」と呼ばれる一帯に多く

あり、特に湧別川右岸の河岸段丘上に集中している。三角地帯の南東側は、標高７００～１，７００mの日

高累層群による山系である。北側は日高累層群とこれを覆う幌加湧別層・幌加湧別凝灰岩による標高

６００～１，２００mの山地で、深い谷地形が発達している。南西側は大雪山系の北東延長部にあたり標高

１，５００～１，８００mの山々が連なっている。三角地帯は、南西側にある天狗岳（標高１，５５３m）から北東

方向に広がる緩斜面と数段の段丘地形から成り立っている（図Ⅱ－３）。

北側の山地は北西部と北東部で地形、地質の様相が異なる。北西部は、チトカニウシ山（標高

１，４４５m）を中心として、日高累層群の粘板岩で構成され、急峻な山々が広がる。北東部も同様に日

高累層群の基盤で構成されているが、稜線部に広く溶結凝灰岩が分布しているため山腹斜面が急峻で、

山稜部は全体的に平坦な地形となっている。溶結凝灰岩は、分布西限にあたる雄柏山から東へ向かう

にしたがい、山稜部の高さが徐々に低くなり丸瀬布町までみられる。遺跡群と関係の深い赤石山（標

高１，１４７m）もこの山塊に位置する。赤石山では黒曜石が産出し、国内でも最大級の埋蔵量を誇って

いる。山腹には大規模な黒曜石の露頭がいくつもみられ、その下の沢では良質の黒曜石が採集できる。

段丘面は、湧別川と支湧別川に挟まれた三角地帯の台地上に少なくとも５段が発達している。形成

時期の古い段丘から奥白滝面、天狗平面、上白滝面、東白滝面、支湧別面に区分され、段丘形成史が

概観されている（中村・平川 １９９８）。上白滝地区でこれらの段丘面の基盤となっているのは、白滝

層と呼ばれる火砕流堆積物で、地点によって凝灰質砂層、溶結凝灰岩層、砂質粘土層、湖成堆積層な

どと様相が異なる。白滝層は盆地内の広い範囲でみられ、現在の斜面傾斜方向と同方向に三角地帯内

に流れ込んだと思われる。これに伴い古白滝湖が形成されたため、白滝層の大部分は二次堆積による

湖成堆積層として確認されている。また、三角地帯より下流の白滝・旧白滝地区では、前述の粘板岩

が段丘面の基盤である。

段丘面の中で最も高位の奥白滝面は、湧別川上流部の伊藤ノ山（標高６７８m）の北東に残っている

のみである。天狗平面は、斜面堆積によってできた大規模な扇状地地形で、天狗岳から北東方向、白

滝層の間を埋めるように分布している。特に伊藤ノ山東側、天狗沢川上流部、支湧別川左岸で良好に

発達し、この段丘面上には北支湧別４（当センター調査）・白滝第４地点・第３０地点遺跡（村教委・

当センター調査）などが立地している。平成１５年度に調査を開始した旧白滝５遺跡の高位部も天狗平

面に対応すると思われる。次の上白滝面（標高４７０～４００m）は、湧別川により形成された河岸段丘で、

三角地帯付近では湧別川の右岸に八号沢川合流地点付近から黒曜の沢合流地点付近まで分布する。遺

跡が数多く立地しているのはこの段丘面上で、白滝第１３地点遺跡、服部台遺跡など学史的にも有名な

遺跡が数多く分布している。当センターが調査した遺跡の多くもこの段丘面上に立地し、湧別川の上

流から奥白滝１１・服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７遺跡と

続き、それぞれ大小の谷地形によって区切られている。また、旧白滝地区では旧白滝５遺跡の中位面

やホロカ沢Ⅰ・旧白滝３・平岡ａ遺跡などがこの上白滝面に対比されるものと思われる。旧白滝地区

の段丘形成については、現在、北海道大学の中村有吾先生による調査が進められているところである。

谷地形の中で最も大きなものは、上白滝地区で湧別川と合流する天狗沢川で、三角地帯を大きく東西

に二分し、その東側と西側では地形的な差異がみられる。天狗沢川より西側は扇状地状の緩斜面地形
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で、東側は開析の進んだ傾斜のやや強い台地状の地形である。また中村、平川により、段丘礫層のほ

ぼ直上に堆積する奥白滝軽石がトエトコ火山灰（TT）に比定され、このテフラの噴出年代が１５～２０

万年前頃と推定されることから上白滝面の離水時期もそれ以前と考えられている（中村ほか １９９９）。

次に形成される東白滝面（標高５００～３７０m）は、前出の天狗沢川の両岸と、湧別川と支湧別川との合

流地点より下流の右岸に広く発達し、最終氷期前半には離水していたと推定されている。天狗沢川の

左岸には上白滝８遺跡（当センター調査）、湧別川と支湧別川の合流地点下流の右岸には白滝１８・白

滝８・白滝３遺跡（当センター調査）が立地している。次の支湧別面（標高４５０m～）は、最終氷期

極相期に離水した最も新しい段丘面で、湧別川左岸と支湧別川左岸に広く分布する。縄文時代以降の

遺跡がみられることが多く、旧白滝８・旧白滝９・下白滝遺跡（当センター調査）が立地している。

また、三角地帯付近の湧別川左岸や旧白滝地区の湧別川右岸は、山地が間近に迫っているため段丘面

が階段状に形成されず、八号沢川と十勝石沢の間の山麓では所々に支湧別面を覆う崖錐堆積がみられる。

次に白滝盆地内にみられるテフラについて説明する。中村、平川によると、１１枚のテフラ層が確認

され、広域対比が試みられている（中村ほか １９９９、平川ほか ２０００）。そのうち地形発達史を考え

る上で重要なテフラは、新しいものから樽前ａ軽石（Ta－a）、大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）、屈斜路

庶路火山灰（Kc－Sr）、支笏１軽石（Spfa－１）、トエトコ火山灰（TT）である。樽前ａ軽石（Ta－a）

は、細粒の軽石片からなるテフラで、服部台２遺跡の表土中で確認された。大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）

は、三角地帯内では淘汰が悪く、多量の石質岩片を含有しているのが特徴で、直上の炭化木片の年代

測定値から、約３万年前に降下したものと考えられる。発掘された遺物はすべて同層かそれより上層

から出土しているため、遺跡の形成年代を考える上でも重要なテフラである。旧白滝地区では、部分

的ながら旧白滝５遺跡の高位部でも包含層の下位に認められた。岩片を含まなくなり、中～細粒の軽

石片となっている。屈斜路庶路火山灰（Kc－Sr）は、黄褐色の細粒ガラス質火山灰で、奥白滝１・

服部台２遺跡の大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）と赤褐色古土壌の間にみられることから、最終間氷期か

ら最終氷期の間に降下したと考えられる。支笏１軽石（Spfa－１）は、約４万２千年前に降下したテ

フラである。黄褐色の細粒ガラス質火山灰で、湧別川との合流点付近の十勝石沢左岸で確認された。

屈斜路庶路火山灰（Kc－Sr）とは肉眼的に類似するが、支笏１軽石（Spfa－１）は屈折率が高い斜方

輝石を含む特徴がある。トエトコ火山灰（TT）は、普通角閃石を多量に含むのが特徴で、上白滝面

に立地する服部台２・奥白滝１遺跡では段丘礫層の直上から確認された。１５～２０万年前に降下したテ

フラと推定され、湧別川沿いの段丘形成史を考える上で重要なテフラである。

上白滝８遺跡は、三角地帯内の湧別川右岸にあり、湧別川と八号沢川の合流点から約１，１００m下流

に位置している。遺跡の主体部がある段丘面は上白滝面にあたり、急斜面を介して一段低い東白滝面

に続いている。調査区域の標高は上白滝面が４３０～４４６m、東白滝面が４１０～４２０mである。調査は段丘

の縁から約２５m奥に入った地点で、台地の幅５００m程を横切るように東西方向に長い区域で行った。

主に旧石器時代の遺物を包含する上白滝面の中央部には僅かな沢地形がみられ、遺物分布もそこで大

きく二分される。そのうち東側は平成１５年度に報告済みで、今回の報告は西側半分の地区を対象とし

ている。遺跡の西側は急崖で沢を挟んで奥白滝１遺跡（平成１３年度報告）、東側には上白滝地区で最

も大きな天狗沢川が流れ、沢を挟んで上白滝２遺跡（平成１２年度報告）がある。 （直江康雄）

３ 基本土層

地表面より１m前後の表層（Ⅰ～Ⅲ層）については、他の上白滝面に立地する遺跡と同様な土層

３ 基本土層
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の堆積状況がみられた。したがって、各遺跡においては層厚などに若干の相違がみられるが、基本的

に以下のような層名に統一して記述した。なお、Ⅳ層以下は各段丘面によって異なり、さらに同一段

丘面の遺跡においても多少の違いがみられる。

第Ⅰ層 ：表土・耕作土層 厚さは１０cm前後、クマ笹や木根を含んだ黒色の腐食土層及び、現代

の耕作によって攪乱された表層である。

第Ⅱａ層：褐色粘質土層 厚さは３０～５０cm、しまり、粘性とも弱いが、下部にいくにしたがい強

まる。黄褐色の軽石、石質岩片、マンガン粒を少量含む。調査したすべての遺跡で観察され、遺物の

大部分がこの層から出土することから本来の遺物包含層であると考えられる。なお、Ⅱ a層に含有さ

れる少量の石質岩片や軽石は、Ⅱｃ層に含まれているものと類似している。

第Ⅱｂ層：灰白色～青灰色粘質土層 厚さは５cm前後、しまりが少しあり、粘性が強い。含有物

はⅡａ層と同様軽石、石質岩片、マンガン粒を少量含む。遺跡群すべてで観察されるわけではなく、

所々で観察される。含有物が同様で、灰白色をしていることから、Ⅱａ層が還元された層と考えられ

る。またこの土は、Ⅲ層の中程まで入ったクラックの中にもみられ、平面形は径５０cm前後の編み目

模様を呈し、周縁に酸化鉄が沈着している。

第Ⅱｃ層：赤褐色～灰褐色砂質土層 厚さは１０cm前後、しまりがあり、粘性は弱い。この層も遺

跡群すべてで観察されるわけではなく、特にⅡｂ層と上下関係をもって確認される地点は少ない。石

質岩片、軽石を多量に含んでいる。この岩片と軽石は、大雪山系に位置する御鉢平カルデラ起源のテ

フラ（Ds－Oh）であることが確かめられている（中村・平川 １９９８、中村ほか １９９９）。テフラ層

直上で検出された炭化木片の放射性炭素年代は、約３万年前であった。

第Ⅲ層 ：赤褐色～褐色砂質土層 厚さは５０～１００cm、しまりが強く、粘性は少しある。マンガン

粒を多量に含んでいる。その他に石質岩片、軽石も少量含まれる。Ⅲ層以下からは遺物は全く出土し

ない。Ⅲ層は、周氷河現象を受けて、上面がうねっている地点が多い。平面形でみると皿状の窪みに

なっており、そこにⅡｂ層やⅡｃ層が厚く堆積している状況が多くみられた。

Ⅰ 層：表土、耕作土
Ⅱａ層：褐色粘質土層

しまり 弱
粘 性 強

Ⅱｂ層：灰白色～青灰色粘質土層
しまり ややあり
粘 性 強

Ⅱｃ層：赤褐色～灰褐色砂質土層
しまり あり
粘 性 弱
石質岩片、黄褐色の軽石を多量に含む

Ⅲ 層：赤褐色～褐色砂質土層
しまり 強
粘 性 ややあり
マンガン粒を多く含む

図Ⅱ－４ 基本土層図
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Ⅳ層以下については各段丘面により異なる。調査した遺跡のほとんどが立地する上白滝面では、基

本的にしまりの強いローム質の土層がつづき、砂層と粘土層の互層となり、段丘礫層に達する。これ

ら基本的な層序の中に各遺跡、各地点において様々な土層がみられる。上白滝８・上白滝７遺跡など

では、斜面堆積物であるマトリックスの多い礫層がⅢ層の下に約１mみられる。服部台２遺跡、奥

白滝１遺跡の北側地点では、古土壌と呼ばれる赤褐色の層が確認され、その直下に推定降下年代が１５

～２０万年前のトエトコ火山灰がみられ、段丘礫層へと続く。トエトコ火山灰は、普通角閃石を豊富に

含み、指で土層を掻き採ると、針状の黒色鉱物がべっとりと残るのが特徴である。上白滝２遺跡では、

段丘礫層直上の粘土と砂の互層が他の遺跡より厚く１mほど堆積している。また、Ⅲ層以下には周

氷河作用により、土層が波状に変形している地点も多くみられた。上白滝面より上位の天狗平面上に

立地する北支湧別４遺跡では、Ⅲ層直下にトエトコ火山灰がみられ、その下層の厚く堆積した灰白色

粘土層の中に Sit６テフラ（中村・平川 １９９８、中村ほか １９９９）があり、段丘礫層へと続いている。

上白滝面より下位の東白滝面上に立地する白滝８・白滝１８・白滝３遺跡では、段丘礫層がⅢ層の直下

にある。特に湧別川に面した段丘の縁部分は、Ⅱａ層下部およびⅡｂ層中に粘土層や砂礫層が互層と

なっている地点が確認され、粘土・砂礫層中からも多くの遺物が出土している。

湧別川と支湧別川に挟まれた三角地帯内の段丘面の基盤となっているのは、白滝層と呼ばれる火砕

流堆積物で、地域内の広い範囲でみられるが、地点によって凝灰質砂層、溶結凝灰岩層、砂質粘土層、

湖成堆積層などと様相が異なる。 （直江康雄）

４ 黒曜石の原石山・赤石山

赤石山は、白滝村市街の北々西６．５km、標高は１，１４７m（古い地図では１，１５４m）、現在は国道３３３号

より八号沢川に沿った八号沢林道を３．５km程入り、さらに流紋沢川に沿った赤石林道を上り、山頂

部へ行くことができる。途中の林道では標高９５０m付近から黒曜石が散布し、標高１，０００mを越える

と一面に黒曜石がみられる部分が数か所みられる。また、標高１，０００m付近の林道右手には有名な通

称八号沢の露頭（図Ⅱ－５のａ）がある。この露頭は、黒曜石が流紋岩質凝灰岩にパッチ状にみられ、

灰白色球顆や縞状構造が多いが、玻璃光沢があり、良質である。また、叩くと金属音がするので、硬

質とみられる。山頂部の平坦面では、ピークの標高１，１４７m周辺に黒色を主体とする黒曜石の散布地

帯（図Ⅱ－５のＡ）があり、さらにピークを下り削平された林道の終点付近では、紅色、茶色、紫が

かった茶色など俗に花十勝といわれる黒曜石が一面にみられる（図Ⅱ－５のＢ）。ここは、昭和３１・

３２年ごろから観賞・装飾用品加工ための原石採掘が行われたところである。また、黒色とこの採掘跡

の中間部には茶色の黒曜石が集中する部分もある（図Ⅱ－５のＣ）。さらに赤・茶色の混じった黒曜

石は、採掘跡手前の流紋岩球顆の指定地（図Ⅱ－５のＤ）のある急な沢（仮称球顆の沢）でも多量に

みられる。山頂部や球顆の沢では、原石に混じって粗い両面調整石器や石核や剥片などがみられ、一

部は紹介されている（宗像 １９９９）が、時期の決め手はない。球顆の沢は、小規模な露頭がいくつか

あるが、標高９００m付近の柱状節理の発達した露頭（図Ⅱ－５のｂ）は大規模なもので、その下から

下流で採取できる角柱状の原石は、球顆がみられるものの良質で、石器の素材としては極めて良好で

ある。おそらく、旧石器時代においてもこの沢は原石採取の主要な地点であったと考えられ、標高７００

m付近のわずかな平坦部などでは、剥片類が散布する地点が多数ある。また、赤石林道入口から１km

程入った７８林班林道のカッティングでは、梨肌の黒曜石原石を採取することができる。後に説明する

黒曜の沢より上流の湧別川で採取される梨肌原石は、この７８林班林道周辺に由来する可能性があり、

４ 黒曜石の原石山・赤石山



Ⅱ 遺跡の位置と周辺の環境
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１：奥白滝１１ ２：服部台２ ３：奥白滝１ ４：上白滝８ ５：上白滝２ ６：上白滝５ ７：上白滝６ ８：上白滝７
９：北支湧別４ １０：白滝第４地点 １１：白滝第３０地点 １２：白滝８ １３：白滝１８ １４：白滝３ １５：赤石山 Ａ：黒
Ｂ：赤（採掘後） Ｃ：茶 Ｄ：流紋岩球顆 ａ：八号沢の露頭 ｂ：球顆の沢・柱状露頭 ｃ：幌加沢の露頭
ｄ：あじさいの滝 ｅ：十勝石沢の露頭 ｆ：白土の沢露頭

図Ⅱ－５ 調査遺跡・黒曜石露頭位置図



２ 遺跡周辺の地形と地質
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藁科氏の産地分析での原産地「八号沢」は、７８林班林道採取原石の分析値である。

白滝村市街へ入る手前の十勝石沢は別名、黒曜の沢、澱粉沢と呼ばれ、沢入り口の礫層中や砂防ダ

ム付近では大小の多量な黒曜石原石が採取できるが、そのほとんどが細かい気泡が多く玻璃光沢の鈍

い俗称「梨肌」のものである。沢を溯った上流部左岸の露頭（図Ⅱ－５のｅ）は、後述する幌加沢白

土の沢（図Ⅱ－５のｆ）の反対側になり、山頂部に数mの厚さで、凝灰岩、流紋岩の上部に堆積し

ている。また、この露頭の下位の溶結凝灰岩中には、玻璃光沢の強い黒曜石もある（白滝団体研究会

１９６３）とされ、沢の所々では玻璃光沢の黒曜石もわずかであるが採取できるので、その供給源とな

る露頭や土層が存在すると考えられるが、詳細は不明である。

白滝村市街の北東２kmにある幌加湧別川の流れる幌加沢は、北西方向に延び、入り口から直線距

離で６km程で、赤石山の山頂にいたる。上流部や支流の蜂の巣沢川でも、黒色や茶色の混じった良

質の黒曜石原石が採取できる。蜂の巣沢の最上流部付近では、名前の由来となった俗称「蜂の巣石」

と呼ばれる蜂の巣のような窪みが多数みられる黒曜石がみられるほか、標高８００mの通称幌加沢の露

頭（図Ⅱ－５のｄ）や林道終点に近い通称あじさいの滝（図Ⅱ－５のｃ）などいくつもの露頭がある。

最近確認できた地域では、幌加沢遠間地点遺跡脇の「左ノ沢」があり、石器製作に適した手ごろの大

きさの良質の原石が採取できる。この「左ノ沢」は前述の幌加沢の露頭やあじさいの滝につながる赤

石山山頂から南東に延びる尾根筋にあり、この一帯が幌加沢の主要な黒曜石原石の分布地帯である可

能性がある。また、沢入り口より幌加湧別川を３km程溯った左手にある白土の沢の露頭（図Ⅱ－５

のｆ）は、十勝石沢の露頭（図Ⅱ－５のｅ）の反対側で、一帯では「梨肌」の黒曜石が採取できる。

山頂部や球顆の沢同様に幌加沢においても露頭やその周辺で、人為的な石器類が採取できる地点が多

数あるが、幌加沢遠間地点遺跡などのように特徴的な遺物が多数みられる場所以外は、年代の決定が

難しい。

おそらく赤石山へつながる八号沢、十勝石沢、幌加沢の３本の大きな沢および湧別川本流は、旧石

器時代以来黒曜石原石の主要な採取地で、先に説明したように採取できる原石にも違いがあったと考

えられる。その状況は、アイヌ語地名としても確認できる。山田秀三によれば、黒曜石はアイヌ語で

「アンチ（anchi）」あるいは「アンジ（anji）」で、明治３１年５万分の１地形図では、八号沢川のとこ

ろに「シュマフレユーペッ」、十勝石沢のところに「アンシュオユーペッ」という地名が見られると

いう。そして「シュマフレユーペッ」はシュマ・フレ・ユーペッ Shuma-hure-yupet「石が・赤い・

湧別川（の支流）」、「アンシュオユーペッ」はアンジ・オ・ユーペッ Anji-o-yupet「黒曜石・が多い・

湧別川」と考えられる、という（山田 １９７７）。現在でも赤や茶色の黒曜石は八号沢・流紋沢川が主

体であり、十勝石沢は梨肌の原石であるが、その量は膨大である。また、山田によれば、石ころなど

がごろごろある状態を言うのには「オ」を使うのがアイヌ語の通例だという。現在でも十勝石沢の砂

防ダムでみられる一面に黒曜石の大小の原石が敷き詰めたようにある状況と符合する。

赤石山を中心とした八号沢・流紋沢、十勝石沢、幌加・蜂の巣沢の一帯は、深い森林地帯（国有林）

で、多くの黒曜石の露頭や良質の原石が採取できる地点が多数あるが、その実態は不明である。また、

それらの地点と関連して遺物が散布する地点も多数あるが、その内容や時代などの把握も困難な状況

である。地形・地質などの把握を含めた総合的な分布調査が必要であり、村教委でも資料収集に努め

ているところで、今後は次第に明らかになっていくものと考えられる。

４ 黒曜石の原石山・赤石山



Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１ 調査の概要

（１）調査要項
事 業 名 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１６年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 上白滝８遺跡（Ｉ－２０－９１）

所 在 地 紋別郡白滝村字上白滝１７９－１，１８１－２，１８１－３，１８１－４，１８２－２，１８２－３

調査面積 １７，８４９㎡（平成７年度：６，６００㎡、平成８年度：１０，２１２㎡、平成９年度：３２０㎡、平成１０

年度：５６㎡、平成１２年度：６６１㎡）

調査期間 平成７年４月１７日～平成８年３月２５日（現地調査平成７年５月８日～１０月２５日）

平成８年４月１１日～平成９年３月３１日（現地調査平成８年５月８日～１０月３０日）

平成９年４月１１日～平成１０年３月３１日（現地調査平成９年５月６日～１０月２５日）

平成１０年４月１０日～平成１１年３月３１日（現地調査平成１０年５月６日～１０月２４日）

平成１１年４月１日～平成１３年３月３１日（整理作業のみ）

平成１２年４月３日～平成１３年３月３０日（現地調査平成１２年５月８日～１０月２７日）

平成１３年４月２日～平成１４年３月２９日（整理作業のみ）

平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日（整理作業のみ）

平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日（整理作業のみ）

平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日（整理作業のみ）

（２）調査体制
財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 伊藤一夫（平成１０年５月３１日まで）

大澤 満（平成１３年６月３０日まで）

森重楯一（平成１３年７月１日から）

専務理事 佐藤哲人（平成１１年５月３１日まで）常務理事 柴田忠昭（平成１１年３月３１日まで）

宮崎 勝（平成１１年６月１日から） 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

畑 宏明（平成１４年６月１日から）

佐藤俊和（平成１６年４月１日から）

業務部長 山内 清（平成９年３月３１日まで） 第１調査部長 畑 宏明（平成１１年８月１５日まで）

北條雅洋（平成１０年３月３１日まで） 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

総務部長 中田 仁（平成１３年３月３１日まで） （兼務）

柳瀬茂樹（平成１４年３月３１日まで） 大沼忠春（平成１４年３月３１日まで）

下村一久（平成１４年４月１日から） （兼務）

佐藤英一（平成１６年４月１日から） 畑 宏明（平成１４年４月１日から）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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（兼務）

千葉英一（平成１６年４月１日から）

平成７年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

平成８年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 藤井 浩（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成９年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１０年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１１年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝

同 主任 越田雅司

同 主任 鈴木宏行

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 佐藤 剛

同 文化財保護主事 直江康雄

同 文化財保護主事 福井淳一

平成１２年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１３年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝

同 主任 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１４年度 第１調査部第３調査課課長 長沼 孝

同 主任 鈴木宏行

同 主任 立田 理
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同 文化財保護主事 直江康雄

平成１５年度 第１調査部第３調査課課長 高橋和樹

同 主任 鈴木宏行

同 主任 愛場和人

同 主任 直江康雄

平成１６年度 第１調査部第３調査課課長 高橋和樹

同 主任 鈴木宏行

同 主任 直江康雄

（３）発掘区の設定
発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は４×４mとした。調査区

の設定基準は、工事測点のＳＰ６０９００とＳＰ６０９６０を基準点とし、その２点を通る直線を東西方向の基

線とし、南北方向はＳＰ６０９００の基準点を通り、東西方向の基線に直交する直線とした。

ラインの設定は、南北方向をアルファベットの大文字とし、基線をＭに設定後、南側にＮ、Ｏ、Ｐ、

…、北側は逆にＬ、Ｋ、Ｊ、…とした。東西方向は数字で、調査区域全域をカバーできるようにＳＰ

６０９００を通る基線を５０とし、東側に５１、５２、５３、…、西側に４９、４８、４７…とした。調査区域は、アル

ファベットラインでは、Ｆ～Ｗ、数字ラインでは０～１２２の範囲で、基準点の測量成果は下記のとお

りである。

ＳＰ６０９００（M５０） Ｘ＝－１３９４１．０７５ Ｙ＝７１３１０．０２１

ＳＰ６０９６０（M６５） Ｘ＝－１３９５２．４３８ Ｙ＝７１３６８．９３５

（平面直角座標系 第ⅩⅡ系）

また、測量法の改正に伴い、平成１４年４月１日にそれまでの平面直角座標系（昭和４３年建設省告示

第３０５９号）は廃止され、新たに世界測地系に基づく平面直角座標系（平成１４年国土交通省告示第９号）

が施行されたため、世界測地系による平面直角座標を以下に併記しておく。なお、座標の変換には国

土地理院のホームページで公開されている座標変換ソフト「TKY２JGD」を使用した。

ＳＰ６０９００（M５０） X＝－１３６７７．３５４ Y＝７１００３．４８６

ＳＰ６０９６０（M６５） X＝－１３６８８．７１８ Y＝７１０６２．４０２

（平面直角座標系 第ⅩⅡ系）

発掘区の呼称は、４m四方区画の北西隅のライン交点で示した。例えば、Mラインと３０ラインの

交点の南東側がM３０区ということになる。また、発掘区の方向は、公共座標の北方向に対して東側

に１０°５５′０７″傾いている。 （鈴木宏行）

（４）土層
土層は、Ⅱ章で記載した基本土層を中心として、上からⅠ層（表土）、Ⅱａ層（褐色粘質土）、Ⅱｂ

層（灰白色～青灰色粘質土）、Ⅱｃ層（赤褐色～灰褐色砂質土）Ⅲ層（赤褐色～褐色砂質土）の順に

堆積し、部分的に３４層に分層している（図Ⅲ－２）。これらは平成１５年度に報告した東地区の土層を

含めた分層で、２・８・１０・１５・２５層は、前回の報告書のみで使用した土層である。遺物包含層であ

るⅡａ層は、遺跡内のほとんどの地点で連続的に確認された。Ⅱｃ層は、大雪御鉢平軽石（約３万年

前降下）を多く含む層で、各地点で安定してみられ、特にⅢ層上面が窪んでいる地点では厚く堆積し

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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調査範囲 平成元年指定国史跡「白滝遺跡」（白滝第１３地点遺跡） 平成１０年追加指定国史跡「白滝遺跡群」

調査範囲・周辺の地形図

発掘区設定図（１）

発掘区設定図（２）

図Ⅲ－１ 調査範囲・発掘区設定図

１ 調査の概要
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ている。Ⅲ層以下の堆積状況については、Tラインで重機による深掘り調査を行い、段丘礫層までの

層序を記録した。以下５ライン、１０ライン、１５ライン、２０ライン、２５ライン、３０ライン、３５ライン、

４０ライン、Ｈライン、Ｍライン（東地区含む）、Ｔライン（深掘り区）の順に詳しく説明を行う。

５ライン（図Ⅲ－２・６）

北へ向かって緩やかに傾斜する地形で、Ⅱａ層はＮ・Ｏ・Ｑ・Ｓ区の一部を除いて連続的に確認さ

れる。層厚は１０～４０cmであった。段丘礫層を構成すると見られる腐食した礫がⅡ層中に多く見られ、

それらは凍上現象による礫の浮き上がりと考えられる。Ｏ区ではⅡａ層が５層（灰褐色シルト）とⅡ

ｂ層によって分断され、５層、Ⅱａ層、Ⅱｂ層の順に堆積が確認された。Ⅱａ層の下部は、北側のＮ

区では３３層（Ⅱａ層＋小礫）、それ以南ではⅡｂ層が確認されている。

１０ライン（図Ⅲ－２・６）

北へ向かって緩やかに傾斜する地形で、南端部は傾斜がより平坦である。Ⅱａ層はＯ・Ｓ区の一部

を除いて連続的に確認される。層厚は５～４０cmであった。段丘礫層を構成すると見られる腐食した

礫がⅡ層中に多く見られ（図版１４－７）、それらは凍上現象による礫の浮き上がりと考えられる。Ｏ

区を境にⅡａ層の下層が異なり、北側では部分的にⅡｃ層があるものの直接Ⅲ層が堆積しているが、

南側ではⅡｂ層が安定して見られ、Ⅲ層へと続く。最も南側のＳ区ではⅡｂ、Ⅱｃ層が上下関係をもっ

て確認されている。その他に、Ｏ・Ｑ区付近で３層（暗褐色砂）が見られ、北側のⅢ層の下部には１７

層（褐色シルト＋礫）が確認された。

１５ライン（図Ⅲ－２・６・７）

北へ向かって緩やかに傾斜する地形で、Ⅱａ層はＪ～Ｍ・Ｑ区で一部分断されているもののほぼ連

続的に確認される。層厚は５～３５cmであった。Ｍ区を境にⅡａ層の下層が異なり、北側では部分的

にⅡｃ層、全体的にⅡｂ層が安定して見られるが、南側では直接Ⅲ層へと続くところが多い。最も南

側のＳ区ではⅡｂ、Ⅲ層が上下関係をもって確認されている。また、Ｍ区の一部では、Ⅱａ層を分断

する形でⅡｂ層が堆積している。

２０ライン（図Ⅲ－２・７）

北へ向かって緩やかに傾斜する地形だが、Ｑ区はほぼ平坦である。Ⅱａ層はＪ～Ｋ・Ｎ・Ｏ・Ｒ・

Ｓ区で一部分断されているもののほぼ連続的に確認される。特にＯ区では２７層（赤褐色シルト）に断

ち切られている。層厚は５～３０cmであった。Ⅱａ層中にはＮ区で７層（暗灰色砂質土）が部分的に

見られる。全体的にⅡａ層の下層にはⅡｃ・Ⅲ層が上下関係を持って見られ、部分的にその上部にⅡ

ｂ層が堆積している。また、Ｎ・Ｏ区ではⅡａ層の下に２９（黄褐色粘土）・１６（暗灰色シルト）層が

見られ、Ⅲ層へと続いている。

２５ライン（図Ⅲ－３・７・８）

北へ向かって僅かに傾斜する地形である。Ⅱａ層はＭ・Ｏ・Ｐ区で一部分断されているもののほぼ

連続的に確認される。層厚は１０～４５cmであった。Ⅱａ層中にはＱ区で５層（灰褐色シルト）が部分

的に、Ｏ区では２６層（暗灰色粘土）が１．５mに渡って見られる。Ｍ区を境にⅡａ層の下層が異なり、

北側ではⅡｃ層、南側ではⅡｂ層が安定して見られⅢ層へと続く。また、Ⅱｂ層はⅢ層上面から下方

に伸びるクラックに落ち込み、充填している。南側のＭ・Ｏ・Ｓ区ではⅡａ層とⅡｂ層の間に２９（黄

褐色粘土）・６（暗褐色シルト）・７（暗灰色砂質土）層が部分的観察された。さらにＭ区の北部で

は、Ⅱｂ層に類似した３４層（橙～黄褐色粘土）がⅡｂ層の下層に堆積し、Ⅱｂ層同様Ⅲ層上面から下

方に伸びるクラックに落ち込んでいる。

３０ライン（図Ⅲ－３・８・９）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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基本土層
Ⅰ ：表土・耕作土
Ⅱａ：褐色粘質土
Ⅱｂ：灰白色～青灰色粘質土
Ⅱｃ：赤褐色～灰褐色砂質土

（Sit１を含む）
Ⅲ ：赤褐色～褐色砂質土

１：表土～Ⅲ層混在土
２：Ⅱａ～Ⅱｂの漸移層
３：暗褐色砂
４：Cb－２１
５：灰褐色シルト
６：暗褐色シルト

７：暗灰色砂質土
８：灰褐色粘土
９：赤褐色粘土
１０：明黄褐色砂
１１：暗茶褐色粘土
１２：暗黄褐色シルト

１３：暗褐色砂礫
１４：灰白色粘土
１５：褐色砂質土
１６：暗灰色シルト
１７：褐色シルト＋礫
１８：明灰褐色砂質土
１９：明黄褐色砂質土
２０：赤褐色砂質土
２１：黄褐色砂質粘土
２２：暗褐色砂質シルト＋礫
２３：茶褐色砂混じりシルト
２４：褐色砂礫
２５：灰褐色砂質土＋礫
２６：暗灰白粘土
２７：赤褐色シルト
２８：黄褐色シルト
２９：黄褐色粘土
３０：暗黄褐色土
３１：赤褐色砂
３２：Ⅱａ層＋礫
３３：Ⅱａ層＋小礫
３４：橙～黄褐色粘土

５ライン

１０ライン

１５ライン

２０ライン

図Ⅲ－２ 土層概略図（１）

１ 調査の概要
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２５ライン

３０ライン

３５ライン

４０ライン

Ｈライン

図Ⅲ－３ 土層概略図（２）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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Ｍライン

図Ⅲ－４ 土層概略図（３）

１ 調査の概要
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Ｍライン

Ｔライン（深掘り区）

図Ⅲ－５ 土層概略図（４）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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北へ向かって緩やかに傾斜する地形である。Ⅱａ層はＨ・Ｉ・Ｋ・Ｍ・Ｎ・Ｑ～Ｓ区で一部分断さ

れているもののほぼ連続的に確認される。特にＱ区では撹乱により３m程Ⅱａ層が消滅している。

層厚は５～５０cmで、Ｉ・Ｍ区で厚く堆積している。Ⅱａ層の下層にはＨ・Ｉ・Ｌ・Ｑ～Ｓ区ではⅡ

ｂ層、Ｊ～Ｋ・Ｍ～Ｐ区ではⅡｃ層が交互に見られ、それぞれⅢ層に続いている。Ｒ・Ｓ区ではⅡｂ

層はⅢ層上面から下方に伸びるクラックに落ち込み、充填している。平面的に見ると径２０～３０cm程

の多角形が多数繋がり合っているのが観察され（図版１４－５）、これらは低温乾燥気候による地割れ

と考えられる。また、Ｒ区ではⅡａ層の下に３０層（暗黄褐色土）、Ｓ区ではⅡａ層中及び下に５層（灰

褐色シルト）、Ⅱａ層の下とⅡｂ層の下に３１層（赤褐色砂）が部分的に見られる。

３５ライン（図Ⅲ－３・９）

北へ向かって緩やかに傾斜する地形である。Ⅱａ層はＩ・Ｌ・Ｏ・Ｐ・Ｒ・Ｓ区で一部分断されて

いるもののほぼ連続的に確認される。層厚は１０～５５cmで、Ｏ区で厚く堆積している。Ⅱａ層の下層

にはＨ～Ｊ区までがⅡｃ層、Ｋ区以南はⅡｂ層とⅡｃ層が連続的に堆積しているところが多く、Ⅲ層

に続いている。Ｉ区のⅡｃ層は厚く、テストピット部分では５０cm程見られた。

４０ライン（図Ⅲ－３・９・１０）

北へ向かって緩やかに傾斜する地形で、特にＱ～Ｓ区はほぼ平坦である。Ⅱａ層はＨ・Ｎ・Ｑ～Ｓ

区で一部分断されているもののほぼ連続的に確認される。層厚は５～６５cmで、Ｉ・Ｊ区で厚く堆積

している。Ⅱａ層中にはＩ区で３層（暗褐色砂）が僅かに、Ｈ区では３２層（Ⅱａ層＋礫）が３mに

渡って見られる。Ⅱａ層の下層には基本的にⅡｂ層が確認されているが、Ｊ区ではⅢ層、Ｋ区では２９

層（黄褐色粘土）が見られる。また、Ｒ区以南ではⅡｃ層がⅡｂ層及びⅢ層と上下関係を持って確認

される。

Ｈライン（図Ⅲ－３・１０）

遺跡中央部にあたる３０～３９区までを図示する。４０～４５区にかけて沢地形の底部があり、東へ向かっ

て緩やかに傾斜する地形となっている。Ⅱａ層は３０・３８・３９区で一部分断されているもののほぼ連続

的に確認される。層厚は１０～５０cmである。Ⅱａ層の下層には基本的にⅡｂ層が確認されており、３７

区では部分的にⅡｃ層がその下層に見られる。

Ｍライン（東地区を含む高位部と斜面部）（図Ⅲ－４・５・１１～１３）

上白滝８遺跡の立地する段丘面全体を東西方向に切った土層断面である。地形は大きく東西に二つ

の平坦面があり、標高の高い西側からゆるやかな傾斜を経て東側につながり斜面へと続いている。西

側の平坦面は９区から２１区で、東側の平坦面は４９区から５９区である。６５区を過ぎると傾斜がきつく斜

面部となる。

Ⅱａ層は途中、木根などにより部分的に分断されているが、基本的には高位部の全ての地点で連続

的に確認され、層厚は５～４５cmである。６６区の中央より東側は急傾斜で斜面堆積となり、Ⅱａ層の

代わりに１層（表土からⅢ層までの混在土）がみられる。Ⅱａ層中には３６・５５区に３層（暗褐色砂）

が部分的にみられる。Ⅱａ層の下は全体的な傾向としてⅡｃ層が安定して確認され、Ⅱｂ層は４０～５１

区で連続的に堆積している。また、西側に傾斜し始める１５～１７区、東側斜面部に接する６４・６５区では

Ⅱａ層の直下にⅢ層がみられる。

Ⅱｂ層がみられる４０～５１区では部分的であるがⅡａとⅡｂ層間に６層（暗褐色シルト）、Ⅱｂ～Ⅱ

ｃ層の間に９層（赤褐色粘土）、Ⅲ層の上部に７層（暗灰色砂質土）・１１層（暗茶褐色粘土）、Ⅲ層の

下部に１２層（暗黄褐色シルト）・１３層（暗茶褐色砂礫）・１４層（灰白色粘土）が堆積している。この地

区は浅い沢地形となっているため、他の地区と異なる堆積状況である。１３層は沢の礫層とみられ、段

１ 調査の概要
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丘礫層の構成礫より風化がなく、径５cm強の円摩度の高い礫が主体を占めている。

Ⅲ層の下部は１７層（褐色シルト＋礫）が確認され、斜面部では１７層に続いて１８層（明灰褐色砂質土）・

２０層（赤褐色砂質土）・２１層（黄褐色砂質粘土）が安定的にみられる。なお１８層は火砕流堆積物であ

る白滝層に対比される。

Ｔライン（深掘り区）（図Ⅲ－５・１０）

Ⅱａ層はほとんどの地点で確認され、層厚は５～２０cmであった。Ⅱａ層の下にはⅡｂ層が安定し

て堆積し、Ⅲ層上面から伸びる深さ１m弱のクラックにⅡｂ層が落ち込んでいる。Ⅱｂ層の下には

Ⅱｃ層・Ⅲ層が続き、Ⅲ層の下部は波状になっている。さらに１６（暗灰色シルト）・１７（褐色シルト

＋礫）・２２（暗褐色砂質シルト＋礫）・２３（茶褐色砂混じりシルト）層がみられ、上白滝面の段丘礫層

である２４層に到達する。１７・２２層はマトリックスの多い礫層で、どちらも斜面堆積物とみられる。２３

層は砂とシルトの互層で、段丘面が離水する直前の水成堆積層と思われる。 （直江康雄）

（５）調査の方法
調査区全域は山林であったが、試掘調査時点にすでに立木の伐採は終了していた。したがって、調

査は重機による笹根の除去や伐根からスタートした。ただし、笹根に混じって遺物が確認されたとこ

ろでは除去を最小限にした。また、重機で除去した笹根混じりの表土についても可能な限り遺物採取

を行った。

平成７年度は、まず道路東側の低位面について調査を行い、次に遺跡主体部の高位面の調査へ移行

した。重機によって除去した表土や人力によって調査した排土などは用地の外に搬出することができ

なかったので、用地内での移動で調査を展開した。平成７年度においては西側に次年度以降の調査区

域の空間があったので、そこを表土・排土の堆積場所とした。また、道路に接した斜面部は通常人力

による調査が不可能であったので、重機によって発掘区単位で土壌を掘り上げ、その後人力による遺

物採取という調査方法を採用した。そして調査終了後は排土場所として利用した。また、遺物包含層

が全く無く、遺物も出土しなかった低位部の大部分については重機による表土除去と土層確認トレン

チの掘開で調査を終了した。

平成８年度の調査区は東西２６０mという細長い形状であったので、同時の全面展開は困難であっ

た。平成７年度の調査区に隣接する東側については、調査完了区域に表土・排土を堆積することがで

きたが、西側については大きく南北に分け、さらにそれらをいくつかのブロックに分け、表土と排土

の移動を行い、排土の運搬距離をできるだけ短くするように配慮しながら調査を進めた。

調査は基本的に、分割された区域ごとに、重機による表土除去、杭打ち、２５％調査、包含層調査の

順で進めた。排土と表土に関しては調査終了区域の拡大とともに移動を重ね、できるだけ調査区域の

近くに排土場所を確保しながら調査を展開した。

平成９年度の調査区は遺跡の西端で、平成８年度に調査を終了することができなかった区域である。

平成１０年の調査は、沢に面した道路法面の掘削区域の拡大に伴うもので、僅かな面積の調査であった。

調査区域の範囲は、平成７年度時点では用地内全域であったが、平成８年度以降は詳細設計が決まっ

たことを受け、工事がおよぶ範囲をカバーする形で、発掘区の区切りが良い範囲とした。

平成１２年度の防雪柵建設に伴う調査区は用地境界の北端幅３mで、平成８年度の本線部分調査区

との間に残地ができることとなったが、遺物が連続的に出土していることや工事による包含層への影

響を考え、委託者と道教委の同意を得て残地部分についても記録保存の措置をとった。

遺物の取り上げは、他の遺跡と同様に、Ⅰ層（表土および耕作土）については発掘区単位で一括し
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て取り上げ、遺物包含層であるⅡ層については、出土位置を可能な限り計測した。しかし、Ⅱ層の遺

物でも指先より小さい剥片類については、発掘区単位で一括して取り上げた。出土位置の記録はトー

タル・ステーションを使用し、さらに遺構・遺物データシステム（㈱シン技術コンサル）にデータを

蓄積すると同時に毎日遺物一覧表とドットマップ（分布図）を作成し、データのチェックと遺物の分

布状況を把握しながら調査を進めた。調査終了時の各年度のデータ数は、平成７年度５３，１４４件、平成

８年度１４９，３７０件、平成９年度２，７３０件、平成１０年度８３７件、平成１２年度９，７０２件、合計２１５，７８３件であ

る。

炭化木片ブロックについては、平成７～１０年度調査（Cb－１～２４）では炭化木片が含まれる土壌

を面的に採取し、平成１２年度調査（Cb－２５～２８）では肉眼で確認できる炭化木片を点で回収し、両

者ともフローテーションを行った。

また、遺跡の地形環境や化石周氷河作用、テフラなどが明瞭な状況で観察できる土層については、

剥ぎ取りを行い、保存した。 （鈴木宏行）

（６）整理の方法
遺物の水洗作業は、基本的に現地で行った。その後、札幌の整理作業所に運び、注記などの整理作

業を開始した。

遺物の整理作業は、他の遺跡と同様に点取り遺物と一括遺物に分けて進めた。点取り遺物は注記後

に、器種分類、重量計測、石質、残存状況、打点・自然面・被熱の有無など一次の属性観察を行い、

次に接合・実測などの二次整理作業を進めた。遺物の注記は、道教委の登載番号、発掘区、遺物番号

の順としたので、上白滝８遺跡、Ｐ２８区出土、遺物番号１２３の石器の場合は「９１Ｐ２８・１２３」となる。

なお、平成７年度は遺跡名を白滝第１３地点遺跡と認識していたため、登載番号の注記が１となってい

る。また、一括遺物は、定形的なものや点取り遺物と接合したものを抽出し、台帳を作成した。した

がって、その注記は、点取り遺物と区別するため、発掘区と台帳の整理番号の間に層位を記入した。

例えば、Ｋ３２区、Ⅰ層出土、台帳番号５の石器は、「９１Ｋ３２・Ⅰ・５」となる。

水洗後に精査し、地山に含まれている自然礫や黒曜石の原石を除いた結果、今回報告対象である西

地区の点取り遺物は最終的に１２６，４７５点（「白滝Ⅰ群」：１，９３９点、「白滝Ⅰ群」以外：１２４，５３６点）と

なり、遺跡全体では２１５，７８３点（「白滝Ⅰ群」：９，０２９点、「白滝Ⅰ群」以外：２０６，７５４点）となった（表

Ⅲ－１・２）。

遺物の接合作業は、石質、発掘区、石器ブロック、石器群そして全体の順で進めた。上白滝８遺跡

では、現場や整理作業の初期の段階から「白滝Ⅰ群」１）が明確に分離できる状況であったので、他の

石器群とは独立した形で整理作業を進めた。したがって、接合番号は「白滝Ⅰ群」とそれ以外の二つ

の石器群に分けて、１０００単位でずらして番号を付した。また、東地区の後に西地区の遺物に番号を与

えたが、「白滝Ⅰ群」以外の折れ面接合番号についてのみ、東地区とずらして５６５０１から番号を付けた。

最終的に西地区は、折れ面接合８，３７６例（「白滝Ⅰ群」２１３例：５０７７０～５０９９１・欠番９、「白滝Ⅰ群」

以外８，１６３例：５４２４１・５６５０１～６４６８６・欠番１８・東地区６）、剥離面接合３，２７４例（「白滝Ⅰ群」１１２例：

３５３～４７０・欠番６、「白滝Ⅰ群」以外３，１６２例：１６５８・２７９２～５９６９・欠番１１・東地区６）となり、遺跡

全体では折れ面接合１３，７４３例（「白滝Ⅰ群」９６７例：５０００１～５０９９１・欠番２４、「白滝Ⅰ群」以外１２，７７６

例：５１００１～５５６３１・５６５０１～６４６８６・欠番４１）、剥離面接合５，４０５例（「白滝Ⅰ群」４６３例：１～４７０・欠

番７、「白滝Ⅰ群」以外４，９４２例：１００１～５９６９・欠番２７）となった。

接合作業は石質の類似したものを集めて行ったが、その作業中で同一母岩と認識できる接合資料・

１ 調査の概要
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年度別調査範囲図

人力及び重機調査範囲図

年度別報告地区

試掘調査位置図 ※数字は出土点数

図Ⅲ－１４ 調査範囲・報告地区・試掘調査位置図
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非接合資料・非接合単品石器を母岩別資料として抽出した。この作業は接合資料を中心に行ったた

め、母岩判別が困難であった接合数が少量の接合資料、接合資料に対応する母岩のない剥片・単品石

器類が母岩別資料から漏れている。そのため、単体で搬入された石器は母岩識別が可能であっても母

岩別資料には分類されていない。このような手順で、西地区では７４０母岩（「白滝Ⅰ群」６４母岩：４８１

～５４５・６７５・欠番２、「白滝Ⅰ群」以外６７６母岩：３２８・５４６～６７４・６７６～１２２５・欠番４）を母岩別資料

に認定し、遺跡全体では１２１９母岩（「白滝Ⅰ群」１８４母岩：１～１００・４５９～４７６・４７８・４８０～５４５・６７５・

欠番２、「白滝Ⅰ群」以外１０３５母岩：１０１～４５８・４７７・４７９・５４６～６７４・６７６～１２２５・欠番４）を認定した。

接合に関わる点数は、西地区では３９，０４６点（「白滝Ⅰ群」：折れ面接合のみ１０９点、剥離面接合１，１２１

点、「白滝Ⅰ群」以外：折れ面接合のみ３，７１７点、剥離面接合３４，０９９点）で、点取り遺物の総数１２６，４７５

点に対しては３０．９％、点取り及び一括遺物の総数６２６，３０５点に対しては６．２％の接合率である。また、

表土除去後の地形図

調査終了後の地形図
図Ⅲ－１５ 調査区域地形図

１ 調査の概要
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７４０母岩の母岩別資料の点数は４３，１３３点で、点取り遺物の総数１２６，４７５点に対しては３４．１％、点取り及

び一括遺物の総数６２６，３０５点に対しては６．８％の母岩抽出率である。

遺跡全体では６２，１１７点（「白滝Ⅰ群」：折れ面接合のみ６２７点、剥離面接合５，０５５点、「白滝Ⅰ群」以

外：折れ面接合のみ７，７９５点、剥離面接合４８，６４０点）で、点取り遺物の総数２１５，７８３点に対しては

２８．８％、点取り及び一括遺物の総数１，３５４，５６７点に対しては４．６％の接合率である。また、１，２１９母岩

の母岩別資料の点数は６３，９８１点で、点取り遺物の総数２１５，７８３点に対しては２９．７％、点取り及び一括

遺物の総数１，３５４，５６７点に対しては４．７％の母岩抽出率である。

接合作業後は接合資料単位で剥離順による接合カードを作成し、同時に母岩別資料に含まれる接合

資料・非接合剥片・非接合単品石器を記載した母岩台帳を作成した。その後、それらのデータを遺構・

遺物データシステム（㈱シン技術コンサル）に入力し、分布図等の作成に利用した。

実測図掲載の接合資料は、接合カードを用い、剥離段階毎の色分けを行い、それに従って実測図の

輪郭図にスクリーントーンを振り分け、さらに剥離方向を矢印で記入して剥離模式図を作成した。原

産地遺跡という性格から遺物量・接合資料数が非常に多く、接合作業以降の作業に多大な労力を要し

た。また、大型石器や接合資料の実測図作成に関しては写真実測を行った。大型で慎重な取り扱いが

必要な写真撮影にはカメラマンの小川忠博氏とともに多くの工夫と慎重さが必要であった。また、同

様に図化には多大な労力を必要とした。

本報告では、石器ブロック群ごとに出土石器、分布・接合、接合資料の順で、実測図、分布図など

を示した。

西地区で最終的に実測図などを掲載した石器類は１，３７２個体、１，８３９点（うち写真のみを掲載したも

の２４８個体、３２９点）、接合資料は３６０個体（うち模式図・写真を掲載したもの１６３個体、写真のみを掲

載したもの１９７個体）、分布・接合図などを示した石器ブロックは４８か所である。石器類の掲載割合は、

点取り及び一括遺物の総数６２６，３０５点から剥片６１８，８６５点を引いた石器類７，４４０点に対して２４．７％である。

『白滝遺跡群Ⅳ』で掲載した東地区と合わせた全体では、実測図などを掲載した石器類は２，８２０個

体、３，９５４点（うち写真のみを掲載したもの２７４個体、３６５点）、接合資料は５８５個体（うち模式図・写

真を掲載したもの１８３個体、写真のみを掲載したもの２４８個体）、分布・接合図などを示した石器ブロ

ックは１１１か所である。石器類の掲載割合は、点取り及び一括遺物の総数１，３５４，５６７点から剥片

１，３３９，２５１点を引いた石器類１５，３１６点に対して２５．８％である。 （鈴木宏行）

１）現時点では、道内で最も古期と考えられている恵庭 a降下軽石（En－a）下位の千歳市祝梅三角山地点、上士幌町嶋
木、清水町共栄３、函館市桔梗２遺跡などで出土したものと類似する特徴的な石核や小型剥片石器などを含む石器群を
「白滝Ⅰ群」と仮称している。これらは、剥片レベルでも他の石器群と区別が可能であるため分離して整理を行っている。
本来であれば、他の石器群においても「白滝Ⅱ群」「白滝Ⅲ群」…と遺跡群全体を包括する分類をする必要があるか

もしれない。しかし、石器ブロックや石器群の内容は様々で、単純には包括できず、また、それらの年代的な位置付け
も現状では困難である。報告書段階では遺跡を構成する石器ブロック群・石器群を把握し、内容の違いを明確化するよ
うに努めており、各石器群の特徴はある程度把握できる状況になっているが、単純にまとめてしまうとかえって混乱を
招く恐れがある。したがって、現段階では、「白滝Ⅰ群」以外の石器群の名称は一般的な呼称に留めている。
全体としては整理作業が進行し、遺跡群全体の評価が可能になりつつあるが、服部台２・旧白滝５遺跡など整理途中

の大規模遺跡があるため、遺跡群全体を包括する明確な全体像の把握には至っていない。今後も石器ブロック群・石器
群の把握を継続して行い、その成果を蓄積して、名称や内容を検討していきたい。

（７）調査結果の概要
上白滝８遺跡は総点数約１３５万点、総重量約３．５トンもの大量の石器類が出土しているため高位部中

央やや東寄りの小沢が入る空白地帯を境に東西に分割し、二回に分けて報告することとし、東地区に

ついては既に『白滝遺跡群Ⅳ』で報告を行っている。ここでは西地区の概要を説明する。
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表Ⅲ－１ 西地区出土遺物点数・重量一覧 ＊重量の単位は（g）

＊＊器種名上段は全体・東地区の分類 ＊＊＊下段は西地区の細分類

種類

尖頭器＊＊

両面調整石器 ナイフ形石器

彫器

掻器 削器 錐形石器

舟底形石器
Ⅰ類

Ⅰ類＊＊＊ Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰａ類

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Ⅰ
群

点取り ７９ ５５２３．２ ４ ４０１．１ ５ ６６．３

一
括

Ⅰ ３ ２０４．０

Ⅱ １ １．３

小計 ８３ ５７２８．５ ４ ４０１．１ ５ ６６．３

Ⅰ
群
以
外

点取り ３０８ １６４８７．４ ４０ １８６１．３ ４９ １６５３．１ ５１ １３５２５．７ ４５ ４５９．４ ４０ ２８８．１ ９２ ９４５．９ ３２ １２６８．８ １３４ ２２５１．４ ３２５ １０２５２．１ ２９ ４１３．７ ４４ １２５．１

一
括

Ⅰ ３９ ２３９６．１ ３ ２００．１ ２ ９１．７ ８ ３２１２．２ ３ ２２．１ ２ １６．８ １４ １５７．７ １ ４３．３ ２５ ３９５．１ ４９ １４８９．６ ３ ３７．０ １１ ３３．３

Ⅱ １１ ２９．２ ２ １．９ ３ ９．７ １ １０．６ ３ １７．３ ９ １２．９ ８ ６．１

Ⅲ １ １．１

小計 ３５８ １８９１２．７ ４３ ２０６１．４ ５１ １７４４．８ ５９ １６７３７．９ ５０ ４８３．４ ４２ ３０４．９ １０９ １１１３．３ ３４ １３２２．７ １６２ ２６６３．８ ３８４ １１７５５．７ ３２ ４５０．７ ６３ １６４．５

合計 ３５８ １８９１２．７ ４３ ２０６１．４ ５１ １７４４．８ ５９ １６７３７．９ ５０ ４８３．４ ４２ ３０４．９ １０９ １１１３．３ ３４ １３２２．７ ２４５ ８３９２．３ ３８８ １２１５６．８ ３７ ５１７．０ ６３ １６４．５

種類

彫器削片 その他削片

尖頭器削片 舟底形石器削片 剥片 斧形石器 つまみ付き
ナイフ 原石 礫石器等 合 計

彫器削片Ⅰ類 彫器削片Ⅱ類 彫器削片Ⅲ類

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Ⅰ
群

点取り １６９５ ２７３３３．６ １ ５０．０ １４ ５７．３ １ ６３４．８ １９３９ ５６７７６．６

一
括

Ⅰ ４６ ８２８．５ ６４ ２３７７．２

Ⅱ ４３ ５４．２ ３ ２．４ ４９ ２２０９．７

小計 １７８４ ２８２１６．３ １ ５０．０ １７ ５９．７ １ ６３４．８ ２０５２ ６１３６３．５

Ⅰ
群
以
外

点取り １ ０．４ ６ ４．５ ４６ ２８９．９ １１２ １２６６．１ １１８３０２ ９３０７９３．８ １ １２２．４ １ ２．２ ３６ １００７．５ ３ ５５３０．２１２４５３６１２２７８１９．３

一
括

Ⅰ １ ０．３ ３ ０．６ ５ １２．３ １１ １１７．０ ６８７３９ ２１６４３６．５ ２ ３５．９ ２ ３９８．６ ６９４８８ ２７３０３１．９

Ⅱ １６ ４．３ ２４ ６．３ ６ ６．４ １３ １４．９ ５ ０．６４２５１０６ １２１１５７．９ １ １．９ ４２５２９４ １２１９８３．８

Ⅲ ４９３４ １２７４．３ ４９３５ １２７５．４

小計 １８ ５．０ ３３ １１．４ ５７ ３０８．６ １３６ １３９８．０ ５ ０．６６１７０８１１２６９６６２．５ １ １２２．４ １ ２．２ ３９ １０４５．３ ５ ５９２８．８６２４２５３１６２４１１０．４

合計 １８ ５．０ ３３ １１．４ ５７ ３０８．６ １３６ １３９８．０ ５ ０．６６１８８６５１２９７８７８．８ ２ １７２．４ １ ２．２ ５６ １１０５．０ ６ ６５６３．６６２６３０５１６８５４７３．９

種類

舟底形石器Ⅱ類 二次加工ある剥片

細石刃核 石刃 縦長剥片 石刃核 石核

Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅱｃ類 基部平坦
加工石器

裏面微細
加工石器 台形石器 二次加工

ある剥片

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Ⅰ
群

点取り ２ ５．６ ２３ ２１６．０ １ １５．７ ２２ ６８０．９ ２ ３７．９ ９０ ２１７５４．２

一
括

Ⅰ ２ ９．２ １ ２５．４ ２ ３３５．８ １０ ９７４．３

Ⅱ ２ ２１５１．８

小計 ２ ５．６ ２５ ２２５．２ ２ ４１．１ ２４ １０１６．７ ２ ３７．９ １０２ ２４８８０．３

Ⅰ
群
以
外

点取り ４０４ １４４０８．６ １５ １０７４．６ ５ ５２５．４ ２５９ １５４０８．５ １ ５．６１９３４ ２９７９２．４１８６６ ３４８７７．３ １５４ ５８３２０．７ ２０１ ８４８５７．２

一
括

Ⅰ ７７ ３５１６．７ ２ １１５．５ １ ９４．３ ２３ １７７４．９ ２００ ３８４０．９ １８６ ４３１５．６ ３２ １９５０７．７ ４４ １４７７０．１

Ⅱ ４ １１．１ ３ ５．９ ３８ ２５６．８ ３８ ２６５．６ １ １５９．４ ２ ５．０

Ⅲ

小計 ４８５ １７９３６．４ １７ １１９０．１ ６ ６１９．７ ２８５ １７１８９．３ １ ５．６２１７２ ３３８９０．１２０９０ ３９４５８．５ １８７ ７７９８７．８ ２４７ ９９６３２．３

合計 ４８５ １７９３６．４ １７ １１９０．１ ６ ６１９．７ ２ ５．６ ２５ ２２５．２ ２ ４１．１ ３０９ １８２０６．０ １ ５．６２１７２ ３３８９０．１２０９２ ３９４９６．４ １８７ ７７９８７．８ ３４９１２４５１２．６

１ 調査の概要

６２



表Ⅲ－２ 全体出土遺物点数・重量一覧 ＊重量の単位は（g）

＊＊器種名カッコ内は西地区細分類 ＊＊＊「二次加工ある剥片」は西地区の「基部平坦加工石器」「裏面微細加工石器」「台形
石器」「二次加工ある剥片」を含む

種 類
尖頭器

（Ⅰ～Ⅲ類）＊＊ 両面調整石器 ナイフ形石器 彫器
（Ⅰ～Ⅲ類） 掻器 削器 錐形石器 舟底形石器Ⅰ類

（Ⅰａ・ｂ類）
舟底形石器Ⅱ類
（Ⅱａ～ｃ類）

二次加工ある剥片
＊＊＊

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Ⅰ
群

点取り ９２ ６０１０．６ １４ ５２１．７ ３０ ３２４．５ ３２２ ４８２３．３

一括
Ⅰ ５ ２８２．９ ２ １４．０ １５ ４４２．２
Ⅱ ２ １．８ １ ０．１ ９ １２．３
Ⅲ １ ７．７

斜面
Ⅰ
上
下

Ｂ調 １ ７０．４
排土・その他 ２ ９３．７ １ ４１．５
小計 １０１ ６３８９．０ １５ ５２９．４ ３３ ３３８．６ ３４８ ５３８９．７

Ⅰ
群
以
外

点取り ９６０ ４９４５０．７ １５１ ２６３８８．３ ８９ ７９２．８ ２０８ ３０４１．７ ２２７ ４４１６．７ ５８２ １８６３９．４ ４４ ５３１．０ ４８ １４０．７ ６３２ ２７４５９．２ ３４８ １８９１３．８

一括
Ⅰ ２２１ １１９４１．１ ２５ ５３６９．６ １４ ９３．４ ３２ ３６２．１ ５４ １０９４．３ １２７ ４４２３．４ ６ ４９．５ １７ ５４．６ １４８ ７４５９．０ ３７ ２２３４．８
Ⅱ ２８ ２３２．１ ３ １１．０ ５ ２１．９ ４ ２９．８ １３ ３３．３ １４ ２１．２ ５ １５．０ ８ １８．３
Ⅲ １ ０．８ ２ ２９．０ ２ ５５．２ ２ １５．７ ３ ４．７ １ １７．８ １ １５．３

斜面
Ⅰ ４ ３８２．０ １ ４４５．１ ２ ５２．５ ４ ２４６．９ ３ ３２５．６
上 ３０ １７６９．３ １ ４．８ ４ １６７．５ ２３ ９０９．６ ４３ ２３２０．１ １６ ２３０８．５ ４ ３６３．３
下 ９ ５４８．５ １ ２６１．４ １ ４．２ ４ １０３．４ ６ １４１．６ ２０ １４４４．０ １ １８．２ ５ ５３９．５ ３ ５０．０

Ｂ調 １６ ９５９．１ ２ ４２６．０ １ １２．８ ６ ７８．３ ９ ４８６．６ ３ １０９．７
排土・その他 ７４ ６００１．１ １７ ４００７．４ １３ ２１５．３ ２０ ５４１．５ ３１ １１００．５ １ ４．５ １ ３．０ ５２ ３６９５．０ ８ ２９７．７
小計 １３４２ ７１２８３．９ １９７ ３６８９７．８ １０９ ９０７．０ ２６６ ３９１１．９ ３３９ ７２２７．８ ８２８ ２８３４１．１ ５４ ６１８．９ ８３ ２２４．２ ８７１ ４２３０６．２ ４１２ ２２００２．９

低
位
部

点取り

一括
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

小計
合 計 １３４２ ７１２８３．９ １９７ ３６８９７．８ １０９ ９０７．０ ２６６ ３９１１．９ ４４０ １３６１６．８ ８４３ ２８８７０．５ ８７ ９５７．５ ８３ ２２４．２ ８７１ ４２３０６．２ ７６０ ２７３９２．６

種 類
細石刃 細石刃核 石刃 縦長剥片 石刃核 石核 細石刃核削片 彫器削片Ⅰ・Ⅱ類 彫器削片Ⅲ類

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Ⅰ
群

点取り １５２ ８７２０．９ ６１７ ６５１１７．１

一括
Ⅰ ２５ ８９７．７ ６６ １３９７９．６
Ⅱ １９ ２２４４．２
Ⅲ ２ ６．６ １ ３．２

斜面
Ⅰ ２ ４９７．５
上 ６ ７８２．８
下 ４ ５９７．０

Ｂ調 ４ ３４０．０ １ ９９．４
排土・その他 ６ ３９７．２ １０ ２５９８．４
小計 １８９ １０３６２．４ ７２６ ８５９１９．２

Ⅰ
群
以
外

点取り ２９ ８．５ ３７ ７３２．７ ２７２４ ５４６６５．２ ３０４３ ７０３５５．５ ２２６ ９６２４５．３ ３４８ １４４７８７．２ １０４ ５９７．４ ５３ ２９４．８ １２ ３７．２

一括
Ⅰ １０８ １９．３ ２１ ６０５．４ ４８０ １２６６２．７ ３３０ ８６７７．１ ４３ ２３９１７．５ ９１ ３５９０２．９ １１４ ２８６．６ １５ １４．５ ８ １１．１
Ⅱ １１４ １８．９ ４８ ３４５．２ ５４ ４２１．６ ２ １６０．２ ２ ５．０ ９６ １０１．９ ５２ １７．７ ９ ４．２
Ⅲ ５４ ７．５ ６ ６９．９ ５ １１．１ １ ８５．４ １ ０．３ ２２ ２２．７ ４ １．１ １ ０．６

斜面
Ⅰ ５ １．１ ２ １６２．６ １２ ３９０．４ １ ８．６ ４ ３１９２．４ ９ １０７５９．１ ５ ６４．０
上 ３６ １２．６ ９ ４５２．７ １９０ ７０１０．３ ４９ ２２１５．１ ４ ６８０９．１ １９ ７５７０．０ ３２ ７１１．９
下 ９ ３．８ ９ ４７０．７ １０８ ４１７６．４ １９ ６９１．７ ２ ２７６４．３ ９ ５２４９．５ ８ １４０．３

Ｂ調 ６ ２９９．７ ２ １０８．３ ３ １８４８．９ １４ ５９５０．６
排土・その他 ６ １８４．０ １１６ ４７１９．０ ３５ １８９９．８ １３ １０７２８．９ ４２ ２１７７７．６ ８ ８５．６
小計 ３５５ ７１．７ ８４ ２６０８．１ ３６９０ ８４３３８．８ ３５３８ ８４３８８．８ ２９８ １４５７５２．０ ５３５ ２３２００２．２ ３８９ ２０１０．４ １２４ ３２８．１ ３０ ５３．１

低
位
部

点取り

一括
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

小計
合 計 ３５５ ７１．７ ８４ ２６０８．１ ３６９０ ８４３３８．８ ３７２７ ９４７５１．２ ２９８ １４５７５２．０ １２６１ ３１７９２１．４ ３８９ ２０１０．４ １２４ ３２８．１ ３０ ５３．１

種 類
尖頭器削片 舟底形石器削片 剥片 斧形石器 石鏃 つまみ付き

ナイフ 原石 礫石器等 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Ⅰ
群

点取り ７７５８ １３１７４３．８ １ ５０．０ ４２ １０４２．７ １ ６３４．８ ９０２９ ２１８９８９．４

一括
Ⅰ ４７６ １１１７１．６ ８ ５７３．４ ５９７ ２７３６１．４
Ⅱ ２９３ ８４２．２ ３ ２．４ ３２７ ３１０３．０
Ⅲ ５８ １４９．７ ６２ １６７．２

斜面
Ⅰ ２ ３０５．６ ４ ８０３．１
上 ８ ４６７．５ １４ １２５０．３
下 ３ ６９．０ ７ ６６６．０

Ｂ調 ６ ８３．３ １２ ５９３．１
排土・その他 ３６ ２６９３．２ ３ ３５８．６ ５８ ６１８２．６
小計 ８６４０ １４７５２５．９ １ ５０．０ ５６ １９７７．１ １ ６３４．８ １０１１０ ２５９１１６．１

Ⅰ
群
以
外

点取り １３０ １４６０．０ １９６４４６ １４６１２７５．５ ２ ９９２．０ １ ０．８ １ ２．２ ８１ ５６８０．３ ２８ ４１０２７．４ ２０６５５４ ２０２７９３６．３

一括
Ⅰ １７ ２４９．１ １７９４８７ ４４２３１２．４ １ ５０４．１ ４ １５０．３ ３ ８３５．９ １８１４０３ ５５９２３０．７
Ⅱ １３ １４．９ ５ ０．６ ７４５６３３ １９０９２３．５ ２ ２．２ ７４６１１０ １９２３９８．５
Ⅲ １６３６８６ ３８８００．６ １６３７９２ ３９１３７．７

斜面
Ⅰ １２３９ ９１７７．５ １２９１ ２５２０７．８
上 １２５３１ ８２０３０．９ ２ １４３０．１ １２９９３ １１６０８５．８
下 ４４１０ ３４６６３．６ ２ ４９４．３ ４６２６ ５１７６５．４

Ｂ調 ３７３７ １９５５１．９ １ ４６２．１ ３８００ ３０２９４．０
排土・その他 ３ ６４．６ ２２０１４ １４２０６５．１ １ １０．９ ３ １１８．７ １ ４８８．２ ２２４５９ １９８００８．４
小計 １６３ １７８８．６ ５ ０．６ １３２９１８３ ２４２０８０１．０ ３ １４９６．１ １ ０．８ ２ １３．１ ９５ ８３３８．０ ３２ ４２３５１．１ １３４３０２８ ３２４００６４．６

低
位
部

点取り ２００ ４０．２ ２００ ４０．２

一括
Ⅰ ２１９ ６２７．２ １ １．０ ２２０ ６２８．２
Ⅱ ８８５ ６３．８ ８８５ ６３．８
Ⅲ １２４ １０．１ １２４ １０．１

小計 １４２８ ７４１．３ １ １．０ １４２９ ７４２．３
合 計 １６３ １７８８．６ ５ ０．６ １３３９２５１ ２５６９０６８．２ ４ １５４６．１ ２ １．８ ２ １３．１ １５１ １０３１５．１ ３３ ４２９８６．３ １３５４５６７ ３４９９９２３．０

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

６３



表Ⅲ－３ 西地区出土遺物石質別一覧 ＊重量の単位は（g）

＊＊器種名上段は全体・東地区の分類 ＊＊＊下段は西地区の細分類

種類 石質
尖頭器＊＊

両面調整石器 ナイフ形石器
彫器

掻器 削器 錐形石器
舟底形石器Ⅰ類

Ⅰ類＊＊＊ Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰａ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

点
取
り

Ⅰ
群

黒曜石 ７７ ５４１９．４ ３ １３８．５ ５ ６６．３
安山岩 １ ２６２．６
頁 岩
珪 岩 １ ７４．３
めのう １ ２９．５
泥 岩

Ⅰ
群
以
外

黒曜石 ３０６１６４６１．３ ４０ １８６１．３ ４７ １５４９．９ ５１１３５２５．７ ４５ ４５９．４ ４０ ２８８．１ ８６ ８９５．３ ３２ １２６８．８ １３１ ２１２３．４ ３１９１０１６５．６ ２５ ３８９．６ ４４ １２５．１
安山岩 ２ １０３．２ ２ １１０．６ ２ ４３．６
頁 岩 １ ２１．９ ６ ５０．６ １ １７．４ ４ ４２．９ ４ ２４．１
珪 岩
めのう １ ４．２
砂 岩
緑色泥岩
碧 玉
小計 ３０８１６４８７．４ ４０ １８６１．３ ４９ １６５３．１ ５１１３５２５．７ ４５ ４５９．４ ４０ ２８８．１ ９２ ９４５．９ ３２ １２６８．８ ２１３ ７７７４．６ ３２９１０６５３．２ ３４ ４８０．０ ４４ １２５．１

一
括

Ⅰ
群
黒曜石 ４ ２０５．３
珪 岩

Ⅰ
群
以
外

黒曜石 ５０ ２４２５．３ ３ ２００．１ ２ ９１．７ ８ ３２１２．２ ５ ２４．０ ２ １６．８ １５ １５３．０ １ ４３．３ ２８ ４１２．４ ５７ １４０６．１ ３ ３７．０ １９ ３９．４
安山岩 １ １０．６
凝灰岩
頁 岩 ２ １４．４ ２ ９７．５
珪 岩
軽 石
碧 玉
小計 ５０ ２４２５．３ ３ ２００．１ ２ ９１．７ ８ ３２１２．２ ５ ２４．０ ２ １６．８ １７ １６７．４ ２ ５３．９ ３２ ６１７．７ ５９ １５０３．６ ３ ３７．０ １９ ３９．４

合 計 ３５８１８９１２．７ ４３ ２０６１．４ ５１ １７４４．８ ５９１６７３７．９ ５０ ４８３．４ ４２ ３０４．９ １０９ １１１３．３ ３４ １３２２．７ ２４５ ８３９２．３ ３８８１２１５６．８ ３７ ５１７．０ ６３ １６４．５

種類 石質
舟底形石器Ⅱ類 二次加工ある剥片

細石刃核 石刃 縦長剥片 石刃核 石核
Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅱｃ類 基部平坦加工石器 裏面微細加工石器 台形石器 二次加工ある剥片

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

点
取
り

Ⅰ
群

黒曜石 ２ ５．６ ２２ ２０５．２ １ １５．７ ２２ ６８０．９ ２ ３７．９ ８９ ２１６５２．３
安山岩 １ １０．８
頁 岩
珪 岩
めのう １ １０１．９
泥 岩

Ⅰ
群
以
外

黒曜石 ４０４ １４４０８．６ １５ １０７４．６ ５ ５２５．４ ２５７ １５３７９．１ １ ５．６１９２９ ２９７５１．７１８６２ ３４８２１．９ １５４ ５８３２０．７ ２０１ ８４８５７．２
安山岩
頁 岩 ２ ２９．４ ５ ４０．７ ３ ４８．７
珪 岩
めのう
砂 岩
緑色泥岩
碧 玉 １ ６．７
小計 ４０４ １４４０８．６ １５ １０７４．６ ５ ５２５．４ ２ ５．６ ２３ ２１６．０ １ １５．７ ２８１ １６０８９．４ １ ５．６１９３４ ２９７９２．４１８６８ ３４９１５．２ １５４ ５８３２０．７ ２９１１０６６１１．４

一
括

Ⅰ
群
黒曜石 ２ ９．２ １ ２５．４ ２ ３３５．８ １２ ３１２６．１
珪 岩

Ⅰ
群
以
外

黒曜石 ８０ ３５１５．３ ２ １１５．５ １ ９４．３ ２６ １７８０．８ ２３８ ４０９７．７ ２２３ ４５５６．９ ３３ １９６６７．１ ４５ １４７７２．２
安山岩 １ ２．９
凝灰岩
頁 岩 １ １２．５
珪 岩 １ ２４．３
軽 石
碧 玉
小計 ８１ ３５２７．８ ２ １１５．５ １ ９４．３ ２ ９．２ １ ２５．４ ２８ ２１１６．６ ２３８ ４０９７．７ ２２４ ４５８１．２ ３３ １９６６７．１ ５８ １７９０１．２

合 計 ４８５ １７９３６．４ １７ １１９０．１ ６ ６１９．７ ２ ５．６ ２５ ２２５．２ ２ ４１．１ ３０９ １８２０６．０ １ ５．６２１７２ ３３８９０．１２０９２ ３９４９６．４ １８７ ７７９８７．８ ３４９１２４５１２．６

種類 石質
彫器削片 その他削片

尖頭器削片 舟底形石器
削片 剥片 斧形石器 つまみ付き

ナイフ 原石 礫石器等 合計
彫器削片Ⅰ類 彫器削片Ⅱ類 彫器削片Ⅲ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

点
取
り

Ⅰ
群

黒曜石 １６７８ ２６９９２．４ １４ ５７．３ １９１５ ５５２７１．５
安山岩 ２ ６６．９ １ ６３４．８ ５ ９７５．１
頁 岩 １ ８．９ １ ８．９
珪 岩 １２ ２６０．９ １３ ３３５．２
めのう ２ ４．５ ４ １３５．９
泥 岩 １ ５０．０ １ ５０．０

Ⅰ
群
以
外

黒曜石 １ ０．４ ６ ４．５ ４６ ２８９．９ １０９ １２２８．１ １１８２６６ ９３０５３６．６ １ ２．２ ３５ ８６４．３ １２４４５８ １２２１１８４．３
安山岩 １３ ８８．８ ２ ５４１０．７ ２１ ５７５６．９
頁 岩 ３ ３８．０ １４ ７３．４ １ １２２．４ １ １４３．２ ４５ ６５２．７
珪 岩 ４ ８３．１ ４ ８３．１
めのう ２ ２．１ ３ ６．３
砂 岩 １ １１９．５ １ １１９．５
緑色泥岩 １ ３．２ １ ３．２
碧 玉 ２ ６．６ ３ １３．３
小計 １ ０．４ ６ ４．５ ４６ ２８９．９ １１２ １２６６．１ １１９９９７ ９５８１２７．４ ２ １７２．４ １ ２．２ ５０ １０６４．８ ４ ６１６５．０１２６４７５ １２８４５９５．９

一
括

Ⅰ
群
黒曜石 ８２ ８７０．５ ３ ２．４ １０６ ４５７４．７
珪 岩 ７ １２．２ ７ １２．２

Ⅰ
群
以
外

黒曜石 １６ ４．３ ２５ ６．６ ８ １４．７ ２４ １３１．９ ５ ０．６４９８７４６ ３３８７６２．９ ３ ３７．８ ４９９６６８ ３９５６１９．９
安山岩 ３ ４．０ ９ １７．２ ２ ３９８．６ １６ ４３３．３
凝灰岩 ３ ３．３ ３ ３．３
頁 岩 １ ０．３ ２ ０．３ １１ ２．７ １９ １２７．７
珪 岩 ３ ２４．８ ４ ４９．１
軽 石 ４ ５２．２ ４ ５２．２
碧 玉 ３ ５．６ ３ ５．６
小計 １７ ４．６ ２７ ６．９ １１ １８．７ ２４ １３１．９ ５ ０．６４９８８６８ ３３９７５１．４ ６ ４０．２ ２ ３９８．６４９９８３０ ４００８７８．０

合 計 １８ ５ ３３ １１．４ ５７ ３０８．６ １３６ １３９８．０ ５ ０．６６１８８６５ １２９７８７８．８ ２ １７２．４ １ ２．２ ５６ １１０５．０ ６ ６５６３．６６２６３０５ １６８５４７３．９

１ 調査の概要

６４



表Ⅲ－４ 全体出土遺物石質別一覧 ＊重量の単位は（g）

＊＊器種名カッコ内は西地区細分類 ＊＊＊「二次加工ある剥片」は西地区の「基部平坦加工石器」「裏面微細加工石器」「台形
石器」「二次加工ある剥片」を含む

種 類
尖頭器

（Ⅰ～Ⅲ類）＊＊ 両面調整石器 ナイフ形石器 彫器
（Ⅰ～Ⅲ類） 掻器 削器 錐形石器 舟底形石器Ⅰ類

（Ⅰａ・ｂ類）
舟底形石器Ⅱ類
（Ⅱａ～ｃ類）

二次加工ある
剥片＊＊＊ 細石刃 細石刃核 石刃 縦長剥片

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

点
取
り

高
位
部

Ⅰ群

黒曜石 ９０ ５９０６．８ １３ ２５９．１ ３０ ３２４．５ ３２１ ４８１２．５ １５２ ８７２０．９
安山岩 １ ２６２．６ １ １０．８
頁 岩
珪 岩 １ ７４．３
めのう １ ２９．５
泥 岩
碧 玉

Ⅰ群
以外

黒曜石 ９５４ ４９２６１．７ １５０ ２６０３０．０ ８９ ７９２．８ ２０１ ２９７７．８ ２１６ ４２２９．０ ５５８ １８０３７．５ ３５ ４７６．７ ４８ １４０．７ ６３２ ２７４５９．２ ３３８ １８７３４．３ ２８ ７．７ ３３ ６８８．１ ２７１４ ５４５２４．８ ３０３６ ７０２５９．７
安山岩 ３ １２９．２ １ ３５８．３ ２ １１０．６ ６ ２１４．６
凝灰岩
頁 岩 ２ ５５．６ ７ ６３．９ ８ ６１．９ １８ ３８７．３ ５ ２７．９ ８ ８１．０ １ ０．８ ２ １０．１ １０ １４０．４ ６ ８９．１
珪 岩
めのう １ ４．２ １ １５．２ ４ ２６．４ １ ２３．９ ２ ３４．５
泥 岩
砂 岩
軽 石
緑色泥岩
碧 玉 １ ７４．６ １ ６．７
流紋岩

低位部 黒曜石
小 計 ９６０ ４９４５０．７ １５１ ２６３８８．３ ８９ ７９２．８ ２０８ ３０４１．７ ３１９ １０４２７．３ ５９６ １９１６１．１ ７４ ８５５．５ ４８ １４０．７ ６３２ ２７４５９．２ ６７０ ２３７３７．１ ２９ ８．５ ３７ ７３２．７ ２７２４ ５４６６５．２ ３１９５ ７９０７６．４

一
括

高
位
部

Ⅰ群
黒曜石 ７ ２８４．７ １ ７．７ ３ １４．１ ２４ ４５４．５ ２７ ９０４．３
珪 岩
めのう

Ⅰ群
以外

黒曜石 ２４９ １２１７３．２ ２５ ５３６９．６ １８ １０５．２ ２８ ３２１．４ ６０ １１５３．１ １３８ ４３９４．２ ５ ４７．４ ３４ ８０．５ １５３ ７４７９．３ ４５ ２２６７．３ ２７６ ４５．７ ２１ ６０５．４ ５３２ １３０６５．１ ３８８ ９０８５．５
安山岩 １ １０．６
凝灰岩
頁 岩 ８ ５２．０ ４ １１７．７ ２ ４．１ １ １２．５ １ １．１ ２ １２．７
珪 岩 １ ２４．３
めのう １ １３．７
軽 石
碧 玉
流紋岩
片 岩

斜
面

Ⅰ群 黒曜石
Ⅰ群
以外

黒曜石 ４３ ２６９９．８ ２ ７０６．５ ２ ９．０ ８ ２７０．９ ３０ １０８８．１ ６４ ３９２２．８ １ １８．２ ２４ ３１７３．６ ７ ４１３．３ ５０ １７．５ ２０ １０８６．０ ３０８ １１５３８．４ ６９ ２９１５．４
頁 岩 １ １５．６ ３ ８８．２ ２ ３８．７

低位部 黒曜石
小 計 ２９２ １４８７３．０ ２７ ６０７６．１ ２０ １１４．２ ４５ ６５４．９ ９８ ２５４１．５ ２１０ ８５３０．６ １２ ９７．５ ３４ ８０．５ １７８ １０６６５．４ ７７ ３１３６．２ ３２６ ６３．２ ４１ １６９１．４ ８４４ ２４６５４．９ ４８５ １２９２９．５

Ｂ調 Ⅰ群 黒曜石 １ ７０．４ ４ ３４０．０
Ⅰ群以外黒曜石 １６ ９５９．１ ２ ４２６．０ １ １２．８ ６ ７８．３ ９ ４８６．６ ３ １０９．７ ６ ２９９．７ ２ １０８．３

排
土
・
そ
の
他

Ⅰ群 黒曜石 ２ ９３．７ １ ４１．５ ６ ３９７．２

Ⅰ群
以外

黒曜石 ７２ ５５４３．８ １７ ４００７．４ １１ １３３．２ １７ ５１７．５ ３０ １０８７．０ １ ４．５ １ ３．０ ５２ ３６９５．０ ８ ２９７．７ ６ １８４．０ １１５ ４６６９．４ ３５ １８９９．８
安山岩
頁 岩 ２ ８２．１ ３ ２４．０ １ １３．５
珪 岩 ２ ４５７．３ １ ４９．６
めのう

小 計 ９０ ６９６０．２ １９ ４４３３．４ １３ ２１５．３ ２３ ６４８．０ ３７ １１７８．８ １ ４．５ １ ３．０ ６１ ４１８１．６ １３ ５１９．３ ６ １８４．０ １２２ ５０１８．７ ４７ ２７４５．３
合 計 １３４２ ７１２８３．９ １９７ ３６８９７．８ １０９ ９０７．０ ２６６ ３９１１．９ ４４０ １３６１６．８ ８４３ ２８８７０．５ ８７ ９５７．５ ８３ ２２４．２ ８７１ ４２３０６．２ ７６０ ２７３９２．６ ３５５ ７１．７ ８４ ２６０８．１ ３６９０ ８４３３８．８ ３７２７ ９４７５１．２

種 類 石刃核 石核 細石刃核
削片

彫器削片
Ⅰ・Ⅱ類

彫器削片
Ⅲ類

尖頭器
削片

舟底形石
器削片 剥片 斧形石器 石鏃 つまみ付き

ナイフ 原石 礫石器等 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

点
取
り

高
位
部

Ⅰ群

黒曜石 ６１３ ６４８９２．０ ７７２８ １３１２２９．７ ４２ １０４２．７ ８９８９ ２１７１８８．２
安山岩 ２ ６６．９ １ ６３４．８ ５ ９７５．１
頁 岩 ２ １１．７ ２ １１．７
珪 岩 １７ ３７３．４ １８ ４４７．７
めのう ３ １７９．３ ７ ５３．６ １１ ２６２．４
泥 岩 １ ５０．０ １ ５０．０
碧 玉 １ ４５．８ ２ ８．５ ３ ５４．３

Ⅰ群
以外

黒曜石 ２２６ ９６２４５．３ ３４７ １４４７５７．４ １０２ ５９１．８ ５３ ２９４．８ １２ ３７．２ １２７１４２２．０ １９６３７１ １４６００２６．１ １ ０．８ １ ２．２ ８０ ５５３７．１ １ ２１．４ ２０６３５３ １９８２５５６．１
安山岩 １ ２９．８ ２５ ７８８．８ １ ８６９．６ ２２３９９２９．８ ６１ ４２４３０．７
凝灰岩 １ ５０４．７ １ ５０４．７
頁 岩 ２ ５．６ ３ ３８．０ ２７ １４１．４ １ １２２．４ １ １４３．２ １０１ １３６８．６
珪 岩 ５ ９８．５ ５ ９８．５
めのう ５ ２３．１ １４ １２７．３
泥 岩 １ １．３ １ １１０．１ ２ １１１．４
砂 岩 ３ ４６１．４ ３ ４６１．４
軽 石 ８ １８６．１ ８ １８６．１
緑色泥岩 １ ３．２ １ ３．２
碧 玉 ２ ６．６ ４ ８７．９
流紋岩 １ ０．４ １ ０．４

低位部 黒曜石 ２００ ４０．２ ２００ ４０．２
小 計 ２２６ ９６２４５．３ ９６５ ２０９９０４．３ １０４ ５９７．４ ５３ ２９４．８ １２ ３７．２ １３０１４６０．０ ２０４４０４ １５９３０５９．５ ３１０４２．０ １ ０．８ １ ２．２１２３ ６７２３．０ ２９４１６６２．２ ２１５７８３ ２２４６９６５．９

一
括

高
位
部

Ⅰ群
黒曜石 ８４ １６１２４．９ ８１８ １２１３６．７ １１ ５７５．８ ９７５ ３０５０２．７
珪 岩 ８ １２．６ ８ １２．６
めのう ２ １０２．１ １ １４．２ ３ １１６．３

Ⅰ群
以外

黒曜石 ４６ ２４１６３．１ ９３ ３５９０５．３ ２３２ ４１１．２ ６４ ２８．５ １６ １５．０ ３０ ２６４．０ ５ ０．６１０８８７３１ ６７１７１０．２ ６ ５７５．８ １０９１１９５ ７８８８４３．３
安山岩 １ ２．９ ３ ４．０ １５ １０２．８ １ ５０４．１ ３ ８３５．９ ２４ １４６０．３
凝灰岩 ３ ３．３ ３ ３．３
頁 岩 ３ ０．６ ２ ０．９ ３８ ２７．０ ６１ ２２８．６
珪 岩 ４ ２８．２ ５ ５２．５
めのう １ ０．２ ５ １５．２ ７ ２９．１
軽 石 ５ ９７．２ ５ ９７．２
碧 玉 ３ ５．６ ３ ５．６
流紋岩 １ ３５．９ １ ３５．９
片 岩 １ １１．１ １ １１．１

斜
面

Ⅰ群 黒曜石 １２ １８７７．３ １３ ８４２．１ ２５ ２７１９．４
Ⅰ群
以外

黒曜石 １０ １２７６５．８ ３７ ２３５７８．６ ４５ ９１６．２ １８１７７ １２５８６２．３ ４ １９２４．４ １８９０１ １９２９０６．８
頁 岩 ３ ９．７ ９ １５２．２

低位部 黒曜石 １２２８ ７０１．１ １ １．０ １２２９ ７０２．１
小 計 ５６ ３６９２８．９ ２２９ ７７５９１．１ ２７７１３２７．４ ７１ ３３．３ １８ １５．９ ３０ ２６４．０ ５ ０．６１１０９０５４ ８１１６１５．２ １ ５０４．１ １ １．０ ２１ ２６５２．７ ３ ８３５．９１１１２４５５ １０１７８７９．０

Ｂ調 Ⅰ群 黒曜石 １ ９９．４ ６ ８３．３ １２ ５９３．１
Ⅰ群以外黒曜石 ３ １８４８．９ １４ ５９５０．６ ３７３７ １９５５１．９ １ ４６２．１ ３８００ ３０２９４．０

排
土
・
そ
の
他

Ⅰ群 黒曜石 １０ ２５９８．４ ３６ ２６９３．２ ３ ３５８．６ ５８ ６１８２．６

Ⅰ群
以外

黒曜石 １３ １０７２８．９ ４２ ２１７７７．６ ８ ８５．６ ３ ６４．６ ２２００９ １４１４１７．２ １ １０．９ ３ １１８．７ ２２４４４ １９６２４５．８
安山岩 １ ６１９．８ １ ４８８．２ ２ １１０８．０
頁 岩 ２ １．６ ８ １２１．２
珪 岩 ３ ５０６．９
めのう ２ ２６．５ ２ ２６．５

小 計 １６ １２５７７．８ ６７ ３０４２６．０ ８ ８５．６ ３ ６４．６ ２５７９３ １６４３９３．５ １ １０．９ ７ ９３９．４ １ ４８８．２ ２６３２９ ２３５０７８．１
合 計 ２９８ １４５７５２．０ １２６１ ３１７９２１．４ ３８９２０１０．４ １２４ ３２８．１ ３０ ５３．１ １６３１７８８．６ ５ ０．６１３３９２５１ ２５６９０６８．２ ４１５４６．１ ２ １．８ ２ １３．１１５１１０３１５．１ ３３４２９８６．３１３５４５６７ ３４９９９２３．０

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

６５



遺構は遺跡全体で２８か所の炭化木片ブロック（Cb－１～２８）が確認され、そのうち西地区に関連

するのは１３か所（Cb－３・９・１４～２８）である。そのほとんどは石器の分布と重複ないし隣接して

いるが、複数の石器群が連続ないし重複している出土状況を考えると周辺の石器群と単純に関連づけ

るのは困難である。遺物は全て石器類で、遺跡全体の点数（表Ⅲ－２）は１，３５４，５６７点、重量は

３，４９９，９２３．０g、そのうち点取り遺物は２１５，７８３点、一括ほか遺物は１，１３８，７８４点である。今回報告す

る西地区の遺物点数は６２６，３０５点、重量１，６８５，４７３．９g、そのうち点取り遺物は１２６，４７５点、一括ほか

遺物は４９９，８３０点で、詳細は表Ⅲ－１に掲載している。

出土した遺物は、ほとんどが旧石器時代のものであるが、一部、つまみ付きナイフなど旧石器時代

以外の石器が混じる。西地区では、石器類を平面分布や石器の特徴から４８か所のブロックに分け、そ

れらを８の石器ブロック群・区域に分けた。なお、石器群・区域の分類基準についてはⅢ章２（２）

で後述する。

Sb－６４～７９は「白滝Ⅰ群」である。石核の出土量が多く、多様な形態がみられる。剥片素材でそ

の腹面からうろこ状の剥片を剥離する石核、剥片ないし分割礫を素材として求心状に寸詰まりの剥片

を剥離する石核、素材の小口面を作業面として打面部が厚く幅の広い剥片を剥離する石核、素材の細

長い面を作業面として縦長剥片を剥離する石核、交互剥離によって打面と作業面を入れ替える石核、

打面転移を頻繁に行いサイコロ状の形態になる石核などがみられる。これらは石核の素材と剥離技術

によってⅠ～Ⅲ類に分類されている（Ⅲ章２（３）母岩別資料・接合資料参照）。原石の形状は転礫

と角礫の二種類が見られ転礫が主体的に利用されている。主に接合状況から Sb－６４～７０、７１、７２～

７９の三つの石器ブロック群に分けられる。定形的な石器類は Sb－７２～７９では掻器が多く、Sb－６４～

７０では裏面微細加工石器が主体的である。また、前者には台形石器、後者には基部平坦加工石器が伴っ

ている。その他に定形的な石器として錐形石器、削器が見られる。

Sb－８０～１１１は「白滝Ⅰ群」以外の石器群で、「白滝Ⅰ群」を除いた全ての石器群が含まれ、西地

区遺物の９９．７％（６２６，３０５点）を占める。なお、「白滝Ⅰ群」以外は遺跡全体では９９．２％（１，３４４，４５７

点）である。これらを特徴的な石器・接合関係などからＧ区（Sb－８０～８９）、Ｈ区（Sb－９０）、Ｉ区

（Sb－９１～９６）、Ｊ区（Sb－９７～１０７）、Ｋ区（Sb－１０８～１１１）の５区に分けた。Ｇ・Ｉ・Ｊ区には複

数の石器群が重複し、Ｋ区を除くＧ～Ｊ区には区域間の接合関係が見られる。ここでは各区域に含ま

れる石器群について述べる。

西地区には大別すると①小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰ類）を含む石器群、②大型石刃・大型舟底

形石器（舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類）を含む石器群、③忍路子型細石刃核を含む石器群、④幅広有舌尖頭

器（尖頭器Ⅲ類）を含む石器群、⑤広郷型ナイフ形石器を含む石器群が出土している。①には舟底形

石器Ⅰ類の他、大型尖頭器、削片剥離の行われた尖頭器（尖頭器Ⅱ類）、周縁加工彫器（彫器Ⅰ・Ⅱ

類）、掻器、舟底形石器Ⅱａ類、単剥離打面の石刃核が含まれる。②には単剥離打面を持つ大型石刃・

舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類の他、大型尖頭器（尖頭器Ⅰ類の大型品）が含まれる。③には忍路子型細石刃

核の他、打面調整を伴う大型石刃、側縁調整がほとんど行われず刃部周辺にパンチ痕のある掻器が含

まれ、接合資料には石器本体の無い５０cmを超える尖頭器製作の資料がある。④に含まれる幅広の尖

頭器Ⅲ類は、剥片ないし石核素材で、通常の有舌尖頭器に比べ幅広である。また、彫器Ⅲ類が含まれ

る。⑤には広郷型ナイフ形石器の他、彫器Ⅲ類が含まれる。

Ｇ区は、石器群①が主体的でスポット的に石器群②③が少量分布する。石器群③はＨ区と接合関係

のある掻器が多く、それらの一部が分布する Sb－８９には剥片素材のやや粗い尖頭器が分布している。

Ｈ区は、ブロック縁辺部に分布する周辺ブロックの混入と見られる舟底形石器などを除くと、石器

１ 調査の概要
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表Ⅲ－５ 西地区炭化木片ブロック一覧

土壌 炭化物重量
（g）

石器
１４Ｃ年代（yBP）

体積（cc） 重量（g） 点数 重量（g）
Cb－３ （１） ３３００ ３６００ ６．９ ３ ０．１ １０２８０±５０

（２） ５８００ ６２００ ４．７ ３ ０．１
（３） ３７００ ３９００ １．７ １５ ０．２
（４） １００ １００ ０．２ ２ ０．１
（５） １７００ １９００ ２．０ ８ ０．１
（６） ４２００ ４０００ ８．０ ２ ０．１
（７） ２０００ ２０００ ０．６ ３ ０．１
（８） １５００ １６００ １．１ ０ ０．０
（９） ４７００ ４９００ ５．２ １５ ０．２ １０３９０±５０
計 ２７０００ ２８２００ ３０．４ ５１ １．０

Cb－９ （１） ６０００ ５９００ ７．９ ６ ０．２ １５６７０±２４０
（２） ３０００ ２９００ ２．５ ３ ０．１
（３） ２３００ ２２００ ２．６ ４ ０．１ １６４２０±１５０
計 １１３００ １１０００ １３．０ １３ ０．４

Cb－１４ １０００ ９００ ５．８ １ ０．１ ２１９８０±２１０ ２４３４０±１６０
Cb－１５ ２３４００ ２５４００ ２０．１ ６ ０．３ １４０３０±１１０ １３９３０±５０
Cb－１６ （１） １６００ １８００ ０．６ １６ ０．１ １３５３０±５０

（２） １３００ １４００ ０．５ １６ ０．１ １３７９０±１７０
計 ２９００ ３２００ １．１ ３２ ０．２

Cb－１７ （１） ６８００ ７２００ ６．１ ８７ ０．３ １８８４０±１６０
（２） ２６７００ ２８２００ １６．１ ３７３ １．３
（３） ４２１００ ４４８００ ９３．４ ９３２９ ４０．２ １８４７０±２７０
計 ７５６００ ８０２００ １１５．６ ９７８９ ４１．８

Cb－１８ （１） ３６００ ３８００ ２．９ ３２ ０．２
（２） ９００ ９００ ０．８ １２ ０．１
（３） １１０００ １１１００ ７．４ ３ ０．２ ２３６２０±３１０ ２２２１０±１１０
計 １５５００ １５８００ １１．１ ４７ ０．５

Cb－１９ ６００ ６００ １．９ ２２ ０．２ ２５８７０±２９０ ２８１２０±１８０
周辺 ― ― ０．９ ０ ０．０
計 ６００ ６００ ２．８ ２２ ０．２

Cb－２０ １０００ １０００ ３．２ ０ ０．０ １４１４０±１１０ １３９１０±８０
Cb－２１ （１） ２０００ ２１００ ２．４ ３０ ０．２

（２） ８６００ ８９００ １０．７ １２８ ０．６ １５８５０±１７０ １５７５０±１３０
計 １０６００ １１０００ １３．１ １５８ ０．８

Cb－２２ （１） ２５００ ２９００ ３．３ ２８ ０．５ １５７９０±１１０ １５９８０±９０
（２） １８００ １７５０ ３．９ ３８ ２．３
周辺 ３５０ ５００ １８．９ １２ ０．１
計 ４６５０ ５１５０ ２６．１ ７８ ２．９

Cb－２３ （１） ２６００ ２３００ ８．４ ８ ０．２
（２） ３０００ ２９００ ４．６ ２２ ０．５
（３） ８２００ ７２７０ ２５．５ ５３ ２．０ １５８９０±９０ １５５９０±１３０
計 １３８００ １２４７０ ３８．５ ８３ ２．７

Cb－２４ （１） ３００ ２８０ ０．６ ０ ０．０ １５９５０±１１０
（２） ４００ ４７０ ０．８ ０ ０．０ １５４５０±９０
計 ７００ ７５０ １．４ ０ ０．０

Cb－２５ １１点地点計測 ０．１６ ０ ０．０ １３６３０±４０ １３７３０±８０
Cb－２６ ６２点地点計測 １．３９ ７ ０．１ １３７３０±８０ １３７３０±９０
Cb－２７ ４点地点計測 ０．４４ ０ ０．０ １８６６０±１３０ １８５７０±１３０
Cb－２８ ４点地点計測 ０．３３ １ ０．１
合計 １８８０５０ １９５６７０ ２８４．５ １０２８８ ５０．９
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群③がほぼ単独に分布し、周辺に分布が連続するにも関わらず排他的な分布状況を示す。忍路子型細

石刃核は１点のみで、打面調整を伴う石刃剥離が集中的に行われる。

Ｉ区は、最大規模の石器ブロック Sb－９３・９５を含む遺跡内（調査した白滝遺跡群全体でも最大）

で最大の石器ブロック群である。石器群①②④⑤が連続ないし重複して複雑に分布し、石器群①④は

広域に、石器群⑤はややまとまって、石器群②はスポット的に分布している。特に石器群⑤は東地区

のＦ区に分布する同石器群と接合関係が見られ、両者を関連付けている。

Ｊ区は、遺跡内で最大の Sb－９７を含む石器ブロック群で、石器群①が主体的に分布し、Ｉ区と隣

接する Sb－９７には石器群④が重複する。Sb－９８出土の二次加工ある剥片１点は、東地区のＤ区に分

布する尖頭器を製作した接合資料に含まれ、両者の関連の可能性を示している。

Ｋ区は、Ｇ～Ｊ区と接合関係の無い、独立した小規模な石器ブロック群で、石器群①が単独で分布

する。 （鈴木宏行・直江康雄）

表Ⅲ－６ 炭化材樹種同定結果一覧

試料番号 炭化木片ブロック 樹種

１ Cb－１ カラマツ属 Larix sp. ?

２ Cb－１ カラマツ属 Larix sp.

３ Cb－１ トウヒ属 Picea sp. ?

４ Cb－２（２） カラマツ属 Larix sp. ?

５ Cb－２（２） 試料微少のため同定不能

６ Cb－２（２） 試料微少のため同定不能

７ Cb－２（２） 試料微少のため同定不能

１４ Cb－６ ―

１５ Cb－６ カラマツ属 Larix sp. ?

１６ Cb－６ カラマツ属 Larix sp. ?

１７ Cb－６ 試料微少のため同定不能

１８ Cb－６ 針葉樹

１９ Cb－６ カラマツ属あるいはトウヒ属

２０ Cb－６ 針葉樹

２２ Cb－１３（上層） 試料微少のため同定不能

２３ Cb－１３（中層） 針葉樹

２４ Cb－１３（下層） 針葉樹

２５ Cb－１３（下層） 試料微少のため同定不能

２６ Cb－１３（下層） 針葉樹

２７ Cb－１３（下層） 針葉樹

２８ Cb－１３（下層） 針葉樹

２９ Cb－１３（下層） 針葉樹

３０ Cb－１３（上下単一層） 試料微少のため同定不能

６８ Cb－２３（１） 針葉樹

６９ Cb－２３（２） 針葉樹

７０ Cb－２３（３） 針葉樹

７１ Cb－２３（３） 針葉樹

７２ Cb－２４（１） 針葉樹

７３ Cb－２４（１） トウヒ属

１ 調査の概要
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２ 遺構と遺物

確認された遺構は炭化木片ブロックのみで、遺跡全体で２８か所確認されている。今回は、西地区に

分布する１７か所を報告する。

確認された遺物は全て石器類で、分布状況・石器組成から４８の石器ブロックを認定し、接合関係・

石器組成を中心として９の石器ブロック群・区域に分けた。遺物の記述は「白滝Ⅰ群」、「白滝Ⅰ群」

以外の順で行い、石器ブロック群・区域毎に Sb－６４～７０、７１、７２～７９、「白滝Ⅰ群」ブロック外、Ｇ

区（Sb－８０～８９）、Ｈ区（Sb－９０）、Ｉ区（Sb－９１～９６）、Ｊ区（Sb－９７～１０７）、Ｋ区（Sb－１０８～１１１）、

「白滝Ⅰ群」以外ブロック外、表土（重機調査）の順に行う。

（１）炭化木片ブロック
炭化木片ブロックは遺跡全体で２８か所検出された（図Ⅲ－１６）。そのうち今回報告対象である Cb－

３・９・１４～２８は、すべて高位面の上白滝面上にある。なお、Cb－１４・１５については西地区に含ま

れるが、両地区の境付近に分布しているため東地区の報告にも掲載している。炭化木片ブロック内に

は焼土が伴わず、堆積している土層の中に炭化木片がまとまっている状態であった。ブロックの中心

部の土層は、炭化木片と同様のやや暗褐色となっていることが特徴である。全体的な傾向として、標

高４４０～４４５mの北東方向に傾斜する緩斜面にまばらに分布している。石器ブロックとの位置関係は

遺物集中域に重なるように分布するもの（Cb－１６～１９・２１・２３・２５～２８）、遺物集中域の縁辺部に分

布するもの（Cb－３・９・２０・２２・２４）、遺物集中域から離れて分布するもの（Cb－１４・１５）に分け

られ、遺物集中域に重なるものが多い。また、被熱石器の分布と合わせて検討すると、被熱石器の集

中と炭化木片ブロックが重なり合う場所がある。Sb－６６と Cb－１８、Sb－８５と Cb－１７、Sb－９３と Cb

－１６である。

炭化木片ブロックの土壌はすべて採取し、体積と重量を計測後、フローテーション作業を行った。

選別後の集計結果は表Ⅲ－５のとおりである。炭化木片のうち５mm以上の大きさがあるものはすべ

て樹種同定を行った。結果はすべてトウヒ属などの針葉樹であり、当時の植生は針葉樹の散生する森

林ツンドラと推定された（表Ⅲ－６）。詳細については『白滝遺跡群Ⅲ』のⅤ章３（三野 ２００２）及

び本報告書のⅣ章２に掲載している。また、炭化木片ブロックごとに AMS法による放射性炭素年代

の測定を行った。年代の測定結果は、大まかに１０，０００y.B.P代前半（Cb－３）、１３，５００～１４，１００y.B.P

（Cb－１５・１６・２０・２５・２６）、１５，４００～１６，４００y.B.P（Cb－９・２１～２４）、１８，５００～１８，９００y.B.P（Cb

－１７・２７）、２１，９００～２４，４００y.B.P（Cb－１４・１８）、２５，８００～２８，２００y.B.P（Cb－１９）に分けられ、１４，０００

y.B.P前後と１６，０００y.B.P前後の測定値が多い。東地区の測定値と比較すると、西地区ではより新し

い年代値がまとまって見られる。なお、Cb－２８は炭化木片が微量で、周辺の炭化木片ブロックの年

代値が均質であったため測定を行っていない。年代測定結果の詳細はⅣ章１に掲載している。

Cb－３（図Ⅲ－１７、表Ⅲ－５）

Ｊ・Ｋ３３・３４区、Sb－９０・９１の境にあたる遺物が希薄な地点から近接した八つの集中部と、やや

東側に離れた一つの集中部を確認し、（１）～（９）を設定した。検出面は全てⅡａ層中である。全体で

２８，２００gの土壌を採取し、３０．４gの炭化木片を回収した。

（１）は４５×２５cmの不整な楕円形の範囲で、厚さは４cmであった。採取した土壌は３，６００gで、６．９g

の炭化木片を回収した。（２）は４０×（２０）cmの楕円形の範囲で、厚さは６cmであった。南側にも僅か

に集中が広がっていたものと考えられる。採取した土壌は６，２００gで４．７gの炭化木片を回収した。（３）
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炭化木片ブロック位置図（全体）

炭化木片ブロック位置図（西地区）

Sb－６４～７９（「白滝Ⅰ群」）の被熱石器と炭化木片ブロック

Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群以外」）の被熱石器と炭化木片ブロック

図Ⅲ－１６ 炭化木片ブロック分布図

２ 遺構と遺物
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図Ⅲ－１７ 炭化木片ブロックの平面・断面図（１）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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図Ⅲ－１８ 炭化木片ブロックの平面・断面図（２）

２ 遺構と遺物

７２



は３０×１５cmの楕円形の範囲で、厚さは７cmであった。採取した土壌は３，９００gで、１．７gの炭化木片

を回収した。（４）は１０×８cmの不整な円形の範囲で、厚さは２cmであった。周辺には４５×３０cmの

楕円形の範囲で炭化木片が散在していた（破線部）。採取した土壌は１００gで、０．２gの炭化木片を回

収した。（５）は３０×１５cmの範囲で、厚さは３cmであった。周辺には径１００cm程の範囲で炭化木片の

散在が見られた（破線部）。採取した土壌は１，９００gで、２．０gの炭化木片を回収した。（６）は４５×２０cm

の不整な楕円形の範囲で、厚さは５cmであった。南よりの周辺には径５０cm程の範囲で炭化木片の

散在が見られた（破線部）。採取した土壌は４，０００gで、８．０gの炭化木片を回収した。（７）は２７×２０cm

の洋ナシ形の範囲で、厚さは３cmであった。採取した土壌は２，０００gで、０．６gの炭化木片を回収し

た。（８）は（４０）×（１２）cmの範囲で、厚さは３cmであった。東側にも集中が広がっていたものと

考えられる。採取した土壌は１，６００gで、１．１gの炭化木片を回収した。（９）は３３×２５cmの不整な楕円

形の範囲で、厚さは７cmであった。採取した土壌は４，９００gで、５．２gの炭化木片を回収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（１）のサンプルに１０，２８０±５０y.B.P（Beta

－１０１７８９・試料 No，３）、（９）のサンプルに１０，３９０±５０y.B.P（Beta－１８６１９６・SHIRA－１１１）の測定結

果が得られた。

Cb－９（図Ⅲ－１８、表Ⅲ－５）

Ｉ３２区、Sb－９４の遺物散在部から炭化物の集中部を確認し、（１）を設定した。（１）の下部にそれぞ

れが分断される形で二つの集中区があり、（２）・（３）を設定した。検出面は（１）・（２）がⅡａ層中、（３）

がⅡｃ層の直上である。全体で１１，０００gの土壌を採取し、１３．０gの炭化木片を回収した。

（１）は１００×２０cmの細長い範囲で、厚さは４cmであった。周辺には２００×８０cm程の範囲で炭化木

片の散在が見られた（破線部）。採取した土壌は５，９００gで、７．９gの炭化木片を回収した。（２）は７０×

２０cmのうねりのある細長い範囲で、厚さは５cmであった。採取した土壌は２，９００gで、２．５gの炭化

木片を回収した。（３）は２８×１５cmの不整な楕円形の範囲で、厚さは４cmであった。採取した土壌は

２，２００gで、２．６gの炭化木片を回収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（１）のサンプルに１５，６７０±２４０y.B.P（Beta

－１１２８９７・SHIRA－２５）、（３）のサンプルに１６，４２０±１５０y.B.P（Beta－１１２８９８・SHIRA－２６）の測定結

果が得られた。

Cb－１４（図Ⅲ－１８、表Ⅲ－５）

Ｏ３９区、Sb－８３の東側縁辺部の遺物が希薄になる地点から、２５×１３cmの不整な楕円形の範囲で確

認された。厚さは４cm、検出面はⅢ層上面である。採取した土壌は９００gで５．８gの炭化木片を回収し

た。炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い２１，９８０±２１０y.B.P（Beta－１１２９０３・SHIRA

－３１）、２４，３４０±１６０y.B.P（Beta－１７４４８７・SHIRA－９３）の測定結果が得られた。

Cb－１５（図Ⅲ－１８、表Ⅲ－５）

Ｑ３９区、Sb－６６の１０m東側、Sb－８４の１１m南東側の無遺物地帯から、７３×５０cmの不整な楕円形の

範囲で確認された。厚さは８cm、検出面はⅢ層上面である。採取した土壌は２５，４００gで２０．１gの炭化

木片を回収した。炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い１４，０３０±１１０y.B.P（Beta－

１１２９０４・SHIRA－３２）、１３，９３０±５０y.B.P（Beta－１７４４８８・SHIRA－９４）の測定結果が得られた。

Cb－１６（図Ⅲ－１９、表Ⅲ－５）

Ｏ２９区、Sb－９３の遺物集中域から大小四つの炭化物集中を確認し、（１）～（４）を設定した。検出面

は全てⅡｃ層直上である。全体で３，２００gの土壌を採取し、１．１gの炭化木片を回収した。

（１）は４５×１７cmの不整な楕円形の範囲で、厚さは４cmであった。採取した土壌は１，８００gで、０．６g
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図Ⅲ－１９ 炭化木片ブロックの平面・断面図（３）

２ 遺構と遺物
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の炭化木片を回収した。（２）は（４０）×（２０）cm範囲で、厚さはほとんどなく、断面図を作成して

いない。北側にも集中が広がっていたものと考えられる。採取した土壌は１，４００gで、０．５gの炭化木

片を回収した。（３）・（４）はそれぞれ１０cm程の楕円形の範囲で確認された。厚さはほとんどなく、断

面図の作成及び、土壌の採取を行っていない。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（１）のサンプルに１３，５３０±５０y.B.P（Beta

－１８６１９７・SHIRA－１１２）、（２）のサンプルに１３，７９０±１７０y.B.P（Beta－１１２９０５・SHIRA－３３）の測定

結果が得られた。

Cb－１７（図Ⅲ－１９、表Ⅲ－５）

Ｐ３５区、Sb－８５の遺物集中域から三つの炭化物集中を確認し、（１）～（３）を設定した。検出面は（１）・

（２）がⅡｃ層直上、（３）がⅡａ層中である。全体で８０，２００gの土壌を採取し、１１５．６gの炭化木片を回

収した。

（１）は５２×３０cmの不整な楕円形の範囲で、厚さは３cmであった。集中の南部は炭化物が希薄で土

層が黒味を帯びていた。採取した土壌は７，２００gで、６．１gの炭化木片を回収した。（２）は３５×１５cmの

楕円形の範囲で、厚さは９cmであった。採取した土壌は２８，２００gで、１６．１gの炭化木片を回収した。

（３）は６０×２１cmの長楕円形の範囲で、厚さは７cmであった。周辺には９５×６５cm程の範囲で炭化木

片の散在が見られた。採取した土壌は４４，８００gで、９３．４gの炭化木片を回収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（１）のサンプルに１８，８４０±１６０y.B.P（Beta

－１１２９０６・SHIRA－３４）、（３）のサンプルに１８，４７０±２７０y.B.P（Beta－１０１７９３・試料 No，７）の測定結

果が得られた。

Cb－１８（図Ⅲ－１９、表Ⅲ－５）

Ｓ３５・３６区、Sb－６６の遺物集中域、Sb－８７の遺物の希薄な東側縁辺部に三つの集中域を確認し、（１）

～（３）を設定した。検出面は（１）・（２）がⅡｃ層の直上、（３）がⅢ層の直上である。全体で１５，８００gの土

壌を採取し、１１．１gの炭化木片を回収した。

（１）は３３×１５cmの楕円形の範囲で、厚さは５cmである。採取した土壌は３，８００gで、２．９gの炭化

木片を回収した。（２）は１７×１１cmの不整な楕円形の範囲で、厚さは３cmである。（１）・（２）の東より

の周辺には径１００cm程の範囲で炭化木片の散在が見られた（破線部）。採取した土壌は９００gで、０．８g

の炭化木片を回収した。（３）は４２×１１cmの長楕円形の範囲で、厚さは７cmである。採取した土壌は

１１，１００gで７．４gの炭化木片を回収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（３）のサンプルに２３，６２０±３１０y.B.P（Beta

－１１２９０７・SHIRA－３５）、２２，２１０±１１０y.B.P（Beta－１８６１９８・SHIRA－１１３）の測定結果が得られた。

Cb－１９（図Ⅲ－２０、表Ⅲ－５）

Ｑ２８区、Sb－９３の集中域の南西部から２８×７cmの細長い範囲、厚さ２cmで確認された。検出面

はⅡｃ層直上である。採取した土壌は６００gで１．９gの炭化木片を回収した。また、周辺にも炭化木片

が散在しており、０．９gの炭化木片を取り上げた。炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定

を行い、２５，８７０±２９０y.B.P（Beta－１１２９０８・SHIRA－３６）、２８，１２０±１８０y.B.P（Beta－１８６１９９・SHIRA

－１１４）の測定結果が得られた。

Cb－２０（図Ⅲ－２０、表Ⅲ－５）

Ｎ２０区、Sb－１０１の遺物の希薄な東側縁辺部から１８×１２cmの不整な円形の範囲、厚さ４cmで確認

された。検出面はⅡａ層中である。採取した土壌は１，０００gで３．２gの炭化木片を回収した。炭化木片

のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、１４，１４０±１１０y.B.P（Beta－１１２９０９・SHIRA－３７）、
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図Ⅲ－２０ 炭化木片ブロックの平面・断面図（４）

２ 遺構と遺物
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１３，９１０±８０y.B.P（Beta－１８６２００・SHIRA－１１５）の測定結果が得られた。

Cb－２１（図Ⅲ－２０、表Ⅲ－５）

Ｍ２８区、Sb－９５の遺物集中域の中央から二つの集中部を確認し、（１）・（２）を設定した。検出面は

Ⅱａ層中である。全体で１１，０００gの土壌を採取し、１３．１gの炭化木片を回収した。

（１）は３７×１７cmの不整な楕円形の範囲で、厚さは６cmであった。採取した土壌は２，１００gで２．４g

の炭化木片を回収した。（２）は（２５）×１０cmの範囲で、厚さは４cmであった。周辺には３８×７０cm

程の範囲で炭化木片の散在が見られた（破線部）。北側にも集中が広がっていたものと考えられる。

採取した土壌は８，９００gで、１０．７gの炭化木片を回収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（２）のサンプルに１５，８５０±１７０y.B.P（Beta

－１０１７９４・試料 No．８）、１５，７５０±１３０y.B.P（Beta－１１２９１０・SHIRA－３８）の測定結果が得られた。

Cb－２２（図Ⅲ－２０、表Ⅲ－５）

Ｏ６区、Sb－１１０の東側の集中域の遺物が散漫な地点から二つの集中部を確認し、（１）・（２）を設定

した。検出面はⅡａ層中である。全体で５，１５０gの土壌を採取し、２６．１gの炭化木片を回収した。

（１）は３０×１８cmの楕円形の範囲で、厚さは１０cmである。採取した土壌は２，９００gで、３．３gの炭化

木片を回収した。（２）は４６×１８cmの一端が細くなる楕円形の範囲で、厚さは５cmである。採取した

土壌は１，７５０gで、３．９gの炭化木片を回収した。また、Cb－２２の周囲には炭化木片が広範囲に散在し

ており、５００gの土壌を採取し、１８．９gの炭化木片を回収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（１）のサンプルに１５，７９０±１１０y.B.P（Beta

－１２６１６３・SHIRA－５２）、１５，９８０±９０y.B.P（Beta－１８６２０１・SHIRA－１１６）の測定結果が得られた。

Cb－２３（図Ⅲ－２１、表Ⅲ－５）

Ｉ１９区、Sb－１０２の遺物集中域から二つの炭化物の集中部を確認し、（１）・（２）を設定した。その下

部に（１）・（２）と分断される形で大きな集中区があり、（３）を設定した。検出面は（１）・（２）がⅡａ層中、

（３）がⅡａ層下部である。全体で１２，４７０gの土壌を採取し、３８．５gの炭化木片を回収した。

（１）は２６×１０cmの不整な楕円形の範囲で、厚さは４cmであった。北側の周辺部には７５×３０cm程

の範囲で炭化木片の散在が見られた（破線部）。採取した土壌は２，３００gで、８．４gの炭化木片を回収

した。（２）は３２×１２cmの端部が鉤状の範囲で、厚さは７cmであった。東側の周辺部には５５×２０cm

程の範囲で炭化木片の散在が見られた（破線部）。採取した土壌は２，９００gで、４．６gの炭化木片を回

収した。（３）は１３２×６５cmの不整な細長い範囲で、厚さは６cmであった。周辺には２３５×２００cm程の

広い範囲で炭化木片の散在が見られた（破線部）。採取した土壌は７，２７０gで、２５．５gの炭化木片を回

収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（３）のサンプルに１５，８９０±９０y.B.P（Beta

－１５０４４８・SHIRA－８１）、１５，５９０±１３０y.B.P（Beta－１５０４４９・SHIRA－８２）の測定結果が得られた。

Cb－２４（図Ⅲ－２１、表Ⅲ－５）

Ｈ１８区、Sb－１０２の集中域の北側の遺物が散漫な地点から二つの集中部を確認し、（１）・（２）を設定

した。いずれも厚さはほとんどなく、断面図を作成していない。検出面はⅡａ層中である。全体で７５０

gの土壌を採取し、１．４gの炭化木片を回収した。

（１）は２０×１６cmの不整な円形の範囲である。採取された土壌は２８０gで、０．６gの炭化木片を回収し

た。（２）は１６×９cmの楕円形の範囲である。採取された土壌は４７０gで、０．８gの炭化木片を回収した。

炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、（１）のサンプルに１５，９５０±１１０y.B.P（Beta

－１５０４５１・SHIRA－８４）、（２）のサンプルに１５，４５０±９０y.B.P（Beta－１５０４５０・SHIRA－８３）の測定結
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図Ⅲ－２１ 炭化木片ブロックの平面・断面図（５）

２ 遺構と遺物
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図Ⅲ－２２ 炭化木片ブロックの平面・断面図（６）
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果が得られた。

Cb－２５（図Ⅲ－２１、表Ⅲ－５）

Ｉ２２区、Sb－９９と９７の境の遺物集中域から８５×３５cmの楕円形の範囲に炭化木片が散在しているのを

確認し、１１点の地点計測を行い、取り上げた。検出面はⅡａ層中である。炭化木片の合計は０．１６gで

ある。炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、Ｉ２２－２に１３，６３０±４０y.B.P（Beta

－１５０４５２・SHIRA－８５）、Ｉ２２－３に１３，７３０±８０y.B.P（Beta－１５０４５３・SHIRA－８６）の測定結果が得

られた。

Cb－２６（図Ⅲ－２２、表Ⅲ－５）

Ｉ２４・２５区、Sb－９７の遺物集中域から１００cm程の範囲に炭化木片がまとまり、そこから北側に散

在しているのを確認し、６２点の地点計測を行い、取り上げた。炭化木片には１５cm程の高低差が見ら

れる。検出面はⅡａ層中である。炭化木片の合計は１．３９gである。炭化木片のうち２点について放射

性炭素年代測定を行い、Ｉ２４－１０に１３，７３０±９０y.B.P（Beta－１５０４５５・SHIRA－８８）、Ｉ２４－１４に１３，７３０

±８０y.B.P（Beta－１５０４５４・SHIRA－８７）の測定結果が得られた。

Cb－２７（図Ⅲ－２２、表Ⅲ－５）

Ｇ３４区、Sb－９１の遺物散在部から１２０×５０cmの不整な楕円形の範囲に炭化木片が散在しているの

を確認し、４点の地点計測を行い、取り上げた。検出面はⅡａ層中で、炭化木片は僅かに高低差を持っ

て出土した。炭化木片の合計は０．４４gである。炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行

い、G３４－２に１８，６６０±１３０y.B.P（Beta－１５０４５６・SHIRA－８９）、Ｇ３４－３に１８，５７０±１３０y.B.P（Beta

－１５０４５７・SHIRA－９０）の測定結果が得られた。

Cb－２８（図Ⅲ－２２、表Ⅲ－５）

Ｇ１８区、Sb－１０３の遺物集中域から１００×５０cmの不整な楕円形の範囲に炭化木片が散在しているの

を確認し４点の地点計測を行い、取り上げた。厚さはほとんどなく、検出面はⅡａ層中である。炭化

木片の合計は０．３３gである。 （直江康雄）

（２）遺物分布と石器ブロック・石器ブロック群・区域
西地区の出土地点を計測して取り上げた遺物（以下点取り遺物）は１２６，４７５点である。遺跡は大き

く、高位部・斜面部・低位部に分けられ（図Ⅲ－１４・１５）、高位部は、４０ラインより西側が南側から

連続する緩やかな馬の背状で、４０～５０ラインにかけては沢状の地形、５０ラインより東は舌状の平坦面

が北東方向に張り出す地形である。さらに、その東側は急な斜面部を挟んで低位部へと連続している。

今回報告する西地区は、西側が比高差３０mの深い沢、東側が４０～５０ラインの沢状の地形で区切られ

た緩やかな馬の背状の地形である。遺物集中域の形状は周氷河性のソリフラクションなどの影響によ

り、遺物の傾斜方向の移動が認められるが、本来の分布を大きく変えるものではないと考えられる。

整理作業では技術的特徴をもとに「白滝Ⅰ群」を分離し、「白滝Ⅰ群」とそれ以外に分けて接合作

業以降の整理を行った。これらは、分布上重複する地点（Sb－６７・８２、６９・９１、７８・１０９、７９・１１０、

など）があるが、奥白滝１遺跡で確認されたレベル差（直江ほか ２００２の図Ⅲ－１７）は確認できなかっ

た（図Ⅲ－２７）。

「白滝Ⅰ群」については従来通りに遺物分布・密度分布・接合関係からブロックを１６（Sb－６４～７９）

に分け、それらを三つの石器ブロック群に分類した（図Ⅲ－２３・２４）。

「白滝Ⅰ群」以外については、白滝遺跡群の既報告の遺跡と比較して高密度の分布域が広範囲に連

続し（図Ⅲ－２４）、また、その連続した分布に複数の石器群が重複する複雑な様相を示している。そ

２ 遺構と遺物
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のため、東地区同様、ブロック設定はそれらの連続した分布をいくつかの単位に分けて記述・把握す

るための手段として便宜的に行った。まず、等量線図（図Ⅲ－２４）の２０点のラインで括り、それらが

広範囲に及ぶ場合はそのラインのくびれた部分で分割した。また、５０点以下の独立した山に関しては

近隣の５０点以上の山に統合した。Sb－８０・８１・８３・８４・８６～８８・９８～１０５・１０９・１１１はこのような基

準で分離し、それ以外については、以下に具体的な分割基準を述べる。

東地区に比べ集中域が明確なＧ・Ｋ区では、Sb－８２・８５・８９・１１０の認定の際に、隣接し連続する

２か所の５０点以上の山を括った。Sb－９０・９２は完全に分布が連続しているが、忍路子型細石刃核を

含む石器群と小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰ類）を含む石器群が接合資料や単体石器の分布上、分け

られるため分割した。Sb－９１・１０６・１０７に関しては全て５０点以下の山であるが、分布上分離できる

ためにブロックとして認定した。Sb－９３・９５は連続し、境界付近では接合関係も見られるが、これ

らを統合すると大規模になりすぎ、把握が困難になるため、５０点のラインのくびれた部分で分割した。

Sb－９６・９７は分布が連続しているが、接合資料の分布からそれらを分割し、さらに Sb－９６は Sb－９５

との接合関係が認められることから区域も Sb－９７と分離し、Ｉ区に含めた。非常に大規模な Sb－９３・

９５・９７についてはそれぞれの南西端に連続する５０点以上の山を統合した。

以上の結果、３２のブロック（Sb－８０～１１１）（図Ⅲ－２６）を設定した。接合関係（図Ⅲ－２５・２６）

を見るとほとんどは近接した範囲で接合するが、広範囲にわたる遠距離間での接合も見られ、特に、

Sb－９７～１０２は東西方向のブロック間接合が多く認められる。従来通り、接合関係で石器群の認定を

行うと、Sb－８０～１０６は一つの石器ブロック群として認定可能であるが、実際には特徴的な石器や接

合関係の強弱を基準にするとまとまりが認められ、それらを基準に各ブロックを５つ（Ｇ～Ｋ）の「区

域」（図Ⅲ－２６）に分類した。「区域」で括られた遺物の集合体は、同一の石器製作技術を持ち、同一

時期の所産と考えられるまとまりである「石器ブロック群」とは異なり、純粋な石器群を反映したも

のではないが、複数石器群の重複の中にぼやけた実体として把握される。

以上のように西地区を４８の石器ブロック（Sb－６４～１１１）に分け、それらを Sb－６４～７０、７１、７２～

７９、Ｇ区（Sb－８０～８９）、Ｈ区（Sb－９０）、Ｉ区（Sb－９１～９６）、Ｊ区（Sb－９７～１０７）、Ｋ区（Sb－

１０８～１１１）の８の石器ブロック群・区域に分離した。

遺跡全体では斜面部を除く高位部・低位部は１１１の石器ブロック（Sb－１～１１１）に分けられ（図

Ⅲ－２６・２７）、「白滝Ⅰ群」は Sb－１～３、４～６、７・８、９、１０、１１～１３、６４～７０、７１、７２～７９

の９の石器ブロック群に、「白滝Ⅰ群」以外はＡ区（Sb－１４～１９）、Ｂ区（Sb－２０～２９）、Ｃ区（Sb－

３０～３５）、Ｄ区（Sb－３６～５５）、Ｅ区（Sb－５６～６０）、Ｆ区（Sb－６１）、Ｇ区（Sb－８０～８９）、Ｈ区（Sb

－９０）、Ｉ区（Sb－９１～９６）、Ｊ区（Sb－９７～１０７）、Ｋ区（Sb－１０８～１１１）の１１の区域に分離した。

以下に、石器ブロック群・区域とブロックの関係について述べる。

Sb－６４～７０は「白滝Ⅰ群」である。剥片の裏面縁辺に軽微な加工を施した裏面微細加工石器を主

体とし、うろこ状剥片の腹面の打瘤部に平坦剥離を施した基部平坦加工石器、掻器、錐形石器が伴出

している。石核は作業面をほぼ固定し、平坦面で剥離を行うもの、小口面で剥離を行うもの、交互剥

離を基本に打面転移を頻繁に行うものなどが見られる。原石の形状は転礫がほとんどを占めるが、角

礫を素材とした石核が１点確認された。無遺物地帯を挟んで広い範囲に分布しているが、Sb－６８を

除いてそれぞれにブロック間での接合関係が確認された。

Sb－７１は「白滝Ⅰ群」である。二次加工ある剥片、掻器が伴出している。石核は打面転移を頻繁

に行うものが見られる。原石の形状は転礫のみである。他のブロックとの母岩の共有関係・接合関係

がないことから独立した石器ブロック群とした。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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表Ⅲ－７ 西地区出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（１） ＊重量の単位は（g）

＊＊器種名上段は全体・東地区の分類 ＊＊＊下段は西地区の細分類

石器群 Sb 石質
尖頭器＊＊ 両面調整

石器
ナイフ形
石器

彫器
掻器 削器 錐形石器

舟底形石器Ⅰ類 舟底形石器Ⅱ類
細石刃核

Ⅰ類＊＊＊ Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰａ類 Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅱｃ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Sb－６４～
７０

６４

黒曜石１ ２ ４３．０
黒曜石２
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５
小計 ２ ４３．０

６５

黒曜石１
黒曜石４
黒曜石５
小計

６６

黒曜石１ １ ３３０．６ １ ３８．３
黒曜石４
安山岩
頁 岩
小計 １ ３３０．６ １ ３８．３

６７
黒曜石１
小計

６８
黒曜石１
黒曜石３
小計

６９

黒曜石１
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５
小計

７０

黒曜石１ １ ５４６．５ １ １５．５
黒曜石２
黒曜石４ ５ ２６．４
安山岩
小計 ６ ５７２．９ １ １５．５
計 ７ ９０３．５ ２ ５３．８ ２ ４３．０

Sb－７１
７１

黒曜石１ １ １５９．０
黒曜石２
小計 １ １５９．０
計 １ １５９．０

Sb－７２～
７９

７２

黒曜石１ ２ １９３．１
黒曜石２
黒曜石４
小計 ２ １９３．１

７３

黒曜石１ ３ ２５０．７
黒曜石４ １ ７９．３
黒曜石５ ２ １７９．１
珪 岩 １ ７４．３
小計 ７ ５８３．４

７４

黒曜石１ ２ ２７７．４
黒曜石３
黒曜石４ １ ３４．２
黒曜石５ ８ ５５５．７ １ ３．９
めのう １ ２９．５
小計 １２ ８９６．８ １ ３．９

７５

黒曜石１ ２ ８０．０
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５
小計 ２ ８０．０

７６

黒曜石１ １ ３０．６
黒曜石４
黒曜石５ １ ３２．１
安山岩 １ ２６２．６
珪 岩
めのう
小計 ２ ６２．７ １ ２６２．６

７７

黒曜石１ １４１０１３．３ １ １５．８
黒曜石３ ４ １７３．３
黒曜石４ ２ ２２０．６ １ ８４．７
黒曜石５ １５ ８３１．５
安山岩
珪 岩
めのう
泥 岩
小計 ３５２２３８．７ １ ８４．７ １ １５．８

７８

黒曜石１ ５ １３９．６
黒曜石３
黒曜石５ ５ ２２２．６
小計 １０ ３６２．２

７９
黒曜石１ １ ３．６
黒曜石５
小計 １ ３．６
計 ７０４４１６．９ ２ ３４７．３ ３ ２３．３

Sb－８０～
８９

８０

黒曜石１ １ ９８．６
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５ １ ２．５
小計 １ ９８．６ １ ２．５
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黒曜石１
黒曜石３
黒曜石４ １ ２１．９ １ ２１．４
黒曜石５ １ ４．３
小計 １ ２１．９ ２ ２５．７

８２

黒曜石１ ４ １３．２ １ １９．１ ２ １３．０ １ １．７ ４ ４１．８
黒曜石２
黒曜石３ １ １３５．８ １ １８．３
黒曜石４ １ １１２．０ １ ３．５ ５ ９３．８ ３ ４１．９ ２１ ６１５．０
黒曜石５ １ １２７．４
小計 １ １３５．８ １ １１２．０ ５ １６．７ １ １９．１ ７ １０６．８ ３ ４１．９ １ １．７ ２７ ８０２．５

８３

黒曜石１ １ ３．０ １ ５．２ １ ３．９ １ １２１．１ ２ １５１．５ ２ ３６．９ ２ １３８．４
黒曜石２
黒曜石３ １ ８．１ １ １０５．８
黒曜石４ ８ ５３４．７ １ ６２．６ ６ １３３．７ ８ １３９．２
黒曜石５ １ １１．３ ４ ６１．６
小計 ８ ５３４．７ １ ６２．６ １ ３．０ １ ５．２ ２ １５．２ １ １２１．１ １３ ３５４．９ １１ ２８１．９ ２ １３８．４

８４ 黒曜石１ １ ４．５ １ ４．２

２ 遺構と遺物
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表Ⅲ－８ 西地区出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（２） ＊重量の単位は（g）
二次加工ある剥片

石刃 縦長剥片 石刃核 石核
彫器削片 その他削片

尖頭器削片 剥片 斧形石器 つまみ付き
ナイフ 原石 礫石器等 合計

基部平坦加工石器 裏面微細加工石器 台形石器 二次加工ある剥片 彫器削片Ⅰ類 彫器削片Ⅱ類 彫器削片Ⅲ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量
１ ２．６ ２ １３．３ ２ １９．７ ７ ３０２９．６ １８８ １９００．５ ２０２ ５００８．７

７ ３０．０ ７ ３０．０
３ ３３．９ ３ ３３．９

１ ５０．９ ３ ２９．１ ４ ８０．０
７ ７９．８ ７ ７９．８

１ ２．６ ２ １３．３ ２ １９．７ ８ ３０８０．５ ２０８ ２０７３．３ ２２３ ５２３２．４
２ ２３９．９ ８ ５２．５ １０ ２９２．４

１ １０４．３ １ １０４．３
２ ２４７．７ １ １６．９ ３ ２６４．６
４ ４８７．６ １０ １７３．７ １４ ６６１．３

５ ２２．１ １ １０．５ １８ ３１０２．３ ２８０ ３７８９．３ ３０６ ７２９３．１
１ ５２９．５ ３６ ７２５．５ ３７ １２５５．０

１ １０．８ １ １０．８
１ ８．９ １ ８．９

６ ３２．９ １ １０．５ １９ ３６３１．８ ３１７ ４５２３．７ ３４５ ８５６７．８
１ ３．０ ７ ６０．０ １ ２３．４ １ １４．２ ５ １４９２．１ ７１ ５１６．５ ８６ ２１０９．２
１ ３．０ ７ ６０．０ １ ２３．４ １ １４．２ ５ １４９２．１ ７１ ５１６．５ ８６ ２１０９．２

３ １９．２ ３５ ２７１．０ ３８ ２９０．２
１ ２．５ ４ １５．８ ５ １８．３
４ ２１．７ ３９ ２８６．８ ４３ ３０８．５
１ １１．４ １ ８．６ ３ ６０９．１ １８６ ２２２３．４ １９１ ２８５２．５

１ ６．９ １ ６．９
１ ２．０ １ ２．０
１ ２１．１ １ ２１．１

１ １１．４ １ ８．６ ３ ６０９．１ １８９ ２２５３．４ １９４ ２８８２．５
３ ７６．７ ４ ４１．７ １０ ２７５８．２ １４２ １１０７．８ １６１ ４５４６．４

１ ２０３．１ １ ２０３．１
６ ６９０．４ ６７ ９１６．１ ７８ １６３２．９

１ ３５．６ １ ３５．６
３ ７６．７ ４ ４１．７ １７ ３６５１．７ ２１０ ２０５９．５ ２４１ ６４１８．０

２ ５．６ ２３ ２１６．０ ９ １０３．９ １ １４．２ ５６１２９５２．８ １０４４１１８８６．９ １１４６２６１７９．７
１ ２０．６ １ ８０．６ ３ ４６．４ ６ ３０６．６
３ １９７．３ １ １００．９ １２ ６０５．２ １６ ９０３．４
４ ２１７．９ ２ １８１．５ １５ ６５１．６ ２２ １２１０．０
４ ２１７．９ ２ １８１．５ １５ ６５１．６ ２２ １２１０．０

１ ３５９．２ １５ ２１５．７ １８ ７６８．０
１ ６６．１ １ ６６．１
２ １６０．８ ２ １６０．８

１ ３５９．２ １８ ４４２．６ ２１ ９９４．９
２ ６５５．７ ８ ２４７．３ １３ １１５３．７

１ １０９．１ ２ １８８．４
２ ８５５．８ ４ ４２４．３ ８ １４５９．２

１ ０．５ ２ ７４．８
４ １５１１．５ １４ ７８１．２ ２５ ２８７６．１
１ ６６．９ ３１ ７６６．５ ３４ １１１０．８
１ ９４．５ １ ９４．５
１ ２２７．８ ４ １６５．５ ６ ４２７．５

１ １２１．３ ３ １９６．６ ５０ １７００．０ ６３ ２５７７．５
１ ２９．５

１ １２１．３ ６ ５８５．８ ８５ ２６３２．０ １０５ ４２３９．８
２８ ４６５．６ ３０ ５４５．６
３ ４．２ ３ ４．２
１ ２９．５ １ ２９．５
２５ ４５７．１ ２５ ４５７．１
５７ ９５６．４ ５９ １０３６．４

２ ６０．３ １ ２３．７ ２ ２０６７．７ ７１ ２０２８．８ ７７ ４２１１．１
５ １６０．６ ５ １６０．６

２ ５４．６ １ ２７４．４ ２６ ７９６．７ ３０ １１５７．８
１ ２６２．６

２ １６７．０ ２ １６７．０
１ ２．９ １ ２．９

４ １１４．９ １ ２３．７ ３ ２３４２．１ １０５ ３１５６．０ １１６ ５９６２．０
７ １３０５．９ １２１ ２２３５．３ １０ ５０．７ １５３ ４６２１．０
１ ２１．９ ５ １４７．９ １０ ３４３．１
１ ９３．２ ４ ７６．２ ８ ４７４．７

１ １５．７ １ ３２．５ ６ ２０７８．５ １０４ １４６６．５ ４ ６．６ １３１ ４４３１．３
１ ３１．３ １ ６３４．８ ２ ６６６．１
９ ９３．４ ９ ９３．４

１ １０１．９ １ １．６ ２ １０３．５
１ ５０．０ １ ５０．０

１ １５．７ １ ３２．５ １６ ３６０１．４ ２４５ ４０５２．２ １ ５０．０ １４ ５７．３ １ ６３４．８ ３１６１０７８３．１
１８ ７６１．２ ２３ ９００．８
３ ４４．６ ３ ４４．６

１ １０．４ ７ ７２．３ １３ ３０５．３
１ １０．４ ２８ ８７８．１ ３９ １２５０．７
１ ２６．４ １ １９７．９ ５５ １２０７．７ ５８ １４３５．６

７ １６１．１ ７ １６１．１
１ ２６．４ １ １９７．９ ６２ １３６８．８ ６５ １５９６．７

１ １５．７ ８ ３０５．５ １ ２３．７ ３１ ８５９７．９ ６１４１４２６７．３ １ ５０．０ １４ ５７．３ １ ６３４．８ ７４６２８７３９．７
１３２ ５５４．７ １３３ ６５３．３
３９ １５９．０ ３９ １５９．０

１ ８３．５ ６９ ６０２．６ ７０ ６８６．１
３９ １４４．５ ４０ １４７．０

１ ８３．５ ２７９ １４６０．８ ２８２ １６４５．４
１０ ６９．６ １ ３．２ １１ ７２．８
８９ ４５１．４ ８９ ４５１．４

１ １６．７ ７４５ ４９８６．４ ７４８ ５０４６．４
２ １８．６ １ ２７．０ ４ ４９．９
２ １８．６ １ １６．７ ８４５ ５５３４．４ １ ３．２ ８５２ ５６２０．５

１ ４．８ １０ ５９．４ １５ ５２．０ １ ７５．３ １７２ １３２３．２ ２１１ １６０３．５
１ ２．０ １ ２．０

１ ５．４ １ ５７４．９ １００ ５１３．８ １０４ １２４８．２
１１ ２２２．６ １１ １００．０ １３ ９４．３ ７１０９４．０ ３ ４１２．１ １７１３１２９５０．１ １７８９１５７３９．３

１７ ４２３．５ １８ ５５０．９
１２ ２２７．４ ２１ １５９．４ ２９ １５１．７ ８１１６９．３ ４ ９８７．０ ２００３１５２１２．６ ２１２３１９１４３．９
１ ６．４ ２３ ３５４．２ １３ ２６８．９ １ ４４．９ １５８ １３９９．４ ２ ２２４．３ ２０８ ２７５８．１

５ ６８．５ ５ ６８．５
５ ６２．９ １ ６．８ ９９ ６１０．６ １０７ ７９４．２

６ ７８．１ ２ ５．２ ９ ６３．４ １ １１０．３ ２ １２８．１ １ ０．５ ９ ７３．３１７１８ ６９２７．７ １７７１ ８２５６．８
２ １２．４ ２２ ７２２．１ ９ ８２．３ ５ １２０．０ １５ １２６．２ ５８ １１３５．９
９ ９６．９ ５２１１４４．４ ３１ ４１４．６ ６ ２３０．３ ３ １７３．０ １ ０．５ １０ ８０．１１９９５ ９１３２．４ ２ ２２４．３ ２１４９１３０１３．５
２ ２９．８ ６ ５８．１ ４９ ３９６．３ ５９ ４９２．９

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

８３



表Ⅲ－９ 西地区出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（３） ＊重量の単位は（g）

＊＊器種名上段は全体・東地区の分類 ＊＊＊下段は西地区の細分類

石器群 Sb 石質
尖頭器＊＊ 両面調整

石器
ナイフ形
石器

彫器
掻器 削器 錐形石器

舟底形石器Ⅰ類 舟底形石器Ⅱ類
細石刃核

Ⅰ類＊＊＊ Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰａ類 Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅱｃ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Sb－８０～
８９

８４

黒曜石３ ２ ７７．１ １ ３４．０
黒曜石４ １ ２８．０
黒曜石５ １ ３５．２
頁 岩 １ ８．２
小計 １ ４．５ ５ １４４．５ １ ８．２ １ ３４．０

８５

黒曜石１ ２ １２３．１ ２ ８．２ ４ ８９．２ ３ ９２．１
黒曜石２
黒曜石３
黒曜石４ ２ ６６４．３ １ ６．１ １ ３４．０ １２ １５４．９ １ １６．９ ３ ５．６ ３ １２７．９
黒曜石５ １ ２．７
頁 岩 ２ １７．１
小計 ２ １２３．１ ２ ６６４．３ ３ １４．３ ３ ５１．１ １６ ２４４．１ １ １６．９ ４ ８．３ ６ ２２０．０

８６

黒曜石１ １ １８３．０ ４ ３７．２ ２ ７５．４ ２ ３８．３
黒曜石２
黒曜石３ １ １３．１ １ ４．１
黒曜石４ １ １７７．７ ２ ２７４．３ １ ６．０ １ ７．１ ９ ４７６．６ １ １．２ ２１ ４７２．５
黒曜石５ ８ ３２０．２ ５ １６１．９ １ １８．９
頁 岩
小計 ２ ３６０．７ ２ ２７４．３ １ ６．０ １４ ３７７．６ １７ ７１８．０ １ １８．９ １ １．２ ２３ ５１０．８

８７

黒曜石１ １ ６．６ ２ ９．５ ２ １４．８ １ １０．７
黒曜石２
黒曜石３
黒曜石４ １ ３０．９ ２ ６．３ １ ７．９ １４ ３４９．５ １５ ３２１．５
黒曜石５
小計 ２ ３７．５ ２ ９．５ ４ ２１．１ １ ７．９ １５ ３６０．２ １５ ３２１．５

８８

黒曜石１ ４ １５０．１ １ ２．８ ３ ６４．６
黒曜石３
黒曜石４ １ ３４．７
黒曜石５
小計 ４ １５０．１ １ ２．８ ３ ６４．６ １ ３４．７

８９

黒曜石１ ２４ ５８０．２ １ ６．４ １３ １１６．９ ５ ８２．１
黒曜石２
黒曜石３
黒曜石４ ２ ２５．４ ２ ３１．１ １ ７．３ ６ ２２５．６
黒曜石５ ２ ８５．５ １ ４４．８
頁 岩 １ １３．８ １ １５．７ １ ８．７
小計 ２６ ６０５．６ ４ １１６．６ １ ６．４ １ １３．８ １５ １６９．０ ６ ９７．８ １ ８．７ ６ ２２５．６
計 ４５ ２０３０．５ ４ ４４８．９ ８ ８１８．４ １ ３．０ ８ ３９．９ １７ １２６．７ ３５ ７５９．３ ８２２０５４．５ ７ ９４．６ ６ １１．２ ９０ ２４３１．０ ２ １３８．４

Sb－９０
９０

黒曜石１ ３ ４９．９ ３ ６７．８ ２ １０８．０ ７ ６８．８ １ ７３．４ １ １４．０ １ ５．６
黒曜石２
黒曜石３
黒曜石４ ２ ６２．７
黒曜石５ １ ５．２
頁 岩 １ ３．８
小計 ３ ４９．９ ３ ６７．８ １ ３．８ ２ １０８．０ ８ ７４．０ １ ７３．４ ３ ７６．７ １ ５．６
計 ３ ４９．９ ３ ６７．８ １ ３．８ ２ １０８．０ ８ ７４．０ １ ７３．４ ３ ７６．７ １ ５．６

Sb－９１～
９６

９１

黒曜石１ ２ ３２．４ ３ ５８．５ ３ ４１．９ ２ ２６．２
黒曜石３ ３ ８２．４
黒曜石４ １ １９．２ １ ９．６ ４ ５１．４
黒曜石５ ２ ３７．６
頁 岩 １ ６．０
小計 ７ １５２．４ １ ６．０ ３ ５８．５ ４ ６１．１ １ ９．６ ６ ７７．６

９２

黒曜石１ ２ １２３．９
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５ １ ９３．５
安山岩
小計 １ ９３．５ ２ １２３．９

９３

黒曜石１ １０ １５２．７ １ １１．７ １６ ５５０．４ ２ ６８．９ ２ １１．５ ８ ３４．０ １１ ６９．３ ４ ２６６．９ １４ １３６．９ １２ １７３．２ ２ ４７．９ ３ ５８．６
黒曜石２ ３ ７７．０ ３ ９４．５ １ ３３．０ １ ６４．１
黒曜石３ １ ５２．７ １ １６．１ １ １５．８ ３ １２２．３
黒曜石４ ２５ １４２８．８ ９ ２６３．３ ２ １１７８．３ １ ２．０ ３ １５．５ ７ ３３．８ １ １３．１ ４ ６８．８ ３４ ８８９．４ ５ ６２．０ １０ １９．２ ５５ １４４３．７
黒曜石５ ４ ５２．４ ６ １０５．０ １ ７３．１ ２ ３４．９ １ ５．６ ２ １５．３ ４ １４３．７
安山岩 １ ７０．３
頁 岩 １ ２１．９ １ ６．３
小計 ４４ １７８５．５ １１ ２９１．１ ２６ ８２０．２ ６ １３５３．３ ３ １３．５ １３ ８４．４ １９ １０８．７ ５ ２８０．０ ２１ ２３６．８ ５５１３９９．０ ７ １０９．９ １０ １９．２ ５８ １５０２．３

９４

黒曜石１ ２ ３０．０ １ １６．２
黒曜石２
黒曜石３ １ １４．５
黒曜石４ １ ６６．０ １ １．５ ９ ４０３．４
黒曜石５
小計 ３ ４４．５ １ ６６．０ １ １．５ １０ ４１９．６

９５

黒曜石１ ４５ ３５９８．７ ５ ９８．６ ４ １７７７．２ ２３ ２９４．０ １ ４．６ ３ ２５．１ １４ ３９５．４ １６ ２９７．７ ４２１５３９．２ ２ ７５．７ ６ ３９４．１
黒曜石２ １ １．７ ６ ２０８．７
黒曜石３ ２５ ２１２３．１ ３ ３１．９ １ ３４．６ ２ １９．７ １ １５．１
黒曜石４ １５ ５８６．９ ５ １４８．６ ２ ９７．９ １０ ７６．５ ５ ５１．０ １３ ２９５．６ １ ４．６ １ １．６ ８ ３３０．６ ２ １３１．５
黒曜石５ ２ ５２．５ ４ ３７．６ １ ３４．３ ２ ９．１ ２ ８１．４ ２ １８０．９
安山岩 ２ １１０．６ １ ５．４
頁 岩 ２ ２０．９
珪 岩
小計 ８８ ６３６２．９ ５ １４８．６ １３ ４０５．２ ４ １７７７．２ ４０ ４４０．０ １ ４．６ ３ ２５．１ １５ ４３０．０ ２６ ５１３．３ ６１１８８５．３ ３ ８０．３ １ １．６ １０ ４１２．０ ８ ５２５．６ ２ １８０．９

９６

黒曜石１ １ ２４．６ １ ２８７．２ １ ３３．３
黒曜石２ １ １４８．９
黒曜石３ １ １３．４ １ ３１．９ １ ３０．２
黒曜石４ １ １１．４ １ ８０．４ １ ２．９ １ ５．８ ２ ５０．０ ６ １２１．６
黒曜石５
安山岩
小計 ３ ４９．４ ２ ２２９．３ １ ２８７．２ １ ２．９ １ ５．８ ４ １１５．２ ７ １５１．８
計 １４３ ８４４３．７ １８ ５６３．６ ４１ １４５４．７ １１ ３４１７．７ ４４ ４５６．４ １４ ８９．０ ２３ １３９．８ ２０ ７１０．０ ５４ ８５８．９ １２５３５２６．６ １１ １９９．８ １２ ２２．３ ９１ ２５６３．３ ８ ５２５．６ ２ １８０．９

Sb－９７～
１０７

９７

黒曜石１ ２８ １３３０．５ １ １７９．５ ４ ３８．７ ８ ２５０５．０ ２ １７．３ １２ １９６．５ ４ ２４３．６ １２ １６６．４ １７ ８５５．３ ３ ２９．０ ２ ７．９ ３９ ２１１７．６ １ ２０１．９
黒曜石２
黒曜石３ １ ４．６ ２ １２３．８ ５ １８７．９
黒曜石４ ６ ２５３．６ ３ ５０．６ ２ １１４．９ ２ １２６．８ １ ９．０ ２ ２２．２ １ ３３．１ ９ ３０９．５ ５ １１．１ ３６ １３３２．０
黒曜石５ ５ １５８６．２ １ ７７．９ ９ ３１２．８
安山岩 １ ３２．９ １ ３８．２
頁 岩
小計 ３５ １５８８．７ ４ ２３０．１ ７ １８６．５ １５ ４２１８．０ ３ ２６．３ １４ ２１８．７ ５ ２７６．７ １２ １６６．４ ３０１４０４．７ ３ ２９．０ ７ １９．０ ８９ ３９５０．３ １ ２０１．９

９８

黒曜石１ １ ４０．２ １ ２３．３ １ １４．７ ２ ３０４．７ ４ ３７７．６ １ ９０．７
黒曜石３ ２ ５７．２
黒曜石４ ２ ３０．５ ２ ５１６．０ １ ３．４ ６ １７３．８
黒曜石５ １ ７．８ ３ ３３６．１ １ ５１．９
小計 ５ １２７．９ １ ２３．３ １ １４．７ ５ ８２８．５ １ ３．４ １３ ８８７．５ ２ １４２．６

２ 遺構と遺物

８４



表Ⅲ－１０ 西地区出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（４） ＊重量の単位は（g）
二次加工ある剥片

石刃 縦長剥片 石刃核 石核
彫器削片 その他削片 尖頭器

削片 剥片 斧形石器 つまみ付き
ナイフ 原石 礫石器等 合計

基部平坦加工石器 裏面微細加工石器 台形石器 二次加工ある剥片 彫器削片Ⅰ類 彫器削片Ⅱ類 彫器削片Ⅲ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

９ １２４．４ １０ １４５．１ １２４ １７３０．５ １４６ ２１１１．１
１ ３６４．５ ４６ ３５９．６ ４８ ７５２．１

３５ ６６２．９ ３６ ６９８．１
１ １５．１ ２ ２３．３
３ ４４．９ １５ １８２．５ １０ １４５．１ １ ３６４．５ ２５４ ３１４９．３ ２９１ ４０７７．５

６ ５３．３ ２ ２５．８ ３ ５７４．２ ２ ０．８ ５５ ６３２．６ ７９ １５９９．３
１ ２３６５．２ １４ ９７．９ １５ ２４６３．１

２ ２９．７ １ ８．８ ３ ３０．１ ３９ １６９．６ ４５ ２３８．２
３ ２１４．２ １６ １５５．８ ２３ ２９９．０ ２ ９７．２ ２ ８２４．９ １ ０．１ ５１０２．７ ９２８ ７１９７．９ １００３ ９９０１．５

４ ９２．１ ５ ９４．８
２ １７．１

３ ２１４．２ ２４ ２３８．８ ２６ ３３３．６ ２ ９７．２ ６ ３７６４．３ ３ ０．９ ８１３２．８ １０４０ ８１９０．１ １１４９ １４３１４．０
１２ １６１．０ ２５ ２１３．６ ４ １０３８．２ ３６０ ２７４２．６ ４１０ ４４８９．３

１ ５．０ ２ ７．０ ３ １２．０
２ １６．１ ２ ２８．７ ２９０ １３２１．２ ２９６ １３８３．２

５ ２４５．６ ４７ ３９４．６ ７５ １０９１．６ ２ ２４３．１ ７ １３５６．９ ９１３２．２ ２３４０ １４７８８．４ ２５２１ １９６６７．８
４ ９５．９ ２ ２２．４ ３ １２．６ １０ ４４．０ ３３ ６７５．９

１ ０．６ １ ０．６
９ ３４１．５ ６３ ５９４．１１０６ １３５１．５ ６ １２８１．３ ７ １３５６．９ ９１３２．２ ３００３ １８９０３．８ ３２６４ ２６２２８．８

７ ３３．８ ２７ ４１５．８ １ １４８．３ ２４０ ２９２４．９ ２８１ ３５６４．４
２ １４．５ ２ １４．５
３１０ １６７５．４ ３１０ １６７５．４

２ ３９．５ １８ ２０４．１ ４３ ５３８．０ ７ ５６３．３ ２ １９１．０ ２４２５ １４５２９．４ ２５３０ １６７８１．４
１ ５．５ １ ３．０ ２ ８．５

２ ３９．５ ２５ ２３７．９ ７１ ９５９．３ ８ ７１１．６ ２ １９１．０ ２９７８ １９１４７．２ ３１２５ ２２０４４．２
１ ６．５ ６ １２８．５ ２４４７ １７５２２．７ ２４６２ １７８７５．２

２０ ９０．５ ２０ ９０．５
１ １．９ １２７ ４８１．２ １２９ ５１７．８

１ １６２７．７ ２ ５３．１ ３ １６８０．８
１ １．９ １ ６．５ ６ １２８．５ １ １６２７．７ ２５９６ １８１４７．５ ２６１４ ２０１６４．３
４ ３９．５ ４ ３１．３ ３ ２７．５ １ ２４．５ ６９２ ２７０７．２ ７４７ ３６１５．６

４ ２０．９ ４ ２０．９
３２ １０４．１ ３２ １０４．１

１ ３．８ １０ ２４４．５ １ １２４．８ ４３５ ２６７７．６ ４５８ ３３４０．１
１ ３９．２ ４ １６９．５

３ ３８．２
５ ７８．７ ５ ３５．１ １３ ２７２．０ ２ １４９．３ １１６３ ５５０９．８ １２４８ ７２８８．４
４５ １１２８．５２０８ ２６１７．３２９３ ３７７３．０ ３１ ３８５４．２ ２５ ８２４９．２ ３ ０．９ １ ０．５ ２７３４５．１１６１５６１０４３８７．９ ３２２７．５ １７０９７１３３５４０．５
５ ８１０．１２６４ ４５９３．９ ６２ １２５５．４ ８２２４１９．８ ８１７０４３．３ ６ ４８．３ ９９５９ ８１９４７．０ １０３３０１２８５０５．３

３１ １３１．０ ３１ １３１．０
３ １５．８ １５８ ８９４．２ １６１ ９１０．０
１０ ２８０．０ ６ ６５．６ １ ２２３２．６ ２６７ ３０８０．２ ２８６ ５７２１．１

３ ４９１．６ ３８ １４１４．２ １０ ２２０．７ １ ３６９７．２ ４０２ ７１９６．７ ４５５ １３０２５．６
２ １４．２ ３ １８．０

８ １３０１．７３１７ ６３１８．１ ７８ １５４１．７ ９２６１１７．０ ９１９２７５．９ ６ ４８．３ １０８１７ ９３２４９．１ １１２６６１４８３１１．０
８ １３０１．７３１７ ６３１８．１ ７８ １５４１．７ ９２６１１７．０ ９１９２７５．９ ６ ４８．３ １０８１７ ９３２４９．１ １１２６６１４８３１１．０

６ １５２．８ ７ １７０．５ １ ５５４．０ ３５７ ２１５２．７ １ ５６．２ ３８２ ３２４５．２
６ １０３．８ ９ １０１．１ ２３５ ２６８３．８ ２５３ ２９７１．１
２０ １９２．６ ４ １４３．４ ３ ５５８．９ １ ０．９ ４５１ ２６８９．２ ４８５ ３６６５．２

５１ ３１０．０ ５３ ３４７．６
１ １４．４ ２ ２０．４

３２ ４４９．２ ２０ ４１５．０ ３ ５５８．９ ２ ５５４．９ １０９５ ７８５０．１ １ ５６．２ １１７５ １０２４９．５
１ ６．４ １０ ２８５．３ １９０７ １３３１８．３ １９２０ １３７３３．９

１４２ ４０９．４ １４２ ４０９．４
１ １２．３ ８ １５６．７ １ ９１．１ ８２２ ３３５５．６ ８３２ ３６１５．７

７ ２０．５ ８ １１４．０
１ １３．７ １ １３．７

２ １８．７ １８ ４４２．０ １ ９１．１ ２８７９ １７１１７．５ ２９０３ １７８８６．７
２３ １３４５．２１２４ ２００４．７１４０ ２７０９．１ ８ ２５２０．０ ９１００８４．０ ７ ４５．２ １ ９．９ ６０６２ ５１５３０．７ １ ２２．４ ６４６０ ７１８５３．２
５ １８９．２ １５ ２６０．０ ３３ ５８９．４ １７５６ １２０３０．４ ２ ７．６ １８１９ １３３４５．２
１ ３１．６ ６ ７３．８ ６ ９１．５ ３ ５３５．１ ２ ５．４ １００２ ５５３８．９ １０２６ ６４８３．２
３６ １０２８．９２７９ ２７１７．５２８０ ４１２６．０ ２３ ３７３０．６ ２４ ２２４２．７ １ ０．４ １ ２．３ ４２３４４．３１３０８９ ７４５５４．９ １３９３１ ９４１６５．５
１ １０８．３ ２０ ３２２．７ ２８ １２７７．０ ２ ５４５．５ １ １０３３．５ ８１７ １１９０４．９ ８８９ １５６２１．９

５ ３４．６ ６ １０４．９
４ ２４．５ １１４３．２ ７ １９５．９

６６ ２７０３．２４４４ ５３７８．７４８７ ８７９３．０ ３６ ７３３１．２ ３４１３３６０．２ １ ０．４ １ ２．３ ７ ４５．２ ４５３５９．６２２７３５１５５６１８．９ ４１７３．２ ２４１３８２０１７６９．８
２ ６３．２ ３ ５４．１ ３ ３０．７ １ ５２９１．０ ２ ２６．１ １０４０ ７４１９．０ １０５４ １２９３０．３

２２ ７６．６ ５ ３０．０ ２７ １０６．６
６ ８５．９ １ ２０．４ １１９ ７２９．８ １２７ ８５０．６

３ ８８．２ ２５ ２３９．６ １６ ４８８．３ １ ７７．０ ５６０ ４１３１．４ ６１６ ５４９５．４
２ ３２．０ １８ ２３４．５ ２０ ２６６．５

５ １５１．４ ３４ ３７９．６ ２２ ５７１．４ １ ７７．０ １ ５２９１．０ ２ ２６．１ １７５９ １２５９１．３ ５ ３０．０ １８４４ １９６４９．４
２７ ９９５．３１３２ ２２２２．９１２６ ２０９０．６ ４ ５７０．７ １１ ５３０２．２ ９ ４３．３ ８８５４ ５７７５６．０ ３ ３２．０ ９３２７ ７７５１３．３

４２ １２４４．９ １８ ３９７．６ １ ８８．９ ８４３ ８３６６．９ ６ ３６．３ ９１７ １０３４５．０
１４ ４３３．９ ２０ ４０２．１ １ ９．６ １ ２．２ １８４０ １３０１７．９ １９０８ １６０９０．１

５ １９６．５ ８５ １１０４．７ ８２ １６８８．７ ９ １６６５．２ ４ ２４４．９ １３ ６９．８ ５４５３ ３１８７９．６ ５７１３ ３８５７４．２
３ ３５．４ １２ ２７２．８ ６１ １３００．７ １ １５４８．３ １ １．５ １３７８ １４０１６．０ １４６９ １７５７０．５

２ １６．５ １ ５１９０．４ ６ ５３２２．９
１１２２．４ ３ １４３．３

１ １１．９ １ １１．９
３５ １２２７．２２８５ ５２７９．２３０７ ５８７９．７ １４ ３７８４．２ １６ ５６３６．０ １０ ５２．９ １５ ７３．５１８３７１１２５０６４．８ １１２２．４ ９ ６８．３ １ ５１９０．４１９３４４１６５５７１．２

１３ ２９９．０ ９ ３６０．４ １ ７８９．３ ２ １６５５．１ ７１５ ５３８３．９ ７４３ ８８３２．８
１７６ １５６１．９ １７７ １７１０．８

１ １７９．７ ９ ６８．８ ８ ３６．０ １ １．８ ５８０ ３８０９．０ ６０２ ４１７０．８
３ １７４．０ ２ ２７．７ ５ １２．８ １ １７２．２ １ ７２．０ １ ３．１ ３９７ ２０９０．１ ４２２ ２８２４．０

４ ３０．６ ４ ３０．６
１ １．１ １ １．１

４ ３５３．７ ２４ ３９５．５ ２２ ４０９．２ ２ ９６１．５ ３ １７２７．１ ２ ４．９ １８７３ １２８７６．６ １９４９ １７５７０．１
１１０ ４４３５．５８２１１１９００．９８７６１６５１０．３ ５６１２７１２．８ ５７２６６６０．３ １ ０．４ １ ２．３ ２１１２９．１ ６０４３３．１４８７１２３３１１１９．２ １１２２．４ １９３２７．７ １ ５１９０．４５１３５３４３２６９６．７
３５ ４４１８．７２１０ ３２３８．０２１４ ５２１８．１ １９ ６８５０．７ ３４１０４２０．１ ５ １６．４ ４２３９．８１５４５４１５９２８４．３ １６１０８１９７５７５．３

１６７ １０８５．３ １６７ １０８５．３
４ １４７．８ １５ ３９６．７ １２ ２７５．３ １ ２２８．９ １ ３２．２ １７８８ １８５５７．２ １８２９ １９９５４．４
１２ １１８６．４ ３６ ５６６．３ ６５ １１５４．４ ５ ４９６．９ １５ ２４８４．１ １ ４．８ ３ ５３．８ ５７６９ ５９４０７．１ ５９７３ ６７６１６．６
２ ３５５．８ ２９ ３７３．８ １９ ３６０．８ １ ４３３．７ １ ３９６．４ ９２５ １６９１５．９ ９９２ ２０８１３．３

１ ４．２ ３ ７５．３
２ １１．５ ２ ４４．３ ４ ５５．８

５３ ６１０８．７２９２ ４５８６．３３１２ ７０５２．９ ２６ ８０１０．２ ５１１３３３２．８ ６ ２１．２ ７２９３．６２４１０４２５５２５４．０ ２５０７６３０７１７６．０
２ １２２．０ ６ １３４．７ １０ ６６５．２ １ ３４９．７ ３ ８３３．８ １ ２３．４ ２３９ ２９３３．６ ２７２ ５９１３．６
１ ６８．０ ３ ６５．５ ４７ ９９５．９ ５３ １１８６．６

１ １３３．２ １ ７４８．５ ８７ ２７３０．６ １００ ４３３６．０
２ ６６８．９ ２５ ４３７．１ ３２ １５０１．８

３ １９０．０ ７ ２６７．９ １３ ７３０．７ ３ １０１８．６ ４ １５８２．３ １ ２３．４ ３９８ ７０９７．２ ４５７ １２９３８．０

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

８５



表Ⅲ－１１ 西地区出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（５） ＊重量の単位は（g）

＊＊器種名上段は全体・東地区の分類 ＊＊＊下段は西地区の細分類

石器群 Sb 石質
尖頭器＊＊ 両面調整

石器
ナイフ形
石器

彫器
掻器 削器 錐形石器

舟底形石器Ⅰ類 舟底形石器Ⅱ類
細石刃核

Ⅰ類＊＊＊ Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰａ類 Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅱｃ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

Sb－９７～
１０７

９９

黒曜石１ ７ ７２８．５ １ １５．９ ３ ３８９．７ ２ ９．３ １５ １３５．６ ３ ２４．０ １１ ３０８．４ ３ １１．３ ４ １９３．４ ２ １２０．１
黒曜石２ １ ７５．６
黒曜石３ １ ５．０ １ １１．９ １ １５５５．３ １ ８．１ １ ３７．１ ２ ９．０ ５ １８５．１
黒曜石４ １ ７．４ ３ １１．７ ４ ２４５．０
黒曜石５ １ １２．６
安山岩
頁 岩 １ ２．９
小計 ８ ７３３．５ ２ ２８．５ １ １１．９ ４ １９４５．０ ２ ９．３ １７ １５１．１ １ ３７．１ ３ ２４．０ １２ ３８４．０ １ ２．９ ８ ３２．０ １３ ６２３．５ ２ １２０．１

１００

黒曜石１ １０ ２０１．７ ５ ５２．８ ９ １３０．９ １ ８３．９ ９ ２０５．８ ２０ ４１２．５ ２ ６．６ １４ １０７１．４
黒曜石２
黒曜石３ ２ ４１．７ ５ ７６．４
黒曜石４ １ ２６．７ ３ ２０．７ １ １１．４ １ １８．８ ４ １７０．０ １ ８．５ １ ３．３ １０ ３５６．５
黒曜石５ ２ １１５．７ １ １５．５ ３ ４１．４ ２ １４０．８
砂 岩
小計 １３ ３４４．１ １ １５．５ ８ ７３．５ ９ １３０．９ ４ １３７．０ １０ ２２４．６ ２４ ５８２．５ ４ ４９．９ ３ ９．９ ３１ １６４５．１

１０１

黒曜石１ １０ ４２４．５ ７ ３１６．０ ４ １２９５．１ ４ ３８．２ ３ ９２．８ ４ ５１．１ １２ ２９６．０ １ ４．３ １３ ３５９．４ １ ２６．６
黒曜石３ １ ９．５ ３ １１５．３ ２ ６９．７
黒曜石４ ７ ９８．４ １ ４．６ １ １２５．６ ２ ６．６ ２４ ７４１．５
黒曜石５ １ １０３．９ ２ １６．６ ２ ３７．７
頁 岩 １ ４．３
小計 １７ ５２２．９ ８ ３２５．５ ５ １３９９．０ ４ ３８．２ ６ １１４．０ ４ ５１．１ １８ ５７４．６ １ ４．３ ３ １０．９ ３９ １１７０．６ １ ２６．６

１０２

黒曜石１ ５ １２６．１ １ ２１．６ １ ４６７．８
黒曜石３
黒曜石４ ３ ４７．８
黒曜石５ １ ６．５
頁 岩
小計 ５ １２６．１ １ ２１．６ １ ４６７．８ ３ ４７．８ １ ６．５

１０３

黒曜石１
黒曜石３
黒曜石５
小計

１０４

黒曜石１ １１ ８６１．９ １ ５３７．２ １ １０．２ ７ １９５．７ １ ２２．８
黒曜石２ ５ ６１５．８
黒曜石３ １ ２２．７
黒曜石４ １ ３６．５ ２ ３４．７
黒曜石５ ２ ４２１．０ １ ２６．７
頁 岩 １ １７．４
珪 岩
緑色泥岩
碧 玉
小計 １８ １８９８．７ １ ５３７．２ １ １０．２ １ １７．４ ８ ２３２．２ １ ２６．７ ４ ８０．２

１０５

黒曜石１ ３ ２８．８
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５
安山岩
頁 岩 １ ９．９
珪 岩
めのう
小計 １ ９．９ ３ ２８．８

１０６

黒曜石１ １ ３．８ １ ６１．８ ２ ８．７ ２ ２５２．８
黒曜石２
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５
頁 岩
小計 １ ３．８ １ ６１．８ ２ ８．７ ２ ２５２．８

１０７

黒曜石１
黒曜石４
黒曜石５ １ ２．４
小計 １ ２．４
計 １０１ ５３４１．９ １６ ６２１．２ ８ １９８．４ ２７ ８５６９．４ １７ １４７．３ ５０ ６６１．９ １０ ４５０．８ ３４ ５２７．０１０１ ４１１６．１ １１ １１９．３ ２４ ８３．９１９１ ８６１０．０ ３ １４６．７ ３ ３４４．５

Sb－１０８～
１１１

１０８

黒曜石１
黒曜石４
黒曜石５ ２ ２２．９
小計 ２ ２２．９

１０９

黒曜石１ １ １３．７ １ １２．３ ３ ６１．４ １ ２３．８
黒曜石３ １ ６．８
黒曜石４ １ １２．６ １ ２．８ １１ ３４１．５
黒曜石５ １ ６．０
頁 岩
めのう １ ４．２
小計 １ ４．２ １ １３．７ ２ １９．１ ４ ７４．０ １ ２．８ １３ ３７１．３

１１０

黒曜石１ ４ ２５４．６ １ ６２．８ １ １１．９ １ ２０．５ １ ６８．４ ２ ２６３．９
黒曜石２ ３ ４９．７
黒曜石３ ３ ３１．７ １ １３．１ ２ １５．１ ２ ２２．８
黒曜石４ ４ １３５．２ １１ ２３１．６
黒曜石５ ３ ２５８．３ ４ ３０．１
安山岩
頁 岩
小計 １３ ５９４．３ １ ６２．８ １ １１．９ １ １３．１ １１ ２００．９ １４ ３２２．８ ２ ２６３．９

１１１

黒曜石１ １ ５８９．６
黒曜石３
黒曜石４ １ １５１．３
黒曜石５
小計 １ １５１．３ １ ５８９．６
計 １６ ６２１．４ １ １５１．３ ２ ６５２．４ １ １１．９ １ １３．７ ３ ３２．２ １５ ２７４．９ １ ２．８ ２７ ６９４．１ ２ ２６３．９

ブ
ロ
ッ
ク
外

Ⅰ
群

黒曜石１
黒曜石２
黒曜石３
黒曜石４
黒曜石５ １ ４３．８
小計 １ ４３．８

Ⅰ
群
以
外

黒曜石１ １ ７６．３
黒曜石２
黒曜石３ １ ２０６．６
黒曜石４ １ ４．９ ２ ３３．５
黒曜石５
小計 １ ７６．３ １ ２０６．６ １ ４．９ ２ ３３．５
計 １ ７６．３ １ ４３．８ １ ２０６．６ １ ４．９ ２ ３３．５

合計 ３０８１６４８７．４ ４０ １８６１．３ ４９ １６５３．１ ５１１３５２５．７ ４５ ４５９．４ ４０ ２８８．１ ９２ ９４５．９ ３２ １２６８．８２１３ ７７７４．６３２９１０６５３．２ ３４ ４８０．０ ４４ １２５．１４０４１４４０８．６ １５ １０７４．６ ５ ５２５．４ １ ５．６

２ 遺構と遺物

８６



表Ⅲ－１２ 西地区出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（６） ＊重量の単位は（g）
二次加工ある剥片

石刃 縦長剥片 石刃核 石核
彫器削片 その他削片

尖頭器削片 剥片 斧形石器 つまみ付き
ナイフ 原石 礫石器等 合計

基部平坦加工石器 裏面微細加工石器 台形石器 二次加工ある剥片 彫器削片Ⅰ類 彫器削片Ⅱ類 彫器削片Ⅲ類
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

５ ２７７．６ ４１ ８９８．８ ２０ ４１０．１ ５１２０６．３ ３ ６６０．５ ３ １５．０ ２１５０ １６１２９．６ ２２７８ ２１５３４．１
１ ０．５ ２ ７６．１

３ ３０４．９ ２ ８．２ ２ ３３０．２ ２９６ ２１０３．３ ３１５ ４５５８．１
１ ６．１ １ １２．２ ４ １１４．８ ４９８ ４９４７．３ ５１２ ５３４４．５

８１ １１１８．８ ８２ １１３１．４
１ １．２ １ １．２

２ １０．８ ２ ６．２ ５ １９．９
９ ５８８．６ ４４ ９１９．２ ２４ ５２４．９ ５１２０６．３ ５ ９９０．７ ３ １５．０ ２ １０．８ ３０２９ ２４３０６．９ ３１９５ ３２６６５．３
６ ３７６．６ ２４ ３１７．７ １７ ４４９．８ ５１４７８．４ ３ ６２８．３ １ ０．２ ２ ６．３ ２ ６．１ ８５８ ８６０７．９ ９８８ １４０３６．９

１ ８．７ １ ８．７
１ １８．１ １ １．４ ８ ５１．８ １ ４０．９ １ １．１ １ ２１．８ １ １４．２ ２９０ １８９２．５ ３１１ ２１５９．９
２ ７０．０ １ ６．４ １ １３．２ １ １２５．４ １ １．９ ４９２ ５７１１．７ ５２０ ６５４４．５
１ ８．１ ３ ５１．９ １ １５．３ ７９ １７７２．０ ９２ ２１６０．７

１ １１９．５ １ １１９．５
１０ ４７２．８ ２９ ３７７．４ ２７ ５３０．１ ６１６０３．８ ４ ６６９．２ ２ １．３ ４ ３０．０ ３ ２０．３ １７２０ １７９９２．８ １ １１９．５ １９１３ ２５０３０．２
５ ３４２．１１０３１２２４．７ ９３１１５８．８ ６ ７０２．２ １１ １２２２．０ ５ ４５．８ ４ ８８．７ ４１１９ ２９６２２．０ １ ２．２ １ ５．１ ４４０７ ３７３１７．６
１ ２８．６ ３ １３．６ ２ ２９．１ １ ２．９ ４４３ ４１２１．８ ４５６ ４３９０．５
３ ２０６．０ ２５ ２０３．４ ２０ ２７３．９ ２ ５１８．０ ７ １０１５．７ ３ ８．２ １５９５ １３３７７．６ １６９０ １６５７９．５

５ ７５．７ ６ １２０．５ ２ ２７０．０ ２ ４４２．８ ２５ ３７１．８ ４５ １４３９．０
１ １４．９ ２ １９．２

９ ５７６．７１３６１５１７．４１２１１５８２．３ １０１４９０．２ ２０ ２６８０．５ ５ ４５．８ ８ ９９．８ ６１８３ ４７５０８．１ １ ２．２ １ ５．１ ６６００ ５９７４５．８
４ ３８３．５ ７ ４０．０ ２４ ５２２．３ ４ ２８７８．６ ６９７ ５４１０．１ １ １．２ ７４４ ９８５１．２
１ ３０．８ ６ ７０．９ １ １８３７．０ １ ４．２ １０３ ４３０．６ １１２ ２３７３．５

２ １４．１ ２ １５．９ １ ５．７ １１５ ６３３．８ １２３ ７１７．３
１ ３９．４ ７ １３２．８ ３ ５７．０ １ １０３５．６ ５７ ５３２．９ ７０ １８０４．２

１ ４．４ １ １．４ ２ ５．８
６ ４５３．７ ２２ ２５７．８ ３０ ５９９．６ ６ ５７５１．２ ２ ９．９ ９７３ ７００８．８ １ １．２ １０５１ １４７５２．０

２４ ４６．８ ２４ ４６．８
２ ３．５ ２ ３．５

２ ９．８ ８３ ２６２．６ ８５ ２７２．４
２ ９．８ １０９ ３１２．９ １１１ ３２２．７

２ ３０．０ ２ １２５．３ ４ ２６．４ ２ ４１６．９ ８７８ ５２７９．０ ９０９ ７５０５．４
１１９ ３２５．７ １２４ ９４１．５

１ ４９．２ １ ５．７ ２５８ １４６１．９ ２６１ １５３９．５
５ １９４．３ １９６ １５００．６ ２０４ １７６６．１

２ ２６．５ ２ １９．５ １ ９６３．１ １ ２９９．７ ２２２ １５７３．４ １ ８．２ ２３２ ３３３８．１
１ ２７．２ ２ ８．８ ４ ５３．４

１ ２６．７ １ ２６．７
１ ３．２ １ ３．２

１ ６．７ ２ ６．６ ３ １３．３
２ ３０．０ ５ ２０１．０ １３ ２５２．６ １ ９６３．１ ３ ７１６．６ １ ２７．２ １６７９ １０１８５．９ １ ８．２ １７３９ １５１８７．２
１ ８．６ １ ２１．０ ３ ７８．５ ３２１ １５４３．２ ６ ４５．７ ３３５ １７２５．８

１５ ５４．９ １５ ５４．９
３０２ ２０３０．９ ３０２ ２０３０．９
３９ １７４．９ １ ８５．８ ４０ ２６０．７

１ ２２０．３ １ ２２０．３
１ ０．６ ２ １０．５
２ ４４．５ ２ ４４．５
１ １．０ １ １．０

１ ８．６ １ ２１．０ ３ ７８．５ ６８１ ３８５０．０ ７ １３１．５ １ ２２０．３ ６９８ ４３４８．６
２４ ７７３．８ １ ２６３．３ ２ ８８．２ ４２６ ４２６７．２ ４５９ ５７１９．６
１ １０．２ １ ６．９ ２ １７．１

１ ６７．１ １ ６７．１
６０ ５６９．４ ６０ ５６９．４

１ ５６．３ ３ ２１．６ １８ ６５３．６ ２２ ７３１．５
１ １４．３ １ １４．３
２ ７０．６ １ ６７．１ ２８ ８０５．６ １ ２６３．３ ２ ８８．２ ５０５ ５４９７．１ ５４５ ７１１９．０

８ ２９．３ ８ ２９．３
２ ８．３ ２ ８．３
１ ２．６ ２ ５．０
１１ ４０．２ １２ ４２．６

９５８４９９．７５３９８２２４．９５７１１２１５７．２ ５２１４５５５．５ ９５ ２５８１１．５ ２ １．３ １８１１２．０ ２４ ４８５．０３９３９２ ３７９０５３．９ １ ２．２ １０ １４６．０ ２ ３３９．８４１３９７ ４７９３２７．４
１ ９．４ ２７ ９８．６ ２８ １０８．０

２ １１．９ ２ １１．９
１２ ３８．３ １４ ６１．２

１ ９．４ ４１ １４８．８ ４４ １８１．１
１３ ２２１．０ ６ １１２．９ １ ２２１．９ １ １４２．７ ４１５ ３０８３．８ ４４２ ３８９３．５

１ ６．４ ５４ ３６７．０ ５６ ３８０．２
１ １７．５ ２ ９１．１ １ １０８．８ ５ ２４０９．０ ３６０ ２７７０．３ ３８２ ５７５３．６
２ １０７．３ ５７ ４７８．４ ６０ ５９１．７
１ １５．０ １ １５．０

１ １．１ ２ ５．３
１７ ３６０．８ ９ ２１０．４ ２ ３３０．７ ６ ２５５１．７ ８８７ ６７００．６ ９４３ １０６３９．３
９ ７６．４ ９ １０３．７ １ ５０９．５ ８４３ ４９３３．０ ８７２ ６３０４．７

１２３ ２５８．５ １２６ ３０８．２
１ １．９ ２ ４５．５ １ ６７９．７ ５０ ３４７．５ ６２ １１５７．３

１ ４３．１ １０ ９９．８ ２７ ５３３．４ ４ ７５０．５ ６ １０３１．７ ９２５ ７９２４．３ ９８８ １０７４９．６
１ １．７ １ ８７．７ １８０ １１０２．５ １８９ １４８０．３

２ １７．５ ２ １７．５
１ ２．０ １ ２．０

１ ４３．１ ２１ １７９．８ ３８ ６８２．６ ４ ７５０．５ ９ ２３０８．６ ２１２４ １４５８５．３ ２２４０ ２００１９．６
２ １７．８ １ ２．９ ６１ ４５３．５ ６５ １０６３．８

１ ３．７ １ ３．７
１ ３．４ １ ２．１ ８０ ８０８．２ ８３ ９６５．０
１ ８．１ ６ ２４．２ ７ ３２．３
４ ２９．３ １ ２．１ １ ２．９ １４８ １２８９．６ １５６ ２０６４．８

１ ４３．１ ４３ ５７９．３ ４８ ８９５．１ ６１０８１．２ １５ ４８６０．３ １ ２．９ ３２００ ２２７２４．３ ３３８３ ３２９０４．８
１ ２２．０ １４ １８８．２ １５ ２１０．２

１ ２０６．１ １ ２０６．１
１ ５３．６ １ ５３．６

３ ７６．８ ３ ７６．８
４ ５６．７ ５ １００．５

１ ５３．６ １ ２２．０ ２２ ５２７．８ ２５ ６４７．２
２ ２９．７ ９ ５５．９ ４ ３０６．３ １６ ４６８．２

１ ６．７ １ ６．７
３ １９．４ ４ ２２６．０

１ ２１．２ ８ １１１．６ １２ １７１．２
３ １０１．０ ４ ６５．８ ７ １６６．８
６ １５１．９ ２５ ２５９．４ ４ ３０６．３ ４０ １０３８．９

１ ５３．６ ６ １５１．９ １ ２２．０ ４７ ７８７．２ ４ ３０６．３ ６５ １６８６．１
２ ５．６ ２３２１６．０ １ １５．７ ２８１１６０８９．４１９３４２９７９２．４１８６８３４９１５．２１５４５８３２０．７２９１１０６６１１．４ １ ０．４ ６ ４．５ ４６２８９．９ １１２１２６６．１１１９９９７ ９５８１２７．４ ２１７２．４ １ ２．２ ５０１０６４．８ ４６１６５．０１２６４７５１２８４５９５．９
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西地区全遺物分布図

Sb－６４～７９（「白滝Ⅰ群」）遺物分布図

Sb－６４～７９（「白滝Ⅰ群」）全接合分布図

Sb－６４～７９（「白滝Ⅰ群」）遺物点数図（点／㎡）

図Ⅲ－２３ 遺物分布（１）・接合分布（１）・遺物点数図（１）

２ 遺構と遺物
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Sb－６４～７９（「白滝Ⅰ群」）遺物密度分布図（１０点単位）

Sb－６４～７９（「白滝Ⅰ群」）石器ブロック設定図

Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）遺物分布図

Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）遺物密度分布図（１０点単位）

図Ⅲ－２４ 密度分布・石器ブロック設定（１）・遺物分布図（２）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）遺物点数図（点／㎡）

Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）全接合分布図

Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）近距離接合分布図

図Ⅲ－２５ 遺物点数（２）・接合分布図（２）

２ 遺構と遺物
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Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）遠距離接合分布図

Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）石器ブロック設定図

Sb－８０～１１１（「白滝Ⅰ群」以外）区域設定図

「白滝Ⅰ群」全石器ブロック設定図

図Ⅲ－２６ 接合分布（３）・石器ブロック設定（２）・区域設定・全石器ブロック設定図（１）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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「白滝Ⅰ群」以外全石器ブロック・区域設定図

西地区石器ブロック設定図 ※太枠・ドットは Sb－６４～７９（「白滝Ⅰ群」）

Sb－７９・１１０の
遺物分布・立面図

Sb－７８・１０９の
遺物分布・立面図

Sb－６９・９１の
遺物分布・立面図

Sb－６７・８２の
遺物分布・立面図

全石器ブロック設定図

図Ⅲ－２７ 全石器ブロック設定（２）・石器ブロック設定図（３）

２ 遺構と遺物

９２



Sb－７２～７９は「白滝Ⅰ群」である。加工がほぼ全周する掻器を主体とし、台形石器、錐形石器、

削器、二次加工ある剥片、斧形石器、台石、棒状原石が出土している。石核は作業面をほぼ固定し、

平坦面で剥離を行うもの、小口面で剥離を行うもの、交互剥離を基本に打面転移を頻繁に行うものな

どが見られる。原石の形状は転礫が主体で、角礫素材も僅かに見られる。後者に関連するものとして

棒状原石が挙げられる。Sb－７９を除き、それぞれのブロックは近接して分布し、Sb－７７を中心とし

たブロック間の接合関係が確認された。

Ｇ区（Sb－８０～８９）は、小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰ類）を含む石器群が主体的に分布し、隣

接するブロック同士の接合関係から区域を設定した。小型舟底形石器を含む石器群の一部は、Ｉ区と

接合関係が認められる。また、大型石刃・大型舟底形石器（舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類）を含む石器群、

忍路子型細石刃核を含む石器群がスポット的に分布し、後者はＨ区と接合関係が認められる。

Ｈ区（Sb－９０）は、忍路子型細石刃核を含む石器群が分布し、周辺の石器群と区別されるため単

独で区域として設定した。主に打面調整を伴う大型石刃剥離関連資料が認められ、その一部はＧ区と

接合関係を持つ。

Ｉ区（Sb－９１～９６）は、西地区で最も複雑な様相を示す区域で、石器群が比較的明確な、東をＧ

区、西をＪ区で区切られた残りといっても過言ではない。小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰ類）を含む

石器群、大型石刃・大型舟底形石器（舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類）を含む石器群、幅広有舌尖頭器（尖頭

器Ⅲ類）を含む石器群、広郷型ナイフ形石器を含む石器群が部分的に重複して分布している。周辺区

域との接合関係も認められ、特に広郷型ナイフ形石器石器群は東地区の Sb－６１と接合関係がある。

Ｊ区（Sb－９７～１０７）は、小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰ類）を含む石器群が主体的に分布し、隣

接するブロック同士の接合関係から区域を設定した。東西方向のブロック間接合が多く認められ、舟

底形石器Ⅰ類の大きさは他の地区に比べやや大きい特徴がある。また、Sb－９７には幅広有舌尖頭器

（尖頭器Ⅲ類）を含む石器群が重複して分布する。

Ｋ区（Sb－１０８～１１１）は、小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰ類）を含む石器群のみが分布する。ブ

ロック間の接合関係は見られないが、単一の石器群であること、それぞれが隣接すること、Ｊ区との

間に隔絶があることから区域として認定した。

次に石材別・器種別分布状況を概観する。石器ブロックが一部重なるため、「白滝Ⅰ群」とした Sb

－６４～７９とそれ以外の Sb－８０～１１１に分けて行う。なお、出土点数について特に記述がない場合は、

点取り遺物の点数で、一括遺物も含む場合は明記する。 （鈴木宏行・直江康雄）

Sb－６４～７９「白滝Ⅰ群」の石器

黒曜石製の石器（図Ⅲ－２８・２９、表Ⅲ－３・７・８）

黒曜石の比率が高く、１，９３９点中１，９１５点で全体の９８．８％を占める。石質毎にみると黒曜石１（黒色）

が最も多く、１，４２１点（７３．３％）出土し、以下黒曜石５（黒＞紫・茶）の２９３点（１５．１％）、黒曜石４

（黒＜茶）の１４８点（７．６％）、黒曜石３（黒＞茶）の２７点（１．４％）、黒曜石２（梨肌）の２６点（１．３％）

の順となっている。石質毎に石器ブロックを観察すると、最も多い黒曜石１は全体的に分布するが、

Sb－７１ではやや少なめである。黒曜石２は Sb－７１でまとまって見られ、その他の石器ブロックでは

ほとんど出土していない。黒曜石３は Sb－６４・６８・６９・７４・７５・７７・７８から僅かに出土している。

黒曜石４は Sb－６６・７０からまとまって出土している。黒曜石５は Sb－７４・７６・７７に多く見られ、ブ

ロック全体に広がって出土している。特に石器ブロック群 Sb－７２～７９で多く見られ、石器ブロック

群 Sb－６４～７０の分布と対照的である。
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黒曜石以外の石器（図Ⅲ－２９、表Ⅲ－３・７・８）

１，９３９点のうち２４点（１．２％）が黒曜石以外の石材で、その内訳は珪岩１３点、安山岩５点、めのう４

点、頁岩１点、泥岩１点である。石質ごとに石器ブロックを観察すると、珪岩は Sb－７７を中心とし

て、Sb－７３・７６に見られる。めのうは Sb－７４・７７・７６で見られ、珪岩と同様石器ブロック群 Sb－７２

～７９のみに分布する。安山岩は Sb－６６・７０・７６・７７の広い範囲で見られる。頁岩は Sb－６６、泥岩は

Sb－７７から出土している。石器ブロック群 Sb－７２～７９では石材の種類が豊富で、他の遺跡を含めた

「白滝Ⅰ群」の石器ブロック群の中ではバラエティーに富んでいる。

基部平坦加工石器（図Ⅲ－３０、表Ⅲ－７・８）

２点出土し、Sb－６４・６７に分布している。素材裏面部の打瘤を除去するような平坦剥離を行う特

徴的な石器である。少数であるが、石器ブロック群 Sb－６４～７０を特徴付ける石器である。

裏面微細加工石器（図Ⅲ－３０、表Ⅲ－７・８）

２３点出土し、Sb－６４（２点）・６６（６点）・６７（７点）・６８（４点）・６９（１点）・７０（３点）に分布

している。素材裏面部の縁辺部に長さ２mm前後の微細な加工が連続して見られる石器である。Sb

－６６・６７でややまとまって見られる。石器ブロック群 Sb－６４～７０を特徴付ける石器である。

台形石器（図Ⅲ－３０、表Ⅲ－７・８）

１点出土し、Sb－７７に分布している。急角度の二次加工が両側縁に連続して施される石器である。

二次加工ある剥片（図Ⅲ－３０、表Ⅲ－７・８）

２２点出土し、Sb－６５・６８・７２・７３・７５以外の全ての石器ブロックに分布している。各石器ブロッ

クとも少量で、５点以上出土する所はなく、Sb－７０・７１・７６の４点が最も多い。

掻器（図Ⅲ－３１、表Ⅲ－７・８）

７９点出土し、石器ブロック群 Sb－６４～７０では Sb－６６・７０のみ、石器ブロック群 Sb－７２～７９では Sb

－７９を除いて分布している。特に Sb－７７で最も多く３５点出土し、Sb－７４（１２点）、Sb－７８（１０点）、

Sb－７３（７点）、Sb－７２・７５・７６（２点）の順に見られ、石器ブロック群 Sb－７２～７９を特徴付ける

石器である。また、Sb－７０の６点中５点は折れ面接合するものである。

錐形石器（図Ⅲ－３１、表Ⅲ－７・８）

５点出土し、Sb－６４（２点）・７４（１点）・７７（１点）・７９（１点）に分布している。全体的にまば

らな分布である。

削器（図Ⅲ－３１、表Ⅲ－７・８）

４点出土し、Sb－６６（１点）・７０（１点）、７６（１点）・７７（１点）に分布している。全体的にまば

らな分布である。

台石（図Ⅲ－３１、表Ⅲ－７・８）

１点出土し、Sb－７７に分布している。安山岩製で、器体の大半が欠損している。

斧形石器（図Ⅲ－３１、表Ⅲ－７・８）

１点出土し、Sb－７７に分布している。泥岩製で、加工の度合いは低い。

石核（図Ⅲ－３１、表Ⅲ－７・８）

９０点出土し、Sb－６８・７５・７８を除く全ての石器ブロックに分布している。特に Sb－６６（１９点）・７０

（１７点）・７７（１６点）で多く出土し、その他は１０点未満である。加工の施されたトゥール類の合計よ

り出土数が多い。これは他の「白滝Ⅰ群」と同様の特徴である。

原石（図Ⅲ－３２、表Ⅲ－７・８）

１４点出土し、全て Sb－７７に分布している。角礫で棒状のⅡ類が圧倒的に多い。

２ 遺構と遺物

９４



黒曜石１～５「白滝Ⅰ群」

黒曜石１「白滝Ⅰ群」

黒曜石２「白滝Ⅰ群」

黒曜石３「白滝Ⅰ群」

図Ⅲ－２８ 器種・石材別分布図（１）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

９５



黒曜石４「白滝Ⅰ群」

黒曜石５「白滝Ⅰ群」

安山岩（●）・頁岩（

�

）・泥岩（■）「白滝Ⅰ群」

珪岩（●）・めのう（

�

）「白滝Ⅰ群」

図Ⅲ－２９ 器種・石材別分布図（２）

２ 遺構と遺物

９６



基部平坦加工石器「白滝Ⅰ群」

裏面微細加工石器「白滝Ⅰ群」

台形石器「白滝Ⅰ群」

二次加工ある剥片「白滝Ⅰ群」

図Ⅲ－３０ 器種・石材別分布図（３）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

９７



掻器「白滝Ⅰ群」

錐形石器（●）・削器（

�

）「白滝Ⅰ群」

台石（●）・斧形石器（

�

）「白滝Ⅰ群」

石核「白滝Ⅰ群」

図Ⅲ－３１ 器種・石材別分布図（４）

２ 遺構と遺物

９８



原石Ⅰ類（●）・Ⅱ類（

�

）「白滝Ⅰ群」

角礫素材の石器「白滝Ⅰ群」

原礫面残存の石器「白滝Ⅰ群」

被熱石器「白滝Ⅰ群」

図Ⅲ－３２ 器種・石材別分布図（５）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

９９



角礫素材の石器（図Ⅲ－３２）

４５点出土し、Sb－６５（１点）・７４（１点）・７６（２１点）・７７（１６点）・７８（６点）に分布している。

石器ブロック群ごとに見てみると、Sb－７２～７９がほとんどを占めている。なおこの分布には前述の

原石Ⅱ類も含まれている。

被熱石器（図Ⅲ－３２、表Ⅲ－１３）

３７６点（１９．４％）が被熱している。石器ブロック群ごとに見ると、Sb－６４～７０では全てに分布し、

高い割合で被熱している（３１．８％）。特に Sb－６４（５５．２％）が非常に多く、Sb－６９では３９．２％と平均

値に近い。その他は Sb－７０（２５．３％）・６６（２３．８％）・６８（１８．６％）・６７（１６．３％）・６５（７．１％）と続

き、石器ブロック間での変異が大きい。Sb－７２～７９では少量（１．３％）で、Sb－７２・７４・７６・７７のみ

に分布している。最も高いのは Sb－７２の９．５％で、その他は１％前後である。被熱石器の分布は全体

の遺物分布にほぼ対応している。各石器ブロックの被熱石器と炭化木片ブロック（Cb）との関係を

みると（図Ⅲ－１６）、Sb－６６の被熱石器の中心部から Cb－１８が確認されている。その他で被熱石器

に近接した炭化木片ブロックは見られない。

原礫面残存の石器（図Ⅲ－３２、表Ⅲ－１３）

１，０４３点（５３．８％）に残存している。全体的に高い割合で、特に Sb－７９では８６．２％を占め、突出し

た数値である。その他は６０％台後半が Sb－７４・７５、５０％台が Sb－６６・６９～７２・７６・７７、４０％台が Sb

－６４・６５・６８・７３、３０％台が Sb－７８、２０％台が Sb－６７であり、石器ブロック間での変異が大きい。

石器ブロック群ごとでは Sb－７２～７９が最も高い（６１．５％）。原石もしくは原礫面に覆われた剥片の状

態で遺跡に搬入されたものが多いことを示している。また、原礫面残存石器の分布は全体の遺物分布

にほぼ対応している。 （直江康雄）

Sb－８０～１１１「白滝Ⅰ群」以外の石器

黒曜石製の石器（図Ⅲ－３３・３４、表Ⅲ－３・７～１２）

１２４，５３６点のうち１２４，４５８点（９９．９％）が黒曜石製である。黒曜石全体の中では黒曜石１（黒色）が

６２，７７２点（５０．４％）で約半数を占め、以下黒曜石４（黒＜茶）の４４，３０５点（３５．６％）、黒曜石３（黒

＞茶）の８，８８５点（７．１％）、黒曜石５（黒＞紫・茶）の５，０７２点（４．１％）、黒曜石２（梨肌）３，４２４点

（２．８％）の順となっている。石質別では、黒曜石１はほぼ全域に分布するが、黒曜石４の密度が高

い Sb－８１～８７、Sb－９５（Ｌ２６区周辺）の密度は低い。黒曜石２は Sb－８５・９３～９５・９６・９７・１０４・

１１０にスポット的に分布する。黒曜石３～５は石質が漸移的であることもあり、全体的に類似した分

布である。黒曜石４はほぼ全域に分布するが、Sb－８８、８９南西部、９０南東部、９５南西部、１０２の分布

密度が低く、石器群の偏りを反映したものと思われる。

黒曜石以外の石器（図Ⅲ－３４・３５、表Ⅲ－３・７～１２）

１２４，５３６点のうち７８点（０．０６％）が黒曜石以外の石材で、その内訳は頁岩４５点、安山岩２１点、珪岩

４点、めのう３点、碧玉３点、砂岩１点、緑色泥岩１点である。頁岩は Sb－９３にはややまとまって、

Sb－９７～１０６には広範囲に散漫に分布し、その他は Sb－８５周辺・９０周辺・１０９周辺に少量分布する。

安山岩は Sb－９３・９５、Sb－９７周辺にややまとまって分布し、特に Sb－９５のＬ２７・２８区では大型尖頭

器・大型舟底形石器と分布が重複する。めのうは Sb－１０５・１０９、珪岩は Sb－９５・１０４・１０５、碧玉・

緑色泥岩は Sb－１０４に分布し、それらは巨視的に見た遺物集中域の縁辺部に位置する。また、「白滝

Ⅰ群」の黒曜石以外の遺物に隣接することから「白滝Ⅰ群」と関連がある可能性がある。

器種別では、頁岩はトゥールの比率が高く、彫器Ⅱ類（６点）、削器（４点）、錐形石器（４点）、

２ 遺構と遺物

１００



黒曜石１～５「白滝Ⅰ群」以外

黒曜石１「白滝Ⅰ群」以外

黒曜石２「白滝Ⅰ群」以外

黒曜石３「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－３３ 器種・石材別分布図（６）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１０１



黒曜石４「白滝Ⅰ群」以外

黒曜石５「白滝Ⅰ群」以外

頁岩「白滝Ⅰ群」以外

安山岩「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－３４ 器種・石材別分布図（７）

２ 遺構と遺物

１０２



石刃（５点）・縦長剥片（３点）、尖頭器削片（３点）、斧形石器（１点）が出土し、一括遺物には舟

底形石器Ⅱａ類（１点）、彫器削片Ⅰ類（１点）・Ⅱ類（２点）が含まれる。安山岩はトゥールの比率

が低く、尖頭器Ⅲ類（２点）、掻器（２点）、削器（２点）、台石（２点）以外は剥片（１３点）で、一

括遺物には彫器削片Ⅲ類（３点）が含まれる。頁岩・安山岩以外の石材はめのう製の尖頭器Ⅰ類（１

点）、珪岩製の縦長剥片（１点）、砂岩製の礫（１点）を除いて全て剥片である。

尖頭器（図Ⅲ－３５・３６、表Ⅲ－７～１２）

３９７点（Ⅰ類３０８点、Ⅱ類４０点、Ⅲ類４９点）出土している。Ⅰ類が最も多く、広範囲に分布し、Sb

－８４・８７・９０・９４・１０５～１０７・１０９・１１１を除くほぼ全域から出土している。Sb－８３（Ｎ３８区周辺）、

Sb－９３（Ｐ２８区周辺）、Sb－９５（Ｌ２８区周辺）に集中が見られ、Sb－９５のＬ２８区周辺には大型品が分

布する。剥片素材は Sb－８９・９０・９３・９５にまとまって分布し、Sb－８９・９０は忍路子型細石刃核石器

群に対応し、Sb－９３・９５は尖頭器Ⅲ類の分布に一致する。尖頭器Ⅱ類は Sb－９３・９５のＮ２６～Ｐ２８区

周辺、Sb－１０１の L１９区周辺にまとまって分布し、それ以外に Sb－８２・８３・９２・９７・９９・１００・１０２・

１１１に分布する。尖頭器Ⅲ類はⅠ・Ⅱ類と異なり、Sb－９３・９５・９６・９７・９９に限定して分布する。

尖頭器削片（図Ⅲ－３６、表Ⅲ－７～１２）

１１２点出土している。尖頭器削片の石核にあたる尖頭器Ⅱ類と概ね分布が一致するが、Sb－８５には

尖頭器削片のみ分布している。

両面調整石器（図Ⅲ－３６、表Ⅲ－７～１２）

５１点出土し、点数は Sb－９７（１５点）が多いが、集中の度合いによる偏りは見られず、ほぼ全域に

散漫に分布している。また、それは、尖頭器Ⅰ類の分布とほぼ一致している。

細石刃核（図Ⅲ－３７、表Ⅲ－７～１２）

忍路子型細石刃核が１点出土し、Sb－９０（１点）に分布する。

舟底形石器（図Ⅲ－３７・３８、表Ⅲ－７～１２）

４６８点（Ⅰａ類４４点、Ⅱａ類４０４点、Ⅱｂ類１５点、Ⅱｃ類５点）出土している。Ⅰａ類は量の多い順

から Sb－９７～１０１・１０６、Sb－９３、Sb－８５周辺のＰ２８区周辺、の３か所にまとまりがあり、それ以外

はSb－９４・Sb－１０６などに点在している。Ⅱａ類の分布に概ね一致するが、Ⅰａ類のほうが限定される。

Ⅱａ類 は Sb－９７（８９点）、９３（５８点）、１０１（３９点）、１００（３１点）、８２（２７点）、８６（２３点）、８７（１５

点）、１１０（１４点）、９８（１３点）、９９（１３点）、１０９（１３点）、８３（１１点）、９４（１０点）、９５（１０点）の順に

１０点以上出土し、Sb－８０・８１・９２・１０２・１０３・１０５・１０７・１０８・１１１を除くほぼ全域に分布している。

これらはⅠａ類の分布に重複するが、Sb－８２・８３・８６・８７・８９・９５中央部・９６・９７南部・１０９・１１０

にはⅠａ類がほとんど分布せず、Ⅱａ類が主体的にまとまって分布する。

Ⅱｂ・ｃ類 は Sb－９５（８点）、８３（２点）、９９（２点）、１１０（２点）、１０１（１点）、Ⅱｃ類 は Sb－

９５（２点）、９８（２点）、９７（１点）に分布し、Sb－８３の２点と Sb－９５のＬ２７・２８区の集中は大型尖

頭器に伴うものである。それ以外は小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰ類）を含む石器群に伴うもので加

工はⅡａ類に似るが、Ⅱａ類に比べ大型の素材が利用されている。

舟底形石器削片（図Ⅲ－３７、表Ⅲ－７～１２）

一括遺物のみ５点出土し、Sb－９９周辺・１０３に分布する。舟底形石器削片は全て舟底形石器Ⅰａ類

から剥離されたもので、分布は舟底形石器Ⅰａ類の分布の一部に一致する。

ナイフ形石器（図Ⅲ－３８、表Ⅲ－７～１２）

４５点出土している。Sb－８３（１点）、９３（３点）、９５（４０点）、９６（１点）に分布し、Sb－９５の南西

部にまとまっている。Sb－８３の１点を除いて広郷型ナイフ形石器に関連する。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１０３



めのう（●）・珪岩（

�

）「白滝Ⅰ群」以外

碧玉（●）・砂岩（

�

）・緑色泥岩（■）「白滝Ⅰ群」以外

尖頭器Ⅰ類（石核素材・素材不明）「白滝Ⅰ群」以外

尖頭器Ⅰ類（剥片素材）「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－３５ 器種・石材別分布図（８）

２ 遺構と遺物

１０４



尖頭器Ⅱ類「白滝Ⅰ群」以外

尖頭器Ⅲ類「白滝Ⅰ群」以外

尖頭器削片「白滝Ⅰ群」以外

両面調整石器「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－３６ 器種・石材別分布図（９）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１０５



細石刃核「白滝Ⅰ群」以外

舟底形石器Ⅰ類「白滝Ⅰ群」以外 ※数字は一括遺物点数

舟底形石器削片「白滝Ⅰ群」以外 ※数字は一括遺物点数

舟底形石器Ⅱa類「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－３７ 器種・石材別分布図（１０）

２ 遺構と遺物

１０６



舟底形石器Ⅱb類（●）・Ⅱc類（

�

）「白滝Ⅰ群」以外

ナイフ形石器「白滝Ⅰ群」以外

彫器Ⅰ類「白滝Ⅰ群」以外

彫器Ⅱ類「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－３８ 器種・石材別分布図（１１）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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彫器Ⅲ類「白滝Ⅰ群」以外

彫器削片Ⅰ類（●）・Ⅱ類（

�

）「白滝Ⅰ群」以外 ※数字は一括遺物点数

彫器削片Ⅲ類「白滝Ⅰ群」以外 ※数字は一括遺物点数

掻器「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－３９ 器種・石材別分布図（１２）

２ 遺構と遺物
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彫器（図Ⅲ－３８・３９、表Ⅲ－７～１２）

１６４点（Ⅰ類４０点、Ⅱ類９２点、Ⅲ類３２点）出土している。Ⅰ・Ⅱ類に分布の違いは見られず、Sb－８２

～８７、Sb－９３、Sb－９７～１０１の３か所にまとまりがある。また、Sb－１０９・１１０にも分布が見られ、こ

れらは舟底形石器Ⅱａ類の分布にほぼ一致する。彫器Ⅰ・Ⅱ類はほとんどが小型舟底形石器（舟底形

石器Ⅰ類）を含む石器群に伴うものであるが、Sb－８９・９０の彫器はそれらと異なる形態で、忍路子

型細石刃核に伴うものである。彫器Ⅲ類は Sb－９０（２点）、９３（５点）、９５（１５点）、９７（５点）、９９（１

点）、１００（４点）に分布し、このうち、Sb－９３・９５南西部の分布はナイフ形石器の分布に一致する。

彫器削片（図Ⅲ－３９、表Ⅲ－７～１２）

５３点（Ⅰ類１点、Ⅱ類６点、Ⅲ類４６点）出土している。Ⅰ・Ⅱ類は Sb－８５、Sb－９３、Sb－９７・９９・

１００の３か所にまとまりがあり、その分布は剥離された本体にあたる彫器Ⅰ・Ⅱ類の分布と一致する。

Ⅲ類は Sb－８３（１点）、９０（６点）、９３（７点）、９４（２点）、９５（１０点）、９６（２点）、９７（６点）、９９

（３点）、１００（４点）、１０１（５点）に広範囲に分布するが、概ね彫器Ⅲ類の分布と一致する。

掻器（図Ⅲ－３９、表Ⅲ－７～１２）

１３４点出土し、５点以上のブロックは Sb－９５（２６点）、９３（２１点）、８９（１５点）、８６（１４点）、９７（１２

点）、１００（１０点）、９０（８点）の順である。Sb－８６・８９・９０中央に分布するのは、大型石刃素材で、

両側縁に加工が少ない忍路子型細石刃核に伴うと考えられるもので、それらは他の掻器に比べ分布密

度が高い。また、Sb－９５南西部には両側縁に加工が少ない掻器が分布し、それらを除くとＩ～Ｋ区

の掻器の分布は彫器Ⅰ・Ⅱ類の分布に一致する。一方、忍路子型細石刃核に伴うものを除くとＧ地区

（Sb－８０～８９）にはほとんど分布しない。

錐形石器（図Ⅲ－４０、表Ⅲ－７～１２）

２９点出土し、Sb－８２・８４～８６、Sb－９３・９５、Sb－９７・９９～１０２・１０３の３か所に分布し、概ね彫器

Ⅰ・Ⅱ類の分布と一致する。

削器（図Ⅲ－４０、表Ⅲ－７～１２）

３２５点出土し、Sb－８８・９２・１０３・１０５・１０８・１１１を除く全域に分布する。１０点以上出土したブロッ

クは多い順から Sb－９５（６１点）、９３（５５点）、９７（３０点）、１００（２４点）、１０１（１８点）、８６（１７点）、８５

（１６点）、８７（１５点）、８３（１３点）、９９（１２点）、１１０（１１点）である。

二次加工ある剥片（図Ⅲ－４０、表Ⅲ－７～１２）

２５９点出土し、削器同様ほぼ全域に分布するが、Ｋ区（Sb－１０８～１１１）には少ない。１０点以上出土

したブロックは多い順から Sb－９３（６６点）、９７（５３点）、９５（３５点）、８２（１２点）、１００（１０点）である。

石刃（図Ⅲ－４０、表Ⅲ－７～１２）

１９３４点出土し、Sb－８０・１０５・１０７を除く全域に分布する。１０点以上出土したブロックは多い順か

ら Sb－９３（４４４点）、９０（３１７点）、９７（２９２点）、９５（２８５点）、１０１（１３６点）、８６（６３点）、８３（５２点）、

９９（４４点）、９４（３４点）、９１（３２点）、１００（２９点）、８７（２５点）、８５（２４点）、９６（２４点）、１０２（２２点）、

８２（２１点）、１１０（２１点）、１０９（１７点）、８４（１５点）で、特に Sb－９０の密度の高さは、集中的に大型石

刃剥離が行われたことを反映している。

縦長剥片（図Ⅲ－４１、表Ⅲ－７～１２）

１８６６点出土し、石刃同様、ほぼ全域に分布する。１０点以上出土したブロックは多い順から Sb－９３

（４８７点）、９７（３１２点）、９５（３０７点）、１０１（１２１点）、８６（１０６点）、９０（７８点）、８７（７１点）、１１０（３８点）、

８３（３１点）、１０２（３０点）、８２（２９点）、１０６（２８点）、１００（２７点）、８５（２６点）、９９（２４点）、９４（２２点）、

９６（２２点）、９１（２０点）、９２（１８点）、８９（１３点）、９８（１３点）、１０４（１３点）、８４（１０点）で、石刃の分

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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錐形石器「白滝Ⅰ群」以外

削器「白滝Ⅰ群」以外

二次加工ある剥片「白滝Ⅰ群」以外

石刃「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－４０ 器種・石材別分布図（１３）

２ 遺構と遺物

１１０



縦長剥片「白滝Ⅰ群」以外

石刃核「白滝Ⅰ群」以外

石核「白滝Ⅰ群」以外

台石（●）・斧形石器（

�

）「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－４１ 器種・石材別分布図（１４）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１１１



原石Ⅰ類（

�

）・Ⅱ類（●）「白滝Ⅰ群」以外

つまみ付きナイフ（●）・礫（

�

）「白滝Ⅰ群」以外

被熱石器「白滝Ⅰ群」以外

原礫面残存の石器「白滝Ⅰ群」以外

図Ⅲ－４２ 器種・石材別分布図（１５）

２ 遺構と遺物
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布に一致する。

石刃核（図Ⅲ－４１、表Ⅲ－７～１２）

１５４点出土し、３点以上出土したブロックは多い順から Sb－９３（３６点）、９７（２６点）、９５（１４点）、

１０１（１０点）、９０（９点）、８２（８点）、８７（８点）、８３（６点）、８６（６点）、１００（６点）、９９（５点）、

１１０（４点）、９１（３点）、９８（３点）である。概ね石刃・縦長剥片の分布と一致するが、それらに比

べ Sb－９５は少なく、Sb－１０２は全く分布しない。

石核（図Ⅲ－４１、表Ⅲ－７～１２）

２０１点出土し、３点以上出土したブロックは多い順から Sb－９７（５１点）、９３（３４点）、１０１（２０点）、

９５（１６点）、９０（９点）、１１０（９点）、８６（７点）、８５（６点）、１０２（６点）、１０９（６点）、９９（５点）、

８２（４点）、９８（４点）、１００（４点）、８３（３点）、９６（３点）、１０４（３点）である。石刃核の分布と

類似するが、Sb－９５での出土位置が異なり、Sb－１０２には６点分布する。

台石（図Ⅲ－４１、表Ⅲ－７～１２）

２点出土し、Sb－９５（１点）、１０５（１点）に分布する。

斧形石器（図Ⅲ－４１、表Ⅲ－７～１２）

１点出土し、Sb－９５（１点）に分布する。

原石（図Ⅲ－４２、表Ⅲ－７～１２）

３６点出土している。Sb－８５の N３８区・ブロック外の R１９区には２８・３７cmの大型棒状原石（原石Ⅱ

類）が分布し、Sb－９３～９５の I３２～K３０区には黒曜石１（黒色）、Sb－１０４・１０５のＨ１３～J１５区には黒

曜石２（梨肌）の、１０cm以下の小型棒状原石（原石Ⅱ類）がまとまって分布する。また、Ｑ２６区に

は長さ１０cm、厚さ３cm程度の扁平な頁岩原石（原石Ⅰ類）が分布する。

つまみ付きナイフ（図Ⅲ－４２、表Ⅲ－７～１２）

１点出土し、Sb－１０１（１点）に分布する。

礫（図Ⅲ－４２、表Ⅲ－７～１２）

１点出土し、Sb－１００（１点）に分布する。

被熱石器（図Ⅲ－１６・４２、表Ⅲ－７～１２）

３，８４５点（３．１％）が被熱している。被熱率１０％以上のブロックは無く、５～１０％は Sb－８３・８９・

９３・９６・９８・１００、１～５％は Sb－８５・８７・９０・９１・９４・９５・９７・９９・１０１・１０４・１０６・１１０・１１１、

それ以外は１％以下である。約８割のブロックが被熱率５％以下で、約４割が１％以下である。全体

的には「白滝Ⅰ群」（Sb－６４～７９）（１９．４％）に比べ、非常に低い割合であるが、既報告で遺物総数

５万点以上の上白滝２（Sb－１５を除く）、上白滝５、「白滝Ⅰ群」を除いた奥白滝１遺跡（鈴木ほか

２００１、直江ほか ２００２）と比較するとほとんど変わらず、「白滝Ⅰ群」の被熱率（上白滝８遺跡３４．９％、

奥白滝１遺跡２６．２％）を考慮に入れると、むしろ、「白滝Ⅰ群」被熱率の高さが目立ち、石器群を特

徴づけている。

分布に関しては、被熱石器はほぼ全域に分布するが、いくつかの集中域があり、その中心に高密度

の部分があるのが特徴である。この特徴は技術的に分類した器種毎の分布傾向とは異なり、被熱行為

という全く別の要因によるものであるためと解釈できる。被熱石器と炭化木片ブロックは Sb－８５南

部と Cb－１７、Sb－９３中央部と Cb－１６の分布が一致し、Sb－９３南部と Cb－１９が隣接し、それ以外は

両者に距離がある。距離のあるものを直接的に関連付けるのは困難であるが、分布が重複・隣接する

ものでも形成過程やブロックの構成などを考慮に入れなければ直ちにそれらを関連付けるのは危険で

ある。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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表Ⅲ－１３ 西地区出土原礫面残存・被熱石器一覧

ブロック 遺物点数（点取り）（点） 原礫面残存石器（点、％） 被熱石器（点、％）
Sb－６４ ２２３ １０２ ４５．７ １２３ ５５．２
Sb－６５ １４ ６ ４２．９ １ ７．１
Sb－６６ ３４５ １８８ ５４．５ ８２ ２３．８
Sb－６７ ８６ ２２ ２５．６ １４ １６．３
Sb－６８ ４３ ２０ ４６．５ ８ １８．６
Sb－６９ １９４ １０１ ５２．１ ７６ ３９．２
Sb－７０ ２４１ １２１ ５０．２ ６１ ２５．３
Sb－７１ ２２ １２ ５４．５ ０ ０．０
Sb－７２ ２１ １２ ５７．１ ２ ９．５
Sb－７３ ２５ １２ ４８．０ ０ ０．０
Sb－７４ １０５ ７１ ６７．６ ２ １．９
Sb－７５ ５９ ３９ ６６．１ ０ ０．０
Sb－７６ １１６ ６８ ５８．６ ３ ２．６
Sb－７７ ３１６ １８６ ５８．９ ３ ０．９
Sb－７８ ３９ １５ ３８．５ ０ ０．０
Sb－７９ ６５ ５６ ８６．２ ０ ０．０

白滝Ⅰ群ブロック外 ２５ １２ ４８．０ １ ４．０
Sb－８０ ２８２ ３６ １２．８ ２ ０．７
Sb－８１ ８５２ １１ １．３ ０ ０．０
Sb－８２ ２１２３ ６３０ ２９．７ １７ ０．８
Sb－８３ ２１４９ ４６４ ２１．６ １３１ ６．１
Sb－８４ ２９１ ８３ ２８．５ １ ０．３
Sb－８５ １１４９ ４６８ ４０．７ ３７ ３．２
Sb－８６ ３２６４ ７７０ ２３．６ １３ ０．４
Sb－８７ ３１２５ ７７３ ２４．７ ３２ １．０
Sb－８８ ２６１４ ６１４ ２３．５ ９ ０．３
Sb－８９ １２４８ ２７８ ２２．３ ８２ ６．６
Sb－９０ １１２６６ ２５６３ ２２．７ ３１８ ２．８
Sb－９１ １１７５ ３０３ ２５．８ ３０ ２．６
Sb－９２ ２９０３ ６０８ ２０．９ １ ０．０
Sb－９３ ２４１３８ ５７７０ ２３．９ １５０７ ６．２
Sb－９４ １８４４ ６７３ ３６．５ ３４ １．８
Sb－９５ １９３４４ ３９７６ ２０．６ ６２７ ３．２
Sb－９６ １９４９ ４０５ ２０．８ １２０ ６．２
Sb－９７ ２５０７６ ７８６９ ３１．４ ３１９ １．３
Sb－９８ ４５７ １７４ ３８．１ ４２ ９．２
Sb－９９ ３１９５ ６６６ ２０．８ １１３ ３．５
Sb－１００ １９１３ ５９０ ３０．８ １８５ ９．７
Sb－１０１ ６６００ １９６８ ２９．８ ９７ １．５
Sb－１０２ １０５１ ２４１ ２２．９ ９ ０．９
Sb－１０３ １１１ １８ １６．２ ０ ０．０
Sb－１０４ １７３９ １９８ １１．４ １９ １．１
Sb－１０５ ６９８ １１６ １６．６ ４ ０．６
Sb－１０６ ５４５ １４４ ２６．４ １３ ２．４
Sb－１０７ １２ ２ １６．７ ０ ０．０
Sb－１０８ ４４ ４ ９．１ ０ ０．０
Sb－１０９ ９４３ ３６８ ３９．０ １ ０．１
Sb－１１０ ２２４０ ６６４ ２９．６ ２５ １．１
Sb－１１１ １５６ ４７ ３０．１ ６ ３．８
ブロック外 ４０ １０ ２５．０ １ ２．５
合計 １２６４７５ ３２５４７ ２５．７ ４１７１ ３．３

２ 遺構と遺物
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原礫面残存の石器（図Ⅲ－４２、表Ⅲ－７～１２）

原礫面は３１，５０４点（２５．３％）に残存している。原礫面残存率３０％以上のブロックは Sb－８５・９４・

９７・９８・１００・１０９・１１１、２０～３０％は Sb－８２～８４・８６～９３・９５・９６・９９・１０１・１０２・１０６・１１０、１０～

２０％は Sb－８０・１０３～１０５・１０７、１０％以下のブロックは Sb－８１・１０８である。２０％以上のブロックが

８割近くを占め、全体的に高率で、原石の状態で搬入されたものが多いことが要因と考えられる。一

方、Sb－８１は１．３％と非常に低率であるが、原礫面のほとんど残存しない粗加工された尖頭器で搬入

されているためである。このように原礫面残存率は搬入形態を反映している。 （鈴木宏行）

（３）石器ブロック６４～７０（Sb－６４～７０）の石器
出土石器（表Ⅲ－７・８）

基部平坦加工石器２点、裏面微細加工石器２３点、二次加工ある剥片９点、掻器７点、削器２点、錐

形石器２点、縦長剥片１点、石核５６点、剥片１，０４４点の計１，１４６点、重量２６，１７９．７gの石器類が出土し

た。石材は黒曜石１が最も多く８６．７％を占め、以下黒曜石４（１０．６％）、黒曜石５（１．０％）、黒曜石

３（０．８％）、黒曜石２（０．７％）、安山岩（０．２％）、頁岩（０．１％）となっている。

基部平坦加工石器（図Ⅲ－４３－１・２、図版６１）

２点（２個体）を図示している。いずれも剥片素材の石核の素材腹面（以下「石核ポジ面」と記載）

を背面に持つ貝殻状の剥片を素材としている。裏面には素材の打瘤部を除去するような長さ８mm前

後の平坦剥離が施され、下端部の縦断面形が鋭くなっている。上端部の無加工の縁辺には微細な刃こ

ぼれ状の剥離が見られる。１の正面下端の剥離は裏面の加工に切られており、素材作出後の剥離か確

定できないが、裏面と同様の細かな平坦剥離であるため、二次加工と考えられる。産地分析の結果、

赤石山産と判定された（Ⅳ章４）。２は右側が大きく欠損するもので、裏面右側の微細加工は素材剥

離前のものである。正面側には加工が施されていない。

裏面微細加工石器（図Ⅲ－４３－３～２３、図版６１）

２３点（１９個体とⅠ層出土２個体を含めた２１個体）を図示している。いずれも裏面の縁辺に長さ２mm

前後の微細な加工が連続して施されるものである。素材は、３～８が三角形、台形または五角形で、

打面から両側縁が撥形に広がる剥片、９～１５は両側縁の中央部がおおむね平行する長幅比１．８前後の

寸詰まりの縦長剥片、１６～２３は両側縁の中央部がおおむね平行する長幅比２．０以上の縦長剥片である。

背面の剥離面構成は主要剥離面に対して横方向を含むものが多く、同方向のみで構成されるものは

１７・１９のみである。このことから素材の多くは打面転移を多数行う剥離技術によって得られたと考え

られる。また、背面に「石核ポジ面」が残るものは１１・１２・１６・１７・２２である。２３のみ安山岩製で、

その他は黒曜石を石材とする。裏面に見られる微細加工のパターンは片側縁のみ（３・７・１１・１３・

１７・１８・１９・２２・２３）、片側縁と反対側縁の打面側（４・６・８・１６・２０）、末端辺（打面とほぼ平行

する末端側の縁辺）のみ（５・９・１５）、片側縁から末端辺にかけて（１０・１４・２１）、片側縁から打面

にかけて（１２）となっている。これらの片側縁は裏面右側縁に相当する場合が多い。

二次加工ある剥片（図Ⅲ－４４－２４～２９、図版６１・６２）

６点（５個体とⅠ層出土１個体を含めた６個体）を図示している。素材は、２４・２８が台形で、打面

から両側縁が撥形に広がる剥片で、２６は拇指状の剥片・２７は両側縁の中央がほぼ平行する寸詰まりの

縦長剥片、２９は四角形で大型の剥片である。２５の素材は、変形度が大きく不明である。２４・２６・２８は

末端辺が厚手である。加工は２４・２５が素材の打面部を断ち切るような急角度で大きな剥離が背面側か

ら、２６～２８は背面側に微細に施され、２９は右側辺下部と末端辺との角に微細な加工が見られる。
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掻器（図Ⅲ－４４－３０、図Ⅲ－４５－３１、図版６２）

２点（２個体）を図示している。いずれも完形品で、長さ・幅１０cm程度の大型剥片を素材として

いる。直線的な刃部で、末端縦断面形状は３０が腹面側にやや湾曲し、３１は直線的である。刃部の加工

は急角度で、３０は素材の形状を利用した加工で加工の長さが短い。周辺加工は３０が無加工、３１が右側

縁の両面に連続した階段状の剥離が見られる。

錐形石器（図Ⅲ－４５－３２・３３、図版６３）

２点（２個体）を図示している。いずれも完形品で、末端部が厚手の剥片を素材としている。突出

部は３２が１か所、３３が上下に２か所見られる。３２・３３下は末端辺と側辺との角部を利用し、３３上は刃

部が一度更新されており、打面部で突出部を作出した後、打面と側辺の折れ面との角部を利用してい

る。３２の加工は、背面右側辺に微細剥離がノッチ状にみられ、末端辺に続く僅かなものである。３３は

上下とも錯向状の剥離で、打面側が２cm程度の大きな剥離である。３３の裏面下部には長さ３cm幅

１．５cmに渡って斜方向に擦痕が付着している。

削器（図Ⅲ－４５－３４・３５、図版６３）

２点（２個体）を図示している。いずれも剥片を素材とし、末端部付近に転礫面が残っている。背

面側に連続した二次加工が施されるが、３５はやや粗く下部がノッチ状になっている。

縦長剥片（図Ⅲ－４５－３６、図版６３）

１点（１個体）を図示している。下端に転礫面が残るものである。背面の剥離面構成は腹面と同方

向及び、左右が見られ、この剥片の剥離前に横方向の打面と作業面を入れ替える交互剥離が行われて

いたことを示している。平坦打面である。

石核（図Ⅲ－４５－３７～図Ⅲ－５２－７０、図版６３～６６）

３８点（３２個体とⅠ層出土２個体を含めた３４個体）を図示している。いずれも剥離の際に打面調整・

頭部調整などの石核調整は施されず剥離面のバルブが発達している特徴を持つ。

３７～４９は扁平で、剥離作業を主に素材の平坦面で行っているもので、後述するⅠ類の剥片剥離が行

われた際の残核と思われる。素材は３７～４８が剥片、４９が礫である。作業面は３８～４６が主に素材の腹面

側、３７・４７・４８は素材の背面側に設定されている。前者は、主に末端が薄手で寸詰まりの剥片が剥離

されている。３８～４６は裏面に転礫面があり、剥離の比較的初期段階で得られた剥片を素材としている。

３７は上からの最終剥離が大きくウートラパッセを起こしている。３８の上半部は節理面のため剥離が急

角度となっている。３９の下からの剥離は末端が階段状で、剥離角が鈍角化している。４０の左側面には

急角度の剥離が見られる。４１の石材は黒曜石４である。４２は裏面の求心状剥離の後に正面側に打面転

移している。４３の右側は尖頭形となっている。４４の上半部は裏面の剥離の後に正面に打面転移してい

る。裏面にはパンチ痕が残っている。４５の上半部の剥離は正面→裏面→正面と交互剥離が行われ、下

半部の剥離は大きくやや急角度である。４６の素材腹面は平坦で、リングは丸みが強く密集している。

素材のバルブ周辺のみで剥離作業が行われる。４７は正面から上面にかけて横方向から剥離した後、正

面上からの剥離が行われる。４８はウートラパッセを起こした剥片の内反した腹面末端部を打面とし、

下端の素材面に、一回の剥離が行われている。素材を剥離した打面部には複数のパンチ痕が見られる。

４９の上部は上から、下部は横方向の剥離が見られる。いずれの剥離も大きい。

５０～５８は素材の小口面で剥離作業を行っているもので、素材は全て剥片である。後述するⅡ類の剥

片剥離が行われた際の残核と思われる。打面は、５０～５４が素材の広い平坦面、５５～５８が素材の小口面

にほぼ固定されている。その結果、５０～５４は末端が幅広の剥片、５５～５８は縦長剥片が主に剥離されて

いる。５０～５４の打面の位置は、５０・５１・５４が素材の腹面、５２・５３が素材の背面に設定されている。原

２ 遺構と遺物
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礫面が残っているのは、５１～５４、５７で、打面を素材の広い平坦面に設定している石核に多く見られる

傾向がある。５０は正面から左側面にかけて連続的に寸詰まりの縦長剥片が剥離されている。５１は厚手

の折損した剥片の末端側を素材とし、折れ面への剥離が一回行われている。打面側に折れ面接合する

ものは５６である。５２は上面観が三角形を呈し、正面と左側面の２か所で連続的な剥離が見られる。素

材背面は原礫面に覆われている。５３は剥離角が鈍角で、最終的な剥離が階段状で打面部が潰れている。

５４の原礫面は平滑で稜が摩滅していない角礫面である。Sb－６４～７０の中で角礫面を持つものは５４の

みであり、同一母岩の資料がないことからブロック外からの搬入品と思われる。５５の右側面は素材腹

面にあたる。裏面では横方向の剥離が行われている。５６は折れ面を打面とするもので、５１と折れ面接

合している。下端部には正面側への剥離が見られる。５７は両側面の小口面の他に、上面から正面にか

けて横方向の剥離が見られる。５８は正面が素材の打面部にあたる。素材の縁辺には微細で不規則な剥

離が見られる。

５９～７０は打面転移を頻繁に行っているものである。後述するⅢ類の剥片剥離が行われた際の残核と

思われる。打面と作業面を９０°入れ替える交互剥離を基本とし、その作業部位を転移させていく傾向

がある。実測図は、６８・６９を除き最終剥離が正面と上面との交互剥離となるよう石核を設置した。全

ての石核に原礫面が残っている。素材は６３・６７・６８が剥片、それ以外は礫である。５９は正面と下面で

も交互剥離が行われている。また、上面には多数のパンチ痕が見られる。６０の最終剥離以前は他方向

からの剥離が見られ、裏面と右側面でも交互剥離が行われている。６１はやや連続して同方向の剥離が

見られ、上面の剥離が左側面にかけて行われている。６２は被熱により破損している。６３は左側面と下

面でも交互剥離が行われている。裏面が素材の腹面にあたる。６４は左側面と裏面、左側面と右側面で

も交互剥離が行われている。最終的に正面と左側面との稜を剥離軸に設定して縦長剥片が剥離されて

いる。６５は正面下部から裏面にかけて原礫面が残存しており、素材の状態からあまり剥離が進行せず

に遺棄されている。６６は各面とも激しいヒンジを起こしており、ランダムな打面転移が頻繁に行われ

ている。６７は正面の剥離角が鈍角化しており、打点部が激しく潰れている。上面と下面に多数のパン

チ痕が見られる。６８には上面から右側面にかけて原礫面が残存している。正面と下面との交互剥離が

見られる。大型の剥離面のみで構成されている。６９は横方向の剥離が上面から裏面にかけて連続して

行われている。裏面の剥離は激しいヒンジを起こしている。７０は大型の剥離面のみで構成されている。

石器ブロック６４～７０（Sb－６４～７０）の分布状況

遺跡中央西寄りの広い範囲で確認された。標高は４３７．５～４４３mでブロックにより高低差がある。

地形は北東側に傾斜する緩斜面上である。Sb－６４と６５及び Sb－６８と６９は比較的近接しているが、そ

の他は隣のブロックとそれぞれ２０m前後の距離を隔てて分布し、最も離れた Sb－６６と７０では５２mの

距離がある。東地区で報告した「白滝Ⅰ群」の Sb－９、１１～１３も比較的近接して分布している。特

に Sb－９は石器組成が類似している。しかし、両ブロックとも Sb－６４～７０との接合関係は見られな

い。

石器ブロック６４（Sb－６４）の分布（図Ⅲ－５３、表Ⅲ－７・８）

Ｈ４２～４４、Ｉ４３・４４区の１１．７×５mの範囲で確認されたが、調査区範囲外のＧ４２・４３区にも分布

が広がると考えられる。Ｈ４２・４３区の境に集中域があり、分布は北西－南東方向にやや間延びしてい

る。基部平坦加工石器１点、裏面微細加工石器２点、二次加工ある剥片２点、錐形石器２点、石核８

点、剥片２０８点の計２２３点、重量５，２３２．４gの石器類が出土した。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック６５（Sb－６５）の分布（図Ⅲ－５４、表Ⅲ－７・８）
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Ｈ４０・４１、Ｉ４０・４１、Ｊ４１区の５．８×４．８mの範囲で確認された。Ｈ４１区にややまとまりが見られ

るが、非常に散漫な分布状況である。石核４点、剥片１０点の計１４点、重量６６１．３gの石器類が出土し

た。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック６６（Sb－６６）の分布（図Ⅲ－５４・５５、表Ⅲ－７・８）

Ｐ３７、Ｑ３６・３７、Ｒ３４～３７、Ｓ３５～３７区の１３．３×１３．８mの範囲で確認されたが、調査区範囲外の

Ｔ３５～３７区にも分布が広がると考えられる。Ｓ３６区に集中域があり、Ｐ～Ｒ区は散漫な分布状況であ

る。裏面微細加工石器６点、二次加工ある剥片１点、掻器１点、削器１点、石核１９点、剥片３１７点の

計３４５点、重量８，５６７．８gの石器類が出土した。石材は、安山岩製の剥片１点以外は全て黒曜石である。

石器ブロック６７（Sb－６７）の分布（図Ⅲ－５６・５７、表Ⅲ－７・８）

Ｊ３７・３８、Ｋ３６～３８、Ｌ３６～３８、Ｍ３６区の１６．０×７．２mの範囲で確認された。Ｌ３７区にややまとまっ

た集中域があり、分布は北東－南西方向にやや間延びしている。基部平坦加工石器１点、裏面微細加

工石器７点、二次加工ある剥片１点、縦長剥片１点、石核５点、剥片７１点の計８６点、重量２，１０９．２g

の石器類が出土した。トゥールの割合が高い（１０．５％）。石材は黒曜石１のみである。

石器ブロック６８（Sb－６８）の分布（図Ⅲ－５６・５７、表Ⅲ－７・８）

Ｈ３６・３７区の４．５×２．５mの小さな範囲で確認された。Ｈ３６・３７区の境に集中域がある。裏面微細

加工石器４点、剥片３９点の計４３点、重量３０８．５gの石器類が出土した。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック６９（Sb－６９）の分布（図Ⅲ－５８、表Ⅲ－７・８）

Ｈ３５・３６、Ｉ３４～３６、Ｊ３５区の１０．３×６．２mの範囲で確認された。Ｉ３６区全体にまとまった集中域

があり、分布は南北方向にやや間延びしている。裏面微細加工石器１点、二次加工ある剥片１点、石

核３点、剥片１８９点の計１９４点、重量２，８８２．５gの石器類が出土した。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック７０（Sb－７０）の分布（図Ⅲ－５９・６０、表Ⅲ－７・８）

Ｈ２７～２９、I２７～２９・３１区の９．１×１６．９mの範囲で確認された。Ｉ２８区に集中域があり、分布は北東

－南西方向に間延びしている。裏面微細加工石器３点、二次加工ある剥片４点、掻器６点、削器１点、

石核１７点、剥片２１０点の計２４１点、重量６，４１８．０gの石器類が出土した。石材は、安山岩製の剥片１点

以外は全て黒曜石である。

石器ブロック６４～７０の接合状況（図Ⅲ－６１）

Sb－６４～７０ではブロック内の接合を中心としている。ブロック間の接合関係は、３母岩で確認さ

れ、Sb－６８を除き全てのブロックに及んでいる。それぞれ Sb－６４・６５・６６（母岩４８１・接合３５３）、Sb

－６７・６９（母岩４８８・接合３５８）、Sb－６６・６７・７０（母岩４９０・接合３６０）で接合関係が見られる。全体

の剥離作業は、母岩４８１が Sb－６４・６５、母岩４８８が Sb－６７、母岩４９０が Sb－６６・６７で行われており、

１～２点の石器類が他のブロックから出土している。母岩４８１では掻器３０が Sb－６６から、母岩４８８で

は掻器３１が Sb－７０から単独で出土し、母岩４８１では剥片２点が Sb－６９から出土している。

母岩別資料・接合資料

「白滝Ⅰ群」（Sb－６４～７９）では多数の接合資料が得られ、それらを検討した結果、素材の形態、

打面・作業面の設定場所や転移方法、得られる剥片の形態などにより剥離技術をⅠ～Ⅲ類に大別し、

さらに若干の細分を行った。なお、これは奥白滝１遺跡（直江ほか ２００２）の「白滝Ⅰ群」の剥離技

術をもとにしている。

Ⅰ類：扁平な素材の平坦面で剥離作業を行うもの。

Ⅰａ類…片側の平坦面で作業を行うもの。主に長幅比が１．０前後の貝殻形・扇形・台形・三角形の
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剥片が剥離される。

Ⅰｂ類…両側の平坦面で作業を行うもの。主にやや横長の剥片が剥離される。

Ⅱ類：素材の小口面で剥離作業を行うもの。

Ⅱａ類…素材の広い面を打面に固定するもの。主に打面部が幅広で厚い剥片、両側縁の中央がほぼ

平行する寸詰まりの剥片が剥離される。

Ⅱｂ類…素材の小口面を打面に固定するもの。主に縦長剥片が剥離される。

Ⅲ類：打面と作業面を頻繁に転移するもの。剥離される剥片の形態は最も多様である。主に両側縁の

中央がほぼ平行する寸詰まりの剥片、やや横長の剥片、縦長剥片、片側縁が「く」の字状にな

る剥片などが剥離される。

Ⅲａ類…打面と作業面を１～数打ごとに入れ替える交互剥離を基本とし、その作業部位を転移して

いくもの。

Ⅲｂ類…打面と作業面の転移に規則性が見られないもの。

以下、「白滝Ⅰ群」（Sb－６４～７０、７１、７２～７９）に限定し、接合資料の記載に用いる。

Sb－６４～７０では、１，１４６点中７０２点を２７母岩に母岩分類し、６９個体（母岩別資料内３７個体）の接合

資料が得られた。その内母岩別資料４母岩を図示し、６母岩を写真のみ掲載している。

母岩別資料４８９・接合資料３５９（図Ⅲ－６２、図版６７－１）

母岩別資料は接合３５９のみである。

素材 ２５点（２３個体）が接合し、重量は５１０．０g、大きさは１２．２×１４．２×４．９cmである。大型の剥片

を素材とし、ほぼ剥片の状態で遺跡内に搬入されている。素材の末端部に半月状の「爪あと」（以下、

「爪状痕」と表現）のある原礫面が見られる。

剥離工程 素材の腹面を正面、打面を右側面に設定し、Ⅰｂ類の剥離を中心に作業が進行している。

段階１は縁辺の細かい剥離で、他との前後関係は不明である。段階２～８は正面・右側面と裏面との

交互剥離である。段階３・４の上方からの剥離は、素材腹面と打面の稜線を剥離軸に設定している。

また、段階５の中央の１点は、素材背面の稜線を剥離軸に設定している。そのためどちらもやや縦長

となる剥片が剥離されている。その他の剥片の形状は、末端が幅広となる剥片が多い。また、前述の

段階５の１点は頭部に細かな階段状の潰れが見られる。剥離の進行に伴い正面側への剥離角が急角度

となり、作業面が小口面側に変化している。最終的に石核５８が遺棄される。

分布 Sb－６７の集中域を中心として散漫に分布する。

母岩別資料４９３・接合資料３６５（図Ⅲ－６３・６４、図版６８－１）

母岩別資料は接合３６５・３６６、剥片４点で構成され、総点数４３点、総重量３１５．９gである。

素材 ３６点（３５個体）が接合し、重量２８６．５g、大きさは５．５×８．８×８．５cmである。角が摩滅した平

滑な面が部分的に残る亜円礫を素材として、原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 原石の平坦面を上面に設定し、Ⅰｂ類の剥離によって作業が進行している。上面と正面と

の交互剥離（段階１～１２）が連続して行われている。剥離の進行に伴い正面の作業面が左側面側にも

広がり、上面の中央が山形に突出していく。段階３・４の間には正面側への剥離が行われているが、

欠落している。

段階６からは前段階部を外した中間の接合図を図Ⅲ－６３－７３に、段階９以降はさらに外した最終の

接合図を図Ⅲ－６３－７４に図示した。段階９で得られた縦長剥片が裏面微細加工石器１９の素材となって

いる。段階１０以降の作業部位は石核の右側に偏っている。段階１３・１４も前段階から連続する交互剥離

であるが、石核形状の変化に伴い、右側面から正面及び裏面への剥離となっている。全体的な剥片の
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傾向として、上面では扁平で幅広、または末端幅広の剥片、正面では剥離軸と平行する稜があるため、

やや縦長となる剥片が多く見られる。最終的にサイコロ状の石核６１が遺棄される。

分布 Sb－６６の集中域から２．５m程西側にまとまって分布する。

母岩別資料４９７・接合資料３７０（図Ⅲ－６４～６６、図版６８－２）

母岩別資料は接合３７０・３７１、剥片１点で構成され、総点数７４点、総重量７７４．７gである。

素材 ５６点（３５個体）が接合し、重量５９６．８g、大きさは１１．２×９．３×７．６cmである。全体的に摩滅し

た転礫を素材とし、正面・上面・左側面が大きく剥離された状態で遺跡内に搬入された可能性があ

る。なお、接合３７１は、剥片を素材とする石核の小口面を連続的に剥離するⅡａ類の剥離が行われて

いるもので、最終的な石核は出土していない。

剥離工程 Ⅲａ類の剥離を中心として作業が進行している。段階１・２は上面・左側面への正面から

の連続的な剥離である。その結果、上面は左右に傾斜し、中央が山形に突出する形状となる。図版作

成時に個体Ａの範囲を誤って図示した。図版の網掛け部分は剥離以前に存在した同方向の内在する割

れの範囲に相当する。実際は右側面上部が前述の剥離にあたるため個体Ａの範囲から除かれる。また、

右下部分を取り込むもので、作業面が右側面側に大きく傾いている。厚手の横長剥片で、石核の素材

となっている（個体Ａ）。

段階２以降は前段階部を外した中間の接合図（図Ⅲ－６５－７６）で説明する。基本的には前段の実測

図と同様の据え方で図示している。段階３は正面への剥離で、段階２と交互剥離となっている。それ

と平行して裏面への上からの剥離（段階４）、左側面への裏面からの剥離（段階５）が行われ、再び

段階２・３と同様に左側面・上面と正面との交互剥離（段階６・７・９～１４）が行われる。段階８は

途中に行われる正面上部の剥離である。剥片の傾向として、段階１１までは、平坦な作業面から剥離さ

れるものが多いため、幅広剥片が剥離されている。その後は剥離軸と平行する稜があるため、器体中

央の稜線部が最も厚くなる剥片が剥離されることが多い。

段階９からは前段階部を外した最終の接合図（図Ⅲ－６５－７７）に図示した。基本的には前段の実測

図と同様の据え方で図示している。段階１４の末端が厚手であったため、正面が突出する形状となる。

その結果、段階１５も前段階からの交互剥離が連続するものだが、右側面での左側面からの剥離となっ

ている。最終的に石核６２が遺棄される。

個体ＡはⅢａ類の剥離が行われる。素材打面部と背面との交互剥離（Ａ－段階２～４）の後、右側

面側が内在する割れにより剥落する（Ａ－段階５）。次にそれを打面として、素材の末端部と側面と

の交互剥離（Ａ－段階６・７）が行われ、最終的に石核６３が遺棄される。なお、前述のとおりＡ－段

階１は、本個体には含まれない。

分布 Sb－６６の集中域を中心として分布する。段階、個体による分布の違いは見られない。

母岩別資料６７５・接合資料４６８（図Ⅲ－６６～７１、図版６９・７０－１）

母岩別資料は接合４６８、剥片５点で構成され、総点数１０１点、総重量１，３４４．８gである。

素材 ９６点（７２個体）が接合し、重量１，３４０．２g、大きさは１０．４×１３．４×１３．０cmである。全体的に摩

滅した転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 Ⅲａ類の剥離技術を中心に作業が進行している。正面（段階１）と上面（段階２）との交

互剥離の後、左側面・上面（段階３・４・６）と裏面（段階５・７）との連続的な交互剥離が行われ

る。段階２の上面の剥離のうち大型のものは遺跡内から出土していないため、剥片の状態で遺跡外に

搬出されたものと見られる。段階５・７とも厚手の剥片であるため、段階を追うごとに石核の裏面が

傾斜し、段階７の作業面は左側面に傾いている。また、段階１は末端がすぼむ大型の剥片、段階３は
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幅広の剥片、段階４は縦長剥片、段階５・７は厚手の剥片、段階６は打面部が厚く末端部が薄い剥片

が剥離され、それぞれ石核の素材となっている（個体Ａ～Ｆ）。これ以降の段階の剥片とは大きさに

違いが見られる。従って段階７までが石核の素材を得るための剥離で、それ以降は石器類の素材を得

るための剥離になったものと考えられる。

段階８以降は前段階部を外した中間の接合図（図Ⅲ－７０－８４）で説明する。基本的には前段の実測

図と同様の据え方で図示している。段階８は正面を打面とする上面への剥離である。上面中央部の山

形の突出を除去することが狙いであったと思われる。その後、左側面・裏面（段階９・１１・１４）と上

面（段階１０・１２）との連続的な交互剥離が行われる。これは、ほぼ段階６・７と同じ作業部位である。

段階１４の後は、さらに上面での剥離が行われているが欠落している。末端が幅広の剥片である。途中

に行われる段階１３は、段階９の末端部のヒンジを除去するための石核下部の剥離である。その後、交

互剥離の作業部位が段階１３と交互剥離となる正面（段階１５）への剥離→上面・右側面（段階１６）と正

面（段階１７）→上面（段階１８・２０）と左側面（段階１９）と頻繁に移動していく。

段階１７以降は前段階部を外した最終の接合図（図Ⅲ－７１－８５）で説明する。基本的には前段の実測

図と同様の据え方で図示している。段階１８～２０の作業部位は段階９～１２・１４と同じである。その後正

面下からの剥離（段階２１）を挟んで、再び上面（段階２２）と左側面（段階２３）との交互剥離が行われ

る。以降はⅢｂ類の剥離となり、左側面に下から（段階２４）→上面に正面から（段階２５）→正面・左

側面に下から（段階２６）の剥離が行われる。なお、終盤に行われた下からの剥離である段階１５・２１・

２４・２６は全て段階１３で作出された作業面を打面としている。最終的に石核５９が遺棄される。剥離開始

時の母岩の大きさから１／５程度まで石材を消費している。また、段階１０・１８・２６で剥離された剥片

がそれぞれ裏面微細加工石器１５、二次加工ある剥片２４・２６の素材となっている。

個体Ａは段階１の剥片を素材としており、素材腹面側への平坦剥離と側面へのⅠｂ類の剥離（Ａ－

段階１）が行われている。最終的な石核は遺跡内からは出土しておらず、遺跡外に搬出された可能性

が高い。

個体Ｂは段階３の剥片を素材とし、素材背面を正面に設定している。打面側と右側縁が節理面によ

り折損（Ｂ－段階１）した後、石核を周回するように急角度のⅠａ類の剥離が裏面から行われている

（Ｂ－段階２）。最終的に六角形の石核３８が遺棄される。

個体Ｃは段階４の剥片を素材としており、器体中央で素材を半割しそれぞれ剥片剥離を行っている

（個体Ｃ－ａ・ｂ）。素材の上半部にあたる個体Ｃ－ａは、正面側への剥離（ａ－段階１）と折れ面

からの側面へのⅡｂ類の剥離（欠落）が行われ、最終的に石核５６が遺棄される。個体Ｃ－ｂは素材腹

面を打面として折れ面へのⅡａ類の剥離（ｂ－段階１）が行われ、最終的に石核５１が遺棄される。

個体Ｄは段階５の剥片を素材として、素材の腹面を正面に設定し、Ⅰｂ類の剥離を中心として剥離

が進行している。上面への裏面からの剥離（Ｄ－段階１）の後、正面で求心状の平坦剥離が連続的に

行われる（Ｄ－段階２）。左側面への剥離（Ｄ－段階３）の後、再び正面への剥離が行われる（Ｄ－

段階４）。Ｄ－段階２の左側の作業面とＤ－段階３・４は交互剥離状となっている。最終的に石核４５

が遺棄される。

個体Ｅは段階６の剥片を素材として、素材の背面を上面、打面部を正面に設定し、Ⅱａ類の剥離が

行われている。上面から正面への連続的な剥離（Ｅ－段階１）が行われ、最終的に石核５３が遺棄され

る。剥離角が直角に近く、打面部は階段状の細かい潰れが著しい。Ｅ－段階１で得られた剥片は、厚

手で末端が幅広である。裏面微細加工石器５・１０と二次加工ある剥片２８の素材となっている。

個体Ｆは段階７の剥片を素材としている。素材の腹面を上面、末端部を正面に設定し、Ⅱａ類を中
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心とした剥離が行われている。打面を上面に固定して正面を中心とした連続的な剥離が進行する（Ｆ

－段階１・３）。途中下からの剥離が僅かに見られる（Ｆ－段階２）。最終的に石核５０が遺棄される。

Ｆ－段階１の剥片が削器３４の素材となっている。

分布 Sb－７０の集中域を中心として分布する。段階、個体による分布の違いは見られない。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料５００・接合資料３７４（図版６７－２）は、小型の亜円礫の平坦面を求心状に剥離した状態で

遺跡内に搬入している。遺跡内でもⅠｂ類の剥離が行われ、１点が削器３５に加工されている。その後、

平坦面への剥離は上方からのみとなり、小口面である右側面に下方からと、左側面への正面からの剥

離が行われ、石核６５が遺棄される。

母岩別資料４９２・接合資料３６４（図版７０－２）は、小型の亜円礫を遺跡内にほぼ原石の状態で搬入し、

正面と上面とのⅢａ類の剥離を主体として剥離が進行する。最終的に石核６０が遺棄される。また、終

盤に剥離された３点の剥片が裏面微細加工石器３・４・６の素材となっている。

母岩別資料４８８・接合資料３５８（図版７１－１）は、分割した転礫の状態で遺跡内に持ち込み、分割面

（正面）と素材背面（裏面）を打面に設定し、Ⅲｂ類の剥離が行われている。最終的に上面から裏面

にかけて大きく原礫面が残る石核６８が遺棄される。また、初期段階で剥離された厚手の剥片が石核の

素材となり、素材背面でⅡａ類、腹面側でⅠａ類の剥離が行われ石核６７が遺棄される。分布はブロッ

ク間の接合関係が見られる。石器類の大部分は Sb－６７に分布するが、剥片素材の石核から剥離され

た剥片のうち２点が Sb－６９から出土している。

母岩別資料５０４・接合資料３８８（図版７１－２）は、転礫を素材とし、上面に大きな剥離面がある状態

で遺跡内に搬入している。Ⅲａ類の剥離を主体的に用いて剥離が進行している。初期段階では上面の

平坦面と左・右・正面との交互剥離が中心となる。途中、作業部位が転移し、正面と右側面との交互

剥離が行われる段階がある。最終的にⅢｂ類の剥離が行われるが、ヒンジが激しく作業面の形状が不

規則となり石核６６が遺棄される。初期段階で剥離された横長剥片が石核の素材となり、Ⅰｂ類の剥離

が行われ最終的に石核３９が遺棄される。

母岩別資料４９０・接合資料３６０（図版７２～７４－１）は、正面と上面を大きく剥離した状態で遺跡内に

搬入している。上からの大型の剥離を２回のみ行い、石核は遺跡外に搬出している。得られた剥片は

石核の素材９１と掻器３１に利用されている。

９１は上半部９２（個体Ａ）と下半部（個体Ｂ）に二分割され、それぞれ剥片剥離が行われている。個

体Ａは分割面を打面に設定し、正裏面でⅠｂ類の剥離を行う。最終的に横方向に縦長の剥片を剥離し、

石核４７が遺棄される。得られた３枚の剥片がさらに石核（個体Ａ－ａ・ｂ・ｃ）の素材となっている。

個体Ａ－ａは大きくウートラパッセを起こした剥片を素材とし、内反した腹面末端部を打面として、

下端の素材面にⅠａ類の剥離を１回行い、最終的に石核４８が遺棄される。個体Ａ－ｂは寸詰まり縦長

剥片を素材とし、素材背面側でⅠａ類の剥離を行う。ウートラパッセが起き石核形状が変形した後も

同方向から２回の剥離が行われ、石核３７が遺棄される。個体Ａ－ｃの素材は縦長剥片の末端部を分割

したものである。素材末端から側縁にⅡｂ類の剥離を連続的に行い、最終的に石核５５が遺棄される。

個体Ｂは素材腹面を打面として、小口面で大きく１回の剥離が行われている。剥片はウートラパッ

セを起こし、石核の素材９３（個体Ｂ－ａ）となっている。最終的な薄手の石核は遺跡内から出土して

いない。個体Ｂ－ａは、Ⅲａ類の技術を用いて主に正面と上面（分割面と素材腹面）での剥離が進行

している。剥離の進行とともに正面の作業面が左右に傾斜し、正面が突出していく。その後、裏面へ

２ 遺構と遺物
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上面からの連続的な剥離があり、最終的に左側面と裏面との横方向の交互剥離が行われ、石核６４が遺

棄される。最後の裏面の剥離は上面との稜線を作業面に設定しているため、縦長剥片３６となっている。

また、６点の剥片が裏面微細加工石器１２・１３・２０・２１・９４と二次加工ある剥片２５の素材となっている。

分布は、ブロック間の接合関係が見られ、Sb－６６・６７・７０の３か所から出土している。Sb－６６か

らは個体Ｂの剥片全てと、個体Ａの前半の剥片及び個体Ａ－ｂの剥片全て、Sb－６７からは個体Ａの

石核を含む後半の剥離と個体Ａ－ｂの石核、Sb－７０からは掻器３１のみである。このことから、全体

の剥離にあたる石核の素材９１と掻器３１を剥離した場所は不明だが、９１を Sb－６６で分割し、個体Ｂと

個体Ａの前半の剥離を行い、Sb－６７で個体Ａの後半の剥離を行ったものと考えられる。

母岩別資料４９９・接合資料３７３（図版７４－２・７５）は、転礫の状態で遺跡内に持ち込み二分割して、

個体Ａ（９６）・個体Ｂ（９８）のそれぞれで剥片剥離を行っている。個体Ａは上面（分割面）と左側面

とのⅢａ類の剥離と右側面の横方向の剥離が行われ、最終的に石核７０が遺棄される。初期段階の厚手

の剥片が石核の素材となり、Ⅰａ類の剥離が行われ、最終的に石核９７が遺棄される。

個体Ｂは正面へ左側面からの剥離後、右側で正面と裏面とのⅢａ類の剥離が集中的に行われる。正

面の剥離が激しいヒンジを起こし、最終的に石核６９が遺棄される。 （直江康雄）

（４）石器ブロック７１（Sb－７１）の石器
出土石器（表Ⅲ－７・８）

二次加工ある剥片４点、掻器１点、石核２点、剥片１５点の計２２点、重量１，２１０．０gの石器類が出土

した。石材は、黒曜石２が最も多く７２．７％を占め、その他は黒曜石１（２７．３％）のみである。

二次加工ある剥片（図Ⅲ－７２－１～３、図版７６）

４点（３個体）を図示している。いずれも腹面の縁辺に加工が施されるものである。素材は、１は

中央部が最も厚く幅広な細身の五角形、２は台形、３は五角形で、いずれも７cm前後のやや大型の

剥片である。背面の剥離面構成は、１は左右の横方向の剥離がそれぞれ中央の稜から発生しており、

交互剥離の作業部位を転移して得られた剥片が素材と見られる。２は同方向、３は横及び下方向の剥

離面で構成されている。原礫面は２の下部のみに残っており、角が摩滅した平滑な原礫面である。加

工は１cm前後の長いものが主体で、１のみ２mm前後の加工の中に不規則に長い加工が混じってい

る。加工部位は、１が腹面左側縁の中央部から上部、２は鋭い縁辺である腹面右側縁の中央部から打

面の一部と末端辺（打面とほぼ平行する末端側の縁辺）、３は下端部で背面側に大きな剥離をした後、

腹面側の末端辺に加工が施されている。

掻器（図Ⅲ－７２－４、図版７６）

１点（１個体）を図示している。背面の大半を転礫面に覆われた剥片を素材としている。背面の剥

離面構成は横方向のものが１枚のみ見られる。打面は横方向の単剥離打面である。加工は、縁辺が原

礫面部分では全体に軽微で、剥離面部分は無加工部と浅いノッチ状の加工となる。下端部の右側と右

側縁の下部のみ急角度の加工であり、全体的に素材の形状を大きく変えていない。

石核（図Ⅲ－７２－５、図版７６）

１点（１個体）を図示している。打面が大きく、下端部がすぼまる形態で、素材は礫素材である。

下面を除いて全面で上からの剥離が主体を占め、裏面から左側面にかけては、打面作出前の剥離が残っ

ている。打面は横方向の平坦打面で、バルブによる窪みが大きい。下面は小型で、正面方向からの剥

離が見られる。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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石器ブロック７１（Sb－７１）の分布・接合状況（図Ⅲ－７３・７４、表Ⅲ－７・８）

北東方向に緩やかに傾斜する標高４５０m付近で確認された。Ｐ２５～２７、Ｑ２４～２６、Ｒ２４～２６、Ｓ２５

区の１６．７×６．３mの範囲で確認された。遺物は密集せず、北東－南西方向に散漫に分布が広がってい

る。二次加工ある剥片４点、掻器１点、石核２点、剥片１５点の計２２点、重量１，２１０．０gの石器類が出

土した。石材は黒曜石のみである。

ブロック内のほぼ全域にわたって接合関係が認められる。また、ブロック外のＳ３０区付近にも数点

分布しており、Sb－７１と１点の接合関係が確認された。

母岩別資料・接合資料

Sb－７１では、２２点中１６点を１母岩に母岩分類し、２個体（母岩別資料内１個体）の接合資料が得

られた。その内１母岩を図示する（模式・写真のみ）。

母岩別資料５０９・接合資料３９８（図Ⅲ－７５、図版７６）

母岩別資料は接合３９８のみである。

素材 ２１点（１６個体）が接合し、重量は１，３１４．２g、大きさは１２．９×１２．７×１０．９cmである。原礫面は

転礫面で、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 正面上からの剥離（段階１）の後、左側面で同方向からの剥離が見られるが遺物は欠落し

ている。大型の剥片であり、剥片の状態で遺跡外に搬出された可能性がある。その後、左側面（段階

２）と裏面（段階３）→石核下端での正面（段階４）と裏面（段階５）との交互剥離の作業部位が転

移し、裏面横方向の剥離（段階６）へと続く。段階６の剥片は石器の素材となり（個体Ａ）、末端部

を背面側に大きく剥離（Ａ－段階１）した後、腹面側に細かな連続した加工が施され、二次加工ある

剥片３となっている。次に段階６の作業面の末端部で、正面（段階７）と裏面（段階８）との交互剥

離が行われる。段階７は連続的で、段階４とほぼ同方向の剥離である。その後、段階８の作業面の末

端部を打面に設定し、右側面への剥離（段階９）が行われ、最終的に石核５が遺棄される。なお、石

核５の上面が段階８の剥離面にあたる。段階７で剥離された末端幅広の剥片が二次加工ある剥片２の

素材となっている。

分布 ほとんどが Sb－７１に散漫に分布する。１点のみ段階４の剥片が約２０m東側に離れたブロック

外のＳ３０区から出土している。この剥片は背面を原礫面に覆われた厚手の剥片である。 （直江康雄）

（５）石器ブロック７２～７９（Sb－７２～７９）の石器
出土石器（表Ⅲ－７・８）

台形石器１点、二次加工ある剥片８点、掻器７０点、削器２点、錐形石器３点、縦長剥片１点、石核

３１点、剥片６１４点、斧形石器１点、台石１点、原石１４点の計７４６点、重量２８，７３９．７gの石器類が出土し

た。石材は黒曜石１・５が多く、それぞれ５４．４％、３７．１％で多数を占めている。以下少量の黒曜石４

（３．２％）、黒曜石３（２．３％）、珪岩（１．７％）、めのう（０．５％）、安山岩（０．４％）、黒曜石２及び泥岩

（０．１％）からなっている。他の「白滝Ⅰ群」に比べ黒曜石５の割合が高く、石材のバラエティーも

富んでいる。

台形石器（図Ⅲ－７６－１・２、図版７７）

２点（１個体とⅠ層出土１個体を含めた２個体）を図示している。１が完形、２は基部が一部欠損

している。１は上半部が広がる撥形に整形したもので、上部にはほぼ水平で鋭い縁辺がある。腹面の

縦断面が緩やかに湾曲する剥片を素材とし、素材の打面部を基部に設定している。素材の打面は単剥

２ 遺構と遺物
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離打面で、剥離角が１４０°と大きく、バルブがほとんど発達していない。背面の剥離面構成は、同方向

と下方向からのものが認められる。加工は両側縁のみに６０～７０°の連続的な加工が施されている。左

側縁が直線状、右側縁がやや内湾した加工である。刃部には刃こぼれ状の微細剥離が見られる。２は

両側縁がほぼ平行する菱形のもので、上半部左側に斜行する鋭い素材縁辺を残している。加工により

素材の詳細は不明だが、打面幅が大きく、両側縁がほぼ平行するものである。また、末端辺（打面と

ほぼ平行する末端側の縁辺）が僅かに残存し、打面側のリングもバルブに近いことから、それほど長

くない寸詰まりの剥片であったと思われる。背面の剥離面構成は、左右横方向と下方向のものが認め

られる。素材の打面を右斜め上方に設定している。加工は両側縁のみに直線的に施され、右側縁は折

れた後の加工である。側縁の角度は右側縁が９０°前後、左側縁が７５°前後である。刃部には刃こぼれ状

の微細剥離が正裏両面に見られる。

二次加工ある剥片（図Ⅲ－７６－３～７、図版７７）

５点（５個体）を図示している。加工は３・４が素材の背面側、５～７は素材の腹面側に施される

ものである。形態・素材・加工とも斉一性が見られない。３～６が完形品、７が上下両端の欠損品で

ある。素材は変化に富み、厚手の剥片（３）、薄手の剥片（４・５）、厚手で寸詰まりの縦長剥片（６）

で、７は欠損のため不明であるが、おそらく薄手の縦長剥片であろう。原礫面は、３に角礫面、５～

７に転礫面が残存している。加工は、３がノッチ状で急角度、４が部分的な平坦加工と折れ面からの

剥離、５が１cm前後の連続的な平坦剥離、６が２mm前後の微細加工、７が５mm前後の平坦剥離

で両側縁に施されている。

掻器（図Ⅲ－７６－８～図Ⅲ－８４－５８、図版７７～８２）

６５点（４８個体とⅠ層出土３個体を含めた５１個体）を図示している。Sb－７２～７９の中で最も多く出

土した石器で、本石器群を特徴付けている。素材はいずれも剥片である。素材の用い方は、１２～１７・

２０～２２・２４・２６・２８～３１・３５・３９・４４・４７・４８・５２～５４・５６が縦位、９～１１・１８・１９・２３・３４・３６・

３８・４２・４６・５０・５１・５８が横位、８・２５・２７・３２・３３・３７・４０・４１・４３・４５・４９・５５・５７が斜位に用

いるものである。また、前述の縦位・斜位のうち、素材打面側が刃部に設定されているものは、１３・

４１・４５である。原礫面は３７個体に見られ、８・１２・１７・２０・２８・３１～３３・３６・４４・４８・５２・５６が素材

の打面、９・１１・１８・４１が素材の末端、１０・２１・２７・３４・３５・３８が素材の側面、１４・２４・３０・３７・４９・

５１・５４・５５が素材の側面から打面にかけて、１３・１６・１９・２３・２９が背面の半分近く、５３が背面全体を

覆うように残存するものである。これらのほとんどは転礫面であるが、９・１７・２７・２８はざらついた

岩屑面である。石材は１３が珪岩、２６がめのうで、それ以外は黒曜石製である。

刃部の平面形態は三者見られ、円い８～３３、突出する３４～５１、直線的な５２～５６、不明の５７・５８に分

けられる。刃部厚は最も薄い３１の１．７mmから最も厚い２７の２４．５mmまで幅広く見られる。平均は９．４

mmであった（側面の加工も含む）。加工部位は、８～１０・１２・１５・１７・２０・２４・２９・３０・３４・３７・

３９・４１・４７・５２・５６が基部を除きほぼ全周、４６が全周、１４・１６・１８・２２・２７・３１～３３・３５・３６・３８・

４２・４５・４９～５１・５５が刃部のみ、１９・２１・２３・２５・２６・４３・４４・４８・５３・５４が刃部と側縁の一部、１１・

１３・２８・４０が刃部と片側縁全体に施されている。また、１１・１３・２７・２８は、片側縁が折れ面または急

角度の素材面で、そこから背面若しくは腹面に平坦剥離が施されるものである。１１・１３は背面側に長

さ２cm前後、２７は腹面側に３cm前後、２８は両面に平坦剥離が見られ、それぞれ石核と複合した機

能が想定される。刃角の平均は６４．３°である。刃部の厚さを便宜的に７mmによって区分して刃角を

比較すると、厚手が６８．１°、薄手が５８．８°となり、両者には１０°近い差が見られる。８・９・１１・２７・

２８は素材面と二次加工面の表面状態が異なり、前者には細かい傷があり、面的な光沢が弱い一方、後
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者には同様の傷がなく、光沢がより強い。素材腹面と二次加工面の形成には時間差があると思われる。

８～３３は刃部の平面形態が円いものである。器体の平面形態と前述の刃部厚の基準によって８～１８

が縦長の厚刃、１９～２５が縦長の薄刃、２６～２９が円形の厚刃、３０が円形の薄刃、３１～３３が不整形の薄刃

に大きく分けられる。８は腹面のリングから大きく刃部再生が進んだ状態であると思われる。裏面基

部側に樋状剥離が見られる。９はウートラパッセを起こした剥片が素材である。１０は加工の度合いが

大きく、素材のバルブが半分以上減じている。１１は左側縁と背面の平坦剥離のパティナが素材面より

新しい。産地分析の結果、赤石山産と判定された（Ⅳ章４）。１２の腹面は右側縁下部から刃部にかけ

て擦りガラス状の痕跡があり、腹面中央には細かいパンチ痕による傷が集中して線・面状に分布して

いる。これらは埋没後の遺物移動によって礫層や他の石器との摩擦によって起こった現象とみられ、

本石器群では少なからず観察される。１３の左側縁の加工は腹面側に施されている。１５は節理による折

損後、右側縁の加工が折れ面を切って施されている。産地分析の結果、赤石山産と判定された（Ⅳ章

４）。１６は器体中央部が最も厚く、刃部に向けての縦断面形が鋭い。１９は３か所で加工が施され、下

端と右側縁の刃部厚が薄手で、左側縁は厚くより急角度である。２２は産地分析の結果、赤石山産と判

定された（Ⅳ章４）。２３の素材は末端がヒンジの剥片で、外反した端部にも加工が見られる。折損後、

上半部の左側縁に折れ面まで及ぶ再加工が施され、縦長の掻器となっている。２４は下端部が薄手で、

両側縁に厚手の加工が施されている。産地分析の結果、赤石山産と判定された（Ⅳ章４）。２５は左右

の折れ面を切る加工が見られる。折れ面接合した二次加工前の状態は図Ⅲ－１０４－９１に示した。２６の

左側縁はノッチ状の加工が腹面側に施されている。２８の下端右側の加工はノッチ状である。２９の上部

の欠損は内在する割れによるもので、素材剥離時に起こったと見られる。３１の左側縁は欠損している。

３４～５１は刃部の平面形態が突出するものである。刃部の厚さが７mm以上ある厚手の３４～４３と、７

mm以下の薄手の４４～５１に大きく分けられる。３４の左側縁上部は両面にわたって擦れたような潰れが

見られる。他の資料は観察されず、埋没後に起こった可能性もある。３５の下端左側の加工はノッチ状

である。３６の下端右側の加工は折れ面を切って施されている。折れ面接合した二次加工前の状態は図

Ⅲ－１０８－９７に示した。３７は刃部厚が突出する刃部形態の中で最も厚く２３．８mmに及ぶ。３９は左右の

側面の角度が異なり、右側縁がより鋭い。４０の下端右側の加工は折れ面を切って施されている。折れ

は背面の器体中央部から放射状に広がっている。折損前にも加工があり、より円い刃部であったと見

られる。４１の下端左側の加工は折れ面を切って施されている。腹面側が大きく内湾しているため、器

体の長軸が大きく窪み、横断面形が「へ」の字状になっている。４２の石材は黒曜石４である。４３の左

右の側縁部の加工は素材の形をほとんど変えない平坦剥離である。４４は基部側の両側縁に加工が施さ

れている。４５は上下を折損した剥片を素材としており、刃部左側の加工は折れ面を切って施されてい

る。基部側は上下の折れ面が鋭く交わり、突出した形態となっている。４６の加工は、素材打面部にあ

たる左側縁上部が最も急角度である。上端部には折れ面を切る加工が見られる。４７の下端左側の加工

は僅かに内湾するもので、刃部が鋭く突出している。４８の下端右側の加工は折れ面を切って施されて

いる。折れ面接合した二次加工前の状態は図Ⅲ－１０３－８９に示した。５０は下端左側縁の延長線上に当

たる器体中央部に３か所のパンチ痕が背面側に見られる。折り取りを試みた痕跡と思われる。５１の下

端右側の加工は折れ面を切って施されている。折れ面接合した二次加工前の状態は図Ⅲ－１０４－９２に

示した。

５２～５６は刃部の平面形態が直線的なものである。５２は素材の腹面側に刃部が作出されるものであ

る。背面側が内湾しているためであろう。両側縁の加工は背面側に施されている。５３の刃部加工は素

材の形態をほとんど変えていない短い平坦剥離である。５４の刃部角は８５°で、非常に急角度である。
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５６は下端右側の大きな加工の末端から折れ面への割れが広がり、次のノッチ状の剥離時に器体が折損

している。二次加工前の状態は図Ⅲ－１０３－９０に示した。

５７・５８は欠損により、刃部の平面形態が不明なものである。５７は末端部が欠損している。両側縁に

続く加工から薄手で円い刃部であったと見られる。５７は器体右側が欠損している。刃部の加工は粗い。

錐形石器（図Ⅲ－８４－５９～６１、図版８２）

３点（３個体）を図示している。６０が完形品で５９・６１は基部欠損品である。寸詰まりの剥片を素材

としている。突出部はいずれも１か所で、５９・６０は素材の末端部、６１は側縁に作出している。加工は

５９・６１が背面側、６０は錯向状で突出部左側の加工が背面、右側が腹面に施されている。６０は素材面と

二次加工面の表面状態が異なり、前者には細かい多方向の傷が不規則にあり、稜が摩滅し、面的な光

沢が弱く、くもりガラス状となっている。一方、後者には同様の傷がなく、光沢がより強い。素材腹

面と二次加工面の形成には時間差があると思われる。

削器（図Ⅲ－８４－６２・６３、図版８３）

２点（２個体）を図示している。２点とも完形品である。石材は、６２が黒曜石４、６３が安山岩１で

ある。素材はいずれも剥片で、６３は大型で背面の大半が原礫面に覆われている。加工は、６２が背面側

にやや平坦な剥離で直線状となり、６３は交互状の剥離で、背面には内湾する急角度な加工、腹面には

平坦剥離が施されている。

縦長剥片（図Ⅲ－８４－６４、図版８３）

１点（１個体）を図示している。上部欠損品である。角礫を素材とし、腹面は全体的にやや風化し

た面に覆われ、リングが大きい。上白滝８遺跡東地区（鈴木ほか ２００４）の Sb－４～６及び７・８

の角礫素材の資料に観察された「露頭分離面」と類似している。石核の小口面の稜を利用して剥離さ

れたものと見られる。

石核（図Ⅲ－８５－６５～図Ⅲ－９０－８５、図版８３～８７）

２３点（１７個体とⅡ層出土１個体、Ⅰ層出土３個体を含めた２１個体）を図示している。いずれも剥離

の際に打面調整・頭部調整などの石核調整は施されず、剥離面のバルブが発達している特徴を持つ。

６５～７２・７４は扁平で、剥離作業を主に素材の平坦面で行っているもので、Ⅰ類の剥片剥離が行われ

た際の残核と思われる。素材は６５・６６・７４が剥片、６７～６９が縦長剥片、７０～７２が礫である。剥片素材

のものは素材背面に転礫面があり、剥離の比較的初期段階で得られた剥片を素材としている。作業面

は主に６５～６７・６９が素材の腹面側、６８・７４が背面側に設定されている。また、６５～６７・６９は素材腹面

のバルブ周辺を作業面に取り込んでいる。主に末端が薄手もしくはヒンジで、寸詰まり剥片が剥離さ

れている。６５は素材背面末端部にあたる裏面末端部に連続的な細かい加工があり、掻器としての機能

も複合していたと見られる。６６は上下からの剥離が見られるが、上半部の作業面が小口面化している。

６７の素材の背面剥離面構成は、同方向のみで構成されている。剥離作業は平坦剥離が主体で、全体的

に薄手で小型の剥片が剥離されている。６８の上半部の剥離の打面には多数のパンチ痕が残存してい

る。６９は素材の背面末端部にあたる裏面右側縁に平坦で連続的な細かい加工がある。相対する正面側

にはより細かく潰れたような階段状の剥離が見られる。７１の上面には作業面とほぼ９０度の剥離面があ

る。作業面の剥離痕は大型のものが多く、末端まで抜ける剥離が上下で見られる。７２は上・右方向か

らの剥離のみ行われ、剥離痕は大型で末端まで抜けるものも見られる。

７３・７５～７８は素材の小口面で剥離作業を行っているもので、素材は７３・７５が剥片、７６～７８が礫であ

る。Ⅱ類の剥片剥離が行われた際の残核と思われる。打面は７３・７８が素材の広い平坦面、７５～７７が素

材の小口面にほぼ固定される。なお７３の打面は素材の背面にあたる。その結果、７３・７８は末端が幅広
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の剥片、７５～７７は縦長剥片が主に剥離されている。原礫面は７３・７５～７８の全てに残存しており、７３・

７６・７７には角礫面、７５には転礫面が見られ、剥片を素材とする７３・７５では、素材の背面に大きく残存

している。７３は作業面長が約１．５cmで、厚さも小さく、石核の剥離可能な部分を十分消費し尽くし

ている。不規則で細かい多方向の傷が全面的にあり、稜が摩滅し、面的な光沢が弱く、くもりガラス

状となっている。錐形石器（図Ⅲ－８４－６０）で観察された表面状態と類似するものである。同一母岩

がなく搬入品であることから、移動時に付着した傷であると考えられる。７５は縦長剥片を素材として

おり、正面の下端から左側縁にかけて掻器状の加工が見られ、折損後、上半部は裏面を含めた左右の

側縁と、下面（折れ面）で剥離が行われている。下半部では裏面と折れ面との剥離の他に正面上から

の細かい階段状の潰れが見られる。７６の上面は折れ面である。正面と裏面で石核の幅と同様の縦長剥

片が剥離され、正面は大きくウートラパッセしている。７７は三角柱状の原石を斜方向に利用して剥離

が行われている。打面を作出後、正面の作業面が右から左側に移動しており、最終剥離の左側の打面

部には多数のパンチ痕が見られる。７８は幅広で薄い原石の上端部での剥離が見られる。

７９・８０は厚手の礫素材で、石核を輪切りにするように末端まで抜ける剥離を一方向から行っている

ものである。いずれの原礫面も転礫面である。前述の７２も同様の特徴がある。７９の作業面下部には直

径２cmの球顆がある。

８１～８５は打面転移を数多く行っているものである。素材はいずれも礫であるが、８１・８５は厚手の剥

片であった可能性がある。全ての石核に原礫面が見られ、８１・８３・８４は下面と裏面若しくは側面、８２

はほぼ全面的に、８５は下面に一部残存している。８１の左側面から正面にかけては上から、上面では横

からの剥離が見られる。左側面の剥離は打面位置がかなり上部であった古い剥片と見られる。８２の石

材はめのうである。原礫面の残存状況から、原石状態からそれほど変化なく石核が遺棄されたと見ら

れる。剥離は左側面・正面が上から、上面は正・裏面からの剥離が見られ、上面と正面は交互剥離状

となっている。いずれも末端まで抜けていない短い剥離で構成されている。８３は正面・右側面が上か

ら、上面は横からの剥離が見られ、右側面と上面は交互剥離状となっている。正面と右側面との稜は

直角に近い。８４は正面と上面、正面と左側面、左側面と裏面の３か所で交互剥離が見られる。左側面

下からの剥離は激しいヒンジとなっている。８５は各面に多方向の剥離が見られる。寸詰まり剥片が多

く剥離されているが、最終剥離は縦長剥片となっている。上面には横から２か所で細かい集中的な剥

離が施されている。リングの状態から左側面の剥離はかなり大きな剥離面であったと予想される。

斧形石器（図Ⅲ－９０－８６、図版８７）

１点（１個体）を図示している。石材は泥岩製である。扁平で上部がややすぼむ楕円形の礫を素材

としている。原礫面は平滑で、遺跡内の礫層に多く見られる風化が進んだ礫とは異なる。正面下端部

と裏面上端部からの剥離が見られる。加工が少なく、素材の状態をほとんど変えていない。

台石（図Ⅲ－９０－８７、図版８７）

１点（１個体）を図示している。石材は多孔質の安山岩２である。上部・右半部・下部を欠損して

おり、全体の形状は不明である。原礫面は全面的に滑らかである。全体的に平坦だが所々に窪みがある。

原石（図版－８８－１－１０２～１１５）

１５点（１４個体）を写真のみ掲載している。いずれも角礫の棒状原石及びそれに類する角礫の原石か

ら剥離されたものである。裏面に縦方向の剥離面があるのは１０２・１０４・１０５・１０７～１０９・１１１である。

いずれも搬入品で、遺跡内で剥離された痕跡がなく、他の棒状原石と同様の形態であることからここ

に図示した。残存状況は、下部欠損が１０５、上下欠損が１０２・１０７・１０９～１１１・１１３～１１６で、上下及び

側面欠損が１０３・１０４・１０６・１０８・１１２である。原礫面は、１０２がやや風化し大きなリングが残る面、１１１
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の正面がややザラついた岩屑面、それ以外は平滑な面で、剥離面が軽く風化を受けた程度である。１０２

の原礫面は縦長剥片６４で観察された「露頭分離面」と類似する。側面が大きく欠損した１０３・１０６・１１２

以外は、裏面が平坦で正面に両側縁と平行する稜が１～３本程見られる。従って、断面形が石刃と類

似する。

石器ブロック７２～７９（Sb－７２～７９）の分布状況

遺跡西側の１０ラインを中心として分布している。標高は４４２．５～４４６．５mで、ブロックにより高低

差があるが、多くはより低い位置にまとまっている。地形は、ほぼ南北方向に緩やかに傾斜する緩斜

面上である。北側の台地の縁に北東－南西方向に並んで Sb－７２～７４・７６・７８があり、そこから南側

に Sb－７５・７７が分布している。Sb－７５は標高が最も高い位置にある。Sb－７２～７８は近接しているが、

Sb－７９はそれらのまとまりから西側に２５m程離れたＰ３区付近に分布する。

石器ブロック７２（Sb－７２）の分布（図Ⅲ－９０、表Ⅲ－７・８）

Ｈ１３・１４、Ｉ１３・１４区の３．８×５．８mの範囲で確認された。北西側の調査区範囲外にも分布が僅か

に広がっていたと見られるが、台地の縁にあたり、後世の浸食を受け消失したものと思われる。Ｈ・

Ｉ１３・１４区の境に散漫な集中域がある。掻器２点、石核１点、剥片１８点の計２１点、重量９９４．９gの石

器類が出土した。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック７３（Sb－７３）の分布（図Ⅲ－９１、表Ⅲ－７・８）

Ｉ１４～１６、Ｊ１４・１５、Ｋ１３・１４区の１０．６×５．９mの範囲で確認された。ブロックの西部にあたる１４

ラインに散漫なまとまりがある。掻器７点、石核４点、剥片１４点の計２５点、重量２，８７６．１gの石器類

が出土した。石材は掻器１点、剥片１点が珪岩製で、その他は全て黒曜石である。

石器ブロック７４（Sb－７４）の分布（図Ⅲ－９２・９３、表Ⅲ－７・８）

Ｋ１２、Ｌ１１～１３、Ｍ１２・１３区の１１．３×１０．３mの範囲で確認された。Ｌ・Ｍ１３区に散漫なまとまり

があり、Ｌ１２区西部に直径２．５m程の環状の分布が見られる。掻器１２点、錐形石器１点、二次加工あ

る剥片１点、石核６点、剥片８５点の計１０５点、重量４，２３９．８gの石器類が出土した。掻器を高い割合で

組成する（１１．４％）。石材は掻器１点がめのう製で、その他は全て黒曜石である。

石器ブロック７５（Sb－７５）の分布（図Ⅲ－９４、表Ⅲ－７・８）

Ｑ１３～１５、Ｒ１２～１５、Ｓ１２～１６区の１１．０×１８．４mの範囲で確認されたが、調査区範囲外のＴ１３～

１６区にも分布が広がると考えられる。非常に散漫な分布で１４ラインにやや遺物がまとまっている。掻

器２点、剥片５７点の計５９点、重量１，０３６．４gの石器類が出土した。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック７６（Sb－７６）の分布（図Ⅲ－９５、表Ⅲ－７・８）

Ｌ９・１０、Ｍ８～１１、Ｎ１０区の８．９×１１．６mの範囲で確認された。北西側の調査区範囲外にも分布

が広がっていたと見られるが、台地の縁にあたり、後世の浸食を受け消失したものと思われる。Ｌ９・

１０、Ｍ１０区を中心としてまばらに分布する。掻器２点、削器１点、二次加工ある剥片４点、縦長剥片

１点、石核３点、剥片１０５点の計１１６点、重量５，９６２．０gの石器類が出土した。石材は安山岩製の削器、

珪岩製の剥片２点、めのう製の剥片１点があり、その他は全て黒曜石である。

石器ブロック７７（Sb－７７）の分布（図Ⅲ－９６～９９、表Ⅲ－７・８）

Ｎ９～１１、Ｏ９～１１、Ｐ９～１１、Ｑ１０・１１、Ｒ１０・１１区の１９．７×９．４mの範囲で確認された。分布

は南北方向に間延びしている。Ｐ・Ｑ１０区に集中域があり、そこから北部はやや東西に広がる散漫な

分布である。台形石器１点、二次加工ある剥片１点、掻器３５点、削器１点、錐形石器１点、石核１６点、

剥片２４５点、斧形石器１点、台石１点、原石１４点の計３１６点、１０，７８３．１gの石器類が出土した。石材は
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安山岩２点、珪岩９点、めのう２点、泥岩１点があり、その他は全て黒曜石である。黒曜石以外の石

器を器種別に見ると安山岩製台石、泥岩製斧形石器、めのう製石核がそれぞれ１点ずつ見られ、その

他は全て剥片である。

石器ブロック７８（Sb－７８）の分布（図Ⅲ－１００、表Ⅲ－７・８）

Ｍ８、Ｎ７～９、Ｏ７区の７．１×８．２mの範囲で確認された。北西側の調査区範囲外にも分布が僅

かに広がっていたと見られるが、台地の縁にあたり、後世の浸食を受け消失したものと思われる。Ｎ

８区に散漫なまとまりがある。掻器１０点、二次加工ある剥片１点、剥片２８点の計３９点、重量１，２５０．７g

の石器類が出土した。掻器を高い割合で組成する（２５．６％）。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック７９（Sb－７９）の分布（図Ⅲ－１００、表Ⅲ－７・８）

Ｏ３、Ｐ３・４区の５．９×４．１mの範囲で確認された。Ｐ３・４区の境に南北方向に１m程細長く

延びた集中域がある。錐形石器１点、二次加工ある剥片１点、石核１点、剥片６２点の計６５点、重量

１，５９６．７gの石器類が出土した。石材は黒曜石のみである。

石器ブロック７２～７９の接合状況（図Ⅲ－１０１・１０２）

Sb－７２～７９ではブロックにより接合状況が異なる。Sb－７４・７６～７９はブロック内の接合を中心と

してブロック間での接合関係が確認されている。特に Sb－７４・７７にはブロック間の接合関係が多く

見られる。その他の Sb－７２・７３は接合関係が希薄で、Sb－７５はブロック内で完結する接合状況がな

く、Sb－７７との関係性が強い。それぞれ濃淡はあるがブロック間での接合関係が確認されている。

また、ブロック外である Sb－７５の東側と Sb－７７の東側の２か所との接合関係がまとまって確認され

た。いずれも接合状況から Sb－７７との関係性が強い。

Sb－７２～７９では原礫面にざらついた岩屑面を持つ角礫を素材とした石器類が一定量見られた。Sb

－７４・７６～７８で確認され、Sb－７６に主体的に見られる。接合状況はブロック内の接合が中心で、Sb

－７６・７８で１例のブロック間接合が確認された。

母岩別資料・接合資料

７４６点中４１３点を３６母岩に母岩分類し、８７個体（母岩別資料内６０個体）の接合資料が得られた。その

内４母岩を図示し、３母岩を写真のみ掲載している。

母岩別資料５３３・接合資料４３６・４３７（図Ⅲ－１０３～１０６、図版８８－２・８９）

母岩別資料は接合４３６～４３８・５０９８７、剥片４点で構成され、総点数４４点、総重量１，２９４．６gである。

素材 接合４３６は、２２点（１８個体）が接合し、重量７１８．２g、大きさ１４．２×２０．１×５．５cmである。接合

４３７は、１４点（１０個体）が接合し、重量５０８．１g、大きさ９．６×１４．２×５．２cmである。原礫面は転礫面

で、扁平な正面部を平坦に大きく剥離した状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥離の前半である接合４３６（図Ⅲ－１０３－８８）から説明する。Ⅰａ類の技術を用いて、正面

の平坦な作業面を求心状に剥離していく（段階１～５）。いずれも大型の剥片が剥離されており、掻

器７点の素材となっている（段階１：掻器３４・４８、段階２：掻器１０、段階３：掻器５６、段階４：掻器

２５、段階５：掻器５１・３１）。また、掻器２１も同一母岩であり、素材の大きさから、この前後に剥離さ

れた剥片を素材としていると思われる。掻器の素材の状態を示す資料が４個体得られた（個体Ａ～

Ｄ）。個体Ａ・Ｃ・Ｄとも折損後に割れた素材の形態を利用している。個体ＢはＢ－段階１の集中的

な刃部加工によって折損し、掻器５６が遺棄されている。

接合４３７（図Ⅲ－１０６－９３）は後半の接合資料で、平坦な正面での剥離が続く。上下からの連続的な

剥離（段階１・２）が見られる。段階２の作業面は急角度で、小口面に移行している。最終的に横方

２ 遺構と遺物
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向からの剥離（段階３）が行われ、石核６６が遺棄される。

分布 Sb－７３～７５・７７・７８の５つの石器ブロックに分布が及んでいる。接合４３６では、段階１～３ま

で（個体Ｂを除く）が Sb－７８に散漫に分布し、個体Ｂ及び段階４（個体Ｃの剥片１点を除く）が Sb

－７７の集中部から出土している。個体Ｃの掻器に折れ面接合する剥片１点が Sb－７５の中心部から出

土している。段階５は先に剥離された２点が Sb－７４から、後の２点のうち掻器１点が Sb－７３から単

独で出土し、その他は Sb－７７に分布している。接合４３７では段階１の中の１点が Sb－７５、その他は

石核を含めて Sb－７７に分布している。Sb－７７では比較的集中域にまとまっているが、北部縁辺付近

に段階２の折れた剥片が１点見られる。

全体的に Sb－７７に分布する石器類が多く、最終的な石核も同ブロックから出土している。このこ

とから全体の剥離を Sb－７７で行い、掻器や剥片をそれぞれ他のブロックに持ち出した可能性が高い

が、剥離を行いながらブロック間を移動し、製作した掻器をさらにブロック外に持ち出していた可能

性も否定できない。

母岩別資料５３２・接合資料４３２（図Ⅲ－１０７～１１０、図版９０～９２－１）

母岩別資料は接合４３２～４３５・５０８０４～５０８０６、剥片７点で構成され、総点数６１点、総重量３，３７１．６g

である。

素材 ３５点（２６個体）が接合し、重量２，２６４．３g、大きさ１４．５×１９．３×１２．７cmである。「爪状痕」の

ある転礫面を素材としている。同一母岩の資料中に背面が原礫面に覆われたものがないため、正面と

上面を大きく剥離した状態で遺跡内に搬入している。

剥離工程 主にⅠａ類の剥離を中心として作業が進行している。平坦な正面で主に上下からの剥離（段

階１・３～１０）が行われている。途中の段階２は正面から上面への剥離で段階１・３との交互剥離と

なっている。段階２の剥片は掻器１８に加工されている。段階３は右側での集中的な剥離で、その結果

作業面が右側面に傾く。段階４の剥離は末端がヒンジとなるものが多い。段階３と５の間には裏面横

方向の剥離が行われているが欠落し、それは段階５とは交互剥離の関係となる。

段階６～８は前段階部を外した中間の接合図（図Ⅲ－１０８－９５）、段階９はさらに前段階部を外した

中間の接合図（図Ⅲ－１０８－９６）、段階１０以降は最終の接合図（図Ⅲ－１０９－９９）で説明する。段階６

～８は正面の中央部を中心とし、段階９は中央左側に偏った剥離である。これらの剥離の結果、段階

３で発生した石核右側の傾斜がなくなり、再び正面全体が平坦化する。段階９の剥片は掻器及び石核

の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。全体的な傾向として、剥片は末端まで剥離が抜けるものが多く、

正面の平坦面を大きく崩さずに同様の剥離が進行していく。剥片の形状は幅広のものが主体的である

が、段階４では素材背面の稜線に合わせて剥離軸を設定している。そのためやや縦長となる剥片が剥

離されている。最終的に石核７１が遺棄される。

個体Ａは剥片の末端部を切断後（Ａ－段階１）、側縁と末端部の角を利用して刃部を作出し、掻器

３６に加工されている。

個体Ｂは剥離時に末端部が折損し、その後折れ面を作業面とする剥離が行われる（Ｂ－段階１）。

次に正面で平坦な剥離（Ｂ－段階２）が行われ、最終的に石核７４が遺棄される。左側縁下部には掻器

の加工に類似した剥離が見られるが、端部まで及ぶものではない。

分布 Sb－７６・７７の２か所と Sb－７５の東側のブロック外に分布が及んでいる。段階１の剥片が Sb－

７６、段階９の剥片１点がブロック外に分布し、その他は Sb－７７の集中域及びその南側からまとまっ

て出土している。

母岩別資料５２３・接合資料４２０（図Ⅲ－１１１、図版９２－２）
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母岩別資料は接合４２０・４２１で構成され、総点数１４点、総重量７３９．３gである。

素材 １２点（１１個体）が接合し、重量７１８．６g、大きさ８．０×１０．０×９．７cmである。平滑で角が摩滅し

た転礫を素材とし、正面と上面を大きく剥離した状態で遺跡内に搬入している。

剥離工程 Ⅲａ類の剥離を中心に作業が進行している。正面と上・左側面との交互剥離（段階１・２）

の後、右側面と裏面との交互剥離（段階３・４）へと続き、最終的に石核８４が遺棄される。

分布 Sb－７７の北部から散漫に出土している。

母岩別資料５４３・接合資料４５７（図Ⅲ－１１２、図版９３－１）

母岩別資料は接合４５７のみである。

素材 ９点（７個体）が接合し、重量５２７．９g、大きさ２０．９×６．９×５．５cmである。素材は三角柱状の

角礫で原礫面は平滑である。上端を剥離した状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 Ⅱ類の剥離を中心として作業が進行する。上端で作業面が裏面に傾く横方向の剥離（段階

１）が行われる。段階２以降は石核の上端を左右斜めに利用している。正面上からの剥離（欠落）の

後、その作業面から右側面の小口面が剥離（段階２）され、左側面と右側面との交互剥離（段階３・

４）が続き、最終的に石核７７が遺棄される。段階２の剥片が二次加工ある剥片３の素材となっている。

細長い原石形状であるが、作業面は原石長軸より斜めに設定しているため、寸詰まりの剥片が多く剥

離されている。

分布 ほとんどは Sb－７６のＭ１０区にまとまって分布し、段階１の折れ接合する片側１点が４m程北

側に離れたＬ１０区から出土している。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料５１５・接合資料４０７（図版９３－２）は、扁平な転礫を素材としている。正面を大きく剥離

した状態で遺跡内に搬入されている。平坦な上面を剥離後、Ⅱａ類の剥離が連続して行われる。最終

的な石核は遺跡内から出土していない。剥片２点が掻器１９・４４に加工されている。

母岩別資料５３９・接合資料４４９（図版９４－１）は、扁平な転礫を素材としている。ほぼ原石の状態で

遺跡内に持ち込まれている。平坦な広い面を作業面としてⅠｂ類の剥離が行われている。最終的な石

核は遺跡内から出土していない。

母岩別資料５０７・接合資料４４６（図版９４－２）は、ザラついた岩屑面がある大型の剥片を素材として

いる。内在する割れにより原石の長軸で半割されている。正面左側（個体Ａ）は、原礫面からのⅡａ

類の剥離が１回行われた石核である。右側（個体Ｂ）は分割面からのⅢｂ類の剥離が中心に行われて

いる。個体Ｂの最終的な石核は遺跡内から出土していない。 （直江康雄）

（６）「白滝Ⅰ群」石器ブロック外の石器
二次加工ある剥片（図Ⅲ－１１３－１、図版９４－３）

１点（１個体）を図示している。素材は寸詰まりの剥片で、背面の剥離面構成は腹面とほぼ同方向

である。素材の打面側にあたる裏面下部の両側縁に７mm前後のやや長めの加工が鋸歯状に施されて

いる。裏面右側縁上部には長さ約１cmの横長の剥離が見られる。右側面の平坦面は素材剥離時の割

れと思われる。

掻器（図Ⅲ－１１３－２、図版９４－３）

１点（１個体）を図示している。打面が幅広で厚手の剥片を素材としている。背面の剥離面構成は

腹面とほぼ同方向である。素材の末端部を刃部に設定し、縁辺をほぼ全周する軽微な加工が施されて
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いる。刃部は円みがあり、薄手である。

石核（図Ⅲ－１１３－３、図版９４－３）

１点（１個体）を図示している。剥片を素材とする石核である。素材の腹面側を作業面に固定して

上下からの剥離が行われている。上半部の剥離は素材のバルブ周辺にも及んでいる。主に長さ１．５cm

前後の末端が薄手もしくはヒンジで、横長の剥片が剥離されている。二次加工ある剥片１と同一母岩

である可能性が高い。

分布（図Ⅲ－１１３）

１・３は調査区西端の R０・１区から出土し、最も近い「白滝Ⅰ群」のブロックは約１５m離れた Sb

－７９である。２は K１９区から出土し、Sb－７３から東に１８m、Sb－７０から西に３５m離れて単独で出土

している。技術形態学的には１の類例はなく、３のような小型剥片を石核の平坦面で剥離するものは

Sb－６４～７０に多い。２は Sb－７２～７９の掻器と類似する。 （直江康雄）

（７）Ｇ区・石器ブロック８０～８９（Sb－８０～８９）の石器
出土石器（表Ⅲ－７～１０）

尖頭器４９点（Ⅰ類４４点、Ⅱ類４点、Ⅲ類１点）、尖頭器削片２７点、両面調整石器８点、ナイフ形石

器１点、彫器２５点（Ⅰ類８点、Ⅱ類１７点）、彫器削片４点（Ⅱ類３点、Ⅲ類１点）、掻器３５点、削器８２

点、錐形石器７点、舟底形石器９８点（Ⅰａ類６点、Ⅱａ類９０点、Ⅱｂ類２点）、二次加工ある剥片４５

点、石刃２０８点、縦長剥片２９３点、石刃核３１点、石核２５点、剥片１６，１５６点、原石３点の計１７，０９７点、重

量１３３，５４０．５gの石器類が出土した。石材は黒曜石４が６４．７％で最も多く、黒曜石１（２６．９％）、黒曜

石３（６．９％）、黒曜石５（１．２％）が続き、以下黒曜石２（０．２％）、頁岩（０．０５％）である。石刃核・

石核・剥片は黒曜石４が６０％以上を占め、主に黒曜石４を利用した剥片剥離が行われ、削器・錐形石

器も同様な傾向を示す。特に舟底形石器は黒曜石４が８０％を占める。一方、尖頭器・彫器・掻器は黒

曜石１が６０％を占める。また、彫器（３点）・錐形石器（２点）には頁岩が含まれる。

尖頭器（図Ⅲ－１１４－１～図Ⅲ－１１５－１１、図Ⅲ－５１３－１・２、図版９５・４０２、図版１０７－２１６）

１８点（１２個体とⅠ層出土１個体を加えた１３個体）を図示、１点（１個体）を写真のみ掲載している。

１～７・図版１０７－２１６はⅠ類である。１は薄手の大型剥片素材で、正面はほぼ全面に、裏面は縁辺部

に加工が行われる。正面の加工は、中央部は平坦剥離、縁辺部はやや角度のある剥離によるもので横

断面形は台形に近い。裏面の上半分の広い範囲はリングと同一方向の擦痕により磨りガラス状であ

る。擦痕は表面を完全に研磨したような激しいもので、凹凸のある低い部分にも分布する。この擦痕

の大部分は加工に切られているが、一部加工を切るものもあり、表面状態は素材面、擦痕に切られる

二次加工面、擦痕を切る二次加工面の三段階に分けられる。

２～５・図Ⅲ－５１３－１は粗い加工の尖頭器で、２・図Ⅲ－５１３－１は角礫、３～５は同一母岩の転

礫素材である。全て黒曜石１の剥片素材で、縁辺部調整は行われず、加工は主に反対面の剥離面の稜

を打撃して行われるため、側縁の稜は交互剥離状にギザギザしている。図Ⅲ－５１３－２は、大きさは

これらに類似するが、正面左側縁は平坦剥離により器面が整えられ、縁辺も細かな剥離により滑らか

である。２～５・図Ⅲ－５１３－１・２が出土している Sb－８９はＨ区との関連が想定される（Ｐ１４１）

ことからそれらは忍路子型細石刃核の母型の可能性がある。大きさは長さ１２cm以下、幅５cm以下、

厚さ２cm以下と小型で、やや細長く左右非対称である。

６は小型で薄手の尖頭器である。両面に押圧剥離と考えられる平行剥離が見られ、側縁は鋸歯状で
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ある。縄文時代の遺物の混入の可能性がある。７は非常に大型の尖頭器の折損品である。両面とも大

型の剥離面で構成され、縁辺部には細かい剥離面が見られる。右側縁から正面への最終剥離によって

折損している。図版１０７－２１６は大型品で、比較的大型の平坦剥離面と縁辺のやや小型の剥離面で構成

される。下端部周辺は折損後、再加工が行われる。

８～１１はⅡ類である。石質は全て黒曜石４である。全て両側縁で削片が剥離され、８・１０・１１は折

れ面を打面として両側縁に、８はさらに左側縁を打面として折れ面（上面）で剥離が行われる。９は

下部から左側縁への剥離の後、折れ面から右側縁に削片が剥離される。１１は削片剥離前に正面の最も

突出した部分（最も厚い部分）が除去されている。削片剥離の際には明瞭な頭部調整は行われない。

８・１１、９・１０はそれぞれ同一接合資料である。剥離される削片幅は尖頭器の厚さに規定され、尖頭

器の厚さは１．７～２．５cmで、幅１．２～３．０cmの削片が剥離されている。

尖頭器削片（図Ⅲ－１１５－１２～図Ⅲ－１１６－２１、図版９６）

１９点（１０個体）を図示している。石質は全て黒曜石４である。１２～１７は断面三角形の削片で、二次

削片である１４を除いて尖頭器の側縁が残る断面三角形の一次削片である。１６の末端部には反対側縁で

の削片剥離痕が残り、厳密な意味での一次削片ではない。側面形は剥離される尖頭器形状を反映し、

直線的で先端部が若干湾曲する。断面形は二等辺三角形に近いものが多いが、１５のように傾くものも

ある。１４は先行の削片剥離により傾いた作業面から剥離された二次削片で、最も傾いた上部右側面へ

の稜調整後に剥離されている。１５・１６は尖頭器本体の下端部が取り込まれている。

１８～２１は断面四角形の二次削片である。打面の残存する１８・１９には頭部調整が認められず、打点は

打面である尖頭器折れ面の左右端部に位置する。１８・２０・２１の先端部には尖頭器の下端部が取り込ま

れ、２０・２１の先端部には反対側縁での、２０には折れ面から、２１には下端からの削片剥離面が残る。

長さは５～１６cm、幅は１～３cm、厚さは０．８～２．８cmである。①尖頭器本体の下端部を取り込む

剥離が多く、それに伴い本体の長さが次第に減少すること、②折損時（削片剥離直前）の尖頭器自体

の大きさに変異があることから削片の長さに差異が見られる。また、形態は作業面形状を反映して両

側縁が平行である。

両面調整石器（図Ⅲ－１１６－２２、図版９６、図版１０７－２１７）

２点（１個体）を図示、２点（１個体）を写真のみ掲載している。２２は角礫から剥離された厚手の

剥片素材で、両面とも粗い加工が行われる。図版１０７－２１７は２０cmを超える大型品である。両面とも

大型の平坦剥離により加工され、中央での折損後、両破片ともに折れ面周辺を主体として再加工が行

われる。その折れ面には、裏面中央やや右寄りのリングの隆起した部分に打点が残り、折り取りを意

図した可能性がある。

ナイフ形石器（図Ⅲ－１１６－２３、図版９６）

１点（１個体）を図示している。２３は寸詰まりの剥片素材で、素材を横方向に利用し、弧状の一側

縁を残し、基部両側縁を内湾するように加工し、扇状に整形される。基部加工は、腹面側は平坦、背

面側は角度のあるもので、縁辺は潰れている。加工のない縁辺には両面に微細な剥離が見られる。

彫器（図Ⅲ－１１６－２４～図Ⅲ－１１７－４４、図版９６・９７）

２３点（２０個体とⅡ層出土１個体を加えた２１個体）を図示している。２４はⅠ類からⅡ類に変化したも

の、２５～２９はⅠ類、３０～４４はⅡ類である。

石材は黒曜石１が多く、４１・４２は頁岩製で原礫面が残る。素材は石刃・縦長剥片がほとんどで、打

面の残存するものは単剥離打面である。

彫刀面は全て左肩に、基部側の４２・４３を除いて素材先端側に作出される。彫刀面打面は直線的な２４・
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２９・３２・３４・４３を除きノッチ状に作出される。背面先端部調整はⅠ類には見られないが、全てのⅡ類

に認められ、その半数は打点が無く、彫刀面に切られている。

周縁加工は、背面側は急角度の、腹面側は平坦な加工によって行われ、その分布は、背面側は部分

的な４４を除き両側縁全体に、腹面側は３１・３８・４１～４３には主に片側縁から部分的に、３３・３５には両側

縁から面的に行われる。

大きさは、大型の４４を除くと長さ２７～７５mm、幅１５～２３mm、厚さ４～８mm（厚手の４１を除く）

で、長さによる形態差が大きい。

明瞭な二重パティナ（多段階表面変化）は見られないが、折損品である非掲載資料（遺物番号Ｎ３５

－１２１）に１点認められる。また、３７の背面は擦痕によって摩滅しているが、その分布は素材面と二

次加工面にまたがり明瞭な区別が困難であることから埋没後の影響によると考えられる。

３９は下部の折損後、折れ面周辺に再加工が行われる。４２は端部にノッチ状の彫刀面打面を作出し、

素材縁辺に沿って彫刀面が作出され、４３は基部側から続く直線的な側縁を打面として斜めに彫刀面が

作出される。４２・４３は①彫刀面が素材打面側に作出され、②彫刀面が直線的で、③形態軸・彫刀面交

叉角が比較的小さい特徴が他の彫器（小型舟底形石器に伴うもの）と区別でき、また、それらはＨ区

との関連が想定される Sb－８９に分布することから忍路子型細石刃核石器群に関連するものと考えら

れる。

彫器削片（図Ⅲ－１１７－４５～５３、図版９７）

９点（３個体とⅠ層出土３個体とⅡ層出土３個体を加えた９個体）を図示している。４５～４７は彫器

Ⅰ類から剥離されたもので４７は頁岩製。４６・４７には打点の無い背面先端部調整が残る。４８～５３は彫器

Ⅱ類から剥離されたもので、全てに背面先端部調整が見られ、それには４９を除いて打点が残る。

掻器（図Ⅲ－１１７－５４～図Ⅲ－１１９－７４、図版９７・９８、図版１０７－２１８）

３２点（２０個体とⅠ層出土１個体を加えた２１個体）を図示、１点（１個体）を写真のみ掲載している。

５４・５５は単剥離打面の頭部調整を伴う石刃核から剥離された１０cm以下の石刃素材で、両側縁に急角

度の加工が行われる。石質は黒曜石４・５で、小型舟底形石器に伴うタイプの掻器である。５５は刃部

再生が階段状になって遺棄されたものと考えられる。

５６～７２は石刃素材で、側縁加工がほとんど行われないものである。５４～６４は完形品、６５～７２は折損

品である。石質は黒曜石１・５が多い。全て石刃素材で、６２・６３は２０cmを超える大型石刃、６３・６４

は大型石刃核から剥離された稜付石刃素材である。素材打面は複剥離打面のものが多く、稜付石刃や

素材面に石刃核の側面調整が残るもの（５８・６２）が存在する。また、６０・６４は母岩６９３（図Ⅲ－１９８～

２０１）、６２・６３は母岩７０２（図Ⅲ－５１４）、５９・６５～６９は母岩１２２１（図Ⅲ－１７５）、７２は母岩７０１（図版－１７１）

に含まれ、素材は稜調整・側面調整などの石核調整のある石刃核から打面調整を行いながら剥離され

たと考えられる。

刃部は平坦な剥離により比較的鋭角に作出され、刃部縁辺には１mm以下のやや角度のある剥離が

みられる。６７・７１・７２の刃部は軽微な剥離で加工され、７１・７２は刃部に素材先端部の特徴が残り、素

材の減少が見られず、刃部再生の頻度は低い。刃部形状は弧状・直線的なものが多い。このタイプの

掻器の背面には特徴的なパンチ痕が認められるものがある。それは、刃部の二次加工と背面との稜上

ないしやや手前・奥に位置し、器体幅のほぼ中央付近にあるものが多い。二次加工の稜上にあるもの

は刃部側からの剥離と向かい合う両極剥離の特徴を示す。パンチ痕の直径は０．７mm程度である。こ

の痕跡は白滝遺跡群の掻器では小型舟底形石器に伴う掻器には認められず、上白滝２遺跡 Sb－１５な

どの有舌尖頭器石器群で認められることから時期を限定する指標となる可能性がある。５６～６０・６５・
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６６・６８～７０の側面形は直線的でほとんど反りが無く、６４は上部折損後再加工が行われている。大きさ

は長さ①１５cm以上、②１０cm前後、③５cm前後の三種類があり、それぞれ素材石刃の大きさを反映

している。幅は２～６cm、厚さは０．５～１．７cmと多様である。小型舟底形石器に伴う掻器が長幅厚と

も類似するのに対し、全てにおいて著しい変異が認められる。その要因として素材の変異が大きいこ

と、側縁調整が少ないことによる規格化が行われないことが挙げられる。接合資料に含まれるものは

Sb－８６の北東部（図Ⅲ－１４２）、Sb－８９の南西部（図Ⅲ－１４６）に分布し、接合資料はＨ区（Sb－９０）

とまたがって分布していることから、このタイプの掻器は忍路子型細石刃核石器群に伴うと考えられ

る。分布からは Sb－８６には長さ①が、Sb－８９には長さ②③のものが偏り、それぞれのブロックの性

格を反映するものと考えられる。

７３は単剥離打面を持つ厚手の石刃ないし剥片素材で、平坦な加工が両側縁・刃部に施される。裏面

先端部には刃部からの剥離がみられる。７４は剥片素材で側縁に平坦な、刃部に簡単な加工が施される。

図版１０７－２１８は石刃素材で両面加工の掻器である。刃部は急角度の、正面右側縁・裏面は平坦剥離で

加工される。両面に残る素材面は傷が多く、稜は摩滅している。傷の頻度別の分布状況は、素材面（多

い）、刃部以外の二次加工面（中）、刃部（無し）の順で三段階の表面変化が観察され、石器の履歴を

反映している。また、表裏ともパンチ痕が広い範囲に点在しているが前述の刃部周辺のものとは異な

る性格のものと考えられ、遺跡形成過程を含めた検討を要する。

錐形石器（図Ⅲ－１１９－７５～図Ⅲ－１２０－８０、図版９８）

６点（５個体とⅠ層出土１個体を加えた６個体）を図示している。石材は黒曜石４（７６・７８・７９）

が多く、頁岩（７５・７７）が含まれる。７５は剥片素材で打面部左側縁に彫刀面が、先端部右側に斜めに

錐状の刃部が作出される。７６～８０は石刃素材で、７６～７８・８０は先端部左側に、７９は先端部右側に斜め

に刃部が作出される。刃部は全て両側縁の裏面からのノッチ状の加工によって、７９は素材打面側に、

それ以外は素材先端側に作出される。周縁加工は、細かい加工が施される７８・７９以外は行われない。

７６～７８には素材打面が残り、頭部調整のある単剥離打面である。

削器（図Ⅲ－１２０－８１～図Ⅲ－１２２－１０２、図Ⅲ－５１３－３、図版９９・１００・４０２、図版１０７－２１９・２２０）

４２点（２０個体とⅠ層出土３個体を加えた２３個体）を図示、３点（２個体）を写真のみ掲載している。

８１～９４は石刃素材、９５～１０２・図版１０７－２１９・２２０は剥片素材。８１～８７は側縁に急角度の加工が施され

る削器で、主に１０cm以下の石刃が利用される。８４は打面側には背面両側縁に急角度の加工が、右側

縁先端部には彫刀面打面とみられるノッチ状の加工があり、その形態から彫器の母型と考えられる。

８８～９１・図Ⅲ－５１３－３・図版１０７－２１９は片側縁ないし両側縁に急角度の加工が施される削器で、

８１～８７に比べ厚手の素材が利用されている。大型の９０には１５cm程度の石刃が利用され、８９は上端部

に、９０は上下両端部にも加工が行われる。縁辺は細かい加工により滑らかである。図版１０７－２１９は原

礫面が残る頁岩製の削器で錐形石器図Ⅲ－１１９－７５と接合している。図Ⅲ－５１３－３は産地分析であじ

さい滝と判定されている。

９２には押圧とみられる平行剥離が両側縁に施され、１５cmを超える大型石刃素材の９３・９４には右側縁

に平坦剥離による加工が施される。９５は右側縁に斜角の加工が行われる。長さ１０cm以下の厚手の剥

片素材である９６～１００・図版１０７－２２０は両側縁に粗い加工が行われ、舟底形石器の初期段階である可

能性がある。１０１・１０２は片側縁に非常に粗い剥離があり、石核・舟底形石器の初期段階の可能性がある。

８１～９５・図版１０７－２１９には黒曜石１・５が多く利用され、複剥離打面の９３・図版１０７－２１９を除いて

頭部調整のある単剥離打面を持つ一方、９６～１０２・図版１０７－２２０は全て黒曜石４で頭部調整の無い単

剥離打面を持つ。９３・９４・図版１０７－２１９は角礫面が残り、９５・９７～１０２には亜角～転礫面が残る。

２ 遺構と遺物
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舟底形石器（図Ⅲ－１２２－１０３～図Ⅲ－１２７－１４５、図版１００～１０２、図版１０７－２２１～２２３）

６３点（４１個体とⅠ層出土１個体とⅡ層出土１個体を加えた４３個体）を図示、４点（３個体）を写真

のみ掲載している。１０３～１０８・図版１０７－２２１はⅠａ類で、１０３～１０６・図版１０７－２２１は剥片素材、１０７・

１０８は甲板面がネガ面の石核素材である。１０４の裏面には平滑な原礫面が残り、１０６の裏面は折れ面で

側面加工に切られている。１０７の左側面にはネガ面である甲板面に切られる素材面が残る。全て石器

長軸と素材剥離軸が一致し、端部における細石刃状の剥離は、１０３・１０５・１０６・１０８が素材先端側で、

１０４・１０７が素材打面側で行われる。加工は全て上下から施されているが、下縁からの剥離が甲板面か

らの剥離を切るものがほとんどで、下縁からの加工が器面調整の最終段階に位置付けられる。細石刃

状の剥離はその後に行われ、打面調整・打面再生や明確な頭部調整は見られない。長さは２６～３５mm、

幅４～７mm、高さ１０～１２mmである。

１０９～１３４・１３６～１４５はⅡａ類で、１０９～１３４は完形、１３６～１４５は折損品である。１０９～１２７・１３６～１４４

は剥片素材である。折損品がほとんどで、折れていないものも小型であるか、加工が順調に進行して

いないものが多い。

１０９～１２０は１０cm以下の小型のものでほとんどが甲板面からの加工で整形される。１２０～１２４は１０cm

以上のもので１２１・１２２は下面に素材面が残り、厚手の石刃ないし縦長剥片素材と考えられる。１２３・

１２４には上下からの加工が見られ、特に１２３は縁辺に細かい加工が行われ、縁辺が滑らかになっており、

小型のⅡｂ類とみなすこともできる。１２５～１２７・１３７・１３９・１４１は粗い加工のみ行われ、加工の初期

段階と考えられる。１２８～１３２・１４５・図版１０７－２２２・２２３は甲板面がネガ面の石核素材である。剥片素

材のものと異なり、図版１０７－２２２・２２３を除いて下縁からの加工が行われている。剥片素材に比べ、

素材が厚手で不定形であることが原因と考えられる。１３３・１３４は折損した尖頭器の縁辺から剥離され

た断面三角形の削片素材である。上下から加工が行われているが、素材自体の断面形が幅の狭い高さ

のある三角形であるため、他の舟底形石器に比べ幅が狭く、高さのある形状である。

１３５はⅡｂ類である。１５cmを越える大型品で上下からの加工が行われ、特に縁辺部は細かい加工

により滑らかに調整されており、Ｂ区（鈴木ほか ２００４）の舟底形石器に類似する。正面端部は擦っ

たと思われる痕跡によって表面が白くなっている。

石材はⅠａ・Ⅱａ類のほとんどが黒曜石４で、Ⅱｂ類が黒曜石１である。原礫面が残るものが多く、

角礫・亜角礫が多い。１２８の稜は全体的に潰れており、搬入の可能性がある。その他は表面に傷が少

なく、多段階表面変化も認められない。

石刃（図版１０８－２２４～２２７）

６点（４個体）を写真のみ掲載している。全て１５cm以上の単剥離打面を持つ大型の石刃核から頭

部調整を伴って剥離されている。２２７の背面には打面付近に稜調整痕が、また、下部には下面からの

剥離痕が残る。これらは Sb－８３から出土しているが、対応する石刃核が無く、母岩別資料も無いこ

とから Sb－８３に搬入されたと考えられる。但し、石器の履歴を示すような器面の表面変化は認めら

れない。２２４には角礫面が残る。石材は黒曜石５が多く、大きさ・技術的特徴が B地区の大型石刃資

料に類似する。

原石（図版１０８－２２８）

１点（１個体）を写真のみ掲載している。図版１０８－２２８は長さ２８cmのⅡ類の原石（棒状原石）で

ある。調査時の欠損を除くと完形品である。

石刃核（図Ⅲ－１２８－１４６～図Ⅲ－１３１－１７４、図版１０３～１０５、図版１０９－２２９～２３２）

３３点（２３個体とⅠ層出土６個体を加えた２９個体）を図示、４点（３個体とⅠ層出土１個体を加えた

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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４個体）を写真のみ掲載している。１４６～１６２・図版１０９－２２９は裏面に原礫面ないし大型の剥離面が残

り、石刃剥離が正面から裏面への一方向に進行したと考えられるものである。１４６～１５９は単剥離打面、

１６０・１６１・図版１０９－２２９は原礫面打面で、ほとんどに頭部調整が見られる。作業面長は５～１０cmで

５～８cmが主体である。単設打面で下端部がウートラパッセになっているため剥離された石刃はそ

れより長かったと思われる。１６２は石刃剥離後、正面では左側縁から、裏面では両側縁から剥離が行

われている。１４８の右側縁、１５１の左側縁では、小口面で打面縁辺からやや奥を打撃して石刃核を分割

するような最終剥離が行われる。このような剥離は石刃核を分割して舟底形石器を製作する際に見ら

れる技術である。

１６３～１７０・図版１０９－２３０～２３２は石刃剥離が全周にみられるものである。打面は、複数の剥離面が

残る１６８・原礫面打面である１７０を除き単剥離打面で、全てに頭部調整がみられる。作業面長は５～

１０cmである。正面の剥離角は６０度程度であるが、その他の面は９０度近く、作業面形状の悪化に伴っ

て作業面が転移されたと思われる。

１７１・１７２は盤状の原石素材で、両側の小口面で石刃が剥離されたものである。作業面長は５cm程

度である。

１７３・１７４は全周に上下方向の剥離面があり、頻繁な打面転移が行われている。作業面長は５～８cm

である。

石材は黒曜石４が７割を占め、黒曜石１が３割程度である。黒曜石４は亜角礫・角礫が、黒曜石１

は角礫がほとんどである。また、黒曜石１には、１６０・１６１のようなやや大きいものが含まれる。

石核（図Ⅲ－１３１－１７５～図Ⅲ－１３２－１８８、図版１０５・１０６、図版１０９－２３３～２３７）

１７点（９個体とⅠ層出土５個体を加えた１４個体）を図示、５点（５個体）を写真のみ掲載している。

１７５～１８２・図版１０９－２３３・２３４は裏面に原礫面、または大型の剥離面が残り、剥片剥離が正面から裏

面への一方向に進行したと考えられる単剥離打面の石核である。１７９・１８２は上下方向の打面転移が行

われる。１７７～１７９・１８１・図版１０９－２３３の側面には頭部調整を伴う石刃剥離痕が残り、石刃剥離後、

厚手の剥片が剥離されている。それらの剥離は１７７・１７８・図版１０９－２３３では石刃剥離と同一方向で、

１７９では逆方向で１８１では裏面の逆方向で行われる。

１８３・１８４には多方向で大型の剥離面が残り、作業面を頻繁に転移させながら厚手の剥片を剥離した

ものと考えられる。図版１０９－２３５も同様であるが、薄手の剥片が剥離されている。

１８５～１８７は原礫面打面の石核で厚手の剥片が剥離されている。特に１８６は原石の角部で稜線を取り

込むような厚手の剥片が剥離されている。１８８は正面・両側面での剥離の後、小口面である上面で剥

離が行われている。

図版１０９－２３６・２３７は一枚の剥離面のみ残る角礫である。両者とも黒曜石４で、立方体の一つの角

を頂点として斜めに切り落とした三角錘に近い形態で、大きさは１０cm程度である。剥離は三角錐の

底面と接する角から数mm程度内側を打撃されたものである。２点は原石の形態・特徴、剥離の状

態から、赤石山の露頭付近で採取し、「試し割り」により石材の状況を確認した上で遺跡に搬入され

たものと思われる。

石核の石材は、石刃核同様、黒曜石４がほとんどで、一部黒曜石１が利用される。また、同様に黒

曜石４には、亜角礫・角礫が、黒曜石１には角礫が主体的に利用される。大きさは５～７cmのもの

が主体を占める。

石器ブロック８０～８９の分布状況

２ 遺構と遺物
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Sb－８０～８９は、遺跡を東西地区に分ける小沢（無遺物地帯）に沿って、その西側の幅２４mの範囲

に分布する。標高は４３７．５～４４４．５mである。小型舟底形石器を含む石器群が主体を占めるが、後述

するように Sb－８６・８８・８９の一部には忍路子型細石刃核石器群が、Sb－８３の一部には単剥離打面を

持つ大型石刃・舟底形石器Ⅱｂ類を伴う石器群が含まれる。各ブロックの規模は均質で、２，０００～３，０００

点の小規模なものが多く、それらが１０m程度の距離をおいてほぼ等間隔に分布している。

石器ブロック８０（Sb－８０）の分布（図Ⅲ－１３３、表Ⅲ－７・８）

Ｇ３８・３９、Ｈ３７～４０、Ｉ３８・３９区の１２×７mの範囲で確認されたが、分布は北側の調査区外に若

干伸びる可能性がある。尖頭器１点（Ⅰ類１点）、削器１点、二次加工ある剥片１点、剥片２７９点の計

２８２点、１，６４５．４gの石器類が出土した。石材は黒曜石１が４７．２％を占め、以下黒曜石４（２４．８％）、

黒曜石５（１４．２％）、黒曜石３（１３．８％）である。トゥールがほとんど無く、小規模なブロックである。

石器ブロック８１（Sb－８１）の分布（図Ⅲ－１３３、表Ⅲ－７・８）

Ｉ４１、Ｊ４１・４２、Ｋ４０・４１、Ｌ３９・４０区の１５×６mの範囲で確認された。尖頭器１点（Ⅰ類１点）、

削器２点、石刃２点、縦長剥片１点、剥片８４５点、原石１点の計８５２点、５，６２０．５gの石器類が出土し

た。石材は黒曜石４が８７．８％を占め、以下黒曜石３（１０．４％）、黒曜石１（１．３％）、黒曜石５（０．５％）

である。トゥールがほとんど無く、黒曜石４が多数を占めるのが特徴で、分布密度は高い。

石器ブロック８２（Sb－８２）の分布（図Ⅲ－１３４・１３５、表Ⅲ－７・８）

Ｉ３７～３９、Ｊ３７～３９、Ｋ３６～３９、Ｌ３６～３９、Ｍ３６・３７区の１９×１２mの範囲で確認された。尖頭器

２点（Ⅰ類１点、Ⅱ類１点）、彫器５点（Ⅱ類５点）、掻器１点、削器７点、錐形石器３点、舟底形石

器２８点（Ⅰａ類１点、Ⅱａ類２８点）、二次加工ある剥片１２点、石刃２１点、縦長剥片２９点、石刃核８点、

石核４点、剥片２，００３点の計２，１２３点、１９，１４３．９gの石器類が出土した。石材は黒曜石４が８４．３％を占

め、以下黒曜石１（９．９％）、黒曜石３（４．９％）、黒曜石５（０．８％）、黒曜石２（０．０５％）である。他

のトゥールに比べ、掻器が少ないのが特徴である。削器・錐形石器・舟底形石器・石核類・剥片は黒

曜石４が主体を占めるが、彫器は黒曜石１が主体を占め、石刃・縦長剥片は黒曜石１・４が拮抗して

いる。分布は①高密度のＫ３６・３７区、②やや低密度のＬ３７区、③Ｌ・Ｍ３６区の３か所に分けられ、①

には石核類が、②には彫器・錐形石器・削器が、③には石刃・縦長剥片が多く、舟底形石器は全域に

分布する。また、③の南西端にはＨ区（Sb－９０）と関連のある掻器が出土している。

石器ブロック８３（Sb－８３）の分布（図Ⅲ－１３６・１３７、表Ⅲ－７・８）

Ｌ３８・３９、Ｍ３７～４０、Ｎ３７～３９、Ｏ３８・３９区の１４×１２mの範囲で確認された。尖頭器９点（Ⅰ類

８点、Ⅱ類１点）、尖頭器削片１０点、ナイフ形石器１点、彫器３点（Ⅰ類１点、Ⅱ類２点）、彫器削片

（Ⅲ類１点）、掻器１点、削器１３点、舟底形石器１３点（Ⅱａ類１１点、Ⅱｂ類２点）、二次加工ある剥片

９点、石刃５２点、縦長剥片３１点、石刃核６点、石核３点、剥片１，９９５点、原石２点の計２，１４９点、１３，０１３．５

gの石器類が出土した。石材は黒曜石４が８２．４％を占め、以下黒曜石１（９．７％）、黒曜石３（５．０％）、

黒曜石５（２．７％）、黒曜石２（０．２％）である。他のトゥールに比べ、掻器が少ないのが特徴である。

石核類は黒曜石４・５、尖頭器・尖頭器削片・舟底形石器・剥片は黒曜石４、石刃・縦長剥片は黒曜

石１・５が主体を占める。①Ｍ３８・Ｎ３８北西部・Ｎ３７区と②Ｎ３８区東側の２か所の集中域が結合した

ような分布形である。ほとんどのトゥールは①に、２８cmの長大な棒状原石（図版１０９－２２８）は②に、

尖頭器削片は両者に分布する。また、黒曜石１・５を利用した図版１０８－２２４～２２７を含む大型石刃は

M３８区中央の高密度域からややずれたグリッド南東部にまとまって分布し、舟底形石器Ⅱｂ類の１３５

は②とまたがって分布している。黒曜石１・５を利用した単剥離打面の大型石刃と舟底形石器Ⅱｂ類

とのセットはＢ区で認められており、同一石器群と認定できる。但し、隣接する高密度域の石器群は
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明らかに小型舟底形石器石器群であり、それとの関連は不明である。高密度域では主に黒曜石４を利

用した原石から残核まで一連の石器製作が行われているが、大型石刃石器群は搬入ないし、限定した

石刃剥離が行われており、石材消費の違いも見られる。Ｎ・Ｏ３９区にはナイフ形石器・石核を含む非

常に少量のまとまりがある。

石器ブロック８４（Sb－８４）の分布（図Ⅲ－１３８、表Ⅲ－７～１０）

Ｏ３６～３８、Ｐ３６～３８、Ｑ３５～３７区の１２×９mの範囲で確認された。彫器１点（Ⅰ類１点）、削器５

点、錐形石器１点、舟底形石器１点（Ⅱａ類１点）、二次加工ある剥片３点、石刃１５点、縦長剥片１０

点、石刃核１点、剥片２５４点の計２９１点、４，０７７．５gの石器類が出土した。石材は黒曜石３が５０．２％を

占め、以下黒曜石１（２０．３％）、黒曜石４（１６．５％）、黒曜石５（１２．４％）、頁岩（０．７％）である。分

布は、いずれも小規模な①Ｏ３６・３７区、②Ｐ・Ｑ３６区、③Ｐ３７に分けられる。①は高密度な、②は低

密度な、③は散漫な分布である。①②にはトゥール・石核類が散漫に分布し、③には打面調整のある

１５cmを超える大型石刃素材の削器が分布する。

石器ブロック８５（Sb－８５）の分布（図Ⅲ－１３９・１４０、表Ⅲ－９・１０）

Ｍ３６・３７、Ｎ３５～３７、Ｏ３５・３６、Ｐ３４～３６、Ｑ３５区の１６×６mの範囲で確認された。尖頭器２点

（Ⅰ類２点）、尖頭器削片８点、両面調整石器２点、彫器６点（Ⅰ類３点、Ⅱ類３点）、彫器削片３点

（Ⅱ類３点）、削器１６点、錐形石器１点、舟底形石器１０点（Ⅰａ類４点、Ⅱａ類６点）、二次加工ある

剥片３点、石刃２４点、縦長剥片２６点、石刃核２点、石核６点、剥片１，０４０点の計１，１４９点、１４，３１４．０g

の石器類が出土した。石材は黒曜石４が８７．３％を占め、以下黒曜石１（６．９％）、黒曜石３（３．９％）、

黒曜石２（１．３％）、黒曜石５（０．４％）、頁岩（０．２％）である。彫器・舟底形石器Ⅰａ類が多く出土

している。黒曜石１が利用される尖頭器を除いて黒曜石４が主体的に利用され、器種による利用石材

の偏りは見られない。分布は大きく①Ｎ３６区周辺と②Ｐ３５区周辺に分かれ、①には彫器・彫器削片が、

②には尖頭器削片・削器・舟底形石器・原石に近い石核を含む石核類が偏って分布する。

石器ブロック８６（Sb－８６）の分布（図Ⅲ－１４１～１４３、表Ⅲ－９・１０）

Ｌ３５・３６、Ｍ３４～３６、Ｎ３３～３６、Ｏ３３～３５、Ｐ３４区の１８×９mの範囲で確認された。尖頭器４点

（Ⅰ類２点、Ⅱ類２点）、尖頭器削片９点、彫器１点（Ⅱ類１点）、掻器１４点、削器１７点、錐形石器１

点、舟底形石器２４点（Ⅰａ類１点、Ⅱａ類２３点）、二次加工ある剥片９点、石刃６３点、縦長剥片１０６点、

石刃核６点、石核７点、剥片３，００３点の計３，２６４点、２６，２２８．８gの石器類が出土した。石材は黒曜石４

が７７．２％を占め、以下黒曜石１（１２．６％）、黒曜石３（９．１％）、黒曜石５（１．０％）、黒曜石２（０．１％）、

頁岩（０．０３％）である。彫器が少なく、掻器が多いのが特徴で、掻器のほとんどは接合関係・石器製

作技術の特徴から忍路子型細石刃核石器群と考えられるＨ区（Sb－９１）に関連するものである。石

材は黒曜石４が８割近くを占め、概ねトゥールも同様な傾向を示すが、掻器のみ黒曜石１・５が主体

的である。これらと同様な技術的特徴を持つ石刃が本ブロックから出土していないため掻器の形態で

本ブロックに搬入されたと考えられる。分布は高密度の①Ｍ３５区東側周辺②Ｎ３４区周辺、散漫な分布

の③Ｎ３５・Ｏ３４区に分けられる。①には忍路子型細石刃核石器群に関連する掻器がまとまって分布

し、②③には尖頭器・尖頭器削片・両側縁に急角度の加工が施される掻器・錐形石器・舟底形石器・

石核類、ほぼ原石で搬入された石核（図版１０９－２３６）が分布している。

石器ブロック８７（Sb－８７）の分布（図Ⅲ－１４３・１４４、表Ⅲ－９・１０）

Ｐ３４、Ｑ３３～３５、Ｒ３２～３６、Ｓ３２・３３・３５区の１７×１３mの範囲で確認された。分布は南側がわず

かに調査範囲外に伸びることが想定される。両面調整石器２点、彫器６点（Ⅰ類２点、Ⅱ類４点）、

掻器１点、削器１５点、舟底形石器１５点（Ⅱａ類１５点）、二次加工ある剥片２点、石刃２５点、縦長剥片
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７１点、石刃核８点、石核２点、剥片２，９７８点の計３，１２５点、２２，０４４．２gの石器類が出土した。石材は黒

曜石４が８１．０％を占め、以下黒曜石３（９．９％）、黒曜石１（９．０％）、黒曜石２（０．０６％）、黒曜石５

（０．０６％）である。彫器が多く、掻器が少ない特徴がある。石材は黒曜石１が多い彫器を除きブロッ

ク全体の傾向と同様に黒曜石４が主体を占める。分布は小規模な①Ｑ３４区②Ｒ３５区周辺、③大規模で

非常に高密度のＲ・Ｓ３３区周辺に分けられ、②には彫器が偏在し、石核類が剥片類を伴わずに分布し、

③には舟底形石器・石核類が剥片類を伴って分布している。

石器ブロック８８（Sb－８８）の分布（図Ⅲ－１４４・１４５、表Ⅲ－９・１０）

Ｐ３２～３４、Ｑ３２・３３、Ｒ３１～３３、Ｓ３１・３２区の２０×６mの範囲で確認された。尖頭器４点（Ⅰ類

４点）、彫器１点（Ⅱ類１点）、掻器３点、舟底形石器１点（Ⅱａ類１点）、二次加工ある剥片１点、

石刃１点、縦長剥片６点、石核１点、剥片２，５９６点の計２，６１４点、２０，１６４．３gの石器類が出土した。石

材は黒曜石１が９４．２％を占め、以下黒曜石４（４．９％）、黒曜石３（０．８％）、黒曜石５（０．１％）であ

る。トゥールは少なく散漫な分布である。分布は高密度のＲ３１・３２、Ｓ３１・３２区を中心とした集中域

から北東方向にやや散漫に伸びている。尖頭器は小型のもので集中域から出土し、掻器は忍路子型細

石刃核石器群に伴うタイプである。彫器・舟底形石器は集中域から外れて分布する。

石器ブロック８９（Sb－８９）の分布（図Ⅲ－１４５・１４６、表Ⅲ－９・１０）

Ｐ３１・３２、Ｑ３０～３２、Ｒ２９～３１、Ｓ２８～３１区の２２×８mの範囲で確認された。分布は南側が調査

範囲外に広がることは確実である。尖頭器２６点（Ⅰ類２６点）、両面調整石器４点、彫器２点（Ⅰ類１

点、Ⅱ類１点）、掻器１５点、削器６点、錐形石器１点、舟底形石器６点（Ⅱａ類６点）、二次加工ある

剥片５点、石刃５点、縦長剥片１３点、石核２点、剥片１，１６３点の計１，２４８点、７，２８８．４gの石器類が出

土した。石材は黒曜石１が５９．９％を占め、以下黒曜石４（３６．７％）、黒曜石３（２．６％）、黒曜石２（０．３％）、

黒曜石５（０．３％）、頁岩（０．２％）である。分布は①Ｒ３０区周辺、②Ｓ２９区周辺に分けられ、①には

舟底形石器が、②にはＨ区（Sb－９０）との接合関係・石器製作技術から忍路子型細石刃核石器群に

関連するとみられる剥片素材の尖頭器（細石刃核母型の可能性があるものも含まれる）・彫器・掻器

が出土している。また、①には黒曜石４が、②には黒曜石１が主体的であることからそれぞれは異な

る石器群であると考えられる。②の掻器は同一母岩の一次剥離剥片が見られず、接合している一次剥

離の接合資料がＨ区で出土しているものが含まれることから本ブロックには掻器の形態で搬入された

と考えられる。

石器ブロック８０～８９の接合状況（図Ⅲ－１４７）

全体的な接合分布は各ブロック内での小集中域を単位としてまとまるが、ブロックや区域をまたが

る接合資料もある。ブロック間では大型幅広尖頭器関連の接合関係が Sb－８１・８３で見られ、忍路子

型細石刃石器群に関連した Sb－８６・９０、８８・８９、８９・９０の接合関係も認められる。区域間では Sb－

８９北側と Sb－９３南側との接合が見られる。

母岩別資料・接合資料

１７，０９７点中５，５５４点を１４０母岩に母岩分類し、８０８個体（母岩別資料内４１４個体）の接合資料が得られ

た。そのうち母岩別資料２２母岩、非母岩別接合資料１個体を図示し、母岩別資料３３母岩を写真のみ掲

載している。

母岩別資料５５１・接合資料２８０７（図Ⅲ－１４８～１５４、図版１１０～１１３）

母岩別資料は接合２８０７の他、剥片２点で構成され、総点数３６６点、総重量３，２６６．４gである。

素材 ３６４点（１８８個体）が接合し、重量は３，２６５g、大きさは３４×１７×１７cmである。原石を分割して
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製作された二個体（個体Ａ・Ｂ）の大型尖頭器の状態で搬入されている。

剥離工程 接合資料は大型尖頭器である個体Ａ・Ｂで構成され、個体Ａの素材腹面と個体Ｂの素材背

面が接合し、個体Ａ・Ｂは剥片と石核の関係にあたる（図版－１１０－２３８）。個体Ａは横方向の剥離に

よって剥離された幅３０cmを超える非常に大型の剥片を素材としている（図Ⅲ－１４９上図）。それらの

搬入形態は、大型の平坦剥離面で覆われ、粗い加工が行われているが、個体Ａの断面形は凸レンズ状

で、両者とも表面は比較的滑らかである。個体Ａは３２×１６×６cm、個体Ｂは３２×１５×６cmで端部が

尖らないやや幅広な形態で、ほぼ同様な大きさ・形態で搬入されている。原礫面が残存せず、原石形

状は不明であるが、①接合資料から復元すると少なくとも４０×２０×２０cm程度の大きさの原石を必要

とすること、②大型の尖頭器には角礫が利用される傾向があることから原石形状は角礫で、露頭周辺

で素材剥離から加工が行われ、大型尖頭器で遺跡内に搬入されたと考えられる。

個体Ａ（図Ⅲ－１４８－１８９）は、主に中央の稜を越える右側縁から正面への剥離（Ａ－段階１・３）・

裏面への剥離（Ａ－段階４）によって厚みを減少させた後、左右からの加工が行われる（Ａ－段階６

～９）。断面は凸レンズ状で表面の滑らかな整った形態をした３１×１２×２cmの尖頭器で搬出される。

個体Ｂ（図Ⅲ－１５０－１９０）は、正面が凸状で、裏面が平坦な断面形がやや非対称な形状で搬入され

ている。遺跡内での加工は、本体の折損前と二度の折損後に分けられ、折損前は両面加工が、折損後

は削片剥離が主体的に行われる。折損前の前半は平坦な裏面を中心に加工が行われ（Ｂ－段階１～

６）、本体中央部にはヒンジによる段差や波状の剥離面により凹凸がある。後半は正面を中心に左右

から加工が行われるが、段階１３の剥離時に本体中央で折損する。

折損前の調整剥片を外した状態が１９１である（一部、Ｂ－段階１５～１７も外れており、それらは図Ⅲ

－１５０・１５１に含めている）。折損によって１４cmの上部破片（図Ⅲ－１５２－７、段階１４）と１６cmの下

部破片に分かれ、下部破片のみ再加工が行われる。下部破片は、両面とも下端部周辺（Ｂ－段階１５～

１８）、折れ面から正面へ（Ｂ－段階１８）の加工の後、さらに、下部（Ｂ－段階１９、個体ａ）が折損し、

その上部破片では上部折れ面から１回の左側縁への削片剥離（Ｂ－段階２０）の後、３回の右側縁への

削片剥離（Ｂ－段階２１）が行われる。段階２１の図Ⅲ－１５３－１４の打面付近には稜調整が見られる。下

部破片の個体ａは折れ面から左側縁への削片剥離後、削片剥離面を打面として折れ面で削片が剥離さ

れる。また、それらとの前後関係は不明であるが右側縁でも削片剥離が行われる。全体を通して削片

剥離の際には頭部調整は施されない。個体ａから剥離された削片（図Ⅲ－１５２－１３・１２）は、打面の

小さい（残存するもので３mm以下）長さ７cm以下で小型である一方、段階２０・２１で剥離された削

片（図Ⅲ－１５３－１４・２０）は打面厚が１cm以上で長さ９～１１cmと相対的に大きい。両者は目的とす

る削片の大きさが異なり、後者のうち尖頭器の縁辺を含む断面三角形の個体ｂ（図Ⅲ－１５３－１３３）・

ｃ（図Ⅲ－１５３－１３４）は舟底形石器に加工される。加工は個体ｂ・ｃとも腹面と側面の角度が鋭角の

面に主に腹面から行われる。削片が剥離された尖頭器（図Ⅲ－１５２－８・図Ⅲ－１５３－１１）は折れ面・

両側縁の削片剥離面によって側面形が三角形である。

分布 Sb－８１のＪ４１、Ｋ４０、Ｌ４０、Sb－８２のＪ３９、Ｋ３８、Ｌ３７、Sb－８３のＭ３８・３９、Ｎ３７・３８、Sb

－８６のＮ３５区に分布する。個体Ａは Sb－８３のＮ３７区の１点を除き、Sb－８１のＪ４１、Ｋ・Ｌ４０区に分

布している。個体Ｂは折損の前後で分布が異なり、折損前の段階１～１３は Sb－８１のＫ・Ｌ４０区を主

体として一部 Sb－８２のＫ３９区、Sb－８６のＮ３５区に分布する。中央での折損以降（段階１４以降）は①

舟底形石器製作に関する個体ｂ・ｃと②それ以外の削片剥離に関する段階１４～２２に分布が分かれる。

①は Sb－８２のＬ３７区周辺に、②は Sb－８３のＭ・Ｎ３８区周辺に分布し、最終的な残核である尖頭器は

Sb－８２の J３９区に分布する。

２ 遺構と遺物
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以上を整理すると個体Ａ・Ｂともに両面調整段階は Sb－８１のＫ・Ｌ４０区周辺に、削片剥離段階は

Sb－８３のＭ・Ｎ３８区周辺に、舟底形石器調整剥離段階は Sb－８２のＬ３７区に分布が分かれる。

母岩別資料５４９・接合資料２７９９・２８００（図Ⅲ－１５４・１５５、図版１１４－１・２）

母岩別資料は接合２７９９・２８００の他、接合２８０１～２８０４・５６５０６～５６５０９、剥片１０４点で構成され、総点

数２３５点、総重量９７６．６gである。

素材 接合２７９９は４６点（３０個体）が接合し、重量は３０６．２g、大きさは２９×１２×２．５cmで、接合２８００

は６６点（４１個体）が接合し、重量は５２０．２g、大きさは２９×１３×３cmである。これらは接合しないが

同一個体の尖頭器調整剥片で表裏の関係にあたる。平滑な原礫面を持つ盤状の角礫を素材として大型

の剥離面で構成される２９×１３×（５）cmの大型尖頭器で搬入される。

剥離工程 接合２７９９・２８００ともに前半（接合２７９９段階１～３、接合２８００段階１～５）は左右から中央

の稜を越えるやや厚手の剥片剥離によって加工され、本体が薄くなり、表面状態が比較的滑らかに変

化した後半（接合２７９９段階４、接合２８００段階６・７）は薄手の剥片剥離によって加工が行われる。後

半の調整剥片の打面は前半に比べ小さく、点・線状の打面が多い。本体は２８×９×（１．２）cmの薄

手の尖頭器で搬出されている。

分布 Sb－８１のＫ４０、Ｌ４０、Sb－８３のＭ３８・３９、Ｎ３８区に分布し、剥離工程の前後半で分布が異な

る。前半は Sb－８１のＫ・Ｌ４０区に、後半は Sb－８３のＭ・Ｎ３８区周辺に分布する。

母岩別資料７１５・接合資料３２５１（図Ⅲ－１５６・１５７、図版１１５上）

母岩別資料は接合３２５１のみである。

素材 ３０点（１７個体）が接合し、重量は６４７．７g、大きさは２６×１０×３cmである。原礫面が残存せず、

原石形状は不明であるが、おそらく角礫素材と思われる。大型の尖頭器で搬入され、その形態は表面

が滑らかで、両端が尖頭状のやや細身の均整のとれたものである。

剥離工程 本体の折損前と折損後に分けられ、折損前は両面調整が、折損後は両破片で削片剥離が行

われる。

折損前は左右からの錯向状の剥離（段階１・２）によって加工され、段階２の剥離が原因で中央の

潜在的な割れ面から折損している。折損後は両破片（個体Ａ・Ｂ）において削片が剥離され、個体Ａ

は折れ面から左側縁への削片剥離（Ａ－段階１）→上端部から右側縁への削片剥離（Ａ－段階２）→

折れ面から左側縁への削片剥離（Ａ－段階３）、個体Ｂは折れ面から右側縁への削片剥離（Ｂ－段階

１）→折れ面から左側縁への削片剥離（Ｂ－段階２）→折れ面から右側縁への削片剥離（Ｂ－段階３）

の順で作業面転移が行われる。個体Ａは両側縁とも折れ面を打面としているが、個体Ｂは折れ面と上

端部である。個体Ｂの右側縁には折れ面からの短い剥離が残り、その後上端部からの剥離が行われる

ことから、折れ面と右側縁の角度が直角に近く、折れ面からの剥離によって一次削片が剥離できない

ため上端部から剥離されたと考えられる。

削片剥離はどちらも両側縁で行われ、尖頭器の側縁を取り込む断面三角形の一次削片が一方の側縁

で剥離された後に他方の側縁で一次削片が剥離され、その後、どちらかの側縁に偏って削片剥離が行

われる。これらは、①断面三角形（高さのある二等辺三角形）の削片を両端で剥離する段階（Ａ－段

階１・２、Ｂ－段階１・２）、②断面四角形ないし多角形の平行な両側縁を持つ削片を片側縁に偏っ

て剥離する段階（Ａ－段階３、Ｂ－段階３）に分けられる。

削片は両個体とも打面厚が３mm以下で小さく、厚手のものは剥離されていない。また、尖頭器端

部を取り込むものが多く、削片の長さは１６cmから１０cmへと削片剥離が進むにつれて短くなる。個

体Ｂ段階３で剥離された二次削片８８は削器に加工されている。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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分布 Sb－８５のＮ３６、Ｏ３５、Ｐ３５、Sb－８６のＭ３５、Ｎ３４・３５区に分布し、Sb－８５と Sb－８６に二分さ

れる。Sb－８５には個体Ａ段階１・段階３の削片１９、個体Ｂ段階１・２、段階３の削器８８（Ｏ３６区Ⅰ

層出土）が、Sb－８６には折損前の段階１・２、個体Ａ段階２以降（段階３の１９除く）、個体Ｂ段階３

以降が分布する。Sb－８６に主体的に分布するが、剥離工程①に対応する断面三角形の削片・トゥー

ル・形の整った削片が Sb－８５から出土し、選択性が伺える。

母岩別資料６２８・接合資料２９８８（図Ⅲ－１５８、図版１１５下）

母岩別資料は接合２９８８の他、接合２９８９、剥片１点で構成され、総点数７９点、総重量１，２９１．７gである。

素材 ５８点（３７個体）が接合し、重量は１，０５９．４g、大きさは３１×１５×７cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として粗い剥離によって加工された大型尖頭器で搬入される。断面形は正面中央に稜

があり、裏面が平坦な三角形である。

剥離工程 最初は縁辺から１cm程度内側を加撃し粗い加工が行われる（段階１・２）。その後、左

右ほぼ均等に縁辺部を加撃する加工が行われ（段階３～５）、次第に正面の稜が除去され、断面が滑

らかな凸レンズ状に変化している。（３２）×１０×（２．５）cmの尖頭器で搬出される。

分布 Sb－８７のＱ３４、Sb－８８のＱ３２・３３、Ｒ３１・３２、Ｓ３１・３２区に分布し、Ｒ３１・３２、Ｓ３１・３２の

集中部は高密度である。

母岩別資料６１２・接合資料２９６３（図Ⅲ－１５９・１６０、図版１１６）

母岩別資料は接合２９６３の他、接合２９６６～２９７１・５６５３４～５６５３６、剥片５６点で構成され、総点数２２０点、

総重量３，５６２．１gである。

素材 １２４点（５８個体）が接合し、重量は３，２１４．３g、大きさは２３×２１×１６cmである。爪状痕のある

原礫面を持つ転礫を素材として原石の状態で搬入される。

剥離工程 正面中央の稜から左右への剥離（段階２）を挟みながら原礫面を打面とした正面右からの

粗い加工（段階１）が行われ、厚さが大きく減少する。次に、上から裏面への加工（段階３）の後、

下から正面（段階４）、右側面から正面（段階５）、左側面から裏面（段階６）、上から裏面（段階７）

への剥離を交互に入れ替えながら加工は進行している。段階３で剥離された厚手の剥片である個体Ａ

は舟底形石器に加工されている。段階６の後半・段階７で薄い剥離が行われるが、全体的に加工は粗

く、１７×１２×（５．５）cmの両面調整体で搬出される。

分布 Sb－８３のＮ３７、Sb－８４のＯ３６・３７、Ｐ３６・３７、Ｑ３７、Sb－８５のＮ３７・Ｏ３６区に分布する。分

布密度は高く、ほとんどが本母岩で構成される小規模な集中域を形成している。

母岩別資料６３７・接合資料３０１３・３０１４（図Ⅲ－１６０・１６１、図版１１７－１・２）

母岩別資料は接合３０１３・３０１４の他、接合３０１５・５６５４４、尖頭器１点で構成され、総点数８６点、総重

量１，０２６．１gである。

素材 接合３０１３は５６点（３６個体）が接合し、重量は６６６．７g、大きさは１８×１０×８cmで、接合３０１４は

１５点（１４個体）が接合し、重量は１２３．４g、大きさは９×７×４cmである。爪状痕のある転礫を素材

として原石の状態で搬入されたと思われる。

剥離工程 本母岩は剥片素材の尖頭器が少なくとも３点製作されている。

接合３０１３は、剥片素材の個体Ａと石核素材の個体Ｂの接合資料である。個体Ａは石核の長軸方向で

剥離された背面に原礫面が残る厚手の剥片を素材とする。素材剥離ないし二次加工段階に中央で折損

し、それぞれ個体Ａ－１・２として加工される。個体Ａ－１は主に腹面側の加工が行われ、途中で尖

頭器４が折損している。個体Ａ－２は剥片１点のみで構成されるが、素材腹面縁辺にはやや細かい平

坦な連続した加工が見られる。個体Ｂは石核素材で裏面には短軸方向の剥離痕がある。正面から右側
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面への加工（Ｂ－段階１）の後、上面から正面（Ｂ－段階２）、右側面から裏面（Ｂ－段階３）、右側

面から正面（Ｂ－段階４）、左側面から正面（Ｂ－段階５）への加工が施される。断面形は最初長方

形であるが、Ｂ－段階４の途中から正面側が弧状に変化し、それに伴い、粗い加工から縁辺部に打点

のある剥離も見られるようになる。

接合３０１４は、剥片素材の尖頭器調整剥片接合資料である。素材は背面が原礫面で覆われた厚手の剥

片で、背面主体の加工（段階１・２）の後、腹面側の加工（段階３）が行われる。最後まで加工は粗

く、縁辺部調整は見られない。本体である尖頭器３の断面形は素材の形状を維持し、三角形である。

５は非接合の同一母岩資料である。断面が直角三角形に近く、加工は粗い。

以上を整理すると本母岩ではやや扁平な転礫を利用し、小口面の長軸方向・短軸方向で厚手の剥片

が剥離され、剥片・石核が尖頭器の素材となっている。加工は粗いが、断面形が弧状になる後半には

縁辺に比較的細かい平坦剥離による加工が行われ、縁辺部に打点のある加工も見られる。

本接合資料は Sb－９０と関連のある Sb－８８・８９に分布している。また、尖頭器の二次加工技術が他

の石器群（例えば小型舟底形石器を伴う石器群）とは異なる一方、忍路子型細石刃核石器群と見られ

る Sb－９０の母岩６９３個体Ａ・Ｂ（図Ⅲ－１９９・１２０）の尖頭器加工技術と類似することから、本母岩も

関連があると見られる。これらの尖頭器は、Sb－９０出土の忍路子型細石刃核（図Ⅲ－１７６－８）に比

べ加工が粗く、それとは直接的に結びつかないため、その位置付け（細石刃核母型と位置付けるか、

別器種と位置付けるか）については、多角的に検討する必要がある。

分布 接合３０１３は Sb－８８のＱ３３、Ｒ３１・３２、Ｓ３１・３２、Sb－８９のＲ２９・３０、Ｓ２８～３０区に分布し、

接合３０１４は Sb－８９のＲ２９・３０、Ｓ２９区に分布する。接合３０１３は Sb－８８・８９に二分し、Sb－８８には個

体Ｂ段階１～３が分布し、それは断面が弧状になる以前のより粗い加工段階に対応する。個体Ａ、個

体Ｂ段階４・５は Sb－８９に分布するが、個体ＡはＲ３０・Ｓ２９区の集中域とはややずれている。Sb－

８９の分布は南側の調査範囲外に広がると予想され、本母岩も一部残存する可能性がある。

母岩別資料６１０・接合資料２９５９（図Ⅲ－１６１・１６２、図版１１７－３）

母岩別資料は接合２９５９の他、接合２９６０・２９６１、縦長剥片１点、剥片９点で構成され、総点数４４点、

総重量３８９．５gである。

素材 ２２点（１２個体）が接合し、重量は３２４．７g、大きさは１９×８×６cmである。流紋岩球顆を多く

含み、平滑な原礫面を持つ扁平な角礫を素材として原石の状態で搬入されたと考えられる。

剥離工程 石刃作業面に適した形状である側面形が弧状で断面が鋭角（７０度）の縁辺を作業面に設定

し、左側面からの稜調整（段階１）の後に石刃が剥離される（段階２）。石刃剥離には打面調整や打

面縁辺を擦る調整が行われ、剥離の進行に伴い石刃核高が減少している。石刃は１５cm前後で２点

（９４・９３）は削器に加工される。両者共に右側縁に連続的な平坦剥離による加工が施され、９４は素材

打面が除去され、上端は尖頭状である。初期段階の石刃・打面調整剥片のみ出土し、それらには欠落

するものがほとんど無く、石刃核のみ搬出されたと思われる。

分布 Sb－８４のＯ３７、Ｐ３７、ブロック外のＰ３９区に分布し、ほとんどが本母岩で構成される非常に

小規模な集中域を形成している。

母岩別資料６３３・接合資料３０００（図Ⅲ－１６２、図版１１８－１）

母岩別資料は接合３０００の他、接合３００１・５６５４２で構成され、総点数４８点、総重量１，２６２gである。

素材 ４４点（２４個体）が接合し、重量は１，１６８．１g、大きさは１５×１２×１１cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として原石の形状で搬入される。

剥離工程 １回の剥離（段階１）によって形成された打面から、頭部調整を伴って石刃が剥離される
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（段階２）。ヒンジによって作業面形状が悪化した後、１８０度の打面転移によって下端から正面裏面に

剥離が行われる（段階３）が、母岩中央に直径４cmもの大型球顆があり、それらが露出し、良形の

石刃は剥離されていない。打面作出の際に既に球顆は露出していたが、作業面には露出しておらず、

石刃剥離が行われたようである。

１２cm程度の石刃が剥離され、初期の石刃は欠落し、搬出されたと考えられる。

分布 Sb－８５のＰ３５、Sb－８７のＱ３４、Ｒ３３・３４、Ｓ３２・３３、Sb－８８のＰ３４区に分布し、まとまった

分布を示す。Sb－８５のＰ３５区出土石器は、両側縁が平行する良形の剥片の打面側破片である。

母岩別資料６２７・接合資料２９８６（図Ⅲ－１６３、図版１１８－２）

母岩別資料は接合２９８６の他、接合２９８７、縦長剥片１点、剥片２点で構成され、総点数１４点、総重量

１５１．６gである。

素材 ９点（９個体）が接合し、重量は１０８．５g、大きさは８×６×４cmである。平滑な原礫面を持

ち、角の潰れた角礫を素材としておそらく原石の状態で搬入されたと思われる。

剥離工程 上端から右側面、下部から裏面への剥離（段階１）の後、打面が作出され（段階２）、正

面で頭部調整を伴う石刃剥離（段階３）が行われる。石刃は石刃核の下端部を取り込むものが多く、

石刃核は小型化し、剥離される石刃も短くなる。石刃長は５～７cmで腹面に加工のある石刃が１点

有り、初期の７cm程度の石刃は搬出されている。

分布 Sb－８５のＮ３６、Ｏ３５区に分布し、散漫な分布である。

母岩別資料５８６・接合資料２９０３（図Ⅲ－１６３・１６４、図版１１８－３）

母岩別資料は接合２９０３のみである。

素材 ５２点（３１個体）が接合し、重量は７９１．４g、大きさは１３×１２×９cmである。爪状痕のある原礫

面を持つ転礫を素材として粗割りされた状態で搬入されている。

剥離工程 上設打面作出、左・正・右面に粗い剥離がなされた状態で搬入され、下面からの作業面調

整（段階１）の後、上設打面から頭部調整を行いながら石刃が剥離される（段階２）。剥離される石

刃長は、最初１２cm程度であるが、石刃核高の減少により最後は８cm程度に小型化する。加工の施

されるものが多く、４点（９１・８３・８１・８６）が削器に加工され、その他２点に不連続な加工が認めら

れる。９１の右側縁には連続した急角度の加工が、左側縁には細かい加工が見られ、８３・８１・８６の両側

縁には角度のある細かい加工が施される。初期の厚手の石刃には素材形状を変化させる厚手の加工

が、後半の薄手の石刃には素材形状をあまり変えない細かい加工が行われる傾向がある。

石刃で欠落するものは少なく、石器加工率と同様に残存率も高い。

分布 Sb－８１のＫ４０、Ｌ４０、Sb－８３のＭ３８、Ｎ３７・３８、Sb－８５のＮ３６、Sb－８６のＮ３５・３６、Sb－８７

のＲ３４区に分布し、大きく Sb－８１・８３・８６に分けられる。分布と剥離工程は概ね一致し、段階１・

段階２の初期段階は Sb－８６に、段階２の大部分（段階１に先行するものを含む）・石刃核は Sb－８３

に、段階２の最終段階は Sb－８１に分布する。ブロックをまたがって折れ面接合するものがあり、完

全に段階で分けられないものの、以上の結果を整理すると剥片剥離の順番では Sb－８３→８６→８３→８１

→８３となる。また、石刃類は全てのブロックに分布するが、厚手の削器９１は Sb－８６に、薄手の削器

８３・８１・８６は Sb－８３に分布し、偏りが見られる。

母岩別資料６１３・接合資料２９６４（図Ⅲ－１６４、図版１１９上）

母岩別資料は接合２９６４の他、接合２９６５・５６５３３、剥片１１点で構成され、総点数７８点、総重量１，０１３．７g

である。

素材 ６３点（４７個体）が接合し、重量は９８３．３g、大きさは１２×１１×１１cmである。爪状痕のある原礫

２ 遺構と遺物
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面を持つ転礫を素材として粗割りされた状態で搬入されている。

剥離工程 上設の単剥離打面から最初は頭部調整を伴わない石核調整の粗い剥離の後、頭部調整を伴

う石刃が剥離される（段階１）。石刃剥離の途中で下面から右側面への剥離（段階２）、正面下部作業

面調整（段階３～５）が行われる。石刃のうち１点（８２）は両側縁に細かい加工が施されている。

剥離される石刃長は９cm前後で、欠落するものはほとんど無く、搬出されていない。

分布 Sb－８４のＰ３６・３７、Ｑ３６・３７、ブロック外のＱ３８区に分布する。分布密度は高く、ほとんど

が本母岩で構成される小規模な集中域を形成している。

母岩別資料６０６・接合資料２９５３（図Ⅲ－１６５・１６６、図版１２０）

母岩別資料は接合２９５３の他、接合２９５４、石刃１点、剥片２０点で構成され、総点数１６１点、総重量

２，２７９．６gである。

素材 １３８点（１１３個体）が接合し、重量は２，１４９．８g、大きさは２４×１７×１２cmである。風化によって

ザラついた平坦面を持つ角礫を素材として原石の状態で搬入される。

剥離工程 全体を通して、石刃剥離において頻繁な上下方向の打面転移が見られる。

まず、裏面から上面（段階１）、正面から上面への剥離による打面作出（段階２）後、正面で石刃

剥離が行われる（段階３）。次に、下面から左側面（段階４）、下面から右側面への剥離（段階５）の

後、正面から右側面下部に稜調整が行われ（段階６）、段階４の剥離面を打面として右側面で頭部調

整を伴って石刃が剥離される（段階７）。さらに、打面転移により上設打面から石刃が剥離され（段

階８）、以後、裏面から下面への剥離（段階９）によって作出された下設打面から左・裏面へ石刃剥

離（段階１０）、上設打面への転移による左側面での石刃剥離が行われる。

石刃は、最初は１２cm程度のものが剥離されるが、石刃核の小型化に伴って最終的には８cm程度

に変化している。また、段階８・１０の上設打面から剥離された石刃が多く欠落している。舟底形石器

は個体Ａ～Ｅの５個体が製作され、個体Ａは段階１、個体Ｂは段階２、個体Ｃは段階３、個体Ｅは段

階９の厚手の剥片を、個体Ｄは段階８の厚手の石刃を素材としている。舟底形石器は一部下縁からの

加工が見られる個体Ｃを除いて素材腹面である甲板面からのみ加工が行われる。個体Ｄ・Ｅ以外は本

体が欠落し、搬出されたと考えられる。

分布 Sb－８６のＭ３４・３５、Ｎ３３・３４、Ｏ３３・３４区に分布する。一つの集中域にやや散漫に分布し、

段階・舟底形石器の個体による分布差は認められない。

母岩別資料５９３・接合資料２９２７（図Ⅲ－１６６・１６７、図版１１９下）

母岩別資料は接合２９２７の他、接合２９２８、剥片１４点で構成され、総点数１３１点、総重量８０３．０gである。

素材 １１５点（１０２個体）が接合し、重量は７７９．６g、大きさは１７×１３×７cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 長軸方向の剥離による打面作出後、小口面である正面・裏面に作業面を転移させ、石刃・

縦長剥片・厚手の剥片が剥離される。石刃剥離後、最終的に裏面で舟底形石器の素材となる厚手の剥

片剥離が行われる。

小口面から長軸方向の剥離による打面作出（段階１）後、その剥離の先端部側の小口面で頭部調整

を伴わない縦長剥片が剥離される（段階２）。作業面から原礫面がほぼ除去された後、頭部調整を伴

う石刃剥離が行われる（段階３）。段階１の打点側である裏面では段階２の剥離と切り合いのない縦

長剥片剥離（段階４前半）が見られ、段階３の後、裏面から右側面への稜調整（段階５）、さらに厚

手の剥片が剥離される（段階４後半）。石核である１７７の右側面には正面の剥離面に切られる石刃剥離

面が残る。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１４７



段階１で剥離された厚手の縦長剥片を素材として２個体（個体Ａ・Ｂ）、段階４後半の厚手の剥片

を素材として２個体（個体Ｃ・Ｄ）の舟底形石器が加工され、個体Ａの欠損品である１３７以外、出土

せず、搬出されている。加工は個体Ｂのみ甲板面と下縁の上下から行われる。

剥離される石刃は９cm程度で、段階３中頃に剥離された部分が欠落し、搬出されている。

分布 Sb－８６のＭ３４・３５、Ｎ３４・３５、Ｏ３４区に分布する。同一の集中域内にまとまって分布し、個

体・段階による違いは認められない。

母岩別資料５５０・接合資料２８０５（図Ⅲ－１６７・１６８、図版１２１－１）

母岩別資料は接合２８０５の他、接合２８０６、剥片３８点で構成され、総点数２１４点、総重量９６９．５gである。

素材 １７３点（１３３個体）が接合し、重量は９０９．８g、大きさは１６×１４×６cmである。平滑な原礫面を

持ち、一部角の潰れた扁平な三角形の角礫を素材として原石の形状で搬入される。

剥離工程 右側面から三角形の一片に沿った剥離（段階１）によって打面が作出され、正面で、前半

は頭部調整の無い、後半は頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（段階２）。段階２の初期には左側面

から裏面への剥離（段階３）を挟んで、左側縁で断面三角形の厚手の剥片が剥離され、舟底形石器の

素材（個体Ｃ）と利用されている。また、右側縁で剥離された厚手の剥片も同様に舟底形石器の素材

（個体Ｄ）となっている。段階２の途中、作業面下部がヒンジになった際に下端部から石核調整（段

階４）が行われる。

段階１で剥離された厚手の剥片２点、段階２の左右側面で剥離された厚手の剥片（個体Ａ・Ｂ）を

素材として舟底形石器が製作されている。加工は個体Ｃの初期段階を除き、全て甲板面からのもので

ある。個体Ａの本体１３９、個体Ｂの初期の欠損品１３８は出土し、個体Ｂ～Ｄの本体は出土せず、搬出さ

れたと考えられる。

石刃は、段階２の後半に長さ９cm程度のものが剥離され、一部欠落している。また、２点が削器

（８７）に加工され、それらは微細な剥離が両側縁に連続するものである（１点は掲載していないが同

様の加工が見られる）。

分布 Sb－８２のＫ３７・３８、Ｌ３６～３８、Ｍ３６、Sb－８６のＬ３６、Ｍ３６区に分布する。主にＭ３６区南東部

に高密度に分布し、一部Ｌ３７区周辺に散漫に広がる。個体・段階による分布の違いは認められない。

Ｍ３６区南東部の小集中域はほぼ本母岩単独で構成されている。

母岩別資料６０９・接合資料２９５８（図Ⅲ－１６８・１６９、図版１２１－２）

母岩別資料は接合２９５８の他、剥片１点で構成され、総点数４４点、総重量７８６．１gである。

素材 ４３点（４０個体）が接合し、重量は７８５．７g、大きさは１３×１０×９cmである。平滑な原礫面で覆

われ、表面が一部湾曲した原石を素材として原石の状態で搬入される。

剥離工程 裏面からの剥離（段階１）によって作出された打面から、その剥離の先端側にあたる正面

で剥離が行われる（段階２）。最初は頭部調整の無い厚手の剥片が剥離されるが、後半には頭部調整

を伴う石刃剥離が行われ、後半の最初には作業面上の稜の一本が上下方向の動きで磨り潰されている。

段階２初期の厚手の剥片２点（個体Ａ・Ｂ）を素材として舟底形石器１１８・１１６が甲板面からのみの

加工によって製作されるが、両者とも本体が遺棄されている。石刃は段階２後半に７cm前後のもの

が剥離され、後半のものが欠落している。また、１点（８５）が両側縁に微細な加工が施される削器に

加工されている。

分布 Sb－８５のＯ３５、Ｐ３５区に分布し、Ｐ３５区南西部を中心に北東方向にやや分布が広がる。舟底

形石器製作の個体Ａ・ＢはＰ３５区南西部に集中して分布する一方、それ以外の石器はその集中域の北

東に散漫に分布する。
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母岩別資料６０４・接合資料２９５１（図Ⅲ－１６９、図版１２２－１）

母岩別資料は接合２９５１のみである。

素材 ３０点（２９個体）が接合し、重量は３４４．９g、大きさは１２×９×７cmである。風化により少しザ

ラついた平坦な原礫面を持ち、やや角が潰れた角礫を素材として一部粗割りされた状態で搬入された

と思われる。

剥離工程 上面の単剥離打面から正面への比較的粗い剥離（段階１）が行われ、作業面下端部にヒン

ジによる凹凸が生じると、下端部に正面・左側面から調整が施される（段階２）。その後、上設打面

から石刃剥離（段階３）、さらに下面に作業面を転移し、左側面を打面とした石刃剥離（段階４）が

行われる。最後の石核、段階３で剥離された厚手の剥片を素材として甲板面からのみの加工により舟

底形石器が製作され、個体Ａの本体である１０９は出土し、石核素材である個体Ｂの本体は出土してい

ない。個体Ｂ本体部分の空隙の幅は１．５cmで加工がⅠ類まで進行した可能性がある。

分布 Sb－８６のＭ３４・３５、Ｎ３３・３４、Ｏ３３・３４区に分布する。全体的には１か所の集中域にやや散

漫に分布し、個体・段階による分布の違いは見られない。

母岩別資料５９０・接合資料２９１６（図Ⅲ－１７０・１７１、図版１２２－２・１２３・１２４上）

母岩別資料は接合２９１６の他、接合２９１７～２９２３・５６５２２～５６５２５、縦長剥片１点、石刃２点、剥片２４点

で構成され、総点数１５１点、総重量１，８５３．８gである。

素材 ９１点（６３個体）が接合し、重量は１，５７３．４g、大きさは１７×１７×１１cmである。平滑な原礫面を

持ち、角が潰れて丸くなった亜角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 正面右下部からの剥離によって個体Ａ～Ｃに分割され、それぞれの個体で石刃剥離が行わ

れる。以下、石刃核の正面を基準に説明する。

個体Ａ（図版１２３－２３９）は、左側面から右側面下部（Ａ－段階１）、左側面から裏面（Ａ－段階２）

への石核調整後、原礫面を打面として頭部調整の無い剥離から頭部調整を伴う石刃剥離（Ａ－段階３）

が行われる。個体Ａ段階３の途中、左側面から正面へ稜調整が見られる。

個体Ｂ（図版１２３－２４０）は、上面から正面への剥離（Ｂ－段階１）、正面から左側面への剥離（Ｂ－段

階２）、上面の打面作出（Ｂ－段階３）後、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（Ｂ－段階４）。

個体Ｃ（図版１２４－２４１）は、個体Ｃ段階１の欠損、左側面下部稜調整（Ｃ－段階２）、上面からの

縦長剥片剥離（Ｃ－段階３）の後、打面作出（Ｃ－段階４）、頭部調整を伴う石刃剥離（Ｃ－段階５）

が行われる。

石刃は個体Ａ～Ｃで８cm前後のものが剥離され、それらのほとんどが欠落している。個体Ａ段階

３の前半に剥離されたやや厚手の剥片は、右側縁のみ斜角の剥離により削器９５に、個体Ｂ段階３で剥

離された厚手の打面作出剥片（個体ａ）、個体Ｃ段階４に剥離された打面作出剥片（個体ｂ）は甲板

面からのみの剥離で舟底形石器に加工され、個体ｂの欠損した一部である１４０が遺棄されている。

分布 Sb－８６のＭ３４・３５、Ｎ３３・３４、Ｏ３４区に分布する。全体的には１か所の集中域にやや散漫に

分布し、個体・段階による分布の違いは見られない。

母岩別資料６６２・接合資料３１０２（図Ⅲ－１７２、図版１２４下）

母岩別資料は接合３１０２の他、縦長剥片１点、石刃１点、剥片５６点で構成され、総点数１３１点、総重

量１，２６９．９gである。

素材 ７３点（５５個体）が接合し、重量は１，０１８．７g、大きさは１６×１３×１０cmである。一部風化した平

滑な原礫面のある転礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 右側面から正面へ厚手の剥片が剥離され（段階１）、その剥離面を打面とした長軸方向の

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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剥離（段階２）によって打面が作出される。段階３はその打面から正・左・裏面で剥離されたもので

あるが、前半では原礫面を除去する頭部調整の無い剥離が左側面～裏面にかけて行われ、後半には頭

部調整を伴う石刃剥離が左側面～裏面で、最後に左側面で石刃核を分割するような厚手の剥片剥離が

行われる。

段階１で剥離された厚手の剥片（個体Ａ）、段階２で剥離された打面作出剥片（個体Ｂ）、段階３前

半に両側面で剥離された厚手の剥片（個体Ｃ・Ｅ）、石核である個体Ｆを素材として舟底形石器・削

器が製作される。加工は基本的には甲板面から行われ、個体Ａには長軸方向の加工が、個体Ｆには後

半に下縁からの加工が見られる。本体は、個体Ｂの欠損した一部である１４３、個体Ｄ～Ｆの９９・１２６・

１３１が出土し、個体Ａ・Ｂの主体部分・Ｃについては欠落している。９９・１２６は中央で欠損しているが、

１３１は欠損していない。１３１の左側面右半部に残る甲板面からの最終剥離の後に左半部を除去するパン

チ痕が甲板面に残り、そこを除去できなかったために廃棄されたものと考えられる。

石刃は長さ８～１０cm程度のものが剥離されているが、ほとんどが欠落している。

分布 Sb－８７のＱ３４、Ｒ３３・３４、Ｓ３２・３３区に分布する。全体的には細長い１か所の集中域にやや

散漫に分布し、折れ面接合は長軸方向に伸びるように分布し、個体・段階による分布の違いは見られ

ない。

母岩別資料５９６・接合資料２９３８（図Ⅲ－１７３、図版１２５－１）

母岩別資料は接合２９３８のみである。

素材 １００点（７２個体）が接合し、重量は１，３５４．２g、大きさは１５×１２×１１cmである。角が潰れて丸

くなり、表面が風化によってあばた状になった亜角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 正面から上面への剥離による打面作出（段階１）後、正面で厚手の剥片が剥離される（段

階２）。右側面から下面への剥離（段階３）を挟んで、上設打面から頭部調整を伴う石刃剥離が行わ

れ（段階４）、その後半には厚手の剥片が剥離される。

段階１の剥離の際に同時割れにより分割した個体Ａ・Ｂ、段階３で剥離された厚手の剥片（個体

Ｃ）、段階４で剥離された厚手の剥片（個体Ｄ）は舟底形石器に加工されている。加工は、個体Ｂの

最終剥離には下縁からのものが見られるが、それ以外は甲板面から行われる。個体Ａ・Ｂの本体は欠

落し、個体Ｃ・Ｄは加工の初期段階と見られる二次加工ある剥片が遺棄されている。剥離される石刃

長は１０cm程度で、それらは欠落している。

分布 Sb－８６のＭ３４・３５、Ｎ３３～３５、Ｏ３４、Sb－９２のＬ３５区に分布する。全体的には１か所の集中

域にやや散漫に分布し、個体・段階による分布の違いは見られない。

母岩別資料６６４・接合資料３１０９（図Ⅲ－１７４、図版１２５－２）

母岩別資料は接合３１０９の他、剥片１４点で構成され、総点数５８点、総重量７９１．４gである。

素材 ４４点（４０個体）が接合し、重量は７６８．２g、大きさは１７×１３×８cmである。平滑な原礫面を持

ち、角がやや潰れた角礫を素材として正面に一枚の剥離面のある状態で搬入される。

剥離工程 上面の原礫面打面から左側面・正面・裏面において縁辺から２cm程度内側の打撃により

厚手の剥片である個体Ａ～Ｃが剥離される。個体Ａは両面調整石器が、個体Ｂ・Ｃは舟底形石器が製

作される。個体Ａは正面右からの剥離後に裏面左右から加工が行われ、折損後２２が遺棄される。個体

Ｂは甲板面からの加工の後に主に下縁から加工される。個体Ｃは全て甲板面から加工され、中央で折

損し、１１５が遺棄される。

分布 Sb－８９のＰ３２、Ｑ３０・３１、Ｒ３０、Ｓ２９、Sb－９３のＰ２９区に分布する。Ｐ２９区の１点を除き、

１か所の集中域にやや散漫に分布し、個体・段階による分布の違いは見られない。Ｐ２９区出土石器は

２ 遺構と遺物
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舟底形石器の素材となりうる唯一の厚手の剥片で人為的に持ち込まれた可能性が高い。

母岩別資料６５６・接合資料３０８６（図Ⅲ－１７５、図版１２７－１）

母岩別資料は接合３０８６のみである。

素材 ２０点（１９個体）が接合し、重量は２２８．７g、大きさは９×７×５cmである。風化により少しザ

ラついた原礫面を持つ角の潰れた亜角礫を素材として原石ないし原石に近い状態で搬入されている。

剥離工程 正面からの剥離によって上面に作出された打面から正面で剥片が剥離された後、下設打面

作出（段階２）、下設打面からの厚手剥片剥離（段階３）が行われる。頭部調整は見られず、打面縁

辺から５～１０mm内側に打点がある。段階３で剥離された厚手の剥片（個体Ａ）を素材として舟底形

石器が製作され、石核１７６にも右側縁に折損の原因となった正面からの剥離が残り、石核素材の舟底

形石器を製作する意図が読み取れる。本母岩は長さ１０cm程度の原石を分割することによって舟底形

石器の素材を得て、舟底形石器を製作することを主な目的としたものである。

分布 Sb－８５のＰ３５、Sb－８７のＰ３４、Ｑ３４、Ｒ３３区に分布する。全体的には１か所の集中域にやや

散漫に分布し、一部北東方向に広がる。個体・段階による分布の違いは見られず、北東部の広がりと

石器の形態・技術段階に関連は見られない。

接合資料５７１０（図Ⅲ－１７５、図版１２８－２）

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は０．６g、大きさは１１．５×６×２．５cmである。彫刀面が素材先

端側の左肩に作出されたⅡ類の彫器から剥離された削片の接合資料である。

剥離工程 先行の彫刀面再生後、彫刀面ほぼ全体に背面先端部調整が行われ、５２が剥離される。次に

素材腹面からの彫刀面打面再生、彫刀面打面から７mmの限定された範囲に背面先端部調整の後、５０

が剥離されている。彫刀面傾斜角は１３９度→１１８度→１２２度と５２の剥離前後で若干変化が見られる。

分布 Sb－８５のＮ３６区に分布する。

母岩別資料１２２１・接合資料５７１９（図Ⅲ－１７５、図版１２８－１）

母岩別資料は接合５７１９のみである。

素材 ８点（６個体）が接合し、重量は６８．８g、大きさは１１．５×６×２．５cmである。原礫面は残存せ

ず原石形状は不明。搬入形態は二種類の可能性があり、一つは、接合資料の両側面に正面からの稜形

成による剥離が見られ、正面には石刃剥離痕が残ることから、石核調整された数本の石刃剥離が行わ

れた石刃核で搬入された可能性、もう一つは、接合資料を構成する石器は全て掻器であることから製

品ないし素材で搬入された可能性である。

剥離工程 正面からの稜形成による石核調整の行われた石刃核（側面後方・裏面・打面周辺の石核調

整は接合していないため不明）から素材石刃が作業面を左右にずらしながら連続的に剥離されてい

る。唯一打面の残存する５９の打面には打面調整が認められ、打面調整の行われた可能性がある。接合

している石刃は全て掻器に加工され、素材石刃は幅２cm以下（６７・６５）から３cm前後（６９・６８）

のものまで変異が大きく、平面形態もバラエティーが認められるが、全ての背面に平行する２本の稜

線が残る共通点がある。側縁調整はほとんど行われないが、折れ面中央に腹面からノッチ状の加工が

施されるものがある（６８・６５・６９）。刃部の平面形状は円形、角形など変異に富むが、斜角の加工が

施され、刃部縁辺部に１mm程度の細かい加工により縁辺が滑らかに調整されている。また、６７を除

いて刃部周辺にパンチ痕が認められる。刃部は素材先端部に作出されるが、必ずしも素材の末端部に

位置せず、それには刃部再生・折損後の刃部作出などが考えられる。また、素材末端部に刃部が位置

しないことは、素材末端部の反りを必要としないことを意味し、その点で小型舟底形石器に伴う掻器

とは異なる。これらの石刃剥離技術・掻器の二次加工技術の特徴は Sb－９０を中心とした忍路子型細

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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石刃核石器群に共通するものであり、１点が Sb－９０に分布することからもその関連が認められる。

分布 Sb－８６のＭ３５・３６、Ｎ３５、Sb－９０の J３３区に分布する。掻器６７の中間部が Sb－９０から出土し

ているが、中間部のみ Sb－９０から出土する原因は不明である。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料５４６・接合資料２７９２・２７９３（図版１２６－１・２）は、石核素材の尖頭器調整剥片の接合資

料で表裏の関係にあたる。平滑な原礫面を持つ角礫を素材として長さ３３cmの粗い加工で覆われた尖

頭器で搬入される。両面とも左右から加工が行われ、主に厚さを減少させて、長さ３０cm程度の尖頭

器で搬出される。搬出形態は先端部が丸く、幅広で、断面凸レンズ状の整った形状である。接合資料

のほとんどは Sb－８１に高密度に分布するが、一部 Sb－８５・８６に分布し、それらには段階に関わらず

やや大型剥片が含まれる。

母岩別資料６３１・接合資料２９９４（図版１２７－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で２０cmを超える

大きさの正面のみ粗割りされた状態で搬入されている。前半は縁辺から５mm程度内側を打撃する粗

い加工が行われ、断面形が凸レンズ状に変化した時点で縁辺部を加撃し、薄い剥片剥離によって形態

が整えられている。前半は打面の大きい厚手の剥片が、後半は打面の小さい薄い湾曲した剥片が剥離

される。幅１０cm、厚さ２cmの尖頭部のある比較的整った形状の尖頭器が製作され、搬出されている。

ほとんど全てが Sb－８８に分布する。

母岩別資料６２９・接合資料２９９０（図版１２８－３）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、２５cm

を超える原石ないしそれに近い形状で搬入されたと思われる。粗い加工で表面の凹凸が除去された

後、縁辺部を加撃した打面の小さい剥片が剥離され、形状が整えられる。長さ２０cm以上の尖頭部の

ある比較的整った形状の尖頭器が搬出されたと考えられる。ほとんど全て Sb－８８に分布する。

母岩別資料６３２・接合資料２９９５（図版１２８－４）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、２８cm

程度の原石ないし一部加工された状態で搬入される。前半は縁辺部調整の見られない粗い加工が、後

半は縁辺部調整を伴う剥離が行われるが、両者とも縁辺からやや内側を加撃しているため剥離される

剥片の打面厚は厚く、それに伴って本体の幅も狭くなっている。長さ２５cm程度の尖頭器で搬出され

たと推定される。ほとんど全てが Sb－８８に分布している。

母岩別資料６３０・接合資料２９９３（図版１２９－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、１９cm

を超える原石の状態で搬入される。右側縁から両面に加工が行われるが、左側縁からの加工の有無は

接合していないため不明である。比較的粗い段階の剥片のみ接合している。母岩別資料６３１・接合資

料２９９４、母岩別資料６２９・接合資料２９９０、母岩別資料６３２・接合資料２９９５と本接合資料は全て尖頭器製

作接合資料であるが、① Sb－８９と接合関係のある Sb－８８に高密度に分布している、②黒曜石１が利

用される、③尖頭器製作技術が他（小型舟底形石器石器群など）とはやや異なることから忍路子型細

石刃核石器群に関連すると思われる。

母岩別資料５７８・接合資料２８８２（図版１２９－２）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫を素材として、

２５cmを超える大型の剥離面のある状態で搬入される。大型の剥離面である左側面から非常に粗い剥

離が連続的に行われている。ほとんどが Sb－８３に分布し、一部が周辺の Sb－８２・８５に分布する。

母岩別資料６１５・接合資料２９７２（図版１２９－３）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫を素材として、

長さ２０cm程度、原石の状態で搬入されている。右側面から正面、正面から上面、右側面から裏面、

上面から正面に全て粗い剥離が行われる。何を目的としたかは不明である。Sb－８５の北側にまとまっ

て分布する。

２ 遺構と遺物
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母岩別資料５８９・接合資料２９１５（図版１３０－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、長さ

１４cm、人為的ではない剥離面のある状態で搬入される。２個体に分割され、それぞれ原礫面打面、

分割面を打面として頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。８～１０cm程度の石刃が剥離され、ほとん

どが搬出される。Sb－８６北東部に分布する。

母岩別資料６３８・接合資料３０１６（図版１３０－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、長さ

１３cm、原石の状態で搬入される。正面からの１回の剥離で上面に打面を作出した後、頭部調整を伴

う石刃剥離が行われるが、原石の外観からは確認できない直径３cmの大型球顆が内在し、完全な石

刃が剥離されていない。しかしながら、石刃剥離は継続され、石刃剥離が困難な段階まで石材をほぼ

消費し尽くしている。１０cm程度の石刃が剥離され、左右側面に近い球顆を含まないものが少量搬出

されている。Sb－８７南西部に近隣の２か所に分布しているが、段階の違いによるものではない。

母岩別資料６１８・接合資料２９７５（図版１３０－３）は、風化により少しザラついた平坦な原礫面を持つ

角礫素材で搬入形態は不明である。原石からの初期段階は不明であるが、最終的に頭部調整を伴う石

刃剥離が全周を巡って行われる。５・６cmの石刃が剥離されているが当初の石刃サイズ・石刃剥離

の頻度・搬出量は不明である。Sb－８５・８７に散漫に分布している。

母岩別資料６０８・接合資料２９５７（図版１３１－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、長さ１５cm

の原石ないしそれに近い状態で搬入される。上設打面作出後、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。

原石の外観からは確認できない３cmの球顆が内在し、良形の石刃は剥離されていない。最終的に下

端部からの剥離で球顆が露出し、石核は遺棄される。Sb－８７南西部に分布し、石核のみ Sb－８５南西

部に分布する。本母岩の①原石形状（大きさ・形態・原礫面の雰囲気・色）、②内在する大型球顆、

③分布（形状・密度・位置）が母岩６３８に極めて類似することから、両母岩は、同時に、同場所で採

集されたと考えられ、さらに言えば、同一人物が剥離した可能性がある。

母岩別資料６２６・接合資料２９８５（図版１３１－２）は、風化してザラついた平坦な原礫面を持つ角礫を

素材として、長さ１３cm、原石ないしそれに近い状態で搬入されている。上設打面作出後、頭部調整

を伴う石刃剥離が行われ、打面再生後、さらに左側面で石刃が剥離される。Sb－８５に散漫に分布し、

石刃核のみ Sb－８７に分布する。

母岩別資料６０２・接合資料２９４８（図版１３１－３）は、風化によりザラついた平坦な原礫面を持ち、角

が潰れて丸くなった亜角礫を素材として、長さ１８cm、原石の状態で搬入される。上・下面での剥離

の後、上設打面から正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われ、最後に下面から正面への剥離が行われ

る。上・下面で剥離された厚手の剥片２点は舟底形石器に加工され、中央で折損した１２０は遺棄され

ている。７～１０cmの石刃が剥離され、それらの多くは欠落し、搬出される。全て Sb－８６に分布し、

個体・段階による違いは見られない。

母岩別資料５９５・接合資料２９３４（図版１３２－１）は、風化してザラついた平坦な原礫面を持ち、角が

潰れて丸くなった亜角礫を素材として、長さ１９cm、原石ないしそれに近い状態で搬入される。右側

面から下面への連続した剥離（段階１）後、上設打面作出（段階２）、頭部調整を伴う石刃剥離（段

階３）が行われる。石刃剥離終了後、正面から両側面に粗い剥離が行われるが、その剥離の特徴から

石刃核素材の舟底形石器を製作する意図が読み取れる。段階１（２個体）・２（１個体）の厚手の剥

片、段階３（１個体）の厚手の石刃を素材として舟底形石器・厚手の削器が製作され、３点（１００・

１１７・１４２）が遺棄されている。石刃は長さ７～１０cmのものが剥離され、１点は錐形石器７９に加工さ

れるが、大部分は欠落し、搬出されている。Sb－８６にまとまって分布している。

母岩別資料５９７・接合資料２９３９（図版１３２－２）は、風化によりややザラついた平坦な原礫面を持ち、
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角がやや潰れた亜角礫を素材として、長さ１４cm、原石ないしそれに近い状態で搬入されている。上

設打面作出後、頭部調整を伴う石刃が剥離され、最後は下縁から剥離が行われる。打面作出剥片を素材

として２個体の舟底形石器が製作されているが両方欠落している。石刃は７～１０cmのものが剥離さ

れ、ほとんどが欠落し、搬出されている。全て Sb－８７に分布し、個体・段階による違いは見られない。

母岩別資料６５２・接合資料３０５０（図版１３３－１）は、風化によりザラついた平坦な原礫面を持ち、角

の潰れた亜角礫を素材として、長さ１３cm、原石ないしそれに近い状態で搬入されている。上面の平

坦な剥離面を打面とした正面での頭部調整を伴う石刃剥離後、下面から石刃核を分割するような粗い

剥離が連続して行われる。前半の厚手の石刃１点は舟底形石器に類似する加工が単発で行われ、後半

の厚手の剥片４点、石核１点の合計５点は舟底形石器に加工されているが、１４４・１４５以外は搬出され

ている。石刃は１０cm前後のものが剥離されるが、頻度は少なく、作業面形状の悪化に伴い石刃剥離

は終了する。全て Sb－８７に分布し、個体・段階による違いは見られない。

母岩別資料５５２・接合資料２８０８（図版１３３－２）は、平滑な原礫面を持ち、角がやや潰れた角礫を素

材として、長さ９cm、原石ないしそれに近い状態で搬入される。上設打面作出後、石刃剥離が行わ

れる。厚手の打面作出剥片・厚手の縦長剥片を素材として舟底形石器類似の粗い加工が施されるが、

両者とも加工途中で遺棄される。全て Sb－８２の中央部にまとまって分布している。

母岩別資料５７７・接合資料２８８１（図版１３３－３）は、風化によりややザラついた平坦面を持ち、角の

潰れた亜角礫を素材として、長さ１２cm、原石ないしそれに近い状態で搬入される。上設打面作出後、

角部で厚手の剥片が剥離され、形態を整えた後、全周を巡る頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。最

終剥離は頭部調整が無く、打面厚の大きい粗いものである。厚手の剥片１点は舟底形石器に加工され

るが、本体は出土していない。全て Sb－８３にまとまって分布している。

母岩別資料６２２・接合資料２９７９（図版１３４－１）は、風化によりザラついた平坦面を持ち、角の潰れ

た亜角礫を素材として、長さ１５cm、原石ないしそれに近い状態で搬入される。小口面から長軸方向

の剥離による打面作出後、両端部で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。石核は、その後、粗い剥離

によって打面を甲板面とする舟底形石器に加工され、搬出される。また、打面作出の厚手の縦長剥片

を素材として舟底形石器が製作され、同様に搬出されている。石刃は長さ８cm程度のものが剥離さ

れるが頻度はそれほど高くなく、少量搬出される。全て Sb－８５南西部に高密度に分布している。

母岩別資料６１７・接合資料２９７４（図版１３４－２）は、風化によりザラついた平坦な原礫面と角の潰れ

た亜角礫を素材として、長さ１３cm、原石の状態で搬入されている。下面から両側縁、右側面から上

面、上面から正面への剥離の後、上設打面作出、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。両側縁で剥離

された断面 U字状の縦長剥片を素材として舟底形石器２点が製作され、搬出される。石刃は７cm程

度のものが剥離され、ほとんどが搬出されている。全体的には Sb－８５に散漫に分布し、個体Ａ・Ｂ

は、ずれて分布する。

母岩別資料５５９・接合資料２８１６（図版１３４－３）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫を素材

として、長さ１１cm、原石の状態で搬入される。上設打面作出後、頭部調整を伴う石刃が剥離される。

厚手の剥片・石刃素材の５個体が舟底形石器・厚手の削器に加工され、図版４００－２、１１３、図版４００

－１が遺棄されている。石刃は長さ６～９cmのものが剥離され、数本が搬出されている。全て Sb－

８２の中央部にまとまって分布している。

母岩別資料５７６・接合資料２８７９（図版１３５－１）は、一部平滑な原礫面を持ち、角が大きく丸くなっ

た転礫素材で、長さ１４cm、粗割りされた状態で搬入されている。裏面から上面への剥離による打面

作出後、裏面側で大型の剥片が剥離され、頭部調整が行われる。その後、正面に作業面を転移し、粗
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い剥離によって石核形状を整え、頭部調整を伴う石刃が剥離される。前半の厚手の剥片・縦長剥片は

厚手の削器（図版３９９－５）・舟底形石器１２７に加工される。石刃は長さ６～９cmのものが剥離され、

１点（８４）は彫器母型に加工されている。また、ほとんど良形の石刃は得られず、ほとんどが遺棄さ

れている。図版３９９－５はやや離れたブロック外の P４０区に単独で分布し、それ以外は Sb－８３に集中

して分布する。

母岩別資料７２４・接合資料３２７３（図版１３５－２）は、風化によりややザラついた平坦面を持ち、角が

若干潰れた角礫を素材として、長さ１９cm、一度のみの剥離が行われた状態で搬入される。正面で厚

手の剥片を剥離した（段階１）後、正面下端から裏面へ厚手の剥片剥離（段階２）が行われ、正面か

ら右側面（段階３）、上面から裏面（段階４）、右側面から正面への剥離（段階５）が行われる。段階

１では頭部調整が行われるが、通常の石刃剥離と異なり、縁辺から１cm以上内側に打点があり、厚

手の剥片が剥離されている。段階３の厚手の剥片を素材として舟底形石器が製作され、本体は欠落し

ている。分布は Sb－８９中央部・９３中央部の２か所に分かれ、Sb－８９には舟底形石器調整剥片とその

他剥片が、Sb－９３にはやや大型の剥片類が分布している。

母岩別資料７２３・接合資料３２７１（図版１３６上）は、平滑な原礫面を持ち、角が僅かに潰れた角礫を素

材として、長さ１３cm、原石ないしそれに近い状態で搬入されている。上設打面作出後、頭部調整の

無い厚手の縦長剥片が剥離される。剥離された縦長剥片の打面厚は１cm以上で、舟底形石器の素材

となる厚手の縦長剥片を目的として剥離が行われたと思われる。厚手の剥片１点と石核を素材として

舟底形石器が製作され、欠損品である図版１９９－４４１と２２３が遺棄される。分布は集中した Sb－８９中央

部・散漫な Sb－９３中央部に分けられ、Sb－８９には舟底形石器関連資料・小型の一次剥離剥片が、Sb

－９３には舟底形石器の素材となるような厚手の剥片が分布し、素材単位で移動していると思われる。

母岩別資料５９１・接合資料２９２４（図版１３６下）は、風化によりザラついた平坦な原礫面を持ち、角が

潰れた亜角礫を素材として、長さ２３cm、原石の状態で搬入される。裏面から上面への剥離により上

部の１／３が分割され、さらにそれが二分され、一方は舟底形石器に、もう一方は剥片が剥離され、

剥離された剥片２点が舟底形石器に加工される。分割された下部は分割面である上面～裏面を打面と

して上面～左側面で剥離が行われ、４点が舟底形石器に加工される。全部で７点の舟底形石器が製作

されているが、本体が出土したのは１３２のみである。分布はやや離れた Sb－９２から出土した石核Ⅲ－

２５４－３１９を除くと全て Sb－８６にまとまって分布し、個体・段階による違いは見られない。

母岩別資料５９９・接合資料２９４５（図版１３７－１）は、平滑な原礫面を持ち、角の潰れた亜角礫を素材

として、長さ１５cm、原石の状態で搬入されている。上面から正面への剥離（段階１）の後、下面か

ら正面に厚手の剥片が剥離される（段階２）。段階１の厚手の剥片３点は舟底形石器に加工され、段

階２で剥離された厚手の剥片を素材として１点は剥片剥離が行われ、２点は舟底形石器が製作され

る。さらに、剥片剥離によって剥離された剥片を素材として３点の舟底形石器が製作される。合計８

点の舟底形石器が製作されるが、本体が出土したのは１１４・１２１のみである。分布は舟底形石器１１４の

１破片、剥片１点がやや離れて分布するが、それ以外は個体・段階の区別無く Sb－８６の北東部にま

とまって分布する。

母岩別資料７４７・接合資料３３９５（図版１３７－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、長さ

１７cm、原石の状態で搬入される。長軸方向の２回の剥離によって大きく三分割され、それぞれの破

片や石核を素材とした縦長剥片剥離や４点の舟底形石器の加工が行われる。舟底形石器本体はⅢ－２４４

－２５６、２２２の２点が出土した。分布は Sb－８９中央部・Sb－９３中央部東に分けられ、Sb－８９には剥片

素材、石核素材の舟底形石器製作個体が、Sb－９３には一次剥離剥片と縦長剥片を剥離した個体が分
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布し、素材単位で Sb－８９に持ち込まれたと思われる。

母岩別資料５８４・接合資料２９００（図版１３７－３）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、長さ

１１cm、原石ないしそれに近い状態で搬入されている。角柱状の原石の角部で原礫面打面から厚手の

剥片が剥離された後、正面から下面に剥離が行われる。厚手の剥片１点は舟底形石器に加工されるが

本体は搬出される。全て Sb－８３にまとまって分布する。

母岩別資料５８１・接合資料２８９３（図版１３８－１）は、平滑な原礫面を持ち、角がやや潰れた角礫を素

材として、長さ１３cm、原石ないしそれに近い状態で搬入されている。上面から正面、正面から上面、

下面から裏面、裏面から下面、正面から上面の剥離と扁平な原石の縁辺で頻繁に作業面を転移させな

がら断面形が台形になるような剥片剥離が行われる。そのうち剥片４点、石核１点の計５点が舟底形

石器・厚手の削器に加工されるが、本体は舟底形石器の初期段階と見られる厚手の削器２２０のみ遺棄

されている。分布は Sb－８３南西部、Sb－８５南西部に分かれ、Sb－８３には厚手の削器接合資料１個体

と舟底形石器製作接合資料１個体の後半部分が、Sb－８５にはそれ以外の個体、一次剥離剥片が分布

している。① Sb－８３・８５にまたがる個体の前半部が Sb－８５に、後半部が Sb－８３に分布し、②一次

剥離剥片が Sb－８５に分布することから Sb－８５から Sb－８３に移動されたと考えられる。分布密度は

いずれも高い。

母岩別資料６２５・接合資料２９８４（図版１３８－２上）は、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、長さ

１４cm、原石の状態で搬入されている。上面から正面、正面から上面、上面から裏・右面への剥離と

作業面を転移させながら厚手の剥片が剥離される。厚手の剥片３点、石核１点を素材として４点の舟

底形石器が製作されるが全て本体は搬出されている。舟底形石器調整剥片１点を除き Sb－８５南西部

に高密度に分布する。

母岩別資料６４９・接合資料３０４６（図版１３８－２下）は、平滑な原礫面を持ち、角が丸く潰れた転礫を

素材として、長さ１０cm、原石の状態で搬入される。上面から正面の剥離、正面下部石核調整の後、

上面からの剥離で２分割し、それぞれ舟底形石器に加工される。舟底形石器本体は出土せず、搬出さ

れている。Sb－８７西側にやや散漫に分布し、個体・段階による違いは見られない。

母岩別資料５９２・接合資料２９２５（図版１３９－１）は、風化によりザラついた原礫面を持つ転礫を素材

として、長さ２０cm、裏面に大型の古い剥離面のある状態で搬入される。裏面から左側縁上部への粗

い剥離（段階１）の後、下端部からの打撃（段階２）で２分割される。分割された石核は粗い加工で

厚手の削器が製作され、剥片は上下からの剥離の後に横方向の剥離で２分割し、その剥片側を素材と

して舟底形石器が製作されている。また、段階１で剥離された厚手の剥片２点は舟底形石器、厚手の

削器に加工される。舟底形石器製作の初期段階と見られる厚手の削器２点は遺棄され、舟底形石器２

点は搬出される。やや離れた Sb－９２出土の１点を除き Sb－８６にまとまって分布し、個体による違い

は見られない。

母岩別資料５８２・接合資料２８９５（図版１３９－２）は、風化によりややザラついた平坦な原礫面を持ち、

角が若干潰れた亜角礫を素材として、長さ１５cm、原石ないしそれに近い状態で搬入される。上面の

平坦面を打面として正面で石刃剥離が行われた後、正面から上面、裏面から上面へ厚手の剥片が剥離

される。裏面から上面への剥離で剥離された厚手の剥片１点を素材として舟底形石器が製作されてい

るが、本体は出土していない。また、最初に剥離された１０cm前後の石刃、上面で剥離された６cm

程度の石刃も欠落し、搬出されたと思われる。ほとんどが Sb－８３に高密度に分布し、個体による違

いは見られない。 （鈴木宏行）

２ 遺構と遺物
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（８）Ｈ区・石器ブロック９０（Sb－９０）の石器
出土石器（表Ⅲ－９～１０）

尖頭器３点（Ⅰ類３点）、両面調整石器３点、彫器３点（Ⅱ類１点、Ⅲ類２点）、彫器削片６点（Ⅲ

類６点）、掻器８点、削器１点、舟底形石器３点（Ⅱａ類３点）、二次加工ある剥片８点、細石刃核１

点、石刃３１７点、縦長剥片７８点、石刃核９点、石核９点、剥片１０，８１７点の計１１，２６６点、重量１４８，３１１．０

gの石器類が出土した。石刃が多く、トゥールが少ないのが特徴である。石材は黒曜石１（９１．７％）

が９０％以上を占め、圧倒的に多く、黒曜石５（４．０％）、黒曜石４（２．５％）、黒曜石３（１．４％）が続

き、以下黒曜石２（０．３％）、頁岩（０．０３％）である。器種毎の石材構成も同様に黒曜石１が多い。「細

石刃核」の部分で述べるが本ブロックを、忍路子型細石刃核を伴う石器群と認定した。

尖頭器（図Ⅲ－１７６－１、図Ⅲ－５１３－４、図版１４０・４０２）

４点（１個体とⅠ層出土１個体を加えた２個体）を図示している。１・図Ⅲ－５１３－４はⅠ類で両

者とも細長い形状である。１は細かい平坦剥離によって加工され、中央部は右側縁から正面への加工

で折損している。上端には折れ面があり、再加工が行われている。図Ⅲ－５１３－４は幅広の剥片素材

でやや厚手の尖頭器である。両面に素材面が残り、角度のある加工によりやや厚手で左右非対称な形

態である。忍路子型細石刃核母型である可能性がある。

彫器（図Ⅲ－１７６－２・３、図版１４０）

２点（２個体）を図示している。２は頁岩製で、形態軸・彫刀面交叉角が小さいⅡ類である。背面

左側には石核調整と見られる横方向の剥離面と先行の石刃剥離後に施された稜調整が残り、素材は石

核調整のある石刃核から剥離されたと思われる。背面両側縁の加工後、素材先端部にノッチ状に設定

された打面から、左側縁に沿って彫刀面が作出され、彫刀面に接する背面には彫刀面再生に先行する

背面先端部調整が見られる。３は剥片素材で折れ面を打面として左側縁に彫刀面が作出され、下端部

の両面には加工が見られる。

掻器（図Ⅲ－１７６－４～６、図版１４０）

３点（３個体）を図示している。全て黒曜石１の石刃素材である。４は両側面に加工が行われるも

ので小型舟底形石器に伴うタイプである。５は複剥離打面を持つ石刃素材で、加工は刃部のみで側縁

の加工はほとんど行われない。刃部は右側縁に偏り、刃部縁辺の断面形は１mm程度の細かい剥離に

よって丸くなっている。６は折損しているが接合資料から打面調整のある石刃核から剥離された石刃

を素材としている。加工は刃部のみで側縁にはほとんど行われない。５・６の素材背面稜と刃部加工

面の稜の交点付近にパンチ痕が残る。

舟底形石器（図Ⅲ－１７６－７、図版１４０、図版１５４－６０）

１点（１個体）を図示し、１点（１個体）を写真のみ掲載している。７は剥片素材で素材を横方向

に利用し、加工は全て甲板面から行われる。図版１５４－６０は図版１９９－４４０と甲板面で接合し、転礫を

分割した石核素材である。背面の剥離軸と石器長軸が一致し、加工は主に甲板面から行われ、それら

を切る下縁からの加工が一部見られる。幅は１０mm程度でⅡａ類の加工が進んだものである。舟底形

石器は① Sb－９０には客体的で、通常舟底形石器に利用される黒曜石４が利用されるものがあり、②

周辺の小型舟底形石器石器群の分布域に接合関係が認められ、③分布が Sb－９０縁辺部に位置するこ

とから、周辺の石器ブロック群からの混入と考えられる。

細石刃核（図Ⅲ－１７６－８、図版１４０）

１点（１個体）を図示している。８は、嵐山２遺跡（西田ほか １９８７）、北上台地遺跡（大場ほか

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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１９８４）等の細石刃核に類似した小型のタイプの忍路子型細石刃核である。細長い両面調整体の母型を

作成し、縁辺に沿った削片剥離によって打面を作成し、短軸方向で細石刃が剥離される。作業面の打

面周辺には明確な調部調整は認められない。作業面長は１．６cmで剥離角は８５度である。①甲板面に

２枚の剥離面があり、②削片剥離面から想定される打点が打面縁辺部に近いことから細石刃剥離段階

での打面再生が行われたと思われる。また、細石刃剥離面は全て削片剥離面を切っており、打面再生

後、全面で細石刃が剥離される。細石刃剥離作業面の側面形は弧状で剥離された細石刃も全体になだ

らかな反りを持っていたと考えられる。

本遺跡で忍路子型細石刃核はこの１点のみで、本型式関連の削片・細石刃は出土していない。また、

本ブロックには大型石刃を剥離した資料がほとんどで細石刃核と直接的な関連を示す資料は少ない。

しかしながら、① Sb－９０には他の石器群には見られない細石刃核母型の可能性のある石器図Ⅲ－５１３

－４が出土していること、② Sb－９０の高密度域には周辺の小型舟底形石器石器群の重複が見られず、

細石刃核がその分布域に含まれること（図Ⅲ－１９０）、③細石刃核の石材が黒色の黒曜石１で、大型石

刃剥離資料に利用された黒曜石と肉眼観察による特徴が類似していることから細石刃核は本ブロック

に主体的に出土する大型石刃資料に伴うものと判断し、Sb－９０を、忍路子型細石刃核を伴う石器群

と認定した。

彫器削片（図Ⅲ－１７６－９、図版１４０）

２点（１個体）を図示している。９は素材の側縁の背面ほぼ全域、腹面の一部に加工のある石器か

ら素材先端側から左側縁で剥離された削片である。加工された縁辺は細かい剥離によって滑らかに

なっている。峠下型細石刃核の削片の可能性もあるが、周辺に関連する遺物が無く、彫器削片Ⅲ類（図

Ⅲ－２３７－１５６など）に類似するものがあることから、彫器削片Ⅲ類として分類した。

削器（図Ⅲ－１７６－１０、図版１４０）

１点（１個体）を図示している。１０は大型石刃素材で、右側縁の先端部両面に平坦剥離による加工

が見られる。加工部の平面形は直線やや弧状で側面形は直線的である。

石刃（図Ⅲ－１７６－１１～図Ⅲ－１８１－３１、図版１４０～１４４）

８５点（２０個体）を図示している。１１～１４は稜付石刃である。１１・１２は背面に稜調整のみが残る、一

本目の石刃で、１３・１４は一部石刃剥離痕の残るものである。稜部は正面から左右への石核調整により

作出され、１１・１２の突出部の潰れは顕著である。１３の背面には石刃剥離面を切る稜調整が見られ、先

行の石刃剥離後、石刃剥離に先立つ稜の再調整が行われている。１１・１２は長さが２６・２３cmで２５cm

を超えるような大型の石刃核母型が用意されている。また、側面形は緩やかな弧状を呈し、準備され

る石刃核母型の形状を反映している。１５は平滑な原礫面を持つ頁岩製の石刃。１６～２７は完形ないしほ

ぼ完形、２８～３１は欠損品である。２２～２４・２９～３１は石刃核の側面調整が残り、石刃核の側面に近い位

置で剥離されたもので、幅広である。頁岩製の１５を除き、２０cm以上の大型の石刃核から剥離された

ものが多い。

石刃剥離前の石核調整のため原礫面が残るものが少ないが、残存するものには角礫素材が多い。背

面構成は、石核調整以外は全て上設打面からの石刃剥離のみで、単設の石刃核から剥離されている。

打面は複剥離打面のものが多く、その打面縁辺が擦って潰れており、また、打点が背面稜の直上に位

置していることから、石刃核作業面に残る稜線の頂部を打点に設定し、打面調整・縁辺を擦り潰す縁

辺部調整を行いながら石刃が剥離される。打面縁辺の磨り潰しは、ほぼ稜の頂部に限定され、頂部の

両側の磨り潰しを伴って山形に調整される上白滝２遺跡 Sb－９の射的山型（広郷型）細石刃核石器

群とは異なる。上白滝２遺跡 Sb－９では、頂部の両側の加工具と見られる側縁の潰れた石刃・剥片

２ 遺構と遺物
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が出土していたが本石器群には伴わず、その調整が行われていないことを示している。

石刃核（図Ⅲ－１８２－３２～図Ⅲ－１８７－４３、図版１４５～１５２）

１２点（９個体とⅠ層出土３個体を加えた１２個体）を図示している。３５・３７・３９は転礫、４０・４３は亜

角礫、それ以外は角礫素材で、角礫が多い。石核調整は、大型の粗い剥離と縁辺部の細かい剥離で構

成され、左右側面から裏面へ、裏面から左右側面へ、正面稜部で正面から左右側面へ行われ（３３・３５

など）、結果として裏面左右・正面稜に角のある断面三角形ないし五角形の母型が準備される。原礫

面は除去される場合が多いが、側面に残るもの（３４・３６・３７）は加工が困難なものや母型作成に原石

形状をそのまま利用したものがある。原石形状を利用したものには３９・４０のように断面四角形の母型

が準備されるものがある。また、原礫面が全体的に除去されるものでも下端部には石核調整が行われ

ず、石刃核下端に原礫面が残る。全て打面調整がみられ、打面の正面形は中央部が弧状に窪んだ形状

である。ほとんどが黒曜石１で、３２・３３・３５・３８～４０など１cm大の流紋岩球顆が含まれるものが多

く、原石面形状も類似していることから、採集地点が同一の可能性があり、このような特徴の原石が

採取できる流紋岩球顆の沢周辺で採集された可能性がある。４１・４３は他の石刃核に比べ、大型で、素

材面や母型の調整面が大きく残り、石刃剥離が進行していないことから、石刃剥離途中で遺棄された

ものと思われる。４１の作業面下部調整は潰れ、石刃剥離の先端部がヒンジになっており、作業面形状

を修正できないため石刃剥離の途中で終了したものと考えられる。石刃作業面長は１５～２３cmで２０cm

前後のものが多く、大型石刃が剥離されている。

石核（図Ⅲ－１８７－４４～図Ⅲ－１８９－４８、図版１４４・１４５・１５２～１５４）

５点（５個体）を図示している。４４・４５は両面で剥片が剥離された石核で、４４は円盤状を呈し、パ

ンチ痕や傷の多い面とそれらの少ない面で構成される多段階表面変化が認められる。４５は剥片素材で

頭部調整などが見られず、「白滝Ⅰ群」の石核に類似するが、周辺に「白滝Ⅰ群」石器群が分布しな

いためここに含めている。４６は転礫素材で端部においてチョッパー状の剥離が行われる。４７・４８は石

材の特徴と加工の手順から大型の石刃核母型と考えられる。４７は扁平な転礫素材で、交互剥離によっ

て稜が形成される。母岩７０１（図版－１７１）のような石刃核の母型の可能性がある。４８は長さ３７cm、

１０kgの大型品で、全面に加工がみられる。正面稜に潰れがあり、石刃剥離が困難で遺棄されたと考

えられる。大型石刃剥離には、４８→４１→３５の様な剥離過程と４７を母型とする母岩７０１のような剥離過

程の２種類があるが、量的には前者が大部分を占める。

石器ブロック９０の分布状況

Sb－９０は東西の沢で区切られる段丘（高位部）のほぼ中央に位置している。標高は４４０．５～４４２．０m

である。西地区最大規模の集中域である Sb－９３・９５の北東部に隣接し、巨視的にはそれらとの分布

の連続として捉えることもできる。しかし、周辺には分布しない大型石刃・石刃核が排他的な状況で

まとまって分布し、周辺の小型舟底形石器石器群の混入もほとんど見られないことからそれらとは分

離した。このような隣接する異なる石器群間の排他的な分布状況から、本地点に後から訪れた人々が、

既に石器が遺棄されていた場所（石器の分布域）を、（廃棄であろうと無かろうと）石器を遺棄する

場所として利用しなかったと考えることができる。

石器ブロック９０（Sb－９０）の分布（図Ⅲ－１９０～１９２、表Ⅲ－９・１０）

Ｉ３２・３３、Ｊ３１～３３、Ｋ３１～３４、Ｌ３１～３３、Ｍ３１・３２区の１５×１３mの範囲で確認された。大きく

①Ｊ３１・３２、Ｋ３１・３２区周辺、②Ｌ３２区周辺、③Ｌ３１区の集中域に分けられる。石刃は①の中心部、

②の南側にまとまりがあり、その他には散漫に分布する。①には周辺部に掻器、中心部に彫器や多く

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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の石核類が、②には石核・石刃核・細石刃核・細石刃核母型の可能性のある尖頭器が分布する。大型

石刃を素材とした特徴的な掻器は Sb－８２・８６とブロック間接合が見られ、その関連が認められる。

舟底形石器は①②の周辺部に分布し、それらは周辺の小型舟底形石器石器群から混入したものと思われる。

石器ブロック９０の接合状況（図Ⅲ－１９３）

接合資料のほとんどは、それぞれ①～③のいずれかの集中域に一つのまとまりを持って分布し、そ

の分布密度は比較的高いものが多い。一部、母岩７０１接合３２２０（写真のみ掲載のため分布図は非掲載）

のように②③の集中域に分布が連続するものがあり、その内容は②に調整剥片、③に石刃と異なる。

①には大型石刃接合資料・大型尖頭器の調整剥片接合資料が同一地点に重複し、両者の共伴関係が見

られる。隣接するブロック以外のブロック間接合は Sb－８２・８６・８９との間で見られ、それらの接合

資料の分布の主体は、母岩１２２１接合５７１９（全て掻器で構成される特殊な接合資料である）を除いて、

Sb－９０にあり、Sb－８２・８６・８９に分布するもののほとんどが掻器であることから、それらは Sb－９０

からそれぞれのブロックに持ち込まれたと考えられる。

母岩別資料・接合資料

１１，２６６点中２，８３２点を５９母岩に母岩分類し、３７０個体（母岩別資料内１８３個体）の接合資料が得られ

た。そのうち母岩別資料１０母岩を図示し、母岩別資料７母岩を写真のみ掲載している。

母岩別資料６８３・接合資料３１５９（図Ⅲ－１９４～１９７、図版１５５～１５７）

母岩別資料は接合３１５９のみである。

素材 ２７２点（１０２個体）が接合し、重量は８，６１３．２g、大きさは５４×２５×１４cmである。平滑な原礫面

を持ち、角の潰れた亜角礫を素材として、正面は主に周縁部に、裏面は全体に平坦な粗い加工が行わ

れた状態で搬入される。搬入時の形態は断面形が台形、正面形は木葉形、長さ５４cmの極めて大型の

両面調整体である。正面の大部分・裏面の一部に原礫面が残ることから搬入形態より一回り大きい原

石が利用されたと考えられる。

剥離工程 左側縁で左側面から正面への剥離（段階１）→左側面から裏面への剥離（段階２）→左側

面から正面への剥離（段階３）、右側縁で右側面から正面への剥離（段階４）→右側面から裏面への

剥離（段階５）→右側面から正面への剥離（段階６）→右側面から裏面への剥離（段階７）、が行わ

れた後、左側面から裏面への剥離（段階８）→左側面から正面への剥離（段階９）⇔右側面から正面

への剥離（段階１０）→右側面から裏面への剥離（段階１１）→右側面から正面への剥離（段階１２）→左

側面から正面への剥離（段階１３）→右側面から正面への剥離（段階１４）が行われる。

加工の段階はその種類によって前後に分けられ、前半の段階１～６は粗い加工で打面が大きい厚手

の剥片が剥離され、後半の段階７～１４は縁辺部調整のある打面の小さい薄手の剥片が剥離される。加

工は主に凸状の正面側で行われ、厚さを大きく減少させている。素材原石が大型で全体的に剥離され

る剥片も大きいが、剥離される剥片の末端部形状がヒンジになることはほとんど無く、本体の表面が

滑らかな状態で加工は進行している。また、後半の加工は各段階が縁辺全域に及び、それが左右交互

に秩序立って行われ、非常に順調に進行している。最終的に表面が滑らかで断面凸レンズ状の整った

形態をした５２×１４×６cmの尖頭器が搬出されている。

分布 Sb－９０の J３１・３２、Ｋ３１・３２、Sb－９４の I３１区に分布する。狭い範囲に高密度に分布し、段階

による違いは見られない。

母岩別資料６９３・接合資料３２０１（図Ⅲ－１９８～２０１、図版１５８・１５９上）

母岩別資料は接合３２０１の他、接合５６５８５・５６６１３・５６６１４、石刃１点、剥片２３点で構成され、総点数

２ 遺構と遺物
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２０７点、総重量３，１１９．６gである。

素材 １７６点（１１５個体）が接合し、重量は２，９９５．９g、大きさは２９×１９×１５cmである。風化によりザ

ラついた平坦面を持ち、角のやや潰れた亜角礫を素材として原石ないし原石に近い形状で搬入されて

いる。

剥離工程 上面から裏面への剥離（段階１）、正面からの稜調整である正面から左側面（段階２）・正

面から右側面（段階４）・正面から右側面（段階９）、裏面から左側面調整（段階３）、裏面から上面

への剥離（段階５）、上面から右側面への剥離（段階６）、裏面から右側面調整（段階７）、右側面か

ら裏面調整（段階８）、正面から上面への剥離（段階１０）によって石刃核母型が製作され、上設打面

調整（段階１１）⇔上設打面からの石刃剥離（段階１２）が行われる。

断面形が二等辺三角形で側面形が半円形に近い原石を素材として、断面二等辺三角形の底辺を裏面

に設定し、裏面調整、側面調整によって断面二等辺三角形で側面形が半円形の原石を一回り小さくし

た形態の石刃核母型が製作される。このことから石刃核母型製作に適した形態（類似した形態）の原

石が選択されていると思われる。石刃核母型作成後は、打面調整・打面縁辺を磨り潰す頭部調整を行

いながら石刃が剥離される。石刃剥離に伴う打面調整によって石刃核の高さは、２５cmから１８cmに

減少している。

本接合資料では４点（尖頭器２点、掻器２点）のトゥールが製作されている。

尖頭器は、段階１０で内在する節理面を分割面として事故的に剥離された厚手の剥片である個体Ａ、

石刃核である個体Ｂを素材としている。個体Ａは粗い加工（Ａ－段階１）の後、縁辺部調整を伴う打

面の小さい薄手の剥片を剥離する加工（Ａ－段階２～４）が行われ、１２×６×２cmの尖頭器が製作

される。個体Ｂは石刃剥離の進行によって作業面が平坦になり、厚さが薄くなった扁平な石刃核を素

材としている。石刃作業面を打面とした粗い加工（Ｂ－段階１・２・３の前半）の後、縁辺部調整を

伴う打面の小さい薄手の剥片を剥離する加工（Ｂ－段階３の後半～７）が行われ、１６×７×２cmの

尖頭器が製作される。個体Ａ・Ｂの本体は搬出されているが、それらは表面が滑らかで端部が尖らな

い形状で、直接的な関連は不明であるが忍路子型細石刃核母型である可能性もある。

石刃は１５cm程度のものが剥離され、図Ⅲ－１１８－６４・図Ⅲ－１１８－６０の掻器が製作される。両者と

も側縁加工はほとんど行われず、推定される素材の大きさから判断して刃部再生頻度は低いと思われ

る。図Ⅲ－１１８－６４は稜付石刃素材で、実測図作成後に接合したため、実測図には書かれていないが、

図Ⅲ－１９９下段中央の遺物位置図にトーンで示した。石刃は、１６のように背面に石刃核側面が残り、

縁辺が直線的ではないものが遺棄される一方、作業面中央で剥離されたものの大部分が欠落し、搬出

されている。

分布 分布は① Sb－８９のＲ３０、Ｓ２９、② Sb－９０のＪ３１・３２、Ｋ３１・３２、Ｌ３１、Sb－９４のＪ３１区に分

けられる。個体Ａ・Ｂを含む大部分は②に高密度に分布し、掻器２点のみ①に分布する。掻器２点が、

素材ないし製品で①に搬入されたと考えられる。

母岩別資料６９０・接合資料３１９４（図Ⅲ－２０１～２０３、図版１５９下・１６０上）

母岩別資料は接合３１９４のみである。

素材 ３６点（２４個体）が接合し、重量は５，３４２．７g、大きさは３５×１７×１３cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として右側面・裏面に粗い加工が行われた状態で搬入される。

剥離工程 左側面から裏面への石核調整（段階１）、正面から左右への稜調整（段階２・３）後、左

側面から上面への剥離による打面作出（段階４）が行われ、上設打面調整（段階５）⇔上設打面から

の石刃剥離（段階６）が行われる。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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石刃核母型は、石核調整の際に右側面中央の夾雑物を除去できていないため、右側面に瘤があり、

左側面が平坦な断面 D字状を呈する。石刃核母型製作後、横方向の連続した剥離で打面が作出され、

打面調整を行いながら石刃が剥離される。石刃は２０～２５cm程度のものが剥離されるが、石刃核母型

の形状が悪いためか、石刃剥離の頻度は低く、搬出される石刃も少ない。

分布 Sb－９０のＪ３１・３２、Ｋ３１・３２区に分布する。分布密度は高く、Ｊ３２区にやや離れて３０の石刃

が分布する。

母岩別資料６８８・接合資料３１８５（図Ⅲ－２０４～２０６、図版１６１・１６２）

母岩別資料は接合３１８５の他、接合３１８６・５６６０３、縦長剥片１点、剥片４７点で構成され、総点数１３１点、

総重量４，４９８．８gである。

素材 ７８点（４６個体）が接合し、重量は４，１８１．２g、大きさは３０×１７×１３cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として裏面全体に粗い加工が行われた状態で搬入される。

剥離工程 右側面から裏面への石核調整（段階１）、正面から左右への稜調整（段階２・４）、裏面か

ら右側面への石核調整（段階３）後に、打面作出（段階５）が行われ、上設打面からの石刃剥離（段

階６）⇔上設打面調整（段階７）が行われる。

裏面全体が加工された、断面形が三角形、側面形が細長い半円形に近い形状で搬入され、稜調整・

側面調整により均整のとれた母型が製作される。その後、打面調整を繰り返しながら石刃が剥離され、

石刃核高は２９cmから２０cmに変化している。打面調整は正面中央付近を打点として行われ、打面部

の正面形は中央がやや窪んだ形状で、終盤には打面を大きく更新する粗い打面再生が行われる。最後

は粗い打面再生が行われるが、裏面に抜けずにヒンジになって剥離は終了している。

石刃は２０～２５cmのものが剥離されているが、稜付石刃を含む初期の石刃・最終段階の石刃は遺棄

され、中間の石刃は欠落し、搬出されている。遺跡に残る初期段階の最後の石刃を素材として６の掻

器が製作される。

分布 Sb－９０のＪ３１～３３、Ｋ３１・３２区に分布する。１か所にまとまって分布し、掻器・石刃核はや

や外れて分布する。

母岩別資料７０４・接合資料３２２８（図Ⅲ－２０７～２０９、図版１６３・１６４上）

母岩別資料は接合３２２８の他、接合３２２９・３２３０・５６６３９、剥片２点で構成され、総点数４６点、総重量

６，０１３．８gである。

素材 ３３点（２３個体）が接合し、重量は５，８４６．８g、大きさは３３×１９×１７cmである。平滑な原礫面を

持ち、角が潰れた亜角礫を素材として裏面・左側面を粗く加工した状態で搬入される。

剥離工程 左右からの裏面調整（段階１・２）、裏面からの左側面調整（段階３）、正面から左側面へ

の稜調整（段階４）、下面から右側面への調整（段階５）の後、上設打面作出・再生（段階６）を伴

う石刃剥離（段階７）が行われる。石刃剥離の途中で右側面下部調整（段階８）が行われる。

裏面・両側面の加工によって断面三角形の石刃核母型が製作されるが、石刃核下端部は石核調整段

階で潜在的な節理と球顆を原因として分離されたため、石刃核母型は下端部が切断されたような形状

である。稜調整によって作出された正面の稜は最後に磨り潰されて「バリ」が除去され、直線的に修

正されている。石刃剥離は打面調整を伴って行われ、最終的に打面調整に伴って作業面と打面の角度

が直角近くになり終了する。石刃は２０～２３cmのものが剥離され、稜付石刃・一部の側面付き石刃を

除く大部分は欠落し、搬出されている。

分布 Sb－９０のＫ３１・３２、Ｌ３１・３３、Sb－９３のＫ３１区に分布する。１か所にまとまって分布し、Ｌ

３３区に離れて分布するのは側面付きの幅広石刃の欠損品である。

２ 遺構と遺物
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母岩別資料６９１・接合資料３１９５（図Ⅲ－２１０・２１１、図版１６４下・１６５上）

母岩別資料は接合３１９５の他、接合５６６１０、剥片１２点で構成され、総点数７３点、総重量５，５８０．９gである。

素材 ５９点（３１個体）が接合し、重量は５，４８６．７g、大きさは２７×１９×１６cmである。一部平滑な原礫

面が残り、大部分の角が潰れた転礫を素材として正面に稜状の粗い加工が行われた状態で搬入されて

いる。

剥離工程 正面から左（段階１・３）・右側面（段階２・４）への稜調整→裏面上部に打面作出（段

階５）→裏面から右側面に側面調整（段階６）の後に、上設打面からの石刃剥離（段階７）⇔上設打

面調整（段階８）が行われる。

断面三角形に近い原石を素材として、主に正面からの稜調整によって断面三～五角形、側面半円形

の母型が作成され、打面作出後に、打面調整を伴って石刃剥離が行われる。石刃核には作業面中央に

ヒンジによる段差が残り、それを除去できずに遺棄されたと思われる。

剥離される石刃の長さは１８cm前後で、稜付石刃・一部の側面付き石刃を除く大部分は欠落し、搬

出されている。

分布 Sb－９０のＪ３１・３２、Ｋ３１・３２、Sb－９４のＩ３２、Ｊ３１区に分布し、やや散漫であるが、ほぼ１

か所にまとまった分布である。

母岩別資料６９９・接合資料３２１７（図Ⅲ－２１２・２１３、図版１６５下・１６６－１）

母岩別資料は接合３２１７の他、剥片１５点で構成され、総点数１０４点、総重量４，８３４．３gである。

素材 ８９点（５３個体）が接合し、重量は４，７９５．２g、大きさは２８×１７×１５cmである。爪状痕のある転

礫を素材として、左側面・裏面に粗い加工が行われた状態で搬入されている。

剥離工程 正面から右側面への稜調整（段階１）⇔正面から左側面への稜調整（段階２）→右側面か

らの裏面調整（段階３）→左側面からの裏面調整（段階４）⇔裏面からの左側面調整（段階５）→上

面からの左側面調整（段階６）の後に、上設打面からの石刃剥離（段階７）⇔上設打面調整（段階８）

が行われる。

正面・側面形が楕円形で、断面形が三角形の原石が利用され、正面で交互剥離による稜形成が行わ

れ、左側面・裏面では左側面から裏面への剥離・裏面から左側面への剥離が交互に行われ、正面形が

卵形、側面形が長楕円形、断面形が三角形の石刃核母型が作成される。その後、打面調整を行いなが

ら、石刃が剥離される。稜調整によって作出された正面の稜は磨り潰されて「バリ」が除去され、直

線的に修正されている。残核の作業面右にはヒンジによる段差が残り、作業面の悪化により遺棄され

たと思われる。剥離された石刃長は１８～２０cmで、稜付石刃・一部の側面付き石刃を除く大部分は欠

落し、搬出されている。

分布 Sb－９０のＫ３２・３３、Ｌ３２・３３、Ｍ３２区に分布する。北東の斜面方向に間延びした分布で、高

密度のＬ・Ｍ３２区、やや散漫なＫ３３区に分布状態が分けられるが、これらには段階・内容による違い

は見られない。

母岩別資料７００・接合資料３２１８（図Ⅲ－２１４・２１５、図版１６７）

母岩別資料は接合３２１８の他、接合３２１９、剥片５点で構成され、総点数４７点、総重量６，０４３．５gである。

素材 ４０点（３０個体）が接合し、重量は５９１６．０g、大きさは２６×２２×１６cmである。一部平滑な古い

剥離面を持つ、爪状痕のある転礫素材で、原石ないし、それに近い状態で搬入される。

剥離工程 下面からの裏面調整（段階１）、正面から左側面への稜調整（段階２）→正面から右側面

への稜調整（段階３）→正面から左側面への稜調整（段階４）→正面から左側面への稜調整（段階５）

→正面から右側面への稜調整（段階６）→正面から左側面への稜調整（段階７）、正面から上面への
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剥離（段階８）、左側面からの裏面調整（段階９）、裏面からの右側面調整（段階１０）の後に、上設打

面調整（段階１１）⇔上設打面からの石刃剥離（段階１２）が行われる。

側面形が円形に近く、断面形が直角三角形に近い原石を素材として、交互剥離によって正面の稜調

整（段階２～７）が行われた後、裏面調整・側面調整によって断面形がいびつな五角形の石刃核母型

が作成される。その後、打面調整を伴って石刃が剥離される。最終剥離は打面調整で、節理面の露出

等によって良好な打面調整が困難であるため遺棄されたと考えられる。

剥離された石刃長は１８cm程度で、最終段階の石刃を除いて欠落し、搬出されている。

分布 Sb－９０のＫ３２・３３、Ｌ３２・３３、Ｍ３２、Sb－９２のＭ３２区に分布する。全体的に散漫な分布であ

るが、１か所のまとまりとみなすことができる。

母岩別資料６８９・接合資料３１８７（図Ⅲ－２１６・２１７、図版１６８）

母岩別資料は接合３１８７の他、接合３１８８～３１９３・５６６０４～５６６０９、縦長剥片１点、石刃６点、剥片２１点

で構成され、総点数１９９点、総重量５，０２７．２gである。

素材 １２０点（７０個体）が接合し、重量は３，２６６．４g、大きさは３８×１８×１７cmである。爪状痕のある

転礫素材で、原石ないし原石に近い形状で搬入される。

剥離工程 裏面からの右側面調整（段階１）⇔右側面からの裏面調整（段階２）→左側面からの裏面

調整（段階３）⇔裏面からの左側面調整（段階４）、正面から左側面への稜調整（段階５）⇔正面か

ら右側面への稜調整（段階６）→裏面からの左側面調整（段階７）⇔正面から左側面への稜調整（段

階８）→右側面からの裏面調整（段階９）→裏面からの右側面調整（段階１０）の後に、裏面から右側

面への作業面下部調整（段階１１）⇔上設打面からの石刃剥離（段階１２）⇔上設打面調整（段階１３）⇔

左側面下部調整（段階１４）が行われる。

長さ４０cm程度の側面形が楕円形、正面形が長楕円形、断面形が隅丸三角形の原石を素材として、

裏面と左右側面との角、正面稜の角、の３つの角を中心にそれぞれ交互剥離による石核調整が行われ、

側面形がラグビーボールに近い断面三角形の石刃核母型が作成される。石刃は打面調整を行いながら

剥離されるが、ヒンジによる作業面下部形状の悪化に伴って、途中で作業面下部調整が行われる。石

刃核は、初めは高さ３６cmであるが、最後は２４cmまで減少している。

剥離される石刃は１８cm以上で、稜付石刃を含む初期の石刃以外はほとんどが欠落し、搬出されて

いる。

分布 Sb－９０のＪ３１～３３、Ｋ３１・３２、Sb－９４のＪ３１区に分布する。１か所にまとまった比較的高密

度な分布である。

母岩別資料７０２・接合資料３２２２（図Ⅲ－５１４、図版４０３）

母岩別資料は接合３２２２のみである。

素材 ２２点（１０個体）が接合し、重量は８４５．８g、大きさは３０×１１×８cmである。平滑な原礫面を持

ち、角がやや潰れた角礫素材で、粗加工された状態で搬入されたと思われる。

剥離工程 正面から左側面への稜形成（段階１）後、上設打面からの石刃剥離（段階２）が行われる。

原石の形態、石刃核母型形状は不明である。正面には稜調整によって鋭角の角が作成され、その稜

部は磨り潰しによって「バリ」が除去され、正面観が直線的に、側面観が滑らかな弧状に仕上げられ

る。石刃剥離は打面調整を伴って行われ、長さ２０cm程度の石刃が剥離される。遺跡には稜付石刃を

含む初期の石刃が遺棄されているが、２本目の稜付石刃（断面三角形で厚手である）と初期段階の石

刃（断面台形で厚手である）を素材として、それぞれ図Ⅲ－１１８－６３、図Ⅲ－１１８－６２の掻器が作られ

る。これらには、さほど素材の長さの減少が見られず、刃部再生の頻度は低い。
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分布 Sb－８６のＭ３５・３６、Sb－９０のＫ３２、Ｌ３２区、の２か所に分かれて分布し、Sb－８６には掻器２

点と石刃１点が、Sb－９０にはそれ以外の石核調整剥片・石刃が分布する。Sb－８６の掻器・石刃は、

剥離工程上連続するものでは無く、途中の石刃１点が Sb－９０に分布していることから、素材として

抜き出されて Sb－８６に搬入されたものと考えられる。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料６８７・接合資料３１７２（図版１６０下）は、尖頭器調整剥片の接合資料である。平滑な原礫面

を持つ角礫素材で、２５cm程度の原石ないし原石に近い形状で搬入されている。最初は縁辺から内側

に打点のある打面の大きい粗い剥離による加工が行われるが、途中から打面の小さい調整剥片が剥離

される。最終的に長さ２５cm程度、幅１０cm程度の表面が滑らかで整った形状の尖頭器で搬出される。

全て Sb－９０に１か所に集中して分布する。

母岩別資料６８２・接合資料３１５４（図版１６６－２）は、尖頭器調整剥片の接合資料である。平滑な原礫

面を持つ角礫素材で、３３cmを超える原石ないし原石に近い形状で搬入されている。最初は縁辺から

内側に打点のある打面の大きい粗い剥離による加工が行われるが、途中から打面の小さい調整剥片が

剥離される。中央縦に節理面があり、左右からの剥離がその面で止まっているが、均等に加工するこ

とで表面に段差は生じていない。最終的に長さ３０cm程度、幅１２cm程度の非常に薄い尖頭器が搬出

されている。ほとんどが Sb－９０に１か所に集中して分布し、連続して一部 Sb－９４に分布する。

母岩別資料７１４・接合資料３２５０（図版１６９）は、平滑な原礫面を持つ、角が潰れた亜角礫を素材とし

て、長さ３１cm、正面に粗い稜調整のある状態で搬入されている。側面形が三角形、正面形が長方形、

断面形が五角形の原石を利用して、正面から両側面への稜調整、裏面から左側面への石核調整によっ

て石刃核母型が作成されるが、Ｈ区の他の石刃剥離接合資料に比べ石核調整の度合いが少ない。その

後、打面調整を行いながら石刃が剥離されるが、作業面右にヒンジによる段差が生じ、剥離作業は終

了している。石刃剥離の頻度は少なく、ほとんど搬出されていない。全て Sb－９０に分布し、１か所

にやや散漫に分布している。

母岩別資料６９４・接合資料３２０３（図版１７０下・１７１上）は、原礫面が残存せず、原石形状は不明で、

石刃核母型で搬入された可能性がある。石刃核母型は正面から左右側面への稜調整、左右側面からの

裏面調整、裏面からの左右側面調整によって断面三角形に整形される。打面調整を行いながら石刃が

剥離されるが、最終的に石刃核は中央の節理面で折損している。石刃は２０cm以上のものが剥離され、

一部が搬出されている。全て Sb－９０に分布し、１か所に高密度に分布する。

母岩別資料７０１・接合資料３２２０（図版１７１下）は、爪状痕のある扁平な転礫素材で、２１cm以上、右

側縁からの石核調整が行われた状態で搬入されている。接合資料には右側縁から正面・裏面への石核

調整、左側縁から裏面への石核調整が残り、断面楕円形の母型が作出されたと見られる。石刃は正面

～左側面で頭部調整を伴って剥離され、その長さは１５～２０cmである。その内の１点である図版１７１

－Ⅲ－１１９－７２は掻器に加工されるが、末端部に軽微な加工による刃部が作出され、刃部再生頻度も

低い。石刃核の正面左には最終剥離のヒンジによる段差が見られ、作業面形状の悪化に伴い、遺棄さ

れたものと思われる。石刃は中央から左側面で剥離されたものが欠落し、搬出されている。Sb－９０

に散漫ではあるが一つのまとまりとして分布し、掻器のみ離れて Sb－８２に分布する。Sb－９０の分布

は内容で隣接する二つに分けられ、Ｌ３１区には石核調整剥片が、Ｌ３２区には石刃剥離段階のものが分

布する。

母岩別資料７０３・接合資料３２２７（図版１７２）は、爪状痕のある扁平な転礫を素材として、長さ３０cm、
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原石ないし原石に近い形状で搬入されている。最初は正面左右から交互剥離による粗い稜調整が下か

ら上へ向かって行われ、その後はやや細かい剥離で石核調整が行われる。両面調整体に近い形状の幅

の狭い石刃核母型が製作される。裏面から右側面上部の調整後に打面が作出され、打面調整を伴う石

刃剥離が行われる。剥離される石刃は２５cmを超える大型品で、稜付石刃（図版１７２－１１）や初期の

石刃（図版１７２－２５）以外は出土していない。全てが Sb－９０ないしその隣接するブロックに分布する

が、大きくＬ３２区とＫ３２・Ｌ３１区の２か所に分けられ、前者には２個体の石刃・一部の剥片が、後者

には残りの大部分が分布する。

母岩別資料７１０・接合資料３２３９（図版１７０上）は、爪状痕のある扁平な転礫を素材として、長さ２４cm、

１枚の粗い剥離面のある状態で搬入されている。大型の剥離面を打面として正面上部で連続した粗い

剥離が行われるが、何を目的として剥離されたかは不明である。Sb－９０の北端部の狭い範囲に高密

度に分布している。 （鈴木宏行）

（９）Ｉ区・石器ブロック９１～９６（Sb－９１～９６）の石器
出土石器（表Ⅲ－９・１０）

尖頭器２０２点（Ⅰ類１４３点、Ⅱ類１８点、Ⅲ類４１点）、尖頭器削片６０点、両面調整石器１１点、ナイフ形

石器４４点、彫器５７点（Ⅰ類１４点、Ⅱ類２３点、Ⅲ類２０点）、彫器削片２３点（Ⅰ類１点、Ⅱ類１点、Ⅲ類

２１点）、掻器５４点、削器１２５点、錐形石器１１点、舟底形石器１１３点（Ⅰａ類１２点、Ⅱａ類９１点、Ⅱｂ類

８点、Ⅱｃ類２点）、二次加工ある剥片１１０点、石刃８２１点、縦長剥片８７６点、石刃核５６点、石核５７点、

剥片４８，７１２点、斧形石器１点、原石１９点、台石１点の計５１，３５３点、重量４３２，６９６．７gの石器類が出土

した。石材は黒曜石４が４２．８％で最も多く、黒曜石１（３８．７％）、黒曜石３（７．９％）、黒曜石２（５．７％）

が続き、以下黒曜石５（４．８％）、安山岩（０．０３％）、頁岩（０．０２％）、珪岩（０．００２％）である。上白

滝８遺跡全体で点取り遺物点数が最多の区域である。遺物は非常に広範囲に連続して分布し、その中

に小型舟底形石器石器群、大型尖頭器・大型舟底形石器石器群、幅広有舌尖頭器石器群、広郷型ナイ

フ形石器石器群などが含まれており、石器・石材組成は複数の石器群を含んでいる。

尖頭器（図Ⅲ－２１８－１～図Ⅲ－２３０－５９、図版１７３～１８２、図版１９８－４１３・４１４）

１１７点（５８個体とⅡ層出土１個体を加えた５９個体）を図示し、４点（１個体とⅠ層出土１個体を加

えた２個体）を写真のみ掲載している。

１～２１は幅広のⅢ類で、１１～２１は未成品と思われるものである。１・２は、舌部が中央付近に位置

するもので、先端角が約９０度と鋭くは尖らない。かえしは両側縁とも明瞭に作出される。３～７は舌

部が器体の基部側３分の１に位置するもので、細長く先端が尖るタイプである。３・４は両側縁、５・

６は片側縁に明瞭なかえしが作出される。７の基部は、右側縁はやや内湾し、左側縁は直線的である。

８・９は幅広のもので、８は石核素材、９は剥片素材である。両者ともかえしが明瞭に作り出される。

１０は小型のもので、右側縁に明瞭なかえしが作出される。基部左側縁は直線的であるが、①左側縁全

体には裏面からの急角度の加工が見られこと、②それらに切られる裏面の加工の打点が石器の左側縁

より大きく外側であったことが想定されることから、本来左右ともかえしがあり、対称形であったも

のが再加工によってこのような形態に変化したものと考えられる。産地分析結果が十勝産であり、左

側縁の加工とその他の平坦加工面で表面状態の違い（多段階表面変化）が見られることもこのような

技術的履歴を補強するものである。１１～２１は未成品で、１１～１４・２０は剥片素材、１５～１９は尖頭器調整

剥片素材、２１は石刃素材である。加工の初期段階と思われるものでも身部と区別した舌部の加工が行

われ、特に１９～２１は舌部の作出が独立して行われる。尖頭器調整剥片素材のものは、石核素材尖頭器
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の加工の際に特徴的に剥離される斜軸剥片の形態的特徴を利用して２辺の接する尖頭部を尖頭器の尖

頭部に設定している。１８は折損後、再加工が行われるが、その他にも折れ面が側縁に残るものが多く、

基部の作出ないし全体の整形に折り取りが行われた可能性がある。加工は平坦剥離によるものが多

く、２・５・１０は中央の平坦面と縁辺のやや角度のある加工面で構成されている。前述したように角

度のある加工面を再加工によるものとすると、３～７の細長い尖頭状のものから１・２の短いものへ

と形態が変化した可能性が考えられる。未成品の加工は比較的粗く、縁辺は直線的ではないが、完成

品に近いものは直線的で滑らかである。産地分析結果（技術形態学的特徴と産地の関係性、同一地域

内における地点の異なる白滝１８遺跡（未報告）との利用石材の遺跡間変異の実態解明を目的として掲

載単品資料全てを対象に行った）では、１・１３がケショマップ、２が所山、１０が十勝、３・７・８・

２０・２１が八号沢、４～６・９・１１・１２・１５～１９が赤石山産であった。安山岩製の１４を含めて石材は多

様で、他産地の黒曜石、安山岩、通常利用される頻度の少ないなし肌である黒曜石２（産地分析では

八号沢産）が利用される。舌部が中央に位置する小型の完形品は全て白滝以外の産地で、未成品につ

いては１点を除き、白滝産（赤石山・八号沢産）の黒曜石が利用される。また、白滝産のものはほと

んどが母岩別資料に含まれ、遺跡内で製作される一方、他産地のものは完形品で搬入され、未成品で

あるケショマップ産の１３は素材ないし、未成品で搬入されるものがあった可能性を示している。１１・

１３・１４・２０に残存する原礫面は、全て転礫面で転礫が主に利用されたと思われる。

２２～４８は舌部・削片剥離痕のない尖頭器Ⅰ類である。２２・２３は非常に細長い細かい加工のもので、

２２は押圧と見られる交互剥離状の加工が施される。２４～２６は半月形のもので、２４はやや粗く厚手で、

Sb－８８・８９出土の尖頭器と類似する。２５・２６の形態は酷似し、平坦剥離によって表面・側縁共に滑

らかな形状で、２５は剥片素材である。２７は比較的細かい加工の小型のもので、２８・２９はそれぞれ剥片・

縦長剥片を素材として部分的な加工の段階で折損している未成品である。３０・３１は同一母岩で棒状原

石を素材として粗い加工が行われ、折損の度に再加工が行われる。３２は平坦剥離によって薄く加工さ

れ、最終的に縁辺に押圧と見られる平行剥離に近い細かい加工が施される。また、折損後、上部破片

の折れ面付近で微細な加工が行われる。３３は平坦剥離によって加工され、比較的厚みのあるもの。３４

は頁岩製で、中央部には平坦剥離が、縁辺部には押圧と思われる平行剥離が見られる。平行剥離は交

互剥離状に裏面の稜を加圧するため、縁辺の側面形はギザギザとした形状である。両側縁が平行する

細長い形状で、両端部には錐状の突出部が作り出される。３６・３７は平坦剥離で薄く加工され、縁辺部

には細かい剥離が行われる表面が滑らかな２０cm程度の尖頭器である。両者とも折損し、側縁の折れ

面付近、正面の折れ面付近で再加工が行われる。３８は平坦剥離で薄く加工されているが、表面は波打

ち、滑らかではない。３５・３９～４１は平坦剥離面で覆われる２０～３０cmの大型品で、４１は折損後、縁辺

部に角度のある粗い加工が行われる。４２は厚手の折損品で、４３～４６は幅広の尖頭器である。４３・４４は

表面が比較的滑らかで整った形状である。４５は折損後、上部破片の折れ面付近に再加工が行われる。

４７・４８はそれぞれ長さ２９．４cm、３４．４cmの両端部が尖る大型品である。４７の下部には放射状の折れが

認められ、両者とも直径１．５cm大の球顆を含み、黒曜石３が利用される。これらの特徴はＢ区の大

型尖頭器に類似している。原礫面は、２８には転礫面が、３０・３１・３５・４５・４７・４８には角礫面が残り、

剥片素材には転礫が、２０cmを超える大型の石核素材には角礫が利用されていたと考えられる。

４９～５９は尖頭器の縁辺で削片が剥離される尖頭器Ⅱ類である。４９は尖頭器折損後、折れ面から削片

剥離が行われる。５０は尖頭器折損後、下端部から右側縁に剥離が行われた後、折れ面から左側縁に削

片が剥離され、正面では折れ面・右側縁から細かい剥離が行われる。５１は尖頭器折損後、折れ面から

正面に削片が剥離され、さらに正面下端部では右側面から加工が行われる。５２～５６は左右側縁に交叉
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する削片剥離面のあるもので、５２・５３は上端から左側縁への剥離面を打面として右側縁に交叉する削

片剥離が行われる。５４は左側面に折れ面が残り、尖頭器折損後、上端から左側縁への剥離面を打面と

して右側縁で削片が剥離される。また、左側縁には下端からの剥離も見られる。全て最終剥離面の末

端部形状がヒンジになって、削片剥離作業は終了している。厚さは１０～１５mmのものが多く、剥離さ

れた削片の両側縁は平行である。５５・５６は尖頭器Ⅱ類が中央の折れ面で接合した資料である。５５は尖

頭器折損後、上部破片では右側縁のみ、下部破片では下端から右側縁に剥離が行われた後、折れ面か

ら左側縁に剥離が行われる。５６は尖頭器折損後、上部破片では折れ面から左側縁への削片剥離後、そ

の末端部から右側縁で削片剥離が行われ、下部破片では下端部から左側縁への削片剥離後、折れ面か

ら右側縁で削片が剥離される。５７は折損後、折れ面から右側縁への剥離→下端部から右側縁への剥離

→折れ面から左側縁への剥離が行われる。５７は４９～５６に比べ厚さが２４mmと厚手で、剥離される削片

も幅広である。また、左側縁の剥離には他のⅡ類には見られない頭部調整が行われている。４９～５７は

全て黒曜石４である。５８・５９は折損後、折れ面から正面に剥離が行われるもので同一接合資料に含ま

れる。黒曜石１が利用される点・正面側で剥離が行われる点で４９～５６と区別される。

図版１９８－４１３・４１４は写真のみ掲載のものである。４１３はⅢ類の未成品である。剥片素材で左側縁・

右側縁下部は平坦剥離によって菱形に近い形状に整形されている。基部両側縁はやや内湾している。

左側縁上部には先端部からの樋状剥離痕があり、上部にはその剥離痕を切る加工が見られる。右側縁

上部は簡単な加工が行われるのみでやや湾曲した素材形状を残す。４１４は尖頭器Ⅱ類である。上部の

折れ面から右側縁、左側縁下部に樋状の剥離が行われ、下端部には尖頭器の縁辺が残る。

尖頭器削片（図Ⅲ－２３０－６０～７３、図版１８２、図版１９８－４１５～４１８）

２０点（１４個体）を図示し、５点（４個体）を写真のみ掲載している。６０～６２・図版１９８－４１５～４１７

は尖頭器の縁辺から剥離された断面三角形の一次削片である。６０・６１の末端部には下端から反対側縁

への削片剥離痕が残る。６３～６６は正面に尖頭器の折れ面が残るもので、先行の削片剥離痕がある６５以

外は折れ面で剥離された一次削片である。折れ面で剥離されるものは左右に傾くものが多く、６６の断

面は三角形である。６７～７３は尖頭器の縁辺や折れ面の残らない二次削片で、断面三角形の６７以外は断

面四角形である。下端部を取り込むウートラパッセにより反りを持つものが多く、６８～７０のような直

線的なものは末端部がヒンジになる特徴がある。全て長さ１０cm以下で、幅は１．３cm前後のものが多い。

両面調整石器（図Ⅲ－２３１－７４～図Ⅲ－２３２－７７、図版１８３）

５点（４個体）を図示している。７５は折損した尖頭器Ⅲ類の基部側の破片が再加工されたたものと

思われる。上部の折損後、折れ面付近が背面への急角度の加工で斜めに断ち切られている。全体的に

表面に傷が多く、稜が摩滅しているが、上縁の加工にはそれらが見られず多段階表面変化が確認され

る。７６は剥片素材の厚い末端部に粗い平坦な加工が行われている。７４・７７は角礫の石核素材で、７４は

非常に粗い剥離が行われ、７７は両面とも粗い平坦剥離が行われ、最終剥離である正面下端からの剥離

で折損している。尖頭器製作の初期段階と考えられ、選択される利用石材の特徴を示している。

ナイフ形石器（図Ⅲ－２３３－７８～図Ⅲ－２３４－９８、図版１８４）

２７点（２１個体）を図示している。７８～８４は剥片・石刃素材で、柿の種子のような形状の６cm以下

の小型品である。７８～８０は残された素材縁辺と側縁加工による角がある左右非対称形、８１～８４は左右

対称形である。８５は半月形に近い不定形で、ナイフ形石器の先端部を取り込んだ側面調整剥片素材で

ある。８６～９３は石刃素材の細長いタイプであるが、大きさで６cm以下の小型品である８６～８８と８cm

以上の大型品である８９～９３に分けられ、前者の大きさは７８～８４と連続的である。二次加工の頻度は小

型品が高く、背面先端側は片側縁の一部のみ加工される８３・８６・８８を除いて、片側縁全体と片側縁の

２ 遺構と遺物
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一部に施される。また、基部は背面・腹面とも全ての石器に平坦剥離により円形に加工される。一方、

大型品の二次加工は８９を除いて限定的である。８４は背面片側縁全体、基部の両面に加工のある大型品

が左側縁からの加工により折損した後、背面の折れ面周辺、特に右側縁を中心に再加工される。腹面

に加工が行われないが、小型品へと形態変化している。大小の違いは素材の大きさの違いもあるが、

小型品の加工頻度が高く変形度が高いこと、折損後の再加工が見られることから大型品から小型品に

形態変化した可能性がある。７８・８２～８４・８６・８９は素材先端側、７９～８１・８７・８８・９０～９３は素材打面

側が基部に設定される。

９４～９８は折損品で、９４・９５は先端部破片、９６～９８は基部破片である。９４・９５の先端部は斜めに断ち

切られ、９６・９７は背面基部に、９８は両面に平坦剥離が行われる。

石材は黒曜石１が主体的で黒曜石３～５が一部利用される。

彫器（図Ⅲ－２３４－９９～図Ⅲ－２３６－１４８、図版１８４～１８６）

５３点（４８個体とⅠ層出土１個体とⅡ層出土１個体を加えた５０個体）を図示している。

９９～１１１はⅠ類、１１２～１３２はⅡ類である。９９～１０４、１１２～１１８は周縁加工が背面のみに、１０５～１１０、

１１９～１３２は両面に施され、後者の方が厚手である。周縁加工は、背面側は急角度の、腹面側は平坦な

加工によって行われ、その分布は、背面側はほぼ全周に見られるのに対して、腹面側は部分的なもの

から面的なものまで変異が大きい。

１１１は側面調整の行われない大型品で、素材は他の石刃と異なり石刃核の縁を潰すような頭部調整

は見られない。１１２は彫刀面の反対の端部に錐状の尖頭部が作出される。１１７・１２２・１２３はⅠ類の彫刀

面がⅡ類の彫刀面に切られ、Ⅰ類→Ⅱ類の変化が確認できる。１３１・１３２は彫刀面が縁辺に沿って作出

され、尖頭状になるもので、１３１は頁岩製、１３２の加工は広郷型ナイフ形石器に似る。

１３３～１４７はⅢ類である。１３３は調整打面から左側縁に削片剥離が行われる。１３４～１３８は厚手の剥片・

石刃素材でノッチ状の厚形の調整打面から彫刀面打撃が行われる。１３４の背面側には彫刀面からの加

工が見られる。１３５は上下に彫刀面打面が作出され、左側縁には上面からの、右側面には上下からの

彫刀面が見られる。１３６は石刃素材であるが、素材打面に頭部調整は行われない。１３８は上面の折れ面

から左右側面への彫刀面打撃の後、下設打面から右側面へ彫刀面剥離が行われる。１３９～１４６は彫刀面

を打面として彫刀面打撃が行われる双面彫器である。１３９は下縁腹面の調整打面から右側縁へ削片が

剥離された後、その末端部から左側縁に彫刀面剥離が行われ、さらに左側縁下部の剥離面を打面とし

て裏面下端で削片が剥離される。１４０は左側縁の彫刀面を打面として右側縁で削片剥離が行われる。

１４１は安山岩製で左側縁の彫刀面を打面として右側縁で彫刀面が作出される。１４２は上面の彫刀面を打

面として右側縁で彫刀面が作出される。１４３は四角形で全ての辺で削片が剥離されており、上面と右

側面、下面と左側面でそれぞれ打面を入れ替えて彫刀面剥離が行われる。

１４４は上部の交叉状の彫刀面作出後、下部の折れ面から左側縁で彫刀面剥離が行われる。１４５は上下

両端での交叉状の彫刀面作出後、中央の折れ面から上部破片左側縁に彫刀面が作出される。１４６は上

面・右側面での交叉状の彫刀面剥離後、下部が粗い剥離で錐状に加工される。１４７は左肩の折れ面か

ら正面へ彫刀面剥離が行われる。１４８は背面周縁と腹面基部側が平坦剥離で加工され、中央での折損

後、左右両側縁で削片剥離が行われる。Ⅲ類の特徴として、①彫刀面が石器の長軸に対して平行ない

し垂直に作出されるものが多いこと、②彫刀面打面はやや粗い厚手の調整打面・折れ面・彫刀面であ

ること、が挙げられる。また、周縁加工は無いものが多いが、１３８・１４０・１４２にはやや粗い、１３９・１４４・

１４８には平坦な加工が見られる。

利用される石材はⅠ・Ⅱ類とⅢ類で異なり、Ⅰ・Ⅱ類は黒曜石１が６０～６５％、黒曜石４・５合わせ
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て３５％程度、Ⅲ類は黒曜石１が９０％を占める。素材も同様で、Ⅰ・Ⅱ類は頭部調整のある単剥離打面

の石刃がほとんどである一方、Ⅲ類は一部石刃が利用されるが剥片が多い。

彫刀面はⅠ・Ⅱ類は全て左肩に、ほとんどが素材先端側に作出されるが、Ⅲ類は多様である。背面

先端部調整はⅠ類にはほとんど見られないが、ほとんどのⅡ類には認められ、その３分の２は打点が

無く、彫刀面に切られている。明確な多段階表面変化は確認できない。

彫器削片（図Ⅲ－２３７－１４９～１６１、図版１８６）

１３点（６個体とⅡ層出土７個体を加えた１３個体）を図示している。１４９はⅡ類の一次削片で、一次

削片剥離段階から本体の彫器はⅡ類の特徴を備えていたことがわかる。１５０はⅠ類の二次削片、１５１～

１５４はⅡ類の二次削片である。１５１は頁岩製で、１５０・１５２～１５４には打点のある背面先端部調整が見ら

れる。１５５～１６１・図版１９８－４１８はⅢ類の彫器削片である。１５５～１５７・図版１９８－４１８は縁辺部加工の残

る一次削片で、１５５の加工は素材剥離前の調整の可能性もある。１５７の右側面の下端部にはノッチ状の

加工が見られ、左側面にはその面を打面とした彫刀面が残る。図版１９８－４１８の縁辺には粗い加工が見

られる。１５８は本体の折れ面が背面に残る一次削片に近い二次削片である。１５９～１６１は縁辺部加工の

無い削片で、１５９・１６０は一次削片、１６１は安山岩製の二次削片である。

掻器（図Ⅲ－２３７－１６２～図Ⅲ－２３９－２０２、図版１８６～１８８）

４８点（３６個体とⅠ層出土５個体を加えた４１個体）を図示している。１６２～１８８は石刃素材で急角度の

側縁調整が行われるものである。刃部は直線的なものが多く、素材打面は頭部調整のある平坦打面が

多い。１７７は側縁加工が平坦で刃部は円形である。１８９～１９６は石刃素材で側縁調整がほとんど無いも

ので、１８９～１９１は細長く、１９２～１９６は相対的に幅広で背面中央に１本の稜線のある薄い素材のもので

ある。前者の素材打面は頭部調整のある単剥離打面で、後者は調整打面が多い。また、刃部形状は前

者が直線的であるのに対して、後者は円形に近い。１９５の左側縁には上端の折れ面からの彫刀面が見

られ、さらに、上部破片の折損後、折れ面から右側縁に彫刀面が作出される。１９７～１９９は厚手のもの

で、１９７は側縁調整・正面の稜からの加工・腹面基部の平坦加工により基部側が細く断面三角形に整

形されている。１９８は側縁調整と背面中央の稜からの加工により断面三角形に整形される。１９９は調整

打面の稜付石刃素材で、断面三角形の素材が利用される。２００は大型の石刃素材で背面全面の平行剥

離によって加工される。２０１は安山岩製で、先端部に粗い加工で直線的な刃部が作出される。折損後、

上部破片の左側縁において折れ面から彫刀面打撃が行われる。２０２は薄手の剥片素材、縁辺に平坦剥

離による加工が行われる。先端部が欠損しているため刃部形状は不明であるが右下部に残る刃部形状

から直線的であった可能性が高い。

１７５は傷が多い素材面と傷の無い加工面の間で多段階表面変化が確認できる。これは、素材剥離と

二次加工の時間的隔絶を示し、具体的には素材剥離後、素材の運搬を経て消費地で二次加工が行われ

たという石器の履歴を示すもので、所山産という産地分析結果もそれを裏付けている。２００は表面全

体に非常に傷が多い。１７８・１８４・１８５の表面全体は白く変色し、被熱によるものと思われる。本地区

の掻器には刃部周辺にパンチ痕の見られるものは無い。

錐形石器（図Ⅲ－２４０－２０３～２０６、図版１８８）

６点（４個体）を図示している。２０３は頭部調整のある単剥離打面を持つ石刃素材で側縁全体の加

工により先端が細長く加工される。２０４～２０６は刃部のみ加工が行われ、端部にノッチ状の加工によっ

て刃部が作出される。２０４は幅広の石刃素材、２０５は原礫面の残る剥片素材、２０６は頭部調整の無い原

礫面打面を持つ幅広の剥片素材である。

削器（図Ⅲ－２４０－２０７～図Ⅲ－２４２－２３６、図Ⅲ－５１３－５・６、図版１８８～１９０・４０２、図版１９８－４１９～４２７）
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４４点（３２個体）を図示し、１３点（８個体とⅠ層出土１個体を加えた９個体）を写真のみ掲載してい

る。２０７は全周に加工が施され、左肩部は斜めに切り取られ、彫器の母型と思われる。２０８～２１７・図

Ⅲ－５１３－５・６は縁辺に限定される比較的細かい加工が行われ、縁辺が滑らかなものである。２０８～

２１６・図Ⅲ－５１３－５・６は石刃素材、２１７は剥片素材で、２１４～２１６は欠損品である。２０８は腹面に平坦

剥離による加工が行われ、２０７同様、彫器母型の可能性がある。２１２は先端部折損後、再加工が行われ

る。素材石刃は小型舟底形石器に伴う頭部調整のある単剥離打面が多い。図Ⅲ－５１３－５・６は産地

分析の結果、ともに所山産であったが、図Ⅲ－５１３－６の表面には傷が多く、図Ⅲ－５１３－５の表面に

は明瞭な傷は確認されなかった。２１８・２１９は石刃素材で、細かい剥離で加工されるが縁辺が滑らかで

はなく、軽い鋸歯状で、２１９は腹面打面側に加工がある。２２０～２２２は大型石刃素材で、２２０の背面両側

縁には不連続な平坦加工が、２２１・２２２は両面に粗い平坦加工が行われる。２２３は頁岩製で、右側縁は

急角度の、左側縁は斜角の加工で直線的に、上下は急角度の加工で斜めに断ち切られている。２２４は

石刃素材で、右側縁には連続的な急角度の加工が行われる。２２５は剥片素材で、下端部は平坦剥離に

よって尖頭状に整形される。２２６は剥片素材で、左側縁がやや細かい剥離で直線的に、右側縁が斜角

の加工で弧状に加工されるが、素材面・左側縁の加工と右側縁の加工に多段階表面変化が確認でき

る。２２７は大型剥片素材で、大型の平坦剥離と縁辺部の細かい加工が行われる。２２８～２３０は剥片素材

で、粗い平坦剥離で加工される。２３１～２３６は厚手の剥片ないし縦長剥片素材で、舟底形石器の加工に

類似した粗い加工が行われ、舟底形石器の未成品の可能性がある。

図版１９８－４１９～４２７は写真のみ掲載のものである。４１９～４２１は石刃素材で、縁辺に限定される細か

い急角度の加工が行われ、４２２は剥片素材で、縁辺に細かい加工が施される。４２３は打面の大きい縦長

剥片素材で、右側縁の背面先端部・腹面縁辺に加工が行われる。４２４は頁岩製の頭部調整のある良形

の石刃素材で、左側縁には細かい加工が、右側縁には平坦な加工が施される。４２５は頁岩製の幅広剥

片素材で、器体中央に及ぶ平坦剥離が行われる。４２６は安山岩製の剥片素材で、左側縁に平坦剥離に

よる加工が行われる。４２７は剥片素材で右側縁に比較的粗い加工が行われる。

舟底形石器（図Ⅲ－２４３－２３７～図Ⅲ－２４８－２８２、図版１９０～１９２、図版１９９－４２８～４４６）

６１点（４２個体とⅠ層出土１個体とⅡ層出土３個体を加えた４６個体）を図示し、３０点（１６個体とⅠ層

出土１個体とⅡ層出土２個体を加えた１９個体）を写真のみ掲載している。２３７～２４９はⅠａ類で、２４７

～２４９は折損品である。細石刃状の剥離は、２３７は両端に、２３８～２４５は一端に見られ、２４６には見られ

ない。また、その位置は、２３８・２３９・２４１・２４３・２４５は素材先端側、２４０・２４２・２４４は素材打面側であ

る。２４５～２４７の側面には甲板面に切られる素材剥離面が残り、それらは尖頭器の調整剥離面と見られ

ることから尖頭器削片素材と考えられる。２４５の甲板面は２４６・２４７と異なりネガ面であるため、素材

は尖頭器の二次削片ないし尖頭器Ⅱ類である。被熱しているものが多く、２３９・２４１・２４３・２４４・２４８

は被熱により表面の光沢が減少している。

２５０～２７８はⅡａ類で、２５１・２５５・２６１・２６７は石核素材、それ以外は剥片素材である。２５０～２６４は左

右両面に甲板面の状態からのみ加工が行われるもので、２６０～２６３は欠損品。２６５～２７２は甲板面からの

加工以外に下縁からの加工のあるもので、２６５～２６９は高さがあり、下縁部の側面形が弧状で比較的厚

手の素材が利用されている。他のⅡａ類に比べ、整った形状である。２７０～２７２は細長い形状で前者に

比べ薄手の素材である。２７３～２７８は片側面のみ加工が行われるもので、２７６～２７８は折損品。２５２は被

熱により変色している。

２７９・２８１・２８２はⅡｂ類である。２７９の甲板面はリングが密な平坦面で、大型剥片素材である。２８０

はⅡｃ類で甲板面が原礫面である。Ⅱｂ・ｃ類は、上下から加工が行われ、側縁・下縁部は細かい剥
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離で整形されるのが特徴である。２８２は甲板面の状態から大型剥片素材と思われる。

図版１９９－４２８～４４６は写真のみ掲載のものである。４２８～４３１はⅠａ類の折損品で、４２８・４２９の端部

には細石刃状の剥離痕が残る。４３０には素材の単剥離打面が残存し、他の３点と異なり、ほとんどが

甲板面からの加工で整形され、高さの低い断面形である。４３２は石核素材のⅡａ類で、右側面縁辺は

細かい加工により滑らかになっている。加工は甲板面からのみである。４３３～４４６は剥片素材のⅡａ類

で、４３３～４３９は両側面に甲板面からのみ加工が行われるもので、４３７～４３９は折損品。４４０・４４１は下縁

からも加工が行われるもので、前者に比べ幅が狭い。４４２～４４６は片側面にのみ加工が見られるもので

全て甲板面からのみの加工である。４３４・４３６～４３８・４４２・４４３は被熱により変色している。

石材はⅠａ・Ⅱａ類のほとんどに黒曜石４が利用され、Ⅱｂ類には黒曜石１・４・５が利用される。

二次加工ある剥片（図Ⅲ－２４８－２８３、図版１９２）

１点（Ⅰ層出土１個体）を図示している。２８３は尖頭器削片素材で、左側面下部には腹面・正面か

ら、右側面下部には正面から加工が行われる。尖頭器削片素材の舟底形石器Ⅰ類を作成する初期段階

の可能性がある。

石刃（図Ⅲ－２４８－２８４～図Ⅲ－２４９－２９５、図版１９３・１９４）

３２点（１２個体）を図示している。２８４～２９４は頭部調整のある単剥離打面の石刃で、２８４～２９１は頭部

調整により弧状に整形された打面縁辺近くを加撃されたため打面は小さい。２９１を除いて長さ８～

１０cmで、本区の小型舟底形石器に伴う石刃技法から剥離された標準的な大きさである。２９２～２９４は

頭部調整により直線的に整形された打面縁辺よりやや内側を加撃されたため打面はやや大きい。長さ

は２０cmを超える大型のものがある。これらは広郷型ナイフ形石器に伴う石刃で打面周辺の特徴を示

している。２９５は複剥離打面の石刃で、右側面には下面からの剥離痕が残る。

縦長剥片（図版２００－４４７～４４９）

５点（３個体）を写真のみ掲載している。図版２００－４４７～４４９は剥片の縁辺で剥離されたもので、

頭部調整は見られないが４４８には稜調整と見られる右側面からの細かい剥離が残る。

石刃核（図Ⅲ－２５０－２９６～図Ⅲ－２５３－３１４、図版１９４～１９６、図版２００－４５０～図版２０３－４７９）

２０点（１８個体とⅠ層出土１個体を加えた１９個体）を図示し、３２点（２８個体とⅠ層出土２個体を加え

た３０個体）を写真のみ掲載している。２９６～３１４は全て単剥離打面の石刃核である。２９６・２９７は裏面に

原礫面が残り、石刃剥離が裏面方向に進んでいる。２９７は打面長軸方向で打面再生が行われ、最後は

正面左側で石刃が剥離される。２９８～３０３は側面・裏面に原礫面・大型剥離面が残るものである。大型

剥離面は初期段階で行われた粗割りによる石核調整と考えられ、その後は裏面方向に石刃剥離が進行

している。３０２は打面・裏面が古い面で構成され、打面に残る複数の剥離面も古く、石刃剥離に伴う

ものではないため単剥離打面と同質と考えられる。また、明確な頭部調整が見られず、下端部には裏

面からの剥離面がある。３０４～３１０は作業面が全周を巡る石刃核である。３０４・３０５は円錐形で、全周で

均質な石刃剥離が行われる。３０６～３０８は下縁に直線的な稜の残るもので、主に正面・裏面で石刃が剥

離される。３０９・３１０は正面・裏面で剥離角が異なり、裏面では直角に近く、正面では６０度程度で主に

正面で石刃剥離が行われる。３１１は頭部調整を伴う石刃剥離後、左側面で厚手の縦長剥片を剥離し、

さらに裏面で左右から剥離が行われる。裏面での最終剥離は舟底形石器の調整剥離の可能性がある。

３１２は頭部調整を伴う石刃剥離後、頭部調整を伴わない厚手の縦長剥片が連続して剥離される。３１３は

原礫面打面から頭部調整を伴わない厚手の縦長剥片が剥離される。３１４は簡単な頭部調整を伴う石刃

剥離が行われる。

図版２００－４５０～図版２０３－４７９は写真のみ掲載のものである。４５０～４７０は単剥離打面の石刃核であ
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る。４５２は頭部調整のある石刃剥離後、打面の大きい厚手の剥片が剥離されている。裏面には、大型

の剥離面のみで構成される４５０・４５６以外は全て原礫面が残る。４６５～４７０は両側面に原礫面ないし素材

面があり、作業面幅が限定されるもの。比較的扁平な原石・素材を利用して小口面に作業面が設定さ

れる。４７１・４７２は原礫面打面、４７３～４７６は正面で上下方向の石刃剥離が行われるものである。４７７～

４７９は正面と正面以外で石刃剥離が行われるもので、４７７は裏面で右側面から、４７８は左側面で裏面か

ら、４７９は上部が欠損しているが表裏両面で上からの石刃剥離が行われる。

石刃核はほとんど全てに頭部調整が見られ、主に７～１０cm程度の石刃が剥離されている。石材は

約３分の２が黒曜石４、４分の１が黒曜石１で、黒曜石４は角礫・亜角礫が多く、黒曜石１は転礫が

ほとんどである。

石核（図Ⅲ－２５３－３１５～図Ⅲ－２５５－３２９、図版１９６・１９７、図版２０３－４８０～図版２０４－４９１）

１９点（１２個体とⅠ層出土２個体とⅡ層出土１個体を加えた１５個体）を図示し、１５点（１１個体とⅠ層

出土１個体を加えた１２個体）を写真のみ掲載している。３１５は裏面に原礫面が残り、原礫面打面から

厚手の剥片が剥離される。３１５～３１８は裏面に原礫面・大型剥離面が残り、裏面方向に剥離が進行した

もので、３１５は単設の原礫面打面を持つ石核である。３１６は上下から剥離が行われ、上面は単剥離打面、

下面は複剥離打面である。３１７・３１８は、両設の単剥離打面ないしはそれに類する打面を持つ石核で、

厚手の剥片が上下から剥離される。３１９・３２０は複数面に大型剥離面のある立体的な石核で大型剥片が

作業面転移を繰り返しながら連続して剥離されている。３２１～３２４は一部に頭部調整を伴う石刃剥離作

業面が残り、それを切る大型の剥離面が残る。頭部調整を伴う石刃剥離後、厚手の剥片剥離が行われ

ているが、接合資料において、最終の厚手剥片がしばしば舟底形石器の素材として利用されているこ

とから、これらの石核は石刃核を消費し尽くした最終形態とみなすことができる。３２５・３２６は作業面

が全周を巡る石核で、３２５は複剥離打面、３２６は単剥離打面である。３２６は頭部調整が顕著で、最終剥

離で幅広の剥片が剥離される。３２７は安山岩製で幅広の小型の剥片が剥離される。３２８は転礫素材で原

礫面を打面として両面で剥離が行われる。３２９は剥片素材で、腹面縁辺の複剥離打面から背面側で剥

離が行われる。

図版２０３－４８０～図版２０４－４９１は写真のみ掲載のものである。４８０～４８３は単剥離打面の石核で、４８０

～４８２は作業面幅の狭いものでやや厚手の剥片が剥離され、４８３は幅広の剥片が剥離されている。４８４

～４８８は多方向の剥離が行われるもので、４８４は原礫面を打面として左・右・上面の３方向から厚手の

剥片が剥離される。４８５は正面で上下方向の剥離が行われる。４８６は正面では上下から、裏面下部では

左側面から剥離が行われる。４８７の正面は上下から、裏面は上・右面から剥離が行われる。４８８は正面

で上・右面から剥離が行われる。４８９～４９１は剥片素材で、４８９・４９０は折れ面を打面として背面側で剥

離が行われ、４９１は両面で剥離が行われる。

石材は黒曜石４が５割程度、黒曜石１が４割程度で、石刃核に比べ黒曜石１の比率が高い。原石形

状は石刃核同様、黒曜石４には角礫・亜角礫が多く、黒曜石１には転礫が多い。

剥片（図版２０４－４９２）

１点（Ⅱ層出土１個体）を写真のみ掲載している。

４９２は安山岩製の剥片である。背面には横方向の剥離面、右側面には折れ面があり、折損後に剥離

されたものである。

斧形石器（図Ⅲ－２５５－３３０、図版１９７）

１点（１個体）を図示している。３３０は頁岩製の局部磨製の斧形石器である。上面に幅５mmの平

坦面があり、その背面側（正面）に頭部調整状の潰れが見られるため、頭部調整を受けた大型の剥片
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素材と考えられる。残存する打面と考えられる平坦面は非常に小さいため判断が困難であるが、原礫

面である可能性がある。加工は、正面において裏面から右側縁、左側縁の順で行われた後、右側縁か

ら裏面下部、さらに左側縁から裏面の大部分に行われる。刃部の末端部正面の中央稜上、末端部縁辺

に研磨痕があるが、前者は正面下端部からの長軸方向の加工、裏面からの加工に切られ、稜上に残る。

また、後者の大部分も剥離に切られているが、正面下端部からの長軸方向の加工を切っており、刃部

周辺では剥離による刃部再生と研磨による刃部再生が繰り返されていたと思われる。これらの研磨痕

の分布から当初は末端部から２cm程度の範囲が全面的に研磨されていたと想定される。形態は平坦

な裏面と正面の左右側面の三面で構成され、断面形は蒲鉾形に近い三角形である。

原石（図版２０４－４９３～４９８）

１０点（６個体）を写真のみ掲載している。図版２０４－４９３～４９８は全て棒状原石である。石材は黒曜

石２（なし肌）、長さは８～１０cmで特徴がほぼ一致している。これらは遺跡の立地する段丘には含

まれず、搬入されたもので、全てＪ３０区周辺から出土している。

石器ブロック９１～９６の分布状況

Sb－９１～９６は、４０～４５ラインの小沢（無遺物地帯）によって分けられた西地区の中央やや東寄り

に分布している。その中央には巨大なブロック Sb－９３・９５があり、それらは複数の石器群が複雑に

重複している。標高は４３９．５～４４５．０mである。

石器ブロック９１（Sb－９１）の分布（図Ⅲ－２５６、表Ⅲ－９・１０）

Ｇ３２～３７、Ｈ３２～３７、Ｉ３３～３５、Ｊ３４・３５区の２２×１２mの範囲で確認されたが、分布は北側の調

査範囲外に広がると思われる。尖頭器７点（Ⅰ類７点）、彫器１点（Ⅱ類１点）、掻器３点、削器４点、

錐形石器１点、舟底形石器６点（Ⅱａ類６点）、石刃３２点、縦長剥片２０点、石刃核３点、石核２点、

剥片１，０９５点、原石１点の計１，１７５点、１０，２４９．５gの石器類が出土した。石材は黒曜石４が４１．３％を占

め、以下黒曜石１（３２．５％）、黒曜石３（２１．５％）、黒曜石５（４．５％）、頁岩（０．２％）である。非常

に小規模な集中域が散漫に分布している。石刃類はＨ３３区、石器類はＨ３４区周辺に、薄手の尖頭器・

舟底形石器はＨ３６区周辺にまとまりがある。白滝産以外のトゥールが多く、掻器１点（１７５）、削器２

点（Ⅲ－５１３－５・６）が所山産、１１６の彫器は白色の頁岩製である。

石器ブロック９２（Sb－９２）の分布（図Ⅲ－２５７、表Ⅲ－９・１０）

Ｋ３４、Ｌ３２～３５、Ｍ３２～３４、Ｎ３１～３３、Ｏ３２・３３区の１８×６mの範囲で確認された。尖頭器３点

（Ⅰ類１点、Ⅱ類２点）、石刃２点、縦長剥片１８点、石核１点、剥片２，８７９点の計２，９０３点、１７，８８６．７g

の石器類が出土した。石材は黒曜石１が６６．１％を占め、以下黒曜石４（２８．７％）、黒曜石３（４．９％）、

黒曜石５（０．３％）、安山岩（０．０３％）である。トゥールが少なく、その中には正面で削片が剥離され

る尖頭器Ⅱ類が含まれる。分布密度は高い。

石器ブロック９３（Sb－９３）の分布（図Ⅲ－２５８～２６４、表Ⅲ－９・１０）

Ｋ３０・３１、Ｌ２９～３１、Ｍ２９～３１、Ｎ２８～３１、Ｏ２７～３２、Ｐ２７～３１、Ｑ２５～３０、Ｒ２５～２９、Ｓ２５区の

４１×１６mの範囲で確認された。尖頭器８１点（Ⅰ類４４点、Ⅱ類１１点、Ⅲ類２６点）、尖頭器削片４５点、両

面調整石器６点、ナイフ形石器３点、彫器３７点（Ⅰ類１３点、Ⅱ類１９点、Ⅲ類５点）、彫器削片９点（Ⅰ

類１点、Ⅱ類１点、Ⅲ類７点）、掻器２１点、削器５５点、錐形石器７点、舟底形石器６８点（Ⅰａ類１０点、

Ⅱａ類５８点）、二次加工ある剥片６６点、石刃４４４点、縦長剥片４８７点、石刃核３６点、石核３４点、剥片２２，７３５

点、原石４点の計２４，１３８点、２０１，７６９．８gの石器類が出土した。石材は黒曜石４が５７．７％を占め、以

下黒曜石１（２６．８％）、黒曜石２（７．５％）、黒曜石３（４．３％）、黒曜石５（３．７％）、頁岩（０．０３％）、

２ 遺構と遺物
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安山岩（０．０３％）である。Sb－９５・９７と並んで出土量・範囲ともに最大規模のブロックで、隣接す

る Sb－９５に連続し、それらを合わせると５０×３０mの巨大な集中域を形成する。小型舟底形石器石器

群・幅広有舌尖頭器石器群が部分的に重複、連続して広い範囲に分布し、特にＰ２８区を中心とした小

型舟底形石器石器群の密度・規模が大きい。トゥールは全体の点数に応じて多いが、特に尖頭器Ⅲ類

が多く、遺跡全体の５０％を占める。ブロック全体の石材組成と比べ黒曜石４の比率が高い器種は、尖

頭器Ⅱ類（８１％）・尖頭器削片（９３％）・錐形石器（７１％）・舟底形石器（９６％）で、黒曜石１の比率

が高い器種は、尖頭器Ⅲ類（６１％）・彫器（６２％）・掻器（６７％）で、尖頭器Ⅲ類には黒曜石２（１１％）

も利用される。黒曜石２は全体でも７．５％を占め、特徴的である。トゥールの分布はＯラインを挟ん

で南北に大別でき、南側には小型舟底形石器石器群と考えられる尖頭器Ⅱ類、尖頭器削片、彫器Ⅰ・

Ⅱ類、掻器、舟底形石器Ⅰａ・Ⅱａ類がＯ２８・２９、Ｐ２８・２９区周辺に分布し、北側には幅広有舌尖頭

器石器群である尖頭器Ⅲ類がＭ２９・３０区を中心に分布するが、一部南側のＰ２８区周辺に分布が伸び

る。また、尖頭器Ⅰ類・削器・石核は南側に分布の中心があるが、一部北側にも分布が広がる。

石器ブロック９４（Sb－９４）の分布（図Ⅲ－２６５、表Ⅲ－９・１０）

Ｇ３１・３２、Ｈ３１・３２、Ｉ３１～３３、Ｊ３０～３２区の１２×１０mの範囲で確認された。彫器削片２点（Ⅲ

類２点）、掻器３点、削器１点、舟底形石器１１点（Ⅰａ類１点、Ⅱａ類１０点）、二次加工ある剥片５点、

石刃３４点、縦長剥片２２点、石刃核１点、石核１点、剥片１，７５９点、原石５点の計１，８４４点、１９，６４９．４g

の石器類が出土した。石材は黒曜石１が５７．２％を占め、以下黒曜石４（３３．４％）、黒曜石３（６．９％）、

黒曜石２（１．５％）、黒曜石５（１．１％）である。舟底形石器・原石が多く、原石は全て黒曜石２（な

し肌）の１０cm以下の棒状原石で Sb－９５のＪ３０区を中心とした分布の縁にあたる。分布は１か所の集

中域から成り、それは中規模・高密度である。舟底形石器は集中域と分布が重なり、掻器は集中域の

外れに位置し、掻器のうちの２点には被熱による白色の変色が認められる。

石器ブロック９５（Sb－９５）の分布（図Ⅲ－２６６～２７１、表Ⅲ－９・１０）

Ｇ３０・３１、Ｈ２７～３０、Ｉ２６～３１、Ｊ２５～３１、Ｋ２５～３０、Ｌ２４～２９、Ｍ２４～２９、Ｎ２４～２９、Ｏ２４～２８、

Ｐ２３～２７、Ｑ２３～２６、Ｒ２４区の５０×２０mの範囲で確認された。尖頭器１０６点（Ⅰ類８８点、Ⅱ類５点、

Ⅲ類１３点）、尖頭器削片１５点、両面調整石器４点、ナイフ形石器４０点、彫器１９点（Ⅰ類１点、Ⅱ類３

点、Ⅲ類１５点）、彫器削片１０点（Ⅲ類１０点）、掻器２６点、削器６１点、錐形石器３点、舟底形石器２１点（Ⅰ

ａ類１点、Ⅱａ類１０点、Ⅱｂ類８点、Ⅱｃ類２点）、二次加工ある剥片３５点、石刃２８５点、縦長剥片３０７

点、石刃核１４点、石核１６点、剥片１８，３７１点、斧形石器１点、原石９点、台石１点の計１９，３４４点、１６５，５７１．２

gの石器類が出土した。石材は黒曜石１が４８．２％を占め、以下黒曜石４（２９．５％）、黒曜石３（９．９％）、

黒曜石５（７．６％）、黒曜石２（４．７％）、安山岩（０．０３％）、頁岩（０．０２％）、珪岩（０．０１％）である。

Sb－９３・９７と並んで出土量・範囲ともに最大規模のブロックである。石器組成は舟底形石器Ⅱｂ・

ｃ類、ナイフ形石器、斧形石器が含まれるのが特徴である。ブロック全体の石材組成に比べ黒曜石１

の比率が高い器種は、ナイフ形石器（５８％）、彫器Ⅰ～Ⅲ類（９５％）、彫器削片Ⅲ類（９０％）、掻器（６２％）、

削器（６９％）、舟底形石器Ⅱｂ類（７５％）、石核（６９％）、黒曜石４の比率が高い器種は、尖頭器Ⅱ類

（１００％）、尖頭器削片（８７％）、舟底形石器Ⅱａ類（７０％）、石刃核（６４％）、黒曜石２の比率が高い

器種は、尖頭器Ⅲ類（４６％）である。石器群の分布は複雑で（この点で大規模原産地白滝の中でも最

大規模の遺跡である本遺跡を象徴する出土状況といえる）、小型舟底形石器石器群、大型尖頭器・大

型舟底形石器石器群、幅広有舌尖頭器石器群、広郷型ナイフ形石器石器群が完全に重複ないしは一部

重複して連続して広い範囲に分布する。なお、Ｎ・Ｏ２７区の間の空白部分はＢ調査（試掘）跡である

（図Ⅲ－１４）。全体の遺物分布は連続したものであるが、トゥールの分布で区切るとほぼＮラインの
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南北に分けられる。南側には尖頭器Ⅱ類・尖頭器削片・薄手の尖頭器Ⅰ類・半月形の尖頭器Ⅰ類・ナ

イフ形石器・彫器・掻器・斧形石器が、北側には大型尖頭器Ⅰ類・尖頭器Ⅲ類・舟底形石器Ⅱｂ・ｃ

類が偏在し、削器・石核類は両側に分布する。

詳しく見ると尖頭器Ⅲ類は散漫に分布し、その内３点（１：ケショマップ、２：所山、１０：十勝）

は白滝産以外の黒曜石が利用されている。尖頭器Ⅱ類・尖頭器削片はＮ２６・２７区に、薄手の尖頭器Ⅰ

類はＯ２６・２７区に分布の中心があり、両者とも Sb－９３の同器種の分布に連続する。大型尖頭器Ⅰ類

はＬ２７・２８、Ｍ２７・２８区周辺に分布し、半月形の尖頭器Ⅰ類は他の尖頭器とは異なり、Ｐ２５区に分布

している。ナイフ形石器はＭ２７・２８区からＱ２４区まで比較的広い範囲に分布し、彫器Ⅲ類も概ね同じ

分布状況であるが、一部Ｊ３０区周辺にも分布し、彫器Ⅲ類の２か所の分布は周辺ブロックに分布が連

続している。また、ナイフ形石器の１点は東地区の広郷型ナイフ形石器石器群である Sb－６１と７０m

を隔てて接合関係があり、両者の関連が認められる。彫器Ⅰ・Ⅱ類、側面調整が顕著なタイプの掻器、

斧形石器は本ブロックの南東縁に集中し、それらは隣接する Sb－９３の同器種の分布に連続する。側

面調整が見られず、刃部が円形に加工される掻器はＱ２４・２５、Ｏ２６区に分布している。削器は平坦剥

離による加工が見られるものは広い範囲に分布し、急角度の加工の見られるものは Sb－９３の境界近

くに分布する。舟底形石器はⅡａ類がＫ２７・Ｌ２６区、本ブロック南東縁に、Ⅱｂ・ｃ類がＬ２７・２８区

に分布する。ブロック南東縁に分布するものは Sb－９３の同器種に分布が連続し、Ⅱｂ・ｃ類は大型

尖頭器Ⅰ類と分布が一致する。石刃核はＬ２６、Ｍ・Ｎ２７区周辺に分布し、単剥離打面の石刃核である。

石核は J２９・３０区周辺とＯ～Ｒラインの Sb－９３寄りに分布し、剥片素材・多方向の剥離面をもつもの

である。１０cm以下の黒曜石２（なし肌）の棒状原石がＪ３０区にまとまって分布する。

以上をまとめると①Ｎ２６・２７、Ｏ２６・２７区に薄手の尖頭器Ⅰ類・尖頭器Ⅱ類・尖頭器削片が Sb－

９３に連続して分布し、また、Ｎライン以南の Sb－９３との境界付近に Sb－９３に連続して彫器Ⅰ・Ⅱ類、

側縁加工のある掻器、急角度の加工のある削器、斧形石器が分布し、Ｌ２６区周辺には舟底形石器Ⅱａ

類、単剥離打面石刃核が分布する。②大型尖頭器Ⅰ類・舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類がＬ２７・２８区周辺に高

密度に分布する。③尖頭器Ⅲ類がＪ２９～Ｐ２６区にかけて散漫に分布している。④Ｍ２７・２８～Ｑ２４区に

かけて広郷型ナイフ形石器・彫器Ⅲ類・側縁調整の無い円い刃部の掻器が分布する。また、Ｊ３０区周

辺には彫器Ⅲ類・棒状原石が分布しているが、どの石器群に帰属するかは不明である。

①は小型舟底形石器石器群、②は大型尖頭器・大型舟底形石器石器群、③は幅広有舌尖頭器石器群、

④広郷型ナイフ形石器石器群に相当するが、①と④、③と①②④が重複している。重複関係が見られ

ないのは①と②、②と④のみである。

石器ブロック９６（Sb－９６）の分布（図Ⅲ－２７２、表Ⅲ－９・１０）

Ｊ２４・２５、Ｋ２４・２５、Ｌ２３～２５、Ｍ２２～２４、Ｎ２２～２４、Ｏ２１～２３、Ｐ２１～２３区の３１×６mの 範 囲

で確認された。尖頭器５点（Ⅰ類３点、Ⅲ類２点）、両面調整石器１点、ナイフ形石器１点、彫器削

片２点（Ⅲ類２点）、掻器１点、削器４点、舟底形石器７点（Ⅱａ類７点）、二次加工ある剥片４点、

石刃２４点、縦長剥片２２点、石刃核２点、石核３点、剥片１，８７３点の計１，９４９点、１７，５７０．１gの石器類が

出土した。石材は黒曜石１が３８．１％を占め、以下黒曜石３（３０．９％）、黒曜石４（２１．７％）、黒曜石２

（９．１％）、黒曜石５（０．２％）、安山岩（０．０５％）である。分布は北東方向に伸びる細長い形状で、尖

頭器Ⅱ類はＭライン以南、舟底形石器・石核類はＭライン以北に分布する。ナイフ形石器は南側の外

れに位置し、Sb－９５のナイフ形石器の分布に連続する。西側のＪ区（Sb－９７）に接しているが、接

合によるブロック間の結びつきがＩ区のほうが強いためＩ区に含めた。

石器ブロック９１～９６の接合状況（図Ⅲ－２７３）

２ 遺構と遺物
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全体的には接合資料は各ブロック内の小集中域を単位としてまとまるが、Sb－９３・９５・９６には北

東方向の広い範囲（長さ１０mを超える）に帯状に分布する接合資料があり、それらが小集中域を連

結させ、分布を連続したものにし、巨大なブロックと認定させる原因となっている。また、Sb－９５

には散漫に広い範囲に分布する接合資料があり、帯状の分布同様、ブロック範囲を広げる原因となっ

ている。ブロック間では９０・９３、９２・９３、９３・９５、９３・９６、９５・９６、区域間では Sb－８９・９３、９５・

９７、６１（東地区）・９５間の接合資料があり、特に Sb－９５と東地区の Sb－６１間で接合する母岩９３３・接

合４０６１は、東地区の Sb－６１の広郷型ナイフ形石器石器群と本地区の同石器群との関連を示すもので

ある。

母岩別資料・接合資料

５１，３５３点中１８，１６０点を３１３母岩に母岩分類し、２，０６３個体（母岩別資料内１，２２３個体）の接合資料が

得られた。そのうち母岩別資料６６母岩、非母岩別接合資料２個体を図示し、母岩別資料６６母岩、非母

岩別接合資料３個体を写真のみ掲載している。

母岩別資料７４０・接合資料３３５８（図Ⅲ－２７４～２７６、図版２０５）

母岩別資料は接合３３５８の他、接合３３５９～３３６１・５６６８５～５６６９１で構成され、総点数１８９点、総重量

２，２３６．９gである。

素材 １６１点（６２個体）が接合し、重量は２，１２６．２g、大きさは２８×１６×１１cmである。平滑な原礫面

を持ち、角がやや潰れた亜角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 左側面から裏面への剥離（段階１）→裏面から左側面への剥離（段階２）→右側面から正

面への剥離（段階３）⇔左側面から正面への剥離（段階４）⇔右側面から裏面への剥離（段階５）、

上面から正面への剥離（段階６）⇔左側面から正面への剥離（段階７）→左側面から裏面への剥離（段

階８）→右側面から裏面への剥離（段階９）→左側面から裏面への剥離（段階１０）→右側面から裏面

への剥離（段階１１）

断面形が二等辺三角形に近い原石を素材として、前半（段階１～６）は縁辺部調整の無い打面の大

きい剥片の剥離による粗い加工が行われる。この段階では①段階２の剥離によって左側面が作出さ

れ、断面三角形が維持され、以後の加工の打面となること、②段階６の縦方向の剥離によって厚さを

減少させる加工が行われることが特徴で、このような加工は他の大型尖頭器製作技術では見られな

い。後半は縁辺部調整のある打面の小さい薄い剥片の剥離によって加工が進み、正面側では主に左側

面から裏面側では両側縁から加工が行われる。最終的には表面が滑らかな２０×７×３cmの尖頭器が

製作され、搬出されている。

本接合資料では３点の調整剥片（個体Ａ～Ｃ）を素材として石器が製作されている。個体Ａは、段

階３の尖頭器調整剥片に特徴的な斜軸剥片を素材として、その張り出した側縁を尖頭部に設定し、尖

頭器１６に加工される。幅広有舌尖頭器の未成品と思われる。個体Ｂは、段階５の背面が原礫面で覆わ

れた厚手の剥片素材で片側縁に粗い加工が行われる。個体Ｃ（３３２）は、段階５の剥片を素材として

いる。一次剥離の際の同時割れによって折れた先端部破片を素材として左側縁を加工した後、折れ面

から削片剥離が行われ、その後、下端部両面への平坦剥離によって打面作出を行い、下端から削片が

剥離される。

本接合資料は幅広有舌尖頭器（未成品）を含み、その石器群の特徴（尖頭器製作技術・二次加工技

術・伴出石器）を示す良好な資料である。

分布 Sb－９３のＬ３０・３１、Ｍ２９・３０、Ｎ２９・３０、Ｏ２９、Sb－９５のＮ２９区に分布する。分布は傾斜方

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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向である北東方向１５mの範囲に間延びしているが、高密度なＭ２９区を頂点に北東方向に広がってい

る。特に個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料７２７・接合資料３２８５（図Ⅲ－２７７～２７９、図版２０６）

母岩別資料は接合３２８５の他、接合３２８６、剥片４０点で構成され、総点数１２６点、総重量２，９００．１gである。

素材 ８４点（４５個体）が接合し、重量は２，６４９．１g、大きさは２４×１５×１５cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ円い転礫を素材として正面側が粗割りされた状態で搬入されている。

剥離工程 下面から裏面への剥離（段階１）、左側面から正面への剥離（段階２）→右側面から正面

への剥離（段階３）、左側面から裏面への剥離（段階４）→上面から裏面への剥離（段階５）→左側

面から正面への剥離（段階６）、左側面から裏面への剥離（段階７）→右側面から裏面への剥離（段

階８）→左側面から裏面への剥離（段階９）→右側面から裏面への剥離（段階１０）

加工は主に平坦な正面側から裏面へ行われ、長軸方向の剥離（段階１・５）によって厚さを減少さ

せている。特に段階５では縦長の剥片が剥離され、中には石刃も混じり、その内の１点は掻器２０２に

加工される。本体の厚さが減少した時点で横方向の剥離に変化し、厚手の剥片が剥離される段階７・

８以降は薄手の剥片剥離による加工が行われる。本体の表面は滑らかで、断面凸レンズ状の１４×７×

３cmの尖頭器が製作され、搬出されている。

本接合資料では本体を除いて３点の剥片素材の尖頭器、１点の掻器が製作されている。個体Ａは段

階２の、個体Ｂは段階３の尖頭器調整剥片に特徴的な斜軸剥片を素材として、その張り出した側縁を

尖頭部に設定し、それぞれ１５・１７に加工される。両者とも幅広有舌尖頭器の未成品と思われる。また、

個体Ｃは段階７の厚手の剥片素材で両面の調整剥片のみ接合している。形態は不明であるが尖頭器で

あると思われ、欠落しているため搬出されたと考えられる。掻器２０２は段階５の縦長剥片素材で両側

縁、特に左側縁に斜角の連続的な加工が施され、末端部には直線的な刃部が作出されている。また、

上部破片折損後、右側縁で樋状の剥離が行われる。

分布 Sb－９０のＪ３１・３３、Ｋ３１、Sb－９３のＫ３０・３１、Ｌ３０・３１、Ｍ３０、Sb－９４のＩ３２、Sb－９５のＪ

３０区に分布する。Ｋ・Ｌ３０区を中心に北東方向に伸びるやや散漫な分布であるが、個体・段階による

偏りは見られない。

母岩別資料７８３・接合資料３５０１（図Ⅲ－２７９・２８０、図版２０８－１）

母岩別資料は接合３５０１の他、剥片１点で構成され、総点数５１点、総重量１，５３９．６gである。

素材 ５０点（３０個体）が接合し、重量は１，５３８．０g、大きさは２０×１１×９cmである。平滑な原礫面を

持ち、角の潰れた黒曜石２（なし肌）の亜角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 下面から正面への剥離（段階１）→下面から裏面への剥離（段階２）→下面から正面への

剥離（段階３）→右側面から正面への剥離（段階４）→上面から正面への剥離（段階５）→上面から

正面への剥離（段階６）→下部から正面への剥離（段階７）→下部～左側面から裏面への剥離（段階

８）→左側面から正面への剥離（段階９）→左側面から裏面への剥離（段階１０）

断面三角形の原石の下端部に短軸方向の剥離（段階１）が行われ、その面を打面として長軸方向の

剥離（段階２）が行われる。さらにその面を打面として連続した長軸方向の剥離（段階３）が行われ、

横方向の剥離（段階４）を挟んで、長軸方向の剥離（段階５・６）は継続される。その後、下部左右

から尖頭部を作出する剥離（段階７）が行われ、長軸・横方向の剥離が行われる（段階８）。段階８・

９で本体の両端部が欠損するとさらに薄くする加工と基部の作出（段階１０）が行われるが、基部加工

の際に基部が折損して、本体８が遺棄される。本接合資料は長軸方向によって器体を薄くし（この段

階では縦長剥片が剥離される）、最終段階で基部を作出するという石核素材の幅広有舌尖頭器の製作

２ 遺構と遺物
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過程を示している。

分布 ① Sb－９３のＫ３１、Ｌ３０・３１、Ｍ２９・３０、Ｎ２９、② Sb－９７のＩ２３、Ｊ２３区の２か所に分かれて

分布する。それらは直線距離で３０m離れている。②に分布するのは段階１・段階２の１点でそれ以

外は①に分布し、そのうち尖頭器はやや外れて分布する。段階で分けられるため、②で初期の剥離が

行われた後、①に持ち込まれ最後まで剥離が行われた可能性がある。

母岩別資料１０６７・接合資料４４３３・４４３７（図Ⅲ－２８１～２８５、図版２０７）

母岩別資料は接合４４３３・４４３７の他、接合４４３４～４４３６・４４３８～４４５１・５６９４８～５６９５５、縦長剥片５点、

剥片１１８点で構成され、総点数４１５点、総重量４，８２９．９gである。

素材 接合４４３３は１９６点（１０４個体）が接合し、重量３，９００．３g、大きさは２９×２２×１９cmで、接合４４３７

は４点（４個体）が接合し、重量５２．９g、接合４４３７の個体Ａの大きさは６．７×４．１×１．９cmである。爪

状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、原石の状態で搬入されている。

剥離工程 接合４４３３の剥離の流れは正面から左側面への剥離（段階１）、下面から右側面への剥離（段

階２）→左側面から正面への剥離（段階３）→下面から裏面への剥離（段階４）・正面から左側面へ

の剥離（段階５）→右側面から裏面への剥離（段階６）→裏面から右側面への剥離（段階７）→左側

面から正面への剥離（段階８）、上面から右側面への剥離（段階９）→下面から右側面への剥離（段

階１０）、上面正面から打面再生（段階１１）⇔正面上面から石刃剥離（段階１２）→左側面から裏面への

剥離（段階１３）→右側面から裏面への剥離（段階１４）である。

長さ約３０cmの大型の転礫を素材として、前半は長軸方向で大型剥片剥離（段階２・４）が、横方

向で平坦剥離（段階１・３・５～８）が行われ、後半は打面再生（段階１１）を伴って最大２０cmの石

刃が剥離され（段階９・１２）、最後に石刃核を素材として横方向の剥離（段階１３・１４）でおそらく尖

頭器が製作されたと考えられる。大型剥片は石刃剥離・尖頭器等の素材となっている。石刃は軽い頭

部調整が行われ、打面と作業面のなす角度は直角に近い。

本母岩は接合４４３３個体Ａを素材として石刃剥離が行われ、接合４４３３の個体Ｂ～Ｅ・ａを素材として

剥片素材の尖頭器５点（１点は尖頭器Ⅲ類）、接合４４３３の石核本体を素材として石核素材の尖頭器１

点、接合４４３７の個体Ａを素材として彫器１点が製作されている。

接合資料４４３３個体Ａは段階２で剥離された大型剥片を素材としている。先端部の欠損（Ａ－段階１）

後、稜調整（Ａ－段階２）・打面作出（Ａ－段階３）→裏面での剥離（Ａ－段階４）が行われ、打面

調整（Ａ－段階５）を伴って１８cmの石刃が剥離される（Ａ－段階６）。また、個体Ａ段階４の剥片

（個体ａ）を素材として尖頭器製作が行われる。個体Ｂ・Ｃは段階４で剥離された大型剥片を素材と

して尖頭器が製作され、個体Ｂでは他にも折損した破片が一部加工されている。個体Ｄは段階８の、

個体Ｅは段階１１の厚手の剥片を素材として尖頭器が製作され、個体Ｅでは尖頭器Ⅲ類である９が製作

され、遺棄されている。

接合資料４４３７の個体Ａ（図Ⅲ－２８４－３３６）は剥片の上縁に稜を形成し、左側縁から上縁に作出され

た彫刀面を打面として稜調整が施された左側縁で削片剥離が行われる。

分布 接合４４３３は Sb－９６のＪ２５、Ｋ２４・２５、Ｌ２３・２４、Ｍ２２・２３、Ｎ２２・２３、Sb－９７のＫ２４、Ｌ２４

区に分布する。分布は傾斜方向である北東方向に２３mもの細長い連続した形状であるが、集中の度

合いから大きく①Ｎ２２区周辺、②Ｌ２４区周辺に分けられる。①には個体Ｃ・Ｄが、②には個体Ａ・Ｂ・

Ｅ・ａ・個体以外が分布する。また、接合４４３７は①に分布する。

母岩別資料７８６・接合資料３５０９（図Ⅲ－２８５・２８６、図版２１０上）

母岩別資料は接合３５０９の他、接合３５１０～３５１２で構成され、総点数６４点、総重量２，０２４．３gである。
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素材 ２９点（１３個体）が接合し、重量は９５８．６g、大きさは２６×１３×８cmである。原石形状は不明、

石質は黒曜石２（なし肌）で、原礫面が除去された状態で搬入されている。

剥離工程 上設打面再生（段階１）→下面から裏面への縦長剥片剥離（段階２）→正面での上設打面

からの石刃剥離（段階３）

上設打面再生剥片（段階１）が接合していることから、最初にそれらに対応する石刃剥離が行われ

ていたと思われる。次に裏面で下端部から縦長剥片が剥離され（段階２）、最後に正面で上設打面か

ら石刃が連続的に剥離される（段階３）。石刃剥離時の石刃核の打面と作業面の角度は直角に近く、

打面縁辺の打面側には磨り潰す調整が行われる。石刃は、段階１に対応する段階では２０cm程度のも

のが剥離され、段階３では石刃核高がウートラパッセで減少するため１４～１８cmのもの（２９５など）

が剥離されている。２１は段階３で剥離された石刃素材の尖頭器Ⅲ類未成品である。石刃の打面側に錯

向剥離によって基部が作出されている。

分布 Sb－９３のＫ３０、Sb－９５のＩ２８、Ｊ２８・２９、Ｋ２９、Ｌ２７・２８区に全体的に散漫に分布する。Ｌ

２７区中央に集中部があるが、その他の地点の石器とは段階・内容に違いが見られない。

母岩別資料８７６・接合資料３８４９（図Ⅲ－２８７～２８９、図版２０８－２・２０９－１）

母岩別資料は接合３８４９の他、剥片１１点で構成され、総点数１７４点、総重量９７１．２gである。

素材 １６３点（１１０個体）が接合し、重量は９５６．８g、大きさは２６×１６×５cmである。風化によりやや

ザラついた平坦面を持つ角礫を素材として、両面全体が加工された両面調整体で搬入されている。

剥離工程 本体の折損前後で分けられ、折損前は両面調整が、折損後はそれぞれの破片で両面調整、

削片剥離が行われる。

折損前は、正面で、右側面からの剥離（段階１）→左側面からの剥離（段階２）→右側面からの剥

離（段階６）、裏面で、右側面からの剥離（段階３）→左側面からの剥離（段階４）→右側面からの

剥離（段階５）が行われ、中央で折損し、上部破片（個体Ａ）と下部破片（個体Ｂ）に分割される（図

版２０９－４９９は折損前の調整剥片を外した状態である）。

個体Ａは、両面調整が継続され、正面では、右側面からの剥離（段階２）→左側面からの剥離（段

階３）→右側面からの剥離（段階４）→左側面からの剥離（段階６）、裏面では、右側面からの剥離

（段階１）→左側面からの剥離（段階５）→右側面からの剥離（段階７）が行われ、表面が滑らかな

１２×７×１cmの尖頭器が製作され、搬出される。

個体Ｂは、折れ面から裏面への平坦剥離（段階１）後、左側縁（段階２）・右側縁（段階３）で折

れ面から削片剥離が行われ、それは、右側縁に偏っている。段階２の後、段階３の途中で、右側面の

削片剥離面から裏面側（段階４・６）・正面側（段階５）に作業面調整が行われる。段階２の削片剥

離は頭部調整が無く、厚手の削片が剥離される一方、段階３では頭部調整のある削片が剥離され、そ

れは石刃と形態上の違いが無い。但し、接合資料の観察から段階３においても断面三角形の一次削片

は厚手であったと推測され、一次削片段階と二次削片段階で目的剥片が異なっていたと考えられる。

個体Ｂでは２個体の舟底形石器（個体ａ・b）、２個体の削器（２１０・２０７）、１個体の掻器（１７２）

が製作されている。個体ａは個体Ｂ段階２の厚手の二次削片、個体ｂは個体Ｂ段階３の厚手の二次削

片を素材として甲板面である腹面から加工が行われ、両者とも搬出されている。削器２１０・２０７は両者

とも個体Ｂ段階３の石刃状の二次削片を素材として、２１０には両側縁に連続する軽微な加工が、２０７に

は周縁に斜角の加工が施される。２０７はその形態から彫器未成品と見られる。掻器１７２は右側縁に急角

度の加工が施され、末端部には右側縁に偏る弧状の刃部が作出される。

分布 Sb－９３のＭ３０、Ｎ３０・３１、Ｏ２９・３０、Ｐ２８・２９区に分布し、大きく①Ｐ２８周辺、②Ｎ３０区周

２ 遺構と遺物
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辺に分けられる。①には折損後の個体Ａ・Ｂが、②には折損前の段階１～６が分布し、個体Ｂに含ま

れる掻器・削器は①の外れに分布している。

母岩別資料８６２・接合資料３８０９（図Ⅲ－２８９・２９０、図版２０９－２）

母岩別資料は接合３８０９の他、接合３８１０・３８１１・５６７９０・５６７９１、剥片４８点で構成され、総点数１０６点、

総重量４５５．５gである。

素材 ４５点（３７個体）が接合し、重量は３２６．０g、大きさは２０×１１×３．５cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫素材で、大型の平坦剥離で両面加工され、上端部に原礫面が残る両面調整体で搬入されている。

剥離工程 本体の３回の折損で分けられる。１回目の折損前は、正面側では、左側面からの剥離（段

階１）→右側面から正面（段階４）、裏面側では、左側面からの剥離（段階２）→右側面からの剥離

（段階３）→左側面からの剥離（段階５）が行われ、それらは比較的粗い加工である。

下端部の折損（１回目）後、裏面で、下端部折れ面からの剥離（段階６）→右側面からの剥離（段

階７）、左側面からの剥離（段階８）が行われ、２回目の下端部の尖頭器折損（段階９）後、正面側

で、左側面からの剥離（段階１０）、右側面からの剥離（段階１１）が行われる。これらの剥離は比較的

薄く、打面の小さい剥片の剥離による加工である。

本体は段階１１の剥離によって中央で折損（３回目）し、上下の破片である個体Ａ・Ｂは縁辺で削片

が剥離される。個体Ａは折れ面から左側縁で削片が剥離され、個体Ｂは段階９の尖頭器折損（２回目

の折損）の折れ面を打面として右側縁で削片が剥離された後、中央の折れ面打面から左側縁で削片が

剥離される。

分布 Sb－９３のＮ３０・３１、Ｏ３０・３１、Ｐ２８～３０、Ｑ２９区に全体的に散漫に分布する。大きく一つの

まとまりと考えられ、段階・個体による偏りは見られない。

母岩別資料８４９・接合資料３７４０（図Ⅲ－２９０・２９１、図版２１０下）

母岩別資料は接合３７４０の他、接合３７４１～３７４４・５６７７７・５６７７８・６１７５７、剥片７３点で構成され、総点

数１３１点、総重量７１９．０gである。

素材 ２２点（１８個体）が接合し、重量は２２５．６g、大きさは２３×７×２．３cmである。同一母岩の他の

接合資料から判断して、平滑な原礫面を持つ角礫を素材として、粗い両面調整体で搬入されている。

剥離工程 本体の折損前後で分けられ、折損前は尖頭器の調整が、折損後は尖頭器の再加工と削片剥

離が行われ、尖頭器削片素材の舟底形石器Ⅰａ類が製作される。

折損前は、正面では、左側面からの剥離（段階１）→右側面からの剥離（段階２）→左側面からの

剥離（段階４）が、裏面では、右側面からの剥離（段階３）が行われ、段階４の最終剥離で本体は個

体Ａ・Ｂに分割される。

折損後、本体の約３分の２にあたる個体Ａは右側縁の折れ面周辺が再加工されている。小型の破片

である個体Ｂは、折れ面から右側縁に沿って削片剥離が行われ（Ｂ－段階１）、その後、打面を入れ

替えて折れ面側で削片剥離が行われる（Ｂ－段階２）。Ｂ－段階１で剥離された断面三角形の一次削

片は舟底形石器Ⅰａ類である２４６に加工される。２４６は素材の剥離後、右側面には全面的に上下から加

工が施され、左側面には下縁からは全体に甲板面からは素材打面側約半分に加工が施され、左側面に

は尖頭器調整素材面が残る。加工が集中的に施される素材打面側は細石刃状の剥離は行われないが、

それに近い形状に仕上げられている。素材打面側は甲板面の側面形が平坦で安定し、細石刃状の剥離

を想定して加工されたと思われる。一方素材先端側は剥離のうねりによって甲板面が不安定で、細石

刃状剥離に適していない。その他の削片は薄手の削片で、加工は見られないことから、幅が狭く、高

さのある断面三角形の尖頭器一次削片が舟底形石器に適した形態のため利用されたと考えられる。本
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接合資料は断面三角形の尖頭器一次削片が舟底形石器Ⅰａ類の素材となっていることを示す好資料で

ある。

分布 Sb－９３のＮ２９、Ｏ２８・２９、Ｐ２８、Sb－９５のＯ２７・２８区に散漫に分布し、折損前の剥片（個体

Ａ・Ｂ以外段階１～４）と折損後の個体Ａ・Ｂの分布がややずれている。

母岩別資料８５２・接合資料３７５９（図Ⅲ－２９２・２９３、図版２１１－１）

母岩別資料は接合３７５９の他、接合３７６０～３７６２・５６７８０～５６７８４、剥片８４点で構成され、総点数１４５点、

総重量７２０．４gである。

素材 ３２点（２６個体）が接合し、重量は２７７．７g、大きさは２１×１０×２．３cmである。原石形状は不明

で、両面加工の大型尖頭器で搬入されている。

剥離工程 本体の折損前後で分けられ、折損前は両面調整が、折損後は削片剥離が行われる。

折損前は、右側面から正面（段階１）に加工が行われ、その最終剥離で本体は折損し、個体Ａ・Ｂ

に分割される。

下部破片である個体Ａは、左側縁から正面への剥離の加工（Ａ－段階１）で、さらに個体Ａ－１・

Ａ－２に分割される。個体Ａ－１は上部折れ面で縁辺を打面として削片剥離（Ａ－１－段階１）が、

下部折れ面で交叉状の削片剥離（Ａ－１－段階２）が行われる。個体Ａ－２は本体尖頭器縁辺での削

片剥離（Ａ－２－段階１）後、その面を打面として交叉状に削片が剥離される（Ａ－２－段階２）。

上部破片である個体Ｂは下部折れ面周辺に再加工（Ｂ－段階１）が行われ、最終剥離時に個体Ｂ－

１～４に分割される。個体Ｂ－１では折れ面から本体尖頭器左側縁で削片が剥離された（Ｂ－１－段

階１）後、他の折れ面で削片が剥離される（Ｂ－１－段階２）。個体Ｂ－２は正面側で剥離が行われ

（Ｂ－２－段階１）、個体Ｂ－３は加工されない。個体Ｂ－４は折れ面から剥離が行われ（Ｂ－４－段

階１）、さらに長軸方向の折れ面から短軸方向の加工（５１の右側面から正面上・下端部への加工）が

行われ、その加工は舟底形石器Ⅰ類の加工に類似し、舟底形石器Ⅰ類の製作を意図した可能性がある。

分布 Sb－９３のＰ２８、Sb－９５のＬ２６、Ｍ２６・２７、Ｎ２６～２８、Ｏ２５・２６区に散漫に分布する。Ｎ２６・

２７区を中心に連続して分布するが、折損前の段階１はＮ２８区に、個体ＡはＭ２７区周辺に、個体ＢはＮ

２６・Ｏ２５区にやや分かれて分布する。

母岩別資料８０７・接合資料３５８３（図Ⅲ－２９４・２９５、図版２１１－２）

母岩別資料は接合３５８３の他、接合３５８４・５６７４１で構成され、総点数４９点、総重量５９３．４gである。

素材 ４３点（３２個体）が接合し、重量は５６１．３g、大きさは２２×１３×５cmである。風化によりややザ

ラついた平坦な原礫面を持つ角礫を素材として両面を粗い平坦剥離で加工された尖頭器で搬入されて

いる。

剥離工程 本体の折損前後で分けられ、折損前は両面調整が、折損後は両面調整後、削片剥離が行わ

れる。

折損前は、正面では、左側縁からの剥離（段階４）→右側縁からの剥離（段階５）が、裏面では、

左側縁からの剥離（段階１）→右側縁からの剥離（段階２）→左側縁からの剥離（段階３）が行われ

る。段階１では加工が粗いが、段階２以降は比較的薄い剥片の剥離によるものに移行している。

折損後、下部破片（段階６）は再加工が行われず、上部破片に再加工が行われる。左側縁で折れ面

から削片が剥離され（段階７）、正面で、右側縁からの剥離（段階８）→左側縁からの剥離（段階９）

→右側縁からの剥離（段階１０）が行われ、その最終剥離で折損し、個体Ａ～Ｃに分割される。

３４４は折損前の部品を外した状態の図で、分割後は個体Ｃのみ縁辺で折れ面から削片が剥離される。

個体Ｃから剥離された断面四角形の２８３の左側面先端部には舟底形石器Ⅰ類の加工に類似した素材腹

２ 遺構と遺物
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面からの加工が見られ、舟底形石器Ⅰ類を製作しようとしていた可能性がある。

分布 Sb－９３のＮ３１、Ｏ２８～３０、Ｐ２８・２９、Ｑ２８・２９、Ｒ２８区に分布し、①Ｏ２８区周辺と②Ｐ２９・

Ｑ２８区周辺に分けられる。折損前の段階１～６は②に散漫に、折損後の段階７～１０・個体Ａ～Ｃは①

にまとまって分布する。

母岩別資料８１６・接合資料３６１７（図Ⅲ－２９６、図版２１２上）

母岩別資料は接合３６１７のみである。

素材 ４４点（２８個体）が接合し、重量は７２４．５g、大きさは３０×１１×３．６cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫素材で、裏面には原礫面が残り、両端部が尖頭状に整形された両面調整の大型尖頭器で搬入

されている。

剥離工程 裏面では、左側縁からの剥離（段階１）→左側縁からの剥離（段階３）→右側縁からの剥

離（段階４）→左側縁からの剥離（段階５）が、正面では、左側縁からの剥離（段階２）、右側縁か

らの剥離（段階６）が行われる。

搬入時の本体は大型の平坦剥離面と縁辺部の調整剥離面で構成され、比較的整った形状である。遺

跡内では最初から縁辺部調整のある縁辺近くを打撃する平坦な加工が行われるが、正面中央にある

１．５cm大の球顆のために剥離が滑らかに進行せずに階段状になっている。尖頭器本体４７は３か所で

折損し、上・中位の折れ面はそれぞれ、段階６・２の剥離が原因（折れの始点であり、その段階で折

損したかどうかは不明）で、下位の折れ面の原因は不明であるが、放射状の折れ面である。

分布 Sb－９５のＫ２８・２９、Ｌ２７・２８、Ｍ２８区に分布する。Ｌ２８区南西部に分布の中心がある一つの

まとまりで傾斜方向に分布が伸びる。

母岩別資料７４８・接合資料３３９６（図Ⅲ－２９７、図版２１２下・２１３－１）

母岩別資料は接合３３９６の他、剥片１９点で構成され、総点数４４点、総重量９１１．８gである。

素材 ２５点（１９個体）が接合し、重量は８４８．０g、大きさは２７×１１×４．４cmである。原石形状は不明

で、大型平坦剥離面と縁辺に細かい剥離面で構成される大型の尖頭器で搬入されている。

剥離工程 本体の折損前後で分けられ、折損前は両面調整が、折損後は上部破片に再加工が行われる。

折損前は、右側縁から裏面への剥離（段階１）→左側縁先端部から裏面への剥離（段階２）が行わ

れ、段階２の剥離の際に既に存在した潜在的な割れ面で折損する（段階３）。

折損後は、より大型破片である上部破片のみ再加工が行われ、右側縁から裏面への剥離（段階４）

⇔右側縁から正面への剥離（段階５）、左側縁から裏面への剥離（段階６）、左側縁・折れ面から正面

への剥離（段階７）が行われるが、最終的に本体は遺棄される。

本体は搬入時に中央が凸状の断面三角形であり、折損前後ともにその凸部を除去しようと加工が行

われるが、それが困難で、結局最後まで滑らかな表面状態を作出できずに加工が終了する。

分布 Sb－９５のＫ２９、Ｍ２８・２９、Ｎ２８区に分布する。Ｍ２８区中心に分布し、Ｋ２９区には段階１・２

の剥片が分布する。

母岩別資料７４９・接合資料３３９７（図Ⅲ－２９８、図版２１３－２）

母岩別資料は接合３３９７の他、接合３３９８～３４００・５６７０１、剥片３３点で構成され、総点数１１３点、総重量

６８６．４gである。

素材 ６３点（５４個体）が接合し、重量は５２４．６g、大きさは２８×９×３．５cmである。平滑な原礫面を

持つ扁平な角柱状の原石を素材として原石ないし原石に近い形状で搬入されている。

剥離工程 本体の折損前後で分けられ、折損前後とも両面加工が行われる。

折損前は、左側縁から裏面への剥離（段階１）、右側縁から正面への剥離（段階２）が行われた後、
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折損により個体Ａ・Ｂに分割される。

折損後は、個体Ａ・Ｂ共に再加工が行われ、個体Ａは、右側縁から正面への剥離（段階１）→左側

縁から正面への剥離（段階２）・右側縁から裏面への剥離（段階３）→左側縁から裏面への剥離（段

階４）⇔左側縁から正面への剥離（段階５）の後、本体上部が折損（段階６）し、さらに、左側縁か

ら正面への剥離（段階７）⇔左側縁から裏面への剥離（段階８）→右側縁から裏面への剥離（段階９）

が行われる。

個体Ｂは、右側縁から裏面への剥離（段階１）→左側縁から裏面への剥離（段階２）・右側縁から

正面への剥離（段階３）⇔左側縁から正面（段階４）の後に、本体上部が折損（段階５）し、左側縁

から正面への剥離（段階６）が行われる。

全体を通して打面の大きい剥片剥離による粗い加工が行われ、原石段階から平行四辺形に近い断面

形が凸レンズ状に変化しない。

分布 Sb－９５のＬ２７～２９、Ｍ２７・２８、Ｎ２８区に分布する。分布は全体としてはＬ２７・２８区にまたが

る一つのまとまりとして認められるが、折損前（段階１・２）、個体Ａ、Ｂでは若干分布差が認めら

れる。

母岩別資料７３６・接合資料３３３６（図Ⅲ－２９９、図版２１４上）

母岩別資料は接合３３３６の他、剥片２２点で構成され、総点数３３点、総重量４７６．９gである。

素材 １１点（８個体）が接合し、重量は４０．２g、大きさは２６×９×３．０cmである。原石形状は不明で、

大型平坦剥離面と縁辺に細かい剥離面で構成される大型の尖頭器で搬入されている。

剥離工程 左側縁から裏面への剥離（段階１）、右側縁から正面への剥離（段階２）後に、中央で折

損し、個体Ａ・Ｂに分割される。

個体Ａは右側縁から裏面への剥離で左側縁を取り込み、幅が減少し、左側縁から正面への剥離の後、

左側縁から裏面への加工が行われ、再度折損し、遺棄される。個体Ｂは上部破片折損後、左右側縁か

ら両面に再加工が行われるが、剥離が階段状になり遺棄される。

搬入時の本体は断面形が凸レンズ状に近く、表面が比較的滑らかであったが、折損後は側縁を取り

込む剥離や角度のある剥離によって本体の幅は大きく減少し、断面形は菱形に変化している。

分布 Sb－９５のＫ３０、Ｌ２７・２８、Ｍ２７区に散漫に分布し、個体Ａの本体上部破片がやや離れてＫ３０

区に分布する。

母岩別資料９２３・接合資料４０３５（図Ⅲ－３００～３０２、図版２１４下・２１５）

母岩別資料は接合４０３５の他、接合４０３６～４０３８・５６８３１、剥片１９点で構成され、総点数２３０点、総重量

１，９７０．４gである。

素材 １８５点（８９個体）が接合し、重量は１６６１．９g、大きさは２８×１６×９cmである。風化によりザラ

ついた平坦な原礫面を持つ角礫素材で、非常に粗い剥離が施された２個体の両面調整体（個体Ａ・Ｂ）

で搬入される。

剥離工程 本母岩は、個体Ａ・Ｂで構成され、個体Ａは個体Ｂの加工初期段階での分割に近い大型調

整剥片素材である。個体Ｂは個体Ａ剥離後、さらに加工が進行した状態で遺跡に搬入され、個体Ａも

剥片ではなく、粗い加工が施された状態で搬入されていることから両者とも石材採取地で粗い両面加

工が行われ、それぞれ両面調整体で搬入されたと思われる。

個体Ａ（図Ⅲ－３０１－３５０）は、素材腹面のバルブ周辺である正面下部の加工（段階１）の後、左側

面から正面への剥離（段階２）→右側面から正面への剥離（段階３）→左側面から正面への剥離（段

階４）が行われ、本体は欠落し、搬出される。加工は縁辺部調整が無く、やや粗いものが多い。

２ 遺構と遺物
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個体Ｂ（図Ⅲ－３００－３４９）は、左側面から正面への剥離（段階１）⇔左側面から裏面下部への剥離

（段階２）→右側面から裏面上部への剥離（段階３）⇔右側面から正面上半部への剥離（段階４）→

右側面から裏面への剥離（段階５）・下面から正面への剥離（段階６）→上面から正面上部への剥離

（段階７）・左側面から裏面への剥離（段階８）→右側面から裏面への剥離（段階９）→左側面から

裏面への剥離（段階１０）、左側面から正面への剥離（段階１１）→右側面から正面への剥離（段階１２）

→左側面から正面への剥離（段階１３）が行われる。

個体Ｂは上下端部に原礫面が残り、原石形状を残す程度の粗い加工で搬入され、遺跡内では尖頭部

の作出や断面形を凸レンズ状にするような全体の形態を整える粗い加工が行われる（段階１～１０）。

全体の形状が粗く整った段階で、本体縁辺部を打撃する薄い剥片剥離による調整加工によって表面が

滑らかに整形され、本体は２５×１１×２．５cmの尖頭器で搬出されている。

分布 Sb－９３のＯ２８・２９、Ｐ２７～２９、Ｑ２７区に分布する。傾斜方向に向かって長さ１４mの範囲に線

状に分布するが、折れ面接合も同様の範囲に分布し、段階・個体による偏りは見られない。

母岩別資料８８７・接合資料３８８３（図Ⅲ－３０２～３０５、図版２１６）

母岩別資料は接合３８８３の他、接合３８８４・３８８５、石刃１点、剥片１０３点で構成され、総点数２７３点、総

重量１，７３２．９gである。

素材 １５７点（１０４個体）が接合し、重量は１３７９．３g、大きさは２５×１７×９cmである。平滑な原礫面

を持つ、角がやや潰れた盤状の角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 上部折損前は、正面で、左側面からの剥離（段階１）→右側面からの剥離（段階２）→左

側面からの剥離（段階４）→右側面からの剥離（段階７）→左側面からの剥離（段階８）が、裏面で、

右側面からの剥離（段階３）・下面左からの剥離（段階５）→上面からの剥離（段階６）が行われ、

本体の上部折損（段階９）後、正面では、上部折れ面からの剥離（段階１０）→左側面からの剥離（段

階１２）→右側面からの剥離（段階１３）が、裏面では上部折れ面からの剥離（段階１１）が行われる。

加工は原石の状態から始められるため、遺跡内では尖頭部の作出や断面形を凸レンズ状にするよう

な全体の形態を整える粗い加工が行われ、最終的には１８×６×２cmの尖頭器で搬出されるが、表面

状態はあまり滑らかではなかったと見られる。

本接合資料では舟底形石器３点（個体Ａ－１・Ｂ・Ｄ）、削器１点（個体Ａ－２）、彫器１点（個体

Ｃ）が製作されている。個体Ａは段階１で剥離された厚手の剥片素材で、一次剥離の際の同時割れに

よってＡ－１・Ａ－２に分割され、それぞれ、舟底形石器・削器に加工される。Ａ－１の舟底形石器

本体は欠落し、Ａ－２の削器２３６には舟底形石器に類似した加工が施される。

個体Ｂは段階２で剥離された厚手の剥片素材で、舟底形石器Ⅰａ類が製作されている。加工は、剥

離軸と一致する素材長軸を石器長軸に設定し、両側縁でほぼ均等に行われる。また、甲板面の縁辺か

ら２～５mmを打撃して行われ、進行と共に甲板面と側面の角度は徐々に大きくなる。接合している

調整剥片と舟底形石器本体には隙間があり（舟底形石器２３８は調整剥片との接点は無いものの甲板面

で尖頭器調整剥片に接合し、２４８は端部で舟底形石器調整剥片に接合し、また、甲板面で他の尖頭器

調整剥片に接合している）、その間の加工は具体的には不明である。しかし、舟底形石器Ⅰａ類の２３８・

２４８の両側面には上下からの加工（下縁からの加工が甲板面からの加工を切る）があり、それらが平

行剥離で押圧と考えられることから、Ⅰａ類に変化する段階で剥離技術が押圧剥離に変化し、さらに

最後は下縁からの調整で整えられていたことが分かる。２３８・２４８は両者に接合関係がないが、接合資

料中の位置関係はほぼ一直線上に位置し、同一の個体として加工が進んだと見られる。２４８の正面側

の端部には折れ面があり、折れ面周辺の右側面の加工は折れ面を切って、再加工が行われるものの、

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１８５



左側面の剥離面は折れ面に切られており、現状に近い段階で折損したことが読み取れる。つまり、２３８・

２４８が１本の舟底形石器として剥離が進み、最終段階で折損し、２４８の折れ面付近の右側面では再加工

が行われる。２３８は細石刃状の剥離痕があり、それは２４８側（素材の先端側）であることから、折損後、

折れ面周辺を再加工し、細石刃状剥離が行われたと思われる。２３８と２４８の隙間は３cmで全て細石刃

状の剥離が行われたとすると５０本程度の舟底形石器削片（幅３mm、厚さ１．５mmで計算）が剥離さ

れたことになる。

個体Ｃは段階４で剥離された長さ１０cm、幅５cmの縦長剥片を素材として彫器が製作されている。

背面両側縁に加工が行われ、ノッチ状の彫刀面打面からⅡ類の彫刀面が作出される。基部側は折損（彫

刀面作出との前後は不明）した後、基部がすぼまるように再加工され、また、折損前には行われなかっ

た腹面加工が行われる。素材末端部と本体の彫刀面までの長さは１．５cmあり、全て彫刀面再生によっ

て長さが減少したものとすると（彫刀面再生は削片の厚さを２mmで計算、以下同じ）、７・８回の

刃部再生が行われたことになる。

個体Ｄは段階５で剥離された厚手の縦長剥片素材である。折損した打面側の破片を利用し、片側面

のみの加工で遺棄される。

分布 Sb－８８の S３１、Sb－９３のＮ２９・３１、Ｏ２９・３０、Ｐ２８・２９、Ｑ２７・２８区に分布する。大きく一つ

のまとまりとして分布し、個体・段階の違いは認められないが、彫器１２９はＱ２７区、個体Ｄの舟底形

石器Ⅲ－１２７－１４１は本体のみＳ３１区に離れて分布する。

母岩別資料９２７・接合資料４０４４（図Ⅲ－３０５・３０６、図版２１７上）

母岩別資料は接合４０４４の他、接合４０４５、剥片１２点で構成され、総点数８５点、総重量１，０１５．１gである。

素材 ６９点（４２個体）が接合し、重量は９０９．５g、大きさは２０×１３×６．５cmである。平滑な原礫面を

持つ盤状の角礫を素材として、原石ないし原石に近い形状で搬入される。

剥離工程 右側面から正面への剥離（段階１）→右側面から裏面への剥離（段階２）→左側面から正

面への剥離（段階３）→左側面から裏面への剥離（段階４）・右側面から正面への剥離（段階５）→

左側面から正面への剥離（段階６）・右側面から裏面への剥離（段階７）→右側面から正面への剥離

（段階８）→左側面から正面への剥離（段階９）→左側面から裏面への剥離（段階１０）→右側面から

裏面への剥離（段階１１）→本体上部折損（段階１２）→左側面から正面への剥離（段階１３）・右側面か

ら裏面への剥離（段階１４）

加工は原石から始められるため、前半は上下端や側縁の突出部を除去する粗い加工が行われる（段

階１～７）。その後、中央の稜を越える平坦剥離によって石器の表面が滑らかに変化し、１７×１０×２cm

の尖頭器で搬出される。

段階６で剥離された厚手の剥片は、両側縁縁辺部に平坦剥離、左側縁上部に急角度の加工が行われ、

削器２１７が製作される。

分布 Sb－９３のＯ２９、Ｐ２７～２９、Ｑ２７区に分布する。傾斜方向に伸びた分布であるが、一つのまと

まりとして認められ、段階・個体による偏りは見られない。

母岩別資料７８９・接合資料３５１５（図Ⅲ－３０７・３０８、図版２１８・２１９）

母岩別資料は接合３５１５のみである。

素材 １１１点（５９個体）が接合し、重量は３，４９６．５g、大きさは３３×２０×１２cmである。平滑な原礫面

を持つ黒曜石２（なし肌）の盤状の角礫を素材として、正面に大型の古い剥離面が残る原石の状態で

搬入されている。

剥離工程 上面から正面への剥離（段階１）→右側面から正面への剥離（段階２）→右側面から裏面

２ 遺構と遺物
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への剥離（段階３）→右側面から正面への剥離→（段階４）→右側面から裏面への剥離（段階５）→

右側面から正面への剥離（段階６）・左側面から裏面への剥離（段階７）→右側面から裏面への剥離

（段階８）→左側面から裏面への剥離（段階９）→左側面から正面への剥離（段階１０）→右側面から

正面への剥離（段階１１）

搬入時の断面形は右側面付近が厚い四角形で、段階１～５ではその厚い部分が粗い剥離で除去さ

れ、断面形が菱形に近い形状に変化する。段階６～１１では縁辺部調整のある打面の小さい加工が行わ

れ、それらは中央の稜を越えることにより、表面が滑らかになり、断面形が凸レンズ状に変化する。

段階１０の剥片には反対側縁を取り込むものがあり、その側縁は弧状ではなく、二直線が鈍角に交わる

角を持つ形態であることから本体の尖頭器には舌部があった可能性がある。本体は２９×１２×２．５cm

の尖頭器で搬出されている。

分布 Sb－９５のＭ２７・２８、Ｎ２６～２８、Ｏ２６・２７、Sb－９７のＬ２２区に分布する。Ｌ２２区出土の１点を

除いてやや散漫に分布し、それらは①Ｎ２６、Ｎ２７北西部、Ｍ２７区周辺と②Ｏ２６・２７、Ｎ２７南東部、Ｎ

２８区周辺に分けられ、①には段階１～６の比較的大型の剥片が、②にはそれ以外の剥片が分布する。

また、２０m程度離れてＬ２２区に分布するものは段階２で剥離された剥片の１小破片で、そこに遺棄

された脈絡は不明である。

母岩別資料７１７・接合資料３２５７（図Ⅲ－３０９、図版２１７下）

母岩別資料は接合３２５７の他、接合５６６４９、石刃１点、剥片２４点で構成され、総点数１０７点、総重量

２，００９．０gである。

素材 ８０点（４３個体）が接合し、重量は１，６２５．１g、大きさは３３×１３×１０cmである。平滑な原礫面を

持つ角柱状の角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 右側面から下面への剥離（段階１）→下部～右側面から裏面への剥離（段階２）⇔右側面

から正面への剥離（段階３）→左側面から正面への剥離（段階４）⇔左側面から裏面への剥離（段階

５）→右側面から裏面への剥離（段階６）→右側面から正面への剥離（段階７）→左側面から正面へ

の剥離（段階８）

短軸方向の剥離（段階１）の後、段階２の初めに長軸方向の剥離が行われ、続けて段階２・３及び

段階４・５で交互剥離によって粗い整形が行われる。その後、中央の稜を越える両側縁からの加工（段

階６～８）によって尖頭器本体は表面が滑らかに、断面形が凸レンズ状に変化している。原石から剥

離が行われ、加工はやや粗いが、段階２で既に頭部調整が行われ、打面も比較的小さい。最終的に３０

×９×３cmの尖頭器が搬出されている。

分布 Sb－９０のＭ３２、Sb－９２のＭ３２・３３、Ｎ３２区に分布する。１か所にまとまって比較的高密度に

分布する。

母岩別資料７１６・接合資料３２５２（図Ⅲ－３１０・３１１、図版２２０）

母岩別資料は接合３２５２の他、接合３２５３～３２５６・５６６４８、剥片４１点で構成され、総点数１５７点、総重量

１，８４７．７gである。

素材 ８５点（４８個体）が接合し、重量は１，１８５．１g、大きさは３３×１５×６cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫から剥離された大型の剥片素材で、素材ないし素材に近い形状で搬入されている。

剥離工程 下端部折損（段階１）→右側面から裏面への剥離（段階２）⇔右側面から正面への剥離（段

階３）→左側面から正面への剥離（段階４）→本体下端部折損（段階５）→左側面から正面への剥離

（段階６）・右側面から正面への剥離（段階７）が行われ、本体が折損した後、個体Ｂ－１・２の再

加工が行われる。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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扁平で平面形がやや湾曲した大型剥片を素材として、粗い剥離による下端部の折損（段階１）後、

左右からの加工が行われる。加工は段階２・３の下端の折損面付近での粗い剥離を除くと中央の稜を

越える平坦剥離で、本体は早い段階から表面が滑らかで、断面形が凸レンズ状であった。

段階５で折損した尖頭器先端部である個体Ａは折れ面から正面へ剥離が行われ、尖頭器Ⅲ類である

５９に加工される。段階７の後、本体は折損し、個体Ｂ－１、Ｂ－２に分割され、Ｂ－１は両面調整が

継続され、Ｂ－２は個体Ａ同様に折れ面から正面に剥離が行われ、尖頭器Ⅲ類である５８に加工される。

５８の側縁には縁辺を擦るような調整は見られない。本母岩には５mm大の球顆が多く含まれ、折損の

原因や剥離が滑らかに進まない原因となっているが、このような石材の特徴は Sb－９０の大型石刃の

接合資料に類似する。最終的に個体Ｂ－１の７×４．５×３cmの本体が搬出されている。

分布 Sb－９０のＬ３１、Sb－９２のＭ３２、Ｎ３１・３２区に分布する。Ｎ３２区北西部に中心のある分布で、

Ｎ３１区の小さなまとまりには段階２・段階３（前半）が、Ｌ３１区には段階１の厚手の剥片が分布する。

母岩別資料８５０・接合資料３７４５（図Ⅲ－３１１～３１３、図版２２１－１）

母岩別資料は接合３７４５の他、接合３７６４～３７６７、剥片６８点で構成され、総点数１８２点、総重量２，２４０．１g

である。

素材 ８９点（５６個体）が接合し、重量は１，９７２．８g、大きさは２２×１４×１１cmである。一部平滑面が残

りほとんどの角が潰れた転礫を素材として１枚の大型剥離面のある状態で搬入される。

剥離工程 左側面から裏面への剥離（段階１）→右側面から裏面への剥離（段階２）⇔裏面から右側

面への剥離（段階３）の後、正面では、下面からの剥離（段階４）→上面からの剥離（段階５）→左

側面からの剥離（段階７）・正面から稜調整（段階９）→右側面からの剥離（段階１０）→左側面から

の剥離（段階１３）が、裏面では、左側面からの剥離（段階６）→右側面からの剥離（段階８）→右側

面からの剥離（段階１１）→左側面からの剥離（段階１２）が行われる。

正面に大型剥離面、右側面・裏面の原礫面の３面で構成される断面三角形の素材に、打面の大きい

粗い剥離（段階１～９）が行われ、途中で厚みを減少させる長軸方向の加工（段階４・５）が行われ

る。その後、段階１０～１３の打面の小さい中央の稜を越える平坦剥離が行われ、表面が滑らかで断面形

が弧状に変化している。本体は、１６×７×３cmの尖頭器で搬出される。

分布 Sb－９３のＭ２９、Sb－９５のＬ２７・２８、Ｍ２７～２９、Ｎ２６～２８、Ｏ２６・２７、Ｐ２６区に分布する。分

布は①Ｏ２６・２７区周辺、②Ｎ２６区周辺、③Ｌ２８・Ｍ２７区周辺に分けられ、①には段階１・２（最初）・

３の大部分が、②③にはそれ以降の段階が混在して分布している。

母岩別資料７３７・接合資料３３３７（図Ⅲ－３１３、図版２２１－２）

母岩別資料は接合３３３７の他、接合３３３８で構成され、総点数１８点、総重量３１５．６gである。

素材 １２点（８個体）が接合し、重量は２７１．５g、大きさは１４×１１×３．３cmである。爪状痕のある原

礫面をもつ転礫から剥離された剥片素材である。母岩別資料には他に接合資料１個体が含まれるが、

それぞれがどのような状態で搬入されたかは不明である。

剥離工程 素材剥片の右側縁から裏面への剥離（段階１）の後、右側縁から正面への剥離（段階２）

が行われ、その最終剥離で折損し、本体は遺棄される。加工には縁辺部調整は見られない。

分布 Sb－９５のＭ２７、Ｎ２７～２９、Ｏ２７・２８区に分布する。散漫な分布で、Ｍ・Ｎ２７区には尖頭器本

体と段階２の剥片１点が、Ｎ２８・２９、Ｏ２７・２８区にはそれ以外の剥片が分布する。

母岩別資料７２５・接合資料３２７６（図Ⅲ－３１４～３１７、図版２２２～２２４上）

母岩別資料は接合３２７６の他、接合３２７７～３２８２・５６６５６～５６６６６、縦長剥片５点、石刃１点、剥片１７１

点で構成され、総点数４４３点、総重量５，７２１．９gである。

２ 遺構と遺物
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素材 ２２６点（１２６個体）が接合し、重量は４，７８３．１g、大きさは３１×２３×１５cmである。爪状痕のある

原礫面を持つ大型の転礫を素材として原石で搬入されている。

剥離工程 長さ３０cmを超える扁平な大型の転礫を長軸方向に打撃し、ほぼ同様な大きさの、剥片の

個体Ａと石核の個体Ｂに分割し、個体Ａは単設打面、個体Ｂは両設打面からの石刃剥離が行われる。

個体Ａは、裏面上部（段階１）・左側面（段階３）の作業面調整後、上設打面から打面再生・打面

調整（段階２）・頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階４）。末端部がヒンジの石刃剥離によって

作業面形状が悪化すると左側縁から作業面調整が行われ（段階５）、同時に左側縁から裏面への側面

調整が行われる（段階６）。再度、石刃が剥離された（段階７）後、左側縁から正面下部（段階８）・

右側縁から正面下部（段階９）への剥離が行われるが、それらによって石刃核下部は両面調整の尖頭

状になっており、石刃核自体が尖頭器に整形された可能性がある。石刃は反りが少なく、長さ１７cm

前後のものが剥離され、一部欠落している。

個体Ｂは、最初、正面下部稜調整（段階１）・下設打面作出（段階２）後、打面調整（段階４）を

伴う下設打面からの石刃剥離（段階３）が行われ、末端部形状がヒンジの石刃剥離によって作業面形

状が悪化すると、上設打面が作出され（段階５）、上設打面からの石刃剥離（段階６）が下設打面か

らの石刃剥離と交互に行われる。また、段階６の途中で正面稜調整（段階７）・裏面から右側面調整

（段階８）が行われる。その後、石刃核は、正面から右側面への剥離（段階９）、裏面から右側面へ

の剥離（段階１０）、正面から右側面への剥離（段階１１）、正面から左側面への剥離（段階１２）、裏面か

ら右側面への剥離（段階１３）、正面から右側面への剥離（段階１４）によって尖頭器に加工されている。

石刃は、両設打面から剥離されているため反りが少なく、１７cm前後のものが剥離され、少量欠落し

ている。石刃核素材の尖頭器は個体Ａ・Ｂ共に欠落し、搬出されている。

分布 Sb－９５のＬ２７～２９、Ｍ２６～２８、Ｎ２６～２８、Ｏ２６・２７、Sb－９６のＬ２３・２４、Ｍ２３、Ｎ２３、Sb－

９７のＩ２６区に分布する。分布は大きく Sb－９５と Sb－９６に分けられ、Sb－９５はさらに①Ｏ２６南東部・

２７区周辺、②Ｎ２６区南西部、③Ｍ２７区周辺の３か所に分けられ、①は散漫で、②③は比較的密度が高

い。個体Ａは段階１、段階２・４の前半段階が Sb－９５①に、段階３のほとんどが Sb－９５②に、段階

２～４の後半段階以降は Sb－９６に分布する。個体Ｂは最終剥離である段階１４のみ Sb－９６に分布し、

段階１・２、３・４の一部（段階３・４の他の石器とは違いが見られない）が Sb－９５②に、それ以

外の大部分は Sb－９５③に分布する。以上のことを整理すると両者とも Sb－９５に前半段階が、Sb－９６

に後半段階が分布している点で一致するが、内容では個体Ａの石刃剥離が両地点にまたがるのに対

し、個体Ｂは最終剥離のみが分布する点で異なる。また、Sb－９５では個体Ａのほとんどが①に、個

体Ｂのほとんどが③に分布する。

母岩別資料７２８・接合資料３２８７（図Ⅲ－３１８～３２０、図版２２５上）

母岩別資料は接合３２８７の他、接合３２８８～３２９１・５６６６７～５６６６９、縦長剥片１点、剥片３８点で構成され、

総点数１６５点、総重量１，８１５．８gである。

素材 １０７点（５８個体）が接合し、重量は１，６１７．３g、大きさは２５×１５×１０cmである。平滑な原礫面

を持ち、角が潰れて円くなった亜角礫を素材として、裏面に大型の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 裏面からの右側面調整（段階１）→上設打面作出・再生（段階２）⇔上設打面から正面へ

の石刃剥離（段階３）→裏面から下設打面作出（段階４）→下設打面から左側面への石刃剥離（段階

５）→裏面からの右側面調整（段階６）→上面から正面への剥離（段階７）→左側面から正面下部へ

の剥離（段階８）→右側面から正面への剥離（段階９）

工程は、上設打面作出・再生（段階２）・上設打面からの石刃剥離（段階３）、打面転移による下設
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打面作出（段階４）・下設打面からの石刃剥離（段階５）、石刃核の尖頭器への加工（段階６～９）の

３つに大別される。石刃剥離によって石刃核本体を薄くし、最終的に尖頭器に加工する一連の流れが

認められる。石刃剥離には打面調整、縁辺を擦る頭部調整が行われる。石刃は先端部に反りが少ない

直線的なものが多く、最大１７cm程度である。

段階２で剥離された打面再生剥片（個体Ａ）は、折損後、個体Ａ－１・Ａ－２としてそれぞれ彫器

の素材となる。個体Ａ－１（図Ⅲ－３１８－３６２）は左側縁両面に粗い加工が施された後、折れ面から削

片剥離が行われる。個体Ａ－２（図Ⅲ－３１９－１３８）は折れ面から両側縁に彫刀面剥離が行われた後、

下端に腹面からのノッチ状の剥離で作出された打面から右側縁に彫刀面剥離が行われる。

段階４で剥離された厚手の打面作出剥片（個体Ｂ）は、腹面を打面として打面調整を伴って全周で

剥離が行われる。

分布 Sb－９０のＪ３１、Sb－９３のＫ３０、Ｌ３０、Ｍ２９・３０、Ｎ２９、Sb－９５のＪ２８～３０、Ｋ２８～３０、Ｌ２７・

２８、Ｍ２７・２８、Ｎ２７・２８、Ｏ２６・２７区に分布する。大きく、①Ｍ・Ｎ２７区周辺、②Ｊ２８・２９、Ｋ２８・

２９、Ｌ２７・２８区、③Ｊ・Ｋ３０区、④Ｍ２９・３０、Ｎ２９区に分けられる。分布は④の密度が比較的高いが、

それ以外は散漫で特に、②は広範囲に広がる。①には段階６～９が、②には段階１の大部分、個体Ａ

を除く段階２、段階３・５が、③には段階１の最初の剥片、個体Ａが、④には段階４である個体Ｂが

分布する。これらを整理すると二次的な剥離を受けた個体Ａ・Ｂはそれぞれ③・④に、後半の尖頭器

加工段階の段階６～９は①に、それ以外の石刃剥離段階は②に分布している。

母岩別資料７５７・接合資料３４３０（図Ⅲ－３２１、図版２２５下）

母岩別資料は接合３４３０の他、接合３４３１～３４３３・５６７１５・５６７１６、剥片９３点で構成され、総点数２２１点、

総重量１，７３３．３gである。

素材 ８８点（２９個体）が接合し、重量は１，３１６．４g、大きさは２３×１２×９cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ転礫を素材として原石で搬入されている。

剥離工程 上面に打面作出（段階１）後、正面で長軸方向の剥離（段階２）が行われ、また、下面で

も裏面への長軸方向の剥離（段階４）・打面再生剥離（段階３）が行われる。その後、右側面から裏

面上半部に連続的な剥離が行われ（段階５）、続けて正面では上設打面再生・縦長剥片剥離（段階８）、

下面から正面への剥離（段階９）が行われ、裏面でも長軸方向の剥離（段階６）、右側面から裏面へ

の剥離（段階７）が行われる。

扁平な原石を素材として、途中で横方向の剥離を挟みながらも、全体的には上下端部に設定された

打面から上下両面で長軸方向の剥離が行われ、石核自体の厚さが薄くなっている。最終的に横方向の

加工が行われ、石核素材の尖頭器に加工された可能性がある。

分布 Sb－９３のＭ３０、Ｏ２８・２９、Ｐ２８・２９、Ｑ２７・２８区に分布する。線状の細長い範囲に分布して

いるが段階による偏りは見られない。

母岩別資料７８８・接合資料３５１４（図Ⅲ－３２２、図版２２４下）

母岩別資料は接合３５１４のみである。

素材 ５８点（３１個体）が接合し、重量は７４２．９g、大きさは２３×８×８cmである。平滑な原礫面を持

ち、角が潰れた黒曜石２（なし肌）の亜角礫を素材として原石の形状で搬入されている。

剥離工程 上設打面作出（段階１）・左側面からの正面下部調整（段階２）→上設打面から正面への

石刃剥離（段階３）⇔上設打面再生（段階４）、右側面下部調整（段階５）→右側面から下設打面作

出（段階６）→下設打面から正面への石刃剥離（段階７）→左側面から正面下部調整（段階８）・上

設打面から正面への石刃剥離（段階９）→下設打面から正面への石刃剥離（段階１０）→正面上設石刃

２ 遺構と遺物
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（段階１１）→左側面から正面への剥離（段階１２）

石刃は、上設打面から（段階３）→下設打面から（段階７）→上設打面から（段階９）→下設打面

から（段階１０）→上設打面から（段階１１）と打面転移しながら剥離され、主に上設打面から剥離され

ている。最後（段階１２）に尖頭器の調整剥片に類似した剥離が行われることから石刃核が尖頭器に加

工された可能性があり、それは搬出されている。また、石刃剥離には頭部調整が行われ、打面調整が

一部に認められる。石刃は最大１７cm程度のものが剥離されるが、ほとんど欠落せず、搬出されてい

ない。

段階９で剥離された１７cmの石刃を素材として尖頭器２９が製作される。素材は先端部がウートラパ

ッセにより厚く反りのある形状で、先端部を尖頭部に設定し、両側縁から両面への加工によって厚み

を減少させ、反りを修正している。基部は両面とも平坦剥離によってやや円く加工されるが、最終的

に背面側の剥離が先端部に抜けて本体中央で折損している。本石器には他に素材基部側の破片があ

り、その破片も平坦剥離によって円く加工される。基部加工の後に折損し、２９の基部が再加工されて

いる。このような平坦加工は広郷型ナイフ形石器の加工に類似している。

分布 Sb－９３のＭ３０、Ｎ２９・３０、Ｏ２８・２９、Ｐ２８、Ｑ２７・２８区に分布する。線状の細長い範囲に分

布しているが段階・個体による偏りは見られない。

母岩別資料７３２・接合資料３３１６（図Ⅲ－３２３～３２５、図版２２６・２２７）

母岩別資料は接合３３１６の他、接合３３１７～３３２１・５９４１・５６６７８・５６６７９、削片１点、縦長剥片１点、石

刃３点、彫器１点、剥片４９点で構成され、総点数１９１点、総重量７，３４７．５gである。

素材 １１３点（５２個体）が接合し、重量は６，６５６．９g、大きさは２７×２４×２０cmである。爪状痕のある

原礫面を持つ大型の転礫素材で、上面に１枚の大型剥離面がある状態で搬入されている。

剥離工程 上設の単剥離打面から正面・左右側面で頭部調整を伴う石刃剥離（段階１）の後、下設の

単剥離打面作出が行われ（段階２）、下設打面から石刃が剥離される（段階３）。その後、再度、打面

転移が行われ、上設打面からの石刃剥離（段階４）、さらに、下設打面からの石刃剥離（段階５）が

行われる。石刃の打面は打面厚が１cm程度の大きいものが多く、長さは１５cm程度のものが多いが、

内在する節理面の影響もあり良形の石刃はあまり剥離されていない。

本母岩では、段階１の石刃を素材として９７・９８、非接合のため段階不明の８７・９６の４点のナイフ形

石器と段階４の石刃（個体Ａ）、段階５の石刃（個体Ｂ）を素材として１４４・１３６、非接合のため段階

不明の１３５の３点の彫器が製作される。

ナイフ形石器９７・９８・９６は先端部を欠損し、打面を残すように基部に加工が施される。基部加工は、

９７は背面右側縁に急角度の、９８は背面両側縁に急角度の、腹面に右側縁から平坦剥離が行われ、９６は

背面両側縁に平坦剥離が行われる。８７は、基部側は両面の平坦剥離によって円く整形され、先端側は

右側縁全体・左側縁先端部に斜角の加工が行われ、尖頭状に整形される。８７は完成品で、９７・９８・９６

は未成品と思われる。

個体Ａは、両端が折損した石刃の先端側の破片を利用し、上部の折れ面と左側縁で交叉状の削片剥

離の後、下端の折れ面から左側縁で削片剥離が行われるが、ヒンジになっている。右側縁には下端の

折れ面を切る不規則な平坦加工があり、縁辺部には１mm程度の細かい剥離が見られる。個体Ｂは、

石刃先端部の背面に角度のある加工により作出された打面から、腹面側に傾く彫刀面が作出される。

彫刀面再生は行われない。非接合の母岩別資料である１３５は厚手の素材で上下とも急角度の剥離によっ

てノッチ状に右肩下がりの打面が作出される。左側面には上から、右側面には上下から剥離された彫

刀面が残り、打面作出と彫刀面作出の順番は、下端部打面作出→下端部から右側面への彫刀面作出→

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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上端部から右側面への彫刀面作出→上端部打面作出→上端部から左側面への彫刀面作出である。

分布 Sb－９５のＪ２６、Ｋ２５・２６、Ｌ２５、Ｍ２６・２８、Ｎ２６～２９、Ｏ２４・２６・２７、Ｐ２５、Sb－９６のＪ２５、

Ｌ２４・２５区に分布する。分布は①Ｊ２６、Ｋ２５・２６、Ｌ２４・２５区、②Ｍ２６～２８、Ｎ２６～２８、Ｏ２６・２７、

Ｐ２５区に分けられ、①は比較的集中した、②は非常に散漫な分布である。②には全てのトゥールとや

や形のよい石刃類が、①にはそれ以外の一次剥片類が分布する。

母岩別資料９３３・接合資料４０６１（図Ⅲ－３２６～３２８、図版２２８・２２９－１）

母岩別資料は接合４０６１の他、接合４０６２・５６８４４、彫器１点、剥片４点で構成され、総点数７７点、総

重量３，０４７．７gである。

素材 ６８点（４０個体）が接合し、重量は２，９７５．２g、大きさは２５×１４×１４cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ転礫を素材として、左側面・上面に大型剥離面がある状態で搬入されている。

剥離工程 円筒状の原石に石核調整を行わないで、上端部に設定された単剥離打面から頭部調整を

伴って石刃が剥離される。途中にも稜調整などの石核調整は見られず、最後は末端部形状がヒンジの

石刃が連続的に剥離され、遺棄される。石刃の打面は厚さ５～１０mmの大きいものが多く、石刃の長

さは最大２３cm（２９４）で、１５cm程度（２９３）のものが多い。また、内側（後半）の石刃が欠落し、搬

出されたと考えられる。

本母岩では２点のナイフ形石器（９５・個体Ａ）、１点の彫器（１３７）、１点の削器（２２８）が製作され

ている。全て石刃素材と見られ、彫器・削器は非接合資料である。ナイフ形石器９５は先端部破片で、

素材先端部の背面左側縁に斜めに平坦剥離による加工が行われる。個体Ａ（３６９）は、長さ１８cm、厚

さ１．３cmのやや厚手の石刃素材で、素材のバルブ周辺を裁ち切るような左側縁への急角度の加工が

行われるが、途中で階段状の剥離が連続し瘤状になっている。その一連の剥離の途中、上部を切り取

るように右側縁に剥離が抜けてしまい、本体上部を大きく欠損するが、それによって瘤が除去され、

また、器厚が薄くなる。その後、先端部背面側には左側縁全体・右側縁先端部に平坦な加工が、基部

には両面への平坦剥離が行われ、柿の種子状の形態に整形される。最終的には背面の基部加工が腹面

に抜けて器体が二分され、８２が遺棄される。１３７は長さ１．７cmの厚手の石刃素材で、背材先端部に左

肩下がりに急角度の裁ち切る加工により作出された打面から右側縁で彫刀面が作出されている。２２８

は背面右側縁に素材を裁ち切る連続的な斜角の加工が行われる。打面が残される点で個体Ａと異なる

が、二次加工は個体Ａの初期の加工に類似する。Ⅲ－５１０－３は幅広の石刃で、８０m離れた東地区の

Sb－６１から出土した。Sb－６１は広郷型ナイフ形石器石器群が出土したブロックで西地区の当該石器

群との関連を裏付けている。

分布 Sb－６１の P４５、Sb－９３のＮ２９、Ｐ２９、Sb－９５のＪ２６、Ｋ２５・２６、Ｌ２５、Ｍ２７、Ｎ２５・２８、Ｏ

２４～２７、Ｐ２４・２６、Ｑ２４区に分布する。分布は①Ｊ２６、Ｋ２５・２６、Ｌ２５区、②Ｎ２５～２９、Ｏ２４～２７、

Ｐ２４、Ｑ２４区周辺、③ P４５区に分けられ、①には原礫面のある石刃や最終段階のヒンジの石刃を含む

石器が、②にはナイフ形石器・彫器・削器・石刃が散漫に、③には石刃１点が分布している。トゥー

ルは全て②に、また、②③に分布する石刃は比較的良形でトゥールや欠落した石刃と同様に石刃剥離

工程の中間段階で剥離されたものであることから、中間段階で剥離された石刃が目的剥片で、それら

が①から②や③に選択されて持ち込まれたと考えられる。

母岩別資料９３４・接合資料４０６３（図Ⅲ－３２９、図版２２９－２）

母岩別資料は接合４０６３のみである。

素材 ４９点（３７個体）が接合し、重量は４０８．９g、大きさは１１×９×８cmである。角が潰れた亜角礫

ないし転礫を素材として上面に単剥離打面、全周に上からの剥離面で覆われた石刃核で搬入されてい

２ 遺構と遺物
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る。

剥離工程 正面形が V字状の石刃核の上設打面から頭部調整を伴って石刃（段階１）が連続的に剥

離される。途中、右側面で剥離された石刃がヒンジになり、作業面形状を修正するために右側面下部

調整が行われるが、それ以外に石核調整は見られず、石刃剥離は順調に行われる。石刃剥離後半は下

端部を取り込む剥離が連続し、石刃核の高さが減少している。石刃の打面厚は５mm前後でやや大き

い。頭部調整は縁辺が直線的になるように行われ、２９２のように作業面に残る二本の稜間の、縁辺か

ら５mm程度内側を打撃して比較的幅広の石刃を剥離する意識が伺える。

石刃は１０cm前後のものが主体で、欠落しているものはほとんど無いが、２点（９１・８６）がナイフ

形石器に加工されている。９１は加工の頻度が低く、軽いヒンジによる反りの見られる背面先端部左側

縁が斜めに加工され、右側縁には微細な剥離面が全体に見られる。８６は長さ７cmの石刃素材で反り

のある素材先端側を基部に設定し、基部側は両面への平坦剥離によって円形に、打面側は、素材左側

縁上半部・右側縁先端部の平坦剥離によって打面を除去し、尖頭状に整形される。

分布 Sb－９３のＯ２８、Ｐ２７・２８、Ｑ２６・２７、Ｒ２５、Sb－９５のＭ２９、Ｎ２６～２９、Ｏ２６、Ｐ２５、Ｑ２４区

に分布する。大きく①Ｍ２９、Ｎ２６～２９、Ｏ２６、Ｐ２５、Ｑ２４区、②Ｏ２８、Ｐ２７・２８、Ｑ２６・２７、Ｒ２５区

に分けられ、ともに散漫な分布であるが、①はより広い範囲に散漫に分布する。①には全てのトゥー

ル・石刃の一部が、②にはそれ以外の遺物が分布している。

母岩別資料７３８・接合資料３３３９（図Ⅲ－３３０・３３１、図版２３０）

母岩別資料は接合３３３９の他、接合５６６８３・５６６８４、石刃１点、剥片２０点で構成され、総点数１０３点、

総重量１，３８４．３gである。

素材 ７８点（５２個体）が接合し、重量は１，３１３．２g、大きさは２１×１１×９cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として、長さ２１cmの作業面を持つ大型の石刃核で搬入されている。

剥離工程 上面・裏面は風化の進んだ古い剥離面で構成され、正面は上設打面から剥離された石刃剥

離面のある状態で搬入され、遺跡内でも最初は正面から右側面にかけて上設打面から石刃が剥離され

る（段階１）。末端部がヒンジの石刃が連続して剥離され、作業面形状が悪化した段階で作業面下部

調整が下端部（段階３）、右側面（段階４）から行われ、再度、上設打面から正面・両側面で石刃が

剥離される（段階４）。段階４の途中で裏面から右側面調整が行われる。段階４の最終段階では、ウー

トラパッセにより大きく下端部が取り込まれ、石刃核の高さが８cm減少し、さらにヒンジの石刃剥

離によって作業面に段差ができた時点で、最後に下面で裏面から連続して寸詰まりの剥片が剥離され

る（段階６）。石刃剥離の際には簡単な頭部調整が行われ、石刃の打面は大きい。搬入時の石刃核作

業面には２０cmを超える石刃が剥離された跡があるが、遺跡内ではそれほど長い石刃は剥離されず、

欠落する石刃も少ない。

本接合資料では石刃を素材として削器２点（２２０・２２２）が製作され、１点の厚手の剥片（個体Ａ）

を素材として剥片剥離が行われる。２２０は段階１の石刃素材で両側縁に不規則な平坦剥離が施され、

２２２は段階３の石刃素材で両面に不規則な粗い平坦剥離が施される。段階４で下端部を大きく取り込

んだ個体Ａは、その両端部で寸詰まりの剥片が剥離される。

分布 Sb－９５のＫ２７～２９、Ｌ２７～２９、Ｍ２７・２８、Ｎ２７区に分布する。散漫な分布であるが一つのま

とまりとして認められ、段階・個体による偏りは見られない。

母岩別資料８２９・接合資料３６６０（図Ⅲ－３３１・３３２、図版２３１－１）

母岩別資料は接合３６６０の他、剥片８点で構成され、総点数６４点、総重量１，１００．７gである。

素材 ５６点（３６個体）が接合し、重量は１，０８６．９g、大きさは１９×１１×８cmである。平滑な原礫面を

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

１９３



持つ角礫を素材として原石の形状で搬入されている。

剥離工程 打面と作業面の角度が約６０度の小口面を作業面に設定し、石核調整無しで上面の原礫面打

面から頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階１）。ヒンジによって作業面下部に段差が生ずると

途中で左側面から正面に稜調整（段階２）が行われる。最後はヒンジとなる剥離が連続し、石刃核は

遺棄される。１２cm前後の石刃が剥離されるが、ほとんど搬出されていない。

分布 Sb－９５のＭ２７～２９、Ｎ２６～２８、Ｏ２６区に分布する。一つのまとまりとして分布し、段階によ

る偏りは見られない。

母岩別資料７５８・接合資料３４３４（図Ⅲ－３３２・３３３、図版２３１－２・２３２）

母岩別資料は接合３４３４のみである。

素材 ７３点（３１個体）が接合し、重量は３，４５２．１g、大きさは１７×１６×１６cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として、正面に１枚の大型剥離面がある状態で搬入されている。

剥離工程 正面から上面への打面作出（段階１）後、上面から頭部調整を伴わない粗い剥離（段階２）

によって石核形状が整えられる。その後、主に裏面側から正面に向かって石刃が剥離され、最終的に

は作業面が全周を巡っている（段階３）。途中で右側面から裏面作業面に稜調整（段階４）が行われ

るが、石刃剥離段階ではほとんど石核調整が行われずに剥離が進行する。石刃は１０～１２cm程度のも

のが剥離され、中央で剥離されたものが欠落し、搬出されている。

２点の削器（２１８・２１４）が製作され、２１８は右側縁に、２１４は両側縁に、細かい急角度の加工が施さ

れる。

分布 Sb－９３のＭ３０、Ｎ２９、Ｏ２９・３０、Ｐ２７～３０、Ｑ２８・２９区に分布する。分布は①Ｐ２８、Ｐ２９区

の北東部周辺、②Ｏ３０、Ｐ２９南東部、Ｑ２９区周辺に分けられ、①には段階１・２、段階３の初期、②

には段階３初期以降の遺物が分布し、①は高密度の、②は散漫な分布である。

母岩別資料９０４・接合資料３９６４（図Ⅲ－３３４・３３５、図版２３３）

母岩別資料は接合３９６４の他、接合３９６５、剥片６７点で構成され、総点数１８０点、総重量２，１８１．０gである。

素材 ９８点（６２個体）が接合し、重量は１，８０８．４g、大きさは２０×１７×１１cmである。平滑な原礫面を

持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、上面に１枚の大型剥離面のある状態で搬入される。

剥離工程 正面中央から右側面への剥離（段階１）の後、石核幅を狭めるような上面から頭部調整の

無い粗い剥離が左右側面で行われる（段階２）。正面から右側面下部への剥離（段階３）の後、正面

で上面から頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階４）。

本接合資料では舟底形石器５点（個体Ａ～Ｅ）が製作されている。個体Ａは段階１で剥離された厚

手の縦長剥片素材で右側面のみ加工され、本体２７５は折損後、遺棄される。個体Ｂ～Ｄは段階２で剥

離された厚手の剥片素材で全て甲板面からのみ加工が行われ、折損品２６３が残される個体Ｂ以外は本

体が欠落する。個体Ｅは石刃核素材で、その加工は段階４の剥離と区別ができ、打面縁辺から１cm

以上内側に打点のある粗い剥離によって加工される。個体Ｅの本体は欠落している。

石刃剥離の頻度は低いが一部欠落している。

分布 Sb－９３のＮ２９、Ｏ２９、Ｐ２８・２９区に分布する。１か所に高密度に分布し、段階・個体による

偏りは見られない。

母岩別資料９２２・接合資料４０３２（図Ⅲ－３３５・３３６、図版２３４－１）

母岩別資料は接合４０３２の他、接合４０３３・４０３４で構成され、総点数８０点、総重量６５８．１gである。

素材 ５９点（２９個体）が接合し、重量は４１７．５g、大きさは１０×１０×１０cmである。平滑な原礫面を持

つ角礫素材で、石刃核で搬入される。
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剥離工程 上設の単剥離打面から正面で、数回石刃が剥離された石刃核で搬入され、遺跡内では打面

縁辺を磨り潰す頭部調整を伴う石刃剥離が継続して行われる。石核調整は最初から行われず、石刃剥

離の途中でも行われない。正面形がＵ字状の原石を利用しているため順調に石刃剥離が進行する。

石刃の長さは１０cm程度で、原礫面を持たない作業面中央で剥離されたものが欠落し、搬出されてい

る。

分布 Sb－９３のＯ２９、Ｐ２８区の１か所に非常に高密度に分布する。

母岩別資料６６７・接合資料３１２２（図Ⅲ－３３６、図版２３４－２）

母岩別資料は接合３１２２の他、接合３１２３で構成され、総点数２８点、総重量４５８．７gである。

素材 ２３点（１７個体）が接合し、重量は２７２．３g、大きさは９×９×７cmである。小型の転礫素材で

原石ないし原石に近い形状で搬入されている。

剥離工程 上設の単剥離打面から左右側面での粗い石核調整の後に、正面で頭部調整を伴って石刃が

剥離される。剥離される石刃の長さは８cm程度で、中央付近で剥離されたものが一部欠落している。

分布 Sb－９０のＩ３２、Ｊ３２、Sb－９１のＨ３３、Sb－９４のＩ３３区に分布する。やや離れた２点を除いて

１か所にまとまって分布するが、これらに形態などの違いは見られない。

母岩別資料８７８・接合資料３８５１（図Ⅲ－３３６・３３７、図版２３５－１）

母岩別資料は接合３８５１の他、縦長剥片１点、彫器１点、剥片１４点で構成され、総点数３６点、総重量

４７６．７gである。

素材 ２０点（１７個体）が接合し、重量は４１０．７g、大きさは１２×１０×８cmである。平滑な原礫面を持

ち、角の潰れた亜角礫を素材として、原石ないし原石に近い形状で搬入されている。

剥離工程 右側面から正面下部（段階１）、正面から左側面下部（段階２）への石核調整後、上面（原

礫面）から左側面への剥離（段階３）が行われ、正面下部調整を挟んで（段階４）、上面から裏面へ

の石刃剥離（遺物は欠落する）、上面から正面への石刃剥離（段階５）、上面から裏面への粗い剥離（段

階６）が行われる。主に正面・裏面の石刃剥離によって石刃核の全周に上面からの剥離痕が見られる。

本母岩では非接合であるが彫器１３０が製作されている。１３０は、背面に原礫面が残り、原石の外側で剥

離された素材を利用して、背面両側縁、腹面片側縁に加工が施され、直線的な打面から彫刀面が作出

されたⅡ類の彫器である。

分布 Sb－９３のＭ２９、Ｏ２９・３０、Ｐ２８・２９、Ｑ２８・２９区に分布する。大きく①Ｏ２９・３０、Ｐ２９、Ｑ

２８・２９区、②Ｍ２９、Ｐ２８区に分けられ、①には段階１～５が、②には段階６・石刃核・彫器１３０が分

布する。

母岩別資料８５６・接合資料３７８１（図Ⅲ－３３７～３３９、図版２３５－２）

母岩別資料は接合３７８１の他、接合３７８２・５６７８６、縦長剥片１点、剥片１１点で構成され、総点数７４点、

総重量９２３．７gである。

素材 ５８点（４４個体）が接合し、重量は８８２．９g、大きさは１９×１１×９cmである。平滑な原礫面を持

ち、角がやや潰れた亜角礫を素材として原石の状態で搬入されている。

剥離工程 上設打面作出（段階１）後、石刃が剥離され（段階２）、左側面から正面下部調整（段階

３）を挟んで、再度、石刃剥離（段階４）、さらに打面再生（段階５）後に、石刃剥離（段階６）が

行われる。残存する石刃には顕著な頭部調整は認められない。剥離される石刃の長さは１３cm前後が

多いが、段階６ではウートラパッセになって石刃核高・石刃長ともに著しく減少し、最終的には５cm

程度の石刃が剥離される。また、石刃は原礫面の無い段階４・６で剥離されたものが欠落している。

本接合資料では舟底形石器２点（個体Ａ・Ｂ）、彫器１点（１０２）、削器３点（２２４・２３５・個体Ｃ）
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が製作されている。

舟底形石器が製作される個体Ａは段階１の打面作出剥片素材で、主に甲板面から両側面に加工が施

され、右側面には初期段階と最終段階で下縁から加工が行われる。個体Ｂは段階４の厚手の縦長剥片

素材で主に甲板面から両側面に加工が施され、左側縁中央には下縁からの加工が残るが、それらは甲

板面からの加工に切られている。

Ⅰ類の彫器１０２は段階２の原礫面が残る石刃を素材として背面両側縁に加工が施され、ノッチ状の

打面から彫刀面が作出される。

削器２２４は段階２の石刃素材で右側縁に急角度の加工が施され、段階２の２３５・段階６の個体Ｃは共

に厚手の石刃素材で舟底形石器に類似した粗い加工が片側縁に施される。

分布 Sb－８９のＲ３０、Sb－９３のＭ３０、Ｎ３０・３１、Ｏ２９～３１、Sb－９５のＯ２７、Ｐ２７区に分布する。分

布は①Ｎ・Ｏ３０区周辺、②Ｒ３０区、③Ｏ・Ｐ２７、Ｑ２５区に分けられ、ほとんどが①に分布し、②には

段階６後半・石刃核が、③には舟底形石器２７２・削器２２４の下部破片・２３５が分布する。また、彫器は

①の外れのＯ３１区に分布する。トゥールの多くが①以外に分布することから、それらは持ち出された

ものと考えられ、同様に段階６初期段階の石刃核がＲ３０区に持ち出されたものと考えられる。

母岩別資料８５７・接合資料３７８３（図Ⅲ－３４０・３４１、図版２３６－１）

母岩別資料は接合３７８３の他、接合３７８４・３７８５、二次加工ある剥片１点で構成され、総点数７４点、総

重量５１８．０gである。

素材 ６６点（４８個体）が接合し、重量は４６５．３g、大きさは１２×１０×７cmである。平滑な原礫面を持

つ角礫素材で、原石ないし原石に近い形状で搬入されている。

剥離工程 正面形がＶ字状の原石を素材として、最初に石核調整を行わずに上面の原礫面打面から正

面で頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階１）。段階１の途中で作業面下部に段差が生じると、

左側面から作業面下部に調整が行われる（段階２）。その後、長軸方向の打面再生（段階３）を行い

ながら左側面で石刃が剥離される（段階４）。原石形状が良く、段階１では反りの少ない１０cm程度

の石刃（２８６など）が安定的に連続して剥離されるが、段階４ではウートラパッセになり、先端部に

反りのある石刃が剥離され、長さも短くなる。石刃素材の多くの石器が製作されるが、搬出される石

刃は少ない。

本接合資料では彫器４点（１１２・１１３・個体Ａ・１２０）、錐形石器１点（２０３）、削器６点（２１５・２１１・

２１６・２１２・２０９・２０８）が製作され、彫器１１２・１１３、錐形石器２０３、削器２１５・２１１は段階１、彫器１２０、

削器２１６・２１２・２０９・２０８は段階４の石刃素材、個体Ａは段階１の剥片素材である。

彫器１１２・１１３・１２０はⅡ類、個体Ａ（１３３）はⅢ類である。個体Ａを除いて大きさ、彫刀面傾斜角、

形態軸・彫刀面交叉角が酷似している。

１１２は長さ８．１cm幅（不明）の反りのない石刃素材で背面両側縁に加工が行われ、素材先端側に彫

刀面が、打面側に錐状の刃部が作出される。錐状の刃部は素材打面端部に近く、再生はほとんど行わ

れない。素材端部と彫刀面の距離は５．０cmで全てが彫刀面再生によって長さが減少したとすると２０

数回再生が行われたことになる。

１１３は長さ７．４cm幅（３．５）cmの反りのない石刃素材で背面両側縁に加工が行われ、素材先端側に

彫刀面が作出される。素材端部と彫刀面の距離は２．７cmで、全てが彫刀面再生によって長さが減少

したとすると１０数回再生が行われたことになる。

個体Ａ（３８０）は作業面中央で剥離された幅広の剥片素材で、左側縁の腹面に細かい加工が施され、

打面付近に作出された粗いノッチ状の打面から左側縁に沿って幅広い削片が剥離される。削片剥離は

２ 遺構と遺物

１９６



１回のみで彫刀面再生は行われない。

１２０は長さ７．０cm幅２．３cmの先端部に反りのある石刃素材で、素材打面側に彫刀面が作出される。

側縁調整は背面両側縁、腹面基部に施され、腹面加工によって素材先端部の反りが除去されている。

素材端部から彫刀面の距離は２．５cmで、全て彫刀面再生によるものとすると１０数回の再生が行われ

たことになる。

錐形石器２０３は細かい剥離で加工され、中央から先端にかけて細長い刃部が作出される。

削器（２１５・２１１・２１６・２１２・２０９・２０８）は、背面両側縁に素材形状を大きく変えない細かい加工が

施される。素材は全て石刃であるが、段階１が薄く、段階４がやや厚い。また、２０８には腹面加工も

見られ、その形態から彫器母型と思われる。

彫器の加工技術・形態、削器・錐形石器の加工技術が本母岩内で類似することから同一人物による

剥離・加工が想定される。

分布 Sb－８６のＭ３５、Sb－９３のＭ３０、Ｎ２９～３１、Ｏ２９・３０、Ｐ２７～３０、Ｑ２９、Ｒ２６区に分布する。

分布は①Ｏ３０区周辺、②Ｏ２９区周辺、③Ｐ２８区、④①～③以外に分けられ、①には彫器・削器を除く

段階１・２の前半、②には彫器・削器を除く段階１・２の後半、③には段階３～５の遺物が分布する。

また、③から２０m離れたＭ３５区には段階１の薄手の石刃の折損品が分布する。トゥールは①の集中

域の周辺部に多く分布する。以上のことから段階１・２前半、後半、段階３～５の３回に分けて剥離

が行われ、それぞれの地点に遺棄され、トゥールは抜き出されて、Ｐ２８区からＲ２６区にかけて遺棄さ

れたと考えられる。

母岩別資料８６７・接合資料３８２３（図Ⅲ－３４２、図版２３６－２）

母岩別資料は接合３８２３の他、接合３８２４～３８２８・３９００・６１７４９、剥片１８点で構成され、総点数１１６点、

総重量８４５．１gである。

素材 ８０点（６２個体）が接合し、重量は６６８．９g、大きさは１７×１１×９cmである。平滑な原礫面を持

つ角礫を素材として原石ないし原石に近い形状で搬入される。

剥離工程 打面再生（段階２）を伴う下設打面からの石刃剥離（段階１）の後、打面再生（段階４）

を伴う上設打面からの石刃剥離（段階３）が行われる。右側面調整（段階５）の後、続けて打面を上

下に転移させながら、下設打面からの石刃剥離（段階６）・下設打面再生（段階７）、上設打面からの

石刃剥離（段階８）が行われる。その後、右側面からの剥離で大きく上設打面を再生し、正面～右側

面にかけて石刃が剥離される（段階９）。ヒンジにより段差の生じた作業面下部に横方向の石核調整

（段階１０）が行われ、段階９の最後に打面縁辺から１cm内側を打撃し、石刃核を分割して剥離は終

了する。

段階１～８の石刃は両設の石刃核から剥離されるため、側面形は直線的で、段階９の石刃は単設で

あるため剥離される石刃の先端には反りが見られる。長さは両者とも１０cm以下が主体で段階１～８

の石刃は正面中央で剥離されたものが、段階９の石刃は右側面で剥離されたものがほとんど欠落し、

搬出されたと考えられる。

彫器１０４は、段階１で剥離された側面形が直線的な長さ８．０cm幅２．３cmの石刃素材で、側縁調整は

背面両側縁に細かい加工が施され、直線的な打面から素材先端側に彫刀面が作出される。素材端部か

ら彫刀面まで１．４cmあり、全て彫刀面再生によるものとしても数回の再生が行われた程度である。

分布 Sb－９２のＮ３２、Sb－９３のＭ３０、Ｎ２９・３１、Ｏ２９・３０、Ｐ２８・２９区に分布する。Ｏ３０区に高密

度の集中域があり、それ以外は周辺に散漫に分布する。周辺には、彫器１０４がＯ２９区、石核がＰ２９区

に分布するが、それ以外の遺物は縦長剥片や調整剥片である。
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母岩別資料８６６・接合資料３８２２（図Ⅲ－３４３・３４４、図版２３７－１）

母岩別資料は接合３８２２の他、縦長剥片１点、剥片４２点で構成され、総点数８１点、総重量８０７．９gで

ある。

素材 ３８点（３３個体）が接合し、重量は６６１．０g、大きさは１６×１１×６cmである。平滑な原礫面を持

つ角柱状の角礫を素材として上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 角柱状の原石の小口面で上面の単剥離打面から石刃が剥離（段階１）された後、下設打面

作出・再生（段階２）、下設打面からの石刃剥離（段階３）が行われる。再度、打面転移により、上

設打面再生（段階４）、上設打面からの石刃剥離（段階５）が行われ、最後は石刃核を素材として舟

底形石器が製作される。一連の石刃剥離には頭部調整が見られる。

石刃は打面転移が頻繁な段階１・３では直線的な側面形であるが、上設打面に固定される段階５で

は先端部に反りのある形態である。段階１・３では最大１４cmの、段階５の初期（打面再生前）には

１２cm、後半（打面再生後）には９cmの石刃が剥離され、主に段階５の初期の石刃が欠落する。

本接合資料では舟底形石器３点（個体Ａ～Ｃ）、削器１点が製作される。

個体Ａは段階２の厚手の打面作出剥片素材で甲板面である腹面からのみ加工が行われる。個体Ｂは

段階５のウートラパッセによって石刃核が分割された最終剥離の剥片素材で、甲板面である腹面から

のみ加工が行われる。個体Ｃは石刃核素材で、作業面に残る最終剥離面である個体Ｂの剥離面を甲板

面に設定し、裏面からの加工の後、甲板面から加工が施される。

削器は掲載していないが、段階５で剥離された石刃素材で、図Ⅲ－２４０－２０９に類似した細かい加工

が両側縁に見られる折損品である。

分布 Sb－９２のＮ３２、Sb－９３のＮ３０・３１、Ｏ３０、Ｐ２８・３０区に分布する。個体Ａ～Ｃ以外はＯ３０区

に高密度に分布するが、個体Ａ～ＣはＯ３０区を含めた周辺に散漫に分布し、削器はやや離れたＰ２８区

に分布する。

母岩別資料８４２・接合資料３７０３（図Ⅲ－３４４、図版２３７－２）

母岩別資料は接合３７０３の他、接合３７０４・３７０５・５６７６８、剥片４４点で構成され、総点数８０点、総重量

５９８．８gである。

素材 ２５点（１５個体）が接合し、重量は４２４．７g、大きさは２０×７×４．６cmである。平滑な原礫面を

持ち、角の潰れた亜角礫を素材として原石ないし原石に近い形状で搬入される。

剥離工程 最初は正面に上面からの石刃剥離（段階１）が行われる。その最終剥離時にウートラパッ

セによって下端部が大きく取り込まれ、その際、下端部にできた傾斜を下設打面に設定し、裏面で下

面から石刃剥離（段階２）が行われる。再度、打面転移によって、上面打面調整（段階３）後、石刃

核を二分する厚手の縦長剥片が右側面で剥離され（段階４）、最後は、裏面で下面から石刃剥離（段

階５）が行われる。

石刃剥離の際に頭部調整は見られず、剥離された石刃はほとんど遺棄されている。

段階４の厚手の縦長剥片（個体Ａ）は舟底形石器の素材となり、加工は全て甲板面である腹面から

行われる。舟底形石器本体は欠落している。

分布 Sb－９３のＰ２８・２９、Ｑ２７区に分布する。全体ではＰ２８区周辺にまとまって分布するが、個体

Ａとそれ以外ではややずれて分布する。

母岩別資料９２６・接合資料４０４３（図Ⅲ－３４５、図版２３８上）

母岩別資料は接合４０４３の他、剥片３点で構成され、総点数６２点、総重量１，７８２．１gである。

素材 ５９点（４７個体）が接合し、重量は１，４７３．５g、大きさは１８×１７×１３cmである。平滑な原礫面を
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持つ角礫を素材として原石の形状で搬入される。

剥離工程 正面からの上設打面作出（段階１）後、裏面から右側面への剥離（段階２）、下面から裏

面への剥離（段階３）、上設打面から全周でのやや粗い剥離（段階４）、裏面から左側面への剥離、左

側面から上面への剥離（段階５）が行われる。裏面から上面への打面再生（段階６）後、裏面で上設

打面から頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階７）。

石刃は１０cm程度で、ほとんどが欠落している。

本接合資料では舟底形石器２点（個体Ａ・Ｂ）が製作される。個体Ａは段階１の厚手の打面作出剥

片、個体Ｂは段階６の厚手の打面再生剥片で、両者とも甲板面である腹面からのみ加工が行われ、本

体は欠落し、搬出される。

分布 Sb－９３のＯ２９、Ｐ２８・２９区に分布する。細長い範囲にやや高密度に分布し、段階・個体によ

る偏りは見られない。

母岩別資料９３１・接合資料４０５３（図Ⅲ－３４６、図版２３８下）

母岩別資料は接合４０５３の他、接合４０５４、剥片４点で構成され、総点数１２２点、総重量１，７９９．１gである。

素材 １１５点（７０個体）が接合し、重量は１，７７８．２g、大きさは１６×１３×１２cmである。平滑な原礫面

を持つ角礫を素材として、正面に１枚の剥離面のある状態で搬入される。

剥離工程 左側面と裏面の角を粗い剥離によって整形（段階１）した後、上面から正面へ頭部調整を

伴わない粗い剥離が行われる（段階２）。その後、右側面と裏面の角で上面から縦長剥片が剥離され

（段階３）、その途中、上面と左側面の角での裏面からの剥離（段階４）、正面から左側面上部への石

刃状の剥離（段階５）、下面から右側面への剥離（段階６）が行われる。さらに、裏面から下面に打

面が作出され（段階７）、正面・左側面・裏面で石刃が剥離される（段階８）。段階８の途中で正面上

からの作業面調整が行われる（段階９）。

三角錐状の原石の角で、石刃状の剥離が作業面を転移させながら行われるが、連続した石刃剥離に

は至っていない。段階６までの剥離によって石刃核の形態が整い、段階７で作出された打面から連続

的な石刃剥離が行われる。その段階での石刃核高は９cmで、剥離される石刃も９cm以下で最終的

には６cmの小型のものになっており、それらのほとんどは遺棄されている。

分布 Sb－９３のＯ２８・２９、Ｐ２８・２９区に分布し、非常に高密度な分布である。

母岩別資料７２２・接合資料３２６８（図Ⅲ－３４７・３４８、図版２３９）

母岩別資料は接合３２６８の他、接合３２６９・３２７０・５６６５５、剥片１点で構成され、総点数１０３点、総重量

１，９４６．２gである。

素材 ９１点（７４個体）が接合し、重量は１，８８０．８g、大きさは１８×１８×１６cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫素材で原石ないし原石に近い形状で搬入されている。

剥離工程 最初に、正面から上面～右側面への剥離（段階１）、上面から正面への剥離（段階２）が、

打面と作業面を入れ替えながら交互に行われる。右側面から裏面への剥離（段階３）の後、右側面か

ら下面への剥離で打面が作出され（段階４）、その下設打面から右側面へ頭部調整を伴って石刃が剥

離され（段階５）、その途中で右側面から正面へ石核調整（段階６）、左側面から裏面へ石核調整（段

階７）が行われる。

段階１・２の粗い剥離で石核形状を粗く整えた後に、段階４の打面作出が行われる。その時点での

石刃核高は１３cm程度で、剥離される石刃長は８～１３cmである。石刃は初期の１０～１３cmのものが欠

落し、搬出される一方、後半の８～１３cmのものは遺棄されている。

本接合資料では舟底形石器３点（個体Ａ～Ｃ）が製作されている。個体Ａは段階２の厚手の剥片、
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個体Ｂは段階１の大型剥片、個体Ｃは段階４の厚手の打面作出剥片素材で、全て甲板面である素材腹

面からのみ加工が行われる。本体は、遺棄される個体Ａ（Ⅲ－１２４－１２５）を除いて欠落する。

分布 Sb－８６のＮ３４、Sb－８９のＲ３０、Ｓ２９、Sb－９２のＭ３２、Ｎ３２・３３、Sb－９３のＭ２９・３１、Ｏ２９・

３１・３２、Ｐ２８・３１区に分布する。分布は①Ｐ２８・２９区、②Ｍ３１・３２、Ｎ３２～３４、Ｏ３１・３２、Ｐ３１区、

③Ｒ３０、Ｓ２９区に分けられ、①には個体Ａ・Ｂを除く段階１・２の前半（相対的に粗い剥離）が、②

には個体Ａ（折れた一次剥片を除く）・Ｂ、個体Ｃの本体を除く調整剥片、個体Ａ～Ｃ以外の段階１・

２の後半（相対的に細かい剥離）、３～７が、③には個体Ｂの調整剥片１点（調整剥離工程の最初や

最後の剥片ではなく途中の剥片）、個体Ｃの本体であるⅢ－１２４－１２５が分布する。分布密度は①は高

く、②③は低い。以上を整理すると①に初期段階の遺物が分布し、②に後半段階と舟底形石器の調整

剥片が分布することから、①での初期の剥離後、②に石核と舟底形石器の素材が持ち込まれ、石刃剥

離・舟底形石器調整剥離が行われたと考えられる。また、さらに舟底形石器の一部は③に持ち込まれ

たと思われる。

母岩別資料９１１・接合資料３９８９（図Ⅲ－３４９・３５０、図版２４０上）

母岩別資料は接合３９８９の他、剥片１点で構成され、総点数６６点、総重量１，４４３．５gである。

素材 ６５点（６０個体）が接合し、重量は１，４４２．３g、大きさは１８×１５×９cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として原石ないし原石に近い形状で搬入されている。

剥離工程 裏面から上面への剥離（段階１）で打面が作出され、正面で厚手の縦長剥片が剥離される

（段階２）。その後、段階２の剥離面の末端部を打面として右側面と裏面の角部で剥離が行われ（段

階３）、次に打面を１８０度転移させ、上面から剥離が行われる（段階４）。正面から右側面への稜調整

（段階５）後、上面から正面に厚手の剥片が剥離され（段階６）、左側面から下面（段階７）、下面か

ら左側面（段階８）への稜調整後、上設打面から正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（段階９）。

剥離される石刃の長さは９cm程度で先端部に反りが見られる。そのほとんどが欠落し、搬出され

たものと考えられる。

本接合資料では舟底形石器３点（個体Ａ～Ｃ）が製作されている。個体Ａは段階１、個体Ｂは段階

２、個体Ｃは段階６の厚手の剥片素材で全て甲板面である腹面からのみ加工され、個体Ｂのみ折損し

た本体２６４が遺跡に残されている。

分布 Sb－９３のＮ２９、Ｏ２９、Ｐ２８・２９、Ｑ２９区に分布する。分布は比較的高密度で、個体・段階に

よる偏りは見られない。

母岩別資料９２８・接合資料４０４６（図Ⅲ－３５０・３５１、図版２４０下）

母岩別資料は接合４０４６の他、接合４０４７～４０４９・５６８３３、剥片３４点で構成され、総点数１１４点、総重量

１，５２７．０gである。

素材 ６８点（６０個体）が接合し、重量は１，２７７．１g、大きさは１７×１５×９cmである。平滑な原礫面を

持ち、角がやや潰れた亜角礫を素材として原石の形状で搬入されている。

剥離工程 正面から上面への長軸方向の剥離で打面が作出された（段階１）後、右側面で石核の幅を

減少させる粗い剥離（段階２）、右側面に正面からの稜調整（段階３）を挟みながら、正面の小口面

で上設打面から頭部調整を伴う石刃剥離（段階４）が行われる。右側面から作業面下部稜調整（段階

５）後に、引き続き、上設打面からの石刃剥離（段階６）が行われ、その剥離がヒンジになると、裏

面下部に１８０度打面を転移させ、裏面から下面へ剥離を行い（段階７）、さらに打面を転移させ、右側

面から正面（段階８）、正面から右側面（段階９）の粗い剥離で厚手の剥片が剥離される。段階７～

９の頻繁な打面転移の結果、石核３２４には多方向の大型の剥離面が残る。

２ 遺構と遺物
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剥離される石刃は長さ１０cm程度で、剥離される稜は少なく、ほとんど欠落していない。

本接合資料では舟底形石器４点（個体Ｂ・Ｄ・Ｅ・Ｆ）、削器１点（個体Ａ）、二次加工ある剥片１

点（個体Ｃ）が製作される。

舟底形石器に加工される、個体Ｂは段階４の厚手の石刃、個体Ｄは段階７の厚手の石刃、個体Ｅは

段階８の厚手の剥片、個体Ｆは段階９の厚手の剥片素材で、全て甲板面である腹面からのみ加工が行

われ、本体は欠落している。

削器に加工される個体Ａは段階１の厚手で縦長の打面作出剥片を素材として片側縁のみ加工が行わ

れる。本体である２３３に残る粗い加工は舟底形石器の加工に類似する。

個体Ｃは本体を掲載していないが段階６の剥片で舟底形石器の加工に類似した数回の加工が施され

るのみである。

分布 Sb－９３のＯ２９、Ｐ２８・２９区に分布する。分布は比較的高密度で、個体・段階による偏りは見

られない。

母岩別資料８２７・接合資料３６５８（図Ⅲ－３５１・３５２、図版２４１－１）

母岩別資料は接合３６５８の他、剥片５点で構成され、総点数５５点、総重量４１７．５gである。

素材 ５０点（４９個体）が接合し、重量は４１０．４g、大きさは１３×１１×６cmである。風化によってザラ

ついた平坦面を持ち、角の潰れた亜角礫を素材として原石で搬入されている。

剥離工程 正面からの上設打面作出（段階１）後、上設打面から正面への剥離（段階２）、上設打面

から裏面への厚手の縦長剥片剥離が行われる（段階３）。剥離された剥片の多くと石核自体が舟底形

石器に加工され、舟底形石器を製作することを目的とした母岩である。

本接合資料では舟底形石器４点（個体Ａ～Ｄ）が製作されている。

個体Ａは段階１の厚手の縦長剥片、個体Ｂ・Ｃは段階３の厚手の縦長剥片、個体Ｄは石核を素材と

している。個体Ａ・Ｂは素材腹面が、個体Ｃは素材背面が、個体Ｄは作業面が甲板面に設定され、全

て甲板面からのみ加工が行われ、折損した一部（２７７）が残存する個体Ａを除いて全て本体は欠落し

ている。

分布 Sb－９３のＮ２９、Ｏ２８・２９、Ｐ２７・２８、Ｑ２７・２８区に分布する。全体としてはやや高密度の細

長い分布で個体・段階による大きな違いは見られない。

母岩別資料８１４・接合資料３６１１（図Ⅲ－３５２・３５３、図版２４１－２）

母岩別資料は接合３６１１の他、接合５６７４８で構成され、総点数４７点、総重量１５４１．７gである。

素材 ４５点（１８個体）が接合し、重量は１，４９２．３g、大きさは２３×１５×１３cmである。一部平滑な面の

ある転礫素材で上面に１枚の剥離面が残る状態で搬入される。

剥離工程 上設の単剥離打面から正面で石刃が剥離された（段階１）後、裏面で石刃が剥離され（段

階２）、再度、正面で石刃剥離（段階３）が行われる。最初から石核調整は施されずに縦方向の剥離

が行われる。段階２・３の最終剥離には頭部調整が見られるが、それ以外は打面が潰れ、おそらく頭

部調整は行われないと思われる。石刃は１５cm程度のものが剥離されるが、その頻度は低く、最終剥

離に頭部調整が見られることから、石刃剥離が可能な石刃核が製作され、搬出されたと考えられる。

分布 Sb－９５のＫ２８、Ｌ２７～２９、Ｍ２７～２９、Ｎ２９区にやや散漫に分布する。

母岩別資料７０８・接合資料３２３７（図Ⅲ－３５３・３５４、図版２４２－１）

母岩別資料は接合３２３７のみである。

素材 ８８点（４９個体）が接合し、重量は１，３３９．３g、大きさは１６×１４×１１cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ転礫を素材として原石の状態で搬入される。
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剥離工程 左側面後方からの剥離で作出された（段階１）打面から、左側面に粗い石核調整が行われ

た後、正面から左側面にかけて頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（段階２）。その後、石刃核は打

面の大きい粗い加工によって舟底形石器に加工される。

剥離される石刃の長さは７～１１cmでほとんどが欠落している。

本接合資料では舟底形石器３点（個体Ａ－１・Ａ－２・Ｂ）が製作されている。個体Ａは打面作出

剥片で剥離時に同時割れでＡ－１・Ａ－２に分割される。それぞれ甲板面である腹面からのみ加工が

行われ、Ａ－１の本体は欠落し、Ａ－２の本体２７３は遺棄される。個体Ｂは石刃核素材で、石刃核が

小型化し、頭部調整を伴う石刃剥離がヒンジになった時点で粗い加工に変化し、舟底形石器が製作さ

れる。加工は打面からのみ行われ、本体は欠落し、搬出される。

分布 Sb－９０のＪ３２・３３、Sb－９４のＩ３１・３２、Ｊ３１区に分布する。分布は比較的高密度で、個体・

段階による偏りは見られない。

母岩別資料８３０・接合資料３６６１（図Ⅲ－３５４・３５５、図版２４２－２）

母岩別資料は接合３６６１のみである。

素材 ３２点（２６個体）が接合し、重量は９３２．９g、大きさは１５×１３×１０cmである。風化によりザラつ

いた平坦な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、上面に１枚の剥離面がある状態で搬入さ

れる。

剥離工程 正面から上面への打面作出（段階１）後、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（段階２）。

その後、正面下部石核調整（段階３）が行われ、石刃核を分割するように下面から正面へ厚手の剥片

が剥離される（段階４）。剥離される石刃の長さは１０cm前後で、後半に剥離された石刃が欠落する。

本母岩では舟底形石器２点（個体Ａ・Ｂ）が製作される。個体Ａは段階２の厚手の剥片、個体Ｂは

段階４の厚手の剥片で、両者とも甲板面である腹面からのみ加工が行われ、本体は欠落する。

分布 Sb－９５のＫ２６、Ｌ２６・２７区に、やや高密度にまとまって分布する。

母岩別資料７７８・接合資料３４９６（図Ⅲ－３５５・３５６、図版２４３－１）

母岩別資料は接合３４９６のみである。

素材 ２８点（１７個体）が接合し、重量は１，６６８．８g、大きさは１６×１５×８cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ扁平な転礫を素材として、上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 正面から長軸方向の剥離による上設打面作出（段階１）後、上設打面からの粗い石核調整

剥離・頭部調整を伴う打面の大きい石刃剥離（段階２）が行われる。正面作業面にヒンジによる段差

が生じた時点で、下設打面が作出され（段階３）、下設打面から剥離が行われるが、石刃は剥離でき

ず、打面転移によって再び上設打面から頭部調整を伴う打面の小さい石刃が剥離される（段階４）。

剥離される石刃の長さは段階２が１１cm程度、段階４が９cm程度で、段階４の石刃が主に欠落し

ている。

分布 Sb－９３のＯ３０、Ｐ２７・２８・３０、Ｑ２６・２７区に分布する。分布は①Ｐ２７・２８、Ｑ２６・２７区、②

Ｏ３０区に分けられ、①には段階１・段階２の一部（剥離の連続したものではない）・石刃核が非常に

散漫に分布し、②にはそれ以外の遺物が高密度に分布する。

母岩別資料７５５・接合資料３４２０（図Ⅲ－３５６・３５７、図版２４３－２）

母岩別資料は接合３４２０の他、接合３４２１・３４２２で構成され、総点数５９点、総重量１，０９９．７gである。

素材 ５４点（４１個体）が接合し、重量は１，０８１．６g、大きさは１４×１１×１０cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ転礫を素材として上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 上面から右側面への剥離（段階１）後、正面から上面への剥離（段階２）によって打面が

２ 遺構と遺物
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作出され、上設打面から頭部調整の無い粗い石核調整が行われる（段階３）。その後、頭部調整を伴っ

て打面の小さい石刃が剥離される（段階４）。

剥離される石刃は長さ８cm程度で、大部分が欠落し、搬出される。

本接合資料では彫器１点（１２５）、舟底形石器１点（個体Ａ）が製作される。彫器Ⅱ類の１２５は段階

４の石刃素材（素材大きさ不明）で、背面両側縁に斜角の、腹面基部にバルブを除去する平坦な加工

が行われ、素材先端側に彫刀面が作出される。接合資料の状態から彫刀面側は３cm程度素材端部か

ら短くなっており、全てが彫刀面再生によって長さが減少したとすると１０数回再生が繰り返されたこ

とになる。個体Ａは段階３の厚手の剥片素材で、甲板面である腹面からのみ加工が行われ、破損品で

ある２６０が遺棄される。

分布 Sb－９３のＭ３１、Ｎ３０・３１、Ｏ３０、Ｐ２７・２８・３０、Ｑ２７、Ｒ２６区に分布する。分布は、①Ｐ２７・

２８、Ｑ２７、Ｒ２６区、②Ｏ３０区周辺に分けられ、①には彫器・石刃核・良形の石刃・大型剥片が非常に

散漫に、②にはそれ以外の遺物が高密度に分布する。

母岩別資料７７３・接合資料３４８９（図Ⅲ－３５７・３５８、図版２４４）

母岩別資料は接合３４８９のみである。

素材 ４７点（２７個体）が接合し、重量は２，７８３．８g、大きさは２５×１６×７cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ扁平な転礫素材で、右側面下部に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 正面から上面への剥離（段階１）によって打面が作出され、正面で頭部調整を伴わない粗

い縦長剥片剥離（段階２）が行われる。次に段階２の剥離面下部から下面への剥離（段階３）、正面

から上面への剥離（段階４）、上面から正面への剥離（段階５）が行われ、下面から正面への作業面

調整剥離（段階６）後、正面において上設打面から頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階７）。

最後に、下面から正面へ頭部調整を伴わないやや粗い縦長剥片剥離が行われる（段階８）。

剥離される石刃の長さは１０cm程度で、頭部調整を伴うものは少ない。

段階１の厚手の打面作出剥片である個体Ａ（図版２４４－５０３）は、正面から下面への剥離（個体Ａ段

階１）で作出された下設打面から、正面で縦方向の剥離（個体Ａ段階２）が行われた後、正面から上

面への剥離（個体Ａ段階３）によって作出された上設打面から、正面で縦方向の剥離が行われる（個

体Ａ段階４）。

分布 Sb－９３のＯ２９、Ｐ２７・２８、Ｑ２６・２７、Ｒ２６区に分布する。分布は大きく①Ｐ２７・２８区周辺、

②Ｑ・Ｒ２６区に分けられるが、それらに個体・段階・内容による違いが見られない。

母岩別資料９２９・接合資料４０５０（図Ⅲ－３５９、図版２４５－１）

母岩別資料は接合４０５０の他、縦長剥片１点、剥片４点で構成され、総点数６８点、総重量１，００８．２g

である。

素材 ６３点（５４個体）が接合し、重量は９９３．８g、大きさは１８×１１×８cmである。風化した平坦な原

礫面を持ち、角の潰れた亜角礫を素材として、上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 上設の単剥離打面から頭部調整を伴わない打面の大きい剥離（段階１）の後、下設打面が

作出され（段階２）、下設打面から頭部調整を伴う打面の小さい石刃剥離（段階３）が、上設打面か

らの頭部調整を伴う石刃剥離（段階４）と打面を転移させながら交互に行われる。石刃核が７cmに

小型化した時点で、下面から裏面への最終剥離（段階５）によって、石刃核は２分割される。

石刃の形状は、段階３・４の前半では側面形が直線的で長さは１０～１３cm程度、後半（２９０など）

では先端部に反りがあり７～１０cm程度で、両者共に欠落し、搬出されている。

本接合資料では舟底形石器１点（個体Ｂ）が製作される。個体Ｂは段階２の厚手の打面作出剥片で、
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加工は、最初、甲板面である腹面から両側面に行われ、断面が三角形に変化する段階で下縁から行わ

れ、その後甲板面から行われる。後半の加工には、前半にはなかった縁辺部調整が見られ、断面三角

形に近づく後半には甲板面の縁辺を滑らかにしながら加工が進行したと思われる。個体Ａは段階１の

厚手の剥片で１回の粗い加工により中央で折損している。

分布 Sb－９３のＯ２９、Ｐ２７～２９、Ｑ２７区に分布する。分布はＱ２７区を中心としてＯ２９区まで伸びる

が、個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料７２６・接合資料３２８３（図Ⅲ－３６０、図版２４５－２）

母岩別資料は接合３２８３の他、接合３２８４、剥片５点で構成され、総点数４２点、総重量６３３．３gである。

素材 ３１点（２２個体）が接合し、重量は５４０．４g、大きさは１５×１２×１０cmである。爪状痕のある原礫

面を持つ転礫を素材として、粗い剥離のある状態で搬入される。

剥離工程 上設の単剥離打面から正面への剥離（段階１）、正面から下面への剥離（段階２）後、途

中で正面から下面への剥離（段階５）を挟みながら、下設打面から（段階３）、上設打面から（段階

４）、下設打面から（段階６）、上設打面から（段階７）、下設打面から（段階８）と頻繁に上下に打

面を転移させて頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。幅広剥片の剥離によって作業面に直線的な稜線

が無くなった時点で、作業面を下面に転移させ、右側面を打面として石刃が剥離される（段階９）。

段階３～８の石刃は長さ１０cm程度で、両設打面のため側面形が直線的で、段階９の石刃は、長さ

は段階３～８と同様であるが単設打面のため先端に反りが残る。

本接合資料では彫器２点（１０３・１２８）、削器１点（２２１）が製作される。

彫器Ⅰ類の１０３は長さ９．３cm幅２．１cmの先端部にやや反りのある石刃素材で、背面両側縁に加工が

施され、素材先端側に彫刀面が作出される。素材端部から彫刀面の距離は４．４cmあり、全て彫刀面

再生によるものとすると２０数回の再生が行われたことになる。

彫器Ⅱ類の１２８は素材の大きさは不明で、素材先端側に彫刀面が作出される。側縁調整は背面両側

縁、腹面基部に施され、腹面加工によって素材のバルブが除去されている。素材形状は不明であるが、

接合状況から判断すると素材から３cm程度は短くなり、彫刀面再生が頻繁に行われたと思われる。

削器２２１は右側縁の背面に粗い剥離が、左側縁の打面側の背面・先端側の腹面に加工が施される。

分布 Sb－９３のＭ２９、Ｎ２９・３０、Ｏ２８・２９、Ｐ２８、Sb－９５のＬ２７、Ｏ２７・２８、Ｐ２６区に分布する。

広範囲に散漫に分布し、彫器２点がＯ２９区に近接して分布するものの、その他の段階・個体による偏

りは見られない。

母岩別資料７９８・接合資料３５４３（図Ⅲ－３６１、図版２４６－１）

母岩別資料は接合３５４３の他、接合３５４４、剥片１点で構成され、総点数４５点、総重量４３４．５gである。

素材 ４１点（２９個体）が接合し、重量は４２７．０g、大きさは１６×６×６cmである。一部平滑な原礫面

を持ち、角が円く潰れた転礫を素材として原石の状態で搬入される。

剥離工程 細長い原石を縦割りする上端部からの剥離（段階１）後、下端部に生じた平坦面を打面と

して正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（段階２）。

段階２の石刃剥離では、最初からウートラパッセによって石刃核高が減少し、７～１１cmの石刃が

剥離されるが、良好な石刃はほとんど無く、その大部分が遺棄されている。

個体Ａは段階１で剥離された剥片で、そのウートラパッセの先端部破片を利用して頭部調整のある

小型（５cm程度）の石刃が剥離される。個体Ｂは段階２で剥離された厚手の縦長剥片素材で末端部

の反りを除去する加工が行われる。

分布 Sb－９３のＮ２９、Ｏ２８・２９、Ｐ２７・２８、Sb－９５のＯ２７・２８区の比較的広い範囲に散漫に分布し、

２ 遺構と遺物
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個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料８６４・接合資料３８１３（図Ⅲ－３６１・３６２、図版２４６－２）

母岩別資料は接合３８１３の他、接合３８１４、剥片２点で構成され、総点数２７点、総重量３５４．０gである。

素材 ２３点（１７個体）が接合し、重量は３３７．１g、大きさは９×８×８cmである。やや風化した平坦

な原礫面を持つ角礫を素材として、下面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 上面から正面への剥離（段階１）→下面から正面への剥離（段階２）→上面から正面への

剥離（段階３）→下面から左側面への剥離（段階４）と打面を上下に移動させながら剥離が進行する。

全体を通して明確な頭部調整は見られない。

本接合資料では舟底形石器１点（個体Ａ）が製作される。個体Ａは段階１で剥離された厚手の剥片

で、甲板面である腹面からのみ加工が行われる。最終的に、本体は欠落し、搬出される。

分布 Sb－９３のＰ２８・２９、Ｑ２７区に散漫に分布する。個体ＡはＰ２８・Ｑ２７区、個体Ａ以外はＰ２８区

北東部・Ｐ２９区に分布し、それらは一部重複しながらも分布の中心は異なる。

母岩別資料８８９・接合資料３８９８（図Ⅲ－３６２、図版２４６－３）

母岩別資料は接合３８９８の他、接合３８９９、剥片１１点で構成され、総点数４０点、総重量３２７．３gである。

素材 ２５点（２３個体）が接合し、重量は２５７．９g、大きさは９×８×５cmである。平滑な原礫面を持

つ角礫を素材として、原石ないし原石に近い形状で搬入される。

剥離工程 裏面から上面への剥離面を打面として、正面で厚手の剥片が剥離される（段階１）。

本母岩では削器１点（個体Ａ）、舟底形石器１点（個体Ｂ）が製作される。個体Ａは段階１で剥離

された厚手の剥片素材で、左側縁への連続的な加工の後、背面の稜から右への加工で厚さを減少させ、

再度、左側縁に加工が行われる。加工は舟底形石器に類似して粗い。個体Ｂは石核素材で、小口面で

の剥離である段階１と異なり、側面で剥離が行われる。加工は、打面を甲板面に設定し、甲板面から

のみ施される。個体Ａは２３２が遺棄され、個体Ｂの本体は欠落する。

分布 Sb－８９のＲ３０、Ｓ２９、Sb－９３のＰ２８・２９区に分布する。分布は①Ｐ２８・２９区、②Ｒ３０、Ｓ２９

区に分けられ、①には比較的高密度に個体Ａとその直後の剥片が、②には非常に散漫に個体Ｂとその

直前の厚手の縦長剥片が分布する。①には前半、②には後半の遺物が分布し、両者に舟底形石器製作

剥片が含まれる。

母岩別資料９１２・接合資料３９９０（図Ⅲ－３６３、図版２４７－１）

母岩別資料は接合３９９０の他、剥片１０点で構成され、総点数９１点、総重量５１１．１gである。

素材 ８１点（６５個体）が接合し、重量は４９４．７g、大きさは１４×９×８cmである。転礫を素材として

原石の状態で搬入される。

剥離工程 左側面上部の瘤を取り除く左側面中央から上面への剥離（段階１）後、上面から正面へ剥

離が行われ（段階２）、正面から上面への剥離（段階３）によって打面が作出される。下面から右側

面への剥離（段階４）後、上面から右側面への剥離（段階５）、上面から正面への剥離が行われる（段

階６）。

本接合資料では舟底形石器４点（個体Ａ～Ｄ）が製作される。

個体Ａは段階１の厚手の剥片、個体Ｂは段階３の厚手の剥片、個体Ｃは段階６の厚手の剥片素材で、

個体Ａ・Ｃの加工は甲板面である腹面からのみ行われ、個体Ｂも同様であるが、最終剥離のみ下縁か

ら行われる。欠損品の一部（２６２）が遺棄される個体Ａを除いて本体は欠落している。

個体Ｄは石核素材で、最初に頭部調整のある縦長剥片剥離後、下端部を裏面からの剥離で除去し、

甲板面である石核打面から両側面に加工が行われる。舟底形石器本体は欠落している。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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分布 Sb－９３のＯ２９、Ｐ２８・２９、Ｑ２７・２８区に分布する。細長い範囲に比較的高密度に分布し、個

体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料９１４・接合資料３９９２（図Ⅲ－３６３・３６４、図版２４７－２）

母岩別資料は接合３９９２の他、接合３９９３・３９９４・６１７３３、剥片６点で構成され、総点数５６点、総重量

５４６．４gである。

素材 ４４点（３７個体）が接合し、重量は５１３．４g、大きさは１０×９×８cmである。風化によってやや

ザラついた平坦面を持ち、角の潰れた亜角礫を素材として、上面に１枚の剥離面がある状態で搬入さ

れる。

剥離工程 上面から正面への粗い剥離（段階１）後、下面から正面への粗い剥離が行われる（段階２）。

段階１・２とも厚手の剥片を目的としたもので、打面縁辺から１．５cm程内側に打点がある。

本接合資料では舟底形石器２点（個体Ａ・Ｂ）が製作される。個体Ａは段階１の厚手の剥片素材で、

加工は甲板面である腹面から行われ、本体は欠落する。個体Ｂは石核素材で、作業面の大型剥離面を

甲板面に設定し、甲板面から両側面に加工が行われる。加工は、最初は打面厚が１cm程度の非常に

粗いものであるが、最後は４mm以下の比較的細かいものに変化している。また、加工の途中で２６１

を欠損し、再加工が行われる。本体は欠落し、搬出される。

分布 Sb－９３のＮ２９、Ｐ２８・２９、Ｑ２７・２８区に分布する。Ｑ２７・２８区を中心とした高密度の分布で、

Ｎ２９区の剥片は個体Ａの調整剥片である。

母岩別資料８８３・接合資料３８７５（図Ⅲ－３６４・３６５、図版２４８－１）

母岩別資料は接合３８７５の他、剥片２点で構成され、総点数３１点、総重量３５７．１gである。

素材 ２９点（２４個体）が接合し、重量は３５２．９g、大きさは１３×８×５cmである。風化によりややザ

ラついた平坦面を持ち、角の潰れた亜角礫を素材として、正面右に１枚の剥離面がある状態で搬入さ

れる。

剥離工程 厚手の剥片を目的とした上面から左側面への粗い剥離（段階１）後、下面から裏面右側面

寄りに剥離が行われる（段階２）。再度、厚手の剥片を目的とする上面から右側面へ剥離（段階３）

が行われ、正面から上面へ同様の剥離が行われる（段階４）。打面転移を繰り返して厚手の剥片が剥

離されている。

本接合資料では舟底形石器３点（個体Ａ～Ｃ）が製作される。個体Ａ・Ｃはそれぞれ段階１・４の

厚手の剥片素材で、甲板面である腹面からの剥離で加工され、本体は欠落する。個体Ｂは段階３の厚

手の剥片素材で、甲板面である腹面からの剥離で加工され、折損して本体２５２が遺棄される。

分布 Sb－９３のＯ２７・２８、Ｐ２７区に分布する。Ｐ２７区を中心とした非常に高密度な分布である。

母岩別資料８１３・接合資料３６１０（図Ⅲ－３６５、図版２４８－２）

母岩別資料は接合３６１０の他、剥片１点で構成され、総点数４０点、総重量１，４５２．７gである。

素材 ３９点（２８個体）が接合し、重量は１４４８．６g、大きさは１８×１３×９cmである。一部平坦面が残

り、角が丸くなった転礫を素材として、おそらく原石の形状で搬入される。

剥離工程 本接合資料は厚手の大型剥片を素材として舟底形石器が製作された個体である。

甲板面から左側面（段階１）・右側面（段階２）への粗い剥離が行われ、断面形が三角形になった

時点で下縁から左側面への剥離（段階３）が行われる。その後、再度、甲板面から左側面（段階４）・

右側面（段階５）への加工が行われる。本体の空隙部は長さ１５cm、幅３cm、高さ４cm程度で、大

型の舟底形石器Ⅱｂ類が搬出されている。

分布 Sb－９５のＬ２７・２８、Ｍ２７・２８区に、比較的高密度に分布する。

２ 遺構と遺物
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母岩別資料９３９・接合資料４０７８（図Ⅲ－３６６、図版２４９）

母岩別資料は接合４０７８の他、接合４０７９～４０８６・５６８４９～５６８５７、縦長剥片７点、二次加工ある剥片１

点、剥片３２９点で構成され、総点数６５５点、総重量５，１７０．７gである。

素材 ２７６点（１５８個体）が接合し、重量は４，１４８．４g、大きさは２８×２０×１９cmである。一部平滑な面

を持ち、角が潰れて円くなった転礫を素材として、原石の状態で搬入される。

剥離工程 接合資料全体の写真は図版２４９－５０５で、写真のみ掲載している。

右側面で交互に、右側面から裏面上部への剥離（段階１）、裏面から右側面への剥離（段階２）、右

側面から裏面への剥離（段階３）が行われた後、上面の打面調整（段階５）を伴って縦長剥片が剥離

される（段階４）。その後、正面下部調整（段階６）、右側面から裏面への剥離（段階７）、下面から

裏面への剥離（段階８）、左側面から正面への剥離（段階９）、左側面から裏面への剥離（段階１０）、

下面から裏面への剥離（段階１１）、下面から正面への剥離（段階１２）によって石核調整が行われ、上

面の打面調整（段階１４）を伴う正面での縦長剥片剥離（段階１３）、正面下部調整（段階１５）が行われる。

最初に粗い横方向の剥離によって整形された後、正面で打面調整を伴う縦長剥片剥離が行われ、再

度横方向の剥離の後に、打面調整を伴う縦長剥片剥離が行われる。一連の横方向の剥離によって石核

は扁平に変化している。

本接合資料では剥片素材の尖頭器５点（個体Ａ～Ｃ）が製作されている。個体Ａ・Ｂは段階２、個

体Ｃ～Ｅは段階３の剥片素材で、長さ１３～２０cmで厚みのある素材が利用される。加工は最初から粗

くなく、打面が小さく平坦で奥行きのある加工が行われ、最終的には比較的薄い尖頭器に整形されて

いる。図示していないが、個体Ｅの途中の平面形態は菱形に近い。図示した個体Ｃ（４０５）は右側面

上部を除いて菱形に近い形状に加工され、左側縁上部に削片状の剥離（個体Ｃ段階４）後、裏面から

上端部への粗い剥離によって上部を欠損している。

分布 Sb－９３のＭ２９・３０、Ｎ２９、Sb－９５のＬ２７・２８、Ｍ２６～２９、Ｎ２６～２９、Ｏ２５～２７、Ｐ２６区 に 分

布する。分布はＮ２７・２８、Ｏ２６・２７、Ｐ２６区を中心に高密度であるが、周辺地域にも広がる。特にＭ

２７、Ｎ２６区は集中域の斜面方向とは異なる広がりで、個体Ｂの前半部が多い特徴がある。また、個体

Ｃの尖頭器本体（図版２４９－４１３）はやや外れてＮ２６、Ｏ２５区に分布し、それを除くと個体・段階によ

る偏りは見られない。

接合資料５７４４（図Ⅲ－３６６、図版２５０－１）

素材 ７点（５個体）が接合し、重量は８８．４g、大きさは１６×６×１．４cmである。原石形状は不明、

薄手の尖頭器で搬入される。

剥離工程 本体の尖頭器の正面中央には左右からの加工が中央の稜線を越えられないために生じた瘤

が残る。その瘤を除去する右側縁からの加工の際に尖頭器が折損し、個体Ａ・Ｂに分割される。上部

破片である個体Ａは折れ面から左側縁での削片剥離（段階１）後、その剥離面を打面として右側縁で

削片が剥離される（段階２）。個体Ｂは折れ面から右側縁への削片剥離後、左側縁で折れ面からの削

片剥離（下端まで抜けずに打点近くで階段状になる）、下端からの削片剥離が行われる。個体Ａ・Ｂ

とも一方の側縁で折れ面からの削片剥離後、その剥離面を打面としてもう一方の側縁で削片が剥離さ

れているが、各側縁での削片剥離は１回のみで、その頻度は少ない。

分布 Sb－９３のＯ２８、Ｐ２８・２９、Ｑ２７・２８区に分布し、個体Ａ・Ｂとも散漫な分布である。

母岩別資料７２９・接合資料３２９４・３２９５（図Ⅲ－３６７、図版２５０－２・３）

母岩別資料は接合３２９４・３２９５の他、接合３２９２・３２９３・３２９６～３３０８・５６６７０～５６６７７、縦長剥片３点、

石刃１点、剥片７７点で構成され、総点数１９８点、総重量２，９５６．３gである。
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素材 接合３２９４は９点（６個体）が接合し、重量は１８２．１g、接合３２９４に含まれる個体Ａの大きさは

９．６×７．５×２．５cmである。接合３２９５は１２点（８個体）が接合し、重量は１４３．８g、接合３２９５に含まれ

る個体Ａの大きさは６．３×５．７×１．６cmである。爪状痕のある転礫を素材として、おそらく原石の形

状で搬入されている。

剥離工程 本母岩は接合状況が良好ではないが、接合資料・非接合剥片から判断すると明瞭な石刃剥

離は行われず、両面調整に近い剥離が行われたと推測される。

接合３２９４は厚手の剥片素材で背面両側縁に加工が行われた後、素材末端部で縦長剥片が剥離され（段

階１）、打面再生（段階２）後、縦長剥片剥離が行われる（段階３）。

接合３２９５は正面に稜形成剥離が残る、縦折れした幅広剥片素材で、剥片の末端部である上部に作出

されたノッチ状の打面から右側縁で削片が剥離される。

分布 接合３２９４は Sb－９５のＬ２７、Ｍ２７・２９、Ｎ２７に、接合３２９５は Sb－９３のＯ２８、Ｑ２７、Sb－９５のＮ

２６～２８、Ｏ２７に分布し、両者の分布域は異なる。接合３２９４の個体Ａは散漫な分布で、接合３２９５は最初

の剥片がＮ２６・２７区に、それ以降の剥片はＮ２８、Ｏ２７区にまとまって分布し、個体ＡはＯ２８、Ｑ２７区

に散漫に分布する。

接合資料５７４９（図Ⅲ－３６７、図版２５０－４）

素材 ３点（３個体）が接合し、重量は２１．７g、大きさは６．６×３．６×１．０cmである。原石形状・搬入

形態は不明である。

剥離工程 反りのある剥片を素材として、側縁調整が背面両側縁に施された後、素材打面側の端部背

面にノッチ状に作出された打面から左側縁に沿って削片が剥離される（段階１）。次に、下端部両面

に加工が施され、左側縁下部のノッチ状の加工から下端部に腹面側に傾く削片剥離が行われた後、下

端から右側縁に削片剥離が行われる（段階２）。

分布 Sb－９５のＪ２９、Ｌ２８区に分布し、削片はＬ２８区に、彫器はやや離れてＪ２９区に分布する。

母岩別資料７３４・接合資料３３２４・３３２６（図Ⅲ－３６８、図版２５０－５・６）

母岩別資料は接合３３２４・３３２６の他、接合３３２５、剥片７点で構成され、総点数２８点、総重量１，１２９．７g

である。

素材 接合３３２４は１４点（９個体）が接合し、重量は７１０．８g、接合３３２４に含まれる個体Ｂの大きさは

６．１×５．４×１．９cmである。接合３３２６は２点（２個体）が接合し、重量は４２．０g、大きさは７．３×４．３×

１．５cmである。平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材で、原石ないし原石に近い形状で搬入

されている。

剥離工程 本母岩は、原石段階で石核調整を行わずに単剥離打面から簡単な頭部調整を伴って粗い石

刃が剥離される。接合３３２４は粗い石刃剥離の接合資料で、縦長剥片２点（個体Ａ・Ｂ）が加工される。

個体Ａは非掲載であるが、先端部が２度の粗い加工で尖頭状に整形される。個体Ｂは打面部・中央部・

先端部に３分割された後、中央部の四角形の破片が利用される。削片剥離は、四辺で頻繁に打面・作

業面を入れ替えて行われ、①下縁から右側縁に行われた後、下縁・左側縁では、②右側縁から下縁→

③左側縁から下縁（１５８）→④下縁から左側縁→⑤上縁から左側縁、の順に、右側縁・上縁では、⑥

上縁から右側縁→⑦右側縁から上縁、の順に行われ、⑤上縁から左側縁の剥離は⑦右側縁から上縁の

剥離に切られる。

接合３３２６は末端部がヒンジの幅広剥片で、背面から打面部への粗い加工後、素材打面側である左肩

で削片（図版２５０－６－４１８）が剥離される。さらにその剥離面を打面として剥片の先端側である右側

縁で削片が剥離されている。最初の削片剥離後、彫器の左側縁が加工される。

２ 遺構と遺物
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分布 Sb－９５のＪ２６、Ｌ２５、Ｍ２６、Ｎ２７・２８、Ｏ２６・２７、Ｐ２５、Ｑ２４区に分布する。全体に散漫な

分布であるが、大きく①Ｊ２６、Ｌ２５区、②Ｎ２７・２８、Ｏ２６・２７、Ｐ２５、Ｑ２４区に分けられ、彫器類は

②に分布する。

母岩別資料９４４・接合資料４０９３（図Ⅲ－３６８、図版２５０－７）

母岩別資料は接合４０９３の他、接合５６８６２、削片１点、剥片２点で構成され、総点数９点、総重量２６．３g

である。

素材 ４点（４個体）が接合し、重量は１７．１g、大きさは５．３×２．５×１．８cmである。原石形状は不明、

安山岩製で、剥片で搬入される。

剥離工程 角柱状の素材の上端部から左側縁での削片剥離後、その剥離面を打面として右側縁で削片

が剥離される（段階１）。中央で折損（段階２）後、下部破片は折れ面から右側面への剥離、正面か

ら右側面への剥離（段階３）が行われる。

分布 全て一括遺物で Sb－９５のＬ２７区に分布する。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料７８５・接合資料３５０６（図版２５１・２５２－１）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた黒曜石

２（なし肌）の亜角礫を素材として、長さ２６cmの原石の形状で搬入される。両面への、縁辺部調整

のない打面の大きい粗い加工（一部縦方向の剥離を含む）の後、打面の小さい中央の稜線を越える平

坦剥離が行われ、最後は側縁からの加工で本体が折損し、遺棄される。本体である尖頭器Ⅲ類の７に

作出される基部は、最終段階に作出されたものではなく、平坦剥離段階の当初より形成される。最初

の粗加工段階で剥離された厚手の剥片（個体Ａ）は、複剥離打面から背面側で剥離が行われ、石核３２９

が残される。分布は Sb－９５の①Ｊ３０区周辺、②Ｍ２７区周辺、③Ｏ２８区周辺に分けられ、①には個体

Ａとその周辺の剥片が、②には粗加工段階のより大型の剥片と平坦剥離段階の後半と尖頭器本体が、

③にはそれ以外の剥片が分布する。整理すると、粗加工と平坦剥離の前半が③に、それから抜き出さ

れた大型剥片が①②に分布し、①では剥片を素材とした剥離が行われる。また、平坦剥離の後半段階

は②に分布する。

母岩別資料１０５４・接合資料４３８７（図版２５２－２）は、平坦な面が残り、角の潰れた茶色の混じる黒

曜石２（なし肌）の亜角礫を素材として、長さ２５cm程度の粗割りされた状態で搬入される。平坦な

裏面からやや粗い剥離により整形された後、打面の小さい平坦剥離が行われ、長さ２０cm程度の尖頭

器で搬出される。また、初期の段階で剥離された厚手の剥片は尖頭器Ⅲ類の２０に加工されるが、加工

は素材打面側には舌部の作出が、先端側には素材先端部の反りの除去が行われる。その工程は、両面

調整によって徐々に器体の整形が行われ、最後に舌部が作出されるものではなく、舌部と先端部の加

工がそれぞれ独立して行われる。分布は Sb－９３と９６に分けられ、Sb－９６には前半のやや粗い剥離段

階が、Sb－９３には後半の平坦剥離段階が分布し、尖頭器２０はその剥離が帰属する段階と同じく Sb－

９６に分布する。

母岩別資料７５４・接合資料３４１８・３４１７（図版２５３・２５４）は、石核素材の尖頭器調整剥片の接合資料

で表裏の関係にあたる。平滑な原礫面を持ち、角の潰れた亜角礫素材で、長さ３６cmの右側縁が粗割

りされた状態で搬入される。最初から縁辺近くを打撃する平坦加工が行われ、断面形は凸レンズ状で

ある。同様な加工が継続し、３３cmの比較的薄い尖頭器が搬出される。図版２５３－１９は尖頭器Ⅲ類の

折損品で、接合３４１８の右側縁からの剥離で得られた幅広の剥片を素材として、基部の左側縁が内湾す

るように、右側縁が直線的に、それぞれ背面・腹面に錯向状の加工が行われる。Sb－９５南半部に分
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布し、長径２０mの広い範囲に散漫に分布する。

母岩別資料７９６・接合資料３５３１（図版接２５５）は、原石形状は不明で、両面とも粗い平坦剥離によっ

て加工された長さ２７cm程度の尖頭器で搬入される。遺跡内では当初より縁辺部を打撃する打面の小

さい平坦剥離が裏面を中心に行われるが、裏面は平坦であるため剥離が波打ち、器面に凹凸が見られ

る。後半は正面で加工が行われ、正面上部での右側縁からの加工によって上部の欠損が起こるが、両

者とも尖頭器の調整が継続され、上部破片・下部破片はそれぞれ１５・２０cm程度の尖頭器として搬出

される。分布は① Sb－９３（Ｍ２６区周辺）② Sb－９５（Ｐ２８区周辺）に分けられ、①には前半の一部と

後半部分が、②には一部を除く前半部分が分布する。

母岩別資料８６１・接合資料３８０７（図版２５６－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、正面側が凸状

の長さ２８cmの大型尖頭器で搬入される。両面で左右から打面の小さい平坦剥離が行われるが、右側

縁上部に残る原礫面を除去できずに中央で折損し、遺棄されている。Sb－９０・９２・９３・９５の広い範

囲に散漫に分布し、段階による明瞭な偏りは見られない。

母岩別資料８１２・接合資料３６００（図版２５６－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、原礫面を持つ

同一母岩資料が多く含まれることから長さ３０cm弱の原石ないし原石に近い状態で搬入される。両面

へ左右からの加工によって、徐々に形態が整えられ、最後に左側面から正面への加工で折損し、本体

は遺棄される。Sb－９５北東部（Ｌ２９区周辺）に分布し、その密度は高い。

母岩別資料８５３・接合資料３７６３（図版２５７上）は、原石形状は不明で、長さ２１cmの両面調整の尖頭

器で搬入される。主に正面下半部で加工が行われるが、反対側縁を取り込む剥離によって大きく下端

部を欠損し、遺棄される。Sb－９３（Ｐ２８・２９区）にやや高密度にまとまって分布し、尖頭器の上端

部のみＱ２７区に分布する。

母岩別資料７８７・接合資料３５１３（図版２５７下）は、風化によりややザラついた平坦な原礫面を持ち、

角が少し潰れた黒曜石２（なし肌）の亜角礫を素材として長さ２８cmの原石で搬入される。正面での

粗い剥離で厚みを減少させた後、平坦剥離が行われ、本体は２０cm程度の尖頭器で搬出される。Sb－

９３の長径２２mの範囲に帯状に分布するが、段階による偏りは見られない。また、分布の主体を占め

るＰ２８区は高密度である。

母岩別資料８１１・接合資料３５９６（図版２５８）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ３０cmの原石

で搬入される。原礫面を打面とした左側面から裏面への剥離の後、その面を打面として正面で加工が

行われる。その後、表面が滑らかに凸レンズ状に変化すると縁辺部調整を伴う打面の小さい加工が行

われ、本体は２５cm程度の尖頭器で搬出される。ほとんどが Sb－９５のＬ２８・２９区に、高密度に分布し、

その他の遺物もその周辺に分布する。

母岩別資料９０７・接合資料３９６９（図版２５９）は、風化によりザラついた平坦面を持ち、角がやや潰れ

た亜角礫を素材として、正面形が卵形に近い長さ２６cmの原石で搬入される。左側面から裏面の上下

を中心に表面がなだらかになるように瘤を除去するような粗い加工が行われた後、正面左・上方から

の剥離、裏面右からの剥離によって概ね原型が作られる。その後は両側縁から両面への打面の小さい

平坦剥離による加工が行われ、器面が滑らかに変化している。本体は、２２cm程度の尖頭器で搬出さ

れる。Sb－９３の長径１４mの範囲に帯状に分布するが、段階による偏りは見られない。また、分布の

主体を占めるＰ２８区は高密度である。

母岩別資料９４１・接合資料４０８８（図版２６０上）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、３０cmを

超える原石ないし原石に近い形状で搬入される。正面左右からの粗い剥離の後、上端が折損する。そ

の後、中央の稜を越える打面の小さい幅広の平坦剥離が行われ、長さ２０cm程度の尖頭器で搬出され
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る。後半の尖頭器調整剥片素材の削器４２２は、背面縁辺に細かい加工が施される。Sb－９３の長径１７m

の範囲に帯状に分布するが、分布の濃淡は明瞭ではなく、段階による偏りも見られない。

母岩別資料６８１・接合資料３１５２（図版２６０下）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった厚みのある転

礫素材で、長さ２３cmの原石ないし原石に近い形状で搬入される。最初は、右側面から正面・裏面へ

の交互剥離、上面・正面から左側面への剥離によって、左側面・正面・裏面の３面で構成される断面

三角形の形状になる。その後、それらの角から横方向の剥離を行いながら、長軸方向の剥離によって

厚みを減少させ、扁平な形状に変化した段階で、縁辺部調整のある打面の小さい横方向の剥離が行わ

れ、それによって尖頭器の表面は滑らかに整形され、最終的に１５cm程度の尖頭器で搬出される。本

接合資料には、図示していないが、背面が原礫面で覆われた初期の剥片を素材とした彫器Ⅲ類が接合

している。厚手の剥片の折れ面を打面として側縁で削片剥離が行われるが、最後の削片剥離の際には

腹面から折れ面へ急角度の彫刀面打面が作出される。また、最終の削片剥離後、削片剥離面から背面

に連続した加工が施される。分布は、Sb－９３のＬ３０区を中心に高密度に分布し、隣接する Sb－９０に

も広がるが、それらは一つのまとまりとして認められ、段階・個体による偏りは見られない。

母岩別資料９４０・接合資料４０８７（図版２６１）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、長

さ２１cmの原石の状態で搬入される。横方向の比較的粗い加工の後、横方向の剥離と同様に、縦方向

の剥離が行われ、厚みを減少させた後、横方向の平坦剥離によって整形される。本体は１１cm程度の

小型の両面調整体で搬出される。本接合資料では、縦方向の剥離ないしその段階の縦長剥片・剥片を

素材として、両面調整石器１点、彫器１点が製作される。両面調整石器（７６）は本体の下端部を取り

込んだ縦長剥片素材で反りのある先端部の主に腹面に加工が施される。彫器はⅢ類で、図示していな

いが、厚手の剥片を素材として縁辺に加工が見られ、中央から放射状の折損後、折れ面から削片剥離、

さらに急角度の腹面加工により尖頭状に整形されている。１点を除き Sb－９５の長径１８mの範囲に帯

状に散漫に分布するが、段階による偏りは見られない。１点は彫器削片で、それらから８m離れて

分布する。

母岩別資料９３８・接合資料４０７７（図版２６２－１）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、

長さ２３cmの原石の状態で搬入される。縦方向の剥離を含む粗い加工の後に、横方向の打面の小さい

平坦剥離が行われ、１７cm程度の尖頭器で搬出される。分布は Sb－９５のＬ・Ｍ２７区を中心にまとまり、

段階による偏りは見られない。

母岩別資料７６１・接合資料３４４６（図版２６２－２）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材で、

長さ１９cmの原石の状態で搬入される。最初に行われた裏面右からの剥離の際に、節理面を境に裏面

左側が大きく剥落し、裏面が平坦に変化する。次に、正面で縦方向の剥離を含む粗い加工が主体的に

行われ、裏面では縦方向の剥離が行われ、器体が薄くなる。次に、打面の小さい横方向の平坦剥離が

行われ、器面がさらに薄く、滑らかに整形され、本体は１４cm程度の薄手の尖頭器で搬出される。

本母岩では錐形石器１点が製作され、縦方向に剥離された縦長剥片１点を素材として縦長剥片剥離

が行われる。錐形石器は図示していないが、剥片の端部に連続する２回のノッチによってその中間部

に突出部が作出される。縦長剥片剥離を行った素材の縦長剥片は、先端部が反って肥厚する形状で、

その末端部を打面として側縁で縦長剥片剥離が行われ、途中で打面再生、１８０度の打面転移が行われ

る。その石核が４８５であるが、作業面にヒンジによる段差が生じ、遺棄されている。ほとんどが Sb－

９５の長径２５mの広い範囲に帯状に分布し、主体を占めるＱ２５区周辺は高密度である一方、それ以外

は非常に散漫である。分布には段階・個体による明確な偏りは見られない。

母岩別資料７６８・接合資料３４７９（図版２６３上）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、
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長さ２５cmの一部粗い加工のある状態で搬入される。裏面で縦方向の剥離を含む少量の剥離と正面を

中心とした粗い加工が行われた後、打面の小さい平坦剥離が行われる。本体は途中下端部を欠損した

ためやや短くなり、長さ１８cm程度の尖頭器で搬出される。全て Sb－９５の長径２２mの広い範囲に帯状

に分布し、Ｐ２５区周辺にやや集中が見られるが、段階による分布の偏りは見られない。

母岩別資料７８４・接合資料３５０２（図版２６３下）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった黒曜石２（な

し肌）の転礫素材で、長さ１８cm程度の粗い剥離の両面調整体で搬入される。打面の大きいやや粗い

平坦剥離の後、打面の小さい平坦剥離が行われ、１６cm程度の器面が滑らかに変化した尖頭器で搬出

される。加工は両面で行われるが、主に断面凸状の正面側での頻度が高い。Sb－９３のＫ３０区を中心

に高密度に分布し、一部北東方向に広がるが、段階による偏りは見られない。

母岩別資料７５９・接合資料３４３５（図版２６４－１）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった長さ２０cm

の角柱状の転礫素材で、原石の状態で搬入される。最初は正面から上下端部への剥離で作出された打

面から正面で縦長剥片が剥離される。次にその剥離面を打面として左右側面で上下を中心に粗い加工

が行われ、尖頭器の原形が製作される。さらに、打面の小さい左右からの平坦剥離によって薄く仕上

げられるが、その段階で先端部（２７）が欠損している。本体下部は出土しておらず、搬出された可能

性がある。Sb－９３の長径１９mの広い範囲に帯状に分布し、Ｐ２８区周辺は高密度、それ以外は散漫な

分布である。段階による分布の偏りは見られない。

母岩別資料７０７・接合資料３２３６（図版２６４－２）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった長さ１４cm

程度の黒曜石２（なし肌）の転礫素材で原石の状態で搬入される。裏面を中心とした原礫面打面から

の粗い加工後、やや粗い加工が両面で行われ、打面の小さい平坦剥離は、最終段階のみ見られる。本

体は、９cm程度の小型の尖頭器で搬出される。Sb－９３のＭ２９・３０、Ｎ２９区にやや高密度に分布し、

北東方向に散漫に広がるが、段階による分布の偏りは見られない。

母岩別資料９３５・接合資料４０６４（図版２６５）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった長さ２６cm程度

の転礫素材で、右側面に裏面からの粗い剥離面があり、正面・裏面・右側面で構成される断面三角形

の状態で搬入される。前半は、主に頭部調整・打面調整を伴う縦方向の剥離が、左側縁上部から正面

と裏面で交互に行われ、器体が薄くなっている。その後、正面右側で上下から頭部調整を伴う縦方向

の剥離が行われる。本体は長さ１７cm程度の両面調整体で搬出される。横方向の剥離が少ないが、推

定される石核が正面・裏面の２面で構成されることから尖頭器製作を目的としていたと思われる。本

接合資料では縦方向で剥離された厚手の剥片２点が削器（２２９・２３０）に加工される。２２９は折損した

縦長剥片素材で、折損後、左側縁の折れ面付近を斜めに裁ち切るように粗い平坦剥離が行われ、２３０

は先端が尖る幅広の斜軸の剥片素材で、左側縁に粗い平坦な加工が施される。Sb－９３の長径２８mの

広い範囲に帯状に分布し、Ｐ２８区周辺がやや多いものの分布の濃淡は明瞭ではなく、段階による偏り

も見られない。また、削器２３０のみやや離れたＫ３０区に分布する。

母岩別資料９３２・接合資料４０５５（図版２６６）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ２５cm

程度の原石ないしそれに近い状態で搬入される。前半では主に上部から正面・裏面に、一部下部から

左右側面に交互剥離が行われ、厚みが減少する。この段階では一部頭部調整・打面調整が見られ、縦

長剥片も剥離される。最後には上下左右から多方向の剥離が行われる。剥離目的・目的剥片等は不明

である。分布の集中域は①Ｏ２７区周辺と②Ｍ２７区周辺の２か所あり、②の北東部の広い範囲にも散漫

な分布が見られる。前半の遺物は②に、前半の一部（これらに剥離の連続性はない）、後半の多方向

の剥離による遺物は①に分布する。

母岩別資料７９７・接合資料３５４０（図版２６７）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ３０cm
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の原石の状態で搬入される。両側面、上部両面での石核調整後、右側面から上部への剥離で石核は二

分される。下部の石核は上面・裏面・左側面の石核調整後、上設打面から打面調整を伴って縦長剥片

が剥離され、最後は正面・裏面で多方向の剥離によって、１５cm程度の尖頭器に加工され、搬出され

る。上部の破片は両面で粗い加工の後、打面の小さい平坦剥離が行われ、１５cm程度の表面が滑らか

な尖頭器で搬出される。全体では、Sb－９５のＩ３０区からＬ２７区にかけて連続した分布であるが、上

部破片素材の調整剥片とそれ以外では約半分は重複するものの１グリッド分程度ずれて分布する。

母岩別資料６６５・接合資料３１１０（図版２６８－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ２２cm

の粗い剥離が行われた状態で搬入される。粗い剥離の後、縁辺部調整のあるやや大きい打面の平坦剥

離が行われ、最後は縁辺部調整のある小さい打面の平坦剥離の加工により、尖頭器本体の表面は滑ら

かに整形される。加工は主に、正面側で行われる。本体は欠落し、２０cm程度の尖頭器で搬出される。

全て Sb－９１のＩ３４区に高密度に分布し、一つの集中域を形成している。

母岩別資料９２５・接合資料４０４２（図版２６８－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１９cm、

下面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。正面から上面への剥離で作出された打面から正面で頭

部調整を伴って石刃が剥離される。石刃剥離の途中、作業面下部の稜調整が行われ、石刃剥離は末端

部形状がヒンジになる石刃が連続して剥離され、作業面に段差が生じた段階で終了する。石刃は１０cm

程度のものが剥離され、後半の石刃が欠落し、搬出される。また、厚手の打面作出剥片を素材として

舟底形石器が製作される。加工は主に甲板面である腹面から行われ、最後に下縁から加工が施される。

Ｐ２９区周辺に比較的高密度に分布し、段階・個体による分布の偏りは見られない。

母岩別資料９１６・接合資料４００１（図版２６９上）は、平滑な原礫面を持ち、角がやや潰れた角礫素材で、

長さ１８cm程度の原石の状態で搬入される。正面から上面への厚手の剥片剥離によって作出された上

設打面から頭部調整を伴って石刃が剥離される。石刃は９cm程度のものが剥離され、ほとんどが欠

落し、搬出されている。また、打面作出剥片を素材として、２点の舟底形石器が製作され、両者とも

甲板面である素材腹面からのみ加工が行われ、搬出される。Ｐ２８区周辺にまとまって分布し、舟底形

石器調整剥片はやや散漫に、それ以外は高密度に分布する。

母岩別資料９２４・接合資料４０３９（図版２６９下）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、１４cm以上の原

石ないし原石に近い形状で搬入される。中央で２個体に分割された後、一つはその分割面を打面とし

て、もう一つは上面に作出された単剥離打面から、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。両者とも７

～９cm程度の石刃が剥離され、その多くは欠落し、搬出される。また、厚手の打面作出剥片を素材

として、舟底形石器が製作される。加工は甲板面である腹面からのみ、片側面での連続した加工を単

位として左側面、右側面、左側面の順で行われ、順調に進行する。本体は欠落し、搬出される。全て

Ｐ２８区の狭い範囲に、非常に高密度に分布している。

母岩別資料８１８・接合資料３６２４（図版２７０－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２０cmの

原石の状態で搬入される。正面から上面への剥離で作出された打面から正面で頭部調整を伴う石刃剥

離が行われた後、左側面・下面・裏面で粗い剥離が行われる。その後、下面を打面として裏面で頭部

調整を伴う石刃剥離が行われる。７～９cmの石刃が剥離され、そのほとんどが欠落し、搬出される。

本接合資料では打面作出剥片や厚手の石核調整剥片を素材として舟底形石器５点が製作される。加工

は全て甲板面である腹面から行われ、欠損した２点（４３９と非掲載の二次加工ある剥片１点）を除い

て本体は欠落し、搬出される。Sb－９５のＬ２６区周辺にまとまって分布し、段階・個体による分布の

偏りは見られない。

母岩別資料７９９・接合資料３５４５（図版２７０－２）は、風化によりややザラついた平坦面を持ち、角が
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潰れた亜角礫を素材として、長さ１３cmの原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面から上面へ

の剥離による上設打面作出後、正面で下面から剥離が行われ、その後、上設打面から正面で頭部調整

を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は７～１０cmで、中間段階で剥離されたものが欠落し、

搬出される。また、上設打面作出剥片を素材として甲板面である腹面からのみの加工で舟底形石器が

製作され、搬出される。分布は Sb－８９（Ｒ３０区）と Sb－９３（Ｏ３０区周辺）に分けられ、Sb－９３には

前半～後半途中までの剥片・石刃が、Sb－８９には最終段階の石刃・石刃核が分布していることから

最終段階で Sb－８９に持ち込まれたと思われる。

母岩別資料８２４・接合資料３６４６（図版２７１－１）は、風化によりザラついた平坦面を持ち、角がやや

潰れた角礫を素材として、長さ１４cm程度の原石の状態で搬入される。裏面で上下から粗い剥離が行

われた後、正面から上面への剥離で上設打面が作出され、正面で頭部調整を伴って石刃が剥離される。

その後、左側面から裏面への粗い剥離の後、その剥離面を打面として（石刃核裏面を甲板面として）

石刃核両側面で加工が行われ、舟底形石器に整形されるが、本体である２５１は遺棄される。舟底形石

器は石核素材以外に３点製作され、各段階の厚手の剥片が利用される。それらは甲板面である腹面か

ら加工が行われ、本体は欠落し、搬出されている。剥離される石刃は７～１０cmで、一部は欠落して

いる。先端部に反りのある石刃素材の削器２１３は両側縁に細かい加工が施される。Sb－９３の２１×９m

の広い範囲に散漫に分布し、舟底形石器調整剥片はＯ３０区周辺に分布する傾向があるが、その他の遺

物はＯ３０区以外に多く、より散漫に分布する。

母岩別資料８７０・接合資料３８３５（図版２７１－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１４cmの

上面に粗い剥離のある状態で搬入される。左側面からの剥離で作出された上設打面から正面で頭部調

整を伴って石刃が剥離され、その後、打面転移が行われ、左側面から作出された下設打面から正面で

頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は７～１０cmで、最終段階を除く石刃が欠落し

ている。全てＰ２８区周辺に分布する。

母岩別資料８３５・接合資料３６７６（図版２７２－１）は、平滑な原礫面を持つ扁平な角礫素材で、１８cm

程度の原石ないし原石に近い形状で搬入される。最初は、小口面である正面で打面再生を繰り返しな

がら石刃が剥離される。その後、正面から下面への剥離によって下設打面が作出され、正面で頭部調

整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃の長さは、前半は１４cm程度、後半は９cm程度で、

両者とも多くが欠落している。本接合資料では舟底形石器２点が製作され、１点は最初に上設打面か

ら剥離された断面三角形の縦長剥片素材で、甲板面である腹面から加工されるが、折損し、本体４４４

は遺棄される。もう１点は下設打面作出剥片素材で甲板面である腹面から加工されるが、同様に本体

２５６は遺棄されている。全て Sb－９３のＰ２７・２８区周辺にやや高密度に分布している。

母岩別資料８８４・接合資料３８７６（図版２７２－２）は、平滑な原礫面を持つ扁平な角礫素材で、１７cm

程度の原石ないし原石に近い形状で搬入される。上面から裏面への剥離、上面から正面への剥離の後、

裏面から上面への剥離、正面から上面への剥離が行われる。その後、上面から正面への剥離が行われ、

裏面を打面として正面下部で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。本接合資料では、上面・左右側面

の小口面で剥離された厚手の縦長剥片を素材として舟底形石器３点が製作される。裏面で剥離された

個体Ａは下縁からの加工を挟みながら主に甲板面である腹面から加工が行われ、正面で剥離された個

体Ｂは甲板面である腹面から加工が行われ、上面で剥離された個体Ｃは背面を甲板面に設定し、背面

から加工が行われる。個体Ｂ（２５７）を除いて本体は欠落している。石刃は長さ９cm程度のものが

剥離されるが、その頻度は少ない。Sb－９３・９５にまたがる２０×１０mの広い範囲に散漫に分布し、分

布差は明確ではないが、個体Ａ～ＣはＯ２８区周辺に、それ以外はＯ２７区周辺に偏る傾向がある。
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母岩別資料９００・接合資料３９５０（図版２７３－１）は、平滑な原礫面を持ち、角がやや潰れた亜角礫素

材で、長さ１５cmの上面・裏面に剥離面のある状態で搬入される。裏面から下面への剥離の後、上面

から正面へ剥離が行われるが、最初は頭部調整の無い粗い剥離で、途中から頭部調整を伴う石刃剥離

が行われる。剥離される石刃は８cm程度で、約半分が欠落し、２点（１８９・１８０）が掻器に加工され

ている。１８９は、先端部に反りがあり、平面形は撥形に先端部が広がる幅広の石刃（長さ６．５cm幅３．２

cm）素材で、両側縁に細かい加工が施され、先端部に弧状の刃部が作出される。１８９自体は長さ４．３cm

で、その末端部は素材の反りが始まる変曲点付近に位置する。１８０は長さ８cm程度の先端部にやや

反りのある石刃素材で、両側縁に細かい加工が施され、先端部に弧状の刃部が作出される。１８０自体

は長さ６．６cmで、１８９と異なり、先端部に反りが残る。掻器の他には、最初に正面・下面で剥離され

た厚手の剥片を素材として舟底形石器２点が製作され、それらは甲板面である腹面から加工され、本

体は欠落している。Sb－９３・９５にまたがる１６×７mの範囲に散漫に分布し、段階・個体による偏り

は見られないが、掻器は２点ともＯ２７区に近接して分布する。

母岩別資料８２５・接合資料３６５５（図版２７３－２）は、平滑な原礫面を持ち、角がやや潰れた亜角礫素

材で、長さ１３cmの原石ないし原石に近い状態で搬入される。下面から裏面への剥離、裏面から下面

への剥離後、正面からの剥離で作出された上設打面から正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。

石刃剥離の途中では作業面下部調整が見られる。剥離される石刃は長さ１０～１２cmで、一部欠落して

いる。本母岩では舟底形石器１点（個体Ａ）が製作される。個体Ａは、裏面で剥離された厚手の剥片

を素材として甲板面である腹面から加工が行われ、本体は欠落し、搬出される。全て Sb－９３のＯ３０

区周辺にまとまって分布する。

母岩別資料８６９・接合資料３８３１（図版２７３－３）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、搬入形態は不

明である。上設の平坦打面から頭部調整を伴う石刃剥離が行われ、全体的には直線的で、先端に若干

反りのある、長さ１１cm程度の石刃が剥離される。掻器１９０は先端部に反りのある石刃素材で、基部

両側縁に細かい加工が施され、先端部に直線的な刃部が作出され、石器本体にも反りが残る。Sb－

９３の１２×３mの範囲に非常に散漫に分布する。

母岩別資料９０１・接合資料３９５１（図版２７４－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１２cmの

原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面から右側面下部への剥離の後、正面からの剥離で上設

打面が作出され、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は９cm程度で一部欠

落する。全て Sb－９３のＰ２８・２９周辺にまとまって分布する。

母岩別資料８９７・接合資料３９３４（図版２７４－２）は、平滑な原礫面を持ち、一部角が潰れる角礫素材

で、長さ１９cmの原石で搬入される。上部から裏面への厚手の剥片剥離後、その剥離面を打面として

正面で剥離が行われ、さらに、上面左側面からの剥離で単剥離打面が作出される。正面から下面への

剥離、右側面から正面への剥離後、上設打面から頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石

刃は７cm程度でほとんどが欠落し、搬出される。最初に裏面で剥離された厚手の剥片（個体Ａ）、

打面作出剥片（個体Ｂ）は、甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に加工され、本体は欠落して

いる。分布は Sb－９３の①Ｐ２８区周辺、②Ｏ３０区周辺に分けられ、①には個体Ａ・Ｂを含む前半部分

が、②には後半部分が分布する。

母岩別資料８６５・接合資料３８１５（図版２７４－３）は、平滑な原礫面を持ち、一部角が潰れる角礫素材

で、長さ１５cm程度の原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面から裏面への剥離後、左側面か

ら長軸方向の剥離で打面が作出され、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は長さ６

～１０cmで、そのほとんどが欠落している。打面作出剥片（個体Ａ）は舟底形石器に加工されるが、
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加工は主に甲板面である腹面から両側面に行われ、途中及び最終段階で下縁からの加工が見られる。

本体は途中、中央で折損するが、両個体とも再加工が行われ、一方（２６６）が遺棄され、もう一方は

搬出される。分布は主に Sb－９３のＰ２８区周辺にまとまっているが、やや離れたＮ３０区には舟底形石

器２６６が、Ｏ３０区には最終段階の石刃と石刃核が分布する。

母岩別資料８５５・接合資料３７６８（図版２７５）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材で、長

さ１８cm程度の原石で搬入される。原石（５４５）は、縦方向の打撃によって、個体Ａ（５４６）、個体Ｂ

（５４７）に分割される。

個体Ａは、右側面から上面への剥離、下面から裏面への剥離、左側面から上面への剥離後、分割面

である裏面を打面として左側面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。その後、１８０度の打面転移に

よって、正面から左側面への剥離が行われる。最後は石核（個体 c）の作業面を甲板面に設定し、両

側面への加工で舟底形石器が製作される。舟底形石器は、その他に初期の厚手の剥片（個体ａ・ｂ）

を素材として甲板面である腹面からの加工で製作されるが、個体ａ～cの本体は全て欠落し、搬出さ

れる。剥離される石刃は長さ９cm程度で、その剥離頻度は低い。

個体Ｂは、左側縁上部から右側縁上部への剥離、下部から右側縁への剥離によって個体ｄ～ｆに分

割され、舟底形石器に加工される。剥片素材の個体ｄ・ｅは腹面を、石核素材の個体 fは作業面を甲

板面に設定し、加工は甲板面からのみ行われ、本体は全て欠落し、搬出される。分布は① Sb－９３の

Ｐ２８区周辺と② Sb－９３のＯ３０区を中心として Sb－９２のＭ３２区にまたがる範囲、に分けられ、個体Ａ・

Ｂにかかわらず、①には一次剥離の剥片が、②には舟底形石器調整剥片が分布する。①で一次剥離が

行われ、②で二次剥離が行われたと思われる。

母岩別資料８４７・接合資料３７３２（図版２７６－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１６cmの

原石の状態で搬入される。石核調整を行わずに原礫面を打面として正面・左右側面で頭部調整を伴う

石刃剥離が行われるが、ほとんどの末端部がヒンジ・ウートラパッセになり、良形の石刃は剥離され

ていない。全て Sb－９５のＭ・Ｎ２７区周辺にまとまって分布している。

母岩別資料７４１・接合資料３３６２（図版２７６－２～２７８）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、

長さ２３cmの正面に１枚の剥離面がある状態（５５０）で搬入される。正面から上面への剥離で作出さ

れた上設打面から、裏面・左右側面の張り出した角を中心に打面調整の無い打面の大きい剥離によっ

て石核調整が行われた後、石核調整を挟みながら全周（主に正面・裏面）で頭部調整を伴う石刃剥離

が行われる。剥離される石刃は、最初は１０cm程度であるが、全周で石刃が剥離されるため、石刃核

が円錐形になり、石刃剥離の進行に伴い、石刃核高が減少し、剥離される石刃長も短くなる。最終的

に石刃長は６cm程度に減少する。石刃は主に正面・裏面で剥離されたものが欠落し、搬出されてい

る。これらの状況は打面作出剥片を外した状態の５５１上面を見ると分かりやすい。

本接合資料では大型の打面作出剥片である個体Ａを素材として石刃剥離が行われ、石刃を素材とし

て彫器１１１が製作される。個体Ａ（５４９）は下面の石核調整・上面の打面作出後、右側面で頭部調整を

伴う石刃剥離が行われる。７cm程度の石刃が剥離され、一部欠落している。彫器Ⅰ類の１１１は長さ

１０．５cm幅３．２cmの直線的で反りの無い石刃素材で、彫刀面打面・彫刀面付近のみ加工が行われ、素

材先端側に彫刀面が作出される。素材端部から彫刀面の距離は９mmで、彫刀面再生はほとんど行わ

れなかったと考えられる。Sb－９３のＰ２７・２８、Ｑ２６・２７、Ｒ２６区周辺に連続して分布し、特にＲ２６

区は高密度な分布である。個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料７７２・接合資料３４８８（図版２７９－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、右側面

に１枚の大型剥離面がある、長さ２１cmの扁平な形状で搬入される。縁辺に沿った下面から裏面への
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石核調整、正面から上面への打面作出の後、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われ、最後にヒンジ

による作業面の段差を除去する調整が施されるが、それらを除去できずに剥離は終了する。剥離され

る石刃は１１cm程度で後半の一部が欠落する。分布は Sb－９３のＱ２６区周辺とＰ２７区周辺に分かれる

が、内容の違いは見られない。

母岩別資料７７９・接合資料３４９７（図版２７９－２）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ１８

cm、裏面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。正面と上面の粗い交互剥離による石核調整後、

正面からの剥離で作出された下設打面から正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石

刃は長さ９cm程度で、ほとんどが遺棄されている。Sb－９３の南西部に位置し、１２mの範囲でやや散

漫に分布するが、段階・内容による偏りは見られない。

母岩別資料７７６・接合資料３４９４（図版２８０上）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ１６cm、

上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。上面から正面への剥離の後、正面から上面への剥離が

行われ、その剥離面を打面として正面で頭部調整を伴う剥離が行われるが、石刃剥離には至っていな

い。次に、上面から裏面への剥離によって打面が作出され、主に正面で頭部調整を伴って石刃が剥離

される。剥離される石刃は長さ８～１０cmで、長い石刃が欠落している。Sb－９３の南西部に位置し、

２１mの範囲でやや散漫に分布するが、段階・内容による偏りは見られない。

母岩別資料７７１・接合資料３４８７（図版２８０下）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ１４cm

程度の原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面から正面への剥離の後、正面から上面への剥離

で打面が作出され、正面で頭部調整を伴って石刃が剥離される。剥離される石刃は長さ９cm程度で、

その多くは欠落している。最後に剥離された末端部がヒンジで側面形が直線的な石刃は、右側縁の背

面・左側縁の腹面に細かい加工が行われ、削器４１９が製作される。また、初期の厚手の剥片・打面作

出剥片は、甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に加工され、本体は欠落し、搬出される。分布

は Sb－９３の①Ｏ３０区周辺と②Ｎ２９～Ｐ２７区の範囲に分けられ、①には個体Ａ・Ｂが分布し、個体Ａ・

Ｂ以外は①・②両方に、特に、削器・石刃核は②に分布する。

母岩別資料６６６・接合資料３１１７（図版２８１－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、１７cm

程度の原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面から下設打面作出後、下面から正面で剥離が行

われる。次に正面から上設打面が作出され、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される

石刃は長さ１０cm程度で、大部分が欠落しているが、調査区の端に位置しているため、搬出されたか

どうかは不明である。全て Sb－９１のＨ３５区周辺にまとまって分布するが、調査区の北側に分布が伸

びる可能性がある。

母岩別資料８３６・接合資料３６７８（図版２８１－２）は、風化によりザラついた平坦面を持ち、角の潰れ

た亜角礫素材で、１３cm程度の原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面から上面・右側面への

粗い剥離の後、正面で上設打面から頭部調整を伴う石刃剥離が行われ、途中から下設の原礫面打面と

交互に打面を転移させながら石刃剥離が進行する。剥離される石刃は長さ９cm程度で、一部欠落す

る。また、初期の厚手の剥片３点（個体Ａ～Ｃ）は甲板面である腹面からの加工により舟底形石器に

整形され、全て本体は欠落し、搬出される。全て Sb－９５のＫ２７、Ｌ２６区周辺に比較的高密度に分布

し、個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料８０５・接合資料３５７８（図版２８２上）は、風化によりザラついた平坦面を持ち、角の潰れた

亜角礫素材で、１４cm程度の原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面から上面、下面から右側

面への粗い剥離の後、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は長さ８cm程度

でほとんどが欠落している。初期の粗い剥離による厚手の剥片４点（個体Ａ～Ｄ）は舟底形石器に加
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工される。個体Ａの加工は連続した剥離が単位となって左右側面で交互に行われる。加工は主に甲板

面である腹面から行われるが、加工が進んだ段階で下縁からの加工が見られ、その後は腹面から行わ

れる。個体Ｂ～Ｃは甲板面である腹面からのみ加工が行われる。舟底形石器４点は全て本体が欠落し、

搬出される。全て Sb－９５のＫ２７、Ｌ２６区周辺に比較的高密度に分布し、個体・段階による偏りは見

られない。

母岩別資料７１１・接合資料３２４０（図版２８２下）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材で、

長さ１４cmの原石の状態で搬入される。正面から上面への剥離によって作出された打面から正面で厚

手の縦長剥片、石刃が剥離され、最後は石刃核の裏面に左右から剥離が行われる。剥離される石刃は

長さ８cm程度で、剥離頻度は低いが、そのほとんどは搬出されている。厚手の打面作出剥片１点（個

体Ａ）・縦長剥片３点（個体Ｂ～Ｃ）は甲板面である腹面からの加工によって舟底形石器に整形され、

本体は２５３が遺棄される個体Ｃを除いて欠落し、搬出されている。Sb－９４のＩ３１、Ｊ３１区に高密度に

分布し、個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料９４２・接合資料４０９１（図版２８３－１）は、一部平坦面が残り、角が潰れて丸くなった転礫

素材で、長さ１７cm程度の原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面から上面への剥離で上設打

面作出後、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は長さ８cm程度のものが主体で、

ほとんどが欠落している。全て Sb－９３に分布するが、厚手の打面作出剥片、石刃核はそれぞれＰ２７、

Ｒ２６区に分布し、それ以外はＯ３０区に分布する。

母岩別資料８４６・接合資料３７３１（図版２８３－２）は、風化によりザラついた平坦面を持ち、角の潰れ

た扁平な亜角礫素材で、長さ１７cmの原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面の縁辺に沿って

作出された打面から小口面である正面で頭部調整を伴って石刃が剥離される。石刃剥離の途中で１度

打面再生が行われる。剥離される石刃は９cm程度で、ほとんどが欠落している。打面再生剥片（個

体Ａ）・厚手の縦長剥片（個体Ｂ）は甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に整形され、両者と

も本体は欠落し、搬出される。Sb－９３のＯ２９～Ｑ２７区の範囲に分布し、段階・個体による偏りは見

られない。

母岩別資料６７１・接合資料３１３４（図版２８３－３）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、

搬入時の大きさは不明、粗い剥離のある状態で搬入される。正面から左側面への剥離、左側面から下

面への剥離、裏面から右側面への剥離後、上設の単剥離打面から頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。

剥離される石刃は８cm程度で約半分が欠落している。全て Sb－９１のＨ３３区周辺にまとまって分布

し、石刃核がややずれて分布する。

母岩別資料７０９・接合資料３２３８（図版２８４・２８５上）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素

材で、長さ１８cm、上面に１枚の剥離がある状態で搬入される。上面から正面への粗い剥離によって

厚手の剥片（個体Ａ）が剥離された後、左側面・下面に石核調整が行われ、上設石刃から頭部調整を

伴って石刃が剥離される。その後、作業面下部に石核調整が行われ、再度、頭部調整を伴う石刃剥離

が行われる。最後に上設打面から打面の大きい大型の剥片が剥離され、その面を甲板面に設定し、甲

板面からの加工で石核素材の舟底形石器（個体Ｃ）が製作される。個体Ｃの本体２５５は、石器下端部

を大きく取り込む側面加工後、遺棄される。剥離される石刃は長さ１０cm程度で、良形の石刃は少な

く、ほとんどが遺棄されている。

厚手の大型剥片である個体Ａ（５６４）は、上面に腹面からの剥離で打面が作出され、厚手の縦長剥

片剥離後、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。最後に打面縁辺から１cm程奥を打撃し、石刃核を

分割し、厚手の剥片（個体ａ）、石核（個体ｂ）の両者で舟底形石器が製作される。個体ａは甲板面
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である腹面からのみ、個体ｂは甲板面に設定された石核作業面からの加工の後、下縁からの加工が行

われる。個体ａは最後に折損し、２７８が遺棄され、個体ｂは完形のまま２６７が遺棄される。

本母岩では、舟底形石器が製作される個体Ｃ・ａ・ｂ以外に、舟底形石器に類似した加工が行われ

るものが３点あり、１点は厚手の石刃（個体Ｂ）を素材とした削器２３４で、残りの２点は、個体Ａの

打面作出剥片素材の二次加工ある剥片２点（非掲載）である。

分布は① Sb－９４のＩ・Ｊ３１区と②その周辺部に分けられ、①には個体に関わらず大部分の遺物が

高密度に分布し、②には石刃類が散漫に分布する。

母岩別資料７３３・接合資料３３２２（図版２８５下）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ１７cm、

おそらく粗い剥離の行われた石核で搬入される。下面から右側面への剥離の後、正面から上面への剥

離、正面で上設打面から打面調整を伴う石刃剥離が行われ、最後に下端部から正面に剥離が行われる。

打面調整が頻繁に行われるため、石刃の長さは１５cm程度から８cm程度まで減少している。本接合

資料では石刃２点が加工されている。１点（４９０）はウートラパッセによって末端部が肥厚した石刃

素材で、厚手の先端部を素材として折れ面から背面側に剥離が行われる。側縁にも剥離痕があり、彫

器Ⅲ類に類似する。もう１点は削器４２０で、右側縁に細かい加工が施される。Sb－９５南西部２５×１０m

の広い範囲に散漫に分布し、Ｏ２６区に分布の中心がある。段階・個体による偏りは見られない。

母岩別資料９１５・接合資料３９９５（図版２８６上）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２３cm、原

石に近い状態で搬入されたと考えられる。上設の単剥離打面から正面への剥離の後、下面・右側面か

ら裏面、右側面から正面への剥離が交互に行われ、再度、正面で上設打面から軽い頭部調整を伴う剥

離が行われる。途中、下設打面が作出されるが、下設打面からの剥離頻度は低い。上設打面からの剥

離では打面の大きい厚手の縦長剥片が剥離される。全て Sb－９３のＯ２８区周辺に分布し、段階による

偏りは見られない。

母岩別資料８７７・接合資料３８５０（図版２８６下・２８７－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ

２０cmの原石ないし原石に近い状態で搬入されている。正面で、上面の原礫面打面、下縁から交互に

剥離が行われた後、左側面で上設打面から厚手の剥片（個体Ａ）が剥離される。次に、下縁から裏面・

正面に交互剥離が行われ、最後は上面から正面へ厚手の縦長剥片剥離後、頭部調整を伴う石刃剥離が

少量行われる。本接合資料では削器１点（個体Ｂ）、舟底形石器２点（個体Ａ・Ｃ）が製作される。

個体Ｂ（４２７）は下縁から裏面への剥離で剥離された厚手の剥片で右側縁に粗い加工が施される。個

体Ａは甲板面である腹面から加工され、折損した４３８が遺棄される。個体Ｃは最終段階に剥離された

厚手の縦長剥片素材で甲板面である腹面から加工され、本体は欠落し、搬出される。全て Sb－９３の

Ｏ２８区周辺に連続して分布するが、個体Ａ～ＣはＯ・Ｐ２８区に、個体Ａ～Ｃ以外はＯ２８・２９区に分布

し、重複しながらも、ずれた分布を示す。

母岩別資料８９２・接合資料３９０８（図版２８７－２）は、風化によりややザラついた平坦な原礫面を持ち、

角が潰れた亜角礫素材で、長さ１８cm、おそらく原石に近い状態で搬入される。粗い剥離が行われた

後、上面から正面・裏面への粗い交互剥離、下面から左側面への剥離による石核調整が行われる。次

に、途中で左側面から裏面への剥離を挟んで、正面で軽い頭部調整を伴う打面の大きい厚手の縦長剥

片が剥離される。最後に石核（個体Ｂ）は、作業面を甲板面に設定して、甲板面からの加工で舟底形

石器に整形され、本体４３２は遺棄される。初期の石核調整段階で剥離された厚手の剥片（個体Ａ）は、

舟底形石器に加工され、その前半は甲板面である腹面から行われ、加工が進み、舟底形石器の幅が狭

くなった段階で下縁・甲板面から行われる。本体は欠落し、搬出される。全て Sb－９３のＮ３０、Ｏ２９

区周辺に分布し、個体・段階による偏りは見られない。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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母岩別資料８９４・接合資料３９２７（図版２８７－３）は、平滑な原礫面を持ち、角がやや潰れた亜角礫素

材で、長さ１２cmの小型の原石で搬入される。右側面から上面への剥離で作出された打面から正面で

頭部調整を伴わない厚手の剥片剥離が行われる。原石に節理が内在するため同時割れと思われる剥落

が認められるが、その剥片（個体Ａ）を利用して加工が行われている。個体Ａ（二次加工ある剥片）

は舟底形石器に類似した粗い加工が見られるが、加工頻度が少なく、定形的ではない。分布は Sb－

９３の①Ｐ２８区周辺、②Ｏ３０区周辺に分けられ、個体Ａは②に、それ以外は①に偏りが見られる。

母岩別資料８９５・接合資料３９２８（図版２８８－１）は、平滑な原礫面を持つ扁平な角礫素材で、長さ１４

cmの原石の状態で搬入される。正面から上面への剥離によって作出された打面から正面の小口面で

頭部調整を伴わない剥離が行われ、途中、打面再生を挟みながら最後まで継続する。厚手の打面再生

剥片（個体Ａ）は甲板面である腹面からの剥離で舟底形石器に加工されるが、本体は欠落し、搬出さ

れている。全て Sb－９３のＰ２８区周辺に分布し、個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料８３２・接合資料３６６６（図版２８８－２）は、風化によりザラついた表面を持ち、角が丸くなっ

た亜角礫素材で、長さ１５cmの原石の状態で搬入される。正面から上面への剥離の後、上面から正面

に剥離が行われる。次に、下面に打面が作出され、下設打面から正面・裏面で、軽い頭部調整を伴う

打面の大きい厚手の縦長剥片剥離が行われる。本接合資料では舟底形石器３点（個体Ａ～Ｃ）が製作

される。個体Ａは正面から裏面への剥離で得られた厚手の縦長剥片で、甲板面である腹面から加工さ

れ、本体２５４は遺棄される。個体Ｂは下設打面から正面で剥離された断面三角形の剥片で、甲板面で

ある腹面から加工され、本体は欠落する。個体Ｃは石核を素材として、作業面を甲板面に設定し、甲

板面から加工が行われ、本体は欠落する。全て Sb－９３のＱ２７区周辺に分布し、個体・段階による偏

りは見られない。

母岩別資料９１３・接合資料３９９１（図版２８８－３）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた扁平な亜角礫

素材で、長さ１１cmの原石の形状で搬入される。交互剥離によって稜状に整形された上縁から正面で

縦長剥片が剥離された後、左側面側に偏って剥離が行われる。次に、上縁から右側面へ縦長剥片が剥

離され、最後に上縁から裏面に厚手の縦長剥片剥離が行われる。６～１１cmの縦長剥片が剥離され、

それらは搬出されないが、側縁に細かい加工が施されるものが多く、削器４２１・二次加工ある剥片３

点に見られる。分布は Sb－９３の高密度な①Ｐ２８区、②Ｐ２９区、散漫な③Ｑ２７区に分けられるが、段

階による偏りは見られない。

母岩別資料９３０・接合資料４０５１（図版２８９）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材で、長

さ１５cm、正面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。上面の平坦な原礫面を打面として正面・左

右側面で頭部調整を伴わない打面の大きい厚手の剥片が連続的に剥離され、最後に裏面から下面へ石

核を２分割する剥離が行われる。本接合資料では舟底形石器９点（個体Ａ～Ｉ）が製作される。個体

Ａ～Ｈは上面の原礫面打面から剥離された厚手の剥片素材、個体Ｉは最後に裏面から下面へ剥離され

た厚手の剥片素材で、全て甲板面である腹面から加工が施される。個体Ａ（４４６）、Ｂ（４３６）、Ｃ（４３７）、

Ｄ（４４３）、Ｆ（４４５）、Ｇ（４３４）、Ｈ（４４２）は本体が折損し、遺棄され、そのうち個体Ａのみ再加工

が行われ、再加工された本体は欠落し、本体の欠落した個体Ｅ・Ｉと共に搬出されたと思われる。ま

た、個体Ｃ・Ｆは、遺棄されているのは本体の一部で、残りの破片が搬出された可能性がある。全て

Sb－９３のＰ２８区周辺に高密度に分布するが、個体Ａ・Ｅ・ＩはＰ２８区西側、個体ＢはＰ２８区東側、

個体ＣはＰ２８区中央、個体Ｄ・Ｈ・個体Ａ～Ｉ以外はＰ２８区の広い範囲、個体ＦはＱ２７区、個体Ｇは

Ｏ２８区に分布するなど細かい位置関係に偏りが見られる。

母岩別資料８６８・接合資料３８２９（図版２９０－１）は、風化によりザラついた平坦な原礫面を持つ角礫
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素材で、長さ１３cm程度、上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。右側面から上面、上面から

正面への剥離の後、正面から上面への剥離が行われ、次に、上面から正面、上面から裏面への剥離が

行われる。最後に石核（個体Ｆ）を素材として裏面の作業面を甲板面に設定して舟底形石器が製作さ

れる。加工はほとんどが甲板面から行われるが、途中で下縁からの加工が見られる。本接合資料では

個体Ｆ以外に５点（個体Ａ～Ｅ）の舟底形石器が製作される。全て厚手の剥片素材で、甲板面である

腹面から加工が行われ、本体は欠落し、搬出される。本接合資料は、角部の打面縁辺から１．５～２cm

内側を加撃して断面三角形に近い厚手の剥片が剥離され、そのほとんどが舟底形石器に加工されてい

ることから、舟底形石器製作を目的として剥離されたものと考えられる。Sb－９３のＯ３０区を中心と

して北東方向に連続して分布し、個体・段階による偏りは見られないが、個体Ｃの最終剥離の調整剥

片がやや離れたＰ２８区に分布する。

母岩別資料７６９・接合資料３４８０（図版２９０－２）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ１７

cm程度の原石ないし原石に近い状態で搬入される。裏面から上面、右側面から上面、正面から右側

面、上面から右側面への剥離が打面転移を繰り返しながら進行し、残核である４８８には多方向の剥離

痕が残る。剥離は全て頭部調整を伴わずに不定形の剥片が剥離され、また、原石には直径１．５cm程

度の大型球顆や潜在的な割れ面が内在するため、ほとんどまともに割れていない。二次的な剥離が行

われる個体は４点あり、厚手の剥片２点（個体Ａ・Ｂ）は縁辺で交互剥離による剥片剥離が行われ、

厚手の剥片１点（個体Ｃ）は粗い加工が行われ、やや薄手の剥片は、素材の尖頭部の一側縁にノッチ

状の加工を施し、錐形石器（非掲載）が製作される。Sb－９３・９５のＯ２８～Ｒ２４区にまたがる１９×７m

の広い範囲に非常に散漫に分布するが、個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料８２６・接合資料３６５７（図版２９０－３）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１４cmの

原石ないし原石に近い状態で搬入される。原石に内在する節理面から上部を欠損した後、正面で頭部

調整を伴わない厚手の縦長剥片剥離が行われるが、５回の剥離のみで終了する。Sb－９５のＭ２７区周

辺にやや散漫に分布し、段階による偏りは見られない。

母岩別資料７７７・接合資料３４９５（図版２９１－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ

２３cm、上部両面に剥離のある状態で搬入される。正面から上面への剥離で作出された打面から正面

へ剥離が行われた後、正面から下設打面が作出される。次に、下設打面から右側面・正面への剥離後、

上面から正面への剥離が行われ、最後に正面から下面への剥離が行われるがひどく階段状になり、剥

離は終了する。分布はほとんどが Sb－９３のＱ・Ｒ２６区にまとまり、剥片２点がやや離れてＰ２７・２８

区に分布する。

接合資料５７３８（図版２９１－２）は、原石形状・搬入形態は不明である。中央に平坦剥離面、縁辺部

に一部平行剥離が見られる厚さ６mmの薄手の尖頭器が左側縁から正面への加工時に折損し、折れ面

から右側縁へ一次削片が剥離される。削片に加工痕は見られない。全て Sb－９３のＯ２８区に分布する。

接合資料５７３６（図版２９１－３）は、原石形状・搬入形態は不明である。両面に平坦剥離面が残る厚

さ１１mmの薄手の尖頭器の上部、左下部が折損し、下端部から右側縁へ削片剥離が行われる。接合資

料の右側縁には削片と同一方向の削片剥離痕が残り、少なくとも２回の削片剥離が行われている。全

て Sb－９３のＰ２８区に分布する。

接合資料５７４３（図版２９１－４）は、原石形状・搬入形態は不明である。中央に平坦剥離面、縁辺部

の一部に平行剥離が見られる厚さ９mmの薄手の尖頭器が左側縁から正面への加工の傷が原因で折損

し、折れ面から右側縁へ一次削片剥離を含め２回の削片剥離が行われる。削片に加工痕は見られない。

両者とも Sb－９３の、尖頭器はＯ２８区、尖頭器削片はＰ２８区に分布する。 （鈴木宏行）
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（１０）Ｊ区・石器ブロック９７～１０７（Sb－９７～１０７）の石器
出土石器（表Ⅲ－９～１２）

尖頭器１２５点（Ⅰ類１０１点、Ⅱ類１６点、Ⅲ類８点）、尖頭器削片２４点、両面調整石器２７点、彫器７７点

（Ⅰ類１７点、Ⅱ類５０点、Ⅲ類１０点）、彫器削片２０点（Ⅱ類２点、Ⅲ類１８点）、掻器３４点、削器１０１点、

錐形石器１１点、舟底形石器２２１点（Ⅰａ類２４点、Ⅱａ類１９１点、Ⅱｂ類３点、Ⅱｃ類３点）、二次加工

ある剥片９５点、石刃５３９点、縦長剥片５７１点、石刃核５２点、石核９５点、剥片３９，３９２点、つまみ付きナイ

フ１点、原石１０点、台石１点、礫１点の計４１，３９７点、重量４７９，３２７．４gの石器類が出土した。石材は

黒曜石１が６４．１％で最も多く、黒曜石４（２２．９％）、黒曜石３（８．１％）、黒曜石５（４．１％）が続き、

以下黒曜石２（０．７％）、頁岩（０．０５％）、安山岩（０．０１％）、珪岩（０．００７％）、碧玉（０．００７％）、めの

う（０．００２％）、砂岩（０．００２％）、緑色泥岩（０．００２％）である。上白滝８遺跡全体でＩ区に次ぐ規模

の区域である。石器群は、幅広有舌尖頭器石器群が一部含まれるが、ほとんどが小型舟底形石器石器

群である。そのため、彫器・舟底形石器・石刃核の量が多く、特に舟底形石器はⅠａ類・石核素材の

Ⅱａ類が多い。彫器（８０％）、掻器（９４％）は黒曜石１の比率が高く、舟底形石器（４３％）は黒曜石

４の比率が高いが、いずれも小型舟底形石器石器群を含むＧ・Ｉ区に比べ、黒曜石１の割合が高い。

尖頭器（図Ⅲ－３６９－１～図Ⅲ－３７５－３５、図版２９２～２９６、図版３１８－３９２～３９６）

６３点（３２個体とⅠ層出土３個体を加えた３５個体）を図示し、７点（４個体とⅠ層出土１個体を加え

た５個体）を写真のみ掲載している。１～６はⅢ類で、５・６は未成品である。３・６は剥片素材で、

その他は不明。加工は平坦剥離によって行われ、縁辺は細かい剥離によって滑らかに整形される。１

～４の舌部は、中央～やや下部に位置し、１・２・４はかえしが明瞭に作出され、３は舌部側縁がや

や内湾する程度である。１・３は所山産、４は安山岩製、２・５・６は赤石山産である。完形品と見

られる１～４の内２を除く３点が白滝産黒曜石以外の石材が利用されている一方、未成品と見られる

５・６は赤石山産である。Ｉ区同様、小型の完形品は他産地から石器の状態で搬入されたと思われる。

一方、Ｉ区と異なり、他の赤石山産の小型品・未成品も、母岩に含まれず、また、未成品は折損して

いないことから搬入された可能性がある。

７～２５はⅠ類である。７は小型の尖頭器で、比較的厚手で加工も粗い。８～１１は細身の尖頭器で、

加工は、平坦剥離による中央の平坦面と押圧剥離によると思われる縁辺部の角度のある細かい剥離で

構成され、平坦剥離後、縁辺の押圧剥離が行われる。断面形は平坦な上下面と角度のある両側縁によっ

て潰れた六角形を呈するが８の先端部のように片面に偏る錯向状の剥離によって平行四辺形に近い形

状になるものもある。１０は正面中央左からの剥離で折損し、下部破片は折れ面から再加工され、１１は

下端部の折損後、折れ面・両側縁から再加工が行われる。１２～１５は相対的にやや幅広のタイプである。

８～１１と厚さ・平坦剥離による加工は変わらないが、縁辺部の角度のある加工が見られず、それらの

前段階と考えられる。１２は折損後、折れ面から右側縁で削片状の剥離が行われ、１３は下端部の折損後、

再加工が行われる。１６～１８はやや厚手のもので８～１５に比べ相対的に加工が粗い。１６は正面中央右か

らの加工で折損している。１７は先端部の両側縁が裏面からの急角度の粗い加工によって大きく変形し

ている。１８は両側縁中央がやや内湾し、左側縁から中央裏面への剥離によって折損している。１９～２２

は幅広のもので、２２を除き比較的薄く、加工は平坦剥離によって行われる。全て折損し、１９は上部の

折損後、再加工が行われている。２２は先端部折損後、上部を再加工しているため幅広の形状を示す。

さらに、右側縁から裏面への加工で折損している。２３は約３０cmの大型品である。上下の２破片で構

成され、中間部は出土しなかったが接合資料から位置関係が復元された。上部破片の下端部・下部破

２ 遺構と遺物
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片の中央部には放射状の折れが見られる。全体的に大型の平坦剥離で加工されている。２４は非常に粗

い加工が行われ、平滑な原礫面と一部転礫面が残る。凸状の正面と平坦な裏面により断面三角形であ

る。特に正面左側縁はやや粗い急角度の加工が施される。２５は角礫から剥離された剥片ないし縦長剥

片素材で、正面には斜角の剥離が、裏面基部には平坦剥離が行われる。また、上部折損後、折れ面か

ら加工が行われる。

２６～３５はⅡ類である。３５を除き、折損後、折れ面から削片状の剥離が行われる。打面となる折れ面

は、打点のあるものではなく、調整剥離時に折損した特徴（尖頭器の調整剥離が折れ面の始点となっ

ている）を持っているため、目的的に折損が行われたものではなく、折損した尖頭器を利用して削片

状の剥離が行われたと思われる。削片剥離は、２６・２８・２９・３１～３４は片側縁で、２７・３０・３５は両側縁

で行われ、２７は両側縁とも折れ面から、３０は左側縁が下部から、右側縁が折れ面から、３５の右側縁は

削片剥離面打面から行われ、左側縁は不明である。尖頭器本体が先細りの形状をしているため剥離さ

れる削片は、ヒンジになる２７・３３を除いてウートラパッセになっている。

２６・２７は厚さ７mmと薄く精巧な加工が見られ、特に２７の正面には平行剥離が見られる。２８・２９は

厚さ１１mmである。２８の裏面には平滑な原礫面が大きく残り、短冊状の角礫素材と考えられ、２９は右

側縁での樋状剥離後、折れ面から正面に器厚を減少させる剥離が行われる。３０～３２は厚さ１３～１６mm

で、平坦剥離によって加工される。３３・３４は厚さ２７mmで、粗い加工が施される。３５は厚さ９mmと

薄い。以上のことを整理すると、尖頭器Ⅱ類による削片剥離は、折損した尖頭器を素材としているが、

①折れ面が「折り取り」によるものではなく、尖頭器の調整による事故によるものであること、②厚

さ・表面に残る加工状態に違いが見られ、素材尖頭器が尖頭器製作の特定の段階に限定されないこと

から、尖頭器の折損に伴って副次的に行われたものと考えられる。また、厚手のものは幅広の、薄手

のものは幅の狭い尖頭器削片が剥離される。

図版３１８－３９２～３９６は写真のみ掲載のものである。３９２はやや厚手のものであるが表面は滑らかで、

幅が比較的狭い。左側縁の裏面上部に削片状の剥離が残るが、下部の折損との前後関係は不明である。

３９３は幅広のもので、比較的薄い。３９４はやや厚手のもので、相対的に加工が粗い。３９５は厚さ３１mm

で厚手のものである。平坦剥離による加工は大型であるが、表面は比較的滑らかである。３９６は厚さ

５０mmで非常に厚手で、加工も非常に粗い。

尖頭器削片（図Ⅲ－３７５－３６～４４、図版２９６・２９７、図版３１８－３９７～図版３１９－４０１）

１１点（９個体）を図示し、７点（３個体とⅠ層出土２個体を加えた５個体）を写真のみ掲載してい

る。３６～４１は折れ面打面の削片で、３６～３９は断面三角形の一次削片、４０・４１は二次削片である。末端

部は全てウートラパッセにより尖頭器本体の末端部を取り込んでいる。打面形状が不明な４２は、断面

三角形であるが、背面下部に反対方向の先行剥離面が残る。４３は両側面に両面調整の剥離痕があり、

石器の打面周辺には横方向の擦痕のある研磨面が残る。局部磨製の斧形石器の側縁においてその刃部

を打面にして剥離された削片である。背面には先行剥離面が３枚あり、特に他端からの剥離による最

終面はヒンジによって段差になっている。４４は稜状の打面から剥離されている。３８・４３・４４は白色の

頁岩製である。

図版３１８－３９７～図版３１９－４０１は写真のみ掲載のものである。３９７～３９９は断面三角形の一次削片、

４００・４０１は二次削片である。３９７は尖頭器の端部を打面として剥離されたものである。３９８の打面は不

明であるが、３９９は尖頭器が非常に粗い加工の段階で折損した後、折れ面から側縁で剥離されている。

４００は先行の削片剥離によってヒンジとなった末端部を除去する加工が行われた後に剥離されてい

る。３９９・４００はウートラパッセにより尖頭器下端部を取り込み、３９８・４０１の末端部はヒンジになって
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いる。

石核である尖頭器本体の厚さを反映する削片幅は８～３１mmで、本体の厚さの変異が想定される。

両面調整石器（図Ⅲ－３７６－４５～図Ⅲ－３８０－５４、図版２９７～３００、図版３１９－４０２・４０３）

２０点（１０個体）を図示し、２点（２個体）を写真のみ掲載している。４５～４８は角礫、４９～５４は転礫

素材で、５３・５４は剥片素材、４９も剥片素材の可能性がある。全て非常に粗い剥離で加工されている。

４５～４８は扁平で細長い角礫を素材とし、４５～４７には長軸方向の加工が見られる。４５は中央で折損後、

両破片とも折れ面から加工が施され、４８は折損後、上部破片に右側縁から再加工が行われる。５１の裏

面にはリングが密集した大型の平坦な剥離面が残り、大型の転礫から分割された素材を利用してい

る。主に正面で加工が行われるが、途中で潜在的な折れが原因で上部・左側縁の一部を折損している。

５２は両面で大型の剥片が剥離されている。５３は厚さ３cmの大型剥片を素材として、裏面はバルブ周

辺を、正面は左側縁を加工しているが途中で折損している。５４は厚さ６cmを超える厚手の剥片を素

材として、正面は凸状に、裏面は平坦に加工されるが、中央で折損している。その後、下部破片の左

側縁で幅６cmの幅広削片が剥離されている。

図版３１９－４０２・４０３は写真のみ掲載のものである。４０２は亜角礫素材で、右側縁から正面へ、左側縁

から裏面へと錯向状の剥離が行われる。４０３は亜角礫素材で主に正面左側縁から剥離が行われ、上部

が折損している。

彫器（図Ⅲ－３８１－５５～図Ⅲ－３８４－１２６、図版３０１～３０３、図版３１９－４０４～４０６）

７９点（６１個体とⅠ層出土１１個体を加えた７２個体）を図示し、３点（３個体）を写真のみ掲載している。

５５～６８はⅠ類である。５５～６１は周縁加工が背面のみ行われるもの、６２～６５は腹面にも見られるもの

で、６６～６８は周縁加工のないもの、ないしは軽微なものである。

６９～１１８はⅡ類である。６９～８７は周縁加工が背面のみ行われるもので、６９～７２は形態軸・彫刀面交

叉角が概ね５０度以下の斜刃のもの、７３～８１は５０～７０度の中間的なもの、８２～８７は７０度以上の横刃に近

いものである。８８～１０４は腹面にも周縁加工が見られるもので、８８は形態軸・彫刀面交叉角が概ね５０

度以下の斜刃のもの、８９～１００は５０～７０度の中間的なもの、１０１～１０４は７０度以上の横刃に近いもので

ある。これらの形態軸・彫刀面交叉角は連続したものであり、分離できるものではない。１０５～１１３は

彫刀面打面以外加工がほとんど見られないか、もしくは周縁加工が軽微なもので、１０５・１０６は細長く、

１１１～１１３は幅広である。１０８は頁岩製。１１４～１１８は大型ないし素材が石刃以外のものである。１１４・１１５

は大型の縦長剥片素材で、１１４の素材打面には頭部調整は見られない。１１６・１１７は両面調整体の調整

剥片素材で、１１６には全周に周縁加工が施され、１１７には彫刀面周辺以外に周縁加工が見られない。１１８

は頁岩製の両面調整体の削片素材で、素材打面側である上端部では主に左側面で削片剥離が行われ、

素材先端側である下端部では右側面にノッチ状に作出された彫刀面打面から下面に向けて彫刀面が作

出される。

１１９は彫刀面再生過程を残すもので、先行の彫刀面を除去する加工が上端部から行われる。加工は

彫刀面打面周辺では裏面から行われ、彫刀面が完全に除去され、彫刀面末端部側では背面先端部調整

と同様な彫刀面を打面とした加工が行われる。また、ノッチ状の彫刀面打面が右側縁上端に作出され

ており、彫刀面再生が意図されていたと思われる。彫刀面は下端部にも作出され、それは右刃である。

Ⅰ・Ⅱ類の周縁加工は、背面側は急角度のものが多いが、６１のような厚手の素材の場合、斜角の加

工が行われ、断面三角形の基部が作出されるものがある。腹面側は平坦剥離によって加工され、その

分布は、背面側がほぼ全周に見られるのに対して、腹面側は部分的なものから面的なものまで変異が

見られる。素材は、ほとんどが頭部調整のある単剥離打面の石刃素材で、彫刀面は１１９の下部を除い

２ 遺構と遺物
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て左肩に作出される。彫刀面は主体的に素材先端側に作出されるが、掲載資料中１９％が素材打面側に

作出され、その比率が非常に小さいＧ・Ｉ区に比べて比率が高い。背面先端部調整はⅠ類にはほとん

ど行われないが、多くのⅡ類には認められ、その７０％は打点が無く、彫刀面に切られている。明確な

多段階表面変化は確認できないが、６２・６５・９５・１０１の表面には他の彫器に比べ傷が多い。また、６０・

６１・６８・７４・７６・７８・８７の表面は被熱により白色に変化している。

１２０～１２６はⅢ類で、全て剥片素材と思われる。１２０は正面両側縁・裏面上部に加工があり、上部に

は稜状の打面から、右側縁下部には下端の折れ面から彫刀面が作出される。１２１は上端から剥離され

た左側縁の彫刀面を打面として上面の彫刀面が作出される。また、正面には左側縁の彫刀面を切る下

端部からの剥離が見られる。１２２は両面調整によって稜状に調整された上端部で左側縁から彫刀面が

作出され、さらにその面を打面として左側縁で彫刀面が作出される。１２３～１２６は面的な片面加工石器

が折損した後、側縁で折れ面を打面として削片剥離が行われるものである。１２３・１２５には裏面調整も

認められるが、石器本体は尖頭器のような整った両面調整体ではない。１２３～１２５は片側縁で、１２６は

両側縁で削片剥離が行われる。１２３・１２６は基端部が弧状に作出され、１２３の裏面・１２６の正面には折れ

面からの加工が見られる。１２３・１２５・１２６の彫刀面の最終剥離面形状はヒンジで、彫刀面の悪化に伴

い遺棄されたものと思われる。

図版３１９－４０４～４０６は写真のみ掲載のものである。４０４はⅠ類、４０５・４０６はⅡ類である。素材は全て

石刃で、４０６は断面三角形で非常に厚手である。周縁加工は４０４・４０５の背面に見られ、４０６には行われ

ない。彫刀面は全て素材打面側に作出される。

彫器削片（図Ⅲ－３８５－１２７～１４８、図版３０３・３０４）

２３点（４個体とⅠ層出土１個体とⅡ層出土１７個体を加えた２２個体）を図示している。

１２７～１３０は彫器削片Ⅲ類である。１２７・１２８は半両面加工により稜状に整形された側縁から剥離され

たもので、１２７は彫刀面である側面の右側縁側（先行の彫刀面と右側面の角付近）の打撃によって剥

離される。１２８は彫刀面と見られる数条の複剥離打面から剥離されている。１２９は片面加工の折れ面打

面を持つ彫器から剥離されたもので、１２７と同様に彫刀面左側縁側に打点がある。縁辺から５mmほ

ど内側に打点があり、残存する打面は比較的大きく、末端部はウートラパッセとなり下端部を大きく

取り込んでいる。１３０は原礫面打面から剥離されたもので正面右に大きく素材面が残る。

１３１～１４８は彫器削片Ⅰ・Ⅱ類である。１３１～１３４は一次削片ないしそれに近いもので、１３１はⅠ類、

１３２～１３４はⅡ類である。１３１は一枚の彫刀面が残る二番目の彫器削片である。正面に残る母型作成時

の周縁加工は比較的大きい斜角の剥離と縁辺の微細な剥離で構成される。１３２～１３４は１３１に比べ直線

的であることから、Ⅱ類の彫器は直線的な彫刀面を想定し、母型作成時からその形状に近い整形をし

ていた可能性がある。１３２・１３４は比較的薄手の彫器から剥離されている。１３１が打面から背面側に斜

めに力が加えられ、剥離されるのに対し、打面が残る１３２・１３４は腹面側に力が加えられ、剥離されて

いる。１３２の右側縁先端部には裏面から細かい加工により錐状の先端部が作出される。

１３５～１４８は二次削片で、１３５～１４１はⅠ類、１４２～１４８はⅡ類である。１３５は直前の彫刀面剥離後、彫

刀面を一新する加工が腹面から行われる。１３６には直前の彫刀面剥離後に、１３７には直前の彫刀面剥離

前に背面先端部調整が行われる。１４２は直前の彫刀面剥離後に背面先端部調整が行われ、彫刀面打面

周辺は腹面から彫刀面を除去する加工が行われた後に剥離されている。また、剥離の際にはⅡ類の一

次削片同様に腹面側に力が加えられる。１４２が剥離される直前の彫刀面形状（彫刀面再生直前の形状）

は彫器１１９と全く同じで、このような彫刀面再生技術が本地区の彫刀面再生技術に存在したことを示

している。このような再生技術はⅠ類にはしばしば見られるものの他の地区や他の遺跡では確認でき

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

２２５



ておらず、本地区特有の再生技術の可能性がある。１４８は素材背面を取り込まない断面三角形の削片

である。Ⅱ類の削片には、本体の背面が残存せず不明な１４８を除いて１４２～１４７の全てに打点のある背

面先端部調整が見られる。一方、彫器本体の背面先端部調整に打点が残るものの割合が３０％であるこ

とから背面先端部調整は彫刀面再生に先立つ調整と考えることができる。

Ⅰ・Ⅱ類の削片は、他の区域に比べ幅広で、彫器本体の彫刀面は幅広の傾向がある。また、Ⅱ類か

ら剥離された彫器削片はⅠ類に比べて直線的な傾向があり、刃部形状がⅠ類は弧状、Ⅱ類はより直線

的であったと思われる。

掻器（図Ⅲ－３８５－１４９～図Ⅲ－３８６－１７３、図版３０４・３０５、図版３１９－４０７・４０８）

２９点（１８個体とⅠ層出土６個体とⅡ層出土１個体を加えた２５個体）を図示し、２点（２個体）を写

真のみ掲載している。１４９～１６１は連続的な側縁加工が行われるものである。１４９～１５６は相対的に細長

い形状のもの、１５７～１６１は相対的に幅広のもので前者には狭長な、後者には幅広の石刃が素材となっ

ている。１５８は頁岩製である。

１６２～１７２は側縁加工がほとんど行われないもので、１６２は左側縁上部に錐状の刃部が作出される。

１７３は粗い加工の施されるもので、刃部作出後正面の稜から右側面に加工が行われ、さらに、左側

縁に中央の稜に達する加工が行われる。

剥片素材である１７２を除いて石刃素材で、素材打面の残るものは全て頭部調整を伴う単剥離打面か

ら剥離されている。また、素材は中央に１本の稜のあるものが多く、断面形は二等辺三角形に近い。

刃部形状は円形に近いものが多く、刃部周辺のパンチ痕は確認できない。１５１・１６０・１６２・１６７は被熱

により表面が白く変化している。

図版３１９－４０７・４０８は写真のみ掲載のものである。４０７は周縁加工の行われる細身の掻器である。４０８

は石刃核下端部を取り込む厚手の石刃素材で周縁加工は行われず、刃部加工は粗い。

錐形石器（図Ⅲ－３８７－１７４～１８２、図版３０５、図版３２０－４０９）

９点（７個体とⅠ層出土２個体を加えた９個体）を図示し、１点（１個体）を写真のみ掲載してい

る。１７４・１７５は相対的に狭長な石刃素材、１７６～１７９は幅広で短い石刃素材、１８０は彫器削片Ⅲ類素材、

頁岩製の１８１・１８２は尖頭器削片素材である。側縁調整は微細なもの以外は行われず、刃部は、石刃素

材のものは素材先端側に、削片素材のものは素材打面・先端側に作出され、刃部の軸は両者とも素材

の長軸方向に一致する。刃部の加工は、１８１・１８２を除いて素材腹面から両側縁へのノッチ状の剥離に

よって行われる。また、断面三角形の素材である１８１の右側面には腹面から、左側縁には正面の稜か

らの剥離で刃部が作出され、同様に１８２は左側面から腹面への剥離で刃部が作出される。１７４～１７７・

１７９・１８１の刃部には使用によると思われる樋状の剥離痕が残る。

図版３２０－４０９は細身の石刃素材で、側縁調整は見られず、両側縁のノッチ状の加工によって刃部が

作出される。

削器（図Ⅲ－３８７－１８３～図Ⅲ－３８８－１９４、図版３０５・３０６、図版３２０－４１０～４１４）

１８点（９個体とⅠ層出土３個体を加えた１２個体）を図示し、６点（４個体とⅠ層出土１個体を加え

た５個体）を写真のみ掲載している。１８３～１８８は連続的な急角度の加工が施されるものである。全て

石刃素材で、１８８の素材は大型である。１８８は折損後、上端の折れ面から加工が行われる。１８９は剥片

素材で左側縁先端部は平坦剥離によって、右側縁は細かい剥離によって加工され、正面上からの加工

によって中央で折損している。１９０は幅広の剥片素材で求心状の加工が行われる。１９１は角礫から剥離

された石刃素材で正面左側縁の角度のある加工の後、左側縁から裏面に平坦剥離によって面的な加工

が行われ、最終剥離で下部を折損している。１９２は安山岩製の剥片素材で、先端部は両側縁への急角

２ 遺構と遺物
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度の加工で尖頭状に整形される。１９３・１９４は大型の剥片素材で左側縁には粗い加工が施される。素材・

加工の種類が舟底形石器に類似しているため、舟底形石器の初期段階と考えられる。１８３・１８７・１９０・

１９３・１９４には転礫・亜角礫面が、１８８・１９１には角礫面が残る。

図版３２０－４１０～４１４は写真のみ掲載のものである。４１０は石刃素材で両側縁に微細な加工が施され

る。４１１は幅広の剥片素材で押圧剥離と見られる斜角の平行剥離によって三角形に整形される。４１２は

左側縁上半部・右側縁の上下端に平坦剥離による加工が見られ、広郷型ナイフ形石器に類似する。４１３

は右側縁に粗い急角度の加工が、下端部の折れ面から正面・右側縁に加工が施される。４１４は厚手の

剥片素材で、打面側の両側縁には内湾するように急角度の加工が行われ、撥形に広がる先端部には微

細な剥離が見られる。

舟底形石器（図Ⅲ－３８９－１９５～図Ⅲ－３９８－２７５、図版３０６～３１０、図版３２０－４１５～図版３２３－４５０）

１０１点（６４個体とⅠ層出土１７個体を加えた８１個体）を図示し、５７点（２５個体とⅠ層出土１１個体を加

えた３６個体）を写真のみ掲載している。

１９５～２２１はⅠａ類で、１９５～２１７は端部に細石刃状の剥離痕のあるもの、２１８～２２１は細石刃状の剥離

痕の無いものである。１９５～２１３・２１６～２２１は完形、２１４・２１５は折損品である。細石刃状剥離は、１９５

～２１５は連続して行われ、２１６・２１７は頻度が少なく、また、両端で行われる１９５以外は、１９７～１９９・２０１・

２０２・２０４・２０７～２０９・２１１～２１５が素材先端側で、１９６・２０３・２０６・２１０が素材打面側で行われ、素材先

端側が８０％程度を占める。細石刃状剥離には顕著な頭部調整は見られない。側面調整は上下から行わ

れるものが多く、下縁からの加工が後から行われることが多い。１９７は尖頭器削片、２１９は尖頭器削片

ないし彫器削片Ⅲ類素材、２１３は石核素材で、それ以外は全て剥片素材である。素材剥離軸と石器長

軸は、直交する２００・２０５を除いて一致する。大きさはＧ・Ｉ地区や他の遺跡のⅠ類に比べ、若干大き

い。多段階表面変化が観察されるものがなく、母岩別資料に含まれるものが比較的多いことから遺跡

内で製作されたものが多いと考えられる。

２２２～２５８は剥片素材のⅡａ類である。２２２～２４７は両側面への甲板面からの加工のみで整形されるも

ので、２２２～２３５は甲板面縁辺に比較的細かい加工が施され、２３６～２４２には粗い加工のみが見られる。

２４３～２４７は側面調整が進行せず、幅広のもので原礫面が残存する。２４８～２５７は甲板面からの加工に加

え、下縁からの加工を含むもので、２４８～２５６は両面加工、２５７は片面加工である。甲板面からのみ加

工されるものに比べ幅・高さともに小さく、加工が進行した状態である。２４８はやや特殊で折損した

両面調整体を利用して折れ面・下縁から加工が行われる。

２５９～２７０は甲板面がネガ面の石核素材のⅡａ類で、２５９～２６８は甲板面からのみ、２６９・２７０は下縁か

らも加工が施されるものである。２７１・２７２は両面調整石器の縁辺で剥離された縦長剥片素材のⅡａ類

である。素材打面側は欠損して不明であるが、側面に残る素材面と甲板面の切り合いから判断して大

型の粗い両面調整石器から剥離されたと思われる。２７３はⅡｃ類である。角礫の原石素材で原礫面を

甲板面に設定し、両面加工が行われる。素材（原石）の利用方法がⅡｃ類と同一であるが、本来のⅡ

ｃ類の加工とは異なる。

２７４・２７５は剥片素材のⅡｂ類である。２７４は大型の剥片素材で、左右両側面で甲板面からのみ加工

が行われる。２７５は甲板面・左側面の大型剥離面である素材面、右側面の素材腹面の三面で構成され

る断面三角形の素材を利用して両面とも上下からの加工によって整形されるが、右側面のやや内側の

剥離によって折損している。これらは素材の大きさからⅡｂ類に分類したが、加工の種類はⅡａ類に

近く、大型のⅡａ類とみなすことも可能である。２３４・２３６～２３８・２４９・２５２・２５３・２５５・２６７・２７０は

剥離軸（石核素材の場合は作業面の剥離軸）と石器長軸が直交し、それ以外は一致する。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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被熱と見られる光沢が減少する表面変化は、Ⅰ類は１９６・１９８～２００・２０６・２１４・２１６に、Ⅱ類は２５２

に認められ、Ⅰ類に偏りがある。

図版３２０－４１５～図版３２３－４５０は写真のみ掲載のものである。４１５はⅠ類の折損品で、細石刃状剥離

は見られない。

４１６～４４２は剥片素材のⅡａ類である。４１６～４２７・４２９～４３８は甲板面からのみ加工が行われるもの

で、４３６～４３８は折損品である。４１６～４２３・４３８には甲板面縁辺に比較的細かい加工が施され、４２４～４２７・

４２９～４３７には粗い加工のみが見られる。４３５は中央で折損後、折れ面から下縁部の長軸方向に剥離が

行われる。４２８・４３９～４４１は上下からの加工が見られるものである。４２８は甲板面からの細かい剥離の

後、左側面で下縁からの加工が行われ、右側面で細かい剥離面を取り去るような縁辺から７・８mm

内側を加撃する粗い加工が行われる。４４０は甲板面からの加工によって瘤状の段差になった部分を除

去するために下縁から加工が施されるが、うまく除去されていない。４４１は、ヒンジによる段差を解

消するために下縁から加工され、４４２は片側面のみ加工が行われる。

４４３～４５０は石核素材のⅡａ類で、４４９・４５０には上下からの加工が見られる。

舟底形石器削片（図Ⅲ－３９９－２７６～２７９、図版３１１）

４点（Ⅱ層出土４個体）を図示している。長さは１２～１５mmで舟底形石器Ⅰ類の細石刃状剥離面長

に対応している。全てに舟底形石器本体の側面が残存し、それは、幅の狭い作業面形状を反映したも

ので、削片の多くに側縁が取り込まれていたと思われる。打面の残る２７６・２７８は単剥離打面で、舟底

形石器Ⅰ類同様、顕著な頭部調整は認められない。２７７の右側縁先端部には裏面からの加工により錐

状の尖頭部が作出されている。

二次加工ある剥片（図Ⅲ－３９９－２８０・２８１、図版３１１、図版３２３－４５１）

３点（２個体）を図示し、１点（１個体）を写真のみ掲載している。２８０は石刃核の下端を取り込

む石刃素材で左側縁先端部に平坦剥離による加工が見られる。２８１は剥片素材で左側縁上部の両面に

平坦剥離による加工が行われる。２８１は東地区（Ｄ区）に主体的に分布する接合資料（母岩３２８接合１６５８）

の一部である。

図版３２３－４５１は頁岩製の縦長剥片素材で右側縁先端側に微細な加工が施される。

つまみ付きナイフ（図Ⅲ－３９９－２８２、図版３１１）

１点（１個体）を図示している。２８２は素材剥片の打面側の両側縁に腹面からのノッチ状の加工に

よりつまみ部が作出され、つまみ部以外の加工は見られない。分析の結果、産地は赤石山産、水和層

年代は１８，９０９±８６９（H－１７１）であった。

石刃（図Ⅲ－３９９－２８３～図Ⅲ－４０１－２９９、図版３１１・３１２）

２９点（１４個体とⅠ層出土３個体を加えた１７個体）を図示している。２８３～２９６は相対的に細身のもの

で、２８３～２９２は完形ないしほぼ完形品、２９４・２９５は打面部、２９３・２９６は先端部である。２８３～２８５・２８７・

２８８は１０cm以下の小型、２８６・２８９・２９０は１０～１５cmの中型、２９１・２９２は１５cm以上の大型品である。

２８３の先端部には彫刀面状の剥離面があるが、新しい剥離と判断して石刃に分類した。２９７・２９８は相

対的に幅広の石刃である。２９９は頁岩製の複剥離打面を持つ石刃で、打面は比較的大きい。

打面は、複剥離打面の２９９を除いて頭部調整のある単剥離打面である。２８５・２８９・２９１・２９２・２９５に

は稜調整痕が残り、２９１は先行の石刃剥離の際にヒンジによる段差を除去する稜調整が行われる。背

面の剥離面は、下からの剥離面のある２９７を除いて全て上からの剥離面で構成される。２８４・２８６・２８８・

２８９には角礫面が、２９１には転礫面が残る。

縦長剥片（図版３２３－４５２～４５８）
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８点（６個体とⅠ層出土１個体を加えた７個体）を写真のみ掲載している。図版３２３－４５２は緑色の

碧玉、４５３・４５５・４５６は白色の頁岩、４５４は珪岩製である。打面形状は、４５２・４５３は頭部調整のある単

剥離打面、４５７は頭部調整の無い単剥離打面、４５４は原礫面打面で、４５５・４５６・４５８は欠損のため不明

である。厚さにバラつきが見られるが、長さは６～８cmで類似する。４５７・４５８は折損した尖頭器の

縁辺で剥離されたものであるが、幅広で大型であるため縦長剥片とした。

石刃核（図Ⅲ－４０１－３００～図Ⅲ－４０５－３２３、図版３１２～３１５、図版３２３－４５９～図版３２６－４８６）

２４点（１８個体とⅠ層出土６個体を加えた２４個体）を図示し、３０点（２２個体とⅠ層出土６個体を加え

た２８個体）を写真のみ掲載している。

３００～３０６は裏面に原礫面が残る単設打面の石刃核で、作業面を正面に限定して裏面方向に石刃剥離

が進行する。３００・３０１・３０４は７cm以下の小型のもの、３０２・３０３・３０５は作業面が平坦で幅広の石刃

が剥離されるもの、３０６は１５cmを超える大型のものである。３０６の下面には裏面からの潰れた剥離面

が残る。原礫面打面である３０４を除き全て単剥離打面で、全て頭部調整が見られる。

３０７～３０９は両設打面の石刃核で、３０８・３０９は上下の剥離が同一作業面で行われるが、３０７はそれら

と異なり、上設打面からは左・正・右面で、下設打面からは右側面で石刃が剥離される。

３１０・３１１は単設打面の石刃核で裏面に横方向の剥離面のあるものである。３１０の裏面には正面の剥

離面に切られる下からの剥離と正面の剥離を切る上・横からの剥離がある。３１１は正面での石刃剥離

後、裏面上部で左右から横方向の剥離が行われる。３１１は複剥離打面である。３１２は裏面下からの石刃

剥離後、正面右側縁で横方向の剥離が行われ、最後に正面左側で石刃剥離が行われる。

３１３～３２０は作業面が正面に限定されず、側面でも石刃剥離が行われるもので、特に３１７・３１９は作業

面が全周を巡っている。頭部調整は３１３～３１７に認められ、３１８～３２０には見られない。３１８は剥片素材

で、裏面から左側面への剥離の後、正・右・裏面で剥離が行われる。３２１は原礫面打面の石刃核で石

核調整・頭部調整は見られない。３２２は折損した粗い加工の尖頭器の縁辺で石刃剥離が行われ、３２３は

右・裏・左面の加工により断面三角形の母型から正面で石刃が剥離される。

３０４・３０６～３０９・３１１～３１３・３２０・３２１は角礫素材、３０１・３０２・３１５・３１６は角の潰れた亜角礫、３００・

３１４は平滑な曲面とあばた状の曲面を持つ円礫、３０３・３０５・３２３は転礫素材、３１０・３１７～３１９・３２２は不

明である。

図版３２３－４５９～図版３２６－４８６は写真のみ掲載の石刃核である。４５９～４７４は裏面に原礫面が残り、正

面に限定された作業面で石刃剥離のみ行われた上設の単剥離打面を持つ石刃核で、４５９以外には頭部

調整が見られる。４６８・４６９は石刃剥離の後、正面から上面に剥離が行われる。４７３は幅の狭い原石を

素材としている。

４７５～４８４は正面の石刃剥離以外に異なる方向の剥離が見られるものである。４７５は裏面に上からの

剥離が行われた後、正面からの打面作出が行われ、正面で石刃が剥離される。４７６の裏面には左側面

からの剥離面がある。４７７は剥片素材で左側面に素材腹面が残り、右側面と裏面で頭部調整を伴う石

刃剥離後、正面で厚手の石刃が剥離されている。４７８の左側面には裏面からの剥離が見られ、４７９の裏

面には左側面からの大型の分割面が残る。４８０は下部から裏面への剥離の後、上面に打面が作出され、

正面での石刃剥離後、左側縁から裏面・正面、下縁から正面下部に剥離が行われる。４８１は上設の単

剥離打面から正面で石刃剥離が行われるが、途中、下縁から正面下部への剥離面を打面として裏面へ

の石刃剥離が行われる。４８２は主に下面の単剥離打面から左・裏面で剥片剥離が行われた後、そのウー

トラパッセとなった剥離面を打面として正面で石刃剥離が行われる。４８３は正面上からの石刃剥離後、

下面に左側面からの剥離で打面が作出され、左側面で石刃剥離が行われる。裏面には下設打面より古
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い原礫面打面から剥離された大型の剥離面が残る。４８４は上設の単剥離打面から左・正面で石刃剥離

が行われ、最後に左側面で下端から粗い剥離が行われる。

４８５・４８６は正・裏面の剥離により石核の厚みを減少させたもので、４８５は正・裏面の粗い剥離によ

り薄くなった石核の小口面で石刃剥離が行われる。４８６は主に正面での石刃剥離後、裏面で石核の厚

みを大きく減少させる非常に粗い剥離が行われる。

４６４・４７３・４７４・４７８・４８１・４８４は角礫、４７５・４８３は亜角礫、４５９・４６２・４６６・４６８は平滑な曲面とあ

ばた状の曲面を持つ円礫、４６０・４６１・４６３・４６５・４６７・４６９～４７２・４７７・４８２・４８５・４８６は転礫、４７６・

４７９・４８０は不明である。

作業面長は４～１６cmまでバラつきがあるが、６～８cmのものが多い。残核は石刃剥離の進行に

伴い作業面長が短くなることを考慮に入れると７～１０cm程度の石刃が主に剥離されたと考えられ

る。石材は黒曜石１が７０％を占める。

石核（図Ⅲ－４０６－３２４～図Ⅲ－４０８－３３４、図版３１６・３１７、図版３２６－４８７～図版３２９－５１０）

１１点（９個体とⅠ層出土２個体を加えた１１個体）を図示し、２４点（２０個体とⅠ層出土４個体を加え

た２４個体）を写真のみ掲載している。

３２４～３２６は平坦な作業面を持つ石核で、剥離される剥片は幅広である。３２４・３２６は大型剥片剥離に

よって作出された単設打面から剥片剥離が行われ、打面縁辺には念入りな頭部調整が行われる。３２５

は上設の単剥離打面から正面で幅広の剥片が剥離されるが、途中、右側面・裏面の剥離面を打面とし

て正面へ横方向の剥離が行われる。３２７は単設の単剥離打面から左・正・右面で頭部調整を伴わずに

剥片が剥離される。

３２８～３３２は打面・作業面転移による多方向の剥離面が残るものである。３２８は下設打面から裏面へ

の剥離後、上設打面の作出・正面での剥離が行われる。頭部調整は行われず、打面縁辺の内側を打撃

し、厚手の剥片が剥離される。上設打面には１０ヶ所以上のパンチ痕が残り、最終剥離後も執拗に打撃

されたと思われる。３２９・３３０は正面から左側面・上面・右側面（３３０のみ）への剥離後、打面と作業

面を入れ替えて上から正面で剥離が行われる。３３１は主に上設の単設打面から剥離が行われるが、途

中左側面からの剥離を挟む。３３２は正面から上面→裏面から右側面→左側面から裏面→正面から左側

面→上面から正面の剥離と頻繁な打面転移が行われる。３３３・３３４は両面とも求心状の剥離が行われる

円盤状の石核である。

３２７・３３０は角礫素材、３２８・３３１は亜角礫素材、３２４～３２６・３２９・３３４は転礫素材で、３３２・３３３は不明

である。

図版３２６－４８７～図版３２９－５１０は写真のみ掲載の石核である。４８７～４９１は裏面に原礫面が残る単設打

面の石核で、４８７～４８９は頭部調整のある単剥離打面を持ち、当初は石刃が剥離されていたと思われる。

４８８の打面には最後に正面から小型の剥離が行われる。４９１は原礫面打面で、４９０・４９１には頭部調整が

見られない。

４９２は剥片素材で上面の長軸方向の剥離面を打面として両端の小口面で細長い剥片が剥離され、正

面形は三角形である。４９３～４９５は正面での頭部調整を伴う石刃剥離後、別方向の剥離が行われるもの

である。石刃剥離後に、４９３は右側面下部から左側面への大型の剥離が、４９４は正面下部から裏面への

剥離後、正面で下からの剥離が、４９５は下縁から裏面下部、正面下部に剥離が行われる。４９６は裏面を

打面とした右側面での石刃剥離後、正面から上面への剥離面を打面として正面で石刃に類する剥片が

剥離されている。

４９７～４９９は打面転移が頻繁に行われるもので、４９７は下部左側面・右側面で剥離が行われた後、正
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面・上面で剥離が行われる。４９８は左側面に上から剥離が行われた後、左側面から裏面への剥離→裏

面から上面への剥離→上面から正面への剥離が行われる。４９９は正面から下面への剥離の後、下面か

ら左側面、上面から正面への剥離が行われる。

５００・５０１は幅広で平坦な作業面を持ち、念入りな頭部調整が行われる石核で、５００は単剥離打面、

５０１の打面は大型の二枚の剥離面で構成される。

５０２～５０６は頭部調整を伴わずに厚手の剥片が剥離される石核である。５０２は原礫面打面で、５０３は左

から上面への剥離後、右側面から正面、上面から正面への剥離が行われる。５０４は上面に裏面からの

剥離の後、右側面から裏面、上面から正面へ剥離が行われる。５０５は下から裏面への剥離後、正面か

ら上面への剥離・上面から正面への剥離が行われる。５０６は正面から上面への剥離の後、上面から正

面に剥離が行われる。

５０７は正面で上・右・下面から求心状の剥離が行われる石核で、５０８～５１０は打面・作業面を入れ替

えるチョッパー状の剥離が行われるものである。５０８・５０９は小型の転礫素材、５１０は角礫から剥離さ

れた剥片素材である。

４８８～４９１・４９２・４９４・４９７・５０２・５０４・５０６は角礫、４９３・４９９・５０３・５０７は亜角礫、５０５は平滑な曲

面とあばた状の曲面を持つ円礫、４８７・４９５・４９６・４９８・５００・５０１は転礫素材である。

石材は、黒曜石１が最も多く６５％で、黒曜石４が２４％である。

剥片（図Ⅲ－４０８－３３５、図版３１７）

１点（１個体）を図示している。３３５は緑色泥岩製の磨製石斧の調整剥片である。正面左には縦方

向の擦痕により稜が作出され、下部には横方向の剥離によって丸みがつけられている。

台石（図Ⅲ－４０８－３３６、図版３１７）

３点（１個体）を図示している。３３６は安山岩製で、厚さ１～１．５cmの扁平な素材が利用される。

右側縁下部には両面への打ち欠きが見られる。正面は平坦であるが、風化のため擦痕は確認できない。

石器ブロック９７～１０７の分布状況

Sb－９７～１０７は、４０～４５ラインの小沢（無遺物地帯）によって分けられた西地区の西半分に位置し、

西側は沢によって侵食された段丘の縁に接している。東側には Sb－９１～９６が隣接し、大局的に見る

と分布はそれらに連続し、非常に大規模な集中域とみなすことができる。標高は４４２．０～４４６．５mで

ある。

石器ブロック９７（Sb－９７）の分布（図Ⅲ－４０９～４１６、表Ⅲ－９・１０）

Ｇ２２～２６、Ｈ２２～２６、Ｉ２２～２６、Ｊ２２～２５、Ｋ２２～２４、Ｌ２１～２４、Ｍ２１～２３、Ｎ２１・２２区の３５×１７m

の範囲で確認された。尖頭器４６点（Ⅰ類３５点、Ⅱ類４点、Ⅲ類７点）、尖頭器削片７点、両面調整石

器１５点、彫器２２点（Ⅰ類３点、Ⅱ類１４点、Ⅲ類５点）、彫器削片６点（Ⅲ類６点）、掻器１２点、削器３０

点、錐形石器３点、舟底形石器９７点（Ⅰａ類７点、Ⅱａ類８９点、Ⅱｃ類１点）、二次加工ある剥片５３

点、石刃２９２点、縦長剥片３１２点、石刃核２６点、石核５１点、剥片２４，１０４点の計２５，０７６点、３０７，１７６．０g

の石器類が出土した。石材は黒曜石１が６４．２％を占め、以下黒曜石４（２３．８％）、黒曜石３（７．３％）、

黒曜石５（４．０％）、黒曜石２（０．７％）、頁岩（０．０２％）、安山岩（０．０１％）である。本ブロックは東

西地区合わせて最も多くの点取り遺物が出土し、それらは高密度の連続した分布で、Sb－９３・９５と

並んで出土量・範囲ともに最大規模である。ブロック全体の石材組成と比べ黒曜石１の比率が高いの

は彫器（８２％）・掻器（１００％）で、黒曜石４の比率が高いのは舟底形石器Ⅰ類（７１％）・舟底形石器

Ⅱ類（４０％）である。小型舟底形石器石器群が主体で、一部幅広有舌尖頭器石器群が重複している。
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分布は、高密度な分布が北東方向に連続する①Ｉ２５、Ｊ２４、Ｋ２３・２４、Ｌ２３区周辺・②Ｌ２１・２２、Ｍ

２１・２２、Ｎ２１区周辺とそれらより相対的に低密度な③Ｈ２２～２３、Ｉ２２～２４区周辺に分けられる。尖頭

器Ⅲ類は①に、尖頭器Ⅰ類は②③に主に分布し、Ⅰ類は③にはより薄手のものが、②にはより加工の

粗い厚手の破片が分布する。尖頭器Ⅱ類・尖頭器削片は①③に分布するが、主に③に分布する。両面

調整石器は②③に分布する。彫器・掻器は主に③に分布する。削器は、②③に分布するが、②には舟

底形石器の未成品に近い削器が多く、③には石刃素材で側縁加工が彫器・掻器に類似する削器が多

い。舟底形石器はⅠ類が③にⅡ類が①～③に分布するが、②③の密度が高い。石刃核は①②に高密度

に分布し、石核は①～③に分布する。これらを整理すると①には尖頭器Ⅲ類・舟底形石器Ⅱ類・石刃

核・石核が、②には厚手の粗い加工の尖頭器片・両面調整石器・粗い加工の削器・舟底形石器Ⅱ類・

石刃核・石核が、③には大小の薄手の尖頭器Ⅰ類・尖頭器Ⅱ類・尖頭器削片・両面調整石器・彫器Ⅰ

～Ⅲ類・彫器削片Ⅰ～Ⅲ類・掻器・石刃素材の削器・舟底形石器Ⅰ・Ⅱ類・石核が偏在する。

石器ブロック９８（Sb－９８）の分布（図Ⅲ－４１７、表Ⅲ－９・１０）

Ｌ２０・２１、Ｍ２０・２１、Ｎ２０・２１区の１１×５mの範囲で確認された。尖頭器５点（Ⅰ類５点）、尖頭

器削片１点、彫器１点（Ⅱ類１点）、掻器１点、削器５点、舟底形石器１６点（Ⅰａ類１点、Ⅱａ類１３

点、Ⅱｃ類２点）、二次加工ある剥片３点、石刃７点、縦長剥片１３点、石刃核３点、石核４点、剥片

３９８点の計４５７点、１２，９３８．０gの石器類が出土した。石材は黒曜石１が５９．５％を占め、以下黒曜石４

（２１．９％）、黒曜石３（１１．６％）、黒曜石５（７．０％）である。非常に小規模なブロックであるが、ト

ゥールが多いのが特徴で、特に舟底形石器が多い。

石器ブロック９９（Sb－９９）の分布（図Ⅲ－４１８～４２１、表Ⅲ－１１・１２）

Ｇ２０～２２、Ｈ２０～２２、Ｉ２０～２２、Ｊ２０～２２、Ｋ２１・２２、Ｌ２１区の１９×８mの範囲で確認された。

尖頭器１１点（Ⅰ類８点、Ⅱ類２点、Ⅲ類１点）、尖頭器削片２点、両面調整石器４点、彫器２０点（Ⅰ

類２点、Ⅱ類１７点、Ⅲ類１点）、彫器削片３点（Ⅲ類３点）、掻器３点、削器１２点、錐形石器１点、舟

底形石器２３点（Ⅰａ類８点、Ⅱａ類１３点、Ⅱｂ類２点）、二次加工ある剥片９点、石刃４４点、縦長剥

片２４点、石刃核５点、石核５点、剥片３，０２９点の計３，１９５点、３２，６６５．３gの石器類が出土した。石材は

黒曜石１が７１．３％を占め、以下黒曜石４（１６．０％）、黒曜石３（９．９％）、黒曜石５（２．６％）、頁岩（０．２％）、

黒曜石２（０．０６％）、安山岩（０．０３％）である。彫器・舟底形石器Ⅰ類が多いのが特徴である。分布

は①Ｉ２１区周辺、②Ｊ・Ｋ２１区周辺に分けられ、トゥール全体もそれらに対応するが、②に掻器が偏

在する以外は、器種毎の分布の偏りは見られない。

石器ブロック１００（Sb－１００）の分布（図Ⅲ－４２１～４２３、表Ⅲ－１１・１２）

Ｉ２０、Ｊ１８～２０、Ｋ１８～２１、Ｌ２０区の１２×１０mの範囲で確認された。尖頭器１４点（Ⅰ類１３点、Ⅱ

類１点）、尖頭器削片３点、彫器２１点（Ⅰ類８点、Ⅱ類９点、Ⅲ類４点）、彫器削片６点（Ⅱ類２点、

Ⅲ類４点）、掻器１０点、削器２４点、錐形石器４点、舟底形石器３４点（Ⅰａ類３点、Ⅱａ類３１点）、二次

加工ある剥片１０点、石刃２９点、縦長剥片２７点、石刃核６点、石核４点、剥片１，７２０点、礫１点の計１，９１３

点、２５，０３０．２gの石器類が出土した。石材は黒曜石１が５１．６％を占め、以下黒曜石４（２７．２％）、黒

曜石３（１６．３％）、黒曜石５（４．８％）、黒曜石２（０．０５％）、砂岩（０．０５％）である。全体的にトゥー

ルが多く、特に彫器・舟底形石器Ⅰ類・錐形石器・削器・掻器が多い。分布は①Ｊ１９区、②Ｋ１９・２０

区に分けられ、トゥールは②にやや偏る。

石器ブロック１０１（Sb－１０１）の分布（図Ⅲ－４２４～４２７、表Ⅲ－１１・１２）

Ｋ１７～１９、Ｌ１７～２０、Ｍ１７～２０、Ｎ１７～２０、Ｏ１８～２０、Ｐ１８～２０、Ｑ１８区の２５×１３mの範囲で確

認された。尖頭器２５点（Ⅰ類１７点、Ⅱ類８点）、尖頭器削片８点、両面調整石器５点、彫器１０点（Ⅰ
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類４点、Ⅱ類６点）、彫器削片５点（Ⅲ類５点）、掻器４点、削器１８点、錐形石器１点、舟底形石器４３

点（Ⅰａ類３点、Ⅱａ類３９点、Ⅱｂ類１点）、二次加工ある剥片９点、石刃１３６点、縦長剥片１２１点、

石刃核１０点、石核２０点、剥片６，１８３点、つまみ付きナイフ１点、原石１点の計６，６００点、５９，７４５．８gの

石器類が出土した。石材は黒曜石１が６６．８％を占め、以下黒曜石４（２５．６％）、黒曜石３（６．９％）、

黒曜石５（０．７％）、頁岩（０．０３％）である。尖頭器Ⅱ類・尖頭器削片・彫器・舟底形石器・石刃・石

刃核が多い。分布は①高密度のＭ・Ｎ１８区周辺、②Ｋ・Ｌ１９区、③散漫なＫ１８・Ｌ１７・１８区に分けら

れ、尖頭器類は②③に、彫器・掻器・舟底形石器・石核類は①の北西部と②・③に分布する。

石器ブロック１０２（Sb－１０２）の分布（図Ⅲ－４２８、表Ⅲ－１１・１２）

Ｇ１８～２０、Ｈ１８～２０、Ｉ１８～２０、Ｊ１９区の１１×９mの範囲で確認された。尖頭器６点（Ⅰ類５点、

Ⅱ類１点）、尖頭器削片２点、両面調整石器１点、削器３点、錐形石器１点、二次加工ある剥片６点、

石刃２２点、縦長剥片３０点、石核６点、剥片９７３点、原石１点の計１，０５１点、１４，７５２．０gの石器類が出土

した。石材は黒曜石１が７０．８％を占め、以下黒曜石４（１１．７％）、黒曜石３（１０．７％）、黒曜石５

（６．７％）、頁岩（０．２％）である。分布は①Ｈ・Ｉ１８区、②Ｉ１９区周辺に分けられ、石核類は①に、

尖頭器・削器は②に偏在する。①に分布する石核類は転礫素材の単剥離打面から念入りな頭部調整を

行う幅広の作業面を持つタイプである。

石器ブロック１０３（Sb－１０３）の分布（図Ⅲ－４２９、表Ⅲ－１１・１２）

Ｇ１８、Ｈ１８区の３×２mの範囲で確認された。石刃２点、剥片１０９点の計１１１点、３２２．７gの石器類

が出土した。石材は黒曜石５が７６．６％を占め、以下黒曜石１（２１．６％）、黒曜石３（１．８％）である。

ほぼ同一母岩の尖頭器調整剥片で構成される小規模なブロックである。

石器ブロック１０４（Sb－１０４）の分布（図Ⅲ－４２９・４３０、表Ⅲ－１１・１２）

Ｇ１４～１７、Ｈ１４～１８、Ｉ１４～１８、Ｊ１４～１８、Ｋ１６・１７区の１６×１５mの範囲で確認された。尖頭器

１８点（Ⅰ類１８点）、尖頭器削片１点、両面調整石器１点、彫器１点（Ⅱ類１点）、掻器１点、削器８点、

錐形石器１点、舟底形石器４点（Ⅱａ類４点）、二次加工ある剥片２点、石刃５点、縦長剥片１３点、

石刃核１点、石核３点、剥片１，６７９点、原石１点の計１，７３９点、１５，１８７．２gの石器類が出土した。石材

は黒曜石１が５２．３％を占め、以下黒曜石３（１５．０％）、黒曜石５（１３．３％）、黒曜石４（１１．７％）、黒

曜石２（７．１％）、頁岩（０．２％）、碧玉（０．２％）、珪岩（０．０６％）、緑色泥岩（０．０６％）、である。器種

に偏りは無く、少量ながらも各器種が出土している。尖頭器は大型の折損品が多く、頁岩製の尖頭器

削片、磨製斧形石器破片、台石等が出土し、石核類は作業面が扁平なタイプである。分布はＩ・Ｊ１５

区の高密度の集中域とそれ以外の散漫な分布に分けられる。トゥールは全体的に散漫に分布している。

石器ブロック１０５（Sb－１０５）の分布（図Ⅲ－４３１、表Ⅲ－１１・１２）

Ｈ１３・１４、Ｉ１３・１４、Ｊ１４・１５、Ｋ１４・１５区の１２×６mの範囲で確認された。彫器１点（Ⅱ類１

点）、掻器３点、二次加工ある剥片１点、石刃１点、縦長剥片３点、剥片６８１点、原石７点、台石１点

の計６９８点、４，３４８．６gの石器類が出土した。石材は黒曜石１が４８．０％を占め、以下黒曜石４（４３．３％）、

黒曜石５（５．７％）、黒曜石３（２．１％）、珪岩（０．３％）、頁岩（０．３％）、めのう（０．１％）、安山岩（０．１％）

である。分布は①Ｈ１３・１４、Ｉ１３・１４区、②Ｊ１４区周辺に分けられ、両者とも尖頭器調整剥片が主体

である。①には１０cm以下の小型の棒状原石がまとまって出土し、②には掻器・頁岩製の彫器・台石

が出土している。

石器ブロック１０６（Sb－１０６）の分布（図Ⅲ－４３２・４３３、表Ⅲ－１１・１２）

Ｋ１５・１６、Ｌ１５～１７、Ｍ１４～１７、Ｎ１３～１７、Ｏ１３～１６、Ｐ１３・１４・１６区の２３×１５mの範囲で確認

された。彫器１点（Ⅱ類１点）、削器１点、舟底形石器４点（Ⅰａ類２点、Ⅱａ類２点）、二次加工あ
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る剥片２点、石刃１点、縦長剥片２８点、石刃核１点、石核２点、剥片５０５点の計５４５点、７，１１９．０gの

石器類が出土した。石材は黒曜石１が８４．２％を占め、以下黒曜石４（１１．０％）、黒曜石５（４．０％）、

黒曜石２（０．４％）、黒曜石３（０．２％）、頁岩（０．２％）である。散漫な分布が比較的広い範囲に広が

る。トゥールは少なく、全体の分布同様、散漫である。

石器ブロック１０７（Sb－１０７）の分布（図Ⅲ－４３３、表Ⅲ－１１・１２）

Ｒ４、Ｓ１３・１４区の５×３mの範囲で確認された。両面調整石器１点、剥片１１点の計１２点、４２．６g

の石器類が出土した。石材は黒曜石１が６６．７％を占め、以下黒曜石４（１６．７％）、黒曜石５（１６．７％）

である。尖頭器調整剥片で構成される非常に小規模なブロックである。

石器ブロック９７～１０７の接合状況（図Ⅲ－４３４）

最も大規模な Sb－９７は北西部を除いて、濃密な分布で、その中に分布する接合資料の主体は近接

した小集中域内で収束している。しかし、それらの接合資料の一部は Sb－９７北東部や周辺の Sb－９８

～１００・１０２・一部１０１に分布するものが多く、それらのブロックに分布する遺物の多数は、Sb－９７に

分布の主体がある接合資料の一部である。そのため、接合資料の分布を示す接合線は、Sb－９７から

東西方向の周辺部に伸びるものが多い。白滝遺跡群では傾斜方向である南北方向への遺物の動きが一

般的に観察されるが、このような東西方向の分布は、通常は自然の営力では起こりえない。また、周

辺ブロックに分布する内容がトゥールや石刃などが多いため、それらは抜き出され、人為的に移動さ

れたものと思われる。このような分布の傾向は他の石器ブロック群では観察されず、特徴的である。

その他の Sb－１０１～１０６の接合資料はブロック内で収束するものが多い。

母岩別資料・接合資料

４１，３９７点中１０，０５１点を２５９母岩に母岩分類し、１，４９３個体（母岩別資料内８００個体）の接合資料が得

られた。そのうち母岩別資料４２母岩、非母岩別接合資料４個体を図示し、母岩別資料６６母岩、非母岩

別接合資料２個体を写真のみ掲載している。

母岩別資料１０２９・接合資料４３２４（図Ⅲ－４３５～４３７、図版３３０～３３２）

母岩別資料は接合４３２４の他、接合４３２５・４３２６・５６９１６・５６９１７、剥片２７点で構成され、総点数１１８点、

総重量５，３２４．７gである。

素材 ８３点（６０個体）が接合し、重量は４，８６７．８g、大きさは２５×１９×１８cmである。一部平坦面が残

り、爪状痕のある原礫面を持つ転礫を素材として、右側面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 最初に、長軸方向の加撃によって、大型の原石が個体Ａ・Ｂに分割される。

個体Ａは、打面の大きい頭部調整の無い上面から正面への剥離（Ａ－段階１）の後、正面から長軸

方向の剥離による上設打面作出、正面下部に左側面からの石核調整（Ａ－段階２）が行われ、正面で

頭部調整を伴って石刃が剥離される（Ａ－段階３）。段階３の最後には打面の大きい粗い剥離が行わ

れ、石核の打面にも打面縁辺から１．５cm内側に打撃痕が残り、厚手の剥片を剥離しようとした意図

が認められる。

剥離される石刃の長さは主に１０～１３cmで、大小のものが欠落している。石刃の１点は彫器６８に加

工される。６８は側縁に加工が見られず、彫刀面打面のみ加工が施され、素材打面側にⅠ類の彫刀面が

作出される。素材端部と彫刀面の距離は５mm程度で彫刀面再生はほとんど行われない。

個体Ｂは、右側面から正面（Ｂ－段階１）、右側面から裏面（Ｂ－段階２）、左側面から裏面（Ｂ－

段階３）、左側面から正面（Ｂ－段階４）、右側面から正面（Ｂ－段階５）への加工が行われ、厚さ６cm

の粗い両面調整体の中央で折損する（Ｂ－段階６）。その後、下部破片の左側縁で削片が剥離される

２ 遺構と遺物
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（Ｂ－段階７）。一次削片は両面調整石器縁辺から２cm内側を加撃して剥離され、厚さ４cmの厚手

の断面三角形の形状である。接合資料には、その後の二次削片が欠落し、少なくとも１回の削片剥離

が行われ、その形状は一次削片同様厚手である。

分布 Sb－９７のＪ２３、Ｋ２２～２４、Ｌ２１～２３、Ｍ２１・２２、Sb－９９のＩ２１、Ｊ２１、Ｋ２１区に分布する。

個体Ａは Sb－９７・９９に分布し、Sb－９７にはほとんどの遺物が比較的高密度に、Sb－９９には彫器や良

形の石刃・大きめの剥片などがやや散漫に分布するが、Sb－９７の遺物と比べ明確な違いは見られな

い。個体Ｂは広い範囲に散漫に分布し、段階による偏りは見られない。個体Ａ・Ｂは分布範囲が一部

重複するが、全体的に、ずれており、その密度にも違いが見られる。

母岩別資料１１３４・接合資料４６１３（図Ⅲ－４３８・４３９、図版３３３）

母岩別資料は接合４６１３の他、剥片１８点で構成され、総点数５６点、総重量１，８２９．６gである。

素材 ３８点（２８個体）が接合し、重量は１，７０３．１g、大きさは２８×１５×８cmである。平滑な風化した

古い剥離面と爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、古い風化面を原礫面とすると原石に近い形状で

搬入される。

剥離工程 縁辺調整の見られない打面の大きい粗い加工が、左側面から裏面（段階１）、左側面から

正面（段階２）、上面から裏面（段階３）、右側面から正面（段階４）、左側面から裏面（段階５）、左

側面から正面（段階６）へ行われた後、右側面から正面への粗い加工（段階７）により粗い両面調整

石器である本体が中央で斜めに折損する。折損後、下面から左側面に長軸方向の剥離が行われ（段階

８）、縦割りされた両面調整石器（個体Ａ）を素材として甲板面からの加工で舟底形石器（２７１）が製

作される。

分布 Sb－９７のＫ２２・２３、Ｌ２２・２３、Ｍ２２、Sb－１００のＪ１９、Sb－１０１のＬ１９区に分布する。ほとん

どは Sb－９７に散漫に分布し、段階による偏りは見られない。２点が離れて分布し、Sb－１００（Ｊ１９区）

には舟底形石器２７１が（調整剥片は Sb－９７に分布）、Sb－１０１（Ｌ１９区）には大きめの剥片が分布する。

母岩別資料９７５・接合資料４２０１（図Ⅲ－４４０～４４２、図版３３４）

母岩別資料は接合４２０１の他、接合４２０２～４２０４・５６８９２・５６８９３、剥片２８点で構成され、総点数１６２点、

総重量６，２７３．７gである。

素材 １２３点（７３個体）が接合し、重量は５，８８５．８g、大きさは３１×２４×１２cmである。爪状痕のある

原礫面を持つ転礫を素材として、右側面に複数の剥離面、裏面に１枚の平坦な剥離面のある状態で搬

入される。

剥離工程 縁辺加工の見られない打面の大きい非常に粗い加工が、右側面から正面（段階１）、左側

面から正面（段階２）、左側面から裏面（段階３）、右側面から裏面（段階４）、右側面から正面（段

階５）、左側面から正面（段階６）、右側面から正面（段階７）へ行われ、尖頭器の厚さが５cm程度、

断面が凸レンズ状に大きく変化する。その後、やや粗い縁辺部調整を伴う打面の小さい平坦剥離が、

左側面から裏面（段階８）、右側面から裏面（段階９）、左側面から正面（段階１０）、右側面から正面

（段階１１）へ行われ、より薄く、表面が滑らかに変化し、本体は１７×９×２．５cmの尖頭器で搬出さ

れる。段階７の幅広の調整剥片は縁辺に平坦な加工が施され、削器（非掲載）に整形されている。

分布 Sb－９７のＨ２２、Ｉ２４、Ｊ２３・２４、Ｋ２３・２４、Ｌ２２・２３、Sb－９９のＨ２２、Ｉ２２、Ｊ２２・Ｋ２１・

２２区に分布する。分布は① Sb－９７のＫ２３・２４区周辺、② Sb－９９に分けられ、①には、ほとんどの遺

物がやや高密度に分布し、それらに段階による偏りは見られない。また、②には、削器や相対的に大

型の剥片が多く、それらは散漫に分布している。

母岩別資料９８５・接合資料４２２５（図Ⅲ－４４２・４４３、図版３３５）

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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母岩別資料は接合４２２５の他、剥片１点で構成され、総点数１５点、総重量１，９９９．８gである。

素材 １４点（８個体）が接合し、重量は１，９７８．０g、大きさは２９×１４×６．５cmである。爪状痕のある

原礫面を持つ転礫素材で、裏面にリングが密集する平坦な分割面、正面に粗い平坦剥離面がある状態

で搬入される。

剥離工程 正面で打面のやや大きい剥離が、右側面から（段階１）、左側面から（段階２）、右側面か

ら（段階３）、左側面から（段階４）行われた後、潜在的な割れ面から本体が四分割される。左側縁

で分割された破片（段階５）は、欠損前の本体の裏面を甲板面に設定し、両側面で甲板面・下縁から

加工が行われるが、階段状の剥離が連続し、側面が瘤状になり、折損した段階で本体２５６が遺棄され

る。他の三破片（５１）は、再加工されずに遺棄されている。

分布 Sb－９７のＬ２２・２３、Ｍ２１・２２区に散漫に分布するが、一括遺物である両面調整石器５１は、や

や離れた Sb－９９のＪ２１区に分布する。

母岩別資料９４７・接合資料４１１６（図Ⅲ－４４４～４４８、図版３３６・３３７）

母岩別資料は接合４１１６の他、接合４１１７～４１２４・５６８８１～５６８８３、剥片８６点で構成され、総点数２８５点、

総重量４，３９０．２gである。

素材 １７５点（８９個体）が接合し、重量は３，８８２．６g、大きさは３４×２３×１０cmである。風化によりザ

ラついた平坦な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、正面に粗い剥離面がある状態で搬入

される。

剥離工程 縁辺部調整の無い粗い加工が、下面から裏面（段階１）、左側面から裏面（段階２）、下面

から正面（段階３）へ行われ、段階３の剥離と同時に下端部（段階４）が欠損する。次に、左側面か

ら裏面への剥離（段階５）の後、欠損した下部の折れ面周辺に、右側面から正面（段階６）、右側面

から裏面（段階７）への粗い加工が行われる。その後、やや打面が小さい平坦剥離が、左側面から正

面（段階８）、左側面から裏面（段階９）、右側面から正面（段階１０）へ行われ、最後に打面の小さい

薄い平坦剥離が、右側面から裏面（段階１１）、左側面から裏面（段階１２）、左側面から正面（段階１３）

へ行われ、本体が薄く、表面が滑らかに変化している。尖頭器は段階１３で折損（段階１４）した後、左

側面から正面へ加工が行われる（段階１５）が、本体は折損した状態で遺棄される。遺棄された尖頭器

の縁辺に残された調整は軽いもので、擦るような調整は見られず、縁辺も滑らかではない。

本接合資料では２点の彫器（個体Ａ・１１４）が製作され、１つの個体（個体Ｂ）で石刃剥離・舟底

形石器製作が行われる。

個体Ａ（３４３）は、段階２の幅広の調整剥片で、折損後、三角形に近い破片を利用して上縁・右側

縁の削片剥離部の先端部が弧状になるように加工が行われ、交叉状に削片が剥離される。右側縁では

最後に下端から削片剥離が行われるが、二辺とも削片剥離は３～５回と少ない。

彫器Ⅱ類の１１４は、厚手の縦長剥片素材で両側縁に加工が施され、素材先端部に作出されたノッチ

状の彫刀面打面から斜めに彫刀面が作出される。接合資料からは素材の大きさは不明であるが、接合

状況・背面の状況などから判断すると素材から長さの減少は少なく、彫刀面再生はほとんど行われて

いないと思われる。

個体Ｂ（３４４）は、本体下部が折損した段階４の厚手の個体である。上面の平坦な折れ面を打面と

して正面で一部頭部調整を伴う石刃が剥離された（Ｂ－段階１）後、右側面から上面に剥離が行われ

（Ｂ－段階３）、最後は石核を素材として舟底形石器が製作される（Ｂ－段階４）。段階１の石刃剥離

の際には左側面調整（Ｂ－段階２）が行われる。剥離される石刃は長さ１１cm程度で、良形の初期の

ものが欠落している。

２ 遺構と遺物
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分布 Sb－９７のＧ２３・２４、Ｈ２２～２５、Ｉ２２～２５、Ｊ２３・２４、Ｋ２３、Sb－１０１のＮ１７区に分布し、大き

く①散漫なＧ２３・２４、Ｈ２２～２４、Ｉ２２・２３区、②高密度のＪ２４区周辺、に分けられ、①には大型の剥

片が多い段階１・２の大部分、段階５・７の大型剥片、尖頭器、個体Ａ、個体Ｂ（段階１前半の石刃

の一部・段階１後半以降）の遺物が、②にはそれ以外の遺物が分布し、離れた Sb－１０１のＮ１７区には

彫器１１４が分布する。整理すると①には大型剥片、石刃の一部、個体Ａ、個体Ｂの後半、尖頭器が分

布し、②には大型を除く尖頭器調整剥片、個体Ｂの前半が分布し、②から素材、トゥールが抜き出さ

れて①に持ち込まれたと考えられる。

母岩別資料１１８５・接合資料４７３４（図Ⅲ－４４９～４５１、図版３３８）

母岩別資料は接合４７３４の他、接合４７３５～４７４３・５６９９３～５６９９７、縦長剥片１点、剥片１２５点で構成さ

れ、総点数３２３点、総重量３，２２５．３gである。

素材 １５９点（９１個体）が接合し、重量は２，６３２．８g、大きさは２６×１６×１４cmである。一部平坦面が

残り、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 正面では、下面から（段階１）、左側面から（段階２）、下面から（段階３）粗い剥離が行

われ、主に縦方向の剥離によって、裏面では、右側面から（段階４）の粗い剥離が行われ、主に横方

向の剥離によって厚さを大きく減少させている。その後は、横方向の細かい縁辺部調整の無いやや粗

い剥離が、右側面から正面（段階５）、右側面から裏面（段階６）、右側面から正面（段階７）、右側

面から裏面（段階８）、左側面から正面（段階９）に行われ、２０×９×３cmの尖頭器で搬出される。

本接合資料では舟底形石器４点（個体Ａ・Ｂ－１・Ｂ－２・Ｃ）が製作される。個体Ａは段階１の、

個体Ｂ（折損してＢ－１・２に分割）は段階２の、個体Ｃは段階４の厚手の剥片で全て甲板面である

腹面から加工される。縦方向に剥離された縦長剥片素材の個体Ａは剥片剥離軸と石器の長軸が一致

し、横方向に剥離された横長剥片素材の個体Ｂ－１・２、Ｃは直交する。個体Ｂ－１・Ｃの本体は最

後に折損し、それぞれ２３９・２３７が遺棄され、個体Ａ・Ｂ－２は本体が欠落し、搬出されたと思われる。

分布 Sb－９８のＮ２０、Sb－１００のＫ１９、Sb－１０１のＫ１７～１９、Ｌ１７～１９、Ｍ１７～１９、Ｎ１７～２０、Ｐ２０、

ブロック外のＰ２１区にやや散漫に分布し、集中部の遺物と周辺部に散在する遺物では違いが見られな

い。個体Ａ～Ｃと個体Ａ～Ｃ以外の分布密度を比べると前者が散漫で、後者はより密集している。ま

た、個体Ａ・Ｂは分布が類似し、Ｌ１８・１９区に、個体ＣはＭ１８区に、個体Ａ～Ｃ以外はＭ・Ｎ１８区に

多く分布し、分布密度同様若干異なる。

母岩別資料１１３３・接合資料４６１１（図Ⅲ－４５２・４５３、図版３３９）

母岩別資料は接合４６１１の他、接合４６１２・５６９６８、剥片５５点で構成され、総点数１４３点、総重量２，３３６．９g

である。

素材 ８３点（５９個体）が接合し、重量は２，１１２．４g、大きさは２３×１４×１０cmである。わずかにザラつ

いた平坦な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、裏面に１枚の剥離面がある状態で搬入さ

れる。

剥離工程 縁辺部調整が見られない打面の大きい加工が、左側面から裏面（段階１）、右側面から裏

面（段階２）、左側面から裏面（段階３）、右側面から裏面（段階４）、左側面から裏面（段階５）、左

側面から正面（段階６）に行われ、粗く整形される。その後、縁辺部調整を伴う打面の小さい薄手の

平坦剥離が、右側面から裏面（段階７）、左側面から裏面（段階８）、右側面から正面（段階９）、左

側面から正面（段階１０）、右側面から正面（段階１１）、右側面から裏面（段階１２）に行われ、本体は断

面凸レンズ状で、表面は滑らかな状態に変化するが、最後に左側縁から裏面に非常に粗い剥離が行わ

れて折損し、尖頭器１８が遺棄される。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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本接合資料では段階１の厚手の剥片（個体Ａ）を素材として舟底形石器が製作される。個体Ａは甲

板面である腹面から加工が行われ、本体は欠落し、搬出される。

分布 Sb－９７のＫ２２・２３、Ｌ２１～２３、Ｍ２１・２２、Ｎ２１、Sb－１００のＫ１９、Sb－１０１のＭ２０区に分布す

る。個体ＡはＫ２２・２３、Ｌ２１～２３区に分布し、個体Ａ以外は個体Ａより広い範囲に分布し、Ｍ２１・２２

区には段階２・３の剥片が多い。また、尖頭器はやや離れてＫ１９区に分布する。

母岩別資料９５２・接合資料４１３６（図Ⅲ－４５４、図版３４０－１）

母岩別資料は接合４１３６の他、接合５６８８７、縦長剥片１点、石刃４点、剥片１７点で構成され、総点数

６１点、総重量１，２９３．９gである。

素材 ３７点（２６個体）が接合し、重量は１，１６６．５g、大きさは２２×１２×９cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ転礫を素材として、原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 原礫面を除去する粗い剥離が、左側面から裏面（段階１）、下面から正面（段階２）へ行

われた後、右側面から正面（段階３）、左側面から裏面（段階４）、右側面から裏面（段階５）、右側

面から正面（段階６）への打面の小さい平坦剥離が行われる。特に正面で斜めに剥離される段階３・

６には石刃技法と同様の頭部調整が見られ、薄手でやや幅広の縦長剥片が剥離されている。加工され

る尖頭器の形態は薄く幅広で、最終的に左から正面への加工で折損し、２０が遺棄される。２０の両面に

はヒンジによる段差が残り、加工は順調には進行していない。

分布 Sb－９７のＧ２３、Ｈ２２～２４、Ｉ２２・２４、Ｊ２３～２５区に分布する。分布は①Ｊ２４・２５区、②Ｈ２２・

２３区周辺に分けられ、①には原礫面除去の段階１・２が、②には段階３以降が分布する。両者ともや

や散漫な分布である。

母岩別資料１０４６・接合資料４３６６（図Ⅲ－４５５、図版３４１－２）

母岩別資料は接合４３６６のみである。

素材 ５０点（３１個体）が接合し、重量は１，９２５．３g、大きさは２５×１６×９cmである。正面に平滑な原

礫面、裏面に風化した古い剥離面のある盤状の角礫を素材として原石の形状で搬入される。

剥離工程 原礫面を打面とした左右方向からの粗い剥離が、右側面から裏面（段階１）、左側面から

裏面（段階２）、左側面から正面（段階３）へ行われた後、下端部を中心として、下面から正面（段

階４）、下面から裏面（段階５）、右側面から裏面（段階６）、左側面から正面（段階７）、下面から正

面（段階８）、右側面から正面（段階９）への剥離が行われる。後半の下端部周辺の加工は、縁辺部

調整を伴わない粗いもの（段階４）から縁辺部調整を伴う打面の小さい平坦なもの（段階５～９）へ

と変化している。本体は１８×１２×３．５cmの幅広尖頭器で搬出される。

分布 Sb－９７のＫ２２、Ｌ２１・２２、Ｍ２１・２２区に比較的高密度に分布する。

母岩別資料１１４７・接合資料４６３２（図Ⅲ－４５６、図版３４０－２・３４１－１）

母岩別資料は接合４６３２の他、接合４６３３～４６３５、剥片１１点で構成され、総点数４５点、総重量１，５１３．５g

である。

素材 ２８点（１８個体）が接合し、重量は１，４５０．５g、大きさは２２×１１×７cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として、原石の状態で搬入される。

剥離工程 右側面から裏面（段階１）、左側面から正面（段階２）、右側面から正面（段階３）、左側

面から正面（段階４）、左側面から裏面（段階５）、右側面から正面（段階６）、左側面から正面（段

階７）、右側面から裏面（段階８）への剥離が行われる。全て縁辺部調整の無い、粗い加工で、最後

は左側面から裏面への剥離で折損し、４６が遺棄される。

分布 Sb－９７のＪ２３、Ｋ２４、Sb－１０１のＭ１８、Ｎ１８、Ｐ１８区に分布する。分布は① Sb－９７のＫ２４区
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周辺、② Sb－１０１のＭ１８区周辺に分けられ、①には段階６後半以降が、②には段階１～６前半が分布

し、両者とも比較的高密度である。前半の剥離後、Ｋ２４区に持ち込まれたと考えられる。

母岩別資料９８２・接合資料４２１７（図Ⅲ－４５７・４５８、図版３４２）

母岩別資料は接合４２１７の他、接合５６８９５、剥片８点で構成され、総点数５１点、総重量４，７０９．１gであ

る。

素材 ４１点（２９個体）が接合し、重量は４，６８２．０g、大きさは２４×２０×１３cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として、右側面上部に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 上端から左側面への剥離（段階１）、上縁中央からの調整（段階２）、上面から裏面への剥

離（段階３）の後、裏面から上面への剥離（段階４）で上設打面が作出される。頭部調整の無い裏面

（段階５）、正面（段階６）への剥離後、正面から打面再生（段階７）が行われ、正面で頭部調整を

伴って石刃が剥離される（段階８）。石刃剥離は、作業面にヒンジによる段差が生じて終了し、石刃

核Ⅲ－５１１－５が遺棄される。剥離される石刃は、長さ１０cm程度で、前半に良形のものは無く、後

半に剥離されたものが数本欠落している。

分布 Sb－９６のＬ２３、Ｍ２３、Sb－９７のＫ２３・２４、Ｌ２３、Sb－１００のＪ２０区に分布する。分布は、① Sb

－９６・９７のＫ２４区周辺、② Sb－１００のＪ２０区に分けられ、②には石刃剥離最終段階の末端部がヒンジ

の剥片が分布し、①にはそれ以前の段階の遺物が分布する。②に分布する遺物を接合した石刃核の作

業面状態は、最終剥離面の末端部がヒンジになり、それ以前の剥離には目立ったヒンジによる段差は

認められない。このことから、①では原石に近い状態から石刃剥離までが行われ、その石刃剥離も１

回の末端部がヒンジになる剥離後に終了している。②では作業面に１回のヒンジによる剥離面が残る

状態から剥離が行われ、その当初からヒンジになり、最後まで継続し、最後は遺棄される。

母岩別資料１００６・接合資料４２７４（図Ⅲ－４５８・４５９、図版３４３－１）

母岩別資料は接合４２７４のみである。

素材 ２０点（１４個体）が接合し、重量は８９５．２g、大きさは１４×１４×７cmである。上面に平滑な原礫

面、側面に風化によりザラついた原礫面を持ち、角がやや潰れた扁平な亜角礫を素材として、原石に

近い状態で搬入される。

剥離工程 上面から正面への剥離（段階１）の後、正面から上面への剥離で打面が作出される（段階

２）。上設打面から正面へ頭部調整を伴わない厚手の縦長剥片剥離と一部頭部調整を伴う石刃剥離（段

階３）が行われた後、上面正面から打面再生（段階４）、右側面（段階５）・左側面（段階６）への裏

面下部調整が行われる。段階３の厚手の縦長剥片２点は二次加工ある剥片（非掲載）に加工され、１

点は部分的に斜角の加工が、１点は舟底形石器の加工に類似した１回の粗い加工が施される。

分布 Sb－９７のＫ２２、Ｌ２２、Ｍ２１・２２、Sb－９８のＭ２０、Sb－１００のＫ２０区に分布する。Sb－９７のＭ２１

区周辺とそれ以外に分けられ、Ｍ２１区にはほとんどの遺物が高密度に分布し、やや離れた Sb－１００の

Ｋ２０区には斜角の加工の二次加工ある剥片が、Sb－９８のＭ２０区には厚手の剥片が分布する。

母岩別資料１０３８・接合資料４３４７（図Ⅲ－４５９・４６０、図版３４３－２）

母岩別資料は接合４３４７の他、剥片１０点で構成され、総点数８０点、総重量４，１８６．３gである。

素材 ７０点（５３個体）が接合し、重量は４，１４３．５g、大きさは２２×１３×１３cmである。平滑な原礫面を

持つ角柱状の角礫素材で、原石ないし原石に近い形状で搬入される。原石には５mm程度の球顆が列

状に内在する。

剥離工程 上面から正面右（段階１）、左側面から上面（段階２）への剥離の後、上面に右側面から

の剥離で打面が作出され（段階３）、正面から右側面にかけて、頭部調整の無い粗い石核調整、頭部
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調整を伴う石刃剥離が行われる（段階４）。正面の剥離が内在する球顆にぶつかり、ヒンジになった

段階で、右側面からの剥離で打面が再生され（段階５）、再度、正面で粗い剥離が行われる（段階６）。

最後に、作業面を上面に転移させ、正面を打面として頭部調整の無い粗い石核調整剥離が行われた後、

頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階７）。

石刃は段階４後半、段階７後半で剥離され、段階４後半の長さ１４cm程度の石刃は、ほとんどが遺

跡に遺棄され、段階７後半の長さ９cm程度の石刃は欠落している。

本接合資料では舟底形石器１点（個体Ａ）が製作される。個体Ａは、段階３の厚手の打面作出剥片

で、石器長軸と素材剥離軸が直交するように加工される。加工は、甲板面である腹面から頭部調整の

無い打面の大きい粗いものが行われ、幅が約４cmになった段階で縁辺部を直線的に滑らかにする調

整が施される。また、直線的になった後は、片側面での端から端までの加工を一単位として、側面を

入れ替えながら交互に均等に加工が行われる。最終的に下縁部を取り込む加工が連続し、高さが３．５cm

から１．９cmに減少した段階で、本体２３８が遺棄される。

分布 Sb－９７のＫ２２・２３、Ｌ２１～２３、Ｍ２１・２２、Sb－９８のＬ２１、Sb－１０１のＬ１９区に分布する。高密

度のＬ・Ｍ２２区とその周辺に散漫に分布する状態で、個体・段階による偏りは見られないが、個体Ａ

はその他の遺物に比べやや散漫な分布である。離れて Sb－１０１のＬ１９区に分布するのは段階７の石刃

で、その石刃が良形であること、同一段階の石刃が欠落し、抜き出されていることから、選択されて

持ち込まれたものと思われる。

母岩別資料９９０・接合資料４２３０（図Ⅲ－４６１・４６２、図版３４４）

母岩別資料は接合４２３０のみである。

素材 ５８点（４１個体）が接合し、重量は１，３９０．３g、大きさは１７×１６×１１cmである。平滑な原礫面を

持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 裏面から上面（段階１）、上面から正面（段階２）、左側面から正面（段階３）への剥離の

後、上面に正面からの剥離で打面が作出される（段階４）。上設打面から正面で頭部調整を伴う良好

な石刃が連続的に剥離され（段階５）、末端部がヒンジの剥片が剥離された時点で、打面を裏面に、

作業面を上面に転移させ、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（段階６）。再度、打面近くで階段状

の剥離が発生すると、打面を左側面に、作業面を下面に転移させ、縦長剥片が剥離（段階７）された

後、裏面から右側面（段階８）、右側面から裏面へ剥離が行われ、剥離は終了する。

石刃は段階５・６で剥離され、段階５（２８９など）では石刃核の小型化が著しく、長さ１０～１３cm

の直線的な、段階６では７cm程度の反りのある石刃が得られている。また、段階５は多くの石刃が、

段階６は前半の石刃が欠落し、搬出されたと思われる。

本接合資料では彫器１点（９６）、舟底形石器１点（個体Ａ）が製作される。Ⅱ類の彫器９６は段階７

で剥離された長さ７cm程度、幅不明の直線的な縦長剥片素材で、素材打面側に彫刀面が作出される。

側縁調整は背面両側縁に急角度の加工が、腹面基部に平坦な加工が施され、腹面加工によって素材先

端部の反りが修正されている。素材端部から彫刀面まで２．０cmあり、全て彫刀面再生によるものと

すると１０回程度の再生が行われたことになる。個体Ａは段階４の厚手の打面作出剥片素材で、素材剥

離時に一部を欠損（Ａ－段階１）した後、右側面で甲板面である腹面から加工が施され（Ａ－段階２）、

端部折損（Ａ－段階３）後、左側面で腹面から再加工（Ａ－段階４）が行われるが、本体２４６は遺棄

される。

分布 Sb－９６のＫ２４、Sb－９７のＩ２５、Ｊ２４、Ｋ２３・２４、Sb－９９のＩ２１、Ｊ２２、Ｋ２１、Sb－１００のＪ２０

区に分布する。分布は① Sb－９７のＫ２４区周辺、② Sb－９９・１００のＩ２１、Ｊ２０・２２、Ｋ２１区に分けら
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れ、①には個体Ａ（端部の欠損品除く）、段階１～６（段階６の最終段階の剥片除く）が、②には個

体Ａの端部欠損品、段階６の最終段階以降の遺物（石刃核含む）が分布する。また、①では個体Ａが

散漫に、個体Ａを除く一次剥離の遺物が高密度に分布する。以上のことから①で剥離が行われた後、

②に石刃核が持ち込まれ、剥離が行われたものと考えられる。但し、②ではすぐに作業面が階段状に

なり、良形の石刃は剥離されず、作業面転移によって縦長剥片が剥離され、彫器の素材となっている。

母岩別資料９５８・接合資料４１５２（図Ⅲ－４６３・４６４、図版３４５－１）

母岩別資料は接合４１５２の他、剥片３点で構成され、総点数３７点、総重量６１９．６gである。

素材 ３４点（２８個体）が接合し、重量は５９８．８g、大きさは１４×１０×９cmである。平滑な原礫面を持

ち、角が潰れた亜角礫を素材として、原石の状態で搬入される。

剥離工程 原礫面の上面から正面への剥離（段階１）後、正面から上面への剥離で打面が作出され（段

階２）、頭部調整を伴わない厚手の剥片剥離後、頭部調整を伴う石刃剥離（段階３）が連続的に行わ

れる。石刃剥離が困難になった段階で、左側面から正面、正面から左側面下部、と多方向のやや粗い

剥離が行われ、剥離は終了する。

剥離される石刃（２８８など）は、長さ８cm程度で、全般的に欠落している。石刃１点は彫器８２に

加工される。Ⅱ類の彫器８２は 長さ６．８cm幅３．０cmの側面形が直線的な石刃素材で、背面両側縁に

急角度の調整が施され、素材先端側に彫刀面が作出される。素材端部から彫刀面までの距離は２．７cm

で、全て彫刀面再生によるものとすると１０数回の再生が行われたことになる。段階２の打面作出剥片

（個体Ａ）は、素材先端側の縁辺部に稜調整が行われ、原礫面打面から削片（１３０など）が連続的に

剥離される。

分布 Sb－９７のＨ２３、Ｉ２３、Ｊ２３、Ｋ２２～２４、Sb－９８のＬ２１、Sb－９９のＫ２１、Sb－１００のＫ１８・２０、

Sb－１０１のＬ１８、Ｍ１８区に分布する。分布は、① Sb－９７のＫ２４区周辺、② Sb－９７のＨ２３、Ｉ２３、Ｋ

２２・２３西側、③ Sb－９８・１００、④ Sb－９９のＫ２１区、⑤ Sb－１０１のＬ１８区周辺に分けられ、①④⑤は

高密度、②③は散漫な分布である。①には個体Ａを除く大部分の遺物、②には彫器・石刃・厚手剥片、

③には石刃、④には個体Ａの前半部、⑤には個体Ａの後半部が分布する。このことから②～⑤の遺物

は①から持ち込まれたことが想定され、さらに個体Ａは途中で④から⑤への移動が想定される。

母岩別資料１０００・接合資料４２５７（図Ⅲ－４６４・４６５、図版３４５－２）

母岩別資料は接合４２５７のみある。

素材 ５０点（４２個体）が接合し、重量は９２５．７g、大きさは１４×１３×９cmである。風化によりザラつ

いた平坦な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、原石の状態で搬入される。

剥離工程 正面から上面への剥離で打面が作出され（段階１）、正面での粗い剥離の後、正面・右側

面・裏面で頭部調整を伴って石刃が連続的に剥離される（段階２）。

剥離される石刃は、８cm程度で、多くが欠落している。段階１の断面三角形の打面作出剥片（個

体Ａ）は、甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に整形され、搬出される。

分布 Sb－９７のＪ２４、Ｋ２３・２４、Ｌ２３、Sb－９８のＬ２０、Sb－９９のＩ２１区に分布する。個体Ａを含む

ほとんどの遺物が Sb－９７のＫ２３・２４区に高密度に分布し、良形の石刃が Sb－９８のＬ２０区、石刃核が

Sb－９９のＩ２１区に分布することから、それらの遺物がＫ２３・２４区からＬ２０、Ｉ２１区に持ち込まれた

と考えられる。

母岩別資料１１４１・接合資料４６２３（図Ⅲ－４６５、図版３４６－１）

母岩別資料は接合４６２３の他、接合４６２４・４６２５、縦長剥片３点、剥片１４点で構成され、総点数５３点、

総重量５８５．２gである。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

２４１



素材 ３１点（１６個体）が接合し、重量は５４１．９g、大きさは１２×１１×１０cmである。平滑な原礫面を持

つ角礫素材で、原石ないし上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 上設の単剥離打面から粗い剥離による石核調整後、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。

剥離される石刃は、長さ９～１２cmで全般的に欠落し、搬出される。

本接合資料では石刃を素材として彫器１点（６０）、掻器１点（１６４）が製作される。Ⅰ類の彫器６０は

長さ１０．７cm幅（２．５）cmの石刃素材で、先端部折損後、素材先端側に彫刀面が作出される。側縁調

整は背面基部側の両側縁に斜角の加工が施され、基部がすぼまる形状に整形される。先端部は、彫刀

面側は不明であるが、右側縁は彫刀面打面のみ加工が施される。素材形状と残存する彫器の形態から

彫刀面再生の可能性は数回程度で少ないと思われる。掻器１６４は先端部にやや反りのある石刃素材で、

両側縁には加工が施されず、素材先端部の刃部右側のみ加工が行われ、弧状の刃部が作出される。素

材と比較して、長さはほとんど、幅は全く変化が無く、刃部再生は全くと言っていいほど行われない。

これらの彫器６０と掻器１６４を比較すると、彫器には背面中央に稜線が残るやや厚手で側面形が直線に

近い石刃が利用され、掻器には背面左側に稜線が偏るやや薄手で先端部に反りのある石刃が利用さ

れ、それぞれの選択性が認められる。

分布 Sb－９７のＨ２４・Ｊ２３、Sb－１０１のＬ１８、Ｍ１８、Ｎ１８区に分布する。Sb－９７のＨ２４、Ｊ２３区に分

布する掻器１６４を除いて Sb－１０１のＭ１８区周辺にまとまって分布し、掻器のみ持ち出されたと考えら

れる。

母岩別資料１１６４・接合資料４６７８（図Ⅲ－４６６、図版３４６－２）

母岩別資料は接合４６７８の他、接合４６７９・４６８０、剥片１０点で構成され、総点数６２点、総重量６７８．９g

である。

素材 ４６点（３６個体）が接合し、重量は６４３．５g、大きさは１３×９×９cmである。風化によってザラ

ついた平坦面を持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、原石の状態で搬入される。

剥離工程 上面の原礫面打面から正面・左右側面で頭部調整を伴わない打面の大きい粗い剥離（段階

１）が行われ、それによって作出された正面の峰状の角で頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階

２）。

剥離される石刃は長さ７cm程度で、良形の石刃は少なく、欠落するのは一部である。段階１で剥

離された厚手の剥片（個体Ａ）は甲板面である腹面からの加工によって舟底形石器に整形され、本体

は搬出される。

分布 Sb－１０１のＬ１９、Ｍ１８・１９、Ｎ１８区にまとまって分布し、周辺のＮ２０、Ｏ１９区の遺物を含め、

個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料１００７・接合資料４２７５（図Ⅲ－４６６、図版３４７－１）

母岩別資料は接合４２７５のみである。

素材 １３点（１３個体）が接合し、重量は２９８．３g、大きさは１０×８×５．５cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫素材で、右側面に大型のポジ面がある大型剥片の形状で搬入される。

剥離工程 正面から上面への剥離で打面が作出され（段階１）、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行

われる（段階２）。剥離される石刃の長さは６・７cmで、部分的に欠落し、搬出される。

分布 Sb－９７のＫ２３、Sb－９９のＩ２１、Ｊ２１・２２、Ｋ２２、Sb－１００のＫ２０区に散漫に分布し、Ｋライン

周辺には初期の石刃が多い。

母岩別資料１１４２・接合資料４６２６（図Ⅲ－４６７、図版３４７－２）

母岩別資料は接合４６２６の他、剥片５点で構成され、総点数５１点、総重量２，９９７．０gである。

２ 遺構と遺物

２４２



素材 ４６点（２０個体）が接合し、重量は２，９４８．０g、大きさは２２×１８×１２cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ転礫素材で、原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 上面から正面への剥離（段階１）の後、正面から上面への剥離で打面が作出され（段階２）、

正面で剥離が行われる（段階３）。下部の稜調整（段階４・５）後に、正面で頭部調整を伴って石刃

が剥離され（段階６）、最終的に石核３２４の作業面には両端を取り込む非常に幅広い剥離面が残る。

剥離される石刃は長さ１３～１７cmで、作業面形状が平坦な状態で剥離が進行するため、幅広で、両

側縁が平行するものが少ない。石刃・縦長剥片は中間段階のものが主に欠落している。

分布 Sb－１０２のＨ１８・１９、Ｉ１８・１９区にまとまって分布する。

母岩別資料９６５・接合資料４１７３・４１７４（図Ⅲ－４６８～４７０、図版３４８）

母岩別資料は接合４１７３・４１７４の他、剥片６点で構成され、総点数３９点、総重量１，１３２．１gである。

素材 接合４１７３は１５点（１０個体）が接合し、重量は５１４．７g、大きさは１６×１１×７cmで、接合４１７４は

１８点（１６個体）が接合し、重量は５３８．４g、大きさは１５×８．５×８cmである。平滑な原礫面と爪状痕

のある原礫面の両方を持つ転礫素材で、おそらく粗い剥離の行われた状態で搬入される。

剥離工程 接合４１７３・４１７４は石刃が欠落しているために接合できないが、両方の左側面に同一面と見

られる大型の剥離面があり、同一母岩と認定できる。本母岩では粗い石核調整後、上設の単剥離打面

から頭部調整を伴う石刃剥離が行われ、接合４１７３は左側面～正面、接合４１７４は正面～右側面に相当し、

接合４１７４では下面から正面への剥離（段階２）が見られる。

剥離される石刃（２９０・２９１・２９３・２９６・２９４・２８７など）は、石刃核高の減少に伴って長さの変異が

大きく、初期段階では最大１６cm（２９１）、最終段階では最小６cmの石刃が剥離される。また、石刃に

は特徴的に先端部に反りが見られる。剥離される石刃自体も多く、良形の石刃が連続的に剥離されて

いるため、多くの石刃が欠落し、搬出されている。

本母岩では彫器１点（５７）、掻器３点（１７３・１５２・１５４）、削器１点（１８４）が製作される。Ⅰ類の彫

器５７は、長さは推定で１１cm、幅は不明のおそらく先端部に反りのある石刃素材で、素材先端側に彫

刀面が作出される。側縁調整は背面基部側の両側縁に急角度の加工が行われ、素材打面が除去され、

基部がすぼまる形状に整形される。先端側は、彫刀面側は不明であるが、右側縁は彫刀面打面のみ加

工が施される。推定される素材端部から彫刀面まで５cmあり、全て彫刀面再生によるものとすると

二十数回の再生が行われたことになるが、先端部の反りの除去などを考慮に入れるともっと少ないと

思われる。

掻器１７３は長さ・幅不明の先端部に反りのある石刃素材で、左側縁先端側が平坦剥離で加工され、

先端部に弧状の刃部が作出される。素材と比較して、長さ・幅ともにほとんど変化が無く、刃部再生

は全くと言っていいほど行われない。掻器１５２は、長さ８．３cm幅３．０cmの先端部に反りのある石刃素

材で、背面基部側の両側縁に斜角の加工が施され、先端部に弧状の刃部が作出される。長さは素材と

比べ５mm減少しているが、刃部再生の頻度は少ないと思われる。掻器１５４は、長さ６．９cm幅（２．８）

cmの先端部に反りのある石刃素材で、背面両側縁に不連続な加工が施され、先端部に弧状の刃部が

作出される。長さは素材と比べ３mm減少しただけで刃部再生は全く言っていいほど行われない。

削器１８４は長さ８．９cm幅２．１cmの先端部に反りのある石刃素材で、左側縁先端部・右側縁中央部に

急角度の加工が見られる。

このほか、二次加工ある剥片２８０の左側縁先端部には平坦剥離による加工が施される。

器種毎の素材を比較すると、彫器には側面形が直線的な石刃が、掻器には先端部が肥厚して反りの

あるやや厚手の甲高の石刃が、削器・二次加工ある剥片には末端部を取り込んだ石刃が利用される。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）

２４３



分布 接合４１７３は Sb－９７のＨ２４、Ｋ２２・２３、Ｌ２２・２３、Ｍ２１・２２、Ｎ２１、Sb－１００のＪ１９、Ｋ１９・２０

に分布し、接合４１７４は Sb－９７のＨ２３、Ｌ２２・２３、Ｍ２２、Sb－１００のＫ１９・２０に分布する。分布は① Sb

－９７のＫ２３～Ｎ２１区、② Sb－９７のＨ２３・２４区、③ Sb－１００のＪ１９、Ｋ１９・２０区に分けられ、全て散

漫な分布である。①には掻器１５４、石刃、剥片が、②には彫器５７、大型石刃が、③には掻器１５２・１７３、

削器１８４・二次加工ある剥片２８０、石刃核、石刃が分布する。分布の主体は①で、そこから②③に搬出

されたと考えられる。

母岩別資料１０１６・接合資料４２８７（図Ⅲ－４７０・４７１、図版３４９－１）

母岩別資料は接合４２８７のみである。

素材 １０点（８個体）が接合し、重量は４７７．９g、大きさは９×８×７cmである。平坦面とガスが抜

けたようなあばた状の原礫面（蜂の巣沢の原石に類似する）を持ち、角が丸い亜角礫を素材として原

石の状態で搬入される。

剥離工程 正面から上面への剥離で打面が作出された（段階１）後、正面で頭部調整を伴う石刃剥離

が行われる（段階２）。原石が小さいため、剥離される石刃の本数は少なく、ほとんど欠落していな

い。

分布 Sb－９７のＬ２２・２３、Ｍ２１、Sb－１００のＫ１９区に分布する。Sb－１００のＫ１９区に離れて分布する

のは厚手の打面作出剥片である。

母岩別資料１０２８・接合資料４３２２（図Ⅲ－４７１、図版３５０－１）

母岩別資料は接合４３２２の他、接合４３２３、剥片１点で構成され、総点数３４点、総重量１，５７１．１gであ

る。

素材 ２８点（２７個体）が接合し、重量は１，５１７．５g、大きさは１６×１２×９cmである。ややザラついた

平坦面を持ち、角が丸くなった転礫を素材として、原石の状態で搬入される。

剥離工程 正面から上面へ打面作出（段階１）後、頭部調整の無い打面の大きい剥離が、上面から正

面（段階２）、下面から正面（段階３）へ行われる。その後、上下打面を入れ替えながら頭部調整を

伴って石刃が剥離され（段階４～１０）、途中、打面が潰れると下設打面再生（段階７）が行われる。

最終的にはヒンジによって作業面に段差が生じ、修復するための下設打面からの剥離も階段状にな

り、剥離は終了する。

剥離される石刃は長さ１０～１２cmで、中間段階で剥離されたものが一部欠落する。石刃は１点（１７４）

が錐形石器に加工されている。１７４は長さ（１０．０）cm幅１．８cmの石刃素材で、両側縁に微細な加工

が施され、先端部の左側縁には急角度の、右側縁には平坦な加工によって刃部が作出され、刃部先端

右側縁には使用によると思われる樋状剥離痕が残る。残存する石器端部と素材端部にはほとんど距離

が無く、刃部再生の頻度は低い。石刃２８３の先端部には彫刀面状の剥離痕があるが、その表面状態か

ら新しい剥離と判断した。また、同一母岩資料には下設打面作出剥片と見られる舟底形石器調整剥片

の接合資料があり、舟底形石器１点が製作されている。

分布 Sb－９７のＪ２２・２３、Ｋ２２・２３、Ｌ２２、Sb－９９のＪ２１・２２区に分布する。Ｋ２３区を中心に分布

し、北西側の周辺部に石刃が分布する。

母岩別資料１０３４・接合資料４３３７（図Ⅲ－４７２・４７３、図版３４９－２）

母岩別資料は接合４３３７の他、接合４３３８・４３３９・５６９２３～５６９２５、舟底形石器１点、縦長剥片３点、剥

片２１点で構成され、総点数８４点、総重量３，９８６．８gである。

素材 ４７点（２９個体）が接合し、重量は３，０５８．８g、大きさは１９×１９×１３cmである。一部平滑面が残

り、角が丸くなった転礫を素材として、原石ないし原石に近い状態で搬入されている。

２ 遺構と遺物
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剥離工程 左側面から下面への剥離（段階１）、正面から上面への打面作出（段階２）後、左右側面

での粗い剥離（段階３）、左側面下部（段階４）・正面下部（段階５）の石核調整、上面から正面への

剥離（段階６）、左側面正面から石核調整（段階７）が行われ、正面で頭部調整を伴って石刃が剥離

される（段階８）。階段状の剥離が連続して打面が潰れると、正面から打面再生（段階９）が行われ、

再度石刃剥離が継続され（段階１０）、階段状の剥離が連続し、作業面形状が悪化した状態で剥離は終

了する。

剥離される石刃は長さ８～１３cmで、段階１０の１１cm以下の石刃が欠落し、搬出されている。

本接合資料では段階３で剥離された厚手の剥片を素材として舟底形石器１点（個体Ａ）・削器１点

（個体Ｂ）が製作されている。個体Ａ（２４７）は右側面で剥離された剥片素材で、甲板面である腹面

から加工が行われるが、両側縁とも階段状の剥離が連続して粗い加工段階で遺棄される。個体Ｂ（１９３）

は左側面で剥離された剥片素材で、左側縁に舟底形石器に類似する粗い加工が行われる。また、それ

ら以外に段階２の厚手の剥片（二次加工ある剥片）にも粗い加工が見られる。

分布 Sb－９７のＫ２３、Ｌ２１～２３、Ｍ２１・２２、Sb－９８のＬ２０、Ｍ２０・２１、Sb－１００のＪ１９、Ｋ１９・２０、

Sb－１０２のＩ１９区に分布する。分布は① Sb－９７のＭ２２区周辺、② Sb－９８のＬ・Ｍ２０区、③ Sb－１００

のＫ２０区周辺に分けられ、①に分布の主体がある。しかし、個体Ａの調整剥片が③に分布する以外は、

それぞれにまたがる折れ面接合が認められ、明確な内容の違いは認められない。

母岩別資料１１０８・接合資料４５５６（図Ⅲ－４７４・４７５、図版３５０－２）

母岩別資料は接合４５５６のみである。

素材 ６４点（４６個体）が接合し、重量は１，８５０．１g、大きさは１８×１６×１４cmである。平滑な原礫面を

持ち、角が潰れた亜角礫を素材として、原石の状態で搬入される。

剥離工程 正面から左側面（段階１）、上面から右側面（段階２）、正面から上面（段階３）への剥離

の後、正面で頭部調整を伴わない剥離が行われる（段階４）。その後、正面から下面への剥離で下設

打面が作出され（段階５）、頭部調整の無い上（段階４後半）下（段階６前半）からの剥離の後に、

下設打面から正面で頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階６）。

剥離される石刃は８cm前後が多く、最後は６cm程度で、その多くは欠落している。

本接合資料では削器１点（１８６）、舟底形石器４点（個体Ａ～Ｄ）が製作される。削器１８６は段階６

で剥離された長さ７．４cm幅（４．２）cmの剥片素材で両側縁に急角度の加工が施され、長さは変化が

無く、幅は１cm程度減少している。個体Ａは段階４の厚手の剥片で、先端部折損後、甲板面である

腹面から加工が行われ、縁辺が潰れた時点で下縁からの加工で潰れを除去し、再び、甲板面から加工

が施される。本体は欠落している。個体Ｂは段階５の下設打面作出剥片、個体Ｃ・Ｄは段階６前半の

厚手の縦長剥片で一部下縁からの剥離が見られる個体Ｄを除き、甲板面である腹面から加工が施され

る。個体Ｂ～Ｄは全て側縁に階段状の剥離による潰れがあり、無理な加工により折損し、遺棄されて

いる。

分布 Sb－９７のＫ２２・２３、Ｌ２２・２３、Ｍ２１・２２、Sb－９８のＬ２０、Ｍ２０、Sb－９９のＪ２１、Sb－１００のＪ

１９・２０、Ｋ１９・２０区に散漫に分布する。分布は① Sb－９７のＬ２２区周辺、② Sb－９９のＪ２１区周辺、③

Sb－９８のＬ・Ｍ２０区、④ Sb－１００のＪ・Ｋ１９周辺に分けられる。分布の主体は①で、②には舟底形石

器の調整剥片のほとんど（一括遺物が多い）が、③には全ての舟底形石器が、④には多くの初期段階

の剥片と削器・石刃核が分布する。

母岩別資料９４８・接合資料４１２５（図Ⅲ－４７６・４７７、図版３５１－１）

母岩別資料は接合４１２５の他、接合４１２６・５６８８４、縦長剥片１点、石刃１点、掻器２点、剥片５点、
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で構成され、総点数８２点、総重量２，４１８．８gである。

素材 ６９点（４９個体）が接合し、重量は２，３５５．８g、大きさは２０×１６×１２cmである。平坦な原礫面が

残り、角が丸くなった転礫を素材として、原石の形状で搬入される。

剥離工程 右側面から左側面上部（段階１）、上面から右側面（段階２）、上面から正面（段階３）、

右側面から正面（段階４）、正面から右側面上部（段階５）への粗い剥離の後、正面から上面への剥

離で打面作出（段階６）が行われ、頭部調整を伴って石刃が剥離される（段階７）。石刃剥離の途中

で、左側面下部（段階８）・正面・右側面下部（段階９）の石核調整が行われる。石刃剥離の最後が

ヒンジになり、剥離が終了している。

剥離される石刃（２９５・２８６など）は長さ８～１１cmで、ほとんどが欠落し、搬出される。

本接合資料には掻器２点（１５５・１７０）、錐形石器１点（１７６）が、非接合の同一母岩資料には掻器２

点（１４９・１５０）が含まれ、合わせて４点の掻器が製作されている。掻器１５５は段階７の先端部にやや

反りのある石刃素材（長さは不明）で、右側縁に平坦な加工が施され、先端部には急角度の剥離で円

形の刃部が作出される。長さは不明であるが、接合資料から判断すると素材から３cm程度短くなっ

ている可能性があり、刃部再生が頻繁に行われた可能性がある。掻器１７０は段階７最終段階に剥離さ

れた長さ７．６cm幅２．０cmの先端部に反りのある石刃素材で、両側縁に加工は施されず、先端部に平

坦剥離による斜角の刃部が作出される。素材末端と刃部の距離は１．１cmであるが、素材の先端部は

先細りの形状であるためほとんど刃部再生は行われていないと思われる。錐形石器１７６は段階８の最

終段階で剥離された長さ６．１cm幅２．９cmの石刃素材で、素材形状は側面形が直線的、平面形の左右

先端部が張り出している。加工は末端部のみ施され、素材の右側縁末端部の張り出しを利用して斜め

に錐状の刃部が作出される。刃部右側縁には使用によると思われる樋状剥離が残る。素材末端部と刃

部の距離は０．６cmで、刃部再生頻度は低いと考えられる。同一母岩資料である掻器１４９・１５０は、両

側縁とも連続的な斜角の加工が施され、刃部は、１４９が左に偏って斜めに、１５０が円形に加工される。

また、１４９の先端部には素材の反りが残り、１５０は相対的に直線的である。

分布 Sb－９６のＪ２５、Sb－９７のＧ２２～２４、Ｈ２２～２４、Ｉ２２・２３、Sb－９９のＧ２２、Ｉ２０、Sb－１００のＩ

２０、Ｊ１９・２０、Ｋ１９、Sb－１０２のＨ２０、Ｉ１８・２０、Sb－１０３のＨ１８、Sb－１０４のＨ１７・１８区に非常に広

範囲に散漫に分布する。Sb－９７に分布の主体があり、Ｇ２３区には掻器１４９・１５０を含め全ての掻器が

分布し、Sb－１００には初期の大型剥片が、Sb－９９・１０２～１０４には石刃などが、Sb－１０２には錐形石器

１７６・二次加工ある剥片が分布する。

母岩別資料１１０４・接合資料４５５２（図Ⅲ－４７７・４７８、図版３５１－２）

母岩別資料は接合４５５２の他、剥片５点で構成され、総点数３０点、総重量９３２．１gである。

素材 ２５点（１７個体）が接合し、重量は９１４．３g、大きさは１４×１２×７cmである。角が丸くなったや

や扁平な転礫素材で原石の状態で搬入される。

剥離工程 頭部調整を伴わない厚手の剥片・縦長剥片が、上面から正面（段階１）、正面から上面（段

階２）の交互剥離によって剥離される。

段階２の厚手の剥片（個体Ａ）、石核（個体Ｂ）が舟底形石器に加工され、個体Ａ（２２９）は先端部

折損後、甲板面である腹面から両側面に加工が施され、本体は遺棄される。個体Ｂ（２３５）は作業面

の最終剥離面を甲板面に設定し、甲板面から両側面に加工が行われるが、下縁を大きく取り去る加工

の後、遺棄される。本接合資料は頭部調整を伴わない厚手の縦長剥片剥離が連続して行われ、舟底形

石器が２点製作されていることから、主に舟底形石器製作を目的として剥離されたものと考えられ

る。

２ 遺構と遺物

２４６



分布 全て Sb－９７のＫ２３、Ｌ２３区に高密度に分布する。

母岩別資料１０８９・接合資料４５２０（図Ⅲ－４７８・４７９、図版３５２上）

母岩別資料は接合４５２０のみである。

素材 ４０点（３５個体）が接合し、重量は２，１９９．９g、大きさは１６×１４×９cmである。角が丸くなった

やや扁平な転礫素材で原石の状態で搬入される。

剥離工程 上面から左側面（段階１）、左側面から裏面（段階２）への剥離で２枚の扁平な剥片に分

割された後、石核側では、上面から左側面（段階３）、正面から左側面（段階４）への剥離が行われ

る。次に、舟底形石器の調整剥離に類似する裏面から左側面への剥離（段階５）で大きく幅を減少さ

せ、その最終剥離の際に本体が中央で折損すると、下部破片を利用して折れ面打面から正面・右側面

で頭部調整を伴わない石刃剥離が行われる（段階６）。

剥離される石刃は少なく、ほとんどがウートラパッセで下端部を取り込み、遺棄されている。

段階２で分割された厚手の大型剥片（個体Ａ）は、縦折れ（Ａ－段階１）によってさらに分割され

た大型破片に舟底形石器に類似した粗い加工が腹面から左側縁に行われるが、本体の削器１９４は遺棄

される。段階３の大型剥片（個体Ｂ）は、上部の剥離（Ｂ－段階１）後、若干の縦方向の剥離が行わ

れ、遺棄される。

分布 Sb－９７のＨ２３・２４、Ｉ２３、Ｌ２１・２２、Ｍ２１・２２、Sb－９８のＬ２１区に分布する。分布は① Sb－

９７のＬ２１・２２、Ｍ２１・２２区、②Ｈ２３・２４、Ｉ２３区に分けられ、①には大部分の遺物が高密度に分布し、

②には個体Ａの前半部、個体Ｂが分布する。

母岩別資料１０７９・接合資料４４９８（図Ⅲ－４７９～４８１、図版３５２下）

母岩別資料は接合４４９８の他、剥片２２点で構成され、総点数１１６点、総重量１，７９４．３gである。

素材 ９４点（７６個体）が接合し、重量は１，７１７．１g、大きさは２０×１８×１１cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ転礫素材で、原石の状態で搬入される。

剥離工程 右側面と正面の角を打撃し、上面で大型剥片が剥離（段階１）された後、上面から左側面・

裏面・右側面で大型剥片剥離（段階２）、左側面から正面上部で粗い剥離（段階３）が行われる。

本接合資料では舟底形石器６点（個体Ａ～Ｃ・Ｅ～Ｇ）、二次加工ある剥片１点（個体Ｄ）が製作

される。

個体Ａは段階１の非常に大型の剥片素材で、甲板面である腹面から左右側面に加工が行われ（Ａ－

段階１・２）、断面が三角形になった後、下縁からの加工が施され（Ａ－段階３）、その後は甲板面か

ら左右交互に加工が行われ（Ａ－段階４～６）、段階６の打面は相対的に小さくなっている。本体は

欠落し、その空隙部分は幅が狭く、小型であることからⅠ類で搬出された可能性がある。

個体Ｂは個体Ａ段階１の厚手の剥片素材で、甲板面である腹面から両側面に加工が施されるが、断

面三角形になる前に加工は終了し、本体２４４は遺棄される。

個体Ｃは段階２の厚手の剥片素材で、接合資料は片側の初期の調整剥片と本体の舟底形石器Ⅰａ類

である２２０で構成される。本来はもう一方の調整剥片・後半の調整剥片が存在するはずであるが接合

していない。部分的に残る接合資料から復元すると最初は甲板面である腹面から粗い加工が行われ、

ある段階で押圧と見られる加工に変化し（舟底形石器Ⅱ類からⅠ類の変化に対応する）、最後に下縁

部からの剥離で形状が整えられる。遺棄されている２２０の正面端部には折れ面が残り、左右側面には

折れ面を切る加工が見られ、折れ面周辺に再加工が行われている。その折れ面は素材のほぼ中央付近

にあたり、本体が中央付近で折損したものと思われる。また、折れ面はその状況からそれほど古いも

のではなく、Ⅰ類に変化した後に折れたものと考えられ、２２０同様もう一方の舟底形石器の破片も再
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加工され、製品で搬出された可能性が想定される。

個体Ｄは段階２の剥片素材で、縦折れ後、片側縁で比較的軽い平坦な加工が行われるが、ほとんど

素材形状を変えずに本体（非掲載）は遺棄される。

個体Ｅは段階３の厚手の剥片素材で、甲板面である腹面から加工が施されるが、断面三角形になっ

た段階で加工は終了し、遺棄される。

個体Ｆは石核素材で、裏面に残る段階２の大型剥離面を甲板面に設定し、甲板面から両側面に加工

が施される。断面が三角形になった段階で下縁から下縁部調整が行われた後、再度、甲板面から加工

される。本体は欠落し、搬出される。

個体Ｇは個体Ｆの調整剥片素材で、背面を甲板面に、腹面を側面に設定し、甲板面から加工が施さ

れる。断面が三角形になった段階で下縁調整が行われた後、打面の小さい加工が甲板面から行われ、

折損後、一方のより大型の破片に甲板面から再加工が行われる。再加工の剥離が階段状になり、本体

２７０は遺棄される。

本接合資料は厚手の剥片が連続して剥離され、多くの舟底形石器が製作されていることから、舟底

形石器を目的として剥離されたものと考えられる。

分布 Sb－９７のＪ２４、Ｋ２３、Ｌ２３、Sb－９９のＩ２１区に分布する。分布は① Sb－９７のＫ・Ｌ２３区周辺、

② Sb－９９のＩ２１区に分けられ、ほとんどが①に高密度に分布し、②には個体Ａ段階６の調整剥片、

個体Ｃの舟底形石器Ⅰａ類である２２０、個体Ｄの一部が分布する。このことから、一次剥離、舟底形

石器調整の前半段階は①で行われ、舟底形石器Ⅱ類からⅠ類に変化する段階が②で行われた可能性が

ある。

母岩別資料１１７４・接合資料４７０１（図Ⅲ－４８２～４８４、図版３５３－１）

母岩別資料は接合４７０１の他、接合４７０２・４７０３、舟底形石器１点、剥片２点で構成され、総点数９６点、

総重量８８５．５gである。

素材 ８７点（６９個体）が接合し、重量は７９１．７g、大きさは１６×１３×９cmである。角が丸くなった転

礫素材で、原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 裏面から上面への短軸方向の剥離面を打面として、上面から左側面（段階１）への剥離の

後、上面から右側面（段階２）への剥離が行われる。

剥離される剥片は厚手で、薄手の剥片１点を除いて全て舟底形石器（個体Ａ～Ｃ）に加工され、ま

た、石核（個体Ｄ）も舟底形石器に加工されているため、全部で４点の舟底形石器が製作され、１点

を除く全てが舟底形石器に加工されている。

個体Ａ（３７１）は段階１の厚手の剥片で、甲板面である腹面から右側面（Ａ－段階１・３）、左側面

（Ａ－段階２）に加工が施される。本体である舟底形石器Ⅰａ類の２１１には下縁からの加工が残り、

Ⅱ類からⅠ類に変化する段階で下縁部調整が行われている。また、端部には細石刃状の剥離痕が残り、

舟底形石器削片が剥離されている。本体２１１の長さは素材の半分程度で、全てが削片剥離によって長

さが減少したとすると９０本程度の削片（幅４mm、厚さ１．５mmで計算）が剥離されたことになる。

個体Ｂ（３７２）は段階２の厚手の剥片で、甲板面である腹面から加工が行われるが、本体は粗い加

工段階で折損し、遺棄される。

個体Ｃ（３７３）は段階２の厚手の剥片で、背面を甲板面に設定し、甲板面から右側面（Ｂ－段階１）、

左側面（Ｂ－段階２）に加工が行われる。素材背面が甲板面に設定されるのは、素材の断面形が三角

形でその最も長い辺が背面であったためと思われる。本体は欠落し、搬出されている。

個体Ｄ（３７４）は両側面がそれぞれ１枚の大型の剥離面で構成される石核素材で、打面である上面

２ 遺構と遺物
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が甲板面に設定される。下部から右側面への粗い剥離（Ｄ－段階１）によって高さを減少させた後、

左側面（Ｄ－段階２）、右側面（Ｄ－段階３）で加工が行われ、段階３の途中で下縁から両側面に加

工が見られる。本体は欠落し、搬出されている。

非接合の同一母岩資料である舟底形石器Ⅰａ類の２１５は両側面とも甲板面・下縁からの加工が行わ

れ、裏面には折れ面が、正面には細石刃状の剥離面が残る。

分布 Sb－９６のＬ２３、Sb－９７のＫ２３・２４、Sb－９８のＭ２０、Sb－９９のＩ２１、Sb－１００のＪ１９・２０、Ｋ

１９・２０、Sb－１０２のＩ１９区に分布する。個体に関わらず、ほとんどがＪ・Ｋ２０区周辺に分布し、Sb－

９６・９７のＫ２４区周辺には個体Ａの後半段階、個体Ｄの最終段階が分布する。Sb－９９のＩ２１区には舟

底形石器Ⅰａ類の２１１・２１５が分布し、それらはＩ２１区に持ち込まれ、Ⅰａ類に加工された可能性があ

る。

母岩別資料１１２０・接合資料４５８３（図Ⅲ－４８４～４８６、図版３５３－２）

母岩別資料は接合４５８３のみである。

素材 ７７点（６０個体）が接合し、重量は２，２９４．２g、大きさは１７×１５×１５cmである。角が丸くなった

転礫素材で、原石の状態で搬入される。

剥離工程 上面から正面への剥離（段階１）で二分割された後、その剥離面を甲板面として右側面で

加工が施される（段階２）が、その後、裏面から左側面への剥離（段階３）が行われ、石核素材の舟

底形石器の甲板面に設定される。

本接合資料では舟底形石器４点（個体Ａ～Ｄ）が製作される。個体Ａは段階１で剥離された厚手の

大型剥片で、非常に粗い加工が左側面（Ａ－段階１）、右側面（Ａ－段階２）で行われるが、直径１．５cm

の球顆が原因で折損し、本体の２６８が遺棄される。個体Ｂは個体Ａの大型の調整剥片で、甲板面であ

る腹面から両側面への粗い加工（Ｂ－段階１・２）によって素材剥離軸と舟底形石器長軸が直交する

ように整形される。最終剥離で端部を欠損し、本体の２３４が遺棄される。個体Ｃは段階３の厚手の剥

片で、甲板面である腹面を打面として左側面（Ｃ－段階１）、右側面（Ｃ－段階２）、左側面（Ｃ－段

階３）と順番に加工される。本体は欠落し、搬出される。個体Ｄは石核素材で段階３の剥離面を甲板

面に設定し、甲板面から両側面に粗い加工が行われる（Ｄ－段階１・２）。その後、下縁部から加工

が施され、さらに、甲板面から側縁が滑らかになるように細かい剥離が行われるが、中央で折損し、

本体２５５は遺棄される。

分布 Sb－９７のＫ２２、Ｌ２１～２３、Ｍ２１・２２、Ｎ２１、Sb－９８のＭ２０、Sb－１００のＫ１９、Sb－１０１のＬ１９

区に分布する。ほとんどが Sb－９７のＬ・Ｍ２２区周辺に、一部 Sb－９８・１００・１０１に分布するが、Sb－

９８のＭ２０区に分布する個体Ｂの舟底形石器２３４以外は他の剥片との明確な違いは無い。

母岩別資料１１８６・接合資料４７４４（図Ⅲ－４８７、図版３５４－１）

母岩別資料は接合４７４４のみである。

素材 ２９点（２６個体）が接合し、重量は３３０．６g、大きさは１１×１１×７cmである。平滑な原礫面を持

ち、角がやや潰れた亜角礫を素材として原石の状態で搬入される。

剥離工程 正面から上面への剥離（段階１）によって原石が二分割され、それぞれ舟底形石器に加工

される。個体Ａは断面三角形の厚手の剥片素材で下縁からの剥離後、甲板面である腹面から加工が行

われる。個体Ｂは石核素材で上面を甲板面に設定し、甲板面から両側面に加工が施される。最初に剥

離された厚手の調整剥片（個体Ｃ）は甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に整形される。個体

Ａ～Ｃは全て本体が欠落し、搬出されたと思われる。

分布 Sb－１０１のＬ１８・１９、Ｍ１８～２０、Ｎ１８～２０、Ｏ１９区に分布する。分布は①Ｍ１８区北東部周辺、

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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②Ｍ１９区南西部周辺に分けられ、①には個体Ｂ後半、②には個体Ｃを含む個体Ｂ前半が分布し、個体

Ａは明瞭な段階差を持たずに両者に分布する。

母岩別資料１０９１・接合資料４５２２（図Ⅲ－４８７、図版３５４－２）

母岩別資料は接合４５２２のみである。

素材 ６点（５個体）が接合し、重量は１４０．７g、大きさは８×６×３cmである。角が丸くなったや

や扁平な非常に小型の転礫素材で、原石ないし原石に近い状態で搬入されている。

剥離工程 上面の剥離面から右側面への剥離（段階１）の後、上面から左側面へ剥離が行われる（段

階２）。本接合資料の剥離目的は不明である。

分布 Sb－９７のＫ２２・２３、Ｌ２２区にやや散漫に分布する。

母岩別資料１１９１・接合資料４７５２（図Ⅲ－４８８・４８９、図版３５４－３）

母岩別資料は接合４７５２の他、接合５７０００、剥片１点で構成され、総点数６４点、総重量２，６１２．２gであ

る。

素材 ６１点（３５個体）が接合し、重量は２，５７０．５g、大きさは２６×１９×８cmである。爪状痕のある原

礫面を持つ扁平な転礫素材で裏面に大型の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 左側面下部で、左側面から正面（段階１）→正面から左側面（段階２）→左側面から正面

（段階３）への交互剥離が、右側面で、裏面から右側面（段階４）→右側面から裏面（段階５）→裏

面から右側面（段階６）→右側面から裏面（段階７）→裏面から右側面（段階８）→右側面から裏面

（段階９）への交互剥離が行われた後、打面・作業面を入れ替えながら、左側面から正面（段階１０）

→左側面から裏面（段階１１）→裏面から上面（段階１２）→裏面から右側面（段階１３）→右側面から正

面（段階１４）→右側面から裏面（段階１５）への剥離が行われる。頻繁に作業面が転移された結果、本

体５２は両面調整石器になるが、ほとんど縁辺部調整が行われず、また、断面形を凸レンズ状に変化さ

せる意図も認められないため、尖頭器の未成品とは異なっている。

段階１３の厚手の剥片である個体Ａ、段階１５の厚手の剥片である個体Ｂには二次剥離が行われる。個

体Ａは本体が折損した素材の表面で軽微な頭部調整を伴う縦長剥片剥離が行われ、そのうち１点は縁

辺部に軽微な加工を施して削器１８９が製作される。個体Ｂも本体が折損した素材で横方向の剥離が行

われる。

分布 Sb－１０４のＩ１５、Ｊ１５、Ｋ１７区に高密度に一つの集中域を形成して分布する。

母岩別資料１０７４・接合資料４４８０（図Ⅲ－４８９、図版３５５－１）

母岩別資料は接合４４８０のみである。

素材 １７点（１４個体）が接合し、重量は６４９．０g、大きさは１９×９×７cmである。平滑な原礫面を持

ち、角が潰れた亜角礫を素材として原石の状態で搬入される。

剥離工程 上面から正面（段階１）、左側面から裏面（段階２）への剥離が交互剥離で行われた後、

右側面から裏面下部（段階３）、下面から裏面（段階４）への剥離が下面から正面への剥離と交互に

行われる。さらに、右側面から正面上部（段階５）、上面から裏面（段階６）、上面から正面（段階７）

への剥離が交互に行われる。細長く扁平な原石の上下端部で正面・裏面に交互剥離が行われるが、全

て頭部調整の無い粗い剥離で、一部段階４の縦長剥片が欠落している。

分布 Sb－９７のＬ２１・２２、Ｍ２１・２２区にやや散漫に分布する。

接合資料５９５１（図Ⅲ－４９０、図版３５５－２）

素材 ４点（３個体）が接合し、重量は２９．１g、大きさは１２×３．５×１cmである。原石形状は不明で、

小型の尖頭器で搬入された可能性がある。

２ 遺構と遺物
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剥離工程 縁辺の一部に平行剥離が見られる薄手で小型の尖頭器が、右側縁から裏面への剥離の際に

折損する。その後、下部破片の右側縁で折れ面の縁辺から５mm程度内側を加撃して削片が剥離され

る。削片剥離は１回のみで、削片の腹面は波打ち、加工は行われない。

分布 Sb－１０１のＬ１７、Ｍ１７区に近接して分布する。

接合資料５８２２（図Ⅲ－４９０、図版３５５－３）

素材 ５点（５個体）が接合し、重量は１５６．５g、大きさは１９×６×１．７cmである。原石形状は不明

で、２０cm程度の尖頭器で搬入された可能性がある。

剥離工程 表面全体が平坦剥離面で覆われた尖頭器が左側縁から裏面への剥離面が原因で折損し、個

体Ａ・Ｂに分割される。個体Ａは上端から左側縁への削片剥離後、右側縁で折れ面から最低２回の削

片剥離が行われ、その腹面末端部は波打っている。また、削片剥離後に正面中央付近の稜に削片剥離

面から細かい加工が行われる。個体Ｂは左側縁で折れ面から大きく２回の削片剥離が行われ、正面の

折れ面との角には潰れた加工が見られる。削片は全て末端部を取り込んでおり、遺棄されている削片

には加工が見られない。個体Ｂの断面三角形の一次削片は折れ面の縁辺から９mm程度内側を加撃し

て剥離され、個体Ａの欠落部分が一次削片剥離によるものとすると１０mm程度内側を加撃したものと

推定される。一方、個体Ａ・Ｂの二次削片は折れ面の縁辺から２mm程度内側（打面厚に相当）を加

撃して剥離されており、両者の違いが認められる。

分布 Sb－９８のＭ２１、Sb－１０１のＫ１９、Ｌ１９区に分布し、Ｍ２１区に分布する個体Ｂの一次削片３７を除

いて非常に近接して分布する。

母岩別資料１０３９・接合資料４３４９（図Ⅲ－４９１、図版３５５－４）

母岩別資料は接合４３４９の他、接合４３４８・４３５０、剥片１８点で構成され、総点数６７点、総重量１，２９３．７g

である。

素材 ２３点（１７個体）が接合し、重量は６７６．５g、尖頭器折損時（３８２）の大きさは２０．５×７×１．７cm

である。平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫を素材として粗い剥離による大型の剥離面がある状

態で搬入される。

剥離工程 接合４３４９の全体図は掲載していないが、３８２に尖頭器調整剥片が接合し、その幅は１３cm

で、表面は粗い剥離面で構成される。最初は打面の大きい粗い加工が行われ、次第に打面の小さい平

坦な加工が行われる。正面には段差が生じ、その段差を除去するような右側縁からの加工の際に本体

は折損する（段階１）。折損後、下部破片の左側縁で折れ面から削片剥離が行われる（段階２）。本資

料には削片（図版３５５－４００）１点が接合しているが、その背面には先行の削片剥離痕が残り、その剥

離面を切る稜調整状の加工が見られる。また、尖頭器３２の正面の折れ面の角には細かい加工が施され

る。同一母岩には全周を加工された削器（図Ⅲ－３８８－１９０）がある。

分布 Sb－９７のＫ２２・２３、Ｌ２２・２３、Ｍ２２、Ｎ２１、Sb－１００のＫ２０、Sb－１０１のＬ１９区に分布する。

分布は① Sb－９７のＬ２２区周辺、② Sb－１００のＫ２０区周辺に分けられ、粗い加工段階は①にやや散漫

に、打面の小さい平坦剥離段階以降（削片剥離を含む）は②に分布する。また、同一母岩の削器は両

者と異なるＩ２３区に分布する。

母岩別資料９７２・接合資料４１９７（図Ⅲ－４９１・４９２、図版３５６－１）

母岩別資料は接合４１９７のみである。

素材 ７点（６個体）が接合し、重量は５４８．６g、全体（図版３５６－５１２）の大きさは２２×９×３．７cm、

尖頭器折損時（３８３）の大きさは２２×８×３．３cmである。原石形状は不明で、粗い両面調整体で搬入

された可能性がある。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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剥離工程 図版３５６－５１２は接合資料４１９７全体の写真で、３８３は尖頭器折損時の図である。やや粗い平

坦剥離が両面左右から行われ、左側縁から正面の剥離で上部を折損する（段階１）。その後、折れ面

縁辺から１５mm内側を加撃して右側面で削片（図版３５６－３９９）が剥離される（段階２）。削片は尖頭

器の下端部を大きく取り込み、中央で折損し、加工は行われない。

分布 Sb－９７のＨ２２・２３、Ｉ２４・２５、Ｊ２４区に分布する。分布は①Ｉ２４南東部周辺、②Ｈ２２・２３区

に分けられ、①には尖頭器調整剥片と削片の先端側が、②には尖頭器と削片の打面側が分布する。

母岩別資料１０８７・接合資料４５０８（図Ⅲ－４９２、図版３５８－１）

母岩別資料は接合４５０８の他、接合４５０９～４５１８・５６９５８、剥片２１点で構成され、総点数１０８点、総重量

１，７９６．７gである。

素材 ３８点（２５個体）が接合し、重量は８２４．８g、全体（図版３５８－５１４）の大きさは２２×１５×６．５cm、

削片と尖頭器の接合資料（３８４）の大きさは１３×７×２．７cmである。風化した古い剥離面と爪状痕の

ある原礫面を持つ転礫素材で原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 図版３５８－５１４は接合資料４５０８全体の写真で、３８４は削片剥離時の図である。最初は打面の

大きい粗い加工が行われ、次第に打面の小さい平坦な加工が行われる。折損の原因は不明であるが、

折損後は折れ面から右側縁に削片剥離が行われる。一次削片１点（図版３５８－３９８）、二次削片１点（図

版３５８－４０１）が接合し、その他二次削片１点が欠落する。末端部がヒンジの一次削片剥離後にその段

差を除去する調整が行われるが、以後の削片も末端部はヒンジになっている。

分布 Sb－９７のＪ２４、Ｋ２３・２４、Ｌ２３、Sb－９９のＩ２１、Ｋ２１、Sb－１００のＫ２０区に分布する。ほとん

どの遺物が Sb－９７のＫ２３・２４区周辺にやや散漫に分布し、尖頭器加工の最終段階・尖頭器削片・尖

頭器が Sb－９９・１００に非常に散漫に分布する。

母岩別資料１１２１・接合資料４５８４（図Ⅲ－４９３、図版３５７－１）

母岩別資料は接合４５８４の他、接合４５８５、尖頭器１点、剥片４２点で構成され、総点数７６点、総重量

１，８１５．３gである。

素材 ３１点（２５個体）が接合し、重量は１，１３６．７g、全体（図版３５７－５１３）の大きさは２２×１６×９cm、

尖頭器折損時（３８５）の大きさは２０×１１×４cmである。平坦な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫を

素材として原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 図版３５７－５１３は接合資料４５８４全体の写真で、３８５は尖頭器折損時の図である。最初は打面

の大きい粗い加工が行われ、次第に打面の小さい平坦な加工が行われる。やや粗い加工の段階で内在

する傷から尖頭器は折損し、下部破片を利用して縦長剥片（図版３５７－４５７・４５８）が剥離される。縦

長剥片は連続して剥離され、石刃核３２２は非常に薄くなっている。３２２には頭部調整が見られ、縦長剥

片剥離後半には頭部調整が行われたと考えられ、それらの縦長剥片・石刃は欠落している。

分布 Sb－９７のＬ２２・２３、Ｍ２１・２２、Ｎ２１区にやや散漫に分布し、尖頭器折損前後で分布の偏りは

見られない。

接合資料５８３７（図Ⅲ－４９３、図版３５６－２）

素材 ３点（３個体）が接合し、重量は６３．５g、大きさは１３．５×４×１．６cmである。原石形状・搬入

形態は不明である。

剥離工程 幅広の剥片素材で、剥離軸と直行する方向で折損した素材を利用して、両側縁に平坦な加

工が行われ、その途中で折損する。折損後、両破片で削片剥離が行われる。上部の小破片である個体

Ａは折れ面から右側縁で１・２回削片が剥離されるが、末端部がヒンジになり終了する。下部の大き

い破片である個体Ｂは折れ面から左側縁で最低２回削片が剥離され、削片１２９の背面に残る先行の削

２ 遺構と遺物
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片は直線的で、削片１２９は下端部を取り込んでいる。

分布 Sb－１００のＪ１９、Ｋ１９区に分布し、個体の偏りは見られない。

母岩別資料１２２０・接合資料５８０１・５８４３（図Ⅲ－４９４、図版３５６－３・４）

母岩別資料は接合５８０１・５８４３の他、剥片１点で構成され、総点数７点、総重量３６．２gである。

素材 接合５８０１は３点（３個体）が接合し、重量は１５．１g、大きさは１１×２．２×１．２cmで、接合５８４３

は３点（３個体）が接合し、重量は１９．９g、大きさは８．８×３．３×１．２cmである。原石形状不明の白色

の頁岩製で、おそらく扁平な斧形石器で搬入される。接合資料５８０１・５８４３は石質・模様・技術的特徴

などから同一斧形石器と判断でき、おそらく同一側縁で、本体折損後にそれぞれの破片の側縁で削片

剥離が行われたと思われる。具体的には接合資料５８０１の上部が刃部、下部が折れ面側で、接合資料５８４３

の下部が折れ面側、上部が基部側に相当し、そのように想定すると搬入時の斧形石器は長さ２０cm程

度であったと推定される。

剥離工程 接合資料５８０１の上端両面の限定された範囲（縁辺から５mm程度）には研磨面があり、局

部磨製の斧形石器刃部と考えられる。両面には側縁からの平坦剥離面が残り、上端部には端部から長

軸方向の剥離面が残り、研磨面が剥離面を切っている。上端に残る刃部の輪郭、側縁の輪郭から素材

の斧形石器の形状を復元すると、平面形は尖頭器の一方の端部を弧状（刃部に相当）に裁ち切った形

状で、また、断面形は扁平な凸レンズ状で尖頭器のそれに類似する。

接合資料５８０１の削片剥離は、最初に基端部から２回（断面三角形の一次削片１８２、二次削片４４）行

われ（段階１）、次に刃部両面への剥離でノッチ状に作出された打面から二次削片４３が剥離される（段

階２）。このうち、一次削片１８２の打面側には背面側からの加工により錐状の刃部が作出される。

接合資料５８４３は推定される折れ面側から１回、削片（一次削片１８１）が剥離された（段階１）後、

側縁から横方向の剥離が行われ（段階２）、基端部から二次削片１１８が剥離される（段階３）。一次削

片１８１の先端側には右側縁には腹面から、左側縁には正面の稜からの剥離で錐状の刃部が作出され、

刃部には使用によると考えられる樋状の剥離が残る。二次削片１１８は、素材打面側である上端部では

主に左側面で削片剥離が行われ、素材先端側である下端部では右側面にノッチ状に作出された彫刀面

打面から下面に向けて彫刀面が作出される。

分布 接合５８０１は Sb－９９のＨ２２、Ｉ２１、Sb－１０１のＭ１８区に分布し、接合５８４３は Sb－９９のＪ２１、Ｋ

２１区に分布する。Sb－９９に散漫に分布し、錐形石器１８２のみ Sb－１０１に分布する。

母岩別資料１１５８・接合資料４６６３（図Ⅲ－４９５、図版３５７－２）

母岩別資料は接合４６６３の他、接合４６６２・４６６４で構成され、総点数２５点、総重量８５６．４gである。

素材 ４点（４個体）が接合し、重量は３９３．０g、大きさは１４×８×４cmである。平滑な原礫面を持

つ角礫素材で、原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 ３８９は正面に石刃剥離面が残り、裏面の剥離はそれらを切っている。石刃剥離後に裏面の

横方向の剥離が行われる。その後、下面の折れ面から左側縁で頭部調整の無い縦長剥片が剥離され、

剥離が裏面に大きく傾いた時点で剥離は終了する。

分布 Sb－１０１のＭ１８、Ｎ１８に散漫に分布する。

接合資料５８２３（図Ⅲ－４９５、図版３５８－２）

素材 ３点（２個体）が接合し、重量は１１２．３g、大きさは１７．２×４．８×１．５cmである。平滑な原礫面

を持つ角礫素材で、尖頭器の状態で搬入された可能性がある。

剥離工程 表面が滑らかで形態の整った尖頭器の先端部から裏面左側縁に削片が剥離される。下部の

折損との前後関係、削片剥離の目的（尖頭器整形の可能性も考えられる）は不明である。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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分布 Sb－１０１のＬ１８、Ｍ１７・１８区に分布する。

母岩別資料１１７９・接合資料４７１９（図Ⅲ－４９５、図版３５８－３）

母岩別資料は接合４７１９の他、接合４７２０～４７２８・５６９９０～５６９９２、剥片７７点で構成され、総点数１１３点、

総重量３１１．８gである。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は４．８g、大きさは４．２×１．９×０．８cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫素材で、搬入形態は不明である。

剥離工程 尖頭器の側縁で一次削片４２が剥離される（段階１）。１９７はおそらく二次削片素材と考えら

れ、背面を甲板面に設定し、左側面は主に下縁から、右側面は上下から加工が施され、舟底形石器Ⅰ

ａ類に整形される。加工によって幅は素材７mmから５mmに減少し、最後に端部で細石刃状の剥離

が行われる。両者とも打面が残存せず、折れ面打面かどうかは不明である。

分布 ４２は Sb－１０１のＭ１８区に、１９７は一括遺物でＬ１９区に分布する。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料９６２・接合資料４１５７（図版３５９）は、爪状痕のある原礫面を持つ扁平な転礫素材で、長さ

２８cm、正面に粗い剥離がある状態で搬入される。右側面から裏面への剥離を中心に両面左右から粗

い加工が行われるが、中央で折損し、粗い尖頭器３９６は遺棄される。Sb－９９のＪ２１区に高密度に分布

し、一部は北側に散漫に広がる。

母岩別資料１０２２・接合資料４３００（図版３６０）は、両面に平坦面が残り、爪状痕のある原礫面を持つ

転礫素材で、長さ２１cm、正面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。前半は打面転移を頻繁に繰

り返しながら周縁からやや粗い平坦剥離が行われ、厚みを減少させている。後半は打面の小さい薄い

平坦剥離に変化し、長さ１７cm程度の尖頭器で搬出される。前半に剥離された厚手の剥片は、甲板面

である腹面からの加工で舟底形石器に整形され、搬出される。Sb－９７のＫ２３区を中心に比較的高密

度に分布し、個体・段階による偏りは見られない。また、初期の剥片２点がやや離れた Sb－９９（Ｋ

２１区）・１０１（Ｋ１９区）に分布する。

母岩別資料１１１２・接合資料４５６３（図版３６１）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、

長さ２７cm、裏面に１枚の大型剥離面がある状態で搬入される。前半は両面左右から非常に粗い加工

が行われ、また、正面中央に生じた稜を除去する長軸方向の剥離も見られる。後半は縁辺調整のある

打面の小さい平坦剥離に変化し、本体の表面が滑らかに変化していく。加工が進み、厚さが１cm程

度になった段階で１４が欠損し、残りの１０cm程度の尖頭器が搬出された可能性がある。分布は① Sb－

９７のＫ２３～Ｍ２１区、② Sb－１００のＫ２０区周辺に分けられ、両者ともやや散漫に分布する。ほとんどの

遺物が①に、大型の剥片・尖頭器１４が②に分布する。

母岩別資料１１３７・接合資料４６１９（図版３６２上）は、一部平坦面が残り、角が丸くなったやや扁平な

転礫素材で、長さ２３cm、粗い剥離面がある状態で搬入される。両面で左右側縁から粗い加工が行わ

れ、その段階で本体５０は折損し、遺棄される。遺物は Sb－９７の南西端（Ｋ２２～Ｍ２１区）に散漫に分

布する。

母岩別資料９９１・接合資料４２３１（図版３６２下）は、平滑面と風化した剥離面と一部転礫面で構成され

る原礫面を持つ断面三角形の角張った転礫素材で、長さ２７cm、原石ないし原石に近い状態で搬入さ

れる。正面の稜を除去し、厚さを減少させる上下から長軸方向の粗い剥離の後、左右側面から打面の

小さい平坦剥離が行われる。左右からの剥離は中央の稜を越えるもので表面は滑らかである。最終的

に表面が滑らかで断面形も整った２３cm程度の尖頭器が搬出される。遺物は Sb－９７のＫ２４区周辺にや

２ 遺構と遺物
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や高密度に分布し、離れた Sb－１００（Ｋ２０区）に分布する遺物は剥片で他の遺物とは違いが見られな

い。

母岩別資料１１０９・接合資料４５５７（図版３６３）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材で、

長さ２７cm、正面に大型の剥離面がある状態で搬入される。正面左側面からの粗い剥離を中心として

厚みを減少させる剥離が行われるが、大きく上部を欠損し、４０３は遺棄される。遺物は Sb－９９のＪ２１

区西側を中心に非常に高密度に分布する。

母岩別資料１１５３・接合資料４６５２（図版３６４－１）は、ややザラついた平坦な原礫面を持ち、角が潰

れた亜角礫素材で、長さ２８cm、原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面で下面からの粗い剥

離の後、右側面から粗い剥離が行われ、その際、本体は４つの破片に分割される。そのうち２個体で

７cm前後の石刃（図版３６４－２８５など）が剥離される。遺物は Sb－１０１のＫ１９～Ｎ１８区に散漫に分布

し、分割された個体や段階による偏りは見られない。

母岩別資料１１５１・接合資料４６４８（図版３６４－２）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材

で、長さ２０cm以上の原石に近い状態で搬入される。両面で左右側面からやや粗い平坦剥離が行われ、

下部で折損する。折損後、上部破片である４７には折れ面から右側面に削片剥離が行われ、さらに削片

剥離面からの加工・上端の長軸方向の剥離・折れ面付近の再加工が行われる。下部破片には折れ面か

ら左側面に削片剥離が行われ、さらに削片剥離面から裏面に横方向の剥離が行われる。削片には腹面

から加工が施される。遺物は Sb－１０１のＫ１９～Ｎ１８区に散漫に分布し、分割された個体による偏りは

見られない。

母岩別資料１０４５・接合資料４３６５（図版３６５－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２７cm、

正面に粗い剥離面がある状態で搬入される。加工は主に左側面から裏面に行われ、それらは、原礫面

打面からの粗い平坦剥離である。最後に下端部が折損し、下部破片である４０２にはその折れ面付近で

縦長剥片が剥離される。上部破片は欠落し、搬出された可能性がある。遺物は Sb－９７のＫ２２～Ｍ２１

区にやや高密度に帯状に分布し、段階による偏りは見られない。

母岩別資料９６６・接合資料４１７５（図版３６５－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２６cm、

原石ないし原石に近い状態で搬入される。左側面の原礫面から正面に粗い剥離が行われた後、下面か

ら正面への長軸方向の粗い剥離、左右側面から両面への粗い剥離によって下端部が薄く整形され、最

後に両側縁から正面に中央の稜を越える平坦剥離が行われ、本体の表面が滑らかに変化している。本

体の尖頭器は欠落し、搬出されたと思われる。遺物は Sb－９７のＬ２２、Ｍ２１・２２区の狭い範囲に高密

度に分布している。

母岩別資料１１５２・接合資料４６５０（図版３６６－１）は、平滑な原礫面を持つ断面三角形の扁平な角礫

素材で、１５cm以上のおそらく原石の状態で搬入される。正面から上面への剥離で作出された打面か

ら正面で石刃状の剥離が行われ、端部の厚みが減少した後、左右から打面の小さい中央の稜を越える

平坦剥離が行われる。本体は欠落しているが、表面が滑らかで薄手の、断面が凸レンズ状の整った形

態であったと思われる。遺物は Sb－１０１のＬ１８・１９区周辺にまとまって分布している。

母岩別資料９６３・接合資料４１５９（図版３６６－２）は、風化によりザラついた平坦な原礫面を持つ角礫

素材で、長さ２０cm以上の、粗い剥離が行われた状態で搬入される。比較的打面の小さい平坦剥離が

上面・左右側縁から行われる。右側縁から剥離された剥片１１７は彫刀面打面のみ加工が施され、Ⅱ類

の彫刀面作出後、彫刀面先端部調整が行われる。厳密な素材の大きさは不明であるが、剥離面の状況

から彫刀面再生頻度は低いと思われる。遺物は Sb－９７のＫ２４区周辺にまとまって分布し、彫器１１７は

Sb－９７のＨ２４、Ｉ２３区に、大型剥片１点は Sb－９９のＫ２１区に離れて分布する。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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母岩別資料１０４４・接合資料４３６３（図版３６６－３）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２８cm

程度の粗加工された尖頭器で搬入される。左右両側縁から正面に中央の稜を越える平坦な加工が行わ

れ、２５cm程度の尖頭器で搬出される。遺物は Sb－９７のＬ２２区周辺にやや散漫に分布する。

母岩別資料１０５８・接合資料４３９６（図版３６７－１）は、風化によりザラついた原礫面を持つ角礫ない

し亜角礫素材で、長さ２２cmの粗い加工の尖頭器で搬入される。両面とも左右からの打面の小さい平

坦剥離によって加工が行われ、一部端部からの加工も見られる。左側縁の裏面に残った瘤を除去する

剥離の際に中央で折損し、上下破片とも再加工が行われる。上部破片（個体Ａ）には主に右側縁から

正面に加工が行われ、上端からの加工時に折損し、１９が遺棄される。下部破片（個体Ｂ）には左側縁

で折れ面を打面として削片３９が剥離され、その後、その面を打面として折れ面で削片が剥離され、左

側縁・折れ面で交互に削片が剥離される。最終的な本体は３５で、削片剥離面から両面に加工が行われ

る。分布は①比較的高密度の Sb－９７のＨ２５～Ｊ２４区、②散漫な Sb－９７のＨ２４、Ｉ２３区周辺に分けら

れ、①には折損前のほとんどの剥片、個体Ａの前半部、個体Ｂの削片３９が、②には個体Ａの後半部、

個体Ｂの削片３９以外が分布する。

母岩別資料９７７・接合資料４２０７（図版３６７－２）は、転礫面と風化した古い剥離面がある転礫素材で、

長さ２０cm程度、粗い剥離が行われた石刃核母型で搬入された可能性がある。正面から両側面への粗

い石核調整の後、稜調整が行われる。上面の単剥離打面から頭部調整を伴う石刃が行われ、最後に、

頭部調整の無い石刃が下面から剥離される。石刃核は高さ２０cm程度と大型で、剥離される石刃（２９２）

も１９cmと長い。石刃核は無く、搬出された可能性がある。分布は① Sb－９７のＩ２４区周辺、② Sb－

９９のＪ２２区周辺に分けられ、②には良形の石刃が分布する。

母岩別資料１０１５・接合資料４２８６（図版３６８）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２１cm、上下

面に剥離面がある状態で搬入される。上面・正面での打面の大きい粗い剥離による石核整形後、上設

の単剥離打面から正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われるが、石刃剥離頻度は低く、良形の石刃は

ほとんど無い。遺物は Sb－９７のＫ２４区周辺にまとまって分布する。

母岩別資料１１５６・接合資料４６５５（図版３６９－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２１cm、

左側面に大型の剥離面がある状態で搬入される。上面から正面への粗い剥離の後、正面で稜形成が行

われ、上設打面から頭部調整を伴って石刃が剥離され、その最終段階では下縁調整が見られる。剥離

される石刃は長さ１０～１４cmで、初期の大型品が欠落する。側縁部で剥離された断面三角形の厚手の

石刃は舟底形石器４３５に加工され、折損後は折れ面から長軸方向の剥離が見られる。また、後半の小

型の石刃には縁辺に細かい加工が行われ、削器４１０が製作される。その他、初期の厚手の剥片を素材

として、三辺で縦長剥片が剥離され、その石核４９２は遺棄される。遺物は Sb－１０１のＫ１８～Ｎ１８区の

広い範囲に散漫に分布し、初期段階の剥片が北側に偏って分布する。

母岩別資料１１４５・接合資料４６３０（図版３６９－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１６cm、

上面に粗い剥離面がある状態で搬入される。上面・正面での粗い剥離、正面の稜調整後、上設の単剥

離打面から正面へ頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。石刃核４７４は厚さが２cm程度まで減少し、

ほぼ消費され、石刃剥離が順調に行われたと思われる。石刃は長さ８～１０cmで、ほとんどが欠落す

る。初期の厚手の石刃１点には舟底形石器に類似する加工が行われる。遺物は Sb－１０１のＬ１９～Ｎ１８

区にやや散漫に分布する。

母岩別資料１０５０・接合資料４３７０（図版３７０－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１５cm、

原石ないし原石に近い状態で搬入される。右側面下部調整、上設打面作出後、正面で頭部調整を伴う

石刃剥離が行われる。長さ９cm前後の石刃が剥離され、トゥールに加工されるものを除くとほとん

２ 遺構と遺物
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どが欠落している。本接合資料では彫器１点（１０７）、掻器１点（１６１）、削器１点（１８５）が製作され

ている。Ⅱ類の彫器１０７は、先端部に反りの少ない長さ（８．５）cm幅３．１cmの石刃素材で、両側縁に

軽微な加工が施され、先端側に彫刀面が作出される。素材先端部と彫刀面との距離は１．４cm程度で、

全て彫刀面再生によるものとしても彫刀面再生は数回程度と思われる。掻器１６１は長さ９cm程度の

先端部が肥厚する反りのある石刃素材で、両側縁に加工が施され、先端部に弧状の厚手の刃部が作出

される。素材からの変化が少なく、刃部再生頻度は低い。削器１８５は長さ８cm程度の先端部にやや

反りのある石刃素材で、両側縁に加工が施され、特に、右側縁に湾曲した素材の形状を残す加工が行

われる。彫器には反りの少ない、掻器には反りのある石刃が特徴的に選択されている。遺物は Sb－

９７のＬ２３、Ｎ２１、Sb－９８のＭ２１、Sb－１００のＪ１９、Sb－１０１のＬ１９、Ｍ１９区の広い範囲に非常に散漫

に分布し、段階・器種による偏りは見られない。

母岩別資料９５４・接合資料４１３８（図版３７０－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１６cm、

原石ないし原石に近い状態で搬入される。左側面・上面の粗い交互剥離による石核調整後、正面で頭

部調整を伴う石刃剥離が行われる。石刃の剥離頻度は低く、そのうち、１点が彫器１０９に加工される。

Ⅱ類の彫器１０９は長さ６．８cm幅２．９cmの石刃素材で彫刀面周辺のみ加工が施され、先端側に彫刀面が

作出される。素材端部と彫刀面の距離は１cm程度で彫刀面再生頻度は低いと思われる。遺物は Sb－

９７のＨ２３区周辺、Ｉ２２・２４区に分布する。

母岩別資料９６７・接合資料４１７６（図版３７０－３）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１６cm、

原石ないし原石に近い形状で搬入される。正面から上面への剥離によって打面が作出され、正面で頭

部調整を伴う石刃剥離が行われるが、その頻度は低い。打面作出剥片は腹面を、石核は打面をそれぞ

れ甲板面に設定し、甲板面からの剥離で舟底形石器に加工され、両者とも搬出される。舟底形石器は、

その他に、同一母岩の接合資料に舟底形石器調整剥片があることから、１、２個体製作されている。

遺物は Sb－９７のＫ２４区周辺にまとまって分布し、石刃の打面部１点がやや離れたＩ２４区に分布する。

母岩別資料９９７・接合資料４２５１（図版３７１上）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材で、

長さ１４cm、上面に剥離面がある状態で搬入される。右側面下部の剥離以外の石核調整は行われずに、

正面で頭部調整を伴って石刃が剥離され、途中で右側面調整が行われる。剥離される石刃（２９８など）

の長さは６～９cmで、石刃剥離の頻度は高く、その多くは欠落し、搬出される。後半に剥離された

石刃１点は彫器１１１に加工される。Ⅱ類の彫器１１１は長さ７．８cm幅３．７cmの幅広で先端に軽く反りの

ある石刃素材で、彫刀面付近のみ加工が施され、先端側に彫刀面が作出される。彫刀面は腹面に傾き、

その周辺にも剥離が見られる。素材端部と彫刀面の距離は１cm程度で、彫刀面再生頻度は低い。ほ

とんどが Sb－９７のＪ２４～Ｌ２３区にやや散漫に分布し、Sb－９８のＭ２１区に彫器、Sb－９９のＩ２１区に石

刃核、Sb－１０１のＫ１９区に折れていない良形の縦長剥片がやや離れて分布する。

母岩別資料１１４０・接合資料４６２２（図版３７１下）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１５cm、原

石の状態で搬入される。上面の平坦な原礫面を打面として、粗い剥離による石核調整後、やや打面の

大きい頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。その後、１８０度の打面転移により、下面から頭部調整を

伴う石刃剥離が行われ、再度、打面転移によって上設打面から頭部調整の無い石刃が剥離される。剥

離される石刃は長さ８～１１cmで、欠落するものが多い。初期の粗い剥離段階での厚手の剥片は、素

材左側面を打面として打面側・先端側の両端部で５cm前後の縦長剥片が剥離され、石核３２７が遺棄

される。遺物は Sb－１０１のＫ１８～Ｎ１８区に散漫に分布し、個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料１１８７・接合資料４７４５（図版３７２－１）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１１cm、

原石の状態で搬入される。上面に打面作出後、正面で頭部調整を伴って６～９cmの石刃が剥離され、

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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最後に石刃核は、右側面下部への剥離によって二分割される。石刃剥離の途中で作業面下部調整が行

われる。石刃は一部欠落し、厚手の打面作出剥片は甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に整形

され、本体は欠落する。ほとんどが Sb－１０１のＭ１８区周辺に分布し、石刃核を分割した最終段階の剥

片と石核がやや離れてＫ１８・Ｌ１７区に分布する。また、同様にＯ１９区にも２点分布するが、他の石器

との違いは見られない。

母岩別資料９８４・接合資料４２２０（図版３７２－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２５cm、

原石の状態で搬入される。正面から下面、右側面から上面への剥離後、上面から右側面にかけて裏面

から剥離が行われ、その後半では頭部調整を伴って石刃が剥離される。その後、同一作業面で１８０度

の打面転移が２回繰り返される。石刃剥離の頻度は低く、整った石刃はほとんど剥離されない。前半

で剥離された厚手の剥片２点は、甲板面である腹面から加工され、舟底形石器に整形されるが、両者

とも折損し、本体４４２・４３１は遺棄される。ほとんどが Sb－９７のＩ２２～Ｌ２１区にやや散漫に分布し、

離れた Sb－９５のＩ２６区には大型剥片が、Sb－１００のＨ２０、Ｉ２０・２１区には石刃１点以外は普通の剥片

が分布する。

母岩別資料１１３８・接合資料４６２０（図版３７３－１）は、平坦面が残り、角が潰れた亜角礫素材で、長

さ１７cm、上下に剥離面がある状態で搬入される。上面に作出された単剥離打面から正面・右側面で

頭部調整を伴って石刃が剥離された後、下面・左側面で交互剥離が行われ、最後に左側面を打面とし

て下面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は長さ８cm程度で、ほとんどが欠落

している。左側面で剥離された厚手の剥片は両側縁にやや粗い加工が施され、削器４１４に整形される。

分布は非常に散漫で、① Sb－９７のＫ２３～Ｌ２２、② Sb－９９のＩ２１・Ｋ２１区に分けられ、①に主体的に

分布し、②には厚手の大型剥片・石核が分布する。

母岩別資料９９９・接合資料４２５６（図版３７３－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ２１cm、

右側縁から両面に粗い剥離のある状態で搬入される。両面調整の途中、下面から正面への剥離の際に

本体が二分割され、上部破片は横方向の石核調整の後、頭部調整を伴って８cm程度の石刃が剥離さ

れ、下部破片は打面と作業面を入れ替えながら交互剥離が行われる。最終剥離の剥片の側面には頭部

調整に類似した剥離面が残り、下部破片でも石刃が剥離された可能性がある。上部破片では比較的整っ

た石刃が剥離され、ほとんどが欠落している。下部破片で剥離された厚手の剥片は、片側面に主に腹

面である甲板面から加工が施され、舟底形石器に整形されるが、本体２５７は遺棄される。ほとんどが

Sb－９７のＬ２２区周辺に分布し、石刃核のみ Sb－１０１のＫ１９区に分布する。

母岩別資料１１４９・接合資料４６４０（図版３７４）は、爪状痕のある原礫面を持ち、直径２cm大の大型

球顆を多く含む転礫素材で、長さ２７cm、上面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。正面で粗い

剥離の後、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。上設打面からの石刃剥離は、悪化した作業面形状を

修復する下部調整を挟みながら継続され、最後はウートラパッセになった右側面下部を打面として左

側面で頭部調整を伴う石刃が剥離される。石刃は、前半では１５cm程度の整っていない形状のものが

少量、後半では１０cm程度の整った形状のものが連続して剥離され、後半の石刃が多く欠落している。

前半の先細りの石刃１点は、先端部が尖頭状の削器（非掲載）に加工されている。遺物は Sb－１０１・

１０６のＫ１７～Ｎ１６区に分布し、Ｍ１７区、Ｎ１７区周辺の２か所に集中するが、それらには折れ面接合関

係があり、本来一つの集中域が分断されたような分布形である。

母岩別資料１１６８・接合資料４６８７（図版３７５－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ扁平な転礫素材で、

長さ１７cm、裏面に大型の剥離面がある状態で搬入される。石核調整を行わずに、裏面上部への剥離

で打面が作出され、打面再生を繰り返しながら、正面の平坦な作業面で頭部調整を伴う幅広の石刃が
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剥離される。扁平な原石形状を反映して、作業面は平坦で、側面調整などが行われずに石刃剥離が進

行するため、石核の作業面も平坦である。剥離される石刃は、幅広で、長さ１２cm程度で、一部欠落

している。遺物は Sb－１０２のＩ１８区周辺にまとまって分布する。

母岩別資料１１４３・接合資料４６２７（図版３７５－２）は、爪状痕のある原礫面を持つ扁平な転礫素材で、

長さ１５cm、裏面上部に１枚の剥離面がある状態で搬入される。裏面上部の単剥離打面から頭部調整

を伴い、幅広で長さ１０cm程度の石刃が剥離され、石刃の一部は欠落する。石核調整は、剥離の最初

の段階では見られないが、石刃剥離途中で左側面調整が行われる。本母岩は、大きさはやや小さいも

のの原石の形状・利用の仕方が母岩１１６８に類似する。遺物は Sb－１０２のＩ１８区周辺にまとまって分布

する。

母岩別資料１０４７・接合資料４３６７（図版３７６）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ２４cm、

原石の状態で搬入される。下部を中心とする剥離の後、上面・正面で交互剥離が行われ、最後に正面

で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は８～１０cmで、ほとんどが欠落する。正面

で上下から剥離された厚手の剥片は甲板面である腹面から加工が施され、舟底形石器に整形される

が、両者とも折損し、本体４３３・２３３は遺棄される。また、上面で剥離された厚手の剥片も部分的に加

工が施される。遺物は Sb－９７のＬ・Ｍ２２区周辺にやや散漫に分布するが、個体・段階による偏りは

見られない。

母岩別資料１１２２・接合資料４５８６（図版３７７）は、一部平坦面が残り、爪状痕のある原礫面を持つ転

礫素材で、長さ２６cm、裏面に大型の剥離面がある状態で搬入される。上下に打面が作出され、正面

で上下から頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。上下の作業面は、最初は異なる平面で側面形が「く」

の字状であるが、後半には側面形が弧状で同一の平面になる。剥離される石刃は、長さ１０cm程度で、

ほとんどが欠落している。初期の下設打面から剥離された石刃３点は、削器（４１３）・錐形石器（１７５）・

舟底形石器に加工される。削器４１３は７cm程度の石刃素材で、右側縁にやや粗い加工が施され、折

れ面である先端部から彫刀面状の剥離が見られる。錐形石器１７５は８cm程度の石刃素材で、刃部の

み加工が施される。刃部は両側縁にノッチ状の剥離によって作出され、刃部には樋状の剥離面が残る。

舟底形石器（非掲載）は厚手の石刃素材で、腹面から片側縁に数回粗い加工が行われる。分布は、段

階によって偏りが見られ、上下の打面作出・初期の下設打面からの石刃剥離段階の遺物は Sb－９７の

Ｈ２３～Ｊ２４区の広い範囲に散漫に分布し、それ以降の遺物は Sb－９７のＫ・Ｌ２３区に高密度に分布す

る。また、それらと離れて、削器４１３が Sb－９９のＩ２１区、錐形石器１７５が Sb－１００のＪ１９区、縦長剥

片１点が Sb－１０２のＩ１９区に分布する。

母岩別資料９９４・接合資料４２４８（図版３７８上）は、一部平坦面が残り、爪状痕のある原礫面を持つ転

礫素材で、長さ２４cm、原石の状態で搬入される。上面に打面作出後、厚手の剥片が正面で剥離され

る。その後、下設打面が作出され、一部上設打面からの剥離を挟み、下設打面から頭部調整を伴って

１１～１３cmの石刃が剥離される。石刃は整ったものが少なく、ほとんど欠落しない。初期の厚手の剥

片２点には１回の粗い加工が施される。遺物は Sb－９７のＪ２４～Ｌ２３区に散漫に分布するが、段階・

個体の違いは見られない。

母岩別資料１０６３・接合資料４４０１（図版３７８下）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫を素材

として、長さ１７cm、原石の状態で搬入される。正面からの剥離で上設打面作出後、主に正面で頭部

調整を伴う石刃剥離が行われる。剥離される石刃は長さ１０cm程度で、後半の比較的良形のものが欠

落している。断面三角形の厚手で大型の打面作出剥片（個体Ａ）は、甲板面である腹面から加工が施

され、舟底形石器に加工され、搬出されている。ほとんどが Sb－９７のＨ２４区周辺に分布し、離れた
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Ｋ・Ｌ２３区には個体Ａの最終段階の調整剥片が分布するため、個体Ａの最終段階のみＫ・Ｌ２３区で行

われた可能性がある。

母岩別資料１１７０・接合資料４６９２（図版３７９）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、

長さ２１cm、原石ないし原石の状態で搬入される。正面からの剥離で上設打面作出後、上面から正面・

右側面、左側面下部、正面下部で粗い剥離による石核調整が行われ、正面で頭部調整を伴って連続的

に多くの石刃が剥離される。剥離される石刃は１０～１３cmで、約半分が欠落している。本接合資料で

は打面作出剥片（個体Ａ）・初期の厚手の石核調整剥片（個体Ｂ～Ｄ）を素材として４点の舟底形石

器が製作されている。加工は全て甲板面である腹面から行われ、本体は個体Ｂの４３８を除いて欠落し

ている。遺物はＬ１９～Ｎ１８区にやや散漫に分布し、個体による偏りは見られない。

母岩別資料１１１９・接合資料４５７９（図版３８０－１）は、風化した古い剥離面とザラついた平坦な原礫

面を持つ亜角礫素材で、長さ１５cm、原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面から右側面への

剥離の後、正面から上面への剥離によって打面が作出され、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われ

る。最終剥離は打面の大きい粗い剥離である。剥離される石刃は長さ７～１１cmで、後半段階の石刃

のほとんどが欠落している。打面作出剥片（個体Ａ）は甲板面である腹面から加工が施され、舟底形

石器に加工されるが、本体は欠落し、搬出されている。ほとんどの遺物が Sb－９７のＬ２３～Ｍ２１区に

分布し、個体・段階の偏りは見られず、最初に剥離された剥片１点がやや離れた Sb－１００のＫ１９区に

分布する。

母岩別資料９５３・接合資料４１３７（図版３８０－２）は、風化した古い剥離面とあばた状の原礫面を持つ

亜角礫素材で、長さ１５cm、上面に剥離面のある状態で搬入される。上面への剥離で作出された打面

から打面の大きい粗い剥離によって石核調整が行われ、頭部調整を伴って７～１１cmの石刃が剥離さ

れる。石刃剥離頻度は高くないが、良形の石刃が剥離され、数本が欠落している。最終剥離面が波打

ち、剥離が終了した残核４６６の右側面の稜は潰れ、その周辺にはパンチ痕が見られる。石核調整の際

に正面で剥離された厚手の剥片（個体Ａ）は甲板面である腹面から加工が施され、舟底形石器に整形

されるが、本体は欠落している。ほとんどが Sb－９７のＫ２３区南東部周辺にまとまって分布し、やや

離れた Sb－９８・９９のＫ２１・Ｍ２１区には良形の石刃が、Sb－９９のＩ２２区には石刃核が分布する。

母岩別資料１１６１・接合資料４６６７（図版３８１－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ

１５cm、原石の状態で搬入される。正面からの剥離で上設打面が作出され、正面・左右側面で原礫面

を除去する頭部調整の無い粗い石核調整後、頭部調整を伴って長さ７・８cmの石刃が剥離される。

石刃剥離頻度は比較的高く、欠落する石刃が多い。厚手の打面作出剥片（個体Ａ）は、甲板面である

腹面から加工が施されるが、本体は欠落している。遺物はＭ１８・１９区周辺にまとまって分布し、個体

Ａ・石刃はその中心部に、石核調整剥片は周辺部に分布する。

母岩別資料９８１・接合資料４２１６（図版３８１－２）は、平坦面が残り、角が丸くなった亜角礫素材で、

長さ１７cm、原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面の原礫面から裏面への粗い剥離の後、左

側面・正面で粗い剥離が行われる。その後、左側面から下面への剥離面を打面として左側面で剥離が

行われる。その後半に、頭部調整を伴う剥離が正面・左側面で行われるが、良形の石刃は剥離されて

いない。ほとんどの遺物が Sb－９７のＪ２３区周辺に分布し、やや離れたＨ２２区に厚手の剥片が分布し

ている。

母岩別資料９８９・接合資料４２２９（図版３８１－３）は、あばた状の原礫面を持つ転礫素材で、長さ１１cm、

原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面からの剥離で上設打面が作出され、正面・左側面で原

礫面を除去する頭部調整の無い粗い石核調整後、頭部調整を伴って長さ８cm前後の石刃が剥離され
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る。作業面に凹凸ができた段階で正面から上面に剥離が行われ、剥離が終了する。石刃の剥離頻度は

高くは無いが、一部の石刃が欠落している。遺物のほとんどが Sb－９７のＭ２１区周辺に分布するが、

石刃２点・石刃核はその周辺部に分布している。

母岩別資料１１６６・接合資料４６８２（図版３８２－１）は、あばた状の原礫面を持つ転礫素材で、長さ１１cm、

上面に剥離面がある状態で搬入される。上設の単剥離打面から正面で頭部調整を伴う石刃が剥離され

た後、右側面から打面再生が行われ、右側面に作業面を転移し、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。

前半に正面で剥離される石刃は８・９cm、後半に右側面で剥離される石刃は５・６cmで、両者とも

多くが欠落している。遺物は Sb－１０１のＬ１９～Ｏ１９区にまとまって分布する。

母岩別資料９８８・接合資料４２２８（図版３８２－２）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、

長さ１６cm、原石ないし原石に近い状態で搬入される。正面からの剥離で上設打面が作出された後、

正面・右側面で頭部調整を伴って石刃が剥離されるが、良形の石刃は剥離されていない。最後は石刃

核を縦に二分割する粗い剥離が行われ、石核（個体Ａ）を素材として舟底形石器が製作される。個体

Ａは作業面を甲板面に設定し、甲板面から加工が施されるが、本体（図版４０２－１２）は遺棄されてい

る。遺物は全てＩ２４・２５、Ｊ２４・２５区にまとまって分布している。

母岩別資料１１６２・接合資料４６６８（図版３８２－３）は、あばた状の原礫面を持つ非常に小型の転礫素

材で、長さ９cm、おそらく原石の状態で搬入される。正面からの剥離で上設打面作出後、両側面で

粗い石核調整が行われ、作業面幅を減少させた後、頭部調整を伴って５cm程度の小型の石刃が剥離

される。石刃剥離頻度は低く、欠落するものも少ない。遺物はやや離れた Sb－１０１のＬ１７区に分布す

る石刃核を除いて、Sb－１０１のＭ１８・１９区に高密度に分布する。

母岩別資料１１２８・接合資料４５９７（図版３８３－１）は、風化した古い剥離面とザラついた転礫面を持

つ転礫素材で、搬入形態は不明である。大型の原石を分割したような扁平な分割面を持つ大型の剥片

素材で、裏面から右側面への大型の平坦剥離が行われ、中央で折損する。折損後は両破片とも折れ面

を打面として側面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。８～１０cmの石刃が剥離され、一部は欠落

している。本接合資料では、錐形石器２点（１７７・１７９）、舟底形石器１点（４３７）が製作されている。

錐形石器１７７は、長さ６．７cm幅２．５cmの短い石刃素材である。素材端部と刃部末端部の距離は１．２cm

で、刃部再生がある程度行われた可能性がある。錐形石器１７９は、長さ不明、幅３．０cmの石刃素材で

ある。素材の長さは厳密には不明であるが、剥離面の状況から素材と石器の長さはほとんど違いが無

いと思われる。錐形石器は同一母岩の接合資料４５９６でも１点（１７８）製作されている。接合４５９６は接

合４５９７との関係は不明であるが、石刃剥離が行われている。錐形石器１７８は、長さ７．５cm幅２．６cmの

石刃素材である。素材端部と刃部末端部の距離は２．６cmで、刃部再生がある程度行われた可能性が

ある。これら３点の錐形石器の加工は酷似し、全て刃部のみに施され、両側縁へのノッチ状の加工に

よって刃部が作出される。また、１７７・１７９の刃部には樋状剥離が見られる。大きさは１７７・１７８が類似

し、刃部が左側に偏る形状も一致する。舟底形石器４３７は折損前の幅広の剥片を素材として甲板面で

ある腹面から加工が行われ、折損後、遺棄される。

分布は① Sb－９７のＫ２３～Ｍ２２区、② Sb－９８・１００～１０２に分けられ、両者ともに散漫な分布である。

①に分布の主体があり、②の Sb－９８（Ｌ２２区）には舟底形石器４３７、Sb－１００～１０２（Ｉ１９～Ｍ１９区）

には錐形石器・石刃の一部が分布し、特に Sb－１００（Ｋ１９区）には錐形石器２点が分布する。

母岩別資料１０３０・接合資料４３２７（図版３８３－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１９cm、

正面に剥離面がある状態で搬入される。左側面に上面からの剥離の後、正面から上面、上面から正面

への頭部調整が無い打面の大きい粗い剥離が交互に行われ、厚手の剥片が剥離される。遺物は全て Sb
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－９７のＬ２１・２２、Ｍ２１・２２区に分布する。

母岩別資料１０９０・接合資料４５２１（図版３８４－１）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった小型の転

礫素材で、長さ１０cm、粗い剥離面がある状態で搬入される。上面の平坦剥離面を打面として正面で

頭部調整の無い打面の大きい厚手の剥片が連続して行われるが、ほとんどが途中で階段状に割れ、加

工されるものは無い。石核・剥片１点を除き、Sb－９７のＪ２４・２５区に高密度に分布し、石核はやや

離れてＫ２４区に、剥片１点はＬ２４区に分布する。

母岩別資料１０６０・接合資料４３９８（図版３８４－２）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ９cm、

原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面の原礫面を打面として頭部調整を伴わずに正面で剥片

が剥離されるが、階段状になるものが多く、まともに剥離されていない。全て Sb－９７のＬ・Ｍ２２区

に近接して分布している。

母岩別資料１１１８・接合資料４５７８（図版３８４－３）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ

１７cm、原石の状態で搬入される。正面から上面への剥離で打面が作出された後、裏面・両側面で原

礫面を除去する打面の大きい頭部調整の無い粗い石核調整が行われる。その後、裏面で石刃を剥離し

ようとしているが打面が潰れ、石刃は剥離されていない。次に、右側面から打面再生が行われ、裏面

で頭部調整を伴う長さ８cm程度の石刃が剥離され、それらは欠落し、搬出される。厚手の打面作出

剥片（個体Ａ）は甲板面である腹面から加工が行われ、本体は欠落している。分布は① Sb－９７のＫ

２３区周辺、② Sb－９７のＭ２１区周辺に分けられ、①はやや散漫な、②は高密度な分布である。①には

個体Ａ、②には打面再生後の石刃・石刃核が、それら以外は①②両方に分布する。

母岩別資料１１２３・接合資料４５８８（図版３８５－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ

１９cm、原石の状態で搬入される。右側面で上面から粗い剥離が行われた後、右側面から上面への剥

離で打面が作出される。次に正面・右側面に粗い剥離によって石核調整が行われた後、頭部調整を伴

う石刃剥離が行われる。その後、正面からの打面再生、裏面上部に両側縁から石核調整が行われ、再

度正面で石刃が剥離される。剥離される石刃は長さ１０cm程度で、剥離頻度は低いが、良形のものが

剥離され、そのうち数本は欠落している。また、石刃素材の削器１８７は右側縁に連続的な加工が施さ

れるが、加工の最終剥離で折損し、遺棄される。分布は① Sb－９７のＬ２２区周辺、② Sb－９８のＭ２０区

周辺、③ Sb－１０１のＬ１９区周辺に分けられ、全て散漫な分布である。分布の主体は①で、②には石刃

核と厚手の剥片１点が、③には削器・良形の石刃１点が分布する。

母岩別資料１０４２・接合資料４３５３（図版３８５－２）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材

で、長さ１７cm、上面に剥離面がある状態で搬入される。正面・左右側面で原礫面を除去する打面の

大きい頭部調整の無い粗い剥離が行われ、最後に右側面を取り去る剥離により石核形状が大きく変化

した状態で剥離が終了する。このような粗い剥離は、頭部調整を伴う石刃剥離直前の石核調整段階で

頻繁に見られるもので、本接合資料はその段階で石核形状が悪化し、遺棄されたものと思われる。遺

物は全て Sb－９７のＬ２２、Ｍ２１・２２区の狭い範囲に集中して分布している。

母岩別資料１１８１・接合資料４７３０（図版３８６上）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、

長さ１２cm、上面に剥離面がある状態で搬入される。右側面で下面から厚手の剥片剥離後、正面で打

面厚１．５cm程度の厚手の縦長剥片が剥離される。右側面の剥片１点（個体Ａ）、正面の剥片１点（個

体Ｂ）、石核（個体Ｃ）は舟底形石器に加工される。個体Ａは甲板面である腹面から加工が行われ、

折損後、本体４２６が遺棄される。個体Ｂは、甲板面である腹面からの加工によって断面が三角形になっ

た時点で下縁からの加工が行われ、さらに甲板面から加工される。個体Ｃは作業面を甲板面に設定し、

甲板面から加工が行われる。個体Ｂ・Cは本体が欠落し、搬出される。個体に関わらず Sb－９７のＬ・
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Ｍ２２区周辺に分布し、舟底形石器４２６と個体Ａ・Ｂの調整剥片の一部が周辺の Sb－９８・１００に分布す

る。

母岩別資料１００５・接合資料４２７２（図版３８６中）は、平滑な曲面とあばた状の原礫面を持つ亜角礫素

材で、長さ１８cm、原石の形状で搬入される。正面から上面への剥離後、上面から正面、正面から下

面への剥離が行われ、最後に下面から両側面に剥離が行われる。遺物は１点を除き、Sb－９７のＫ２３

～Ｍ２２区に非常に散漫に分布し、厚手の剥片１点は Sb－１００のＫ２０区に分布する

母岩別資料１１１６・接合資料４５７６（図版３８６下）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材で、

長さ２１cm、正面に大型の剥離面がある状態で搬入される。上面から左側面へ大型剥片の剥離後、左

側面から下面、正面から下面に粗い剥離が行われる。その後、左側面から裏面への剥離が行われ、最

後は石核（個体Ｃ）を素材として正面の作業面を甲板面に設定し、甲板面からの加工で舟底形石器が

製作される。左側面の剥片（個体Ａ）は、小口面で厚手の縦長剥片が剥離され、下面の剥片（個体Ｂ）

は、甲板面である腹面からの加工により舟底形石器に整形されるが、本体は欠落する。分布は① Sb

－９７のＫ２３～Ｍ２１区、② Sb－９８・１００に分けられ、①はやや散漫に、②は散漫に分布する。個体Ａは

②の Sb－９８（Ｌ２０区）、Sb－１００（Ｋ２０区）に、大型剥片２点は Sb－９８（Ｌ２１・Ｍ２０区）に分布し、

それ以外は①のＬ２１区に分布する。

母岩別資料９８６・接合資料４２２６（図版３８７－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ

１８cm、上・左・裏面に大型の剥離面がある状態で搬入される。左側面から正面への粗い剥離の後、

右側面で細長い縦長剥片が剥離される。左側面から正面で剥離された厚手の剥片である個体Ａは削器

に、個体Ｂは舟底形石器に、右側面で剥離された縦長剥片（個体Ｃ）、石核（個体Ｄ）は舟底形石器

に加工される。個体Ａは左側縁に粗い加工が施され、削器本体（図版４０２－１１）は遺棄される。個体

Ｂは腹面を、個体Ｃは右側面を、個体Ｄは作業面を甲板面に設定し、個体Ｂ・Ｄは甲板面からのみ加

工が行われ、個体Ｃは下縁からの加工も行われる。舟底形石器本体は個体Ｂ・Ｄが欠落し、個体Ｃは

折損後、２７５が遺棄される。遺物は Sb－９７のＪ２４～Ｌ２３区に散漫に分布し、個体による偏りは見られ

ない。

母岩別資料１０７８・接合資料４４９３（図版３８７－２）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ

１７cm、原石の状態で搬入される。左側面上部に正面から剥離が行われた後、その剥離面を打面とし

て右側面上部で剥離が行われる。以後、それらの剥離面が傾き、上面と正面で交互剥離が行われ、最

後に下面からの剥離で石核が分割される。交互剥離で剥離された厚手の剥片３点（個体Ａ～Ｃ）と石

核（個体Ｅ）は舟底形石器に加工され、最後に分割された剥片（個体Ｄ）は剥片が剥離される。個体

Ａ～Ｃは素材腹面を、個体Ｅは作業面を甲板面に設定し、加工は甲板面から施され、個体Ｂ・Ｅの最

終段階には下縁からの加工も見られる。舟底形石器本体は、個体Ｂは折損後に４３９が、個体Ｅは折損

した破片４５０が遺棄され、個体Ａ・Ｃは欠落している。遺物は個体に関わらず、Sb－９７のＩ・Ｊ２４区

周辺に比較的高密度に分布し、やや離れたＨ２３区に厚手の剥片、Sb－９９のＨ２１区に個体Ｅの本体４５０

が分布する。

母岩別資料９８７・接合資料４２２７（図版３８８－１）は、あばた状の原礫面を持つ転礫素材で、長さ１６cm、

原石の状態で搬入される。正面から裏面、上面から左側面、左側面から正面上部、裏面から左側面へ

の打面の大きい粗い剥離が打面を転移させながら行われ、厚手の剥片が剥離される。上面から左側面

で剥離された剥片を除き、石核を含めた４個体（個体Ａ～Ｄ）が舟底形石器に加工される。剥片素材

は全て腹面を、石核素材は作業面を甲板面に設定し、個体Ｃ、石核素材の個体Ｄは甲板面からのみ加

工が行われ、個体Ａ・Ｂは下縁からの加工も見られる。折損した個体Ａ（４４１）、完形の個体Ｃ（４４３）・
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Ｄ（４４６）の本体は遺棄され、個体Ｂの本体は欠落し、搬出されている。遺物は個体に関係なく Sb－

９７のＬ２３～Ｎ２１区にやや散漫に分布し、個体Ｄの舟底形石器４４６のみが離れた Sb－１０１のＬ１９区に分

布する。

母岩別資料１１７８・接合資料４７１８（図版３８８－２）は、一部平坦面が残り、爪状痕のある原礫面を持

つ転礫素材で、長さ１８cm、原石の形状で搬入される。上面から下面への剥離で大型剥片が剥離され

た後、その面を打面として左右側面に粗い石核調整が行われ、頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。

石刃剥離は打面が潰れて、良形の石刃は剥離されず、最後まで打面は潰れ、石刃核４８５にも階段状の

剥離面が残る。最初に右側面で剥離された大型剥片（個体Ａ）、石核調整時の厚手の剥片（個体Ｂ）

は甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に加工される。個体Ａの本体４２２は折損後、遺棄され、

個体Ｂの本体４２９は粗い加工段階で遺棄される。分布は① Sb－１０１のＬ１９・Ｍ１８区周辺、② Sb－１０１

のＫ１８・Ｌ１７区周辺に分けられ、両者とも散漫な分布である。①には最終段階を除く遺物が、②には

最終段階の遺物が多く、個体Ａは両者に、個体Ｂは②に分布する。

母岩別資料１１０６・接合資料４５５４（図版３８９－１）は、爪状痕のある原礫面を持つ転礫素材で、長さ

１５cm、正面に大きい剥離面がある状態で搬入される。上面から正面への剥離の後、石核は下面から

右側面への剥離で縦に二分され、それぞれ舟底形石器に加工される。剥片素材の個体Ａは腹面を、石

核素材の個体Ｂは作業面を甲板面に設定し、甲板面からの加工で整形され、個体Ｂの最初の段階では

端部に下縁からの加工が見られる。本体は個体Ａ・Ｂとも折損後、それぞれ４２４・４４５が遺棄される。

遺物は個体に関わらず Sb－９７のＫ２２～Ｍ２２区に散漫に分布する。

母岩別資料１０８０・接合資料４４９９（図版３８９－２）は、平滑な原礫面と平坦な転礫面を持ち、角が潰

れた転礫素材で、長さ１５cm、原石の状態で搬入される。上下面で剥離後、正面からの剥離で石核が

二分割され、剥片（個体Ａ）・石核（個体Ｂ）は舟底形石器に加工される。個体Ａは甲板面である腹

面から加工され、個体Ｂは作業面を甲板面に設定し、甲板面からの加工によって断面三角形になった

段階で下縁調整が行われ、再び甲板面から加工される。両者とも本体は欠落している。分布は① Sb

－９７のＩ・Ｊ２４区周辺、② Sb－９７のＩ２３区に分けられ、②には厚手の剥片２点が、①にはそれ以外

の遺物が個体に関わらず分布する。

母岩別資料１１０７・接合資料４５５５（図版３８９－３）は、一部平坦面が残り、角が丸くなった転礫素材

で、長さ１２cm、原石の状態で搬入される。上面から正面への剥離が４回行われ、その最終剥離で石

核が二分割され、最終剥離の剥片（個体Ａ）と石核（個体Ｂ）は舟底形石器に加工される。個体Ａは

腹面を、個体Ｂは作業面を甲板面に設定し、甲板面から加工が行われ、個体Ａ・Ｂとも粗い加工段階

で、本体４４４・４３４が遺棄される。遺物は個体に関わらず Sb－９７のＬ・Ｍ２２区に散漫に分布する。

母岩別資料１１８４・接合資料４７３３（図版３８９－４）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１０cm、

原石の状態で搬入される。上面から正面への剥離で二分割した後、折れた剥片（個体Ａ）の肥厚した

先端側で剥離が行われ、その石核（個体ａ）を素材として舟底形石器が製作される。個体ａは作業面

を甲板面に設定し、甲板面から加工が行われ、最終的に本体は欠落している。遺物は Sb－１０１のＭ１９

区周辺に分布し、個体による偏りは見られない。

母岩別資料１１６５・接合資料４６８１（図版３９０－１）は、あばた状の原礫面を持つ転礫素材で、長さ１１cm、

原石の状態で搬入される。中央で縦に二分割した後、剥片（個体Ａ）は甲板面である腹面からの加工

により舟底形石器に加工され、石核は右側面・下面・裏面に粗い剥離が行われる。個体Ａは最終剥離

で中央から折損し、４２８が遺棄される。遺物は Sb－１０１のＬ１９～Ｎ１８区に分布し、個体Ａは散漫に、

個体Ａ以外は近接して分布する。

２ 遺構と遺物
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母岩別資料１０４８・接合資料４３６８（図版３９０－２）は、風化によりザラついた平坦な原礫面を持ち、

角が丸くなった転礫素材で、長さ１２cm、正面に１枚の剥離面がある状態で搬入される。正面から上

面への粗い剥離、正面から右側面へ厚手の剥片剥離後、石核を素材として上面を甲板面に設定し、甲

板面からの加工で舟底形石器が製作される。最終的に本体は折損し、４４８が遺棄される。上面・右側

面で剥離された厚手の剥片は粗い加工が行われるが、両者とも折損し、本体（二次加工ある剥片）は

遺棄される。遺物は Sb－９７のＫ２２～Ｍ２１区にまとまって分布し、個体による偏りは見られない。

母岩別資料１０２１・接合資料４２９８（図版３９０－３）は、平滑な原礫面を持つ角礫素材で、長さ１４cm、

上面に剥離面がある状態で搬入される。裏面の小口面で厚手の縦長剥片剥離後、上面を甲板面とした

舟底形石器の調整剥離が行われる。まず、上面から右側面への加工が行われ、その剥離がヒンジにな

り、段差が生じた時点でその段差を除去するように左側面下部から右側面へ加工が行われる。さらに、

その面を打面として左側面に下縁調整が施され、再度甲板面から左側面に加工が行われる。本体は欠

落し、搬出されている。遺物は Sb－９７のＫ２２～Ｍ２２区に散漫に分布する。

母岩別資料１００８・接合資料４２７６（図版３９１－１）は、あばた状の原礫面を持つ転礫素材で、おそら

く原石の状態で搬入される。原石を二分割したと思われる半球状の剥片素材で甲板面である腹面から

の加工で舟底形石器が製作される。加工は、初期段階から側縁が直線的になるように行われ、側縁全

体を一剥離単位として、両側縁で交互に進行する。舟底形石器４３６の折損後、再加工が行われ、本体

は搬出される。遺物は Sb－９７のＬ２１～Ｎ２１区にやや散漫に分布し、１点（厚手の剥片）は Sb－１０１

のＬ１９区に、１点（普通の剥片）は Sb－１００のＫ２０区に離れて分布する。

母岩別資料１０７５・接合資料４４８１（図版３９１－２）は、平坦な原礫面が残り、角が潰れた転礫素材で、

長さ９cm、原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面から正面への剥離後、上部両面で交互剥

離が行われる。遺物は石核を除いて Sb－９７のＫ２３区周辺に分布し、石核は Sb－１０１のＬ１９区に分布

する。

接合資料５８２１（図版３９１－３）は、原石形状は不明で、尖頭器で搬入された可能性がある。器体の

中央に平坦剥離、縁辺に平行剥離が見られる薄手の尖頭器が、正面右からの加工で折損した後、右側

縁で折れ面から削片剥離が行われる。削片は一次削片のみ剥離され、尖頭器本体の３分の１を取り込

み、加工は見られない。尖頭器はＬ１９区、削片は Sb－１０１のＬ１８区に分布し、両者は近接している。

接合資料５８２４（図版３９１－４）は、表面が平坦剥離で覆われ、正面にやや凹凸が見られる薄手の尖

頭器が、左側縁から正面への剥離で折損した後、右側縁で折れ面から削片剥離が行われる。削片は一

次削片のみ剥離され、尖頭器末端部を取り込み、加工は見られない。尖頭器は Sb－１００のＫ１９区、削

片は Sb－１０２のＪ１９区に分布し、両者は比較的近接している。 （鈴木宏行）

（１１）Ｋ区・石器ブロック１０８～１１１（Sb－１０８～１１１）の石器
出土石器（表Ⅲ－１１・１２）

尖頭器１７点（Ⅰ類１６点、Ⅱ類１点）、尖頭器削片１点、両面調整石器２点、彫器２点（Ⅰ類１点、

Ⅱ類１点）、掻器３点、削器１５点、舟底形石器３０点（Ⅰａ類１点、Ⅱａ類２７点、Ⅱｂ類２点）、二次加

工ある剥片１点、石刃４３点、縦長剥片４８点、石刃核６点、石核１５点、剥片３，２００点の計３，３８３点、重量

３２，９０４．８gの石器類が出土した。石材は黒曜石４が４３．０％で最も多く、黒曜石１（４１．６％）、黒曜石

５（８．０％）、黒曜石２（３．７％）が続き、以下黒曜石３（３．５％）、安山岩（０．０６％）、頁岩（０．０６％）、

めのう（０．０６％）である。小型舟底形石器石器群にほぼ限定される、西地区で最も小規模な石器ブロ

ック群である。ブロック群全体の石材組成と比べ、黒曜石１の比率が高いのは石刃（５８％）で、黒曜

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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石４の比率が高いのは舟底形石器（７７％）、縦長剥片（６３％）、石刃核（８３％）、石核（７３％）である。

尖頭器（図Ⅲ－４９６－１～図Ⅲ－４９７－５、図版３９２、図版３９４－２７）

８点（４個体とⅠ層出土１個体を加えた５個体）を図示し、１点（１個体）を写真のみ掲載してい

る。１は最大幅が基部側の３分の１に位置する小型の柳葉形の尖頭器で、押圧剥離と見られる細かい

剥離面で覆われ、先端部には衝撃剥離の可能性のある樋状剥離が見られる。産地分析では赤石山産、

水和層年代測定では２０，２３０±６７９年 B.P.という結果が得られている。２は両端を欠損している薄手の

細長い尖頭器で、加工は平坦剥離と平行剥離面で構成される。３～５は大部分の比較的粗い平坦剥離

面と縁辺の細かい平坦剥離面で構成されるやや粗い段階のもので、表面には剥離面の段差や瘤が残

り、滑らかではなく、全て最終的に器体中央付近の厚みを除去するための調整剥離が原因で折損して

いる。４・５は２５cmを超える大型品である。５の裏面には平滑な角礫面が大きく残存し、右側面の

瘤状の原礫面を除去できずに折損している。図版３９４－２７はめのう製の剥片素材で、加工が判別しに

くいが左側縁に加工が見られる。

両面調整石器（図Ⅲ－４９７－６、図Ⅲ－４９８－７、図版３９３）

２点（１個体とⅠ層出土１個体を加えた２個体）を図示している。６は非常に厚手の大型剥片素材

で、正面では斜角の求心状の剥離が、裏面では正面の加工を切る平坦剥離が行われる。平面形は楕円

形で、断面形は半月形に近い。７は転礫から剥離された厚手の大型剥片素材で、正面は両側縁全体に

加工が行われ、裏面は両側縁の一部に加工が行われる。加工は大型の平坦剥離と縁辺部の細かい剥離

で構成される。

彫器（図Ⅲ－４９８－８・９、図版３９３）

２点（２個体）を図示している。８はⅠ類の斜刃の彫器で、彫刀面の背面側には微細剥離痕がある。

９はⅡ類の彫器である。両者とも石刃素材で周縁加工は両面に行われるが、９は加工による変形度が

高く、裏面加工の範囲も広い。彫刀面は素材先端側に作出され、９には背面先端部調整が見られる。

掻器（図Ⅲ－４９８－１０・１１、図版３９３）

２点（２個体）を図示している。１０は石刃素材で、周縁加工は背面両側縁・腹面基部に行われ、刃

部は直線的で斜めに傾く。１１は扇形の剥片素材で、背面両側縁に加工が行われ、刃部は弧状である。

素材面の稜線は潰れ、表面は傷が多く、二次加工面にはそれらが認められず、多段階表面変化が確認

できる。産地分析では、所山産の結果が得られた。

削器（図Ⅲ－４９８－１２・１３、図Ⅲ－５１３－７、図版３９３・４０２、図版３９４－２８）

３点（３個体）を図示し、２点（１個体）を写真のみ掲載している。１２は打面調整・頭部調整が認

められ、縁辺部が直線的（山形ではない）に潰された打面のある良形の石刃素材で、左側縁下半部に

細かい平坦剥離が連続する加工が見られ、それ以外には部分的に不連続な加工が見られる。１３・図版

３９４－２８は背面に転礫面が残る剥片素材で、１３は両側縁に、図版３９４－２８は左側縁に粗い加工が行われ

る。図Ⅲ－５１３－７は頭部調整のある石刃素材で両側縁に連続した細かい加工が施される。素材面の

稜線は潰れ、表面に傷が見られる。産地分析では、所山産の結果が得られた。

舟底形石器（図Ⅲ－４９８－１４～図Ⅲ－４９９－１９、図版３９３・３９４、図版３９４－２９・３０）

７点（５個体とⅠ層出土１個体を加えた６個体）を図示し、２点（２個体）を写真のみ掲載してい

る。１４は尖頭器削片素材のⅠａ類である。加工は、左側面は下縁から、右側面は上下から行われるが、

端部で細石刃状の剥離は行われない。１５～１９・図版３９４－２９・３０はⅡａ類で、石核素材である１８以外

は剥片素材である。加工は全て甲板面からのみ行われ、素材長軸と石器長軸は、直交する図版３９４－

３０以外全て一致する。１５・図版３９４－３０には転礫面が、１６～１９には角礫面が残る。

２ 遺構と遺物
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石刃（図Ⅲ－４９９－２０、図版３９４）

１点（１個体）を図示している。２０は頭部調整のある単剥離打面を持つ頁岩製の石刃である。長さ

は６cmで、下端部には原礫面があることから石刃核もほぼ同じ高さの小型品であったと考えられ

る。

石刃核（図Ⅲ－４９９－２１、図版３９４、図版３９４－３１～３３）

１点（１個体）を図示し、３点（２個体とⅠ層出土１個体を加えた３個体）を写真のみ掲載してい

る。２１は裏面に大型の剥離面が残り、頭部調整のある単剥離打面を持つ石刃核である。左側面には正

面の石刃剥離面を切る大型の剥離面があり、最後にその面を打面として裏面に剥離が行われる。左側

面にはパンチ痕が残り、さらに石刃核を分割する意図が伺える。頭部調整を伴う石刃剥離後、舟底形

石器の素材にするために石刃核を分割する剥離が左側面・裏面で行われたと思われる。図版３９４－３１

は裏面で下部からの剥離の後、上設打面が作出され、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われる。図

版３９４－３２は単剥離打面から頭部調整を伴う正面での石刃剥離後、下から左側面・裏面から右側面へ

の剥離が行われる。図版３９４－３３は打面・裏面に平滑な原礫面が残り、原礫面打面から正面で石刃が

剥離される。図版３９４－３１～３３は角礫素材である。

石核（図Ⅲ－４９９－２２・２３、図版３９４、図版３９５－３４～３６）

３点（２個体）を図示し、３点（３個体）を写真のみ掲載している。２２は剥片素材で原礫面打面か

ら細長い剥片が剥離され、２３・図版３９５－３４は１０cm以下の小型の原石を素材として単剥離打面から

頭部調整なしで厚手の剥片が剥離される。図版３９５－３５・３６は１・２枚の剥離のみ行われた原石に近

い石核で、選択された原石形状を反映している。亜角礫である２２を除き転礫である。

石器ブロック１０８～１１１の分布状況

調査区の西端に位置し、西側は段丘の縁に接している。標高は４４３．５～４４６．０mである。本遺跡は

巨視的に見ると東地区では全体（Ａ～Ｆ区）が連続し、西地区でもＧ～Ｊ区が連続した、それぞれ８

万点、１２万点の巨大な集中域を形成している。本ブロック群はこれらに比べ非常に小規模（３，３８３点）

であるが、Ｇ～Ｊ区とは空白域を挟んで独立して分布する特徴的なあり方を示している。また、調査

区の北側は深い沢によって侵食され、石器ブロックの一部が失われている可能性がある。

石器ブロック１０８（Sb－１０８）の分布（図Ⅲ－５００、表Ⅲ－１１・１２）

Ｌ１０・１１、Ｍ１１区の９×６mの範囲で確認された。尖頭器２点（Ⅰ類２点）、石刃１点、剥片４１点

の計４４点、１８１．１gの石器類が出土した。石材は黒曜石１が６３．６％を占め、以下黒曜石５（３１．８％）、

黒曜石４（４．５％）である。尖頭器調整剥片が分布する非常に小規模なブロックである。

石器ブロック１０９（Sb－１０９）の分布（図Ⅲ－５００・５０１、表Ⅲ－１１・１２）

Ｍ８・９、Ｎ６～９、Ｏ７・８、Ｐ８区の１４×１２mの範囲で確認され、分布は北側の調査区外に

若干広がっていた可能性がある。尖頭器１点（Ⅰ類１点）、彫器１点（Ⅱ類１点）、掻器２点、削器４

点、舟底形石器１４点（Ⅰａ類１点、Ⅱａ類１３点）、石刃１７点、縦長剥片９点、石刃核２点、石核６点、

剥片８８７点の計９４３点、１０，６３９．３gの石器類が出土した。石材は黒曜石１が４６．９％を占め、以下黒曜石

４（４０．５％）、黒曜石５（６．４％）、黒曜石３（５．９％）、めのう（０．２％）、頁岩（０．１％）である。トゥー

ルは舟底形石器が多数出土している。ブロック全体の石材組成と比べ、石刃（７６％）・石刃素材の石

器類は黒曜石１の比率が高く、舟底形石器（８６％）・石核（８３％）は黒曜石４の比率が高い。分布は

高密度のＮ８区とその周辺の小規模な集中域に分けられ、トゥールはＮ８区にまとまって分布し、一

部Ｎ・Ｏ７区に分布する。

Ⅲ 上白滝８遺跡の調査（２）
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石器ブロック１１０（Sb－１１０）の分布（図Ⅲ－５０１・５０２、表Ⅲ－１１・１２）

Ｎ３～６、Ｏ２～７、Ｐ２～６、Ｑ３～５、Ｒ４・５、Ｓ５区の２４×１９mの範囲で確認され、分

布は北側の調査区外に若干広がっていた可能性がある。尖頭器１３点（Ⅰ類１３点）、両面調整石器１点、

彫器１点（Ⅰ類１点）、掻器１点、削器１１点、舟底形石器１６点（Ⅱａ類１４点、Ⅱｂ類２点）、二次加工

ある剥片１点、石刃２１点、縦長剥片３８点、石刃核４点、石核９点、剥片２，１２４点の計２，２４０点、２０，０１９．６

gの石器類が出土した。石材は黒曜石４が４４．１％を占め、以下黒曜石１（３８．９％）、黒曜石５（８．４％）、

黒曜石２（５．６％）、黒曜石３（２．８％）、安山岩（０．０９％）、頁岩（０．０５％）である。本ブロック群で

は最も点数の多いブロックである。ブロック全体の石材組成と比べ、舟底形石器（６９％）・縦長剥片

（７１％）・石刃核（１００％）・石核（６７％）は黒曜石４の比率が高い。分布は①高密度のＮ４、Ｏ４・

５、Ｐ５、Ｑ５区、小規模な②Ｎ５・６区周辺、③Ｐ３・４、Ｑ３区周辺に分けられ、ほとんどのト

ゥールは①に分布し、②には石刃類がまとまっている。柳葉形の小型の尖頭器１は③の外れに分布す

る。

石器ブロック１１１（Sb－１１１）の分布（図Ⅲ－５０３、表Ⅲ－１１・１２）

Ｐ１、Ｑ０・１、Ｒ０～２区の１０×８mの範囲で確認された。尖頭器１点（Ⅱ類１点）、尖頭器削

片１点、両面調整石器１点、石刃４点、縦長剥片１点、剥片１４８点の計１５６点、２，０６４．８gの石器類が

出土した。石材は黒曜石４が５３．２％を占め、以下黒曜石１（４１．７％）、黒曜石５（４．５％）、黒曜石３

（０．６％）である。トゥールは少なく、尖頭器調整剥片がほとんどで、分布は非常に散漫である。

石器ブロック１０８～１１１の接合状況（図Ⅲ－５０４）

接合資料は全てブロック内で収束している。接合線は傾斜方向である北北西方向へ伸び、特に Sb

－１１０では顕著である。

母岩別資料・接合資料

３，３８３点中２６点を７８５母岩に母岩分類し、１６９個体（母岩別資料内７３個体）の接合資料が得られた。

そのうち母岩別資料３母岩を図示し、母岩別資料５母岩を写真のみ掲載している。

母岩別資料１１９８・接合資料４７７３（図Ⅲ－５０５～５０７、図版３９６）

母岩別資料は接合４７７３の他、接合４７７４～４７７６・５７００４・５７００５、剥片１１点で構成され、総点数９３点、

総重量１，４９１．９gである。

素材 ６７点（３７個体）が接合し、重量は１，３２９．９g、大きさは２９×１４×９cmである。平滑な原礫面を

持つ角礫を素材として原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 前半は、左側面から裏面（段階１）、右側面から正面（段階２）、右側面から裏面（段階３）、

左側面から正面（段階４）、左側面から裏面（段階５）、左側面から正面（段階６）、左側面から裏面

（段階７）、左側面から正面（段階８）、左側面から裏面（段階９）、右側面から正面（段階１０）、左側

面から正面（段階１１）、右側面から正面（段階１２）、右側面から裏面（段階１３）への打面の大きい粗い

平坦剥離による加工が、頻繁に面・側縁を入れ替えながら行われ、粗い整形が施される。その後、徐々

に打面の小さい相対的に薄い平坦剥離に変化し、左側面から正面（段階１４）、右側面から正面（段階

１５）、左側面から裏面（段階１６）、左側面から正面（段階１７）への加工が行われ、最後に右側面から正

面（段階１８）への剥離で尖頭器３が折損する。折損時の本体は表面が滑らかで断面形が凸レンズ状の

整った形態であったと推測され、本体の１２×７×２cmの上部破片は欠落し、搬出された可能性があ

る。

分布 Sb－１１０のＮ４、Ｏ４、Ｐ３～５、Ｑ４・５、Ｒ４・５、Ｓ５区に帯状に分布する。分布は①
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高密度のＰ４・５、Ｒ４・５区、②散漫なＯ４周辺に分けられるが、段階・大きさなどの内容による

偏りは見られない。

母岩別資料１２０３・接合資料４７８４（図Ⅲ－５０７・５０８、図版３９５－２）

母岩別資料は接合４７８４の他、接合４７８５～４７８７、剥片１点で構成され、総点数８１点、総重量７４８．１g

である。

素材 ７３点（６６個体）が接合し、重量は７０９．３g、大きさは１５×１３×９cmである。平滑な原礫面を持

ち、角が潰れた亜角礫を素材として、右側面に大型の剥離面がある状態で搬入される。

剥離工程 正面から上面への剥離（段階１）で打面が作出され、上設打面から正面（段階２）・右側

面（段階３）への粗い剥離、裏面から左側面（段階４）、裏面から下面（段階５）への剥離で石核調

整が行われる。その後、正面～右側面を中心に全周で頭部調整を伴って石刃が剥離され（段階６）、

最後に左側面から裏面に粗い剥離（段階７）が行われる。

剥離される石刃は長さ６～９cmで、ほとんどが欠落し、搬出される。

本接合資料では段階１の厚手の打面作出剥片１点（個体Ａ）、段階２の厚手の縦長剥片２点（個体

Ｂ・Ｃ）、段階３の厚手の剥片１点（個体Ｄ）を素材として舟底形石器が製作される。個体Ａ～Ｄは

全て甲板面である腹面から加工が行われ、最終的に本体は欠落し、搬出される。

分布 Sb－１１０のＮ４・５、Ｏ４・５、Ｐ５、Ｑ５区に帯状に分布し、個体による偏りは見られない。

母岩別資料１２０２・接合資料４７８３（図Ⅲ－５０８・５０９、図版３９７－１）

母岩別資料は接合４７８３のみである。

素材 ４８点（４２個体）が接合し、重量は７５５．２g、大きさは１８×９×７cmである。平滑な原礫面を持

つ角礫を素材として、原石ないし原石に近い状態で搬入される。

剥離工程 正面から上面（段階１）へ打面の大きい粗い剥離が連続して行われた後、上面から正面（段

階２）への粗い剥離が行われる。

本接合資料では段階１の厚手の剥片２点（個体Ａ・Ｂ）、段階２の厚手の剥片１点（個体Ｄ）、石核

（個体Ｅ）を素材として舟底形石器が製作され、段階２の厚手の剥片１点（個体Ｃ）を素材として、

縦長剥片が剥離される。個体Ｂは甲板面である腹面からの加工の後、加工が進行した段階で下縁から

の加工が施され、再度甲板面から加工が行われる。左側面の裏面端部近くにできた瘤を除去する剥離

によって端部が大きく取り除かれた時点で本体１９は遺棄されている。個体Ｄは甲板面である腹面から

の加工途中で、ヒンジによって生じた段差を除去するために下縁からの剥離が行われ、その後、甲板

面からの加工が継続されるが、個体Ｂ同様、端部の瘤を除去する際に、端部を大きく取り込み、その

時点で本体１７が遺棄される。個体Ａは腹面を、個体Ｅは作業面を甲板面に設定し、甲板面から加工が

行われ、最終的に、本体は欠落している。

個体Ｃは舟底形石器の加工に類似した腹面からの粗い剥離（Ｃ－段階２）を挟んで素材長軸方向で

縦長剥片剥離（Ｃ－段階１）が行われる。

分布 Sb－１１０のＮ４、Ｏ４・５、Ｐ５、Ｑ５区に帯状に分布する。個体ＣがＮ４区周辺に偏るが、

それ以外は明瞭な偏りは見られない。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料１２１６・接合資料４８１７（図版３９７－２）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材

で、長さ２１cm、原石ないし原石に近い状態で搬入される。上面から正面への剥離、裏面から右側面

への大型の剥片剥離、正面から上面への打面作出後に、正面で頭部調整を伴う石刃剥離が行われ、最
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後は、下設打面から右側面で厚手の縦長剥片が剥離される。石刃剥離の途中、下設打面から頭部調整

のある石刃が剥離される。剥離される石刃は長さ１１cm前後で、ほとんどが欠落している。右側面で

剥離された大型剥片（個体Ａ）は、甲板面である腹面からの加工で舟底形石器に整形され、本体は欠

落している。上設打面作出剥片（個体Ｂ）は、左側面に腹面から舟底形石器に類似した粗い加工が行

われ、途中で折損し、削器２８は遺棄される。遺物は Sb－１１０のＮ４～Ｑ５区に帯状に分布しているが、

個体・段階による偏りは見られない。

母岩別資料１２１１・接合資料４８０４（図版３９８－１）は、一部平坦面と爪状痕のある原礫面を持つ転礫

素材で、長さ９cm、原石の状態で搬入される。上面から正面への剥離の後、正面から上面への剥離

で打面が作出され、正面で厚手の剥片が剥離される。打面作出剥片（個体Ａ）、厚手の剥片１点（個

体Ｃ）は舟底形石器に、厚手の剥片１点（個体Ｂ）は削器に加工される。個体Ａ・Ｂはそれぞれ長さ

６・５cmの小型の剥片素材で、甲板面である腹面から加工が施される。本体は両者とも完形である

が、１５・２９が遺棄されている。個体Ｂは素材形状が個体Ｃに類似するが、加工は右側縁全体・左側縁

上部のみ施され、本体１３は遺棄される。遺物は Sb－１１０のＰ・Ｑ５区を中心に分布し、個体による偏

りは見られない。

母岩別資料１２１７・接合資料４８２３（図版３９８－２）は、平滑な原礫面を持ち、角が潰れた亜角礫素材

で、長さ１４cm、原石の状態で搬入される。上面から左側面、左側面から上面、上面から左側面への

剥離の後、裏面から上面への厚手の剥片剥離によって打面が作出される。その後、左側面で縦長剥片

が剥離された後、続けて上設打面からの剥離による舟底形石器の調整剥離が行われ、石核（個体Ｂ）

素材の舟底形石器が製作される。個体Ｂの舟底形石器１８の縁辺には細かい加工が見られ、比較的整っ

た形状で遺棄される。厚手の打面作出剥片（個体Ａ）は、甲板面である腹面からの加工で舟底形石器

に整形されるが、本体１６は折損し、遺棄される。分布は① Sb－１１０のＰ・Ｑ５区、② Sb－１０１のＮ・

Ｏ４区に分けられ、ほとんどの遺物が①に高密度に分布し、少量の遺物が②に散漫に分布するが、こ

れらには、個体による偏りは見られない。

母岩別資料１２１４・接合資料４８１０（図版３９８－３）は、平坦面が残り、角が潰れた亜角礫素材で、長

さ１４cm、原石の状態で搬入される。右側面から上面への剥離の後、正面から上面への粗い剥離と上

面から正面への粗い剥離が交互に行われ、厚手の剥片が剥離される。正面から上面で剥離された厚手

の剥片２点（個体Ａ・Ｂ）と石核（個体Ｃ）は舟底形石器に加工され、個体Ａ・Ｂは甲板面である腹

面からの加工で整形され、個体Ｃには途中で下縁からの加工が見られる。個体Ａ～Ｃの本体は全て欠

落し、搬出されている。遺物は Sb－１１０のＮ４～Ｑ５区に帯状に分布しているが、個体による偏りは

見られない。

母岩別資料１２００・接合資料４７７９（図版３９８－４）は、平坦面が残り、角が潰れた亜角礫素材で、長

さ１１cm、原石の状態で搬入される。上面から正面への剥離が、打点を左右に移動させながら行われ、

厚手の剥片が剥離される。最後に石核を素材として作業面を甲板面に設定し、舟底形石器が製作され

る。加工は主に甲板面から行われ、途中、端部で下縁からの加工が見られる。遺物は Sb－１１０のＯ４

～Ｑ５区に帯状に分布する。 （鈴木宏行）

（１２）「白滝Ⅰ群」以外石器ブロック外の石器
尖頭器（図Ⅲ－５１０－１・２、図版３９９）

２点（１個体とⅠ層出土１個体を加えた２個体）を図示している。１は柳葉形の小型の尖頭器であ

る。器面には押圧による平行剥離が整然と並び、薄く非常に端正な形態である。裏面の加工は正面の
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加工に切られ、最終的には正面両側縁の加工で仕上げられている。押圧による加工は両面とも左側は

上から下へ、右側は下から上へ進み、約１mmずつずらしながら行われ、側縁は鋸歯状である。産地

分析ではあじさい滝、水和層年代測定では１７，８７４±４１２年 B.P.の結果が得られている。なお、同様な

尖頭器は旧白滝５遺跡（北海道埋蔵文化財センター ２００４）でまとまって出土している。２は剥片素

材で、正面両側縁、裏面片側縁・上端部に平坦剥離による加工が見られる。右側縁には上端からの樋

状剥離面があり、細石刃核母型である可能性もある。

石刃（図Ⅲ－５１０－３・４、図版３９９）

２点（１個体とⅠ層出土１個体を加えた２個体）を図示している。３は広郷型ナイフ形石器を含む

母岩９３３接合４０６１に含まれる石刃である。比較的大きい単剥離打面を持ち、簡単な頭部調整が行われ、

幅広である。背面には２本の稜線が平行し、稜間のやや奥を加撃することによって両方の稜を取り込

む幅広の石刃が剥離される。４は角礫面の残る、頭部調整のある単剥離打面を持つ石刃である。打面

縁辺より内側を加撃しているため打面は大きい。

削器（図版３９９－５）

１点（１個体）を写真のみ掲載している。図版３９９－５は転礫から剥離された厚手の剥片素材で下

端部に連続的な加工が行われる。

舟底形石器（図版３９９－６）

２点（１個体）を写真のみ掲載している。図版３９９－６は転礫から剥離された剥片素材で、甲板面

からのみ加工が行われる。縁辺の加工は比較的細かい。

石刃核（図版３９９－７）

１点（１個体）を写真のみ掲載している。図版３９９－７は亜角礫素材で、正・左・裏面で上設打面

からの剥離が行われる。石刃は正面で頭部調整を伴って剥離される。

原石（図版３９９－８）

４点（１個体）を写真のみ掲載している。図版３９９－８は長さ３７cmの長大な棒状原石である。断

面形は不整な五角形で、搬入時には完形品であったと考えられる。

分布（図Ⅲ－５１０、表Ⅲ－５１０）

１のタイプの尖頭器はＧ区（Sb－８６、図Ⅲ－１１４－６）で出土しているが、まとまった出土状況で

はなく、これらと他の石器群との関連は不明である。２は細石刃核母型の可能性があり、Sb－９０の

忍路子型細石刃核石器群との関連も考えられるが、他に類似した石器が出土していないため不明であ

る。３は東地区に分布するが、Sb－９５に分布する母岩９３３接合４０６１に含まれ、両地区を関連付けてい

る。４・図版３９９－５～７は周辺の小型舟底形石器石器群と関連があり、図版３９９－８も Sb－８３で同

様な棒状原石（図版１０８－２２８）が小型舟底形石器石器群に伴って出土していることから、それに関連

するものと考えられる。 （鈴木宏行）

（１３）表土（重機調査）の石器
ここでは、調査の最初の段階で行われた重機による笹根除去作業の際の排土中から得られた遺物に

ついて説明する。遺物は一定の区画単位で集められた土から採集されているが、詳細な出土地点は不

明である。

両面調整石器（図版４０２－１０）

１点（１個体）を写真のみ掲載している。図版４０２－１０は幅広の剥片素材で、横方向に素材を用い
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て加工される。背面側は全体に、腹面側はバルブを除去する平坦剥離が行われ、背面側の縁辺にはさ

らに１mm程度の細かい角度のある加工が施され、縁辺が滑らかに整形される。このような加工はＧ

区の忍路子型細石刃核石器群に伴う掻器の刃部の加工に類似する。

削器（図Ⅲ－５１１－１、図版４００、図版４０２－１１）

１点（１個体）を図示し、１点（１個体）を写真のみ掲載している。１は厚手の石刃素材で、両側

縁に角度のある加工が行われる。図版４０２－１１は転礫面を持つ大型の剥片素材で、左側縁には粗い加

工が見られる。

舟底形石器（図Ⅲ－５１１－２・３、図版４００、図版４０２－１２）

２点（２個体）を図示し、１点（１個体）を写真のみ掲載している。２は剥片素材で、両側面とも

甲板面からのみ加工されるが、左側面は潰れて階段状になっている。３は甲板面右端に頭部調整の痕

跡が見られ、下面が本来の打面で、頭部調整のある単剥離打面を持つ石刃核を素材としている。正面

の作業面を甲板面に設定し、両側面に甲板面から粗い加工が行われる。甲板面の左側面側の張り出し

部にはパンチ痕が残り、瘤を除去できずに廃棄されたと思われる。図版４０２－１２は石核素材で、作業

面を甲板面に設定し、両側面に甲板面から加工が行われ、縁辺部には細かい加工が見られる。

石刃核（図Ⅲ－５１１－４・５、図Ⅲ－５１２－７～９、図版４００・４０１、図版４０２－１３）

５点（５個体）を図示し、１点（１個体）を写真のみ掲載している。４・５・図版４０２－１３は背面

に原礫面が残る単剥離打面の石刃核で、４・図版４０２－１３には頭部調整が見られる。５の作業面の中

央にはヒンジによる段差があり、作業面形状の悪化に伴い廃棄されたものと思われる。図版４０２－１３

の正面左の最終剥離面は石刃核の分割を意図したものと思われ、打面中央付近にも分割を意図するパ

ンチ痕が残る。

７～９は Sb－９０の接合資料に含まれる打面調整のある大型の石刃核である。７は、石核調整が右

側縁全体の両面に、左側縁下端部の両面に見られ、石刃剥離の進行により作業面が平坦になった扁平

な形状である。８は、石核調整が裏面左右から、左右側面には正面から行われる。９は、石核調整が

裏面には主に左側面から、両側面には正面から行われる。これらは断面三角形ないし五角形の母型が

準備され、石刃剥離が行われたものと思われる。また、打面はこれらの石核調整とは別に正面からの

剥離で準備され、その正面形はやや窪んだ形状で、頭部調整も見られる。４・５は角礫、図版４０２－

１３は亜角礫、７～９は転礫素材である。

石核（図Ⅲ－５１１－６、図版４００）

１点（１個体）を図示している。６は転礫素材で、単剥離打面の石核である。左側面に頭部調整が

残り、石刃剥離後、大型剥片が剥離されている。 （鈴木宏行）

２ 遺構と遺物

２７２
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Ⅳ 自然科学的分析等

１ 放射性炭素年代測定

（株）地球科学研究所
放射性炭素年代測定結果報告書

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

未補正１４Ｃ年代 ：
（yBP）

（同位体分別未補正）１４Ｃ年代 “measured radiocarbon age”
試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から、単純に現在（ＡＤ１９５０年）から何年前（ＢＰ）かを計算した年代。

１４Ｃ年代 ：
（yBP）

（同位体分別補正）１４Ｃ年代 “conventional radiocarbon age”
試料の炭素安定同位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）を測定して試料の炭素の同位体分別を知り１４C／１２Cの測定
値に補正値を加えた上で、算出した年代。
試料の δ１３Ｃ値を－２５（‰）に基準化することによって得られる年代値である。
（Stuiver, M. and polach, H.A.（１９７７）Discussion:Reporting of １４C data. Radiocarbon，１９を参照のこと）
暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

δ
１３Ｃ（permil） 試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための１３Ｃ／１２Ｃ比。

この安定同位対比は、下式のように標準物質（PDB）の同位体比からの千分偏差（‰）で表現する。

δ
１３Ｃ（‰）＝

（１３Ｃ１２Ｃ）［試料］－（１３Ｃ／１２Ｃ）［標準］

（１３Ｃ／１２Ｃ）［標準］
×１０００

ここで、１３Ｃ／１２Ｃ［標準］＝０．０１１２３７２である。

暦 年 代 ：過去の宇宙線強度の変動による大気中１４C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出する。具
体的には年代既知の樹木年輪の１４Ｃの測定、サンゴの U―Th年代と１４Ｃ年代の比較により、補正曲線
を作成し、暦年代を算出する。最新のデータベース（“INTCAL９８ Radiocarbon Age Calibration”
Stuiver et al,１９９８，Radiocarbon４０（３））により約１９，０００yBPまでの換算が可能となった。＊

＊但し、１０，０００yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので、補正前のデータの保管を推奨します。
“The calendar calibrations were calculated using the newest calibration data as published in Radiocarbon, Vol.40, No.3, 1998 using the
cubic spline fit mathematics as published by Talma and Vogel, Radiocarbon, Vol.35, No.2, pg 317-322,1993 : A Simplified Approach to
Calibrating C14 Dates. Results are reported both as cal BC and cal BP. Note that calibration for samples beyond about 10,000 years is
still very subjective. The calibration data beyond about 13,000 years is a “best fit” compilation of modeled data and, although an im-
provement on the accuracy of the radiocarbon date, should be considered illustrative. It is very likely that calibration data beyond
10,000 years will change in the future. Because of this, it is very important to quote the original BP dates and these references in your
publications so that future refinements can be applied to your results.”

測定方法などに関するデータ

測定方法 AMS ： 加速器質量分析
Radiometric ： 液体シンチレーションカウンタによる β―線計数法

処理・調製・その他 ： 試料の前処理、調製などの情報
前処理 acid―alkali―acid ： 酸－アルカリ－酸洗浄

acid washes ： 酸洗浄
acid etch ： 酸によるエッチング
none ： 未処理

調製、その他
Bulk-Low Carbon Material ： 低濃度有機物処理
Bone Collagen Extraction ： 骨、歯などのコラーゲン抽出
Cellulose Extraction ： 木材のセルローズ抽出
Extended Counting : Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

分析機関 BETA ANALYTIC INC.
4985 SW 74 Court, Miami, Fl, U.S.A 33155
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２７４

測定番号 試料名 試料種 １４C age
（yBP）

δ１３C
（permil）

補正１４C age
（yBP）

暦年代

Beta―１０１７８９ No．３ charred material １０２８０±５０ －２５．２ １０２８０±５０ 交点 Cal BC１０１５０ and Cal BC１００６０ and Cal BC１００２０

２SIGMA Cal BC１０６３０to１０５７０

９５％probabilityCal BC１０４２０to９８８０

１SIGMA Cal BC１０４００to９９５０

６８％probability

整理番号 ４５１３ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

LLNL graphite

Beta―１０１７９３ No．７ charred material １８４７０±２７０ －２２．４ １８５１０±２７０ 交点 Cal BC２００３０

２SIGMA Cal BC２１０２０to１９０９０

９５％probability

１SIGMA Cal BC２０７００to１９３９０

６８％probability

整理番号４５１７ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Kiel graphite

Beta―１０１７９４ No．８ charred material １５８５０±１７０ －２２．５ １５８９０±１７０ 交点 Cal BC１７０２０

２SIGMA Cal BC１７７１０to１６３５０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７５２０to１６５４０

６８％probability

整理番号４５１８ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Kiel graphite

Beta―１１２８９７ SHIRA―２５ charred material １５６７０±２４０ －２５．７ １５６６０±２４０ 交点 Cal BC１６７５０

２SIGMA Cal BC１７６１０to１５９４０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７３３０to１６２００

６８％probability

整理番号７０８８ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２８９８ SHIRA―２６ charred material １６４２０±１５０ －２５．６ １６４１０±１５０ 交点 Cal BC１７６１０

２SIGMA Cal BC１８２７０to１６９８０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１８１００to１７１４０

６８％probability

整理番号７０８９ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２９０３ SHIRA―３１ charred material ２１９８０±２１０ －２４．９ ２１９８０±２１０ 交点

２SIGMA

９５％probability

１SIGMA

６８％probability

整理番号７０９４ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２９０４ SHIRA―３２ charred material １４０３０±１１０ －２６．２ １４０１０±１１０ 交点 Cal BC１４８５０

２SIGMA Cal BC１５３３０to１４３６０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１５２１０to１４４８０

６８％probability

整理番号７０９５ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２９０５ SHIRA―３３ charred material １３７９０±１７０ －２５．５ １３７８０±１７０ 交点 Cal BC１４５９０

２SIGMA Cal BC１５２１０to１３９９０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１５０２０to１４１６０

６８％probability

整理番号７０９６ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

１ 放射性炭素年代測定
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２７５

測定番号 試料名 試料種 １４C age
（yBP）

δ１３C
（permil）

補正１４C age
（yBP）

暦年代

Beta―１１２９０６ SHIRA―３４ charred material １８８４０±１６０ －２３．３ １８８７０±１６０ 交点 Cal BC２０４４０

２SIGMA Cal BC２１１８０to１９７４０

９５％probability

１SIGMA Cal BC２０９９０to１９９３０

６８％probability

整理番号７０９７ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２９０７ SHIRA―３５ charred material ２３６２０±３１０ －２３．７ ２３６４０±３１０ 交点

２SIGMA

９５％probability

１SIGMA

６８％probability

整理番号７０９８ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２９０８ SHIRA―３６ charred material ２５８７０±２９０ －２４．６ ２５８８０±２９０ 交点

２SIGMA

９５％probability

１SIGMA

６８％probability

整理番号７０９９ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２９０９ SHIRA―３７ charred material １４１４０±１１０ －２５．３ １４１４０±１１０ 交点 Cal BC１５０００

２SIGMA Cal BC１５４９０to１４５００

９５％probability

１SIGMA Cal BC１５３６０to１４６３０

６８％probability

整理番号７１００ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１１２９１０ SHIRA―３８ charred material １５７５０±１３０ －２６．０ １５７３０±１３０ 交点 Cal BC１６８３０

２SIGMA Cal BC１７４３０to１６２６０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７２８０to１６４００

６８％probability

整理番号７１０１ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

graphite

Beta―１２６１６３ SHIRA―５２ charred material １５７９０±１１０ －２５．０ １５７９０±１１０ 交点 Cal BC１６９００

２SIGMA Cal BC１７４６０to１６３７０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７３３０to１６４９０

６８％probability

整理番号１０３３７ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４４８ SHIRA―８１ charred material １５８９０±９０ －２６．２ １５８７０±９０ 交点 Cal BC１６９９０

２SIGMA Cal BC１７５００to１６５００

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７４００to１６６００

６８％probability

整理番号１６４５１ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４４９ SHIRA―８２ charred material １５５９０±１３０ －２５．３ １５５９０±１３０ 交点 Cal BC１６６７０

２SIGMA Cal BC１７２７０to１６１００

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７１２０to１６２５０

６８％probability

整理番号１６４５２ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid
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２７６

測定番号 試料名 試料種 １４C age
（yBP）

δ１３C
（permil）

補正１４C age
（yBP）

暦年代

Beta―１５０４５０ SHIRA―８３ charred material １５４５０±９０ －２４．４ １５４６０±９０ 交点 Cal BC１６５２０

２SIGMA Cal BC１７０２０to１６０５０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１６９２０to１６１５０

６８％probability

整理番号１６４５３ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４５１ SHIRA―８４ charred material １５９５０±１１０ －２５．８ １５９４０±１１０ 交点 Cal BC１７０７０

２SIGMA Cal BC１７６３０to１６５４０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７５００to１６６６０

６８％probability

整理番号１６４５４ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４５２ SHIRA―８５ charred material １３６３０±４０ －２５．０ １３６３０±４０ 交点 Cal BC１４４２０

２SIGMA Cal BC１４７７０to１４１００

９５％probability

１SIGMA Cal BC１４７３０to１４１４０

６８％probability

整理番号１６４５５ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４５３ SHIRA―８６ charred material １３７３０±８０ －２５．５ １３７２０±８０ 交点 Cal BC１４５２０

２SIGMA Cal BC１４９５０to１４１１０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１４８７０to１４１９０

６８％probability

整理番号１６４５６ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４５４ SHIRA―８７ charred material １３７３０±８０ －２４．８ １３７３０±８０ 交点 Cal BC１４５３０

２SIGMA Cal BC１４９６０to１４１２０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１４８８０to１４２００

６８％probability

整理番号１６４５７ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４５５ SHIRA―８８ charred material １３７３０±９０ －２５．３ １３７３０±９０ 交点 Cal BC１４５３０

２SIGMA Cal BC１４９８０to１４１００

９５％probability

１SIGMA Cal BC１４８９０to１４１９０

６８％probability

整理番号１６４５８ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４５６ SHIRA―８９ charred material １８６６０±１３０ －２４．３ １８６７０±１３０ 交点 Cal BC２０２１０

２SIGMA Cal BC２０８７０to１９５９０

９５％probability

１SIGMA Cal BC２０７２０to１９７３０

６８％probability

整理番号１６４５９ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１５０４５７ SHIRA―９０ charred material １８５７０±１３０ －２５．７ １８５６０±１３０ 交点 Cal BC２００９０

２SIGMA Cal BC２０７４０to１９４６０

９５％probability

１SIGMA Cal BC２０５９０to１９６１０

６８％probability

整理番号１６４６０ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

１ 放射性炭素年代測定
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２７７

測定番号 試料名 試料種 １４C age
（yBP）

δ１３C
（permil）

補正１４C age
（yBP）

暦年代

Beta―１７４４８７ SHIRA―９３ charred material ２４３４０±１６０ －２２．４ ２４３８０±１６０ 交点

２SIGMA

９５％probability

１SIGMA

６８％probability

整理番号２１６９３ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１７４４８８ SHIRA―９４ charred material １３９３０±５０ －２５．６ １３９２０±５０ 交点 Cal BC１４７５０

２SIGMA Cal BC１５１００to１４３９０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１５０４０to１４４４０

６８％probability

整理番号２１６９４ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１８６１９６ SHIRA―１１１ charred material １０３９０±５０ －２６．０ １０３７０±５０ 交点 Cal BC１０３７０

２SIGMA Cal BC１０８４０to９９７０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１０６８０to１０５２０and
Cal BC１０４４０to１００００６８％probability

整理番号２３８８３ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１８６１９７ SHIRA―１１２ charred material １３５３０±５０ －２４．０ １３５５０±５０ 交点 Cal BC１４３２０

２SIGMA Cal BC１４７１０to１４０００

９５％probability

１SIGMA Cal BC１４６６０to１４０５０

６８％probability

整理番号２３８８４ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１８６１９８ SHIRA―１１３ charred material ２２２１０±１１０ －２４．０ ２２２３０±１１０ 交点

２SIGMA

９５％probability

１SIGMA

６８％probability

整理番号２３８８５ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１８６１９９ SHIRA―１１４ charred material ２８１２０±１８０ －２５．２ ２８１２０±１８０ 交点

２SIGMA

９５％probability

１SIGMA

６８％probability

整理番号２３８８６ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１８６２００ SHIRA―１１５ charred material １３９１０±８０ －２４．０ １３９３０±８０ 交点 Cal BC１４７６０

２SIGMA Cal BC１５１８０to１４３３０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１５０９０to１４４２０

６８％probability

整理番号２３８８７ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―１８６２０１ SHIRA―１１６ charred material １５９８０±９０ －２３．６ １６０００±９０ 交点 Cal BC１７１４０

２SIGMA Cal BC１７６６０to１６６５０

９５％probability

１SIGMA Cal BC１７５５０to１６７５０

６８％probability

整理番号２３８８８ 測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid
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表Ⅳ－１ 放射性炭素年代測定一覧

測定番号 試料名 遺跡名 出土地点 層位 １４Ｃ年代
（y BP）

補正１４Ｃ年代
（y BP）

暦 年 代

交点 １σ

Beta―１０１７８９ No．３ 上白滝８ Cb―３（１） Ⅱａ １０２８０±５０ １０２８０±５０
Cal BC１０１５０and
Cal BC１００６０and
Cal BC１００２０

Cal BC１０４００to９９５０

Beta―１０１７９３ No．７ 上白滝８ Cb―１７（３） Ⅱａ １８４７０±２７０１８５１０±２７０ Cal BC２００３０ Cal BC２０７００to１９３９０

Beta―１０１７９４ No．８ 上白滝８ Cb―２１（２） Ⅱａ １５８５０±１７０１５８９０±１７０ Cal BC１７０２０ Cal BC１７５２０to１６５４０

Beta―１１２８９７ SHIRA―２５ 上白滝８ Cb―９（１） Ⅱａ １５６７０±２４０１５６６０±２４０ Cal BC１６７５０ Cal BC１７３３０to１６２００

Beta―１１２８９８ SHIRA―２６ 上白滝８ Cb―９（３） Ⅱｃ １６４２０±１５０１６４１０±１５０ Cal BC１７６１０ Cal BC１８１００to１７１４０

Beta―１１２９０３ SHIRA―３１ 上白滝８ Cb―１４ Ⅲ層直上 ２１９８０±２１０２１９８０±２１０

Beta―１１２９０４ SHIRA―３２ 上白滝８ Cb―１５ Ⅲ層直上 １４０３０±１１０１４０１０±１１０ Cal BC１４８５０ Cal BC１５２１０to１４４８０

Beta―１１２９０５ SHIRA―３３ 上白滝８ Cb―１６（２） Ⅱｃ １３７９０±１７０１３７８０±１７０ Cal BC１４５９０ Cal BC１５０２０to１４１６０

Beta―１１２９０６ SHIRA―３４ 上白滝８ Cb―１７（１） Ⅱｃ １８８４０±１６０１８８７０±１６０ Cal BC２０４４０ Cal BC２０９９０to１９９３０

Beta―１１２９０７ SHIRA―３５ 上白滝８ Cb―１８（３） Ⅱｃ ２３６２０±３１０２３６４０±３１０

Beta―１１２９０８ SHIRA―３６ 上白滝８ Cb―１９ Ⅱｃ ２５８７０±２９０２５８８０±２９０

Beta―１１２９０９ SHIRA―３７ 上白滝８ Cb―２０ Ⅱａ １４１４０±１１０１４１４０±１１０ Cal BC１５０００ Cal BC１５３６０to１４６３０

Beta―１１２９１０ SHIRA―３８ 上白滝８ Cb―２１（２） Ⅱａ １５７５０±１３０１５７３０±１３０ Cal BC１６８３０ Cal BC１７２８０to１６４００

Beta―１２６１６３ SHIRA―５２ 上白滝８ Cb―２２（１） Ⅱａ １５７９０±１１０１５７９０±１１０ Cal BC１６９００ Cal BC１７３３０to１６４９０

Beta―１５０４４８ SHIRA―８１ 上白滝８ Cb―２３（３） Ⅱａ １５８９０±９０ １５８７０±９０ Cal BC１６９９０ Cal BC１７４００to１６６００

Beta―１５０４４９ SHIRA―８２ 上白滝８ Cb―２３（３） Ⅱａ １５５９０±１３０１５５９０±１３０ Cal BC１６６７０ Cal BC１７１２０to１６２５０

Beta―１５０４５０ SHIRA―８３ 上白滝８ Cb―２４（２） Ⅱａ １５４５０±９０ １５４６０±９０ Cal BC１６５２０ Cal BC１６９２０to１６１５０

Beta―１５０４５１ SHIRA―８４ 上白滝８ Cb―２４（１） Ⅱａ １５９５０±１１０１５９４０±１１０ Cal BC１７０７０ Cal BC１７５００to１６６６０

Beta―１５０４５２ SHIRA―８５ 上白滝８ Cb―２５（Ｉ２２―２） Ⅱａ １３６３０±４０ １３６３０±４０ Cal BC１４４２０ Cal BC１４７３０to１４１４０

Beta―１５０４５３ SHIRA―８６ 上白滝８ Cb―２５（Ｉ２２―３） Ⅱａ １３７３０±８０ １３７２０±８０ Cal BC１４５２０ Cal BC１４８７０to１４１９０

Beta―１５０４５４ SHIRA―８７ 上白滝８ Cb―２６（Ｉ２４―１４） Ⅱａ １３７３０±８０ １３７３０±８０ Cal BC１４５３０ Cal BC１４８８０to１４２００

Beta―１５０４５５ SHIRA―８８ 上白滝８ Cb―２６（Ｉ２４―１０） Ⅱａ １３７３０±９０ １３７３０±９０ Cal BC１４５３０ Cal BC１４８９０to１４１９０

Beta―１５０４５６ SHIRA―８９ 上白滝８ Cb―２７（Ｇ３４―２） Ⅱａ １８６６０±１３０１８６７０±１３０ Cal BC２０２１０ Cal BC２０７２０to１９７３０

Beta―１５０４５７ SHIRA―９０ 上白滝８ Cb―２７（Ｇ３４―３） Ⅱａ １８５７０±１３０１８５６０±１３０ Cal BC２００９０ Cal BC２０５９０to１９６１０

Beta―１７４４８７ SHIRA―９３ 上白滝８ Cb―１４ Ⅲ層直上 ２４３４０±１６０２４３８０±１６０

Beta―１７４４８８ SHIRA―９４ 上白滝８ Cb―１５ Ⅲ層直上 １３９３０±５０ １３９２０±５０ Cal BC１４７５０ Cal BC１５０４０to１４４４０

Beta―１８６１９６ SHIRA―１１１ 上白滝８ Cb―３（９） Ⅱａ １０３９０±５０ １０３７０±５０ Cal BC１０３７０ Cal BC１０６８０to１０５２０to and
Cal BC１０４４０to１００００

Beta―１８６１９７ SHIRA―１１２ 上白滝８ Cb―１６（１） Ⅱｃ １３５３０±５０ １３５５０±５０ Cal BC１４３２０ Cal BC１４６６０to１４０５０

Beta―１８６１９８ SHIRA―１１３ 上白滝８ Cb―１８（３） Ⅱｃ ２２２１０±１１０２２２３０±１１０

Beta―１８６１９９ SHIRA―１１４ 上白滝８ Cb―１９ Ⅱｃ ２８１２０±１８０２８１２０±１８０

Beta―１８６２００ SHIRA―１１５ 上白滝８ Cb―２０ Ⅱａ １３９１０±８０ １３９３０±８０ Cal BC１４７６０ Cal BC１５０９０to１４４２０

Beta―１８６２０１ SHIRA―１１６ 上白滝８ Cb―２２（１） Ⅱａ １５９８０±９０ １６０００±９０ Cal BC１７１４０ Cal BC１７５５０to１６７５０

１ 放射性炭素年代測定
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２ 上白滝８遺跡出土炭化材の樹種同定

植田弥生（パレオ・ラボ）

（１）はじめに
ここでは、旧石器時代の炭化物集中から出土した炭化材６点の樹種同定結果を報告する。

旧石器時代の炭化物集中から出土する炭化材は、非常に小さな破片であることが多く、石器・剥片

類・礫群と共伴して出土することが多い。小田・金山（１９７８）や工藤ほか（１９８３）などにより、炭化

物集中の成因が自然か人為的なものか、考古学的意味を検討する試みが提起され、炭化材の樹種を明

らかにする取り組みがなされるようになってきた。当遺跡の炭化材も５mm角前後の小さな破片がほ

とんどであり、石器ブロックに近接して出土している。炭化した経緯や、集中出土する経緯を明らか

にしてゆくための基礎資料として、炭化材の樹種を明らかにすることは重要と思われる。

（２）試料と方法
同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の３方向（横断面・接線

断面・放射断面）の断面を片刃の剃刀で弾くように割り、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察

した。走査電子顕微鏡用の試料は、３断面を５mm角以下の大きさに整え、直径１cmの真鍮製試料

台に両面テ－プで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱

製 JSM－T１００型）で観察と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残り破片は、財団法人北海道埋蔵文化財センターに保管されている。

（３）結果
同定結果の一覧を、表Ⅳ－２に示した。試料６点はすべて針葉樹で、白滝－７３（図Ⅳ－１ １ａ～

１ｃ）はトウヒ属と特定できた。同定結果を針葉樹と表示した炭化材は、接線断面と放射断面の材組

織の保存が悪く、分類群を特定できる形質が観察できなかったためである。これらは、仮道管にらせ

ん肥厚は無く、分野壁孔は窓状では無いようで、イチイやマツ属の可能性は非常に低い。白滝－７２（図

Ⅳ－１ ２ａ～２ｃ）と白滝－７０（図Ⅳ－２ ３ａ～３ｃ）は、水平樹脂道は不明だか、垂直樹脂道が

認められ、白滝－７２は内壁が肥厚した放射仮道管が存在するようにも見えた。白滝－７０と白滝－７２は、

トウヒ属やカラマツ属の可能性が高い。

白滝－７３（図Ⅳ－１ １ａ～１ｃ）をトウヒ属と同定した、材組織の特徴を詳しく記載する。垂直

と水平の樹脂道は不明であるが、径が小さい垂直樹脂道があるようにも見える。仮道管にらせん肥厚

は見られない。分野壁孔は小型で複数あり、放射柔細胞壁に単壁孔が目立ち、接線壁に数珠状肥厚が

ある。放射仮道管が存在し、有縁壁孔対はトウヒ型、有縁壁孔対の先端は角張ったものが多く、壁内

にも突起状の肥厚が目立つ。放射仮道管にもらせん肥厚は無い。

（４）まとめ
石器ブロックに近接して出土した炭化材６試料は、すべて針葉樹であった。白滝－７３（図Ⅳ－１

１ａ～１ｃ）はトウヒ属であり、そのほかの針葉樹にもトウヒ属かカラマツ属の可能性があるものが

含まれていた。炭化材６試料は単一分類群であるとは断定できないが、トウヒ属またはカラマツ属の

材が多く、冷温帯～亜寒帯に分布する針葉樹であった。
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表Ⅳ－２ 上白滝８遺跡出土炭化材樹種同定結果

試料番号
試料の
種類

採取遺構／（発掘区） 層位 樹種 備 考
得られている
１４Ｃ年代値

白滝－６８ 炭化材 Cb－２３（１） 炭化物集中 Ⅱ層 針葉樹

１５５００～
１５８００y.B.P.

白滝－６９ 炭化材 Cb－２３（２） 炭化物集中 Ⅱ層 針葉樹
白滝－７０ 炭化材 Cb－２３（３） 炭化物集中 Ⅱ層 針葉樹 垂直樹脂道あり
白滝－７１ 炭化材 Cb－２３（３） 炭化物集中 Ⅱ層 針葉樹
白滝－７２ 炭化材 Cb－２４（１） 炭化物集中 Ⅱ層 針葉樹 垂直樹脂道あり

１５９５０y.B.P.
白滝－７３ 炭化材 Cb－２４（１） 炭化物集中 Ⅱ層 トウヒ属

２ 上白滝８遺跡出土炭化材の樹種同定

１a―１c：トウヒ属（白滝―７３） ２a―２c：針葉樹（白滝―７２） a：横断面 b：接線断面 c：放射断面

図Ⅳ－１ 上白滝８遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１）
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３a―３c：針葉樹（白滝―７０）４a・４c：針葉樹（白滝―６８）５a・５c：針葉樹（白滝―６９）６a・６c：針葉樹（白滝―７１）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面

図Ⅳ－２ 上白滝８遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（２）
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３ 上白滝８遺跡・服部台２遺跡から検出された植物種子について

椿坂恭代（札幌国際大学博物館／客員研究員）

（１）遺跡と調査の概要
遺跡の名称：上白滝８遺跡、服部台２遺跡

遺跡の所在：北海道紋別郡白滝村字上白滝１７９－３，１８１－３（上白滝８）

北海道紋別郡白滝村字奥白滝１９０－１・２（服部台２）

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：長沼 孝、越田雅司、鈴木宏行、直江康雄

調 査 期 間：平成１２年５月８日～１０月２７日

遺跡の立地：白滝市街の西方約４．５km、湧別川の右岸の河岸段丘（上白滝面）上に位置している。や

や上流には、赤石山に通じる八号沢川との合流点があり、周辺には大規模で学史的に著

名な遺跡（服部台遺跡、白滝第１３地点遺跡、白滝第３２地点遺跡など）が隣接している。

標高は４３５～４６０m、湧別川との比高は３５～４０mである。

遺構の年代：分析資料は、いずれも旧石器時代の石器ブロックの中で確認された炭化物集中（Cb）

中から検出されている。炭化物は放射性炭素年代測定を行っており、上白滝８遺跡の Cb

－２３が約１５，８００y.B.P、服部台２遺跡の Cb－５が１３，４００～１３，８００y.B.Pと測定されてい

る。詳細については本文を参照していただきたい。

（２）扱った資料
分析試料は、旧石器時代の層準、上白滝８遺跡の Cb－２３（３）、服部台２遺跡の Cb－５（３）・（６）か

ら土壌を採取し、フローテーション法で処理後、種子の第一次選別を経て送付されてきた。これらの

資料について実体顕微鏡で観察ならびに撮影を行った。

（３）同定結果
各遺構から検出された試料を実体顕微鏡で観察を行った結果、表Ⅳ－３に示したように、すべての

試料が細かく破損しており同定することが不可能であった。

表Ⅳ－３ 白滝遺跡群炭化種子同定結果

試料番号 遺跡名 遺構名 層位 試料点数 同定結果

白滝－４ 上白滝８ Cb－２３（３） Ⅱ層 ２ 試料の保存状態がきわめて悪いため同定不可

白滝－５ 服部台２ Cb－５（３） Ⅱ層 １ 試料の保存状態がきわめて悪いため同定不可

白滝－６ 服部台２ Cb－５（６） Ⅱ層 ２ 試料の保存状態がきわめて悪いため同定不可

３ 上白滝８遺跡・服部台２遺跡から検出された植物種子について
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４ 上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

有限会社 遺物分析研究所

（１）はじめに
石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探るという目的で、蛍光Ｘ線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石製遺物の

石材産地推定を行っている１，２，３）。最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝播距離は数千キ

ロメートルは一般的で、６千キロメートルを推測する学者もでてきている。正確に産地を判定すると

言うことは、原理原則に従って同定を行うことである。原理原則は、同じ組成の黒曜石が異なった産

地では生成されないという理論がないために、少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内にある

石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。『遺物原材とある

産地の原石が一致したという「必要条件」を満たしても、他の産地の原石にも一致する可能性が残っ

ているから、他の産地には一致しないという「十分条件」を満たして、一致した産地の原石が使用さ

れていると言い切れる。また、十分条件を求めることにより、一致しなかった産地との交流がなかっ

たと結論でき、考古学に重要な資料が提供される。』

（２）産地分析の方法
先ず原石採取であるが、本来、一つの産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要があるが

不可能である。そこで、産地から抽出した数十個の原石でも、産地全ての原石を分析して比較した結

果と同じ結果が推測される方法として、理論的に証明されている方法で、マハラノビスの距離を求め

て行う、ホテリングのＴ２乗検定がある。ホテリングのＴ２乗検定法の同定とクラスター判定法（同

定ではなく分類）、元素散布図法（散布図範囲に入るか否かで判定）を比較する。

クラスター判定法はクラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより、クラスターが変動す

る。例えば、Ａ原石製の遺物とＡ、Ｂ、Ｃ産地の原石でクラスター判定を行うとその遺物はＡ原石と

クラスターを作る。ところが、Ａ原石を抜いて、Ｄ、Ｅ産地の原石を加えてクラスター判定を行うと、

Ａ原石製遺物がＥ産地とクラスターを作る。このことから、Ａ産地が調査されていないとＡ原石製遺

物はＥ原石製遺物と判定される可能性があり、結果の信頼性に疑問が生じる。Ａ原石製遺物と分かっ

ていれば、Ｅ原石とクラスターを作らないようにできる。これには、クラスター分析を行う遺物の原

石産地を予め推測しクラスターを組み立てる必要があり、主観的な判定になる。

元素散布図法は目視で原石群元素散布の中に遺物の結果が入るか図示した方法であり、原石の含有

元素の違いを絶対定量値で求めて地球科学的に議論するには地質学では最も適した方法である。しか

し、産地分析からみるとクラスター法よりさらに主観的な方法であり、いくつの原石を分析すればそ

の産地を正確に表現できるのか分からない。また、分析する原石数が少ないときにはＡ産地と B産

地が区別できていたのに、分析する原石数を増やすとＡ産地、Ｂ産地の区別ができなくなる可能性が

あり（クラスター判定法でも同じ危険性がある）、判定結果に疑問が残る。産地分析は地質学の常識

的な知識さえあればよく火山学、堆積学など専門知識が必要なく行え、また実際の分析においては非

破壊で遺物の形態の違いによる相対定量値の影響を評価しながら同定を行うことが必要であり、地球

科学的なことは関係なく如何に原理原則に従って正確な判定を行うことが出来るかである。クラス

ター判定法、元素散布図法の欠点を解決できる方法が理論的に証明された判定法のホテリングのＴ２
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乗検定法である。ある産地の原石組成と遺物組成が一致すれば、そこの産地の原石と決定できるとい

う理論がないために、多数の産地の原石と遺物を比較して、必要条件と十分条件を満たす必要がある。

考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての

形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり、一致

すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考

が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分

類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、十分条件のかわりに例え

ば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が

出土しているなどを用いると産地分析は正確な結果とならず、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤

判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とＡ産地原石の組成が一致し必要条件を満た

したとき、Ａ産地との交流で伝播した可能性が生じるが、偶然（産地分析法が不完全なために）に一

致した可能性もあり他のＢ、Ｃ、Ｄ・・・の産地でないとの証拠がないために、Ａ産地だと言い切れ

ない。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ・・・・）の

原石群・遺物群と比較して、Ａ産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石

器がＡ産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは主観が入るため

分類基準が混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別で

きるかは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分

からない。産地分析の結果の信頼性はいかに多くの原材産地の原石と客観的に比較するかによるため、

比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産

地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には違いがあると考えられ

るため、微量成分を中心に元素分析を行い、これを産地を特定する指標とした。そして、分類の指標

とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めてお

いた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物の元素組成を対比して、各平均値からの離れ具合

（マハラノビスの距離）を求める。しかし、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために

採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から

産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのＴ２乗検定を行う。この検

定を全ての産地について行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石はＡ産地では１０個中に１個み

られ、Ｂ産地では１万個中に１個、Ｃ産地では百万個中に１個、Ｄ産地では・・・・１個と各産地毎

に求められるような、客観的な検定結果からＡ産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち

多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は白滝村上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器、剥片４５個の産地分析そして黒曜石製

石器１２個について非破壊分析による水和層厚の結果が得られたので報告する。

（３）黒曜石原石の分析
黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光Ｘ線分

析装置によって各元素の定量分析を行う。分析元素は Al、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、

Nbの１２元素をそれぞれ分析した。分析試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために各元素

の分析値の比を取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、

Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、Nb/Zrの値を産地を区別する指標としてそれぞれ用いる。黒曜石の原

産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に
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表Ⅳ－４ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（１）

原産地原石群名
分析
個数

元素比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

北 海 道

名寄第一群 １１４ ０．４７８±０．０１１ ０．１２１±０．００５ ０．０３５±０．００７ ２．０１１±０．０６３ ０．６１４±０．０３２ ０．５７４±０．０２２ ０．１２０±０．０１７ ０．０２４±０．０１６ ０．０３３±０．００２ ０．４５１±０．０１０

名寄第二群 ３５ ０．３０９±０．０１５ ０．１０３±０．００５ ０．０２１±０．００６ １．７７４±０．０５５ ０．６９６±０．０４４ ０．２６５±０．０１１ ０．３０１±０．０２２ ０．０２６±０．０２０ ０．０２８±０．００７ ０．３９４±０．０１０

白
滝
地
区

赤石山 １３０ ０．１７３±０．０１４ ０．０６１±０．００３ ０．０７９±０．０１３ ２．７１４±０．１４２ １．３４０±０．０５９ ０．２８３±０．０１９ ０．３４１±０．０３０ ０．０７３±０．０２６ ０．０２８±０．００２ ０．３７４±０．０１０

白土沢 ２７ ０．１３８±０．００４ ０．０２１±０．００２ ０．１０２±０．０１５ ３．０４９±０．１８１ １．８５５±０．０８８ ０．０９７±０．０１６ ０．４９２±０．０３９ ０．１０７±０．０１９ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００６

八号沢 ３０ ０．１３８±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．１０５±０．０１７ ３．１２３±０．１２７ １．８４６±０．０６５ ０．１０５±０．０１９ ０．４７５±０．０４５ ０．０７６±０．０４６ ０．０２７±０．００８ ０．３５９±０．０４２

幌加沢 ５０ ０．１４０±０．００３ ０．０２４±０．００７ ０．１０１±０．００９ ３．０２１±０．１８３ １．８３５±０．１５２ ０．１０９±０．０４７ ０．４８０±０．０４２ ０．１０４±０．０４４ ０．０２７±０．００１ ０．３６４±０．００９

あじさい滝 ３４ ０．１３９±０．００３ ０．０２３±０．００３ ０．０９９±０．００７ ２．９７０±０．１７９ １．７９２±０．１０３ ０．１０２±０．０３６ ０．４７２±０．０２８ ０．０９８±０．０４６ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００８

近文台第一群 ３０ ０．８１９±０．０１３ ０．１６５±０．００６ ０．０８１±０．０１０ ３．２６６±０．１１７ ０．６０４±０．０３１ ０．９４１±０．０３０ ０．１６５±０．０２０ ０．０３９±０．０１６ ０．０３９±０．００２ ０．４５７±０．００８

近文台第二群 １０７ ０．５１７±０．０１１ ０．０９９±０．００５ ０．０６７±０．０９０ ２．７７３±０．０９７ ０．８１２±０．０３７ ０．８１８±０．０３４ ０．１９７±０．０２４ ０．０４１±０．０１９ ０．０３５±０．００２ ０．４４２±０．００９

近文台第三群 ４７ ０．５２９±０．０１４ ０．０９６±０．００８ ０．０６８±０．０１８ ２．７４６±０．２６２ ０．８３８±０．１００ ０．７９６±０．０８１ ０．２２０±０．０４３ ０．０３５±０．０２１ ０．０３６±０．００４ ０．４１３±０．０１４

台場第一群 ５０ １．０７６±０．０５２ ０．１４２±０．００５ ０．０７２±０．０１１ ２．９１２±０．１１７ ０．２９１±０．０２０ ０．６７８±０．０３５ ０．１２６±０．０２２ ０．０２２±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．５１７±０．０１４

台場第二群 ４２ ０．６７０±０．０３０ ０．１２６±０．００６ ０．０７４±０．０１７ ３．０４６±０．１６３ ０．７５９±０．０４４ ０．８４９±０．０４５ ０．２０４±０．０３２ ０．０３５±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４１４±０．０１９

秩父別第一群 ５１ ０．２４９±０．０１７ ０．１２２±０．００６ ０．０７８±０．０１１ １．６１４±０．０６８ ０．９９５±０．０３７ ０．４５８±０．０２３ ０．２３５±０．０２４ ０．０２３±０．０２１ ０．０２２±０．００４ ０．３３４±０．０１３

秩父別第二群 ４８ ０．５１９±０．０１６ ０．０９７±０．００５ ０．０６５±０．０１６ ２．７０５±０．１２５ ０．８１４±０．０３４ ０．７８９±０．０４３ ０．２０４±０．０２５ ０．０３２±０．０１６ ０．０３７±０．００３ ０．４１７±０．０１６

滝川第一群 ３１ ０．２５３±０．０１８ ０．１２２±０．００６ ０．０７７±０．００９ １．６１３±０．０９０ １．０１７±０．０４５ ０．４５９±０．０２５ ０．２３３±０．０２９ ０．０３８±０．０１８ ０．０２５±０．００３ ０．３７０±０．０２３

滝川第二群 ４０ ０．５２２±０．０１６ ０．１０１±０．０１０ ０．０６８±０．０１９ ２．７５１±０．１４０ ０．８０９±０．０５５ ０．７８３±０．０４４ ０．２０１±０．０３０ ０．０４０±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．０１４

置戸・所山 ６５ ０．３２６±０．００８ ０．１２８±０．００５ ０．０４５±０．００８ １．８１３±０．０６２ ０．８２４±０．０３４ ０．４５４±０．０２０ ０．１７９±０．０２３ ０．０４４±０．０２０ ０．０３０±０．００２ ０．４１２±０．０１０

置戸・置戸山 ５８ ０．４６４±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０４９±０．００８ １．７２６±０．０７２ ０．４４９±０．０２４ ０．４０７±０．０２３ ０．１３３±０．０１９ ０．０２６±０．０１４ ０．０３２±０．００３ ０．４５６±０．０１０

北見・常呂川第２群 ４８ ０．５４８±０．０２５ ０．１４５±０．００７ ０．０３７±０．００７ １．６９１±０．１３４ ０．３８０±０．０２４ ０．４０９±０．０２０ ０．１２０±０．０１５ ０．０３１±０．０１２ ０．０３９±０．００４ ０．４７７±０．０１９

北見・常呂川第３群 ４８ ０．３９０±０．０１１ ０．１３７±０．００６ ０．０３０±０．００６ １．５１０±０．０５９ ０．３７２±０．０１８ ０．２３８±０．０１４ ０．１７９±０．０１９ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００４ ０．４１４±０．０１１

北見・常呂川第４群 ５０ ０．２９１±０．０１７ ０．１０９±０．００８ ０．０４６±０．０１２ １．８１２±０．０９８ ０．８０７±０．０４１ ０．４４５±０．０２９ ０．１９２±０．０３３ ０．０３４±０．０１５ ０．０３１±０．００３ ０．３６２±０．０２３

ケショマップ第一群 ６８ ０．５７５±０．０５６ ０．１１０±０．０１１ ０．０５１±０．０１１ ２．５５５±０．０８６ ０．５９５±０．０５８ ０．６３６±０．０２７ ０．１６７±０．０２７ ０．０３７±０．０２０ ０．０３０±０．００３ ０．３９７±０．０１３

ケショマップ第二群 ６５ ０．６７６±０．０１１ ０．１４５±０．００５ ０．０５６±０．０１４ ２．６３１±０．１２６ ０．６０６±０．０３０ ０．７１２±０．０３２ ０．１７０±０．０２８ ０．０３０±０．０１３ ０．０３０±０．００３ ０．３９２±０．０１０

十
勝

十勝三股 ６０ ０．２５６±０．０１８ ０．０７４±０．００５ ０．０６８±０．０１０ ２．２８１±０．０８７ １．０９７±０．０５５ ０．４３４±０．０２３ ０．３３４±０．０２９ ０．０６４±０．０２５ ０．０２９±０．００２ ０．３９６±０．０１３

美蔓第一群 ４１ ０．４９９±０．０２０ ０．１２４±０．００７ ０．０５２±０．０１０ ２．６３５±０．１８１ ０．８０２±０．０６１ ０．７０７±０．０４４ ０．１９９±０．０２９ ０．０３９±０．０２３ ０．０３３±０．００２ ０．４４２±０．０１５

美蔓第二群 ２８ ０．５９３±０．０３６ ０．１４４±０．０１２ ０．０５６±０．０１０ ３．０２８±０．２５１ ０．７６２±０．０４０ ０．７６４±０．０５１ ０．１９７±０．０２６ ０．０３８±０．０２２ ０．０３４±０．００２ ０．４４９±０．００９

赤井川第一群 ５０ ０．２５４±０．０２９ ０．０７０±０．００４ ０．０８６±０．０１０ ２．２１３±０．１０４ ０．９６９±０．０６０ ０．４２８±０．０２１ ０．２４９±０．０２４ ０．０５８±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．３７１±０．００９

赤井川第二群 ３０ ０．２５８±０．０６５ ０．０７２±０．００２ ０．０８０±０．０１０ ２．２０７±０．０８３ ０．９７０±０．０４５ ０．４３６±０．０２６ ０．２４５±０．０２１ ０．０２１±０．０２９ ０．０２５±０．００７ ０．３７１±０．００７

豊泉第一群 ７５ ０．４７３±０．０１９ ０．１４８±０．００７ ０．０６０±０．０１５ １．７６４±０．０７２ ０．４３８±０．０２７ ０．６０７±０．０２８ ０．１５７±０．０２０ ０．０２５±０．０１７ ０．０３２±０．００２ ０．４６９±０．０１３

豊泉第二群 ４０ ０．３７７±０．００９ ０．１３３±０．００６ ０．０５５±０．００８ １．７２３±０．０６６ ０．５１６±０．０１９ ０．５１３±０．０１８ ０．１７７±０．０１６ ０．００７±０．０１５ ０．０３０±０．００５ ０．４３１±０．０１０

奥尻島・幌内川 ５８ ０．２８５±０．０２６ ０．０８７±０．００５ ０．１９３±０．０３２ １．８３４±０．１８２ ２．０４３±０．２２４ １．４７５±０．２０７ ０．２６９±０．０６８ ０．０８５±０．０３１ ０．０３１±０．００４ ０．３４７±０．０１１

青 森 県

折腰内 ３５ ０．１９０±０．０１５ ０．０７５±０．００３ ０．０４０±０．００８ １．５７５±０．０６６ １．２４１±０．０４６ ０．３１８±０．０１４ ０．１４１±０．０３３ ０．０７６±０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．３４８±０．０１０

出来島 ２７ ０．３４６±０．０２２ ０．１３２±０．００７ ０．２３１±０．０１９ ２．２６８±０．０８５ ０．８６５±０．０４４ １．１０６±０．０５６ ０．３９９±０．０３８ ０．１７９±０．０３１ ０．０３８±０．００３ ０．４９９±０．０１３

深
浦

六角沢 ３６ ０．０８０±０．００８ ０．０９７±０．０１１ ０．０１３±０．００２ ０．６９７±０．０２１ ０．１２８±０．００８ ０．００２±０．００２ ０．０６４±０．００７ ０．０３５±０．００４ ０．０２６±０．００２ ０．３７９±０．０１０

八森山 ４１ ０．０７７±０．００５ ０．０９８±０．００３ ０．０１３±０．００２ ０．７０１±０．０１８ ０．１３４±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０７０±０．００５ ０．０３４±０．００６ ０．０２７±０．００５ ０．３８４±０．００９

青
森
市

戸門第一群 ２８ ０．２５０±０．０２４ ０．０６９±０．００３ ０．０６８±０．０１２ ２．３５８±０．２５７ １．１６８±０．０６２ ０．５２１±０．０６３ ０．２７７±０．０６５ ０．０７６±０．０２５ ０．０２６±０．００２ ０．３６２±０．０１５

戸門第二群 ２８ ０．０８４±０．００６ ０．１０４±０．００４ ０．０１３±０．００２ ０．６９１±０．０２１ ０．１２３±０．００６ ０．００２±０．００２ ０．０６９±０．０１０ ０．０３３±０．００５ ０．０２５±０．００２ ０．３６９±０．００７

鶴ケ坂 ３３ ０．３４４±０．０１７ ０．１３２±０．００７ ０．２３２±０．０２３ ２．２６１±０．１４３ ０．８６１±０．０５２ １．０８１±０．０６０ ０．３９０±０．０３９ ０．１８６±０．０３７ ０．０３７±０．００２ ０．４９６±０．０１８

鷹森山 ４５ ０．２５０±０．００９ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．００９ ２．５４７±０．１３１ １．１５３±０．０６６ ０．５５１±０．０３１ ０．２８４±０．０３１ ０．０４９±０．０３７ ０．０２８±０．００５ ０．３８１±０．０１０

下湯川 ３６ ９．６７３±０．４７９ ２．７０３±０．１４９ ３．２６７±０．２１７ ２１．６４８±１．５００ ０．０９０±０．０２１ １．７０８±０．１０２ ０．１５５±０．０１５ ０．１６９±０．０３１ ０．０５３±０．０４２ ０．８５８±０．０８８

大釈迦 ６４ ０．２５２±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．０１２ ２．５１６±０．１４８ １．１４９±０．０６３ ０．５４８±０．０３５ ０．２８４±０．０３２ ０．０４４±０．０３５ ０．０２８±０．００２ ０．３８３±０．０１０

黒石 ４１ ８．９０５±０．２４３ ２．４８４±０．０５５ ０．１６１±０．０１８ ７．５７０±０．３３６ ０．０６８±０．０１４ １．６２１±０．０６３ ０．２４４±０．０２２ ０．０２７±０．０１４ ０．１２４±０．０１４ １．４０９±０．０４４

秋 田 県 男
鹿

金ケ崎 ４３ ０．２９４±０．００９ ０．０８７±０．００４ ０．２２０±０．０１８ １．６４４±０．０８１ １．４９３±０．０８１ ０．９３０±０．０４３ ０．２８７±０．０３９ ０．０９８±０．０４０ ０．０２９±０．００２ ０．３６８±０．００８

脇本 ４５ ０．２９５±０．００８ ０．０８７±０．００４ ０．２１９±０．０１７ １．６７１±０．０７７ １．５０３±０．０７２ ０．９３９±０．０５４ ０．２８６±０．０４５ ０．１０８±０．０３４ ０．０２８±０．００６ ０．３６７±０．００９

山 形 県
月山 ４４ ０．２８５±０．０２１ ０．１２３±０．００７ ０．１８２±０．０１６ １．９０６±０．０９６ ０．９６６±０．０６９ １．０２２±０．０７１ ０．２７６±０．０３６ ０．１１９±０．０３３ ０．０３３±０．００２ ０．４４３±０．０１４

寒河江 ４８ ０．３８５±０．００８ ０．１１６±０．００５ ０．０４９±０．０１７ １．８０６±０．０５４ ０．５８０±０．０２５ ０．４４１±０．０２３ ０．２１２±０．０２０ ０．０５６±０．０１５ ０．０３３±０．００３ ０．４６０±０．０１０

岩 手 県

雫石 ２５ ０．６３６±０．０３３ ０．１８７±０．０１２ ０．０５２±０．００７ １．７６４±０．０６１ ０．３０５±０．０１６ ０．４３１±０．０２１ ０．２０９±０．０１６ ０．０４５±０．０１４ ０．０４１±０．００３ ０．５９４±０．０１４

折居第１群 ３７ ０．６３２±０．０３３ ０．１８５±０．０１３ ０．０５２±０．００２ １．７６６±０．０４８ ０．３０７±０．０１７ ０．４２０±０．０２６ ０．２０５±０．０１５ ０．０３９±０．０１６ ０．０４０±０．００１ ０．５７９±０．０１９

折居第２群 ５４ ０．７０８±０．０３３ ０．１４３±０．００８ ０．０６１±０．００２ １．８２６±０．０４８ ０．１７９±０．０１０ ０．２４６±０．０２２ ０．４１６±０．０１２ ０．１１２±０．０１４ ０．０５７±０．００１ ０．８０５±０．０１２

花泉 ２９ ０．６０２±０．０４４ ０．１７５±０．０１５ ０．０５３±０．００３ １．７８１±０．０６８ ０．３１３±０．０２０ ０．４１６±０．０２７ ０．２１４±０．０１３ ０．０３６±０．０１６ ０．０４０±０．００２ ０．５７６±０．０３７

宮 城 県
湯倉 ２１ ２．１７４±０．０６８ ０．３４９±０．０１７ ０．０５７±０．００５ ２．５４４±０．１４９ ０．１１６±０．００９ ０．６５８±０．０２４ ０．１３８±０．０１５ ０．０２０±０．０１３ ０．０７３±０．００３ ０．９５６±０．０４０

塩釜 ３７ ４．８２８±０．３９５ １．６３０±０．１０４ ０．１７８±０．０１７ １１．３６２±１．１５０ ０．１６８±０．０１８ １．２９８±０．０６３ ０．１５５±０．０１６ ０．０３７±０．０１８ ０．０７７±０．００２ ０．７２０±０．０３２

栃 木 県 高原山 ４０ ０．７３８±０．０６７ ０．２００±０．０１０ ０．０４４±０．００７ ２．０１６±０．１１０ ０．３８１±０．０２５ ０．５０２±０．０２８ ０．１９０±０．０１７ ０．０２３±０．０１４ ０．０３６±０．００２ ０．５１６±０．０１２

東 京 都

神津島第一群 ５６ ０．３８１±０．０１４ ０．１３６±０．００５ ０．１０２±０．０１１ １．７２９±０．０７９ ０．４７１±０．０２７ ０．６８９±０．０３７ ０．２４７±０．０２１ ０．０９０±０．０２６ ０．０３６±０．００３ ０．５０４±０．０１２

神津島第二群 ４６ ０．３１７±０．０２１ ０．１２０±０．００７ ０．１１４±０．００５ １．８３３±０．０８９ ０．６１５±０．０４４ ０．６５６±０．０６４ ０．３０３±０．０２９ ０．１０７±０．０５７ ０．０３３±０．００１ ０．４７１±０．０２２

長根 ４０ ０．３１８±０．０２０ ０．１２０±０．００５ ０．１１８±０．０１４ １．８０５±０．０９６ ０．６１４±０．０３６ ０．６６４±０．０４５ ０．２９１±０．０２９ ０．０９３±０．０３９ ０．０３４±０．００６ ０．４７６±０．０１２

神奈川県

箱根・笛塚 ３０ ６．７６５±０．２５４ ２．２１９±０．０５７ ０．２２８±０．０１９ ９．２８２±０．６２２ ０．０４８±０．０１７ １．７５７±０．０６１ ０．２５２±０．０１７ ０．０２５±０．０１９ ０．１４０±０．００８ １．５２８±０．０４６

箱根・畑宿 ４１ ２．０５６±０．０６４ ０．６６９±０．０１９ ０．０７６±０．００７ ２．９１２±０．１０４ ０．０６２±０．００７ ０．６８０±０．０２９ ０．２０２±０．０１１ ０．０１１±０．０１０ ０．０８０±０．００５ １．１２６±０．０３１

鍛冶屋 ３１ １．６６３±０．０７１ ０．３８１±０．０１９ ０．０５６±０．００７ ２．１３９±０．０９７ ０．０７３±０．００８ ０．６２９±０．０２５ ０．１５４±０．００９ ０．０１１±０．００９ ０．０６７±０．００５ ０．９０４±０．０２０

熱海峠 ５２ ２．２２５±０．１４９ ０．５０６±０．０１５ ０．０４２±０．００９ ２．２２８±０．１６４ ０．０８５±０．００８ ０．７３７±０．０３９ ０．１３５±０．０１３ ０．００７±０．００７ ０．０７１±０．００６ ０．８８０±０．０３３

静 岡 県

上多賀 ３１ １．３２９±０．０７８ ０．２９４±０．０１８ ０．０４１±０．００６ １．６９７±０．０６８ ０．０８７±０．００９ ０．５５１±０．０２３ ０．１３８±０．０１１ ０．０１０±０．００９ ０．０５９±０．００４ ０．８５６±０．０１８

柏峠西 ３５ １．２１３±０．１６４ ０．３１４±０．０２８ ０．０３１±０．００４ １．６９９±０．１６７ ０．１１３±０．００７ ０．３９１±０．０２２ ０．１４３±０．００７ ０．００９±０．００９ ０．０４７±０．００４ ０．６６３±０．０２０

小豆峠 ４０ ０．１１０±０．００８ ０．０５２±０．００４ ０．２９７±０．０３８ ３．２１１±０．３１９ ０．８２９±０．０８９ ０．１５４±０．０３０ ０．５４７±０．０５４ ０．０８７±０．０５７ ０．０２５±０．０１４ ０．４２９±０．０１６

富 山 県

魚津 ４２ ０．２７８±０．０１２ ０．０６５±０．００３ ０．０６４±０．０１３ ２．０１３±０．１１９ ０．８７８±０．０５２ ０．５９９±０．０３９ ０．１９０±０．０２９ ０．０７７±０．０３３ ０．０３１±０．００４ ０．３５３±０．０１２

高
岡
市

二上山第一群 ３６ ０．３１９±０．０１７ ０．１１３±０．００６ ０．０４０±０．００８ １．７２０±０．０８０ ０．７４０±０．０５２ ０．６６５±０．０２９ ０．１２１±０．０２６ ０．０４７±０．０３１ ０．０１５±０．０１４ ０．３９２±０．０１８

二上山第二群 ４０ ０．７１０±０．０１７ ０．２０２±０．００８ ０．０５４±０．０１１ １．９９４±０．１５２ ０．４１３±０．０２８ ０．８４０±０．０５０ ０．１１８±０．０２５ ０．０５１±０．０３１ ０．０２０±０．０２０ ０．５９９±０．０２４

二上山第三群 ４５ ０．４４１±０．０５２ ０．１０８±０．０１４ ０．０７９±０．０２１ ２．２５１±０．１３８ ０．７９４±０．１５５ １．２２２±０．０８８ ０．１２７±０．０４１ ０．０６７±０．０５３ ０．０１５±０．０１４ ０．４１２±０．０２５

長 野 県

霧ケ峰 １６８ ０．１５６±０．０１０ ０．０６８±０．００３ ０．１０１±０．０１８ １．３３１±０．０７０ １．０５２±０．０５１ ０．３６０±０．０３０ ０．２７５±０．０３９ ０．０９０±０．０３５ ０．０２９±０．００３ ０．３４６±０．０１１

観音沢 ７２ ０．１５９±０．０１０ ０．０６９±０．００２ ０．１００±０．０１９ １．３２４±０．０８４ １．０５５±０．０５７ ０．３６８±０．０３３ ０．２７９±０．０３２ ０．０８６±０．０３３ ０．０３０±０．００３ ０．３４５±０．０１０

和田峠第一群 １４３ ０．１６７±０．０２８ ０．０４９±０．００８ ０．１１７±０．０１１ １．３４６±０．０８５ １．８５３±０．１２４ ０．１１２±０．０５６ ０．４０９±０．０４８ ０．１３９±０．０２６ ０．０２５±０．００２ ０．３５５±０．０１６

和田峠第二群 ３２ ０．１４７±０．００４ ０．０３２±０．００３ ０．１５３±０．０１１ １．４８１±０．０８４ ２．４８７±０．１６９ ０．０２７±０．０２４ ０．５２７±０．０４０ ０．１８５±０．０２３ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．０１０

和田峠第三群 ５７ ０．２４７±０．０４３ ０．０６４±０．０１２ ０．１１４±０．０１１ １．５０９±０．１７３ １．６６７±０．１３５ ０．２７５±０．０９７ ０．３７２±０．０４６ ０．１２２±０．０２４ ０．０２５±０．００３ ０．３４７±０．０１７



４ 上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

２８６

表Ⅳ－５ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（２）

原産地原石群名
分析
個数

元素比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

長 野 県

和田峠第四群 ３７ ０．１４４±０．０１７ ０．０６３±０．００４ ０．０９４±０．００９ １．３７３±０．０８５ １．３１１±０．０３７ ０．２０６±０．０３０ ０．２６３±０．０３８ ０．０９０±０．０２２ ０．０２３±０．００２ ０．３３１±０．０１９

和田峠第五群 ４７ ０．１７６±０．０１９ ０．０７５±０．０１０ ０．０７３±０．０１１ １．２８２±０．０８６ １．０５３±０．１９６ ０．２７５±０．０５８ ０．１８４±０．０４２ ０．０６６±０．０２３ ０．０２１±０．００２ ０．３０６±０．０１３

和田峠第六群 ５３ ０．１５６±０．０１１ ０．０５５±０．００５ ０．０９５±０．０１２ １．３３３±０．０６４ １．５２３±０．０９３ ０．１３４±０．０３１ ０．２７９±０．０３９ ０．０１０±０．０１７ ０．０２１±０．００２ ０．３１３±０．０１２

鷹山・和田 ５３ ０．１３８±０．００４ ０．０４２±０．００２ ０．１２３±０．０１０ １．２５９±０．０４１ １．９７８±０．０６７ ０．０４５±０．０１０ ０．４４２±０．０３９ ０．１４２±０．０２２ ０．０２６±０．００２ ０．３６０±０．０１０

男女倉 １０１ ０．２２３±０．０２４ ０．１０３±０．００９ ０．０５８±０．００８ １．１６４±０．０７８ ０．６９３±０．１０１ ０．４０９±０．０４６ ０．１２６±０．０２２ ０．０５２±０．０１７ ０．０２６±０．００２ ０．３５４±０．００８

高松沢 ５３ ０．２０６±０．０１７ ０．０９０±０．００５ ０．０６４±０．００８ １．２５７±０．０６９ ０．８５０±０．０７７ ０．３５７±０．０３４ ０．１４９±０．０２６ ０．０５６±０．０１７ ０．０２２±０．００２ ０．３１８±０．００８

うつぎ沢 ８１ ０．２２２±０．０１４ ０．０９９±０．００６ ０．０５８±０．００８ １．１８９±０．０６０ ０．７４８±０．０７５ ０．３９２±０．０３１ ０．１４０±０．０２２ ０．０４６±０．０２１ ０．０２５±０．００５ ０．３４０±０．００９

立科 ４９ ０．１５５±０．００７ ０．０６８±０．００３ ０．１０２±０．０１８ １．３２０±０．０７７ １．０３３±０．０６３ ０．３６２±０．０３０ ０．２８５±０．０３５ ０．１０４±０．０４０ ０．０３０±０．００３ ０．３５６±０．０１１

麦草峠 ９７ ０．２７４±０．０１７ ０．１３６±０．０１０ ０．０５１±０．０１２ １．３９７±０．０９９ ０．５４２±０．０５８ ０．７３６±０．０４４ ０．１１０±０．０２４ ０．０４３±０．０１７ ０．０３１±０．００３ ０．３８３±０．０１３

双子池 ８３ ０．２５２±０．０２７ ０．１２９±０．００７ ０．０５９±０．０１０ １．６３０±０．１７９ ０．６６９±０．０５２ ０．８０２±０．０５８ ０．１１１±０．０２４ ０．０３７±０．０３２ ０．０２７±０．００７ ０．４０１±０．０１１

冷山 ８７ ０．２６７±０．０１１ ０．１３４±０．００６ ０．０４８±０．０１３ １．３８２±０．０６６ ０．５４６±０．０３４ ０．７２７±０．０３６ ０．１０９±０．０３１ ０．０４５±０．０２２ ０．０３１±０．００４ ０．３８１±０．０１１

大窪沢 ４２ １．４８１±０．１１７ ０．４６６±０．０２１ ０．０４２±０．００６ ２．００５±０．１３５ ０．１８２±０．０１１ ０．８４１±０．０４４ ０．１０５±０．０１０ ０．００９±０．００８ ０．０３３±０．００５ ０．４５９±０．０１２

横川 ４１ ３．０４７±０．０６６ １．０７１±０．０２６ ０．１１５±０．０１５ ７．３８０±０．３６６ ０．１５８±０．０１６ ０．８３３±０．０４０ ０．１８６±０．０１５ ０．０２３±０．０１２ ０．０４５±０．００５ ０．５１３±０．０２１

新 潟 県

佐渡第一群 ３４ ０．２２８±０．０１３ ０．０７８±０．００６ ０．０２０±０．００５ １．４９２±０．０７９ ０．８２１±０．０４７ ０．２８８±０．０１８ ０．１４２±０．０１８ ０．０４９±０．０１７ ０．０２４±０．００４ ０．３３８±０．０１３

佐渡第二群 １２ ０．２６３±０．０３２ ０．０９７±０．０１８ ０．０２０±０．００６ １．５０１±０．０５３ ０．７１７±０．１０６ ０．３２６±０．０２９ ０．０９１±０．０２２ ０．０４６±０．０１５ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．００９

上石川 ４５ ０．３２１±０．００７ ０．０７０±０．００３ ０．０６９±０．０１１ ２．０５１±０．０７０ ０．９８１±０．０４２ ０．７７３±０．０３４ ０．１８２±０．０２３ ０．０３８±０．０２７ ０．０２６±０．００７ ０．３５９±０．００９

板山 ４４ ０．２３２±０．０１１ ０．０６８±０．００３ ０．１６９±０．０１７ ２．１７８±０．１１０ １．７７２±０．０９８ ０．７７２±０．０４６ ０．３７４±０．０４７ ０．１５４±０．０３４ ０．０２７±０．００２ ０．３５９±０．００９

大白川 ４７ ０．５６９±０．００６ ０．１４２±０．００５ ０．０３３±０．００１ １．６０８±０．０３４ ０．２６１±０．００９ ０．３３２±０．００９ ０．１５０±０．００８ ０．０３３±０．００９ ０．０３６±０．００１ ０．４９１±０．０１４

金津 ４６ ０．３３１±０．０１１ ０．０９７±０．０３７ ０．０３０±０．００７ １．７１１±０．０６６ ０．６１８±０．０２７ ０．２８３±０．０１２ ０．１８１±０．０１６ ０．０３５±０．０１８ ０．０２７±０．００９ ０．４０２±０．０１２

羽根川 ５５ ０．１６３±０．０１９ ０．０５３±０．００５ ０．０９９±０．０１１ １．３５４±０．０５８ １．６１５±０．０６３ ０．０８４±０．０１２ ０．３０９±０．０３６ ０．１００±０．０２８ ０．０２３±０．００７ ０．３４０±０．０３０

石 川 県 比那 ４８ ０．３７０±０．００９ ０．０８７±０．００５ ０．０６０±０．００３ ２．６９９±０．０８８ ０．６３９±０．０２１ ０．５３４±０．０２６ ０．１７２±０．０１１ ０．０５２±０．０２５ ０．０３２±０．００２ ０．３９６±０．０１６

福 井 県
安島 ４２ ０．４０７±０．００６ ０．１２３±０．００６ ０．０３８±０．００２ １．６２８±０．０４８ ０．６４３±０．０２６ ０．６７５±０．０２３ ０．１１３±０．００８ ０．０６１±０．０２２ ０．０３２±０．００１ ０．４５０±０．０１０

三里山 ３７ ０．２９５±０．０２０ ０．１２７±０．００８ ０．０３５±０．００３ １．４１１±０．０９５ ０．５９７±０．０２１ ０．７４０±０．０５３ ０．１１４±０．０１０ ０．０２７±０．０１２ ０．０２２±０．００１ ０．３２４±０．００７

兵 庫 県

香住第一群 ３０ ０．２１６±０．００５ ０．０６２±０．００２ ０．０４５±０．００７ １．８２８±０．０５６ ０．８８３±０．０３４ ０．２６５±０．０１２ ０．０９７±０．０２１ ０．１３９±０．０１８ ０．０２４±０．００７ ０．３６５±０．００８

香住第二群 ４０ ０．２７８±０．０１２ ０．１００±０．００４ ０．０４８±０．００９ １．７６４±０．０６６ ０．８１３±０．０４５ ０．３９７±０．０２０ ０．１１２±０．０２６ ０．１３８±０．０２４ ０．０２６±０．０１２ ０．４４６±０．０１２

雨滝（微粒集） ４８ ０．１２３±０．００４ ０．０５６±０．００２ ０．０８３±０．０１２ １．９６７±０．０６１ １．１７１±０．０４０ ０．１５７±０．０１３ ０．１８３±０．０４４ ０．２２１±０．０２１ ０．０２６±０．０２５ ０．３１６±０．００６

島 根 県

加茂 ２０ ０．１６６±０．００６ ０．０９３±０．００８ ０．０１４±０．００３ ０．８９９±０．０３１ ０．２７８±０．０１７ ０．００９±０．００３ ０．０６１±０．０１５ ０．１５４±０．０１８ ０．０２０±０．００１ ０．２４９±０．０１６

津井 ３０ ０．１６１±０．００８ ０．１３２±０．１８２ ０．０１５±０．００３ ０．９４０±０．０４１ ０．３０１±０．０１４ ０．０１５±０．００５ ０．０６０±０．０１３ ０．１４４±０．００８ ０．０２０±０．００２ ０．２４４±０．００８

久見 ３１ ０．１４５±０．００６ ０．０６１±０．００３ ０．０２１±０．００４ ０．９８０±０．０２３ ０．３８６±０．０１１ ０．００７±０．００３ ０．１０９±０．０１３ ０．２３８±０．０１１ ０．０２３±０．００２ ０．３１５±０．００６

岡 山 県 津 ４８ ０．２６８±０．００９ ０．０７８±０．００３ ０．０７７±０．０１８ １．９２７±０．１５０ １．７２１±０．１１３ ０．８０８±０．０６０ ０．２４４±０．０５１ ０．０８３±０．０３６ ０．０３１±０．００４ ０．３６７±０．００９

香 川 県

奥池第一群 ５１ １．２０２±０．０７７ ０．１４１±０．０１０ ０．０３２±０．００８ ３．１２６±０．１７０ ０．６８６±０．０６５ １．３５０±０．０８２ ０．０２６±０．０２６ ０．０６５±０．０１９ ０．０４１±０．００４ ０．５０７±０．０１１

奥池第二群 ５０ １．５８５±０．１２６ ０．１９４±０．０１８ ０．０３５±０．００７ ２．８６０±０．１６０ ０．４２３±０．０５８ １．０４４±０．０７７ ０．０２４±０．０１９ ０．０４２±０．０１３ ０．０４５±０．００４ ０．５０７±０．０１３

雄山 ５０ １．２２４±０．０８１ ０．１４４±０．０１１ ０．０３５±０．０１２ ３．１３８±０．１６３ ０．６６９±０．０７８ １．３３５±０．０９１ ０．０２３±０．０２７ ０．０６１±０．０２０ ０．０４１±０．００３ ０．５００±０．０１２

神谷・南山 ５１ １．１８６±０．０５７ ０．１４３±０．００８ ０．０３８±０．０１２ ３．２０２±０．１６３ ０．７０７±０．０６１ １．３８６±０．０８８ ０．０２９±０．０２５ ０．０７３±０．０２１ ０．０４１±０．００５ ０．５００±０．０１４

大麻山南第一群 ３９ １．４６７±０．１２０ ０．２０３±０．０２３ ０．０４２±０．００９ ３．１２５±０．１７９ ０．４９４±０．０８０ １．０１０±０．０７３ ０．０３８±０．０２３ ０．０４７±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．４８７±０．０１６

大麻山南第二群 ３４ １．０１８±０．０４３ ０．１１６±０．０１２ ０．０４３±０．０１４ ３．３０５±０．１９９ ０．８９５±０．０４８ １．２５６±０．０５０ ０．０２９±０．０３０ ０．０７２±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４７６±０．０１２

福 岡 県 八女昭和溜池 ６８ ０．２６１±０．０１０ ０．２１１±０．００７ ０．０３３±０．００３ ０．７９８±０．０２７ ０．３２６±０．０１３ ０．２８３±０．０１５ ０．０７１±０．００９ ０．０３４±０．００８ ０．０２４±０．００６ ０．２７９±０．００９

佐 賀 県

中野第一群 ３９ ０．２６７±０．００７ ０．０８７±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．６１９±０．０８３ ０．６２８±０．０２８ ０．３４８±０．０１５ ０．１０３±０．０１８ ０．０７５±０．０１８ ０．０２３±０．００７ ０．３２１±０．０１１

中野第二群 ４０ ０．３４５±０．００７ ０．１０４±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．５３５±０．０３９ ０．４５５±０．０１７ ０．３９７±０．０１４ ０．０６９±０．０１６ ０．０５９±０．０１４ ０．０２６±０．００８ ０．３２８±０．００８

梅野 ３９ ０．６５７±０．０１４ ０．２０２±０．００６ ０．０７１±０．０１３ ４．２３９±０．２０５ １．０４６±０．０６５ １．２６９±０．０５８ ０．１０４±０．０３２ ０．３８０±０．０４７ ０．０２８±０．００５ ０．３４５±０．００９

腰岳 ４４ ０．２１１±０．００９ ０．０３１±０．００５ ０．０７５±０．０１９ ２．５７２±０．２１２ １．６００±０．０８６ ０．４１４±０．０４２ ０．３１１±０．０４６ ０．２５６±０．０４３ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．００８

椎葉川 ５９ ０．４１４±０．００９ ０．０７１±０．００３ ０．１０１±０．０１７ ２．９４７±０．１４２ １．２５３±０．０８１ ２．０１５±０．０９９ ０．１４７±０．０３５ ０．２５５±０．０４０ ０．０３０±０．００７ ０．３８８±０．００９

松尾第一群 ４０ ０．６００±０．０６７ ０．１５３±０．０２９ ０．１２５±０．０１８ ４．６９２±０．３６９ １．１７０±０．１１４ ２．０２３±０．１２２ ０．１７１±０．０３２ ０．２５５±０．０３７ ０．０３２±０．００３ ０．３７６±０．００８

松尾第二群 ４０ ０．９５３±０．０２７ ０．３０７±０．０１０ ０．１２６±０．０１３ ６．６６６±０．３４２ ０．８５６±０．０７０ １．９０７±０．１１９ ０．１４７±０．０２９ ０．１９４±０．０２８ ０．０３３±０．００８ ０．３８３±０．０１０

大 分 県

姫
島
地
域

観音崎 ４２ ０．２２３±０．０１０ ０．０４６±０．００５ ０．４０９±０．０８６ ６．６９１±０．８７８ １．８０５±０．２５７ １．５６２±０．２３１ ０．３４４±０．０８７ ０．５７９±０．１２６ ０．０３９±０．００３ ０．４００±０．０１１

両瀬第一群 ５１ ０．２２６±０．０１１ ０．０４５±０．００３ ０．４１１±０．０６６ ６．７４３±０．９００ １．８４５±０．２８６ １．５５３±０．２３０ ０．３１８±０．０８７ ０．５６０±０．１４４ ０．０３８±０．００４ ０．４０１±０．０１２

＊両瀬第二群 ５０ ０．６４９±０．０４４ ０．１４１±０．０１０ ０．１８６±０．０４６ ４．３５５±０．６８３ ０．６１０±０．０９５ ３．０１７±０．４５９ ０．１４２±０．０５０ ０．１８８±０．０５６ ０．０４１±０．００４ ０．４２７±０．０１４

＊両瀬第三群 ４６ １．０３８±０．１３１ ０．２１１±０．０２４ ０．１１０±０．０２７ ３．３６７±０．６１７ ０．３１１±０．０５８ ３．７５６±０．６６８ ０．１０５±０．０３０ ０．０９４±０．０３７ ０．０４２±０．００７ ０．４４２±０．０２１

＊オイ崎 ５０ １．０５９±０．１４３ ０．２１４±０．０３０ ０．１２０±０．０４３ ３．５９８±１．０３５ ０．３３５±０．１０６ ４．０００±１．１６２ ０．１１８±０．０４８ ０．０９２±０．０３６ ０．０４４±０．００４ ０．４４９±０．０１８

＊稲積 ４５ ０．６８０±０．０６１ ０．１４５±０．０１３ ０．１６８±０．０３７ ４．３９７±０．７７６ ０．６１２±０．０９５ ３．０８０±０．４７６ ０．１４７±０．０４６ ０．１９４±０．０６０ ０．０４１±０．００５ ０．４３１±０．０１５

塚瀬 ３０ ０．３１３±０．０２３ ０．１２７±０．００９ ０．０６５±０．０１０ １．４８９±０．１２４ ０．６００±０．０５１ ０．６８６±０．０８２ ０．１７５±０．０１８ ０．１０２±０．０２０ ０．０２８±０．００２ ０．３７１±０．００９

荻台地 ５０ １．６１５±０．０４２ ０．６７０±０．０１３ ０．０９６±０．００８ ５．５０９±０．２６９ ０．２８４±０．０３１ １．５２６±０．０５３ ０．０９７±０．０１６ ０．０３２±０．０１８ ０．０３２±０．００５ ０．３１０±０．０１１

緒方下尾平 ６４ ０．４８２±０．０３６ ０．２８６±０．０１５ ０．０５１±０．００８ １．３６１±０．０９５ ０．３０３±０．０１９ ０．７１２±０．０４３ ０．０８９±０．０１８ ０．０５５±０．０２１ ０．０１２±０．０１０ ０．２８８±０．０１６

長 崎 県

壱
岐
島

久喜ノ辻 ３７ ０．１７２±０．００９ ０．０６６±０．００２ ０．０３０±０．００５ １．１７６±０．０４３ ０．３８５±０．０１２ ０．０１１±０．００４ ０．１３５±０．０１８ ０．３５４±０．０１４ ０．０２３±０．００２ ０．２７６±０．００７

君ケ浦 ２８ ０．１７４±０．００７ ０．０６５±０．００２ ０．０３３±０．００６ １．１７４±０．０３５ ０．３８９±０．０１２ ０．０１３±０．００５ ０．１２９±０．０１４ ０．３５６±０．０１２ ０．０２３±０．００３ ０．２７５±０．００８

角川 ２８ ０．１４６±０．００９ ０．０３８±０．００２ ０．０５９±０．００９ １．６９１±０．１００ １．７２６±０．０８５ ０．０３５±０．００８ ０．３４４±０．０４０ ０．７１７±０．０４７ ０．０２３±０．００２ ０．３３８±０．０１０

貝畑 ４９ ０．１３５±０．０１０ ０．０３７±０．００２ ０．０５６±０．００９ １．７４６±０．０７３ １．８３４±０．０６４ ０．０２２±０．０１３ ０．３３４±０．０４６ ０．７１４±０．０４０ ０．０２１±０．００９ ０．３３９±０．０１５

松浦第一群 ４２ ０．２１３±０．００５ ０．０３１±０．００４ ０．０７３±０．００６ ２．５４５±０．１３４ １．５７９±０．０７９ ０．４２０±０．０３４ ０．２９２±０．０１９ ０．２５８±０．０３７ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１１

松浦第二群 ４２ ０．１９０±０．０１２ ０．０３２±０．００６ ０．０６８±０．０１１ ２．３７１±０．３２３ １．５８２±０．１９９ ０．３１５±０．０６９ ０．２７６±０．０５５ ０．２１０±０．０５６ ０．０２６±０．００３ ０．３３６±０．０１０

松浦第三群 ４２ ０．２４４±０．０１６ ０．０６３±０．０１０ ０．０４６±０．００７ １．８８０±０．２００ ０．８３６±０．１２１ ０．３６８±０．０９８ ０．１４５±０．０１９ ０．１２７±０．０３０ ０．０２６±０．００３ ０．３２９±０．０２０

松浦第四群 ４１ ０．２８８±０．０１４ ０．０７０±０．００６ ０．０４２±０．００３ １．８３３±０．０８６ ０．７１７±０．１７９ ０．４５１±０．０４０ ０．１１１±０．０１０ ０．１２３±０．０２２ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１２

淀姫 ４４ ０．３３４±０．０１４ ０．０８０±０．００４ ０．０４４±０．００９ １．７４４±０．０６９ ０．５３３±０．０３０ ０．４８５±０．０３９ ０．０９４±０．０２２ ０．１１９±０．０１７ ０．０２７±０．００２ ０．３５３±０．０１１

中町第一群 ４２ ０．２４４±０．０１１ ０．０６０±０．０１０ ０．０５７±０．００４ １．８６６±０．０８９ ０．８１０±０．０８７ ０．３９８±０．０３９ ０．１３５±０．０１７ ０．１４６±０．０２６ ０．０２５±０．００１ ０．３４２±０．００７

中町第二群 ４２ ０．３１９±０．０４２ ０．０７９±０．０２３ ０．０４６±０．００３ １．７９３±０．０８９ ０．６６６±０．０９１ ０．４８２±０．０４４ ０．１１８±０．０１８ ０．１０１±０．０２４ ０．０２５±０．００１ ０．３３３±０．０１５

古里第一群 ５０ ０．２０２±０．０１２ ０．０２９±０．００４ ０．０７６±０．０１８ ２．６２８±０．２１４ １．６９５±０．１４６ ０．４０３±０．０６０ ０．３１９±０．０７３ ０．２３３±０．０７４ ０．０３０±０．００３ ０．３４２±０．０１１

古里第二群 ４０ ０．４２３±０．０１６ ０．０７５±０．００７ ０．０８９±０．０１７ ２．７９７±０．２７４ １．１４８±０．１３３ １．８１４±０．１９２ ０．１０３±０．０６０ ０．２０８±０．０５３ ０．０３４±０．００３ ０．３６７±０．００９

古里第三群 ４１ ０．２６５±０．０３２ ０．０６４±０．００９ ０．０４６±０．０１０ １．９３１±０．１４３ ０．７９９±０．１１０ ０．４３３±０．０４９ ０．１２２±０．０４１ ０．１１９±０．０４４ ０．０３１±０．００３ ０．３４７±０．０１０

松岳 ４３ ０．１９４±０．００９ ０．０５４±０．００５ ０．０４０±０．００８ １．６８６±０．１１４ ０．８３３±０．０５８ ０．２５１±０．０２５ ０．１９２±０．０３２ ０．１２４±０．０３９ ０．０１８±０．０１１ ０．３３１±０．０１７

大崎 ７４ ０．１７６±０．０１２ ０．０５３±０．００２ ０．０４１±０．０１２ １．７１０±０．０８１ ０．９１２±０．０３６ ０．１８１±０．０２２ ０．２０２±０．０２９ ０．１３３±０．０２４ ０．０２３±０．００２ ０．３１９±０．０１０

熊 本 県

小国 ３０ ０．３１７±０．０２３ ０．１２７±０．００５ ０．０６３±０．００７ １．４４１±０．０７０ ０．６１１±０．０３２ ０．７０３±０．０４４ ０．１７５±０．２３３ ０．０９７±０．０１７ ０．０２３±０．００２ ０．３２０±０．００７

南関 ３０ ０．２６１±０．０１６ ０．２１４±０．００７ ０．０３４±０．００３ ０．７８８±０．０３３ ０．３２６±０．０１２ ０．２７８±０．０１５ ０．０６９±０．０１２ ０．０３１±０．００９ ０．０２１±０．００２ ０．２４３±０．００８

轟 ４４ ０．２５８±０．００９ ０．２１４±０．００６ ０．０３３±０．００５ ０．７９４±０．０７８ ０．３２９±０．０１７ ０．２７５±０．０１０ ０．０６６±０．０１１ ０．０３３±０．００９ ０．０２０±０．００３ ０．２４３±０．００８



Ⅳ 自然科学的分析等

２８７

表Ⅳ－６ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（３）

原産地原石群名
分析
個数

元素比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

熊 本 県

大柿 ５３ １．５３４±０．１３９ ０．６６５±０．０３５ ０．０７５±０．００８ ４．４９４±０．４６０ ０．２４７±０．０１４ １．２３６±０．０９２ ０．０９０±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０３０±０．００３ ０．２９２±０．０１０

冠ケ岳 ２１ ０．２６１±０．０１２ ０．２１１±０．００８ ０．０３２±０．００３ ０．７８０±０．０３８ ０．３２４±０．０１１ ０．２７９±０．０１７ ０．０６４±０．０１１ ０．０３７±０．００６ ０．０２５±０．００２ ０．２７７±０．００９

滝室坂 ５７ １．５９９±０．１０７ ０．７２２±０．０４６ ０．０８５±０．０１１ ６．２０５±０．３０５ ０．２５６±０．０１８ １．１５４±０．０５５ ０．１０３±０．０１４ ０．０４７±０．０１３ ０．０２７±０．００４ ０．２４７±０．０１６

箱石峠 ８４ ０．７９１±０．０８２ ０．２７９±０．００９ ０．０４５±０．００５ １．２０８±０．０２３ ０．２７９±０．０１８ ０．８１１±０．０４６ ０．０４６±０．０１２ ０．０２９±０．０１４ ０．０３１±０．００９ ０．３６６±０．０３３

長谷峠 ５３ １．６６８±０．１６５ ０．６９４±０．０３６ ０．０８０±０．０１０ ４．９７７±０．５８７ ０．２５３±０．０１５ １．３３５±０．１０４ ０．０９８±０．０１６ ０．０４０±０．００８ ０．０３１±０．００３ ０．２９５±０．０１２

五ヶ瀬川 ４８ １．４７１±０．１３６ ０．６０２±０．０４１ ０．０７８±０．０１１ ４．８３８±０．６３４ ０．２５２±０．０１６ １．２８８±０．１２４ ０．１０１±０．０１４ ０．０４３±０．０１３ ０．０２７±０．００３ ０．２６５±０．０２０

御船 ４９ １．５５８±０．１４６ ０．６５１±０．０３０ ０．０７５±０．０１１ ４．５７１±０．５７２ ０．２５７±０．０１６ １．２５２±０．１１２ ０．０９１±０．０１６ ０．０４０±０．００９ ０．０３０±０．００４ ０．２９１±０．０１０

白浜 ７８ ０．２０８±０．０２１ ０．１０１±０．００９ ０．０２４±０．００６ １．３８２±０．０８６ １．０２１±０．０９９ ０．３５１±０．０３７ ０．１６２±０．０２７ ０．０２７±０．０２２ ０．０２２±０．００７ ０．３１７±０．００９

宮 崎 県

桑ノ木津留第一群 ４７ ０．２０７±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０７０±０．００９ １．５２１±０．０７５ １．０８０±０．０４８ ０．４１８±０．０２０ ０．２６６±０．０３４ ０．０６３±０．０２４ ０．０２０±０．００３ ０．３１４±０．０１１

桑ノ木津留第二群 ３３ ０．２６１±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０６６±０．０１０ １．７４３±０．０９５ １．２４２±０．０６０ ０．７５３±０．０３９ ０．２０５±０．０２９ ０．０４７±０．０３６ ０．０２２±０．００２ ０．３２３±０．０１９

霧島 ３６ ３５．１５８±１．１１８ ５．００１±０．１７５ ０．０４１±０．００２ ０．０３８±０．００２ ０．００９±０．００４ ０．１５５±０．００５ ０．０３５±０．０１９ ０．０００±０．０００ ０．０３５±０．０１９ ０．４４６±０．０２２

鹿児島県

間根ヶ平第一群 ４５ ０．１８６±０．０１０ ０．０８３±０．００５ ０．０４７±０．００８ １．６１１±０．０７９ ０．９４８±０．０５５ ０．３４０±０．０３２ ０．２８１±０．０３１ ０．０４１±０．０３２ ０．０２２±０．００８ ０．３５８±０．０１４

間根ヶ平第二群 ４５ ０．２４７±０．０１８ ０．１０６±０．００６ ０．０４７±０．００８ １．４８８±０．０７４ ０．７６８±０．０３４ ０．４２８±０．０４９ ０．２３５±０．０２０ ０．０３９±０．０２７ ０．０２４±０．００８ ０．３７８±０．０１３

間根ヶ平第三群 ４２ ０．５８４±０．０１２ ０．１７６±０．００５ ０．０３７±０．００７ １．４８４±０．０９７ ０．４４９±０．０３１ ０．６７５±０．０４９ ０．１４３±０．０２３ ０．０３６±０．０２２ ０．０２３±０．０１４ ０．３９０±０．０１９

日東 ４２ ０．２６２±０．０１８ ０．１４３±０．００６ ０．０２２±０．００４ １．１７８±０．０４０ ０．７１２±０．０２８ ０．４０８±０．０２５ ０．１００±０．０１８ ０．０２９±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

五女木 ３７ ０．２６６±０．０２１ ０．１４０±０．００６ ０．０１９±０．００３ １．１７０±０．０６４ ０．７０５±０．０２７ ０．４０５±０．０２１ ０．１０８±０．０１５ ０．０２８±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

上牛鼻 ４１ １．６２９±０．０９８ ０．８０４±０．０３７ ０．０５３±０．００６ ３．３４２±０．２１５ ０．１８８±０．０１３ １．１０５±０．０５６ ０．０８７±０．００９ ０．０２２±０．００９ ０．０３６±０．００２ ０．３９１±０．０１１

平木場 ３４ １．９４４±０．０５４ ０．９１２±０．０２８ ０．０６２±０．００５ ３．９７５±０．１８２ ０．１８４±０．０１１ １．２６６±０．０４９ ０．０９３±０．０１０ ０．０２１±０．０１０ ０．０３８±０．００３ ０．４０８±０．０１０

竜ケ水 ４８ ０．５３３±０．０２９ ０．１６７±０．００６ ０．０６１±０．０１３ １．４９４±０．０９３ ０．６１１±０．０３９ ０．６８８±０．０５２ ０．１２７±０．０２３ ０．０６９±０．０２２ ０．０３３±０．００３ ０．４９４±０．０１１

長谷 ３０ ０．５５３±０．０３２ ０．１３７±０．００６ ０．０６５±０．０１０ １．８１５±０．０６２ ０．６４４±０．０２８ ０．５５３±０．０２９ ０．１４６±０．０２１ ０．０６６±０．０２０ ０．０３７±０．００３ ０．５２４±０．０１２

台 湾 台東山脈 ３７ ０．５１０±０．０１０ ０．１９８±０．００７ ０．０３８±０．００７ １．８６２±０．０７９ ０．３５３±０．０１９ ０．５１９±０．０１７ ０．１２３±０．０１２ ０．０２４±０．０１７ ０．０２９±０．００７ ０．４０７±０．０１０

ロ シ ア

イリスタヤ川 ４０ １９．７３９±１．４５１ ６．０５３±０．５３８ ０．２９２±０．０５１ ３２．０２１±４．９６４ ０．０６０±０．０１６ ２．８５９±０．４１２ ０．１７６±０．０２７ ０．０２５±０．０１６ ０．１８５±０．０２６ １．５７４±０．１５２

ナチキ ４８ ０．２２０±０．００８ ０．１０４±０．００４ ０．０９９±０．０１６ １．２６１±０．０６２ ０．６０８±０．０２８ ０．５００±０．０２６ ０．１２２±０．０３０ ０．０６４±０．０２３ ０．０２４±０．００３ ０．３４０±０．００６

RED LAKE－１ ４０ ０．１３４±０．００４ ０．０４４±０．００３ ０．０１４±０．００２ １．２３８±０．０２７ １．０１９±０．０２６ ０．０１１±０．００９ ０．３９５±０．０１６ ０．０４４±０．０３１ ０．０２３±０．０００ ０．３３４±０．００５

アラスカ インディアン・MLZ群 ４８ ０．２０４±０．００４ ０．０４４±０．００２ ０．５６４±０．０２５ ５．８６８±０．１９１ １．１７０±０．０３９ ０．０２１±０．０１６ ０．５０８±０．０２３ ０．２５９±０．０１８ ０．７９１±０．０２５ ７．２０８±０．２７９

北 朝 鮮 白頭山灰皿 ５０ ０．１５４±０．００９ ０．０６７±０．００３ ０．０１８±０．００５ １．０８１±０．０２８ ０．５３０±０．０１３ ０．０８１±０．００８ ０．１５１±０．０１５ ０．３３８±０．０１２ ０．０２７±０．００３ ０．３０６±０．００８

北 海 道

HS１遺物群 ６７ ０．２４１±０．０２１ ０．１０７±０．００５ ０．０１８±０．００６ １．２９６±０．０７７ ０．４３０±０．０１６ ０．１５３±０．００９ ０．１４０±０．０１５ ０．００８±０．０１３ ０．０１８±０．０１２ ０．３２５±０．０４２

HS２遺物群 ６０ ０．４５３±０．０１１ ０．１３５±０．００８ ０．０４１±０．００８ １．７６５±０．０７５ ０．４４８±０．０２１ ０．４１９±０．０１９ ０．１３０±０．０１５ ０．０１５±０．０１９ ０．０３４±０．０１０ ０．５００±０．０１５

FR１遺物群 ５１ ０．６４３±０．０１２ ０．１２４±０．００８ ０．０５２±０．００７ ２．５４７±０．１４３ ０．５３０±０．０３２ ０．６８９±０．０３２ ０．１５６±０．０１５ ０．００４±０．００８ ０．０２９±０．０１１ ０．４０７±０．０４７

FR２遺物群 ５９ ０．５３５±０．０６１ ０．１０６±０．０１２ ０．０５３±０．００９ ２．５４５±０．１３８ ０．５５７±０．０５１ ０．６８５±０．０２９ ０．１６５±０．０２１ ０．０１６±０．０２２ ０．０２７±０．００９ ０．３７３±０．０４３

FR３遺物群 ３７ ０．３８０±０．０３７ ０．０８４±０．００７ ０．０５２±０．００９ ２．５４８±０．１４５ ０．５８６±０．０５６ ０．６８１±０．０３３ ０．１６４±０．０２１ ０．０１７±０．０２３ ０．０２３±０．００６ ０．２９２±０．０３７

FR４遺物群 ４４ ０．２６１±０．０４３ ０．０７４±０．０１０ ０．０５１±０．００８ ２．５００±０．１１７ ０．６３９±０．０５７ ０．６７９±０．０３２ ０．１５５±０．０２１ ０．００９±０．０１７ ０．０１８±０．００８ ０．２５８±０．０３６

FH１遺物群 ３２ ０．８９８±０．０３２ ０．２２１±０．００７ ０．０５４±０．００６ ２．５４０±０．１０１ ０．４２６±０．０１８ ０．８０２±０．０２３ ０．１０９±０．０１３ ０．０１７±０．０２１ ０．０３７±０．００３ ０．４４７±０．０１１

KT１遺物群 ５６ １．１０３±０．０５０ ０．１４６±０．００７ ０．０８１±０．００８ ２．９４２±０．１３３ ０．３１４±０．０５３ ０．７７５±０．０８２ ０．１３３±０．０１６ ０．０１９±０．０２１ ０．０４３±０．００７ ０．５１６±０．０１５

KT２遺物群 ３８ ０．９５９±０．０２７ ０．１５４±０．００５ ０．０８５±０．０１０ ２．８８２±０．０９２ ０．５４２±０．０２８ １．１１１±０．０４０ ０．１０７±０．０１５ ０．０１２±０．０１６ ０．０４２±０．００８ ０．５１９±０．０１０

KS１遺物群 ３２ ０．２７５±０．００７ ０．１０７±０．００５ ０．０４７±０．０１０ １．７５１±０．０５１ ０．８３６±０．０３８ ０．４６８±０．０２１ ０．１８０±０．０１９ ０．０２３±０．０２８ ０．０２５±０．００７ ０．３４５±０．０１０

KS２遺物群 ６２ ０．２４４±０．０１１ ０．０７０±０．００４ ０．０５６±０．０１３ １．７４９±０．１６８ １．０８０±０．１０８ ０．４２４±０．０３６ ０．３２７±０．０４２ ０．０３７±０．０３１ ０．０２３±０．０１１ ０．３７９±０．０１１

KS３遺物群 ４８ ０．１６４±０．００８ ０．０４１±０．００２ ０．０８０±０．０１３ ２．５６５±０．１２６ １．４６０±０．０５７ ０．１６２±０．０１９ ０．３８９±０．０４２ ０．０６９±０．０２８ ０．０２４±０．００２ ０．３３７±０．０１５

K１９遺物群 ４８ ０．１８５±０．００７ ０．０４９±０．００３ ０．０８１±０．０１３ ２．１６２±０．１２２ １．０３１±０．０４１ ０．４３５±０．０２５ ０．２６３±０．０２８ ０．０５０±０．０１９ ０．０２３±０．００２ ０．２６０±０．００９

NI２９遺物群 ５１ ５．４４５±０．１２２ ２．３０１±０．０７４ ０．２０７±０．０２４ １３．４２２±１．１１３ ０．１５１±０．０１８ １．８３９±０．１３４ ０．２０７±０．０２２ ０．００７±０．０１１ ０．０６９±０．００６ ０．６２２±０．０２１

ST１３９遺物群 ４８ ０．１８９±０．００８ ０．０８８±０．００６ ０．０７０±０．０１５ ２．６９０±０．１００ １．３２６±０．０５６ ０．２８４±０．０２２ ０．３３８±０．０４０ ０．０５８±０．０２３ ０．０２６±０．００３ ０．３１１±０．００８

青 森 県

HY遺物群 ３１ ０．２３８±０．０１１ ０．１３１±０．００６ ０．０４８±０．００８ １．６３６±０．０６６ ０．４１８±０．０２８ １．４４１±０．０１５ ０．４８２±０．０２４ ０．０２９±０．０２８ ０．０２０±０．０１５ ０．４８１±０．０６８

SN１遺物群 ３３ ０．２８７±０．００６ ０．０８７±０．００４ ０．０３３±０．００５ １．５９７±０．０３７ ０．２４４±０．０１１ ０．２５８±０．０１１ ０．２８１±０．０１２ ０．００９±０．０１２ ０．０２１±０．００６ ０．３２９±０．００６

SN２遺物群 ２９ ０．２０９±０．００６ ０．１１６±０．００６ ０．０７６±０．００８ １．５７１±０．０８２ ０．７１６±０．０３５ ０．２９２±０．０１７ ０．２６４±０．０２９ ０．０２８±０．０３０ ０．０２３±０．００９ ０．３８３±０．０１５

秋 田 県

KN遺物群 １０７ ０．３５１±０．０１１ ０．１２１±０．００６ ０．０５３±０．００７ １．５８１±０．０７１ ０．３４７±０．０２０ ０．２１９±０．０１４ ０．２１６±０．０１５ ０．０５４±０．０１７ ０．０２９±０．０１１ ０．４７５±０．０４０

TB遺物群 ６０ ０．２５２±０．０１４ ０．１１３±０．００７ ０．１２４±０．０１５ １．８０５±０．０８８ ０．８７５±０．０５６ ０．６６３±０．０３８ ０．２７２±０．０２９ ０．０８３±０．０３７ ０．０２６±０．００８ ０．３７８±０．０２１

HR遺物群 ４８ ０．２５９±０．００８ ０．０９３±０．００３ ０．０６７±０．０１１ ２．０５５±０．０６７ ０．７４１±０．０２８ ０．２９３±０．０１６ ０．３３１±０．０２１ ０．０６４±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４４４±０．０１０

岩 手 県

AI１遺物群 ４１ １．５１９±０．０２６ ０．２７７±０．０１０ ０．０７８±０．００６ ２．８４９±０．０７３ ０．１６７±０．０１０ ０．５２６±０．０１７ ０．２５１±０．０１３ ０．００９±０．０１２ ０．０５８±０．０１７ ０．９２９±０．０２４

AI２遺物群 ６１ ３．１４１±０．０７４ ０．５５２±０．０２１ ０．０８０±０．００８ ２．７５２±０．０６２ ０．０９４±０．００９ ０．７１６±０．０１９ ０．２４２±０．０１１ ０．００８±０．０１４ ０．０８３±０．０２９ １．３５３±０．０４９

AI３遺物群 ６１ ０．９５０±０．０１３ ０．２１５±０．００４ ０．１１７±０．００９ ４．３０６±０．１００ ０．１１４±０．００８ ０．９０９±０．０２８ ０．２４８±０．０１２ ０．０１４±０．０１６ ０．０２８±０．００６ ０．３６０±０．００９

AI４遺物群 １２２ １．８５０±０．０５９ ０．４７４±０．０２５ ０．０６７±０．００７ ２．０５５±０．０７７ ０．０８３±０．００６ ０．５３１±０．０３０ ０．１７７±０．０１０ ０．０１１±０．０１３ ０．０６４±０．０２５ １．０６１±０．１０５

AI５遺物群 １２２ ３．１６７±０．０９２ ０．６９６±０．０２７ ０．１０１±０．００９ ３．７８７±０．１０８ ０．１１４±０．０１０ ０．８９２±０．０２６ ０．２４１±０．０１２ ０．００６±０．０１２ ０．０９１±０．０２０ １．２３４±０．０５２

FS遺物群 ４５ ０．２７２±０．０９０ ０．０９７±０．０２９ ０．０５３±０．００７ １．７９１±０．０８３ ０．３２７±０．０１９ ０．４５３±０．０２４ ０．２０７±０．０１８ ０．０２９±０．０２７ ０．０１７±０．０１１ ０．３３９±０．０１１

SD遺物群 ４８ ２．９００±０．０５０ ０．７４１±０．０１６ ０．１１８±０．０１０ ３．９２２±０．０７７ ０．１１７±０．０１２ ０．９０６±０．０２６ ０．２４６±０．０１３ ０．００８±０．０１７ ０．０８３±０．０１３ １．１９５±０．０２９

UN５１遺物群 ４５ ２．９０３±０．１２１ ０．５４２±０．０５６ ０．１０４±０．００３ ３．５０７±０．０９９ ０．１１８±０．０１２ ０．８５１±０．０２３ ０．２３８±０．０１６ ０．０８２±０．０３２ ０．０８５±０．００４ １．２０６±０．０６１

新 潟 県

AC１遺物群 ６３ ０．４７９±０．０１４ ０．１９２±０．００６ ０．０５４±０．００８ １．５６１±０．０７５ ０．４００±０．０１７ ０．４４０±０．０１９ ０．１６９±０．０１９ ０．０６１±０．０１５ ０．０３３±０．００５ ０．４２７±０．０１６

AC２遺物群 ４８ ０．２５１±０．００７ ０．０８１±０．００３ ０．１１２±０．０１３ ２．０８１±０．０７６ ０．９０４±０．０３５ ０．４０６±０．０２０ ０．４０９±０．０２４ ０．１０８±０．０２３ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．００７

AC３遺物群 ３６ ０．６５７±０．０１６ ０．１４４±０．００５ ０．０８３±０．０１０ １．８９１±０．０５１ ０．２０２±０．０１０ ０．３８１±０．０１７ ０．２８６±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．６１６±０．０１３

IN１遺物群 ５６ ０．３２０±０．０１０ ０．０８２±０．０１５ ０．０６３±０．００６ ２．００９±０．１９９ ０．９０３±０．０３５ ０．７４２±０．０３３ ０．１７２±０．０１０ ０．０６４±０．０３０ ０．０２７±０．００１ ０．３３３±０．０１１

IN２遺物群 ４８ ０．７４５±０．０１３ ０．１１０±０．００４ ０．１４０±０．０１５ ３．１７６±０．２１２ ０．７２８±０．０３９ １．５８２±０．０８０ ０．１０４±０．０３０ ０．０３８±０．０１３ ０．０３６±０．００３ ０．３９６±０．０１０

IN３遺物群 ４５ ０．３１１±０．０１５ ０．０８９±０．０２６ ０．０６１±０．００３ ２．０３７±０．２０４ ０．８８７±０．０３０ ０．７３６±０．０５３ ０．１７０±０．０１０ ０．０５７±０．０２５ ０．０２７±０．００１ ０．３２６±０．０１６

IN４遺物群 ４５ ０．２３３±０．００６ ０．０４４±０．００２ ０．０５８±０．００２ １．８４１±０．０５６ ０．９３５±０．０３０ ０．７５４±０．０２４ ０．１８２±０．０１１ ０．０５７±０．０２９ ０．０１８±０．００１ ０．２１４±０．００３

長 野 県

NK遺物群 ５７ ０．５６６±０．０１９ ０．１６３±０．００７ ０．０８６±０．０１１ １．８２２±０．０８４ ０．４６７±０．０３１ １．６９１±０．０６４ ０．１０２±０．０２１ ０．０４１±０．０２８ ０．０３８±０．００３ ０．５００±０．０１４

UH６３遺物群 ４８ ０．３０８±０．０１８ ０．１１８±０．００５ ０．０４０±０．０１０ １．６４６±０．１００ ０．８１１±０．０３９ ０．５６２±０．０３０ ０．１３８±０．０３１ ０．０５７±０．０２０ ０．０３６±０．００５ ０．４２６±０．０２２

UH６６遺物群 ４８ ０．３１０±０．０１９ ０．０７５±０．００５ ０．０６４±０．０１４ １．９８０±０．０８２ ０．９０１±０．０５１ ０．８４１±０．０４０ ０．１５９±０．０３８ ０．０５４±０．０２０ ０．０４１±０．０１８ ０．３７８±０．０２５

UH３５遺物群 ４４ ０．２９７±０．００５ ０．１１５±０．００３ ０．０５０±０．０１４ １．５８０±０．０４５ ０．５６７±０．０１７ ０．５０２±０．０２３ ０．１２０±０．０１７ ０．０７５±０．０４４ ０．０２５±０．００１ ０．３４６±０．００６

FUTI３遺物群 ５０ ０．７３０±０．１０８ ０．２７０±０．０２３ ０．１５５±０．０１７ ４．３２６±０．４３４ ０．７７７±０．１２５ １．８０９±０．２０６ ０．４７７±０．１２４ ０．０３８±０．０８９ ０．０３９±０．００３ １．７２４±０．０８９

山 口 県

YM遺物群 ５６ ０．３８１±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０３８±０．０１２ １．６１１±０．１０２ ０．７２１±０．０３９ ０．４９７±０．０２６ ０．１２８±０．０２２ ０．０４７±０．０１６ ０．０２３±０．００３ ０．３３１±０．０１３

NM遺物群 ４０ ０．３３０±０．０１０ ０．１０３±０．００３ ０．０４２±０．０１２ １．７５１±０．０８３ １．０４８±０．０５７ ０．５１８±０．０３４ ０．１９６±０．０３７ ０．０５８±０．０１８ ０．０２２±０．００３ ０．３２６±０．０１１

MK―１遺物群 ４８ ０．０８７±０．００８ ０．０５９±０．００２ ０．０１０±０．００３ ０．６７７±０．０２３ ０．３７０±０．０９７ ０．００６±０．００２ ０．１２５±０．０１２ ０．２９２±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．３３７±０．０１０

MK―２遺物群 ４８ ０．２５８±０．０１０ ０．０２６±０．００２ ０．０５５±０．０１３ １．７４５±０．１２１ １．１４９±０．０９２ ０．２９７±０．０２９ ０．２０２±０．０３７ ０．１７７±０．０２２ ０．０２１±０．００２ ０．２６８±０．００７

大 分 県 I遺物群 ５４ ０．７９４±０．０７０ ０．２０２±０．００９ ０．０６１±０．０１３ １．７７４±０．１３２ ０．３８０±０．０３０ １．３５０±０．０９６ ０．０７６±０．０３２ ０．０７９±０．０２２ ０．０４０±０．００４ ０．４３４±０．０１５



４ 上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

２８８

表Ⅳ－７ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（４）

原産地原石群名
分析
個数

元素比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

宮 崎 県

HB１遺物群 ４８ ０．１９７±０．０３５ ０．７５４±０．０５５ ０．０９８±０．０４２ ７．０９９±０．８４４ ０．４３４±０．０６２ ０．９７５±０．１３０ ０．３６８±０．０７９ ０．１２６±０．０７９ ０．０９３±０．０２２ ６．３１２±０．５２５

HB２遺物群 ４８ ０．４１４±０．１００ １．５５７±０．６７４ ０．１１０±０．０４４ ９．９００±１．５９５ ０．１７６±０．０８８ １．２０９±０．４５９ ０．３２７±０．０５２ ０．１７８±０．０６９ ０．１７８±０．０４４ ９．９３８±１．５３２

UT１遺物群 ４６ ０．２９７±０．０１３ ０．１０７±０．００５ ０．０５３±０．０１０ １．６３８±０．１０４ １．０１２±０．０５６ ０．７３６±０．０３９ ０．１６８±０．０２７ ０．０３４±０．０２８ ０．０２４±０．０１１ ０．３９０±０．０１４

KU４遺物群 ４８ １．８７１±０．３６５ １．０１８±０．０９４ ３．７９０±０．７０５ １４．９９０±４．００８ ０．６７３±０．０８１ ２．０４３±０．２３３ ０．７５２±０．０７９ ０．０５６±０．０４５ ０．０９０±０．０１７ ４．３０２±０．２４６

鹿児島県

KI１遺物群 ４５ ０．３８３±０．０１２ ０．１０１±０．００５ ０．０６１±０．０２４ １．９１３±０．１５８ ０．９８５±０．０５７ ０．５２７±０．０３８ ０．１９７±０．０３０ ０．０７９±０．０２８ ０．０２８±０．００２ ０．４０９±０．００９

KI２遺物群 ４６ ０．４０２±０．０１５ ０．１４６±０．００８ ０．０６０±０．０１７ １．５２９±０．１４８ ０．７２９±０．０５２ ０．５６５±０．０３８ ０．１３７±０．０２４ ０．０８３±０．０２６ ０．０２９±０．００３ ０．４４３±０．０２２

KI３遺物群 ４８ １．５４５±０．１５４ ０．５５７±０．０４５ ０．０７４±０．０１１ ３．７４６±０．４５５ ０．２８４±０．０１８ ０．７８３±０．０４４ ０．１０６±０．０２１ ０．０２５±０．０１１ ０．０４７±０．００６ ０．４９９±０．０２１

KI４遺物群 ５６ ２．６２５±０．１０９ ０．８７１±０．１３６ ０．０９３±０．００７ ５．６２３±０．６０２ ０．２５５±０．０１５ ０．９０６±０．０７４ ０．１０７±０．００９ ０．０３１±０．０１５ ０．０６２±０．００７ ０．５８７±０．０３８

KI５遺物群 ５２ ０．２０６±０．０１２ ０．０６４±０．００７ ０．０６１±０．００４ １．５７０±０．０７３ １．２１３±０．０６３ ０．７２８±０．０３６ ０．２２４±０．０１３ ０．０４４±０．０３０ ０．０１４±０．００１ ０．２５９±０．０２６

KI１８遺物群 ４６ ０．４４７±０．０１１ ０．１２２±０．００５ ０．０４５±０．０２０ １．７３７±０．０４６ ０．６８７±０．０２３ ０．４８１±０．０２０ ０．１４０±０．００９ ０．０５０±０．０２４ ０．０３０±０．００１ ０．４２８±０．００８

KI８４遺物群 ４８ ０．６５５±０．００９ ０．１５１±０．００９ ０．０２６±０．００１ １．５１５±０．０２０ ０．３３２±０．０１１ ０．３４０±０．０１１ ０．１０２±０．００５ ０．０５１±０．０１１ ０．０３２±０．００１ ０．４３１±０．００７

SG遺物群 ４８ １．６６８±０．０３４ ０．７７８±０．０３８ ０．０８２±０．０１０ ４．１０６±０．２２２ ０．２０２±０．０１４ ０．６９９±０．０２５ ０．１３３±０．０１３ ０．０１５±０．０１９ ０．０２７±０．０２１ ０．５５３±０．０３３

OK遺物群 ３２ １．３７１±０．０７４ ０．６８７±０．０２５ ０．０６１±０．００８ ３．１０９±０．１６１ ０．２０２±０．０１２ ０．５７９±０．０２７ ０．１２２±０．０１４ ０．００９±０．０１４ ０．０２７±０．０１８ ０．５１８±０．０２１

KK１遺物群 ４８ ０．３４７±０．０１０ ０．０８０±０．００３ ０．０８１±０．０１２ ３．０８５±０．１５５ ０．８８７±０．０３６ １．４８７±０．０６５ ０．１１９±０．０３６ ０．１８４±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．２６５±０．００９

KK２遺物群 ４６ ０．５２１±０．０１２ ０．１２２±０．００４ ０．０７６±０．０１３ ３．１２５±０．２２２ ０．８７７±０．０４８ １．５００±０．０７４ ０．１０９±０．０３４ ０．１８７±０．０２３ ０．０３５±０．００４ ０．３５９±０．０１０

HM１遺物群 ４４ ０．６８３±０．０２４ ０．８６１±０．０２１ ０．０６３±０．０１３ ８．６７８±０．６６３ ０．６４２±０．０３９ ０．７３９±０．０５４ ０．１２７±０．０３４ ０．０６５±０．０１８ ０．０３７±０．００５ ０．２８２±０．００８

HM２遺物群 ５０ ０．４８３±０．０２２ ０．１２１±０．００６ ０．０５４±０．０１４ １．９７５±０．１２２ ０．６９５±０．０４０ ０．４５４±０．０３４ ０．１９１±０．０２８ ０．０５８±０．０２８ ０．０３４±０．００６ ０．４７４±０．０１６

ON１遺物群 ５４ ０．３０３±０．０１２ ０．１６７±０．００６ ０．０３８±０．００７ １．１５７±０．０４４ ０．４４７±０．０２０ ０．４３５±０．０１６ ０．１２６±０．０２５ ０．０３９±０．０１６ ０．０３２±０．００４ ０．３７６±０．０１２

ON２遺物群 ５６ ０．２７６±０．０１９ ０．０５３±０．００４ ０．０８４±０．０１７ ２．４９１±０．１２８ １．４９２±０．０８８ ０．６６７±０．０４６ ０．２１１±０．０３２ ０．１０８±０．０２８ ０．０３０±０．００４ ０．３４５±０．０１１

MTR２０遺物群 ４５ ０．２６２±０．０１０ ０．１０４±０．００３ ０．０６４±０．００３ １．４６８±０．０４６ １．０１７±０．０３８ ０．４９６±０．０３０ ０．２７５±０．０１８ ０．０６７±０．０４０ ０．０２５±０．０００ ０．３４３±０．００５

MTR２１遺物群 ４５ ０．７７７±０．０６３ ０．１５４±０．００８ ０．０２９±０．００２ １．６２７±０．１０５ ０．２８７±０．０１９ ０．３４５±０．０４２ ０．１２０±０．００８ ０．０３６±０．０１６ ０．０３５±０．００１ ０．４６６±０．００５

北 朝 鮮 会寧城外遺跡遺物群 ７０ ０．１３５±０．０１２ ０．０６２±０．００６ ０．０１７±０．００３ １．１１８±０．０５１ ０．５８５±０．０３６ ０．０６８±０．０１９ ０．１５０±０．０２２ ０．３７２±０．０３５ ０．０２５±０．００４ ０．３１９±０．０１２

ロ シ ア

イリスタヤ ２６ １８．８８８±２．１００ ６．０８８±０．８６８ ０．２９３±０．０３２ ２７．９６３±２．６０８ ０．０５５±０．０１７ ２．７１６±０．１６２ ０．１６３±０．０１９ ０．０３６±０．０３０ ０．１７３±０．０２９ １．６７４±０．２４０
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RMA－１遺物群 ４３ ２８．３８１±１．６９３１０．５０８±０．６３６ ０．２４０±０．０１０ ２６．６８６±１．０１４ ０．１７６±０．０３１ ２．３３７±０．０９２ ０．１０５±０．０２５ ０．０３１±０．０４１ ０．２２２±０．０１３ ２．１７６±０．１２３

RMA－３遺物群 ４３ ２０．２２６±１．４６２ ８．１２８±０．５９２ ０．２１８±０．００９ ２４．１７４±０．８３３ ０．１９３±０．０２３ ２．２３３±０．０７９ ０．０９９±０．０２２ ０．０５９±０．０５１ ０．１５５±０．０１２ １．５４８±０．１１４

RMA－４遺物群 ４３ ２７．６５３±３．５９２ ９．７８０±１．２９２ ０．２５３±０．０１０ ２７．８３９±１．００９ ０．１７９±０．０２１ ２．３７９±０．０８９ ０．１２１±０．０２９ ０．０２６±０．０３０ ０．２２５±０．０３０ ２．２０１±０．２９２

RMA－５遺物群 ４３ ２７．５８０±１．８３６ ９．９６５±０．６６７ ０．２５０±０．０１０ ２７．５２３±１．０３７ ０．１８９±０．０２９ ２．２８７±０．０８８ ０．１１１±０．０２９ ０．０３３±０．０３９ ０．２１９±０．０１５ ２．１７７±０．１５７

RO－１B遺物群 ４３ ２４．２１２±２．７６７ ９．４７２±１．１０６ ０．２４１±０．０１０ ２７．０５６±１．１０９ ０．１８０±０．０２６ ２．１３２±０．０９６ ０．１３４±０．０２２ ０．０２９±０．０３３ ０．１９２±０．０２２ １．９０４±０．２２１

RQ－１遺物群 ４３ ２０．６１５±１．４０１ ８．３７０±０．６２２ ０．２１１±０．００９ ２３．３３７±０．７２１ ０．１７６±０．０２７ ２．２１９±０．０７５ ０．０９７±０．０１９ ０．０５７±０．０４１ ０．１５６±０．０１１ １．５５４±０．１０８

RSN－１B遺物群 ４３ １６．９５０±１．４５２ ７．９９３±０．７１３ ０．１５５±０．００５ １８．０２８±０．４６６ ０．１３３±０．０１８ ２．６６４±０．０７３ ０．０７１±０．０２０ ０．０３２±０．０３０ ０．１３５±０．０１２ １．３６９±０．１２０

RW－１遺物群 ４３ １６．２５２±１．２２９ ７．６２２±０．５９１ ０．１５１±０．００５ １７．５７９±０．４６０ ０．１３３±０．０１６ ２．６５３±０．０７３ ０．０６５±０．０１８ ０．０４１±０．０３２ ０．１２８±０．０１０ １．２９０±０．０９８
コムソモリスク
フーミ遺物群 ４７ ０．３４９±０．００８ ０．１６８±０．００３ ０．１１５±０．００５ １．３８２±０．０６５ ０．２１９±０．０１７ ０．５０４±０．０２８ ０．１０９±０．０１２ ０．１０９±０．０３１ ０．０３６±０．０１０ ０．４４０±０．０１３

パリツ３遺物群 ４５ ０．２６０±０．０１９ ０．０８１±０．００７ ０．０１９±０．００２ １．１９８±０．１０６ ０．７２６±０．０７８ ０．００７±０．０２８ ０．２２８±０．０３６ ０．０５６±０．０１５ ０．０３５±０．００３ ０．５０２±０．０４５
プリダロジュナヤ
１２－１遺物群 ４８ ０．１２９±０．００４ ０．０４５±０．００２ ０．０１２±０．００１ ０．８９９±０．０７１ ０．７４０±０．０５６ ０．００８±０．００６ ０．２９０±０．０２１ ０．０２８±０．０１６ ０．０２３±０．００１ ０．３４２±０．００７
コルギチャン
２－３遺物群 ４８ ０．２７５±０．００９ ０．１３７±０．００３ ０．０６９±０．００２ １．２３０±０．０２０ ０．４１２±０．０１４ ０．５５９±０．０２６ ０．１２１±０．０１３ ０．１６５±０．０２６ ０．０２９±０．００１ ０．３８６±０．０１１
ヘタクチャン
７－３遺物群 ４５ ０．２９６±０．０５０ ０．０４８±０．００８ ０．０５５±０．０１２ １．１８１±０．０３７ ０．１０２４±０．０３０ ０．０２５±０．０１３ ０．３９２±０．０１４ ０．０３８±０．０２５ ０．０２０±０．００１ ０．２９３±０．００７
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パラトウンカ－１ ５６ ０．７０６±０．０４８ ０．２２５±０．０１１ ０．０４８±０．０１０ １．８５１±０．１８０ ０．２４６±０．０１４ ０．７５２±０．０７０ ０．０７５±０．０１６ ０．０１５±０．００８ ０．０４１±０．００４ ０．４８２±０．０２２

パラトウンカ－２ ４０ ０．７１７±０．０１８ ０．２６９±０．００６ ０．０３１±０．００６ １．６０４±０．０４３ ０．１１９±０．００７ ０．３９８±０．０１６ ０．０９５±０．００８ ０．０１６±０．００６ ０．０３１±０．００３ ０．４０２±０．０１０

パラトウンカ－３ ４８ ０．３８４±０．００８ ０．０９７±０．００４ ０．０４３±０．００７ １．６４２±０．０５３ ０．２６２±０．０１１ ０．７５３±０．０２６ ０．０６６±０．０２６ ０．０１３±０．０６２ ０．０１７±０．００３ ０．１７６±０．００９

パラトウンカ－４ ４８ ０．１４１±０．００７ ０．０７４±０．００３ ０．０２９±０．００４ １．０６９±０．０２５ ０．２０３±０．００７ ０．１５０±０．００６ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００６ ０．０１６±０．００２ ０．１４６±０．００４

アバチャ ４０ ０．２５５±０．００７ ０．１６０±０．００５ ０．０２９±０．００４ １．１２１±０．０３４ ０．１９２±０．００７ ０．１５１±０．００８ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００７ ０．０２６±０．００３ ０．３０３±０．００７

ミリコボ遺物群 ４５ ０．４６７±０．００９ ０．１６３±０．００５ ０．０４５±０．００２ １．５２８±０．０４７ ０．１８６±０．０１５ ０．４９０±０．０１９ ０．１１８±０．０１１ ０．０１０±０．０１３ ０．０３２±０．００１ ０．４４８±０．０１０

UshikiⅤ遺物群 ４４ ０．１８４±０．００６ ０．０７４±０．００３ ０．０７５±０．００４ １．４０６±０．０７９ ０．７５６±０．０３８ ０．４３５±０．０４５ ０．１５１±０．０２７ ０．２８１±０．０７９ ０．０２２±０．００１ ０．３２８±０．００３

Ushiki遺物群 ５０ ０．５３７±０．０１５ ０．１８６±０．０１１ ０．０６１±０．００４ １．３８４±０．０８２ ０．２５３±０．０２３ １．４２３±０．０８６ ０．０８０±０．０１８ ０．０２０±０．０２３ ０．０３０±０．００１ ０．３９７±０．０１２

UshikiⅡ遺物群 ５０ ０．２８１±０．００５ ０．１４１±０．００３ ０．０６６±０．００２ １．２５０±０．０２８ ０．３７７±０．０１７ ０．５６８±０．０２２ ０．１１４±０．０１５ ０．１５１±０．０３２ ０．０２８±０．００１ ０．３８６±０．００４

アラスカ

GUL０９遺物群 ４０ ０．１６７±０．０１７ ０．０７４±０．００３ ０．０３５±０．００２ １．４９８±０．０３０ ０．９７５±０．０３７ ０．２１５±０．０２３ ０．２２０±０．０１８ ０．１３９±０．０３８ ０．０２３±０．００１ ０．３２７±０．００５

XMK０２遺物群 ４０ ２．８９７±０．０６５ １．６９５±０．０４６ ０．０７８±０．００１ ４．５５５±０．０７４ ０．１００±０．００７ ０．８３１±０．０１８ ０．１０３±０．００６ ０．０４３±０．０１８ ０．０４７±０．００１ ０．５０８±０．０１４

YUK０１遺物群 ４０ ０．１５５±０．００５ ０．０４１±０．００２ ０．０２６±０．００２ １．５３０±０．０３５ １．０２２±０．０２７ ０．００７±０．０１０ ０．２５３±０．０１７ ０．１４６±０．０４３ ０．０２２±０．００１ ０．３３１±０．０１０

YUK１６遺物群 ４０ ０．１５４±０．００７ ０．０６６±０．００４ ０．０３７±０．００２ １．４９６±０．０３９ １．０４６±０．０３２ ０．１７８±０．０１７ ０．２３２±０．０１４ ０．１４６±０．０３６ ０．０２３±０．００１ ０．３２７±０．００７

YUK３４遺物群 ４０ ０．１７２±０．００３ ０．０８５±０．００３ ０．０３２±０．００２ １．４９５±０．０４１ ０．８３０±０．０２８ ０．３１２±０．０２２ ０．１７７±０．０１７ ０．０９８±０．０４３ ０．０２２±０．００１ ０．３２７±０．００４

UNL０１遺物群 ４０ ０．４２７±０．００５ ０．１７０±０．００２ ０．０２４±０．００１ １．１６２±０．００９ ０．１２８±０．００５ ０．１３６±０．００５ ０．１２９±０．００４ ０．０３７±０．０１０ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００４

UNI０７遺物群 ４０ ０．４２８±０．０２７ ０．２４９±０．０１７ ０．０２０±０．００１ １．２１５±０．０３２ ０．２０２±０．００７ ０．２０８±０．００９ ０．０８７±０．００６ ０．０１１±０．０１０ ０．０２５±０．００１ ０．３３４±０．００４

CHK０２遺物群 ４０ ０．６０６±０．００８ ０．２６９±０．０２９ ０．０４３±０．００１ １．７７４±０．０４５ ０．１０６±０．００７ ０．２４６±０．００７ ０．１０６±０．００７ ０．０４１±０．０１５ ０．０３４±０．００１ ０．４５９±０．０１６

CRG０１遺物群 ４０ ０．０８９±０．００３ ０．１５３±０．００３ ０．００５±０．０００ ０．４１１±０．００４ ０．０７４±０．００２ ０．０００±０．００１ ０．０６４±０．００２ ０．２１９±０．００４ ０．０２１±０．００１ ０．３１３±０．００２

MMK０３遺物群 ４１ ０．４３８±０．００７ ０．１６５±０．００５ ０．０２７±０．００１ １．４０９±０．０２９ ０．２４５±０．０１０ ０．５６０±０．０１６ ０．０６８±０．０１０ ０．０２０±０．０１７ ０．０２９±０．００１ ０．３７１±０．００７

MMK１２遺物群 ４１ ０．１２６±０．００４ ０．０８５±０．００３ ０．０６６±０．００３ １．０９１±０．０３１ ０．８３０±０．０３０ ０．０４６±０．０１６ ０．２１１±０．０１５ ０．３１８±０．０３７ ０．０２３±０．００１ ０．３３５±０．００６

HEA１０遺物群 ４１ ０．２２２±０．００７ ０．１３０±０．００４ ０．０２１±０．００１ １．３３８±０．１３５ ０．４５４±０．０２６ ０．４１２±０．０１８ ０．１３４±０．０１４ ０．０５２±０．０２２ ０．０２０±０．００１ ０．２７９±０．００３

HEA２６遺物群 ４１ ０．２３５±０．００５ ０．０８２±０．００３ ０．０２８±０．００２ １．８４３±０．０８９ １．０６６±０．０３５ ０．２０７±０．０２８ ０．３５１±０．０２１ ０．０５７±０．０４８ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．００５

XBD６１遺物群 ４１ ０．０７３±０．００４ ０．２１４±０．００４ ０．００８±０．０００ ０．７２１±０．００４ ０．０６３±０．００２ ０．００１±０．００１ ０．０６７±０．００２ ０．１７９±０．００４ ０．０１９±０．００１ ０．３２２±０．００３

XBD１２４遺物群 ４１ ０．２７４±０．００６ ０．１７０±０．００３ ０．０３１±０．００１ １．２９３±０．０２０ ０．４０９±０．０１０ ０．４１２±０．０１７ ０．０９０±０．０１５ ０．１０３±０．０２５ ０．０２６±０．００１ ０．３５９±０．００３

XBD１３１遺物群 ４１ ０．１５６±０．００４ ０．０４８±０．００３ ０．１３１±０．００６ １．２４４±０．０４１ ２．１２５±０．０９１ ０．０３１±０．０２３ ０．４３０±０．０２４ ０．７９０±０．０６２ ０．０２４±０．００１ ０．３４２±０．００２

NOA０２遺物群 ４１ ０．１４９±０．００３ ０．１３４±０．００４ ０．０４３±０．００２ １．０７５±０．０４３ ０．６５４±０．０３２ ０．２８５±０．０１８ ０．１４２±０．０１２ ０．１８３±０．０３５ ０．０２３±０．００１ ０．３２３±０．００４

NOA０７遺物群 ４１ ０．２１０±０．００５ ０．１７６±０．０１１ ０．０１７±０．００１ ０．８７１±０．０１６ ０．２２１±０．００７ ０．０６８±０．００６ ０．０９７±０．００６ ０．０６５±０．０１４ ０．０２４±０．００１ ０．３０１±０．００５

SIT０２遺物群 ４０ ０．０７６±０．０１０ ０．１２１±０．０２０ ０．００６±０．０００ ０．４５４±０．００５ ０．０９７±０．００２ ０．００１±０．００１ ０．０７３±０．００２ ０．２２４±０．００５ ０．０２２±０．００１ ０．３３８±０．００９

SIT０３２遺物群 ４０ ０．０９８±０．００３ ０．１５２±０．００３ ０．００５±０．０００ ０．４４９±０．００４ ０．０７５±０．００２ ０．０００±０．０００ ０．０６３±０．００２ ０．２２０±０．００４ ０．０２２±０．００１ ０．３１６±０．００３

標準試料 JG－１ａ） １２７ ０．７５５±０．０１０ ０．２０２±０．００５ ０．０７６±０．０１１ ３．７５９±０．１１１ ０．９９３±０．０３６ １．３３１±０．０４６ ０．２５１±０．０２７ ０．１０５±０．０１７ ０．０２８±０．００２ ０．３４２±０．００４

M群＝桑ノ木津留第一群、F群＝UT遺物群、HS２群＝置戸・置戸山群、FR２群＝ケショマップ第一群にそれぞれ一致 平均値±標準偏差値、＊：ガラス質安山岩、NK遺物群：中ッ原遺跡、HY遺
物群：日和山遺跡、SN遺物群：三内丸山遺跡出土、KN遺物群：此掛沢遺跡、HS遺物群：北進遺跡、KI遺物群：桐木遺跡、UT遺物群：内屋敷遺跡、AI遺物群：相ノ沢遺跡、FS遺物群：房ノ沢遺
跡、SD遺物群：下舘銅屋遺跡、FR遺物群：東麓郷１，２遺跡、FH遺物群：東９線８遺跡、KT遺物群：北区１遺跡、KS遺物群：キウス４遺跡 A－R地区、SG遺物群：志風頭遺跡、OK遺物群：奥名
野遺跡、TB遺物群：戸平川遺跡、NM遺物群：長桝遺跡、MK遺物群：南方遺跡、YM遺物群：南方、藤尾、岩上遺跡、AC１、２、３遺物群：アチャ平遺跡、IN１、２遺物群：岩野原遺跡、K１９遺
物群：K３９遺跡、KK１，２遺物群：計志加里遺跡、HB１，２（フリント様）：八久保第２遺跡、HR遺物群：堀量遺跡、HM遺物群：春ノ山遺跡、KU４（硬質頁岩様）：久木野遺跡、ON１，２：大原野遺跡、NI
２９：穂香遺跡、UH６３・UH６６：上ノ原遺跡、UN５１遺物群：雲南遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、アバチャ
遺跡、中部カムチャッカ：UshikiⅠ、Ⅱ、Ⅴ遺跡、コムソモリスク－ナ－アムール：フーミ遺物群、MTR２１遺物群：耳取遺跡、FUTI３遺物群：八千代村封地遺跡、ST１３９遺物群：上白滝５遺跡。
a）：Ando,A., Kurasawa,H., Ohmori,T. & Takeda,E．（１９７４）．１９７４compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG－１granodiorite and JB－１basalt. Geochemical Journal Vol．８，１７５－１９２．



Ⅳ 自然科学的分析等

２８９

黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図Ⅳ－３に示す。元素組成によってこれら原石を

分類した結果を表Ⅳ－４～７に示す。この原石群に原石産地不明の遺物で作った遺物群を加えると２８１

個の群の数になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域

の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約２

kmの幌加沢地点、他に白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の産地は大

規模であり、黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第一群）にまとまる。次に、あじさいの滝の露

頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい滝群を作った（旧白滝第二群）。

それから、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は黒曜石で、元素組成はあじさい滝群に似るが、石肌

が梨肌でありそれで区別できる。幌加沢の転礫の中で７０％は幌加沢群になり、あじさい滝群と元素組

成から両群を区別できず、残りの３０％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石のうち、北海道常呂郡

置戸町の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林

道で採取される原石の元素組成は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される

原石はケショマップ第一および第二群に分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原

石は、湧別川および常呂川に通じる流域にあり、その両河川の流域では黒曜石の円礫が採取される。

そのうち湧別川下流域から採取した黒曜石円礫２４７個の元素組成の分類結果を表Ⅳ－８に示した。そ

れから、中ノ島、北見大橋間の常呂川流域から採取した３７個の円礫の中には、独特な元素組成の原石

も見られるため新しい原石群を追加し分類結果を表Ⅳ－９に示した。十勝三股産原石の採取場所は、

北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中であり、その元素組成は十勝三股群

にまとまる。この十勝三股産原石は十三ノ沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川

から採取される黒曜石円礫の元素組成は、十勝三股産の原石の元素組成ととてもよく似ている。また、

上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の元素組成も十勝三股産原石の元素組成ととて

もよく似ている。これら元素組成のよく似た原石の原産地は互いに区別できないため、遺物石材の産

地分析でたとえ十勝三股群に同定されたとしても、他に音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地

点を考えなければならない。しかし、これら複数の産地をまとめて十勝地域としても、古代の地域間

の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美

蔓台地から産出する黒曜石から２個の美蔓原石群を作った。この原石は産地近傍の遺跡で使用されて

いる。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄の地域にかけて黒曜石の円礫が採

集される。これらを元素組成で分類すると８８％は名寄第一群、１２％は名寄第二群にそれぞれなる。旭

川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、２０％が近

文台第一群、６９％が近文台第二群、１１％が近文台第三群にそれぞれ分類される。そのうち台場の砂礫

採取場からは近文台諸群に一致するもの以外に黒、灰色系統の円礫も見られ、それらから台場第一、

二群を作った。滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、元素組成で分類すると約７９％が滝

川群にまとまり、２１％が近文台第二、三群に元素組成が一致する。このうち滝川群に一致する元素組

成の原石は、北竜市恵袋別川のほとりにある培本社からも採取される。秩父別第一、二群の黒曜石原

石は秩父別町の雨竜川に開けた平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小さな円礫として採取される。こ

れらの黒曜石原石の産出状況や礫の状態は滝川産黒曜石と同じであり、そして秩父別第一群は滝川第

一群に元素組成が一致し、秩父別第二群は滝川第二群に一致し、さらに近文台第二群にも一致する。

赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。この

原石のうち、少球顆状の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第一群

を作り、また、球顆状のものが非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第二群を作った。
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表Ⅳ－８ 湧別川河口域の河床から採取した２４７個の黒曜石円礫の分類結果

表Ⅳ－９ 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した３７個の黒曜石円礫の分類結果

原石群名 個数 百分率 備 考

赤石山群 ９０個 ３６％ 白滝産地赤石山群に一致

八号沢・白土沢群 １２０個 ４９％ 割れ面が梨肌の黒曜石

あじさい滝群、幌加沢 ３１個 １３％ 割れ面が梨肌でないもの

ケショマップ第二群 ５個 ２％

ＫＳ３遺物群 １個 ０．０４％

原石群名 個数 百分率 備 考

所山群 ２１個 ５７％

置戸山群 ８個 ２２％ ＨＳ２遺物群に似る

ケショマップ第二群 １個 ３％ ＦＲ１、ＦＲ２遺物群に似る

八号沢群 １個 ３％ 割れ面梨肌

常呂川第１群 １個 ３％

常呂川第２群 ２個 ５％

常呂川第３群 １個 ３％

常呂川第４群 ２個 ５％ ＫＳ１遺物群、所山群に似る

図Ⅳ－３ 黒曜石原産地

注：八号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面が梨肌か否かで区別した。

注：常呂川第１～２群は分析場所を変えて複数回測定して作る。
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これら第一、二群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したとき、しばしば赤井川両群に同定さ

れる。豊泉産原石は豊浦町から産出し、元素組成によって豊泉第一、二群の２群に区別される。その

うち豊泉第二群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、

一部は青森県に伝播している。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石で原石群

が確立されている。出来島群は、青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石

で作られた群であり、この出来島群と互いに似た元素組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区

に流入する中村川の上流で１点採取され、その他には青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地

区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸や同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭

より採取された原石で六角沢群を作り、また八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の

両群とよく似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、

成田群、浪岡町県民の森地区より産出した原石で作った大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第一、

二群と弁別は可能であるが原石の元素組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常

に少なく、その中には石鏃が作れる大きさのものが稀にみられる程度である。しかし、鷹森山群は鷹

森山麓の成田地区産出の黒曜石でありその中には５cm大のものもみられる。その他に考古学者の話

題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、上記の産地を含む日本各地、近隣

諸国を含めた産地の合計２８１個の原石群、原石産地不明の遺物群と比較し、必要条件と十分条件を求

めて遺物の原石産地を同定する。

（４）結果と考察
遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影

響を受けやすいと考えられる。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比の値を除いて産地分析を行った場合と、ま

た除かずに産地分析を行った場合の、いずれの場合でも同定される産地は同じである。他の元素比の

値についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実

さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した上白滝８遺跡出土の黒曜石製遺物の各元素比の値を表Ⅳ－１０に示した。石器の分析結

果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて各原石群との比較をする。説明を簡単に

するため例として Rb/Zrの一変量だけを考えると、表Ⅳ－１０の分析番号９５２２６番の遺物では Rb/Zrの

値は１．３４５である。そこでこの値を赤石山群と比較すると、赤石山の［平均値］±［標準偏差値］は

１．３４０±０．０５９であるので、分析番号９５２２６番の遺物と原石群の差を標準偏差値（σ）を基準にして考

えると、遺物は赤石山群の平均値から０．０８σ 離れている。ところで赤石山群原産地から１００個の原石

を採ってきて分析すると、平均値から±０．０８σ のずれより大きいものが９３個ある。すなわち、この遺

物が、赤石山群の原石から作られていたと仮定しても、０．０８σ 以上離れる確率は９３％であると言える。

だから、赤石山群の平均値から０．０８σ しか離れていないときには、この遺物が赤石山群の原石から作

られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を滝川第一群に比較すると、滝川第一

群の［平均値］±［標準偏差値］は１．０１７±０．０４５であるので、その平均値からの隔たりは７．２９σ であ

る。これを確率の言葉で表現すると、滝川第一群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から７．２９

σ 以上離れている確率は、一兆分の一であると言える。このように、一兆個に一個しかないような原

石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、滝川第一群の原石
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表Ⅳ－１０ 上白滝８遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

分析
番号

元 素 比
Ca/ K Ti/ K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/ K Si/ K

６３８５３ ０．５２６ ０．１０８ ０．０５７ ２．５２０ ０．５９４ ０．６２０ ０．２０４ ０．０３４ ０．０２７ ０．４０９
６３８５４ ０．０９８ ０．０１８ ０．０９８ ２．６４２ １．７６５ ０．１１１ ０．５０１ ０．０４０ ０．０１９ ０．２６３
６３９４９ ０．１５６ ０．０６２ ０．０４８ ２．４３６ １．１９４ ０．２４２ ０．２９４ ０．１３０ ０．０３３ ０．３７９
６３９５０ ０．１８２ ０．０６５ ０．０６１ ２．５５７ １．３２６ ０．２４０ ０．３６２ ０．０８５ ０．０２２ ０．３５７
６３９５１ ０．１８８ ０．０６５ ０．０４１ ２．６３８ １．２９４ ０．２７９ ０．３４３ ０．０４２ ０．０２７ ０．３５４
６３９５８ ０．１３７ ０．０４７ ０．０５７ ２．６３２ １．３０７ ０．２８７ ０．３７８ ０．０８９ ０．０２１ ０．２９０
６３９５９ ０．１６８ ０．０６７ ０．１０７ ２．７９７ １．４３６ ０．２９８ ０．３６１ ０．０５０ ０．０２６ ０．３７４
９２３４３ ０．１７２ ０．０６５ ０．０８０ ２．８８２ １．３９２ ０．３２７ ０．３３８ ０．０５２ ０．０２８ ０．３６６
９２３４４ ０．１７６ ０．０６９ ０．０８３ ２．９６１ １．４７３ ０．３２５ ０．３７０ ０．０６７ ０．０２６ ０．３５９
９２３４５ ０．１６７ ０．０６２ ０．０８３ ２．８０９ １．４２７ ０．３６２ ０．４０３ ０．１２４ ０．０２５ ０．３２９
９２３４６ ０．１７１ ０．０５３ ０．０８１ ２．９３４ １．４０２ ０．３７８ ０．３８３ ０．０７７ ０．０２７ ０．３６５
９２３４７ ０．１７５ ０．０６３ ０．０８０ ２．８５７ １．４０１ ０．３１６ ０．３５８ ０．０００ ０．０２７ ０．３５９
９２３４８ ０．３２５ ０．１２９ ０．０４４ １．８２９ ０．８４２ ０．４６４ ０．１７６ ０．１４６ ０．０２８ ０．３８３
９２３４９ ０．３２６ ０．１２９ ０．０４８ １．８２２ ０．８２０ ０．４３９ ０．１８０ ０．０５６ ０．０２９ ０．３９８
９２３５０ ０．１４１ ０．０２３ ０．０９２ ２．９５３ １．８７６ ０．０１０ ０．４８８ ０．１６０ ０．０２４ ０．３３２
９２３５１ ０．３３５ ０．１３２ ０．０４５ １．８４１ ０．８５５ ０．４４９ ０．１７２ ０．０５３ ０．０２９ ０．４００
９２３５２ ０．３１９ ０．１１８ ０．０４９ １．８４１ ０．８８７ ０．４４０ ０．１７２ ０．００８ ０．０２８ ０．３９３
９２３５３ ０．３３２ ０．１２５ ０．０４６ １．８０３ ０．８２５ ０．４３２ ０．１７６ ０．００５ ０．０２９ ０．４０４
９２３５４ ０．１７４ ０．０６４ ０．０７５ ２．６１９ １．１８９ ０．２７０ ０．３３３ ０．００７ ０．０２６ ０．３６１
９２３５５ ０．３３１ ０．１１９ ０．０４６ １．８１２ ０．８３９ ０．４５３ ０．１７９ ０．０６３ ０．０２８ ０．３９１
９２３５６ ０．３２７ ０．１２８ ０．０４９ １．８３４ ０．８１５ ０．４２９ ０．１６２ ０．０７３ ０．０２８ ０．３８９
９２３５７ ０．１７５ ０．０６６ ０．０８３ ２．８７５ １．３６６ ０．２１２ ０．３２５ ０．０３２ ０．０２６ ０．３６６
９２３５８ ０．１４１ ０．０２２ ０．１００ ３．０２６ １．８３２ ０．０８７ ０．４７１ ０．１１９ ０．０２６ ０．３５７
９２３５９ ０．１７６ ０．０６１ ０．０８６ ２．７１０ １．４４３ ０．３２１ ０．３７２ ０．１１１ ０．０２７ ０．３６０
９５２２２ ０．５５０ ０．１０７ ０．０４７ ２．３８１ ０．６２０ ０．６０７ ０．１８８ ０．０２８ ０．０２５ ０．３２７
９５２２３ ０．１７７ ０．０５９ ０．０７６ ２．６１０ １．３０９ ０．３１１ ０．３４８ ０．０９２ ０．０２６ ０．３５６
９５２２４ ０．１７９ ０．０６７ ０．０７１ ２．３４６ １．２４５ ０．２５９ ０．３３０ ０．０２８ ０．０２７ ０．３６２
９５２２５ ０．１８５ ０．０８２ ０．０７８ ２．５４１ １．３５６ ０．２７４ ０．３２７ ０．０６０ ０．０２０ ０．２８８
９５２２６ ０．１７４ ０．０７１ ０．０８２ ２．７３１ １．３４５ ０．２３８ ０．２９５ ０．０３４ ０．０２６ ０．３５３
９５２２７ ０．１６３ ０．０６４ ０．０８３ ２．７０４ １．３８１ ０．２６０ ０．３３２ ０．０６２ ０．０２４ ０．３２１
９５２２８ ０．１７６ ０．０６７ ０．０７７ ２．６７４ １．２７７ ０．２３４ ０．３３４ ０．０５６ ０．０２７ ０．３５６
９５２２９ ０．２６５ ０．０８５ ０．０７３ ２．３７０ １．１３１ ０．４６３ ０．３３７ ０．０７６ ０．０２８ ０．３７６
９５２３０ ０．１７３ ０．０５７ ０．０７４ ２．４８６ １．２７７ ０．３０９ ０．３１１ ０．００３ ０．０２８ ０．３７２
９５２３１ ０．１７７ ０．０６２ ０．０８４ ２．７５４ １．５０４ ０．３４３ ０．３５３ ０．０１１ ０．０２７ ０．３５８
９５２３２ ０．１６９ ０．０６２ ０．０７８ ２．６１２ １．３３５ ０．２４９ ０．３３１ ０．０７８ ０．０２６ ０．３５２
９５２３３ ０．１３６ ０．０２２ ０．０９６ ２．８８５ １．８３８ ０．０５８ ０．４７５ ０．１１３ ０．０２６ ０．３４８
９５２３４ ０．１７８ ０．０６７ ０．０７７ ２．４８７ １．３２６ ０．２８４ ０．３４４ ０．０４４ ０．０２７ ０．３７２
９５２３５ ０．１４４ ０．０２８ ０．１０３ ２．７４４ １．７４４ ０．０８７ ０．５０８ ０．１３６ ０．０２７ ０．３５２
９５２３６ ０．１７５ ０．０６４ ０．０８４ ２．９３７ １．４０５ ０．３２１ ０．３７９ ０．１１２ ０．０２６ ０．３５３
９５２３７ ０．１３７ ０．０２３ ０．１０３ ３．０１３ １．９７３ ０．１１９ ０．５０６ ０．１３７ ０．０２５ ０．３４６
９５２３８ ０．１８０ ０．０６４ ０．０８４ ２．６９５ １．３８４ ０．２６３ ０．３４０ ０．０４６ ０．０２７ ０．３５４
９５２３９ ０．１７７ ０．０６４ ０．０７８ ２．６２８ １．２９３ ０．３１１ ０．３４３ ０．１１４ ０．０２７ ０．３６９
９５２４０ ０．１４０ ０．０２１ ０．１０１ ２．９６５ １．８１０ ０．１２０ ０．４６０ ０．１７１ ０．０２６ ０．３４８
９５３０５ ０．３３０ ０．１２９ ０．０４３ １．８６９ ０．８２５ ０．４４６ ０．１７３ ０．００２ ０．０２８ ０．３８４
９５３０６ ０．１４３ ０．０２１ ０．１１０ ３．１５２ ２．０８４ ０．１２６ ０．５６３ ０．１４２ ０．０２６ ０．３４７
JG―１ ０．７８０ ０．２０８ ０．０７２ ４．１１３ ０．９６９ １．２６０ ０．３１０ ０．０４７ ０．０３１ ０．３１７

JG―１：標準試料－Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E.１９７４ compilation of data on the GJS geochemical reference
samples JG―１granodiorite and JB―１basalt. Geochemical Journal, Vol．８１７５―１９２（１９７４）
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から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤石

山群に９３％の確率で帰属され、信頼限界の０．１％を満たしていることから赤石山群産原石が使用され

ていると同定される。さらに滝川第一群に百億分の１％の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に

満たないことから滝川第一群の原石でないと判断される」。遺物が１か所の産地（赤石山群産地）と

一致したからと言って、たとえ赤石山群と滝川第一群の原石は成分が異なっていても、分析している

試料は原石でなく遺物であり、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、

他の産地に一致しないとは断定できない。また同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも同定

される可能性が考えられる。即ちある産地（赤石山群産地）に同定され必要条件を満足したと言って

も同定された産地の原石とは限らないために、帰属確率による判定を表Ⅳ－４～７の２８１個全ての原

石群、遺物群について行い十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群、遺物群の石材は使用して

いないとして消していくことにより、はじめて赤石山群産地の石材のみが使用されていると判定され

る。実際は Rb/Zrといった唯一つの変量だけでなく、前述した八つの変量で取り扱うので変量間の

相関を考慮しなければならない。例えば、Ａ原産地のＡ群で Ca元素と Rb元素との間に相関があり、

Caの量を計れば Rbの量は分析しなくても分かるようなときは、Ａ群の石材で作られた遺物であれ

ば、Ａ群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然 Rb量も一致するはずである。従って、もし Rb量

だけが少しずれている場合には、この試料はＡ群に属していないと言わなければならない。このこと

を数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を

求めて行うホテリングのＴ２乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産

地を同定する４、５）。産地の同定結果は１個の遺物に対して、黒曜石では２８１個の推定確率結果が得られ

ている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確

率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認し

たという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち赤石山産原石と判定された遺物に対して、カムチ

ャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を

考える必要がないという結果であり、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表Ⅳ－１１に記

入している。原石群、遺物群を作った石材試料は直径３cm以上である。しかし遺物試料は多数を決

められた時間で処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短

時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ、ときには原

石群、遺物群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。従って、小さな遺物の産地推定を行っ

たときに、判定の信頼限界としている０．１％に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この

場合には、石材産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離Ｄ２乗の値を記した。この

遺物については、記入されたＤ２乗の値が原石群、遺物群の中で最も小さなＤ２乗値であり、この値

が小さい程、遺物の元素組成はその原石群、遺物群の元素組成と似ていると言えるため、推定確率は

低いが、そこの石材産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。白滝地域産黒曜石の中で、

赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を持っているが、元素組成が互いに似たあじさい滝、八号沢、白

土沢、幌加沢の各群の原石のうちあじさい滝、幌加沢産はガラス光沢を示し、そして八号沢、白土沢

産は梨肌を示すため、原石産地の判定に梨肌か、ガラス光沢かを判定の指標に加えた。赤井川および

十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より

産出する黒曜石でそれぞれ作られた戸門第一、鷹森山、大釈迦の各群の元素組成が赤井川第一、二群、

十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝

産地、またこれら３か所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。このとき戸門産地の
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表Ⅳ－１１ 上白滝８遺跡出土黒曜石製遺物の原材産地推定結果
分析
番号

試料
番号 遺跡名 ブロ

ック
グリ
ッド

遺物
番号

母岩
番号

接合
番号 挿図番号 ホテリングのＴ２検定結果 判定 遺 物

器種名 表面状態

６３８５３SHIRA X１２ 上白滝８ ９５ Ｌ２７ １１５１ － － Ⅲ―２１８―１ ケショマップ第一群（５８％），東麓郷 FR２遺物群（２２％），美
蔓第一群（３％），滝川第二群（２％），近文台第三群（１％） ケショマップ 有舌

尖頭器

６３８５４SHIRA X１３ 上白滝８ ９５ Ｐ２５ ２５ － ５７４８ Ⅲ―２３３―８４ あじさい滝（０．１％） あじさい滝 有舌
尖頭器 梨肌ではない

６３９４９SHIRA W８ 上白滝８ ７７ Ｐ１０ ３３ － ５０８０８ Ⅲ―８３―５０ 赤石山（３％） 赤石山 掻器

６３９５０SHIRA W９ 上白滝８ ７７ Ｐ１０ ９５ ５２０ － Ⅲ―８０―３６ 赤石山（１２％） 赤石山 掻器

６３９５１SHIRA W１０ 上白滝８ ７７ Ｒ１１ ３ ５３２ ４３２ Ⅲ―７７―１３ 赤石山（１２％） 赤石山 掻器

６３９５８SHIRA W１７ 上白滝８ ９５ Ｍ２８ ４６４ － － Ⅲ―２３３―８０ 赤石山（０．２％） 赤石山 ナイフ
形石器

６３９５９SHIRA W１８ 上白滝８ ９５ Ｎ２８ ２５０ － － Ⅲ―２３３―８３ 赤石山（３９％） 赤石山 ナイフ
形石器

９２３４３SHIRA X１７７ 上白滝８ ７３ Ｋ１４ １ ５１２ － Ⅲ―７７―１７ 赤石山（５４％），幌加沢（０．５％） 赤石山 掻器

９２３４４SHIRA X１７８ 上白滝８ ７７ Ｎ１０ １ － － Ⅲ―７８―１９ 赤石山（３５％），幌加沢（０．３％） 赤石山 掻器

９２３４５SHIRA X１７９ 上白滝８ ７６ Ｌ１０ ３９ － － Ⅲ―７６―１１ 赤石山（１４％） 赤石山 掻器

９２３４６SHIRA X１８０ 上白滝８ ７４ Ｌ１２ ２１ － － Ⅲ―８０―３４ 赤石山（６％） 赤石山 掻器

９２３４７SHIRA X１８１ 上白滝８ ６７ Ｋ３７ ４１５ － － Ⅲ―４３―１ 赤石山（５９％），幌加沢（２％） 赤石山 基部平坦
加工石器

９２３４８SHIRA X１８２ 上白滝８ ９１ Ｈ３４ ２５ － － Ⅲ―２３７―１７５ 所山（１９％） 所山 掻器

９２３４９SHIRA X１８３ 上白滝８ １０９ Ｎ８ ２４ － － Ⅲ―４９８―１１ 所山（９７％），常呂川第４群（２３％） 所山 掻器

９２３５０SHIRA X１８４ 上白滝８ ８５ Ｏ３６ ３１ － － Ⅲ―５１３―３ 白土沢（２１％），幌加沢（５％），あじさい滝（２％），八号沢
（０．４％） あじさい滝 削器 梨肌ではない

９２３５１SHIRA X１８５ 上白滝８ ９１ Ｈ３４ ５ － ５８００７ Ⅲ―５１３―６ 所山（５７％），常呂川第４群（３％），美蔓第一群（０．１％） 所山 削器

９２３５２SHIRA X１８６ 上白滝８ ９１ Ｈ３３ ５３ － － Ⅲ―５１３―５ 所山（９％），常呂川第４群（２％） 所山 削器

９２３５３SHIRA X１８７ 上白滝８ １０９ Ｎ８ １３０ － － Ⅲ―５１３―７ 所山（７７％），常呂川第４群（９％） 所山 削器

９２３５４SHIRA X１８８ 上白滝８ ８３ Ｎ３８ ７７５ － ５７９５６図版１０８―２２４ 赤石山（４９％），幌加沢（０．９％） 赤石山 石刃

９２３５５SHIRA H１６９上白滝８ ９７ Ｋ２２ ５０３ － － Ⅲ―３６９―１ 所山（５６％），常呂川第４群（１０％） 所山 尖頭器

９２３５６SHIRA H１７０上白滝８ ９７ Ｋ２２ ５２０ － － Ⅲ―３６９―３ 所山（３５％），常呂川第４群（６％） 所山 尖頭器

９２３５７SHIRA H１７１上白滝８ １０１ Ｌ１９ １１ － － Ⅲ―３９９―２８２ 赤石山（２１％），幌加沢（０．２％） 赤石山 つまみ付
きナイフ

９２３５８SHIRA H１７２上白滝８ － Ｌ４１ Ⅰ―１ － － Ⅲ―５１０―１ 幌加沢（９９．６％），白土沢（９８％），あじさい滝（９６％），八号
沢（９２％） あじさい滝 尖頭器 梨肌ではない

９２３５９SHIRA H１７３上白滝８ １１０ Ｑ３ ４４ － － Ⅲ―４９６―１ 赤石山（６２％），幌加沢（０．６％） 赤石山 尖頭器

９５２２２SHIRA X２４８ 上白滝８ ９３ Ｌ３０ ２７０ － － Ⅲ―２１９―１３ 東麓郷 FR２遺物群（２０％），ケショマップ第一群（１０％），美蔓第一群（４％），
美蔓第二群（０．３％），東麓郷 FR３遺物群（０．１％），近文台第三群（０．１％） ケショマップ 尖頭器

９５２２３SHIRA X２４９ 上白滝８ ９３ Ｏ２９ ４６４ － － Ⅲ―２１９―１１ 赤石山（９３％），幌加沢（２％） 赤石山 尖頭器

９５２２４SHIRA X２５０ 上白滝８ ９３ Ｐ２８ ５７６０ － ５７９９０ Ⅲ―２１９―１２ 赤石山（４５％），上白滝５ST１３９（３％） 赤石山 尖頭器

９５２２５SHIRA X２５１ 上白滝８ ９３ Ｍ２９ ６６２ － ５７９９３ Ⅲ―２１８―４ 上白滝５ST１３９（４９％）【赤石山（９０％），上白滝５ST１３９（２４％），
幌加沢（３％），白土沢（０．２％）】 赤石山 尖頭器

９５２２６SHIRA X２５２ 上白滝８ ９３ Ｐ２８ ５６３４ － ５７９９７ Ⅲ―２１８―６ 赤石山（２０％），上白滝５ST１３９（１％） 赤石山 尖頭器

９５２２７SHIRA X２５３ 上白滝８ ９３ Ｐ２８ ４１９３ ９３７ ４０７２ Ⅲ―２１８―５ 赤石山（７０％） 赤石山 剥片

９５２２８SHIRA X２５４ 上白滝８ ９３ Ｍ３０ ８１１ ７３５ ３３２９ Ⅲ―２２０―１８ 赤石山（８０％），幌加沢（０．３％），上白滝５ST１３９（０．２％） 赤石山 剥片

９５２２９SHIRA X２５５ 上白滝８ ９５ Ｋ２９ ３２１ － － Ⅲ―２１９―１０ 十勝三股（６２％），大釈迦（０．３％），戸門第一群（０．３％） 十勝 尖頭器

９５２３０SHIRA X２５６ 上白滝８ ９７ Ｊ２４ １６４６ － － Ⅲ―３６９―５ 赤石山（１９％），幌加沢（０．７％） 赤石山 尖頭器

９５２３１SHIRA X２５７ 上白滝８ ９９ Ｊ２１ ２５０ － － Ⅲ―３６９―２ 赤石山（１５％），幌加沢（０．１％） 赤石山 尖頭器

９５２３２SHIRA X２５８ 上白滝８ － Ｋ２４ Ⅰ―１ － － Ⅲ―３６９―６ 赤石山（９７％），幌加沢（０．３％），上白滝５ST１３９（０．１％） 赤石山 尖頭器

９５２３３SHIRA X２５９ 上白滝８ ９７ Ｊ２３ ８７８ ７８３ ３５０１ Ⅲ―２７９―３３４ 白土沢（９２％），幌加沢（８２％），あじさい滝（５３％），八号沢
（２２％） 八号沢 剥片 梨肌

９５２３４SHIRA X２６０ 上白滝８ ９３ Ｌ３０ ８２８ ７２７ ３２８５ Ⅲ―２７７―３３３ 赤石山（８５％），上白滝５ST１３９（５％） 赤石山 剥片

９５２３５SHIRA X２６１ 上白滝８ ９６ Ｎ２３ １１７ １０５４４３８７ 図版２５２―５０７ 白土沢（８％），あじさい滝（８％），幌加沢（２％） 八号沢 剥片 梨肌

９５２３６SHIRA X２６２ 上白滝８ ９７ Ｋ２４ ４７２ １０６７４４３３ Ⅲ―２８１―３３５ 赤石山（７４％），幌加沢（０．５％） 赤石山 剥片

９５２３７SHIRA X２６３ 上白滝８ ９５ Ｍ２７ １１５２ ７８５ ３５０６ 図版２５１―５０６ 幌加沢（７２％），あじさい滝（６７％），白土沢（５３％），八号沢（１５％） 八号沢 剥片 梨肌

９５２３８SHIRA X２６４ 上白滝８ ９３ Ｎ２９ ６７４ ７４０ ３３５８ Ⅲ―２７４―３３１ 赤石山（６５％），上白滝５ST１３９（１％） 赤石山 剥片

９５２３９SHIRA X２６５ 上白滝８ ９５ Ｐ２６ ２６ ７５４ ３４１８ 図版２５３―５０８ 赤石山（９２％），幌加沢（０．５％） 赤石山 剥片

９５２４０SHIRA X２６６ 上白滝８ ９３ Ｋ３０ ８２ ７８６ ３５０９ Ⅲ―２８５―３３７ 幌加沢（９０％），白土沢（８４％），あじさい滝（６０％），八号沢
（５４％） 八号沢 剥片 梨肌

９５３０５SHIRA H１８７上白滝８ ９５ Ｊ２９ ９６ － － Ⅲ―２１８―２ 所山（８０％），常呂川第４群（３％），キウス KS１遺物群（０．２％），
美蔓第一群（０．１％） 所山 尖頭器

９５３０６SHIRA H１８８上白滝８ ９５ Ｍ２７ ２８６ － － Ⅲ―２１８―３ 幌加沢（４０％），白土沢（２４％），あじさい滝（９％），八号沢
（０．６％） 八号沢 尖頭器 梨肌

【 】は、ホテリングの T２検定結果（確率）を算出するときに Ca/K,Ti/Kを抜いて得られた結果。
注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分

析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係（相互チェックな
し）ありません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をす
る必要があります。
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原石が使用されたか否かは、その遺跡で多数の遺物を分析し戸門第一群と第二群に同定される割合を

求め、これを戸門産地の原石を分析したときの第一群（５０％）と第二群（５０％）の出現割合と比較し

戸門産地の可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第二群に帰属される遺物が見られ

ないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常

に小さい原石が多く使用された可能性は低いと思われる。

また、赤石山、八号沢・白土沢、あじさい滝、幌加沢群、ケショマップ第二群に一致する元素組成

の原石は白滝地域、ケショマップ産地以外に湧別川下流域でも円礫状のものが採取される（表Ⅳ－８）。

また、所山群、置戸山群、ケショマップ第二群、割れ面が梨肌で親指大の石材で八号沢群であるもの

に各々一致する元素組成の円礫状の原石が北見・常呂川流域で採取される（表Ⅳ－９）。分析した遺

物が、白滝地域、置戸地域、留辺蘂・ケショマップ地域の露頭産か、また湧別川下流域、常呂川流域

産のいずれかの産地から伝播したかを推測するには、多数の遺物を分析して各群に同定される頻度を

求め、湧別川、常呂川採取黒曜石原石の頻度分布と比較して決定される。原石・遺物群の中で、所山

群、常呂川第４群、KS１遺物群、滝川第二群はそれぞれ元素組成が似ているので水和層の影響（K

元素比が少し小さくなる傾向）を受けた黒曜石製遺物では、複数の産地に信頼限界の０．１％を越えて

同定される。遺物が複数の群に同定されその遺物に原石の自然面が残る場合は、円礫であるか、角礫

であるか、河川産であるか、露頭産であるかによって判断する。

今回分析した上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の４５個の中で赤石山産が５８％（２６個）、所山

産が１８％（８個）、八号沢産が１１％（５個）、あじさい滝産が７％（３個）、ケショマップ産が４％（２

個）、そして十勝産が２％（１個）と同定された。なお、上白滝５ST１３９遺物群は SHIRA－X１３９の片

面によって作成した遺物群であり、もう片面の方は赤石山群に一致する。なお、分析番号９５２２５番の

判定結果であるが、以前の判定結果は上白滝５ST１３９遺物群であったが、改めて軽元素を抜いて同定

を行ったところ、上白滝５ST１３９遺物群よりも高い確率で赤石山群と同定されたため、上白滝５ST１３９

遺物群は赤石山群の石材の風化面を分析したものと考えられるので赤石山群と判定した。所山産と同

定された１個が常呂川流域から採取された可能性は否定できないが、４５個の遺物の中に常呂川流域で

のみ見られる常呂川第１、２、３群が見られないことから、上記と同様に常呂川流域から採取した証

拠はない。

また、分析番号９５２２２番は東麓郷 FR２遺物群が一番パーセンテージが高いが、分析した遺物の特徴

や検定結果から、ケショマップ産と判定した。

（５）非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定
今回分析した上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器の１２個について非破壊分析による水和層厚の結果が

得られたので報告する。

分析方法は、黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したとき、黒曜石の表面で反射する光と、水

和層を透過して水和していない部分との境界で反射する光で生じる干渉波の波長から水和層の厚さを

求めるやり方である。光の反射を利用するため、遺物の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩

耗傷などが水和層測定の障害になり測定できない場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面

での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発達した部分を探して測定しなければならない。従っ

て、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行うため、試料によっては１個に数時間かかることもあ

る。石器について３か所を分析し、代表的な水和層の干渉波スペクトルを図Ⅳ－４に示した。なお、

分析番号６３９４９～６３９５１番と分析番号６３９５９番の水和層の干渉波スペクトルのデータは無い。また測定
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表Ⅳ－１２ 上白滝８遺跡出土黒曜石製遺物の水和層厚測定結果
分析
番号 試料番号 遺跡名 ブロ

ック
グリ
ッド

遺物
番号

母岩
番号

接合
番号 挿図番号 判 定

水和層の厚さ３ヶ所 経過年代 水和速度
遺 物 名

測定（μm） （B.P．） （μ ㎡／１０００年）
６３９４９ SHIRA W８ 上白滝８ ７７ Ｐ１０ ３３ － ５０８０８ Ⅲ―８３―５０ 赤石山 ４．９９ ５．２３ ４．５０ １６，２７９±１，９９１ １．４８ 掻器
６３９５０ SHIRA W９ 上白滝８ ７７ Ｐ１０ ９５ ５２０ － Ⅲ―８０―３６ 赤石山 ４．１４ ４．１８ ４．５６ １２，４２９±１，１１５ １．４８ 掻器
６３９５１ SHIRA W１０ 上白滝８ ７７ Ｒ１１ ３ ５３２ ４３２ Ⅲ―７７―１３ 赤石山 ４．７３ ４．９０ ５．１０ １６，２５５±１，００５ １．４８ 掻器
６３９５８ SHIRA W１７ 上白滝８ ９５ Ｍ２８ ４６４ － － Ⅲ―２３３―８０ 赤石山 測定不能 － １．４８ ナイフ形石器
６３９５９ SHIRA W１８ 上白滝８ ９５ Ｎ２８ ２５０ － － Ⅲ―２３３―８３ 赤石山 ６．１７ ６．３０ ６．１０ ２５，８４４±６９５ １．４８ ナイフ形石器
９２３５５ SHIRA H１６９ 上白滝８ ９７ Ｋ２２ ５０３ － － Ⅲ―３６９―１ 所山 ３．４７２３ ３．４８２５ ３．５９２２ ９，１０４±２８４ １．３５ 尖頭器
９２３５６ SHIRA H１７０ 上白滝８ ９７ Ｋ２２ ５２０ － － Ⅲ―３６９―３ 所山 ４．７７９５ ４．８００１ ４．８２３０ １７，０１９±１２６ １．３５ 尖頭器
９２３５７ SHIRA H１７１ 上白滝８ １０１ Ｌ１９ １１ － － Ⅲ―３９９―２８２ 赤石山 ５．６２５８ ５．５６４０ ５．３３０６ １８，９０９±８６９ １．６０ つまみ付きナイフ
９２３５８ SHIRA H１７２ 上白滝８ － Ｌ４１ Ⅰ―１ － － Ⅲ―５１０―１ あじさい滝 ５．０６９６ ５．２０９８ ５．１７２７ １７，８７４±４１２ １．４８ 尖頭器
９２３５９ SHIRA H１７３ 上白滝８ １１０ Ｑ３ ４４ － － Ⅲ―４９６―１ 赤石山 ５．５６０５ ５．５２４７ ５．３４９６ ２０，２３０±６７９ １．４８ 尖頭器
９５３０５ SHIRA H１８７ 上白滝８ ９５ Ｊ２９ ９６ － － Ⅲ―２１８―２ 所山 ３．８３２０ ３．７３５１ ３．７４５４ １０，４７９±２４４ １．３５ 尖頭器
９５３０６ SHIRA H１８８ 上白滝８ ９５ Ｍ２７ ２８６ － － Ⅲ―２１８―３ 八号沢 ４．７１６２ ４．４２３２ ４．５２５５ １３，９７４±７５１ １．４８ 尖頭器

図Ⅳ－４ 黒曜石水和層の干渉波スペクトル
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した３か所の分析値、そしてそこから算出された３か所の経過年代、その３か所の経過年代の平均、

標準偏差を表Ⅳ－１２に記した。水和層の厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の

経過年代を炭素－１４法、フィッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。こ

の水和速度は黒曜石の埋土中に受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確

に求めなければ、正確な年代の換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度を旧

石器時代では約７．５℃を平均効果温度として水和速度６）を推定して、赤石山産・八号沢産・あじさい

滝産原石は１．４８（μm２／１０００年）、所山産原石は１．３５（μm２／１０００年）とし、また縄文時代では約

８．５゚ Cを平均効果温度として水和速度６）を推定して、赤石山産原石は１．６（μm２／１０００年）とした。

これらの水和速度の値を用いて下記の式により水和層の厚さを経過年代に換算した。なお、下記の式

の中で分析した時の西暦年数から１，９５０を引いた値を前の式から引いているが、これは水和層による

経過年代の計算が西暦１，９５０年を基準にしていることによるものである。

推定経過年代（B.P.）（年）＝
測定水和層の厚さ（μm）×測定水和層の厚さ（μm）

水和速度（μm２／１０００年）
×１０００

－（分析した時の西暦年数－１９５０）

今回非破壊分析で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表Ⅳ－１２に示した。今回測定した遺

物の中で、分析番号６３９５８番のものが測定不能であったが、これらの遺物は、干渉波が全く見られな

かったり、干渉波の波長が測定箇所により変化し真の値が分らなかったものである。水和層の厚さを

経過年代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温

度であるため、自然科学者の実験室での水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に

関して研究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協

力なしでは決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡に

なる。今回の年代が炭素－１４年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋土

中の遺物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。

これは遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素－１４

年代などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層の厚さから水和速度を決定するため、発掘が

重要な鍵を握ることは言うまでもない。石器の組成（原産地）さえ分かれば、考古学者が炭素－１４年

代と水和層のデータを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これら考古

学的作業により求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試料として実

用するには問題ないと推測できる。従って、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年代が

得られるため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測できる。
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４ 上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

２９８

図Ⅳ－５ 産地分析・水和層測定試料（１）
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図Ⅳ－６ 産地分析・水和層測定試料（２）



４ 上白滝８遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

３００

図Ⅳ－７ 産地分析・水和層測定試料（３）
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図Ⅳ－８ 産地分析・水和層測定試料（４）





Ⅴ ま と め

１ 「白滝Ⅰ群」（Sb－６４～７９）について

上白滝８遺跡の西地区では、剥片剥離技術・二次加工技術などから「白滝Ⅰ群」と呼称する後期旧

石器時代前半期に対比できる石器群が２，０５５点、６１，５３３．５g出土している。この内、点取り遺物は１，９３９

点、５６，７７６．６gである。これらは主に遺物分布から１６か所の石器ブロックに分け（Sb－６４～７９）、さ

らに母岩分布や接合分布・石器組成から同時性が高いと思われる Sb－６４～７０、７１、７２～７９の三つの

石器ブロック群に分けて報告を行った。ここでは各石器ブロック群について石器・石材組成、石材消

費の流れ、分布と石器ブロック群の構造、年代について整理し、各石器ブロック群間の関係と編年的

位置付けについて東地区で出土した遺物（鈴木ほか ２００４）を含めたまとめを行う。

各石器ブロック群のまとめの前に、今回新たに細分した器種と石器製作技術について若干説明する。

本報告では、前回までの「白滝Ⅰ群」の二次加工ある剥片を、裏面微細加工石器、基部平坦加工石器、

台形石器、二次加工ある剥片の四種に細分している。「白滝Ⅰ群」の出土数が最も多い上白滝８遺跡

の整理を終え、技術形態学的なまとまりが認められる石器を抽出することが可能と判断したためであ

る。以下にそれぞれの特徴を記述する。

裏面微細加工石器は、腹面の縁辺に長さ２mm前後の微細な加工が連続して施されるものである。

素材は三角形、台形または寸詰まりの縦長剥片など、変異に富み、素材を得る剥離技術が多様であっ

たことを示しているが、二次加工の技術及び場所に斉一性が見られる。東地区のまとめ（直江 ２００４）

の中で素材（a）・（b）・（d）の腹面側に加工（ア）が施されるものに対応する。

基部平坦加工石器は、主に貝殻状の剥片を素材とし、素材腹面の打瘤部を除去するような長さ８mm

前後の平坦剥離が施され、下端部の縦断面形が鋭く尖るものである。背面側にも同様の剥離が施され、

基部が両面加工となる場合もある。上端部は鋭い素材面を残し、横刃、突刃となる。東地区のまとめ

の中で素材（c）若しくは（d）に加工（イ）が施されるものに対応する。

台形石器は、素材の両側縁を平行ないしは撥形に整形し、上端部に素材の縁辺を残すものである。

前述の二者に比べて加工の度合いが高く、急角度の調整であり、横刃・斜刃となるものがある。東地

区のまとめの中で加工（ウ）が施されるものに対応する。

本報告ではこれらに含まれないものを二次加工ある剥片として分類しており、前回までの「白滝Ⅰ

群」の分類基準と異なっている。今回新たに認定した器種は、上白滝８遺跡東地区のまとめでも述べ

たとおり、大枠としては汎列島的に見られる台形様石器の中に含まれる可能性が高い。しかし、裏面

微細加工石器、基部平坦加工石器には北海道独自の特徴があり、基部平坦加工石器の加工技術は広郷

型ナイフ形石器の基部加工に類似する。また台形様石器は機能的な石器と認識されているため器種認

定において、かなり広範囲の石器に認定できる。このことは、全体を表象する名称としては有効であ

るが、石器としての実態が不明となりつつある。白滝遺跡群では、まとまった量の石器類が出土し、

技術形態学的なグルーピングが可能な状況であった。本州と同様の台形様石器が数少ない中で、これ

らを台形様石器と認定してしまうと、その言葉によって、北海道的な特徴が霞み、編年的な位置や系

統関係を機械的に定置してしまう恐れがある。従って裏面微細加工石器、基部平坦加工石器を認定す

ることは、石器自体は勿論のこと、北海道という地理的な環境や後半期の細石刃石器群との関連も視

野に入れた研究を行っていくために肝要となると考えられる（直江・長崎 ２００５）。

石器製作技術については、以下のとおりⅠ～Ⅲ類に大別し、さらにそれぞれａ・ｂに細分している。
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全体的な特徴として、剥離作業の際に頭部調整や打面調整などの石核調整技術は用いられない。また、

いずれの剥離でも打面が大きくバルブが発達する傾向が強い。

Ⅰ類：扁平な素材の平坦面で剥離作業を行うもの。

Ⅰａ類…片側の平坦面で作業を行うもの。主に長幅比が１．０前後の貝殻形・扇形・台形・三角形の

剥片が剥離される。

Ⅰｂ類…両側の平坦面で作業を行うもの。主にやや横長の剥片が剥離される。

Ⅱ類：素材の小口面で剥離作業を行うもの。

Ⅱａ類…素材の広い面を打面に固定するもの。主に打面部が幅広で厚い剥片、両側縁の中央がほぼ

平行する寸詰まりの剥片が剥離される。

Ⅱｂ類…素材の小口面を打面に固定するもの。主に縦長剥片が剥離される。

Ⅲ類：打面と作業面を頻繁に転移するもの。剥離される剥片の形態は最も多様である。主に両側縁の

中央がほぼ平行する寸詰まりの剥片、やや横長の剥片、縦長剥片、片側縁が「く」の字状にな

る剥片などが剥離される。

Ⅲａ類…打面と作業面を１～数打ごとに入れ替える交互剥離を基本とし、作業場所（交互剥離の二

つの作業面）を転移していくもの。

Ⅲｂ類…打面と作業面の転移に規則性が見られないもの。

（１）石器ブロック６４～７０（Sb－６４～７０）
石器・石材組成（図Ⅴ－１） 点取り遺物１，１４６点、重量２６，１７９．７gの石器類が出土した。定形的な

石器は、基部平坦加工石器・裏面微細加工石器・二次加工ある剥片・掻器・削器・錐形石器・縦長剥

片・石核が出土している。石核の点数が非常に多いことが特徴である。石材は、黒曜石１が最も多く

８６．７％を占め、以下黒曜石４（１０．６％）、黒曜石５（１．０％）、黒曜石３（０．８％）、黒曜石２（０．７％）、

安山岩（０．２％）、頁岩（０．１％）となっている。

石材消費の流れ 搬入形態、剥片剥離技術・進行度、二次加工技術、搬出形態に分けて説明する。二

次加工技術以外は本報告で掲載した１０母岩（３０個体）を元に分析を行った。

〈搬入形態〉 接合状態及び非接合同一母岩の内容から搬入時の石核の状態を以下の四つに分類した。

（a）無剥離若しくはやや剥離が行われた状態、（b）少数の大きな剥離が行われた状態、（c）全体が

剥離面に覆われ、搬入前に本格的な剥離が行われた状態。その他に（d）遺跡内で分割若しくは剥片

剥離によって素材を得たもの（表Ⅴ－１）。まず（a）～（c）の石核について検討すると、（a）が最も

多く、搬入前の剥離が少ないものが主体的である。これを素材ごとに見ると、転礫素材で（a）若し

くは（b）が最も多い。すなわち付近で採取した原石を遺跡内に持ち込んだ可能性が高い。この他に

剥片素材の（a）（母岩４８９）や、同一母岩のない石器類の存在から、石器・剥片の状態で持ち込まれ

たものが少数存在していたと見られる。この他に（d）として、これら（a）～（c）の剥離によって得

られた剥片を素材とする石核が２０個体見られる。

〈剥片剥離技術・進行度〉 礫（転礫）・分割礫を素材とした石核（１１個体）と、剥片・分割剥片を

素材とした石核（１９個体）に用いられる剥離技術を比較する（表Ⅴ－２）。前者は、Ⅲ類が最も多く

用いられ（７個体）、後者の技術にはⅠ・Ⅱ類の技術が多く用いられる傾向がある（１７個体）。これら

の異なる技術は同一母岩中に共存することが一般的であり、主に原石などの一次素材にⅢ類、剥片な

どの二次素材にⅠ・Ⅱ類の技術を用いていたと捉えることができる。また、一つの母岩の中から生産

される剥片素材の石核（d）の平均は２個体であった。最も多いもので７個体の剥片が石核に利用さ
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図Ⅴ－１ Sb‐６４～７０石器組成図
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図Ⅴ－２ Sb‐６４～７０母岩別資料
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れている例がある（母岩６７５・接合４６８）。

剥離開始時の石核の大きさの平均は、８．２×９．９

×６．６cmであった（表Ⅴ－３）。素材ごとに見る

と転礫・分割礫・分割剥片が平均より大きく、剥

片素材はより小型で、６．１×８．３×５．０cmであっ

た。これは剥片素材の石核の多くが、本石器ブロ

ック群内で礫素材の石核から生産されたためと考

えられる。

剥離の進行度は、石核の大きさの変化を観察し、

最終的な形態が（イ）開始時の２／３以上の軽微な

もの、（ロ）開始時の２／３～１／３となるもの、（ハ）

開始時の１／３以下となる集中的なものの三つに分

類した。その結果、遺跡内での剥離の進行度は

（イ）・（ロ）が同率でほとんどを占めている（表

Ⅴ－４）（３０個体中１３個体ずつ）。これを素材ごと

に見ると、剥片素材のものに（イ）が多い（１７個

体中１０個体）。それ以外の礫・分割礫・分割剥片

などの大型の素材については（ロ）が最も多く１２

個体中６個体で、（イ）・（ハ）は同率で（ロ）の

半数となっている。また、剥離技術ごとに見ると、

Ⅰｂ・Ⅱａ類では（イ）が主体的であり、Ⅰａ・

Ⅱｂ類では（イ）と（ロ）が同数となり、Ⅲ類で

は（ロ）が主体的で、（イ）・（ハ）が少数見られ

る結果となった（表Ⅴ－５）。進行度が最も高い

（ハ）はⅢ類で多く見られる。従って、剥片素材

でⅠ類の技術が用いられた個体は進行度が軽微で、

礫素材でⅢ類の技術が用いられた個体は集中的な

剥離が行われていると捉えることができる。

これらの剥離の結果、剥離終了時の大きさは、搬出された個体も含め平均で５．７×７．１×３．９cmと

なる。素材ごとに見ると分割礫・分割剥片は平均より大きいが、全体としてそれほどのばらつきがな

く、剥片素材と転礫素材の大きさが同様となり、前者が５．２×６．４×３．６cm、後者が５．５×７．４×３．９cm

となっている（表Ⅴ－３）。これは、前述の礫素材のものは剥離の進行度が高く、剥片素材のものは

低いことに関連すると見られる。結果的に剥離終了時の石核の大きさについては全体としてまとまり

が見られ、おおよそ同様の大きさで終了している。

〈二次加工技術〉 裏面微細加工石器の加工は前述のとおり、２mm前後の微細な加工が連続して施

されるものである。素材については変異に富み、三角形・台形・五角形で打面から両側縁が撥形に広

がるもの（図Ⅴ－１－４～８）、両側縁の中央部がほぼ平行する寸詰まりの剥片（図Ⅴ－１－１２・１３）

や縦長剥片（図Ⅴ－１－１７～２１）などが素材となっている。また、剥片素材の石核の素材腹面（以下

「石核ポジ面」）が見られる個体や背面の剥離面構成が他方向の個体もあり、素材を供給する剥離技

術に関しても多様であったと考えられる。微細加工の位置は片側縁のみが最も多く、片側縁と反対側

表Ⅴ－１ 素材と搬入形態

表Ⅴ－２ 素材と剥離技術

石器ブロック群 素材
搬入形態

総計
ａ ｂ ｃ ｄ 不明

Sb－６４～７０

転礫 ３ ３ ２ ８

剥片 １ １６ １７

分割剥片 ２ ２

分割礫 １ ２ ３

小計 ５ ３ ２ ２０ ３０

Sb－７１ 転礫 １ １

Sb－７２～７９

角礫 １ １

転礫 ２ ３ ５

剥片 １ １ ２

分割剥片 ２ ２

小計 １ ２ ３ ３ １ １０

総 計 ７ ５ ５ ２３ １ ４１

石器ブロック群 剥離技術
素材

総計
転礫 角礫 分割礫 剥片 分割剥片

Sb－６４～７０

Ⅰａ ４ ４

Ⅰｂ ２ ４ １ ７

Ⅰａ＋Ⅱａ １ １

Ⅱａ １ ４ １ ６

Ⅱｂ ２ ２

Ⅲａ ２ ２ ２ ６

Ⅲｂ １ １

Ⅲａ→Ⅲｂ ２ ２

分割 １ １

小計 ８ ３ １７ ２ ３０

Sb－７１
Ⅲａ １ １

小計 １ １

Sb－７２～７９

Ⅰａ ２ ２

Ⅰｂ １ １

Ⅱａ １ １ ２

Ⅱｂ １ １

Ⅱａ→Ⅰｂ １ １

Ⅲａ １ １

Ⅲｂ １ １

分割 １ １

小計 ５ １ ２ ２ １０

総 計 １４ １ ３ １９ ４ ４１
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縁の打面側、末端辺のみ、片側縁から末端辺にか

けて、片側縁から打面にかけて施されるものがみ

られる。全体的な傾向として、加工が施されるの

は裏面の右側縁に多く見られる。加工が施される

縁辺と無加工の縁辺を比較すると、より急角度の

縁辺に二次加工が施される個体が多い傾向が見ら

れた。さらに微細加工により縁辺の角度は局部的

に鈍角化しており、無加工の側縁よりも急角度と

なっている。また、僅かであるが背面側への加工

より腹面側への加工の方が、素材の長さ・幅に対

する変形度が小さいことが予想される。これらの

ことから、素材をなるべく小型化せずに縁辺を鈍

角化するための技術として裏面側への微細加工が

採用されたものと考えられる。

基部平坦加工石器は、いずれも「石核ポジ面」

をもつ剥片を素材としている。加工は裏面側のみ

に素材のバルブを除去するような平坦剥離が施さ

れるもの（図Ⅴ－１－２）と、正裏面に加工が及

ぶもの（図Ⅴ－１－１）がある。いずれも下端部

の縦断面が鋭く尖っている。無加工の上端部は丸

みがある横刃となっている。

二次加工ある剥片は、多様な素材と加工が施さ

れるものの中で、急角度の調整を行い、素材の形

状を大きく変えるもの（図Ⅴ－１－２４・２５）が２点見られた。１点は加工が粗く、もう１点は形態が

不安定なため、台形石器に分類していない。しかし、素材の形状を大きく変化させるような急角度の

調整加工が存在することは注目すべきであろう。その他に素材の背面側に部分的な二次加工が施され

るものと、掻器の素材と同様の大型剥片を素材とし、側縁と末端辺との角部の両面に微細な加工を施

すものが見られる。

掻器はいずれも大型で、刃部のみに急角度の加工が施される（図Ⅴ－１－３０・３１）。また、裏面の

縁辺に連続的な階段状の剥離が見られるものもある。

錐形石器はいずれも素材の末端部と側縁の角部に突出部が作出され（図Ⅴ－１－３２・３３）、さらに

打面側でも突出部が作出されるものが１点見られる。加工は個体ごとに異なり、微細な加工のみと錯

向状の剥離の２種が見られる。

削器はいずれも素材の背面片側縁に連続した二次加工が施されるもので（図Ⅴ－１－３４・３５）、刃

部が僅かに外湾するもの（図Ⅴ－１－３４）と内湾する加工（図Ⅴ－１－３５）の二種が見られる。

〈搬出形態〉 遺跡内で生産された剥片素材の石核も含めた３０個体中２６個体の石核が遺棄されている。

８６．７％と非常に高率である。搬出された石核は４個体で、内訳は搬入石核がさらに搬出されたもの１

個体、遺跡内で生産された剥片素材の石核が搬出されたもの３個体となっている（表Ⅴ－６）。遺跡

内で生産された剥片素材の石核がやや多く搬出される傾向が見られる。

分布と石器ブロック群の構造 北東側に傾斜する緩斜面上で広範囲に分布している。標高は４３７．５～

表Ⅴ－３ 石核の大きさ

表Ⅴ－４ 素材ごとの剥離の進行度

石器ブロック群 素材
石核剥離開始時（平均） 石核剥離終了時（平均）

長さ 幅 厚さ 長さ 幅 厚さ

Sb－６４～７０

剥片 ６．１ ８．３ ５．０ ５．２ ６．４ ３．６

転礫 ９．９ １１．７ ９．２ ５．５ ７．４ ３．９

分割剥片 １０．４ １１．８ ７．１ ７．８ ８．４ ２．３

分割礫 １３．８ １２．８ ８．２ ７．４ ９．５ ６．３

全体 ８．２ ９．９ ６．６ ５．７ ７．１ ３．９

Sb－７１
転礫 １２．９ １２．７ １０．９ ５．１ ６．２ ４．５

全体 １２．９ １２．７ １０．９ ５．１ ６．２ ４．５

Sb－７２～７９

剥片 １２．３ １３．７ ５．９ ７．３ １１．７ ２．７

角礫 ２０．９ ６．９ ５．５ １３．７ ５．８ ４．７

転礫 １０．７ １４．２ ９．３ ７．９ １１．０ ４．３

分割剥片 ７．０ １０．２ － ７．０ １０．２ １２．０

全体 １１．３ １２．６ ７．８ ８．３ １０．３ ５．２

石器ブロック群 素材
遺跡内での剥離の進行度

総計
イ ロ ハ 不明

Sb－６４～７０

剥片 １０ ７ １７

転礫 ３ ２ ２ ２ ９

分割剥片 １ １ ２

分割礫 ３ ３

小計 １３ １３ ３ ２ ３１

Sb－７１
転礫 １ １

小計 １ １

Sb－７２～７９

剥片 １ １ ２

角礫 １ １

転礫 １ ２ ２ ５

分割剥片 １ １ ２

小計 ３ １ ２ ４ １０

総 計 １６ １５ ５ ６ ４２

１ 「白滝Ⅰ群」（Sb‐６４～７９）について
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４４３mでブロックにより高低差がある。Sb－６４と

６５及び Sb－６８と６９は比較的近接しているが、そ

の他は隣のブロックとそれぞれ２０m前後の距離

を隔てて分布し、最も離れた Sb－６６と７０では５２

mの距離がある。東地区で報告した「白滝Ⅰ群」

の Sb－９、Sb－１１～１３とも比較的近接して分布

しているが、ブロック間の接合関係は確認されな

かった。

接合関係は、ブロック内を中心としている。ブ

ロック間の接合関係は、３母岩で確認され、Sb

－６８を除き全てのブロックに及んでいる。それぞ

れ Sb－６４・６５・６６（母岩４８１・接合３５３）、Sb－６７・

６９（母岩４８８・接合３５８）、Sb－６６・６７・７０（母岩

４９０・接合３６０）で接合関係が見られた。これらと

掲載母岩を含めた分布状況を見てみる（１１母岩）。

母岩ごとの分布状況は、（�）１か所にまとまっ
て分布するもの（５母岩）、（�）全体的には１か
所にまとまって分布するが、数点の石器類がブロ

ック内を含めた離れた地点から出土するもの（５

母岩）、（�）石器製作の段階によって２か所以上
にまとまって分布するもの（０母岩）、（�）・（�）
の両方の特徴を持つもの（１母岩）であった（表

Ⅴ－７）。上述のまとまった分布（集中域の分布

傾向）を細かく見ると、散漫に広がる場合と集中

する場合があり、両者はほぼ同率で見られた。ま

た分布類型（�）の内、人為的に石器が持ち出さ
れた可能性が高いのは、異なるブロックから単独で出土する石器がある母岩であろう。母岩４８１・４８８・

４９０の三母岩である。分布傾向（�）の時間的な前後関係は、母岩４９０は Sb－６６→６７となる。

石器類の分布傾向は、裏面微細加工石器が Sb－６６～６８・７０に多い。特に Sb－６８では、ブロックの

規模は小さいが、まとまって出土している。基部平坦加工石器は Sb－６４・６７のみに見られ、二次加

工ある剥片は各石器ブロックにまばらに分布する。また、掻器は Sb－７０に多く、削器は Sb－６６・７０

のみ、錐形石器が Sb－６４にのみ見られる。石核は Sb－６８を除いた各石器ブロックで確認されている。

石核は多量に見られ、他の加工のある石器類全ての数量よりも多く出土している。これは、先に観察

した接合資料中の石核の傾向と一致する。これらのことをまとめると、本石器ブロック群には、主に

多くの原石と少数の剥片・石器類が遺跡内に持ち込まれている。原石は転礫が多いことから付近の河

原で採取したものと考えられる。また、１点のみ角礫面を持つ石核が出土しており、露頭付近の石材

も認識されていたものと思われる。これらの持ち込まれた原石は、主にⅢ類の剥離技術を用いて集中

的な剥片剥離が行われている。生産された剥片は、裏面微細加工石器などの石器類の素材となるが、

それ以外にも石核の素材となるものが多くある。それらは、遺跡内に持ち込まれた剥片も含めてⅠ・

Ⅱ類の技術を用いた剥片剥離が行われるものが主体である。剥離開始時では素材により大きさが異な

表Ⅴ－５ 技術ごとの剥離の進行度

表Ⅴ－６ 搬入形態と遺棄・搬出

石器ブロック群 剥離技術
遺跡内での剥離の進行度

総計
イ ロ ハ 不明

Sb－６４～７０

Ⅰａ ２ ２ ４
Ⅰｂ ５ ２ ７
Ⅰａ＋Ⅱａ １ １
Ⅱａ ３ ２ １ ６
Ⅱｂ １ １ ２
Ⅲａ ５ １ ６
Ⅲｂ １ １ ２
Ⅲａ→Ⅲｂ １ １ ２
分割 １ １
小計 １３ １３ ３ ２ ３１

Sb－７１ Ⅲａ １ １

Sb－７２～７９

Ⅰａ ２ ２
Ⅰｂ １ １
Ⅱａ １ １ ２
Ⅱｂ １ １
Ⅱａ→Ⅰｂ １ １
Ⅲａ １ １
Ⅲｂ １ １
分割 １ １
小計 ３ １ ２ ４ １０

総 計 １６ １５ ５ ６ ４２

石器ブロック群 搬入形態
石核

総計
遺棄 搬出 分割

Sb－６４～７０

ａ ４ １ ５
ｂ ３ ３
ｃ １ １ ２
ｄ １７ ３ ２０
小計 ２５ ４ １ ３０

Sb－７１ ａ １ １

Sb－７２～７９

ａ １ １
ｂ ２ ２
ｃ ３ ３
ｄ ２ １ ３
不明 １ １
小計 ６ ３ １ １０

総 計 ３２ ７ ２ ４１

Ⅴ ま と め
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るが、剥離終了時には大きさの差が均等に近くなり、全体的に同様の大きさの石核が残されることと

なる。さらに、遺跡内には多量の石核が遺棄されており、剥離作業が完結する集中的な剥片剥離が行

われていたことが判明した。従って石核や石器の素材となりうる剥片や石器類を中心とする搬出形態

が想定される。

年代 炭化木片による放射性炭素年代測定を行った。現在のところ炭化木片ブロックは近接した石器

ブロックとの関係性が最も高いと捉えている。しかし、必ずしも石器ブロックのそばで火を焚いた確

証はなく、炭化木片ブロック自体が焼土を伴わないため、本来的な位置を示す確証も完全にはない。

また、上白滝８遺跡では、包含層中に「白滝Ⅰ群」を含め様々な石器群の分布が重なる状況である。

これらのことから年代値をそのまま採用する事は注意を要する。そのような状況の中で Sb－６６の中

心部から確認された Cb－１８に２３，６２０±３１０y.B.P（Beta－１１２９０７・SHIRA－３５）、２２，２１０±１１０y.B.P（Beta

－１８６１９８・SHIRA－１１３）の測定結果が得られた。また、Sb－６６の被熱石器の分布と Cb－１８が一致

する。本石器ブロック群は、２万年以前とされる後期旧石器時代前半期の台形様石器を主体とする石

器群と類似（山原 １９９６）している点で、測定結果との整合性が認められる。また、石器組成と石器

製作技術から「白滝Ⅰａ群」（直江 ２００４）に区分できる。千歳市祝梅遺跡三角地点（吉崎・横山

１９７４）や帯広市若葉の森遺跡（北沢ほか ２００４）の石器群と類似する。

（２）石器ブロック７１（Sb－７１）
石器・石材組成（図Ⅴ－３） 点取り遺物２２点、重量１，２１０．０gの石器類が出土した。定形的な石器

は、二次加工ある剥片、掻器、石核が出土している。石材は、黒曜石２が最も多く７２．７％を占め、そ

の他は黒曜石１（２７．３％）のみである。これは本石器ブロックで集中的に剥離された母岩が一つで、

それが黒曜石２であったためデータが偏ったものと考えられる。

表Ⅴ－７ 母岩別資料分布状況

石器ブロック群 母岩・接合番号 出土ブロック 中心ブロック 集中域の
分布傾向 離れた地点での接合状況 類型

Sb―６４～７０

母岩４８９・接合３５９ ６７ ― 散漫 折れ接合する剥片１点が北東側に８．４m離れて出土 �
母岩４９３・接合３６５ ６６ ― 集中 ２点が北側に３．９m離れて出土 �
母岩４９７・接合３７０・３７１ ６６ ― 集中 なし �
母岩６７５・接合４６８ ７０ ― 集中 なし �
母岩５００・接合３７４ ６６ ― 散漫 なし �
母岩４９２・接合３６４ ６６ ― 散漫 なし �
母岩４８８・接合３５８ ６７・６９ ６７ 散漫 個体Ａ中の剥片２点が Sb―６９から出土 �
母岩５０４・接合３８８ ６９ ― 集中 なし �

母岩４９０・接合３６０ ６６・６７・７０ ６６・６７ ６６―集中
６７―集中

個体Ａの剥離の途中から最終的な石核まで Sb―６７に分布。
個体Ａ―ａの石核が Sb―６６の北側に６．７m離れて出土し、掻
器が Sb―７０から単独で出土。それ以外は全て Sb―６６に分布

�＋�

母岩４９９・接合３７３ ６６ ― 集中 個体Ｂの後半で剥離された剥片２点が北側に７．５m離れて出土 �
母岩４８１・接合３５３ ６４・６５・６６ ６４ 散漫 剥片が Sb―６５から、掻器が Sb―６６から単独で出土 �

Sb―７１ 母岩５０９・接合３９８ ７１・ブロック外 ― 散漫 ほぼ中間で剥離された剥片１点が東側に約２０m離れたブロ
ック外から出土 �

Sb―７２～７９

母岩５３３・接合４３６・４３７ ７３・７４・７５
７７・７８ ７７ 散漫

接合４３６の段階１～３の剥片（個体Ｂを除く）が Sb―７８に
散漫に分布し、個体Ｃ（段階４）の掻器に折れ接合する剥
片１点と接合４３７の段階１の剥片１点が Sb―７５から出土。
段階５の内、先に剥離された２点が Sb―７４から、その次の
掻器１点が Sb―７３から単独で出土。また、Sb―７７の集中部
から北側に８．５m離れて接合４３７の段階２の折れた剥片が１
点出土。それ以外は全て Sb―７７に分布

�

母岩５３２・接合４３２ ７６・７７
ブロック外 ７７ 集中 段階１の剥片が Sb―７６から出土し、段階９の剥片１点が集

中域から東側に３３m離れたブロック外から単独で出土 �

母岩５２３・接合４２０ ７７ ― 散漫 なし �
母岩５４３・接合４５７ ７６ ― 集中 段階１の剥片１点が北側に４．２m離れて出土 �
母岩５１５・接合４０７ ７４ ― 散漫 初期段階の折れ接合する剥片１点が北側に６．５m離れて出土 �
母岩５０７・接合４４６ ７６ ― 散漫 なし �
母岩５３９・接合４４９ ７５・７９ ７９ 集中 最後に剥離された石核２点が Sb―７５から散漫に出土 �or�
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石材消費の流れ 剥片剥離技術と二次加工技術に分けて説明する。

〈剥片剥離技術〉 本石器ブロックでは主に１母岩の剥離作業が行われている。Ⅲａ類の剥離を中心

とした作業が行われ、比較的大型の剥片が剥離されている（表Ⅴ－１）。

〈二次加工技術〉 二次加工ある剥片はいずれも裏面に長さ１cm程のやや大型の剥離が不規則に施

されるもの（図Ⅴ－３－１～３）である。素材の斉一性はないが、いずれも大型で６・７cm程である。

掻器は背面の大半を転礫面に覆われる剥片を素材としている。加工は、刃部以外にも軽微な加工が

縁辺をほぼ全周するもの（図Ⅴ－３－４）である。

分布と石器ブロック群の構造 北東方向に緩やかに傾斜する標高４５０m付近で確認された。遺物は密

集せず、北東－南西方向に散漫に分布が広がっている。接合関係は、ブロック内のほぼ全域にわたっ

て認められる。また、ブロック外のＳ３０区付近にも数点の「白滝Ⅰ群」の剥片が分布している。その

内１点で本石器ブロックとの接合関係が確認された。

黒曜石２の原石と掻器・二次加工ある剥片などを持ち込み、ブロック内でⅢａ類の技術を用いて石

核を遺棄する集中的な剥離が行われている（１母岩のみ）。また、東側に２０m程離れた地点にも本ブ

ロックとの接合関係を持つ小規模なまとまりがある。全体的に石器や接合資料が少ないため、石器群

の内容・構造については不明瞭な部分が多い。

年代 本ブロック中に炭化木片ブロックは確認されていない。最も近接するのは東側７．５m程の地点

に検出された Cb－１９である。Cb－１９では２点について放射性炭素年代測定を行い、２５，８７０±２９０y.B.P

（Beta－１１２９０８・SHIRA－３６）、２８，１２０±１８０y.B.P（Beta－１８６１９９・SHIRA－１１４）の測定結果が得ら

図Ⅴ－３ Sb－７１石器組成・母岩別資料
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れた。本石器ブロックは２万年以前とされる後期旧石器時代前半期の石器群と類似（山原 １９９６）し

ている。２万５千年を越える年代値であり、年代的には整合しているが、やや離れた地点であり、炭

化木片ブロックとの共伴関係については可能性の指摘に留める。また、縁辺の加工範囲が広い掻器や、

大型の石核や剥片・石器類から、本石器ブロックは「白滝Ⅰｂ群」（直江 ２００４）にあたる可能性が

ある。

（３）石器ブロック７２～７９（Sb－７２～７９）
石器・石材組成（図Ⅴ－４） 点取り遺物７４６点、重量２８，７３９．７gの石器類が出土した。定形的な石

器は、台形石器・二次加工ある剥片・掻器・削器・錐形石器・石核・斧形石器・台石が出土している。

掻器の点数が非常に多いことが特徴である。石材は、黒曜石１・５がそれぞれ５４．４％、３７．１％で多数

を占めている。以下少量の黒曜石４（３．２％）、黒曜石３（２．３％）、珪岩（１．７％）、めのう（０．５％）、

安山岩（０．４％）、黒曜石２及び泥岩（０．１％）からなっている。他の「白滝Ⅰ群」に比べ黒曜石５の

割合が高く、石材の種類にも富んでいる。また、被熱石器が非常に少ない（１．３％）ことも特徴であ

る。

石材消費の流れ 搬入形態、剥片剥離技術・進行度、二次加工技術、搬出形態に分けて説明する。二

次加工技術以外は本報告で掲載した７母岩（１０個体）を元に分析を行った。なお、分類項目及び分類

基準については Sb－６４～７０と同様である。

〈搬入形態〉 分類可能な６個体の内、（c）が最も多く３個体で、（b）が２個体、（a）が１個体の順

となっている（表Ⅴ－１）。全体に剥離が及んだ状態（剥離がある程度進行した状態）で搬入される

個体が主体的と見ることができる。しかし剥片素材で単体出土した石核は、背面が原石面に覆われて

いるものが多く、同じ様相が掻器の一部にも確認できる。これらは剥離の初期段階で得られる剥片で

あることから、遺跡内で剥離された初期段階の剥片が搬出された場合も考えられ、分類した搬入形態

（c）は実態を反映していない可能性がある。

〈剥片剥離技術〉 礫素材の石核に対する剥離技術にはⅠ類が最も多く用いられる（３個体）。Ⅱ類

が２個体で、Ⅲ類が１個体である。また、剥片素材の石核にもⅠ類の技術が用いられる（表Ⅴ－２）。

遺跡内で石核の素材を生産する（d）は少なく、７母岩中１個体のみである。

剥離開始時の石核の大きさについては、個数が少ないため偏った数値になる恐れがあるが、その場

合は付記する。剥離開始時の石核の大きさの平均は１１．３×１２．６×７．８cmであった（表Ⅴ－３）。素材

ごとに見ると、それぞれいずれかの項目が全体の平均値から離れた数値であり、素材ごとのばらつき

が大きいことを示している。平均より長さが大きいのは角礫素材、長さと幅が大きいのは剥片素材で

ある。特に前者の長さが突出して大きく２０．９cmであった。幅・厚さ共に平均より大きいのは転礫素

材である。この内、角礫素材は１個体のみ、剥片素材と分割剥片素材は２個体からのデータであり、

平均値を示しているとはいい難い。全体的な傾向として、大型の剥片を石核の素材としている傾向が

ある。

剥離の進行度は、分類可能な６個体中３個体が（イ）で、（ハ）が２個体、（ロ）が１個体となって

いる。これを素材ごとに見ると（表Ⅴ－４）、（イ）は剥片・分割剥片・転礫で構成されている。（ロ）

は角礫素材であった。（ハ）は２個体とも転礫である。また、剥離技術ごとに見ると（表Ⅴ－５）、進

行度が最も高い（ハ）はいずれもⅠａ類で見られる。Ⅲａ類の技術では（イ）しか進行度が見られな

い。Ⅱ類の技術には（イ）が２個体、（ロ）が１個体であった。

これらの結果、剥離終了時の石核の大きさは平均で８．３×１０．３×５．２cmとなる（表Ⅴ－３）。素材
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ごとに見ると、剥離開始時の大きさと同様にいずれかの項目が全体の平均値から離れた値であり、開

始時に見られたばらつきがそれほど変化していないことを示している。その中で、剥離開始時に平均

を上回っていた数値が、残核時に平均を下回る素材の部位として、転礫素材の厚さと剥片素材の長さ

がある。前者は９．３cm→４．３cm、後者は１２．３cm→７．３cmと大きく変化している。この結果は、転礫を

素材としてⅠ類の剥離技術を集中的に行うため、石核の厚さを多く消費することと関連すると考えら

れる。

〈二次加工技術〉 共通する技術として、台形石器・掻器の中には折れ面を切って二次加工が施され

るものが一定量見られる（図Ⅴ－４－２・４０・４８）。素材を切断して整形する技術が存在したものと

見られる。

台形石器は、前述のとおり、素材の両側縁を平行ないしは撥形に整形し、上端部に素材の縁辺を残

すものである（図Ⅴ－４－１・２）。加工は急角度で素材の変形度が高く、横刃・斜刃となるものが

ある。

二次加工ある剥片は、素材・形態共に斉一性が見られない（図Ⅴ－４－３）。加工の位置は、素材

の背面側と腹面側の二種があるが、角度と長さにばらつきがある。

掻器（図Ⅴ－４－８～５４）は、本石器ブロック群で最も多く出土した石器であり、数量的にまとまっ

ているため、掲載した５１個体を中心に詳しく説明する。素材は全て剥片で、形態的な変異が大きい。

加工および刃部再生による変形度が高い石器であるためと考えられる。素材の用い方は剥離軸に対し

て、縦位（２４個体）・横位（１４個体）・斜位（１３個体）の三種が見られる。縦位・斜位のうち刃部が素

材の打面側に作出されるものが３個体ある。原礫面は３７個体に残存し、その内角礫面を持つものは４

個体であった。石材は珪岩・めのうが１個体ずつ見られ、それ以外は黒曜石製である。

刃部形態は円いもの（２６個体）・突出するもの（１８個体）・直線的なもの（５個体）の三種に分けら

れる（不明２個体）。また、刃部厚は４mm前後と１３mm前後に２モード見られ（図Ⅴ－６）、便宜的

に７mmで薄厚を区切ると薄手が２３個体、厚手が２８個体であった。側縁の加工は変異に富み、基部を

除いて全周するもの・刃部のみ（共に１７個体）・刃部と側縁の一部（１０個体）・刃部と片側縁（４個体）・

全周（１個体）・不明（２個体）であり、統一性が見られない。刃角の平均は６４．３°である（５°区切

りで計測）。前述の刃部厚の基準で刃角を比較すると、厚手が６８．１°、薄手が５８．８°となり、両者には

１０°近い格差が見られるが、両者ともピークは６５°にまとまっている（図Ⅴ－７）。また、側縁の折れ

面または急角度の素材面から背面若しくは腹面に大型の平坦剥離が施されるものが４個体あり、石核

と複合した機能が想定されるものもある（図Ⅴ－８）。

その結果平面形態は、（a）両側縁がほぼ平行するもの（１１個体）、（b）最大幅が基部付近にあるも

の（９個体）、（c）最大幅が刃部付近にあるもの（９個体）、（d）最大幅が中央部にあり両端が直線

的にすぼまるもの（１７個体）、（e）最大幅が中央部にある円形のもの（３個体）、（f）不定形なもの（２

個体）の六種が見られる。これを刃部の形態ごとに観察すると、円い刃部には（a）・（c）・（d）が多

く器体の下半部が大きく、突出する刃部は（b）・（d）が多く器体の上半部が大きい。直線的な刃部

は少数であるが（a）～（d）がほぼ均等に見られる（表Ⅴ－８）。

これらのことから本石器ブロック群の掻器は、素材の形態・素材の用い方・刃部の厚さにばらつき

があるが、刃角の多くは６５°前後にまとまり、刃部の厚手のものがより急角度である傾向が見られた。

刃部の形態は円いもの・突出するもの・直線的なものの三種を基本とする。形態の変異幅は大きいも

のの、円い刃部が器体中央～下部に最大幅を持ち、突出する刃部が器体中央～上部に最大幅を持つ傾

向性がある。
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錐形石器は、いずれも寸詰まりの剥片を素材として

いる（図Ⅴ－４－５９～６１）。突出部は１か所で、素材

の末端部と側縁に作出されるものがある。突出部の加

工は背面側と錯向状の二種が見られる。

削器は、黒曜石製で背面に直線状の加工が施される

ものと、安山岩製で片側縁の上半と下半で交互状の加

工が見られるものがある。後者は大型で長さが１２cm

程あり、背面側の大半を原石面が覆っている。

斧形石器は、小型で扁平な礫素材の端部に僅かな加工が見られるもの（図Ⅴ－４－８６）であり、明

確な刃部加工は認められない。

また、掻器・錐形石器・石核の中には、素材面と二次加工面の表面状態が異なるものがある（図Ⅴ

－８）。前者には細かい傷があり、面的な光沢が弱い一方、後者には同様の傷がなく、光沢がより強

い。二重パティナと考えられ、素材腹面と二次加工面の形成には時間差が想定できる。

〈搬出形態〉 ９個体中６個体の石核が遺棄されており、６６．７％の割合である。搬出された石核は３

個体で、内訳は搬入形態（a）～（c）がさらに搬出されたもの１個体、搬入形態（d）が搬出されたも

の２個体となっている（表Ⅴ－６）。

分布と石器ブロック群の構造 遺跡西側のほぼ南北方向に緩やかに傾斜する１０ラインを中心として分

布している。標高は４４２．５～４４６．５mで、ブロックにより高低差があるが、北側の台地の縁に北東－

南西方向に並んで Sb－７２～７４・７６・７８がまとまっている。そこから南側に Sb－７５・７７が分布してお

り、Sb－７７は出土数及び石器組成から本石器ブロック群の中心的なブロックとなっている。Sb－７５

は標高が最も高い南側にあり、Sb－７９は西側にやや離れて分布する。

接合状況は、Sb－７４・７６～７９がブロック内の接合を中心とし、ブロック間での接合関係が確認さ

れている。その他の Sb－７２・７３・７５は接合関係が希薄で、Sb－７５はブロック内で完結する接合状況

がなく、全て Sb－７７との接合関係が見られる。それぞれ濃淡はあるが Sb－７４・７７を中心としてブロ

ック間での接合関係が確認されている。さらに掲載母岩の分布状況を Sb－６４～７０の基準で見てみる。

母岩の分布状況は（�）が２個体、（�）が４個体、（�）がなく、（�）と（�）のどちらか判別で
きないものが１個体あった（表Ⅴ－５）。集中域の分布傾向は、散漫に広がる場合と集中する場合が

あり、両者はほぼ同率で見られた。また、分布傾向（�）の内、人為的に石器が持ち出された可能性
が高いのは、異なるブロックから単独で出土する石器がある母岩であろう。母岩５３２・５３３・５３９の三

母岩である。分布傾向（�）の可能性がある母岩５０７の時間的な前後関係は Sb－７９→７５となる。

また、原礫面にザラついた岩屑面を持つ角礫を素材とした石器類が一定量見られた。Sb－７４・７６

表Ⅴ－８ Sb‐７２～７９掻器の平面形態と刃部形態

平面形態
刃部形態

総計
円刃 突出刃 直刃 不明

ａ：平行 ７ ３ １ １１

ｂ：上広 １ ７ １ ９

ｃ：下広 ６ １ １ １ ９

ｄ：中広 ８ ７ ２ １７

ｅ：円形 ２ １ ３

ｆ：不定形 ２ ２

総 計 ２６ １８ ５ ２ ５１

図Ⅴ－６ Sb‐７２～７９掻器刃厚 図Ⅴ－７ Sb‐７２～７９掻器刃角
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～７８で確認され、Sb－７６で主体的に見られる。それに関連すると見られる同様の原礫面を持つ棒状

原石が Sb－７７からまとまって出土している。

石器類の分布傾向は、台形石器が Sb－７７にあり、二次加工ある剥片が Sb－７６に多く、掻器は Sb

－７３・７４・７７・７８に多い。錐形石器は Sb－７４・７７、削器は Sb－７６・７７にあり、斧形石器・台石・棒

状原石はいずれも Sb－７７から出土している。全ての器種が Sb－７７に分布している。石核も Sb－７７

を中心として見られるが、全体で３１点しか出土していない。Sb－６４～７０と比較すると非常に少ない

量である。先に見た接合資料中の石核についても同様の傾向で、全体の約三割が遺跡外に搬出されて

いる。これらのことから一定量の石核が遺跡外に持ち出されている可能性が高い。

以上のことから、本石器ブロック群には、付近で採取した原石及びある程度剥離が進行した状態の

石核（礫・剥片素材を含む）、掻器などの石器類が搬入されている。原礫面は転礫面が多いことから、

素材は湧別川の河原で採取されたものと考えられる。また、角礫面を持つ石核及び棒状原石も持ち込

まれており、露頭付近の石材もある程度採取されている。これらの原石及び搬入石核には主にⅠ類の

剥離技術を用いて剥片剥離を行っている。生産された剥片は主に掻器を中心に台形石器などの素材と

なる。遺跡内で生産される剥片素材の石核の内、遺跡内に遺棄されるものは少なく、それらは主にⅠ

類の剥離技術が用いられている。遺跡内での剥離の進行度は個体によりばらつきが大きいが、主に礫

素材のものは進行度が高く、剥片・分割剥片など礫以外の素材は、進行度が低い傾向がある。礫素材

のものはⅠ類の剥離技術を用い、主に厚さを大きく減じる石材の消費となっていた。剥離終了時の石

核の形態・大きさは素材によって変化に富み、統一性がない。最終的に遺跡内には約六割の石核が残

される事となり、三割を超える石核が搬出されている。石核・石器類の中には二重パティナが観察さ

れるものがあり、また、掻器の中には石核としての機能を共有、若しくは器種転用したと見られるも

の（複合石器）が存在する（図Ⅴ－８）。これらのことから、石器類は管理的な様相が強いと言えよ

う。しかもこれらの黒曜石の原産地は肉眼的に白滝産である。また、石材消費戦略としては、原産地

において採取した原石及び剥離途中の石核を遺跡内に搬入し、集中的な石器製作を行い、石核若しく

複合石器 複合石器・二重パティナ有 二重パティナ有

図Ⅴ－８ Sb‐７２～７９複合石器・二重パティナ有石器
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は掻器を中心とした石器、またその素材となりうる剥片を一定量搬出している。さらに、大型石器が

多い点、石核の搬出率が高い点、管理的な石器類の存在から、白滝を回帰的に遊動する比較的地域性

の高い行動領域であった可能性がある。

年代 Sb－７７の掻器に１６，２７９±１，９９１y.B.P（Ｗ８）、１２，４２９±１，１１５y.B.P（Ｗ９）、１６，２５５±１，００５y.B.P

（Ｗ１０）の水和層年代測定値が得られている。２点が１６，０００年代にまとまっている。しかし、本石器

ブロック群は２万年以前とされる後期旧石器時代前半期の掻器を主体とした石器群に類似（山原

１９９６）しており、従来の編年観とは整合しない。また、石器組成と石器製作技術から「白滝Ⅰｂ群」

（直江 ２００４）に区分できる。上士幌町嶋木遺跡（辻 １９７３、加藤・山田 １９８８）や千歳市柏台１遺

跡（福井 １９９９）に類似する石器群が見られる。

（４）「白滝Ⅰａ・Ⅰｂ群」の関係
ここでは上白滝８遺跡の東地区で報告（鈴木ほか ２００４）した「白滝Ⅰ群」も含め、各石器ブロッ

ク群の関係を整理し「白滝Ⅰ群」全体のまとめを行う。東地区では Sb－１～１３の石器ブロックが検

出され、主に接合関係から Sb－１～３、４～６、７・８、９、１０、１１～１３の六つの石器ブロック群

に区分された。それらは石器組成や石器製作技術から「白滝Ⅰａ群」と「白滝Ⅰｂ群」に区分されて

いる（直江 ２００４）。前者は Sb－１～３、４～６、７・８、９、１１～１３の五つの石器ブロック群、後

者は Sb－１０である。本報告では、前者に Sb－６４～７０が、後者に Sb－７１、７２～７９が相当し、特に今

回 Sb－７２～７９により「白滝Ⅰｂ群」の様相が一層明らかとなった。上白滝８遺跡の「白滝Ⅰ群」は、

調査区内の広い範囲から検出され、主に中央から東側にⅠａ群が多く分布している。Ⅰｂ群は、西端

部に大規模な石器ブロック群があり、中央と東部に小規模で単独の石器ブロックが点在している。

以下に本報告を含めたⅠａ群とⅠｂ群の相違を石器組成、剥片剥離技術、石材消費戦略、行動領域

から記述する。石器組成では、Ⅰａ群に裏面微細加工石器が多く、基部平坦加工石器が見られ、石器

類が小型である。それに対してⅠｂ群には掻器が多く、台形石器が見られ、石器類が大型である。ま

た、石材については、Ⅰａ群が黒曜石１の割合が高く、Ⅰｂ群の方が、黒曜石２・５を多く利用し、

黒曜石以外の石材が豊富に見られる。

剥片剥離技術では、両者ともにⅠ～Ⅲ類の剥片剥離技術が見られるが、Ⅰａ群は一次素材にⅢ類、

二次素材にⅠ・Ⅱ類の技術が多く用いられ、一母岩中に利用される剥片素材の石核の比率が高い。Ⅰ

ｂ群は一次・二次素材ともにⅠ類の技術が多く用いられ、素材による技術の変化が顕著ではない。こ

れは目的とする剥片の大きさの相違によるものと思われる。

石材消費戦略と行動領域については、（直江・長崎 ２００５）で東地区及び奥白滝１遺跡の「白滝Ⅰ

ａ群」についての分析を行った。その中で、白滝遺跡群を対象とした石材原産地では、①遺跡内に原

石の状態で持ち込み、集中的な剥片剥離が行われている。②素材・搬入形態にかかわらず石核の多く

は遺跡内に遺棄されており、剥片（石核の素材を含む）・石器類が遺跡外に主体的に搬出されている。

祝梅遺跡三角山地点を対象とした消費地遺跡では、③石核、石器類が白滝より小型であり、石核を徹

底的に消費し尽くしている。④剥片若しくは剥離が進行した石核から剥離が開始されている。⑤在地

の石材がほとんど利用されず、直線距離で約７５km離れた赤井川産の黒曜石を主体として利用してい

る。⑥白滝産黒曜石が少量出土している。①～④により、両遺跡の関係は遺跡間連鎖に基づく原産地

と消費地の関係にあり、石材は直接採取によって入手したと想定できる。また、⑤・⑥から、黒曜石

（良質石材）に対する依存度の高さを指摘できる。従って複数の良質原産地を取り込む広範囲の行動

領域であったことが考察された。これは本報告で検討された Sb－６４～７０の石材消費戦略と矛盾しな

１ 「白滝Ⅰ群」（Sb‐６４～７９）について
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い。

Ⅰｂ群は原石及びある程度剥離の進行した状態の石核を搬入し、原産地で集中的な石器製作を行い、

剥片素材の石核及び掻器を中心とした石器類若しくはそれらの素材となりうる剥片を遺跡外に搬出し

ている。Ⅰａ群と比べると接合資料及び単体の石核の遺棄・出土率が低いことから、石核も一定量搬

出されたものと見られる。また、大型の石器類、白滝産黒曜石製と見られる二重パティナが観察でき

る石器や複合した機能を持つ石器（図Ⅴ－８）の存在から白滝を回帰的に遊動する比較的地域性の高

い、行動領域であった可能性がある。

以上のような相違は、同一の石材環境において観察され、お互いに類似した石器製作技術を保持し

ている中で、それぞれ特色のある技術の用い方が確認された。従って石器製作上の遺跡連鎖によるつ

ながりとは認めがたく、石器・石材組成、石材消費戦略及び行動領域の違いも含めて考えると、時間

的な前後関係による可能性が高いと思われる。また、両群とも石器製作技術から凡列島的に出土する

「台形様石器群」と同じ枠組みで理解することが可能であろう。

両群の関係について考察する際には、広郷型ナイフ形石器を含む石器群（以下、広郷ナイフ石器群）

が重要と考えられる。広郷ナイフ石器群は、Ⅰａ・Ⅰｂ群の双方に類似点が見られる。すなわち石材

消費戦略は、原産地で石材採取を行い、石刃技法を主として剥片剥離・石器製作までが集中的に行わ

れ、多量の石核が遺棄され、石器・石刃を中心とした装備形態が復元されている（坂本 ２００３）。こ

れは、石器製作技術の違いを除けばⅠａ群と類似している。また、ナイフ形石器の裏面基部加工は、

寺崎（２００５）も指摘するように、Ⅰａ群の基部平坦加工石器のものと類似する。さらにⅠａ群中の Sb

－１１～１３では、縦長剥片を剥離する比率が高く、縦長剥片を素材とする基部平坦加工石器が存在して

いる。また、広郷ナイフ石器群に伴う掻器は、加工や形態・大きさにおいてⅠｂ群に伴う掻器と類似

するものが多い。これらのことから、広郷ナイフ石器群は白滝Ⅰａ・Ⅰｂ群の両者に類似した要素が

あり、中間的若しくは両者のいずれかに共伴する位置付けが可能と思われる。ここで上白滝８遺跡で

の広郷ナイフ石器群の分布を見てみよう（図Ⅴ－９）。広郷ナイフ石器群は「白滝Ⅰ群」以外として

報告され、Ｆ区とＩ区の２か所で出土している。前者ではⅠｂ群の Sb－１０に隣接し、Ⅰａ群の Sb－

１１～１３と一部重複している。後者ではⅠｂ群の Sb－７１と一部重複して分布している。以上のように

●……「白滝Ⅰ群」�

……広郷型ナイフ形石器関連

図Ⅴ－９ 「白滝Ⅰ群」と広郷型ナイフ形石器関連の石器分布
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分布からも白滝Ⅰ群との関連性が指摘できる。

白滝を含めた北海道の後期旧石器時代前半期の編年的な研究によれば、絶対年代的な位置付けや石

器群の組み合わせに相違があるものの、技術形態学的には台形様石器を主体とする石器群→掻器を主

体とする石器群への変遷を想定しているものが多い（佐藤 ２００３、寺崎・山原 １９９９、寺崎 ２００５な

ど）。また、地質編年によれば、帯広市若葉の森遺跡と千歳市柏台１遺跡が議論に耐えうる遺跡とし

て評価され、若葉の森を古く位置付けている（出穂・赤井 ２００５）。これは前述の技術形態学的な変

遷観と矛盾しない。これらを石器組成の類似により「白滝Ⅰ群」に当てはめると、Ⅰａ群→Ⅰｂ群へ

の関係に対応し、今回考察した行動領域の観点から見ると、広範囲の領域から地域的な領域へと変遷

したことになる。しかし、行動領域と良質石材の依存性を合わせて考慮すれば、前述の変遷観は、後

続する細石刃石器群との類似性が希薄であり、Ⅰａ群の方がより細石刃石器群との類似性を認めるこ

とができる。この類似性が時間軸に沿って連続的に変遷する属性であるのかどうかは現時点では不明

である。従って、今後とも様々な視点から石器群を分析し、当該期の社会を復元・検証していく必要

がある。そのためには、前半期から後半期にかけての石器群単位での連続性、系統関係、集団関係を

視野に入れた分析が不可欠であろう。 （直江康雄）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について

上白滝８遺跡では、技術的特徴から剥片レベルでも分離可能な「白滝Ⅰ群」を分離して整理を行っ

てきた。「白滝Ⅰ群」以外は、文字通り遺跡全体から「白滝Ⅰ群」を除いた全ての石器群が含まれて

おり、西地区遺物の９９．７％（６２６，３０５点）を占める。また、東地区・斜面部等を含めた遺跡全体では

９９．２％（１，３４４，４５７点）である。

これらの遺物の分布は、東地区同様、西地区においても広範囲に連続し、巨視的に見ると直径５０m

規模の集中域とみなせる場所がＩ・Ｊ区で確認される。これまで白滝遺跡群の報告は、遺跡を分布上

の集中域である「石器ブロック」に分け、単体石器・接合資料で関連付けられる複数の「石器ブロッ

ク」を「石器ブロック群」として括り、行ってきた。「石器ブロック群」は基本的には単一の「石器

群」に対応し、さらに同一時期の所産と考えられるまとまりを示すものと考えており、このような整

理は「石器ブロック群」が分布上、独立している場合に有効であった。上白滝８遺跡の「白滝Ⅰ群」

以外では、複数の石器群が複雑に重複・連続しているため、このような資料操作を経ることが困難な

状況であった。そのため連続した分布を把握・記述するための資料操作単位として便宜的に等密度線

図からブロック設定を行い、さらに最大公約数的な「石器群」の分類を目的として、特徴的な石器・

近距離での接合関係を基に「区域」の設定を行った。

今回（西地区）の報告では、「区域」「石器ブロック」（分類基準についてはⅢ章２（２）参照）を

単位として報告する中で、さらに石器群に帰属可能な単体石器・接合資料を基準として「区域」を石

器群の単位に分けてその構造を明らかにすることに努めてきた。本節では、Ｇ～Ｋの五つの「区域」

毎にまとめを行うが、「石器群」「石器・石器組成」「各石器群」の項目に分けて記述する。「石器群」

では区域を構成する石器群を示し、「石器・石器組成」では区域全体の点取り遺物点数・重量を示し

たが、全ての遺物に対して構成する石器群に分離することは困難であるので石器群単位の集計は行っ

ていない。そのため、区域全体の遺物点数・重量、石器組成、石材組成を検討した後、「各石器群」

の特徴を述べる。

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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（１）Ｇ区・石器ブロック８０～８９（Sb－８０～８９）
石器群 ①小型舟底形石器を含む石器群、②大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群、③忍路子型細

石刃核を含む石器群が認められる。

①が主体を占め、一部（Sb－８９）はＩ区（Sb－９３南東部）と接合関係があり、②は Sb－８３中央部

にスポット的に、③は Sb－８６北東部（スポット的）・Sb－８８・Sb－８９南西部にＨ区（Sb－９０）と接

合関係を持って分布する。なお、③の Sb－８９は南側の調査範囲外に分布が広がると推定される。区

域全体では石器ブロックの規模は均質で、２，０００～３，０００点の小規模なものが多く、それらが１０m程

度の間隔でほぼ等間隔に分布している。

石器・石材組成 区域全体で点取り遺物１７，０９７点、１３３，５４０．５gの石器類が出土している。定形的な

石器は尖頭器（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）・尖頭器削片・両面調整石器・ナイフ形石器・彫器（Ⅰ・Ⅱ類）・彫器

削片（Ⅱ・Ⅲ類）・掻器・削器・錐形石器・舟底形石器（Ⅰａ・Ⅱａ・Ⅱｂ類）・石刃・縦長剥片・石

刃核・石核・原石が出土している。石材は黒曜石４（６４．７％）が最も多く、次いで黒曜石１（２６．９％）、

黒曜石３（６．９％）、黒曜石５（１．２％）、黒曜石２（０．２％）、頁岩（０．０５％）である。削器・錐形石器・

舟底形石器・石核類・剥片には黒曜石４が、尖頭器・彫器・掻器には黒曜石１が多用され、彫器・錐

形石器には頁岩製のものが含まれる。

①小型舟底形石器を含む石器群（図Ⅴ－１０・１２～１４）

石器製作技術 尖頭器製作技術と石刃剥離技術を含む剥片剥離技術に分けられる。

＜尖頭器製作技術＞ 剥片素材（図Ⅴ－１２－１）と石核素材（図Ⅴ－１２－７）があるが、石核素材が

ほとんどである。石核素材は３０cmを超える大型の角礫を素材として、粗加工され、類似した形状（長

さ２９～３２cm、幅１３～１６cm、厚さ５・６cm）の大型尖頭器で搬入されている（図Ⅴ－１３－母岩５５１・

接合２８０７）。①全て角礫素材であること、②搬入形態が揃っていること、③母岩５５１に２個体の搬入品

があることからそれらは露頭付近で一次加工が行われ、遺跡内に搬入されたと考えられ、Sb－８１に

まとまって分布する母岩（母岩５４９・５５１・５４６）は１回の補給で遺跡内に搬入され、遺跡内に残され

たものと考えられる。

搬入された大型尖頭器は、遺跡内で主に厚さを減少させる加工が行われ、長さ３０cm前後、幅９～

１２cm、厚さ１～２cmの尖頭器で搬出される（図Ⅴ－１３－母岩５５１・接合２８０７個体Ａ）。また、加工途

中で折損した場合、主に折れ面を打面として（一部、削片剥離面を打面とする）側縁で削片剥離が行

われる（図Ⅴ－１３－母岩５５１・接合２８０７個体Ｂ）。削片剥離の際に頭部調整は施されない。断面三角形

の一次削片が両側縁で剥離された後、二次削片は片側縁に偏って剥離される。剥離された断面三角形

の一次削片は舟底形石器の素材として利用される（図Ⅴ－１３－１３３・１３４）。削片の長さは①尖頭器本

体の下端部を取り込むもの（図Ⅴ－１２－１８）が多く、それに伴い本体の長さが次第に減少すること、

②折損時（削片剥離直前）の尖頭器自体の大きさに変異があることから差異が見られる。削片剥離後

の尖頭器Ⅱ類本体の正面形はＶ字状である（図Ⅴ－１２－１０・８）。

＜剥片剥離技術＞ 石刃剥離と剥片剥離の２種類に分けられ、全て原石ないし原石に近い形状で搬入

される。

①１０～２５cm、主に長さ１５cm程度の角礫・亜角礫を素材として１回ないし数回の厚手の剥片剥離に

よって作出された単剥離打面（一部原礫面打面有り）から頭部調整を伴って７～１０cm程度の石刃が

剥離される。石刃剥離は裏面に向かって一方向に進行し、石刃核裏面に原礫面が残存するもの（図Ⅴ
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「白滝Ⅰ群」以外の石器群分布 小型舟底形石器を含む石器群 大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群 忍路子型細石刃核を含む石器群
幅広有舌尖頭器を含む石器群 広郷型ナイフ形石器を含む石器群

小型舟底形石器を含む石器群と炭化木片ブロック・被熱石器の分布

大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群と炭化木片ブロック・被熱石器の分布

忍路子型細石刃核を含む石器群と炭化木片ブロック・被熱石器の分布

図Ⅴ－１０「白滝Ⅰ群」以外の石器群分布図（１）
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－１２－１５１）と、全周を巡るもの（図Ⅴ－１２－１６４）がある。一部、両設打面も見られるが、ほとんど

が単設打面である。石核調整は、打面作出後、主に石核の形態を整えるために頭部調整を伴わない厚

手の剥片剥離が行われるものや、石刃剥離中に稜調整や下縁調整などが行われるものがある。また、

石刃剥離後の最終段階で石刃核を分割する剥離が行われることがある（図Ⅴ－１２－１５１）。厚手の打面

作出剥片や石核調整剥片や石刃剥離後の厚手の剥片・石核・石刃核は舟底形石器の素材となる。逆に

言えば一連の工程内で得られた厚手の剥片は舟底形石器の素材として利用され、多くの舟底形石器が

製作されている。剥離された石刃は彫器・掻器・錐形石器・削器の素材となる。

石材は黒曜石４が７割を占め、黒曜石１が３割程度である。黒曜石４は亜角礫・角礫が、黒曜石１

は角礫がほとんどである。

②長さ１０～２０cmの角礫・亜角礫を素材として石刃が剥離される①と同様に概ね打面を固定し、頭部

調整を行わずに打面縁辺から０．５～２cm内側を加撃して縦長の厚手の剥片が剥離される。

③長さ１０～２０cmの角礫・亜角礫を素材として打面・作業面を頻繁に転移させ、頭部調整を行わずに

打面縁辺から１０mm以上内側を加撃して厚手の剥片が剥離される。

①の前半で行われる粗い石核調整（多方向に認められることもある）は②③の頭部調整の無い粗い

剥離に類似する。また、②にも打面と作業面を転移させる多方向の剥離が見られるものがあり、それ

らと③のタイプは漸移的である。このことから①～③は原石形状や剥離の進行に伴う石核形状の変化

に対応して流動的に運用されるものと考えられる。

＜二次加工技術＞ 彫器はⅠ（図Ⅴ－１２－２５・２７）・Ⅱ類（図Ⅴ－１２－３０・３５・３８）が認められ、石

幅広有舌尖頭器を含む石器群と炭化木片ブロック・被熱石器の分布

広郷型ナイフ形石器を含む石器群と炭化木片ブロック・被熱石器の分布

図Ⅴ－１１「白滝Ⅰ群」以外の石器群分布図（２）
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小型舟底形石器を含む石器群

大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－１２ Ｇ区（Sb‐８０～８９）石器組成図（１）
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－１３ Ｇ区（Sb‐８０～８９）母岩別資料（１）
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刃・縦長剥片素材がほとんどである。彫刀面は素材先端部の左肩に主にノッチ状の彫刀面打面から作

出され、背面先端部調整はⅠ類には見られないが、全てのⅡ類に認められ、その半数は打点が無く、

彫刀面に切られている。周縁加工は、背面側にはほぼ全て、腹面側には約３分の１の彫器に施され、

背面加工は両側縁全体に急角度の調整が、腹面加工は片側縁に施されるものには部分的な、両側縁に

施されるものには面的な平坦加工が施される。

掻器（図Ⅴ－１２－５５）は長さ１０cm以下の石刃素材で、両側縁に急角度の加工が施される。

錐形石器（図Ⅴ－１２－７８・７９）はほとんどが石刃素材で、両側縁の加工は軽微ないしは認められな

い。刃部は両側縁の裏面からのノッチ状の加工によって作出され、素材先端部の左側に傾くものが多

く、刃部には使用によると考えられる端部からの樋状の剥離痕が認められるものがある。

削器は、薄手の石刃素材で側縁に細かい急角度の加工が施されるもの（図Ⅴ－１２－８１）、厚手の石

刃素材で側縁に厚手の急角度の加工が施されるもの（図Ⅴ－１２－８９）、押圧と見られる加工が施され

るもの（図Ⅴ－１２－９２）、厚手の剥片素材で舟底形石器の加工に類似する粗い加工が施されるもの（図

Ⅴ－１２－１００）がある。

舟底形石器はⅠａ・Ⅱａ類があり、これらは、上白滝２（Sb－１１・１２、１３）・上白滝５（Sb－６～

１１）・上白滝８遺跡東地区（Ａ・Ｃ・Ｄ区）同様、上白滝５遺跡で模式化したもの（鈴木 ２００２、Ｐ

３７１下図）と同じく、甲板面からの粗い剥離が行われるⅡａ類から上下からの押圧剥離と見られる細

かい加工によるⅠａ類への工程上の形態変化に位置付けられる。両者とも甲板面がポジ面で剥片素材

のもの（図Ⅴ－１２－１０３：Ⅰａ類、図Ⅴ－１２－１１３・１１８：Ⅱａ類）とネガ面で石核素材のもの（図Ⅴ

－１２－１０７：Ⅰａ類、図Ⅴ－１２－１３０：Ⅱａ類）があり、後者のⅡａ類は下縁からの加工が認められる。

これは、素材石核が厚手で形状が不安定であるためと思われる。また、Ⅱａ類には尖頭器一次削片素

材のもの（図Ⅴ－１２－１３３）があり、素材自体の形状を反映して他のⅡａ類に比べ幅が狭く、高さの

ある形状である。

石材消費 大型の尖頭器は大型の平坦剥離で加工された両面調整体で搬入され、遺跡内では一回り小

型化する加工が行われ、搬出され、折損品には削片剥離が行われるものがある。石刃・剥片剥離には

主に角礫・亜角礫が原石ないし原石に近い状態で搬入され、石刃・舟底形石器Ⅱａ類が多量に製作さ

れ、搬出されている。舟底形石器Ⅰａ類・彫器のほとんどは母岩別資料に含まれず、単体で搬入され

ている可能性が高いが、多段階表面変化（二重パティナ）が認められない点で上白滝５遺跡 Sb－６

～１１と異なる。石材消費の脈絡が違っていたことが考えられ、それらの違いの要因については、今後

検討したい。

Sb－８５出土の削器１点はあじさい滝産（Ｘ１８４）と判定されている。

分布 ここでは大型石刃・大型舟底形石器を伴う石器群である Sb－８３中央部、忍路子型細石刃核を

含む石器群である Sb－８６北東部（スポット的）・Sb－８８・Sb－８９南西部を除いた分布について概観

する（図Ⅴ－１０）。

本区域には、忍路子型細石刃核を含む石器群に伴うものを除くと掻器が非常に少ないのが特徴であ

る。尖頭器Ⅰ・Ⅱ類、尖頭器削片は Sb－８３・８５・８６に、舟底形石器Ⅱａ類・石核類は Sb－８０・８１を

除くほぼ全域に、舟底形石器Ⅰａ類は Sb－８５に偏って分布する。彫器Ⅰ・Ⅱ類は Sb－８０・８３・８５・

８７のそれぞれ狭い範囲内に、削器・石刃類はほぼ全域に分布する。Sb－８３には長さ２８cmの長大な棒

状原石が分布している。

接合資料は基本的にはブロック内にまとまって分布するものが多いが、前半段階と後半段階、尖頭

器の折損前後、また、調整剥片を含む舟底形石器の素材単位、トゥール・良形の素材とそれ以外の剥
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片類などで分布が分かれるものがある。

炭化木片ブロックは Sb－８３の南東部（Ｏ３９区）に Cb－１４、Sb－８５の南西部（Ｐ３５区）に Cb－１７、

Sb－８７の南東部（Ｓ３６区）に Cb－１８が分布する。Cb－１７は被熱石器の分布と重複し、Cb－１４・１８

の周辺には被熱石器は見られない。

年代 Cb－１４には２１，９８０±２１０yBP（Beta－１１２９０３・SHIRA－３１）、２４，３４０±１６０yBP（Beta－１７４４８７・

SHIRA－９３）、Cb－１７（１）には１８，８４０±１６０yBP（Beta－１１２９０６・SHIRA－３４）、（３）には１８，４７０±２７０yBP

（Beta－１０１７９３・№７）、Cb－１８（３）には２３，６２０±３１０yBP（Beta－１１２９０７・SHIRA－３５）、２２，２１０±１１０

yBP（Beta－１８６１９８・SHIRA－１１３）の放射性炭素年代測定値が得られている。

Cb－１７は被熱石器と重なって分布し、（３）と重複する被熱石器の中に母岩６０９接合２９５８が含まれ、

その内容が、小型舟底形石器を含む石器群に対応することから、炭化木片ブロックとこれらの被熱石

器の重複を根拠に関連性を認めるとすると当該石器群の年代値は、１４C年代値で１８，０００～１９，０００yBP

とすることができる。現在想定されている年代観（後期旧石器時代終末期）と隔たりがあるが、可能

性のある数字として提示しておく。なお、今後もこれまでの年代測定値を整理し、検討していく必要

がある。

②大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群（図Ⅴ－１０・１２下段）

石器製作技術 石刃剥離技術が認められる。

＜石刃剥離技術＞ 石刃（図版１０８－２２４～２２７）は１５cm以上の単剥離打面を持つ角礫素材の大型石

刃核から頭部調整を伴って剥離され、一部稜調整痕・下面からの剥離面が残る。石材は黒曜石５が多

く、大きさ・技術的特徴がＢ地区の大型石刃資料に類似している。これらは接合せず、石刃剥離の痕

跡が認められないため、石刃の形態で Sb－８３に持ち込まれたと見られる。

＜二次加工技術＞ 図Ⅴ－１２－１３５は１５cmを超える大型剥片を素材として甲板面・下縁からの剥離

で加工され、特に縁辺部は細かい加工により滑らかに調整される。これらは舟底形石器Ⅱｂ類の特徴

で、石刃同様Ｂ区の石器群に類似する。

石材消費 Sb－８３出土の大型石刃は赤石山産（Ｘ１８８）と判定されている。同一の石器群と思われる

Ｂ区の大型石刃接合資料には石刃が搬出された痕跡があり、Ｂ区との接合は認められないもののその

ような石器製作の本体が遺跡周辺にあり、そのようなところから持ち込まれたものと思われる。舟底

形石器Ⅱｂ類も単体で搬入されたものと見られる。両者とも多段階表面変化は認められない。

分布 Sb－８３のＭ３８区南東部の２×１mの狭い範囲に、小型舟底形石器石器群に隣接して分布して

いる（図Ⅴ－１０）。

炭化木片ブロックは、本石器群の分布域の南東６m（Ｏ３９区）に Cb－１４が分布しているが、本石

器群との関係は不明である。

年代 Cb－１４には２１，９８０±２１０yBP（Beta－１１２９０３・SHIRA－３１）、２４，３４０±１６０yBP（Beta－１７４４８７・

SHIRA－９３）の放射性炭素年代測定値が得られている。この年代値は後期旧石器時代前半期に相当し、

採用するのは難しい。

③忍路子型細石刃核を含む石器群（図Ⅴ－１０・１４中・下段）

石器製作技術 尖頭器製作技術と大型石刃剥離技術に分けられる。

＜尖頭器製作技術＞ 石核素材と剥片素材に分けられる。

石核素材は２０～３０cmの黒曜石１の角礫を素材として原石ないし原石に近い粗い加工が行われた状
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態で搬入される。遺跡内では当初、縁辺から０．５～１cmを打撃して粗い加工が行われ、表面の凹凸

が減少した後、縁辺部付近を加撃して薄い剥片剥離によって形態が整えられる。本体は長さ２５cm以

上、幅１０cm程度、厚さ２cm程度の大型の尖頭器で搬出される。①黒曜石１が主に利用される特徴、

②粗い剥離段階での剥離角が大きいため、横断面形の湾曲が強く、器体が相対的に幅狭で、縁辺の調

整が潰れがちな特徴は小型舟底形石器石器群に伴う薄手の幅広の尖頭器と異なっている。

剥片素材は、長さ２０cm程度のやや扁平な転礫を素材として、小口面の長軸方向・短軸方向で厚手

の剥片が剥離され、その剥片・石核が尖頭器の素材となっている（図Ⅴ－１４－母岩６３７・接合３０１３・

３０１４）。二次加工は粗く、縁辺部調整は行われず、加工は主に裏面の剥離面の稜を打撃して行われる

ため、側縁の稜は交互剥離状にギザギザしている。断面形が弧状に変化すると縁辺に比較的細かい平

坦剥離が行われ、縁辺部に打点のある加工も見られ、忍路子型細石刃核の母型の可能性がある長さ１２

cm以下、幅５cm以下、厚さ２cm以下の細長い左右非対称のものもある（図Ⅴ－１２－２）。

＜石刃剥離技術＞ 本区には断片的な石刃接合資料と大型石刃素材の掻器が出土している。前者は、

母岩１２２１・接合５７１９（図Ⅴ－１４）で、６点の掻器が接合している。接合資料の左右側面には正面から

の稜調整剥離が残り、石刃剥離に先立つ石核調整が行われる。石刃剥離は打面調整を伴い、作業面を

左右にずらしながら行われる。単体で出土する大型石刃素材の掻器は、Ｈ区の接合資料に含まれるも

のが多く、母岩１２２１と同様にＨ区の石刃剥離技術に一致する。

＜二次加工技術＞ 彫器（図Ⅴ－１２－４２・４３）は石刃素材で、背面側は両側縁に角度のある、腹面側

は基部周辺に平坦な加工が施される。彫刀面は素材打面側の左肩に直線的に作出され、形態軸・彫刀

面交叉角が比較的小さい。

掻器（図Ⅴ－１２－５６・６０など）は稜調整・側面調整などの石核調整のある石刃核から打面調整を行

いながら剥離された大型の石刃素材で、一部稜付石刃も利用される。側縁加工はほとんど行われず、

基部側の折れ面に腹面からノッチ状の加工が施されるものがある。刃部形状は弧状のものが多く、一

部直線的なものも見られる。刃部は平坦剥離により比較的鋭角に作出され、刃部縁辺は１mm以下の

やや角度のある剥離により縁辺部が滑らかに調整されている。背面にパンチ痕が認められるものがあ

り、刃部の二次加工と背面との稜上ないしやや手前・奥に位置し、器体幅のほぼ中央付近にあるもの

が多い。二次加工の稜上にあるものは刃部側からの剥離に対向する両極剥離の特徴を示す。パンチ痕

の直径は０．７mm程度である。このような痕跡は小型舟底形石器に伴う掻器には認められず、上白滝

２遺跡 Sb－１５などの有舌尖頭器石器群で認められることから時期を限定する指標となる可能性があ

る。側面形は直線的なものが多く、先端部に反りのある掻器が多い小型舟底形石器石器群のものと異

なる。長さは１５cm以上（図Ⅴ－１２－５２・５３）、１０cm前後（図Ⅴ－１２－６０・６４・７０）、５cm前後（図

Ⅴ－１２－５６・５９）の三種類があり、素材石刃の長さを反映している。また、幅は２～５cm、厚さは

０．５～１．７cmと多様である。小型舟底形石器に伴う掻器が長幅厚とも類似するのに対し、全てにおい

て変異が認められ、その要因に素材の変異が大きいこと、側面調整が少ないために規格化が行われな

いことが挙げられる。

石材消費 Ｈ区で説明を行う。

分布 石核素材の尖頭器調整剥片接合資料は Sb－８８に、剥片素材の尖頭器・尖頭器調整剥片接合資

料は、主に Sb－８９に一部 Sb－８８に分布し、Sb－８９の分布はさらに南側の調査区外に広がることは確

実である（図Ⅴ－１０）。掻器は Sb－８６の北東部・８９の南西部に分布し、Sb－８６には１５cmを超える大

型品が分布する。また、Sb－８９では剥片素材の尖頭器・彫器と分布が一致する。

年代 炭化木片ブロックは周辺には分布せず、水和層年代測定値も得られていない。 （鈴木宏行）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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小型舟底形石器を含む石器群

忍路子型細石刃核を含む石器群（Sb‐８８・８９）

忍路子型細石刃核を含む石器群（Sb‐８６）

図Ⅴ－１４ Ｇ区（Sb‐８０～８９）石器組成図（２）・母岩別資料（２）
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（２）Ｈ区・石器ブロック９０（Sb－９０）
石器群 忍路子型細石刃核を含む石器群が認められる。

石器・石材組成 点取り遺物１１，２６６点、１４８，３１１．０gの石器類が出土した。定形的な石器は尖頭器（Ⅰ

類）・両面調整石器・彫器（Ⅱ・Ⅲ類）・彫器削片（Ⅲ類）・掻器・削器・舟底形石器（Ⅱａ類）・細石

刃核・石刃・縦長剥片・石刃核・石核が出土した。石材は黒曜石１（９１．７％）が最も多く、以下、黒

曜石５（４．０％）、黒曜石４（２．５％）、黒曜石３（１．４％）、黒曜石２（０．３％）、頁岩（０．０３％）である。

点数に比べ、トゥールの量が少ない。また、黒曜石１が圧倒的に多いのが特徴で、直径１cm大の流

紋岩球顆が含まれるものが多く、そのような特徴の原石が採取できる流紋岩球顆の沢周辺で採取され

た可能性がある。また、出土している細石刃核は１点のみであるが、それが分布する Sb－９０の中央

部には他の石器群の重複が見られないこと、大型石刃接合資料と細石刃核の石材が類似すること、彫

器・掻器の特徴が忍路子型細石刃核石器群に類似すること、他の石器群には含まれない細石刃核母型

の可能性がある石器が含まれることから本区域を忍路子型細石刃核を含む石器群として認定した。

忍路子型細石刃核を含む石器群（図Ⅴ－１０・１５・１６）

ここでは、Ｉ区（Sb－９２）の当該石器群（石核素材尖頭器）を含めて記述する。

石器製作技術 尖頭器製作技術と大型石刃剥離技術と細石刃剥離技術に分けられる。

＜尖頭器製作技術＞ 尖頭器製作技術には石核素材と剥片素材がある。

石核素材は、２５cm以上の主に黒曜石１の角礫を素材として原石ないし部分的に粗い加工の行われ

た原石に近い形状で搬入される。特に母岩６８３（図Ⅴ－１６）は５０cmを超える超大型の亜角礫素材で

ある。遺跡内では打面縁辺から０．５cm以上内側を打撃して、打面の大きい厚手の剥片剥離による粗

い加工によって表面の凹凸を減少させた後、縁辺部調整を伴って縁辺近くを打撃する打面の小さい剥

片剥離による加工が行われ、表面が滑らかになる。加工は片面に偏る傾向がある。折損後、再加工が

行われるもの（母岩７１６・接合３２５２）があり、折れ面から側縁ではなく正面で器体を薄くする加工が

行われ、削片状のウートラパッセの剥離後、遺棄されている。完形の尖頭器本体は長さ２５～５２cm、

幅９～１４cm、厚さ２～６cmのやや厚手の尖頭器で搬出され、折損品は長さ７cm程度である。

剥片素材は、素材が判明するもので、大型石刃剥離の石核調整時に剥離された長さ１５cm程度の厚

手の剥片・長さ１８cm程度の石刃核を素材とするものがある（図Ⅴ－１５－母岩６９３・接合３２０１）。素材

となる石刃核は、石刃剥離が進行し、石刃剥離がほぼ不可能なまで消費され、厚さ６cm程度の盤状

の形状である。粗い加工の後、縁辺部調整を伴う打面の小さい薄手の剥片剥離による加工が行われ、

長さ１２～１６cm、幅６cm程度、厚さ２cmの尖頭器が搬出される。ブロック内には、尖頭器の単体資

料（図Ⅴ－１２－Ⅲ－５１３－４）があり、それは幅広の剥片素材で、両面に素材面が残り、角度のある

加工によりやや厚手で左右非対称の形態である。これは、忍路子型細石刃核母型の可能性がある。

＜石刃剥離技術＞ 角礫は長さ３０～３５cm程度のものが利用され、転礫は長さ２５～３０cm程度の角礫

に比べやや小さいものが主体で、一部４０cm程度の大型の転礫が利用される。また、角礫は粗い加工

による石核調整の行われた石刃核母型で搬入される一方、転礫は原石の状態で搬入される。原石形状

は、断面三角形で、側面形が半円形・楕円形・円形などがあり、石刃核母型の形状に近いものが選択

されている。

原石の正面稜から左右側面への剥離、裏面と左右側面での交互剥離によって石核調整が行われ、側

面形が半月形～ラグビーボール状、断面形が左右側面・裏面で構成される三角形ないし五角形の石刃

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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核母型が製作される。正面の稜は磨り潰して「バリ」が除去され、正面観が直線的に、側面観が滑ら

かな弧状に仕上げられる。

石刃は、単設打面の石刃核作業面に残る稜線の頂部を打点に設定し、打面調整・縁辺を擦り潰す縁

辺部調整を伴って剥離される。打面縁辺の擦り潰しは、ほぼ稜の頂部に限定され、頂部の両側の擦り

潰しを伴って山形に調整される上白滝２遺跡（鈴木ほか ２００１）Sb－９の射的山型（広郷型）細石

刃核石器群とは異なる。原石サイズを反映して、角礫素材からは２０～２５cm程度、転礫からは１８～２０cm

程度の石刃が剥離される。石刃は量産され、稜付石刃を含む初期段階の石刃・石刃核の側面付き石刃・

最終段階の石刃を除いて大部分が欠落し、搬出されている。稜付石刃を含む石刃は掻器の素材となっ

ている。また、大型の石核調整剥片や石刃核を素材として尖頭器に加工されるものがある（図Ⅴ－１５

－母岩６９３・接合３２０１）。石刃核は遺跡に残されるものが多い。

＜細石刃剥離技術＞ 忍路子型細石刃核（図Ⅴ－１５－８）が１点出土し、それは嵐山２遺跡（西田ほ

か １９８７）、北上台地遺跡（大場ほか １９８４）等の細石刃核に類似した小型のタイプである。素材形

状は不明であるが、細長い両面調整体の母型を作成し、縁辺に沿った削片剥離により打面を作出し、

短軸方向で細石刃が剥離される。細石刃剥離の途中で打面再生が行われた可能性がある。細石刃剥離

角は８５度、細石刃剥離面長は１．６cmで、細石刃剥離作業面には反りが残り、細石刃にも反りがあっ

たと考えられる。

＜二次加工技術＞ 彫器（図Ⅴ－１５－２）は、頁岩製で、稜調整のある石刃核から剥離された石刃を

素材として、両側縁加工後、素材先端側の端部にノッチ状に作出された打面から縁辺に沿って彫刀面

が作出される。彫刀面に接する背面には彫刀面に切られる背面先端部調整が残り、形態軸・彫刀面交

叉角は小さい。

掻器（図Ⅴ－１５－５・６）は、Ｇ区の当該石器群同様、側縁の加工はほとんどなく、刃部のみ加工

され、素材背面稜と刃部加工の稜の交点付近にパンチ痕が残る。素材は打面調整のある石刃核から剥

離された石刃である。

削器（図Ⅴ－１５－１０）は大型石刃素材で、右側縁の先端部両面に平坦剥離による加工が施される。

石材消費 当該石器群はＧ・Ｈ区の両区域に分布し、ここでは両者を含めて説明する。

Ｈ区の Sb－９０では集中的な石刃剥離、石核素材の大型尖頭器製作、一部剥片素材の小型の尖頭器

製作が行われ、ほとんどの石刃、大型尖頭器、小型尖頭器が搬出されている。一方、石刃核は残存す

るものが多く、あまり搬出されていないと思われる。また、Ｇ区の Sb－８８では石核素材の尖頭器、Sb

－８９南東部と Sb－８８の一部には剥片素材の尖頭器（忍路子型細石刃核母型の可能性あり）が製作さ

れている。Ｈ区で剥離された石刃は掻器に加工され、Sb－８６の北東部・８９の南西部に持ち込まれて

いる。トゥールが少なく、尖頭器製作・石刃剥離が場所を違えてそれぞれが集中的に行われているこ

とから、比較的短期間に尖頭器や石刃の補給が行われた結果、残されたものと思われる。

分布 Sb－９０は①Ｊ３１・３２、Ｋ３１・３２（北西部）、Ｌ３１区と②Ｋ３２（南東部）・３３、Ｌ３２・３３区に分

けられ、トゥールは①に彫器・掻器・削器が、②に細石刃核・細石刃核母型の可能性がある尖頭器が

分布する（図Ⅴ－１０）。接合資料は①に角礫ないし亜角礫・転礫素材の大型石刃剥離資料、石核素材

尖頭器調整剥片資料が、②に転礫素材の大型石刃剥離資料が分布する。また、①と Sb－８９（Ｇ区）、

②と Sb－８６（Ｇ区）に接合関係が見られる。Sb－９２（Ｉ区）には石核素材尖頭器調整剥片接合資料

が分布する。

炭化木片ブロックは Sb－９０の北部（Ｉ３２区）に Cb－９、北東部（Ｊ３４区）に Cb－３が分布する

が、両者とも当該石器群の遺物とは重複していない。

Ⅴ ま と め
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忍路子型細石刃核を含む石器群

図Ⅴ－１５ Ｈ区（Sb‐９０）石器組成図・母岩別資料（１）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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忍路子型細石刃核を含む石器群

図Ⅴ－１６ Ｈ区（Sb‐９０）母岩別資料（２）

Ⅴ ま と め
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年代 Cb－３（１）には１０２８０±５０yBP（Beta－１０１７８９・№３）、Cb－３（９）には１０３９０±５０yBP（Beta－

１８６１９６・SHIRA－１１１）、Cb－９（１）には１５６７０±２４０yBP（Beta－１１２８９７・SHIRA－２５）、Cb－９（３）には

１６４２０±１５０yBP（Beta－１１２８９８・SHIRA－２６）の放射性炭素年代測定値が得られている。どちらも分

布上、遺物と直接関連付ける要素は無い。本石器群は、後期旧石器時代終末期に位置付けられ、１０，３００

yBP前後の数値はこの編年的位置付けに比較的近いが、これまで当該石器群に対応する実年代値は

得られていないため採用するには検討を要する。 （鈴木宏行）

（３）Ｉ区・石器ブロック９１～９６（Sb－９１～９６）
石器群 ①小型舟底形石器を含む石器群、②大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群、③幅広有舌尖

頭器を含む石器群、④広郷型ナイフ形石器を含む石器群が認められる。Ｈ区に連続する Sb－９２は分

布とそこに含まれる尖頭器製作接合資料の石材・技術的特徴から最終的に忍路子型細石刃核を含む石

器群と判断し、それについてはＨ区で説明する。

石器・石材組成（図Ⅷ－１６） 点取り遺物５１，３５３点、４３２，６９６．７gの石器類が出土した。定形的な石

器は尖頭器（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）・尖頭器削片・両面調整石器・ナイフ形石器・彫器（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）・彫

器削片（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）・掻器・削器・錐形石器・舟底形石器（Ⅰａ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅱｃ類）・石刃・

縦長剥片・石刃核・石核・斧形石器・原石・台石である。石材は黒曜石４（４２．８％）が最も多く、以

下、黒曜石１（３８．７％）、黒曜石３（７．９％）、黒曜石２（５．７％）、黒曜石５（４．８％）、安山岩（０．０３％）、

頁岩（０．０２％）、珪岩（０．００２％）である。点取り遺物点数が遺跡内で最大の区域である。

①小型舟底形石器を含む石器群（図Ⅴ－１０・１７～２０）

石器製作技術 尖頭器製作技術と石刃剥離技術を含む剥片剥離技術に分けられる。

＜尖頭器製作技術＞ 大型原石を分割した大型の剥片を除くと、全て石核素材である。搬入形態は①

原石の状態の角礫（図Ⅴ－１９－母岩８８７・接合３８８３）、②角礫素材で粗い平坦剥離によって両面加工さ

れた大型尖頭器（図Ⅴ－１９－母岩８７６・接合３８４９、母岩８４９・接合３７４０、母岩８５２・接合３７５９）、③加工

が進行し、中央の平坦剥離面と縁辺部の押圧と見られる平行剥離面で構成された、厚さ５mm程度の

非常に薄い尖頭器（多段階表面変化は認められないが同一母岩資料が無い）（接合５７４４・図Ⅴ－１７－

３２・３６）、がある。搬入サイズは、①が長さ２０～２５cm、幅１３～１７cm、厚さ６～９cm、②が長さ２０～

２８cm、幅１０～１５cm、厚さ２～５cm、③は長さ１５～２０cm、幅５cm程度、厚さ０．７～１．１cm程度で、

大型尖頭器に比べ原石のほうが幅・厚さが大きい。上白滝５遺跡の成果から③は剥離の進行した状態

で（鈴木 ２００２、図Ⅳ－２４）の「尖頭器Ⅱ・Ⅲ類」に対応している。

加工は、原石（搬入形態①）には最初、粗い加工が施され、全体の形状が粗く整った段階で、縁辺

部を打撃する打面の小さい平坦剥離が行われ、大型尖頭器（搬入形態②）には当初より縁辺部を打撃

する比較的打面の小さい平坦剥離が行われる。加工の進行した状態で搬入されたもの（搬入形態③）

は調整剥片が接合せず、折損が見られる。おそらく搬入後、早い段階で折損したものと考えられる。

それらは、折損後、折れ面周辺に再加工が行われるもの、折れ面から側縁で削片剥離が行われるもの

がある。初期の粗加工段階で剥離された厚手の剥片は舟底形石器の素材として利用される。

大型尖頭器で搬入されたものは、加工が行われ、一回り小型化して搬出されるが、加工の途中で折

損した後、削片剥離が行われるものがある。削片剥離は、尖頭器の長軸方向に対して垂直に折れる場

合（素材はＶ字形に近い）（図Ⅴ－１９－母岩８７６・接合３８４９、接合５７４４）、折れ面打面から側縁、一部

末端部から側縁へ行われるものが多いが、縁辺から斜めに折れる場合（不定形な三角形が多い）（図

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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Ⅴ－１９－母岩８４９・接合３７４０、母岩８５２・接合３７５９）は、多様で、尖頭器縁辺・折れ面などの各辺で打

面・作業面を入れ替えながら削片剥離が行われる。また、両者ともに、素材の縁辺を取り込む断面三

角形の削片はほぼ全ての縁辺で剥離されている。削片剥離が行われた尖頭器Ⅱ類は厚さ１．０～１．５cm

のものが多く、搬入形態③のものよりやや大きい。それらから剥離された断面三角形の一次削片は舟

底形石器Ⅰ類に形状が類似し、その素材となっている。母岩８７６・接合３８４９（図Ⅴ－１９）の尖頭器Ⅱ

類は、厚さが２．４cmで、他の尖頭器Ⅱ類に比べ、厚手である。削片剥離は両側縁で行われた後、一

方の側縁に偏って頭部調整を伴って行われる。最初に側縁で剥離された厚手の削片は舟底形石器の、

その後、連続的に剥離された幅２cm程度の側縁が平行した削片は、彫器未成品・掻器に加工されて

いる。

また、尖頭器のうち、不自然な折れ面を持つものがあることから、故意に「折り取り」が行われた

可能性がある。

縁辺で削片剥離が行われるのは搬入形態が②（大型尖頭器）、③（薄手の尖頭器）で搬入されたも

のが多く、原石で搬入されたものは無い。

加工された尖頭器は長さ１７～２５cm、幅６～１１cm、厚さ２～３cmで搬出される。

＜剥片剥離技術＞ 石刃剥離と剥片剥離に分けられる。

石刃剥離は原石ないし原石に近い形状で搬入され、一枚の剥離面がある状態で搬入されたものは「試

し割り」されて搬入されたと思われる。角礫・転礫とも長さ１７～２０cmの原石が利用される。石材は

黒曜石４が約３分の２、黒曜石１が約４分の１で、黒曜石４は角礫・亜角礫が多く、黒曜石１は転礫

が多い。打面は１～数回の剥離によって作出された単剥離打面から頭部調整を伴う石刃剥離が行われ

る。基本的には単設打面（図Ⅴ－２０－母岩７５８・接合３４３４など）であるが両設打面（図Ⅴ－２０－母岩

８６６・接合３８２２、母岩９２９・接合４０５０）も見られる。

また、石刃剥離は①長さ・幅・厚さが類似した原石を素材として全周で行われるもの（図Ⅴ－２０－

母岩７５８・接合３４３４）、②扁平な原石を素材として小口面で行われるもの（図Ⅴ－２０－母岩８６６・接合

３８２２）、③扁平な原石を素材として小口面ではない広い面で行われるもの（図Ⅴ－２０－母岩８５７・接合

３７８３、母岩８５６・接合３７８１）がある。

剥離される石刃の長さは８～１０cm程度で多くの石刃が搬出されている。石刃は彫器・掻器・錐形

石器・削器などの素材になり、厚手の打面作出剥片・石核調整剥片・石刃核・石刃核を分割した剥片

は舟底形石器の素材となっている。

剥片剥離は原石ないし原石に近い形状で搬入され、石刃剥離同様「試し割り」されて搬入されたと

思われるものがある。亜角礫主体で１０～１５cmの小型の原石が利用される。頭部調整無しで縁辺より

内側を加撃し、厚手の剥片が剥離される。両設打面のもの（図Ⅴ－２０－母岩８６４・接合３８１３）・単設打

面のもの・打面と作業面を入れ替えて剥離するもの（図Ⅴ－２０－母岩８８３・接合３８７５）など多様であ

る。剥離された厚手の剥片は舟底形石器の素材となっている。

＜二次加工技術＞ 彫器Ⅰ（図Ⅴ－１７－９９・１００など）・Ⅱ類（図Ⅴ－１７－１１２・１１４など）が見られ、

石質は黒曜石１が約６５％、黒曜石４・５が合わせて約３５％程度である。周縁加工は、背面には全周に

急角度の加工が施され、腹面には部分的ないし面的に平坦加工が施される。彫刀面はほとんどが素材

先端側の左肩に作出される。背面先端部調整はⅡ類のほとんどに認められるが、それらの３分の２は

彫刀面に切られている。明確な多段階表面変化は確認できない。素材は掻器には先端部に反りのある

石刃が利用されるのに対し、彫器には側面形が直線的なものが多く利用される。

掻器は両側縁に急角度の加工が施されるもの（図Ⅴ－１８－１６２・１６５など）と両側縁に加工がほとん
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－１７ Ｉ区（Sb‐９１～９６）石器組成図（１）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－１８ Ｉ区（Sb‐９１～９６）石器組成図（２）
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－１９ Ｉ区（Sb‐９１～９６）母岩別資料（１）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－２０ Ｉ区（Sb‐９１～９６）母岩別資料（２）
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ど無いもの（図Ⅴ－１８－１８９・１９０）があるが、前者が主体的である。幅は類似し、忍路子型細石刃核

石器群に含まれるものに比べ、形態的な変異が少ない。この違いは着柄や使用方法に関連するものと

思われる。刃部と側縁の交点に角をもつものがあり、刃部は直線～弧状である。

錐形石器（図Ⅴ－１８－２０６・２０４）は剥片ないし石刃素材で、端部にノッチ状の加工によって刃部が

作出される。側縁全体の加工によって細長い刃部が作出されるもの（図Ⅴ－１８－２０３）もある。

削器は石刃素材で、彫器の母型と思われるもの（図Ⅴ－１８－２０７・２０８）、両側縁に細かい加工が施

され縁辺が滑らかなもの（図Ⅴ－１８－２０９・２１２）、両側縁に細かい加工が施され縁辺が軽い鋸歯状の

もの（図Ⅴ－１８－２１９）、厚手の剥片ないし縦長剥片素材で、舟底形石器の加工に類似した粗い加工が

施されるもの（図Ⅴ－１８－２３１・２３３）などがある。

舟底形石器はⅠａ・Ⅱａ類があり、石質は両者ともほとんどが黒曜石４である。上白滝５遺跡（鈴

木 ２００２）で復元されたような形態変化（粗い段階のⅡａ類からⅠａ類への変化）が接合資料（図Ⅴ

－１９－母岩８８７・接合３８８３）で確認され、素材腹面から両側面への粗い加工が行われ、進行に伴い甲

板面と側面の角度は徐々に大きくなる。その後、押圧と見られる加工が上下から行われ、特にその最

終段階では下縁からの剥離によって形状が整えられ、最終的に削片が剥離される。Ⅰａ類は細石刃状

の剥離が両端（図Ⅴ－１８－２３７）・一端にあるもの（図Ⅴ－１８－２３８・２４０など）と無いもの（図Ⅴ－１８

－２４６・２４７）があり、その位置は素材先端側・打面側の両者がある。母岩８８７・接合３８８３個体Ｂ（図

Ⅴ－１９）には２個体の舟底形石器Ⅰａ類が接合し、それらは、一直線状に位置し、本来同一の個体で

あったと思われる。Ⅰａ類段階での本体折損後、両者とも再加工が行われ、一方（図Ⅴ－１９－２３８）

には素材先端側で細石刃状の剥離が行われたと想定される。通常Ⅱａ類段階では中央付近で折損した

場合、遺棄されることが多い。折損後、両者とも再加工される本接合資料から、舟底形石器はⅠａ類

段階では折損後も再加工され、遺棄されることが少なかったことが想定され、Ⅰａ類とⅡａ類の大き

さの隔絶は技術的な変化による折損率の違いと折損時の遺棄率（再加工率）の違いが要因と考えられ

る。また、細石刃状の剥離頻度であるが、本接合資料では細石刃状の剥離面ともう一点のⅠａ類（図

Ⅴ－１９－２４８）との隙間は３cmあり、細石刃状の剥離によって最大３cm長さが減少している。

素材は剥片が主体で、尖頭器一次削片と尖頭器二次削片ないし尖頭器Ⅱ類が含まれる。Ⅰａ類に加

工される母岩８４９・接合３７４０（図Ⅴ－１９）の尖頭器一次削片には最初から押圧と見られる加工が行わ

れ、薄い尖頭器Ⅱ類から剥離された幅１cm以下の一次削片がⅠａ類に形態が類似し、通常のⅡａ類

の加工段階を省略できることからⅠａ類製作に適していたと考えられる。Ⅰａ類には被熱しているも

のが多い。Ⅱａ類は剥片素材（図Ⅴ－１８－２５０・２５２など）・石核素材（図Ⅴ－１８－２５１・２５５など）が

あり、加工は甲板面からのみ（図Ⅴ－１８－２５０・２５２など）と上下から行われるもの（図Ⅴ－１８－２６５・

２６８など）があり、後者には素材の厚いものが含まれる。

斧形石器（図Ⅴ－１８－３３０）はやや粗粒の頁岩製で長さ１２．７cmの局部磨製のものである。大型の

剥片素材と見られ、加工は裏面から正面両側縁に行われた後、左右側面から裏面に平坦な加工が施さ

れ、断面形は蒲鉾形に近い三角形である。刃部から長軸方向への剥離面と研磨面との切り合いから判

断して、剥離による刃部再生と研磨が繰り返し行われていたと思われる。また、研磨痕の分布から当

初は末端部から２cm程度の範囲が全面的に研磨されていたと想定される。

石材消費 尖頭器は原石・大型尖頭器・薄手の尖頭器で搬入され、原石・大型尖頭器で搬入されたも

のは加工され、尖頭器で搬出される。大型尖頭器で搬入されたものは薄く加工された後、「折り取り」

の可能性がある折損後、削片剥離が行われるものがあり、薄手の尖頭器で搬入されたものも同様に、

削片剥離が行われるものがある。

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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石刃・剥片関連は黒曜石４の角礫・亜角礫を原石ないし「試し割り」を行った状態で搬入し、集中

的な石刃剥離・舟底形石器Ⅱａ類製作が行われ、多くの石刃・Ⅰａ類を含む舟底形石器Ⅱａ類が搬出

される。また、彫器・掻器が製作され、掻器に比べ彫器のほうが刃部再生による素材長さの減少が大

きい。刃部再生による消耗度の違い（彫器のほうが一回の刃部再生剥離による石器本体の長さの減少

が大きい）も影響しているが、彫器は頻繁な刃部再生が行われる一方、掻器は刃部再生の頻度が低く、

素材長さをそれほど減少させずに遺棄されている。Sb－９１出土の掻器（Ｘ１８２）、削器（Ｘ１８５・１８６）

は所山産と判定され、掻器には多段階表面変化が認められ、削器１点には傷が多く、削器１点には明

瞭な傷は確認されなかった。それ以外には多段階表面変化が認められるものはほとんど無く、上白滝

５遺跡 Sb－６～１１とは石材消費の様相が異なっていたと考えられる。

分布 ① Sb－９１・９４のＨ３２～３７、Ｉ３１・３２区周辺、② Sb－９３・９５のＮ２６～３２、Ｏ２６～３２、Ｐ２７～３０、

Ｑ２６～２９区周辺、③ Sb－９５のＫ２７、Ｌ２６・２７、Ｍ２５・２６、Ｎ２５区周辺に分けられる（図Ⅴ－１０）。①

の Sb－９１には白滝産以外のトゥールが多い。②はＰ２８区を中心として最も遺物量が多く、西半分は

幅広有舌尖頭器石器群・広郷型ナイフ形石器石器群と分布が重複している。尖頭器Ⅱ類・尖頭器削片

は②のＮ２７～Ｐ２８区周辺に、彫器Ⅰ・Ⅱ類、掻器、舟底形石器Ⅰａ類はＰ２８区を中心としてＮ３０区ま

で分布し、舟底形石器Ⅱａ類・石核類は①～③全域に分布しているが、舟底形石器Ⅱａ類は②のＰ２８・

Ｏ３０区の密度が高い。

接合資料の分布は、①③では比較的高密度な分布で、②ではＰ２８区周辺で非常に高密度である一方、

その周辺や Sb－９５では散漫な分布を示す。また、尖頭器の調整段階と折損後の削片剥離段階、石刃

剥離における一次剥離段階と舟底形石器調整剥離段階の分布が異なるものがある。舟底形石器関連の

接合資料は①～③に分布するが、尖頭器関連の接合資料は②に多い。

炭化木片ブロックは、当該石器群の範囲内では Sb－９１の北西部（Ｇ３４区）に Cb－２７、Sb－９３の南

西部（Ｑ２８区）に Cb－１９、中央西寄り（Ｏ２９区）に Cb－１６、Sb－９４の東寄り（Ｉ３２区）に Cb－９

が分布し、範囲に隣接した②の北側、③の東側に Cb－２１が分布する。Cb－１６は被熱石器の分布と重

なり、Cb－１９は被熱石器に隣接し、その他は近隣に被熱石器は認められない。

年代 Cb－９（１）には１５，６７０±２４０yBP（Beta－１１２８９７・SHIRA－２５）、Cb－９（３）には１６，４２０±１５０yBP

（Beta－１１２８９８・SHIRA－２６）、Cb－１６（１）には１３，５３０±５０yBP（Beta－１８６１９７・SHIRA－１１２）、Cb－

１６（２）には１３，７９０±１７０yBP（Beta－１１２９０５・SHIRA－３３）、Cb－１９には２５，８７０±２９０yBP（Beta－

１１２９０８・SHIRA－３６）、２８，１２０±１８０yBP（Beta－１８６１９９・SHIRA－１１４）、Cb－２１（２）には１５，８５０±１７０

yBP（Beta－１０１７９４・№８）、１５，７５０±１３０yBP（Beta－１１２９１０・SHIRA－３８）、Cb－２７（Ｇ３４－２）

には１８，６６０±１３０yBP（Beta－１５０４５６・SHIRA－８９）、Cb－２７（Ｇ３４－３）には１８，５７０±１３０yBP（Beta

－１５０４５７・SHIRA－９０）の放射性炭素年代測定値が得られている。

被熱石器と重複し、それとの関連の可能性がある Cb－１６は１３，０００年台後半であるが、その地点は

幅広有舌尖頭器・広郷型ナイフ形石器石器群と重複しているため本石器群との関連は不明である。被

熱石器に隣接する Cb－１９は２５，０００・２８，０００年代と古すぎて採用できない。その他は１５，７００～１６，５００、

１８，５００～１８，７００年であり、後者はＧ区の年代値と一致する。

②大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群（図Ⅴ－１０・２１）

石器製作技術 尖頭器製作技術と大型石刃剥離技術に分けられる。

＜尖頭器製作技術＞ 搬入形態は原石と大型尖頭器があり、前者は３０cm、幅１５cm、厚さ８cmの角

礫で、後者は３０cm前後の角礫を素材とした長さ２５～３０cm幅９～１１cm厚さ３～４cmの尖頭部のあ
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大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－２１ Ｉ区（Sb‐９１～９６）石器組成図（３）・母岩別資料（３）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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る大型尖頭器で搬入される。搬入形態は大型尖頭器が主体を占め、中には３４．３cmの尖頭器（図Ⅴ－

２１－４８）もある。大型のものには黒曜石３が利用され、放射状の折れが認められ、直径１．５cm大の

球顆を含む石材の特徴がＢ区の大型尖頭器に類似している。折損や再加工後、遺棄されるものが多い

が、大型尖頭器の一回り小型化した状態で搬出されるものもある。

＜剥片剥離技術＞ 単剥離打面と頭部調整の見られる大型の石刃が少量含まれる。それらには同一母

岩が無く、本地点で剥離された痕跡は認められない。石刃の特徴はＢ区の大型石刃に類似する。

＜二次加工技術＞ 舟底形石器Ⅱｂ（図Ⅴ－２１－２８１）・ｃ類（図Ⅴ－２１－２８０）がまとまって出土し

ている。それらは、大型剥片素材で、上下から加工が行われ、側縁・下縁部が細かい剥離で整形され

る特徴がある。舟底形石器で搬入されたものと原石（転礫）で搬入されたものがあり、原石で搬入さ

れたものは長さ１８cmの大型剥片が素材となっている。Ⅱｂ・ｃ類は尖頭器・石刃同様Ｂ区の石器に

類似する。安山岩製の彫器Ⅲ類・掻器が含まれ、彫器Ⅲ類（図Ⅴ－２１－１４１）は彫刀面打面から彫刀

面が作出される。掻器（図Ⅴ－２１－２０１）は厚手の剥片の側縁に粗い加工が行われ、先端部には粗い

加工で直線的な刃部が作出される。折損後、折れ面から彫刀面打撃が行われる。

石材消費 尖頭器製作の素材は大型尖頭器で搬入され、一部、原石の状態（角礫）で搬入される。平

坦剥離による加工が行われ、一回り小型化した状態で搬出される。折損するものが多く、再加工が行

われるが削片は剥離されない。石刃は少量持ち込まれ、舟底形石器は単体で持ち込まれたものと原石

で持ち込まれたものがある。安山岩製の彫器・掻器が素材ないし石器で搬入されている。

分布 Sb－９５のＬ２８・２９区周辺の狭い範囲にスポット的に分布し、幅広有舌尖頭器石器群と重複し

ている（図Ⅴ－１０）。２５cmを超える大型の尖頭器Ⅰ類、舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類、一部大型石刃が高

密度に分布し、大型尖頭器の接合資料の分布範囲も同様である。

炭化木片ブロックは、Cb－２１が本石器群の分布域の南縁に分布しているが、被熱石器を伴ってい

ない。

年代 Cb－２１（２）には１５，８５０±１７０yBP（Beta－１０１７９４・№８）、Cb－２１（２）には１５，７５０±１３０yBP（Beta

－１１２９１０・SHIRA－３８）の放射性炭素年代測定値が得られているが、石器群との関係は不明である。

③幅広有舌尖頭器を含む石器群（図Ⅴ－１０・１１・２２・２３・２７下段）

ここでは、Ｊ区（Sb－９７）の当該石器群を含めて記述する。

石器製作技術 尖頭器製作技術と一部の石刃剥離技術に分けられ、石刃ないし縦長剥片剥離が尖頭器

製作の初期段階で行われるものについては尖頭器剥離技術で説明する。

＜尖頭器製作技術＞ 石核素材と剥片素材があり、剥片素材は石核素材の尖頭器の調整剥片素材であ

る。転礫・亜角礫が利用され、転礫が主体的である。原石の大きさは長さ２０～３５cm、幅８～２３cm、

厚さ８～１９cm程度で個体による変異が非常に大きい。形状は、亜角礫は盤状や断面三角形であるが、

転礫は塊状でゴロッとしている。ほとんどが原石の形状で搬入され、塊状の原石には、最初は端部を

断ち切るような剥離で打面を作出し、縦方向の剥離が行われ、器体が薄く変化する。その後、縁辺付

近を打撃する横方向の剥離によって尖頭器の調整が行われる。縦方向の剥離では軽い打面調整を伴っ

て石刃ないし縦長剥片が剥離されるものもあり、その時の打面と作業面のなす角度は９０度に近い。剥

離される石刃は１７cm前後のものが多い。また、断面三角形の側面から連続的な横方向の剥離によっ

て薄くなるものやより扁平な原石は横方向の剥離のみで加工されるものがある。最終的に製作される

石核素材の尖頭器は、大型のものは長さ３０cm前後、幅１２cm前後、厚さ３cm程度、中型のものは長

さ１０～２０cm、幅７cm程度、厚さは２～３cmで、中型のものが主体を占める。その長さは原石の大
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幅広有舌尖頭器を含む石器群

図Ⅴ－２２ Ｉ区（Sb‐９１～９６）石器組成図（４）・母岩別資料（４）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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幅広有舌尖頭器を含む石器群

図Ⅴ－２３ Ｉ区（Sb‐９１～９６）母岩別資料（５）
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３４５



きさの変異を反映してバラつきがあり、幅・厚さはそれとは異なり近似する。また、長さは縦方向の

剥離の打面作出工程によって原石サイズから大きく減少する。この変化は、原石からほとんど長さが

減少しない特徴を持つ小型舟底形石器石器群に伴う盤状の角礫素材の大型尖頭器と対照的である。石

核素材の尖頭器は平坦剥離の当初より尖頭器本体の両側縁に角を持ち、最大幅が基部側３分の１付近

にある偏った菱形をとるものがある一方、舌部の作出が最後に行われるもの（図Ⅴ－２２－母岩７８３・

接合３５０１）がある。

剥片素材の尖頭器は、尖頭器調整剥片に特徴的な斜軸剥片を素材として、その形態的特徴を利用し

て二辺の接する尖頭部を尖頭器の尖頭部に設定している（図Ⅴ－２２－１５・１７）。また、尖頭器未成品

の側縁に折れ面が残るものが多いことから基部の作出ないし全体の整形に折り取りが行われた可能性

がある。

尖頭器は、①舌部が中央付近に位置し、先端角が９０度程度のもの（図Ⅴ－２２－１・２）、②舌部が

器体の基部側３分の１に位置し、先端角が４０度程度で尖るもの（図Ⅴ－２２－４・５）、③幅広のもの

（図Ⅴ－２２－８・９）があり、明瞭な舌部が作出されるものが多い。Ｊ区の舌部のあるもの（図Ⅴ－

２７－１・２）は①と②の中間的な形態である。また、図Ⅴ－２２－１０・７５には多段階表面変化が認めら

れ、技術的特徴・石材産地（１０は十勝産、７５は未分析）から判断して再加工によって尖頭器から形態

変化したと思われる。また、縁辺部の急角度の加工面を再加工によるものとすると②③から①へ一連

の形態変化で位置付けられる可能性がある。

＜石刃剥離技術＞ 母岩７８６・接合３５０９（図Ⅴ－２３）は黒曜石２を素材として原礫面が除去された状

態で搬入される。正面で打面調整を伴って石刃剥離が行われた後、裏面下から、正面上から打面・作

業面を転移させながら石刃が剥離される。打面と作業面の角度は直角に近く、打面縁辺の打面側には

磨り潰す加工が行われる。剥離された石刃は錯向剥離による基部加工が行われ、尖頭器の未成品（図

Ⅴ－２３－２１）が製作されている。本接合資料は石刃剥離のみ行われているが、石刃核は薄く、他の接

合資料同様、石刃剥離後、尖頭器に加工された可能性が想定される。

＜二次加工技術＞ 彫器はⅢ類が伴い、主に剥片を素材として、側縁調整後、折れ面打面・彫刀面打

面・端部に稜状やノッチ状に作出された打面から側縁に沿って彫刀面が作出される。掻器は縦方向の

剥離で剥離された縦長剥片を素材として両側縁に斜角の加工が施され、末端部には直線的な刃部が作

出される。また、折損後、側縁で樋状の剥離が行われる。

石材消費 尖頭器本体は、ケショマップ・所山・十勝・白滝（八号沢・赤石山）産の黒曜石や安山岩

など多様な石材が利用され、また、黒曜石の中には他の石器群では利用頻度の低い黒曜石２（なし肌）

が利用されている。舌部が中央に位置する小型の完形品と１点を除くＪ区の完形品ないしそれに近い

ものは全て白滝以外の産地で、未成品については１点を除き、白滝産（赤石山・八号沢）の黒曜石が

利用される。また、Ｉ区の白滝産のものは折損するものが多く、ほとんどが母岩別資料に含まれ、遺

跡内で製作される一方、他産地のものは完形品で搬入され、ケショマップ産の未成品があることから

一部未成品で搬入された可能性がある。Ｉ区と異なりＪ区の赤石山産の小型品・未成品は母岩別資料

に含まれず、未成品は折損していないことから搬入された可能性がある。

接合資料では多くの剥片・石核素材の尖頭器が製作され、搬出されている。このような単体石器と

接合資料の構成から、白滝以外の多種類の石材を利用した尖頭器が製品や一部未成品として持ち込ま

れ、遺跡内では多くの尖頭器が製作され、搬出される石材消費の形態があったことが復元される。ま

た、このような形態は、奥白滝１遺跡・上白滝２遺跡・上白滝６遺跡・北支湧別４遺跡の幅広ではな

い通常の有舌尖頭器石器群にも認められ、有舌尖頭器石器群に共通するものといえる。

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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分布 ① Sb－９３・９５のＩ２８～３０、Ｊ２８～３０、Ｋ２８～３０、Ｌ２８～３０、Ｍ２７～３０、Ｎ２６～３０、Ｏ２５～２９、

Ｐ２６～２８、Ｑ２７区周辺の広い範囲に、② Sb－９６のＪ２５、Ｋ２４、Ｌ２４、Ｍ２３、Ｎ２２・２３区周辺に線状

に、③ Sb－９７のＩ２３・２４、Ｊ２３・２４、Ｋ２３区周辺に尖頭器のみ非常に散漫に分布し、①の南側で小

型舟底形石器石器群・広郷型ナイフ形石器石器群、北側で大型石刃・大型舟底形石器石器群と重複し

ている（図Ⅴ－１０・１１）。尖頭器Ⅲ類は①のＰ２８～Ｌ３０区周辺には線状にややまとまって、Ｐ２６～Ｊ

２９区周辺には散漫に、②のＭ２３区に少量、③に散漫に分布している。

接合資料は、①の Sb－９３・②の範囲では比較的高密度に線状に伸びるように、Sb－９５では散漫に

広い範囲で分布し、Ｊ区の③には接合資料は含まれず、ほとんど単体の尖頭器のみ分布する。

炭化木片ブロックは、当該石器群の範囲内では Sb－９３の南西部（Ｑ２８区）に Cb－１９、中央西寄り

（Ｏ２９区）に Cb－１６、Sb－９５の中央東寄り（Ｍ２８区）に Cb－２１が分布し、範囲に隣接して、①の

６m北東（Ｉ３２区）に Cb－９、②の３m北西（Ｉ２４区）かつ③の北東縁に Cb－２６、③の北西縁（Ｉ

２２区）に Cb－２５が分布する。

Cb－１６は被熱石器の分布と重なり、Cb－１９は被熱石器に隣接し、その他は近隣に被熱石器は認め

られない。

年代 Cb－９（１）には１５，６７０±２４０yBP（Beta－１１２８９７・SHIRA－２５）、Cb－９（３）には１６，４２０±１５０yBP

（Beta－１１２８９８・SHIRA－２６）、Cb－１６（１）には１３，５３０±５０yBP（Beta－１８６１９７・SHIRA－１１２）、Cb

－１６（２）には１３，７９０±１７０yBP（Beta－１１２９０５・SHIRA－３３）、Cb－１９には２５，８７０±２９０yBP（Beta－

１１２９０８・SHIRA－３６）、２８，１２０±１８０yBP（Beta－１８６１９９・SHIRA－１１４）、Cb－２１（２）には１５，８５０±１７０

yBP（Beta－１０１７９４・№８）、１５，７５０±１３０yBP（Beta－１１２９１０・SHIRA－３８）、Cb－２５（Ｉ２２－２）

には１３，６３０±４０yBP（Beta－１５０４５２・SHIRA－８５）、Cb－２５（Ｉ２２－３）には１３，７３０±８０yBP（Beta

－１５０４５３・SHIRA－８６）、Cb－２６（Ｉ２４－１０）には１３，７３０±９０yBP（Beta－１５０４５５・SHIRA－８８）、Cb

－２６（Ｉ２４－１４）には１３，７３０±８０yBP（Beta－１５０４５４・SHIRA－８７）の放射性炭素年代測定値が得ら

れている。

被熱石器と重複し、それとの関連の可能性がある Cb－１６は１３，０００年台後半であるが、その地点は

幅広有舌尖頭器・広郷型ナイフ形石器石器群と重複している。被熱石器に隣接する Cb－１９は２５，０００・

２８，０００年代と古すぎて採用できない。その他は１３，６００～１３，７５０、１５，７００～１６，５００年であり、前者は Cb

－１６の年代値と一致する。Cb－１６の分布域周辺で、重複する他の石器群に比べ、本石器群の母岩単

位での被熱率が高いこと、本石器群の分布域に隣接する Cb－２５・２６で同様の年代値が得られている

ことから１３，５００～１３，７５０年を可能性のある数字として提示しておく。

水和層年代測定では、Ｉ区の尖頭器Ⅲ類２点に１０，４７９±２４４（Ｈ１８７）、１３，９７４±７５１（Ｈ１８８）、Ｊ区

の尖頭器Ⅲ類２点に９，１０４±２８４（Ｈ１６９）、１７，０１９±１２６（Ｈ１７０）の結果が得られている。９，１００～１７，０００

年とバラつきが大きく、採用するのは困難である。

④広郷型ナイフ形石器を含む石器群（図Ⅴ－１０・１１・２４）

石器製作技術 石刃剥離技術のみ見られる。

＜石刃剥離技術＞ 長さ３０cm程度の大型の転礫を素材として打面や側面に大型剥離面がある状態で

搬入される（図Ⅴ－２４－母岩７３２・接合３３１６）。原石の幅や厚さは１４cm～２４cmとバラつきがある。ま

た、石刃核で搬入されたと思われるもの（図Ⅴ－２４－母岩９３４・接合４０６３）は先行する石刃剥離がウー

トルパッセになることによって高さが減少しており、接合状態は長さ１１cmと小型である。端部に大

型の剥離によって作出された単剥離打面から頭部調整を伴って石刃が剥離される。頭部調整は稜の頂

Ⅴ ま と め

３４７



部を除去し、直線的に改変するものではなく、縁辺部形状を残す比較的軽微なものである。最初に石

核調整は行われず、石刃剥離の途中で下端に単剥離打面が作出され、両設打面から石刃が剥離される

ものもある。石刃剥離の際には打面縁辺から０．５～１cmを加撃し、石刃の打面厚は小型舟底形石器

石器群に比べ厚い。剥離される石刃は原石に近い形状で搬入されたものは１５cm程度で、石刃核で搬

入されたものは１０cm程度である。

＜二次加工技術＞ ナイフ形石器は①石刃・剥片素材で柿の種子状の６cm以下の小型品（図Ⅴ－２４

－７８・８０・８１・８２・８５）、石刃素材で細長いタイプのもので②６cm以下の小型品（図Ⅴ－２４－８７・

８８）と③８cm以上の大型品（図Ⅴ－２４－８９・９０）がある。素材石刃には反りの無い側面形が直線的

なものが選択されている。先端部の加工は背面のみ行われ、その範囲は小型の①②が広く、一側縁全

体と残りの側縁の一部に施される一方、大型の③は限定的である。基部の加工は①～③とも背面・腹

面に平坦剥離が行われ、円形に加工される。大きさの違いは素材の大きさにも関連するが、小型品の

加工頻度が高く、変形度が高いこと、折損後の再加工が認められることから大型品から小型品に形態

変化した可能性がある。

彫器はⅢ類が伴い、厚手の剥片・石刃素材で、彫刀面打面はノッチ状の厚形の調整剥離面（図Ⅴ－

２４－１３５）、彫刀面（図Ⅴ－２４－１４５・１４３）、折れ面（図Ⅴ－２４－１４８・１４５）があり、一つの石器に複

数の彫刀面が複合するものが多い。また、彫刀面は石器の長軸に対して平行ないし垂直に作出される

傾向がある。周縁加工は行われないものが多いが、やや粗い加工や平坦加工が見られるものがある。

石材消費 本石器群に該当すると判断した母岩別資料は、ナイフ形石器が接合している３母岩（母岩

７３２・９３３・９３４）（図Ⅴ－２４）、剥片剥離技術や彫器の特徴から判定した１母岩（母岩７３４）で、石刃剥

離の行われた量が非常に少ない。搬入形態は、原石に近い形状が３母岩、石刃核と見られるものが１

母岩である。４母岩とも石刃剥離が行われ、石刃の剥離頻度が不明な母岩７３４を除いて、ほぼ石材を

消費し尽くしている。また、これらにはナイフ形石器・彫器の製作が行われるものの、石刃の抜き出

しはほとんど見られない。これらの母岩以外のナイフ形石器は接合せず、単体で搬入されたと見られ

る。接合しないナイフ形石器のうち１点があじさい滝産（Ｘ１３）、２点が赤石山産（Ｗ１７・Ｗ１８）と

分析され、その他のナイフ形石器にも肉眼的に白滝産以外と見られるものは無いため本石器群は白滝

産の黒曜石のみで構成されると思われる。

①石刃剥離の行われた母岩が少ない、②母岩単位では石材が消費し尽くされる、③遺跡内で剥離さ

れる石刃を素材としてトゥールが製作される、④搬出される石刃が少ない、⑤ナイフ形石器の多くが

単体で搬入される、⑥石材は白滝産に限定される特徴は東地区（Ｆ区）の当該石器群と一致する。ま

た、上白滝７遺跡（坂本ほか ２０００、坂本 ２００３）とは、大量に石刃剥離が行われ、石刃が大量に石

刃が搬出される点で①④と違いが見られるが、②③⑤⑥の特徴は一致する。両遺跡には石器製作技術

的特徴が一致しており、一連の石材消費システムに位置付けられるとすれば、これらの違いは遺跡の

機能的な違いと見ることができるが、その内容の検討については今後の課題としたい。

分布 ① Sb－９３・９５のＭ２８・２９、Ｎ２６～２８、Ｏ２５～２８、Ｐ２４～２７、Ｑ２４～２６、Ｒ２５区周辺、② Sb－

９５のＪ２６、Ｋ２５・２６、Ｌ２５区周辺に分布し、①は幅広有舌尖頭器石器群とほぼ全域で、小型舟底形石

器石器群と中央部で重複する（図Ⅴ－１０・１１）。広郷型ナイフ形石器・彫器Ⅲ類は①のＱ２４～Ｎ２８区

周辺に分布する。接合資料は、石刃核で搬入されたものは①の東縁に、原石に近い形状で搬入された

ものは②に分布の主体があり、両者ともトゥールや良形の石刃が①のＱ２４～Ｎ２８区周辺に非常に散漫

に分布する。また、母岩９３３・接合４０６１は東地区（Sb－６１）と接合関係が認められ、両者は同一時期

に形成された可能性がある。

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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広郷型ナイフ形石器を含む石器群

図Ⅴ－２４ Ｉ区（Sb‐９１～９６）石器組成図（５）・母岩別資料（６）

Ⅴ ま と め
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炭化木片ブロックは本石器群分布域の２m南東（Ｑ２８区）に Cb－１９、東に隣接して Cb－１６、北

東に隣接して Cb－２１が分布する。

年代 Cb－１６（１）には１３，５３０±５０yBP（Beta－１８６１９７・SHIRA－１１２）、Cb－１６（２）には１３，７９０±１７０yBP

（Beta－１１２９０５・SHIRA－３３）、Cb－１９には２５，８７０±２９０yBP（Beta－１１２９０８・SHIRA－３６）、２８，１２０

±１８０yBP（Beta－１８６１９９・SHIRA－１１４）、Cb－２１（２）には１５，８５０±１７０yBP（Beta－１０１７９４・№８）、

１５，７５０±１３０yBP（Beta－１１２９１０・SHIRA－３８）の放射性炭素年代測定値が得られている。それぞれ

１３，５００～１３，８００、１５，７００～１５，９００、２５，８００～２８，２００であるが、出土状況などから石器群と直接関連付

けることは難しい。

水和層年代測定では、Sb－９５出土の広郷型ナイフ形石器に２５，８４４±６９５（Ｗ１８）の結果が得られて

いるが、同様に直接採用するのは困難である。 （鈴木宏行）

（４）Ｊ区・石器ブロック９７～１０７（Sb－９７～１０７）
石器群 ①小型舟底形石器を含む石器群、②幅広有舌尖頭器を含む石器群が認められる。②について

は、ほぼ単品の尖頭器Ⅲ類に限定され、分布がＩ区から連続していることからＩ区で説明を行う。

石器・石材組成（図Ⅷ－１８・１９） 点取り遺物４１，３９７点、４７９，３２７．４gの石器類が出土した。定形的

な石器は尖頭器（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）・尖頭器削片・両面調整石器・彫器（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）・彫器削片（Ⅱ・

Ⅲ類）・掻器・削器・錐形石器・舟底形石器（Ⅰａ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅱｃ類）・石刃・縦長剥片・石刃

核・石核・つまみ付きナイフ・原石・台石・礫である。石材は黒曜石１（６４．１％）が最も多く、以下、

黒曜石４（２２．９％）、黒曜石３（８．１％）、黒曜石５（４．１％）、黒曜石２（０．７％）、頁岩（０．０５％）、安

山岩（０．０１％）、珪岩（０．００７％）、碧玉（０．００７％）、めのう（０．００２％）、砂岩（０．００２％）、緑色泥岩

（０．００２％）である。上白滝８遺跡全体でＩ区に次ぐ規模の区域で、ほとんどが小型舟底形石器を含

む石器群である。彫器（８０％）、掻器（９４％）は黒曜石１、舟底形石器（４３％）は黒曜石４の比率が

高く、この傾向は小型舟底形石器石器群と一致するが、同一石器群のＧ・Ｉ区に比べ全体的に黒曜石

１の比率が高い。

①小型舟底形石器を含む石器群（図Ⅴ－１０・２５～３０）

石器製作技術 尖頭器製作技術と石刃剥離技術を含む剥片剥離技術に分けられる。

＜尖頭器製作技術＞ 尖頭器は石核素材と剥片素材に分けられ、石核素材には転礫・亜角礫・角礫が

利用され、剥片素材には転礫から剥離された大型の剥片が利用される。

石核素材の尖頭器の５０％程度が転礫、３０％程度が角礫、２０％程度が亜角礫素材である。利用される

原石は、形状に関わらず長さ２２～３４cm、幅１２～２４cm、厚さ７～１４cm程度で大きさにバラつきが大

きいが、両面は平坦で断面が長方形に近いものが多い。搬入形態は原石ないし原石に近い形状が主体

的であるが、角礫素材には粗い加工の行われた尖頭器が含まれる。

加工は、最初は縁辺部調整の無い打面の大きい粗いものであるが、途中で縁辺部調整のある打面の

小さい平坦剥離に移行する。また、初期段階では縦方向の剥離が行われ、厚さを減少させるものがあ

る（図Ⅴ－２５－４６）。平坦剥離によって器体が薄くなると、縁辺部に角度のある細かい剥離が行われ、

断面形が潰れた六角形を呈する（図Ⅴ－２５－８・９）。これらの形態変化は上白滝５遺跡の復元例に

類似する（鈴木 ２００２）。本体の尖頭器は長さ１７～２０cm程度、幅９～１２cm以下、厚さ３cm以下で

搬出される。

また、尖頭器は調整剥離途中で折損した後、折れ面から側縁で削片剥離が行われる（図Ⅴ－２５－２７・

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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２８・３２・３４・５４、図Ⅴ－２８－母岩１０２９・接合４３２４個体Ｂ、接合５８２２）。尖頭器Ⅱ類の厚さは９～２７mm

で、それらの表面に残る加工状態には違いが見られ、素材尖頭器は尖頭器製作の特定の段階に限定さ

れない。また、剥離される削片（図Ⅴ－２５－３６・４０）の幅（尖頭器Ⅱ類の厚さに対応）は８～３１mm

でバラつきが見られる。削片剥離は、断面三角形の一次削片が両側縁で剥離されるＧ・Ｉ区と違い、

片側縁に偏る傾向がある。

初期の粗い加工で剥離された厚手の調整剥片や削片は舟底形石器や石核の素材となり、調整剥片の

一部は彫器Ⅱ・Ⅲ類の素材になっている。

＜剥片剥離技術＞ 石刃剥離と剥片剥離に分けられる。

石刃剥離には転礫が５０％程度、角礫が３０％程度、亜角礫が２０％程度利用され、尖頭器と違いは見ら

れない。利用される原石の大きさは長さ８～２７cm、幅８～２０cm、厚さ５～１４cmと変異が大きく、

亜角礫に２０cm以上の大型のものが無い点以外は石材による大きさの違いは見られない。遺跡には原

石ないし原石に近い状態で搬入されるものが多く、「試し割り」の可能性がある大型の剥離面がある

状態で搬入されるものもある。石刃は単剥離打面から頭部調整を伴って剥離され、長さは７～１２cm

程度のものが多く、それらの多くは欠落し、搬出されている。小型の原石（図Ⅴ－２９－母岩１００７・接

合４２７５、母岩１０１６・接合４２８７）には、原石の高さをあまり減少させない上面への一度ないしは数回の

剥離によって打面が作出され、大型の原石（図Ⅴ－２９－母岩９８２・接合４２１７、母岩１１０８・接合４５５６、

母岩９４８・接合４１２５）には上面と正面ないし側面の剥離を交互に行って石刃核の高さを減少させ、両

者からほぼ類似した形態の石刃が剥離されるように石刃核高が調整される。細長い形状の原石には上

下に打面が作出され、両設になるものがある。また、２０cmを超える大型の原石（図Ⅴ－３０－母岩９６５・

接合４１７３・４１７４）には１５cmを超えるような石刃が剥離されるものがあり、石核調整段階で石刃核が

小型化していない。その母岩は、ウートルパッセの石刃が連続して剥離されることによって、石刃核

高が減少した結果、最終的には石刃長が６cm程度に変化している。また、大型のものには稜調整が

行われるものがある。厚手の石核調整剥片や打面作出剥片は舟底形石器の素材となり、石刃は彫器・

掻器・錐形石器・削器の素材となっている。

石刃剥離の中で本石器群に伴うかどうか不明であるが本区域には幅広の石刃が剥離され、石刃核の

作業面形状が平坦になる技術（図Ⅴ－３０－母岩１１４２・接合４６２６）が含まれ、東地区（Ｃ区）のＨ５５区

出土資料に類似する。

石刃剥離を伴わない剥片剥離には転礫が７５％程度、角礫が１０％程度、亜角礫が１０％程度利用され、

尖頭器・石刃剥離に比べ転礫の割合が高い。利用される原石は長さ８～２１cm、幅６～１８cm、厚さ３

～１５cmと変異が大きいが、石刃剥離に利用される原石に比べ小さめである。搬入形態は原石がほと

んどであるが、一部大型の剥離面があるものが含まれる。石刃剥離の初期段階で見られる上面と正面

の交互剥離で剥片が剥離されるもの（図Ⅴ－３０－母岩１０７９・接合４４９８）や原石を二分割するもの（図

Ⅴ－３０－母岩１１８６・接合４７４４）、または分割面を打面として両端部で剥片が剥離されるもの（図Ⅴ－

３０－母岩１１７４・接合４７０１）があり、頭部調整は行われずに打面縁辺から内側を加撃することによって

厚手の剥片が剥離されている。これらの剥片の多くは舟底形石器の素材となっている。

＜二次加工技術＞ 多量の彫器が出土しているが、そのほとんどがⅠ（図Ⅴ－２６－５７・５９など）・Ⅱ

類（図Ⅴ－２６－６９・７２など）で、主に単剥離打面の石刃核から頭部調整を伴って剥離された７～１１cm

程度の石刃を素材としている。掻器には先端部に反りのある石刃が利用されるのに対し、側面形が直

線的な石刃が選択される。周縁加工は、背面側は両側縁に急角度に施されるものが多いが、厚手の素

材の場合、斜角の加工により断面三角形の基部が作出されるものがある。腹面側は平坦剥離によって

Ⅴ ま と め
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－２５ Ｊ区（Sb‐９７～１０７）石器組成図（１）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－２６ Ｊ区（Sb‐９７～１０７）石器組成図（２）

Ⅴ ま と め
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小型舟底形石器を含む石器群

幅広有舌尖頭器を含む石器群

図Ⅴ－２７ Ｊ区（Sb‐９７～１０７）石器組成図（３）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－２８ Ｊ区（Sb‐９７～１０７）母岩別資料（１）

Ⅴ ま と め
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－２９ Ｊ区（Sb‐９７～１０７）母岩別資料（２）

２ 「白滝Ⅰ群」以外について
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－３０ Ｊ区（Sb‐９７～１０７）母岩別資料（３）

Ⅴ ま と め
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加工され、その範囲は部分的なものから面的なものまで変異が大きい。彫刀面は素材先端側に主体的

に作出されるが、掲載資料中１９％が素材打面側に作出され、その比率が極めて低いＧ・Ｉ地区に比べ

て高い。形態軸・彫刀面交叉角は４０～９０度で、そのうち５０～８０度が主体を占める。背面先端部調整は

Ⅰ類にはほとんど行われず、多くのⅡ類に認められ、その７０％は打点が無く、彫刀面に切られる。彫

刀面の形状は、Ⅰ類は弧状、Ⅱ類は直線的なものが多く、Ⅱ類の彫器削片（図Ⅴ－２６－１３２）から判

断して母型作成時から直線的な彫刀面を作出していた可能性がある。

Ⅲ類（図Ⅴ－２６－１２１・１２３・１２６）は剥片素材で、片面が面的に加工された片面ないし半両面加工

石器（尖頭器のような整った両面調整体ではない）が折損した後、側縁で削片剥離が行われる。また、

それらの素材の端部は弧状に整形されるものがある。

掻器は、側面形を除き彫器とほぼ同様の素材が利用されている。側面形は先端部に反りのあるもの

が利用され、掻き取る作業に関連したものと考えられる。また、接合資料では彫器が素材の大きさか

ら最大２cm程度長さの減少が見られるのに対し、掻器は０．５cm程度で刃部再生頻度が低い。刃部再

生に伴う消耗度の違いも影響しているが、機能的な問題から反りの確保できる部分までしか再生が行

われなかったために掻器の刃部再生頻度が低かったと考えられる。側縁調整は行われるもの（図Ⅴ－

２６－１４９・１５１など）と行われないもの（図Ⅴ－２６－１６４・１６６）があり、前者にはほぼ両側縁に施され

る。刃部形状は円形に近いものが多く、刃部周辺のパンチ痕は確認できない。

錐形石器は、石刃（図Ⅴ－２６－１７５・１７７）・彫器削片Ⅲ類（図Ⅴ－２６－１８０）・尖頭器削片素材（図

Ⅴ－２６－１８１）があり、側縁調整は微細なもの以外行われない。刃部は石刃・彫器削片Ⅲ類の先端部

に腹面から両側縁へのノッチ状の剥離によって石器長軸に一致するように作出される。また、断面三

角形の尖頭器剥片には腹面・側面から加工が行われ、刃部が作出される。

削器は、石刃の側縁に急角度の加工が行われるもの（図Ⅴ－２６－１８５・１８３）や剥片素材で粗い加工

が施されるもの（図Ⅴ－２６－１９３）などがあり、後者は舟底形石器の初期段階と考えられる。

舟底形石器はⅠａ（図Ⅴ－２７－１９５・１９７など）・Ⅱａ類（図Ⅴ－２７－２２２・２２４など）が主体を占め、

一部、Ⅱｂ（図Ⅴ－２７－２７５）・ｃ類が含まれる。Ⅱｂ類は素材の大きさから区別したが、Ｂ・Ｉ区出

土のものと比べ加工の種類はⅡａ類に近く、大型のⅡａ類とみなすことができる。素材は厚手の石核

調整剥片や打面作出剥片や厚手石刃、石刃核や石核、尖頭器削片が利用されるが、剥片の割合が最も

高い。上白滝５遺跡（鈴木 ２００２）で復元されたような形態変化（粗い段階のⅡａ類からⅠａ類への

変化）が接合資料で確認され、素材腹面から両側面への粗い加工の後、押圧と見られる加工が上下か

ら行われ、特にその最終段階では下縁からの剥離によって形状が整えられ、最終的に削片が剥離され

る。厚さが１cm以下の薄い尖頭器Ⅱ類から剥離された尖頭器削片を素材とした舟底形石器は、最初

から押圧と見られる細かい加工が行われ、Ⅰａ類が製作され、さらに、細石刃状の剥離も行われる（図

Ⅴ－２８－母岩１１７９・接合４７１９）。母岩１０７９・接合４４９８個体Ｃ（図Ⅴ－３０）の本体であるⅠａ類（図Ⅴ

－３０－２２０）は、おそらくⅠａ類の段階に素材中央で折損しているが、折れ面付近で再加工が行われ

ている。通常Ⅱａ類段階では中央付近で折損した場合、遺棄されることが多い。Ⅰａ類段階では折損

後も再加工され、遺棄されることが少なかったことが想定され、Ⅰａ類とⅡａ類の大きさの隔絶は技

術的な変化による折損率の違いと折損時の遺棄率（再加工率）の違いが要因と考えられる。Ⅰａ類の

細石刃状剥離は素材先端側で行われるものが８０％を占める。本区のⅠａ類はＧ・Ｉ地区に比べ若干大

きい。また、Ⅰａ類に多段階表面変化が観察されるものが無く、母岩別資料に含まれるもの（図Ⅴ－

３０－母岩１１７４・接合４７０１など）が一定量含まれることから遺跡内で製作されたものが多いと考えられ

る。舟底形石器Ⅱａ類は折損品が多く、その多くが母岩別資料に含まれ、本体の欠落する個体が多く
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含まれていることから多量の舟底形石器が搬出されたと思われる。

斧形石器に関連するものは緑色泥岩製の磨製石斧の調整剥片が１点、白色の頁岩製の尖頭器削片と

剥片の母岩別資料１点（図Ⅴ－２８－母岩１２２０・接合５８４３・５８０１）がある。後者は本来長さ２０cm程度

の斧形石器と見られ、想定される本体の平面形は尖頭器の一端を弧状（刃部に相当）に断ち切った形

状で、断面形は凸レンズ状で尖頭器に類似する。刃部は縁辺から５mm程度の限定された範囲の両面

が研磨されている。加工は、尖頭器状の両面加工、刃部からの長軸方向の剥離の後、刃部の両面に研

磨が行われている。本体の折損後、側縁で削片剥離が行われ、断面三角形の一次削片は錐形石器に、

断面四角形の二次削片は彫器に加工されている。

石材消費 尖頭器製作、石刃剥離、剥片剥離いずれも転礫・角礫・亜角礫が利用され、ほとんどが原

石ないし原石に近い形状で搬入される。原石サイズは原石形状による違いが見られず、尖頭器製作（２２

～３４cm）、石刃剥離（８～２７cm）、剥片剥離（８～２１cm）の順で小さく、また、それらの中でのバラ

つきが大きい。遺跡内ではそれぞれ加工・剥離が行われ、多量の彫器・掻器の製作が行われ、尖頭器

や多量の石刃類・Ⅰａ類を含む舟底形石器Ⅱａ類が搬出されている。尖頭器は、全ての加工の段階で

折損したものに削片剥離が行われ、折損した尖頭器の母岩自体が遺跡内で消費し尽くされている。彫

器・掻器は遺跡内で刃部再生が行われ、その頻度は彫器のほうが高い。舟底形石器はⅠａ類まで加工

されるものがあり、細石刃状の削片剥離も行われる。また、舟底形石器Ⅰａ類に多段階表面変化が観

察されるものが無く、母岩別資料に含まれるものが一定量含まれることから多くが遺跡内で製作され

たと考えられる。

石器群全体として原石から石器の最終的な整形までが行われ、全ての石材が消費しつくされている。

このような特徴は他の小型舟底形石器石器群には見られないものである。

分布 Ｊ区は幅広有舌尖頭器を含む石器群など一部を除いてほとんどが当該石器群に相当する。分布

の連続した石器群単位で比較すると遺跡群内で最大級の規模である（図Ⅴ－１０）。

トゥールは Sb－９７の北西部から Sb－１０１の北部にかけて分布するものが多く、尖頭器Ⅱ類、尖頭

器削片、舟底形石器Ⅰａ類、舟底形石器削片、彫器Ⅰ・Ⅱ類、彫器削片Ⅰ～Ⅲ類、掻器、錐形石器は

その範囲に限定的に分布する。尖頭器Ⅰ類・削器は、その範囲に加えて Sb－９７南部・Sb－９８・Sb－

１０４に、両面調整石器は Sb－９７南部に、舟底形石器Ⅱａ類・石刃核は Sb－９７南部・Sb－９８に分布す

る。また、石刃・縦長剥片・石核は Sb－１０４・１０６には少ないもののほぼ全域に分布している。

最も大規模な Sb－９７は相対的に密度の低い北西部を除いて濃密な分布を示し、その中に分布する

接合資料の主体は比較的狭い範囲内に分布している。それらの接合資料に含まれる一部はトゥールの

集中する Sb－９７北東部や周辺の Sb－９８～１００・１０１の北部に分布するものが多く、そのほとんどがト

ゥールや石刃であることから、それらは人為的に選択されて、その場所に残されたものと考えられる。

炭化木片ブロックは、当該石器群分布範囲内の、Sb－９７北東部（Ｉ２４区）に Cb－２６、西部（Ｉ２２

区）に Cb－２５、Sb－１０１南東部（Ｎ２０区）に Cb－２０、Sb－１０２の南部（Ｉ１９区）に Cb－２３、西寄り

（Ｈ１８）に Cb－２４が分布する。それらは全て被熱石器との関連は認められない。

年代 Cb－２０には１４，１４０±１１０yBP（Beta－１１２９０９・SHIRA－３７）、１３，９１０±８０yBP（Beta－１８６２００・

SHIRA－１１５）、Cb－２３（３）には１５，８９０±９０yBP（Beta－１５０４４８・SHIRA－８１）、１５，５９０±１３０yBP（Beta

－１５０４４９・SHIRA－８２）、Cb－２４（１）には１５，９５０±１１０yBP（Beta－１５０４５１・SHIRA－８４）、Cb－２４（２）

には１５，４５０±９０yBP（Beta－１５０４５０・SHIRA－８３）、Cb－２５（Ｉ２２－２）には１３，６３０±４０yBP（Beta

－１５０４５２・SHIRA－８５）、Cb－２５（Ｉ２２－３）には１３，７３０±８０yBP（Beta－１５０４５３・SHIRA－８６）、Cb

－２６（Ｉ２４－１０）には１３，７３０±９０yBP（Beta－１５０４５５・SHIRA－８８）、Cb－２６（Ｉ２４－１４）には１３，７３０
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±８０yBP（Beta－１５０４５４・SHIRA－８７）の放射性炭素年代測定値が得られている。これらの年代値は

１３，６００～１４，２００、１５，４００～１５，９００年に分かれる。Ｉ区の幅広有舌尖頭器を含む石器群で可能性を示し

た１３，６００～１４，２００年をその石器群に採用した場合、１５，４００～１５，９００年が残り、その年代値との関連の

可能性が考えられる。しかし、①被熱石器との関連が見られないこと、②Ｇ区の舟底形石器石器群で

可能性のある年代として考えた１８，０００年と整合しないこと、③１３，６００～１４，２００年が幅広有舌尖頭器石

器群に対応する根拠も弱いため、現段階では不明である。

水和層年代測定では Sb－１０１出土のつまみ付きナイフに１８，９０９±８６９（Ｈ１７１）の結果が得られてお

り、旧石器時代の遺物であると考えられる。 （鈴木宏行）

（５）Ｋ区・石器ブロック１０８～１１１（Sb－１０８～１１１）
石器群 小型舟底形石器を含む石器群が認められる。

石器・石材組成（図Ⅷ－２２上段） 点取り遺物３，３８３点、３２，９０４．８gの石器類が出土した。定形的な

石器は尖頭器（Ⅰ・Ⅱ類）・尖頭器削片・両面調整石器・彫器（Ⅰ・Ⅱ類）・掻器・削器・舟底形石器

（Ⅰａ・Ⅱａ・Ⅱｂ類）・石刃・縦長剥片・石刃核・石核である。石材は黒曜石４（４３．０％）が最も

多く、以下、黒曜石１（４１．６％）、黒曜石５（８．０％）、黒曜石２（３．７％）黒曜石３（３．５％）、安山岩

（０．０６％）、頁岩（０．０６％）、めのう（０．０６％）である。西地区では最も小規模な区域である。

小型舟底形石器を含む石器群（図Ⅴ－１０・３１）

石器製作技術 尖頭器製作技術と石刃剥離技術を含む剥片剥離技術に分けられる。

＜尖頭器製作技術＞ 母岩１１９８・接合４７７３（図Ⅴ－３１）は、長さ３０cm、幅１５cm、厚さ１０cm程度の

角礫が利用され、原石ないしそれに近い形状で搬入される。遺跡内では、打面の大きい粗い剥離が行

われた後、打面の小さい平坦剥離に変化している。尖頭器は２５cmを超える大型品（図Ⅴ－３１－４・

５）が含まれるが、調整剥離によって折損している。また、平坦剥離と縁辺部の平行剥離面で構成さ

れる細長いものが含まれる。これらの多くは尖頭器の状態で搬入されたと思われる。

＜剥片剥離技術＞ 石刃剥離技術と剥片剥離技術に分けられる。

石刃剥離には長さ１５～２０cm、幅１０～１３cm、厚さ９cm程度の亜角礫が利用され、原石ないし原石

に近い形状で搬入される。粗い剥離による石核調整後、単剥離打面が作出され、頭部調整を伴う石刃

剥離が行われる（図Ⅴ－３１－母岩１２０３・接合４７８４）。石刃は長さ６～１１cm程度のものが剥離され、

ほとんどが搬出されている。

剥片剥離には長さ９～１８cm、幅８～１０cm、厚さ７～１０cmの亜角礫を主体として角礫・転礫が利

用され、原石ないし原石に近い状態で搬入されている。打面と作業面を入れ替えながら粗い剥離によっ

て厚手の剥片が剥離されるもの（図Ⅴ－３１－母岩１２０２・接合４７８４）が多く、それらの多くは舟底形石

器の素材となっている。

＜二次加工技術＞ 彫器はⅠ（図Ⅴ－３１－８）・Ⅱ類（図Ⅴ－３１－９）があり、Ⅰ類は斜刃である。

両者とも石刃素材で周縁加工は両面に施される。

掻器は石刃素材（図Ⅴ－３１－１０）と剥片素材（図Ⅴ－３１－１１）があり、石刃素材は両側縁に加工が

あり、刃部は弧状である。剥片素材は所山産の黒曜石製で、稜線は潰れ、表面は傷が多く、二次加工

面にはそれが認められない多段階表面変化の特徴が見られる。

削器は石刃素材と剥片素材があり、石刃素材には細かい加工が施され、剥片素材には舟底形石器の

調整に似た粗い加工が施される。石刃素材の１点は所山産で稜線の潰れと表面の傷が確認できる。
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小型舟底形石器を含む石器群

図Ⅴ－３１ Ｋ区（Sb‐１０８～１１１）石器組成図・母岩別資料
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舟底形石器はⅠａ（図Ⅴ－３１－１４）・Ⅱａ類（図Ⅴ－３１－１５・１８）がある。Ⅰａ類は尖頭器削片素

材で、細石刃状剥離は見られない。Ⅱａ類は剥片・石核が素材で剥片素材が主体を占める。加工は主

に甲板面から行われ、素材長軸と石器長軸は一致する。

石材消費 尖頭器製作には角礫が利用され、大型尖頭器、原石ないし原石に近い形状で搬入され、加

工後、搬出される。石刃剥離には亜角礫、剥片剥離には亜角礫を主体として角礫・転礫が利用され、

両者とも原石ないし原石に近い形状で搬入される。石刃・剥片剥離後、石刃・舟底形石器Ⅱａ類が搬

出される。他の区域の同一石器群と比較して尖頭器製作、石刃・剥片剥離頻度が低く、主に舟底形石

器Ⅱａ類が製作されている。Sb－１０９出土の掻器（Ｘ１８３）、削器（Ｘ１８７）は所山産と判定され、掻

器には多段階表面変化が、削器には稜線の潰れと表面の傷が観察される。Sb－１１０出土の小型尖頭器

（Ｈ１７３）は赤石山産と判定されている。

分布 Ｇ～Ｉ区と異なり、小型舟底形石器を含む石器群のみの小規模な区域である（図Ⅴ－１０）。Sb

－１０９・１１０にやや規模の大きい集中域があり、それらに舟底形石器が分布し、その他は、小規模な尖

頭器調整剥片の集中域である。

接合資料はブロック内で収束し、接合資料分布は傾斜方向に線状に伸びている。

炭化木片ブロックは、Cb－２２が Sb－１１０の東寄り（Ｏ６区）に分布し、少量の被熱石器と重複し

ている。

年代 Cb－２２（１）には１５，７９０±１１０yBP（Beta－１２６１６３・SHIRA－５２）、１５，９８０±９０yBP（Beta－１８６２０１・

SHIRA－１１６）の放射性炭素年代測定値が得られている。１５，７００～１６，０００年の値はＪ区の小型舟底形

石器石器群でも得られた年代値であるが、Ｊ区では石器群と炭化木片ブロックの関係は不明である。

ここでは被熱石器との重複が認められるが、Ｉ区での年代値と一致していない。今後、被熱石器と分

布パターンや遺跡形成過程を含めて検討して行きたい。

水和層年代測定では、Sb－１１０出土の尖頭器に２０，２３０±６７９（Ｈ１７３）の結果が得られていが、年代

値としては古く、採用は困難である。 （鈴木宏行）

３ 上白滝８遺跡の総括

本遺跡では総点数１，３５４，５６７点（点取り２１６，３４６点）、総重量３，４９９，９２３．０gもの大量の石器類が出土

したため、高位部中央やや東寄りの小沢が入る空白地帯を境に、東地区『白滝遺跡群Ⅳ』と西地区『白

滝遺跡群Ⅵ』に分けて報告を行った。ここでは、両者を合わせて遺跡全体を概観する。

上白滝８遺跡は北海道の北東部の白滝村上白滝地区に位置し、黒曜石の原石山として知られる赤石

山の南麓、湧別川と八号沢川の合流点から約１．１km下流の湧別川右岸段丘上に立地する。本合流点

付近は白滝第１３地点遺跡をはじめ、服部台、服部台２、白滝第３２・３３地点、奥白滝１遺跡など大規模

な遺跡が集中し、白滝遺跡群の中でも中核をなしている。

発掘調査は、高規格道路建設に伴って平成７～１０・１２年に行われ、当センターが調査した本地域の

遺跡の中で最多の遺物が出土した。調査区は高位部・斜面部・低位部に分けられ、高位部は上白滝面、

低位部は東白滝面に対比される。基本土層はⅠ層：表土、Ⅱａ層：褐色粘質土、Ⅱｂ層：灰白色～青

灰白色粘質土、Ⅱｃ層：赤褐色～灰褐色砂質土、Ⅲ層：赤褐色～褐色砂質土層である。遺物はⅠ・Ⅱ

ａ層に主体的に含まれ、Ⅱａ層が本来の包含層であったと考えられる。Ⅱｃ層には大雪御鉢平軽石（Ds

－Oh）が含まれており、石器群の上限を設定している。

確認された遺構は炭化木片ブロックのみで、２８か所確認されている。出土している遺物は全て石器

３ 上白滝８遺跡の総括
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①「白滝Ⅰ a群」 ②「白滝Ⅰ b群」

③小型舟底形石器（Ⅰ a類）を含む石器群 ④大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群
⑤小型舟底形石器（Ⅰ b類）・打面調整のある石刃核を含む石器群

⑥峠下型細石刃核を含む石器群 ⑦忍路子型細石刃核を含む石器群

⑧幅広有舌尖頭器を含む石器群

⑨広郷型ナイフ形石器を含む石器群
＊ドットは全遺物、Sb は「白滝Ⅰ群」、「白滝Ⅰ群以外」で表示

図Ⅴ－３２ 上白滝８遺跡石器群分布図
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類（そのうち９９％以上が黒曜石製）で、定形的な石器は、有舌尖頭器・尖頭器・尖頭器削片・両面調

整石器、ナイフ形石器、彫器、彫器削片、掻器、削器、錐形石器、舟底形石器、細石刃、細石刃核、

細石刃核削片、石刃、石刃核、斧形石器、台石、敲石などが出土し、加工のある遺物は全体の１％以

下である。遺跡で行われた石器製作活動を具体的に明らかにするために接合作業を行った結果、６２，１１７

点が接合し、７４０母岩（４３，１３３点）が抽出された。

遺物分布は広範囲に連続し、巨視的に見ると直径５０m規模の集中域とみなせる場所が東西地区で

確認される。その集中域には複数の石器群が重複し、複雑な状況を示している（図Ⅴ－３２）。技術的

特徴から剥片単位でも分離可能な「白滝Ⅰ群」については、分布からブロックを分離し、Sb－１～

１３、６４～７９を設定し、さらに単体石器・接合資料の分布から「白滝Ⅰａ群」に分類される Sb－１～

３、Sb－４～６、Sb－７・８、Sb－９、Sb－１１～１３、Sb－６４～７０、「白滝Ⅰｂ類」に分類される Sb

－１０、Sb－７１、Sb－７２～７９の石器ブロック群に分けた。また、「白滝Ⅰ群」以外については複数の石

器群が重複しているため、分布状況から石器ブロックを分離し、単体石器・接合資料からおおよその

まとまりである「区域」（Ａ～Ｋ区）に分離した。東西地区とも「区域」を単位として報告し、西地

区についてはⅤ章２で石器群単位に分離した。ここでは、「区域」単位の分析を経て、可能な限り石

器群の分布範囲の抽出を試み、東地区を合わせて、大きく図Ⅴ－３２のように分けた。

石器群は高位部全体で、①「白滝Ⅰａ群」、②「白滝Ⅰｂ群」、③小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰａ

類）を含む石器群、④大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群、⑤小型舟底形石器（舟底形石器Ⅰｂ

類）・打面調整のある石刃核を含む石器群、⑥峠下型細石刃核を含む石器群、⑦忍路子型細石刃核を

含む石器群、⑧幅広有舌尖頭器を含む石器群、⑨広郷型ナイフ形石器を含む石器群に分けられる。こ

れら以外に、単体の有舌尖頭器が１点出土し、打面調整のある石刃技法がスポット的に分布しており、

幅広ではない有舌尖頭器石器群が含まれる可能性もある。また、東地区では③と④に属すると考えら

れる大型尖頭器が連続的に分布し、それらの分離を困難にしている。石器群に帰属が不明な接合資料

も存在し、完全に分離できない部分もある。⑤については③と分離できるかどうか不明であるが、地

点が異なるためここでは分離した。

①には裏面微細加工石器、基部平坦加工石器の小型の石器が含まれ、一部大型の角礫素材のものが

混じる。②には多くの掻器の他、台形石器などのやや大型の石器が含まれる。③には舟底形石器Ⅰａ

類の他、大型尖頭器（尖頭器Ⅰ類の大型品）、削片剥離の行われた尖頭器（尖頭器Ⅱ類）、周縁加工彫

器（彫器Ⅰ・Ⅱ類）、周縁加工掻器、舟底形石器Ⅱａ類、単剥離打面の石刃核が含まれる。④には単

剥離打面を持つ大型石刃・舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類の他、大型尖頭器（尖頭器Ⅰ類の大型品）が含まれ

る。⑤には舟底形石器Ⅰｂ類の他、尖頭器、舟底形石器Ⅱｂ・ｃ類、打面調整のある石刃核が含まれ

る。⑥には峠下型細石刃核の他、その素材を剥離した単剥離打面石刃核・円盤状石核が含まれる。⑦

には忍路子型細石刃核の他、打面調整を伴う大型石刃、側縁加工がほとんど行われない刃部周辺にパ

ンチ痕のある掻器が含まれ、接合資料には石器本体の無い５０cmを超える尖頭器製作の資料がある。

⑧には幅広の尖頭器Ⅲ類・彫器Ⅲ類が含まれ、尖頭器は剥片ないし石核素材で、通常の有舌尖頭器に

比べ幅広である。また、尖頭器製作技術には縦方向の剥離によって器体を薄くするものがある。⑨に

は広郷型ナイフ形石器の他、彫器Ⅲ類が含まれ、単剥離打面の石刃技法が伴い、頭部調整は比較的軽

い。

斜面部には峠下型細石刃核、幌加型細石刃核、蘭越型類似細石刃核、美利河型類似細石刃核が、低

位部には縄文時代に属すると考えられる石器群が分布する。石器群の詳細についてはⅤ章１・２、『白

滝遺跡群Ⅳ』（Ⅷ章１・２）、（鈴木 ２００４）を参照してもらいたい。
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石器群の分布は、①が東地区の東西縁部、西地区の東縁に、②が西地区西側を中心に、一部西地区

中央・東地区西側に分布する。③は東西とも最も広い範囲に分布し、量的にも最大である。④は東地

区南側を主体として西地区にスポット的に、⑤は東地区西側に、⑥は東地区の東半分に Sb－１７を主

体として①③④に重複して分布する。⑦は西地区の東寄りに③の隙間を埋めるように分布し、⑧は西

地区中央に③④⑨と重複して分布する。⑨は東地区西端、西地区中央に位置し、両者に接合関係が認

められる。全体的には東地区北東部、西地区中央東寄りに石器群の重複が認められ、重複の多い石器

群は①⑥⑧で、重複の少ない石器群は②④⑤⑦である。③⑨は広い範囲に分布し、各石器群との重複

が認められるが両者の重複は少ない。このような分布パターンの違いについては今後検討していきた

い。

いずれにしても、このように多数の石器群が分布する状況は、何度も本遺跡が利用されたことを示

すものであり、原産地遺跡の中でも最大規模の本遺跡が繰り返しの利用によって形成されたことを示

している。

平成７年の発掘調査以来、他の遺跡の整理・報告と並行しながらも１０年の歳月をかけて整理を行っ

てきた。これまで、本遺跡に匹敵する規模の原産地遺跡における調査は皆無で、その整理には多大な

労力を必要とした。最終的には、おおよその石器群に分けることができ、原産地遺跡の中でも最大規

模の遺跡の実態把握に一歩近づけたと思われる。しかしながら、それでもなお、遺跡の全容を十分に

解明できたとは言いがたい。原産地遺跡で行われた作業は石材消費戦略の中で非常に重要な位置づけ

がなされ、当時の行動論的理解においても重要な情報を提供する。そのため、今後も石器群の分類の

妥当性やその構成、接合資料を基にした遺跡の形成過程などを辛抱強く検討していく必要がある。

（鈴木宏行）

引用文献

出穂雅実・赤井文人 ２００５ 「北海道の旧石器編年 －遺跡形成過程論とジオアーケオロジーの適応－」『旧石器研

究』第１号 日本旧石器学会

大場利夫・近堂祐弘・久保勝範・宮 宏明 １９８４ 「北上台地遺跡発掘調査報告」『北見郷土博物館紀要』第１４集

北見市北見郷土博物館

加藤晋平・山田昌久編 １９８８ 「北海道河東郡上士幌町嶋木遺跡の石器文化 －北海道最古の石器群の発掘調査報告

－」『歴史人類』筑波大学歴史・人類学系紀要第１６号

北沢 実・笹島香織・西沢千鶴・藁科哲男・三野紀雄・花岡正光 ２００４ 『帯広・若葉の森遺跡』帯広市埋蔵文化財

調査報告第２４冊 帯広市教育委員会

木村英明 ２００３ 『白滝幌加沢遺跡遠間地点と黒曜石原産地［第九次調査概報］』札幌大学埋蔵文化財展示室

坂本尚史・長沼 孝・直江康雄・鈴木宏行 ２０００ 『白滝遺跡群Ⅰ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１４０

集 （財）北海道埋蔵文化財センター

坂本尚史 ２００３ 「広郷型ナイフ形石器を伴う石器群への一理解」『古代文化』第５５巻第４号

佐藤宏之 ２００３ 「北海道の後期旧石器時代前半期の様相」『古代文化』第５５巻第４号

札幌大学木村英明ゼミナール １９８８ 「白滝村幌加沢遺跡遠間地点における考古学的調査」『札幌大学教養ゼミナー

ル論集』１４

札幌大学木村英明ゼミナール １９８９ 「白滝村幌加沢遺跡遠間地点における考古学的調査」『札幌大学教養ゼミナー

ル論集』１５

札幌大学木村英明ゼミナール １９９０ 「白滝村幌加沢遺跡遠間地点における考古学的調査」『札幌大学教養ゼミナー

Ⅴ ま と め

３６５



ル論集』１６

札幌大学木村英明ゼミナール １９９６ 「白滝村幌加沢遺跡遠間地点における考古学的調査」『札幌大学教養ゼミナー

ル論集』２２

白滝団体研究会 １９６３ 『白滝遺跡の研究』

杉原荘介・戸沢充則 １９７５ 『北海道白滝服部台における細石器文化』明治大学文学部研究報告考古学５ 明治大学

鈴木宏行 ２００２ 「Ⅵ章２ 上白滝５遺跡について」『白滝遺跡群Ⅲ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第

１６９集 （財）北海道埋蔵文化財センター

鈴木宏行 ２００４ 「原産地遺跡における細石刃石器群の技術構造」『シンポジウム 日本の細石刃文化Ⅲ』 八ヶ岳

旧石器研究グループ

鈴木宏行・直江康雄・長沼 孝 ２００４ 『白滝遺跡群Ⅳ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１９５集 （財）北

海道埋蔵文化財センター

鈴木宏行・長沼 孝・越田雅司・直江康雄 ２００１ 『白滝遺跡群Ⅱ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１５４

集 （財）北海道埋蔵文化財センター

高橋和樹・鈴木宏行・愛場和人・直江康雄 ２００３ 「北海道白滝遺跡群（旧白滝５遺跡）の調査」 『第１７回東北日

本の旧石器文化を語る会予稿集』

千葉英一・畑 宏明 １９８２ 『服部台２遺跡・近藤台１遺跡』 白滝村教育委員会

辻 秀子 １９７３ 「北海道上士幌嶋木遺跡の調査報告」『石器時代』１０号

寺崎康史 ２００５ 「北海道地方」『公開シンポジウム「旧石器時代の地域編年とその比較」予稿集』 公開シンポジ

ウム実行委員会、東京大学大学院人文社会系研究科考古学研究室

寺崎康史・山原敏朗 １９９９ 「北海道地方」『旧石器考古学』５８ 旧石器文化談話会

豊原熙司・松村愉文・坂井通子 ２００３ 「湧別川上流域・白滝村出土の土器」『北方探求』５ 北方懇話会

直江康雄 ２００４ 「Ⅷ章１ 上白滝８遺跡「白滝Ⅰ群」（Sb－１～１３）について」『白滝遺跡群Ⅳ』（財）北海道埋蔵文

化財センター調査報告書第１９５集 （財）北海道埋蔵文化財センター

直江康雄・鈴木宏行・長沼 孝 ２００２ 『白滝遺跡群Ⅲ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１６９集 （財）北

海道埋蔵文化財センター

直江康雄・高橋和樹・立田 理・鈴木宏行 ２００４ 『白滝遺跡群Ⅴ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第２１０

集 （財）北海道埋蔵文化財センター

直江康雄・長崎潤一 ２００５「北海道後期旧石器時代前半期の石材消費戦略 －白滝Ⅰ a群と祝梅遺跡三角山地点－」

『北海道旧石器文化研究』第１０号 北海道旧石器文化研究会

中村有吾・平川一臣 １９９８ 「北海道・白滝遺跡周辺のテフラ層序と地形環境」『日本地理学会発表要旨集』５４ 日

本地理学会

中村有吾・平川一臣・長沼 孝 １９９９ 「白滝遺跡と周辺地域のテフラ」『地学雑誌』１０８－５ 東京地学協会

西田 茂・石川 朗・佐藤和雄・谷島由貴 １９８７ 『鷹栖町嵐山２遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書

第４０集 （財）北海道埋蔵文化財センター

平川一臣・中村有吾・石川 守 ２０００ 「Ⅳ章３ 北海道白滝遺跡と周辺地域のテフラ層序と地形環境」『白滝遺跡

群Ⅰ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１４０集 （財）北海道埋蔵文化財センター

福井淳一・越田賢一郎 １９９９ 『柏台１遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１３８集 （財）北海道埋蔵文

化財センター

北大調査団 １９６０ 「白滝遺跡出土の遺物」『北方文化研究報告』１５ 北海道大学

（財）北海道埋蔵文化財センター １９９６ 「上白滝８遺跡」『調査年報』８

（財）北海道埋蔵文化財センター １９９７ 「上白滝８・２遺跡」『調査年報』９

（財）北海道埋蔵文化財センター １９９８ 「白滝遺跡群・奥白滝１・上白滝８・２・５・７遺跡」『調査年報』１０

（財）北海道埋蔵文化財センター １９９９ 「白滝遺跡群・服部台２・奥白滝１・上白滝５・６・７・８・北支湧別４遺

跡」『調査年報』１１

引用文献

３６６



（財）北海道埋蔵文化財センター ２０００ 「白滝遺跡群・服部台２・奥白滝１１遺跡」『調査年報』１２

（財）北海道埋蔵文化財センター ２００１ 「白滝遺跡群・服部台２・奥白滝１・上白滝８・白滝第３０地点・白滝８・１８

遺跡」『調査年報』１３

（財）北海道埋蔵文化財センター ２００２ 「白滝遺跡群・上白滝６・白滝３・下白滝遺跡」『調査年報』１４

（財）北海道埋蔵文化財センター ２００４ 「白滝遺跡群・旧白滝５・旧白滝８・中島遺跡」『調査年報』１６

松村愉文 １９９５ 『白滝第４地点・第３０地点遺跡』 白滝村教育委員会

松村愉文・瀬下直人 ２００２ 『白滝第４地点』 白滝村教育委員会

松村愉文・瀬下直人 ２００３ 『白滝第３０地点』 白滝村教育委員会

松谷純一 １９８７ａ 『白滝第４地点遺跡』 白滝村教育委員会

松谷純一 １９８７ｂ 『白滝村の遺跡』 白滝村教育委員会

三野紀雄 ２００２ 「白滝遺跡群の旧石器文化層から検出された炭化材」『白滝遺跡群Ⅲ』 （財）北海道埋蔵文化財セ

ンター調査報告書第１６９集 （財）北海道埋蔵文化財センター

宗像公司 １９９９ 「白滝村赤石山採集の石器について」『北海道旧石器文化研究』第４号 北海道旧石器文化研究会

山田秀三 １９７７ 「黒曜石のアイヌ地名を尋ねて」『北海道の文化』３８ 北海道文化財保護協会

山原敏朗 １９９６ 「北海道における細石刃文化以前の石器群について －十勝地域の恵庭 a火山灰降下以前の石器群

の分析から－」『帯広百年記念館紀要』第１４号

吉崎昌一 １９５９ 「北海道白滝村 Loc．３０の石器群」『考古学手帖』６

吉崎昌一 １９６１ 「白滝遺跡と北海道の無土器文化」『民族学研究』２６－１ 民族学研究会

吉崎昌一・横山英介 １９７４ 『祝梅三角山地点』 千歳市教育委員会

米村哲英 １９７５ 「白滝遺跡」『日本の旧石器文化』２ 雄山閣

米村哲英 １９７７ 『白滝遺跡－幌加川遺跡・遠間地点』 白滝村教育委員会

Ⅴ ま と め

３６７



３６８

The Kami-shirataki８Site
Report of the excavations,１９９５‐１９９８and２０００

H. Suzuki

The Kami-shirataki８site yielded a total of１，３５４，５６７artifacts（２１６，３４６piece-mapped）, which weigh

up to３，４９９，９２３．０g. Because of the large quantity, the publication of the report is divided into two

volumes : the one for the eastern area（Suzuki et al.２００４）and the one for the western area（this vol-

ume）. This summary provides an overview of the whole site including both areas.

The site belongs to the Upper Palaeolithic, and is located in Shirataki village, Monbetsu county, in

the northeastern part of Hokkaido. It is situated on the terrace of the Yubetsu River flowing into the

southern foothills of Mt. Akaishi, which is famous as an obsidian source. The site is at１．１km down-

stream from the confluence of the Yubetsu River and the Hachigozawa River that originates near the

mountaintop. Many large Palaeolithic sites such as Hattoridai, Hattoridai２, Shirataki Locs.３２ and３３

are clustered around the confluence, suggesting that Palaeolithic people visited frequently for the

abundant high-quality obsidian resources.

The site has been excavated prior to highway construction in１９９５-１９９８and２０００, yielding the larg-

est quantity of artifacts among all the１７ sites excavated in Shirataki area by the Hokkaido Archae-

ological Operations Center for the past ten years. The excavation area of１７，８４９m２ is divided topog-

raphically into three areas : higher terrace, slope area and lower terrace. The higher terrace, yielding

more than９８％ of the artifacts, belongs to Kami-shirataki terrace, and the lower terrace, Higashi-

shirataki terrace.

The feature of stratigraphy at the site is described as follows :

Layer I : black humus soil on the surface ;

Layer IIa : brown clayish soil ;

Layer IIb : light gray or bluish gray clayish soil ;

Layer IIc : reddish brown or grayish brown sandy soil ;

Layer III : reddish brown or brown sandy soil.

Artifacts were mainly discovered from layer IIa, which indicates that this is the primary cultural ho-

rizon. Daisetsu-Ohachidaira tephra（Ds-Oh）, dated to３０，０００years ago or older, was identified in layer

IIc, indicating that the date of the artifacts is younger than the date of Ds-Oh tephra.

Twenty-eight concentrations of small charcoal pieces were the only recognizable features at the site

other than clusters of lithic artifacts. Lithics are the only artifacts unearthed, including points, tanged

points, point spalls（facit-like detachments from beveled ends of points）, bifaces, burins, burin spalls,

endscrapers, sidescrapers, drills, boat-shaped tools, microblades, wedge-shaped microblade cores,

spalls of microblade cores（platform preparation flakes of wedge-shaped microblade cores）, blades,

blade cores, axes, anvil stones, and hammer stones. For the purpose of reconstructing specific tool

manufacture activities and patterns of raw material procurement at an obsidian source, we patiently

carried out refitting of the artifacts. As a result, we were able to obtain１９，１４８ refittings composed of

６２，１１７pieces, and to identify７４０groups of raw materials.
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On the basis of these rifittings and retouched tools, more than ten industries were recognized at the

site. Industries recognized at the higher terrace are : industry including small flake tools（Shirataki Ia

industry）; industry including flake endscraper（Shirataki Ib industry）; industry including small boat

-shaped tools（Ia type）; industry including large blades and large boat-shaped tools ; industry includ-

ing small boat-shaped tools（Ib type）and blade cores with prepared platform ; industry including To-

geshita type microblade core ; industry including Osyorokko type microblade core ; industry includ-

ing wide type tanged points, industry including Hirosato type point.

In addition to the above, an industry including narrow type tanged points appears to have existed at

this site, because one narrow type tanged point, as well as some blade cores with prepared platform

and refitted pieces, were found in a few spot. In the eastern area, it is difficult to determine which in-

dustry large points belong to, because large points possibly belonging to an industry with small boat-

shaped tools（Ia type）and to an industry with large blades and large boat-shaped tools are distributed

continuously in space. It is also difficult to determine which industry some refitted pieces belong to.

In the slope area Togeshita type microblade cores, Horoka type microblade cores, Rankoshi type-

like microblade cores, and Pirika type-like microblade cores were unearthed, and in the lower terrace,

the artifacts probably belonging to the Jomon period were recognized.

Through analyses of these conjoined pieces as well as retouched tools, we have analyzed, for

each lithic industry, types of artifacts imported to the site, techniques of tool manufacture employed at

the site, and possible types of artifacts exported from the site. The details of the analyses are found in

chapter VIII-１and-２（Suzuki et al.２００４）, in chapter V-１and-２（this volume）, as well as in Suzuki

（２００４）.

The clusters of artifacts are found continuously in a large area, showing a complex spatial distribu-

tion. In one case, the distribution of artifacts belonging to different industries overlaps in space, form-

ing a large lithic cluster of about５０m in the major axis.

The presence of many different industries at this site suggests that the site was formed by numer-

ous visits by Palaeolithic people in different phases, and a large number of refittings obtained suggests

that tool manufacture activities were practiced intensively at the site throughout the period.





表１ 上白滝８遺跡（２）掲載石器一覧
挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―４３ ６１ １ 基部平坦加工石器 ６７ Ｋ３７ ４１５ ２５ ２７ ５ ３．０ 黒曜石１ 産地分析 X１８１

Ⅲ―４３ ６１ ２ 基部平坦加工石器 ６４ Ｈ４２ ３８ ２５ （２２） ７ （２．６） 黒曜石１

Ⅲ―４３ ６１ ３ 裏面微細加工石器 Ｓ３６ Ⅰ ６ ２５ ３０ ６ ３．３ 黒曜石１ ４９２ ３６４

Ⅲ―４３ ６１ ４ 裏面微細加工石器 ６６ Ｓ３６ ４０ ２７ ２７ ６ ３．６ 黒曜石１ ４９２ ３６４

Ⅲ―４３ ６１ ５ 裏面微細加工石器 ７０ Ｉ２８ ４９ ３１ ３４ １１ ７．８ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４３ ６１ ６ 裏面微細加工石器 ６６ Ｓ３５ ２３ ３４ （２５） ７ （３．６） 黒曜石１ ４９２ ３６４

Ⅲ―４３ ６１ ７ 裏面微細加工石器 ６８ Ｈ３７ ４１ ３９ ３９ ９ ９．８ 黒曜石１

Ⅲ―４３ ６１ ８ 裏面微細加工石器 ６４ Ｈ４２ ２２ ４３ ３４ ７ ９．１ 黒曜石１

Ⅲ―４３ ６１ ９ 裏面微細加工石器 ６６ Ｓ３５ ２８ ３２ ２１ １２ ５．３ 黒曜石１ ３７７

Ⅲ―４３ ６１ １０ 裏面微細加工石器 ７０ Ｉ２８ ９１ ３４ ２２ ９ ４．９ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４３ ６１ １１ 裏面微細加工石器 Ｓ３６ Ⅰ ８ ４５ ２４ ９ ５．９ 黒曜石１ ３７７

Ⅲ―４３ ６１ １２ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ ３０３ （４２） ２９ １０ （１２．２） 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４３ ６１ １３ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ ４０６ ４９ ３５ １２ ２３．４ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４３ ６１ １４ 裏面微細加工石器 ６９ Ｉ３５ １３２ ５４ ３２ １２ １１．４ 黒曜石１

Ⅲ―４３ ６１ １５ 裏面微細加工石器 ７０ Ｉ２８ １１８ ７８ ４７ ２１ ６４．０ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４３ ６１ １６ 裏面微細加工石器 ６８ Ｈ３６ ４６ （３０） １７ ８ （３．１） 黒曜石１

Ⅲ―４３ ６１ １７ 裏面微細加工石器 ６８ Ｈ３７ ４３ ３３ １３ ８ ２．５ 黒曜石３ ５０１

Ⅲ―４３ ６１ １８ 裏面微細加工石器 ６８ Ｈ３６ １９ ３６ ２０ ９ ６．３ 黒曜石１

Ⅲ―４３ ６１ １９ 裏面微細加工石器 ６６ Ｓ３５ １８ （４０） ２２ ７ （４．６） 黒曜石１ ４９３ ３６５

Ⅲ―４３ ６１ ２０ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ １１５ ４０ ２２ ６ ３．８ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ｌ３８ ６

Ⅲ―４３ ６１ ２１ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ ３９８ ７１ ３４ ９ １８．６ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ｌ３７ ４１８

Ⅲ―４３ ６１ ２２ 裏面微細加工石器 ６４ Ｈ４３ ９２ （３２） １６ １１ （４．２） 黒曜石１

Ⅲ―４３ ６１ ２３ 裏面微細加工石器 ６６ Ｓ３６ ２４１ （４１） ２２ １３ （１０．８） 安山岩１

Ⅲ―４４ ６１ ２４ 二次加工ある剥片 ７０ Ｈ２９ ８ ３７ ４０ １３ １５．９ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４４ ６１ ２５ 二次加工ある剥片 ６７ Ｌ３７ １５０ ４３ ５５ １３ ２３．４ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４４ ６１ ２６ 二次加工ある剥片 ７０ Ｉ２８ ６６ ２３ （２２） ５ （２．７） 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４４ ６１ ２７ 二次加工ある剥片 ６４ Ｈ４３ ３０ ４６ ２４ ９ ６．８ 黒曜石１ ３５５

Ⅲ―４４ ６１ ２８ 二次加工ある剥片 ７０ Ｉ２８ ９７ ３１ ４８ １６ １５．１ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４４ ６２ ２９ 二次加工ある剥片 Ｈ４３ Ⅰ ３ １０５ ９５ ３５ ３２８．７ 黒曜石１ ４８１ ３５３

Ⅲ―４４ ６２ ３０ 掻器 ６６ Ｓ３５ ３９ １１４ ９７ ３５ ３３０．６ 黒曜石１ ４８１ ３５３

Ⅲ―４５ ６２ ３１ 掻器 ７０ Ｉ２８ １２１ １３３ １２５ ３０ ５４６．５ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４５ ６３ ３２ 錐形石器 ６４ Ｈ４３ １０４ ３４ ３４ １０ ８．３ 黒曜石１

Ⅲ―４５ ６３ ３３ 錐形石器 ６４ Ｈ４３ ７０ ５６ ４１ １３ ３４．７ 黒曜石１

Ⅲ―４５ ６３ ３４ 削器 ７０ Ｉ２８ １３１ （４２） ３８ １０ （１５．５） 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４５ ６３ ３５ 削器 ６６ Ｒ３６ １５ ５９ ５１ １４ ３８．３ 黒曜石１ ５００ ３７４

Ⅲ―４５ ６３ ３６ 縦長剥片 ６７ Ｌ３８ １００ ５９ ２３ １５ １４．２ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４５ ６３ ３７ 石核 Ｒ３７ Ⅰ １ ２６ ３６ ８ ７．６ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４５ ６３ ３８ 石核 ７０ Ｉ２８ ４３ ３９ ３３ １３ １２．４ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４５ ６３ ３９ 石核 ６９ Ｉ３５ ８５ ４５ ６５ １９ ２３．０ 黒曜石１ ５０４ ３８８

Ⅲ―４５ ６３ ４０ 石核 ６４ Ｈ４３ ５ ３７ ５０ ２２ ３５．３ 黒曜石１ ４８７ ４６９

Ⅲ―４６ ６３ ４１ 石核 ６４ Ｈ４３ １２９ ５５ ７０ ２３ ５０．９ 黒曜石４ ４８２

Ⅲ―４６ ６３ ４２ 石核 ６５ Ｈ４０ １０ ４７ ７８ ２６ ９０．２ 黒曜石５ ４８４

Ⅲ―４６ ６３ ４３ 石核 ６４ Ｈ４２ ６０ ４８ ８０ ３２ ９５．１ 黒曜石１

Ⅲ―４６ ６３ ４４ 石核 ６４ Ｈ４３ ２１ ５５ ６９ ２９ ９１．１ 黒曜石１ ４８５

Ⅲ―４６ ６３ ４５ 石核 ７０ Ｉ２８ ４２ ６２ ６１ ３１ ８３．５ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４６ ６３ ４６ 石核 ７０ Ｉ２８ １６３ ６８ ８９ ３１ ２０３．１ 黒曜石２

Ⅲ―４６ ６４ ４７ 石核 Ｑ３７ Ⅰ ２ １０５ ７５ ３３ ３０９．３ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４７ ６４ ４８ 石核 ６７ Ｊ３７ ６５ １０７ ９２ ４４ ３２３．４ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４７ ６４ ４９ 石核 ７０ Ｈ２８ ５ １５８ １３４ ９０ １９１４．８ 黒曜石１ ３９７

Ⅲ―４７ ６５ ５０ 石核 ７０ Ｉ２８ １８７ ３９ ５４ ６２ ８８．７ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４８ ６５ ５１ 石核 ７０ Ｈ２９ １９ ３３ ５９ ４２ ５６．１ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４８ ６５ ５２ 石核 ６４ Ｈ４２ １０ ３１ ７９ ５８ １００．９ 黒曜石１

Ⅲ―４８ ６５ ５３ 石核 ７０ Ｉ２８ ７８ ３７ ７４ ６６ １３３．６ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４８ ６５ ５４ 石核 ６５ Ｉ４０ １ ３１ ８７ ９４ １５７．５ 黒曜石５

Ⅲ―４８ ６５ ５５ 石核 ６６ Ｓ３６ ２２２ ３５ ２５ ２７ ２５．９ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―４９ ６５ ５６ 石核 ７０ Ｉ２８ ５０ ７０ ６１ ２６ ７４．０ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４９ ６５ ５７ 石核 ６４ Ｈ４３ ５５ ４９ ４１ ２０ ４９．４ 黒曜石１

Ⅲ―４９ ６５ ５８ 石核 ６７ Ｌ３７ ３３２ ８７ ８３ ４１ ３２１．６ 黒曜石１ ４８９ ３５９

Ⅲ―４９ ６５ ５９ 石核 ７０ Ｉ２８ ３２ ２４ ３３ １９ １２．６ 黒曜石１ ６７５ ４６８

Ⅲ―４９ ６５ ６０ 石核 ６６ Ｓ３５ ２０ ３６ ３６ ２６ ３０．１ 黒曜石１ ４９２ ３６４

Ⅲ―４９ ６５ ６１ 石核 ６６ Ｒ３６ ３ ３２ ４７ ３０ ６５．０ 黒曜石１ ４９３ ３６５

Ⅲ―５０ ６５ ６２ 石核 ６６ Ｓ３６ ２４ ３２ ５４ ３７ ６６．４ 黒曜石１ ４９７ ３７０

掲載遺物一覧

３７１



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ｓ３６ ２９

Ｓ３６ ８２

Ｓ３６ １８３

Ⅲ―５０ ６５ ６３ 石核 ６６ Ｓ３６ １３５ ３６ ６７ ３１ ６６．７ 黒曜石１ ４９７ ３７０

Ⅲ―５０ ６５ ６４ 石核 ６７ Ｌ３７ ２９３ ６３ ５１ ５５ １３４．０ 黒曜石１ ４９０ ３６０

Ⅲ―５０ ６６ ６５ 石核 ６６ Ｓ３６ ２５２ ８２ ７３ ５０ ２５８．１ 黒曜石１ ５００ ３７４

Ｓ３６ ２５５

Ⅲ―５１ ６６ ６６ 石核 ６９ Ｉ３５ ６７ ７０ ８０ ７１ ３４３．０ 黒曜石１ ５０４ ３８８

Ⅲ―５１ ６６ ６７ 石核 ６７ Ｌ３６ １０３ ６１ ９０ ４８ ２６４．９ 黒曜石１ ４８８ ３５８

Ⅲ―５２ ６６ ６８ 石核 ６７ Ｌ３７ ４２３ ７２ ９１ ７６ ４４８．２ 黒曜石１ ４８８ ３５８

Ⅲ―５２ ６６ ６９ 石核 ６６ Ｓ３６ １８２ ６９ ８９ ６０ ４９３．３ 黒曜石１ ４９９ ３７３

Ⅲ―５２ ６６ ７０ 石核 ６６ Ｓ３６ １４３ ８０ １０５ ５４ ４５９．４ 黒曜石１ ４９９ ３７３

Ⅲ―７２ ７６ １ 二次加工ある剥片 ７１ Ｒ２４ ２ ６４ ３３ １５ ２０．６ 黒曜石１ ３９９

Ⅲ―７２ ７６ ２ 二次加工ある剥片 ７１ Ｑ２４ １ ７５ ６５ １９ ８３．２ 黒曜石２ ５０９ ３９８

Ｒ２５ ２６

Ⅲ―７２ ７６ ３ 二次加工ある剥片 ７１ Ｐ２５ １４７ ７２ ７２ ２４ １１４．１ 黒曜石２ ５０９ ３９８

Ⅲ―７２ ７６ ４ 掻器 ７１ Ｐ２７ ４１３ １０４ ７２ ２１ １５９．０ 黒曜石１

Ⅲ―７２ ７６ ５ 石核 ７１ Ｒ２５ ３３ ５１ ６２ ４５ １００．９ 黒曜石２ ５０９ ３９８

Ⅲ―７６ ７７ １ 台形石器 Ｌ１１ Ⅰ １ ６５ ５３ １２ ２５．４ 黒曜石１

Ⅲ―７６ ７７ ２ 台形石器 ７７ Ｑ１０ １１ （５４） ３２ １１ （１５．７） 黒曜石５ ５１７

Ⅲ―７６ ７７ ３ 二次加工ある剥片 ７６ Ｍ１０ ３２ ５２ ５５ ２１ ５３．０ 黒曜石１ ５４３ ４５７

Ⅲ―７６ ７７ ４ 二次加工ある剥片 ７９ Ｐ０３ ６３ ４０ ５７ １３ ２６．４ 黒曜石１

Ⅲ―７６ ７７ ５ 二次加工ある剥片 ７６ Ｍ０９ １ ６０ ４６ ７ １３．８ 黒曜石５

Ⅲ―７６ ７７ ６ 二次加工ある剥片 ７４ Ｌ１１ １４ １０５ ５７ ２４ １２１．３ 黒曜石５

Ⅲ―７６ ７７ ７ 二次加工ある剥片 ７６ Ｌ１０ ２９ （２８） ２５ １０ （７．３） 黒曜石１

Ⅲ―７６ ７７ ８ 掻器 ７７ Ｏ１０ １ ４３ ２７ １８ １７．５ 黒曜石３ ５２５

Ⅲ―７６ ７７ ９ 掻器 ７７ Ｑ１０ ５５ ５１ ３０ １１ １６．３ 黒曜石５

Ⅲ―７６ ７７ １０ 掻器 ７８ Ｎ０８ ３２ ５３ ３７ １０ １９．９ 黒曜石５ ５３３ ４３６

Ⅲ―７６ ７７ １１ 掻器 ７６ Ｌ１０ ３９ ５３ ３５ １６ ３２．１ 黒曜石５ 産地分析 X１７９

Ⅲ―７６ ７７ １２ 掻器 ７４ Ｌ１３ ５ ５９ ４４ １３ ３７．８ 黒曜石５ ５１８ ４１１

Ⅲ―７７ ７７ １３ 掻器 ７３ Ｉ１４ １３５ ７６ ４４ １８ ７４．３ 珪岩 ５４４

Ⅲ―７７ ７７ １４ 掻器 ７７ Ｎ１０ １８ ８３ ４６ １８ ７２．１ 黒曜石５ ４４４

Ⅲ―７７ ７７ １５ 掻器 ７４ Ｌ１２ ２１ ８８ ６６ ２５ ９４．１ 黒曜石５ 産地分析 X１８０

Ⅲ―７７ ７８ １６ 掻器 ７４ Ｌ１１ ２９ １００ ５９ ３５ １５１．４ 黒曜石５ ５１７ ４０９

Ⅲ―７７ ７８ １７ 掻器 ７７ Ｐ１０ ９５ １１７ ７９ １８ ２０１．７ 黒曜石１ ５２０ 水和層W９

Ⅲ―７８ ７８ １８ 掻器 ７７ Ｒ１０ １７ １２３ ８１ ２９ ２７９．７ 黒曜石１ ５３２ ４３２

Ｒ１１ ３ 水和層W１０

Ⅲ―７８ ７８ １９ 掻器 ７４ Ｌ１３ １０ ６５ ４１ １７ ３８．０ 黒曜石５ ５１５ ４０７

Ⅲ―７８ ７８ ２０ 掻器 ７４ Ｋ１２ ５ ６７ ４４ １４ ３４．２ 黒曜石４

Ⅲ―７８ ７８ ２１ 掻器 ７８ Ｎ０８ １０９ ７４ ４７ ８ ２０．８ 黒曜石１ ５３３ ５０９８７

Ｎ０８ ３５６

Ⅲ―７８ ７８ ２２ 掻器 ７３ Ｋ１４ １ ６９ ５２ １１ ３５．２ 黒曜石１ ５１２ 産地分析 X１７７

Ⅲ―７８ ７８ ２３ 掻器 ７７ Ｐ１０ ５７ （４９） ７９ １３ （４５．５） 黒曜石５ ５０８０９

Ｐ１０ ６０

Ｑ１０ ７１

Ⅲ―７９ ７８ ２４ 掻器 ７７ Ｎ１０ １ ７３ ５７ １６ ６９．７ 黒曜石１ 産地分析 X１７８

Ⅲ―７９ ７９ ２５ 掻器 ７７ Ｐ１０ ４４ ８０ ５６ １３ ４６．１ 黒曜石５ ５３３ ４３６

Ⅲ―７９ ７９ ２６ 掻器 ７４ Ｍ１３ １０ ４４ ４５ １７ ２９．５ めのう

Ⅲ―７９ ７９ ２７ 掻器 ７７ Ｒ１０ ２ ４５ （５１） ２４ （５２．２） 黒曜石３ ５２５ ４２３

Ⅲ―７９ ７９ ２８ 掻器 ７７ Ｑ１０ １６ ７０ ６４ １６ ６２．８ 黒曜石３ ５２５ ４２３

Ⅲ―７９ ７９ ２９ 掻器 ７７ Ｎ１０ １７ ８０ ７４ ２２ １１６．５ 黒曜石５ ５１６ ４０８

Ⅲ―７９ ７９ ３０ 掻器 Ｉ１４ Ⅰ １ ６７ ７０ １９ ７２．３ 黒曜石１

Ⅲ―８０ ７９ ３１ 掻器 ７７ Ｐ１０ ８ ５２ （６５） １４ （４７．６） 黒曜石５ ５３３ ４３６

Ⅲ―８０ ７９ ３２ 掻器 ７３ Ｊ１４ ２２１ ７４ （８１） ２４ （８３．７） 黒曜石１

Ⅲ―８０ ７９ ３３ 掻器 ７３ Ｊ１４ ７１ １１６ ７９ ２１ １３１．８ 黒曜石１

Ⅲ―８０ ７９ ３４ 掻器 ７８ Ｎ０８ ２１５ ７５ ４５ １９ ７４．０ 黒曜石５ ５３３ ４３６

Ⅲ―８０ ８０ ３５ 掻器 ７７ Ｐ１０ ８５ ７８ ６２ １８ ７８．１ 黒曜石１

Ⅲ―８０ ８０ ３６ 掻器 ７７ Ｑ１０ ４４ ７４ ６１ １９ ６９．９ 黒曜石１ ５３２ ４３２

Ⅲ―８１ ８０ ３７ 掻器 ７８ Ｎ０８ ５２ ７８ ７０ ２４ １０６．３ 黒曜石５ ５１７ ４０９

Ⅲ―８１ ８０ ３８ 掻器 ７７ Ｑ１０ ７２ ８４ ６０ １６ ６４．２ 黒曜石５

Ⅲ―８１ ８０ ３９ 掻器 Ｎ０８ Ⅰ １ ８５ ５７ １９ ９５．６ 黒曜石１ ５１４ ４０６

Ⅲ―８１ ８０ ４０ 掻器 ７８ Ｎ０８ ５５ （８９） １０６ １７ （１１８．８）黒曜石１ ５３２ ５０８０５

Ｎ０８ １５９

Ｎ０８ ３５１

Ⅲ―８１ ８０ ４１ 掻器 ７７ Ｐ１０ １０５ １００ ８０ ２５ １４６．５ 黒曜石１

上白滝８遺跡（２）

３７２
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Ⅲ―８２ ８０ ４２ 掻器 ７７ Ｒ１１ ２ １０９ ７９ ２９ １９０．１ 黒曜石４ ５２６ ４２４

Ⅲ―８２ ８１ ４３ 掻器 ７４ Ｌ１２ ２２ １２２ ９０ ２１ １８５．１ 黒曜石５ ５１６ ４０８

Ⅲ―８２ ８１ ４４ 掻器 ７４ Ｌ１３ １２ ５２ ３４ １１ １６．０ 黒曜石５ ５１５ ４０７

Ⅲ―８２ ８１ ４５ 剥片 ７７ Ｒ１０ １１ ６８ ７８ １６ ６３．８ 黒曜石１ ５３２ ５０８０４

Ｒ１０ １３

掻器 ７５ Ｓ１５ ５

Ⅲ―８２ ８１ ４６ 掻器 Ｓ１３ Ⅰ １ ８４ ５０ １０ ３６．１ 黒曜石１

Ⅲ―８２ ８１ ４７ 掻器 ７７ Ｑ１０ １４ ７５ ５２ １３ ４０．８ 黒曜石３ ５２６

Ⅲ―８２ ８１ ４８ 掻器 ７８ Ｎ０８ ４１ ８４ ３５ １１ ２２．４ 黒曜石５ ５３３ ４３６

Ｎ０８ ３４７

Ⅲ―８３ ８１ ４９ 掻器 ７７ Ｎ１１ ２ ８２ ６７ １２ ６０．２ 黒曜石５ ４４４

Ⅲ―８３ ８１ ５０ 掻器 ７７ Ｐ１０ ３３ ９３ ９９ １４ ７７．４ 黒曜石１ ５０８０８ 水和層W８

Ｐ１０ ９１

Ⅲ―８３ ８２ ５１ 掻器 ７３ Ｊ１４ １１５ １０５ ８３ １５ ８４．４ 黒曜石５ ５３３ ４３６

Ⅲ―８３ ８２ ５２ 掻器 ７４ Ｌ１３ １ ４６ ３２ １３ １３．６ 黒曜石５ ５１８ ４１０

Ⅲ―８３ ８２ ５３ 掻器 ７４ Ｌ１３ １１ ４９ ４４ １３ １９．７ 黒曜石５

Ⅲ―８３ ８２ ５４ 掻器 ７２ Ｉ１４ １６９ ８２ ６５ ２３ ８５．１ 黒曜石１ ４０３

Ⅲ―８３ ８２ ５５ 掻器 ７４ Ｌ１２ ３０ ８６ ５７ １５ ６８．８ 黒曜石１ ５２４ ４２２

Ⅲ―８４ ８２ ５６ 掻器 ７７ Ｐ１０ １２ ９４ ７４ １７ ７４．１ 黒曜石５ ５３３ ４３６

Ｐ１１ ３

Ⅲ―８４ ８２ ５７ 掻器 ７７ Ｏ１０ １３ （８３） ７６ １６ （７７．１） 黒曜石１ ５３２ ５０８０６

Ｏ１０ １７

Ｑ１０ ４３

Ｑ１０ ６９

Ⅲ―８４ ８２ ５８ 掻器 ７５ Ｓ１４ ７ ７０ （６１） １５ （５９．４） 黒曜石１

Ⅲ―８４ ８２ ５９ 錐形石器 ７９ Ｐ０４ ４８ （２３） ２２ ８ （３．６） 黒曜石１

Ⅲ―８４ ８２ ６０ 錐形石器 ７７ Ｐ１０ ２１ ３７ ３９ １２ １５．８ 黒曜石１

Ⅲ―８４ ８２ ６１ 錐形石器 ７４ Ｌ１２ ３１ （２７） ２９ ７ （３．９） 黒曜石５

Ⅲ―８４ ８３ ６２ 削器 ７７ Ｑ１０ ３９ ６６ ７０ ２４ ８４．７ 黒曜石４

Ⅲ―８４ ８３ ６３ 削器 ７６ Ｍ１０ ２６ １２６ ９７ ２１ ２６２．６ 安山岩１

Ⅲ―８４ ８３ ６４ 縦長剥片 ７６ Ｌ０９ ７ （７６） ２４ １４ （２３．７） 黒曜石１

Ⅲ―８５ ８３ ６５ 石核 ７３ Ｋ１４ ３ ６９ ７４ ２４ ９６．２ 黒曜石５ ５１７

Ⅲ―８５ ８３ ６６ 石核 ７７ Ｐ１０ １９ ９１ １２０ ３４ ２９６．４ 黒曜石５ ５３３ ４３７

Ⅲ―８５ ８３ ６７ 石核 Ｒ１４ Ⅰ １ ５７ １０８ ３５ １８７．８ 黒曜石１

Ⅲ―８５ ８４ ６８ 石核 Ｐ１０ Ⅰ １ ６７ １０９ ４０ ２４３．３ 黒曜石１ ５３２ ４３３

Ⅲ―８５ ８４ ６９ 石核 ７７ Ｐ１０ １８ ７３ １３３ ３７ ２８３．６ 黒曜石５ ５３１ ４３１

Ⅲ―８６ ８４ ７０ 石核 ７７ Ｐ１０ １３ ７６ ８６ ３６ １７２．２ 黒曜石５ ５２９ ４２７

Ⅲ―８６ ８４ ７１ 石核 ７７ Ｑ１０ ５２ ８７ １６４ ３９ ５６２．６ 黒曜石１ ５３２ ４３２

Ⅲ―８６ ８５ ７２ 石核 Ｊ１４ Ⅱ １ １１０ ２２０ ８１ ２１１４．４ 黒曜石１

Ⅲ―８７ ８５ ７３ 石核 ７７ Ｑ１０ ５１ １８ ７５ ２３ ２１．９ 黒曜石３

Ⅲ―８７ ８５ ７４ 石核 ７７ Ｐ１０ ８４ ７３ １１７ ２７ １７１．２ 黒曜石１ ５３２ ４３２

Ｒ１０ １２

Ⅲ―８７ ８５ ７５ 石核 ７４ Ｌ１２ ３ １１５ ５５ ３１ １６５．６ 黒曜石５ ５１６ ４０８

Ｌ１２ １３

Ⅲ―８７ ８５ ７６ 石核 ７４ Ｍ１３ １５ ６５ ４７ ３０ ９４．５ 黒曜石３

Ⅲ―８７ ８６ ７７ 石核 ７６ Ｍ１０ １９ ７７ １２３ ６１ ２９７．７ 黒曜石１ ５４３ ４５７

Ⅲ―８８ ８６ ７８ 石核 ７６ Ｍ１１ ７ ２２８ １１９ ８０ １７７０．０ 黒曜石１ ５４５ ４５８

Ⅲ―８８ ８６ ７９ 石核 ７２ Ｉ１３ ９ ７４ ８０ ５９ ３５９．２ 黒曜石１

Ⅲ―８９ ８７ ８０ 石核 ７３ Ｋ１３ ２ ９４ ９０ ５７ ５５０．８ 黒曜石１ ４１３

Ⅲ―８９ ８７ ８１ 石核 Ｎ１０ Ⅰ １ ９４ ４９ ３４ ５２．７ 黒曜石１ ５３０ ４３０

Ⅲ―８９ ８７ ８２ 石核 ７７ Ｑ１０ １０ ３９ ５７ ４６ １０１．９ めのう

Ⅲ―８９ ８７ ８３ 石核 ７９ Ｐ０３ １１２ ６３ ５８ ４９ １９７．９ 黒曜石１ ５４１ ４５３

Ⅲ―８９ ８７ ８４ 石核 ７７ Ｐ１０ １７ ８０ ８６ ６５ ４６３．８ 黒曜石５ ５２３ ４２０

Ⅲ―９０ ８７ ８５ 石核 ７３ Ｉ１４ ４１ ４９ ６０ ４３ １０４．９ 黒曜石１ ４０４

Ⅲ―９０ ８７ ８６ 斧形石器 ７７ Ｐ１０ ２０ ６７ ５２ １１ ５０．０ 泥岩

Ⅲ―９０ ８７ ８７ 台石 ７７ Ｐ１０ １００ （１３０） （７７） （５１） （６３４．８）安山岩２

－ ８８ １０２ 原石 Ｑ１０ Ⅱ ３ （２５） （６） ５ （０．８） 黒曜石１

－ ８８ １０３ 原石 ７７ Ｐ１０ ７３ （３１） ６ ３ （０．６） 黒曜石１

－ ８８ １０４ 原石 Ｑ１０ Ⅱ １ （３１） ９ ４ （１．２） 黒曜石１

－ ８８ １０５ 原石 ７７ Ｑ１０ ３ （３８） １０ ４ （１．３） 黒曜石１

－ ８８ １０６ 原石 ７７ Ｐ１０ ２３ （４２） ５ ２ （０．６） 黒曜石５

－ ８８ １０７ 原石 ７７ Ｐ１０ ６８ （４３） ７ ５ （１．８） 黒曜石５

－ ８８ １０８ 原石 ７７ Ｐ１０ ５２ （４９） ７ ３ （１．１） 黒曜石５

－ ８８ １０９ 原石 ７７ Ｑ１０ ４６ （５３） １１ ６ （３．１） 黒曜石１

－ ８８ １１０ 原石 ７７ Ｐ１０ ３４ （５７） １２ ６ （３．１） 黒曜石５

掲載遺物一覧

３７３



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

－ ８８ １１１ 原石 ７７ Ｐ１０ ４５ （５８） ８ ６ （２．５） 黒曜石１

－ ８８ １１２ 原石 ７７ Ｐ１０ １４ （５８） １１ ５ （２．８） 黒曜石１

－ ８８ １１３ 原石 ７７ Ｏ１０ ２５ （８３） １７ ８ （１０．３） 黒曜石１

－ ８８ １１４ 原石 ７７ Ｑ１０ ２０ （１１３） ２０ ８ （１７．５） 黒曜石１

－ ８８ １１５ 原石 ７７ Ｑ１０ ４ （１２６） １３ ５ （８．５） 黒曜石１ ５０８１５

Ｑ１０ ６

Ⅲ―１１３ ９４ １ 二次加工ある剥片 外 Ｒ００ ４７ ７０ ５４ １６ ５３．６ 黒曜石３

Ⅲ―１１３ ９４ ２ 掻器 外 Ｋ１９ ３７０ ６６ ５６ １７ ４３．８ 黒曜石５

Ⅲ―１１３ ９４ ３ 石核 外 Ｒ０１ １８ ３８ ５２ １３ ２２．０ 黒曜石１

Ⅲ―１１４ ９５ １ 尖頭器 ８５ Ｎ３６ ２３０ １２８ ６２ １２ ９７．６ 黒曜石１

Ⅲ―１１４ ９５ ２ 尖頭器 ８９ Ｓ２９ ３６０ １１７ ４５ １６ ８５．１ 黒曜石１ ５７９４０

Ｓ２９ ４８５

Ⅲ―１１４ ９５ ３ 尖頭器 ８９ Ｒ２９ ２４ ７５ ４１ ２２ ６０．０ 黒曜石１ ６３７ ３０１４

Ⅲ―１１４ ９５ ４ 尖頭器 ８９ Ｓ２９ ４７０ （２６） （３５） （１３） （１０．４） 黒曜石１ ６３７ ３０１３

Ⅲ―１１４ ９５ ５ 尖頭器 ８９ Ｒ３０ ４９９ （３１） （３６） （１４） （１４．３） 黒曜石１ ６３７

Ⅲ―１１４ ９５ ６ 尖頭器 Ｎ３３ Ⅰ ８ （２０） （１５） （４） （１．３） 黒曜石１

Ⅲ―１１４ ９５ ７ 尖頭器 ８３ Ｍ３８ ３８ （１４２） （１２５） （２７） （４４４．８）黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ｎ３８ １４６

Ｎ３８ ３１８

Ｎ３８ ７２８

Ｎ３８ １０７０

Ⅲ―１１５ ９５ ８ 尖頭器 ８３ Ｎ３８ ４２０ ５４ ７０ １７ ６２．６ 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ⅲ―１１５ ９５ ９ 尖頭器 ８６ Ｍ３５ ６５ ８９ ３４ ２４ １０６．２ 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ⅲ―１１５ ９５ １０ 尖頭器 ８６ Ｎ３５ １００ ９１ ４０ ２８ １６８．１ 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ⅲ―１１５ ９５ １１ 尖頭器 ８２ Ｊ３９ ３ ６４ ６７ ２５ １１２．０ 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ⅲ―１１５ ９６ １２ 尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ ５０６ （５１） １１ １３ （５．８） 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ⅲ―１１５ ９６ １３ 尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ １１９ （５２） １１ １３ （４．６） 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ⅲ―１１５ ９６ １４ 尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ ５００ ８４ １２ １３ ８．７ 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ｎ３８ ５０１

Ⅲ―１１５ ９６ １５ 尖頭器削片 ８５ Ｐ３５ ３８２ （９０） １８ ２８ （３９．８） 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ⅲ―１１５ ９６ １６ 尖頭器削片 ８５ Ｏ３５ ３ （１０５） ２０ ２１ （２２．５） 黒曜石３ ７１５ ３２５１

Ｏ３５ ４

Ⅲ―１１６ ９６ １７ 尖頭器削片 ８５ Ｏ３５ ７３ （１３６） １７ １７ （２２．４） 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ｐ３５ ５３９

Ⅲ―１１６ ９６ １８ 尖頭器削片 ８５ Ｎ３６ ６ １５７ ２３ ３１ （５９．０） 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ｏ３５ １６７

Ｎ３６ Ⅰ ２２

Ⅲ―１１６ ９６ １９ 尖頭器削片 ８５ Ｏ３５ １７９ ９７ ２６ ８ ２２．４ 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ｏ３５ Ⅰ ３０

Ⅲ―１１６ ９６ ２０ 尖頭器削片 ８３ Ｍ３８ １５５ １０４ ２６ ２８ ５２．５ 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ｎ３８ ４４

Ⅲ―１１６ ９６ ２１ 尖頭器削片 ８６ Ｎ３４ １２８７ （１０２） ２４ ２４ （３０．２） 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ｎ３４ １３５８

Ｎ３５ ６７

Ⅲ―１１６ ９６ ２２ 両面調整石器 ８９ Ｑ３１ ４ ８７ ３１ １８ ３１．１ 黒曜石４ ６６４ ３１０９

Ｒ３０ ８２

Ⅲ―１１６ ９６ ２３ ナイフ形石器 ８３ Ｎ３９ ４ ２６ ２９ ６ ３．０ 黒曜石１

Ⅲ―１１６ ９６ ２４ 彫器 Ｌ３７ Ⅱ １ ３８ １７ ７ ５．０ 黒曜石１

Ⅲ―１１６ ９６ ２５ 彫器 ８５ Ｎ３７ １００ ４２ １９ ７ ６．１ 黒曜石４

Ⅲ―１１６ ９６ ２６ 彫器 ８３ Ｍ３８ ４６６ ４８ ２１ ５ ５．２ 黒曜石１

Ⅲ―１１６ ９６ ２７ 彫器 ８７ Ｒ３４ ９２ ４９ １９ ６ ４．９ 黒曜石１

Ⅲ―１１６ ９６ ２８ 彫器 ８４ Ｑ３５ １ ５２ ２０ ４ ４．５ 黒曜石１

Ⅲ―１１６ ９６ ２９ 彫器 ８５ Ｐ３５ ９１ ５６ １５ ７ ６．５ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３０ 彫器 ８８ Ｓ３１ １８ ２７ １５ ６ ２．８ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３１ 彫器 ８２ Ｌ３７ ３９４ ２９ １５ ６ ２．２ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３２ 彫器 ８２ Ｌ３７ ２５６ ３４ １５ ６ ３．５ 黒曜石４

Ⅲ―１１７ ９６ ３３ 彫器 ８３ Ｍ３８ ２９０ ３４ １７ ７ ３．９ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３４ 彫器 ８２ Ｌ３７ ３５７ ３５ １８ ６ ３．５ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３５ 彫器 ８７ Ｒ３４ ８８ ３７ １９ ７ ４．６ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３６ 彫器 ８２ Ｌ３７ ３００ ４３ ２１ ８ ５．８ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３７ 彫器 ８７ Ｑ３４ ９２ ４５ １９ ４ ４．９ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９６ ３８ 彫器 ８７ Ｒ３５ ５ ５５ ２３ ８ ９．９ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ３９ 彫器 ８７ Ｑ３４ ９３ ５９ ２０ ６ ６．３ 黒曜石４ ５７１８

Ｒ３５ ４

Ⅲ―１１７ ９７ ４０ 彫器 ８３ Ｍ３８ ４５９ ７０ ２３ ８ １１．３ 黒曜石５ ６０７ ２９５５

上白滝８遺跡（２）

３７４



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―１１７ ９７ ４１ 彫器 ８５ Ｎ３６ ８５ ７５ ２１ １３ １７．１ 頁岩 ５７９４１

Ｎ３６ ８９

Ⅲ―１１７ ９７ ４２ 彫器 ８９ Ｒ３０ ５０３ ６９ ２２ ８ １３．８ 頁岩

Ⅲ―１１７ ９７ ４３ 彫器 ８９ Ｓ３０ ６３ ６０ １９ ６ ６．４ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ４４ 彫器 ８５ Ｎ３６ ９５ （９４） ４０ １０ （３４．０） 黒曜石４

Ⅲ―１１７ ９７ ４５ 彫器削片 Ｐ３５ Ⅰ ５ １７ ６ ２ ０．３ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ４６ 彫器削片 Ｎ３８ Ⅱ １ ２１ ８ ３ ０．３ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ４７ 彫器削片 Ｎ３６ Ⅱ ６ （２３） （７） ２ （０．３） 頁岩

Ⅲ―１１７ ９７ ４８ 彫器削片 ８５ Ｎ３６ １２０ ２２ ５ ２ ０．１ 黒曜石４

Ⅲ―１１７ ９７ ４９ 彫器削片 Ｎ３６ Ⅰ １ ２０ ５ １ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ５０ 彫器削片 ８５ Ｎ３６ ７ ２３ ６ ３ ０．４ 黒曜石１ ５７１０

Ⅲ―１１７ ９７ ５１ 彫器削片 Ｎ３６ Ⅱ ５ （１５） （６） ２ （０．１） 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ５２ 彫器削片 Ｎ３６ Ⅰ ２ （１８） （５） ２ （０．２） 黒曜石１ ５７１０

Ⅲ―１１７ ９７ ５３ 彫器削片 ８５ Ｏ３６ ６８ （２４） （６） ３ （０．４） 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ５４ 掻器 ８７ Ｒ３５ ３６ ５２ １９ ８ ７．９ 黒曜石４ ６５１ ３０４８

Ⅲ―１１７ ９７ ５５ 掻器 ８６ Ｎ３５ １８ ６９ １９ １０ １５．６ 黒曜石５

Ⅲ―１１７ ９７ ５６ 掻器 ８９ Ｓ２９ ４５０ ５３ ２６ ９ １０．４ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ５７ 掻器 ８９ Ｓ２９ １１３ ４７ ３０ ６ ８．６ 黒曜石１

Ⅲ―１１７ ９７ ５８ 掻器 ８９ Ｒ２９ ２１ ５５ ３２ １０ １４．９ 黒曜石１

Ⅲ―１１８ ９７ ５９ 掻器 ８６ Ｍ３５ ４４２ ６１ ２４ ７ ９．１ 黒曜石５ １２２１ ５７１９

Ⅲ―１１８ ９７ ６０ 掻器 ８９ Ｓ２９ １５３ ９７ ３２ ５ １６．２ 黒曜石１ ６９３ ３２０１

Ｓ２９ ２９４

Ｒ２９ Ⅰ １

Ⅲ―１１８ ９７ ６１ 掻器 ８６ Ｍ３５ １ １１８ ４７ １３ ５５．３ 黒曜石５

Ⅲ―１１８ ９７ ６２ 掻器 ８６ Ｍ３５ １４ １８２ ５３ １７ １４３．６ 黒曜石５ ７０２ ３２２２

Ｍ３５ ３００

Ｍ３５ ５５０

Ⅲ―１１８ ９７ ６３ 掻器 ８６ Ｍ３５ ４０５ ２００ ４０ １７ １０７．７ 黒曜石５ ７０２ ３２２２

Ｍ３５ ５０２

Ⅲ―１１８ ９８ ６４ 掻器 ８９ Ｒ３０ ２８ １０１ ２９ １３ ３３．７ 黒曜石１ ６９３ ３２０１

Ｓ２９ ２２２

Ⅲ―１１８ ９８ ６５ 掻器 ８６ Ｍ３６ ７５ （５２） １８ ８ （７．１） 黒曜石４ １２２１ ５７１９

Ⅲ―１１８ ９８ ６６ 掻器 ８６ Ｍ３５ ２ （７１） ２３ ７ （１３．１） 黒曜石３ １２２１ ５７１９

Ⅲ―１１８ ９８ ６７ 掻器 ９０ Ｊ３３ ２４ （１０２） ２０ ５ （１０．１） 黒曜石５ １２２１ ５７１９

８６ Ｍ３５ ４６２

Ｎ３５ ４１

Ⅲ―１１９ ９８ ６８ 掻器 Ｍ３６ Ⅰ １ （５０） ３０ ８ （１１．３） 黒曜石５ １２２１ ５７１９

Ⅲ―１１９ ９８ ６９ 掻器 ８６ Ｍ３５ ５３８ （６０） ２９ ８ （１８．１） 黒曜石５ １２２１ ５７１９

Ⅲ―１１９ ９８ ７０ 掻器 ８９ Ｓ２９ ４２４ ９５ ３７ １１ ４４．８ 黒曜石５

Ⅲ―１１９ ９８ ７１ 掻器 ８８ Ｒ３２ １１６ （１０３） ３２ ８ （２２．０） 黒曜石１

Ⅲ―１１９ ９８ ７２ 石刃 ９０ Ｋ３３ ５０ （１８１） ４７ ９ （６７．０） 黒曜石１ ７０１ ３２２０

掻器 ８２ Ｍ３６ ６５

石刃 Ｋ３２ Ⅰ １２

掻器 Ｍ３６ Ⅰ ３

Ⅲ―１１９ ９８ ７３ 掻器 ８３ Ｎ３８ １ １１３ ６２ １８ １２１．１ 黒曜石１

Ⅲ―１１９ ９８ ７４ 掻器 ８８ Ｐ３３ ２６ ６６ ４６ ７ ２２．６ 黒曜石１

Ⅲ―１１９ ９８ ７５ 錐形石器 ８９ Ｒ３０ ２２１ ５３ ３０ ６ ８．７ 頁岩 ５９２６

Ⅲ―１１９ ９８ ７６ 錐形石器 ８２ Ｌ３７ ２８５ ７２ ２９ ９ １８．６ 黒曜石４ ５６２ ２８１９

Ⅲ―１１９ ９８ ７７ 錐形石器 ８４ Ｏ３６ ３７ ７５ １６ ８ ８．２ 頁岩

Ⅲ―１１９ ９８ ７８ 錐形石器 ８５ Ｏ３５ １７３ ８３ ２５ ９ １６．９ 黒曜石４

Ⅲ―１２０ ９８ ７９ 錐形石器 Ｍ３７ Ⅰ １ ８４ ２２ ７ １０．８ 黒曜石４ ５９５ ２９３４

Ⅲ―１２０ ９８ ８０ 錐形石器 ８６ Ｎ３５ １２３ １００ ２９ ８ １８．９ 黒曜石５

Ⅲ―１２０ ９９ ８１ 削器 Ｍ３８ Ⅰ ８ ９５ ２８ ７ ２０．７ 黒曜石５ ５８６ ２９０３

Ⅲ―１２０ ９９ ８２ 削器 ８４ Ｑ３６ ２５ ９９ ４５ １３ ４４．７ 黒曜石３ ６１３ ２９６４

Ⅲ―１２０ ９９ ８３ 削器 ８１ Ｌ４０ １３９ １０９ ３２ ８ １７．８ 黒曜石５ ５８６ ２９０３

８３ Ｎ３７ １０２

Ｎ３８ ９００

Ⅲ―１２０ ９９ ８４ 削器 ８３ Ｎ３８ １１１９ ５９ ２６ ６ ８．１ 黒曜石３ ５７６ ２８７９

Ⅲ―１２０ ９９ ８５ 削器 ８５ Ｐ３５ ６０７ （４５） ２３ ８ （８．１） 黒曜石１ ６０９ ２９５８

Ⅲ―１２０ ９９ ８６ 削器 ８３ Ｍ３８ ６５ （６１） ２４ ７ （８．７） 黒曜石５ ５８６ ２９０３

Ⅲ―１２０ ９９ ８７ 削器 ８２ Ｌ３８ ５１ （６０） （２５） （６） （６．８） 黒曜石１ ５５０ ２８０５

Ⅲ―１２０ ９９ ８８ 削器 Ｏ３６ Ⅰ ２ ８１ ３４ １０ （２５．０） 黒曜石４ ７１５ ３２５１

Ｏ３６ Ⅰ ３１

Ⅲ―１２０ ９９ ８９ 削器 ８４ Ｑ３６ ９ １０７ ３１ １０ ３５．２ 黒曜石５

Ⅲ―１２０ ９９ ９０ 削器 Ｍ３９ Ⅰ １ １３１ ３７ １５ ８２．８ 黒曜石５

掲載遺物一覧

３７５



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―１２０ ９９ ９１ 削器 ８６ Ｎ３５ １ １１６ ３８ １６ ６４．８ 黒曜石５ ５８６ ２９０３

Ｎ３６ １１５

Ⅲ―１２１ ９９ ９２ 削器 ８５ Ｐ３５ １ １２７ ４８ １０ ６６．１ 黒曜石１ ５７９４５

Ｐ３５ Ⅰ ４

Ⅲ―１２１ ９９ ９３ 石刃 ８４ Ｐ３７ ２ １７０ ２９ １３ ５６．８ 黒曜石１ ６１０ ２９５９

削器 Ｐ３７ Ⅰ １

Ｐ３７ Ⅰ １８

石刃 Ｐ３８ Ⅰ ２

Ⅲ―１２１ ９９ ９４ 削器 ８４ Ｐ３７ １６ １１６ ３５ １８ ６４．７ 黒曜石１ ６１０ ２９５９

Ｐ３７ Ⅰ ２

Ｐ３７ Ⅰ ３

Ⅲ―１２１ ９９ ９５ 削器 ８６ Ｎ３４ ４００ ８５ ４２ ２２ ６７．８ 黒曜石１ ５９０ ２９１６

Ⅲ―１２１ ９９ ９６ 削器 ８５ Ｐ３５ ５８０ ７８ ２８ １２ ２５．８ 黒曜石４ ６２４ ２９８３

Ｐ３５ ５８９

Ⅲ―１２１ １００ ９７ 削器 ８５ Ｐ３５ ２ （８５） ３７ １８ （３５．６） 黒曜石４ ６２４ ２９８２

Ｐ３５ １６７

Ｐ３５ ４７８

Ⅲ―１２１ １００ ９８ 削器 ８２ Ｋ３７ ２１８ ８８ ４８ １８ ７４．９ 黒曜石４ ５５２ ２８０８

Ｋ３７ ３５８

Ⅲ―１２１ １００ ９９ 削器 ８７ Ｒ３３ ３１６ ９１ ４１ １９ ７５．０ 黒曜石４ ６６２ ３１０２

Ｒ３３ ４６５

Ｓ３２ ２７３

Ⅲ―１２２ １００ １００ 削器 ８６ Ｍ３５ ７６ ９９ ４２ ２３ ９４．２ 黒曜石４ ５９５ ２９３４

Ｎ３４ ４１５

Ⅲ―１２２ １００ １０１ 削器 ８６ Ｎ３４ ９８０ １１５ ５０ ３２ １８０．５ 黒曜石４ ５９２ ２９２５

Ｎ３５ ５４

Ⅲ―１２２ １００ １０２ 削器 ８６ Ｎ３４ ９４６ １１５ ６３ ２３ １４６．１ 黒曜石４ ５９２ ２９２５

Ｎ３４ １２２１

Ⅲ―１２２ １００ １０３ 舟底形石器 Ｐ３５ Ⅱ ３ １０ ２６ ４ １．０ 黒曜石４

Ⅲ―１２２ １００ １０４ 舟底形石器 ８５ Ｏ３５ １２２ １０ ２７ ４ １．２ 黒曜石４

Ⅲ―１２２ １００ １０５ 舟底形石器 ８６ Ｍ３５ ３８４ １０ ３０ ４ １．２ 黒曜石４

Ⅲ―１２２ １００ １０６ 舟底形石器 ８２ Ｌ３６ １０ １３ ３２ ５ １．７ 黒曜石１

Ⅲ―１２２ １００ １０７ 舟底形石器 ８５ Ｐ３６ ６ １３ ３５ ７ ２．７ 黒曜石５

Ⅲ―１２２ １００ １０８ 舟底形石器 ８５ Ｎ３６ ２２７ １３ ３７ ６ ２．２ 黒曜石４

Ⅲ―１２２ １００ １０９ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ９３７ ２５ ５１ １８ １９．６ 黒曜石４ ６０４ ２９５１

Ⅲ―１２２ １００ １１０ 舟底形石器 ８３ Ｎ３８ ４９８ ２３ ６３ １５ １５．０ 黒曜石４

Ⅲ―１２２ １００ １１１ 舟底形石器 ８７ Ｒ３３ ５９５ ２２ ６２ １６ ２１．０ 黒曜石４

Ⅲ―１２２ １００ １１２ 舟底形石器 ８３ Ｎ３８ ７２５ ２８ ６４ １３ １６．３ 黒曜石４

Ⅲ―１２３ １００ １１３ 舟底形石器 ８２ Ｋ３６ ３９ ２６ ６７ ２０ ２５．９ 黒曜石４ ５５９ ２８１６

Ｋ３７ ４２８

Ⅲ―１２３ １００ １１４ 舟底形石器 ８６ Ｎ３３ １２９ ３４ ７３ ２０ ３２．０ 黒曜石４ ５９９ ２９４５

Ｎ３５ ２６８

Ⅲ―１２３ １００ １１５ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ ４０４ ２７ ８０ １９ ２２．１ 黒曜石４ ６６４ ３１０９

Ｒ３０ ４２０

Ⅲ―１２３ １００ １１６ 舟底形石器 ８５ Ｐ３５ ４６４ ２５ ８０ １９ ３０．９ 黒曜石１ ６０９ ２９５８

Ⅲ―１２３ １０１ １１７ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ １１８６ ２５ ８４ ２２ ３８．５ 黒曜石４ ５９５ ２９３４

Ⅲ―１２３ １０１ １１８ 舟底形石器 ８５ Ｐ３５ ５１３ ３５ ８０ ２２ ４６．２ 黒曜石１ ６０９ ２９５８

Ⅲ―１２３ １０１ １１９ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ７６３ ３３ ７７ １７ ３５．４ 黒曜石４ ６０６ ２９５３

Ｎ３４ １４０８

Ⅲ―１２３ １０１ １２０ 舟底形石器 ８６ Ｍ３５ ３ ２２ ９２ １９ ２９．５ 黒曜石４ ６０２ ２９４８

Ｍ３５ ４

Ⅲ―１２４ １０１ １２１ 舟底形石器 ８６ Ｍ３５ ３７０ ２４ １１５ ２１ ４８．５ 黒曜石４ ５９９ ２９４５

Ｍ３５ ５４４

Ｎ３５ ２２４

Ⅲ―１２４ １０１ １２２ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ４３０ ３５ １１２ ２４ ５４．３ 黒曜石４ ６０６ ２９５３

Ｎ３４ １３０２

Ⅲ―１２４ １０１ １２３ 舟底形石器 ８３ Ｎ３８ ７２６ ２７ １２０ １５ ３６．９ 黒曜石３ ５７９３５

Ｎ３８ ７２７

Ⅲ―１２４ １０１ １２４ 舟底形石器 ８６ Ｎ３５ １２２ ２８ １１９ ２０ ４７．８ 黒曜石４

Ⅲ―１２４ １０１ １２５ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ ４１９ ４５ １１７ ４８ １５９．７ 黒曜石４ ７２２ ３２６８

不明 不明

Ⅲ―１２５ １０１ １２６ 舟底形石器 ８７ Ｒ３３ １１４ ３１ ９３ ３４ ８２．８ 黒曜石４ ６６２ ３１０２

Ｒ３３ ８５５

Ⅲ―１２５ １０１ １２７ 舟底形石器 ８３ Ｎ３８ １１０５ ４４ １０７ ４６ １７９．３ 黒曜石４ ５７６ ２８７９

Ｍ３８ Ⅰ ７

上白滝８遺跡（２）

３７６
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Ⅲ―１２５ １０１ １２８ 舟底形石器 ８５ Ｎ３６ ９４ ２３ ５８ １５ １５．０ 黒曜石１

Ⅲ―１２５ １０１ １２９ 舟底形石器 ８５ Ｏ３６ ６５ ２８ ７６ １９ ３２．２ 黒曜石４ ６２４ ２９８３

Ⅲ―１２５ １０２ １３０ 舟底形石器 ８２ Ｌ３７ ６７ ３１ ７７ １８ ３２．４ 黒曜石４ ５６３ ２８２０

Ⅲ―１２５ １０２ １３１ 舟底形石器 ８７ Ｓ３３ ４３ ２４ ８３ ２１ ３６．３ 黒曜石４ ６６２ ３１０２

Ⅲ―１２６ １０２ １３２ 舟底形石器 ８６ Ｎ３５ ９５ ３７ ８９ ３９ ６６．０ 黒曜石４ ５９１ ２９２４

Ｎ３５ １３６

Ⅲ―１２６ １０２ １３３ 舟底形石器 ８２ Ｌ３７ １５７ ３３ １０１ １２ ３０．４ 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ｌ３７ Ⅱ ２９

Ⅲ―１２６ １０２ １３４ 舟底形石器 ８２ Ｌ３７ ２０５ ４４ （１０３） １７ （６７．５） 黒曜石４ ５５１ ２８０７

Ｌ３７ ２８３

Ⅲ―１２６ １０２ １３５ 舟底形石器 ８３ Ｍ３８ ５ ４５ １７４ ２１ １３８．４ 黒曜石１ ５７９３４

Ｎ３８ ６６８

Ⅲ―１２７ １０２ １３６ 舟底形石器 ８２ Ｋ３７ ７１８ ２２ ５７ １６ １８．３ 黒曜石３

Ⅲ―１２７ １０２ １３７ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ９５ （１３） （２９） （１７） （４．６） 黒曜石４ ５９３ ２９２７

Ⅲ―１２７ １０２ １３８ 舟底形石器 ８２ Ｌ３６ ８０ （１９） （３２） （２３） （１４．１） 黒曜石１ ５５０ ２８０５

Ⅲ―１２７ １０２ １３９ 舟底形石器 ８２ Ｌ３７ ２２７ （２３） （５７） （２３） （２８．７） 黒曜石１ ５５０ ２８０５

Ｌ３７ ３３１

Ｌ３７ ３９３

Ｌ３７ Ⅱ ２４

Ⅲ―１２７ １０２ １４０ 舟底形石器 ８６ Ｍ３４ ２７ （１９） （２９） （２２） （９．４） 黒曜石１ ５９０ ２９１６

Ⅲ―１２７ １０２ １４１ 舟底形石器 ８８ Ｓ３１ ４ ２４ （５６） ３５ （３４．７） 黒曜石４ ８８７ ３８８３

Ⅲ―１２７ １０２ １４２ 舟底形石器 ８６ Ｎ３５ ９６ ２８ （７２） ３３ （５７．０） 黒曜石４ ５９５ ２９３４

Ⅲ―１２７ １０２ １４３ 舟底形石器 ８７ Ｓ３３ ４４３ （２９） （３９） １８ （１８．５） 黒曜石４ ６６２ ３１０２

Ⅲ―１２７ １０２ １４４ 舟底形石器 ８７ Ｑ３４ １４９ ２６ ８０ ２８ ４９．７ 黒曜石４ ６５２ ３０５０

Ｒ３３ ７８２

Ⅲ―１２７ １０２ １４５ 舟底形石器 Ｐ３５ Ⅰ ２ ２１ ６６ １４ １６．５ 黒曜石４ ６５２ ３０５０

Ⅲ―１２８ １０３ １４６ 石刃核 Ｏ３６ Ⅰ ３ ４５ ３４ ２３ ３８．５ 黒曜石４ ６２７ ２９８６

Ⅲ―１２８ １０３ １４７ 石刃核 ８７ Ｒ３５ ２ ５５ ４２ ４４ ７６．９ 黒曜石４ ６２６ ２９８５

Ⅲ―１２８ １０３ １４８ 石刃核 ８５ Ｏ３５ ６１ ５４ ３３ ２４ ３９．６ 黒曜石４ ６１７ ２９７４

Ⅲ―１２８ １０３ １４９ 石刃核 Ｑ３０ Ⅰ １ ４８ ５３ ２２ ６８．０ 黒曜石４ ８５６ ３７８１

Ⅲ―１２８ １０３ １５０ 石刃核 Ｏ３６ Ⅰ ４ ６２ ５４ ３０ ９９．８ 黒曜石１ ６０９ ２９５８

Ⅲ―１２８ １０３ １５１ 石刃核 ８２ Ｌ３７ ２２ ６６ ４８ ２３ ７５．３ 黒曜石１ ５５０ ２８０５

Ⅲ―１２８ １０３ １５２ 石刃核 ８２ Ｋ３７ ７ ７１ ６１ ３４ １２６．９ 黒曜石４ ５５２ ２８０８

Ⅲ―１２８ １０３ １５３ 石刃核 ８６ Ｎ３４ １０１３ ７５ ５４ ２９ １１４．０ 黒曜石４ ６０６ ２９５３

Ⅲ―１２８ １０３ １５４ 石刃核 ８３ Ｍ３８ １４８ ８０ ６１ ３３ （１２０．０）黒曜石５ ５８６ ２９０３

Ｍ３８ ４５５

Ｎ３８ ５２５

Ｎ３８ ６１７

Ｎ３８ ８４８

Ⅲ―１２８ １０３ １５５ 石刃核 ８７ Ｒ３３ １１９０ ８４ ６３ ３４ １４８．３ 黒曜石１ ６３８ ３０１６

Ⅲ―１２８ １０３ １５６ 石刃核 ８６ Ｎ３４ ５８１ ７３ ５５ ３６ １７１．５ 黒曜石１ ５９０ ２９１６

Ⅲ―１２９ １０３ １５７ 石刃核 ８６ Ｎ３４ １０３０ ７４ ６３ ４８ ２３９．０ 黒曜石１ ５９０ ２９１６

Ⅲ―１２９ １０４ １５８ 石刃核 ８２ Ｋ３６ １７３ ７０ ８１ ４８ ２３９．４ 黒曜石４ ５６８ ２８５３

Ⅲ―１２９ １０４ １５９ 石刃核 ８６ Ｎ３４ ９２０ ５８ ７１ ４６ ２３１．７ 黒曜石１ ５９０ ２９１６

Ⅲ―１２９ １０４ １６０ 石刃核 ８６ Ｎ３５ ２４９ １０１ １０８ ３９ ３９６．０ 黒曜石１ ５８９ ２９１５

Ⅲ―１２９ １０４ １６１ 石刃核 Ｍ３８ Ⅰ ５ ９５ １２２ ７９ ８３４．９ 黒曜石１ ５７５ ２８７８

Ⅲ―１３０ １０４ １６２ 石刃核 ８６ Ｎ３４ ３９３ ８８ ６５ ２７ １２９．１ 黒曜石４ ５９５ ２９３４

Ⅲ―１３０ １０４ １６３ 石刃核 ８２ Ｌ３６ １０７ ６０ ４９ ３０ ７５．０ 黒曜石４ ５５９ ２８１６

Ⅲ―１３０ １０４ １６４ 石刃核 ８７ Ｒ３５ ３ ４９ ５２ ４１ ９４．４ 黒曜石４ ６６３ ３１０４

Ⅲ―１３０ １０４ １６５ 石刃核 Ｎ３８ Ⅰ １１ ５０ ５３ ４２ ９６．８ 黒曜石４ ５７７ ２８８１

Ⅲ―１３０ １０５ １６６ 石刃核 ８３ Ｎ３８ ９９２ ６５ ４８ ３９ １１０．３ 黒曜石４ ５７６ ２８７９

Ⅲ―１３０ １０５ １６７ 石刃核 ８２ Ｋ３７ １０ ４４ ５９ ５０ １１１．２ 黒曜石４ ５７３ ２８７１

Ⅲ―１３０ １０５ １６８ 石刃核 ８２ Ｋ３７ ８６ ７８ ８１ ７８ ２７８．０ 黒曜石４ ５７０ ２８６１

Ⅲ―１３０ １０５ １６９ 石刃核 ８４ Ｑ３６ １ ９９ ５９ ６９ ３６４．５ 黒曜石４

Ⅲ―１３１ １０５ １７０ 石刃核 ８７ Ｒ３５ ７７ ３７ ５６ ６２ １１２．１ 黒曜石４ ６１８ ２９７５

Ⅲ―１３１ １０５ １７１ 石刃核 ８７ Ｒ３５ １ ４０ ３５ ５７ ７７．６ 黒曜石４ ６１９ ２９７６

Ⅲ―１３１ １０５ １７２ 石刃核 ８５ Ｐ３５ ２３８ ４５ ３２ ４２ ５７．６ 黒曜石４ ６１９ ２９７６

Ⅲ―１３１ １０５ １７３ 石刃核 Ｑ３６ Ⅰ １ ８９ ４４ ４０ １３９．３ 黒曜石１ ５８８ ２９１３

Ⅲ―１３１ １０５ １７４ 石刃核 ８７ Ｒ３３ ８３６ ５８ ３４ ３２ ５３．７ 黒曜石４ ６５０ ３０４７

Ⅲ―１３１ １０５ １７５ 石核 Ｎ３３ Ⅰ １ ５０ ５７ ３９ ９８．８ 黒曜石４ ７９８ ３５４３

Ⅲ―１３１ １０５ １７６ 石核 Ｑ３３ Ⅰ ８ ６８ ４５ ３２ ８８．１ 黒曜石４ ６５６ ３０８６

Ｑ３３ Ⅰ ９

Ⅲ―１３１ １０５ １７７ 石核 ８６ Ｎ３５ １２４ ５５ ６６ ３５ ９７．８ 黒曜石４ ５９３ ２９２７

Ⅲ―１３１ １０５ １７８ 石核 ８６ Ｍ３５ ５８８ ５５ ６７ ２４ ８５．４ 黒曜石４ ６０１ ２９４７

Ⅲ―１３１ １０６ １７９ 石核 ８７ Ｓ３２ ２０ ６５ ７３ ３７ １５３．８ 黒曜石４ ５９７ ２９３９

掲載遺物一覧

３７７



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―１３１ １０６ １８０ 石核 ８６ Ｎ３４ ５８２ ６７ ７０ ４４ １９６．０ 黒曜石４ ５９６ ２９３８

Ⅲ―１３２ １０６ １８１ 石核 Ｑ３４ Ⅰ １ ８３ ５３ ３６ １７６．４ 黒曜石１ ６３３ ３０００

Ⅲ―１３２ １０６ １８２ 石核 ８５ Ｐ３５ ２２２ １１３ ８５ ６２ ５７４．２ 黒曜石１ ６０８ ２９５７

Ｐ３５ ４０１

Ｐ３５ ４０２

Ⅲ―１３２ １０６ １８３ 石核 ８６ Ｎ３５ ２１３ ７１ ４８ ２４ ７１．３ 黒曜石４ ５９９ ２９４５

Ⅲ―１３２ １０６ １８４ 石核 ８３ Ｎ３８ １１０１ ５２ ２３ １８ ３３．７ 黒曜石４ ５８２ ２８９５

Ⅲ―１３２ １０６ １８５ 石核 Ｑ３１ Ⅰ １ ５０ ５５ ７７ １５０．０ 黒曜石４ ６６４ ３１０９

Ⅲ―１３２ １０６ １８６ 石核 Ｍ３８ Ⅰ ３８ ６０ ４５ ３６ ９０．８ 黒曜石４ ５８４ ２９００

Ⅲ―１３２ １０６ １８７ 石核 ８６ Ｎ３４ ９５６ ４０ ８８ ３４ １３２．９ 黒曜石４ ５９１ ２９２４

Ⅲ―１３２ １０６ １８８ 石核 ８６ Ｎ３４ ３３０ ６７ ４７ ７１ ２３１．０ 黒曜石４ ５９２ ２９２５

－ １０７ ２１６ 尖頭器 ８６ Ｎ３５ ４９ １４９ ７３ １５ １８３．０ 黒曜石１

－ １０７ ２１７ 両面調整石器 ８５ Ｎ３６ ２５ ２４０ １３０ ２５ ６６４．３ 黒曜石４ ５７１７

Ｐ３５ ４３３

－ １０７ ２１８ 掻器 ８８ Ｒ３２ ２９ （４８） （３５） （１２） （２０．０） 黒曜石１

－ １０７ ２１９ 削器 ８９ Ｓ２９ ５７ （６３） ２９ １０ （１５．７） 頁岩 ５９２６

－ １０７ ２２０ 削器 ８３ Ｎ３８ ５１２ ８９ ５３ ２５ ９０．８ 黒曜石４ ５８１ ２８９３

Ｎ３８ Ⅰ ２

－ １０７ ２２１ 舟底形石器 ８５ Ｐ３５ ２８８ １２ （３３） ６ （２．２） 黒曜石４

－ １０７ ２２２ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ １８４ ２３ （６４） １８ （１６．６） 黒曜石４ ７４７ ３３９５

Ｒ３０ ３９２

－ １０７ ２２３ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ ４８８ ３３ ８５ ４４ ７１．１ 黒曜石４ ７２３ ３２７１

－ １０８ ２２４ 石刃 ８３ Ｎ３８ ６４１ １６４ ４６ １１ ６６．０ 黒曜石５ ５７９５６

Ｎ３８ ７７５ 産地分析 X１８８

－ １０８ ２２５ 石刃 ８３ Ｎ３８ ４３１ （１５２） （５９） １２ （１１５．８）黒曜石５ ５７９６８

Ｎ３８ ６３９

－ １０８ ２２６ 石刃 ８３ Ｍ３８ ３１９ １４３ ４０ １５ ６８．７ 黒曜石１

－ １０８ ２２７ 石刃 ８３ Ｎ３８ ６４０ ２１９ ６０ ２１ ２４２．６ 黒曜石５

－ １０８ ２２８ 原石 ８３ Ｎ３８ ６６９ ２７９ ３０ ２０ （２１２．１）黒曜石１

－ １０９ ２２９ 石刃核 ８７ Ｓ３３ ７０８ ５４ ４３ ２７ ５２．４ 黒曜石４

－ １０９ ２３０ 石刃核 Ｑ３５ Ⅰ １０ ６２ ４５ ３４ ９２．９ 黒曜石４

－ １０９ ２３１ 石刃核 ８２ Ｋ３７ ８０８ ６０ ５５ ３５ ９４．０ 黒曜石４

－ １０９ ２３２ 石刃核 ８２ Ｋ３７ ８７７ ５０ ６９ ５９ １６９．５ 黒曜石４

－ １０９ ２３３ 石核 ８７ Ｓ３３ ７０４ ５５ ３８ ２０ ３７．２ 黒曜石４ ５７２７

－ １０９ ２３４ 石核 ８９ Ｒ３０ ２２２ ５４ ５６ ４２ １２４．８ 黒曜石４ ７９９ ３５４５

－ １０９ ２３５ 石核 ８３ Ｍ３８ ２６５ ４８ ５８ ３８ ９４．４ 黒曜石４

－ １０９ ２３６ 石核 ８６ Ｎ３５ １２５ ８５ ９４ ７２ ５４２．５ 黒曜石４

－ １０９ ２３７ 石核 ８５ Ｐ３５ ２７４ １１５ １１７ ５８ ６３２．７ 黒曜石４

Ⅲ―１７６ １４０ １ 尖頭器 Ｊ３３ Ⅰ ２ １４２ ３８ １０ ５４．４ 黒曜石５ ５７９８２

Ｊ３３ Ⅰ ３

Ⅲ―１７６ １４０ ２ 彫器 ９０ Ｋ３２ １４１７ ４３ １９ ７ ３．８ 頁岩

Ⅲ―１７６ １４０ ３ 彫器 ９０ Ｌ３１ １６６ ８３ ４６ １７ ６５．２ 黒曜石１ ７４０ ３３５８

Ⅲ―１７６ １４０ ４ 掻器 ９０ Ｉ３２ ８５ ５８ ２３ ８ １０．９ 黒曜石１

Ⅲ―１７６ １４０ ５ 掻器 ９０ Ｋ３２ １６６１ ４４ ２１ ７ ４．８ 黒曜石１

Ⅲ―１７６ １４０ ６ 掻器 ９０ Ｊ３２ ２４ （４２） ２８ ９ （９．６） 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ⅲ―１７６ １４０ ７ 舟底形石器 ９０ Ｊ３２ ７７８ ２６ ８７ １８ ２７．８ 黒曜石４

Ⅲ―１７６ １４０ ８ 細石刃核 ９０ Ｌ３２ ２６２３ １８ ３５ ８ ５．６ 黒曜石１

Ⅲ―１７６ １４０ ９ 彫器削片 ９０ Ｊ３２ ３３５ （９５） ７ １０ （４．９） 黒曜石１ ５７９７５

Ｊ３２ ７４３

Ⅲ―１７６ １４０ １０ 削器 ９０ Ｋ３２ １４００ １３０ ６３ １２ ７３．４ 黒曜石１

Ⅲ―１７６ １４０ １１ 石刃 ９０ Ｌ３１ １２３ （２５５） （３０） （１７） （７７．０） 黒曜石１ ７０３ ３２２７

Ｌ３１ １６０

Ｌ３１ ２９９

Ⅲ―１７７ １４０ １２ 石刃 ９０ Ｋ３２ ３２８ ２２８ ４７ １８ １２９．６ 黒曜石１ ７０４ ３２２８

Ｌ３１ １１５

Ｌ３１ １８９

Ｌ３１ ６４３

Ⅲ―１７７ １４１ １３ 石刃 ９０ Ｋ３１ ４６４ （１６０） ４６ ２１ （１２６．６）黒曜石５ ６９１ ３１９５

Ⅲ―１７７ １４１ １４ 石刃 ９０ Ｋ３２ ７１３ １７２ ４９ １６ ９６．３ 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ｋ３２ １０１５

Ｋ３２ １１２０

Ⅲ―１７７ １４１ １５ 石刃 ９０ Ｊ３３ ２７ ６６ １６ ７ ７．６ 頁岩

Ⅲ―１７７ １４１ １６ 石刃 ９０ Ｋ３２ ５１６ １３１ ３９ ８ ３５．３ 黒曜石１ ６９３ ３２０１

Ｋ３２ １０６３

Ｋ３２ １５７３

上白滝８遺跡（２）

３７８



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―１７８ １４１ １７ 石刃 ９０ Ｊ３２ ２９１ １７１ ３８ １１ ５９．４ 黒曜石１ ６９１ ３１９５

Ｋ３１ １６８１

Ｋ３１ ２１４４

Ⅲ―１７８ １４１ １８ 石刃 ９０ Ｊ３１ ４５ １７８ ４１ １１ ５３．７ 黒曜石１ ６９１ ３１９５

Ｊ３１ ７２３

Ｊ３１ ２１３４

Ｊ３２ ３８２

Ｊ３２ ３８３

Ⅲ―１７８ １４１ １９ 石刃 ９０ Ｊ３１ １５２５ ２０６ ４７ １４ （９９．７） 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ｋ３１ ４４２

Ⅲ―１７８ １４２ ２０ 石刃 ９０ Ｊ３１ １５３ ２０５ ５１ １５ １２５．４ 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ｋ３１ １９２１

Ｋ３１ １９８１

Ⅲ―１７９ １４２ ２１ 石刃 ９０ Ｊ３１ １７６２ （２００） ４１ １３ （８０．５） 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ｊ３２ ２１１

Ｊ３２ ４９９

Ｊ３２ Ⅰ ３

Ｊ３２ Ⅰ ４

Ⅲ―１７９ １４２ ２２ 石刃 ９０ Ｋ３１ １１９ （２０４） ５５ ２１ （１８６．７）黒曜石５ ７０４ ３２２８

Ｋ３１ １２４

Ｋ３１ １２８

Ⅲ―１７９ １４２ ２３ 石刃 ９０ Ｊ３２ ４３６ １７１ ４０ １８ １０７．１ 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ｋ３１ １２７９

Ｋ３１ １５１０

Ｋ３１ １５１６

Ⅲ―１７９ １４２ ２４ 石刃 ９０ Ｊ３２ ６５ ２０２ ５３ １３ １１０．７ 黒曜石１ ６９４ ３２０３

Ｊ３２ １００

Ｋ３１ １５６８

Ⅲ―１８０ １４３ ２５ 石刃 ９０ Ｌ３２ ８２ ２５２ ６１ ２０ （３０４．８）黒曜石１ ７０３ ３２２７

Ｌ３２ ２８４

Ｌ３２ ３６２

Ｌ３２ ８４３

Ｌ３２ ８４８

Ｌ３２ ８５９

Ｌ３２ ８６４

Ｌ３２ １２１１

Ｌ３２ １２３２

Ｌ３２ １２３３

Ｌ３２ １２３４

Ｌ３２ １２４０

Ｌ３２ １３７３

Ｌ３２ １３８２

Ｌ３２ １３９３

Ｌ３２ １８４９

Ｌ３２ ２０１６

Ｌ３２ ２２１２

Ｌ３２ ２４１９

Ｍ３２ １２７

Ｌ３２ Ⅰ ２０

Ｌ３２ Ⅰ ４４

Ⅲ―１８０ １４３ ２６ 石刃 ９０ Ｊ３１ ４２１ ２４４ ５２ １９ １８１．６ 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ｊ３１ ６４３

Ｋ３１ １５３７

Ｋ３２ ２１２

Ｋ３２ ４８５

Ⅲ―１８０ １４３ ２７ 石刃 ９０ Ｋ３２ １１ （１８３） ５５ １４ （８９．０） 黒曜石１ ６９０ ３１９４

Ｋ３２ ２１３

Ｋ３２ ９０８

Ⅲ―１８１ １４３ ２８ 石刃 ９０ Ｋ３１ １１３３ （１５６） ３３ ７ （３８．８） 黒曜石１ ６９０ ３１９４

Ｋ３２ １１４６

Ｋ３２ １３０６

Ⅲ―１８１ １４３ ２９ 石刃 ９０ Ｋ３１ １５６７ （１７２） ５５ １５ （１１７．５）黒曜石１ ６９０ ３１９４

Ｊ３２ Ⅰ ２

Ⅲ―１８１ １４３ ３０ 石刃 ９０ Ｊ３２ ２１０ （１７９） ４２ １１ （５８．２） 黒曜石１ ６９０ ３１９４

Ｊ３２ ４８６

掲載遺物一覧

３７９



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ｊ３２ ６０３

Ⅲ―１８１ １４４ ３１ 石刃 ９０ Ｊ３２ ２５８ （２１１） ５６ １６ （１３２．６）黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ｋ３２ ４８０

Ｋ３２ ６６８

Ｋ３２ １９９６

Ⅲ―１８２ １４５ ３２ 石刃核 ９０ Ｋ３３ １ １６２ １１０ ６４ １２３７．７ 黒曜石１ ６８４ ３１６０

Ⅲ―１８２ １４６ ３３ 石刃核 Ｌ３２ Ⅰ ８ １９７ １１２ ７６ １６８３．０ 黒曜石１

Ⅲ―１８２ １４６ ３４ 石刃核 ９０ Ｊ３３ １２ ２１８ １３２ ８２ ２３３６．４ 黒曜石１ ６８８ ３１８５

Ⅲ―１８３ １４７ ３５ 石刃核 ９０ Ｋ３１ １ ２２５ １０６ ８１ ２０５３．２ 黒曜石１ ６９７ ３２１０

Ⅲ―１８３ １４８ ３６ 石刃核 ９０ Ｋ３２ １９４３ ２４５ １２４ １０２ ３６９７．２ 黒曜石５ ６９０ ３１９４

Ⅲ―１８４ １４７ ３７ 石刃核 Ｋ３２ Ⅰ ３ １９１ １２３ １０７ ２９２１．３ 黒曜石１ ７００ ３２１８

Ⅲ―１８４ １４９ ３８ 石刃核 ９０ Ｋ３２ ７００ ２０５ １６２ １０１ ４１７３．３ 黒曜石１ ７０４ ３２２８

Ⅲ―１８５ １５０ ３９ 石刃核 ９０ Ｌ３２ １０００ １９６ １１３ １２８ ２５０８．７ 黒曜石１ ７０５ ３２３１

Ⅲ―１８５ １５０ ４０ 石刃核 ９０ Ｊ３３ ２０ ２２４ １２０ １２０ ３６１６．３ 黒曜石１ ６８６ ３１６２

Ⅲ―１８６ １５１ ４１ 石刃核 ９０ Ｋ３１ ２ ２５３ １４０ １２８ ５６０１．１ 黒曜石１ ６９６ ３２０７

Ⅲ―１８６ １５２ ４２ 石刃核 ９０ Ｋ３２ ７７７ ９２ １４５ ６４ ８９３．１ 黒曜石１ ６９４ ３２０３

Ⅲ―１８７ １５２ ４３ 石刃核 Ｊ３３ Ⅰ １ ２３１ １２５ １８０ ５８００．０ 黒曜石５ ７１４ ３２５０

Ⅲ―１８７ １５２ ４４ 石核 ９０ Ｌ３２ １５０４ ６４ ６３ ３０ １２１．６ 黒曜石１

Ⅲ―１８７ １５２ ４５ 石核 ９０ Ｋ３１ １０４１ ４５ ６４ １７ ５６．３ 黒曜石１

Ⅲ―１８８ １５３ ４６ 石核 ９０ Ｊ３２ ７９０ ２０２ １５１ ９１ ２２３２．６ 黒曜石４ ７１０ ３２３９

Ⅲ―１８８ １５４ ４７ 石核 ９０ Ｊ３１ ２７４ ２６８ １１１ １５８ ４４３８．０ 黒曜石１ ６８５ ３１６１

Ⅲ―１８９ １４４ ４８ 石核 ９０ Ｋ３１ １６０ ３６８ １８６ １５５ １０４３９．０ 黒曜石１ ７１３ ３２４７

－ １５４ ６０ 舟底形石器 ９０ Ｊ３３ ２５ ２０ ８０ １０ １４．０ 黒曜石１ ５９４６

Ⅲ―２１８ １７３ １ 尖頭器 ９５ Ｌ２７ １１５１ ５９ ４１ ８ １０．５ 黒曜石１ 産地分析 X１２

Ⅲ―２１８ １７３ ２ 尖頭器 ９５ Ｊ２９ ９６ ６８ ４０ ９ １５．４ 黒曜石１ 水和層 H１８７

Ⅲ―２１８ １７３ ３ 尖頭器 ９５ Ｍ２７ ２８６ ７７ ３７ １２ １７．３ 黒曜石２ 水和層 H１８８

Ⅲ―２１８ １７３ ４ 尖頭器 ９３ Ｍ２９ ６６２ ９１ ４５ １１ ２７．３ 黒曜石５ ５７９９３ 産地分析 X２５１

Ｍ２９ ８６８

Ⅲ―２１８ １７３ ５ 尖頭器 ９３ Ｎ２９ ４１８ （１１０） ４８ １１ （３６．７） 黒曜石５ ９３７ ４０７２

Ｏ２９ １２０６

Ⅲ―２１８ １７３ ６ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ５６３４ １１３ ４９ １２ （４１．０） 黒曜石５ ５７９９７ 産地分析 X２５２

Ｐ２８ ７５９６

Ⅲ―２１８ １７３ ７ 尖頭器 ９５ Ｍ２７ ２９０ （１５７） ６８ １６ （１３９．０）黒曜石２ ７８５ ３５０６

Ｎ２７ ３３６

Ⅲ―２１９ １７３ ８ 尖頭器 ９３ Ｎ２９ １０４１ １１６ ７３ １７ ９４．５ 黒曜石２ ７８３ ３５０１

Ｎ２９ １２０６

Ｎ２９ １３１０

Ⅲ―２１９ １７３ ９ 尖頭器 ９６ Ｍ２３ ３７３ １０１ ６６ １９ ８０．４ 黒曜石４ １０６７ ４４３３

Ⅲ―２１９ １７３ １０ 尖頭器 ９５ Ｋ２９ ３２１ ５２ ３２ ９ １１．７ 黒曜石１ 産地分析 X２５５

Ⅲ―２１９ １７３ １１ 尖頭器 ９３ Ｏ２９ ４６４ ７４ ５５ ２１ ５８．４ 黒曜石１ 産地分析 X２４９

Ⅲ―２１９ １７４ １２ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ５７６０ ７７ ５６ １８ （４８．４） 黒曜石１ ５７９９０ 産地分析 X２５０

Ｑ２７ ９０６

Ｑ２７ ９０８

Ⅲ―２１９ １７４ １３ 尖頭器 ９３ Ｌ３０ ２７０ ７７ ６４ １７ ７７．０ 黒曜石１ 産地分析 X２４８

Ⅲ―２１９ １７４ １４ 尖頭器 ９３ Ｍ３１ １ ７７ ６７ １６ ７０．３ 安山岩１

Ⅲ―２１９ １７４ １５ 尖頭器 ９３ Ｍ３０ ７９５ （８６） ６９ １６ （６３．５） 黒曜石１ ７２７ ３２８５

Ⅲ―２２０ １７４ １６ 尖頭器 ９３ Ｍ２９ ７３１ １０９ ６９ １６ ９１．８ 黒曜石１ ７４０ ３３５８

Ｍ２９ ７８２

Ｍ３０ ４３９

Ｎ２９ １１７５

Ⅲ―２２０ １７４ １７ 尖頭器 ９３ Ｌ３０ ５０ １２１ ６１ １６ （９９．０） 黒曜石１ ７２７ ３２８５

Ⅲ―２２０ １７４ １８ 尖頭器 ９３ Ｌ３０ ７０ １４３ ８８ １３ （１０３．２）黒曜石１ ７３５ ３３２９

Ｍ３０ １８４

Ｍ３０ ５３８

Ｎ３０ ４３２

Ⅲ―２２０ １７４ １９ 尖頭器 ９５ Ｐ２６ １６７ （８８） （６９） （１４） （６１．０） 黒曜石１ ７５４ ３４１８

Ｐ２６ ２３５

Ⅲ―２２０ １７５ ２０ 尖頭器 ９６ Ｍ２３ ８２ １０９ ７５ ２４ １４８．９ 黒曜石２ １０５４ ４３８７

Ⅲ―２２０ １７５ ２１ 尖頭器 ９５ Ｊ２９ １２４ １１３ ５３ １１ ５２．４ 黒曜石２ ７８６ ３５０９

Ｌ２７ １２５０

Ｌ２７ １２５１

Ⅲ―２２１ １７５ ２２ 尖頭器 ９５ Ｐ２５ ５１３ （３６） （１７） （６） （４．５） 黒曜石１

Ⅲ―２２１ １７５ ２３ 尖頭器 Ｐ２８ Ⅱ １１ （２１） （１４） （４） （１．１） 黒曜石１

Ⅲ―２２１ １７５ ２４ 尖頭器 ９３ Ｒ２９ ３５ ５９ ２６ １６ １９．８ 黒曜石５

Ⅲ―２２１ １７５ ２５ 尖頭器 ９５ Ｐ２５ ２１２ ９５ ４３ １４ ５１．８ 黒曜石１ ７７５ ３４９３

上白滝８遺跡（２）

３８０
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Ⅲ―２２１ １７５ ２６ 尖頭器 ９５ Ｐ２５ ２８８ ９７ ４５ １３ ５１．７ 黒曜石１ ７６７

Ⅲ―２２１ １７５ ２７ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ６１５９ （４８） （２９） （１０） （１１．１） 黒曜石５ ７５９ ３４３５

Ⅲ―２２１ １７５ ２８ 尖頭器 ９５ Ｍ２７ ６０９ １３５ ８２ ２３ ２１９．５ 黒曜石１ ７３７ ３３３７

Ｎ２７ １６４９

Ⅲ―２２１ １７５ ２９ 尖頭器 ９３ Ｎ２９ １０９４ １３２ ４０ １６ ７２．４ 黒曜石２ ７８８ ３５１４

Ｐ２８ ６４８０

Ⅲ―２２１ １７５ ３０ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ １３０２ １２６ ３９ １６ ８５．２ 黒曜石１ ７４９ ３３９７

Ｍ２８ ２

Ⅲ―２２１ １７６ ３１ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ ３７０ （１６８） ５０ ２３ （１９８．４）黒曜石１ ７４９ ３３９７

Ｌ２８ ８５４

Ｍ２８ Ⅰ １

Ⅲ―２２２ １７６ ３２ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ７６９２ １５０ ５４ ８ ６０．１ 黒曜石４ ５７４０

Ｐ２９ ４９３

Ⅲ―２２２ １７６ ３３ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ ３２８ １３４ ６３ １７ （１３３．０）黒曜石１ ５７９８５

Ｌ２８ １２９９

Ｌ２８ １３００

Ⅲ―２２２ １７６ ３４ 尖頭器 ９３ Ｐ２９ １０４８ １２６ ２１ ７ ２１．９ 頁岩

Ⅲ―２２２ １７６ ３５ 尖頭器 ９３ Ｎ２９ ６３１ ２８２ ９３ ２５ ６１９．１ 黒曜石４ ８６１ ３８０７

Ｏ２９ ２００１

Ⅲ―２２３ １７７ ３６ 尖頭器 ９５ Ｍ２９ １ １９５ ５１ ７ ６３．８ 黒曜石４ ５９５５

９３ Ｐ２８ ２８

Ｑ２８ ３５

Ｏ２８ Ⅰ ２

Ⅲ―２２３ １７７ ３７ 尖頭器 ９５ Ｏ２７ １４４９ １７６ ６９ １２ １３９．８ 黒曜石４ ８４９ ３７４０

Ｏ２８ １０２４

Ⅲ―２２３ １７７ ３８ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ３２０７ １９３ ５７ １３ （１１１．６）黒曜石４ ５９５４

Ｐ２９ ８０８

Ｏ２９ Ⅰ １

Ⅲ―２２３ １７７ ３９ 尖頭器 ９５ Ｌ２９ ２７ ２５１ ７２ １９ ３４４．５ 黒曜石３ ８１２ ３６００

Ｌ２９ ２２５

Ⅲ―２２４ １７８ ４０ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ １３１８ ２１５ ６５ ２１ ２３５．１ 黒曜石４ ８５３ ３７６３

Ｐ２８ １９００

Ｐ２９ ３８８

Ｐ２９ １２５１

Ｑ２７ ４２７

Ⅲ―２２４ １７８ ４１ 尖頭器 ９５ Ｋ３０ １０５ ２５９ ７０ ２２ ３１８．２ 黒曜石１ ７３６ ３３３６

Ｌ２７ １１５０

Ｌ２８ １９１

Ｍ２７ １１５０

Ⅲ―２２４ １７８ ４２ 尖頭器 ９３ Ｐ２９ ９０３ （４７） （５７） （２１） （４３．７） 黒曜石４ ８８７ ３８８３

Ⅲ―２２５ １７９ ４３ 尖頭器 ９５ Ｋ２９ ７７ ２１９ ９２ １８ ３５９．２ 黒曜石１ ５７９８４

Ｌ２８ ５５

Ⅲ―２２５ １７８ ４４ 尖頭器 ９５ Ｍ２８ １ ２２１ １１０ ２３ ５２１．９ 黒曜石１ ５７９９８

Ｍ２８ ８５６

Ⅲ―２２６ １７９ ４５ 尖頭器 ９５ Ｍ２８ ３ ２７３ １０８ ３０ ６９９．５ 黒曜石１ ７４８ ３３９６

Ｍ２８ ４２２

Ｍ２８ ８３１

Ⅲ―２２６ １８０ ４６ 尖頭器 ９３ Ｒ２８ １ （８５） （１１７） ２４ （１９２．２）黒曜石４ ８０７ ３５８３

Ⅲ―２２７ １８０ ４７ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ ４３ ２９５ ９４ ２３ ５４２．１ 黒曜石３ ８１６ ３６１７

Ｌ２８ １５１

Ｌ２８ ４６８

Ｌ２８ ９９０

Ｌ２８ １５３６

Ｌ２８ １７１４

Ｌ２８ １７８７

Ｍ２８ １４０

Ⅲ―２２８ １８１ ４８ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ ８００ ３４３ １０４ ２８ ７００．３ 黒曜石３ ５９２４

Ｍ２７ １０４７

Ｍ２７ １０４８

Ｍ２８ １３９

Ｌ２８ Ⅰ １

Ⅲ―２２９ １８１ ４９ 尖頭器 ９３ Ｏ２８ ５５２ ４７ ３０ ９ １１．９ 黒曜石４ ８０７ ３５８３

Ⅲ―２２９ １８１ ５０ 尖頭器 ９５ Ｏ２５ １８１ ４３ ３７ １２ ２４．１ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２２９ １８１ ５１ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ３３２２ ７１ ３１ １０ １７．６ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２２９ １８１ ５２ 尖頭器 ９５ Ｎ２６ ２２０ ７１ ４１ １４ ３９．０ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

掲載遺物一覧

３８１



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―２２９ １８１ ５３ 尖頭器 ９５ Ｏ２７ １７５ ８４ ３５ １１ ２９．０ 黒曜石４ ８４９ ３７４０

Ⅲ―２２９ １８１ ５４ 尖頭器 ９５ Ｎ２６ ３２０ ９０ ４２ １６ ４８．０ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２２９ １８１ ５５ 尖頭器 ９３ Ｏ３０ １４５１ １２７ ５２ １３ ８８．１ 黒曜石４ ８６２ ３８０９

Ｐ２９ ３６０

Ⅲ―２２９ １８２ ５６ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ６８２６ １４０ ５８ １２ ７７．１ 黒曜石４ ５７４４

Ｐ２９ ３８６

Ｑ２７ ５６０

Ⅲ―２２９ １８２ ５７ 尖頭器 ９３ Ｐ２９ １０９７ ８６ ２９ ２５ ５２．１ 黒曜石４ ８７６ ３８４９

Ⅲ―２３０ １８２ ５８ 尖頭器 ９２ Ｎ３２ ６４ ５５ ４７ １９ ３９．３ 黒曜石１ ７１６ ３２５２

Ⅲ―２３０ １８２ ５９ 尖頭器 ９２ Ｍ３２ ５１１ ５８ ７２ ２６ ８４．６ 黒曜石１ ７１６ ３２５２

Ⅲ―２３０ １８２ ６０ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２６ ２９３ ８０ １１ ２１ １０．０ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ｏ２５ １７９

Ⅲ―２３０ １８２ ６１ 尖頭器削片 ９３ Ｏ３０ ４４８ ９１ １３ ３１ ２３．８ 黒曜石４ ８６２ ３８０９

Ｏ３０ ６４２

Ⅲ―２３０ １８２ ６２ 尖頭器削片 ９３ Ｎ３１ ２１８ （６１） １４ ２２ （１４．１） 黒曜石４ ８６２ ３８０９

Ⅲ―２３０ １８２ ６３ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ １７４０ ５４ １３ １４ ７．８ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２３０ １８２ ６４ 尖頭器削片 ９５ Ｏ２７ １１４９ ７３ ９ １７ ５．２ 黒曜石４ ８４９ ３７４０

Ｏ２８ ９６７

９３ Ｏ２８ １６９０

Ⅲ―２３０ １８２ ６５ 尖頭器削片 ９５ Ｍ２７ ２７ （７３） １８ １２ （１１．１） 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ｍ２７ Ⅰ ５

Ⅲ―２３０ １８２ ６６ 尖頭器削片 ９５ Ｌ２６ １８５ （５０） １９ ９ （３．０） 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２３０ １８２ ６７ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ ５３０ （４７） １０ ６ （２．２） 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２３０ １８２ ６８ 尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ３５２１ ５６ １２ ６ ３．４ 黒曜石４ ８４９ ３７４０

Ⅲ―２３０ １８２ ６９ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ １６８１ （４７） １５ ３ （２．２） 黒曜石３ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２３０ １８２ ７０ 尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ６７ （５６） １２ ７ （４．１） 黒曜石４ ８４９ ３７４０

Ⅲ―２３０ １８２ ７１ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２６ ２０６ ６９ １３ １９ ９．２ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ｍ２６ Ⅱ １１

Ⅲ―２３０ １８２ ７２ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ ９３ ７２ ２１ １７ １８．５ 黒曜石４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２３０ １８２ ７３ 尖頭器削片 ９３ Ｏ２８ ８４０ （４９） １２ １５ （５．５） 黒曜石４ ８０７ ３５８３

Ⅲ―２３１ １８３ ７４ 両面調整石器 ９５ Ｍ２８ ３９３ １８５ １１８ ６６ １０５１．３ 黒曜石１

Ⅲ―２３１ １８３ ７５ 両面調整石器 ９５ Ｊ２９ ８１ ４６ ３３ ９ ９．７ 黒曜石１

Ⅲ―２３１ １８３ ７６ 両面調整石器 ９５ Ｌ２７ ２５９ （１０１） ７３ ２６ （１７３．４）黒曜石１ ９４０ ４０８７

Ⅲ―２３２ １８３ ７７ 両面調整石器 ９３ Ｐ２８ ２６８０ ２４０ １３３ ４２ １１７８．３ 黒曜石４ ５７４２

Ｑ２８ ４２８

Ⅲ―２３３ １８４ ７８ ナイフ形石器 ９６ Ｐ２２ １ ３５ １８ ６ ２．９ 黒曜石４

Ⅲ―２３３ １８４ ７９ ナイフ形石器 ９５ Ｏ２７ ５０７ ４８ ２３ ６ ５．４ 黒曜石１

Ⅲ―２３３ １８４ ８０ ナイフ形石器 ９５ Ｍ２８ ４６４ ５９ ２７ ７ ８．３ 黒曜石１ 水和層W１７

Ⅲ―２３３ １８４ ８１ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２７ １６０ ３５ ２１ ９ ４．１ 黒曜石４

Ⅲ―２３３ １８４ ８２ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２８ ４７ ５２ ２５ １０ ８．０ 黒曜石５ ９３３ ４０６１

Ｏ２７ ４１０

Ⅲ―２３３ １８４ ８３ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２８ ２５０ ５４ ２４ ７ ５．９ 黒曜石１ 水和層W１８

Ⅲ―２３３ １８４ ８４ ナイフ形石器 ９５ Ｐ２５ ２５ ８４ ３３ ８ １４．３ 黒曜石３ ５７４８ 産地分析 X１３

Ｑ２５ １５

Ⅲ―２３３ １８４ ８５ ナイフ形石器 ９３ Ｑ２６ １４７ ４４ ２３ ７ ５．７ 黒曜石１

Ⅲ―２３３ １８４ ８６ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２７ １７１７ ４７ ２１ ７ ５．１ 黒曜石１ ９３４ ４０６３

Ⅲ―２３３ １８４ ８７ ナイフ形石器 ９５ Ｍ２７ ７３４ ５４ ２２ ７ ６．０ 黒曜石１ ７３２ ５６６７８

Ｏ２５ ３６

Ⅲ―２３３ １８４ ８８ ナイフ形石器 ９５ Ｏ２７ １１１１ ５７ ２３ ６ ６．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３３ １８４ ８９ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２８ １６５ ９０ ３６ １１ ２４．０ 黒曜石１ ５４２４１

Ｐ４５ Ⅲ １

Ⅲ―２３３ １８４ ９０ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２８ ２４８ ９５ ３７ ９ ２３．３ 黒曜石４ ５８００１

Ｎ２８ ３３３

Ⅲ―２３３ １８４ ９１ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２９ ５４４ ９４ ３７ １１ ３１．７ 黒曜石１ ９３４ ４０６３

Ⅲ―２３３ １８４ ９２ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２７ ５３５ （８８） ３０ １１ （１７．６） 黒曜石３

Ⅲ―２３３ １８４ ９３ ナイフ形石器 ９５ Ｍ２８ ８５ ９７ ３０ ７ １７．０ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８４ ９４ ナイフ形石器 ９５ Ｊ２５ １１ （４８） （３２） （１１） （１１．０） 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８４ ９５ ナイフ形石器 ９５ Ｏ２５ ２５５ （６０） （３６） （１３） （２０．０） 黒曜石５ ９３３ ４０６１

Ｐ２５ Ⅰ １５

Ⅲ―２３４ １８４ ９６ ナイフ形石器 ９５ Ｐ２４ ２３ （４９） （２９） （８４） （１１．７） 黒曜石１ ７３２ ３３１７

Ⅲ―２３４ １８４ ９７ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２７ ２０９ （６４） ３３ １３ （２０．３） 黒曜石１ ７３２ ３３１６

Ⅲ―２３４ １８４ ９８ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２９ ３５０ （１１８） ４７ １８ （６７．３） 黒曜石１ ７３２ ３３１６

Ⅲ―２３４ １８４ ９９ 彫器 ９３ Ｑ２８ ３６６ ３１ １５ ５ ２．１ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８４ １００ 彫器 ９３ Ｏ２９ １００４ ３６ １７ ７ ４．０ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８４ １０１ 彫器 ９３ Ｏ２９ ５９ ４６ １９ ４ ３．８ 黒曜石１

上白滝８遺跡（２）

３８２
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Ⅲ―２３４ １８４ １０２ 彫器 ９３ Ｏ３１ ８８ ５２ ２０ ４ ４．５ 黒曜石４ ８５６ ３７８１

Ⅲ―２３４ １８４ １０３ 彫器 ９３ Ｏ２９ ７２ ５２ １９ ６ ６．１ 黒曜石１ ７２６ ３２８３

Ⅲ―２３４ １８４ １０４ 彫器 ９３ Ｏ２９ ９０９ ６５ ２６ ５ ６．５ 黒曜石４ ８６７ ３８２３

Ⅲ―２３４ １８５ １０５ 彫器 ９３ Ｐ２８ ７５９４ ３７ １８ ６ ３．５ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８５ １０６ 彫器 ９３ Ｐ２９ ４９２ ３７ １５ ６ ２．９ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８５ １０７ 彫器 ９３ Ｑ２７ ４６９ ４３ １８ ６ ４．５ 黒曜石４

Ⅲ―２３４ １８５ １０８ 彫器 ９３ Ｐ２８ １４１８ ５１ １８ ８ ７．０ 黒曜石５

Ⅲ―２３４ １８５ １０９ 彫器 ９５ Ｏ２８ ４２３ ５２ １７ ６ ４．６ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８５ １１０ 彫器 ９３ Ｐ２８ ３７４１ ５３ １９ ７ ８．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８５ １１１ 彫器 ９３ Ｐ２７ ４１０ ９８ ３４ ９ ２７．９ 黒曜石５ ７４１ ３３６２

Ⅲ―２３４ １８５ １１２ 彫器 ９３ Ｐ２８ ５０４０ ３０ １６ ５ ２．４ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２３４ １８５ １１３ 彫器 ９３ Ｐ２８ ２７６０ ３７ １５ ６ ３．２ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２３４ １８５ １１４ 彫器 ９３ Ｐ２９ ３５９ ３９ １７ ８ ４．３ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８５ １１５ 彫器 ９３ Ｏ２８ １０４２ ４１ １８ ６ ４．７ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８５ １１６ 彫器 ９１ Ｇ３４ ４２ ４３ １７ ９ ６．０ 頁岩

Ⅲ―２３４ １８５ １１７ 彫器 ９３ Ｐ２８ ４９９２ ４７ １７ ５ ４．４ 黒曜石１

Ⅲ―２３４ １８５ １１８ 彫器 ９３ Ｏ２９ １８４０ ７５ ２５ ８ １５．９ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １１９ 彫器 ９５ Ｏ２８ ４３０ ３５ １５ ７ ３．８ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １２０ 彫器 ９３ Ｏ２９ ２４４０ ３９ １７ ７ ４．６ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２３５ １８５ １２１ 彫器 ９３ Ｐ２８ ７８６０ ４０ １９ ７ ４．９ 黒曜石４

Ⅲ―２３５ １８５ １２２ 彫器 ９３ Ｐ２９ ２３７ ４３ １７ ８ ５．４ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １２３ 彫器 ９３ Ｑ２７ ２６１ ５０ ２０ ８ ７．５ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １２４ 彫器 ９３ Ｐ２８ ４５１８ ５０ ２０ ６ ５．９ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １２５ 彫器 ９３ Ｑ２７ ４１１ ５４ １８ ７ ７．０ 黒曜石１ ７５５ ３４２０

Ⅲ―２３５ １８５ １２６ 彫器 ９３ Ｐ２９ １５８ ３６ １６ ６ ３．３ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １２７ 彫器 ９３ Ｐ２８ ５３９２ ３７ １９ ８ ４．５ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １２８ 彫器 ９３ Ｏ２９ １４４２ ４６ ２１ ８ ６．４ 黒曜石１ ７２６ ３２８３

Ⅲ―２３５ １８５ １２９ 彫器 ９３ Ｑ２７ ９７ ４４ ２４ ９ ９．４ 黒曜石４ ８８７ ３８８３

Ⅲ―２３５ １８５ １３０ 彫器 ９３ Ｐ２８ ７８１８ ５１ ２４ ７ ７．１ 黒曜石４ ８７８

Ⅲ―２３５ １８５ １３１ 彫器 Ｑ２５ Ⅰ ７ ３４ １３ ５ ２．４ 頁岩

Ⅲ―２３５ １８５ １３２ 彫器 ９５ Ｎ２８ ８０ ９５ ２９ ８ １９．９ 黒曜石１

Ⅲ―２３５ １８５ １３３ 彫器 ９３ Ｐ２８ ２３１１ ６４ ３８ ６ １３．１ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２３５ １８５ １３４ 彫器 ９３ Ｏ２８ １９８９ ５８ ４１ １４ ２７．６ 黒曜石１ ７２９ ３２９５

Ⅲ―２３５ １８５ １３５ 彫器 ９５ Ｐ２５ ２１３ ５４ ２４ １４ ２０．５ 黒曜石１ ７３２

Ⅲ―２３５ １８５ １３６ 彫器 ９５ Ｎ２８ ５５ １１６ ４６ １７ ７２．３ 黒曜石１ ７３２ ３３１６

Ｎ２９ Ⅰ ５６

Ⅲ―２３５ １８５ １３７ 彫器 ９５ Ｐ２５ ４４７ （２９） （４３） （１６） （１４．０） 黒曜石１ ９３３

Ⅲ―２３５ １８６ １３８ 彫器 ９５ Ｊ３０ １８３ ３８ ４１ １５ ２３．３ 黒曜石１ ７２８ ３２８７

Ⅲ―２３６ １８６ １３９ 彫器 ９５ Ｊ２９ １６２ ４９ ２７ １１ １３．８ 黒曜石１ ５７４９

Ⅲ―２３６ １８６ １４０ 彫器 ９５ Ｏ２７ ６４５ ５９ ３７ １３ ２９．１ 黒曜石１ ７３４ ３３２６

Ⅲ―２３６ １８６ １４１ 彫器 Ｌ２７ Ⅱ ４ （３２） （２５） （１６） （１０．６） 安山岩１ ９４４ ４０９３

Ⅲ―２３６ １８６ １４２ 彫器 ９５ Ｍ２７ ９１１ ８２ ５５ ２４ １０７．１ 黒曜石１ ７２９ ３２９４

Ⅲ―２３６ １８６ １４３ 彫器 ９５ Ｐ２５ ４２１ ５８ ５４ １８ ６６．８ 黒曜石１ ７３４ ３３２４

Ⅲ―２３６ １８６ １４４ 彫器 ９５ Ｏ２６ ６３ ６４ ３３ １１ ２３．１ 黒曜石１ ７３２ ３３１６

Ⅲ―２３６ １８６ １４５ 彫器 ９５ Ｎ２７ ９９ ８２ ３０ １０ １９．３ 黒曜石１ ５９５６

Ｎ２８ １６０

Ⅲ―２３６ １８６ １４６ 彫器 ９３ Ｐ２７ ３２１ １０９ ６２ ２７ １３７．０ 黒曜石１ ７５２ ３４１５

Ⅲ―２３６ １８６ １４７ 彫器 ９５ Ｋ３０ ４６９ （２９） ３０ ７ （５．６） 黒曜石１ ７２８ ３２８７

Ⅲ―２３６ １８６ １４８ 彫器 ９５ Ｎ２７ １２９ １１９ ４２ １４ ４９．５ 黒曜石１ ５７５０

削器 Ｎ２７ ２８５

Ⅲ―２３７ １８６ １４９ 彫器削片 Ｑ２７ Ⅱ ２ １８ ５ ３ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １５０ 彫器削片 Ｑ２８ Ⅱ １ ２０ ６ １ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １５１ 彫器削片 Ｑ２８ Ⅱ ２ ２０ ４ １ ０．２ 頁岩

Ⅲ―２３７ １８６ １５２ 彫器削片 Ｎ２９ Ⅱ ５ ２３ ５ ２ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １５３ 彫器削片 Ｑ２８ Ⅱ ３ （８） （５） （２） （０．１） 頁岩

Ⅲ―２３７ １８６ １５４ 彫器削片 Ｊ２９ Ⅱ ２ （３２） （８） （３） （０．７） 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １５５ 彫器削片 ９３ Ｑ２７ ８１５ ６２ １６ １０ ７．６ 黒曜石１ ７２９ ３２９５

Ⅲ―２３７ １８６ １５６ 彫器削片 ９５ Ｌ２８ １１９９ （５９） １０ ９ （３．１） 黒曜石１ ５７４９

Ⅲ―２３７ １８６ １５７ 彫器削片 ９５ Ｌ２８ １７３３ （４１） １２ １５ （４．８） 黒曜石１ ５７４９

Ⅲ―２３７ １８６ １５８ 彫器削片 ９５ Ｏ２６ ３２４ ５４ １６ ８ ４．８ 黒曜石１ ７３４ ３３２４

Ⅲ―２３７ １８６ １５９ 彫器削片 ９５ Ｏ２６ ３５７ ５１ １１ ８ ３．５ 黒曜石１ ７３２ ３３１６

Ⅲ―２３７ １８６ １６０ 彫器削片 ９５ Ｎ２６ ３４ （５８） ８ １０ （４．０） 黒曜石１ ７３２ ３３１６

Ⅲ―２３７ １８６ １６１ 彫器削片 Ｌ２７ Ⅱ １１ ２４ ６ ４ ０．４ 安山岩１ ９４４ ４０９３

Ⅲ―２３７ １８６ １６２ 掻器 ９３ Ｏ２９ ２１９０ ３３ １９ ７ ４．３ 黒曜石５

Ⅲ―２３７ １８６ １６３ 掻器 ９５ Ｏ２８ １３２７ ３８ １９ ６ ４．８ 黒曜石１

掲載遺物一覧

３８３



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―２３７ １８６ １６４ 掻器 ９５ Ｏ２８ １００ ３９ ２０ ９ ６．０ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １６５ 掻器 ９５ Ｐ２７ １８８ ４４ ２５ ７ ７．２ 黒曜石４

Ⅲ―２３７ １８６ １６６ 掻器 ９５ Ｎ２８ ３８３ ４４ ２２ ９ ６．５ 黒曜石４

Ⅲ―２３７ １８６ １６７ 掻器 Ｎ２８ Ⅰ １ ４６ ２４ ９ ９．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １６８ 掻器 ９３ Ｐ２８ ５８９８ ４８ ２４ ７ ７．５ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １６９ 掻器 ９３ Ｏ２９ ３０７ ５０ ２６ １３ １４．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １７０ 掻器 ９３ Ｐ２８ ３２２０ ５３ ２５ １１ １４．１ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８６ １７１ 掻器 ９３ Ｐ２９ １２１２ ５４ ２４ ７ １１．０ 黒曜石５

Ⅲ―２３７ １８６ １７２ 掻器 ９３ Ｐ２８ ７７１７ ５８ １９ ８ ９．９ 黒曜石４ ８７６ ３８４９

Ⅲ―２３７ １８７ １７３ 掻器 ９３ Ｏ２９ １１０８ ５７ ２９ ８ １２．３ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８７ １７４ 掻器 ９３ Ｐ２８ ５０９１ ５８ ２６ １０ １４．２ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８７ １７５ 掻器 ９１ Ｈ３４ ２５ ６０ ２７ １１ １７．４ 黒曜石１ 産地分析 X１８２

Ⅲ―２３７ １８７ １７６ 掻器 ９５ Ｎ２５ １ ６１ ２５ １０ １３．３ 黒曜石１

Ⅲ―２３７ １８７ １７７ 掻器 ９５ Ｏ２６ ２００ ５９ ２８ １０ １５．７ 黒曜石１

Ⅲ―２３８ １８７ １７８ 掻器 ９４ Ｉ３２ １５０ ６０ ３０ ８ １２．６ 黒曜石１

Ⅲ―２３８ １８７ １７９ 掻器 Ｏ２９ Ⅰ ２ ６４ ２３ ９ １２．８ 黒曜石１

Ⅲ―２３８ １８７ １８０ 掻器 ９５ Ｏ２７ ２５ ６６ ２６ ７ １１．２ 黒曜石４ ９００ ３９５０

Ⅲ―２３８ １８７ １８１ 掻器 ９３ Ｏ２９ ８１９ ６７ ２７ ９ １５．８ 黒曜石３

Ⅲ―２３８ １８７ １８２ 掻器 ９５ Ｏ２８ １６８９ ７０ ２３ １３ １６．３ 黒曜石１

Ⅲ―２３８ １８７ １８３ 掻器 ９５ Ｐ２６ １０５ ７１ ２７ １２ ２０．２ 黒曜石４

Ⅲ―２３８ １８７ １８４ 掻器 ９４ Ｉ３２ ２０１ ７２ ３１ １１ １７．４ 黒曜石１

Ⅲ―２３８ １８７ １８５ 掻器 ９１ Ｈ３４ ７５ ７２ ３２ ９ ２１．３ 黒曜石１

Ⅲ―２３８ １８７ １８６ 掻器 ９３ Ｑ２８ ２３６ ７４ ２９ １０ １８．１ 黒曜石１ ５８００５

Ｑ２８ ２９６

Ⅲ―２３８ １８７ １８７ 掻器 Ｇ３３ Ⅰ １ ８０ ２８ ９ ２１．８ 黒曜石４

Ⅲ―２３８ １８７ １８８ 掻器 ９３ Ｐ２８ ４５３３ ８９ ２９ １１ ２５．６ 黒曜石４

Ⅲ―２３８ １８７ １８９ 掻器 ９５ Ｏ２７ ７１９ ４３ ２１ ７ ５．９ 黒曜石４ ９００ ３９５０

Ⅲ―２３８ １８７ １９０ 掻器 ９３ Ｏ２９ ４６０ （６４） ２１ ９ （９．３） 黒曜石４ ８６９ ３８３１

Ⅲ―２３８ １８７ １９１ 掻器 ９１ Ｈ３５ ８６ ８６ ２８ ９ １９．８ 黒曜石１

Ⅲ―２３９ １８７ １９２ 掻器 Ｑ２５ Ⅰ ２ ５０ ２６ ６ ６．８ 黒曜石１

Ⅲ―２３９ １８７ １９３ 掻器 Ｑ２５ Ⅰ ９ ５０ ２７ ６ ６．６ 黒曜石１

Ⅲ―２３９ １８７ １９４ 掻器 ９４ Ｉ３２ ２００ ７１ ３３ ６ （１４．５） 黒曜石３

Ⅲ―２３９ １８７ １９５ 掻器 ９５ Ｑ２４ ４４ ６８ ３３ ９ １９．７ 黒曜石３ ５８００４

Ｑ２４ ６５

Ⅲ―２３９ １８７ １９６ 掻器 ９５ Ｏ２６ ２ ６５ ２８ ７ ９．８ 黒曜石１

Ⅲ―２３９ １８７ １９７ 掻器 ９３ Ｐ２９ ４９１ ５５ ２４ １４ １５．７ 黒曜石１

Ⅲ―２３９ １８８ １９８ 掻器 ９３ Ｐ２９ ３８ ７５ ２５ １６ ２４．０ 黒曜石４

Ⅲ―２３９ １８８ １９９ 掻器 ９５ Ｋ２９ ７８ １０６ ２７ １８ ４６．９ 黒曜石１ ５７５１

Ⅲ―２３９ １８８ ２００ 掻器 ９５ Ｐ２６ １ １４２ ３３ １４ ６４．５ 黒曜石１ ５８００３

Ｑ２５ １

Ⅲ―２３９ １８８ ２０１ 掻器 ９５ Ｌ２７ １１１４ １０４ ４８ ２１ １１０．６ 安山岩１ ５８００６

Ｌ２８ ９９２

Ⅲ―２３９ １８８ ２０２ 掻器 ９５ Ｊ３０ １２６ （１２５） （４７） ８ （３５．２） 黒曜石１ ７２７ ３２８５

９０ Ｊ３１ ５４６

９３ Ｋ３０ ４０１

Ｋ３０ ４４７

Ⅲ―２４０ １８８ ２０３ 錐形石器 ９３ Ｎ２９ ４６ ６９ ２１ ５ ４．１ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ｎ２９ １２３

Ｏ２９ １８０９

Ⅲ―２４０ １８８ ２０４ 錐形石器 ９１ Ｇ３５ ２３ ５９ ３０ ７ ９．６ 黒曜石４

Ⅲ―２４０ １８８ ２０５ 錐形石器 ９３ Ｐ２９ ９２ （５３） （５２） （１４） （２３．７） 黒曜石４

Ⅲ―２４０ １８８ ２０６ 錐形石器 ９３ Ｎ２９ ６６５ ８９ ５６ ８ ３４．２ 黒曜石４

Ⅲ―２４０ １８８ ２０７ 削器 ９３ Ｐ２８ １３５８ ６０ ２０ ７ ８．２ 黒曜石４ ８７６ ３８４９

Ⅲ―２４０ １８８ ２０８ 削器 ９３ Ｐ２８ ６１５０ ６０ ２２ ７ ７．８ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ｐ２８ ８０３９

Ⅲ―２４０ １８８ ２０９ 削器 ９３ Ｐ２８ ４２４ ７１ ２６ １３ １４．１ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２４０ １８８ ２１０ 削器 ９３ Ｐ２９ １０４６ ７６ ２１ １０ ９．５ 黒曜石４ ８７６ ３８４９

Ｐ２９ １１２５

Ⅲ―２４０ １８８ ２１１ 削器 ９３ Ｒ２６ １ ８０ ２４ ６ ８．８ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２４０ １８８ ２１２ 削器 ９３ Ｐ２８ ２４８３ ９２ ３１ ９ １７．８ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ｐ２８ ４２３９

Ｐ２８ ７４７４

Ⅲ―２４０ １８８ ２１３ 削器 ９３ Ｐ２７ ４０８ ７７ ４４ １４ ３２．９ 黒曜石４ ８２４ ３６４６

Ｐ２８ ５５１９

Ⅲ―２４０ １８８ ２１４ 削器 ９３ Ｐ２９ ６０３ （４８） （２０） （７） （６．１） 黒曜石１ ７５８ ３４３４

上白滝８遺跡（２）

３８４



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―２４０ １８８ ２１５ 削器 ９３ Ｐ２７ ２５８ （５６） ２３ ８ （９．１） 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２４０ １８９ ２１６ 削器 ９３ Ｑ２９ ５２ （７９） ２４ ９ （１８．１） 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ｑ２９ Ⅰ １

Ⅲ―２４０ １８９ ２１７ 削器 ９３ Ｐ２８ １０ ９５ ５５ １８ ７８．０ 黒曜石４ ９２７ ４０４４

Ⅲ―２４０ １８９ ２１８ 削器 ９３ Ｑ２８ ３３５ ７７ ２９ １０ １８．８ 黒曜石１ ７５８ ３４３４

Ⅲ―２４１ １８９ ２１９ 削器 ９３ Ｎ２９ ３４８ ９５ ２０ １１ １４．５ 黒曜石１ ５８００８

Ｐ２８ Ⅱ ２３９

Ⅲ―２４１ １８９ ２２０ 削器 ９５ Ｌ２８ １０ （１３３） ４９ １７ （８０．９） 黒曜石１ ７３８ ３３３９

Ⅲ―２４１ １８９ ２２１ 削器 ９３ Ｎ２９ １６９７ ９２ ３３ １９ ５１．８ 黒曜石１ ７２６ ３２８３

Ⅲ―２４１ １８９ ２２２ 削器 ９５ Ｎ２７ ４４６ （８５） （３９） （１４） （５４．１） 黒曜石１ ７３８ ３３３９

Ⅲ―２４１ １８９ ２２３ 削器 ９３ Ｐ２９ ３１７ ３５ １９ １１ ６．３ 頁岩

Ⅲ―２４１ １８９ ２２４ 削器 ９３ Ｎ３０ ２７８ （１１６） ４０ １３ （６２．８） 黒曜石４ ８５６ ３７８１

９５ Ｏ２７ ３４９

Ⅲ―２４１ １８９ ２２５ 削器 ９５ Ｎ２８ ３３０ （８９） （５１） （８） （３５．８） 黒曜石１

Ⅲ―２４１ １８９ ２２６ 削器 ９５ Ｐ２５ ６３７ ８９ ５１ １０ ３８．９ 黒曜石１

Ⅲ―２４１ １８９ ２２７ 削器 ９５ Ｎ２７ １２４８ ９３ ７２ １８ １２２．５ 黒曜石１ ７２９ ３２９３

Ⅲ―２４２ １８９ ２２８ 削器 ９５ Ｎ２６ ６８４ （４６） （２８） （１１） （１５．３） 黒曜石５ ９３３ ５６８４４

Ｐ２７ Ⅰ ９

Ⅲ―２４２ １８９ ２２９ 削器 ９３ Ｎ２９ ８８６ （１０９） （４７） （１８） （７６．５） 黒曜石５ ９３５ ４０６４

Ｐ２８ ５３０４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３０ 削器 ９３ Ｋ３０ ５７ １４２ ６７ １７ １１４．４ 黒曜石３ ９３５ ４０６４

Ｋ３０ ４０８

Ⅲ―２４２ １９０ ２３１ 削器 ９３ Ｏ３０ １７１８ ６４ ２５ １３ ２６．６ 黒曜石４ ８５６ ３７８１

Ⅲ―２４２ １９０ ２３２ 削器 ９３ Ｐ２８ ２６３５ （６５） ３７ １８ （４４．６） 黒曜石４ ８８９ ３８９８

Ⅲ―２４２ １９０ ２３３ 削器 ９３ Ｐ２９ １５７ １２１ ４８ ３１ １２７．５ 黒曜石４ ９２８ ４０４６

Ⅲ―２４２ １９０ ２３４ 削器 ９４ Ｉ３１ ３７ ９７ ４４ １９ ６６．０ 黒曜石４ ７０９ ３２３８

Ⅲ―２４２ １９０ ２３５ 削器 ９５ Ｐ２７ ４２５ （５１） （３２） （１７） （２８．２） 黒曜石４ ８５６ ３７８１

Ⅲ―２４２ １９０ ２３６ 削器 ９３ Ｐ２９ １４ （５６） ４４ １５ （２４．４） 黒曜石４ ８８７ ３８８３

Ⅲ―２４３ １９０ ２３７ 舟底形石器 Ｐ２８ Ⅱ １２ ８ １９ ３ ０．４ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２３８ 舟底形石器 Ｐ２８ Ⅱ ８ ８ ２５ ４ ０．８ 黒曜石４ ８８７ ３８８３

Ⅲ―２４３ １９０ ２３９ 舟底形石器 Ｐ２８ Ⅱ １０ ９ ３２ ３ １．０ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４０ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５００８ １１ ３２ ５ １．７ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４１ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ ６７５ １０ ３５ ６ １．３ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４２ 舟底形石器 ９５ Ｏ２７ １９７ １１ ３２ ５ １．６ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４３ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ３１０６ １１ ３９ ４ １．４ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５００９ １０ ３９ ５ １．４ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４５ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ６０２５ １０ ３９ ３ １．４ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４６ 舟底形石器 ９３ Ｎ２９ ３０４ １４ ４８ ７ ４．１ 黒曜石４ ８４９ ３７４０

Ⅲ―２４３ １９０ ２４７ 舟底形石器 ９４ Ｉ３２ １０ １０ ３２ ４ １．５ 黒曜石４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４８ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ４０５９ １１ ３６ ５ ２．３ 黒曜石４ ８８７ ３８８３

Ⅲ―２４３ １９０ ２４９ 舟底形石器 ９３ Ｏ２９ ２３０７ （１２） （４３） ７ （３．１） 黒曜石４ ５７９７９

Ｏ３０ ４２

Ⅲ―２４３ １９０ ２５０ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ２４４８ ２０ ６４ １９ ２１．６ 黒曜石４ ８７３ ３８４０

Ⅲ―２４３ １９０ ２５１ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ １６３９ １８ ６９ ２２ ２１．９ 黒曜石４ ８２４ ３６４６

Ⅲ―２４３ １９０ ２５２ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５９００ ２５ ７０ １９ ２１．１ 黒曜石４ ８８３ ３８７５

Ｐ２８ ６２８０

Ⅲ―２４３ １９０ ２５３ 舟底形石器 ９４ Ｊ３１ １３８７ ２４ ８０ １９ ２２．９ 黒曜石４ ７１１ ３２４０

Ｊ３１ ２２２３

Ⅲ―２４３ １９１ ２５４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ４２５ ２３ ８０ ２１ ３０．４ 黒曜石４ ８３２ ３６６６

Ⅲ―２４３ １９１ ２５５ 舟底形石器 ９４ Ｉ３１ １０８６ ２５ ８３ ２２ ２６．３ 黒曜石４ ７０９ ３２３８

Ⅲ―２４４ １９１ ２５６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ ６０２ ２５ ９０ ２２ ３８．１ 黒曜石４ ８３５ ３６７６

Ⅲ―２４４ １９１ ２５７ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ ２６０ ２０ ９５ ２０ （３１．４） 黒曜石４ ８８４ ３８７６

Ｏ２８ Ⅰ ７

Ⅲ―２４４ １９１ ２５８ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ６３６８ ２３ １００ １８ ３１．８ 黒曜石４ ７４７ ３３９５

Ｐ２９ ３６１

Ⅲ―２４４ １９１ ２５９ 舟底形石器 ９６ Ｋ２５ ５７ ２４ １０１ １６ ３７．９ 黒曜石４ ５７９７７

Ｋ２５ １３０

Ⅲ―２４４ １９１ ２６０ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ １２０７ ２０ （３８） ２１ （７．８） 黒曜石１ ７５５ ３４２０

Ⅲ―２４４ １９１ ２６１ 舟底形石器 ９３ Ｑ２８ ５７ （２０） （２７） （１９） （７．８） 黒曜石４ ９１４ ３９９２

Ⅲ―２４４ １９１ ２６２ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ６３１ （２２） （３２） （１９） （９．７） 黒曜石４ ９１２ ３９９０

Ⅲ―２４４ １９１ ２６３ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ ９７２ （２３） （４６） （２２） （１９．５） 黒曜石４ ９０４ ３９６４

Ⅲ―２４４ １９１ ２６４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ６４９４ ２７ （８３） ２１ （３１．５） 黒曜石４ ９１１ ３９８９

Ｐ２９ ４９４

Ⅲ―２４５ １９１ ２６５ 舟底形石器 ９１ Ｈ３５ １７ ３０ ６２ １４ ２０．１ 黒曜石４

Ⅲ―２４５ １９１ ２６６ 舟底形石器 ９３ Ｎ３０ ２９６ ２８ ６９ ２０ ３０．９ 黒曜石４ ８６５ ３８１５

掲載遺物一覧

３８５



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―２４５ １９１ ２６７ 舟底形石器 ９４ Ｈ３２ １ ２５ ７２ １８ ２７．３ 黒曜石４ ７０９ ３２３８

Ⅲ―２４５ １９１ ２６８ 舟底形石器 ９６ Ｋ２４ ８７４ ３０ ９８ １６ ４７．９ 黒曜石４ １０６９ ４４５６

Ｋ２４ １６８８

Ⅲ―２４５ １９１ ２６９ 舟底形石器 ９５ Ｌ２８ １２０２ ３２ １０８ ２３ ８１．４ 黒曜石５ ５７９７８

Ｌ２８ １３０５

Ⅲ―２４５ １９１ ２７０ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ ６４ ２４ ７８ ２７ ３９．４ 黒曜石４ ８５６ ３７８１

Ⅲ―２４５ １９１ ２７１ 舟底形石器 ９１ Ｉ３４ ２１ ２８ １０４ １６ ３２．４ 黒曜石４ ６７０ ３１３２

Ｉ３４ Ⅰ １

Ⅲ―２４６ １９１ ２７２ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ ３１９ ３３ １１２ ２３ ５３．４ 黒曜石４ ８５６ ３７８１

９５ Ｑ２５ ２

Ⅲ―２４６ １９２ ２７３ 舟底形石器 ９４ Ｉ３１ ６４１ ２５ ５３ ２８ ４０．４ 黒曜石４ ７０８ ３２３７

Ⅲ―２４６ １９２ ２７４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ ５３ ３２ ７６ ２１ ５２．６ 黒曜石４ ８２４ ３６５１

Ⅲ―２４６ １９２ ２７５ 舟底形石器 ９３ Ｏ２９ １７７６ ２５ １０５ ２８ ６５．５ 黒曜石４ ９０４ ３９６４

Ｐ２８ ５４９９

Ⅲ―２４６ １９２ ２７６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ １１５８ （１７） （４３） （１６） （９．０） 黒曜石４ ８７６ ３８４９

Ⅲ―２４６ １９２ ２７７ 舟底形石器 ９３ Ｑ２７ １９６ ３７ ４４ ２８ ２２．２ 黒曜石４ ８２７ ３６５８

Ⅲ―２４６ １９２ ２７８ 舟底形石器 ９４ Ｊ３１ １８７８ （２７） （５９） （１８） （１９．３） 黒曜石４ ７０９ ３２３８

Ⅲ―２４７ １９２ ２７９ 舟底形石器 ９５ Ｌ２８ ９９１ ３７ １７８ ２９ １３１．５ 黒曜石４ ５７３３

Ｌ２８ １２９８

Ⅲ―２４７ １９２ ２８０ 舟底形石器 ９５ Ｌ２８ １３０６ ３６ １７４ ２７ １８０．９ 黒曜石５ ５７９７６

Ｌ２８ １７８５

Ⅲ―２４７ １９２ ２８１ 舟底形石器 ９５ Ｌ２７ １１９ ４３ １７７ ３２ １７０．１ 黒曜石１ ７３０ ３３０９

Ｌ２７ ８７０

Ⅲ―２４８ １９２ ２８２ 舟底形石器 Ｇ３４ Ⅰ １ ４５ １０２ ３２ １１３．２ 黒曜石１

Ⅲ―２４８ １９２ ２８３ 二次加工ある剥片 Ｎ２９ Ⅰ ２ （５０） １２ １６ （７．１） 黒曜石４ ８０７ ３５８３

Ⅲ―２４８ １９３ ２８４ 石刃 ９３ Ｐ２８ ２７４５ ７９ ２４ ７ ９．９ 黒曜石１ ７５５ ３４２０

Ｐ２８ ５６３９

Ⅲ―２４８ １９３ ２８５ 石刃 ９５ Ｌ２６ ３２４ ９０ ２５ １０ ２２．０ 黒曜石４ ８３０ ３６６１

Ｌ２７ ３５５

Ⅲ―２４８ １９３ ２８６ 石刃 ９３ Ｏ３０ １１１９ ８８ ３０ ５ １４．５ 黒曜石４ ８５７ ３７８３

Ｏ３０ １２８９

Ⅲ―２４８ １９３ ２８７ 石刃 ９３ Ｏ２９ ５２０ １００ ３４ ７ １８．１ 黒曜石４ ９２２ ４０３２

Ｐ２８ ４６４７

Ⅲ―２４８ １９３ ２８８ 石刃 ９３ Ｏ３０ １５５ （１０６） ３９ １３ （２４．５） 黒曜石１ ７５８ ３４３４

Ｏ３０ １３６７

Ⅲ―２４８ １９３ ２８９ 石刃 ９４ Ｊ３１ ７０４ １０４ ４５ ９ ３５．２ 黒曜石４ ７０８ ３２３７

Ｊ３１ ２２１２

９０ Ｊ３３ ６

Ⅲ―２４８ １９３ ２９０ 石刃 ９３ Ｑ２７ ２２２ １０３ ５１ １５ ４１．０ 黒曜石４ ９２９ ４０５０

Ｑ２７ ３０５

Ⅲ―２４９ １９３ ２９１ 石刃 ９６ Ｌ２４ ４９ １７２ ６３ １２ （１０６．６）黒曜石１ ７２５ ３２７６

Ｌ２４ ５６

Ｌ２４ １８５

Ｍ２３ １４１

Ｍ２３ ３２８

Ｌ２４ Ⅰ ５２

Ⅲ―２４９ １９３ ２９２ 石刃 ９５ Ｎ２７ １２４ ７９ ３７ １１ （２０．５） 黒曜石１ ９３４ ４０６３

Ｎ２８ ５２

Ⅲ―２４９ １９３ ２９３ 石刃 ９５ Ｋ２６ ２７ １１３ ３０ １０ ２８．９ 黒曜石５ ９３３ ４０６１

９３ Ｎ２９ １６９

Ⅲ―２４９ １９３ ２９４ 石刃 ９５ Ｌ２５ ３ ２２２ ６２ ２５ ３０５．３ 黒曜石５ ９３３ ４０６１

Ｌ２５ Ⅰ １

セ北１３～２９ ２６

Ⅲ―２４９ １９４ ２９５ 石刃 ９５ Ｌ２７ １１３７ １７３ ４８ １８ ９７．０ 黒曜石２ ７８６ ３５０９

Ｌ２７ １１８３

Ｌ２８ １０２９

Ｌ２８ １１５８

Ⅲ―２５０ １９４ ２９６ 石刃核 ９３ Ｒ２６ ２９ ７５ ６２ ４２ １７２．２ 黒曜石１ ７５５ ３４２０

Ⅲ―２５０ １９４ ２９７ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ５００７ ５９ ６１ ３３ １１０．５ 黒曜石３ ８５７ ３７８３

Ⅲ―２５０ １９４ ２９８ 石刃核 ９１ Ｈ３３ ６ ６２ ４９ ５４ １１４．２ 黒曜石４ ６７１ ３１３４

Ｈ３４ １６

Ⅲ―２５０ １９４ ２９９ 石刃核 ９３ Ｐ２７ ２６０ ８８ ７３ ４６ ２５９．０ 黒曜石１ ７７８ ３４９６

Ⅲ―２５０ １９４ ３００ 石刃核 ９３ Ｐ２９ ２３５ ８９ ７６ ４８ ３２６．０ 黒曜石４ ９２６ ４０４３

Ⅲ―２５０ １９４ ３０１ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ３８０ １０５ ６６ ５２ ３４９．９ 黒曜石１ ７４１ ３３６２

Ⅲ―２５１ １９４ ３０２ 石刃核 ９５ Ｍ２７ １５００ ９９ ８１ ３８ ２７３．４ 黒曜石１ ７３８ ３３３９

上白滝８遺跡（２）

３８６



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―２５１ １９４ ３０３ 石刃核 Ｋ３５ Ⅰ １ ８５ ７５ ６４ ５１２．７ 黒曜石３ ６６６ ３１１７

Ⅲ―２５１ １９５ ３０４ 石刃核 ９３ Ｒ２６ １３７ ５４ ６５ ７３ ２２７．１ 黒曜石５ ７４１ ３３６２

Ⅲ―２５１ １９５ ３０５ 石刃核 ９５ Ｍ２９ ３９１ ５３ ５１ ３５ ８２．４ 黒曜石１

Ⅲ―２５１ １９５ ３０６ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ８０５２ ４４ ５４ ４０ ６８．１ 黒曜石４ ９３１ ４０５３

Ⅲ―２５１ １９５ ３０７ 石刃核 ９５ Ｍ２９ ２６５ ４０ ５１ ５１ ９５．１ 黒曜石１

Ⅲ―２５１ １９５ ３０８ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７６９４ ４４ ６０ ６２ １４７．３ 黒曜石４ ８７８ ３８５１

Ⅲ―２５２ １９５ ３０９ 石刃核 ９３ Ｐ２９ ２３６ ８４ ６６ ５１ ２３５．７ 黒曜石４ ９１１ ３９８９

Ⅲ―２５２ １９５ ３１０ 石刃核 ９３ Ｑ２９ ７ ８０ ６１ ３７ １４１．４ 黒曜石１ ７５８ ３４３４

Ⅲ―２５２ １９５ ３１１ 石刃核 ９４ Ｊ３１ １８８７ ７０ ５５ ２９ ７７．０ 黒曜石４ ７１１ ３２４０

Ⅲ―２５２ １９５ ３１２ 石刃核 ９１ Ｈ３３ ７ １０３ ６８ ６７ ４４４．７ 黒曜石４ ６７２ ３１３６

Ⅲ―２５２ １９５ ３１３ 石刃核 ９５ Ｎ２７ １１５６ １３７ ６１ ６６ ４４８．８ 黒曜石４ ８２９ ３６６０

Ⅲ―２５３ １９６ ３１４ 石刃核 ９５ Ｌ２５ １３６ ２１２ １０６ ６９ １５４８．３ 黒曜石５ ９３３ ４０６１

Ⅲ―２５３ １９６ ３１５ 石核 ９３ Ｐ２８ １８５ ５０ ３８ ２４ ３７．３ 黒曜石４ ８６４ ３８１３

Ⅲ―２５３ １９６ ３１６ 石核 ９３ Ｑ２７ ２３６ １０３ ７７ ３８ ３１６．２ 黒曜石１ ７７３ ３４８９

Ⅲ―２５３ １９６ ３１７ 石核 Ｐ２７ Ⅰ １ ９４ ６９ ７４ ４９９．４ 黒曜石１ ７７３ ３４８９

Ⅲ―２５４ １９６ ３１８ 石核 ９６ Ｊ２５ １１１ １３８ １２１ ９９ １６５１．１ 黒曜石１

Ⅲ―２５４ １９７ ３１９ 石核 ９２ Ｌ３５ ２４ ４５ ５９ ３１ ９１．１ 黒曜石４ ５９１ ２９２４

Ⅲ―２５４ １９７ ３２０ 石核 ９３ Ｐ２８ ２５８７ ４２ ６３ ４７ １０２．３ 黒曜石４ ８８３ ３８７５

Ｐ２８ ３５８０

Ⅲ―２５４ １９７ ３２１ 石核 ９３ Ｐ２９ １１８２ ５７ ５７ ２４ ６９．２ 黒曜石４ ８６７ ３８２３

Ⅲ―２５４ １９７ ３２２ 石核 ９３ Ｑ２７ ３０３ ５３ ４５ ２３ ４０．５ 黒曜石４ ９２９ ４０５０

Ⅲ―２５４ １９７ ３２３ 石核 ９５ Ｌ２７ ３４５ ８１ ５５ ２８ １０５．４ 黒曜石４ ８３０ ３６６１

Ⅲ―２５５ １９７ ３２４ 石核 ９３ Ｐ２８ ７７２８ ８２ ８７ ２９ ２２６．７ 黒曜石４ ９２８ ４０４６

Ⅲ―２５５ １９７ ３２５ 石核 ９３ Ｍ２９ ２７９ ５６ ７３ ７２ （１９６．２）黒曜石１ ７２８ ３２８７

Ｍ２９ ３６４

Ｍ３０ ４２１

Ｏ３１ Ⅰ １３

Ⅲ―２５５ １９７ ３２６ 石核 Ｐ２６ Ⅰ １ ９３ １０３ ４３ ３３１．６ 黒曜石１

Ⅲ―２５５ １９７ ３２７ 石核 Ｌ２７ Ⅱ ７ １４ ２９ １０ ２．９ 安山岩１ ９４４ ４０９３

Ⅲ―２５５ １９７ ３２８ 石核 ９３ Ｍ３０ ５４１ ２８ ６２ １９ ２９．５ 黒曜石１

Ⅲ―２５５ １９７ ３２９ 石核 ９５ Ｊ２９ ２４２ ７２ ５７ ２２ ８８．９ 黒曜石２ ７８５ ３５０６

Ⅲ―２５５ １９７ ３３０ 斧形石器 ９５ Ｏ２８ １３９０ １２７ ３７ ２２ １２２．４ 頁岩

－ １９８ ４１３ 尖頭器 ９５ Ｎ２６ １６２ ９６ ８７ １７ ９７．９ 黒曜石４ ９３９ ４０７８

Ｏ２５ ８２

－ １９８ ４１４ 尖頭器 Ｏ２９ Ⅰ １２４ ８２ ５２ １０ ３６．４ 黒曜石４ ８０７ ３５８３

Ｏ２９ Ⅰ １６５

－ １９８ ４１５ 尖頭器削片 ９５ Ｍ２８ ３１７ （３０） ７ ７ （１．５） 黒曜石５ ９３９ ４０７８

－ １９８ ４１６ 尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ４４８６ ３８ ４ ７ ０．９ 黒曜石４ ５７４４

－ １９８ ４１７ 尖頭器削片 ９３ Ｏ２８ ５８０ （１６０） ８ ２６ （８．７） 黒曜石４ ５７４４

Ｑ２８ ３１６

－ １９８ ４１８ 彫器削片 ９５ Ｎ２８ ４４３ ５６ １６ １７ １２．９ 黒曜石１ ７３４ ３３２６

－ １９８ ４１９ 削器 ９３ Ｐ２８ １７６９ ６５ ２９ ６ １０．３ 黒曜石１ ７７１ ３４８７

－ １９８ ４２０ 削器 ９５ Ｍ２８ ４５１ ８５ ３２ ７ ４．９ 黒曜石１ ７３３ ３３２２

Ｏ２６ ４３９

－ １９８ ４２１ 削器 ９３ Ｐ２８ ６４３７ １０３ ３５ ２２ （３２．３） 黒曜石４ ９１３ ３９９１

Ｐ２９ ８４２

－ １９８ ４２２ 削器 ９３ Ｐ２８ ７５６ ８６ ６５ １６ ６７．２ 黒曜石５ ９４１ ４０８８

Ｐ２８ １６２７

－ １９８ ４２３ 削器 ９５ Ｈ２９ ２ ９７ ４０ １８ ５４．０ 黒曜石１ １２２４ ５９６５

－ １９８ ４２４ 削器 ９５ Ｍ２９ ４８６ ９６ ２７ １０ ２０．９ 頁岩 ５８０１０

Ｍ２９ ５１８

－ １９８ ４２５ 削器 Ｈ３４ Ⅰ １ ８７ ８３ １３ ９４．１ 頁岩

－ １９８ ４２６ 削器 ９５ Ｊ３０ １６８ （４３） （２９） ５ （５．４） 安山岩１

－ １９８ ４２７ 削器 ９３ Ｏ２８ ８３５ ６７ ４０ １６ ３７．１ 黒曜石４ ８７７ ３８５０

－ １９９ ４２８ 舟底形石器 Ｐ２８ Ⅱ ４ （８） （２１） ３ （０．６） 黒曜石４

－ １９９ ４２９ 舟底形石器 Ｉ２９ Ⅰ １ （１２） （２７） ４ （１．３） 黒曜石３

－ １９９ ４３０ 舟底形石器 Ｏ２７ Ⅱ １ ７ （２０） ５ （０．７） 黒曜石４

－ １９９ ４３１ 舟底形石器 ９３ Ｎ３０ １１４ １３ ３４ ５ （２．５） 黒曜石４

－ １９９ ４３２ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ ６７ ２１ （５８） １９ （１６．３） 黒曜石４ ８９２ ３９０８

－ １９９ ４３３ 舟底形石器 ９６ Ｎ２３ １４ １９ ８７ １７ ２２．６ 黒曜石４ ５８０７９

Ｎ２３ Ⅰ １

－ １９９ ４３４ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １０４７ ２０ ８６ ２４ ３８．５ 黒曜石４ ９３０ ４０５１

Ｏ２８ １５８３

－ １９９ ４３５ 舟底形石器 ９６ Ｌ２４ ３６７ ２６ １１４ ２４ ５５．３ 黒曜石４ ５８０７８

セ北１３～２９ １３

掲載遺物一覧

３８７



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

－ １９９ ４３６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ １００９ ３３ １２２ ４５ １０９．６ 黒曜石４ ９３０ ４０５１

Ｐ２８ ６３８６

Ｐ２８ ６５０６

Ｐ２８ ６８１６

Ｐ２８ ７６５０

－ １９９ ４３７ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ２１３６ （３０） （６０） ３０ （３９．０） 黒曜石４ ９３０ ４０５１

－ １９９ ４３８ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １８５６ （２７） （６０） （３６） （５６．９） 黒曜石４ ８７７ ３８５０

－ １９９ ４３９ 舟底形石器 ９５ Ｌ２６ ２６０ （３９） （８７） （４３） （９７．０） 黒曜石４ ８１８ ３６２４

－ １９９ ４４０ 舟底形石器 ９４ Ｉ３２ １２７ ２５ ７５ １０ １６．２ 黒曜石１ ５９４６

－ １９９ ４４１ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １２４１ （２３） （３８） １５ （１２．８） 黒曜石４ ７２３ ３２７１

－ １９９ ４４２ 舟底形石器 ９３ Ｏ２９ ５２２ ３０ ８８ ３５ ５６．９ 黒曜石４ ９３０ ４０５１

Ｐ２８ ２３５０

－ １９９ ４４３ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １１０１ ４０ １１９ ４７ １５０．６ 黒曜石４ ９３０ ４０５１

Ｐ２８ １０３７

Ｐ２８ ３６９６

Ｑ２７ ６００

－ １９９ ４４４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５４８９ （２９） （６３） １９ （２９．３） 黒曜石４ ８３５ ３６７６

－ １９９ ４４５ 舟底形石器 ９３ Ｑ２７ ２９７ （２０） （４８） （２８） （２０．８） 黒曜石４ ９３０ ４０５１

－ １９９ ４４６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５５５２ （２３） （５０） （３２） （２４．６） 黒曜石４ ９３０ ４０５１

－ ２００ ４４７ 縦長剥片 ９５ Ｎ２７ １２３４ ５４ ８ ６ １．９ 黒曜石１ ７２９ ３２９４

Ｎ２７ １２３７

－ ２００ ４４８ 縦長剥片 ９５ Ｌ２７ ４１３ ７６ １６ １２ １０．８ 黒曜石１ ７２９ ３２９４

－ ２００ ４４９ 縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ４２２ ８２ １６ １０ １２．２ 黒曜石１ ７２９ ３２９４

Ｎ２７ ３８４

－ ２００ ４５０ 石刃核 Ｋ２７ Ⅰ ２ ６３ ５６ ４７ ９３．５ 黒曜石４ ８１８ ３６２４

－ ２００ ４５１ 石刃核 ９３ Ｏ３０ １６８ ５５ ５８ ２９ １７１．６ 黒曜石４ ８６５ ３８１５

－ ２００ ４５２ 石刃核 ９３ Ｏ２９ ２００２ ６２ ６４ ２４ ８９．９ 黒曜石４ ５７６７

－ ２００ ４５３ 石刃核 ９５ Ｍ２６ ２００ ５７ ５３ ３５ １０６．９ 黒曜石４ ８０３ ３５６８

－ ２００ ４５４ 石刃核 ９５ Ｌ２６ １５０ ５４ ６５ ３７ １５６．６ 黒曜石４ ８０５ ３５７８

－ ２００ ４５５ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １ ７６ ６０ ４２ １７２．５ 黒曜石１ ７７６ ３４９４

－ ２００ ４５６ 石刃核 ９５ Ｌ２６ ４１５ ８０ ７４ ４５ １９７．３ 黒曜石４ ８０４ ３５７５

－ ２００ ４５７ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １３９０ ６３ ８３ ７２ ２３９．１ 黒曜石３ ９２４ ４０３９

－ ２００ ４５８ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７５１５ ７７ ８２ ５３ ２９６．３ 黒曜石４ ９２４ ４０３９

－ ２００ ４５９ 石刃核 ９３ Ｒ２６ １３８ ６２ ７７ ７２ ３１８．４ 黒曜石５ ９４２ ４０９１

－ ２０１ ４６０ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７８７ ８２ ６８ ４１ ２４６．２ 黒曜石４ ９１６ ４００１

－ ２０１ ４６１ 石刃核 ９３ Ｎ２９ ９６０ ８５ ８３ ２９ １９５．４ 黒曜石４

－ ２０１ ４６２ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７５１３ ７６ １０３ ６６ ５１５．４ 黒曜石４ ９２５ ４０４２

－ ２０１ ４６３ 石刃核 ９３ Ｐ２７ ４２７ ９２ ９２ ５７ ４７６．２ 黒曜石１ ７７１ ３４８７

－ ２０１ ４６４ 石刃核 ９３ Ｑ２７ ２８０ ９０ ８９ ４８ ４７２．８ 黒曜石１ ７７９ ３４９７

－ ２０１ ４６５ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １９９７ ６６ ４６ ２９ ９５．５ 黒曜石４ ９０１ ３９５１

－ ２０１ ４６６ 石刃核 ９３ Ｍ３０ ６６ ５２ ４８ ５８ １２４．１ 黒曜石４

－ ２０１ ４６７ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７６９３ ８０ ６０ ５５ １８５．７ 黒曜石４ ８７０ ３８３５

－ ２０２ ４６８ 石刃核 ９３ Ｐ２７ ８８ ９０ ５２ ４１ １９９．０ 黒曜石４ ８４６ ３７３１

－ ２０２ ４６９ 石刃核 ９３ Ｎ２９ ４１９ １００ ５３ ４５ ２６４．３ 黒曜石４ ８２５ ３６５５

－ ２０２ ４７０ 石刃核 ９３ Ｑ２７ ６１６ ７４ １２６ ５５ ４７６．０ 黒曜石１ ７７２ ３４８８

－ ２０２ ４７１ 石刃核 ９５ Ｍ２７ １ ８１ ５３ ３５ １５９．４ 黒曜石４ ８４７ ３７３２

－ ２０２ ４７２ 石刃核 ９３ Ｏ２８ ４７６ ８７ ７０ ２０ １２１．２ 黒曜石４ ８７７ ３８５０

Ｏ２８ ６６７

Ｏ２９ ２８

－ ２０２ ４７３ 石刃核 ９５ Ｏ２７ ７１４ ６６ ３９ ３７ ８８．８ 黒曜石４ ８８４ ３８７６

－ ２０２ ４７４ 石刃核 Ｐ２９ Ⅰ １９ ６４ ４９ ３４ １１７．３ 黒曜石４

－ ２０２ ４７５ 石刃核 ９５ Ｌ２６ ２３４ ６８ ５２ ３５ １０３．５ 黒曜石４ ８３６ ３６７８

－ ２０３ ４７６ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １４０９ ６７ ５７ ４７ １６７．３ 黒曜石４ ８３５ ３６７６

－ ２０３ ４７７ 石刃核 ９３ Ｏ３０ ６８０ ７０ ７１ ３０ ８９．１ 黒曜石４ ８９７ ３９３４

－ ２０３ ４７８ 石刃核 ９５ Ｉ２６ １０ ７０ ６２ ２８ １１９．８ 黒曜石１ ５８６９

－ ２０３ ４７９ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ５９５ （６０） ４８ ３１ （８４．４） 黒曜石４ ９１３ ３９９１

－ ２０３ ４８０ 石核 ９６ Ｋ２４ １１９４ ５６ ４４ ２７ ７２．０ 黒曜石４ １０９０ ４５２１

－ ２０３ ４８１ 石核 ９３ Ｐ２８ ７４７５ ５８ ４２ ４０ ９９．６ 黒曜石４ ８９４ ３９２７

－ ２０３ ４８２ 石核 ９３ Ｐ２８ ７３５６ ６６ ７５ ３２ １７０．８ 黒曜石４ ８９５ ３９２８

－ ２０３ ４８３ 石核 ９３ Ｐ２７ ５２６ ８０ ９１ ３２ ２４３．５ 黒曜石４ ９１５ ３９９５

－ ２０３ ４８４ 石核 ９３ Ｐ２８ １１０９ ６８ ８３ ３６ １４９．４ 黒曜石４ ９３０ ４０５１

Ｐ２８ １５９４

Ｐ２８ １７４７

Ｐ２８ ３５７７

－ ２０３ ４８５ 石核 Ｑ２５ Ⅰ １０ ７０ ５４ ３５ １２２．１ 黒曜石１ ７６１ ３４４６

上白滝８遺跡（２）

３８８



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

－ ２０４ ４８６ 石核 ９３ Ｒ２６ １５６ １１５ １２３ ８２ １０３３．５ 黒曜石５ ７７７ ３４９５

－ ２０４ ４８７ 石核 ９５ Ｏ２７ ９０１ ６４ ７３ ４３ １７０．３ 黒曜石１ ７３３ ３３２２

－ ２０４ ４８８ 石核 ９５ Ｐ２６ ３２ ６５ ８３ ４３ ２６２．６ 黒曜石１ ７６９ ３４８０

－ ２０４ ４８９ 石核 ９３ Ｐ２８ ６５６８ １８ １９ ９ ２５．５ 黒曜石４ ７４７ ３３９５

－ ２０４ ４９０ 石核 ９５ Ｎ２７ １０６ ４５ ３５ １８ ３１．９ 黒曜石１ ７３３ ３３２２

－ ２０４ ４９１ 石核 ９５ Ｊ３０ ２５７ ３８ ４６ １７ ８６．５ 黒曜石４

－ ２０４ ４９２ 剥片 Ｌ２７ Ⅱ ６ ６２ ６３ ２６ ３．２ 安山岩１ ９４４ ４０９３

－ ２０４ ４９３ 原石 ９４ Ｊ３１ ４８０ ８５ １０ ７ ６．０ 黒曜石２ ５８０１６

９３ Ｋ３０ ４０５

－ ２０４ ４９４ 原石 ９５ Ｊ３０ ２４１ ８６ １０ ９ ５．６ 黒曜石２ ５８０１７

９３ Ｋ３０ ２９５

－ ２０４ ４９５ 原石 ９４ Ｊ３１ ８４１ ８４ １７ １３ １５．６ 黒曜石２

－ ２０４ ４９６ 原石 ９５ Ｊ３０ ２８９ ８７ １１ １０ １１．１ 黒曜石２

－ ２０４ ４９７ 原石 ９４ Ｉ３１ ４５６ ９２ １０ ８ ９．２ 黒曜石２ ５８０１３

９５ Ｊ３０ ２８８

－ ２０４ ４９８ 原石 ９５ Ｊ３０ ２３１ ９６ １７ １０ １４．７ 黒曜石２ ５８０１５

Ｊ３０ ２５８

Ⅲ―３６９ ２９２ １ 尖頭器 ９７ Ｋ２２ ５０３ ６３ ３５ ７ １１．４ 黒曜石１ 水和層 H１６９

Ⅲ―３６９ ２９２ ２ 尖頭器 ９９ Ｊ２１ ２５０ （７２） ３４ ８ （１１．９） 黒曜石３ 産地分析 X２５７

Ⅲ―３６９ ２９２ ３ 尖頭器 ９７ Ｋ２２ ５２０ ７８ ３４ １０ １７．０ 黒曜石１ 水和層 H１７０

Ⅲ―３６９ ２９２ ４ 尖頭器 ９７ Ｋ２３ ２２４９ （８０） ４９ １１ （３２．９） 安山岩１

Ⅲ―３６９ ２９２ ５ 尖頭器 ９７ Ｊ２４ １６４６ ９２ ７０ １９ ６７．６ 黒曜石４ 産地分析 X２５６

Ⅲ―３６９ ２９２ ６ 尖頭器 Ｋ２４ Ⅰ １ １０８ ６８ １５ ８５．１ 黒曜石３ 産地分析 X２５８

Ⅲ―３６９ ２９２ ７ 尖頭器 １０２ Ｉ１９ １２１ ８２ ２８ １５ ２６．５ 黒曜石１

Ⅲ―３６９ ２９２ ８ 尖頭器 Ｌ１５ Ⅰ １ １３９ ３８ ９ ５０．９ 黒曜石１

Ⅲ―３６９ ２９２ ９ 尖頭器 ９７ Ｉ２３ ３４０ １６８ ４４ １０ （６５．６） 黒曜石１ ５８０９６

ボサ １０

Ⅲ―３７０ ２９２ １０ 尖頭器 １０１ Ｋ１８ １２３ １０３ ３７ １１ ３４．２ 黒曜石４ ５８２５

Ｌ１９ ４４７

Ⅲ―３７０ ２９２ １１ 尖頭器 ９７ Ｉ２３ ６７５ １２９ ３７ ９ ４２．７ 黒曜石１ ５８０９７

９９ Ｊ２２ １３３

Ⅲ―３７０ ２９３ １２ 尖頭器 ９７ Ｈ２４ ８３４ １５８ ４７ ９ ６５．２ 黒曜石１ ５９５３

１０１ Ｌ１７ ９０

Ｍ１７ １４５

Ⅲ―３７０ ２９３ １３ 尖頭器 １０１ Ｋ１９ ２７４ １３４ ５３ １２ ８４．３ 黒曜石４ １１１３ ４５６４

Ｋ２０ Ⅰ １

Ⅲ―３７０ ２９３ １４ 尖頭器 １００ Ｋ２０ ２９９ （５６） （５１） （１１） （２６．７） 黒曜石４ １１１２ ４５６３

Ⅲ―３７０ ２９３ １５ 尖頭器 ９７ Ｈ２４ ８０４ （１０２） （５５） （９） （４１．９） 黒曜石４ １０６６ ４４３２

Ｉ２５ ２４８

Ｇ２６ Ⅰ ２

Ⅲ―３７０ ２９３ １６ 尖頭器 ９７ Ｈ２２ １５１ １９４ （６２） １３ （１１７．８）黒曜石１ ５８０９４

Ｉ２２ ３１０

Ｉ２３ １０７５

Ⅲ―３７１ ２９３ １７ 尖頭器 １００ Ｋ２０ ４９５ １８７ ６５ １６ １８７．９ 黒曜石１ ５９６６

Ｊ２０ Ⅰ ５

Ⅲ―３７１ ２９４ １８ 尖頭器 １００ Ｋ１９ ２０３ ２０５ ６４ ２１ ２４２．８ 黒曜石５ １１３３ ４６１１

Ｊ１９ Ⅰ ４

Ⅲ―３７１ ２９４ １９ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ６５４ １１６ ５７ １２ ７７．２ 黒曜石４ １０５８ ４３９６

Ｈ２４ Ⅰ ２

Ⅲ―３７１ ２９４ ２０ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ８３８ １４４ ６５ １４ １３６．０ 黒曜石１ ９５２ ４１３６

Ｊ２３ １１８５

Ⅲ―３７２ ２９５ ２１ 尖頭器 ９７ Ｈ２２ １５９ １４５ ７１ １１ １１８．９ 黒曜石１ ５８０９３

Ｈ２２ ２１７

Ⅲ―３７２ ２９４ ２２ 尖頭器 １０４ Ｊ１５ ３００ ２７６ １０５ ２７ ６１０．８ 黒曜石２ ５８２７

Ｊ１５ ４９９

Ｊ１５ ５００

Ⅲ―３７３ ２９５ ２３ 尖頭器 ９７ Ｇ２３ ７２ （２９８） （８９） （２３） （４５７．８）黒曜石１ ９４７ ４１１６

Ｇ２３ １２９

Ｇ２３ １３６

Ｈ２２ １５０

Ｈ２３ １０２

Ｉ２２ １４２

Ｉ２２ ２３０

Ｉ２３ １０７６

Ⅲ―３７３ ２９５ ２４ 尖頭器 １０４ Ｊ１５ ３３９ ２００ ７９ ３４ ４２１．０ 黒曜石５ ５８２６

掲載遺物一覧

３８９



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ｊ１５ ４１７

Ⅲ―３７３ ２９５ ２５ 尖頭器 １０１ Ｌ１９ ２３０ １１０ ５０ １７ ８８．６ 黒曜石１

Ⅲ―３７４ ２９５ ２６ 尖頭器 １０１ Ｍ１７ １４７ ５４ ２２ ７ ９．５ 黒曜石３ ５９５１

Ⅲ―３７４ ２９６ ２７ 尖頭器 ９９ Ｋ２１ ３７２ １１０ ３４ ７ ２４．５ 黒曜石１ ５８１８

Ｊ２３ Ⅰ １

Ⅲ―３７４ ２９６ ２８ 尖頭器 １０１ Ｋ１９ １３０ １７３ ５０ １１ ８７．９ 黒曜石１ ５９５２

Ｋ１９ ２１７

Ｎ１７ ９８

Ⅲ―３７４ ２９６ ２９ 尖頭器 ９７ Ｉ２３ ２５５ ４６ ５７ １１ ２７．８ 黒曜石４ １０６６

Ⅲ―３７４ ２９６ ３０ 尖頭器 １０１ Ｌ１９ ４２２ ６７ ４２ １５ ３３．８ 黒曜石１ ５８２２

Ⅲ―３７４ ２９６ ３１ 尖頭器 １０１ Ｌ１９ ４９６ ６８ ４１ １３ ３５．９ 黒曜石１ ５８２２

Ⅲ―３７４ ２９６ ３２ 尖頭器 １０１ Ｌ１９ ４９５ ９７ ６１ １６ ８６．７ 黒曜石１ １０３９ ４３４９

Ⅲ―３７４ ２９６ ３３ 尖頭器 Ｉ２１ Ⅰ １ １２２ ５２ ２７ １６３．７ 黒曜石４ １０８７ ４５０８

Ⅲ―３７５ ２９６ ３４ 尖頭器 ９７ Ｈ２２ ３９０ １０８ ６８ ２７ １７９．５ 黒曜石１ ９７２ ４１９７

Ⅲ―３７５ ２９６ ３５ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ９４２ ４５ ２７ ９ １５．３ 黒曜石４ １０５８ ４３９６

Ⅲ―３７５ ２９６ ３６ 尖頭器削片 １０１ Ｌ１７ １１４ （６７） （８） （２１） （５．８） 黒曜石４ ５９５１

Ｌ１７ １２４

Ⅲ―３７５ ２９６ ３７ 尖頭器削片 ９８ Ｍ２１ ２８２ （８３） １５ ２４ （２３．４） 黒曜石１ ５８２２

Ⅲ―３７５ ２９６ ３８ 尖頭器削片 １０４ Ｈ１６ ９０ １１０ １４ ３２ ２７．２ 頁岩

Ⅲ―３７５ ２９７ ３９ 尖頭器削片 ９７ Ｊ２３ ５３７ １１０ １８ ３６ ５１．１ 黒曜石４ １０５８ ４３９６

Ｊ２４ ４４８

Ⅲ―３７５ ２９７ ４０ 尖頭器削片 １０１ Ｋ１９ １８８ ９４ １７ ３２ ３１．９ 黒曜石１ ５８２２

Ⅲ―３７５ ２９７ ４１ 尖頭器削片 １０１ Ｋ１９ １８９ ９２ １８ ２３ ３１．５ 黒曜石１ ５８２２

Ⅲ―３７５ ２９７ ４２ 尖頭器削片 １０１ Ｍ１８ ２４０９ ４４ ８ ９ ２．４ 黒曜石４ １１７９ ４７１９

Ⅲ―３７５ ２９７ ４３ 尖頭器削片 ９９ Ｉ２１ ５１４ ５３ １３ ９ ６．９ 頁岩 １２２０ ５８０１

Ⅲ―３７５ ２９７ ４４ 尖頭器削片 ９９ Ｈ２２ ４７ ７０ １３ ６ ３．９ 頁岩 １２２０ ５８０１

Ⅲ―３７６ ２９７ ４５ 両面調整石器 １０１ Ｌ１９ １３５ １７６ ９７ ４５ ７５５．７ 黒曜石１ １１５４ ４６５３

Ｌ１９ ３９０

Ⅲ―３７６ ２９７ ４６ 両面調整石器 ９７ Ｋ２４ １３１９ １９５ １０２ ４２ ９１２．３ 黒曜石１ １１４７ ４６３２

Ｋ２４ １５２１

Ⅲ―３７７ ２９８ ４７ 両面調整石器 １０１ Ｌ１８ ４３９ １２７ ６９ ３０ ２９０．８ 黒曜石１ １１５１ ４６４８

Ⅲ―３７７ ２９８ ４８ 両面調整石器 １０２ Ｉ１８ ６６ ２６９ ９１ ３２ ７５５．０ 黒曜石１ ５８３２

９６ Ｎ２２ ５３

Ⅲ―３７８ ２９８ ４９ 両面調整石器 ９７ Ｈ２３ １３１ １８１ ９３ ３２ ６８３．２ 黒曜石１ ５８１１１

Ｈ２３ ６６２

Ⅲ―３７８ ２９９ ５０ 両面調整石器 ９７ Ｋ２２ ７６２ ２１３ １１２ ３４ ８５５．５ 黒曜石５ １１３７ ４６１９

Ｍ２１ １０２５

Ⅲ―３７９ ２９９ ５１ 両面調整石器 Ｊ２１ Ⅰ ２ ２８０ １２２ ５０ １４１５．９ 黒曜石１ ９８５ ４２２５

Ｊ２１ Ⅰ ３４

ボサ ３５

Ⅲ―３７９ ３００ ５２ 両面調整石器 １０４ Ｊ１５ １７０ １４５ ８４ ５４ ５３７．２ 黒曜石１ １１９１ ４７５２

Ⅲ―３８０ ３００ ５３ 両面調整石器 ９７ Ｈ２２ １５５ １９７ １００ ２９ （６１６．１）黒曜石１ ９７０ ４１９０

９９ Ｉ２２ ５７

Ｉ２２ ９５

Ⅲ―３８０ ３００ ５４ 両面調整石器 ９７ Ｋ２２ ５２４ １６９ １２０ ５９ ８１６．９ 黒曜石１ １０２９ ４３２４

Ｌ２２ Ⅰ １

Ⅲ―３８１ ３０１ ５５ 彫器 １００ Ｋ１９ ４３２ ５２ ２２ ７ ７．９ 黒曜石４

Ⅲ―３８１ ３０１ ５６ 彫器 ９７ Ｌ２２ ９６９ ５５ ２２ ８ ８．６ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ５７ 彫器 ９７ Ｈ２４ ２００ ５７ ２３ ６ ８．７ 黒曜石１ ９６５ ４１７３

Ⅲ―３８１ ３０１ ５８ 彫器 ９７ Ｈ２３ １７４ ７０ ２２ ６ ９．０ 黒曜石４

Ⅲ―３８１ ３０１ ５９ 彫器 １００ Ｊ１９ ８４ ７３ ２１ １０ １２．８ 黒曜石４ １１７３ ４７００

Ｋ２０ ６７０

Ⅲ―３８１ ３０１ ６０ 彫器 １０１ Ｌ１８ ４０９ ７７ ２５ ９ １５．２ 黒曜石１ １１４１ ４６２３

Ｍ１８ １１５０

Ⅲ―３８１ ３０１ ６１ 彫器 １００ Ｋ１９ ２７２ ７０ ２８ １１ １８．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ６２ 彫器 １０１ Ｎ１７ ７３ ３８ １７ ９ ５．１ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ６３ 彫器 Ｊ２３ Ⅰ ２ ５５ ２０ １０ ８．７ 黒曜石４

Ⅲ―３８１ ３０１ ６４ 彫器 Ｋ１７ Ⅰ １ ５９ ２０ ７ ８．１ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ６５ 彫器 １００ Ｋ２０ ７３５ ５９ ２６ １０ １３．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ６６ 彫器 １００ Ｋ２０ ４４１ ５８ ２４ ６ ７．８ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ６７ 彫器 １００ Ｋ１９ ２２４ １０５ ３７ １０ （２８．８） 黒曜石１ ５８１１６

１０１ Ｋ１９ ３５０

Ⅲ―３８１ ３０１ ６８ 彫器 ９９ Ｊ２１ ５０８ （３５） （２２） （６） （４．３） 黒曜石１ １０２９ ４３２４

Ⅲ―３８１ ３０１ ６９ 彫器 １０１ Ｍ１９ ７３５ ４２ １６ ７ ４．６ 黒曜石４

Ⅲ―３８１ ３０１ ７０ 彫器 １０１ Ｍ１８ １４９３ ４７ １７ ６ ４．３ 黒曜石１

上白滝８遺跡（２）

３９０
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Ⅲ―３８１ ３０１ ７１ 彫器 ９９ Ｋ２１ １９７ ４９ ２０ ７ ６．６ 黒曜石１ １０２３ ４３０８

Ⅲ―３８１ ３０１ ７２ 彫器 １０１ Ｋ１８ ９ ８２ ２３ ９ １６．６ 黒曜石５ ５８１１５

Ｋ１８ １０

Ⅲ―３８１ ３０１ ７３ 彫器 １０１ Ｌ１８ ４１０ ４１ ２１ ７ ６．３ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ７４ 彫器 Ｋ１９ Ⅰ ２ ４８ １９ ９ ７．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ７５ 彫器 ９９ Ｉ２１ １０５１ ４８ １９ ６ ５．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ７６ 彫器 １００ Ｊ１９ ２１２ ５２ ２０ ５ ５．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ７７ 彫器 ９７ Ｈ２４ ４９９ ４８ ２６ ８ ９．３ 黒曜石４

Ⅲ―３８１ ３０１ ７８ 彫器 ９９ Ｊ２１ ２３６ ５０ ２１ ７ ７．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８１ ３０１ ７９ 彫器 １００ Ｋ２０ １６４ ６６ ２２ １０ １２．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０１ ８０ 彫器 １００ Ｋ１９ ２８７ ６２ ２２ ５ ８．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０１ ８１ 彫器 Ｋ２０ Ⅰ ５ ６８ ２６ １１ １８．４ 黒曜石３

Ⅲ―３８２ ３０１ ８２ 彫器 ９７ Ｈ２３ ４２７ ４４ ２０ ７ ７．１ 黒曜石１ ９５８ ４１５２

Ⅲ―３８２ ３０１ ８３ 彫器 ９７ Ｋ２３ ２２５０ ４８ ２４ ７ ９．２ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０１ ８４ 彫器 ９９ Ｊ２１ ６９５ ４８ ２５ ７ ８．６ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０１ ８５ 彫器 ９９ Ｉ２１ ９４２ ５２ ２２ １１ １０．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ８６ 彫器 ９９ Ｋ２１ ５０ ５５ ２５ ７ １０．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ８７ 彫器 ９９ Ｊ２１ ８８ ６２ ２３ ６ ９．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ８８ 彫器 １００ Ｋ２０ ３８７ ６９ ２５ １０ １４．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ８９ 彫器 ９９ Ｉ２１ ７３８ （４０） １７ ７ （４．７） 黒曜石１ １０２３ ４３０８

Ⅲ―３８２ ３０２ ９０ 彫器 ９９ Ｊ２１ ５１９ ４０ ２１ ７ ５．８ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ９１ 彫器 ９９ Ｉ２１ １０５４ ４５ １９ ８ ７．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ９２ 彫器 ９９ Ｋ２１ ２４０ ５０ ２０ ６ ５．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ９３ 彫器 １００ Ｋ１９ ３６４ ５２ ２１ ８ ７．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ９４ 彫器 ９９ Ｋ２２ ６２３ ５３ ２２ ９ ８．１ 黒曜石３

Ⅲ―３８２ ３０２ ９５ 彫器 １０４ Ｈ１７ ４５ ５５ ２１ ９ １０．２ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ９６ 彫器 ９９ Ｉ２１ ２４５ ５１ ２３ ８ ８．９ 黒曜石１ ９９０ ４２３０

Ⅲ―３８２ ３０２ ９７ 彫器 ９９ Ｉ２１ ９４３ ５２ ２１ ７ ６．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ９８ 彫器 Ｋ１６ Ⅰ １ ５８ ２４ １１ １２．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ ９９ 彫器 ９７ Ｈ２２ ２１８ ６１ ２２ ７ ８．６ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ １００ 彫器 Ｉ２２ Ⅰ ９ ６９ ２５ ８ １１．４ 黒曜石１ ５８１１３

Ｉ２２ Ⅰ １９

Ⅲ―３８２ ３０２ １０１ 彫器 １０６ Ｐ１６ ２ ２５ １７ ８ ３．８ 黒曜石１

Ⅲ―３８２ ３０２ １０２ 彫器 ９９ Ｋ２１ ３０６ ５２ １９ ７ ７．４ 黒曜石４

Ⅲ―３８２ ３０２ １０３ 彫器 Ｊ２１ Ⅰ １５ ５７ ２３ ８ １１．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８３ ３０２ １０４ 彫器 １００ Ｋ２０ ５３５ ６３ ２５ １３ １４．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８３ ３０２ １０５ 彫器 ９７ Ｊ２３ １１８４ ９０ ２５ １０ １８．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８３ ３０２ １０６ 彫器 ９７ Ｈ２３ １１７ １０３ ３１ １４ ３１．３ 黒曜石１ ５８１１２

Ｊ２４ １９１

Ⅲ―３８３ ３０２ １０７ 彫器 Ｋ２１ Ⅰ １ （６０） ３０ １１ （１８．６） 黒曜石１ １０５０ ４３７０

Ⅲ―３８３ ３０２ １０８ 彫器 １０５ Ｊ１４ ２１０ ５３ ２３ ６ ９．９ 頁岩

Ⅲ―３８３ ３０２ １０９ 彫器 ９７ Ｉ２４ ４６５ ６２ ３１ ９ １６．４ 黒曜石１ ９５４ ４１３８

Ⅲ―３８３ ３０２ １１０ 彫器 Ｊ２０ Ⅰ ２ ６７ ３０ ６ １１．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８３ ３０２ １１１ 彫器 ９８ Ｍ２１ ９３ ７２ ３９ １０ ２３．３ 黒曜石１ ９９７ ４２５１

Ⅲ―３８３ ３０２ １１２ 彫器 Ｊ２２ Ⅰ ３ ７９ ３６ ９ ２９．１ 黒曜石１ １０２３ ４３０６

Ⅲ―３８３ ３０３ １１３ 彫器 １００ Ｋ１９ ４４４ ８７ ４３ １３ ３８．８ 黒曜石１

Ⅲ―３８３ ３０３ １１４ 彫器 １０１ Ｎ１７ ７７ １０５ ５１ １８ ８２．２ 黒曜石１ ９４７ ４１１６

Ⅲ―３８３ ３０３ １１５ 彫器 ９９ Ｉ２１ ９４１ ９３ ３８ １０ ２９．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８４ ３０３ １１６ 彫器 １００ Ｋ１９ ３６６ ８０ ３１ ９ ２３．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８４ ３０３ １１７ 彫器 ９７ Ｈ２４ ８３６ ９３ ５１ １０ ４０．７ 黒曜石１ ９６３ ４１５９

Ｉ２３ ２６２

Ⅲ―３８４ ３０３ １１８ 彫器 Ｊ２１ Ⅰ １ ６４ １３ ２４ １２．０ 頁岩 １２２０ ５８４３

Ⅲ―３８４ ３０３ １１９ 彫器 ９７ Ｉ２３ ８８９ ５６ ２６ ６ １１．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８４ ３０３ １２０ 彫器 ９７ Ｊ２３ ４９９ ８０ ５２ １６ ５９．８ 黒曜石１

Ⅲ―３８４ ３０３ １２１ 彫器 ９７ Ｈ２３ ３３７ ６２ ６７ １４ ４３．７ 黒曜石１ ９４７ ４１１６

Ⅲ―３８４ ３０３ １２２ 彫器 ９７ Ｋ２４ １８５４ ６７ ３２ １７ ３３．１ 黒曜石４ １０６７ ４４３７

Ⅲ―３８４ ３０３ １２３ 彫器 ９９ Ｉ２１ ８５１ ６９ ３９ １６ ３７．１ 黒曜石３

Ⅲ―３８４ ３０３ １２４ 彫器 １００ Ｋ１９ ２３１ ６７ ２９ １３ ２０．２ 黒曜石３ ５８３７

Ⅲ―３８４ ３０３ １２５ 彫器 １００ Ｋ１９ １３７ ５３ ３６ １０ ２１．５ 黒曜石３ ５８３７

Ⅲ―３８４ ３０３ １２６ 彫器 １００ Ｋ１９ ２５５ ８７ ５５ １７ ８３．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０３ １２７ 彫器削片 ９７ Ｉ２３ １６７ ５３ １３ ９ ７．１ 黒曜石１ ９４７ ４１１６

Ⅲ―３８５ ３０３ １２８ 彫器削片 ９７ Ｈ２４ ５６ ６１ １５ １４ ７．２ 黒曜石１ ９４７ ４１１６

Ｈ２４ ４８２

Ｈ２４ Ⅰ ５

Ⅲ―３８５ ３０３ １２９ 彫器削片 １００ Ｊ１９ ３０９ ８７ １７ ２４ ２１．８ 黒曜石３ ５８３７

掲載遺物一覧

３９１



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―３８５ ３０３ １３０ 彫器削片 １０１ Ｍ１８ ２４１４ ２０ １６ ７ ７．１ 黒曜石１ ９５８ ４１５２

Ⅲ―３８５ ３０４ １３１ 彫器削片 Ｈ２３ Ⅱ ２ ２０ ８ ２ ０．３ 黒曜石４

Ⅲ―３８５ ３０４ １３２ 彫器削片 Ｈ２１ Ⅰ １ ２４ ４ ３ ０．２ 黒曜石３

Ⅲ―３８５ ３０４ １３３ 彫器削片 Ｋ２０ Ⅱ １３ （２０） ４ ２ （０．１） 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １３４ 彫器削片 Ｊ２１ Ⅱ ８ ２８ ４ ３ ０．３ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １３５ 彫器削片 Ｊ２２ Ⅱ ４ ２０ ７ ３ ０．３ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １３６ 彫器削片 Ｉ２３ Ⅱ ４ ２１ ７ ２ ０．２ 黒曜石４

Ⅲ―３８５ ３０４ １３７ 彫器削片 Ｇ２３ Ⅱ ２ （２２） ７ １ （０．２） 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １３８ 彫器削片 Ｉ２３ Ⅱ ３ ２０ ９ ３ ０．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １３９ 彫器削片 Ｊ１９ Ⅱ １４ ２３ ７ ２ ０．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４０ 彫器削片 Ｈ２４ Ⅱ ３ ２５ ９ ２ ０．４ 黒曜石４

Ⅲ―３８５ ３０４ １４１ 彫器削片 Ｉ２２ Ⅱ ４ ２６ ６ ２ ０．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４２ 彫器削片 Ｊ２１ Ⅱ ６ １８ ５ ３ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４３ 彫器削片 Ｌ１６ Ⅱ １ ２０ ５ ２ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４４ 彫器削片 Ｊ２１ Ⅱ ９ １８ ４ ３ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４５ 彫器削片 Ｉ２４ Ⅱ ３ ２４ ５ ３ ０．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４６ 彫器削片 Ｊ２１ Ⅱ １２ １９ ９ ３ ０．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４７ 彫器削片 Ｉ２２ Ⅱ ５ （２０） ３ ３ （０．３） 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４８ 彫器削片 Ｊ２１ Ⅱ １０ ２３ ５ ２ ０．１ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １４９ 掻器 ９７ Ｇ２３ ４４ ５３ ２１ ７ ８．５ 黒曜石１ ９４８

Ⅲ―３８５ ３０４ １５０ 掻器 ９７ Ｇ２３ ７３ ５８ ２３ ７ ９．０ 黒曜石１ ９４８

Ⅲ―３８５ ３０４ １５１ 掻器 ９９ Ｋ２１ ２３２ ６１ ２１ １２ １２．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １５２ 掻器 Ｊ１９ Ⅰ ６ ６４ ２４ １０ １４．３ 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ⅲ―３８５ ３０４ １５３ 掻器 Ｌ２０ Ⅰ １ ６２ ２５ ８ １３．５ 黒曜石３

Ⅲ―３８５ ３０４ １５４ 掻器 Ｌ２１ Ⅰ １ ６７ ２５ ９ １２．９ 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ⅲ―３８５ ３０４ １５５ 掻器 ９７ Ｇ２３ １４１ ７６ ２２ ９ １３．１ 黒曜石１ ９４８ ４１２５

Ⅲ―３８５ ３０４ １５６ 掻器 １０１ Ｌ１７ １０４ ９６ ２６ １３ ２７．７ 黒曜石１ ５８１１７

Ｍ１８ ２０１３

Ⅲ―３８５ ３０４ １５７ 掻器 １００ Ｋ１９ ２４８ ５７ ２８ ８ １２．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８５ ３０４ １５８ 掻器 １０４ Ｈ１８ ８９ ５８ ２７ １３ １７．４ 頁岩

Ⅲ―３８５ ３０４ １５９ 掻器 １０１ Ｌ１８ ３３７ ６０ ２８ １２ １８．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０４ １６０ 掻器 ９７ Ｈ２４ １ ７２ ３２ １２ ２６．３ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０４ １６１ 掻器 １００ Ｋ１９ ７ ８６ ３２ １３ ２９．４ 黒曜石１ １０５０ ４３７０

Ⅲ―３８６ ３０４ １６２ 掻器 １０１ Ｋ１９ ２５ ５４ １９ ７ ４．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０４ １６３ 掻器 Ｊ２０ Ⅰ ３ ７５ ２３ ７ ９．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０４ １６４ 掻器 ９７ Ｈ２４ １１ ８６ ２８ ８ １５．４ 黒曜石１ １１４１ ４６２３

Ｊ２３ ７３３

Ⅲ―３８６ ３０４ １６５ 掻器 Ｇ２３ Ⅰ １ ９１ ３０ ９ ２５．１ 黒曜石４

Ⅲ―３８６ ３０４ １６６ 掻器 １０５ Ｊ１５ １５９ １０９ ３３ ８ （２５．１） 黒曜石１ ５８１１８

Ｊ１５ ４５９

Ⅲ―３８６ ３０４ １６７ 掻器 Ｍ１８ Ⅱ ３ ５８ ２５ ７ ８．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０４ １６８ 掻器 ９８ Ｌ２１ ３１０ ６６ ２９ ７ １４．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０４ １６９ 掻器 Ｊ１９ Ⅰ ７ ７０ ３２ １２ ２４．８ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０４ １７０ 掻器 ９７ Ｇ２３ １４９ （３５） （２１） ６ （３．８） 黒曜石１ ９４８ ４１２５

Ⅲ―３８６ ３０５ １７１ 掻器 １００ Ｊ１９ ４８７ （８６） ２７ １１ （１８．８） 黒曜石４ １１７３ ４７００

Ⅲ―３８６ ３０５ １７２ 掻器 ９９ Ｊ２１ ５３７ ５０ ２２ ６ ６．０ 黒曜石１

Ⅲ―３８６ ３０５ １７３ 掻器 １００ Ｊ１９ ４９０ １３２ ３５ ３４ ７６．５ 黒曜石１ ９６５ ４１７３

Ｋ１９ ４１２

Ⅲ―３８７ ３０５ １７４ 錐形石器 ９７ Ｋ２３ ９５８ （８６） ２２ ６ （１１．９） 黒曜石１ １０２８ ４３２２

Ⅲ―３８７ ３０５ １７５ 錐形石器 １００ Ｊ１９ ４３２ ７７ ２７ ９ １４．０ 黒曜石５ １１２２ ４５８６

Ⅲ―３８７ ３０５ １７６ 錐形石器 １０２ Ｈ２０ １０ ５５ ２３ ７ ６．５ 黒曜石５ ９４８ ４１２５

Ⅲ―３８７ ３０５ １７７ 錐形石器 １００ Ｋ１９ ２９７ ５３ ２６ ８ ９．６ 黒曜石５ １１２８ ４５９７

Ⅲ―３８７ ３０５ １７８ 錐形石器 Ｊ２０ Ⅰ ２６ ５４ ２７ ７ ８．５ 黒曜石５ １１２８ ４５９６

Ⅲ―３８７ ３０５ １７９ 錐形石器 １００ Ｋ１９ ３１１ ７４ ３５ ７ １７．８ 黒曜石５ １１２８ ４５９７

Ⅲ―３８７ ３０５ １８０ 錐形石器 Ｊ２２ Ⅰ ３３ ７５ １６ ２３ １７．７ 黒曜石４

Ⅲ―３８７ ３０５ １８１ 錐形石器 ９９ Ｋ２１ １５７ （４８） ９ １０ （２．９） 頁岩 １２２０ ５８４３

Ⅲ―３８７ ３０５ １８２ 錐形石器 １０１ Ｍ１８ ７７ （４６） ９ （１３） （４．３） 頁岩 １２２０ ５８０１

Ⅲ―３８７ ３０５ １８３ 削器 １０１ Ｌ１９ ９５ １０２ ３２ １１ ３１．６ 黒曜石１ ５８１２８

Ｌ１９ ２５２

Ⅲ―３８７ ３０５ １８４ 削器 Ｊ１９ Ⅰ ８ （５９） （１８） １４ （１２．７） 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ⅲ―３８７ ３０５ １８５ 削器 ９８ Ｍ２１ ６０５ （７９） ２６ １１ （２０．４） 黒曜石１ １０５０ ４３７０

Ⅲ―３８７ ３０５ １８６ 削器 １００ Ｋ１９ ３３３ （３０） （３４） ９ （１０．４） 黒曜石４ １１０８ ４５５６

Ⅲ―３８７ ３０５ １８７ 削器 １０１ Ｋ１９ ３２５ （９０） ４０ ９ （３７．７） 黒曜石５ １１２３ ４５８８

Ｌ１９ ５１５

Ⅲ―３８７ ３０５ １８８ 削器 ９７ Ｈ２３ ４２８ １０１ ５９ １４ ８３．１ 黒曜石１ ９６４ ４１７２

上白滝８遺跡（２）

３９２



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―３８８ ３０５ １８９ 削器 １０４ Ｉ１５ ３３１ ９９ ４８ １７ ６６．９ 黒曜石１ １１９１ ４７５２

Ｊ１５ ４３６

Ⅲ―３８８ ３０６ １９０ 削器 Ｉ２３ Ⅰ １ ７５ ７２ １６ ８６．３ 黒曜石１ １０３９ ４３４８

Ⅲ―３８８ ３０６ １９１ 削器 １００ Ｊ１９ １５２ １１２ ３８ １０ ４０．８ 黒曜石１ ５８１２５

Ｊ１９ ３２０

Ｋ１９ ３７１

Ｋ１９ ４４２

Ⅲ―３８８ ３０６ １９２ 削器 ９７ Ｈ２４ ２１３ ６５ ４５ １２ ３８．２ 安山岩１

Ⅲ―３８８ ３０６ １９３ 削器 Ｋ２１ Ⅰ ６ １１１ ７８ ３０ ２２０．３ 黒曜石１ １０３４ ４３３７

Ⅲ―３８８ ３０６ １９４ 削器 ９８ Ｌ２１ １２０ １４１ ７３ ５０ ４５２．５ 黒曜石４ １０８９ ４５２０

Ⅲ―３８９ ３０６ １９５ 舟底形石器 Ｈ２１ Ⅰ ２ １３ ３８ ５ ３．０ 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０６ １９６ 舟底形石器 ９７ Ｈ２４ ６８７ １２ ３３ ４ １．９ 黒曜石４ ５８０７６

Ｉ２４ Ⅱ ７

Ⅲ―３８９ ３０６ １９７ 舟底形石器 Ｌ１９ Ⅰ ４ １１ ３６ ５ ２．４ 黒曜石４ １１７９ ４７１９

Ⅲ―３８９ ３０６ １９８ 舟底形石器 ９７ Ｈ２４ １１７ １２ ４２ ８ ３．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ １９９ 舟底形石器 ９７ Ｇ２３ ７４ １２ ３５ ５ ２．５ 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０６ ２００ 舟底形石器 Ｋ１９ Ⅰ １０ １２ ３３ ８ ２．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０１ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ ５５９ １４ ７４ ８ ６．６ 黒曜石４ ５８０８６

Ｌ１９ ５６０

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０２ 舟底形石器 Ｋ１９ Ⅰ １１ １４ ３６ ６ ２．８ 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０３ 舟底形石器 １００ Ｋ２０ ６６０ １３ ４０ ７ ３．２ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０４ 舟底形石器 ９８ Ｌ２０ １０ １４ ４０ ６ ３．４ 黒曜石４ １１７６ ４７０５

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０５ 舟底形石器 ９９ Ｉ２１ ５１２ １４ ４２ ７ ３．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０６ 舟底形石器 ９７ Ｈ２４ １３１ １５ ５１ ６ ４．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０７ 舟底形石器 Ｋ２０ Ⅰ ７ １４ ３２ ８ ３．６ 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０８ 舟底形石器 Ｋ２２ Ⅰ １ １５ ４５ ８ ４．５ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２０９ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ３７３ １５ ３５ ６ ３．２ 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０６ ２１０ 舟底形石器 ９９ Ｋ２１ ３２０ １４ ３５ ８ ３．７ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２１１ 舟底形石器 ９９ Ｉ２１ ７３９ １４ ５０ ７ ５．６ 黒曜石３ １１７４ ４７０１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２１２ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ ２３４ １５ ３７ ７ ３．４ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２１３ 舟底形石器 ９９ Ｉ２１ ９７３ １６ ３４ ８ ３．９ 黒曜石１

Ⅲ―３８９ ３０６ ２１４ 舟底形石器 ９７ Ｈ２３ ８３６ １２ （３４） ６ （２．４） 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０６ ２１５ 舟底形石器 ９９ Ｉ２１ ５１３ （１４） （３１） （６） （３．４） 黒曜石３ １１７４

Ⅲ―３８９ ３０７ ２１６ 舟底形石器 ９９ Ｊ２２ ５０ １４ ５０ ６ ３．５ 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０７ ２１７ 舟底形石器 １０６ Ｍ１６ ９９ ２０ ８３ ７ ８．７ 黒曜石１ ５８０８４

Ｍ１６ １００

Ⅲ―３８９ ３０７ ２１８ 舟底形石器 ９９ Ｋ２１ １８３ １２ ５０ ５ ２．７ 黒曜石４

Ⅲ―３８９ ３０７ ２１９ 舟底形石器 １００ Ｋ２０ ４５１ １０ ５３ ８ ３．３ 黒曜石４ １０６６

Ⅲ―３８９ ３０７ ２２０ 舟底形石器 ９９ Ｉ２１ ９４５ １６ ４７ ７ ５．５ 黒曜石４ １０７９ ４４９８

Ⅲ―３８９ ３０７ ２２１ 舟底形石器 Ｋ１９ Ⅰ １ １７ ５９ ８ ６．７ 黒曜石４

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２２ 舟底形石器 Ｊ１６ Ⅰ １ １７ ７０ １４ １６．０ 黒曜石３

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２３ 舟底形石器 Ｊ１６ Ⅰ ２ １８ ９４ １６ ２１．９ 黒曜石１

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２４ 舟底形石器 ９７ Ｊ２３ ２５１ ２２ ７９ １５ ２６．８ 黒曜石５

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２５ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ ２５２ ２５ ８２ ２０ ３３．７ 黒曜石４

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２６ 舟底形石器 Ｊ２３ Ⅰ ６ ２３ ９８ ２０ ３６．１ 黒曜石１

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２７ 舟底形石器 Ｊ１９ Ⅰ １ ２８ ８１ ２０ ４０．６ 黒曜石４ ５９４５

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２８ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ４２０１ ２６ ７０ ２１ ３９．８ 黒曜石４ １０７９ ４４９８

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２９ 舟底形石器 ９７ Ｌ２３ １４４７ ２４ ６５ ２５ ３２．２ 黒曜石４ １１０４ ４５５２

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３０ 舟底形石器 ９８ Ｍ２０ ２８ ２５ １０２ ２３ ５０．１ 黒曜石４ １１０８ ４５５６

Ｋ２０ Ⅰ ９

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３１ 舟底形石器 Ｊ２４ Ⅰ ３ ３１ ７９ ２２ ４１．５ 黒曜石４

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３２ 舟底形石器 １０１ Ｍ１８ １ ２８ ７５ ２２ ４６．９ 黒曜石４ ５９６８

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３３ 舟底形石器 ９７ Ｍ２２ １９００ ３３ １２４ ２３ ７８．１ 黒曜石５ １０４７ ４３６７

Ｌ２１ Ⅰ ２

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３４ 舟底形石器 ９８ Ｍ２０ １２３ ２４ ６４ １８ ２０．８ 黒曜石４ １１２０ ４５８３

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３５ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ３９９０ ２６ （６２） １９ （２２．６） 黒曜石４ １１０４ ４５５２

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３６ 舟底形石器 ９７ Ｍ２２ １１８ ３１ ６９ １５ ２５．３ 黒曜石５ １１３５ ４６１７

Ⅲ―３９２ ３０７ ２３７ 舟底形石器 １０１ Ｋ１７ ４３ ２３ １０８ １６ ４１．２ 黒曜石４ １１８５ ４７３４

Ｍ１８ Ⅰ １

Ⅲ―３９２ ３０８ ２３８ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ９５３ ２５ １１７ ２３ ５３．０ 黒曜石１ １０３８ ４３４７

Ⅲ―３９２ ３０８ ２３９ 舟底形石器 １０１ Ｌ１８ ５０７ ２０ １０４ ３６ ５１．１ 黒曜石４ １１８５ ４７３４

Ｍ１７ ４８

Ⅲ―３９２ ３０８ ２４０ 舟底形石器 ９７ Ｊ２４ ５２７ ３３ １０１ ３７ ９０．４ 黒曜石３

Ⅲ―３９２ ３０８ ２４１ 舟底形石器 ９７ Ｍ２２ ６７８ ４０ １２１ ３１ １２３．４ 黒曜石１ １０１４ ４２８５

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４２ 舟底形石器 ９８ Ｌ２０ １１３ ２２ ７８ ２５ ４５．８ 黒曜石４ １１０８ ４５５６

掲載遺物一覧

３９３
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Ｍ２０ ４７

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４３ 舟底形石器 ９７ Ｋ２２ ７８８ ４２ ６７ ２４ ５３．４ 黒曜石４ １０９１ ４５２２

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４４ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ４１６２ ３０ ７３ ４０ ７４．１ 黒曜石４ １０７９ ４４９８

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４５ 舟底形石器 １０１ Ｍ１９ １７８ ３６ ９１ ３２ ７４．９ 黒曜石１

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４６ 舟底形石器 ９９ Ｋ２１ ３１２ ３８ １２６ ６０ ２５８．４ 黒曜石１ ９９０ ４２３０

９７ Ｋ２４ ８７６

Ⅲ―３９４ ３０８ ２４７ 舟底形石器 ９８ Ｍ２１ ９２ ５３ １１４ ６２ ３４３．６ 黒曜石１ １０３４ ４３３７

Ⅲ―３９４ ３０８ ２４８ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ １６６ ５１ １０３ ３１ １５２．９ 黒曜石１

Ⅲ―３９４ ３０８ ２４９ 舟底形石器 ９７ Ｍ２２ ４１０ ２１ ６３ １６ １５．５ 黒曜石４

Ⅲ―３９４ ３０８ ２５０ 舟底形石器 １０４ Ｋ１６ １６ ２２ ７２ １５ ２２．８ 黒曜石１

Ⅲ―３９４ ３０８ ２５１ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ １０ ２２ ９２ １４ ３０．４ 黒曜石１ ５８０８５

１０１ Ｍ１９ ７５２

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５２ 舟底形石器 １０１ Ｌ１７ ４２ ２３ １０２ １４ ３０．２ 黒曜石１ ５８０８３

Ｌ１８ ４００

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５３ 舟底形石器 １００ Ｋ２０ １４３ ２５ １０６ １７ ３９．６ 黒曜石３ ５８０８２

Ｋ２０ ３１０

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５４ 舟底形石器 ９８ Ｍ２０ ２９ ２９ １１４ ２０ ４９．０ 黒曜石４ １１０８ ４５５６

Ｌ２０ Ⅰ ２

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５５ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ ３５９ ３５ １１８ ２２ ６９．１ 黒曜石４ １１２０ ４５８３

９７ Ｍ２２ １５２５

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５６ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ６９５ ３８ １３７ ３３ １６９．２ 黒曜石１ ９８５ ４２２５

Ｍ２１ ９９９

Ⅲ―３９６ ３０９ ２５７ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ３２４ ２６ ９９ １７ ３３．４ 黒曜石１ ９９９ ４２５６

Ⅲ―３９６ ３０９ ２５８ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ８４ （３０） （６１） （１７） （３１．８） 黒曜石３ ５９６９

Ⅲ―３９６ ３０９ ２５９ 舟底形石器 Ｎ１８ Ⅰ １ １７ ６１ １２ １２．５ 頁岩

Ⅲ―３９６ ３０９ ２６０ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ３７５ ２５ ８８ １５ ２３．６ 黒曜石３ ５９６９

Ⅲ―３９６ ３０９ ２６１ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ １７７９ ２５ ５８ ２０ ２１．０ 黒曜石４ １１０３ ４５５１

Ⅲ―３９６ ３０９ ２６２ 舟底形石器 ９７ Ｊ２３ ２８５ ２４ ７５ １７ ２５．７ 黒曜石１

Ⅲ―３９６ ３０９ ２６３ 舟底形石器 １００ Ｊ２０ １００ ２９ ８２ １６ ３９．５ 黒曜石４ ５８１３

Ⅲ―３９６ ３０９ ２６４ 舟底形石器 １０１ Ｍ１８ １６７９ ３６ ６０ ２２ ４２．９ 黒曜石４ ５９６８

Ⅲ―３９６ ３０９ ２６５ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ １３１２ ３５ ９６ １７ ５１．８ 黒曜石４ １０７６ ４４８２

Ｍ２２ １３１

Ⅲ―３９７ ３０９ ２６６ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ ３６５ ４２ ８４ １７ ６８．９ 黒曜石１

Ⅲ―３９７ ３１０ ２６７ 舟底形石器 ９７ Ｍ２２ ９４ ５１ １２１ ２８ １１７．４ 黒曜石５ １１３５ ４６１７

Ｍ２２ ９６

Ⅲ―３９７ ３１０ ２６８ 舟底形石器 Ｋ１９ Ⅰ ４ ５１ ９３ ４５ １７０．０ 黒曜石４ １１２０ ４５８３

Ⅲ―３９７ ３１０ ２６９ 舟底形石器 Ｊ１９ Ⅰ ９ ２６ ７３ １８ ３１．６ 黒曜石４ ５９４５

Ⅲ―３９７ ３１０ ２７０ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ２５８７ ３７ ８７ １５ ４２．８ 黒曜石４ １０７９ ４４９８

Ｋ２３ ４１２０

Ⅲ―３９８ ３１０ ２７１ 舟底形石器 １００ Ｊ１９ １８６ （６０） （８９） （３４） （１１７．５）黒曜石５ １１３４ ４６１３

Ⅲ―３９８ ３１０ ２７２ 舟底形石器 Ｌ１８ Ⅰ ２ ３８ ７４ １５ ４４．１ 黒曜石１

Ⅲ―３９８ ３１０ ２７３ 舟底形石器 ９８ Ｌ２０ ６３ ４３ ９１ ２５ ９０．７ 黒曜石１

Ⅲ―３９８ ３１０ ２７４ 舟底形石器 ９９ Ｊ２１ ３２４ ４７ １４５ ２８ １２０．１ 黒曜石１ ５８０７４

Ｋ２１ ２０５

Ⅲ―３９８ ３１０ ２７５ 舟底形石器 Ｊ２４ Ⅰ ２ ３９ １４４ ２３ １１５．５ 黒曜石１ ９８６ ４２２６

Ｋ２３ Ⅰ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２７６ 舟底形石器削片 Ｉ２２ Ⅱ ６ １４ ３ ２ ０．１ 黒曜石１

Ⅲ―３９９ ３１１ ２７７ 舟底形石器削片 Ｊ２１ Ⅱ １４ １５ ４ ４ ０．２ 黒曜石１

Ⅲ―３９９ ３１１ ２７８ 舟底形石器削片 Ｉ２１ Ⅱ ５ （１４） （４） １ （０．１） 黒曜石３

Ⅲ―３９９ ３１１ ２７９ 舟底形石器削片 Ｉ２２ Ⅱ ３ １２ ４ ２ ０．１ 黒曜石３

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８０ 二次加工ある剥片 １００ Ｋ１９ ３９１ １００ ３５ １９ ４２．１ 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ｊ１９ Ⅰ ４４

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８１ 二次加工ある剥片 ９８ Ｌ２１ ４２７ ９２ ６７ １８ ６８．０ 黒曜石３ ３２８ １６５８

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８２ つまみ付きナイフ １０１ Ｌ１９ １１ ３７ ２１ ２ ２．２ 黒曜石１ 水和層 H１７１

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８３ 石刃 Ｊ２２ Ⅰ ２３ ７０ ２１ １０ １３．２ 黒曜石１ １０２８ ４３２２

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８４ 石刃 Ｊ２２ Ⅰ １７ ６５ ３３ １１ １４．８ 黒曜石１ １００７ ４２７５

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８５ 石刃 １０１ Ｋ１９ １２６ ７３ ２７ ８ １５．３ 黒曜石１ １１５３ ４６５２

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８６ 石刃 １０４ Ｈ１８ １０４ １０４ ３１ １２ （３４．１） 黒曜石５ ９４８ ４１２５

１０３ Ｈ１８ １０６

Ｈ１８ Ⅱ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８７ 石刃 ９７ Ｍ２２ ７３０ ８８ ２２ １１ ２１．２ 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８８ 石刃 ９７ Ｋ２３ ４０９８ ８５ ３９ ９ （２１．５） 黒曜石１ ９５８ ４１５２

Ｊ２４ Ⅰ １２９

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８９ 石刃 ９７ Ｋ２４ １７５ １３１ ４１ １３ ７５．７ 黒曜石１ ９９０ ４２３０

排土 １３２

上白滝８遺跡（２）

３９４



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―３９９ ３１１ ２９０ 石刃 １００ Ｋ２０ ４６４ １３７ ４９ １７ ８４．４ 黒曜石１ ９６５ ４１７３

Ｋ２２ Ⅰ ３９

Ⅲ―４００ ３１１ ２９１ 石刃 ９７ Ｌ２２ １５１ １５５ ４６ １９ １２６．３ 黒曜石１ ９６５ ４１７３

Ｍ２１ ５３３

Ⅲ―４００ ３１１ ２９２ 石刃 ９７ Ｉ２４ ７９５ １８５ ５３ ２１ １６１．１ 黒曜石１ ９７７ ４２０７

Ｉ２４ ８９５

Ｉ２４ １０６８

９９ Ｊ２２ ２９

Ⅲ―４００ ３１２ ２９３ 石刃 １００ Ｊ１９ ４９９ （１１１） ２９ １１ （２８．８） 黒曜石１ ９６５ ４１７３

Ｉ１９ Ⅰ ４

Ⅲ―４００ ３１２ ２９４ 石刃 １００ Ｋ２０ ４９１ （７５） （４０） （１５） （３９．８） 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ⅲ―４００ ３１２ ２９５ 石刃 ９９ Ｇ２２ ３８ ９０ ２９ １４ （２３．１） 黒曜石１ ９４８ ４１２５

Ⅲ―４００ ３１２ ２９６ 石刃 ９７ Ｈ２３ ７０３ （１１） ４９ １３ （６３．６） 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ⅲ―４００ ３１２ ２９７ 石刃 Ｐ１９ Ⅰ １ １３９ ７２ ２０ １５７．８ 黒曜石１

Ⅲ―４０１ ３１２ ２９８ 石刃 ９７ Ｋ２３ ２７３３ ８９ ４２ ９ ２９．９ 黒曜石１ ９９７ ４２５１

Ｋ２３ ４０４２

Ｋ２３ ４１５６

Ⅲ―４０１ ３１２ ２９９ 石刃 ９７ Ｋ２３ １３１３ ５０ ２３ ３ ５．２ 頁岩

Ⅲ―４０１ ３１２ ３００ 石刃核 ９９ Ｊ２１ ７５６ ５３ ４９ ３１ ９０．４ 黒曜石１ １００７ ４２７５

Ⅲ―４０１ ３１２ ３０１ 石刃核 １００ Ｋ２０ ３７９ ６５ ６５ ４２ １２５．４ 黒曜石４ １１０８ ４５５６

Ⅲ―４０１ ３１２ ３０２ 石刃核 ９９ Ｉ２１ ２２５ ７２ ９７ ３９ ２７３．８ 黒曜石１ ９９７ ４２５１

Ⅲ―４０１ ３１３ ３０３ 石刃核 １０４ Ｉ１６ ５２ ８５ ８９ １２５ ９６３．１ 黒曜石５

Ⅲ―４０１ ３１３ ３０４ 石刃核 １０１ Ｍ１９ ５１１ ６５ ６２ ４２ １３２．７ 黒曜石１ １１６４ ４６７８

Ⅲ―４０１ ３１３ ３０５ 石刃核 Ｇ１６ Ⅰ １ １３４ １０２ ４２ ５８２．１ 黒曜石４

Ⅲ―４０２ ３１３ ３０６ 石刃核 ９７ Ｋ２３ ４０３１ １７０ １３８ １０ ２６６６．５ 黒曜石１ １０１５ ４２８６

Ⅲ―４０３ ３１４ ３０７ 石刃核 Ｉ２０ Ⅰ ２ ７２ ６５ ５８ ３３６．１ 黒曜石３ ９４８ ４１２５

Ⅲ―４０３ ３１４ ３０８ 石刃核 ９７ Ｋ２３ １６９１ １０５ ８７ ５１ ４６４．９ 黒曜石１ １０２８ ４３２２

Ⅲ―４０３ ３１４ ３０９ 石刃核 ９７ Ｌ２３ １７４０ １０３ ９１ ４６ ４３３．７ 黒曜石５ １１２２ ４５８６

Ⅲ―４０３ ３１４ ３１０ 石刃核 １００ Ｊ２０ ３５ ６８ ７５ ３８ １８２．１ 黒曜石１ ９９０ ４２３０

Ⅲ―４０３ ３１４ ３１１ 石刃核 ９８ Ｍ２１ ９１ ９１ ８３ ４３ ３８９．１ 黒曜石５ １１２３ ４５８８

Ⅲ―４０４ ３１４ ３１２ 石刃核 １０１ Ｎ１８ １１２０ １００ ６５ ３２ １９６．２ 黒曜石５ １１５８ ４６６３

Ⅲ―４０４ ３１４ ３１３ 石刃核 １００ Ｋ１９ ４５１ ６５ ４２ ３３ ９９．４ 黒曜石１ ９６５ ４１７４

Ⅲ―４０４ ３１５ ３１４ 石刃核 ９９ Ｉ２１ ９４４ ７１ ７２ ３８ １７３．９ 黒曜石１ １０００ ４２５７

Ⅲ―４０４ ３１５ ３１５ 石刃核 ９７ Ｌ２３ １０５０ ７５ ７２ ５２ ２１０．８ 黒曜石１ １０１６ ４２８７

Ⅲ―４０４ ３１５ ３１６ 石刃核 １００ Ｋ２０ ２０１ １０１ ６３ ５７ ２９６．７ 黒曜石１

Ⅲ―４０４ ３１５ ３１７ 石刃核 Ｉ２０ Ⅰ １ ７０ ６４ ５１ １７７．９ 黒曜石１

Ⅲ―４０５ ３１５ ３１８ 石刃核 ９７ Ｌ２１ ４１１ ３５ ４２ ２３ ３４．１ 黒曜石４ １０８９ ４５２０

Ⅲ―４０５ ３１５ ３１９ 石刃核 Ｈ２３ Ⅰ １ ５４ ５１ ４１ ９２．６ 黒曜石１

Ⅲ―４０５ ３１５ ３２０ 石刃核 ９７ Ｈ２５ ８１ ８２ ８１ ８５ ４６３．１ 黒曜石１

Ⅲ―４０５ ３１５ ３２１ 石刃核 Ｌ１８ Ⅰ ７ ５９ ５０ ３２ ９７．８ 黒曜石１ １１４０ ４６２２

Ⅲ―４０５ ３１５ ３２２ 石刃核 ９７ Ｍ２１ １０１７ ８５ ４２ ２２ ８５．６ 黒曜石４ １１２１ ４５８４

Ⅲ―４０５ ３１５ ３２３ 石刃核 Ｉ２１ Ⅰ ３ １２１ ６０ ４５ ３２３．４ 黒曜石１

Ⅲ―４０６ ３１６ ３２４ 石核 １０２ Ｈ１８ ５７ １３１ １０８ ９４ １２９２．２ 黒曜石１ １１４２ ４６２６

Ⅲ―４０６ ３１６ ３２５ 石核 １０４ Ｉ１６ ４２ ６８ ６３ ２７ １０７．１ 黒曜石１

Ⅲ―４０６ ３１６ ３２６ 石核 １０２ Ｉ１８ ６７ １３２ １５９ ９０ １８３７．０ 黒曜石３ １１６８ ４６８７

Ⅲ―４０６ ３１６ ３２７ 石核 １０１ Ｌ１９ １４１ ４４ ４７ ４０ ６８．０ 黒曜石１ １１４０ ４６２２

Ⅲ―４０７ ３１６ ３２８ 石核 ９７ Ｍ２１ ６５６ ６９ ７１ ２９ １２２．９ 黒曜石４ １０７４ ４４８０

Ⅲ―４０７ ３１６ ３２９ 石核 Ｊ２０ Ⅰ ９ ７０ ６６ ５０ ２００．４ 黒曜石１ １０３４ ４３３７

Ⅲ―４０７ ３１７ ３３０ 石核 ９７ Ｋ２３ ２７６０ ９７ １０９ １０５ １０９０．３ 黒曜石１ １０３８ ４３４７

Ⅲ―４０８ ３１７ ３３１ 石核 Ｉ２２ Ⅰ １ ６３ ６５ ３１ １３１．４ 黒曜石１ ９５８ ４１５２

Ⅲ―４０８ ３１７ ３３２ 石核 ９９ Ｉ２１ ７５７ ５５ ５４ ２８ １１１．５ 黒曜石１

Ⅲ―４０８ ３１７ ３３３ 石核 ９７ Ｊ２３ １２６２ ４９ ５４ ３１ ６５．４ 黒曜石４ １０７２ ４４６８

Ⅲ―４０８ ３１７ ３３４ 石核 ９７ Ｊ２３ １１８１ ８３ ７５ ４０ ２３８．４ 黒曜石４ １０７２ ４４６９

Ⅲ―４０８ ３１７ ３３５ 剥片 １０４ Ｈ１６ ２ ４５ ２０ ３ ３．２ 緑色泥岩

Ⅲ―４０８ ３１７ ３３６ 台石 １０５ Ｊ１４ ３６ ２４３ （１３０） １７ （６１８．９）安山岩２ ６１０３４

Ｊ１５ Ⅰ ５

Ｋ１４ Ⅰ １

－ ３１８ ３９２ 尖頭器 １０１ Ｌ１８ ５２８ １６２ ４９ １４ １０６．４ 黒曜石１ ５８２３

Ｍ１７ １５７

－ ３１８ ３９３ 尖頭器 Ｊ２０ Ⅰ １ （８９） （７７） （１４） （７０．９） 黒曜石１ １０３９ ４３４９

－ ３１８ ３９４ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ３６３ （７２） （７７） （１８） （１０２．３）黒曜石１ ９７２ ４１９７

－ ３１８ ３９５ 尖頭器 ９７ Ｌ２２ ７００ （６６） （９６） （３１） （１７０．１）黒曜石４ １１２１ ４５８４

－ ３１８ ３９６ 尖頭器 ９９ Ｇ２１ ７５ （１６０） （１１４） （５０） （６２０．９）黒曜石１ ９６２ ４１５７

Ｊ２１ ４３０

－ ３１８ ３９７ 尖頭器削片 １０１ Ｍ１８ ８７６ ５７ ９ １９ ５．９ 黒曜石１ ５８２３

掲載遺物一覧

３９５



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

－ ３１８ ３９８ 尖頭器削片 １００ Ｋ２０ ４９６ （６９） １８ １５ （１５．７） 黒曜石３ １０８７ ４５０８

Ｋ１９ Ⅰ ８

－ ３１９ ３９９ 尖頭器削片 ９７ Ｈ２３ １７０ １５９ ３１ ３８ １１５．４ 黒曜石１ ９７２ ４１９７

Ｊ２４ １３２３

－ ３１９ ４００ 尖頭器削片 Ｌ２１ Ⅰ ４１ （５５） １２ ３５ （１５．８） 黒曜石１ １０３９ ４３４９

－ ３１９ ４０１ 尖頭器削片 Ｊ２２ Ⅰ １３ （７４） （２０） １４ （１６．２） 黒曜石４ １０８７ ４５０８

－ ３１９ ４０２ 両面調整石器 ９７ Ｍ２２ １５６１ ８６ ９０ ３４ ２４１．４ 黒曜石５ １０４５ ４３６５

－ ３１９ ４０３ 両面調整石器 ９９ Ｊ２１ ６７０ １５８ １３６ ６６ １５５５．３ 黒曜石３ １１０９ ４５５７

－ ３１９ ４０４ 彫器 ９９ Ｉ２１ ８７ （４１） ２０ （６） （５．０） 黒曜石１

－ ３１９ ４０５ 彫器 ９７ Ｇ２４ ６９ ３６ ２１ ５ ４．８ 黒曜石１

－ ３１９ ４０６ 彫器 ９７ Ｉ２４ ８１０ ９９ ３３ １９ ４８．９ 黒曜石１ ５８３４

－ ３１９ ４０７ 掻器 ９７ Ｈ２３ ６６１ ５８ ２１ ７ ８．４ 黒曜石１ ５９４３

－ ３１９ ４０８ 掻器 １００ Ｊ２０ ９ ９６ ４２ １８ ５５．５ 黒曜石１

－ ３２０ ４０９ 錐形石器 １０４ Ｈ１７ ４２ ９１ （３０） １８ （２６．７） 黒曜石５ ５９４３

－ ３２０ ４１０ 削器 １０１ Ｋ１８ ７ （４８） （２３） （６） （５．２） 黒曜石１ １１５６ ４６５５

－ ３２０ ４１１ 削器 １０２ Ｉ１９ １９１ （８５） （８７） （９） （３８．７） 黒曜石４ ５８１３０

Ｉ１９ ２１８

－ ３２０ ４１２ 削器 ９７ Ｌ２２ ２８２４ ５０ ２８ ６ ９．３ 黒曜石４

－ ３２０ ４１３ 削器 ９９ Ｉ２１ ５５４ ５０ ２６ ７ ７．６ 黒曜石１ １１２２ ４５８６

－ ３２０ ４１４ 削器 Ｊ２３ Ⅰ ３ ８２ ４１ ２１ ４５．１ 黒曜石１ １１３８ ４６２０

－ ３２０ ４１５ 舟底形石器 Ｊ２１ Ⅰ ３ （１３） （４１） （５） （２．４） 黒曜石３

－ ３２０ ４１６ 舟底形石器 Ｋ１９ Ⅰ ６ ２２ ６８ ２０ ２０．１ 黒曜石４

－ ３２０ ４１７ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ ４８６ ２１ ９１ ２１ ３８．４ 黒曜石４ ５８０８７

Ｌ１９ ５２７

－ ３２０ ４１８ 舟底形石器 １０４ Ｈ１７ １ ２５ １０３ １５ ４１．４ 黒曜石４ ５８０９０

Ｉ１７ １

－ ３２０ ４１９ 舟底形石器 ９７ Ｈ２３ ６８ ２９ ８２ ２０ ４２．４ 黒曜石４

－ ３２０ ４２０ 舟底形石器 Ｏ１９ Ⅰ １ ３６ （７９） １９ （４０．９） 黒曜石１

－ ３２０ ４２１ 舟底形石器 １０１ Ｌ１８ １２４ ３１ １００ ２０ ４１．１ 黒曜石４ ５８０８８

Ｍ１８ １５３７

Ｎ１８ ６９２

－ ３２０ ４２２ 舟底形石器 １０１ Ｋ１９ ３１ ４３ １１１ ２１ ７４．４ 黒曜石４ １１７８ ４７１８

Ｍ１８ ８６８

－ ３２０ ４２３ 舟底形石器 Ｊ２０ Ⅰ ７ ２８ １３５ ３５ １３２．３ 黒曜石４

－ ３２１ ４２４ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ７５１ ３６ （７０） ２４ （５７．５） 黒曜石４ １１０６ ４５５４

－ ３２１ ４２５ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ ９ ２７ ８３ ２７ ５８．４ 黒曜石１

－ ３２１ ４２６ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ ９２ ３３ （９４） ３５ （８７．９） 黒曜石４ １１８１ ４７３０

９８ Ｍ２１ ５７４

－ ３２１ ４２７ 舟底形石器 Ｉ２３ Ⅰ ２ ２８ １００ ２１ ４６．４ 黒曜石１ ５８０７３

Ｊ２３ Ⅰ ７

－ ３２１ ４２８ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ １９１ ３８ １０７ ２４ ６３．３ 黒曜石１ １１６５ ４６８１

Ｍ１９ ３７５

－ ３２１ ４２９ 舟底形石器 １０１ Ｋ１８ ６０ ３８ ９８ ３３ １０５．９ 黒曜石４ １１７８ ４７１８

－ ３２１ ４３０ 舟底形石器 Ｋ２０ Ⅰ １０ ３７ １２ ３７ １５０．６ 黒曜石５ ５８０８９

Ｋ２０ Ⅰ ５６

Ｋ２１ Ⅰ ３

－ ３２１ ４３１ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ７４８ ４２ １３３ ４８ １９１．３ 黒曜石１ ９８４ ４２２０

Ｌ２２ Ⅰ １３

－ ３２１ ４３２ 舟底形石器 ９９ Ｋ２２ ３２０ ５４ １４４ ４０ ２０３．０ 黒曜石４ ５８０７７

９７ Ｋ２４ ８７５

－ ３２１ ４３３ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ６６０ ４０ １０３ ５５ （２０２．２）黒曜石１ １０４７ ４３６７

Ｍ２２ ８７３

Ｌ２２ Ⅰ ２５４

－ ３２２ ４３４ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ １３５ ４９ ８２ ３８ １３７．８ 黒曜石４ １１０７ ４５５５

－ ３２２ ４３５ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ ３８６ ２０ １１４ ２９ ５７．３ 黒曜石１ １１５６ ４６５５

Ｍ１８ ２４１１

－ ３２２ ４３６ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ ８ （４２） （５２） （１７） （３３．２） 黒曜石１ １００８ ４２７６

－ ３２２ ４３７ 舟底形石器 ９８ Ｌ２０ １７ （２４） （４６） （２３） （２１．７） 黒曜石５ １１２８ ４５９７

－ ３２２ ４３８ 舟底形石器 １０１ Ｎ１８ ５７ （２２） （６３） ２１ （２６．３） 黒曜石４ １１７０ ４６９２

－ ３２２ ４３９ 舟底形石器 ９７ Ｉ２４ １２８２ ２９ ６８ １４ ２４．０ 黒曜石４ １０７８ ４４９３

－ ３２２ ４４０ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ８０８ ３５ ８７ ２４ ６３．７ 黒曜石１

－ ３２２ ４４１ 舟底形石器 ９７ Ｍ２２ １１２ ３５ ９３ １９ ４６．９ 黒曜石１ ９８７ ４２２７

Ｌ２２ Ⅰ ７

－ ３２２ ４４２ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ７７８ ３５ ９４ ３３ ８５．９ 黒曜石１ ９８４ ４２２０

Ｌ２２ ２２９８

上白滝８遺跡（２）

３９６



挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

－ ３２２ ４４３ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ １９９４ ２６ ６６ ２３ ２９．０ 黒曜石１ ９８７ ４２２７

－ ３２２ ４４４ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ ４０ ２３ ５９ ２６ （３０．６） 黒曜石４ １１０７ ４５５５

－ ３２２ ４４５ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ １１ ２８ ９０ ２５ ４６．６ 黒曜石４ １１０６ ４５５４

Ｌ２２ Ⅰ ４１

－ ３２２ ４４６ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ ５３０ ３２ ９６ １９ ５１．６ 黒曜石１ ９８７ ４２２７

－ ３２２ ４４７ 舟底形石器 ９７ Ｈ２４ ９９ （３５） （１２９） ２２ （９９．０） 黒曜石４ ５８０７５

Ｉ２３ ４６７

Ｉ２４ Ⅰ １

－ ３２２ ４４８ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ５１３ ３３ １１４ ３３ ６４．９ 黒曜石１ １０４８ ４３６８

Ｌ２２ ５３９

－ ３２３ ４４９ 舟底形石器 Ｌ１７ Ⅰ １ ２８ ７７ １８ ３７．６ 黒曜石３

－ ３２３ ４５０ 舟底形石器 ９９ Ｈ２１ ６２ （２７） （４３） （１３） （１５．４） 黒曜石３ １０７８ ４４９３

－ ３２３ ４５１ 二次加工ある剥片 １０６ Ｋ１６ １８ ７５ ２８ １１ １４．３ 頁岩

－ ３２３ ４５２ 縦長剥片 １０４ Ｉ１５ １ ６７ ２５ ５ ６．７ 碧玉１

－ ３２３ ４５３ 縦長剥片 ９７ Ｈ２２ １ ６７ ２８ １８ ２６．３ 頁岩

－ ３２３ ４５４ 縦長剥片 Ｈ１５ Ⅰ １ ６５ ３１ １３ ２４．３ 珪岩

－ ３２３ ４５５ 縦長剥片 １０２ Ｉ１９ ２１７ （５８） ２２ （４） （４．４） 頁岩

－ ３２３ ４５６ 縦長剥片 ９７ Ｈ２２ １６０ （７６） ３１ １３ （１８．０） 頁岩

－ ３２３ ４５７ 縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ９０１ １４３ ４７ ２３ １１３．５ 黒曜石４ １１２１ ４５８４

Ｍ２２ １４８０

－ ３２３ ４５８ 縦長剥片 ９７ Ｌ２２ １８４９ （９９） ３１ １４ （３８．８） 黒曜石４ １１２１ ４５８４

－ ３２３ ４５９ 石刃核 １０１ Ｌ１７ １０５ ４２ ４５ ３９ ７７．３ 黒曜石１ １１６２ ４６６８

－ ３２３ ４６０ 石刃核 １０１ Ｍ１９ ２００ ６５ ４６ ３５ ８３．５ 黒曜石１

－ ３２３ ４６１ 石刃核 ９７ Ｍ２１ １０２９ ５９ ５３ ３５ １２４．５ 黒曜石１

－ ３２３ ４６２ 石刃核 １０１ Ｋ１９ ３１０ ６３ ６９ ３３ １６３．０ 黒曜石１

－ ３２３ ４６３ 石刃核 Ｍ１９ Ⅰ １６ ５８ ６４ ４０ １５６．２ 黒曜石１ １１６１ ４６６７

－ ３２３ ４６４ 石刃核 ９７ Ｍ２２ １２２５ ６５ ７８ ３９ ２０４．１ 黒曜石１

－ ３２４ ４６５ 石刃核 ９７ Ｋ２３ １９１２ ６５ ６８ ２９ １４６．９ 黒曜石１ ５８７１

－ ３２４ ４６６ 石刃核 ９９ Ｉ２２ １４３ ７８ ６９ ２８ １６０．４ 黒曜石１ ９５３ ４１３７

－ ３２４ ４６７ 石刃核 ９７ Ｌ２２ ２９４ ７３ ７８ ４４ ２３２．６ 黒曜石１ １０４７ ４３６７

Ｍ２１ ５２６

Ｍ２２ １１９７

－ ３２４ ４６８ 石刃核 ９８ Ｍ２１ ６０ ７５ ８５ ５９ ３４９．７ 黒曜石１ ９８９ ４２２９

－ ３２４ ４６９ 石刃核 Ｉ１９ Ⅰ １ ８０ ８２ ６１ ４０３．４ 黒曜石１

－ ３２４ ４７０ 石刃核 １０１ Ｌ１９ ４５６ ７７ ７０ ４３ ２２３．２ 黒曜石４ １１７０ ４６９２

－ ３２４ ４７１ 石刃核 ９７ Ｌ２３ １３４６ １０９ ７１ ４０ ２６５．０ 黒曜石１ ９９４ ４２４８

－ ３２４ ４７２ 石刃核 ９９ Ｋ２１ ２３１ ７８ ９３ ５２ ５０７．８ 黒曜石１

－ ３２５ ４７３ 石刃核 ９７ Ｎ２１ ７３ ８７ ４２ ３６ １２３．２ 黒曜石１

－ ３２５ ４７４ 石刃核 Ｌ１８ Ⅰ ６ ７５ ５９ ２２ １１９．１ 黒曜石１ １１４５ ４６３０

－ ３２５ ４７５ 石刃核 Ｌ１８ Ⅰ ４ ５０ ５３ ２６ ７７．３ 黒曜石１ １１６６ ４６８２

－ ３２５ ４７６ 石刃核 １０１ Ｍ１８ ５７２ ４６ ５５ ２６ ７３．８ 黒曜石５ １１５３ ４６５２

－ ３２５ ４７７ 石刃核 ９７ Ｍ２１ ４４８ ７１ ４７ ４０ １０８．２ 黒曜石４ １１１８ ４５７８

－ ３２５ ４７８ 石刃核 ９７ Ｍ２１ １０３９ ７６ ５７ ３８ １４２．５ 黒曜石１

－ ３２５ ４７９ 石刃核 Ｋ２３ Ⅰ ３ ６６ ５７ ４６ １６７．８ 黒曜石１ ５８７０

－ ３２５ ４８０ 石刃核 １００ Ｋ１９ ８８ ６２ ５７ ２７ ９１．０ 黒曜石１

－ ３２５ ４８１ 石刃核 １０１ Ｋ１９ ２６３ ７５ ５５ ３４ １６１．０ 黒曜石１ ９９９ ４２５６

－ ３２５ ４８２ 石刃核 １０６ Ｍ１６ ４７ ７８ ７０ ４７ ２６３．３ 黒曜石１ １１４９ ４６４０

－ ３２６ ４８３ 石刃核 ９７ Ｉ２３ ５６１ ８０ ７５ ８８ ５５０．９ 黒曜石１ ９８１ ４２１６

－ ３２６ ４８４ 石刃核 ９８ Ｍ２０ ７０ ９０ ７３ ５０ ２７９．８ 黒曜石５

－ ３２６ ４８５ 石刃核 １０１ Ｍ１７ １４３ ７７ ８６ ４７ ２９４．８ 黒曜石４ １１７８ ４７１８

－ ３２６ ４８６ 石刃核 Ｋ２１ Ⅰ ５ １０６ １２９ ６３ ９３４．９ 黒曜石１ １０４２ ４３５３

－ ３２６ ４８７ 石核 １００ Ｋ２０ ５６３ ６５ ５３ ３３ １２１．８ 黒曜石１

－ ３２６ ４８８ 石核 ９７ Ｎ２１ １０３ ７５ ７０ ２９ １５５．０ 黒曜石１ １０５０ ４３７０

－ ３２７ ４８９ 石核 ９９ Ｉ２１ １００ ７０ ７０ ５１ ２９７．９ 黒曜石１

－ ３２７ ４９０ 石核 ９７ Ｈ２２ １５７ ６２ ５０ ３０ ６８．７ 黒曜石１

－ ３２７ ４９１ 石核 ９７ Ｌ２２ １０７３ ５６ ５９ ５４ １８６．７ 黒曜石４ １０６０ ４３９８

－ ３２７ ４９２ 石核 １０１ Ｍ１８ １５５４ ５２ ３７ ３３ ６２．１ 黒曜石１ １１５６ ４６５５

－ ３２７ ４９３ 石核 １０１ Ｌ１７ ５２ ４２ ４２ ３０ ４０．１ 黒曜石４ １１８７ ４７４５

－ ３２７ ４９４ 石核 １００ Ｋ１９ １１２ ５８ ６２ ４９ １６３．５ 黒曜石１

－ ３２７ ４９５ 石核 １０１ Ｋ１９ ２２２ ７０ ７３ ３４ １９０．５ 黒曜石１

－ ３２７ ４９６ 石核 ９９ Ｋ２１ ２２９ ７８ ８４ ３６ ２５１．１ 黒曜石１ １１３８ ４６２０

－ ３２７ ４９７ 石核 １０１ Ｍ１７ １３２ ５９ ５７ ５８ １８７．７ 黒曜石５ １１３９ ４６２１

－ ３２７ ４９８ 石核 ９７ Ｉ２２ ２６４ ６４ ５６ ５３ １９６．４ 黒曜石４

－ ３２７ ４９９ 石核 Ｊ２４ Ⅰ １１ ７５ ６０ ４４ ２０２．３ 黒曜石１

－ ３２８ ５００ 石核 １０２ Ｉ１８ ６８ １０６ １３５ ７３ １０３５．６ 黒曜石５ １１４３ ４６２７

掲載遺物一覧

３９７
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－ ３２８ ５０１ 石核 １０２ Ｉ１９ ２５６ １１０ １４８ ７４ １３７０．１ 黒曜石１ １１４４ ４６２８

－ ３２８ ５０２ 石核 １０１ Ｍ１９ ２４６ ５８ ６１ ３２ １００．０ 黒曜石４ １１８４ ４７３３

－ ３２８ ５０３ 石核 Ｌ１８ Ⅰ ５ ６０ ７４ ３６ １５８．８ 黒曜石１

－ ３２８ ５０４ 石核 Ｋ２４ Ⅰ ３ ６０ ６４ ４９ ３２３．１ 黒曜石１

－ ３２８ ５０５ 石核 １０１ Ｍ１８ １１６８ ７７ ７０ ３９ １６３．６ 黒曜石１ １１６５ ４６８１

－ ３２９ ５０６ 石核 ９７ Ｍ２２ １７６０ ８０ ９７ ６２ ６２９．７ 黒曜石１ １０３０ ４３２７

－ ３２９ ５０７ 石核 Ｌ１８ Ⅰ ３ １３８ １２６ ５７ ９９５．５ 黒曜石１ １１５３ ４６５２

－ ３２９ ５０８ 石核 １０１ Ｌ１９ ４９０ ５７ ４６ ２５ ６５．９ 黒曜石４ １０７５ ４４８１

－ ３２９ ５０９ 石核 １０２ Ｈ１９ ６２ ７５ ４８ ２３ ７３．９ 黒曜石１

－ ３２９ ５１０ 石核 ９７ Ｈ２４ ３２２ （７０） （１１２） （４１） （３２１．５）黒曜石１

Ⅲ―４９６ ３９２ １ 尖頭器 １１０ Ｑ０３ ４４ （６１） １５ ４ （３．７） 黒曜石３ 水和層 H１７３

Ⅲ―４９６ ３９２ ２ 尖頭器 １１０ Ｏ０４ ３００ （７０） （３２） （８） （１８．９） 黒曜石３

Ⅲ―４９６ ３９２ ３ 尖頭器 １１０ Ｐ０４ ３３ （９７） （７５） （１７） （１３６．３）黒曜石１ １１９８ ４７７３

Ⅲ―４９６ ３９２ ４ 尖頭器 Ｑ００ Ⅰ １ ２５４ ８８ ２２ ４３２．０ 黒曜石４ ５８１４０

Ｒ－０１ Ⅰ １

Ⅲ―４９７ ３９２ ５ 尖頭器 １１０ Ｏ０４ ２７２ ２７５ ７３ ３３ ５３４．８ 黒曜石５ ５８３０

Ｏ０４ ３５９

Ｎ０４ Ⅰ １

Ⅲ―４９７ ３９３ ６ 両面調整石器 Ｑ００ Ⅰ ２ １２０ ８６ ３８ ３５４．９ 黒曜石１

Ⅲ―４９８ ３９３ ７ 両面調整石器 １１１ Ｑ０１ １ １５３ ９４ ３６ ５８９．６ 黒曜石１

Ⅲ―４９８ ３９３ ８ 彫器 １１０ Ｐ０５ ８３ ７８ ２３ ７ １１．９ 黒曜石１

Ⅲ―４９８ ３９３ ９ 彫器 １０９ Ｎ０７ ２８ ５９ ２６ １０ １３．７ 黒曜石１

Ⅲ―４９８ ３９３ １０ 掻器 １１０ Ｏ０５ １４８ ６４ ２４ １２ １３．１ 黒曜石３

Ⅲ―４９８ ３９３ １１ 掻器 １０９ Ｎ０８ ２４ （４８） ３６ ９ （１２．３） 黒曜石１ 産地分析 X１８３

Ⅲ―４９８ ３９３ １２ 削器 １０９ Ｎ０８ ２５５ （１２３） （３６） １０ （３５．４） 黒曜石１

Ⅲ―４９８ ３９３ １３ 削器 １１０ Ｑ０５ １２ ６１ ３５ １５ ２５．６ 黒曜石４ １２１１ ４８０４

Ⅲ―４９８ ３９３ １４ 舟底形石器 １０９ Ｎ０７ １０６ １３ ４６ ４ ２．８ 黒曜石４

Ⅲ―４９８ ３９３ １５ 舟底形石器 １１０ Ｏ０４ ８６ ２０ ６３ １６ １７．６ 黒曜石４ １２１１ ４８０４

Ⅲ―４９９ ３９３ １６ 舟底形石器 １１０ Ｑ０５ ９８ ２２ ７０ ２０ ２２．８ 黒曜石３ １２１７ ４８２３

Ｑ０５ １３７

Ⅲ―４９９ ３９３ １７ 舟底形石器 １１０ Ｏ０５ １２４ ３３ ７５ １９ ３７．１ 黒曜石４ １２０２ ４７８３

Ⅲ―４９９ ３９４ １８ 舟底形石器 Ｎ０４ Ⅰ ２ ３１ ９０ １８ ３９．７ 黒曜石４ １２１７ ４８２３

Ⅲ―４９９ ３９４ １９ 舟底形石器 １１０ Ｏ０４ １８５ ３０ ９７ １９ ４５．５ 黒曜石４ １２０２ ４７８３

Ⅲ―４９９ ３９４ ２０ 石刃 １０９ Ｎ０８ ４５１ ６３ ３１ １２ １５．０ 頁岩

Ⅲ―４９９ ３９４ ２１ 石刃核 １１０ Ｑ０５ １１５ ６６ ４５ ２８ ６７．４ 黒曜石４ １２０３ ４７８４

Ⅲ―４９９ ３９４ ２２ 石核 １１０ Ｎ０４ ２３３ ６７ ２８ ２９ ３９．８ 黒曜石４ １２０２ ４７８３

Ｎ０４ ２４９

Ⅲ―４９９ ３９４ ２３ 石核 １１０ Ｐ０５ ３３８ ５５ ４８ ３１ ８４．８ 黒曜石４ １２１１ ４８０４

－ ３９４ ２７ 尖頭器 １０９ Ｎ０８ １１６ （２１） （３１） （８） （４．２） めのう

－ ３９４ ２８ 削器 １１０ Ｏ０５ １０９ ７３ ５５ ２５ ７４．５ 黒曜石４ １２１６ ４８１７

Ｐ０５ １７

－ ３９４ ２９ 舟底形石器 １１０ Ｐ０５ ３１０ １８ ５０ １５ １１．１ 黒曜石４ １２１１ ４８０４

－ ３９４ ３０ 舟底形石器 １０９ Ｎ０８ １１９ ２３ ６５ ２０ ２３．８ 黒曜石１

－ ３９４ ３１ 石刃核 Ｑ０１ Ⅰ １ ５２ ３９ ３０ ５３．４ 黒曜石４

－ ３９４ ３２ 石刃核 １１０ Ｏ０４ ３７ （５４） （４９） （３１） （７６．６） 黒曜石４ １２１６ ４８１７

－ ３９４ ３３ 石刃核 １０９ Ｎ０８ ５４９ ８５ ８９ ２６ ２２１．９ 黒曜石１

－ ３９５ ３４ 石核 １０９ Ｎ０８ １６７ ５１ ６８ ５２ １４５．４ 黒曜石４

－ ３９５ ３５ 石核 １１０ Ｎ０４ １５０ １０５ １００ ６７ ５６６．４ 黒曜石４ ５８６６

－ ３９５ ３６ 石核 １０９ Ｎ０８ １２０ １１７ １３５ １０２ １５５６．９ 黒曜石４ ５８６４

Ⅲ―５１０ ３９９ １ 尖頭器 Ｌ４１ Ⅰ １ ６４ １８ ４ ３．９ 黒曜石１ 水和層 H１７２

Ⅲ―５１０ ３９９ ２ 尖頭器 外 Ｇ２９ １ １１０ ５０ １５ ７６．３ 黒曜石１

Ⅲ―５１０ ３９９ ３ 石刃 ６１ Ｐ４５ ８ １０１ ５０ １１ ４５．４ 黒曜石５ ９３３ ４０６１

Ⅲ―５１０ ３９９ ４ 石刃 Ｑ２０ Ⅰ １ １２５ ５０ １３ ８２．５ 黒曜石１

－ ３９９ ５ 削器 外 Ｐ３９ ３ ８７ ８４ ３１ ２０６．６ 黒曜石３ ５７６ ２８７９

－ ３９９ ６ 舟底形石器 外 Ｑ０９ ３ １９ ８２ ２１ ３３．５ 黒曜石４ ５８０９１

Ｒ０９ １

－ ３９９ ７ 石刃核 外 Ｒ－０２ １３０ ８２ ５７ ３９ １５９．４ 黒曜石４

－ ３９９ ８ 原石 外 Ｒ１９ １ ３７４ ３３ ２９ ３０６．３ 黒曜石１ ５８１３９

Ｒ１９ ２

Ｒ１９ ３

Ｒ１９ ４

Ⅲ―５１１ ４００ １ 削器 Ｂ調 １３ ７２ ２３ １６ ２１．１ 黒曜石４ ５５９ ２８１６

Ⅲ―５１１ ４００ ２ 舟底形石器 Ｂ調 ９ １８ （５１） １７ （１２．１） 黒曜石４ ５５９ ２８１６

Ⅲ―５１１ ４００ ３ 舟底形石器 Ｂ調 １６ ３２ ９７ ４１ ９４．２ 黒曜石４ ５７２ ２８６４

Ⅲ―５１１ ４００ ４ 石刃核 セ南３０～５１ ３ ８８ ９０ ４５ ３２２．３ 黒曜石１ ５８９ ２９１５

上白滝８遺跡（２）

３９８



表２ 上白滝８遺跡（２）掲載接合資料一覧

挿図 図版 番号 器種名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 備 考

Ⅲ―５１１ ４００ ５ 石刃核 排土 ６３ ８２ ８３ ５１ ３５８．３ 黒曜石１ ９８２ ４２１７

Ⅲ―５１１ ４００ ６ 石核 セ北１３～２９ １８ １０５ ９０ ７０ ５４７．９ 黒曜石１ １０２９ ４３２４

Ⅲ―５１２ ４００ ７ 石刃核 ボサ ６ １７５ １０６ ６０ １２７６．３ 黒曜石１ ７０１ ３２２０

Ⅲ―５１２ ４０１ ８ 石刃核 セ南３０～５１ ４ １９１ １４８ １２５ ３４０２．３ 黒曜石１ ６９１ ３１９５

Ⅲ―５１２ ４０１ ９ 石刃核 セ南３０～５１ ５ ２０８ １３５ ９３ ２９８６．０ 黒曜石１ ６９９ ３２１７

－ ４０２ １０ 両面調整石器 セ南１～３０ ３ ９２ ４６ １３ ４７．７ 黒曜石５ ５８３３

－ ４０２ １１ 削器 セ北１３～２９ ８ １０４ ７１ ３３ １９１．９ 黒曜石１ ９８６ ４２２６

－ ４０２ １２ 舟底形石器 ボサ １１ ２３ １０１ ２３ ４９．２ 黒曜石１ ９８８ ４２２８

－ ４０２ １３ 石刃核 セ北１３～２９ １６ ５４ ６３ ４３ １４２．６ 黒曜石５ １１１９ ４５７９

Ⅲ―５１３ ４０２ １ 尖頭器 ８９ Ｓ２９ １１０ １０７ ４８ ２２ ７８．３ 黒曜石１ ５９５９

Ⅲ―５１３ ４０２ ２ 尖頭器 ８９ Ｓ２９ ９５ （３２） （２９） （８） （６．４） 黒曜石１

Ⅲ―５１３ ４０２ ３ 削器 ８５ Ｏ３６ ３１ １２９ ２８ １３ １９．２ 黒曜石１ 産地分析 X１８４

Ⅲ―５１３ ４０２ ４ 尖頭器 ９０ Ｋ３３ ３０ （１３３） （３２） （１３） （２１．７） 黒曜石１ ６２１４４

Ｌ３２ １５０３

Ⅲ―５１３ ４０２ ５ 削器 ９１ Ｈ３３ ５３ １２０ ４３ １６ ２７．９ 黒曜石１ 産地分析 X１８６

Ⅲ―５１３ ４０２ ６ 削器 ９１ Ｈ３４ ５ １２２ ２２ ８ １４．０ 黒曜石１ ５８００７ 産地分析 X１８５

Ｈ３４ ４２

Ⅲ―５１３ ４０２ ７ 削器 １０９ Ｎ０８ １３０ ６８ ３５ ７ ８．６ 黒曜石１ 産地分析 X１８７

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―６２ ６７ ７１ 接合資料 ６７ ５１０．０ ２５ １ ４８９ ３５９

剥片 ６７ J３８ ２ ０．９ １

６７ L３７ １４７ ８．１ １

剥片 ６７ K３８ ５８ ９．０ １

剥片 ６７ L３７ ４９ ２３．４ １

剥片 ６７ L３７ ５０ １０．４ １

剥片 ６７ L３７ １００ １３．８ １

剥片 ６７ L３７ １１７ ２．９ １

剥片 ６７ L３７ １４８ ６．５ １

剥片 ６７ L３７ １５４ １０．３ １

剥片 ６７ L３７ １６７ １１．６ １

剥片 ６７ L３７ ２０９ ２６．４ １

剥片 ６７ L３７ ２１０ ４．０ １

剥片 ６７ L３７ ２２１ ３．０ １

剥片 ６７ L３７ ２４３ １０．３ １

L３７ Ⅱ ２８ ０．５ １

剥片 ６７ L３７ ２６６ ０．６ １

剥片 ６７ L３７ ２７１ ３．９ １

剥片 ６７ L３７ ２９１ １．０ １

Ⅲ―４９ ６５ ５８ 石核 ６７ L３７ ３３２ ３２１．６ １

剥片 ６７ L３７ ４０８ ３．２ １

剥片 ６７ L３７ ４０９ １２．７ １

剥片 ６７ L３８ ４８ ７．８ １

剥片 ６７ M３６ ５４ １５．２ １

剥片 ６７ M３６ ７０ １．０ １

剥片 ６７ M３６ ８１ １．９ １

Ⅲ―６３ ６８ ７２ 接合資料 ６６ ２８６．５ ３６ １ ４９３ ３６５

剥片 ６６ R３５ ３３ ６．７ １

剥片 ６６ R３５ ４０ ５．７ １

剥片 ６６ R３５ ９１ ５．４ １

剥片 ６６ R３５ ９２ １．８ １

剥片 ６６ R３５ ９４ ２．６ １

剥片 R３５ Ⅰ １ １．２ １

Ⅲ―４９ ６５ ６１ 石核 ６６ R３６ ３ ６５．０ １

剥片 ６６ R３６ ８ ４．９ １

剥片 ６６ R３６ ２２ ５．１ １

剥片 ６６ S３５ ２ １５．０ １

剥片 ６６ S３５ ３ ５．３ １

剥片 ６６ S３５ ９ ６．０ １

剥片 ６６ S３５ １０ ８．９ １

剥片 ６６ S３５ １１ ３．６ １

剥片 ６６ S３５ １２ １２．６ １

剥片 ６６ S３５ １３ ５．５ １

剥片 ６６ S３５ １４ ６．８ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ６６ S３５ １５ １０．２ １

剥片 ６６ S３５ １７ ７．２ １

Ⅲ―４３ ６１ １９ 裏面微細加工石器 ６６ S３５ １８ ４．６ １

剥片 ６６ S３５ １９ １１．２ １

剥片 ６６ S３５ ２１ ６．７ １

剥片 ６６ S３５ ２２ ０．６ １

剥片 ６６ S３５ ２４ ２．０ １

６６ S３６ １３１ １．１ １

剥片 ６６ S３５ ２５ ６．６ １

剥片 ６６ S３５ ２６ ５．０ １

剥片 ６６ S３５ ３２ １７．４ １

剥片 ６６ S３５ ３７ ２．７ １

剥片 ６６ S３５ ３８ ４．６ １

剥片 ６６ S３６ ６２ ３．０ １

剥片 ６６ S３６ １３２ １２．７ １

剥片 ６６ S３６ １９２ ８．０ １

剥片 ６６ S３６ ２５４ ７．６ １

剥片 ６６ S３６ ２５８ ８．４ １

剥片 S３６ Ⅰ ９ ４．８ １

Ⅲ―６４ ６８ ７５ 接合資料 ６６ ５９６．８ ５６ １ ４９７ ３７０

剥片 ６６ R３６ ５ ２３．９ １

６６ S３６ １０３ ２．５ １

剥片 ６６ R３６ ９ １１．２ １

剥片 ６６ R３６ ２３ ３．８ １

６６ S３６ １８６ １３．６ １

６６ S３６ ２２０ １４．８ １

剥片 ６６ S３６ ２ １．７ １

６６ S３６ ２０ ２８．３ １

６６ S３６ １１９ １７．８ １

６６ S３６ １６９ １３．３ １

６６ S３６ ２３１ ４．８ １

剥片 ６６ S３６ １４ ３．５ １

剥片 ６６ S３６ １７ ５．９ １

６６ S３６ ４４ ９．０ １

剥片 ６６ S３６ １９ ５．５ １

Ⅲ―５０ ６５ ６２ 石核 ６６ S３６ ２４ ３．６ １

６６ S３６ ２９ ３１．５ １

６６ S３６ ８２ ３．０ １

６６ S３６ １８３ ２８．３ １

剥片 ６６ S３６ ４２ ４．１ １

剥片 ６６ S３６ ４３ １．９ １

６６ S３６ ２４５ １．３ １

剥片 ６６ S３６ ５４ ４．９ １

６６ S３６ １３３ １．３ １

掲載遺物一覧

３９９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―４９ ６５ ５６ 石核 ７０ Ｉ２８ ５０ ７４．０ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ５３ ３２．０ １

７０ Ｉ２８ ６１ １．３ １

７０ Ｉ２８ ６２ ２．１ １

７０ Ｉ２８ ６４ １４．１ １

７０ Ｉ２８ ６５ ７．７ １

７０ Ｉ２８ ７６ ３．０ １

７０ Ｉ２８ １２２ ６．８ １

７０ Ｉ２８ ２０４ ３．３ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ５４ ３．９ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ５６ ２．６ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ６０ １．９ １

Ⅲ―４４ ６１ ２６ 二次加工ある剥片 ７０ Ｉ２８ ６６ ２．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ７０ １．７ １

７０ Ｉ２８ １５０ ９．８ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ７１ １６．７ １

７０ Ｉ２８ １３９ １３．１ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ７２ ４．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ７５ １．６ １

Ⅲ―４８ ６５ ５３ 石核 ７０ Ｉ２８ ７８ １３３．６ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ８０ ３．８ １

７０ Ｉ２８ １２８ ３．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ８４ １６．８ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ８５ ２．８ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ８６ ７．１ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ９０ ３．７ １

７０ Ｉ２８ １６９ ３．５ １

Ⅲ―４３ ６１ １０ 裏面微細加工石器 ７０ Ｉ２８ ９１ ４．９ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ９２ ６．１ １

Ⅲ―４４ ６１ ２８ 二次加工ある剥片 ７０ Ｉ２８ ９７ １５．１ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １０２ ７．４ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １０４ ７．８ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １０７ ４．１ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １０９ ３６．３ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １１２ ３．２ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １１３ ５．４ １

７０ Ｉ２８ １１４ ２．４ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １１７ １１．７ １

Ⅲ―４３ ６１ １５ 裏面微細加工石器 ７０ Ｉ２８ １１８ ６４．０ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １２０ ２．３ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １２３ １．５ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １２４ ５．４ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １２５ １．５ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １２７ ５０．１ １

Ⅲ―４５ ６３ ３４ 削器 ７０ Ｉ２８ １３１ １５．５ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １３２ ２．６ １

７０ Ｉ２８ １７４ ５．６ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １３５ ３．３ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １３８ ２．９ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １４０ １０．６ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １４４ １０．３ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １４９ １０．９ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １５５ ４．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １５７ ５．２ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １６０ １１．２ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １６４ １２．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １６５ １４．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １７２ ２１．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １７３ ３．５ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １８２ ２．０ １

Ⅲ―４７ ６５ ５０ 石核 ７０ Ｉ２８ １８７ ８８．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ １９５ １．８ １

７０ Ｉ２９ １８ ０．９ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ２０２ ６．８ １

― ６７ ８６ 接合資料 ６６ ３５８．０ ６ １ ５００ ３７４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ６６ Ｓ３６ ６０ ３．０ １

６６ Ｓ３６ １６７ ６．２ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ６１ ５．８ １

６６ Ｓ３６ ２０５ ２６．７ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ７０ ５．８ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ７４ ９．９ １

６６ Ｓ３６ １０５ ８．７ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ７５ ９．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ７６ ９．０ １

６６ Ｓ３６ １８４ ４．０ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ９８ ８．４ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １０４ ２．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １０８ １９．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １１２ ３．２ １

６６ Ｓ３６ ２１７ ２１．２ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １２２ ３．２ １

Ⅲ―５０ ６５ ６３ 石核 ６６ Ｓ３６ １３５ ６６．７ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １４４ ２２．８ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １５０ ３．８ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １５２ １７．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １５３ ２２．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １５５ ３．７ １

６６ Ｓ３６ １５７ ３．４ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １６６ ０．９ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １７３ ４．５ １

６６ Ｓ３６ １９８ １．０ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １８０ ２７．９ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２０６ ３．９ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２０８ ３．８ １

６６ Ｓ３６ ２１６ １．０ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２２５ １６．４ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２２７ １０．４ １

Ⅲ―６６ ６９ ７８ 接合資料 ７０ １３４０．２ ９６ １ ６７５ ４６８

剥片 ７０ Ｈ２８ ６ ２．７ １

７０ Ｈ２９ １４ ４．１ １

７０ Ｉ２８ １１１ １３．２ １

７０ Ｉ２８ １１５ １４．９ １

７０ Ｉ２８ １３３ ３．３ １

剥片 ７０ Ｈ２９ ５ ３３．９ １

剥片 ７０ Ｈ２９ ６ ８．６ １

剥片 ７０ Ｈ２９ ７ ７．９ １

Ⅲ―４４ ６１ ２４ 二次加工ある剥片 ７０ Ｈ２９ ８ １５．９ １

剥片 ７０ Ｈ２９ ９ ２．５ １

７０ Ｉ２９ １７ ２．９ １

剥片 ７０ Ｈ２９ １７ １３．２ １

Ⅲ―４８ ６５ ５１ 石核 ７０ Ｈ２９ １９ ５６．１ １

剥片 ７０ Ｈ２９ ２９ ０．９ １

７０ Ｉ２８ １２９ ４．２ １

７０ Ｉ２８ １６７ ５．１ １

剥片 ７０ Ｉ２７ ２ ６．６ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ３０ ２２．９ １

Ⅲ―４９ ６５ ５９ 石核 ７０ Ｉ２８ ３２ １２．６ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ３３ ２．４ １

７０ Ｉ２８ ３５ ２．１ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ３４ １２．９ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ３６ ５１．６ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ３８ ２８．７ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ４１ ６．９ １

Ⅲ―４６ ６３ ４５ 石核 ７０ Ｉ２８ ４２ ８３．５ １

Ⅲ―４５ ６３ ３８ 石核 ７０ Ｉ２８ ４３ １２．４ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ４４ ６．０ １

７０ Ｉ２８ １００ ２．４ １

７０ Ｉ２８ １０１ １４．８ １

剥片 ７０ Ｉ２８ ４８ ３４．４ １

Ⅲ―４３ ６１ ５ 裏面微細加工石器 ７０ Ｉ２８ ４９ ７．８ １

上白滝８遺跡（２）

４００



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―４５ ６３ ３５ 削器 ６６ Ｒ３６ １５ ３８．３ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １６ ４６．８ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １７１ １２．５ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２５０ ２．３ １

Ⅲ―５０ ６６ ６５ 石核 ６６ Ｓ３６ ２５２ １１５．３ １

６６ Ｓ３６ ２５５ １４２．８ １

― ７０ ８７ 接合資料 ６６ ７３．７ １４ １ ４９２ ３６４

Ⅲ―４９ ６５ ６０ 石核 ６６ Ｓ３５ ２０ ３０．１ １

Ⅲ―４３ ６１ ６ 裏面微細加工石器 ６６ Ｓ３５ ２３ ３．６ １

剥片 ６６ Ｓ３５ ４２ ２．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １ ３．３ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ３１ ７．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ３６ ４．１ １

Ⅲ―４３ ６１ ４ 裏面微細加工石器 ６６ Ｓ３６ ４０ ３．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ４８ ６．０ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ９７ １．７ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １２３ ２．８ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １８１ １．２ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １９０ ２．４ １

Ｓ３６ Ⅰ ７ １．４ １

Ⅲ―４３ ６１ ３ 裏面微細加工石器 Ｓ３６ Ⅰ ６ ３．３ １

― ７１ ８８ 接合資料 ６７・６９ ８８８．０ １２ １ ４８８ ３５８

剥片 ６９ Ｉ３４ １８２ ６９．６ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ８３ １１．７ １

剥片 ６７ Ｋ３８ ４８ ２５．７ １

Ⅲ―５１ ６６ ６７ 石核 ６７ Ｌ３６ １０３ ２６４．９ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ４３ ３．０ １

６７ Ｌ３７ １１８ １４．１ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ５６ ８．４ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １７ １３．３ １

６７ Ｌ３８ ２７ ４．６ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １４２ １７．２ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ２９７ ７．３ １

Ⅲ―５２ ６６ ６８ 石核 ６７ Ｌ３７ ４２３ ４４８．２ １

― ７１ ８９ 接合資料 ６９ ８４４．６ ５１ １・５ ５０４ ３８８

剥片 ６９ Ｈ３５ １００ １０．３ １

６９ Ｈ３５ １０８ ８．８ １

剥片 ６９ Ｈ３５ １１３ ２１．１ ５

剥片 Ｈ３５ Ⅰ ５ ２．０ １

６９ Ｉ３５ ３４ ２．２ １

６９ Ｉ３５ １０６ ３．８ １

６９ Ｉ３５ １２４ ８．０ １

６９ Ｉ３５ １２５ ５．０ １

剥片 Ｈ３５ Ⅰ ９ ２．１ １

剥片 Ｈ３５ Ⅰ １０ ２０．４ １

剥片 Ｈ３６ Ⅰ ４ ４．３ １

６９ Ｉ３５ ５６ ６．１ １

６９ Ｉ３５ １０７ １３．３ １

６９ Ｉ３５ １２３ ８．５ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ６ １．７ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ８ １６．９ １

６９ Ｉ３５ １４５ ２．８ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １４ １．１ １

６９ Ｉ３５ １４１ ３．５ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １８ １．８ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ３１ ７．３ １

６９ Ｉ３５ ５３ １０．３ １

６９ Ｉ３５ １７２ ３６．５ １

６９ Ｉ３５ １７３ ３．０ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ３３ ２５．８ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ３８ １．６ １

６９ Ｉ３５ ４４ ８．５ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ３９ ６．３ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ４１ ２．１ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ４６ ４．９ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ６９ Ｉ３５ ４７ １７．５ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ６０ ２３．５ １

６９ Ｉ３５ ８６ ２６．９ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ６１ ２７．７ １

６９ Ｉ３５ １７５ １．８ １

Ⅲ―５１ ６６ ６６ 石核 ６９ Ｉ３５ ６７ ３４３．０ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ８０ １．７ １

Ⅲ―４５ ６３ ３９ 石核 ６９ Ｉ３５ ８５ ２３．０ １

剥片 ６９ Ｉ３５ ８８ １７．０ １

６９ Ｉ３５ １０９ ８．９ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １０５ ２２．４ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １２７ ２．８ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １３０ １．０ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １３７ ３．３ １

６９ Ｉ３５ １５９ １６．３ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １６０ １．９ １

６９ Ｉ３５ １６１ １３．３ １

６９ Ｊ３５ ４ ３．７ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １６６ ３．３ １

剥片 ６９ Ｉ３５ １６７ ２０．０ １

剥片 ６９ Ｊ３５ １０ １５．６ １

― ７２ ９０ 接合資料 ６６・６７・７０ １８６１．９ ７９ １ ４９０ ３６０

Ⅲ―４５ ６２ ３１ 掻器 ７０ Ｉ２８ １２１ ５４６．５ １

Ⅲ―４７ ６４ ４８ 石核 ６７ Ｊ３７ ６５ ３２３．４ １

剥片 Ｋ３８ Ⅰ １ ３．４ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １０ ３．４ １

６７ Ｌ３７ ７７ １．１ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １１ ４．０ １

６７ Ｌ３７ ５１ １．４ １

Ｌ３８ Ⅱ ３ ０．６ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ３７ ４．９ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ４４ ２．２ １

Ｌ３７ Ⅱ ４５ ０．３ １

６７ Ｍ３６ ５５ ９．１ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ７６ ３．４ １

Ⅲ―４３ ６１ ２０ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ １１５ ２．０ １

６７ Ｌ３８ ６ １．８ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １２１ ８．４ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １３０ １．０ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １４５ １．６ １

６７ Ｌ３７ １４６ ３．２ １

６７ Ｌ３７ ２１８ ８．５ １

Ｌ３７ Ⅱ ２０ ０．５ １

Ｍ３７ Ⅱ ２ １．４ １

Ⅲ―４４ ６１ ２５ 二次加工ある剥片 ６７ Ｌ３７ １５０ ２３．４ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １５１ ８．９ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １５２ １．９ １

Ｌ３７ Ⅱ ２２ ０．４ １

剥片 ６７ Ｌ３７ １６８ ２１．９ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ２５１ １２．７ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ２６４ ２６．６ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ２９２ １．１ １

Ⅲ―５０ ６５ ６４ 石核 ６７ Ｌ３７ ２９３ １３４．０ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ３０２ １．６ １

Ⅲ―４３ ６１ １２ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ ３０３ １２．２ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ３６５ ８．３ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ３６７ ９．０ １

Ｌ３７ Ⅱ ２５ ０．３ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ３６８ ７．７ １

剥片 ６７ Ｌ３７ ３９０ １２．７ １

Ⅲ―４３ ６１ ２１ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ ３９８ ７．０ １

６７ Ｌ３７ ４１８ １１．６ １

Ⅲ―４３ ６１ １３ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３７ ４０６ ２３．４ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ６ １３．５ １

Ｌ３７ Ⅱ ９ １．０ １

掲載遺物一覧

４０１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｌ３７ Ⅱ １８ １．８ １

Ｍ３７ Ⅱ ３ ２．２ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ １９ １．９ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ２１ ０．６ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ２３ １．１ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ３１ ０．６ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ３３ ０．６ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ３５ ０．５ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ３９ ０．３ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ４０ ０．４ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ４１ ０．４ １

Ｌ３７ Ⅱ ４２ ０．２ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ４４ ０．２ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ４６ ０．２ １

剥片 ６７ Ｌ３８ ２０ ２．９ １

― ７４ ９４ 裏面微細加工石器 ６７ Ｌ３８ ６６ ２．０ １

Ⅲ―４５ ６３ ３６ 縦長剥片 ６７ Ｌ３８ １００ １４．２ １

剥片 ６７ Ｌ３８ １１１ ３．８ １

剥片 Ｍ３７ Ⅱ １０ １．２ １

剥片 Ｍ３７ Ⅱ １１ ０．５ １

Ⅲ―４６ ６４ ４７ 石核 Ｑ３７ Ⅰ ２ ３０９．３ １

Ⅲ―４５ ６３ ３７ 石核 Ｒ３７ Ⅰ １ ７．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １０ １．５ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２１ １．９ １

６６ Ｓ３６ ２６ ７．１ １

６６ Ｓ３６ １３７ ０．７ １

６６ Ｓ３６ ２０４ ９．７ １

６６ Ｓ３６ ２０７ ３．５ １

６６ Ｓ３６ ２１０ ５６．９ １

６６ Ｓ３６ ２２１ ５０．８ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２３ ２３．１ １

６６ Ｓ３６ １７６ ５１．６ １

６６ Ｓ３６ １９７ ２．１ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １０１ ２．６ １

Ⅲ―４８ ６５ ５５ 石核 ６６ Ｓ３６ ２２２ ２５．９ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２４８ ０．７ １

― ７４ ９５ 接合資料 ６６ ２４５１．５ ５７ １ ４９９ ３７３

剥片 ６６ Ｑ３７ ４ ３５．７ １

剥片 ６６ Ｑ３７ １５ １４９．５ １

剥片 ６６ Ｒ３６ ２ ４．６ １

剥片 ６６ Ｒ３６ ４ １７０．４ １

剥片 ６６ Ｒ３６ １９ ２．５ １

剥片 ６６ Ｒ３６ ２５ ６．１ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ４５ １１．７ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ５３ １１．７ １

６６ Ｓ３６ １１３ １３．５ １

６６ Ｓ３６ １１４ ４５．９ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ５５ １．８ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ５７ ０．７ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ５９ ３．６ １

６６ Ｓ３６ ８４ ５．４ １

６６ Ｓ３６ ８６ ８．８ １

６６ Ｓ３６ ８７ ６１．７ １

６６ Ｓ３６ １０２ １１．７ １

６６ Ｓ３６ ２１５ ２．４ １

６６ Ｓ３６ ２１８ １７．０ １

６６ Ｓ３６ ２３５ ３３．５ １

６６ Ｓ３６ ２４０ ２３．９ １

６６ Ｓ３６ ２５９ ２．３ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ６９ ３．７ １

６６ Ｓ３６ ７１ ２．３ １

６６ Ｓ３６ ７２ １．７ １

６６ Ｓ３６ ８５ ２４．１ １

６６ Ｓ３６ ９９ １０６．９ １

６６ Ｓ３６ １００ １２．６ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

６６ Ｓ３６ １３８ ２．２ １

６６ Ｓ３６ ２３８ ３．０ １

― ７５ ９７ 石核 ６６ Ｓ３６ ８３ １１８．２ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １０７ ６．０ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １１１ ５．８ １

６６ Ｓ３６ １１７ ４．６ １

６６ Ｓ３６ １４７ ７．５ １

６６ Ｓ３６ １４８ ６５．１ １

６６ Ｓ３６ １９９ ４．１ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １１５ ８．３ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １１６ ８．０ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １２１ １６０．７ １

６６ Ｓ３６ １７０ ２６．７ １

Ｓ３６ Ⅰ １ １２５．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １３４ ２．３ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １３６ １１．３ １

Ⅲ―５２ ６６ ７０ 石核 ６６ Ｓ３６ １４３ ４５９．４ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １６３ ９３．３ １

６６ Ｓ３６ １６８ １０．９ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １７７ １．３ １

Ⅲ―５２ ６６ ６９ 石核 ６６ Ｓ３６ １８２ ４９３．３ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １９３ １２．８ １

６６ Ｓ３６ ２００ １．７ １

６６ Ｓ３６ ２０１ ３．０ １

剥片 ６６ Ｓ３６ １９４ ０．６ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２２４ ０．９ １

剥片 ６６ Ｓ３６ ２３７ ８．５ １

剥片 Ｓ３６ Ⅰ ３ ２７．２ １

剥片 Ｓ３６ Ⅰ ５ ３．５ １

Ⅲ―７５ ７６ ６ 接合資料 ７１・外 １３１４．２ ２１ ２ ５０９ ３９８

剥片 Ｏ２７ Ⅰ ２０ １０６．６ ２

剥片 ７１ Ｐ２５ １０４ ８３．８ ２

Ⅲ―７２ ７６ ３ 二次加工ある剥片 ７１ Ｐ２５ １４７ １１４．１ ２

剥片 ７１ Ｐ２５ ４１５ ８９．３ ２

剥片 ７１ Ｐ２６ １０８ １０３．８ ２

剥片 ７１ Ｐ２６ １２６ ２７．７ ２

剥片 ７１ Ｐ２６ １９０ ２６．７ ２

剥片 ７１ Ｐ２７ ８１ ３４．５ ２

７１ Ｒ２５ １ ２．０ ２

７１ Ｓ２５ ２ １６．２ ２

剥片 Ｐ２７ Ⅰ ８ ２７．４ ２

７１ Ｓ２５ １ ４４．６ ２

Ⅲ―７２ ７６ ２ 二次加工ある剥片 ７１ Ｑ２４ １ ８１．２ ２

７１ Ｒ２５ ２６ ２．０ ２

剥片 ７１ Ｑ２５ ３６ ２３．２ ２

７１ Ｑ２６ ７１ ２５．８ ２

Ⅲ―７２ ７６ ５ 石核 ７１ Ｒ２５ ３３ １００．９ ２

剥片 ７１ Ｒ２６ ２ １２７．６ ２

剥片 Ｓ２９ Ⅰ ５ ３．７ ２

剥片 外 Ｓ３０ ２３ ２０６．１ ２

剥片 排土 １２６ ６７．０ ２

Ⅲ―１０３ ８８ ８８ 接合資料 ７３・７４・７５・７７・７８ ７１８．２ ２２ １・５ ５３３ ４３６

Ⅲ―８３ ８２ ５１ 掻器 ７３ Ｊ１４ １１５ ８４．４ ５

剥片 ７４ Ｋ１３ ３ ９．６ ５

７４ Ｌ１３ １９ ６１．１ ５

剥片 ７４ Ｌ１３ ２ １２．７ ５

Ⅲ―７６ ７７ １０ 掻器 ７８ Ｎ０８ ３２ １９．９ ５

Ⅲ―８２ ８１ ４８ 掻器 ７８ Ｎ０８ ４１ １６．６ ５

７８ Ｎ０８ ３４７ ５．８ ５

剥片 ７８ Ｎ０８ １５０ ２０．７ ５

７８ Ｎ０８ １７１ ２５．０ ５

剥片 ７８ Ｎ０８ １５５ ９．６ ５

Ⅲ―８０ ７９ ３４ 掻器 ７８ Ｎ０８ ２１５ ７４．０ ５

Ⅲ―８０ ７９ ３１ 掻器 ７７ Ｐ１０ ８ ４７．６ ５

Ⅲ―８４ ８２ ５６ 掻器 ７７ Ｐ１０ １２ ５．０ ５

上白滝８遺跡（２）

４０２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

７７ Ｐ１１ ３ ６９．１ ５

掻器 ７７ Ｐ１０ ３２ ５７．９ ５

剥片 ７５ Ｒ１４ １２ １８．５ １

Ⅲ―７９ ７９ ２５ 掻器 ７７ Ｐ１０ ４４ ４６．１ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ７９ １．６ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ９２ ０．７ １

剥片 ７７ Ｑ１０ ９ ４．３ ５

剥片 ７７ Ｑ１０ ４０ ４０．０ ５

剥片 ７７ Ｑ１０ ６６ ８８．０ ５

Ⅲ―１０６ ８９ ９３ 接合資料 ７５・７７ ５０８．１ １４ １・５ ５３３ ４３７

剥片 ７７ Ｎ０９ ３ １８．３ ５

７７ Ｐ１０ ３ ４．６ ５

７７ Ｑ１０ ２６ ３．６ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ４ ３３．０ ５

Ⅲ―８５ ８３ ６６ 石核 ７７ Ｐ１０ １９ ２９６．４ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ６１ １５．３ ５

７７ Ｐ１０ ６２ ６．２ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ８２ １７．９ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ８６ ６７．７ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ８８ １．０ １

７７ Ｑ１０ ６８ ３．９ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ９６ １．０ １

剥片 ７７ Ｑ１０ ４９ ２２．７ １

剥片 ７５ Ｑ１５ ２ １６．５ １

Ⅲ―１０７ ９０ ９４ 接合資料 ７６・７７・外 ２２６４．３ ３５ １ ５３２ ４３２

剥片 ７６ Ｌ１０ ３０ ２３３．７ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ２ ３４．７ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ２２ １５８．５ １

７７ Ｑ１０ ４７ ２４．５ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ２８ ４．０ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ２９ ６．６ １

７７ Ｐ１０ ３１ ３．７ １

７７ Ｑ１０ ３８ ７．１ １

７７ Ｑ１０ ５７ ３．３ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ４７ ５１．３ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ４８ ３２．４ １

７７ Ｐ１０ ９７ １．６ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ４９ ９．９ １

剥片 ７７ Ｐ１０ ６３ １１７．２ １

Ⅲ―８７ ８５ ７４ 石核 ７７ Ｐ１０ ８４ ２０．５ １

７７ Ｒ１０ １２ １５０．７ １

剥片 ７７ Ｐ１０ １０２ １２．６ １

剥片 ７７ Ｐ１１ ６ ２．６ １

剥片 ７７ Ｑ１０ ７ ７９．８ １

剥片 ７７ Ｑ１０ １８ ８３．５ １

７７ Ｑ１０ ２３ ８．２ １

剥片 ７７ Ｑ１０ ２１ ４６．９ １

剥片 ７７ Ｑ１０ ２４ １１．９ １

Ｑ１０ Ⅰ ５ ５５．０ １

剥片 ７７ Ｑ１０ ４２ ７．９ １

７７ Ｒ１１ １ ７７．９ １

Ⅲ―８０ ８０ ３６ 掻器 ７７ Ｑ１０ ４４ ６９．９ １

Ⅲ―８６ ８４ ７１ 石核 ７７ Ｑ１０ ５２ ５６２．６ １

剥片 ７７ Ｑ１０ ７５ １２．２ １

剥片 ７７ Ｒ１０ ９ ２１．０ １

剥片 ７７ Ｒ１０ １４ ２２．２ １

剥片 ７７ Ｒ１０ １５ ２５．９ １

Ⅲ―７８ ７８ １８ 掻器 ７７ Ｒ１０ １７ ３７．０ １

７７ Ｒ１１ ３ ２４２．７ １

剥片 外 Ｒ１８ １ ２４．８ １

Ⅲ―１１１ ９２ １００ 接合資料 ７７ ７１８．６ １２ １・５ ５２３ ４２０

剥片 ７７ Ｏ０９ １ ２６．９ ５

７７ Ｏ０９ ６ ４１．５ ５

剥片 ７７ Ｏ１０ ５ ４．３ １

剥片 ７７ Ｏ１０ ７ ２５．３ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ７７ Ｏ１０ ９ ０．７ ５

剥片 ７７ Ｏ１０ １２ １５．５ １

剥片 Ｏ１０ Ⅰ ４ ４５．０ ５

Ⅲ―８９ ８７ ８４ 石核 ７７ Ｐ１０ １７ ４６３．８ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ３０ １６．５ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ６４ １５．９ ５

剥片 ７７ Ｐ１０ ７１ ５１．５ ５

剥片 ７７ Ｐ１１ １ １１．７ ５

Ⅲ―１１２ ９３ １０１ 接合資料 ７６ ５２７．９ ９ １ ５４３ ４５７

剥片 ７６ Ｌ１０ ７ １３．６ １

７６ Ｍ１０ ３３ ７０．３ １

剥片 Ｌ１０ Ⅰ ３ ２０．０ １

７６ Ｍ１０ １８ １４．０ １

剥片 ７６ Ｍ１０ １４ ２３．４ １

Ⅲ―８７ ８６ ７７ 石核 ７６ Ｍ１０ １９ ２９７．７ １

Ⅲ―７６ ７７ ３ 二次加工ある剥片 ７６ Ｍ１０ ３２ ５３．０ １

剥片 ７６ Ｍ１０ ３４ １８．０ １

剥片 Ｍ１０ Ⅰ ２ １７．９ １

― ９３ １１６ 接合資料 ７４ ２８３．４ １４ １・５ ５１５ ４０７

剥片 ７４ Ｋ１２ ６ ３．３ １

７４ Ｍ１３ ６ １．２ ５

剥片 ７４ Ｌ１２ １４ １．４ ５

剥片 ７４ Ｌ１３ ４ ２．４ ５

Ⅲ―７８ ７８ １９ 掻器 ７４ Ｌ１３ １０ ３８．０ ５

Ⅲ―８２ ８１ ４４ 掻器 ７４ Ｌ１３ １２ １６．０ ５

剥片 ７４ Ｌ１３ １６ ６．８ ５

７４ Ｍ１３ ５ ２．７ ５

剥片 ７４ Ｌ１３ ２０ ３２．３ ５

剥片 Ｌ１３ Ⅰ １ １５．５ ５

剥片 ７４ Ｍ１３ ４ ９．３ ５

剥片 ７４ Ｍ１３ ８ １０２．６ ５

剥片 ７４ Ｍ１３ １２ ４０．９ ５

剥片 ７４ Ｍ１３ １７ １１．０ ５

― ９４ １１７ 接合資料 ７５・７９ ３１９．２ １８ １・５ ５３９ ４４９

剥片 ７９ Ｏ０３ １１ ４．９ １

７９ Ｐ０３ １３５ ２８．６ １

７９ Ｐ０４ １０６ ７．４ １

剥片 ７９ Ｐ０３ １２４ １３．６ １

７９ Ｐ０３ １３１ １９．７ １

剥片 ７９ Ｐ０４ ７３ ２．０ １

７９ Ｐ０４ ９３ ５．３ １

剥片 ７９ Ｐ０４ ７８ ３８．６ １

剥片 ７９ Ｐ０４ ８７ ２６．３ １

剥片 ７９ Ｐ０４ ８８ ３４．２ １

剥片 ７９ Ｐ０４ ９０ １．７ １

剥片 ７９ Ｐ０４ ９６ １１．２ １

７９ Ｐ０４ １１０ ８．６ １

剥片 ７９ Ｐ０４ １０７ ５６．４ １

剥片 ７５ Ｑ１４ ４ ２３．８ １

剥片 ７５ Ｒ１２ ２ １１．２ ５

剥片 ７５ Ｒ１４ ４ １．５ １

７５ Ｒ１４ ８ ２４．２ １

― ９４ １１８ 接合資料 ７６ ９５２．６ ３ １ ５０７ ４４６

剥片 ７６ Ｍ１０ ２０ ４６６．１ １

剥片 ７６ Ｍ１０ ２４ ２０．７ １

剥片 ７６ Ｍ１０ ２９ ４６５．８ １

― １１０ ２３８ 接合資料 ８１・８２・８３・８６ ３２６５．０ ３６４ ３・４ ５５１ ２８０７

Ⅲ―１１５ ９５ １１ 尖頭器 ８２ Ｊ３９ ３ １１２．０ ４

剥片 ８１ Ｊ４１ １ ２．６ ４

８１ Ｋ４０ １３９ １２．２ ４

剥片 ８１ Ｊ４１ ６ １．４ ４

８１ Ｌ４０ ３４２ ９．３ ４

剥片 ８１ Ｊ４１ ８ ３．３ ４

８１ Ｊ４１ ９ ４．７ ４

剥片 ８１ Ｊ４１ １１ １．０ ４

掲載遺物一覧

４０３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｊ４１ Ⅱ １ ０．３ ４

８１ Ｌ４０ ３２８ １．７ ４

剥片 Ｊ４１ Ⅱ ２ １．０ ４

剥片 Ｊ４１ Ⅱ ３ ０．７ ４

８１ Ｋ４０ ２０８ １．２ ４

剥片 Ｊ４１ Ⅱ ４ ０．８ ４

８１ Ｋ４０ ３４６ １．８ ４

剥片 Ｊ４１ Ⅱ ５ ０．９ ４

８１ Ｋ４０ １９３ ３．３ ４

剥片 Ｊ４１ Ⅱ ６ ０．８ ４

剥片 ８２ Ｋ３８ ６０ ５．１ ４

剥片 ８２ Ｋ３９ １ ２．２ ４

Ｋ４０ Ⅱ ３１ ０．９ ４

８１ Ｌ４０ １３２ ５．３ ４

８１ Ｌ４０ １８９ ５．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １ ７．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２ １０．２ ４

８１ Ｋ４０ １５ ５．１ ４

Ｋ４０ Ⅰ １ ２０．３ ４

Ｋ４０ Ⅰ ７ １．０ ４

８１ Ｌ４０ ２１７ １．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３ １．６ ４

８１ Ｌ４０ ４４ ２．５ ４

８１ Ｌ４０ ９９ ０．７ ３

８１ Ｌ４０ １０７ １．４ ４

８１ Ｌ４０ １１２ １９．９ ４

８１ Ｌ４０ ２８１ ３１．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４ ２．５ ４

８１ Ｌ４０ ３７０ ７．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １０ ２．７ ４

８１ Ｋ４０ ９５ １３．４ ４

８１ Ｋ４０ １４８ ６．６ ４

８１ Ｋ４０ ２０３ ８．１ ４

８１ Ｋ４０ ２５２ ９．２ ４

８１ Ｋ４０ ２５３ １４．６ ４

８１ Ｋ４０ ２９９ ３．０ ４

Ｋ４０ Ⅰ ６ １．５ ４

Ｋ４０ Ⅱ １９ ０．９ ４

Ｋ４０ Ⅱ ２９ ０．９ ４

Ｋ４０ Ⅱ ３３ ０．８ ４

Ｋ４０ Ⅱ ３４ ０．８ ４

８１ Ｌ４０ １４ ２３．０ ４

８１ Ｌ４０ １６９ ３．２ ４

８１ Ｌ４０ ２４５ ４．４ ４

８１ Ｌ４０ ２９８ ０．７ ４

８１ Ｌ４０ ３４８ １３．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １６ ３．０ ４

８１ Ｋ４０ １７ ４．１ ４

８１ Ｋ４０ ２５７ ２８．６ ４

８１ Ｋ４０ ３６６ ０．９ ４

Ｋ４０ Ⅱ ４１ ０．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２５ １．５ ４

８１ Ｋ４０ ２３１ １．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２７ ７．２ ４

８１ Ｋ４０ １３２ ２．９ ４

８１ Ｌ４０ １４０ １．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２８ ５６．６ ４

８１ Ｋ４０ ２４０ １．７ ４

８１ Ｌ４０ ２２１ ２０．３ ４

８１ Ｌ４０ ２６２ １．２ ４

８１ Ｌ４０ ３１３ １．２ ４

８１ Ｌ４０ ３６７ １．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３２ ６．８ ４

８１ Ｌ４０ ２５９ ２．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３４ ２．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８１ Ｌ４０ ９３ ２．１ ４

８１ Ｌ４０ ２８０ １．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３５ １．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３８ ４．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ５０ １４．９ ４

８１ Ｋ４０ ３７８ ４．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ５５ ６．３ ４

８１ Ｋ４０ ５７ ０．８ ４

８１ Ｋ４０ ２７６ ５．９ ４

８１ Ｋ４０ ４４６ ６．５ ４

８１ Ｌ４０ ８６ １０．３ ４

８１ Ｌ４０ ８７ ２．６ ４

８１ Ｌ４０ １４６ ５．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ６１ ２．７ ４

８１ Ｋ４０ ２４７ ０．８ ４

Ｋ４０ Ⅱ ２２ １．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ６６ １．８ ４

８１ Ｋ４０ ３４５ ７．０ ４

８１ Ｋ４０ ３７７ ８．７ ４

８１ Ｌ４０ ８８ １．２ ４

８１ Ｌ４０ ２０７ ０．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ６７ １．４ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ７２ ２．２ ４

８１ Ｋ４０ ４３８ ４．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ７４ ２．５ ４

８１ Ｌ４０ １８０ ０．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ７５ １３．９ ４

８１ Ｋ４０ ８５ １．６ ４

８１ Ｋ４０ ８６ ４５．０ ４

８１ Ｌ４０ ３０８ ４．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ７６ ０．８ ４

Ｋ４０ Ⅱ ２１ １．４ ４

８１ Ｌ４０ ２２８ １７．６ ４

８１ Ｌ４０ ２４０ １３．６ ４

８１ Ｌ４０ ２４３ ２．９ ４

８１ Ｌ４０ ２６９ １６．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ７８ １４．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ８２ １２．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ９０ １２．４ ４

８１ Ｌ４０ １９１ １．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ９１ １．４ ４

８１ Ｌ４０ ５７ １．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ９２ １．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ９８ ３．６ ４

８１ Ｋ４０ ２５０ ０．８ ４

８１ Ｋ４０ ２６９ ０．９ ４

８１ Ｋ４０ ３５４ ９．９ ４

８１ Ｋ４０ ４３１ １４．５ ４

Ｋ４０ Ⅱ ２６ ０．７ ４

Ｋ４０ Ⅱ ２７ １．０ ４

Ｋ４０ Ⅱ ３０ １．２ ４

８１ Ｌ４０ ３１２ ４６．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １０７ ２．３ ４

８１ Ｋ４０ １５４ ２．４ ４

８１ Ｋ４０ ４１４ ０．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １０８ ４．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １１６ ７．４ ４

８１ Ｋ４０ ２４４ １．５ ４

８１ Ｋ４０ ２４５ ２．３ ４

８１ Ｋ４０ ３０２ ３８．２ ４

８１ Ｋ４０ ３０５ ４．３ ４

８１ Ｋ４０ ３７４ １．９ ４

８１ Ｋ４０ ４２０ ６．０ ４

Ｋ４０ Ⅱ ５４ ０．３ ４

Ｋ４０ Ⅲ ４８ １．１ ４

上白滝８遺跡（２）

４０４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８１ Ｋ４０ １１８ １１．０ ４

８１ Ｌ４０ １２３ ６．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １１９ ６．２ ４

Ｋ４０ Ⅱ ２３ １．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １２０ １３．５ ４

８１ Ｌ４０ ２１８ ３２．７ ４

８１ Ｌ４０ ３２０ ２．８ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ １２６ ６．２ ４

８１ Ｌ４０ ２５６ ２．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １３３ １０．１ ４

Ｋ４０ Ⅱ ４０ ０．２ ４

８１ Ｌ４０ ３４ ５．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １３５ ３．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １３６ ２．９ ４

８１ Ｋ４０ ３６０ ３．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １４４ ２０．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １４９ ３．０ ４

８１ Ｋ４０ １９２ ９．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １５０ ５．３ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ １６０ １．１ ４

８１ Ｋ４０ ４０６ ２．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １６５ １．０ ４

８１ Ｋ４０ ４２３ １．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １６９ １４．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １７０ ２．２ ４

８１ Ｋ４０ ２２０ １．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １７２ ３３．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １８１ ８．１ ４

８１ Ｌ４０ １６８ １８．１ ４

８１ Ｌ４０ １７４ ２．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １８８ １．７ ４

Ｋ４０ Ⅱ １７ ０．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １９６ １０．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２００ ０．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２０１ ２．６ ４

８１ Ｋ４０ ２６３ １．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２０５ ０．８ ４

８１ Ｋ４０ ２２７ ３５．０ ４

Ｋ４０ Ⅰ ２ １．７ ４

Ｋ４０ Ⅱ １５ ０．８ ４

８１ Ｌ４０ １１１ ０．９ ４

８１ Ｌ４０ １４３ ７．７ ４

８１ Ｌ４０ １４５ ２．８ ４

８１ Ｌ４０ ２７４ ５．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２０９ １．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２７１ ２．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２７８ ２．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２９０ １．３ ４

８１ Ｋ４０ ３７５ １．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２９６ ５．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２９７ １６．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３１０ １．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３１３ ４．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３１６ ０．９ ４

８１ Ｌ４０ １７３ １９．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３１８ ２．０ ４

８１ Ｌ４０ ９ １．０ ４

８１ Ｌ４０ １６４ ０．８ ４

８１ Ｌ４０ １６７ １．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３２４ ５．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３２８ １７．６ ４

８１ Ｋ４０ ４０２ １３．２ ４

８１ Ｋ４０ ４３６ ４．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３３６ ７．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３３８ ０．６ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８１ Ｋ４０ ３６７ ２．９ ４

８１ Ｌ４０ ３７ ９．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３４０ ４．５ ４

Ｋ４０ Ⅱ １８ １．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３６８ ２．７ ４

８１ Ｌ４０ １５３ ２．３ ４

８１ Ｌ４０ ３７７ ５．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３７３ １７．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３８４ ２．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３８７ ２０．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３９４ １．９ ４

Ｋ４０ Ⅱ ２５ ０．７ ４

Ｋ４０ Ⅱ ４７ ０．３ ４

８１ Ｌ４０ ９６ １５．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３９５ ５．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３９８ ６．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４０５ １４．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４１１ １．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４１７ ６．１ ４

Ｋ４０ Ⅱ １４ １．０ ４

８１ Ｌ４０ ３６２ ３７．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４３２ ２．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４４８ ４．１ ４

Ｋ４０ Ⅲ ４９ １．０ ４

Ｋ４０ Ⅲ ５２ ０．３ ４

Ｋ４０ Ⅲ ５３ ０．２ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ３ ２．５ ４

Ｋ４０ Ⅱ ４ ０．９ ４

Ｋ４０ Ⅱ １６ ０．３ ４

８１ Ｌ４０ ２５ ５．７ ４

８１ Ｌ４０ ２９９ １５８．０ ４

８１ Ｌ４０ ３３７ ２．０ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ５ １．９ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ２４ ０．８ ４

８１ Ｌ４０ ２ ３７．４ ４

８１ Ｌ４０ ４ ６９．１ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ２８ １．０ ４

８１ Ｌ４０ ５ ２１．９ ４

８１ Ｌ４０ ６ ５．０ ４

８１ Ｌ４０ ７ １．４ ４

８１ Ｌ４０ ３０２ １８．４ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ３２ ０．６ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ３５ ０．９ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ３６ ０．９ ４

８１ Ｌ４０ ５８ ７．７ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ３７ ０．６ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ３８ ０．７ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ３９ ０．４ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ４２ ０．７ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ４３ ０．４ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ４４ ０．６ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ４５ ０．３ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ４６ ０．６ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅲ ５０ ０．８ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅲ ５１ ０．７ ４

剥片 ８２ Ｌ３７ １１４ １．５ ４

剥片 ８２ Ｌ３７ １２８ １．０ ４

Ⅲ―１２６ １０２ １３３ 舟底形石器 ８２ Ｌ３７ １５７ ２９．０ ４

Ｌ３７ Ⅱ ２９ １．４ ４

剥片 ８２ Ｌ３７ １９９ ５．１ ４

Ⅲ―１２６ １０２ １３４ 舟底形石器 ８２ Ｌ３７ ２０５ ３６．６ ４

８２ Ｌ３７ ２８３ ３０．９ ４

剥片 ８２ Ｌ３７ ２０６ １．８ ４

剥片 ８２ Ｌ３７ ３３３ １．７ ４

剥片 ８２ Ｌ３７ ３８４ ２．６ ４

掲載遺物一覧

４０５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８１ Ｌ４０ １７ ４．８ ４

８１ Ｌ４０ ３２３ ０．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １９ ３３．５ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２１ ６３．４ ４

８１ Ｌ４０ ５２ ７．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２３ ４．４ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２６ ９．２ ４

８１ Ｌ４０ ３４４ １．１ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３２ １．６ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３３ ７．４ ４

８１ Ｌ４０ ３０３ ２．９ ４

８１ Ｌ４０ ３５０ ４．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３８ １３５．７ ４

８１ Ｌ４０ ２７６ ６．１ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３９ ４．９ ４

８１ Ｌ４０ ２９１ １７．８ ４

８１ Ｌ４０ ３１６ ５．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ４１ ６．２ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ４５ １３．２ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ５３ ０．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ６６ ２．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ６７ １０．８ ４

８１ Ｌ４０ １３４ ０．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ７６ ３１．９ ４

８１ Ｌ４０ １２４ １．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ９０ ０．５ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ９２ １．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ９４ １．６ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ９８ １．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １０６ ２．４ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ １１４ ２．４ ４

８６ Ｎ３５ ２４４ １６．５ ４

８６ Ｎ３５ ３０６ ４８．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １２７ １．５ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １２９ ２．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １３３ １．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １４７ ２１．７ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １５４ ３５．１ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １５７ ５．７ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １８６ ５．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２０４ ０．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２０９ １．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２３７ ３．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２６４ １．１ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２７９ １３．１ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２８２ １．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３３９ １．２ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３４７ １１．５ ４

８１ Ｌ４０ ３６１ １．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３４９ ３８．４ ４

縦長剥片 ８１ Ｌ４０ ３７１ １６．７ ４

Ⅲ―１１４ ９５ ７ 尖頭器 ８３ Ｍ３８ ３８ ３４．３ ４

８３ Ｎ３８ １４６ ２１５．３ ４

８３ Ｎ３８ ３１８ ２２．１ ４

８３ Ｎ３８ ７２８ １４７．９ ４

８３ Ｎ３８ １０７０ ２５．２ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ４５ ２．４ ４

尖頭器削片 ８３ Ｍ３８ ５６ ２．３ ４

Ⅲ―１１６ ９６ ２０ 尖頭器削片 ８３ Ｍ３８ １５５ ４５．７ ４

８３ Ｎ３８ ４４ ６．８ ３

剥片 ８３ Ｍ３８ １９４ ０．６ ４

尖頭器削片 ８３ Ｍ３８ ２４５ １．４ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ６８５ １．４ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅱ ４８ ０．４ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅱ ４９ ０．３ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ５０ ０．９ ４

８３ Ｎ３８ ２８７ ０．９ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅱ ５１ ０．３ ４

８３ Ｎ３８ ５９５ ０．７ ４

剥片 ８３ Ｍ３９ ８ ０．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３７ １１１ １．９ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ８ ２．４ ３

剥片 ８３ Ｎ３８ ３２ ０．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ３６ ５．５ ４

Ⅲ―１１５ ９６ １３ 尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ １１９ ４．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １３４ １．２ ３

剥片 ８３ Ｎ３８ ３１９ １．９ ３

Ⅲ―１１５ ９５ ８ 尖頭器 ８３ Ｎ３８ ４２０ ６２．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ４６５ １．７ ４

８３ Ｎ３８ １０５５ ０．８ ４

Ｎ３８ Ⅰ ４ １６．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ４８９ ０．６ ３

Ⅲ―１１５ ９６ １４ 尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ ５００ ３．７ ４

８３ Ｎ３８ ５０１ ５．０ ４

Ⅲ―１１５ ９６ １２ 尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ ５０６ ５．８ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ６８３ ２．２ ４

尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ ７１２ ２．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ７７６ １．７ ４

８３ Ｎ３８ ８２８ ２．４ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ８２３ ２．６ ４

８３ Ｎ３８ １０７９ ３．２ ４

８３ Ｎ３８ １０８１ ２．８ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ８３４ ０．７ ３

尖頭器削片 ８３ Ｎ３８ １０４３ ２．７ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １０４９ ７．４ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １０７８ １．３ ４

Ⅲ―１５４ １１４ １９２ 接合資料 ８１・８３ ３０６．２ ４６ ４ ５４９ ２７９９

剥片 ８１ Ｋ４０ １８ １０．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２９ ６８．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４３ １．６ ４

８１ Ｋ４０ ２７４ ２．２ ４

８１ Ｌ４０ ３２２ １５．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ５１ １９．５ ４

８１ Ｋ４０ ７１ １．０ ４

８１ Ｌ４０ ２９ ３７．１ ４

８１ Ｌ４０ ３４５ ４．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ８８ ５．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １４２ １０．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １６７ １１．７ ４

８１ Ｋ４０ ２３８ ３．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２６６ １．０ ４

８１ Ｌ４０ ３６ ２．７ ４

８１ Ｌ４０ ２１０ ５．０ ４

８１ Ｌ４０ ２１２ ２．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３０１ ６．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３１７ ６．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３５１ １４．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４００ １６．３ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４０３ ９．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４１３ ３．３ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ５７ ０．６ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ６２ １．３ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ６６ １．６ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １８７ １．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２０６ ３．３ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ２７７ ２．９ ４

８３ Ｍ３８ ３４８ ２．６ ４

８３ Ｎ３８ １１８７ １．６ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ３１０ ２．７ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ３４２ １．９ ４

上白滝８遺跡（２）

４０６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８３ Ｍ３８ ５２６ ３．７ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５４３ ２．０ ４

８３ Ｎ３８ ７２３ ３．７ ４

８３ Ｎ３８ １０５３ １．４ ４

Ｎ３８ Ⅰ １３ ０．３ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５８１ １．９ ４

８３ Ｍ３９ １０ ２．０ ４

８３ Ｍ３９ １１ １．５ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ６４ １．７ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ３２４ ２．０ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ４９９ １．８ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ６８５ １．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １１０８ ３．０ ４

Ⅲ―１５５ １１４ １９３ 接合資料 ８１・８３ ５２０．２ ６６ ４ ５４９ ２８００

剥片 ８１ Ｋ４０ ２２ ２７．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３０ ４．１ ４

８１ Ｋ４０ １２８ ２７．１ ４

８１ Ｌ４０ ２６７ ５．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ５４ ４．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ５８ １３．１ ４

８１ Ｋ４０ １４６ ３．０ ４

Ｋ４０ Ⅱ ５９ ０．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １１５ ３．５ ４

８１ Ｌ４０ １２２ １２．１ ４

８１ Ｌ４０ １４４ ３．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １１７ ２７．２ ４

８１ Ｌ４０ ２０５ ２．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １４５ １８．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １４７ ６．１ ４

Ｋ４０ Ⅱ ６１ ０．８ ４

Ｋ４０ Ⅱ ６４ ２．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １７８ ６５．１ ４

８１ Ｋ４０ ２９１ ７．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １８３ ６．４ ４

８１ Ｌ４０ １３ ９．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １９０ ２．７ ４

８１ Ｌ４０ ６５ ７．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２７２ １．２ ４

８１ Ｌ４０ ４３ １２．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３３０ ２．４ ４

８１ Ｋ４０ ３９２ １４．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３３７ ２．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４２２ １．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４２６ ５．４ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ５８ １．０ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ６０ ０．７ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ６３ １．０ ４

８１ Ｌ４０ ６２ １４．６ ４

８１ Ｌ４０ ３３５ ２．６ ４

８１ Ｌ４０ ３４６ ７．３ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ６５ ０．５ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １ ８．９ ４

８１ Ｌ４０ １１ ２．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２２ ０．７ ４

８１ Ｌ４０ ６９ ３．７ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３５ ３．５ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １１０ ７．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １２８ １．６ ４

８１ Ｌ４０ ３００ ４９．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １３０ ２．３ ４

８１ Ｌ４０ １８５ ２９．１ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １３１ ３２．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２６１ ２．４ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２７２ ７．０ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ １１４ ２．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８３ Ｍ３８ ５２４ ２．２ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５１３ ２．９ ４

８３ Ｎ３８ ８４２ ４．１ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５４５ ３．７ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ７０９ １．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ６３ １．８ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １３８ １．７ ４

８３ Ｎ３８ ３２６ １．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ２８６ １．７ ４

８３ Ｎ３８ ８１９ ０．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ８２６ ２．７ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １０９１ ４．０ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １１９４ ６．８ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １２２０ ３．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １２３８ １．６ ４

Ⅲ―１５６ １１５ １９４ 接合資料 ８５・８６ ６４７．７ ３０ ３・４ ７１５ ３２５１

Ⅲ―１１５ ９５ ９ 尖頭器 ８６ Ｍ３５ ６５ １０６．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ８９ ２．７ ４

尖頭器削片 ８６ Ｍ３５ ２８７ ２．５ ４

尖頭器削片 Ｍ３５ Ⅰ １ １３．９ ４

８６ Ｎ３４ ６８ ４６．６ ４

８６ Ｎ３４ ４２１ １５．４ ４

尖頭器削片 ８６ Ｎ３４ ２９３ ３．５ ４

尖頭器削片 ８６ Ｎ３４ ６１６ １３．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７９１ １．８ ４

８６ Ｎ３４ １２８６ ８．３ ４

Ⅲ―１１６ ９６ ２１ 尖頭器削片 ８６ Ｎ３４ １２８７ １３．６ ４

８６ Ｎ３４ １３５８ １４．７ ４

８６ Ｎ３５ ６７ １．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３５７ １６．４ ４

８６ Ｎ３５ ８２ ０．５ ４

尖頭器削片 Ｎ３４ Ⅱ １３６ ０．２ ４

８６ Ｎ３５ ８６ ２０．７ ４

Ⅲ―１１５ ９５ １０ 尖頭器 ８６ Ｎ３５ １００ １６８．１ ４

Ⅲ―１１６ ９６ １８ 尖頭器削片 ８５ Ｎ３６ ６ ２１．１ ４

Ｎ３６ Ⅰ ２２ ２８．６ ４

８５ Ｏ３５ １６７ ９．３ ４

Ⅲ―１１５ ９６ １６ 尖頭器削片 ８５ Ｏ３５ ３ １６．０ ３

８５ Ｏ３５ ４ ６．５ ３

Ⅲ―１１６ ９６ １７ 尖頭器削片 ８５ Ｏ３５ ７３ ７．６ ３

８５ Ｐ３５ ５３９ １４．８ ４

Ⅲ―１１６ ９６ １９ 尖頭器削片 ８５ Ｏ３５ １７９ １７．７ ４

Ｏ３５ Ⅰ ３０ ４．７ ４

Ⅲ―１２０ ９９ ８８ 削器 Ｏ３６ Ⅰ ２ １９．３ ４

Ｏ３６ Ⅰ ３１ ５．７ ４

Ⅲ―１１５ ９６ １５ 尖頭器削片 ８５ Ｐ３５ ３８２ ３９．８ ４

Ⅲ―１５８ １１５ １９５ 接合資料 ８７・８８ １０５９．４ ５８ １ ６２８ ２９８８

剥片 ８８ Ｐ３３ ８ ３．０ １

剥片 ８８ Ｑ３２ ３５ １９．１ １

剥片 Ｑ３２ Ⅰ ３ ２８．５ １

Ｒ３２ Ⅰ １４ １１．５ １

剥片 ８８ Ｑ３３ １０ ６．６ １

８８ Ｒ３２ ３９２ ６５．６ １

８８ Ｓ３１ ２７ １１．９ １

８８ Ｓ３２ ３０２ １．４ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ２１６ ２．０ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ２２３ ２２．２ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ２３０ ９．７ １

８８ Ｓ３１ ２１５ １４．６ １

剥片 ８７ Ｑ３４ ８４ １０．６ １

剥片 Ｑ３４ Ⅰ ７７ ８．６ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ４４ ９．０ １

８８ Ｒ３１ ６４ ３８．５ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ８７ ５９．５ １

８８ Ｓ３１ １３９ １４．７ １

掲載遺物一覧

４０７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８８ Ｒ３１ １０２ １１．７ １

８８ Ｒ３２ ６５４ ３．４ １

剥片 ８８ Ｒ３１ １７９ ２２．８ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２０６ ７．１ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２２７ ６．０ １

８８ Ｒ３２ ８８９ ３０．１ １

８８ Ｓ３１ １０６ ５．８ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２４１ １０．１ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ４８ １１．６ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３１７ ７．０ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３４８ ７．６ １

８８ Ｒ３２ ３６３ ９．７ １

８８ Ｒ３２ ６３１ ５１．７ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３７１ ４．２ １

８８ Ｓ３１ ７７ １７．１ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５３８ ２．７ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５４８ ３４．４ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５７１ ７３．１ １

８８ Ｓ３１ ２４１ ３．８ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ６４０ ０．５ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ６７８ ６５．５ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ７３６ ８．５ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ７４６ ２．８ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ８３ ８．９ １

８８ Ｓ３２ ６２６ ６．５ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ９４ １７．３ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １０１ ３４．４ １

８８ Ｓ３１ １１８ ６．１ １

８８ Ｓ３１ ２０３ ４．３ １

８８ Ｓ３２ ３９１ ２４．２ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １１９ ６．２ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １４８ ８．０ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １６０ ８．０ １

８８ Ｓ３２ ５７５ １９．７ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １８４ ７９．５ １

８８ Ｓ３１ ２２４ ３．４ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ２４８ ６．４ １

８８ Ｓ３２ １１３ ７３．０ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ５８ ９．９ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ９７ ９．４ １

Ⅲ―１５９ １１６ １９６ 接合資料 ８３・８４・８５ ３２１４．３ １２４ １・３・４・５ ６１２ ２９６３

剥片 ８３ Ｎ３７ ２４ ２６．０ ３

剥片 ８５ Ｎ３７ ２５ ６０．９ ５

剥片 ８５ Ｎ３７ ４６ ４．３ ４

８４ Ｏ３７ ５５ ２．０ ５

８４ Ｏ３７ ５６ １．３ ５

Ｏ３７ Ⅰ ８ ８．３ ３

Ｏ３７ Ⅰ ２５ ２．７ ３

剥片 Ｎ３７ Ⅰ １１ ２１．６ ５

Ｏ３７ Ⅰ ６ ３０１．４ ３

剥片 Ｎ３７ Ⅰ １３ ５．０ ５

剥片 ８４ Ｏ３６ ５ ４．７ ３

８４ Ｏ３６ ６２ ２．０ ３

８４ Ｏ３７ ６２ ８．２ ５

Ｐ３７ Ⅰ １１ ３．０ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ ６ ２．２ ３

８４ Ｏ３７ ５７ ３．５ ４

剥片 ８４ Ｏ３６ ５２ ８．６ ３

８４ Ｏ３６ ５９ ６０．８ ３

８４ Ｏ３６ ６０ ２．１ ３

８４ Ｏ３６ ８０ ３．２ ３

８４ Ｏ３６ １２３ ３．７ ３

８４ Ｏ３７ ６ ５６．６ ５

剥片 ８４ Ｏ３６ ５３ ８．４ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ ５８ ３６．５ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８４ Ｏ３６ １１８ １７２．２ ３

８４ Ｏ３６ １２２ ９３．８ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ ６３ ２．３ ３

８４ Ｏ３６ ６４ １．９ ３

８４ Ｏ３６ １０２ ９．９ ３

８４ Ｏ３６ １２７ １．５ ３

８４ Ｏ３６ １３７ ５８．６ ３

８４ Ｏ３７ １１ １３．９ １

８４ Ｏ３７ １４ ５．９ ５

８４ Ｏ３７ ３８ ７．６ ４

８４ Ｏ３７ ４０ ２６．５ ５

Ｏ３７ Ⅰ １３ １３．５ ３

Ｏ３７ Ⅰ ２７ ３．７ １

８４ Ｐ３６ １６ ２１４．８ ５

Ｐ３６ Ⅱ ７ ０．８ ５

剥片 ８４ Ｏ３６ ８３ ２．４ ３

Ｏ３７ Ⅰ １５ ９．２ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ ８５ ２．４ ３

８４ Ｏ３７ １０ １０．２ ４

８４ Ｏ３７ １６ １１．７ ４

８４ Ｏ３７ ３９ ４．０ ４

８４ Ｏ３７ ６７ １．５ ４

剥片 ８４ Ｏ３６ ９１ ６７．７ ３

８４ Ｏ３７ ２５ １０．１ ４

Ｏ３７ Ⅰ ３ ２７．７ ３

Ｏ３７ Ⅰ ２４ ２．４ ３

Ｏ３７ Ⅰ ３２ １．２ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ ９２ ２．８ ３

８４ Ｐ３６ ３４ ２．３ ４

剥片 ８４ Ｏ３６ ９６ ５．８ ３

８４ Ｏ３６ １２９ ２４．９ ３

８４ Ｏ３７ ２４ ２３．１ ５

剥片 ８４ Ｏ３６ ９８ ８．１ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ ９９ １５９．０ ３

８４ Ｐ３６ ３５ ３．３ ４

８４ Ｐ３６ ３６ ２．２ ４

剥片 ８４ Ｏ３６ １０４ １２．０ ３

８４ Ｏ３６ １２４ ３．８ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ １０７ ３．２ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ １０８ ３８．６ ３

８４ Ｏ３６ １１９ ４．０ ３

８４ Ｏ３６ １３２ ２．６ ３

８４ Ｏ３７ １３ ５６．３ ４

Ｏ３７ Ⅰ １０ ２１．４ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ １１５ ３０．７ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ １２０ ２９．４ ３

８４ Ｏ３７ ７ １８．５ ５

８４ Ｏ３７ ８ １８．４ ５

８４ Ｏ３７ ４９ ６．５ ５

剥片 ８４ Ｏ３６ １２１ ２．８ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ １３８ ８．１ ３

Ｏ３７ Ⅰ ５ ３２．２ ３

Ｏ３７ Ⅰ ２９ ２．４ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ １４１ １５．６ ３

８４ Ｏ３６ １４８ ８６．３ ３

剥片 ８４ Ｏ３６ １４７ ４．０ ３

Ｐ３６ Ⅰ ３ １５０．１ ３

剥片 ８５ Ｏ３６ １５６ ４．４ ３

剥片 ８４ Ｏ３７ ３ ３．７ ５

剥片 ８４ Ｏ３７ ５ ５．６ ３

剥片 ８４ Ｏ３７ ９ ４．１ ５

８４ Ｏ３７ ７１ ２１．１ ５

剥片 ８４ Ｏ３７ １２ ２５．１ ３

８４ Ｑ３７ １１ ２０．８ ３

剥片 ８４ Ｏ３７ １７ １．５ ３

上白滝８遺跡（２）

４０８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｏ３７ Ⅰ １ ２４．７ ３

剥片 ８４ Ｏ３７ ２０ ４．１ ４

剥片 ８４ Ｏ３７ ２２ ３８．７ ５

剥片 ８４ Ｏ３７ ２９ ５４．６ ４

剥片 ８４ Ｏ３７ ３０ ６．０ ５

剥片 ８４ Ｏ３７ ３２ １．５ ４

剥片 ８４ Ｏ３７ ３４ ４．１ ３

剥片 ８４ Ｏ３７ ４２ ２７．６ ４

剥片 ８４ Ｏ３７ ４６ ３５．１ ４

Ｏ３７ Ⅰ ４ ６８．６ ３

剥片 ８４ Ｏ３７ ４８ １５．６ ４

剥片 ８４ Ｏ３７ ５３ ２．４ ５

剥片 ８４ Ｏ３７ ６１ ４．０ ４

８４ Ｏ３７ ７２ １０．０ ５

剥片 ８４ Ｏ３７ ７３ １１７．０ ５

剥片 ８４ Ｏ３７ ７７ ２．４ ５

Ｏ３７ Ⅰ ４２ ０．９ ３

剥片 Ｏ３７ Ⅰ ２ １０．９ １

剥片 Ｏ３７ Ⅰ ７ ５７．０ ３

Ｐ３７ Ⅰ １３ １０．２ １

Ｐ３７ Ⅰ １７ １５８．１ １

剥片 Ｏ３７ Ⅰ １１ １６．１ ３

剥片 Ｏ３７ Ⅰ １２ １５．２ ３

剥片 Ｏ３７ Ⅰ １６ ７．３ ３

剥片 Ｏ３７ Ⅰ １７ ６．７ ３

剥片 Ｏ３７ Ⅰ １９ ３．１ ３

剥片 Ｏ３７ Ⅰ ３６ ２．４ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ １９ １．５ ５

剥片 ８４ Ｐ３６ ２４ １３．１ ５

Ｐ３７ Ⅰ ９ １６５．８ ３

Ｐ３７ Ⅰ １４ ２．３ ５

Ｐ３８ Ⅰ ７ ３８．６ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ３７ ３．６ ４

剥片 ８４ Ｐ３７ １１ ２．８ ４

Ｐ３７ Ⅰ １２ ３．２ ５

Ⅲ―１６０ １１７ １９７ 接合資料 ８８・８９ ６６６．７ ５６ １ ６３７ ３０１３

剥片 ８８ Ｑ３３ ８ ８．９ １

８８ Ｒ３２ ２２２ ５２．３ １

８８ Ｓ３２ ７６１ ３．１ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ５９ ２１．４ １

８８ Ｒ３２ ２４９ ２９．０ １

剥片 Ｑ３３ Ⅰ ３６ ３５．４ １

剥片 ８９ Ｒ２９ ４ １４．３ １

８９ Ｓ２９ ４８４ ２３．０ １

剥片 ８９ Ｒ３０ ２９ ８．０ １

８９ Ｒ３０ ２３０ ５．２ １

８９ Ｓ２９ １５４ ４．９ １

８９ Ｓ２９ ２０６ ５．８ １

８９ Ｓ２９ ４１５ ２５．２ １

剥片 ８９ Ｒ３０ ３８３ ７．６ １

剥片 Ｒ３０ Ⅰ ４ ８．５ １

８９ Ｓ２９ ２４ ２５．２ １

８９ Ｓ２９ ４１６ ５．４ １

８９ Ｓ３０ １８ ２８．７ １

剥片 Ｒ３０ Ⅰ ５ ７．７ １

８９ Ｓ２９ ４７５ ４．３ １

剥片 ８８ Ｒ３１ １０ ２．５ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２２９ ６．７ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２９４ ５．８ １

８８ Ｒ３２ １６２ ４．４ １

８８ Ｓ３１ ３６ １６．９ １

剥片 ８８ Ｒ３２ １０５ ４．２ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３６４ １０．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ４７２ ５．２ １

８８ Ｒ３２ ５３２ １６．２ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｒ３２ Ⅰ １０ ４．０ １

剥片 ８９ Ｓ２８ ４ ７．３ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ５５ ２９．１ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ６７ ３５．９ １

８９ Ｓ２９ ４１０ １１．６ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ９２ １．５ １

剥片 ８９ Ｓ２９ １８９ １０．３ １

８９ Ｓ２９ ２１０ ６．２ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ２５５ １４．１ １

縦長剥片 ８９ Ｓ２９ ２６３ １５．９ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ３４９ １．５ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ３５２ ４２．６ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ３５５ ９．２ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ３７０ ２．８ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ３７７ １３．３ １

Ⅲ―１１４ ９５ ４ 尖頭器 ８９ Ｓ２９ ４７０ １０．４ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ４７１ １．１ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ４７３ ３．３ １

８９ Ｓ３０ ４３ ２．０ １

８９ Ｓ３０ ４４ ４．２ １

８９ Ｓ３０ ７２ ５．４ １

剥片 ８９ Ｓ３０ １ ３．９ １

剥片 ８９ Ｓ３０ ２４ １５．３ １

剥片 ８９ Ｓ３０ ３８ ３．７ １

剥片 ８９ Ｓ３０ ５８ ３．３ １

剥片 Ｓ３０ Ⅰ １ ６．０ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ３７９ ６．７ １

Ⅲ―１６０ １１７ １９８ 接合資料 ８９ １２３．４ １５ １ ６３７ ３０１４

剥片 ８９ Ｒ２９ ８ ２．３ １

剥片 ８９ Ｒ２９ １７ ２．５ １

Ⅲ―１１４ ９５ ３ 尖頭器 ８９ Ｒ２９ ２４ ６０．０ １

剥片 ８９ Ｒ３０ ２３ ３．５ １

剥片 ８９ Ｒ３０ ３８ ４．４ １

剥片 ８９ Ｒ３０ ５４ ６．４ １

剥片 ８９ Ｒ３０ ８８ ８．５ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ３０ ５．９ １

剥片 ８９ Ｓ２９ １３２ ８．０ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ２４３ ３．５ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ２４４ ２．０ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ２４８ ４．１ １

８９ Ｓ２９ ３７１ ５．２ １

剥片 ８９ Ｓ２９ ３２５ ５．５ １

剥片 Ｓ２９ Ⅰ ４ １．６ １

Ⅲ―１６１ １１７ １９９ 接合資料 ８４・外 ３２４．７ ２２ １ ６１０ ２９５９

石刃 Ｎ３９ Ⅰ １ １２．９ １

二次加工ある剥片 ８４ Ｏ３７ １ ７．２ １

８４ Ｐ３７ １３ ２２．６ １

Ⅲ―１２１ ９９ ９３ 石刃 ８４ Ｐ３７ ２ ３．６ １

削器 Ｐ３７ Ⅰ １ ３５．１ １

Ｐ３７ Ⅰ １８ ７．１ １

石刃 Ｐ３８ Ⅰ ２ １１．０ １

石刃 ８４ Ｐ３７ ７ ２５．０ １

外 Ｐ３９ １ １１．０ １

外 Ｐ３９ ２ １８．７ １

石刃 ８４ Ｐ３７ ８ １４．５ １

Ｐ３７ Ⅰ ５ ２５．３ １

Ｐ３７ Ⅰ ６ １２．８ １

剥片 ８４ Ｐ３７ １４ ８．４ １

Ⅲ―１２１ ９９ ９４ 削器 ８４ Ｐ３７ １６ ４．２ １

Ｐ３７ Ⅰ ２ ３６．４ １

Ｐ３７ Ⅰ ３ ２４．１ １

石刃 Ｐ３７ Ⅰ ４ ２１．２ １

石刃 Ｐ３７ Ⅰ ７ ８．８ １

剥片 Ｐ３７ Ⅰ ２０ １．４ １

縦長剥片 Ｐ３８ Ⅰ １ ３．８ １

掲載遺物一覧

４０９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｐ３８ Ⅰ ８ ９．６ １

Ⅲ―１６２ １１８ ２００ 接合資料 ８５・８７・８８ １１６８．１ ４４ １ ６３３ ３０００

剥片 ８８ Ｐ３４ ５６ ２４．０ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ４０３ ３６．２ １

８７ Ｓ３２ １７７ ７５．６ １

８７ Ｓ３３ ４４４ ４．４ １

縦長剥片 ８７ Ｑ３４ ５５ １７．８ １

Ｑ３４ Ⅰ ７５ １６．１ １

８７ Ｒ３３ ５７０ ４８．４ １

８７ Ｒ３３ ６９１ ５３．９ １

８７ Ｓ３２ ６３８ ４．２ １

剥片 ８７ Ｑ３４ １６０ ９．０ １

８７ Ｑ３４ １７６ ５１．４ １

剥片 ８７ Ｑ３４ １９６ ４９．７ １

Ｒ３３ Ⅱ ６ ６．５ １

８７ Ｓ３３ ２０ ６．７ １

８７ Ｓ３３ ５３１ １１．６ １

８７ Ｓ３３ ５３７ ２６．９ １

８７ Ｓ３３ ８４９ ４．１ １

Ｓ３３ Ⅱ １ ２．３ １

Ⅲ―１３２ １０６ １８１ 石核 Ｑ３４ Ⅰ １ １７６．４ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ２１７ ４．０ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ３２８ １０．８ １

８７ Ｓ３３ １６７ ６．５ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ４３５ ３０．２ １

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ ４４２ ４．８ １

８７ Ｓ３３ ５１２ ２９．０ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ５０９ ７．１ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ６０１ ３．７ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ６４３ ５．７ １

剥片 ８７ Ｒ３３ １００６ １８７．０ １

８７ Ｓ３３ ４８６ １５０．０ １

剥片 ８７ Ｒ３３ １２１４ ５．１ １

８７ Ｓ３３ ５９２ ６．４ １

剥片 ８７ Ｒ３４ １１３ ４．０ １

８７ Ｓ３３ １２０ １７．４ １

剥片 ８７ Ｓ３２ ６３９ ３．７ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ４９ ４．３ １

８７ Ｓ３３ ４６４ ２８．３ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ７７ ３．６ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ３０９ ２．３ １

縦長剥片 ８７ Ｓ３３ ３２１ ４．７ １

８７ Ｓ３３ ７９９ ３．４ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ３７６ ４．３ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ４０８ ２．３ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ６８８ １４．３ １

Ⅲ―１６３ １１８ ２０１ 接合資料 ８５ １０８．５ ９ ３・４ ６２７ ２９８６

石刃 ８５ Ｎ３６ １ ４．８ ４

剥片 Ｎ３６ Ⅰ ９ ２６．５ ４

石刃 Ｎ３６ Ⅰ １０ １４．０ ４

石刃 ８５ Ｏ３５ ３８ ４．１ ３

石刃 Ｏ３５ Ⅰ ５ １１．５ ４

縦長剥片 Ｏ３５ Ⅰ ８ ３．５ ４

剥片 Ｏ３５ Ⅰ ９ １．９ ４

Ⅲ―１２８ １０３ １４６ 石刃核 Ｏ３６ Ⅰ ３ ３８．５ ４

二次加工ある剥片 Ｏ３６ Ⅰ ７ ３．７ ４

Ⅲ―１６３ １１８ ２０２ 接合資料 ８１・８３・８５・８６・８７ ７９１．４ ５２ ３・４・５ ５８６ ２９０３

剥片 ８１ Ｋ４０ １１０ ２２．０ ３

８３ Ｎ３８ ６０８ １８．４ ５

剥片 ８１ Ｋ４０ ２８７ １．５ ４

Ⅲ―１２０ ９９ ８３ 削器 ８１ Ｌ４０ １３９ ４．３ ５

８３ Ｎ３７ １０２ ６．０ ５

８３ Ｎ３８ ９００ ７．５ ５

剥片 ８１ Ｌ４０ １５２ ２７．０ ５

石刃 ８１ Ｌ４０ ２７１ ９．６ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８１ Ｌ４０ ２９６ ９．０ ５

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ６０ １４．０ ３

石刃 ８３ Ｍ３８ ４９ ２．８ ５

排土 １２１ ７．６ ５

Ⅲ―１２０ ９９ ８６ 削器 ８３ Ｍ３８ ６５ ８．７ ５

Ⅲ―１２８ １０３ １５４ 石刃核 ８３ Ｍ３８ １４８ ２．６ ５

８３ Ｍ３８ ４５５ ２．２ ５

８３ Ｎ３８ ５２５ ８３．７ ５

８３ Ｎ３８ ６１７ １７．０ ５

８３ Ｎ３８ ８４８ １４．５ ５

剥片 ８３ Ｍ３８ １７７ １５．６ ５

石刃 ８３ Ｍ３８ ３７６ ３７．２ ５

石刃 ８３ Ｍ３８ ５４６ １０．５ ５

Ｍ３９ Ⅰ １１ ９．６ ３

石刃 ８３ Ｍ３８ ６４５ ２３．０ ５

二次加工ある剥片 ８３ Ｍ３８ ６５８ ３．１ ５

８３ Ｎ３８ ５２７ ９．３ ５

石刃 ８３ Ｍ３８ ６７９ １．８ ５

８３ Ｎ３８ ９０３ ７．６ ５

剥片 ８３ Ｍ３８ ６９１ １．６ ５

Ⅲ―１２０ ９９ ８１ 削器 Ｍ３８ Ⅰ ８ ２０．７ ５

石刃 Ｍ３９ Ⅰ ９ ６．４ ３

Ｍ３９ Ⅰ １０ １２．８ ３

Ｍ３９ Ⅰ １２ １２．６ ３

Ⅲ―１２０ ９９ ９１ 削器 ８６ Ｎ３５ １ ６０．９ ５

８６ Ｎ３６ １１５ ３．９ ５

縦長剥片 ８６ Ｎ３５ ２３ ２．６ ５

８６ Ｎ３５ ２５０ ８．７ ５

８３ Ｎ３８ ４６０ ５．９ ５

二次加工ある剥片 ８６ Ｎ３５ １３３ ３４．８ ５

８６ Ｎ３５ ３０７ １８．４ ５

縦長剥片 ８６ Ｎ３５ １６１ １．３ ５

８７ Ｒ３４ １６ ５．５ ５

剥片 ８６ Ｎ３５ ３０５ １５．４ ５

剥片 ８５ Ｎ３６ １６ ２５．６ ５

剥片 ８３ Ｎ３７ ３９ ２１．８ ５

剥片 ８３ Ｎ３８ ３０５ ６．９ ５

８３ Ｎ３８ ３０６ ２．５ ５

石刃 ８３ Ｎ３８ ７２９ １１．２ ５

石刃 ８３ Ｎ３８ ７５４ ３．５ ５

８３ Ｎ３８ ９９１ １．６ ５

石刃 ８３ Ｎ３８ ８５５ ２７．６ ５

石刃 ８３ Ｎ３８ １２２５ ４０．７ ５

石刃 Ｎ３８ Ⅰ １２ ６２．４ ３

Ⅲ―１６４ １１９ ２０３ 接合資料 ８４・外 ９８３．３ ６３ ３・４ ６１３ ２９６４

石刃 Ｏ３７ Ⅰ １８ ３７．９ ４

８４ Ｑ３６ ４５ ４．８ ３

石刃 ８４ Ｐ３６ １７ ２２．４ ３

石刃 ８４ Ｐ３６ １８ ９．１ ３

８４ Ｐ３６ ４７ ７．８ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ２０ ５．３ ３

８４ Ｑ３６ ４７ ９．４ ３

８４ Ｑ３６ ５３ ６．０ ３

縦長剥片 ８４ Ｐ３６ ２６ ４．６ ３

８４ Ｑ３６ ５ ９．０ ３

８４ Ｑ３６ ６ ８．６ ３

縦長剥片 ８４ Ｐ３６ ２７ ２０．６ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ２８ １．２ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ３９ １７．２ ３

８４ Ｑ３７ １２ １３．３ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ４１ ８．３ ３

８４ Ｑ３６ ２９ １．０ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ４５ ３２．６ ３

８４ Ｑ３６ ３２ １５．６ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ４６ ３７．１ ３

上白滝８遺跡（２）

４１０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８４ Ｐ３６ ５７ ４．９ ３

縦長剥片 ８４ Ｐ３６ ４８ ２１．０ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ４９ １２２．８ ３

剥片 ８４ Ｐ３６ ５６ ９．６ ３

石刃 ８４ Ｐ３７ ３ ２２．７ ３

Ｑ３６ Ⅱ １０ ０．９ ３

剥片 ８４ Ｐ３７ ６ ４７．２ ３

縦長剥片 ８４ Ｐ３７ ９ １．１ ３

剥片 ８４ Ｐ３７ １８ ２０．６ ３

石刃 Ｐ３７ Ⅰ １０ ２１．８ ３

８４ Ｑ３６ ３５ ４．０ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ １０ ４．６ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ １１ １．２ ３

縦長剥片 ８４ Ｑ３６ １２ １８．８ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ １３ １７．０ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ １４ ９８．０ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ １８ １．４ ３

８４ Ｑ３６ ２６ ７．４ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ２２ ２．５ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ２３ ４．２ ３

８４ Ｑ３６ ４４ １１．８ ３

Ⅲ―１２０ ９９ ８２ 削器 ８４ Ｑ３６ ２５ ４４．７ ３

縦長剥片 ８４ Ｑ３６ ３０ ０．９ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ３１ ６．３ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ３３ １．５ ３

石刃 ８４ Ｑ３６ ３６ ２４．２ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ３９ ２．０ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ４０ １．６ ３

縦長剥片 ８４ Ｑ３６ ４２ ２８．５ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ４６ ２２．７ ３

石刃 ８４ Ｑ３６ ４９ ６．２ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ５０ １．７ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ５１ ４．０ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ５４ ７．６ ３

剥片 ８４ Ｑ３６ ５５ ４．８ ３

剥片 Ｑ３６ Ⅰ ６ ３５．２ ４

剥片 Ｑ３６ Ⅱ ９ ０．９ ４

剥片 Ｑ３６ Ⅱ １１ ０．６ ３

縦長剥片 ８４ Ｑ３７ １８ ３２．０ ３

石刃 ８４ Ｑ３７ １９ ２３．２ ３

剥片 外 Ｑ３８ １ ２．７ ３

外 Ｑ３８ ２ ２．８ ３

外 Ｑ３８ ３ １３．９ ３

Ⅲ―１６５ １２０ ２０４ 接合資料 ８６ ２１５２．２ １３９ ３・４ ６０６ ２９５３

剥片 ８６ Ｍ３４ ２４ ８．５ ４

縦長剥片 ８６ Ｍ３４ ８６ ７．３ ４

８６ Ｎ３４ ３１３ １４．７ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １３６ １５．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １５３ ６５．５ ４

８６ Ｎ３４ ２７８ １１１．８ ４

８６ Ｎ３４ ４８４ ２．１ ４

８６ Ｎ３４ １２７５ ３．１ ４

８６ Ｏ３３ ２１ ４６．７ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １８８ ２１．８ ４

石刃 ８６ Ｍ３４ １９２ １３．４ ４

８６ Ｎ３４ ７３０ ４．７ ４

縦長剥片 ８６ Ｍ３４ １９３ ２４．６ ４

８６ Ｏ３３ １０２ １０．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １９８ ３．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２２８ １７．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２３８ ２．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ９３ ２．１ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ５８ ２．０ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ６２ １１．８ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ６３ ３．１ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ８６ Ｎ３３ １７５ ４．１ ４

８６ Ｎ３４ １１２３ ３．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３ ４０．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３ ３．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２１ ５．９ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ２５ ５２．１ ４

Ｎ３５ Ⅰ ４ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６５ １５．２ ４

８６ Ｎ３４ １０９ １４．８ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ ６７ ３０．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６９ ２．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８６ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９６ １３．７ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １１３ １８．１ ４

８６ Ｎ３４ ９０５ １４．０ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １１６ ８．４ ４

８６ Ｎ３４ ２７７ １２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２９ ８．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４０ ４．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４１ ２．３ ４

８６ Ｎ３４ １２７７ ３４．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４６ １６．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １７５ ８．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １８３ １．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２２１ ２４．３ ３

剥片 ８６ Ｎ３４ ２２２ ４．１ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ２２９ ５．３ ４

８６ Ｎ３４ ８３２ ６．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２４６ ４．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２４７ ３．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２５５ ４．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２６１ ５．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２８３ ９．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３２１ ９．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３２３ ８３．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３２８ ３．０ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ ３４７ ８．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３６３ １５．１ ４

Ⅲ―１２４ １０１ １２２ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ４３０ ３６．１ ４

８６ Ｎ３４ １３０２ １８．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４３１ １０３．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４３４ ８．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４４４ ２．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５０４ ７．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５４６ １７．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５４８ １４．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５５７ ２．５ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ５５９ ７．４ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ５７４ ６４．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６００ １２．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６０４ １０．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６１０ ６．３ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ６１２ ４．５ ４

８６ Ｎ３４ １２５１ ２８．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６４１ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６８９ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７１９ ３．４ ４

Ⅲ―１２３ １０１ １１９ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ７６３ ２１．１ ４

８６ Ｎ３４ １４０８ １４．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７７５ １．８ ４

８６ Ｎ３４ ９６８ ２．０ ４

Ｎ３４ Ⅱ １３５ ２．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７８３ ８．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７９７ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７９８ ２３．７ ４

掲載遺物一覧

４１１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ ８０３ ６２．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８０５ ２．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８０９ ６．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８１０ ２．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８２９ １１．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８５０ ６．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８６９ ２．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９００ １５．１ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ９４５ ７．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９６５ ３．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９７８ ４９．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９８９ ６．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９９３ ９．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９９４ ４．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９９８ １０．８ ４

Ⅲ―１２８ １０３ １５３ 石刃核 ８６ Ｎ３４ １０１３ １１４．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０３２ ２．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０３６ ２５．１ ４

Ｎ３４ Ⅱ １６０ ２．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０５０ ３．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０５４ １９．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０８２ １３．３ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ １０９１ ５．３ ４

８６ Ｎ３４ １３９２ ４．３ ４

８６ Ｎ３４ １４０５ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１０４ ７．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１１３ １０．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１２１ ２１．０ ４

８６ Ｎ３４ １４１１ １１．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１３４ １５．６ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １２２２ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２８０ ６．５ ４

Ｎ３４ Ⅱ １６２ １．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２９３ ２１．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３１６ ２０．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３１８ ３．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３１９ ５．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３３１ ４．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３４１ ６．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４０６ ６．１ ４

Ｎ３４ Ⅱ １５８ ６．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４０７ １２５．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅰ １３１ ２．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １５４ ２．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １５６ ３．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １５７ ２．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １６１ ８１．１ ４

剥片 Ｎ３５ Ⅰ ３ ６．０ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ３８ １０．４ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １１１ ２４．３ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ２４３ １．４ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ２６７ １５．６ ４

剥片 不明 不明 ２．４ ４

Ⅲ―１６６ １１９ ２０５ 接合資料 ８６ ７８４．４ １１６ ３・４ ５９３ ２９２７

剥片 ８６ Ｍ３４ ４０ １８．８ ４

８６ Ｎ３４ １１２８ ４．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ９５ ４．２ ４

石刃 ８６ Ｍ３４ ９６ １０．９ ４

８６ Ｎ３４ １０８０ ４．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２０６ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２０９ ２９．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ４６ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２３８ ７．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ６０９ ６．８ ４

縦長剥片 Ｍ３５ Ⅰ ３ １７．５ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ８ ２．１ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ １２ １．４ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ １３ １．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０ ５．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３３ ２．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３７ ３．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４０ ５．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５９ ７．８ ４

Ⅲ―１２７ １０２ １３７ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ９５ ４．６ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １００ ５．８ ４

８６ Ｎ３４ １１７ ３．６ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ １０２ １．４ ４

８６ Ｎ３４ １０７２ １．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０７ １．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０８ １．１ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １１１ １．２ ４

８６ Ｎ３４ １３５ １．３ ４

８６ Ｎ３４ １３６ １．７ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １１４ ５．０ ４

８６ Ｎ３４ ２６８ ５．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２２ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３７ ５６．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３９ ３．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １６０ ６．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １８０ ５．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １９８ １．５ ４

８６ Ｎ３４ １３１２ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２１２ １．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２１９ １．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２３７ １．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２５８ ２．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２６２ ２．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２６３ ３．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２８０ ０．９ ３

剥片 ８６ Ｎ３４ ２８４ １１．９ ４

８６ Ｎ３４ ６０８ １７．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２９７ ４．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３３６ ８．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３４９ ２５．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３６８ ３．３ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ ３７５ ６．１ ４

Ｎ３４ Ⅱ ３０ １．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４８８ ４．３ ４

８６ Ｎ３４ １３３５ ２５．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５１６ ３．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５３１ １．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５３６ ０．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５５５ ４．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５５６ ７．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５６６ １．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６６０ １４．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６６６ ９．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６６８ ５．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７１８ ３．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７６９ ３．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７７０ ２．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７７６ ３．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７８５ ４．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７９３ １．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８８８ １．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９１９ ５．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９５８ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９６９ ２．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９８７ １．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０１５ ２．４ ４

上白滝８遺跡（２）

４１２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ １０２１ １１．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０３１ ２９．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０３３ ５．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０３５ １９．３ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １０６２ ２．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１３９ ７．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１９０ ２．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１９１ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１９２ １．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２４２ ３．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３０４ ５．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３３４ ５．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３３６ ２．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３４６ １．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３９６ ３．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４１０ １０．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １３ １．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ９２ １．８ ４

Ｎ３４ Ⅱ １１２ １．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ９３ １．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ９９ ３．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １００ １．６ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １０２ ３．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １０３ １．９ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １０９ １．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １１１ ０．６ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １１５ １．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １２１ １．８ ４

Ⅲ―１３１ １０５ １７７ 石核 ８６ Ｎ３５ １２４ ９７．８ ４

剥片 Ｎ３６ Ⅰ ８ ３１．２ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ３６ ７．２ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ４０ １．９ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １１６ ２．１ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １７５ ２．６ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １７６ ３１．９ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ２２８ １．９ ４

８６ Ｏ３４ ２３１ １．１ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ２５５ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ２７５ ４．１ ４

剥片 不明 不明 ４．８ ４

Ⅲ―１６７ １２１ ２０６ 接合資料 ８２・８６ ９０９．８ １７３ １・４ ５５０ ２８０５

剥片 ８２ Ｋ３７ ６０９ ０．９ ４

剥片 ８２ Ｋ３８ ６８ １．６ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １ ７．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３ ３．４ １

石刃 ８２ Ｌ３６ ４ ３．０ １

８２ Ｌ３６ ７９ ０．８ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５ ２．７ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ６ ２．９ １

８２ Ｌ３７ ５３ ８．４ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３６ ７ ２．８ １

Ｌ３７ Ⅱ ２７ ０．３ １

８２ Ｍ３６ ６３ １．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ８ ４．１ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ９ １．１ １

８２ Ｌ３７ １２ ５．５ １

Ｍ３６ Ⅱ １８ １．６ １

剥片 ８６ Ｌ３６ １４ １．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １５ ３．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １６ ９．８ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １７ １．２ １

８２ Ｍ３６ ８８ １．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １８ ２．０ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３６ １９ １．４ １

Ｌ３７ Ⅱ ８ ０．４ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８２ Ｌ３６ ２０ ６．２ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ２２ ８．４ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ２３ ３９．７ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ２４ ５．２ １

８２ Ｌ３６ ８４ １０．６ １

８２ Ｌ３６ ９２ ４．３ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ２５ １．６ １

Ｍ３６ Ⅱ ２０ ０．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ２７ １．７ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ２８ ２６．７ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ２９ １７．０ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３２ ３．７ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３３ ４．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３４ １．０ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３５ ２．０ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３６ ３．５ １

８２ Ｌ３６ ９７ １５．０ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３８ ４５．６ １

８２ Ｌ３６ ６５ １．７ １

Ｌ３７ Ⅱ １３ ０．５ １

Ｍ３６ Ⅱ １４ ０．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ３９ １．６ １

石刃 ８２ Ｌ３６ ４０ ６．８ １

８２ Ｌ３６ ９４ ８．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ４１ ２．８ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ４２ ７．６ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ４４ ９．１ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ４５ ７．８ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ４６ ０．７ １

剥片 ８６ Ｌ３６ ４９ ５．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５０ ０．６ ４

縦長剥片 ８２ Ｌ３６ ５１ ２．４ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５３ ２．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５４ ０．８ １

Ｍ３６ Ⅱ １１ ０．２ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５６ １７．７ １

Ｍ３６ Ⅱ １７ ０．１ １

Ｍ３６ Ⅱ １９ ０．２ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５７ ３．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５８ ２２．５ １

Ｌ３６ Ⅱ ２ １．７ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ５９ ７．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ６０ ２．１ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３６ ６１ ２．３ １

８２ Ｌ３６ ６４ １．７ １

Ｌ３６ Ⅱ １９ ０．４ １

石刃 ８２ Ｌ３６ ６２ ５．５ １

８２ Ｍ３６ ９０ ３．４ １

８２ Ｍ３６ ９１ ２．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ６３ ５．８ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ６７ ９１．８ １

Ｌ３６ Ⅱ ２１ ０．２ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ６８ １．７ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３６ ６９ １５．５ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ７０ ６．８ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ７５ ０．６ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３６ ７７ １．２ １

８２ Ｌ３６ ９５ １．２ １

Ⅲ―１２７ １０２ １３８ 舟底形石器 ８２ Ｌ３６ ８０ １４．１ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ８３ ６．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ８７ ７．３ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ８８ １．０ １

Ｌ３７ Ⅱ １５ １．２ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ８９ ３．９ １

剥片 ８２ Ｌ３６ ９３ ２．７ １

掲載遺物一覧

４１３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ８２ Ｌ３６ ９８ ４．３ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １００ １．４ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １０１ ３．７ １

剥片 ８２ Ｌ３６ １０９ ８．３ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ １ １．７ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ３ １．３ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ４ １．１ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ５ ０．８ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ６ ０．５ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ７ ０．９ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ９ ０．８ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ １１ ０．２ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ １２ １．２ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ １５ １．９ １

Ｍ３６ Ⅱ ５ ３．１ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ １６ ０．７ １

８２ Ｌ３７ １８９ １．６ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ １８ ０．３ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ２０ ０．４ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ２２ ０．７ １

８２ Ｍ３６ ６８ １１．８ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ２３ ０．６ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ２４ ０．３ １

剥片 Ｌ３６ Ⅱ ２５ ０．３ １

石刃 ８２ Ｌ３７ １３ ２１．６ １

Ⅲ―１２８ １０３ １５１ 石刃核 ８２ Ｌ３７ ２２ ７５．３ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ３５ ９．２ １

Ｌ３７ Ⅱ ３ ２．１ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ５４ １．０ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ５５ ０．９ １

削器 ８２ Ｌ３７ ５８ ６．２ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ６５ １．５ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ７０ ０．９ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ７１ ６．４ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３６ ７２ ２．１ １

Ｌ３７ Ⅱ １０ ０．４ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ７３ ２．３ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ７４ ２５．６ ４

剥片 ８２ Ｌ３７ ９５ ３．３ ４

８６ Ｍ３６ ７３ ２．８ １

剥片 ８２ Ｌ３７ １２５ ６．４ １

剥片 ８２ Ｌ３７ １２６ ４．０ １

剥片 ８２ Ｌ３７ １３１ ３．２ １

剥片 ８２ Ｌ３７ １４３ ４．６ １

剥片 ８２ Ｌ３７ １５３ ６．４ １

剥片 ８２ Ｌ３７ １８７ １．０ １

８２ Ｍ３６ ４８ １．０ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３７ ２１４ ７．１ １

８２ Ｌ３７ ３０８ １．４ １

Ｌ３７ Ⅱ ２６ ０．８ １

Ⅲ―１２７ １０２ １３９ 舟底形石器 ８２ Ｌ３７ ２２７ １１．２ １

８２ Ｌ３７ ３３１ １１．９ １

８２ Ｌ３７ ３９３ ４．６ １

Ｌ３７ Ⅱ ２４ １．０ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ２３３ ２．６ １

縦長剥片 ８２ Ｌ３７ ２３５ １．７ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ２８８ １．８ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ３３９ ０．８ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ３７２ １．３ １

剥片 ８２ Ｌ３７ ４１３ ２．８ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ４ ０．８ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ ７ ０．７ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ １４ １．５ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ １６ ０．８ １

剥片 Ｌ３７ Ⅱ １７ ０．６ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ８２ Ｌ３８ ３８ ２．６ １

剥片 ８２ Ｌ３８ ４７ １．９ １

Ⅲ―１２０ ９９ ８７ 削器 ８２ Ｌ３８ ５１ ６．８ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ９ ０．６ １

８２ Ｍ３６ １０ ０．７ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ６２ １３．６ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ６６ ０．９ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ６７ ７．３ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ６９ １．３ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ８２ ５．０ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ８７ ９．５ １

剥片 ８２ Ｍ３６ ８９ ４．０ １

剥片 Ｍ３６ Ⅱ ６ １．４ １

剥片 Ｍ３６ Ⅱ ７ １．１ １

剥片 Ｍ３６ Ⅱ ８ ０．５ １

剥片 Ｍ３６ Ⅱ １２ ０．４ １

剥片 Ｍ３６ Ⅱ １３ ０．３ １

剥片 Ｍ３６ Ⅱ １５ ０．２ １

剥片 Ｍ３６ Ⅱ １６ ０．２ １

Ⅲ―１６８ １２１ ２０７ 接合資料 ８５ ７８５．７ ４３ １ ６０９ ２９５８

石刃 ８５ Ｏ３５ １００ ２．９ １

８５ Ｐ３５ ２６６ １．８ １

剥片 ８５ Ｏ３５ １４６ ０．４ １

剥片 ８５ Ｏ３５ １６０ ５２．０ １

Ⅲ―１２８ １０３ １５０ 石刃核 Ｏ３６ Ⅰ ４ ９９．８ １

剥片 ８５ Ｐ３５ １４ １．３ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ２４ １．４ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ５９ １．５ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ６２ １．８ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ６５ ３．０ １

８５ Ｐ３５ １３５ ２．３ １

剥片 ８５ Ｐ３５ １２８ ９．７ １

剥片 ８５ Ｐ３５ １６２ ０．７ １

剥片 ８５ Ｐ３５ １６６ ２．１ １

石刃 ８５ Ｐ３５ ２４９ ３６．２ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ２５４ ３５．３ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ２８０ ２．７ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ２８４ ５４．３ １

８５ Ｐ３５ ４９６ １３．５ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３００ ４．６ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３０３ １．０ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３０４ ２．１ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３０５ ０．６ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３０８ ４．９ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３２３ ４．０ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３４６ ３．０ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ３５４ ３．４ １

石刃 ８５ Ｐ３５ ４２９ ８．５ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ４３５ ３１４．３ １

Ⅲ―１２３ １００ １１６ 舟底形石器 ８５ Ｐ３５ ４６４ ３０．９ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ４９０ ３．８ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ５１２ ０．９ １

Ⅲ―１２３ １０１ １１８ 舟底形石器 ８５ Ｐ３５ ５１３ ４６．２ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ５７３ ４．１ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ５７６ ２．４ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ５９６ ６．５ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ６０１ ０．３ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ６０５ ３．５ １

Ⅲ―１２０ ９９ ８５ 削器 ８５ Ｐ３５ ６０７ ８．１ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ６１７ ２．１ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ６２３ ３．２ １

剥片 ８５ Ｐ３５ ６３０ １．７ １

剥片 Ｐ３５ Ⅰ ２６ ２．９ １

Ⅲ―１６９ １２２ ２０８ 接合資料 ８６ ３４４．９ ３０ ４ ６０４ ２９５１

縦長剥片 ８６ Ｍ３４ ６ ５．２ ４

上白滝８遺跡（２）

４１４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｍ３４ ７０ ５．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １７４ ８．７ ４

縦長剥片 ８６ Ｍ３５ ７３ １３．８ ４

８６ Ｎ３４ ９６２ ２０．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １１０ ５．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３３ １５１ １５．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３３ １７４ ２３．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８９ １８．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３２６ １５．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３２７ ３．８ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ５２３ ３．５ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ７３８ ４２．２ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ７８２ ３．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８３８ ２８．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８５２ ２．１ ４

Ⅲ―１２２ １００ １０９ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ ９３７ １９．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０８３ ４０．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１５５ ３．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１６５ ３２．９ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １２５７ １０．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １０１ １．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １０７ ０．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １１８ ０．６ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １１９ ３．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １２４ ０．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １２５ ０．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １２６ １．６ ４

剥片 ８６ Ｏ３３ １０７ １．２ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １２５ １１．７ ４

Ⅲ―１７０ １２２ ２０９ 接合資料 ８６ １５７３．４ ９１ １ ５９０ ２９１６

Ⅲ―１２７ １０２ １４０ 舟底形石器 ８６ Ｍ３４ ２７ ９．４ １

剥片 ８６ Ｍ３４ １４３ １．８ １

Ｍ３５ Ⅰ ６８ ２３．５ １

８６ Ｎ３４ ５７７ ６．４ １

８６ Ｎ３４ ８８９ ２．９ １

８６ Ｎ３４ １０２５ １５．３ １

剥片 ８６ Ｍ３４ １２４ ８．１ １

剥片 ８６ Ｍ３４ １２８ ４０．５ １

８６ Ｎ３４ ３９５ １２．３ １

８６ Ｎ３４ ４４５ １２．５ １

剥片 ８６ Ｍ３４ １６４ ４．４ １

剥片 ８６ Ｍ３４ ２０７ ２．４ １

８６ Ｏ３４ ２６２ １０．９ １

剥片 Ｍ３４ Ⅰ ９ ８．４ １

剥片 Ｍ３４ Ⅱ １０ ２．２ １

剥片 ８６ Ｍ３５ ７４ ６．２ １

剥片 ８６ Ｍ３５ １１６ １．７ １

８６ Ｎ３４ ３４ ２．５ １

８６ Ｎ３４ ８４１ １．６ １

剥片 ８６ Ｍ３５ ６１３ ７．８ １

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ６７ １５．８ １

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ７０ ６．７ １

８６ Ｎ３４ ７７８ ２．４ １

縦長剥片 ８６ Ｎ３３ １９４ ２２．４ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ６ ３．８ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ７ ２７．１ １

剥片 ８６ Ｎ３４ １６ ６．９ １

８６ Ｎ３４ ３９２ ３．７ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ２７ ２．９ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ２８ ３２．０ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ３８ １．０ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ３９ ２．８ １

８６ Ｎ３４ ８０２ ２．８ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ６３ １３．１ １

剥片 ８６ Ｎ３４ １４４ ２．６ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ １７７ ９．０ １

８６ Ｏ３４ １２０ ３３．０ １

Ｐ３３ Ⅰ ５ ４７．６ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ２５６ ７．８ １

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ２６４ ９．４ １

８６ Ｎ３４ ８６４ ５．４ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ２６５ ９．９ １

８６ Ｎ３４ ６０６ １．５ １

Ｎ３４ Ⅱ １６７ ０．８ １

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ２６６ ３．７ １

８６ Ｎ３４ ７１２ ７．９ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ３０４ １．５ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ３０６ ４９．２ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ３５１ １２．４ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ３７２ １．５ １

石刃 ８６ Ｎ３４ ３９１ ３５．１ １

Ⅲ―１２１ ９９ ９５ 削器 ８６ Ｎ３４ ４００ ６７．８ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ４０２ １．５ １

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ４３５ ７．３ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ４７５ ４．０ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ４８７ ３．６ １

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ５１４ ８．１ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ５３７ ２．７ １

８６ Ｎ３４ １０２２ １７．０ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ５７８ ４．５ １

Ⅲ―１２８ １０３ １５６ 石刃核 ８６ Ｎ３４ ５８１ １７１．５ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ５９６ ３．９ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ６０７ ３．５ １

８６ Ｎ３４ ８７１ ４．４ １

８６ Ｎ３４ ９９９ ３．２ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ７３１ １８．１ １

８６ Ｎ３４ ８９３ ４．２ １

８６ Ｏ３４ ２３３ ７．２ １

８６ Ｏ３４ ２６３ １３．９ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ７６１ ７．３ １

８６ Ｎ３４ ８９０ ４．９ １

Ｎ３４ Ⅰ １６５ ４．９ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ７９６ １０．０ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ８８７ １６．０ １

Ⅲ―１２９ １０４ １５９ 石刃核 ８６ Ｎ３４ ９２０ ２３１．７ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ９７２ ４．０ １

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ９８４ １０．６ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ９９１ １０．８ １

剥片 ８６ Ｎ３４ ９９５ ４．５ １

Ⅲ―１２９ １０３ １５７ 石刃核 ８６ Ｎ３４ １０３０ ２３９．０ １

剥片 ８６ Ｎ３４ １０８４ １６．５ １

剥片 ８６ Ｎ３４ １１２９ ２．６ １

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ １１６１ ８．９ １

剥片 ８６ Ｎ３４ １２０２ １３．１ １

剥片 ８６ Ｎ３４ １２３９ １．５ １

剥片 ８６ Ｎ３４ １３９８ ３６．６ １

Ｎ３４ Ⅱ １６９ １．０ １

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １６６ ０．５ １

８６ Ｏ３４ １１９ ２６．６ １

剥片 ８６ Ｏ３４ ２４１ １０．２ １

剥片 ８６ Ｏ３４ ２５９ ３．３ １

Ⅲ―１７２ １２４ ２１０ 接合資料 ８７ １０１８．７ ７３ ４ ６６２ ３１０２

剥片 ８７ Ｑ３４ ８ ３１．４ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ７７ ８．６ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ １９９ ５．７ ４

８７ Ｓ３３ ７０ １１．３ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ２０１ ２６．５ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ２０６ １１．８ ４

剥片 Ｑ３４ Ⅰ ６１ １７．８ ４

剥片 Ｑ３４ Ⅰ ６２ １３．９ ４

掲載遺物一覧

４１５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｑ３４ Ⅰ ６４ ３．７ ４

８７ Ｓ３３ ６３９ ３．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ２７ ３６．６ ４

８７ Ｒ３３ ６４ ４５．６ ４

８７ Ｓ３２ ２９１ １７．７ ４

８７ Ｓ３２ ２９４ ２．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ６２ ７．９ ４

８７ Ｓ３２ ２８９ ３．６ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ７２ １２．９ ４

Ⅲ―１２５ １０１ １２６ 舟底形石器 ８７ Ｒ３３ １１４ ５１．８ ４

８７ Ｒ３３ ８５５ ３１．０ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １９８ ２５．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ２３３ ７３．４ ４

Ⅲ―１２１ １００ ９９ 削器 ８７ Ｒ３３ ３１６ ３８．７ ４

８７ Ｒ３３ ４６５ ７．０ ４

８７ Ｓ３２ ２７３ ２９．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ３４０ ６．２ ４

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ ４０３ １４．７ ４

８７ Ｒ３３ ７８０ ５．７ ４

石刃 ８７ Ｒ３３ ４７１ ２．４ ４

８７ Ｒ３３ ７５４ ６．２ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ６７３ ２．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ６９０ ４２．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ６９７ ６．９ ４

石刃 ８７ Ｒ３３ ７７６ ３．０ ４

８７ Ｓ３２ １２６ ２１．６ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ９０８ ３．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ９３１ ４８．１ ４

８７ Ｓ３３ ９１７ ４．２ ４

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ ９３９ ３．３ ４

８７ Ｒ３３ １２３２ ２．２ ４

８７ Ｓ３３ ４ ４２．１ ４

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ １０９１ １２．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１２１ ７．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１２６ ２．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１８５ ９．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １２３０ ３．２ ４

８７ Ｒ３３ １３４６ ７．６ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １２６４ ８．５ ４

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ １３０５ １１．６ ４

８７ Ｓ３２ １７１ ２７．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １３３４ １０．０ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １３４７ １．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３４ ２７ ２．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３４ ３１ １１．６ ４

剥片 Ｒ３４ Ⅰ ３ ５．５ ４

剥片 Ｒ３４ Ⅰ １９ ６．９ ４

剥片 ８７ Ｓ３２ ６８ １６．６ ４

８７ Ｓ３３ ６３８ ４．２ ４

剥片 ８７ Ｓ３２ １８５ ９．５ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ２９ ３．６ ４

Ⅲ―１２５ １０２ １３１ 舟底形石器 ８７ Ｓ３３ ４３ ３６．３ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ １０６ １．８ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ １０８ ５．９ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ １６６ １．９ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ４０３ ４．１ ４

Ⅲ―１２７ １０２ １４３ 舟底形石器 ８７ Ｓ３３ ４４３ １８．５ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ４５７ ５．０ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ４９８ ８．９ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ５７５ １０．６ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ５９７ ７．５ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ６５１ ７．６ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ７４５ ４．０ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ７７８ ３．０ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ８７４ ８．９ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―１７３ １２５ ２１１ 接合資料 ８６・９２ １３５４．２ １００ ４ ５９６ ２９３８

剥片 ９２ Ｌ３５ ９ １７．１ ４

石刃 Ｌ３５ Ⅰ １ １４．６ ４

８６ Ｎ３４ ７８１ １６．２ ４

石刃 ８６ Ｍ３４ １１ ６．５ ４

Ｎ３４ Ⅱ ７３ １．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ４３ ４．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ６７ ２．１ ４

８６ Ｍ３４ １９１ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ６９ １３．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ９３ ４．２ ４

Ｎ３４ Ⅱ ４５ ０．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １０７ ３．７ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １０９ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １１９ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １４５ １７．０ ４

Ｎ３４ Ⅱ ２ １．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １５６ １．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １７ ２．５ ４

Ｎ３４ Ⅱ １７２ ０．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２８９ １．４ ４

８６ Ｎ３４ ８３５ ２０．２ ４

Ｎ３４ Ⅱ １７１ ０．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ３１０ ２．３ ４

８６ Ｎ３４ ９１１ ２２．３ ４

縦長剥片 Ｍ３５ Ⅰ ６ ４．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３３ １５２ ４５．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８７ ６．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９２ ４．８ ４

８６ Ｎ３４ ３７９ １４．８ ４

８６ Ｎ３４ ４４２ ２３．９ ４

８６ Ｎ３４ ４７３ １２５．２ ４

８６ Ｎ３４ ９２５ １４３．５ ４

８６ Ｎ３４ ９５０ １．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０４ １．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１５ ３．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２００ １．８ ４

Ｎ３４ Ⅱ ２４ １．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２２７ ７．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３０９ ２．８ ４

８６ Ｎ３４ ６３２ １６．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３７７ ３．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４３８ ６．０ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ ４９３ ３．５ ４

８６ Ｎ３４ ８８６ ５．０ ４

８６ Ｎ３４ １０２３ １２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５８０ １．９ ４

Ⅲ―１３１ １０６ １８０ 石核 ８６ Ｎ３４ ５８２ １９６．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６１５ ２．８ ４

二次加工ある剥片 ８６ Ｎ３４ ６７１ １４０．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６９４ ９．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７４４ ８６．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７５７ ４．３ ４

Ｎ３４ Ⅱ ８６ １．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７５８ １６．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８４５ ４．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８４９ ３．３ ４

二次加工ある剥片 ８６ Ｎ３４ ８５９ ４２．９ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ ８７９ ３．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９５９ ５．５ ４

Ｎ３４ Ⅱ １７９ ０．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９６０ ３．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０１０ ５１．８ ４

８６ Ｎ３５ ５５ ４１．４ ４

８６ Ｏ３４ １２４ ４．０ ４

上白滝８遺跡（２）

４１６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ １１３３ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１４９ ６．６ ４

Ｎ３４ Ⅱ ２２ １．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１６３ １２．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１６８ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１９３ ３．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２１５ ７．３ ４

Ｎ３４ Ⅱ １６４ １．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２４５ １３．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２８５ ２６．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３２１ ２２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３２９ ６．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３４４ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３４５ ２．９ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ３ ２．２ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １９ １．１ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ２０ ０．９ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ２１ １．９ ４

Ｎ３４ Ⅱ １７５ ０．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ２３ １．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ２５ ２．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ２８ １．８ ４

Ｎ３４ Ⅱ １７８ ０．３ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ３５ ０．９ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ３８ ０．６ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ４６ ０．６ ４

Ｎ３４ Ⅱ １７３ ０．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ５３ １．０ ４

Ｎ３４ Ⅱ ５９ ０．９ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ５７ １．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ６８ １．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ７０ １．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １４３ １．１ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １７４ ０．２ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １７６ ０．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １７７ ０．３ ４

Ⅲ―１７４ １２５ ２１２ 接合資料 ８９・９３ ７６８．２ ４４ ４ ６６４ ３１０９

剥片 ９３ Ｐ２９ ６２０ １９４．８ ４

縦長剥片 ８９ Ｐ３２ ２ ２８．１ ４

剥片 ８９ Ｑ３０ １ ２０．８ ４

剥片 ８９ Ｑ３０ １３ １．４ ４

Ⅲ―１１６ ９６ ２２ 両面調整石器 ８９ Ｑ３１ ４ ２３．６ ４

８９ Ｒ３０ ８２ ７．５ ４

剥片 ８９ Ｑ３１ ９ １２．１ ４

剥片 ８９ Ｑ３１ １１ ５．７ ４

剥片 ８９ Ｑ３１ １７ １４．５ ４

Ⅲ―１３２ １０６ １８５ 石核 Ｑ３１ Ⅰ １ １５０．０ ４

剥片 Ｑ３１ Ⅰ ２ ２．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ９７ ４．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １１４ ２２．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １６７ ７．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １９３ ３．０ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２２６ ３．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２３１ ７．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２３９ １７．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２４３ ２．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２８６ ０．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２９３ ２．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３１０ １８．０ ４

８９ Ｒ３０ ３５６ ３．６ ４

８９ Ｓ２９ ２６７ ２８．０ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３１９ １．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３２１ ７．１ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３３９ ７．０ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３４３ ２．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８９ Ｒ３０ ３７７ １．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３９３ ２．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３９５ ４１．２ ４

Ⅲ―１２３ １００ １１５ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ ４０４ ９．３ ４

８９ Ｒ３０ ４２０ １２．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４３３ ６．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４７８ ２．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５０６ ０．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５０９ １１．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５１１ １．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５１４ １９．０ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ２７１ １８．２ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ２７２ ８．１ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ３１３ ２０．６ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ３６２ ７．０ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ３６４ ２．１ ４

Ⅲ―１７５ １２７ ２１３ 接合資料 ８５・８７ ２２８．７ ２０ ４ ６５６ ３０８６

剥片 ８７ Ｐ３４ ９ ３．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １７２ ３．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２４８ ４．９ ４

Ⅲ―１３１ １０５ １７６ 石核 Ｑ３３ Ⅰ ８ ６１．９ ４

Ｑ３３ Ⅰ ９ ２６．２ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ２００ ４．３ ４

剥片 Ｑ３５ Ⅰ １２ ５３．４ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ４０ ２．５ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ５１ ６．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ７８ １５．４ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ２８２ ２．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ３５４ ５．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ３７４ ２．０ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ４７０ １．４ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ５８５ １．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ６２５ ４．０ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ７６０ ９．５ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ８２５ ２．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ８３９ １３．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １０４７ ２．９ ４

Ⅲ―１７５ １２８ ２１４ 接合資料 ８５ ０．６ ２ １ ― ５７１０

Ⅲ―１１７ ９７ ５０ 彫器削片 ８５ Ｎ３６ ７ ０．４ １

Ⅲ―１１７ ９７ ５２ 彫器削片 Ｎ３６ Ⅰ ２ ０．２ １

Ⅲ―１７５ １２８ ２１５ 接合資料 ８６・９０ ６８．８ ８ ３・４・５ １２２１ ５７１９

Ⅲ―１１８ ９８ ６７ 掻器 ９０ Ｊ３３ ２４ ５．２ ５

８６ Ｍ３５ ４６２ ３．６ ５

８６ Ｎ３５ ４１ １．３ ５

Ⅲ―１１８ ９８ ６６ 掻器 ８６ Ｍ３５ ２ １３．１ ３

Ⅲ―１１８ ９７ ５９ 掻器 ８６ Ｍ３５ ４４２ ９．１ ５

Ⅲ―１１９ ９８ ６９ 掻器 ８６ Ｍ３５ ５３８ １８．１ ５

Ⅲ―１１８ ９８ ６５ 掻器 ８６ Ｍ３６ ７５ ７．１ ４

Ⅲ―１１９ ９８ ６８ 掻器 Ｍ３６ Ⅰ １ １１．３ ５

― １２６ ２４２ 接合資料 ８１・８３・８６ ５９０．０ ７７ ３・４ ５４６ ２７９２

剥片 ８１ Ｊ４１ １０ １０．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ９ １．４ ４

８１ Ｋ４０ １５３ １．６ ３

８１ Ｋ４０ ３０４ ４．１ ３

８１ Ｋ４０ ４３９ ２．７ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ２４ ２．６ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ３１ １．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４２ ２．０ ４

８１ Ｌ４０ ３７３ ３．３ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ５３ ８．４ ４

８１ Ｋ４０ ２１６ ３．１ ４

８１ Ｌ４０ ３２４ １．７ ４

８１ Ｌ４０ ３２７ １．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ９４ １．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １０２ ２．３ ４

掲載遺物一覧

４１７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８１ Ｋ４０ １０６ ４．１ ３

８１ Ｌ４０ １００ １．４ ３

８１ Ｌ４０ １５５ ６．８ ３

８１ Ｌ４０ ２１９ ３．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １０９ １７．４ ３

８１ Ｌ４０ ４０ ２．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １４０ ４．４ ４

８１ Ｋ４０ ３３１ １．３ ４

８１ Ｌ４０ ５６ １１．４ ４

８１ Ｌ４０ ７９ １．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １５１ ８．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １７６ ２．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２２８ ２２．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２４８ １．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２５６ ９．０ ４

８１ Ｌ４０ １２６ ３．７ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ２７３ ６．０ ４

８１ Ｌ４０ ２５８ １．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２８８ １．３ ４

８１ Ｋ４０ ２８９ ３．９ ４

８１ Ｋ４０ ３０９ ２５．９ ４

８１ Ｌ４０ １０４ ３．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２９４ ３．１ ４

８１ Ｌ４０ １９４ ９．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３０６ ３．７ ４

８６ Ｎ３５ ３１２ ６７．０ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ３８１ ４．４ ４

８１ Ｋ４０ ４１６ ２．０ ４

Ｋ４０ Ⅰ １３ １．２ ４

８１ Ｌ４０ ３ １４．０ ４

８１ Ｌ４０ ３５７ ４．８ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ３８６ ３．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４１９ １５．５ ４

８１ Ｌ４０ １７１ １．０ ４

８１ Ｌ４０ ２６３ ２９．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ４４２ １３．０ ４

８１ Ｋ４０ ４４３ ２５．８ ４

８１ Ｌ４０ １９３ １３．８ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ １８ １２．１ ４

８１ Ｌ４０ ３６３ ４．２ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ ２４ ３７．０ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ ３１ １．１ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ７５ １２．０ ４

８１ Ｌ４０ ２５４ １．０ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ １６２ １４．２ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １６６ ６．０ ４

８１ Ｌ４０ ２８３ １．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １７９ ２．１ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ ２２７ ３．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２３５ ４．４ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２４８ １６．２ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２６５ ２．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２７７ ４．９ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２７８ ２．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２９０ ４．１ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ ２９２ ９．７ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ ３０１ ２１．２ ４

８１ Ｌ４０ ３０５ １７．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３６０ ３．８ ３

剥片 ８３ Ｍ３８ ２５０ ２．８ ４

８３ Ｍ３８ ２５１ ３．２ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ３９３ １．３ ４

― １２６ ２４３ 接合資料 ８１・８３ ５２４．６ ８３ ３・４ ５４６ ２７９３

剥片 ８１ Ｊ４１ １８ ２．８ ３

８１ Ｋ４０ ４１２ １．７ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８１ Ｊ４１ １９ １．１ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ５６ ４．６ ４

８１ Ｋ４０ ４２４ ６．８ ３

８１ Ｌ４０ １３６ ２．４ ３

８１ Ｌ４０ １８８ １．８ ３

８１ Ｌ４０ １９７ １．６ ４

８１ Ｌ４０ ２７３ ３．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ５９ ３１．１ ３

８１ Ｋ４０ １９８ ５．１ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ９９ ０．９ ４

８１ Ｋ４０ １７７ １．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １０１ ８．９ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ １０４ ２．１ ３

８１ Ｋ４０ １８５ ５．７ ３

８１ Ｋ４０ ３８９ ２６．６ ３

８１ Ｌ４０ ３１５ ６．４ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ １１１ ９．１ ４

８１ Ｋ４０ １６２ ３．２ ４

８１ Ｋ４０ １７５ ４．８ ４

８１ Ｌ４０ ７１ ２．４ ３

８１ Ｌ４０ ２１５ １．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １２１ ２．１ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １４１ ７．７ ３

８１ Ｋ４０ ３５０ １０．７ ３

Ｋ４０ Ⅱ ５５ ０．７ ４

８１ Ｌ４０ ２００ ２．９ ３

８１ Ｌ４０ ２５１ １．２ ３

８３ Ｍ３７ ５ ３７．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ １７３ ２５．０ ４

８１ Ｋ４０ ３０３ １．０ ４

８１ Ｌ４０ １１６ ０．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２０６ ２．８ ３

８１ Ｌ４０ ２９５ ２．９ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ２１７ ０．９ ３

８１ Ｌ４０ ８ ８．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２３５ １．７ ４

８１ Ｌ４０ ２１１ １．０ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２４１ ４．９ ４

８１ Ｋ４０ ３３９ ２．２ ３

８１ Ｋ４０ ４３０ ７．８ ３

８１ Ｌ４０ ７８ ５．５ ３

８１ Ｌ４０ ２２３ ３．２ ４

８１ Ｌ４０ ２５３ ４．０ ３

剥片 ８１ Ｋ４０ ２４３ １．６ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２５９ ３．０ ３

８１ Ｌ４０ ２６８ ５．５ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２７５ ５．２ ４

８１ Ｌ４０ ５１ ２．２ ４

８１ Ｌ４０ ７０ １２．３ ３

８１ Ｌ４０ １７５ １１．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ２８１ ３．９ ４

８１ Ｋ４０ ３５３ ７．８ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３３２ １．１ ４

８１ Ｋ４０ ４１８ ３．４ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３３４ １．１ ４

８１ Ｋ４０ ３３５ ０．９ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３４１ １．０ ４

８１ Ｋ４０ ３４８ ２．６ ４

８１ Ｌ４０ ２６０ ０．７ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３７１ ３３．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３８３ ２．２ ４

剥片 ８１ Ｋ４０ ３９６ ２．７ ４

８１ Ｌ４０ ８０ ２．６ ４

剥片 Ｋ４０ Ⅱ ９ １．８ ４

８１ Ｌ４０ ２８６ ４．４ ４

上白滝８遺跡（２）

４１８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｋ４０ Ⅰ １２ １２．７ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １０ ２５．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １６ ３．４ ４

８１ Ｌ４０ ２３８ ３．２ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ７４ １１．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １１３ ３．８ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １５１ ３０．８ ３

８１ Ｌ４０ ２９７ ８．６ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ １９５ ５．８ ４

８１ Ｌ４０ １９９ ２．０ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ １９６ ５．９ ４

８１ Ｌ４０ ３１１ ３．４ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２３２ ５．０ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ２９３ ６．０ ３

剥片 ８１ Ｌ４０ ３４１ １２．３ ４

剥片 ８１ Ｌ４０ ３５１ ２．８ ３

― １２７ ２４４ 接合資料 ８７・８８ １８４０．７ ６９ １ ６３１ ２９９４

剥片 ８８ Ｐ３３ １ ４．４ １

８８ Ｒ３２ ５７３ ４．７ １

８８ Ｓ３１ ７６ １０８．３ １

剥片 ８８ Ｐ３３ ４ １８．７ １

Ｐ３４ Ⅰ ３２ １２．０ １

８８ Ｓ３１ ５４ １３．７ １

剥片 Ｐ３４ Ⅰ ３１ １４．３ １

剥片 Ｑ３２ Ⅰ ２ ４．９ １

８８ Ｒ３１ ３８１ １１．１ １

８８ Ｓ３２ ４０７ ８．８ １

剥片 ８８ Ｑ３３ １ ９００．６ １

８８ Ｒ３２ ６８２ １２．４ １

８８ Ｓ３２ ７７１ ２．１ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ２３ ７．４ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ４９ ９．３ １

剥片 ８８ Ｑ３３ １２１ ２．１ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ２３４ ２．９ １

８８ Ｒ３２ ５３６ ４．５ １

剥片 Ｑ３３ Ⅰ ３０ ７．３ １

８７ Ｒ３２ １３２ ７．１ １

８８ Ｓ３２ ２２９ ７．８ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ６９ １１．８ １

８８ Ｒ３１ ２４５ ８．１ １

剥片 ８８ Ｒ３１ １３８ １２．２ １

剥片 ８８ Ｒ３１ １６２ ２．７ １

８８ Ｒ３２ ３８０ ４．６ １

８８ Ｓ３２ １０２ ３４．８ １

８８ Ｓ３２ ４１８ ４３．１ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２７５ ２．０ １

Ｒ３２ Ⅰ ５ ３８．７ １

８８ Ｓ３２ ６５５ ５．４ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２８４ ３．７ １

８８ Ｓ３１ １２９ ３．５ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２９２ １５．８ １

８８ Ｓ３１ １５９ ９．５ １

８８ Ｓ３１ ２６０ ２．６ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３１ １３．１ １

８８ Ｒ３２ １１３ ３１．０ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５７ ２．９ １

８８ Ｒ３２ ７２ ２０．７ １

剥片 ８８ Ｒ３２ １０６ ４．４ １

剥片 ８８ Ｒ３２ １２０ ３６．５ １

８８ Ｒ３２ ３３９ １５．０ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２２９ ８．６ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３２５ １９．５ １

Ｒ３２ Ⅰ ６ ３８．２ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ４７１ ９．２ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ４８３ ５．１ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８８ Ｒ３２ ５０７ ５．５ １

８８ Ｒ３２ ９５２ ６．１ １

８８ Ｓ３２ ３２２ ２１．１ １

８８ Ｓ３２ ６１２ ２．４ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５２４ ２７．６ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５３０ １７．７ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ６１４ ４．６ １

８８ Ｒ３２ ７７０ １０．４ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ７５１ １．８ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ９２２ ３．３ １

８８ Ｓ３１ ６６ １８．１ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ９２３ ７．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ９３３ ７．０ １

剥片 ８８ Ｒ３３ ２１０ １３．４ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １１０ ８．２ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １３０ ４３．４ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ４３ ２９．４ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ４８ ３．３ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ２２５ ４．４ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ２３４ ２６．２ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ６８５ １２．４ １

― １２８ ２４５ 接合資料 ８７・８８ ９１０．７ ４６ １ ６２９ ２９９０

剥片 ８７ Ｑ３３ ５８ ５３．２ １

８８ Ｒ３２ ８８２ ３７．３ １

剥片 Ｑ３３ Ⅰ ２９ ５．７ １

８８ Ｒ３２ ４２ ４．６ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ９６ ５．１ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ９７ ７７．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ４３ ２．５ １

８８ Ｒ３２ ２３１ ８．９ １

８８ Ｒ３２ ９１８ ３．１ １

８８ Ｓ３１ ８７ ２１．１ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ６５ ２．１ １

８８ Ｓ３１ ３１ ８．２ １

８８ Ｓ３１ １０３ ４．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ １０８ ７４．６ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２５８ ４７．０ １

８８ Ｒ３２ ３８８ ７．１ １

８８ Ｓ３１ ７８ １０．１ １

８８ Ｓ３２ ３５２ １７．０ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２６８ ９．１ １

８８ Ｓ３２ ２５７ ３０．４ １

８８ Ｓ３２ ２５８ ２．３ １

８８ Ｓ３２ ６９６ ２．９ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２８１ ９．０ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３０１ ８．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３３０ ３．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ４０８ ９７．１ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ４１６ ７．６ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ７７６ ６．５ １

８８ Ｓ３１ ３０ ８．４ １

８８ Ｓ３１ ４６ １４．５ １

８８ Ｓ３２ ７５８ １１．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ７９４ ５４．４ １

剥片 Ｒ３２ Ⅰ ８ ２．５ １

８８ Ｓ３２ ５５７ ３．１ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ２ ４２．０ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ２１ ３６．２ １

Ｂ調 １４９ １２．９ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ５９ ７２．４ １

８８ Ｓ３２ ７５６ ４．６ １

剥片 ８８ Ｓ３２ １４ １６．９ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ４３１ １１．６ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ４５７ ４．１ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ５０２ ８．２ １

掲載遺物一覧

４１９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８８ Ｓ３２ ５５８ １３．５ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ６３１ ２２．３ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ７６０ ６．１ １

― １２８ ２４６ 接合資料 ８７・８８ ６８０．９ ２７ １ ６３２ ２９９５

剥片 ８８ Ｐ３３ ６ ２２．５ １

剥片 Ｐ３３ Ⅰ １ ３０．１ １

剥片 ８８ Ｑ３３ ５ １７．８ １

剥片 ８７ Ｑ３３ １６ ３．４ １

剥片 ８８ Ｑ３３ １１３ ３５．８ １

８８ Ｓ３１ ２３５ ９４．０ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ３９４ ４５．０ １

８８ Ｓ３２ ４８７ ２１．７ １

剥片 ８８ Ｒ３２ １１８ ７２．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ １３７ ６．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２０３ ２．１ １

８８ Ｒ３２ ７４９ ７．２ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２９５ ４５．１ １

８８ Ｓ３１ １２８ ２６．９ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３２３ ２．４ １

８８ Ｒ３２ ８２１ ２．４ １

８８ Ｓ３２ ３６９ ０．５ １

８８ Ｓ３２ ４８９ ３．９ １

８８ Ｓ３２ ７２７ ２．８ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３８７ ２９．２ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５３１ １２．１ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ５９８ １９．６ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ９０２ ５８．１ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ５６ ６５．８ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ７５ ４１．１ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ５８５ １１．０ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ７５２ １．８ １

― １２９ ２４７ 接合資料 ８８ ８１５．０ ３４ １・５ ６３０ ２９９３

剥片 ８８ Ｑ３３ １５ １２．１ １

剥片 Ｑ３３ Ⅰ ４０ ６．４ １

Ｑ３３ Ⅰ ４１ ２．３ １

８８ Ｒ３１ ３５８ １８．０ １

８８ Ｓ３２ ６６０ ５．３ １

剥片 ８８ Ｒ３１ ２３８ ３０．９ １

８８ Ｒ３２ ４６２ １．３ １

８８ Ｓ３１ １４９ ４．５ １

８８ Ｓ３２ ６９２ ５．０ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２２ １０．４ １

Ｒ３２ Ⅰ ４ ２７．５ １

剥片 ８８ Ｒ３２ １３９ ２．７ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２１５ ２．７ １

Ｒ３２ Ⅰ ９ １４．９ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ２９７ ２７．９ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ３２６ ３７．４ １

８８ Ｓ３１ １７９ ８．３ １

剥片 ８８ Ｒ３２ ７５９ ２０．５ １

８８ Ｒ３２ ８７５ １．４ １

８８ Ｓ３２ ３６０ ４４．７ １

８８ Ｓ３２ ７２５ ５．５ ５

剥片 ８８ Ｒ３２ ７７９ ２．４ １

８８ Ｓ３１ １１４ ２６．８ １

剥片 Ｒ３２ Ⅰ ２ ５３．２ １

８８ Ｓ３２ ４４９ ３８．５ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ５１ ３４．９ １

８８ Ｓ３１ １０８ ２３．３ １

剥片 ８８ Ｓ３１ ６４ ９８．４ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １０２ １２．０ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １２５ １４．７ １

剥片 ８８ Ｓ３１ １９７ ２０．８ １

８８ Ｓ３２ １６ ４３．７ １

剥片 ８８ Ｓ３２ ２３２ ７．２ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８８ Ｓ３２ ４６７ １４９．４ １

― １２９ ２４８ 接合資料 ８２・８３・８５ １７４９．８ ４９ ３・４ ５７８ ２８８２

剥片 ８２ Ｍ３６ ５１ ２４１．４ ４

８２ Ｍ３６ ７２ ６６．５ ４

８３ Ｍ３７ ４ ５．８ ４

Ｍ３８ Ⅰ ４５ ３．５ ４

８５ Ｎ３６ １０３ ４．７ ４

８５ Ｎ３６ １１７ １１８．１ ４

８５ Ｎ３６ １５８ ３．７ ４

８３ Ｎ３７ ４ ２．５ ４

８３ Ｎ３７ ６ ８．７ ４

８３ Ｎ３７ ７ ７３．６ ４

８３ Ｎ３７ ９ １．９ ４

８３ Ｎ３７ １４ １．２ ４

８３ Ｎ３７ １７ ３７．７ ４

８３ Ｎ３７ ３３ ２．６ ４

８３ Ｎ３７ ４２ １．６ ４

８３ Ｎ３７ ４４ ４．１ ４

８３ Ｎ３７ ５３ １１４．２ ４

８３ Ｎ３７ ５８ １９１．９ ４

８３ Ｎ３７ ５９ ８．５ ４

８３ Ｎ３７ ６１ ３．７ ４

８３ Ｎ３７ ６４ １３．２ ４

８３ Ｎ３７ ６９ ７９．３ ４

８３ Ｎ３７ ７２ １．２ ４

８３ Ｎ３７ ７３ ４．６ ４

８３ Ｎ３７ ９３ ２．４ ４

Ｎ３７ Ⅰ ７ ６．９ ４

８３ Ｎ３８ ２５５ １．２ ４

８３ Ｎ３８ ４２９ ７．３ ４

８３ Ｎ３８ １１１６ ２．３ ４

８３ Ｎ３８ １２０５ ９．５ ４

８３ Ｎ３８ １２０８ ４．１ ４

剥片 Ｍ３７ Ⅰ ４ ６．５ ４

８５ Ｎ３６ ５６ ２．５ ４

８５ Ｎ３６ ５７ ３１９．２ ４

８３ Ｎ３７ １５ １６．５ ４

８３ Ｎ３７ ２９ ４．９ ４

８３ Ｎ３７ ３６ ４．２ ４

剥片 ８３ Ｎ３７ ２８ １７．６ ４

８３ Ｎ３７ ４８ １．５ ４

Ｎ３７ Ⅰ ８ ２．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３７ ５０ ２７．１ ４

８３ Ｎ３７ ９１ １．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３７ ５２ ３７．４ ４

８３ Ｎ３７ ５７ １０１．７ ４

８３ Ｎ３７ ６３ ２．５ ４

剥片 ８３ Ｎ３７ ９９ ４．５ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １６０ １０．７ ３

剥片 ８３ Ｎ３８ ６２０ １５３．５ ４

８３ Ｎ３８ １２０３ ８．４ ４

― １２９ ２４９ 接合資料 ８２・８３・８５ １３１２．１ ２４ ４ ６１５ ２９７２

剥片 ８５ Ｍ３６ １ ５．１ ４

８５ Ｎ３６ １００ ９．１ ４

８５ Ｎ３６ ２４９ １．３ ４

剥片 ８５ Ｍ３７ ６ ２５５．３ ４

剥片 ８３ Ｍ３７ ８ ４．４ ４

８５ Ｎ３６ ２５２ ３．７ ４

剥片 ８２ Ｍ３７ ９ ３３．０ ４

剥片 Ｍ３７ Ⅰ ６ ４．９ ４

二次加工ある剥片 ８５ Ｎ３６ ５ ２０２．６ ４

剥片 ８５ Ｎ３６ ４３ ６３．４ ４

剥片 ８５ Ｎ３６ ７０ １３．６ ４

８５ Ｎ３６ ２３３ ２９８．９ ４

剥片 ８５ Ｎ３６ ９１ ４１．７ ４

上白滝８遺跡（２）

４２０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８５ Ｎ３６ ２０５ ４２．２ ４

剥片 ８５ Ｎ３６ １３６ １．０ ４

８５ Ｎ３６ ２４４ ８６．７ ４

剥片 ８５ Ｎ３６ １４２ １０．３ ４

８５ Ｎ３６ １６３ ７３．５ ４

８５ Ｎ３６ １７９ ７２．６ ４

８５ Ｎ３６ １８４ ３８．９ ４

８５ Ｎ３６ ２０４ ３５．８ ４

８５ Ｎ３６ ２２４ ２．５ ４

剥片 ８５ Ｎ３６ １９２ ８．４ ４

剥片 ８５ Ｎ３６ ２０７ ３．２ ４

― １３０ ２５０ 接合資料 ８６ ７３３．９ ６ １ ５８９ ２９１５

縦長剥片 ８６ Ｍ３５ ２６ ２．８ １

８６ Ｎ３５ ２４６ ３．９ １

石刃 ８６ Ｍ３５ ５８０ ３．１ １

８６ Ｎ３５ ２０５ ５．８ １

Ⅲ―１２９ １０４ １６０ 石刃核 ８６ Ｎ３５ ２４９ ３９６．０ １

Ⅲ―５１１ ４００ ４ 石刃核 セ南３０～５１ ３ ３２２．３ １

― １３０ ２５１ 接合資料 ８７ ８６９．１ ４６ １ ６３８ ３０１６

石刃 ８７ Ｑ３３ ２３２ １５．５ １

８７ Ｓ３３ ３５０ ５．３ １

剥片 Ｑ３３ Ⅰ ３７ ２．８ １

Ｒ３３ Ⅱ ７ ２．５ １

８７ Ｓ３３ ５４ ８．４ １

８７ Ｓ３３ ５６５ １８．２ １

８７ Ｓ３３ ８５５ ６．０ １

排土 １２０ ３．２ １

縦長剥片 ８７ Ｑ３４ １０６ ２２．７ １

８７ Ｒ３３ ６３２ ８．８ １

剥片 Ｑ３５ Ⅰ １８ ３９．０ １

８７ Ｒ３３ ５８２ ６．３ １

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ １２４ １１．３ １

８７ Ｒ３３ ９９８ １１．２ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ３２０ １３．９ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ４４３ ２４．８ １

８７ Ｓ３３ ２８４ １６．０ １

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ ５４２ １５．５ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ７８９ １２．１ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ９８１ ３０．８ １

８７ Ｓ３３ ６２ １３．８ １

８７ Ｓ３３ ６９ ６．３ １

剥片 ８７ Ｒ３３ １０３９ ６．７ １

Ⅲ―１２８ １０３ １５５ 石刃核 ８７ Ｒ３３ １１９０ １４８．３ １

剥片 ８７ Ｒ３３ １１９８ ２６．１ １

８７ Ｓ３３ ７２４ １２．８ １

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ １２２７ ９．３ １

剥片 ８７ Ｒ３３ １２５０ ６．４ １

８７ Ｓ３３ ５２７ ５．２ １

８７ Ｓ３３ ５２８ ３１．２ １

剥片 ８７ Ｓ３２ ７２ ２６．１ １

剥片 ８７ Ｓ３２ ８６ ２００．５ １

８７ Ｓ３３ ２４７ ３．８ １

剥片 ８７ Ｓ３２ １４９ ４．９ １

８７ Ｓ３３ ８８９ １０．２ １

剥片 ８７ Ｓ３２ １５６ ５．９ １

縦長剥片 ８７ Ｓ３３ １２４ ２０．２ １

８７ Ｓ３３ ５４４ ９．４ １

剥片 ８７ Ｓ３３ １９９ ３．０ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ２０７ ３．７ １

縦長剥片 ８７ Ｓ３３ ３６１ １１．０ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ３７３ ２．４ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ４２３ ４．４ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ５３４ ９．８ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ５５７ ８．８ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ５８６ ４．６ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

― １３０ ２５２ 接合資料 ８５・８７ １３２．２ ４ ４ ６１８ ２９７５

石刃 ８５ Ｏ３６ １７ ５．６ ４

石刃 ８５ Ｐ３５ ２７７ ３．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３８０ １０．６ ４

Ⅲ―１３１ １０５ １７０ 石刃核 ８７ Ｒ３５ ７７ １１２．１ ４

― １３１ ２５３ 接合資料 ８５・８７ ９７４．５ ２２ １ ６０８ ２９５７

Ⅲ―１３２ １０６ １８２ 石核 ８５ Ｐ３５ ２２２ ２７４．２ １

８５ Ｐ３５ ４０１ ２９４．８ １

８５ Ｐ３５ ４０２ ５．２ １

剥片 ８７ Ｒ３３ １７１ １０２．０ １

剥片 ８７ Ｒ３３ ９１５ １３．１ １

８７ Ｒ３３ １１９６ ７．６ １

８７ Ｓ３３ ８６８ １２．９ １

剥片 ８７ Ｒ３３ １０６４ ５．７ １

８７ Ｓ３２ ８７ １７．３ １

８７ Ｓ３３ １８ ２．９ １

８７ Ｓ３３ １９２ １６．２ １

８７ Ｓ３３ ３３２ １２．９ １

８７ Ｓ３３ ８７６ ４．０ １

剥片 ８７ Ｓ３３ １１０ １５．６ １

剥片 ８７ Ｓ３３ １１２ １７．３ １

剥片 ８７ Ｓ３３ １３８ ３２．６ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ２４９ ７７．０ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ３４３ １１．１ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ４０４ １２．３ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ５６９ ４．１ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ７２１ ３１．７ １

剥片 ８７ Ｓ３３ ９１５ ４．０ １

― １３１ ２５４ 接合資料 ８５・８７ ３４１．０ １９ ４ ６２６ ２９８５

縦長剥片 ８５ Ｎ３５ ９ １３．６ ４

剥片 ８５ Ｏ３５ １１ ５９．６ ４

剥片 ８５ Ｏ３５ ３１ ４．７ ４

縦長剥片 ８５ Ｏ３５ ４６ １３．５ ４

８５ Ｏ３５ ４７ ４．４ ４

縦長剥片 Ｏ３５ Ⅰ ２４ ３４．０ ４

８５ Ｐ３５ １３９ １９．７ ４

剥片 ８５ Ｏ３６ １１ ３．４ ４

縦長剥片 ８５ Ｏ３６ ７１ ９．３ ４

剥片 Ｏ３６ Ⅰ １４ ３６．８ ４

剥片 Ｏ３６ Ⅰ ２０ ４．７ ４

縦長剥片 Ｏ３６ Ⅰ ３７ １５．６ ４

Ｑ３５ Ⅰ １３ ６．５ ４

剥片 Ｏ３６ Ⅱ ３８ １．９ ４

８５ Ｐ３５ ３７９ ６．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４０５ １２．８ ４

石刃 ８５ Ｐ３５ ４０９ ５．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３６ ５１ １１．４ ４

Ⅲ―１２８ １０３ １４７ 石刃核 ８７ Ｒ３５ ２ ７６．９ ４

― １３１ ２５５ 接合資料 ８６ ６０５．４ ３９ ４ ６０２ ２９４８

剥片 ８６ Ｍ３４ １８ ２．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ３３ ４．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２１２ ７．１ ４

８６ Ｎ３４ １９７ ５．６ ４

８６ Ｎ３４ ５３０ ４．０ ４

Ⅲ―１２３ １０１ １２０ 舟底形石器 ８６ Ｍ３５ ３ １２．５ ４

８６ Ｍ３５ ４ １７．０ ４

縦長剥片 ８６ Ｍ３５ ８２ １５．８ ４

８６ Ｎ３４ ３１２ ３．０ ４

８６ Ｎ３４ ７４７ ６．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １７３ １２．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ６０８ １１．７ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ３９ ２４．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７５ ３．３ ４

８６ Ｎ３４ １０２４ ４．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １６４ ４９．５ ４

掲載遺物一覧

４２１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８６ Ｎ３４ １３２８ ２．０ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ３１８ ２０．９ ４

８６ Ｎ３４ ５５８ １２．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４２５ ４．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４３６ ７．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４５０ ４．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４９１ ２２．０ ４

８６ Ｎ３４ １１６６ １９．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５０３ ２９．６ ４

８６ Ｎ３４ ６５７ ２６．９ ４

８６ Ｎ３４ １２６７ ７．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６３７ ５．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６５２ ３２．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７３３ ４４．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９８３ ３３．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０５３ ４０．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１５８ ６．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１９９ ６１．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２１０ １．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３３２ ２．２ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ １３３８ ２１．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３８１ ４．５ ４

石刃 ８６ Ｏ３４ １７３ １０．４ ４

― １３２ ２５６ 接合資料 ８６ ９７９．２ ９７ ４ ５９５ ２９３４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２９ ５．８ ４

８６ Ｎ３４ ３６０ ２．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ４９ ７．２ ４

８６ Ｎ３３ １９３ １４．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １４４ ５．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １５１ ７．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １６５ ２．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １６７ ４．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １７０ １４．８ ４

Ｎ３４ Ⅱ １３９ ２．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １７１ １１．３ ４

８６ Ｍ３５ １１８ ７．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １７８ １．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２１４ ５．２ ４

Ｎ３４ Ⅱ １４７ １．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２２３ ２．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ５４ ５．０ ４

Ⅲ―１２２ １００ １００ 削器 ８６ Ｍ３５ ７６ １．６ ４

８６ Ｎ３４ ４１５ ９２．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １０５ １．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ６０７ ２４．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ６１７ １１．１ ４

二次加工ある剥片 Ｍ３５ Ⅰ ２ ２０．５ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ １０ １．７ ４

縦長剥片 Ｍ３５ Ⅰ １７ ６．９ ４

８６ Ｎ３３ １８１ １２．３ ４

８６ Ｎ３４ １２３４ ３．８ ４

Ｎ３４ Ⅱ ６６ １．７ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ １９ １．９ ４

Ⅲ―１２０ ９８ ７９ 錐形石器 Ｍ３７ Ⅰ １ １０．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８３ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９８ ３．５ ４

８６ Ｎ３４ ９３９ ８．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １９３ ３．７ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ２０９ １９．３ ４

８６ Ｎ３４ ９４１ １１．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３０２ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３３９ １．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３５５ ４．１ ４

Ⅲ―１３０ １０４ １６２ 石刃核 ８６ Ｎ３４ ３９３ １２９．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４１０ ３．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ ４２６ ２．１ ４

８６ Ｎ３４ １１８９ ５．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５０９ ５．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５１０ ２２．９ ４

８６ Ｎ３４ １２７９ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５２０ ４．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５６５ ５．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６９１ １．７ ４

８６ Ｎ３４ １０８７ １５．６ ４

８６ Ｎ３４ １３４７ １．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６９９ １．４ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ７０４ ２８．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７０７ ３７．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７４２ １５．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７４５ ２４．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８５５ １０．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８６２ １．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８６３ ４．２ ４

８６ Ｎ３４ ９２８ ２．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９２１ ３．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９２４ ９．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９２９ ２．９ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ９５１ ９．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １００３ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０２０ ４０．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０３４ ３．１ ４

不明 不明 ０．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１４７ ３４．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１４８ １４．６ ４

Ⅲ―１２３ １０１ １１７ 舟底形石器 ８６ Ｎ３４ １１８６ ３８．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２１３ ８．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２６５ ６．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２６６ ３．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２７３ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２８４ ０．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２８８ ５．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２９９ ６．３ ４

石刃 ８６ Ｎ３４ １３２５ ３．７ ４

８６ Ｎ３４ １４１３ １０．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３２７ ２．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３８３ ２１．０ ４

Ｎ３４ Ⅱ １０ １．１ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １ １．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １７ １．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ２７ １．９ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ３４ １．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ７１ １．３ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ８５ １．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １４０ ０．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １４８ １．２ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １４９ ０．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １５０ ０．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １５１ ０．６ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １５２ ０．３ ４

Ⅲ―１２７ １０２ １４２ 舟底形石器 ８６ Ｎ３５ ９６ ５７．０ ４

剥片 不明 不明 ２．０ ４

― １３２ ２５７ 接合資料 ８７ ５５３．０ ３２ ４ ５９７ ２９３９

剥片 ８７ Ｐ３４ １４ １６．５ ４

Ｐ３４ Ⅰ ２３ ３．５ ４

Ｑ３４ Ⅰ ３３ １５．２ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ２９ ３．７ ４

縦長剥片 ８７ Ｑ３４ ３５ ６．３ ４

８７ Ｒ３４ １１７ ３３．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １５２ ４６．６ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １７０ ６．５ ４

上白滝８遺跡（２）

４２２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ １９６ ６．３ ４

８７ Ｒ３３ １０８８ ５．１ ４

８７ Ｓ３３ １１７ ６．７ ４

８７ Ｓ３３ １５２ ３．４ ４

８７ Ｓ３３ ５９１ ６．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ４２９ ３１．６ ４

石刃 ８７ Ｒ３３ ４３０ ２２．５ ４

８７ Ｓ３３ ８６１ １１．０ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ５１２ １１．２ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ５７１ １２．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ７７０ １１．３ ４

石刃 ８７ Ｒ３３ ８５８ １５．０ ４

８７ Ｓ３３ ６３１ ５９．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ９７９ １０．７ ４

剥片 Ｒ３３ Ⅰ １１ ９．９ ４

剥片 Ｒ３３ Ⅰ １２ ３．５ ４

剥片 ８７ Ｒ３４ ３４ １３．３ ４

８７ Ｓ３３ １９１ ２．１ ４

Ⅲ―１３１ １０６ １７９ 石核 ８７ Ｓ３２ ２０ １５３．８ ４

剥片 ８７ Ｓ３２ ３６ ６．６ ４

剥片 ８７ Ｓ３２ １１８ ３．７ ４

剥片 ８７ Ｓ３２ １４６ ７．７ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ４０６ ６．２ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ６０２ １．１ ４

― １３３ ２５８ 接合資料 ８７ ４２３．８ ３７ ４ ６５２ ３０５０

Ⅲ―１２７ １０２ １４５ 舟底形石器 Ｐ３５ Ⅰ ２ １６．５ ４

二次加工ある剥片 Ｐ３５ Ⅰ ２０ ２．７ ４

８７ Ｑ３５ ５１ ２２．１ ４

剥片 Ｑ３３ Ⅰ ７ ４．３ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ １３ ６．１ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ２８ ２．４ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ １０８ ４７．７ ４

Ⅲ―１２７ １０２ １４４ 舟底形石器 ８７ Ｑ３４ １４９ １７．５ ４

８７ Ｒ３３ ７８２ ３２．２ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ２０３ ４．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ９１ １２．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １２８ ３．６ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ２４３ ３．０ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ４２８ ６．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ６９５ ２．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ８３８ ３．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ８８２ ２４．０ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ９２０ ５．３ ４

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ １０３４ １２．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１３９ ７．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１４５ ２．４ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１５３ ３．８ ４

８７ Ｓ３２ ２８４ ３．２ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １２０５ ３．１ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １２９４ １．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １３０７ ４．９ ４

縦長剥片 ８７ Ｒ３３ １３０９ ５６．５ ４

８７ Ｓ３２ ３７ ３２．９ ４

剥片 Ｒ３３ Ⅰ ９ ２１．４ ４

剥片 Ｒ３３ Ⅰ １０ ９．５ ４

剥片 Ｒ３４ Ⅰ １３ ２．２ ４

剥片 ８７ Ｓ３２ １７９ １２．１ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ １１９ ７．０ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ １２９ ６．５ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ８０２ ７．２ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ８４１ ５．４ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ９０９ ６．３ ４

― １３３ ２５９ 接合資料 ８２ ２９３．８ ８ ４ ５５２ ２８０８

Ⅲ―１２８ １０３ １５２ 石刃核 ８２ Ｋ３７ ７ １２６．９ ４

Ⅲ―１２１ １００ ９８ 削器 ８２ Ｋ３７ ２１８ ５５．７ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８２ Ｋ３７ ３５８ １９．２ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ７９３ ４．５ ４

縦長剥片 Ｋ３７ Ⅰ ５５ １４．４ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅰ ６０ ８．１ ４

二次加工ある剥片 Ｂ調 ２７ ６１．７ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅱ １９５ ３．３ ４

― １３３ ２６０ 接合資料 ８３ ５１０．２ １４ ３・４ ５７７ ２８８１

剥片 ８３ Ｍ３８ １５８ １３．４ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ３２６ １７．５ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５５９ ７．０ ４

８３ Ｎ３８ ４３ ９．３ ４

８３ Ｎ３８ ８４６ ５３．２ ４

８３ Ｎ３８ １０８７ １３０．７ ３

剥片 ８３ Ｍ３８ ６４６ ２．７ ３

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ６１ ７．０ ３

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ６２ ２３．９ ３

剥片 ８３ Ｎ３８ ２８９ １０．５ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ７０３ ６４．６ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １１８８ ５７．２ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １２７９ １６．４ ４

Ⅲ―１３０ １０４ １６５ 石刃核 Ｎ３８ Ⅰ １１ ９６．８ ４

― １３４ ２６１ 接合資料 ８５ ３３２．１ ３６ ４ ６２２ ２９７９

剥片 Ｏ３５ Ⅰ ３２ １０．７ ４

剥片 Ｏ３５ Ⅰ ３３ ４．５ ４

縦長剥片 Ｏ３６ Ⅰ ３４ １９．６ ４

Ｐ３５ Ⅰ ２４ ５．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２５ ２．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５４ １１．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １２２ ４．０ ４

縦長剥片 ８５ Ｐ３５ １３１ ７．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １５２ ９．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １５３ ３．５ ４

８５ Ｐ３５ ６２０ ７．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １５９ ２．４ ４

８５ Ｐ３５ ５４５ １．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １９１ ８．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３１２ ４４．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３２２ ６．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３４８ ３．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４３６ １．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４５７ １０．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４６０ １０．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４６７ ３．６ ４

８５ Ｐ３５ ５２３ ５．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４７４ ３４．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４９７ ２．７ ４

縦長剥片 ８５ Ｐ３５ ５０７ ９．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５１４ ４．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５５３ １７．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５５５ ２０．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５７８ １５．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５８５ ８．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５９３ ４．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ６０２ ３．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ６１３ ５．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ６３１ １２．１ ４

剥片 Ｐ３５ Ⅰ ２５ ５．８ ４

剥片 Ｐ３６ Ⅰ ５ ３．６ ４

― １３４ ２６２ 接合資料 ８５・８６・８７ ２９５．１ １８ ４ ６１７ ２９７４

縦長剥片 ８６ Ｎ３５ ２０ ６．２ ４

Ｑ３５ Ⅰ １ ４２．４ ４

剥片 ８５ Ｏ３５ ５８ ３．７ ４

Ⅲ―１２８ １０３ １４８ 石刃核 ８５ Ｏ３５ ６１ ３９．６ ４

剥片 ８５ Ｏ３５ １０５ ４．５ ４

剥片 Ｏ３５ Ⅰ １２ ２３．２ ４

掲載遺物一覧

４２３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８５ Ｏ３６ ４２ ４．４ ４

剥片 ８５ Ｏ３６ ７４ ３１．０ ４

剥片 Ｏ３６ Ⅰ ６ ３２．９ ４

剥片 Ｏ３６ Ⅰ １５ ７．９ ４

剥片 Ｏ３６ Ⅰ ２３ ２．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３１ １６．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １８３ ２８．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２０５ ２２．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２１８ ６．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２５３ ２．３ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２７１ １１．４ ４

石刃 ８７ Ｒ３５ ７２ ９．８ ４

― １３４ ２６３ 接合資料 ８２ ４５９．７ ４８ ４ ５５９ ２８１６

石刃 ８２ Ｊ３７ ３４ ８．６ ４

Ｋ３７ Ⅱ １９１ １３．１ ４

Ｋ３７ Ⅱ ２４１ ４．４ ４

剥片 ８２ Ｊ３７ ４７ ３．９ ４

剥片 ８２ Ｊ３７ ５２ ６．９ ４

剥片 Ｋ３３ Ⅱ １ ３．４ ４

剥片 Ｋ３３ Ⅱ ２６ ０．８ ４

Ⅲ―１２３ １００ １１３ 舟底形石器 ８２ Ｋ３６ ３９ １３．６ ４

８２ Ｋ３７ ４２８ １２．３ ４

剥片 ８２ Ｋ３６ １６４ ３．５ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ １４３ １．８ ４

８２ Ｋ３７ ４１０ ２．１ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ２８０ １７．３ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ３０３ １６．１ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ３３６ ５．１ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ３８２ ２２．２ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ３８９ ８．３ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ４２７ １７．１ ４

Ｋ３７ Ⅰ ５１ ３０．８ ４

石刃 ８２ Ｋ３７ ４３０ ７．６ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ４５４ １５．０ ４

Ｋ３７ Ⅱ ２６１ １．６ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ５０２ １５．１ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ５５１ ３．２ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ５７０ １．４ ４

８２ Ｋ３７ ７５８ １．８ ４

Ｋ３７ Ⅱ ２２６ １．０ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ８１４ ３．０ ４

剥片 ８２ Ｋ３７ ８５４ ２．８ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅰ ５４ ２８．５ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅰ ６１ ７．０ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅰ ６７ ３．６ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅰ ７６ １．８ ４

Ｂ調 ８１ ２．２ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅱ １４４ １．８ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅱ １５１ １．０ ４

縦長剥片 Ｋ３７ Ⅱ １９８ ２．１ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅱ ２１１ １．１ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅱ ２５９ ３．５ ４

剥片 Ｋ３７ Ⅱ ２６０ １．８ ４

８２ Ｋ３８ ４１ ７．４ ４

Ⅲ―１３０ １０４ １６３ 石刃核 ８２ Ｌ３６ １０７ ７５．０ ４

Ⅲ―５１１ ４００ ２ 舟底形石器 Ｂ調 ９ １２．１ ４

Ⅲ―５１１ ４００ １ 削器 Ｂ調 １３ ２１．１ ４

剥片 Ｂ調 ２８ １８．７ ４

剥片 Ｂ調 ３４ １１．４ ４

剥片 Ｂ調 ３７ ３．５ ４

剥片 Ｂ調 ３９ １２．３ ４

― １３５ ２６４ 接合資料 ８３・外 １１２８．８ ２８ ３・４ ５７６ ２８７９

剥片 ８３ Ｍ３８ ２１５ ５４．２ ３

８３ Ｎ３８ １０７１ ４８．６ ３

８３ Ｎ３８ １１８２ ２．３ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８３ Ｍ３８ ２２５ ８．７ ３

８３ Ｍ３８ ４７６ １８．１ ３

８３ Ｍ３８ ６００ ３．６ ３

Ｍ３８ Ⅰ ５９ ７０．５ ３

石刃 ８３ Ｍ３８ ２３２ １．９ ４

８３ Ｎ３８ １０６０ ２３．４ ３

剥片 ８３ Ｍ３８ ２７２ ３．６ ３

石刃 ８３ Ｍ３８ ４６９ １９．５ ３

石刃 ８３ Ｍ３８ ５２９ ９．５ ３

石刃 ８３ Ｍ３８ ５４７ １０．１ ３

石刃 ８３ Ｍ３８ ６９５ ３．３ ４

Ⅲ―１２５ １０１ １２７ 舟底形石器 Ｍ３８ Ⅰ ７ ７３．５ ４

８３ Ｎ３８ １１０５ １０５．８ ３

石刃 Ｍ３８ Ⅰ ５２ １９．６ ３

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ６０ １０．２ ３

剥片 Ｍ３９ Ⅰ ２ ６７．０ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ２９７ ２９．２ ４

８３ Ｎ３８ ３０７ ４０．１ ４

８３ Ｎ３８ ６３０ ７２．９ ３

剥片 ８３ Ｎ３８ ７１３ ５．４ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ７３２ ２６．２ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ８６４ ７６．６ ３

Ⅲ―１３０ １０５ １６６ 石刃核 ８３ Ｎ３８ ９９２ １１０．３ ４

Ⅲ―１２０ ９９ ８４ 削器 ８３ Ｎ３８ １１１９ ８．１ ３

― ３９９ ５ 削器 外 Ｐ３９ ３ ２０６．６ ３

― １３５ ２６５ 接合資料 ８９・９３ １３３５．１ ２６ ４ ７２４ ３２７３

剥片 ９３ Ｐ２８ １１８９ １４７．３ ４

９３ Ｐ２８ ７７００ ４６．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７１２ １７７．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３１４７ ５５．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４４３２ ６９．３ ４

８９ Ｒ３０ ２１５ ５３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６４０ ８７．４ ４

９３ Ｐ２９ ７５７ ６９．１ ４

剥片 ８９ Ｑ３１ ２１ ３５．７ ４

８９ Ｒ３０ ２７６ ４８．２ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５６ １９．８ ４

８９ Ｒ３０ ２４１ １８．７ ４

８９ Ｒ３０ ３７３ ２．０ ４

８９ Ｒ３０ ４６６ ４．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １２８ ９．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １３０ １１７．８ ４

８９ Ｒ３０ ４２６ １２．０ ４

８９ Ｒ３０ ５２４ １０６．２ ４

縦長剥片 ８９ Ｒ３０ １５７ ２５．４ ４

８９ Ｒ３０ ３７６ ３７．７ ４

８９ Ｒ３１ ５ ２．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３１５ ８．５ ４

縦長剥片 ８９ Ｒ３０ ３８７ １４．８ ４

８９ Ｓ２９ ２６４ ７５．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４３０ ８０．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４３５ ８．４ ４

― １３６ ２６６ 接合資料 ８９・９３ ７１６．０ ４４ ３・４ ７２３ ３２７１

― １９９ ４４１ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １２４１ １２．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ８４６ ６３．０ ４

９３ Ｐ２８ １３１９ ３６．１ ４

９３ Ｐ２８ ２６３６ ８８．５ ４

８９ Ｒ３０ ４６２ １．１ ４

８９ Ｒ３１ ２２ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９２５ ５３．３ ４

９３ Ｐ２８ ３３１２ １９．９ ４

９３ Ｑ２７ ２２５ ３０．８ ４

８９ Ｒ３０ ２６２ ４６．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８１２ ６５．２ ４

９３ Ｐ２９ ９２６ ９８．４ ４

上白滝８遺跡（２）

４２４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

８９ Ｒ３０ ４４２ ２．４ ４

剥片 ８９ Ｑ３１ ６ ３．９ ３

剥片 ８９ Ｑ３１ ８ ４．８ ３

剥片 Ｑ３１ Ⅰ ３ ２．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １８ ２．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ７２ １．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ８７ ９．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １７２ ６．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １８５ １．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２２４ ２．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２８８ ６．６ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２９５ ２．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３０３ １．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３１７ １．２ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３２４ １．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３４８ ４．５ ４

８９ Ｒ３０ ４６０ ６．２ ４

Ｒ３０ Ⅰ ２ ２．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３９１ ４．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４２３ ８．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４３４ ４．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４３８ ２．２ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４６４ ２３．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４７４ ２．１ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４７９ ２．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４８４ １．１ ４

― １０７ ２２３ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ ４８８ ７１．１ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５１５ ０．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５３２ ３．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５４１ １．５ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ２６８ １．４ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ３２０ ５．９ ４

― １３６ ２６７ 接合資料 ８６・９２ １９２１．４ １０９ ３・４ ５９１ ２９２４

Ⅲ―２５４ １９７ ３１９ 石核 ９２ Ｌ３５ ２４ ９１．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ３ ５．８ ４

８６ Ｎ３４ ３５３ ７０．４ ４

８６ Ｎ３４ １２０８ ５０．７ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ７ ７０．９ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ９ ７．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２８ １０．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ４１ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ４４ ３．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ７１ ３．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ８４ １７．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １２６ ２０．０ ４

８６ Ｎ３４ ３６ ２．１ ４

Ｎ３４ Ⅱ １３３ １．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １４９ ２．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ ２１１ ２９．５ ４

Ｍ３５ Ⅰ ６５ ２．５ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ２５ ３２．２ ４

８６ Ｎ３４ ９３３ １１１．３ ４

８６ Ｎ３４ １１３５ ５７．５ ４

８６ Ｎ３４ １３６４ ２９．３ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ３３ ４．９ ４

８６ Ｎ３４ ５３９ １２．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３３ １６６ ２．４ ４

８６ Ｎ３４ ７１４ ５７．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３３ １６９ ２．７ ４

８６ Ｎ３４ ６３３ ２２．７ ４

８６ Ｎ３４ １２９７ ６．０ ３

剥片 ８６ Ｎ３３ １７８ ２６．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １５５ １５．０ ４

８６ Ｎ３４ １３０１ ３．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １９２ ２．０ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ １９６ ６．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １９９ ５．４ ３

剥片 ８６ Ｎ３４ ２０２ ８．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２０６ １３．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２０８ ７．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２１４ ３０．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２１６ １２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２２５ ３．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３２５ ２１．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３３４ ６．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３５４ ９．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３７６ ２７．２ ４

８６ Ｎ３４ ７１６ ６．９ ４

８６ Ｎ３４ ９５３ ９．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４５３ ３．７ ４

８６ Ｎ３４ １１４５ ３．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４７１ ５．４ ４

不明 不明 ３．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４７７ ５．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５０２ １１．５ ４

８６ Ｎ３４ １２９６ ２３．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５０８ ２．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５４２ ３．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５６９ ４．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５７９ ６９．１ ４

８６ Ｎ３４ １０７８ ３６．８ ４

８６ Ｎ３４ １３２２ ５．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５８３ ８０．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６１３ ８．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６２１ ３．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６３１ ２２．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６５１ ２８．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６６３ ８．３ ４

８６ Ｎ３４ ９１８ ４．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６８２ １０．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７０１ １１．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７０５ ７．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７７４ ３４．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８１２ １０．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８３０ １６．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８３４ １６．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８４７ ３．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８５４ １１．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８６１ ３２．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８７５ ２．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８８２ １．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８９１ ７．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９０４ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９０８ ２４．８ ４

８６ Ｎ３４ １１８８ １０．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９１３ １４．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９２７ ２．７ ４

８６ Ｎ３４ １１０８ ３．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９３２ １４．５ ４

Ⅲ―１３２ １０６ １８７ 石核 ８６ Ｎ３４ ９５６ １３２．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １００６ ２．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １００８ ６．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０４０ ５．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０４７ ９．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０９６ ２．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１１０ ６．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１８２ ７．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１９８ ３．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２３０ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２６９ ５８．４ ４

掲載遺物一覧

４２５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ １２７２ １０．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２７８ ４．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３３０ ４．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３５９ ４６．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３９３ ２．３ ４

Ｎ３４ Ⅱ １３７ １．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４０１ ４．６ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １４６ １．５ ４

Ⅲ―１２６ １０２ １３２ 舟底形石器 ８６ Ｎ３５ ９５ ４０．５ ４

８６ Ｎ３５ １３６ ２５．５ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １６８ １２．７ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ２２７ ５．０ ４

― １３７ ２６８ 接合資料 ８２・８６ ６６５．９ ５３ ４ ５９９ ２９４５

剥片 Ｌ３５ Ⅰ ２ ５．５ ４

剥片 ８２ Ｌ３６ ５２ ５．９ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ６ ３６．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ７ ２６．６ ４

８６ Ｍ３５ ３２０ １．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２３ ４．１ ４

８６ Ｍ３５ ３５５ １．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２８ ４．７ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １３１ ３．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １４１ ５．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １６１ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １９５ ５．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２０６ １．７ ４

８６ Ｎ３５ ２６９ １．６ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２０８ ３．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２２５ ２．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２５１ ８．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２５８ ３．４ ４

８６ Ｍ３５ ６００ ７．７ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２６３ ４．９ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２７７ ６．８ ４

８６ Ｍ３５ ５２６ ７６．１ ４

８６ Ｎ３５ １８２ ４２．３ ４

８６ Ｎ３５ １８３ ３．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ３１９ ６．７ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ３５６ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ３６３ ３．０ ４

Ⅲ―１２４ １０１ １２１ 舟底形石器 ８６ Ｍ３５ ３７０ ２３．２ ４

８６ Ｍ３５ ５４４ ２０．８ ４

８６ Ｎ３５ ２２４ ４．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ４５７ １４．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ４６１ ２１．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ４７７ ８．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ４８７ １．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ４９６ ７．６ ４

二次加工ある剥片 ８６ Ｍ３５ ５０５ ３１．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ５０８ ７．２ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ５１４ ２．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ５３６ ５０．４ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ５６５ ５．９ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ５９４ ９．１ ４

剥片 Ｍ３６ Ⅱ ２２ ２．３ ４

Ⅲ―１２３ １００ １１４ 舟底形石器 ８６ Ｎ３３ １２９ ２１．１ ４

８６ Ｎ３５ ２６８ １０．９ ４

Ⅲ―１３２ １０６ １８３ 石核 ８６ Ｎ３５ ２１３ ７１．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ ２１６ ７．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ ２１７ ２４．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ ２２２ １．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ ２３１ ６．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ ２６４ １０．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ ２６７ １０．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ ２７６ １２．３ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３６ ２２１ ２．９ ４

― １３７ ２６９ 接合資料 ８９・９３ １２２１．８ ７１ ４ ７４７ ３３９５

二次加工ある剥片 ９３ Ｏ２９ ６２０ １４９．４ ４

９３ Ｏ２９ ９１８ １９．２ ４

９３ Ｏ２９ １０２０ ２．２ ４

９３ Ｐ２９ ３３４ ３９．２ ４

９３ Ｐ２９ １０６５ ３０．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ９０８ １７．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １３６６ ５１．０ ４

９３ Ｐ２８ ６０３０ ２８．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １４１４ ２４．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７１７ ２４．１ ４

９３ Ｐ２８ ８０４０ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２３４ １６．５ ４

９３ Ｐ２８ ６３４９ ４４．４ ４

Ｑ２７ Ⅱ １１ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７６６ ３１．６ ４

９３ Ｐ２８ ３９５８ ４．４ ４

９３ Ｐ２８ ４１６３ １７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９１９ ７９．１ ４

９３ Ｐ２８ ５４５０ １５．９ ４

９３ Ｐ２８ ７１０９ １０．７ ４

９３ Ｐ２８ ７７２１ ４３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４４８ ５９．４ ４

Ⅲ―２４４ １９１ ２５８ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ６３６８ １２．５ ４

９３ Ｐ２９ ３６１ １９．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５６１ ６４．２ ４

― ２０４ ４８９ 石核 ９３ Ｐ２８ ６５６８ ２５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１３３ ８．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７４６４ ３２．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７６４６ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８６７ ４８．０ ４

９３ Ｐ２８ ７９４３ １０．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ９５２ ５．３ ４

剥片 ８９ Ｑ３１ ２２ ２９．２ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １１ ４．０ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２０ ２．２ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ７９ ５．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １０２ ４．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １１１ ３．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １２６ ２．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １５１ １．６ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １６４ １．９ ４

８９ Ｒ３０ ４３９ ６．９ ４

― １０７ ２２２ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ １８４ ２．７ ４

８９ Ｒ３０ ３９２ １３．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １９１ ２．０ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２３３ ８．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２３８ ４．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２５４ ９．６ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２７９ ２．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２９４ ３．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３０５ ４．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３２０ １．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３５１ ２９．０ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３７０ １．３ ４

８９ Ｒ３０ ５３３ １．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４０３ １．９ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４３６ １．２ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４４０ ４．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４４５ ２．１ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４５６ ３．４ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４６５ ２．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４７５ １．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４８６ ８．９ ４

上白滝８遺跡（２）

４２６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８９ Ｒ３０ ５１８ ３．３ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５２２ ２．０ ４

剥片 Ｒ３０ Ⅰ １ ３４．７ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ １０６ １２．３ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ １０７ ５．０ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ２６９ １８．４ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ２７５ １１．２ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ３１８ ４．０ ４

― １３７ ２７０ 接合資料 ８３ ３７６．９ １６ ４ ５８４ ２９００

剥片 ８３ Ｍ３８ ８３ １１．４ ４

８３ Ｎ３８ ２９５ ８０．９ ４

８３ Ｎ３８ ８５７ ２．５ ４

８３ Ｎ３８ ８６０ ３．２ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ２３３ ５４．５ ４

８３ Ｍ３８ ３６０ １１．４ ４

８３ Ｎ３８ １１５９ ４８．９ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ４４７ ２６．２ ４

Ｍ３８ Ⅰ ４０ ２４．５ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ４９３ １．９ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５２７ ４．３ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ２０ ４．８ ４

Ⅲ―１３２ １０６ １８６ 石核 Ｍ３８ Ⅰ ３８ ９０．８ ４

縦長剥片 ８３ Ｎ３８ ７０４ ３．０ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １１６２ ３．９ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １２３０ ４．７ ４

― １３８ ２７１ 接合資料 ８３・８５ ４３３．２ ６７ ４ ５８１ ２８９３

剥片 ８３ Ｍ３８ １１６ ８．９ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ３７１ ４．１ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ４２１ ３．７ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ２４４ １．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ３４９ ３．３ ４

８３ Ｎ３８ ７６３ ４．４ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ４２６ １．９ ４

― １０７ ２２０ 削器 ８３ Ｎ３８ ５１２ ６３．７ ４

Ｎ３８ Ⅰ ２ ２７．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ６１３ １．０ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ７６６ ３．３ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ８７７ ５．８ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ９８３ ６．２ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ９９３ ２．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １１２７ １．５ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ １１３４ １．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ８ ８．１ ４

８５ Ｐ３５ ４４７ ５．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ９ ５．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １１ ２．３ ４

８５ Ｐ３５ ４９ ４．３ ４

８５ Ｐ３５ ５０ ５．８ ４

８５ Ｐ３５ ５１７ １．３ ４

Ｐ３５ Ⅰ ８ １１．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １５ ６．２ ４

８５ Ｐ３５ ６０ ４．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５１ ３．９ ４

８５ Ｐ３５ ５５４ ４．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５５ １４．７ ４

８５ Ｐ３５ ６０４ ５．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １０３ ０．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １１０ １．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １１２ ９．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １１８ ８．７ ４

８５ Ｐ３５ ３０２ ２．４ ４

８５ Ｐ３５ ５１８ １．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １２５ １．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １２９ ３．３ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １３４ １．１ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８５ Ｐ３５ ２５６ １．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３０７ ３．７ ４

８５ Ｐ３５ ４７０ ６．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３１６ ５．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３１９ ４．４ ４

８５ Ｐ３５ ４４３ １１．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３３４ １．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３４１ ５．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３４４ ３．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３５１ ２．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４４９ １５．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４５３ ３．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４５４ １３．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４６８ １．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４７３ ４．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４７６ １１．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４９９ １５．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５０５ １．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５１６ ７．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５２４ １．３ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５４２ ４．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５５１ ６．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５６４ ３．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５８６ ５．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５８８ ２２．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５９０ ４．４ ４

剥片 Ｐ３５ Ⅰ ７ １１．５ ４

剥片 Ｐ３５ Ⅰ １６ ２．１ ４

― １３８ ２７２ 接合資料 ８５・８６ ４５９．６ ６６ ４ ６２５ ２９８４

剥片 ８６ Ｍ３５ １４２ ２．４ ４

剥片 Ｏ３５ Ⅰ １３ １９．６ ４

剥片 Ｏ３５ Ⅰ １４ １０．４ ４

縦長剥片 Ｏ３５ Ⅰ １５ ５．２ ４

８５ Ｐ３５ ４９８ ２．５ ４

剥片 Ｏ３５ Ⅰ ２０ ０．８ ４

８５ Ｐ３５ ３４７ １．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５２ ５．１ ４

８５ Ｐ３５ ５６６ ２１．２ ４

８５ Ｐ３５ ６０３ １０．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５３ ６．４ ４

８５ Ｐ３５ １１３ ５．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ８３ ２．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １０７ ０．８ ４

８５ Ｐ３５ ３０１ ２４．８ ４

Ｐ３５ Ⅰ ６ ２９．３ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １１４ ２．３ ４

８５ Ｐ３５ ４１４ ０．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １５０ ３．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １６８ １．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １７１ ４．２ ４

８５ Ｐ３５ ５９４ ６．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １８９ ５．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ １９３ ９．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２３５ １１．５ ４

８５ Ｐ３５ ５６３ ４０．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２５８ １７．６ ４

８５ Ｐ３５ ５６７ １１．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ２９９ １．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３１７ ６．４ ４

８５ Ｐ３５ ４２１ ３．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３２５ １．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３２８ ５．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３３０ ５．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３３８ １８．８ ４

８５ Ｐ３５ ５７４ １８．４ ４

掲載遺物一覧

４２７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８５ Ｐ３５ ３３９ １．１ ４

８５ Ｐ３５ ４５５ ８．６ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３４０ ５．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３４２ ４．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ３４３ ５．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４１１ １．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４２０ １．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４４８ ８．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４５０ ２．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４５８ ３．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４７５ ３．１ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ４８２ ２．６ ４

Ｐ３５ Ⅰ １１ ３．２ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５０３ ３．１ ４

８５ Ｐ３５ ５０６ ７．０ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５０４ ３．３ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５１５ ４．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５３３ １．２ ４

Ｐ３５ Ⅰ １０ ４．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５４０ ２．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５５２ ２．０ ４

縦長剥片 ８５ Ｐ３５ ５６８ １．４ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５８３ ３．７ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５８４ ２．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５９７ ４．８ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５９８ ６．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ５９９ １１．９ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ６２６ １．５ ４

剥片 ８５ Ｐ３５ ６２７ １７．４ ４

剥片 Ｐ３５ Ⅰ ９ ５．８ ４

― １３８ ２７３ 接合資料 ８７ ４０５．４ ３４ ４ ６４９ ３０４６

剥片 Ｏ３４ Ⅰ １７ ３３．２ ４

８７ Ｒ３３ ４４６ ９．６ ４

８７ Ｓ３３ ５２６ ９．７ ４

８７ Ｓ３３ ６６７ ４１．０ ４

８７ Ｓ３３ ７６６ ４．６ ４

剥片 ８７ Ｑ３３ １８３ ６．８ ４

８７ Ｓ３２ １４４ ５．６ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ １０５ ２．４ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ １３０ ２．７ ４

８７ Ｓ３３ ４５ ５．６ ４

剥片 ８７ Ｑ３４ ２１１ ２．１ ４

剥片 Ｑ３４ Ⅰ ３８ ６．０ ４

８７ Ｒ３３ ７０４ １８．９ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ７７ ２．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ２３２ ２２．３ ４

８７ Ｒ３３ ４５６ １．８ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ４６６ ４．９ ４

Ｒ３４ Ⅰ １８ ３．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ５２０ ２．７ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ５７４ ６．０ ４

８７ Ｒ３３ １１２４ ６４．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ ７６７ ３．３ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１１４ １０．６ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １１７０ ８．４ ４

８７ Ｒ３３ １２５６ ３．８ ４

８７ Ｒ３４ ４３ ３．２ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １２４５ ４．２ ４

剥片 ８７ Ｒ３３ １２８９ ３７．４ ４

剥片 ８７ Ｓ３２ ２００ ６．０ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ２９３ ８．０ ４

８７ Ｓ３３ ７８３ １５．９ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ４９４ ３７．０ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ５１０ ７．６ ４

剥片 ８７ Ｓ３３ ５５４ ３．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

― １３９ ２７４ 接合資料 ８６・９２ １１３１．８ ９７ ３・４ ５９２ ２９２５

剥片 ８６ Ｌ３５ ４ １００．１ ４

Ｎ３４ Ⅱ １２３ １．１ ４

剥片 ９２ Ｌ３５ ２２ １０．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １０２ ２．１ ４

剥片 ８６ Ｍ３４ １５７ ５．５ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ７０ ３．３ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ８６ １．８ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ９７ ０．９ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ２４３ ３．０ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ４ １３．３ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ １８ ２．８ ４

８６ Ｎ３４ １４０４ １０．５ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ２０ ３．９ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ２１ ３．３ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ２２ ３．３ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ２４ ２．１ ４

剥片 Ｍ３５ Ⅰ ４７ ３．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４８ １．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８０ ０．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９１ ３．１ ４

Ｎ３４ Ⅱ １７０ ０．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３１ ２３．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １５０ １．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２０３ １．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ２８７ ２．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３０３ ６．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ３１５ １５．４ ４

Ⅲ―１３２ １０６ １８８ 石核 ８６ Ｎ３４ ３３０ ２３１．０ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４０１ ７．０ ４

８６ Ｎ３４ １２９１ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４５５ １．３ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４９０ ５．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ５２５ １７．３ ３

剥片 ８６ Ｎ３４ ６５５ ４．２ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６６７ ２．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ６７６ ６．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７０９ １６．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７３５ １２．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７４１ １９．０ ３

剥片 ８６ Ｎ３４ ７５０ ２．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ７８０ ２．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８７２ ４．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８８３ ３．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ８８４ ２．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９２２ ５．２ ４

縦長剥片 ８６ Ｎ３４ ９２６ ２．５ ４

８６ Ｎ３５ １３２ ７．０ ３

８６ Ｎ３５ １３４ ２１．７ ３

Ⅲ―１２２ １００ １０２ 削器 ８６ Ｎ３４ ９４６ ６９．０ ４

８６ Ｎ３４ １２２１ ７７．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ９６７ ６．０ ４

Ｎ３４ Ⅱ ６ １．６ ４

Ⅲ―１２２ １００ １０１ 削器 ８６ Ｎ３４ ９８０ ５０．０ ４

８６ Ｎ３５ ５４ １３０．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １００７ ６．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １０１１ ８．４ ４

８６ Ｎ３４ １２８１ ４．７ ４

Ｎ３４ Ⅱ １３２ １．２ ３

剥片 ８６ Ｎ３４ １０４５ ２１．１ ４

８６ Ｎ３４ １２３６ ２１．２ ４

Ｎ３４ Ⅱ ６５ ２．０ ４

Ｎ３４ Ⅱ ８３ ０．７ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １１５０ １０．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２０６ ８．２ ４

上白滝８遺跡（２）

４２８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ８６ Ｎ３４ １２４６ １３．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２５５ ２．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １２７０ ３．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３０５ ３．５ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３３３ ４．５ ４

Ｎ３４ Ⅱ ２９ １．８ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３９１ １０．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １３９９ ９．９ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４０２ ２．１ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ １４０９ ４．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １６ １．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １８ １．２ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ３１ １．５ ３

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ３６ ０．９ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ４１ １．０ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ４３ ０．７ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ５１ ０．３ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ５４ ０．６ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ５８ １．２ ４

Ｎ３４ Ⅱ ６０ ０．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ６３ ０．５ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ７６ １．１ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ８１ ０．８ ４

Ｎ３４ Ⅱ ８２ ０．８ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ ９１ ０．４ ４

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １３４ ０．５ ３

剥片 Ｎ３４ Ⅱ １４５ ０．６ ４

剥片 ８６ Ｎ３５ １９５ ３．１ ４

剥片 Ｎ３５ Ⅰ １ ７．９ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １０６ ２．９ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １６９ ３．１ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ １７１ １２．６ ４

剥片 ８６ Ｏ３４ ２６９ ６．０ ４

― １３９ ２７５ 接合資料 ８３・８５ ３７６．４ ２８ ４ ５８２ ２８９５

二次加工ある剥片 ８３ Ｍ３８ ３２ １６．８ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ３９ ２．３ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ １４２ ４１．９ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ １５０ ５２．４ ４

Ｍ３８ Ⅰ ５３ ２．５ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ １５４ ４．０ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ２３６ ４．１ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ２７１ ２２．３ ４

８３ Ｎ３８ ８６２ ９．４ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５０８ ４．４ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ５２８ ３．４ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ６０１ ０．８ ４

剥片 ８３ Ｍ３８ ６０５ １．８ ４

Ｍ３８ Ⅰ ２４ ４０．９ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ２９ ４．４ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ３６ ３．４ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ５４ ３．９ ４

剥片 Ｍ３８ Ⅰ ５６ ２．０ ４

縦長剥片 ８５ Ｎ３７ ９８ １３．９ ４

不明 不明 １．３ ４

二次加工ある剥片 ８３ Ｎ３８ ２０９ ９．２ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ４０５ ６．１ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ８５９ ４９．２ ４

８３ Ｎ３８ ８６６ １０．０ ４

剥片 ８３ Ｎ３８ ９９０ １１．９ ４

二次加工ある剥片 ８３ Ｎ３８ １０８９ １５．１ ４

Ⅲ―１３２ １０６ １８４ 石核 ８３ Ｎ３８ １１０１ ３３．７ ４

剥片 Ｎ３８ Ⅰ ９ ５．３ ４

Ⅲ―１９４ １５５ ４９ 接合資料 ９０・９４ ８６１３．２ ２７２ １・５ ６８３ ３１５９

剥片 ９４ Ｉ３１ ６０３ ２０．３ １

９０ Ｋ３２ ２７０ １２７．２ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９０ K３２ ４８７ ４．２ １

９０ K３２ １６７４ ２５．４ １

剥片 ９０ J３１ ６７ １９４．１ １

９０ J３１ １２９ ６１．３ １

９０ J３１ １８０ ９．０ １

９０ J３１ ２３７ １０７．９ １

９０ J３１ １７４８ ３．６ １

９０ J３２ ９５ １１．３ １

９０ J３２ １１７ ３．８ １

９０ J３２ ３５１ ３３．３ １

９０ K３１ ９２９ １６．６ １

９０ K３１ ２１２９ １２．２ １

９０ K３２ ６４７ ４１．３ １

９０ K３２ １００８ ４０．０ １

９０ K３２ １４９０ ３．７ １

９０ K３２ １８４４ ４．０ １

剥片 ９０ J３１ ８７ ２１．３ １

９０ J３１ １８３２ ２３．７ １

剥片 ９０ J３１ １４５ １７．６ １

９０ K３２ ８０１ ７４．９ １

剥片 ９０ J３１ ２１９ ７７．２ １

９０ K３１ １８４０ ２１．７ １

剥片 ９０ J３１ ３０１ ５．６ １

９０ J３１ ２００５ １．０ １

９０ J３２ ５８２ ３２．７ １

J３２ Ⅰ １８ １４．３ １

９０ K３１ ６７９ １００．１ １

９０ K３１ １５４３ ９．０ １

９０ K３１ １６９６ ２．９ １

９０ K３１ ２００７ ８．２ １

９０ K３２ １９５２ ２５．３ １

剥片 ９０ J３１ ６５３ ８．５ １

９０ J３１ ２０４０ １５．２ １

９０ K３１ ４８ １１２．７ ５

９０ K３１ １７２５ ８．５ １

９０ K３１ ２０２２ １０．９ １

９０ K３２ ２１７ １０．２ １

剥片 ９０ J３１ ７９６ １０．２ １

剥片 ９０ J３１ ８０５ ５．８ １

９０ J３１ ８１８ ５．３ １

９０ J３１ １４２６ ７．１ １

９０ K３２ １４０ ６８．１ １

９０ K３２ ２１０ ４．１ １

９０ K３２ １４１６ ５．１ １

９０ K３２ １４４３ ９．５ １

剥片 ９０ J３１ ９３０ ６．８ １

９０ J３２ ７０５ ３．５ １

９０ K３２ ９４３ ８２．６ １

９０ K３２ １９３６ １０．７ １

剥片 ９０ J３１ １１８２ ４．２ １

９０ J３１ ２０８７ ７．２ １

９０ K３２ １６７９ ３．６ １

９０ K３２ １６８０ ２０．７ １

９０ K３２ １８４５ ４６．５ １

剥片 ９０ J３１ １２６５ ３．１ １

９０ K３１ １５２５ ２０．６ ５

９０ K３２ ８０５ １２．２ １

９０ K３２ １５２４ ３０．３ １

剥片 ９０ J３１ １２９０ ５．４ １

９０ K３２ １３３ １２３．１ １

９０ K３２ ５６３ ２．３ １

９０ K３２ １２８８ ５．４ １

剥片 ９０ J３１ １４４５ ７．５ １

９０ K３２ １４７７ ９．４ １

９０ K３２ １７１０ １８．２ １

掲載遺物一覧

４２９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９０ Ｋ３２ １７６４ ２６．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １４５５ １．３ １

９０ Ｋ３１ １７２６ ３．７ １

９０ Ｋ３２ ２２０ ２６．３ １

９０ Ｋ３２ ８０２ ５０．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５２１ ３．８ １

９０ Ｊ３２ ３０５ ２６．３ １

９０ Ｋ３２ １４３３ ２６．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５６４ ４．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １７４９ ４．４ １

９０ Ｊ３１ ２１５２ ３．５ １

９０ Ｋ３２ １２１９ ２５．５ １

９０ Ｋ３２ １８７８ １１．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １８３６ １８．３ １

９０ Ｋ３１ ８７３ ６．０ １

９０ Ｋ３１ １３３５ ３８．７ １

９０ Ｋ３２ ２６２ ３４．６ １

９０ Ｋ３２ ８１９ ９．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９８１ ３．１ １

９０ Ｋ３１ １９９７ ２９．３ １

９０ Ｋ３２ ９３６ ９０．２ １

９０ Ｋ３２ １０８３ ２．２ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２００１ ３．２ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ９ １４４．８ １

Ｊ３２ Ⅰ ２２ ４．５ １

９０ Ｋ３１ ４３８ ３５．４ ５

９０ Ｋ３１ １８２３ ８．２ １

Ｋ３１ Ⅰ ２ ２１５．２ １

Ｋ３１ Ⅰ ３ ４．２ １

剥片 ９０ Ｊ３２ １５６ ３．９ １

９０ Ｋ３２ ２５６ １７．１ １

９０ Ｋ３２ １２６２ １．４ １

剥片 ９０ Ｊ３２ １６０ １７．９ １

９０ Ｋ３２ １１０４ １２．４ １

９０ Ｋ３２ １５０３ ８．０ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ２３１ ９．５ １

９０ Ｊ３２ ２６８ １７．６ １

９０ Ｋ３２ ４８６ １０．１ １

９０ Ｋ３２ ７３０ １１６．３ １

９０ Ｋ３２ ８４４ １０．４ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ２８４ １１．７ １

９０ Ｋ３１ １３８７ ２０．１ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３０１ ２．２ １

Ｊ３２ Ⅰ ２１ ９．８ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３０６ １．８ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３４７ １５．９ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ４１４ ６．９ １

９０ Ｋ３１ １５４６ ６．０ １

９０ Ｋ３２ ６４４ ３６．３ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ４２２ １９．３ １

９０ Ｊ３２ ４２３ ７．５ １

９０ Ｋ３１ ７７５ １７．８ １

９０ Ｋ３１ １０４２ ２２５．７ １

９０ Ｋ３２ ９０２ ４３．７ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ４３８ １．２ １

９０ Ｊ３２ ６１４ ４．８ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ５８７ ３．７ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ６１２ ６０．７ １

９０ Ｋ３２ １７３３ １５．２ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ６２１ １８．３ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ６４５ ８６．８ １

９０ Ｊ３２ ６８８ ４．９ １

９０ Ｋ３２ １１２３ ８．０ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ６６２ １１２．４ １

９０ Ｋ３２ ８９１ ６５．５ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｊ３２ ６７２ １０．０ １

９０ Ｊ３２ ６９１ ６．４ １

９０ Ｋ３１ １９２０ １２．３ １

剥片 Ｊ３２ Ⅰ ７ ４８．９ １

９０ Ｋ３１ ３７ １４６．９ ５

剥片 Ｊ３２ Ⅰ １９ ９．６ １

９０ Ｋ３１ １７２４ １１．０ １

９０ Ｋ３２ ５６２ ９．２ １

９０ Ｋ３２ １５０９ ９．３ １

９０ Ｋ３２ １５５７ ２．４ １

９０ Ｋ３２ １７３０ ３．０ １

９０ Ｋ３２ １７８２ ６３．８ １

９０ Ｋ３２ １７８６ ８１．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５６ １７．８ ５

９０ Ｋ３２ １０２７ ３７．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ３１２ １１１．８ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ４２７ １１３．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ５１０ ５．５ １

９０ Ｋ３１ ７９７ １６．３ １

９０ Ｋ３１ ９２１ １５．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５６７ ２５９．８ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ６３８ １１．２ ５

９０ Ｋ３１ ６４１ ８６．３ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ６８９ １６．９ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ８１６ ６．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ９０５ ３．６ １

９０ Ｋ３１ ２０６８ ４．７ １

９０ Ｋ３２ ４６３ ６８．４ １

９０ Ｋ３２ ６４２ ８０．１ １

９０ Ｋ３２ １４４０ ７．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ９１０ １２．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １２６４ ７１．３ １

９０ Ｋ３２ ３６８ ２９．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １３３７ ４．７ １

９０ Ｋ３２ ９９３ ３８．７ １

９０ Ｋ３２ １５１８ ２．６ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １３３８ １４５．８ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １３４０ ３８．６ ５

９０ Ｋ３２ ２６７ ５．７ １

９０ Ｋ３２ １３４７ ２．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １３８８ ７．３ ５

９０ Ｋ３２ １９３７ ４．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １４４９ １０．６ １

９０ Ｋ３１ １５８５ １３４．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １４８７ １４．６ １

９０ Ｋ３１ １６３４ ８．４ １

９０ Ｋ３１ ２２１９ ４．３ １

９０ Ｋ３２ １０８１ ６．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １８３３ ２６．６ ５

９０ Ｋ３１ １８３４ ２．１ １

９０ Ｋ３１ １８３６ １０．０ ５

９０ Ｋ３２ ５４８ ８．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １８３７ １１．０ ５

９０ Ｋ３１ ２１０９ １１．３ １

９０ Ｋ３２ ５５６ ２４．１ １

９０ Ｋ３２ ６３８ １３．７ １

９０ Ｋ３２ １２６１ ２２．７ １

９０ Ｋ３２ １７７６ ８．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １８３８ ２１６．６ ５

９０ Ｋ３１ ２０２１ ７．６ １

９０ Ｋ３２ ８３４ １６．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １８６６ ７．９ １

９０ Ｋ３１ ２１４２ ２．７ １

９０ Ｋ３２ ９８８ ３２．２ １

９０ Ｋ３２ １８１９ ２．０ １

上白滝８遺跡（２）

４３０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｋ３１ １９７１ ５５．６ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １９７２ ４２．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２０５０ ５．７ １

９０ Ｋ３１ ２１５３ １０．１ １

９０ Ｋ３２ ９９２ １２．４ １

９０ Ｋ３２ １６０９ １．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２０８４ １９．３ ５

９０ Ｋ３２ １８１１ ８．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１５５ ７．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２２４２ ４．３ １

９０ Ｋ３２ １０５０ ２８．０ １

９０ Ｋ３２ １１９３ ２２．９ １

９０ Ｋ３２ １８５７ ３．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３１ ４３．８ １

９０ Ｋ３２ １４３ ４２．１ １

９０ Ｋ３２ ７９３ １５．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３４ ６８３．３ １

９０ Ｋ３２ １４１ ２４．３ １

９０ Ｋ３２ １９８４ １０．６ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １４２ １６．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ２１６ １４．８ １

９０ Ｋ３２ ８０７ ２．７ １

９０ Ｋ３２ ８１０ ５．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ２６０ １３．５ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ２６４ ６２．５ １

９０ Ｋ３２ １５４２ ７．５ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ２７１ ５．７ １

９０ Ｋ３２ ９８７ ２９．７ １

Ｋ３２ Ⅰ ５ ９７．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ３５７ １２３．７ １

９０ Ｋ３２ ５０４ ３０．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ４６１ １０．０ ５

９０ Ｋ３２ ８０９ ８．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ５０１ ４．５ １

９０ Ｋ３２ ６３０ ４８．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ５５０ ８．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ５５１ １０３．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ６２４ ８．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ７１２ ９．６ １

９０ Ｋ３２ １９５１ １０．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ７２２ １１．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ７２３ ９．３ １

９０ Ｋ３２ １７６１ ４．７ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８３０ １４３．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８４０ １５６．２ １

９０ Ｋ３２ １６０１ ６．２ １

９０ Ｋ３２ １７３９ ７．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８４２ ５．８ １

９０ Ｋ３２ １３５１ １４．３ １

９０ Ｋ３２ １５９７ ３５．１ １

９０ Ｋ３２ １７３２ １５．７ ５

９０ Ｋ３２ １７９２ ６．７ １

セ南３０～５１ １１ １８０．６ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０８８ ９．６ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０９０ ５．７ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０９８ １５．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １１２１ １３．６ １

９０ Ｋ３２ １１９２ ２５．５ １

９０ Ｋ３２ １９６５ １２．５ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １１５８ ７９．８ １

９０ Ｋ３２ １３６１ １０．１ １

９０ Ｋ３２ １４８５ １０．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １２１８ ８．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １２３２ １４．３ １

９０ Ｋ３２ １５６３ １５．２ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｋ３２ １３４４ ２．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３５４ ２６．４ １

９０ Ｋ３２ １７１７ ３２．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １４４２ ６．１ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １５１１ ３７．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １５４１ ４．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １７６０ １０．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １８５５ ３．５ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １８７４ ３．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １９０７ １２．９ １

Ⅲ―１９８ １５８ ５０ 接合資料 ８９・９０・９４ ２９９５．９ １７６ １ ６９３ ３２０１

石刃 ９０ Ｊ３１ ２ ２．７ １

９４ Ｊ３１ １０７０ １．２ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ５ ４４．７ １

９０ Ｋ３１ ６３１ １８．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １４ ４７．５ １

９０ Ｋ３１ ２３６ ９４．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２６ １３．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２１ ６．２ １

９０ Ｋ３１ ３９０ ２２．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １８８ １８．４ １

９０ Ｊ３１ １５３８ ４．３ １

９０ Ｊ３２ ５６４ １６．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２２３ １０．０ １

石刃 ９０ Ｊ３１ ２６５ １１．９ １

９０ Ｊ３２ ７４６ １０．９ １

９０ Ｋ３１ ６９９ １４．６ １

石刃 ９０ Ｊ３１ ２８９ ５．７ １

９０ Ｊ３２ １６５ １．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３２１ １０．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３３１ ４．１ １

９０ Ｋ３１ ２１９５ ４．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３３８ １．０ １

９０ Ｊ３１ ９４６ １０．０ １

９０ Ｋ３１ １１９９ １．３ １

石刃 ９０ Ｊ３１ ３７１ １０．８ １

９０ Ｊ３２ ２４４ ５．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ４５３ ６．２ １

９０ Ｋ３１ ６９８ ３５１．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ５２９ １３．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ５３６ ７．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ５４０ １９．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ５５９ ３３．３ １

９０ Ｋ３１ ４２５ ７．１ １

剥片 ９４ Ｊ３１ ５９９ ３．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６０６ ２．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６６２ １１．９ １

９０ Ｊ３１ １７７０ ７．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６８０ １４．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ７９５ １８．４ １

９０ Ｊ３２ ２９３ ８０．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ８０３ ２４．１ １

９０ Ｋ３１ ８１７ １７．４ １

９０ Ｋ３１ １７９４ ３９．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ８０６ １６．２ １

９０ Ｋ３１ １０２９ ３．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ８２８ ５７．６ １

９０ Ｊ３２ ５７ １０．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ９０５ １６．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ９５７ ７８．０ １

９０ Ｊ３１ １４９６ ３．２ １

９０ Ｊ３１ ２０１０ ２．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０２２ １４．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０３７ ２０．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０４２ ２７．９ １

掲載遺物一覧

４３１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｊ３１ １２００ ７．１ １

９０ Ｊ３１ １４５４ ３１．６ １

９０ Ｋ３１ ３２ ８８．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２７９ ６．９ １

９０ Ｋ３１ ３４９ ９．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２８４ ６．９ １

９０ Ｊ３１ ２３４６ ５．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２８６ ２．１ １

９０ Ｊ３２ ４３７ ２．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２８７ １．４ １

９０ Ｊ３１ １９９２ ２．４ １

９０ Ｋ３１ ４２２ ３．７ １

９０ Ｋ３１ １１７６ ５．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５１３ ４．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５３０ ５．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５４０ ２．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １６６２ ７２．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １７３９ １６．１ １

９０ Ｊ３２ ４３１ １８．５ １

９０ Ｊ３２ ４３２ ４５．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １８１１ ９．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １８５２ ２．４ １

９０ Ｋ３１ ２１４９ ２３．２ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９６４ ５．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２０７８ ７．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２１４８ ２９．０ １

９０ Ｋ３２ ５３７ ２．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２１５４ ６．５ １

９０ Ｋ３１ １８９０ ３．８ １

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２２４ １２．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２２７６ ２１．４ １

９０ Ｋ３１ １３３０ ５．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２２８２ ７．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２３２６ ５．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２４１５ ９．４ １

９０ Ｊ３２ １８６ ６．８ １

９０ Ｋ３１ ６１３ ３．４ １

９０ Ｋ３１ ９９４ ３．５ １

９０ Ｋ３１ １５６５ ２６．２ １

石刃 Ｊ３１ Ⅰ ３ １４．２ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ２２ １０．７ １

９０ Ｋ３２ １８５８ ２４．０ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ４６ ９．６ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ７３ ８．５ １

剥片 ９０ Ｊ３２ １２７ １６．５ １

剥片 ９０ Ｊ３２ １２８ ２３．９ １

剥片 ９０ Ｊ３２ １６４ ２２．２ １

石刃 ９０ Ｊ３２ ２４２ ６．０ １

９０ Ｋ３１ ４１ ２８．７ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ２７０ １０．９ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３０７ ２１．０ １

９０ Ｊ３２ ４４９ ７８．７ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３３３ ４．４ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３６８ ８．４ １

９０ Ｋ３１ １１３１ １４．１ １

９０ Ｋ３１ １３５１ １２．３ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ４２７ ２．８ １

９０ Ｊ３２ ５６８ ２．９ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ４２８ ６９．９ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ５０７ １０．７ １

石刃 ９０ Ｊ３２ ６１３ ２．６ １

９０ Ｊ３２ ６５３ ２．５ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ６７０ １１．１ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ７０８ ７．９ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ７１０ １２７．６ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｋ３１ ２０１ ２．５ １

９０ Ｋ３１ １５２１ １３．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２２７ ２４．８ １

９０ Ｋ３１ ４１６ １２．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ３００ ９．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ３２６ ６．２ １

９０ Ｋ３１ １９７９ １９．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ３８３ １４．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ３９６ ５．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ４７３ ４．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ４８６ ８．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５３９ ８．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５９７ ５．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ６０２ ２３．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ６０３ ５．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ６１７ １３．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ７３１ １５．５ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ８１８ ６．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １０２１ ９．５ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １０４４ ６．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １０４９ ３．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １１５４ １６．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １１５５ １８．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １２２９ １０．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １３２６ ６．４ １

９０ Ｋ３１ １７１０ １４．９ １

９０ Ｋ３１ ２２５１ ２９．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １４１６ ０．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １４１７ ２１．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６４４ ４．５ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６４６ ３．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６７２ ３．８ １

９０ Ｋ３１ ２２４８ ３．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６８４ ７．７ １

９０ Ｋ３１ １８８６ １３．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １７６１ ６．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １９７７ ７．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２０９０ ２．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１５１ ６０．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１７２ ５．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１７８ ９．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１８３ １４．６ １

Ⅲ―１７７ １４１ １６ 石刃 ９０ Ｋ３２ ５１６ ７．４ １

９０ Ｋ３２ １０６３ １１．４ １

９０ Ｋ３２ １５７３ １６．５ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ６２０ ９．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ９４４ ３．５ １

９０ Ｋ３２ １１９６ ８．１ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ９４７ １３．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３５２ ２．１ １

石刃 ９０ Ｋ３２ １６０７ ６．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ９４１ ７．２ １

Ⅲ―１１８ ９７ ６０ 掻器 Ｒ２９ Ⅰ １ １０．０ １

８９ Ｓ２９ １５３ ４．５ １

８９ Ｓ２９ ２９４ １．７ １

Ⅲ―１１８ ９８ ６４ 掻器 ８９ Ｒ３０ ２８ １３．６ １

８９ Ｓ２９ ２２２ ２０．１ １

Ⅲ―２０１ １５９ ５３ 接合資料 ９０ ５３４２．７ ３６ １・５ ６９０ ３１９４

剥片 ９０ Ｊ３１ ７４ ２６．２ １

縦長剥片 ９０ Ｊ３１ １１０ ６４．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５０８ ２０．１ １

９０ Ｋ３１ ７６９ １３．２ ５

Ⅲ―１８１ １４３ ３０ 石刃 ９０ Ｊ３２ ２１０ １７．９ １

９０ Ｊ３２ ４８６ １３．６ １

９０ Ｊ３２ ６０３ ２６．７ １

上白滝８遺跡（２）

４３２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―１８１ １４３ ２９ 石刃 Ｊ３２ Ⅰ ２ ８０．４ １

９０ Ｋ３１ １５６７ ３７．１ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ３５ ３４５．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １９９ １９．８ １

９０ Ｋ３１ １２３９ １４．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ４４１ ６９．５ １

９０ Ｋ３１ １４８１ ７．２ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ ４９１ ５．８ １

９０ Ｋ３２ ９５１ ４３．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５０８ １８９．７ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ７５２ １１８．６ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ８０１ ２７．７ ５

Ⅲ―１８１ １４３ ２８ 石刃 ９０ Ｋ３１ １１３３ １３．９ ５

９０ Ｋ３２ １１４６ １１．１ １

９０ Ｋ３２ １３０６ １３．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １１７４ ３１．２ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １１７７ １０．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １３９８ １０．９ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １４６４ １８．１ ５

９０ Ｋ３１ １４８２ １３．８ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １４６５ ２８．０ ５

Ⅲ―１８０ １４３ ２７ 石刃 ９０ Ｋ３２ １１ ４１．８ １

９０ Ｋ３２ ２１３ ２０．８ １

９０ Ｋ３２ ９０８ ２６．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８４７ ５５．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ９４０ ５４．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０８５ １１９．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １８８４ ３５．１ １

Ⅲ―１８３ １４８ ３６ 石刃核 ９０ Ｋ３２ １９４３ ３６９７．２ ５

Ⅲ―２０４ １６１ ５４ 接合資料 ９０ ４１８１．２ ７８ １ ６８８ ３１８５

石刃 ９０ Ｊ３１ ６５ ８．８ １

９０ Ｋ３２ １００９ ７．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ８４ ２２．４ １

９０ Ｊ３１ ５６７ ３７．２ １

Ⅲ―１７８ １４２ ２０ 石刃 ９０ Ｊ３１ １５３ １８．６ １

９０ Ｋ３１ １９２１ ６５．０ １

９０ Ｋ３１ １９８１ ４１．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３４０ ４．７ １

９０ Ｋ３１ １６２４ １４．２ １

Ⅲ―１８０ １４３ ２６ 石刃 ９０ Ｊ３１ ４２１ ４９．４ １

９０ Ｊ３１ ６４３ ５６．１ １

９０ Ｋ３１ １５３７ ６．８ １

９０ Ｋ３２ ２１２ ３０．１ １

９０ Ｋ３２ ４８５ ３９．２ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６６１ ３．６ １

９０ Ｋ３２ ８３６ ６．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６７２ ５４．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ７６６ １２．７ １

９０ Ｊ３１ １８４４ ２．５ １

石刃 ９０ Ｊ３１ ７８２ ２．９ １

９０ Ｊ３１ １７１７ １．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ８８５ ３．４ １

９０ Ｋ３１ １５１４ １４．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０４１ １４．１ １

Ⅲ―１７８ １４１ １９ 石刃 ９０ Ｊ３１ １５２５ ５２．０ １

９０ Ｋ３１ ４４２ ４７．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５５６ ５．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５７８ ９．８ １

Ⅲ―１７９ １４２ ２１ 石刃 ９０ Ｊ３１ １７６２ ３．６ １

９０ Ｊ３２ ２１１ １９．１ １

９０ Ｊ３２ ４９９ ５．７ １

Ｊ３２ Ⅰ ３ ２８．５ １

Ｊ３２ Ⅰ ４ ２３．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９３６ ８．９ １

９０ Ｋ３１ １０４３ １２．７ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―１７６ １４０ ６ 掻器 ９０ Ｊ３２ ２４ ９．６ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ４７ ３９．２ １

石刃 ９０ Ｊ３２ １０３ ２．０ １

剥片 ９０ Ｊ３２ １５８ ６８．９ １

９０ Ｋ３２ １２４１ １９．８ １

Ⅲ―１８１ １４４ ３１ 石刃 ９０ Ｊ３２ ２５８ １５．５ １

９０ Ｋ３２ ４８０ ４．３ １

９０ Ｋ３２ ６６８ ５０．４ １

９０ Ｋ３２ １９９６ ６２．４ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３３１ １７．８ １

９０ Ｋ３１ ２１０４ ９．１ １

Ⅲ―１７９ １４２ ２３ 石刃 ９０ Ｊ３２ ４３６ １２．２ １

９０ Ｋ３１ １２７９ ２．５ １

９０ Ｋ３１ １５１０ ８０．３ １

９０ Ｋ３１ １５１６ １２．１ １

Ⅲ―１８２ １４６ ３４ 石刃核 ９０ Ｊ３３ １２ ２３３６．４ １

石刃 ９０ Ｋ３１ １０２ １１．９ １

９０ Ｋ３２ １７９９ ３４．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ６７４ １０９．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ６９５ ６．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ７０８ １３．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ７６４ ６９．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ８７２ ６．０ １

石刃 ９０ Ｋ３１ ９９２ ８．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １５０９ １０４．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６０３ ３．７ １

９０ Ｋ３１ １７１４ ６．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １７６２ １５．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １９０９ ９５．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １９１１ ４．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １９３８ １５．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２０４１ １９．９ １

９０ Ｋ３２ ８３２ １５．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１６３ ６．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１７１ ２９．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１７７ １３．４ １

Ⅲ―１７７ １４１ １４ 石刃 ９０ Ｋ３２ ７１３ ５０．９ １

９０ Ｋ３２ １０１５ ３１．５ １

９０ Ｋ３２ １１２０ １３．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １１２８ ６．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １１４１ ２．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３６６ ４．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １５２８ ２．９ １

Ⅲ―２０７ １６３ ５５ 接合資料 ９０・９３ ５８４６．８ ３３ １・５ ７０４ ３２２８

Ⅲ―１７９ １４２ ２２ 石刃 ９０ Ｋ３１ １１９ ３３．５ ５

９０ Ｋ３１ １２４ ５８．５ ５

９０ Ｋ３１ １２８ ９４．７ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １３０ ６．４ １

剥片 ９３ Ｋ３１ ２５８ ５８．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ４４ １６．８ １

９０ Ｌ３１ ６３３ ３．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ７５ ２２．６ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８５ ２２．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８６ １１７．３ １

９０ Ｌ３１ ６２８ １１２．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ３００ ７４．０ １

Ⅲ―１７７ １４０ １２ 石刃 ９０ Ｋ３２ ３２８ ２３．３ １

９０ Ｌ３１ １１５ ４９．２ １

９０ Ｌ３１ １８９ １３．１ １

９０ Ｌ３１ ６４３ ４４．０ １

Ⅲ―１８４ １４９ ３８ 石刃核 ９０ Ｋ３２ ７００ ４１７３．３ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２２ ４４．０ １

９０ Ｌ３１ ２２８ ７．７ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ４２ ７６．４ １

９０ Ｌ３１ ５７ ４０．５ １

掲載遺物一覧

４３３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｌ３１ １２１ ４３．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２５４ ２．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ４４４ ４８．６ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ５７５ １７．５ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ６１０ ４２．５ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ６１６ ６８．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ６５４ ６．０ １

９０ Ｌ３１ ７２８ ７８．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ７４５ ９４．６ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ８５６ １７５．６ １

石刃 Ｌ３１ Ⅰ ６ ４４．０ １

石刃 ９０ Ｌ３３ １４７ １３３．３ １

Ⅲ―２１０ １６４ ５６ 接合資料 ９０・９４ ５４８６．７ ５９ １・５ ６９１ ３１９５

剥片 ９４ Ｉ３２ ６ １７５．８ ５

９０ Ｊ３１ ７３９ ８．８ １

９０ Ｊ３２ １２４ １９．１ １

Ｊ３２ Ⅰ ９ ８２．０ １

Ⅲ―１７８ １４１ １８ 石刃 ９０ Ｊ３１ ４５ ４．５ １

９０ Ｊ３１ ７２３ ６．３ １

９０ Ｊ３１ ２１３４ ２８．５ ５

９０ Ｊ３２ ３８２ ６．１ １

９０ Ｊ３２ ３８３ ８．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５２ １２．１ １

９０ Ｊ３１ １７９８ ４５．１ １

９０ Ｊ３２ ５１５ ７７．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３２０ １６．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３６２ ４４．４ １

９０ Ｋ３１ ４０９ ７９．６ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ ５２４ １６．３ １

９４ Ｊ３１ ６９８ １５．１ １

９０ Ｊ３１ １１０２ ２２．５ １

９４ Ｊ３１ １６８１ ８．０ １

９０ Ｊ３１ ２２６１ ０．８ １

９０ Ｋ３１ ３３９ １８．３ ５

９０ Ｋ３１ ３５３ ４２．４ ５

９０ Ｋ３１ ２０６３ ８．５ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ ５４２ ９．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６３６ ５．８ １

９０ Ｊ３２ ２４６ ２４．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ９９１ １５．６ １

９０ Ｊ３１ ２３５３ ２．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １１５２ ２０．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １１９９ ３５．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２５３ １１．８ １

９０ Ｊ３１ １７７７ １４．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １５３９ ２７．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １６５５ ３．４ １

９０ Ｋ３２ ５７２ １５．９ １

９０ Ｋ３２ ７４８ ８．８ １

９０ Ｋ３２ １３８５ ５．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９８２ １８．２ １

９０ Ｊ３２ ５５５ ７．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２２６８ ６．０ １

剥片 Ｊ３１ Ⅰ １６ ９．５ １

９０ Ｋ３１ ５３７ １１．５ ５

剥片 ９０ Ｊ３２ ４９ ２４．５ １

剥片 ９０ Ｊ３２ １５７ １１．５ １

Ⅲ―１７８ １４１ １７ 石刃 ９０ Ｊ３２ ２９１ ２９．１ １

９０ Ｋ３１ １６８１ ２０．８ ５

９０ Ｋ３１ ２１４４ ９．５ ５

剥片 ９０ Ｊ３２ ３３２ １１．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ３６ ５１．３ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ７９ ６０．６ ５

９０ Ｋ３１ ９６８ ６．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ９１ １１．５ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｋ３１ １９５ ８．１ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ３３５ ５４．２ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ３９７ ８．０ ５

Ⅲ―１７７ １４１ １３ 石刃 ９０ Ｋ３１ ４６４ １２６．６ ５

石刃 ９０ Ｋ３１ ６４７ １１．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０ ６３８．９ １

Ⅲ―５１２ ４０１ ８ 石刃核 セ南３０～５１ ４ ３４０２．３ １

Ⅲ―２１２ １６５ ５７ 接合資料 ９０ ４７９５．２ ８９ １・５ ６９９ ３２１７

剥片 ９０ Ｋ３２ ５１３ ４．７ １

９０ Ｋ３３ ３６ ５．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３７９ ４１．８ １

９０ Ｌ３２ ２９２ ７．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １６３９ ２７．２ １

９０ Ｌ３２ ２９４ ２０．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １６５７ １．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １８２８ ３．７ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ９ １０．９ １

９０ Ｋ３３ ７９ ５．７ １

石刃 ９０ Ｋ３３ １０ ３５．７ ５

９０ Ｌ３２ １９８０ １１．２ １

剥片 ９０ Ｋ３３ １８ １２６．０ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ２２ ３４．７ １

９０ Ｋ３３ １８９ １４．５ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ２６ １０５．０ １

石刃 ９０ Ｋ３３ ２７ ５５．３ １

９０ Ｌ３２ ２９３ ６５．１ ５

剥片 ９０ Ｋ３３ ４１ １２．４ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ６９ ２．８ １

Ｋ３３ Ⅰ ３３ １．４ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ７０ ６．７ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ７３ ３．６ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ８９ ６．８ １

９０ Ｋ３３ １４６ ６．０ １

剥片 ９０ Ｋ３３ １０９ ３．１ １

剥片 ９０ Ｋ３３ １３４ １３．９ １

９０ Ｍ３２ ８１６ ６．５ １

石刃 ９０ Ｋ３３ １３８ ４．３ １

剥片 ９０ Ｋ３３ １５０ ５３．８ １

石刃 ９０ Ｋ３３ １９１ ８９．４ ５

Ｌ３２ Ⅰ ４５ １２．５ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １００ ３．５ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １６５ １６．７ １

９０ Ｌ３２ ２４６ ６．９ １

９０ Ｌ３２ １３３４ ３．０ １

９０ Ｌ３２ ２４４１ １４．９ １

石刃 ９０ Ｌ３２ １６９ ２．７ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２４１ ２６．９ １

９０ Ｌ３２ ４７４ ２４．３ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２４５ １１．７ １

９０ Ｌ３２ ２０５１ １６．１ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ３４６ １．４ １

９０ Ｌ３２ ９０１ １４．２ １

９０ Ｌ３２ １６７０ ４．６ １

９０ Ｍ３２ ４６１ ３．２ １

９０ Ｍ３２ ８６９ ２．８ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ６３７ ２６．１ １

９０ Ｌ３２ ２１２２ １３．３ １

９０ Ｍ３２ ８２０ ９１．２ １

９０ Ｍ３２ ９１４ ６．６ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ９２２ ７．９ １

９０ Ｌ３２ １１５７ ７．９ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ９５６ ４．３ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １０８５ ７．１ １

Ｌ３２ Ⅰ ９ ７５．５ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １１０６ ４．７ １

上白滝８遺跡（２）

４３４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９０ Ｌ３２ １６８０ ３．０ １

９０ Ｍ３２ ８７７ ３４．８ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １１２４ ７．１ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １１９２ ３．９ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １１９５ ５．４ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １２１３ ２．９ １

９０ Ｌ３２ １８３７ ２．１ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １２７３ １．４ １

Ｌ３２ Ⅰ １０ ４８．１ １

石刃 ９０ Ｌ３２ １３３９ ４．９ １

Ｌ３２ Ⅰ １３ ２．０ １

９０ Ｍ３２ ９１３ １５．３ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １３４９ ９．６ １

石刃 ９０ Ｌ３２ １５２０ ４．１ １

９０ Ｌ３２ ２０５２ ２．８ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １９８３ １．０ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２１４７ １．３ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２５０８ １０．２ １

９０ Ｍ３２ ８１９ ４．９ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２５７１ ３．５ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２５８５ ４．７ １

Ｌ３２ Ⅰ １４ ２０８．０ １

９０ Ｌ３３ １０９ １４２．９ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ １１ ２０．９ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ １２ １４．９ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ １６ ９．０ １

剥片 Ｌ３３ Ⅰ ２ ７．６ １

９０ Ｍ３２ ８ ２２．７ １

剥片 ９０ Ｍ３２ ７６２ ４．１ １

剥片 ９０ Ｍ３２ ７７２ ２．９ １

剥片 ９０ Ｍ３２ ９５２ ６．４ １

Ⅲ―５１２ ４０１ ９ 石刃核 セ南３０～５１ ５ ２９８６．０ １

Ⅲ―２１４ １６７ ５８ 接合資料 ９０・９２ ５９１６．０ ４０ １・５ ７００ ３２１８

剥片 ９０ Ｋ３２ １８６３ ５１．６ １

Ｋ３３ Ⅰ ５１ ４７．３ １

石刃 ９０ Ｋ３２ １９７８ ３１．７ ５

Ⅲ―１８４ １４７ ３７ 石刃核 Ｋ３２ Ⅰ ３ ２９２１．３ １

剥片 ９０ Ｋ３３ １９ ６２．９ １

剥片 ９０ Ｋ３３ ３１ ５９．６ ５

剥片 ９０ Ｋ３３ ８２ ４７．４ ５

石刃 Ｋ３３ Ⅰ ５２ ４４．８ １

９０ Ｌ３２ １０４ １２．３ １

剥片 Ｋ３３ Ⅰ ５３ ５５．８ １

剥片 Ｋ３３ Ⅰ ５４ １９．３ １

９０ Ｌ３２ ２２３ ４５．２ １

剥片 Ｋ３３ Ⅰ ５５ ３０．１ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １０９ ２０６．９ １

Ｌ３３ Ⅰ ２４ ５４．６ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １１３ ９５．５ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １３７ ８０．８ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ８６０ １６．５ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １３５２ ５６．８ １

９０ Ｍ３２ ２５３ １２８．７ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １３６５ ２３．８ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １９４８ ３５．４ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２２６０ ４５．２ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２３６４ ９．２ ５

剥片 ９０ Ｌ３２ ２４７８ １０．１ ５

９０ Ｌ３２ ２４８１ ３８．５ ５

９０ Ｌ３２ ２４８４ １７．５ ５

剥片 ９０ Ｌ３２ ２６６８ １３．２ ５

Ｌ３２ Ⅰ ４９ ２１．０ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ ４６ １８９．３ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ ４７ ３９９．８ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ ４８ ２５．４ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｌ３２ Ⅰ ５０ ７８．６ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ ５３ ６５．０ １

９０ Ｍ３２ ８５１ ４１．８ １

９０ Ｍ３２ ９２０ ３８７．１ １

剥片 ９０ Ｌ３３ １２３ ７５．２ １

剥片 Ｌ３３ Ⅰ ２３ ４３．４ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ２７９ ３１４．６ １

剥片 ９０ Ｍ３２ ７１３ １２．８ １

Ⅲ―２１６ １６８ ５９ 接合資料 ９０・９４ ３２６６．４ １２０ １・５ ６８９ ３１８７

剥片 ９０ Ｊ３１ １６ ８．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２９ ５９．３ １

９０ Ｋ３１ １８４３ １３．９ １

石刃 ９０ Ｊ３１ ３４ １４．５ １

９０ Ｊ３１ ２２６ ４．２ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３７ ８．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ５２ ５．４ １

９０ Ｊ３１ １１８６ ７．０ １

９０ Ｊ３１ １８０１ ７．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １４０ １１．５ １

９０ Ｋ３１ １２８２ ２２．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １４１ ６．９ １

Ｊ３２ Ⅰ ２５ ９６．５ １

９０ Ｋ３１ ７１１ １５．６ ５

縦長剥片 ９０ Ｊ３１ １５７ １．９ １

９０ Ｋ３１ １８７ ６．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １８２ １．７ １

９０ Ｊ３２ ６６３ ３５．７ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ ３４１ ２３．６ １

９０ Ｊ３１ １５８１ ４．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６７９ ６５．２ ５

９０ Ｋ３１ ９０７ １７．５ ５

９０ Ｋ３２ １９９ ３１．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ９２７ ４５．７ １

９０ Ｋ３１ １１０７ １４．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０３９ ２１．８ １

９０ Ｋ３１ ２１４７ ６．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １１４８ ３．５ １

Ｊ３２ Ⅰ ２４ ４１．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １１８９ １４．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １１９５ ６５．２ １

９０ Ｊ３１ １７７２ １０７．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２０５ １１．８ １

石刃 ９０ Ｊ３１ １５６２ １１．９ １

９０ Ｋ３２ １０１３ ６．５ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ １６９５ ７．３ １

９０ Ｋ３２ １２１５ １１．８ １

９０ Ｋ３２ １２３６ ２６．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １８２４ ４．６ １

剥片 ９４ Ｊ３１ １８６１ ３．１ １

９０ Ｊ３２ ６０８ ２．８ １

９０ Ｋ３１ １０６９ ７．８ １

９０ Ｋ３２ １３１０ ７．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９５８ １０．８ １

９０ Ｋ３１ ９９９ １５．６ ５

９０ Ｋ３１ １５４５ １８．７ １

９０ Ｋ３２ １２３３ ２１．１ １

石刃 ９０ Ｊ３１ ２０９２ ３．４ ５

剥片 ９０ Ｊ３２ １４３ １０．４ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３６３ ８．８ １

９０ Ｊ３２ ５３７ ３．０ ５

石刃 ９０ Ｊ３２ ４４５ １７．０ １

石刃 Ｊ３２ Ⅰ １ ２４．０ ５

９０ Ｋ３１ １４３５ ２１．９ ５

９０ Ｋ３１ １９３３ ６．１ １

剥片 Ｊ３２ Ⅰ ２７ ５６．１ １

掲載遺物一覧

４３５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９０ Ｊ３３ １４ ４２．３ １

９０ Ｋ３２ １９１５ １７．４ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ２０７ ４７．５ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ２８０ ７．２ ５

９０ Ｋ３２ ２０６ １４．８ １

石刃 ９０ Ｋ３１ ４１９ １０．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ４２１ １５５．８ ５

９０ Ｋ３１ １５８６ ４９．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５２６ ３７．４ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ６３０ １７．７ ５

９０ Ｋ３１ １０５２ １８．６ ５

９０ Ｋ３２ １２２３ ４．７ １

９０ Ｋ３２ １４３６ ９．４ ５

縦長剥片 ９０ Ｋ３１ ８１１ ４９．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ８９３ ２．９ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ９４４ １５．２ １

９０ Ｋ３１ １１０２ ４３．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １００７ ２０．９ ５

９０ Ｋ３１ ２２１３ ２０．１ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １０１９ ２８．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １２８１ ５．１ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １３５４ １０．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １４０８ １１．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １５８９ １０．６ １

９０ Ｋ３１ １７５８ ４８．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６７３ ２３．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６８７ １８．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １７７７ ６１．８ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １７９７ ３．８ ５

９０ Ｋ３２ １０００ ２６．６ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １８０８ ２７．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １８１５ ２７５．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２００９ ３２．６ １

９０ Ｋ３２ ９３７ ２６．７ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１２５ ４．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ ７ ２７９．３ １

９０ Ｋ３２ ２０９ ２１．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３７ １１１．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ２５３ ３７．９ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ２６８ ９．０ ５

９０ Ｋ３２ １５２７ ６．７ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ ５５８ １７．１ ５

９０ Ｋ３２ ８２７ ８．１ １

９０ Ｋ３２ １０１７ ２７．８ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ ６４１ ６４．６ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ ９１６ ４４．７ ５

９０ Ｋ３２ １２３９ ７．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ １１７８ １７．７ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １１８２ ３．１ １

９０ Ｋ３２ １１８３ ５．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １２４３ ５８．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３５６ １３．４ １

９０ Ｋ３２ １５８２ １３．５ １

９０ Ｋ３２ １５８５ ９．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １４８０ ７．７ １

石刃 ９０ Ｋ３２ １５９９ ８．８ １

９０ Ｋ３２ １７５７ ５．４ １

９０ Ｋ３２ １８６９ １３．４ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ １６０２ ６９．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １６０５ １７．５ １

９０ Ｋ３２ １６８５ ６．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １７５９ ４０．４ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ １８５６ ２５．５ ５

石刃 ９０ Ｋ３２ １９４７ ９．８ １

― １６０ ６１ 接合資料 ９０ ９９６．９ ７８ １・５ ６８７ ３１７２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｊ３１ ４０ ２０．７ １

９０ Ｊ３１ ３７２ ２４．０ １

９０ Ｋ３１ １９７８ １９．０ １

９０ Ｋ３１ ２２２５ ４．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６８ ３２．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ７０ ８．３ １

９０ Ｋ３２ １２４８ １３．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２７ ７．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １７９ ６．０ １

９０ Ｊ３２ ６０２ ２．４ １

９０ Ｋ３１ １２７６ ９．７ １

９０ Ｋ３２ １５８０ ４．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２１８ ５７．７ １

９０ Ｊ３１ ２４０３ ４．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３０４ ７４．２ １

９０ Ｋ３１ ２４１ １０．５ １

９０ Ｋ３１ １１７１ ４．１ １

９０ Ｋ３１ １１７３ ３．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６２０ ２．２ １

９０ Ｋ３１ １１７０ ６．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ９２６ １８．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２２８ １．６ １

９０ Ｋ３２ ４９６ ８．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １６０５ ２．５ １

９０ Ｋ３２ １９７ ３８．８ １

９０ Ｋ３２ ９５４ ２．２ １

９０ Ｋ３２ １５５９ ２３．５ １

剥片 Ｊ３１ Ⅰ １８ ２５．５ １

９０ Ｊ３２ １４１ ３．８ １

９０ Ｋ３１ ８８１ ９．４ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ５８ １１．０ １

９０ Ｋ３１ ７７２ ２．６ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ３４９ ４７．０ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ５６６ １０．２ １

剥片 Ｊ３２ Ⅰ ３３ ５．５ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２９ ２３．１ １

９０ Ｋ３１ ６７２ ３．２ １

９０ Ｋ３１ ６８１ １２．０ １

９０ Ｋ３１ １２３４ ８．９ ５

９０ Ｋ３１ １４５９ ６．９ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２７７ ３３．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ３３６ ４５．７ １

９０ Ｋ３１ ８７７ ８．４ １

９０ Ｋ３１ １９０３ ５．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ４３３ １６．１ １

９０ Ｋ３１ ５５３ ８．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ４９０ １１．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ７８８ ３．５ １

９０ Ｋ３１ ７９５ １．９ １

９０ Ｋ３１ １１９８ ６．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ８２４ ３．１ １

９０ Ｋ３１ １６１２ １．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ９０３ １５．０ １

９０ Ｋ３１ ９７６ ３．３ １

９０ Ｋ３１ １４０６ １１．６ ５

９０ Ｋ３２ １７０７ ８．９ １

９０ Ｋ３２ １７６７ ７．６ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １００６ ２８．５ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １０５９ ７．０ １

９０ Ｋ３１ １８８９ １８．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １３５３ ５．３ １

９０ Ｋ３１ １３９１ １３．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １４３４ ２．７ １

９０ Ｋ３２ ５７０ ２７．５ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １８８８ ３．３ １

上白滝８遺跡（２）

４３６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｋ３１ １９９４ ５．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１１７ ６．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１４８ １．５ １

９０ Ｋ３２ ２０８ １５．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １３９ ４８．５ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８９７ １．０ １

９０ Ｋ３２ ９５３ ５．６ １

９０ Ｋ３２ １２７８ ５．８ １

９０ Ｋ３２ １５２９ ２．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １４１１ ４．８ １

９０ Ｋ３２ １７６８ ８．０ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １８０１ ２．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １９４６ １１．９ １

― １６６ ６２ 接合資料 ９０・９４ １１９８．０ ８５ １・５ ６８２ ３１５４

剥片 ９４ Ｉ３２ １００ ５．４ １

９０ Ｊ３１ ２６８ ５．６ １

９０ Ｊ３１ ４１６ ２３．２ １

９０ Ｊ３１ １７１８ １７．７ １

９０ Ｊ３１ １７９６ １８．７ １

剥片 ９４ Ｉ３２ １４４ ４．２ １

９０ Ｋ３１ ７３７ １２．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３８ ２２．１ １

９０ Ｊ３１ ９６８ ２７．３ １

９０ Ｊ３１ １５５５ ３．８ １

９０ Ｋ３１ １３７５ ９．９ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９９ ２０．２ １

９０ Ｊ３１ ２０３３ ６．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２５９ ８．７ １

９０ Ｋ３１ ９３ １２０．１ １

９０ Ｋ３１ ９５ ６．３ １

９０ Ｋ３１ １６６４ ６．１ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３０３ ７．６ １

９０ Ｊ３１ ２３９２ １．６ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ３６１ ８．４ １

９０ Ｊ３１ １４３４ １３．５ １

９０ Ｊ３１ ２０９４ ８．１ １

９０ Ｊ３２ ８５ １０．６ １

９０ Ｋ３２ １２７２ ７．０ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ ３７３ ５．３ １

９４ Ｊ３１ ５１０ １．５ １

９０ Ｊ３１ ５７５ ３５．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ４５０ ４．２ １

９０ Ｊ３１ １０４５ ８．３ １

９０ Ｊ３２ ６６１ ７．２ １

９０ Ｋ３１ １６４１ ７．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６１４ １．９ １

９０ Ｊ３１ １６６１ １７．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ６１８ ６．３ １

９０ Ｊ３１ １５１７ ２．５ １

Ｊ３２ Ⅰ ３２ ２．９ １

９０ Ｋ３１ ４１２ ３．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ９３４ １５．９ １

９０ Ｊ３１ ２３８９ １８．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０３５ １０．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０３８ １２．３ １

９０ Ｊ３２ ４８ ２．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０５３ ３．０ １

９０ Ｋ３１ ２２６０ ９．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １１２２ ３．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １２８０ １２．５ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １４２５ ８．１ １

９０ Ｊ３１ １６０９ １８．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １７３３ １１．６ １

９０ Ｋ３１ １７３５ ６．４ １

９０ Ｋ３２ ３５５ ２．１ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９０ Ｊ３１ １７６９ ６．２ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １７８７ ９．０ １

９０ Ｋ３１ １６４３ １０．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９０６ １．７ １

９０ Ｋ３１ ６５４ ４８．９ １

９０ Ｋ３２ ６ ３１．０ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９３０ ２５．４ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２３３８ １２．３ １

剥片 Ｊ３１ Ⅰ １７ ５０．５ １

９０ Ｋ３１ １０２３ ８．７ ５

剥片 Ｊ３１ Ⅰ １９ ８．０ １

９０ Ｊ３２ ６３１ １３．９ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ５０ ７．０ １

９０ Ｋ３１ ３２４ １９．５ ５

剥片 ９０ Ｊ３２ ５１ ２４．８ １

剥片 ９０ Ｊ３２ ２７１ ９．９ １

９０ Ｊ３２ ４４３ １２．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５ ３．１ １

９０ Ｋ３１ １６５２ ７０．４ １

９０ Ｋ３１ １６７０ ８．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５８６ ４．７ １

９０ Ｋ３２ ９８５ ５．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ９７２ ３．７ １

Ｋ３１ Ⅰ ５ ８．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６５５ １１．２ １

９０ Ｋ３１ ２０４２ １５．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １６９４ ６．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ １９４２ ５．２ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２２１６ ３１．３ １

９０ Ｋ３１ ２２１７ ２８．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２２１８ ５７．４ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２２５９ ８．７ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ７２８ ４．５ １

９０ Ｋ３２ ８９５ １２．７ １

― １６９ ６３ 接合資料 ９０・９４ ６６３３．５ ２８ １・５ ７１４ ３２５０

縦長剥片 ９４ Ｉ３２ ８ ２３．５ ５

９０ Ｋ３１ １６５０ ６１．８ ５

９０ Ｋ３１ １９３７ １９．６ ５

石刃 ９０ Ｊ３１ ４２２ ２０．２ １

９０ Ｊ３２ ４０８ ３５．４ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ ６０５ １０．２ ５

９０ Ｊ３１ １０２４ ７７．４ ５

縦長剥片 ９０ Ｊ３１ ９５８ ２１．２ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ １０１７ ４２．５ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ １２２７ ４．６ ５

石刃 ９０ Ｊ３１ １４３３ ３０．４ ５

９０ Ｊ３１ １６７３ ２１．７ ５

縦長剥片 ９０ Ｊ３１ １６５７ ４２．０ ５

９０ Ｋ３１ １６ ２６．２ ５

石刃 ９０ Ｊ３１ ２３７５ １６．６ ５

縦長剥片 Ｊ３１ Ⅰ ６ １０．９ ５

剥片 ９０ Ｊ３２ ４２ ３４．８ ５

剥片 ９０ Ｊ３２ ５５３ ４．４ ５

Ⅲ―１８７ １５２ ４３ 石刃核 Ｊ３３ Ⅰ １ ５８００．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ４０ ４０．１ ５

９０ Ｋ３１ ２２８ ３０．５ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ３１１ ８．３ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １０３６ ３．９ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ １９８２ ８．９ ５

縦長剥片 ９０ Ｋ３１ ２０３７ ７．９ ５

石刃 ９０ Ｋ３１ ２２５０ ４０．２ ５

二次加工ある剥片 ９０ Ｋ３２ １２９１ １２６．５ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ １８６５ ６３．８ ５

― １７０ ６４ 接合資料 ９０・９４ ３１２１．２ ２１ ３・４ ７１０ ３２３９

剥片 ９０ Ｉ３２ ４６ ２０．８ ４

掲載遺物一覧

４３７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９０ Ｊ３２ ７１６ ２０．４ ４

剥片 ９０ Ｉ３２ ８６ ５．５ ４

９４ Ｉ３２ １６４ １９７．７ ４

９０ Ｊ３２ ７８３ ９．２ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７１５ １３．９ ３

９０ Ｊ３２ ７８４ ５．６ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７１９ １１．３ ３

９０ Ｊ３２ ７５４ ４２．６ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７３６ １０７．３ ４

９０ Ｊ３２ ７５６ ２．５ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７３９ ２６．６ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７４０ ３０．０ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７５８ ５１．４ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７６０ ２０．４ ４

９０ Ｊ３２ ７８２ ２０．６ ４

９０ Ｊ３２ ７８５ １４．８ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７７９ ２６０．６ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７８７ ６．９ ４

Ⅲ―１８８ １５３ ４６ 石核 ９０ Ｊ３２ ７９０ ２２３２．６ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７９１ ２０．５ ４

― １７０ ６５ 接合資料 ９０ １５７４．４ １７ １・５ ６９４ ３２０３

Ⅲ―１７９ １４２ ２４ 石刃 ９０ Ｊ３２ ６５ ５６．８ １

９０ Ｊ３２ １００ ３８．６ １

９０ Ｋ３１ １５６８ １５．３ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ５７ １２７．９ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ４５８ １２９．１ ５

石刃 ９０ Ｋ３１ ６０６ ８４．３ １

石刃 ９０ Ｋ３１ ９０４ ５８．０ １

９０ Ｋ３２ ９９４ ８．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ９１５ ２９．７ １

石刃 ９０ Ｋ３１ １０３２ ５３．４ １

石刃 ９０ Ｋ３１ ２０００ ２５．７ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２００３ ２８．８ １

石刃 ９０ Ｋ３１ ２０６６ ６．２ １

９０ Ｋ３２ ９１４ ７．０ １

９０ Ｋ３２ １１４３ ８．７ １

縦長剥片 ９０ Ｋ３２ ２０１ ３．７ １

Ⅲ―１８６ １５２ ４２ 石刃核 ９０ Ｋ３２ ７７７ ８９３．１ １

― １７１ ６６ 接合資料 ８２・９０ １９４０．９ ４１ １・５ ７０１ ３２２０

剥片 Ｊ３２ Ⅰ ２８ ４．２ １

石刃 ９０ Ｋ３１ １４８ ７５．４ ５

９０ Ｌ３２ ４９５ ３．９ １

９０ Ｌ３２ ８０９ ４．１ １

９０ Ｌ３２ １８５０ ４．５ １

９０ Ｌ３２ ２０１５ ５．０ １

Ⅲ―１１９ ９８ ７２ 石刃 Ｋ３２ Ⅰ １２ ９．６ １

９０ Ｋ３３ ５０ ４．１ １

掻器 ８２ Ｍ３６ ６５ １９．１ １

Ｍ３６ Ⅰ ３ ３４．２ １

剥片 Ｋ３２ Ⅰ １６ １１．４ １

石刃 Ｋ３２ Ⅰ １７ ９．８ １

９０ Ｌ３２ ９１６ １．７ １

剥片 Ｋ３２ Ⅰ １９ １０７．９ １

Ｋ３２ Ⅰ ２０ ４６．１ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ３８ ２０．６ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２７８ １９．５ １

９０ Ｌ３１ ２８２ ６．７ １

９０ Ｌ３１ ５１０ ６．１ １

石刃 ９０ Ｌ３１ ３４５ ３１．８ １

９０ Ｌ３２ ６０ ２７．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ４３４ ８．０ １

９０ Ｌ３１ ７０６ ４８．９ １

石刃 ９０ Ｌ３１ ９１１ ２９．２ １

石刃 Ｌ３１ Ⅰ １４ ４３．１ １

石刃 ９０ Ｌ３２ ３３ ４．３ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９０ Ｌ３２ ６５ ３．６ １

９０ Ｌ３２ ２１５ ４．９ １

９０ Ｌ３２ ５４４ ５．０ １

石刃 ９０ Ｌ３２ １７５ １８．１ １

９０ Ｌ３２ １８９ ６．８ １

９０ Ｌ３２ ７１２ ５．５ １

９０ Ｌ３２ １３７８ ７．５ １

石刃 ９０ Ｌ３２ ２７６ ２．６ １

９０ Ｌ３２ ８５１ １．７ １

９０ Ｌ３２ ２６５４ １．６ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ２８２ １１．６ １

９０ Ｌ３２ １４０１ ４．０ １

９０ Ｌ３２ １４４８ ２．７ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ５５２ ２．６ １

Ⅲ―５１２ ４００ ７ 石刃核 ボサ ６ １２７６．３ １

― １７２ ６７ 接合資料 ９０・９３ ２９８２．５ １０９ １・５ ７０３ ３２２７

剥片 Ｊ３２ Ⅰ ２６ １１．８ １

９０ Ｋ３２ １５７ ５．４ １

剥片 ９３ Ｋ３１ １５９ ４３．２ ５

９０ Ｌ３１ ４６ ４１．０ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２６２ １７．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ２６５ ７．０ ５

剥片 ９０ Ｋ３２ ７４ １６．５ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ８７ ５．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ９３ ２７．１ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ９６ １３７．６ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０１ ５７．３ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０５ ８４．２ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １０６ １７．７ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ３８６ ２５．６ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ３９５ ２０．３ １

９０ Ｌ３１ ５６９ ８．１ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ４３４ １６．０ １

９０ Ｋ３２ １８６８ ２４．２ ５

９０ Ｌ３１ ８９ ３１．４ １

９０ Ｌ３１ １５８ ２５．９ １

９０ Ｌ３１ １６４ １３．３ １

９０ Ｌ３１ ４５５ １０．３ １

９０ Ｌ３１ ８５０ ５６．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ ５９５ ７．４ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １６９７ １４．３ １

剥片 Ｋ３２ Ⅰ ６ ５２．１ １

９０ Ｌ３１ ３２５ １５．３ １

剥片 Ｋ３２ Ⅰ １４ ２４．１ １

９０ Ｌ３１ ２４ ８２．０ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２５ ３３．０ １

９０ Ｌ３１ １０６ ３５．９ １

９０ Ｌ３１ １１２ ４３．５ １

Ｌ３１ Ⅰ ４ ２８．５ １

Ｌ３１ Ⅰ ５ １８．９ １

縦長剥片 ９０ Ｌ３１ ３７ ７．１ １

Ｌ３１ Ⅰ １２ １６．３ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ５２ ３８．９ １

９０ Ｌ３１ ５５８ ２１．６ １

石刃 ９０ Ｌ３１ ５５ １２．１ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ６１ １６．１ １

９０ Ｌ３１ １６８ ７６．８ １

９０ Ｌ３１ ５９６ １０．４ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ８８ ８０．９ １

９０ Ｌ３１ ３５６ ２１．３ １

９０ Ｌ３１ ７５８ １２．８ １

９０ Ｌ３１ ７７１ ５．０ １

剥片 ９０ Ｌ３１ １０７ ３９．７ １

９０ Ｌ３１ ６１８ ２３．３ １

剥片 ９０ Ｌ３１ １１４ ７．９ １

上白滝８遺跡（２）

４３８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―１７６ １４０ １１ 石刃 ９０ Ｌ３１ １２３ １５．６ １

９０ Ｌ３１ １６０ ５７．１ １

９０ Ｌ３１ ２９９ ４．３ １

剥片 ９０ Ｌ３１ １３３ １３．８ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２１０ １６．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２１５ ２．４ １

９０ Ｌ３１ ２３５ ２．５ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２２０ ３２．８ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２２１ ２６．０ １

９０ Ｌ３１ ４４１ ９９．１ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ２８９ １５．９ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ３４９ １００．４ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ３５７ ４５．１ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ３８９ ５４．２ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ４０１ １２．６ １

９０ Ｌ３１ ４１８ ２３．５ １

９０ Ｌ３１ ４９４ ８．３ １

９０ Ｌ３１ ６１２ ４３．７ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ４２５ １５．３ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ４５０ ２１．３ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ５１１ １３９．６ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ５３２ １８．４ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ５５２ １５．７ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ５９４ １２．４ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ６０６ ２０．１ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ６１１ １１３．３ １

９０ Ｌ３１ ８４９ ８２．０ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ６１７ ２２．４ １

剥片 ９０ Ｌ３１ ７４０ １０．７ １

剥片 Ｌ３１ Ⅰ １７ ２３．６ １

石刃 Ｌ３１ Ⅰ １８ ２１．１ １

Ⅲ―１８０ １４３ ２５ 石刃 ９０ Ｌ３２ ８２ ９．９ １

９０ Ｌ３２ ２８４ １４．３ １

９０ Ｌ３２ ３６２ ３６．０ １

９０ Ｌ３２ ８４３ ２６．９ １

９０ Ｌ３２ ８４８ ２４．３ １

９０ Ｌ３２ ８５９ ７．０ １

９０ Ｌ３２ ８６４ ８．２ １

９０ Ｌ３２ １２１１ ５．９ １

９０ Ｌ３２ １２３２ ３．８ １

９０ Ｌ３２ １２３３ ８．３ １

９０ Ｌ３２ １２３４ １０．７ １

９０ Ｌ３２ １２４０ ３．２ １

９０ Ｌ３２ １３７３ １０．４ １

９０ Ｌ３２ １３８２ ６．９ １

９０ Ｌ３２ １３９３ １０．７ １

９０ Ｌ３２ １８４９ ３０．８ １

９０ Ｌ３２ ２０１６ ４．６ １

９０ Ｌ３２ ２２１２ ３４．１ １

９０ Ｌ３２ ２４１９ ７．２ １

Ｌ３２ Ⅰ ２０ １２．４ １

Ｌ３２ Ⅰ ４４ １８．９ １

９０ Ｍ３２ １２７ １０．３ １

石刃 ９０ Ｌ３２ ４９０ １４．２ １

９０ Ｌ３２ １２４４ １３．５ １

９０ Ｌ３２ ２５４３ ２．７ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １８５９ ５５．５ １

Ｌ３２ Ⅰ ７７ １０．６ １

Ｌ３２ Ⅱ ９０ ７．５ １

縦長剥片 Ｌ３２ Ⅰ １ ３６．５ １

Ⅲ―２７４ ２０５ ３３１ 接合資料 ９０・９３・９５ ２１２６．２ １６１ １ ７４０ ３３５８

剥片 ９３ Ｌ３０ １０８ ７．８ １

Ｍ３０ Ⅰ １１ １０．４ １

９３ Ｎ２９ ３３２ １５．２ １

９３ Ｎ２９ １５６９ ６．９ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｌ３０ １７７ ５．２ １

９３ Ｍ２９ ６４８ １０．１ １

９３ Ｍ２９ ７９１ ７．８ １

９３ Ｍ２９ ８０１ ２．８ １

９３ Ｍ３０ ３２４ ３．４ １

９３ Ｎ２９ １７００ ４．１ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４９８ １３．８ １

９３ Ｍ２９ ４０５ ３．６ １

９３ Ｍ２９ ８００ ６．６ １

９３ Ｍ３０ ４３６ ６．２ １

９３ Ｍ３０ ４６３ ３９．２ １

９３ Ｍ３０ ６０３ ５．０ １

９３ Ｎ２９ ４８７ ８．８ １

９３ Ｎ２９ ９９６ ７．８ １

９３ Ｎ２９ １７１４ １３．７ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ６２４ ６．３ １

Ｍ２９ Ⅰ １６ ５．１ １

９３ Ｍ３０ １２４ １３．８ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ７５１ ４１．２ １

Ⅲ―１７６ １４０ ３ 彫器 ９０ Ｌ３１ １６６ ６５．２ １

剥片 ９３ Ｌ３１ ７８０ ２３．１ １

９３ Ｌ３１ ９２５ １２．８ １

９３ Ｍ３０ ６４０ ４．１ １

剥片 ９３ Ｌ３１ ８１４ １３．４ １

９３ Ｍ３０ ８３９ １．７ １

９３ Ｎ２９ １６６７ １０．６ １

剥片 ９３ Ｌ３１ ８１７ １５．６ １

９３ Ｍ２９ ８２４ １１．１ １

９３ Ｍ２９ ８６４ ６．１ １

剥片 ９３ Ｌ３１ ８７６ ４．３ １

９３ Ｎ２９ １３９３ １９．３ １

剥片 ９３ Ｌ３１ ９４６ ２．７ １

９３ Ｍ２９ ６０３ ３．２ １

９３ Ｍ２９ ８７０ ２．１ １

９３ Ｎ２９ １３９９ １９．７ １

二次加工ある剥片 ９３ Ｍ２９ １０１ ６０．４ １

９３ Ｎ２９ １７６ ２４．０ １

剥片 ９３ Ｍ２９ １０３ １０．０ １

９３ Ｍ３０ ６５３ ２．７ １

９３ Ｍ３０ ６５４ ２．７ １

９３ Ｎ２９ ２７２ ８．２ １

９３ Ｎ２９ ２７４ １．９ １

彫器削片 ９３ Ｍ２９ １６７ ４．０ １

剥片 ９３ Ｍ２９ １７４ １．４ １

９３ Ｍ２９ ８０５ １３．８ １

９３ Ｍ３０ ４８３ ２２．２ １

９３ Ｎ２９ １６９４ １６．０ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ２７５ ２．７ １

９３ Ｍ２９ ７７７ ４．９ １

９３ Ｎ２９ ４８５ ８．９ １

９３ Ｎ２９ ９７９ ２１．２ １

９３ Ｎ２９ １１８５ ４．１ １

９３ Ｎ２９ １３１５ ５．０ １

９３ Ｎ２９ １５４１ ９．６ １

９３ Ｎ２９ １５９７ １２．１ １

９３ Ｎ２９ １６７０ ５６．８ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ２９７ １．７ １

９３ Ｍ２９ ８１８ ７．８ １

９３ Ｍ３０ ２６７ ５８．９ １

９３ Ｍ３０ ６３２ ４．５ １

９３ Ｍ３０ ８００ １２．５ １

９３ Ｍ３０ ８６１ ５．２ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ３９８ １３．９ １

９３ Ｍ２９ ９０２ ４．１ １

９３ Ｍ３０ ２２１ ３．６ １

掲載遺物一覧

４３９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｍ３０ ４０３ １．３ １

９３ Ｎ２９ ４６６ ３．８ １

９３ Ｎ３０ ４５３ １２．９ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ４０９ １．７ １

９３ Ｍ２９ ８１４ １２．５ １

９３ Ｎ２９ ４０３ １．５ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ４５４ ３．７ １

９３ Ｍ２９ ４９８ ３．２ １

９３ Ｍ２９ ５００ ３．０ １

９３ Ｍ２９ ６７９ ９．８ １

９３ Ｍ３０ １７１ ９．１ １

９３ Ｎ２９ １５８０ ５．１ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ５０７ ３．７ １

９３ Ｍ２９ ７１９ ２．６ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ５２３ ３２．５ １

９３ Ｍ２９ ５３１ ２０．０ １

９３ Ｍ２９ ５５５ ２１．９ １

９３ Ｎ２９ １１６１ ４．６ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ５２５ ２．６ １

９３ Ｍ３０ １６７ ２３．３ １

９３ Ｎ２９ ８３６ ８．５ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ６４０ ６．４ １

９３ Ｍ２９ ８９６ ２．３ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ６６３ ５．２ １

９３ Ｍ２９ ９０４ ８．７ １

９３ Ｎ２９ １７３３ ９．５ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ７２４ １．６ １

９３ Ｍ２９ ７６０ ４．３ １

９３ Ｍ３０ ９４ ３．７ １

９５ Ｎ２９ １４６２ ５．４ １

Ⅲ―２２０ １７４ １６ 尖頭器 ９３ Ｍ２９ ７３１ ７．６ １

９３ Ｍ２９ ７８２ ２１．９ １

９３ Ｍ３０ ４３９ ４６．４ １

９３ Ｎ２９ １１７５ １５．９ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ８０６ ５６．４ １

９３ Ｍ３０ ８０２ ２６．０ １

９３ Ｍ３０ ８５３ ２０．３ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ８７１ ４．４ １

９３ Ｍ３０ ７５６ ３．１ １

９３ Ｎ２９ １１６５ ４．７ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ８９８ ７．１ １

９３ Ｍ３０ １４２ ７．３ １

９３ Ｍ３０ ７６０ ５．１ １

９３ Ｎ２９ １７０１ ２．０ １

縦長剥片 ９３ Ｍ３０ ８８ １８３．２ １

剥片 ９３ Ｍ３０ １８８ ２５．９ １

９３ Ｎ２９ ９７４ ４．７ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ２７８ ２．２ １

９３ Ｍ３０ ７５１ ２．６ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ３３０ ６．９ １

９３ Ｍ３０ ６５６ １７．２ １

９３ Ｍ３０ ７８６ ４．９ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ３３６ ２．３ １

９３ Ｍ３０ ７４６ ３８．９ １

９３ Ｎ２９ ８２３ １２．８ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ３４０ ３．３ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ３６２ ２．８ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ３８０ ２．５ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ４９４ １９．１ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ５２２ ３．４ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ６３７ １．７ １

９３ Ｍ３０ ６６３ ３．６ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ７３１ ６．７ １

９３ Ｎ２９ １６５７ ６．９ １

９３ Ｎ２９ １６６４ ７．０ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｍ３０ ７９７ ６．５ １

９５ Ｎ２９ １４０８ ２．４ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ８５９ ４．７ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ６７４ １１７．８ １

９３ Ｎ３０ ５３６ ２．１ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ９９８ ６．１ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １１７１ ２．６ １

剥片 ９５ Ｎ２９ １４７５ １８．２ １

９３ Ｎ２９ １５３０ ６７．６ １

彫器削片 ９３ Ｎ２９ １５５０ ４．２ １

９３ Ｏ２９ １８７６ ６．１ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １５５４ １．９ １

９３ Ｏ２９ １８４２ ７０．１ １

９３ Ｏ２９ ２１３８ １１．９ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １６１６ ４．９ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １６５０ １．９ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １６７９ ４．６ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １６８１ ４．３ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １７１９ １２．４ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １７２６ １１．２ １

剥片 ９３ Ｎ３０ ４６３ ５．４ １

剥片 ９３ Ｎ３０ ５２５ １６．７ １

剥片 ９３ Ｎ３０ ５２７ ２．１ １

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ９１ ２９．９ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２３２３ ４．０ １

９３ Ｏ２９ ２４４５ １２．３ １

彫器削片 ９３ Ｏ２９ ２３５９ ８．５ １

Ⅲ―２７７ ２０６ ３３３ 接合資料 ９０・９３・９４・９５ ２６４９．１ ８４ １・５ ７２７ ３２８５

二次加工ある剥片 ９４ Ｉ３２ ４３ ３３．７ １

９０ Ｊ３１ １０９７ ２４６．３ １

９３ Ｋ３０ ３６９ ６．２ １

９３ Ｋ３０ ３９３ ７５．９ １

剥片 ９５ Ｊ３０ １２４ ５５．０ １

９３ Ｋ３０ ３３７ ８７．５ １

９３ Ｌ３０ ７２ １６．４ １

９３ Ｌ３０ ４４２ ６．６ １

９３ Ｌ３０ ６２３ ４８．１ １

９３ Ｌ３０ ８２２ １２．８ １

Ⅲ―２３９ １８８ ２０２ 掻器 ９５ Ｊ３０ １２６ ８．３ １

９０ Ｊ３１ ５４６ ８．１ １

９３ Ｋ３０ ４０１ ６．１ １

９３ Ｋ３０ ４４７ １２．７ １

石刃 ９０ Ｊ３１ ５６１ ４４．０ １

９３ Ｋ３１ ３６５ １７．８ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １０４６ ４２．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２３０２ １７５．４ １

９３ Ｋ３０ ４２９ １１．４ １

剥片 ９０ Ｊ３３ ２６ ２１．８ １

二次加工ある剥片 ９３ Ｋ３０ ９６ ３８．３ １

９３ Ｋ３０ １１８ ６１．９ １

剥片 ９３ Ｋ３０ １６９ ２２．０ １

９３ Ｋ３０ ３０３ １１３．３ １

９３ Ｌ３０ ３７０ ２．７ １

剥片 ９３ Ｋ３０ １７６ ３１．５ １

石刃 ９３ Ｋ３０ ２３１ ２０．７ １

９３ Ｋ３０ ３７６ １４．５ １

９３ Ｋ３０ ４４８ ８．７ １

９３ Ｌ３０ ５５６ １１．６ １

石刃 ９３ Ｋ３０ ２４８ ４．５ １

９０ Ｋ３１ ５３２ ２６．７ １

９３ Ｌ３０ ２９９ ３５．６ １

９３ Ｌ３０ ５８６ ２．９ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ２８３ ４８．３ １

９３ Ｌ３０ ７８６ ２３．０ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ３０８ ４．３ １

上白滝８遺跡（２）

４４０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｋ３０ ３６１ ４．６ １

９３ Ｌ３０ ５１０ ４．２ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ４３７ ２２．９ １

剥片 ９３ Ｋ３１ ２０９ ３１．８ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ３４８ ４．９ １

９３ Ｌ３０ ６９２ ４．９ １

剥片 ９３ Ｋ３１ ３６９ ３２．３ １

縦長剥片 ９０ Ｋ３１ ３９３ １９．５ １

Ⅲ―２２０ １７４ １７ 尖頭器 ９３ Ｌ３０ ５０ ９９．０ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ２５１ ４．４ １

９３ Ｌ３０ ４１４ ６．１ １

二次加工ある剥片 ９３ Ｌ３０ ３３２ １７５．４ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ３５５ ３．１ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ３９９ １０．６ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ４２２ ４．０ １

９３ Ｌ３０ ５４３ ３．９ １

９３ Ｌ３０ ６８５ １４．４ １

９３ Ｌ３０ ７１７ ３．６ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４５９ １０．４ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４７２ ６．１ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４８２ ４．７ １

９３ Ｌ３０ ７５０ １９．１ １

９３ Ｌ３０ ８１０ １．７ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４８７ １３．３ １

９３ Ｌ３０ ７０７ ３．１ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４８８ ３２．１ １

９３ Ｌ３０ ５２７ ４１．９ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４８９ １９５．０ １

９３ Ｌ３０ ８２８ ４６．８ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ５３２ １．７ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５３３ ２８．７ １

９３ Ｌ３１ ８１６ ４８．６ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５４４ １５．７ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５５４ ２４．９ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５６４ ３２．５ １

９３ Ｌ３０ ６００ １．８ １

縦長剥片 ９３ Ｌ３０ ５６８ ５０．９ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５９５ ３．１ １

９３ Ｌ３０ ７３９ ４．９ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６５３ ８．３ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ６５６ ８．４ １

石刃 ９３ Ｌ３０ ７１４ ３８．９ ５

９３ Ｍ３０ ８３８ ５５．０ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ７１８ ３．２ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ７４６ ９．１ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ７６６ １９．２ １

Ⅲ―２１９ １７４ １５ 尖頭器 ９３ Ｍ３０ ７９５ ６３．５ １

Ⅲ―２７９ ２０８ ３３４ 接合資料 ９３・９７ １５３８．０ ５０ ２ ７８３ ３５０１

剥片 ９７ Ｉ２３ １７２ １２９．７ ２

剥片 ９７ Ｊ２３ ８７８ ８８．９ ２

剥片 ９３ Ｋ３１ ３５４ ５．８ ２

石刃 ９３ Ｋ３１ ３６１ ２５．６ ２

９３ Ｌ３０ ２３７ ５．２ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ７５ １３．６ ２

９３ Ｌ３０ ３７７ ６２．６ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １２７ ２９．８ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １４８ ２．４ ２

９３ Ｌ３０ ５５８ ８．９ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １７６ １２．４ ２

９３ Ｌ３０ ４８０ ９．２ ２

９３ Ｌ３１ ９２１ ４．８ ２

９３ Ｍ３０ ６６２ ７．４ ２

９３ Ｍ３０ ７９９ ８５．８ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １７９ ２２．５ ２

９３ Ｌ３０ ２５４ ２．９ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｌ３１ ９５４ １７．９ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ２９８ １２８．２ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ４５６ ４２．８ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ４６３ ９０．３ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ４７７ ２１．５ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ４８１ ２４．８ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ５１３ １７．２ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ６４６ ２２．０ ２

９３ Ｍ３０ ６７９ １６．３ ２

剥片 Ｌ３０ Ⅰ ４ １１３．５ ２

９３ Ｍ３０ ６１２ １２．６ ２

剥片 ９３ Ｌ３１ ８７２ ６．６ ２

９３ Ｍ３０ ６７７ １４．９ ２

剥片 ９３ Ｌ３１ ８９２ １８．２ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ ２８２ ２．１ ２

９３ Ｍ３０ １１７ １．９ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ２９５ ４４．０ ２

９３ Ｍ３０ ４７７ ２６．２ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ４０７ ５．７ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ５３６ １１．１ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ５９１ ６．９ ２

９３ Ｍ３０ ７０９ ９２．３ ２

９３ Ｍ３０ ７１０ ５２．０ ２

９３ Ｍ３０ ７４５ １８．７ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ５９４ １１．４ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ６４７ ４．６ ２

９３ Ｍ３０ ６７８ ３．５ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ６８０ １７．９ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ７４７ ２０．０ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ８０５ ６０．９ ２

Ⅲ―２１９ １７３ ８ 尖頭器 ９３ Ｎ２９ １０４１ ７６．０ ２

９３ Ｎ２９ １２０６ １３．２ ２

９３ Ｎ２９ １３１０ ５．３ ２

Ⅲ―２８１ ２０７ ３３５ 接合資料 ９６・９７ ３９００．３ １９６ ３・４ １０６７ ４４３３

剥片 Ｈ２５ Ⅰ １６ ３．２ ４

Ｋ２３ Ⅰ ８７ ７．０ ４

９６ Ｋ２５ １４ １３８．８ ４

９６ Ｌ２４ １１４ ４．２ ３

９６ Ｌ２４ ３０１ ４２．２ ３

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ５６ ５．２ ４

９６ Ｌ２４ ２３ ７．８ ３

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５１ ５．９ ４

９６ Ｊ２５ ５３ ４９．６ ４

Ｊ２５ Ⅰ ８ ２９．０ ３

９６ Ｋ２４ ８８３ ２７．４ ３

９６ Ｋ２４ １６８４ ６３．２ ３

９６ Ｌ２４ １０２ ４．７ ３

９６ Ｌ２４ １８１ ７．４ ３

９６ Ｌ２４ ２９１ ２７７．２ ３

９６ Ｌ２４ ３４５ １．７ ３

９６ Ｌ２４ ５１４ ６．９ ３

９６ Ｍ２３ ９４ ６．９ ４

剥片 ９６ Ｊ２５ ４ ５８．１ ４

９６ Ｌ２４ １８２ ２．２ ３

９６ Ｌ２４ ２６５ １４５．９ ３

９６ Ｌ２４ ２８７ ５．５ ３

９６ Ｌ２４ ２９６ ２１．９ ３

９６ Ｌ２４ ４５４ ４９２．６ ３

９６ Ｌ２４ ４５５ ４．０ ３

９６ Ｎ２３ １７４ ２．６ ４

二次加工ある剥片 ９６ Ｊ２５ ９０ １５．４ ４

剥片 ９６ Ｊ２５ １０９ ２．６ ４

剥片 Ｊ２５ Ⅰ ７ １０．２ ４

剥片 Ｊ２５ Ⅰ ９ ４．１ ３

９６ Ｍ２３ ２１ １５２．１ ４

掲載遺物一覧

４４１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９６ Ｍ２３ ９０ １７．０ ４

９６ Ｎ２３ １６５ ２５．１ ３

９６ Ｎ２３ １７５ ４．０ ３

剥片 ９６ Ｋ２４ １００ １６．７ ３

９７ Ｋ２４ １２２１ １１．７ ４

Ｋ２４ Ⅰ ２１ １１．３ ３

９６ Ｌ２４ ２５７ １４．１ ３

９６ Ｍ２３ ２３ ３４．４ ４

剥片 ９６ Ｋ２４ １８７ ３．７ ４

９６ Ｍ２３ ４１５ ６．０ ４

剥片 ９６ Ｋ２４ ３３６ ６．０ ３

９６ Ｎ２２ ２０２ ９．１ ３

剥片 ９６ Ｋ２４ ３５９ １．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２４ ４７２ ７．０ ４

Ｋ２４ Ⅱ ８７ １．１ ４

９６ Ｌ２４ ２９７ ３．０ ３

９６ Ｌ２４ ５０３ ４．２ ３

剥片 ９６ Ｋ２４ ５５８ １．３ ３

剥片 ９６ Ｋ２４ ５６２ ５．０ ３

削器 ９６ Ｋ２４ ６９７ ３１．９ ３

９６ Ｌ２４ ２７ ２１．６ ４

剥片 ９６ Ｋ２４ ８７８ ８．４ ３

剥片 ９６ Ｋ２４ １２０７ ７．７ ３

９６ Ｍ２３ １４０ １２．８ ４

剥片 ９６ Ｋ２４ １２１０ １．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２４ １３３５ ２１．８ ３

剥片 ９６ Ｋ２４ １８０８ ５．３ ３

剥片 ９６ Ｋ２４ １９１７ １４．６ ４

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ９５ １．７ ４

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ９６ ３．９ ４

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ９８ ４．７ ４

９６ Ｎ２２ ２３３ ５．９ ３

石刃 ９６ Ｌ２３ ６１４ ２２．４ ３

９６ Ｌ２４ １２ １９．０ ３

９６ Ｍ２３ １５０ ２０．０ ４

９６ Ｍ２３ ３７０ ７．７ ４

剥片 ９６ Ｌ２３ ６２６ ８．２ ４

９６ Ｌ２４ １０４ ３．０ ３

Ｌ２４ Ⅰ ６ ６．７ ４

剥片 ９６ Ｌ２３ １４９６ ３．０ ４

９７ Ｌ２４ １３６ ６．７ ３

９６ Ｌ２４ ４８０ ９．４ ３

Ｌ２４ Ⅰ １９ ２３７．８ ４

９６ Ｍ２３ ４０２ １８１．９ ４

９６ Ｎ２３ １３２ ２８．８ ３

剥片 Ｌ２３ Ⅰ ２ ６．８ ４

剥片 ９６ Ｌ２４ ３１ ５．６ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ４１ ４．８ ３

９６ Ｌ２４ ３８９ ３．１ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ４５ ０．８ ３

９６ Ｌ２４ ７１ ７．７ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ６１ ４．０ ３

９６ Ｍ２３ ４０８ ２．０ ４

石刃 ９６ Ｌ２４ ６８ ３．２ ３

９６ Ｌ２４ ２７７ ４．７ ３

９６ Ｌ２４ ４７８ ５．８ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １０６ １９．７ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １０９ ２．３ ３

９６ Ｌ２４ ３１２ １６．３ ３

９６ Ｌ２４ ３３９ ２．４ ３

Ｌ２４ Ⅱ ６４ ３．４ ４

Ｌ２４ Ⅱ ６５ ０．９ ４

剥片 ９６ Ｌ２４ １１０ ５．０ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １２２ ５．８ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １４２ ４．５ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９６ Ｌ２４ １５６ ４．７ ３

９６ Ｌ２４ ２０１ ３．２ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １７１ ４．２ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １７５ ６．７ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １８８ ２．３ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ １９７ １１．５ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ２２３ ２．８ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ２２８ ２０．６ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ２５３ １６．４ ３

９６ Ｌ２４ ５６４ １．３ ３

Ｌ２４ Ⅰ ５ １３．５ ４

９６ Ｍ２３ ３４６ ４．８ ４

剥片 ９６ Ｌ２４ ２５６ ８．０ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ２６０ ２．５ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ２６４ ５．２ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ２８１ ２０．０ ３

９６ Ｌ２４ ３１６ ２１．９ ３

９６ Ｍ２３ ２５ ２．９ ４

９６ Ｍ２３ ３１５ １．３ ４

石刃 ９６ Ｌ２４ ２８３ ９．０ ３

Ｌ２４ Ⅱ ７２ ０．６ ４

剥片 ９６ Ｌ２４ ２８４ １９．８ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ２９５ ９．３ ３

Ｍ２３ Ⅰ ２ ５．８ ４

剥片 ９６ Ｌ２４ ３１１ １．８ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ３２９ ２．６ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ３４３ ３１．４ ３

９６ Ｌ２４ ３５１ ９．２ ３

Ｌ２４ Ⅰ ２９ ２．０ ４

Ｌ２４ Ⅱ ６７ １．５ ４

Ｌ２４ Ⅱ ６８ １．５ ４

９６ Ｍ２３ ９９ ５４．９ ４

９６ Ｍ２３ ２８０ ２．３ ４

剥片 ９６ Ｌ２４ ３４９ １１．３ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ４４１ １５．５ ３

９６ Ｌ２４ ４７７ １０．８ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ４５６ ２８．３ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ５０６ ７．９ ３

９６ Ｌ２４ ５２９ ４．９ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ５４４ １４．２ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ５５０ ７．１ ３

剥片 ９６ Ｌ２４ ５７１ ３８．４ ３

剥片 Ｌ２４ Ⅰ １３ ４１．５ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ １４ ６．６ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ １５ ４．０ ４

９６ Ｍ２３ ２４３ ７．６ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ １７ ３．８ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ２０ ６４．１ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ２１ １５．２ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ２４ ６．５ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ３３ ５．５ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ３４ ３．１ ４

剥片 Ｌ２４ Ⅱ ６９ ０．７ ４

９６ Ｍ２３ ２７７ ３．１ ４

９６ Ｍ２３ ４１２ ７．０ ４

９６ Ｎ２３ １７７ １２．１ ３

剥片 ９６ Ｍ２２ ３５７ １０．０ ４

剥片 ９６ Ｍ２２ ６１７ ２０．９ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ４５ ９．１ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ２１８ ３．５ ３

二次加工ある剥片 ９６ Ｍ２３ ２３９ １５４．０ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ２５３ ９．７ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ２８７ ５．６ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ３１０ ２．４ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ３４３ ７．１ ４

上白滝８遺跡（２）

４４２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９６ Ｍ２３ ３４４ １１．９ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ３７２ １．７ ４

Ⅲ―２１９ １７３ ９ 尖頭器 ９６ Ｍ２３ ３７３ ８０．４ ４

剥片 ９６ Ｍ２３ ３８９ １１．１ ４

剥片 Ｍ２３ Ⅰ ６ ３．０ ４

９６ Ｎ２３ ２１ ２．７ ３

９６ Ｎ２３ ２５ ２．４ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ １０ ８．７ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ １５ ６．７ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ ２１ ４．５ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ ２３ ３．２ ３

９６ Ｎ２２ ９３ ４．１ ３

９６ Ｎ２２ １２７ ３６．９ ３

９６ Ｎ２２ １４５ １１．１ ３

９６ Ｎ２２ １８８ ２．８ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ ４５ ３１．５ ３

９６ Ｎ２２ ２３７ １９．６ ３

９６ Ｎ２３ ６５ １３．９ ３

９６ Ｎ２３ １００ ２４．１ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ ６１ ９．５ ３

９６ Ｎ２２ ２１５ １．６ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ １３５ ２．６ ３

９６ Ｎ２２ １７４ ６．７ ３

９６ Ｎ２２ １８４ １１．３ ３

９６ Ｎ２２ ２３６ ５１．７ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ １４１ １３．７ ３

９６ Ｎ２２ ２５９ １．６ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ １６４ １３．０ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ ２１０ ６．４ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ ２２６ １２．８ ３

剥片 ９６ Ｎ２２ ２４２ １７．３ ３

剥片 ９６ Ｎ２３ ３６ １３．２ ３

剥片 ９６ Ｎ２３ ８５ ０．６ ４

剥片 ９６ Ｎ２３ １０１ ３．６ ３

剥片 ９６ Ｎ２３ １５８ １３．９ ３

Ⅲ―２８４ ２０７ ３３６ 接合資料 ９６・９７ ５２．９ ４ ４ １０６７ ４４３７

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ２ １５．２ ４

彫器削片 ９６ Ｋ２４ ８３ ３．１ ４

Ⅲ―３８４ ３０３ １２２ 彫器 ９７ Ｋ２４ １８５４ ３３．１ ４

彫器削片 Ｎ２２ Ⅱ １ １．５ ４

Ⅲ―２８５ ２１０ ３３７ 接合資料 ９３・９５ ９５８．６ ２９ ２ ７８６ ３５０９

石刃 ９５ Ｊ２８ ２０ １９．５ ２

９５ Ｊ２９ ６５ １３．３ ２

９５ Ｌ２８ ４７ １１．６ ２

９５ Ｌ２８ １７９５ １２．６ ２

剥片 ９５ Ｊ２８ ３３ ２８．５ ２

石刃 ９５ Ｊ２９ ７０ １０１．８ ２

９５ Ｊ２９ ９５ ２７．４ ２

９５ Ｌ２８ １７３２ ４７．６ ２

縦長剥片 ９５ Ｊ２９ １２２ １２０．９ ２

９５ Ｊ２９ １２３ ５９．５ ２

９５ Ｋ２９ ３４７ ３２．８ ２

Ⅲ―２２０ １７５ ２１ 尖頭器 ９５ Ｊ２９ １２４ ２４．４ ２

９５ Ｌ２７ １２５０ １６．０ ２

９５ Ｌ２７ １２５１ １２．０ ２

剥片 ９５ Ｊ２９ １５７ ２６．２ ２

剥片 Ｋ２８ Ⅰ ４ １８．５ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ８２ ６７．２ ２

石刃 ９５ Ｌ２７ １０９３ ７６．１ ２

Ⅲ―２４９ １９４ ２９５ 石刃 ９５ Ｌ２７ １１３７ ２０．２ ２

９５ Ｌ２７ １１８３ ４３．０ ２

９５ Ｌ２８ １０２９ ２４．８ ２

９５ Ｌ２８ １１５８ ９．０ ２

剥片 ９５ Ｌ２７ １２０７ ３．５ ２

９５ Ｌ２７ １２１５ ３７．１ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９５ Ｌ２７ １２１３ ７．７ ２

９５ Ｌ２７ １２２４ １５．９ ２

９５ Ｉ２８ ２５ ５．８ ２

剥片 ９５ Ｌ２７ １２３６ ４４．１ ２

９５ Ｌ２７ １２４９ ３１．６ ２

Ⅲ―２８７ ２０８ ３３８ 接合資料 ９３ ９６１．６ １６４ ３・４ ８７６ ３８４９

剥片 ９３ Ｍ３０ １９ ２９．９ ４

９３ Ｎ３０ ２８７ １．６ ４

Ｎ３１ Ⅰ １７ ２０．９ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ８ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２０ ２０．３ ４

９３ Ｎ３０ １６９ ４．５ ４

Ｏ２９ Ⅱ ４３ ０．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ６７ ３７．９ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ８０ １．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ １２４ ４．９ ４

Ｏ３０ Ⅰ ９ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ １４７ ３．８ ４

９３ Ｎ３０ ３７９ ３．９ ４

９３ Ｏ３０ １３７ ０．９ ４

９３ Ｏ３０ ２１３１ １．５ ４

不明 不明 ４．８ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ １８２ ２．７ ４

９３ Ｎ３０ ３４１ ９．０ ４

９３ Ｎ３１ ２５ ２７．９ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２２２ ８．３ ４

Ｎ３０ Ⅰ ６９ ０．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２６５ ７．３ ４

Ｏ２９ Ⅱ ４２ ０．６ ４

Ｏ３０ Ⅱ １９ ０．４ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２６９ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２７０ １．０ ４

９３ Ｎ３０ ３５３ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２７５ １．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２８０ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２８２ １．４ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２８９ ６．０ ４

Ｎ３０ Ⅰ ６６ ０．９ ４

９３ Ｏ２９ ７３４ ５．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３４０ ４．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３４２ １１．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３６０ １．２ ４

Ｏ３０ Ⅰ ７ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３８１ １．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４６６ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４６８ ９．２ ４

９３ Ｏ３０ １４２１ １．２ ４

９３ Ｏ３０ １９３２ ８．３ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４６９ １１．６ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ６４ １．６ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ６５ １．５ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ６７ ５．９ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ６８ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ４９ １．０ ４

９３ Ｏ２９ １１６４ ４．２ ４

９３ Ｏ２９ １６８１ １５．５ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ １８ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３３２ ６．３ ４

９３ Ｏ２９ ５２６ ７．９ ４

９３ Ｐ２８ ６５６９ ３７．１ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ ８２８ ９．９ ４

Ｐ２８ Ⅱ ８３ ２．３ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ ９２５ １５．８ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ １０１７ ５．１ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ １１９３ ２．５ ４

掲載遺物一覧

４４３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２９ １３７１ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １３９８ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １４２５ １．６ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ １７８０ １．７ ４

Ｏ２９ Ⅱ ３１ １．０ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ １７８２ １２．３ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ １８２０ １６．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １８３３ １．７ ４

９３ Ｏ２９ １９３７ １．４ ４

９３ Ｐ２９ １１４８ ６．１ ４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２９ １９４９ １．１ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｏ２９ １９５１ １１．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２２３８ ４．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２２９９ ２．３ ４

９３ Ｐ２８ ６７８６ ３．４ ４

９３ Ｐ２８ ８０６５ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ ８０９３ ６．７ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ２７ ０．３ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ３２ １．０ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ３９ ０．９ ４

９３ Ｐ２８ ７６４８ １１．１ ４

Ｐ２８ Ⅱ ７５ ０．９ ４

９３ Ｐ２９ ７５４ ６．９ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ４０ １．１ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ４１ ０．８ ４

９３ Ｐ２８ ８０９６ ３．８ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ４７ ０．６ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ５０ ０．７ ４

９３ Ｐ２９ ９９５ ０．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １４０ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １４１ １．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４８８ ２３．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １４３７ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８５０ ８．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０２７ １．５ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅱ ４ ０．８ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ３８９ ５．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９４９ ５．３ ４

９３ Ｐ２８ ５１２３ ２．０ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ １２２４ １．７ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２０７ 削器 ９３ Ｐ２８ １３５８ ８．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５６２ １．７ ４

９３ Ｐ２８ ７６３２ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６２１ １．８ ４

９３ Ｐ２８ ３０４５ ７．６ ４

９３ Ｐ２８ ８０８５ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６２３ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ ７６２１ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７１６ ５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３１４０ １．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９２１ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４１４１ ６．２ ４

９３ Ｐ２８ ５７４９ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６２８ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６６２ ２．９ ４

９３ Ｐ２８ ５６３８ ６．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５６４２ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５６６２ ２．４ ４

９３ Ｐ２８ ６３１３ ７．３ ３

９３ Ｐ２８ ８０８３ ５．６ ４

Ｐ２８ Ⅱ ７９ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５６７９ １．２ ４

９３ Ｐ２８ ７２５９ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１５３ ２．２ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ６３８５ １３．５ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２９ ５３５ ２５．３ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ６５０５ ８．９ ４

９３ Ｐ２９ ５０５ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８４２ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０１７ ９．４ ４

９３ Ｐ２８ ７６３５ ４．３ ４

９３ Ｐ２８ ７９４２ ２．７ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ７０８１ １１．８ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ７１０１ １２．４ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ７１３２ １４．６ ４

９３ Ｐ２８ ７９２０ ８．６ ４

Ｐ２９ Ⅱ ８ １．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２３８ ９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４８１ １．６ ４

Ⅲ―２３７ １８６ １７２ 掻器 ９３ Ｐ２８ ７７１７ ９．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７６１ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７９７ １．３ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ７８４９ ２７．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０５９ １１．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０６１ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０８６ ２．２ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ３０ ０．８ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ４０ ０．４ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ５５ １．３ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ５８ １．０ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ９５ ０．６ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １０５ ２．３ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １１２ １．１ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １１３ １．０ ４

尖頭器削片 ９３ Ｐ２９ ９１５ ２２．１ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２１０ 削器 ９３ Ｐ２９ １０４６ ３．２ ４

９３ Ｐ２９ １１２５ ６．３ ４

Ⅲ―２２９ １８２ ５７ 尖頭器 ９３ Ｐ２９ １０９７ ５２．１ ４

Ⅲ―２４６ １９２ ２７６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ １１５８ ９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１６２ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２１０ １．８ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ８５ １．１ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅱ ３ １．２ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅱ １０ ０．８ ４

尖頭器削片 Ｐ２９ Ⅱ １４ ０．５ ４

Ⅲ―２８９ ２０９ ３４０ 接合資料 ９３ ３２６．０ ４５ ４ ８６２ ３８０９

剥片 ９３ Ｎ３０ ３９ ７．０ ４

９３ Ｏ３０ １９０８ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３９３ ０．７ ４

９３ Ｏ３０ ２１７５ ２．２ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ４１ ５．９ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ４２ ７．８ ４

９３ Ｏ３０ １６５３ １９．５ ４

Ｏ３０ Ⅰ ７７ １．１ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ４４ ２．６ ４

Ｏ２９ Ⅱ １１１ １．６ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６２ 尖頭器削片 ９３ Ｎ３１ ２１８ １４．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ９９ ４．０ ４

９３ Ｏ３０ １３８３ ９．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１６ １．９ ４

尖頭器 ９３ Ｏ３０ １９６ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２４３ １５．０ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６１ 尖頭器削片 ９３ Ｏ３０ ４４８ ２．０ ４

９３ Ｏ３０ ６４２ ２１．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４７６ １．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１６４ １．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２３６ ３．９ ４

Ⅲ―２２９ １８１ ５５ 尖頭器 ９３ Ｏ３０ １４５１ ４４．６ ４

９３ Ｐ２９ ３６０ ４３．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １５９６ ２．５ ４

上白滝８遺跡（２）

４４４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ３０ １５９９ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８５２ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９０９ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９８０ １．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２３１２ ７．５ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ７２ ２．４ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ７４ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ １８ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ ２５ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ ３４ １１．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ ６４ １．２ ４

剥片 Ｏ３１ Ⅰ ６ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９９ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４７ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ２２９ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ２３０ １．０ ４

９３ Ｐ３０ ７３ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ３０ １２ ８．４ ４

剥片 ９３ Ｐ３０ ２６ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ３０ ３７ ０．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２９ ５１ １１．８ ４

Ⅲ―２９０ ２１０ ３４１ 接合資料 ９３・９５ ２２５．６ ２２ ４ ８４９ ３７４０

Ⅲ―２４３ １９０ ２４６ 舟底形石器 ９３ Ｎ２９ ３０４ ４．１ ４

尖頭器削片 ９３ Ｎ２９ ６３９ １．２ ４

Ⅲ―２２９ １８１ ５３ 尖頭器 ９５ Ｏ２７ １７５ ２９．０ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６４ 尖頭器削片 ９５ Ｏ２７ １１４９ １．９ ４

９５ Ｏ２８ ９６７ １．３ ４

９３ Ｏ２８ １６９０ ２．０ ４

Ⅲ―２２３ １７７ ３７ 尖頭器 ９５ Ｏ２７ １４４９ ５４．１ ４

９５ Ｏ２８ １０２４ ８５．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ９４３ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １５０８ ６．１ ４

剥片 Ｏ２８ Ⅰ ２８ ０．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２６０ １．２ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １４０ ３．０ ４

Ｏ２９ Ⅰ １４１ ３．８ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ １３８ １．３ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ７０ 尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ６７ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８９１ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０９３ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１７７ １．３ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６８ 尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ３５２１ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８１８ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８２９ ６．５ ４

Ⅲ―２９２ ２１１ ３４２ 接合資料 ９３・９５ ２７７．７ ３２ ３・４ ８５２ ３７５９

Ⅲ―２３０ １８２ ６６ 尖頭器削片 ９５ Ｌ２６ １８５ ３．０ ４

剥片 ９５ Ｍ２６ １１８ ３．４ ３

Ⅲ―２３０ １８２ ７１ 尖頭器削片 Ｍ２６ Ⅱ １１ ０．８ ４

９５ Ｎ２６ ２０６ ８．４ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６５ 尖頭器削片 ９５ Ｍ２７ ２７ ９．９ ４

Ｍ２７ Ⅰ ５ １．２ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １５９ ５．１ ４

９５ Ｍ２７ ２９１ １１．７ ３

剥片 ９５ Ｎ２６ １３３ １．３ ４

９５ Ｎ２６ ２２６ ２．８ ４

９５ Ｏ２５ １８２ ６．０ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ２１０ ２．３ ４

Ⅲ―２２９ １８１ ５２ 尖頭器 ９５ Ｎ２６ ２２０ ３９．０ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ２９０ １．２ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６０ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２６ ２９３ １．９ ４

９５ Ｏ２５ １７９ ８．１ ４

Ⅲ―２２９ １８１ ５４ 尖頭器 ９５ Ｎ２６ ３２０ ４８．０ ４

尖頭器 ９５ Ｎ２６ ３２６ ８．５ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ７２ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ ９３ １８．５ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６７ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ ５３０ ２．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ ６２２ １．８ ４

尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ ７４９ １．２ ４

尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ １６５３ ３．８ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ６９ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ １６８１ ２．２ ３

Ⅲ―２３０ １８２ ６３ 尖頭器削片 ９５ Ｎ２７ １７４０ ７．８ ４

剥片 ９５ Ｎ２８ １４５ ２１．２ ４

尖頭器削片 Ｎ２９ Ⅰ １ ２．２ ４

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ３７ ９．０ ４

Ⅲ―２２９ １８１ ５０ 尖頭器 ９５ Ｏ２５ １８１ ２４．１ ４

尖頭器削片 Ｏ２５ Ⅱ １ ０．９ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ２７８ ２．６ ４

Ⅲ―２２９ １８１ ５１ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ３３２２ １７．６ ４

Ⅲ―２９４ ２１１ ３４３ 接合資料 ９３ ５６１．３ ４３ ４ ８０７ ３５８３

Ⅲ―２４８ １９２ ２８３ 二次加工ある剥片 Ｎ２９ Ⅰ ２ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ １７ １５．１ ４

９３ Ｐ２８ ７８８１ １２．２ ４

Ｐ２９ Ⅰ ７２ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ２５ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ７８ １２．７ ４

９３ Ｏ２８ １３０ ５．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １７１ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ２９０ １．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ３６５ ６．７ ４

Ⅲ―２２９ １８１ ４９ 尖頭器 ９３ Ｏ２８ ５５２ １１．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ５６３ ８．０ ４

９３ Ｏ２９ １１２６ １．８ ４

Ⅲ―２３０ １８２ ７３ 尖頭器削片 ９３ Ｏ２８ ８４０ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ９５２ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ９８６ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３６５ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３８７ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １７５３ １．７ ４

尖頭器 Ｏ２８ Ⅰ ３１ １８．８ ４

剥片 Ｏ２８ Ⅰ ３３ ２．２ ４

９３ Ｏ２９ ７３３ １０．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４８１ ４．１ ４

― １９８ ４１４ 尖頭器 Ｏ２９ Ⅰ １２４ ２１．２ ４

Ｏ２９ Ⅰ １６５ １５．２ ４

尖頭器削片 Ｏ２９ Ⅰ １２５ １８．５ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １６６ ２．６ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １７３ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２２ １０．６ ４

９３ Ｐ２９ ４２ １．９ ４

９３ Ｑ２９ ９ １０．８ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ８４ ５４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３８７ ９．８ ４

９３ Ｐ２９ １１６１ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １９３ １．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６０４ １３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２９２ ６．１ ４

９３ Ｑ２８ ２９３ １６．１ ４

９３ Ｑ２８ ２９４ １１．０ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ８０ １．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２８８ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２９５ １３．５ ４

Ⅲ―２２６ １８０ ４６ 尖頭器 ９３ Ｒ２８ １ １９２．２ ４

Ⅲ―２９６ ２１２ ３４５ 接合資料 ９５ ７２４．５ ４４ １・３・４ ８１６ ３６１７

剥片 ９５ Ｋ２８ １０２ １．０ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ４０１ １．３ １

剥片 ９５ Ｋ２９ ５５２ １．７ １

９５ Ｌ２８ １５５５ ３．１ ３

９５ Ｌ２８ １７８６ １１．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ ９９０ ８．７ ４

９５ Ｌ２８ ９８７ １０．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ ９９５ １９．８ ３

掲載遺物一覧

４４５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｌ２８ １０９２ ３．３ １

Ⅲ―２２７ １８０ ４７ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ ４３ ２１３．４ ３

９５ Ｌ２８ １５１ ３９．８ ３

９５ Ｌ２８ ４６８ ４．０ ３

９５ Ｌ２８ ９９０ １３１．８ ３

９５ Ｌ２８ １５３６ ５．１ ３

９５ Ｌ２８ １７１４ ３．７ ３

９５ Ｌ２８ １７８７ ３．９ ３

９５ Ｍ２８ １４０ １４０．４ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ４５７ ４．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ４７８ ０．８ １

９５ Ｌ２８ ４７９ １．９ １

９５ Ｌ２８ １５７２ ２．２ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ７９７ １．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ９８８ １．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １０８５ ２．４ ３

９５ Ｌ２８ １２３７ ６．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １１３８ ３．２ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １２１５ ６．１ ４

９５ Ｌ２８ １６２３ ２．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １４１２ ２．５ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １４２１ １０．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １４２９ ２．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １４３２ ５．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １４６５ ４．６ ３

９５ Ｌ２８ １６４１ ４．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １５４９ １．７ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １５６１ １１．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １５６３ ３．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １５７０ ３．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １６６８ ７．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １６９２ ２．２ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １７０６ ２．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １７４０ １３．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １８１０ ２．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １８５３ ７．２ ３

Ⅲ―２９７ ２１３ ３４６ 接合資料 ９５ ８４８．０ ２５ １ ７４８ ３３９６

剥片 ９５ Ｋ２９ ７１ ９．７ １

９５ Ｍ２８ ４９９ １８．０ １

剥片 ９５ Ｋ２９ １６５ ９．６ １

９５ Ｋ２９ ５３４ １．７ １

剥片 Ｋ２９ Ⅰ １５ ７．０ １

Ⅲ―２２６ １７９ ４５ 尖頭器 ９５ Ｍ２８ ３ ２７６．９ １

９５ Ｍ２８ ４２２ ２９１．７ １

９５ Ｍ２８ ８３１ １３０．９ １

剥片 ９５ Ｍ２８ １７６ １１．４ １

９５ Ｍ２８ ７９２ ７．２ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ３０７ ９．２ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ４４１ ４．５ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ４５２ ２．７ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ５３０ ４．９ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ５５８ ５．２ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ７４６ ２．７ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ７８８ １１．６ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ７９４ １９．６ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ８３３ ３．６ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ８４５ ２．３ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ８５７ ２．５ １

剥片 ９５ Ｍ２９ １２９ ２．１ １

９５ Ｎ２８ ４３５ ６．１ １

剥片 ９５ Ｍ２９ ４７９ ３．７ １

９５ Ｎ２８ ５１３ ３．２ １

Ⅲ―２９８ ２１３ ３４７ 接合資料 ９５ ５２４．６ ６３ １ ７４９ ３３９７

剥片 ９５ Ｌ２７ ３８０ ５．１ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ３８５ ３．５ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｌ２７ ５３７ ２．５ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ４０７ ２．８ １

９５ Ｌ２８ ２ ４．１ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ４８１ ３．６ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ４９６ ５．５ １

９５ Ｌ２７ ４９８ １．５ １

９５ Ｌ２７ ５０４ １．６ １

９５ Ｌ２７ ５３４ ３．４ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ６８３ ６．０ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ７１２ ２．８ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ７６６ ２．５ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ７６８ ７．６ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ８３０ ０．９ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ８４４ １．６ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ８７８ ４．８ １

剥片 ９５ Ｌ２７ １０３０ １．９ １

剥片 ９５ Ｌ２７ １０５１ ４．１ １

剥片 Ｌ２７ Ⅱ ２９ １．７ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ２４ ３．１ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ４６ １５．４ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １２１ ２．０ １

９５ Ｌ２８ １４０ ３．１ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １２９ ４．２ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １６２ ７．４ １

９５ Ｌ２８ ３７４ １．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ２１９ ２．９ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ２２６ ４．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ３０８ ４．２ １

Ⅲ―２２１ １７６ ３１ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ ３７０ ８３．４ １

９５ Ｌ２８ ８５４ ７０．６ １

Ｍ２８ Ⅰ １ ４４．４ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ４４３ ２．９ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ４５３ ２．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ４５５ ６．１ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ８３３ ３．６ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ８５０ ２．５ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ９６３ ８．０ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ９７７ ８．８ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １２０５ ６．３ １

Ｌ２８ Ⅱ ２４ １．８ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １２２８ ４．６ １

Ⅲ―２２１ １７５ ３０ 尖頭器 ９５ Ｌ２８ １３０２ ４２．１ １

９５ Ｍ２８ ２ ４３．１ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １４１４ １４．１ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １５９５ ２．８ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １７８８ ２．８ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １８９７ ３．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １９３４ １．７ １

剥片 Ｌ２８ Ⅱ ２６ １．８ １

剥片 Ｌ２８ Ⅱ ４１ １．４ １

剥片 Ｌ２８ Ⅱ ４３ ２．８ １

剥片 ９５ Ｌ２９ ３１ ９．２ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １２５９ ３．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １３３３ ７．２ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １３７７ １．８ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５４４ ７．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５５４ ４．１ １

剥片 Ｍ２７ Ⅱ ９ ４．５ １

剥片 Ｍ２７ Ⅱ １５ ０．９ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ５９４ ４．６ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ４３２ ４．５ １

Ⅲ―２９９ ２１４ ３４８ 接合資料 ９５ ４０２．０ １１ １ ７３６ ３３３６

Ⅲ―２２４ １７８ ４１ 尖頭器 ９５ Ｋ３０ １０５ １１５．６ １

９５ Ｌ２７ １１５０ ４５．６ １

９５ Ｌ２８ １９１ １３７．６ １

上白滝８遺跡（２）

４４６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｍ２７ １１５０ １９．４ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ５００ １６．９ １

９５ Ｌ２８ １１５１ １５．５ １

９５ Ｍ２７ １６２６ ８．６ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ９２４ ７．２ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １０８１ ２．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １４６４ １８．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５２４ １５．２ １

― ２１４ ５００ 接合資料 ９３ １６６１．９ １８５ ４ ９２３ ４０３５

剥片 ９３ Ｏ２８ ２０１ １６．６ ４

９３ Ｐ２７ １５８ １．９ ４

９３ Ｐ２７ １５９ ２．４ ４

９３ Ｐ２７ ３００ １０．０ ４

９３ Ｐ２７ ４３６ ４２．１ ４

９３ Ｐ２８ ２１２９ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ７１９８ ２０．７ ４

９３ Ｐ２８ ７４３７ １３．７ ４

Ｐ２８ Ⅰ １８６ ２．８ ４

９３ Ｑ２７ ６０８ １７．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ４０９ ４．４ ４

９３ Ｐ２８ ５３ １４．４ ４

９３ Ｐ２８ ９３５ １．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ９９ ３．０ ４

９３ Ｐ２８ ２４４９ ９．０ ４

９３ Ｐ２８ ５４０２ １．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３６１ ７．６ ４

９３ Ｐ２８ １７２９ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５５８ １６．４ ４

９３ Ｐ２８ ７６１６ １．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ７１４ ２３．６ ４

９３ Ｐ２７ ３０５ ２．２ ４

９３ Ｐ２８ ５２７ ７．０ ４

９３ Ｐ２８ ６４２９ ５．９ ４

Ｐ２８ Ⅰ １８７ ４．９ ４

９３ Ｑ２７ ２１７ １．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ９４２ １．３ ４

９３ Ｏ２９ １０８０ １．３ ４

９３ Ｐ２８ ６９３ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ２７３６ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １１０５ １．２ ４

９３ Ｐ２７ １２６ ８．７ ４

９３ Ｐ２８ ２２８３ ７．６ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １８ ７．２ ４

９３ Ｐ２７ ５１４ ２．６ ４

９３ Ｐ２８ １０８７ １２．３ ４

９３ Ｐ２８ ４１１０ ３．１ ４

９３ Ｐ２８ ５２９３ ６．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １８ ５．４ ４

９３ Ｑ２７ ４９１ ６．２ ４

９３ Ｑ２７ ５１５ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３７ ２．８ ４

９３ Ｐ２７ ２３０ ８．８ ４

９３ Ｐ２８ １５８５ １．２ ４

９３ Ｐ２８ １７９４ １．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ４２ １．３ ４

９３ Ｑ２７ ６０２ １０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １１５ ６．５ ４

９３ Ｐ２８ ４２７０ ５４．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １６１ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １６２ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ２１４ １．６ ４

９３ Ｑ２７ ５２９ １２．２ ４

９３ Ｑ２７ ５７１ １．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ２１７ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ２１９ ３０．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｑ２７ ６７４ １．４ ４

９３ Ｑ２７ ７１０ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ２２６ ４．６ ４

９３ Ｐ２７ ４００ ８．３ ４

９３ Ｑ２７ ５１７ ２１．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３０１ ２．３ ４

９３ Ｐ２８ １３６ ２．２ ４

９３ Ｐ２８ ６９００ ９．６ ４

９３ Ｐ２８ ７０４８ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３０４ ２．２ ４

９３ Ｑ２７ ７０２ ４２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３１２ １．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３１５ ７．５ ４

９３ Ｐ２８ １００ １１．５ ４

９３ Ｐ２８ ４１０９ ６．８ ４

９３ Ｑ２７ ５１８ ３．２ ４

９３ Ｑ２７ ７６４ １３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ４４０ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ５３６ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２ ３．３ ４

９３ Ｐ２８ ４８５ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３１ １８．２ ４

９３ Ｐ２８ ８３０ ３．３ ４

９３ Ｐ２８ ８３３ １．５ ４

９３ Ｑ２７ ６７６ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３６ ２．２ ４

９３ Ｐ２８ ２８７ ６．８ ４

９３ Ｐ２８ １０８３ １７．２ ４

９３ Ｐ２８ ２６２６ ６．２ ４

９３ Ｐ２８ ２８２４ ３．３ ４

９３ Ｑ２７ ４９６ ５．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９５ ３１．６ ４

９３ Ｐ２８ １１０５ ３２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３８ ３．１ ４

９３ Ｐ２８ ２６２５ １３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１４ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５５ ２．１ ４

９３ Ｐ２８ ６４７３ ２．６ ４

９３ Ｐ２９ １２１３ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５９ １．９ ４

９３ Ｐ２８ ８２９ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７０ ５．７ ４

９３ Ｐ２８ ３２６１ ３．７ ４

９３ Ｐ２８ ３８８４ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３１４ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２５ １．４ ４

９３ Ｐ２８ １５０６ １４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３８３ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４７６ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４７９ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９１ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ １７８２ ７．８ ４

９３ Ｐ２８ ４７９３ １．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２４ ４．３ ４

９３ Ｐ２８ ６１２４ １．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７８ ３５．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９０ １．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９８ ３１．３ ４

９３ Ｐ２８ ８１１ １８．９ ４

９３ Ｐ２８ １１１２ １．９ ４

９３ Ｐ２８ １５７７ ５１．９ ４

９３ Ｐ２８ １６０７ ３．８ ４

９３ Ｐ２８ ２４０８ ２９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９７０ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ １５０１ １２．５ ４

掲載遺物一覧

４４７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ３２３４ ４．４ ４

９３ Ｐ２８ ５２１２ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１０６ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１２３ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１５１ ０．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３６６ ６．３ ４

９３ Ｐ２８ ３７８３ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３９４ ３．６ ４

９３ Ｐ２８ １５８７ ２．８ ４

９３ Ｐ２８ ４１１３ ２５．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５１４ １５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５８１ ２３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７２４ ２．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １７２５ １６．０ ４

９３ Ｑ２７ ６８６ ２６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７７５ ５２．２ ４

９３ Ｑ２７ ６６４ １．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７７７ ６．５ ４

９３ Ｐ２８ １９４０ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７７９ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ ３８９１ ３．６ ４

９３ Ｐ２８ ６８２９ ５．６ ４

９３ Ｑ２７ ６５３ １４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８０１ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８０３ ２２．３ ４

９３ Ｐ２８ ２７１４ ６．０ ４

９３ Ｐ２８ ４６６９ ７．４ ４

９３ Ｐ２８ ７０８５ ３８．４ ４

９３ Ｑ２７ ７１１ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２７３ ４．４ ４

９３ Ｐ２８ ４６５８ １２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３２０ ６．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３６２ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３９５ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４００ １２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６２９ １．６ ４

９３ Ｐ２８ ３９０５ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２６７ １０．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３４４ ２．１ ４

９３ Ｐ２８ ４６６１ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３７３５ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４２２２ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３１３ ２．９ ４

９３ Ｑ２７ ２８９ １１７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６６６ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９３８ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７５８ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１３７ ５．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２０５ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１２３ １２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４４０ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８３ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７２８ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６４８ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６５６ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６７０ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６７１ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７０３ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７０５ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７１２ １８．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７６８ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７６９ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７７０ ２０．１ ４

９３ Ｑ２７ ８２５ ５．８ ４

Ⅲ―３０２ ２１６ ３５１ 接合資料 ８８・９３ １３７９．３ １５７ ４ ８８７ ３８８３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｎ２９ ２９１ ２．８ ４

縦長剥片 Ｎ２９ Ⅰ ２１ １６．１ ４

９３ Ｐ２８ ６１６４ ２７．２ ４

９３ Ｐ２９ ３８０ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ８１ ４．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５８ １．６ ４

９３ Ｐ２９ ６４７ ４．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ４５１ ４．９ ４

９３ Ｏ２９ １６９３ １３．５ ４

９３ Ｐ２８ ７０８８ ２７．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６３５ １．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６５９ １．６ ４

９３ Ｏ２９ １５４１ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６６５ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ８３２ ６．７ ４

９３ Ｐ２８ ６３３８ ８．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ９１０ ４．９ ４

９３ Ｏ２９ ２００５ １．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １０１０ ６．２ ４

９３ Ｐ２９ ２５９ ８．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １０１４ ３．１ ４

９３ Ｏ２９ １７１５ １０．０ ４

９３ Ｐ２８ ７７１９ １１．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １１９５ １１．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １２０１ ４．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １２３１ １．６ ４

９３ Ｏ２９ ２４３２ ８．３ ４

Ｐ２８ Ⅱ ２１２ １．５ ４

９３ Ｐ２９ ３９６ １１．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １３００ ５１．７ ４

９３ Ｐ２８ ２７６９ ８．３ ４

９３ Ｐ２８ ５３４２ ５３．５ ４

９３ Ｐ２８ ７６７５ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １４１０ １３．９ ４

９３ Ｐ２８ ２８５３ １．７ ４

９３ Ｐ２８ ４４２６ ２．５ ４

９３ Ｐ２８ ６１５２ １．９ ４

９３ Ｐ２９ １０６０ １２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １４１７ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １５１３ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６１５ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６２７ １１．７ ４

９３ Ｐ２８ ７９８４ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６３６ ４．３ ４

Ｐ２８ Ⅱ ２０７ １．０ ４

９３ Ｐ２９ ２７７ １．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６９６ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７７９ ８．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７８４ ２．４ ４

９３ Ｐ２８ ６８８１ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １８１３ ４．９ ４

９３ Ｐ２８ ５４１２ １．９ ４

９３ Ｐ２８ ５８２３ ８．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １８９５ ３．３ ４

９３ Ｏ２９ ２０１２ ３．５ ４

９３ Ｐ２８ ５２８８ ２１．５ ４

９３ Ｐ２８ ６２３１ ３４．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １９０９ １．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １９５０ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １９５４ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １９７７ ２１．９ ４

９３ Ｏ２９ ２０２０ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２０１３ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２０３１ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２４７４ ５．３ ４

上白滝８遺跡（２）

４４８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １０７ ６．５ ４

９３ Ｐ２９ １０８０ ７．０ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ １８０ １．９ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ １８１ ０．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５８９ １．８ ４

彫器 ９３ Ｐ２８ ５２５ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５８ ３．６ ４

９３ Ｐ２８ ５７９４ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９０２ １６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２１７ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３６２４ ８．０ ４

Ⅲ―２４３ １９０ ２４８ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ４０５９ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４８４ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４９４ １．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４５０２ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ５００５ １．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６３１ ５５．１ ４

９３ Ｐ２９ ９１８ ３２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９４０ ５．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３５２ ２０．５ ４

９３ Ｐ２８ ５３５３ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３８５ １４．３ ４

９３ Ｐ２８ ７９８０ １７．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３８８ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４９２ ４．５ ４

９３ Ｐ２８ ６４９８ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８１５ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０１２ ８．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ６０２６ ８．２ ４

９３ Ｐ２９ １１０２ １２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３３４ ６．７ ４

９３ Ｐ２８ ７１１７ ６．５ ４

９３ Ｐ２８ ７９４７ ２０．１ ４

９３ Ｐ２９ ８１０ ７．２ ４

９３ Ｐ２９ ８４６ ２０．１ ４

９３ Ｐ２９ １２３８ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３４３ １４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５０１ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５１２ ５．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８３６ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８８９ １１．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０４７ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０６１ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０９５ ５．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１２８ ３５．４ ４

９３ Ｐ２９ １０７２ ８７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１３８ ８．８ ４

９３ Ｐ２９ １２７８ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３１５ １５．４ ４

９３ Ｐ２８ ８０５４ １５．３ ４

９３ Ｐ２９ ４１１ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３３４ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３４６ ２５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４６８ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５７７ １．７ ４

９３ Ｐ２８ ７８３９ ５．３ ４

９３ Ｐ２９ １１７０ ３．４ ４

排土 ５０ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６６０ ０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６８６ ６．９ ４

Ｐ２８ Ⅱ ２０６ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７５６ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９２６ １３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９３５ ４．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９５４ ７．６ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９７３ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８１０３ ３．４ ４

Ⅲ―２４３ １９０ ２３８ 舟底形石器 Ｐ２８ Ⅱ ８ ０．８ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２０８ １．７ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２０９ ３．０ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２１０ ２．１ ４

Ｐ２８ Ⅱ ２１１ ２．２ ４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３６ 削器 ９３ Ｐ２９ １４ ２４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １７２ １５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３９１ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６５１ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７３９ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８０９ ３．８ ４

Ⅲ―２２４ １７８ ４２ 尖頭器 ９３ Ｐ２９ ９０３ ４３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９２４ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０２５ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０５４ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０６２ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０９１ １．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１６３ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１８４ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１８７ １０．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２２４ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２４６ １．９ ４

Ⅲ―２３５ １８５ １２９ 彫器 ９３ Ｑ２７ ９７ ９．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２６０ ２３．９ ４

Ⅲ―１２７ １０２ １４１ 舟底形石器 ８８ Ｓ３１ ４ ３４．７ ４

Ⅲ―３０５ ２１７ ３５３ 接合資料 ９３ ９０９．５ ６９ ４ ９２７ ４０４４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２５３ １．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３６２ ３．１ ４

９３ Ｐ２８ ３７９０ ２．９ ４

９３ Ｑ２７ ５５８ ３０．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ７７４ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ８２３ ６．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ８４５ １６．５ ４

９３ Ｐ２８ １６０２ １．４ ４

９３ Ｐ２８ １８３１ ３．７ ４

９３ Ｑ２７ １２０ １．１ ４

９３ Ｑ２７ ４２９ １．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ９５０ ３．１ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １０５ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １３ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３４ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １２０ ４．８ ４

９３ Ｐ２８ ８８２ ３．１ ４

９３ Ｑ２７ ３０２ １．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １２２ ３２．９ ４

９３ Ｐ２８ ６０２ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １３０ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １３３ ４．１ ４

９３ Ｐ２８ ６５０ ６．９ ４

９３ Ｐ２８ １５３６ ９．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ２７３ ９０．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ５３２ ７８．６ ４

９３ Ｐ２８ １２５５ ２．３ ４

９３ Ｑ２７ １１２ １．９ ４

Ⅲ―２４０ １８９ ２１７ 削器 ９３ Ｐ２８ １０ ７８．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５ ２２．７ ４

９３ Ｑ２７ ３００ １．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９８ ２２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０６ ８４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７０ ６．８ ４

９３ Ｐ２８ ２４５ ３．６ ４

９３ Ｐ２８ ２１４３ １．２ ４

Ｐ２９ Ⅰ ６２ ０．７ ４

掲載遺物一覧

４４９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｑ２７ １１８ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３８４ ２．９ ４

９３ Ｐ２８ １１５７ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５１ ２５．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８２１ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８３５ ６．３ ４

９３ Ｐ２８ １７７４ ３３．１ ４

９３ Ｐ２８ ６９７５ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８３９ ７．５ ４

９３ Ｑ２７ ５９４ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０４６ １．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１４９ ５．８ ４

Ｑ２８ Ⅰ ８ １２．０ ４

Ｑ２８ Ⅰ ９ １０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １６０１ ７．５ ４

９３ Ｑ２７ １１５ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９２４ ８．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３６２５ １．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５２１ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ８２ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ８６ ３１．３ ４

尖頭器 ９３ Ｑ２７ ２０６ ３１．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２３１ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２９４ ３１．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３１１ ８．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４０９ ７．４ ４

９３ Ｑ２７ ４５３ ８．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４５０ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５５７ ３１．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５９５ ９．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６０３ ４３．４ ４

剥片 Ｑ２７ Ⅰ １０ ２．７ ４

Ⅲ―３０７ ２１８ ３５４ 接合資料 ９５・９７ ３４９６．５ １１１ ２ ７８９ ３５１５

剥片 ９７ Ｌ２２ ３２０６ １３．９ ２

９５ Ｍ２７ ６２１ ５．９ ２

９５ Ｏ２６ １９０ １６１．２ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １４１ ４．０ ２

９５ Ｍ２８ １８ ２．５ ２

９５ Ｎ２６ ６２４ １２．１ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １６９ ３２．８ ２

９５ Ｎ２６ ６８８ ４４．２ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ２１４ ８．９ ２

９５ Ｍ２７ ５０８ １２．１ ２

９５ Ｎ２６ ５９１ １６．６ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ２１８ ２４１．３ ２

Ｍ２７ Ⅱ １３ ２．２ ２

９５ Ｎ２７ ９５８ １３．７ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ３７９ １７．５ ２

９５ Ｍ２７ ８５９ １５１．４ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ４３４ １９．６ ２

９５ Ｎ２７ ８４ ０．９ ２

９５ Ｎ２７ ２２９ ２９．９ ２

９５ Ｏ２７ ７７９ ５４．５ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ４７０ ４３．５ ２

９５ Ｍ２８ ６８１ １５．８ ２

９５ Ｎ２６ ６４９ １５．７ ２

９５ Ｏ２７ １１３４ １０．８ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ６２０ ４３０．３ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ６３２ １８．８ ２

９５ Ｍ２７ ７４８ ３３．６ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ７４０ ５７．７ ２

９５ Ｎ２６ ６５４ ４．７ ２

９５ Ｎ２７ １６８９ １．６ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ８６１ ２．８ ２

９５ Ｍ２８ ３１４ １．５ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｍ２８ ５９２ １０．９ ２

Ｂ調 １５４ １１．２ ２

Ｂ調 １６０ ３．１ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １２３４ ７８．１ ２

９５ Ｎ２６ ６７０ ７．３ ２

９５ Ｎ２７ １４４５ ２４．２ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １４７８ ８５．２ ２

剥片 Ｍ２８ Ⅰ １３ １５．５ ２

９５ Ｎ２７ １５１２ ６．０ ２

９５ Ｏ２７ １２５７ ２４．６ ２

剥片 Ｍ２９ Ⅰ １８ ５．９ ２

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ２６ ８．６ ２

Ｂ調 １５９ ６．４ ２

剥片 ９５ Ｎ２６ ６３３ ６３．３ ２

９５ Ｎ２６ ６５５ ２１８．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２６ ６３５ ８５．９ ２

９５ Ｎ２６ ６４２ ３．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２６ ６４６ ７１．０ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ２１ ７．０ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ３７ ７．５ ２

９５ Ｏ２７ ６１９ ６．８ ２

９５ Ｏ２７ １０８０ ３４．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ５１ １６．２ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ７９ １０．４ ２

９５ Ｏ２７ ８８３ ３３．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ３０８ １７．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ３４８ １５．８ ２

９５ Ｎ２７ ７３２ １２．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ３５３ ８．１ ２

９５ Ｎ２７ ６９７ ３５．２ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ３５７ ２．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ６６５ ７６．３ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ７５６ ５４．９ ２

９５ Ｏ２６ ５９８ １１．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ １２１６ ３．７ ２

９５ Ｏ２６ ３１４ ２０．９ ２

９５ Ｏ２７ ４４１ １３．４ ２

９５ Ｏ２７ １０４５ ４３．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ １４１９ １２．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４２ ２１３．５ ２

９５ Ｏ２７ ９３１ ５．４ ２

９５ Ｏ２７ １６４４ ３３．８ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ １１９ ５．８ ２

９５ Ｏ２７ ５４６ ９．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ １３２ ３．３ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ １５７ ２．８ ２

９５ Ｏ２７ ５３１ １２．４ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ２２３ ２０．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ２６４ １７．６ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ３７０ １２．０ ２

９５ Ｏ２７ ６２７ ８．３ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４５０ ３３．０ ２

剥片 ９５ Ｏ２６ １７１ ２４．９ ２

９５ Ｏ２６ ５３６ ９．０ ２

剥片 ９５ Ｏ２６ １７４ ２．９ ２

剥片 ９５ Ｏ２６ １８９ １０．３ ２

剥片 ９５ Ｏ２６ ２４３ １７．２ ２

剥片 ９５ Ｏ２６ ４６６ ３８．６ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ３６ ７８．１ ２

９５ Ｏ２７ ６１８ １１．４ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ １１３ １９．６ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ２５７ ４０．５ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ３７９ ９．７ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ４１６ ９．６ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ４３２ ３１．２ ２

上白滝８遺跡（２）

４５０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｏ２７ ６８８ １４．２ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ６７６ １２．１ ２

９５ Ｏ２７ ７６１ ４．２ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ７５３ ４．０ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ ７８９ ７．５ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ １３４７ ６．４ ２

９５ Ｏ２７ １５４８ ８．９ ２

Ｂ調 １６５ ５．１ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ １４５２ １１．６ ２

剥片 Ｂ調 １６１ １８．４ ２

剥片 Ｂ調 １６２ ５．５ ２

Ｂ調 １６３ ６．９ ２

Ｂ調 １６４ １０．５ ２

剥片 Ｂ調 １７９ ４１．１ ２

Ⅲ―３０９ ２１７ ３５５ 接合資料 ９０・９２ １６２５．１ ８０ １ ７１７ ３２５７

剥片 Ｋ３３ Ⅰ ６０ ８６．２ １

剥片 Ｌ３３ Ⅰ ２６ ６．８ １

剥片 ９０ Ｍ３２ １２４ ４１．７ １

９２ Ｍ３２ １６０ ２４．９ １

剥片 ９２ Ｍ３２ １３８ ３０．２ １

９２ Ｍ３２ ３７６ ５．３ １

剥片 ９２ Ｍ３２ １５２ ７．３ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ２２７ ６５．１ １

９２ Ｍ３３ ２１９ ３．０ １

Ｍ３３ Ⅰ １０ １．５ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ２３６ ２４．４ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ３３４ ２．５ １

９２ Ｍ３２ ３４４ １２．３ １

９２ Ｍ３２ ３９０ ２８．６ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ３４６ ５．６ １

９２ Ｎ３２ １０３７ １２．０ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ３４８ ９．０ １

９２ Ｎ３２ ９２ ５．９ １

９２ Ｎ３２ ４７４ １０．３ １

９２ Ｎ３２ ８８８ １４．７ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ３８６ １６．０ １

９２ Ｍ３３ ２６１ １４．６ １

９２ Ｎ３２ １０６８ １０．０ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ４２２ ８．６ １

９２ Ｎ３２ ２８３ ２７．７ １

９２ Ｎ３２ ６４６ ７．６ １

９２ Ｎ３２ ８８９ ８．８ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ４３５ ２０．９ １

縦長剥片 ９２ Ｍ３２ ４６７ ２２．３ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ５０３ ４０．８ １

９２ Ｍ３２ ９９８ ７．５ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ５０７ ７．４ １

９２ Ｍ３２ ８９４ ２７．０ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ５３１ ４２．８ １

９２ Ｎ３２ ３９１ １５．１ １

９２ Ｎ３２ ８９５ ６１．２ １

縦長剥片 ９２ Ｍ３２ ５４１ ２５．８ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ７８９ １０４．５ １

９２ Ｎ３２ １０６３ ３５．３ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ９３４ ９．６ １

９２ Ｎ３２ ４９７ １２．４ １

９２ Ｎ３２ ７２６ １４．６ １

剥片 ９２ Ｍ３２ １０８５ ４．６ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ２７ ２２．７ １

９２ Ｎ３２ ６１７ ４１．７ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ２８ ５６．８ １

９２ Ｎ３２ ６７５ ３．５ １

Ｎ３２ Ⅰ ３８ １．６ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ３１ ５３．４ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ３２ ２７．５ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ３５ ３．２ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ３７ ２４．５ １

剥片 Ｍ３３ Ⅰ ８ １０．３ １

剥片 ９２ Ｎ３２ １２３ ３．８ １

９２ Ｎ３２ ６７７ ４．２ １

９２ Ｎ３２ ７７３ ２．９ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ３４７ ７．７ １

９２ Ｎ３２ ６４５ ７．４ １

９２ Ｎ３２ ６７１ ７．２ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ３５６ ２３．６ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ４２３ ８．４ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ４３０ ６２．８ １

９２ Ｎ３２ ４９１ ２５．２ １

９２ Ｎ３２ ７２９ １３．０ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ４５４ ７．２ １

９２ Ｎ３２ １０５３ ４．６ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ５０２ ６．８ １

９２ Ｎ３２ ６６８ ２．９ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ５２２ １９．３ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６００ １１．４ １

９２ Ｎ３２ ９０７ ６８．２ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６７６ ７．４ １

９２ Ｎ３２ ８９１ ３７．１ １

９２ Ｎ３２ １０４１ １４．１ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６９７ ５．６ １

Ｎ３２ Ⅰ ３７ ３．０ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ８１４ ３．０ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ８２９ ３３．８ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ９１０ ２０．１ １

剥片 ９２ Ｎ３２ １０６９ ２６．８ １

Ⅲ―３１０ ２２０ ３５６ 接合資料 ９０・９２ １１８５．１ ８５ １ ７１６ ３２５２

剥片 ９０ Ｌ３１ ４１４ １５２．６ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ２７５ ４．４ １

９２ Ｍ３２ ３１３ １０．７ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ３１９ １１．５ １

Ｍ３２ Ⅰ ４０ ２２．５ １

Ⅲ―２３０ １８２ ５９ 尖頭器 ９２ Ｍ３２ ５１１ ８４．６ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ６９８ １２．９ １

９２ Ｎ３２ ５３９ ２．４ １

９２ Ｎ３２ ８２７ ３４．９ １

９２ Ｎ３２ １０３５ ４．７ １

剥片 ９２ Ｍ３２ ９２２ ２．２ １

９２ Ｎ３１ ４７３ ４．３ １

９２ Ｎ３２ ７４ ７．２ １

剥片 ９２ Ｍ３２ １０６７ ６．１ １

Ｎ３２ Ⅰ ４５ ２．６ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ２ ４．８ １

９２ Ｎ３２ ２９７ １２．９ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ３ ４．９ １

９２ Ｎ３２ ３１５ １１．６ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ３８ ２０．９ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ３９ ８．２ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ４１ ８．２ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ４２ ９．７ １

Ｍ３２ Ⅰ ４３ １０．５ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ４４ ９．７ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ４５ ３．２ １

９２ Ｎ３１ １５３ ３．１ １

Ｎ３１ Ⅰ ３５ ２７．８ １

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ４８ ６．２ １

９２ Ｎ３２ ７２ ２２．９ １

９２ Ｎ３２ ４４７ ５．９ １

剥片 ９２ Ｎ３１ ９４ ２．７ １

剥片 ９２ Ｎ３１ １１０ ４．９ １

剥片 ９２ Ｎ３１ １１８ ３３．０ １

掲載遺物一覧

４５１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９２ Ｎ３１ ３５１ ２．２ １

剥片 ９２ Ｎ３１ １２０ １．５ １

９２ Ｎ３２ １３４ ７．１ １

９２ Ｎ３２ ２２９ １２．３ １

剥片 ９２ Ｎ３１ １２８ ２．１ １

９２ Ｎ３２ ４４５ １１．３ １

９２ Ｎ３２ ６３２ ４．０ １

９２ Ｎ３２ １００９ ６．６ １

Ｎ３２ Ⅰ ４２ ９．１ １

Ｎ３２ Ⅰ ４７ ４．３ １

剥片 ９２ Ｎ３１ １５８ ３６．３ １

剥片 ９２ Ｎ３１ ３６１ ９．６ １

Ｎ３２ Ⅰ ４８ ５．２ １

剥片 ９２ Ｎ３１ ５２２ ７．１ １

Ｎ３１ Ⅰ ３７ １２．８ １

剥片 ９２ Ｎ３１ ５２３ ４．４ １

９２ Ｎ３１ ５３８ ５．８ １

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ３６ ７．９ １

剥片 ９２ Ｎ３２ １５ ７．９ １

剥片 ９２ Ｎ３２ １９ ８．７ １

９２ Ｎ３２ ７５５ ２３．４ １

Ｎ３２ Ⅰ ４４ １．７ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ４３ ６．５ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ５４ １．５ １

Ｎ３２ Ⅰ ４６ ６．６ １

Ⅲ―２３０ １８２ ５８ 尖頭器 ９２ Ｎ３２ ６４ ３９．３ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６９ ２４．５ １

９２ Ｎ３２ １２９ １．４ １

９２ Ｎ３２ ５６８ １０．２ １

９２ Ｎ３２ ８９７ ３．４ １

剥片 ９２ Ｎ３２ １３６ ２５．７ １

剥片 ９２ Ｎ３２ １５０ ３１．９ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ２３５ ３．４ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ２９９ １．４ １

９２ Ｎ３２ ３２１ ２０．１ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ３１６ １４．１ １

９２ Ｎ３２ ４０２ ２４．５ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ３９９ ５２．３ １

９２ Ｎ３２ ４７２ １．６ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ４３９ ７．８ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ５２３ ３２．７ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６０４ １．６ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６２４ １．９ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６５４ ２．７ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ６９６ ５．１ １

９２ Ｎ３２ ７０７ ９．５ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ７６１ ３７．６ １

９２ Ｎ３２ ７８５ １０．３ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ８２６ １３．５ １

剥片 ９２ Ｎ３２ ９５７ ２０．５ １

剥片 Ｎ３２ Ⅰ ４３ ７．５ １

Ⅲ―３１１ ２２１ ３５７ 接合資料 ９５ １９７２．８ ８９ ３・４ ８５０ ３７４５

剥片 ９５ Ｌ２７ ５１９ ６．１ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ ８０９ ９．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ８１５ ３．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ ８７５ ８．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ９３１ ２７．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ９３２ ６．４ ３

９５ Ｍ２７ １２１６ ２８．８ ３

９５ Ｏ２７ ４７８ １．４ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２７ １１４０ ６．１ ４

Ｍ２７ Ⅰ １ １２．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １１４５ ６１．１ ４

９５ Ｍ２７ ３５７ １９．３ ４

９５ Ｎ２７ １６９９ ３．９ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｏ２７ ３８８ ２．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １９ ８．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １７２ ３．１ ３

９５ Ｍ２７ １０８６ １３．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ３６２ １２．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ３８６ ３０．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ５１８ ２２．５ ３

９５ Ｌ２８ １６４９ ４．８ ３

９５ Ｎ２６ ３１５ ４．８ ４

９５ Ｐ２６ ２１８ １．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ７９４ １９．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ７９６ ８２．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １５７３ ３．４ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １７７５ ６．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １８６８ ４．７ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １８９５ ８．７ ３

Ｌ２８ Ⅱ １３ ０．４ ４

９５ Ｍ２８ １３５ ３．５ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２８ １９５４ １１．２ ３

剥片 Ｌ２８ Ⅱ ９ ０．９ ４

９５ Ｍ２７ １１３６ １５．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ３５６ １４．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ６０２ ３５．５ ３

９５ Ｍ２７ １５５９ ４．４ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ ６４６ １７．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ８８０ ３７．０ ３

９５ Ｎ２６ ５９４ ２９．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １１９０ ２１．１ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ １４０７ ６．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １５２８ １９．１ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ １５２９ １８．３ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ １５４１ １１．６ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ １６０６ ６．６ ３

９５ Ｎ２６ １１ ２４．８ ３

剥片 ９５ Ｍ２８ ５７４ １５．１ ４

９５ Ｎ２６ ２８８ ９．４ ４

９５ Ｎ２６ ５９５ １８．２ ４

剥片 ９５ Ｍ２９ １５０ １２．９ ４

剥片 ９５ Ｍ２９ ３４０ ４５０．４ ３

剥片 ９３ Ｍ２９ ７８１ １０．５ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ １３６ １０．２ ３

縦長剥片 ９５ Ｎ２６ １７６ ４．４ ４

９５ Ｎ２６ ２２４ ３．８ ４

縦長剥片 ９５ Ｎ２６ ２２３ １３．９ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ３０８ １３．５ ４

９５ Ｎ２６ ３５３ ３．３ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ３３８ ７．５ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ３７５ ８６．７ ４

９５ Ｎ２７ ７０７ １０．４ ３

剥片 ９５ Ｎ２６ ５８８ ２５．３ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ６０８ ６．８ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ２７９ １．９ ４

９５ Ｎ２８ １７１ １５．９ ３

９５ Ｏ２６ ６８２ ２８．７ ４

剥片 ９５ Ｎ２８ ２５７ １６．７ ３

９５ Ｎ２８ ２５８ １．７ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ １１８ ５６．５ ４

９５ Ｏ２６ ４６５ ４．０ ４

９５ Ｏ２６ ６８４ １．６ ４

９５ Ｏ２７ ４４０ １１９．５ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ２０２ １４１．２ ４

９５ Ｏ２６ ５９０ ７．９ ４

９５ Ｏ２７ ３７２ ２５．１ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ３４２ １．５ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ４５８ ５．９ ４

上白滝８遺跡（２）

４５２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｑ２７ Ⅰ ３ １７．７ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ４６４ ３．０ ４

９５ Ｏ２７ ６１６ ４．１ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ５３１ ３３．５ ４

９５ Ｏ２６ ５８６ ６．４ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ５３４ １．７ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ５３８ １１．６ ４

９５ Ｏ２７ １１８２ ５．９ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ６２６ ３．８ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ６４０ ４６．６ ４

剥片 ９５ Ｐ２６ ６５ ７．１ ４

Ⅲ―３１３ ２２１ ３５８ 接合資料 ９５ ２７１．５ １２ １ ７３７ ３３３７

Ⅲ―２２１ １７５ ２８ 尖頭器 ９５ Ｍ２７ ６０９ １２２．９ １

９５ Ｎ２７ １６４９ ９６．６ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １７７７ ４．１ １

９５ Ｎ２８ ５２１ ２．５ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ４７８ ２．９ １

９５ Ｎ２９ ５８５ ３．９ １

剥片 ９５ Ｎ２９ ４３９ ４．３ １

剥片 ９５ Ｎ２９ ９０４ ４．４ １

９５ Ｏ２８ １９４５ １．２ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ２６ １３．２ １

剥片 ９５ Ｏ２８ １８４２ ４．３ １

剥片 ９５ Ｏ２８ １８４７ １１．２ １

― ２２２ ５０１ 接合資料 ９５・９６・９７ ４７８３．１ ２２６ １ ７２５ ３２７６

石刃 ９７ Ｉ２６ １６ １３．６ １

９６ Ｌ２４ ４４０ ４２．２ １

９６ Ｍ２３ ３４９ １．８ １

剥片 ９６ Ｌ２３ ２０ ８０．６ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ３８ １０．４ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ４２ ６．０ １

９６ Ｌ２４ ９０ ２１．４ １

９６ Ｌ２４ １６５ ９．６ １

９６ Ｌ２４ ４６７ １６．１ １

Ⅲ―２４９ １９３ ２９１ 石刃 ９６ Ｌ２４ ４９ １．７ １

９６ Ｌ２４ ５６ ４９．６ １

９６ Ｌ２４ １８５ ３．９ １

Ｌ２４ Ⅰ ５２ ２４．８ １

９６ Ｍ２３ １４１ ３．２ １

９６ Ｍ２３ ３２８ ２３．４ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ８３ ２．６ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １０５ １．８ １

Ｌ２４ Ⅰ ５７ ２４．５ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １０７ １２．７ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １０８ ８．７ １

９６ Ｌ２４ ３３６ １４．５ １

Ｌ２４ Ⅰ ６１ ３．９ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １１５ ７．５ １

Ｌ２４ Ⅰ ５３ １０．１ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １６６ ２２．０ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １９１ １７．７ １

９６ Ｍ２３ ３９２ ５．０ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １９６ ３．７ １

剥片 ９６ Ｌ２４ １９９ １０．０ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ２００ １１．８ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ２０６ ２１．１ １

９６ Ｌ２４ ３４１ １０．５ １

９６ Ｌ２４ ３５３ ４．１ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ２８２ ４．４ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ３０９ ８．９ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ３３０ １２．０ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ３９３ １４．１ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ４４６ ３９．１ １

縦長剥片 ９６ Ｌ２４ ４５０ ３１．２ １

９６ Ｍ２３ ３４１ １５．４ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９６ Ｍ２３ ４０４ １９．９ １

９６ Ｍ２３ ４１３ ２３２．６ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ４６１ １０．１ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ５４１ ２．９ １

剥片 ９６ Ｌ２４ ５４５ １８．７ １

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ４３ １０．７ １

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ５４ １６．０ １

石刃 Ｌ２４ Ⅰ ５５ ５４．１ １

９６ Ｍ２３ ３２９ ３８．１ １

９６ Ｍ２３ ４０３ ４８．１ １

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ５６ ３．８ １

剥片 Ｌ２４ Ⅰ ６０ ３．８ １

剥片 Ｌ２４ Ⅱ ５９ １．６ １

９６ Ｍ２３ １９８ ９．０ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ５３０ ６．９ １

９５ Ｌ２７ ７１７ ４．３ １

９５ Ｍ２７ ７９６ ４．６ １

石刃 ９５ Ｌ２７ ５４２ ６．８ １

９５ Ｍ２７ ７３２ ２７．６ １

９５ Ｍ２７ ７３３ ６．８ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ５４５ ２．０ １

９５ Ｌ２７ ７１５ １０．２ １

９５ Ｍ２７ １０５９ ２８．５ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ８９８ ２２．３ １

９５ Ｌ２８ １２０ ３０．１ １

９５ Ｍ２７ ９２２ １７．４ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ９４６ １３２．４ １

９５ Ｍ２７ １１９６ ９．７ １

剥片 ９５ Ｌ２７ １１４２ ３．７ １

９５ Ｎ２６ ５４８ １２．４ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ７ ４６．９ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １８ ２．７ １

９５ Ｍ２７ １１９１ ６．９ １

９５ Ｍ２７ １３７４ １０．８ １

縦長剥片 ９５ Ｌ２８ １１７７ １７．０ １

９５ Ｍ２７ ９４ ３６．９ １

９５ Ｍ２７ ５２０ １３７．０ １

９５ Ｎ２６ ４６１ ４４．９ １

９５ Ｎ２６ ４６６ ３．５ １

石刃 ９５ Ｌ２８ １４０８ １８．２ １

９５ Ｍ２７ ８５０ ５７．５ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １５９３ ５．２ １

９５ Ｎ２６ ５４７ ６．８ １

剥片 Ｌ２８ Ⅰ ２８ ９．８ １

９５ Ｍ２７ １０５ ９．７ １

９５ Ｎ２６ ６６５ ５．６ １

剥片 ９５ Ｌ２９ ４１７ １２．３ １

９５ Ｍ２７ ６１３ ９．９ １

９５ Ｍ２８ ７６６ ７．８ １

剥片 ９６ Ｍ２３ ９８ ６．９ １

９６ Ｍ２３ ３６４ １１．２ １

剥片 ９６ Ｍ２３ １７１ １．４ １

剥片 ９６ Ｍ２３ １９４ １．５ １

９６ Ｍ２３ ３１１ ２．９ １

剥片 ９６ Ｍ２３ ２１０ ６８．３ １

剥片 ９６ Ｍ２３ ３８５ ２７．５ １

剥片 ９６ Ｍ２３ ３９０ ４．０ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ３４７ ２１．１ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２６ ３６７ １５．５ １

９５ Ｎ２６ ４１４ ３．７ １

９５ Ｎ２６ ４１６ ５．２ １

９５ Ｎ２６ ４３６ ４３．４ １

９５ Ｎ２６ ４３８ １９．５ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ３６９ ２．０ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ４８９ １２．９ １

掲載遺物一覧

４５３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｍ２７ １０８２ ７．２ １

９５ Ｎ２６ ４８３ １６．０ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ４９１ ３．５ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ２３２ ５９．９ １

９５ Ｍ２７ ４８０ ７．０ １

Ｍ２７ Ⅱ １９ ２．９ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ２４１ ７．５ １

９５ Ｍ２７ ４５４ ２．４ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ３９８ ９８．７ １

９５ Ｍ２７ １１５６ １８６．７ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ４８８ ２２．６ １

９５ Ｎ２６ ４７０ ９２．４ １

石刃 ９５ Ｍ２７ ５７３ ５４．４ １

９５ Ｎ２７ ７９４ ４４．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ５９６ １２．４ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ６１４ １３５．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ６６２ ２１．７ １

９５ Ｍ２７ ６７２ １０．２ １

９５ Ｎ２６ ３９９ ３．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ６７６ ４．０ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ７１０ ３８．５ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ７１２ ２５．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ７１６ ２３．８ １

９５ Ｍ２７ ８８７ ８．８ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ７１９ １．６ １

石刃 ９５ Ｍ２７ ７２７ ４７．９ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ７９４ １．３ １

９５ Ｍ２７ ８８３ ４．０ １

９５ Ｍ２７ １３０１ ３．０ １

９５ Ｍ２７ １３３０ １２．１ １

石刃 ９５ Ｍ２７ ８６９ ５．２ １

９５ Ｍ２７ １１８２ ３．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ８７５ ８．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ８９０ １２．７ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ９１５ ６３．４ １

９５ Ｎ２６ ４３０ ５２．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ９２１ ２．５ １

９５ Ｍ２８ １１６ ３４．９ １

９５ Ｎ２７ ８６９ ４．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １０５０ ３．３ １

９５ Ｍ２７ １２８２ ２．７ １

９５ Ｎ２６ ４２４ ２．８ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １０８８ １８４．０ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １１８４ ２．９ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １２０２ ７．９ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １２２８ ２．７ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １２８５ １０．４ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １３８６ １５．５ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５０５ １２．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５２６ １７．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５７７ ９．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５８１ ７．７ １

９５ Ｎ２６ ４６２ ２．３ １

９５ Ｎ２６ ５６２ ７．０ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５９５ １５．１ １

剥片 Ｍ２７ Ⅰ １６ ３７．４ １

Ｍ２７ Ⅰ １７ ３．４ １

９５ Ｎ２６ ６５３ １１．０ １

剥片 Ｍ２７ Ⅱ １８ ０．９ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ６４７ ６．９ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ６６４ ３．２ １

９５ Ｏ２６ ６１０ ９．３ １

９５ Ｏ２７ １０６０ ５０．８ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ６７５ １１．８ １

剥片 ９６ Ｎ２３ １８５ ６．８ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９６ Ｎ２３ １９５ ６．２ １

剥片 ９５ Ｎ２６ １２３ １２．２ １

９５ Ｎ２６ ３５０ ２．１ １

９５ Ｎ２６ ３５１ ５２．８ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ３２７ ７．８ １

９５ Ｎ２６ ３２８ ４．９ １

９５ Ｎ２６ ５６７ １１．７ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ３８４ ９．１ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４０８ １３５．２ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４２５ １４．５ １

９５ Ｎ２６ ４４０ ７．６ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４４３ ２．７ １

９５ Ｎ２６ ６６９ １５．０ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４５０ ２．０ １

９５ Ｎ２７ １３２ ８．７ １

９５ Ｎ２７ １３８ １９．２ １

９５ Ｎ２７ １２８７ ３．８ １

９５ Ｏ２６ １５７ ２．６ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４６５ ３．０ １

９５ Ｎ２６ ５７７ １２４．３ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４６７ ３０．７ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４６８ ２．６ １

９５ Ｎ２６ ５４３ １．８ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４８８ ５．４ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５１２ １２．０ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５３１ ４０．４ １

９５ Ｎ２６ ５３９ ４９．２ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５３３ ３．０ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５３５ ７９．１ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５３６ １０．１ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５４６ ４．３ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５６６ １４．５ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５９０ ２．３ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８１ ４．３ １

９５ Ｏ２６ ６０６ ３．２ １

９５ Ｏ２７ １４４７ ４０．１ １

９５ Ｏ２７ １４４８ ８．４ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８３ ４．２ １

９５ Ｎ２７ １９４ ３１．８ １

Ｂ調 １５１ １６．５ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １３２２ ６．９ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ２６２ １３．６ １

９５ Ｎ２８ ２７０ １７．４ １

９５ Ｏ２７ １３１８ ３．４ １

剥片 ９５ Ｏ２６ １８２ ４．２ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ３６１ １７．８ １

Ｂ調 １５３ ９．６ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ５７３ ２０．６ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ６２２ １６．９ １

９５ Ｏ２６ ６７８ ６．７ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ６３６ ４７．４ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １０２４ １７．５ １

９５ Ｏ２７ １５４３ ２８．４ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １４９４ ４６．３ １

剥片 Ｏ２７ Ⅰ １９ ７．０ １

剥片 Ｂ調 １７６ １．８ １

Ⅲ―３１８ ２２５ ３６１ 接合資料 ９０・９３・９５ １６１７．３ １０７ １ ７２８ ３２８７

石刃 ９５ Ｊ２８ ２ ３０．５ １

９５ Ｊ２８ １７ １５．５ １

９５ Ｊ２８ ３５ ８．０ １

９５ Ｊ２９ ３５ ４．９ １

Ｋ２８ Ⅰ ３ ５１．１ １

９５ Ｋ２９ ８３ ２４．５ １

９５ Ｌ２８ １１５９ １１．２ １

剥片 ９５ Ｊ２８ ３ ４９．２ １

上白滝８遺跡（２）

４５４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９５ Ｊ２８ ４ ２０．２ １

９５ Ｋ２９ ９１ １５．４ １

９５ Ｌ２７ １２０２ ５６．４ １

剥片 ９５ Ｊ２８ ６ １３．９ １

９５ Ｊ２８ ８ ７．６ １

剥片 ９５ Ｊ２８ １０ ３．３ １

Ｌ２７ Ⅱ ２６ ０．８ １

剥片 ９５ Ｊ２８ １１ ８．７ １

９５ Ｊ２９ ４９ ４８．３ １

９５ Ｊ２９ ７５ ７．６ １

Ｌ２７ Ⅱ ２７ １．６ １

石刃 ９５ Ｊ２８ １６ ２７．２ １

剥片 ９５ Ｊ２８ ２３ ３７．１ １

剥片 ９５ Ｊ２８ ２８ １０６．７ １

石刃 ９５ Ｊ２８ ３０ １３．９ １

石刃 ９５ Ｊ２８ ３４ １９．１ １

９５ Ｌ２７ １２３３ １０．１ １

石刃 ９５ Ｊ２９ ６１ １０．８ １

９５ Ｋ２８ ４３ ３１．４ １

９５ Ｋ２９ ４４７ ２．３ １

９５ Ｌ２７ １２３９ ４．６ １

剥片 Ｊ２９ Ⅱ ３ １．７ １

９５ Ｌ２７ ９５２ ５．０ １

剥片 ９５ Ｊ３０ １７４ ２６．３ １

９５ Ｊ３０ ２３５ ２．３ １

９３ Ｋ３０ ３２１ ４．１ １

９５ Ｋ３０ ４７２ ４．６ １

９５ Ｋ３０ ４７３ １０．４ １

Ⅲ―２３５ １８６ １３８ 彫器 ９５ Ｊ３０ １８３ ２３．３ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２３３３ ２．４ １

剥片 ９５ Ｋ２８ １２０ ２５．４ １

９５ Ｋ２８ １２１ ７６．０ １

９５ Ｋ２９ １３ ３．４ １

９５ Ｍ２７ １４９２ ２．７ １

剥片 ９５ Ｋ２９ ４３３ ４．１ １

Ⅲ―２３６ １８６ １４７ 彫器 ９５ Ｋ３０ ４６９ ５．６ １

彫器削片 ９５ Ｋ３０ ４７０ ５．２ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ７６０ ２．３ １

石刃 ９５ Ｌ２７ ９７４ ４４．９ １

９５ Ｌ２７ １０９１ ５２．１ １

９５ Ｌ２７ １１３６ ４９．３ １

剥片 ９５ Ｌ２７ １０３８ ２．３ １

剥片 ９５ Ｌ２７ １０７５ ２０．３ １

剥片 ９５ Ｌ２７ １１３１ ２３．７ １

剥片 Ｌ２７ Ⅱ ２８ ２．０ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １１５７ ６．７ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ３１７ ５．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ３７６ ２．２ １

９５ Ｎ２７ １６１３ １．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ４６９ ９．５ １

石刃 ９５ Ｍ２７ １１６４ ５．６ １

Ｍ２８ Ⅱ １４ １．２ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ １２３８ ２．８ １

９５ Ｎ２７ １３７１ １．４ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２８ ２９４ ８．５ １

９５ Ｍ２８ ７７３ １５．１ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ４１０ ５．１ １

９５ Ｎ２７ ３１０ １．４ １

９５ Ｎ２７ ９０２ ４．３ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ５７２ ８．５ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２８ ７８１ １４．５ １

Ｍ２８ Ⅰ １１ ５．４ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ８０５ ８．２ １

９５ Ｎ２７ １２７７ ４．５ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ２２０ １．９ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｍ３０ ３０９ １１．７ １

９３ Ｍ３０ ３１０ １２．９ １

Ⅲ―２５５ １９７ ３２５ 石核 ９３ Ｍ２９ ２７９ １１９．２ １

９３ Ｍ２９ ３６４ ２６．５ １

９３ Ｍ３０ ４２１ ２４．４ １

Ｏ３１ Ⅰ １３ ２６．１ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ８９３ ５．６ １

剥片 Ｍ２９ Ⅱ １５ １．０ １

剥片 ９３ Ｍ３０ １６９ ６．６ １

Ｍ３０ Ⅱ ９ ０．９ １

９３ Ｎ２９ ４８８ ２．０ １

９３ Ｎ２９ ７８９ ５．６ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ８４３ ３．２ １

Ｍ３０ Ⅱ １０ １．０ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ３２ ４．３ １

９５ Ｎ２７ ５４ ０．９ １

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ５２５ ９．７ １

９５ Ｎ２７ １６２４ ２２．１ １

二次加工ある剥片 ９５ Ｎ２７ ６１５ ３．０ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８４７ ２．５ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８５６ １．６ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １７１１ ２４．２ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ５０５ ７．０ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ２６３ １２．１ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ４７８ ５０．２ １

９３ Ｎ２９ １１８２ ４．０ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １１９２ ３．９ １

９３ Ｎ２９ １６４７ １９．９ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １１９４ ５．８ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １２３０ ４．８ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ６９２ ３１．８ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １０６９ ２．９ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １２５６ １．４ １

９５ Ｏ２７ １３８２ ３．８ １

Ⅲ―３２１ ２２５ ３６３ 接合資料 ９３ １３１６．４ ８８ １ ７５７ ３４３０

剥片 ９３ Ｍ３０ ５６５ ３．９ １

９３ Ｍ３０ ５７１ １．２ １

９３ Ｏ２９ ２４７３ ３４．０ １

９３ Ｐ２８ １９５１ １．８ １

９３ Ｐ２８ ２５８０ ２．０ １

９３ Ｐ２８ ３２７３ １０７．９ １

９３ Ｐ２８ ３６７９ ７．５ １

９３ Ｐ２８ ３６８５ ７．８ １

９３ Ｐ２８ ３７８４ ２．４ １

９３ Ｐ２８ ４１１９ ４．８ １

９３ Ｐ２８ ４７４０ ４．７ １

９３ Ｐ２８ ５６９５ ４．３ １

９３ Ｐ２８ ７１７５ ６．６ １

９３ Ｑ２７ ９８６ １２．０ １

剥片 ９３ Ｏ２８ １５９４ １１．７ １

９３ Ｐ２８ ５６１７ ９．３ １

９３ Ｐ２８ ７２８８ ４．１ １

剥片 ９３ Ｏ２９ １８１２ ２．６ １

９３ Ｏ２９ １９３５ ２．８ １

９３ Ｐ２８ ７９３１ ３．２ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２１２２ ７０．９ １

９３ Ｐ２８ ６７１１ ５．５ １

９３ Ｐ２８ ６９２０ ４．９ １

９３ Ｐ２８ ７５３５ １６．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １０５９ ７４．６ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １４３３ ２．５ １

９３ Ｐ２８ ７６３４ １６．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １９８７ ９．１ １

９３ Ｐ２８ ６７１５ ８．８ １

剥片 ９３ P２８ ３１９６ １７．８ １

掲載遺物一覧

４５５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ５６０９ ５．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２０６ ２．７ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３４８ １８．３ １

９３ Ｑ２７ １００６ ５．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９５９ ４１．７ １

９３ Ｐ２８ ５９１９ ４．９ １

９３ Ｐ２８ ６３１１ ３６．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３３３ ７．５ １

９３ Ｐ２８ ６７１７ ６１．７ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３５５ １４．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３６１ １６．５ １

９３ Ｐ２８ ５２６７ １０．８ １

９３ Ｐ２８ ７１６０ １７．８ １

９３ Ｑ２８ ３８９ ２０．１ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３７５ ２２．４ １

９３ Ｐ２８ ４８２５ ３．１ １

９３ Ｐ２８ ５２６４ ４．８ １

９３ Ｐ２８ ５６０３ １４．２ １

９３ Ｐ２８ ６０４８ ２７．４ １

９３ Ｐ２８ ６２５５ ６．８ １

９３ Ｐ２８ ６７１３ ５．０ １

９３ Ｐ２８ ６９９９ ８．３ １

９３ Ｐ２８ ７０４１ １０．４ １

９３ Ｐ２８ ７４４１ ４７．４ １

９３ Ｐ２８ ７８３６ ４．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６９７ ３．３ １

９３ Ｐ２８ ６１０８ １５．１ １

９３ Ｐ２８ ６６０３ ８．１ １

９３ Ｐ２８ ６７６０ １５．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９０１ ２２．２ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４９２４ ２．１ １

９３ Ｐ２８ ６９０３ １３．４ １

９３ Ｐ２８ ７１６７ ２．１ １

９３ Ｑ２７ ７９１ １２．６ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２８０ ２．７ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５７７４ １０．８ １

９３ Ｐ２８ ６７１９ ６．９ １

９３ Ｐ２８ ７１６８ １０．５ １

９３ Ｑ２７ １０１０ ５．０ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ６１１１ ２０．３ １

９３ Ｐ２８ ７０２１ １０．９ １

９３ Ｐ２８ ７１７０ ５．５ １

９３ Ｐ２９ １２４４ ２．９ １

９３ Ｑ２７ ８５４ ９．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７５５ ７．３ １

９３ Ｐ２８ ７５７１ ５．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７５７ ６７．９ １

９３ Ｐ２８ ７７３６ ４８．６ １

９３ Ｑ２８ ５６８ ２．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２２０ ３０．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５２０ ２３．１ １

９３ Ｑ２７ ９９７ ８．６ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５４５ ７．０ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７７４２ ２１．７ １

９３ Ｐ２８ ７８１１ １２．２ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ８６４ ６．８ １

９３ Ｑ２７ ９０７ ４．４ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ９９６ １３．１ １

Ⅲ―３２２ ２２４ ３６４ 接合資料 ９３ ７４２．９ ５８ ２ ７８８ ３５１４

剥片 ９３ Ｍ３０ １９７ １１．９ ２

９３ Ｎ２９ ２７５ ８．９ ２

縦長剥片 ９３ Ｎ２９ ２５１ １９．７ ２

９３ Ｎ３０ ４２８ ４．７ ２

９３ Ｐ２８ ６０９４ １０．９ ２

縦長剥片 ９３ Ｎ２９ ５６２ ５．４ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ５２８１ １１．８ ２

９３ Ｐ２８ ７５６９ １２．６ ２

Ⅲ―２２１ １７５ ２９ 尖頭器 ９３ Ｎ２９ １０９４ ４５．６ ２

９３ Ｐ２８ ６４８０ ２６．８ ２

剥片 ９３ Ｏ２８ ２０７５ ４５．５ ２

９３ Ｐ２８ ６０９６ ５．６ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ ８０４ ４．０ ２

９３ Ｐ２８ １８２１ ２．４ ２

９３ Ｐ２８ １８２７ ５．３ ２

９３ Ｑ２７ ８９７ ４．５ ２

９３ Ｑ２７ ９０１ ４．４ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １１４７ ２．７ ２

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １３４３ ２０．７ ２

９３ Ｐ２８ ６１９５ １９．２ ２

９３ Ｑ２７ ９２９ １４．７ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １５１２ ５．５ ２

９３ Ｐ２８ ７６５２ １７．５ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １５８７ ５．６ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １５８９ ４．６ ２

９３ Ｑ２７ ８４２ １２．５ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ ２１１７ １１．７ ２

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５８６ ４．０ ２

９３ Ｐ２８ ３２２１ １３．２ ２

９３ Ｐ２８ ４３５８ ７．５ ２

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ １２８１ ３６．２ ２

９３ Ｐ２８ ４６７８ ７．２ ２

９３ Ｐ２８ ７１７１ ３．８ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４２７ ７．６ ２

９３ Ｑ２８ ５００ １０．０ ２

石刃 ９３ Ｐ２８ ３３５８ ３．２ ２

９３ Ｐ２８ ６８５５ ２６．６ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３７２ ２．３ ２

９３ Ｐ２８ ６８７２ ３．４ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６１３ ３．０ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６８４ １３．６ ２

石刃 ９３ Ｐ２８ ４９１１ １０．５ ２

９３ Ｐ２８ ７０３１ ４．６ ２

９３ Ｐ２８ ７１４８ ４．９ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２８９ ５６．９ ２

９３ Ｐ２８ ７８６６ １９．４ ２

９３ Ｑ２７ ９９０ ７７．０ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４０５ ２９．６ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０４５ ３．６ ２

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ６０９７ １．２ ２

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ６１６６ ３．２ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５２５ １５．８ ２

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ６９０５ ５．１ ２

９３ Ｐ２８ ７８７４ ２．２ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４８５ ４．０ ２

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７５７４ １．３ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８０９ ５．５ ２

二次加工ある剥片 ９３ Ｑ２７ ８４８ １１．８ ２

Ⅲ―３２３ ２２６ ３６５ 接合資料 ９５・９６ ６６５６．９ １１３ １ ７３２ ３３１６

剥片 ９６ Ｊ２５ ９２ ２２．３ １

９５ Ｋ２５ １９６ ９．３ １

剥片 ９５ Ｊ２６ ７ ５４．３ １

９５ Ｋ２５ １８ ３４．２ １

９６ Ｌ２４ ３６８ １９６．９ １

剥片 ９５ Ｊ２６ ８ ２８．３ １

Ｊ２６ Ⅰ １ ５３．３ １

９５ Ｋ２５ ９８ ７．３ １

９５ Ｌ２５ ９０ １１８．８ １

剥片 ９５ Ｊ２６ １０ ５８．６ １

剥片 ９５ Ｊ２６ １２ １５．４ １

９５ Ｋ２６ １４４ ８．３ １

上白滝８遺跡（２）

４５６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｌ２５ １１ ４１．５ １

９５ Ｌ２５ ４３ ６．９ １

９５ Ｌ２５ ８９ ３６７．１ １

９５ Ｌ２５ １１９ ８０．３ １

Ｌ２５ Ⅰ ４ ２３４．７ １

剥片 ９５ Ｊ２６ １４ １６３．３ １

９５ Ｌ２５ １１８ ５７．８ １

剥片 ９５ Ｊ２６ １５ ６．５ １

９５ Ｋ２５ ４０ ２６．３ １

９５ Ｌ２５ ９ ２５．９ １

９５ Ｌ２５ １０ ３０．４ １

９５ Ｌ２５ １２ ４．４ １

９５ Ｌ２５ ７９ ２．７ １

剥片 ９５ Ｊ２６ １６ ２３．４ １

９６ Ｌ２５ １０８ ２．７ １

９５ Ｌ２５ １１６ ７４．７ １

剥片 ９５ Ｊ２６ １７ １１．８ １

９５ Ｋ２５ １５１ ２０．３ １

剥片 ９５ Ｊ２６ ２０ ５９．３ １

９５ Ｋ２５ １８３ ２９．５ １

剥片 ９５ Ｊ２６ ２１ ３．７ １

剥片 ９５ Ｊ２６ ２９ １０．０ １

９５ Ｌ２５ １５１ ３０．０ １

剥片 ９５ Ｊ２６ ３１ １３０．４ １

９５ Ｊ２６ ３５ ６．０ １

９５ Ｌ２５ ８０ ３２２．６ １

９５ Ｌ２５ １６２ １６．１ １

剥片 ９５ Ｊ２６ ３３ ９．５ １

二次加工ある剥片 Ｊ２７ Ⅰ １ ５１６．８ １

剥片 Ｊ２７ Ⅰ ３ ４．５ １

９５ Ｋ２５ ７５ ５．２ １

剥片 ９５ Ｋ２５ ２５ ２５．７ １

剥片 ９５ Ｋ２５ ７１ ２．１ １

９５ Ｋ２６ ８３ ７２．５ １

９５ Ｋ２６ １４９ ５．２ １

Ｋ２６ Ⅰ ３ ４７．５ １

９５ Ｌ２５ １ ８．０ １

９５ Ｌ２５ ２２ ６４．０ １

９５ Ｌ２５ ９６ ６９．０ １

９５ Ｌ２５ ９７ ９３．７ １

９５ Ｌ２５ １４５ ２．１ １

縦長剥片 ９５ Ｋ２５ ７４ ９０．９ １

９５ Ｌ２５ ７４ １２．６ １

９５ Ｐ２５ ２９０ ９４．８ １

石刃 ９５ Ｋ２５ ７６ １２．６ １

９６ Ｌ２４ ４７６ ２０．２ １

９５ Ｌ２５ ４５ ７．８ １

剥片 ９５ Ｋ２５ １０６ ４３．６ １

剥片 ９５ Ｋ２５ １１０ ４７．７ １

９５ Ｌ２５ １６ ２７４．２ １

９５ Ｌ２５ １７ ４６．９ １

９５ Ｌ２５ １３７ ８７０．１ １

剥片 ９５ Ｋ２５ １５３ ２９．８ １

剥片 ９５ Ｋ２５ １５４ ８．３ １

９５ Ｋ２５ １６４ ７．１ １

９５ Ｌ２５ ５５ １．３ １

９５ Ｌ２５ ７６ ４．６ １

剥片 ９５ Ｋ２５ １９３ １０．０ １

剥片 ９５ Ｋ２６ ２９ ２．５ １

９５ Ｌ２５ ３５ ４１．８ １

縦長剥片 ９５ Ｋ２６ ５２ ３５．６ １

９５ Ｌ２５ ５３ １５３．１ １

Ｌ２５ Ⅰ ７ １２．５ １

縦長剥片 ９５ Ｌ２５ ２ ９．５ １

９５ Ｍ２８ ８７ ２．８ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｌ２５ ５ ３．２ １

石刃 ９５ Ｌ２５ １５ ２．９ １

剥片 ９５ Ｌ２５ １９ ２７．４ １

９５ Ｌ２５ ７０ ３８．３ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ３３ １５．３ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ４４ １４．５ １

石刃 ９５ Ｌ２５ ４７ ５．９ １

９５ Ｏ２７ ３１０ １２．８ １

９５ Ｏ２７ ８００ １７．９ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ６７ １６８．６ １

９５ Ｌ２５ ９３ ７．７ １

９５ Ｌ２５ １１０ ２４．５ １

Ｌ２５ Ⅰ ５ ４１．０ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ８３ ５．８ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ８７ １２．７ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ９４ ５４．９ １

剥片 ９５ Ｌ２５ １１５ ８．１ １

剥片 ９５ Ｌ２５ １２７ ７９．８ １

９５ Ｌ２５ １３１ １６．３ １

剥片 ９５ Ｌ２５ １２９ ３９．０ １

剥片 ９５ Ｌ２５ １３５ ５７８．２ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ２６７ ７．９ １

９５ Ｏ２６ ４５ ２．５ １

９５ Ｏ２６ ２９４ ５．１ １

Ⅲ―２３７ １８６ １６０ 彫器削片 ９５ Ｎ２６ ３４ ４．０ １

Ⅲ―２３４ １８４ ９７ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２７ ２０９ ２０．３ １

Ⅲ―２３５ １８５ １３６ 彫器 ９５ Ｎ２８ ５５ ２９．０ １

Ｎ２９ Ⅰ ５６ ４３．３ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ３２７ ５．６ １

９５ Ｐ２５ ５８１ ４．７ １

９５ Ｐ２５ ６８９ ８６．４ １

Ⅲ―２３４ １８４ ９８ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２９ ３５０ ６７．３ １

剥片 ９５ Ｏ２４ ３ ５．３ １

Ⅲ―２３６ １８６ １４４ 彫器 ９５ Ｏ２６ ６３ ２３．１ １

Ⅲ―２３７ １８６ １５９ 彫器削片 ９５ Ｏ２６ ３５７ ３．５ １

石刃 ９５ Ｐ２５ ６２ １２．７ １

Ⅲ―３２６ ２２８ ３６８ 接合資料 ６１・９３・９５ ２９７５．２ ６８ １・３・５ ９３３ ４０６１

縦長剥片 ９５ Ｊ２６ １１ ３１．５ ５

９５ Ｊ２６ ３０ ５４．０ ５

石刃 ９５ Ｊ２６ ２２ ７．９ ５

９５ Ｌ２５ １５２ ３５．１ ５

石刃 ９５ Ｊ２６ ３２ ２．４ ５

石刃 ９５ Ｊ２６ ３７ ２５．５ ５

９５ Ｌ２５ ２１ １１．８ ５

９５ Ｌ２５ ３１ ４２．９ ５

剥片 Ｊ２６ Ⅰ ２ １．１ ５

９５ Ｋ２６ ５７ ０．７ ５

剥片 Ｊ２６ Ⅰ ３ ０．７ ５

縦長剥片 Ｊ２６ Ⅰ ４ ２．６ ５

剥片 Ｊ２７ Ⅰ ２ １１．２ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ ２９ １．４ ５

９５ Ｋ２５ １５９ ６８．８ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ ３３ １．５ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ ３５ ５．９ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ ８０ １７．０ ５

９５ Ｌ２５ ４６ ２．９ ５

Ｌ２５ Ⅰ ８ １４．１ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ １５０ １．４ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ １６５ １．３ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ １８６ ８．３ ５

剥片 ９５ Ｋ２５ １９２ ３．０ ５

９５ Ｋ２５ １９４ ４．７ ５

剥片 ９５ Ｋ２６ ２３ １．８ １

Ⅲ―２４９ １９３ ２９３ 石刃 ９５ Ｋ２６ ２７ ８．２ ５

９３ Ｎ２９ １６９ ２０．７ ５

掲載遺物一覧

４５７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９５ Ｋ２６ ５１ １．１ ５

剥片 ９５ Ｋ２６ ５４ １．６ ５

剥片 ９５ Ｋ２６ ５５ ２．０ ５

剥片 ９５ Ｋ２６ ８１ ３．０ ５

剥片 ９５ Ｋ２６ １４８ ３．８ ５

９５ Ｌ２５ １３０ １０．６ ５

Ⅲ―２４９ １９３ ２９４ 石刃 ９５ Ｌ２５ ３ ９８．５ ５

Ｌ２５ Ⅰ １ １４６．０ ５

セ北１３～２９ ２６ ６０．８ ５

剥片 ９５ Ｌ２５ ８ ３．３ ５

排土 １３７ ２．８ ５

縦長剥片 ９５ Ｌ２５ １８ ３８．９ ５

Ｌ２５ Ⅱ １１ ０．９ ５

剥片 ９５ Ｌ２５ ４２ １．７ ５

Ⅲ―２５３ １９６ ３１４ 石刃核 ９５ Ｌ２５ １３６ １５４８．３ ５

剥片 ９５ Ｌ２５ １６０ ３７２．３ ５

石刃 ９５ Ｌ２５ １６４ ４．２ ５

剥片 Ｌ２５ Ⅰ ９ ９．１ ５

Ｌ２５ Ⅱ １０ １．２ ５

剥片 Ｍ２５ Ⅱ ３ １．２ ５

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ １９２ １０．７ ３

９５ Ｏ２６ ５５３ ３．７ ５

９５ Ｐ２４ １９ ２．３ １

９５ Ｐ２４ ３３ １９．８ １

９５ Ｐ２４ ３７ １７．７ １

９５ Ｑ２４ ３７ ４９．６ ５

９５ Ｑ２４ ３８ ２０．８ ５

９５ Ｑ２４ ５４ ２５．８ ３

Ｑ２５ Ⅰ １４ ５．５ ５

剥片 ９５ Ｎ２５ １６ ４．９ ５

Ⅲ―２３３ １８４ ８２ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２８ ４７ ４．６ ５

９５ Ｏ２７ ４１０ ３．４ ５

ナイフ形石器 ９５ Ｏ２４ １ ２４．７ ５

Ⅲ―２３４ １８４ ９５ ナイフ形石器 ９５ Ｏ２５ ２５５ ４．９ ５

Ｐ２５ Ⅰ １５ １５．１ ５

石刃 ９５ Ｐ２６ ９１ ５．３ １

９５ Ｑ２４ ４９ ４．１ １

９５ Ｑ２４ ５０ ２．３ １

剥片 ９３ Ｐ２９ ９４２ ４．９ ５

Ⅲ―５１０ ３９９ ３ 石刃 ６１ Ｐ４５ ８ ４５．４ ５

Ⅲ―３２９ ２２９ ３７０ 接合資料 ９３・９５ ４０８．９ ４９ １・５ ９３４ ４０６３

石刃 Ｊ２５ Ⅰ １０ １０．６ ５

石刃 ９５ Ｍ２９ １９０ ２．１ １

Ｐ２３ Ⅰ １ １５．３ ５

９５ Ｐ２５ ４３３ ９．２ １

二次加工ある剥片 ９５ Ｎ２６ ２９７ ６．２ １

９５ Ｐ２５ ７０５ ３．８ １

Ⅲ―２４９ １９３ ２９２ 石刃 ９５ Ｎ２７ １２４ ３．８ １

９５ Ｎ２８ ５２ １６．７ １

二次加工ある剥片 ９５ Ｎ２７ １２５３ ２２．０ ５

９５ Ｎ２８ １０５ ２０．９ １

Ⅲ―２３３ １８４ ８６ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２７ １７１７ ５．１ １

石刃 ９５ Ｎ２８ ４１ ２．８ １

Ⅲ―２３３ １８４ ９１ ナイフ形石器 ９５ Ｎ２９ ５４４ ３１．７ １

二次加工ある剥片 ９５ Ｏ２６ １９９ ６．４ １

石刃 ９３ Ｏ２８ １３９６ ２．０ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ３９８ ６．６ １

石刃 Ｐ２５ Ⅰ １２ １．５ ５

９３ Ｒ２５ ３６ ２．８ １

Ｒ２５ Ⅱ ４ ０．６ ５

石刃 ９３ Ｐ２７ １８９ ２．７ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ２６１ ２５．７ ５

剥片 ９３ Ｐ２７ ４２３ ２．１ １

石刃 ９３ Ｐ２８ ２９ ５．７ １

石刃 ９３ Ｐ２８ ４４４ １９．８ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９３ Ｐ２８ ６９７２ ３２．６ １

石刃 ９５ Ｑ２４ １０ ０．８ １

縦長剥片 ９５ Ｑ２４ １１ ８．３ １

石刃 Ｑ２５ Ⅰ １２ ７．９ ５

９３ Ｒ２５ ２９ ３９．４ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １２３ ３．７ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １２４ ２．１ １

９３ Ｒ２５ ３４ １．２ １

石刃 ９３ Ｑ２６ １２５ １．２ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １３０ ２．０ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １４６ １．０ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １４８ ５．５ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １５１ １．２ １

石刃 ９３ Ｑ２６ １５６ ３２．２ ５

Ｑ２６ Ⅱ １ ０．７ １

縦長剥片 Ｑ２６ Ⅱ ２ ０．３ １

Ｑ２６ Ⅱ ３ ０．２ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ２８７ ８．２ １

石刃 ９３ Ｒ２５ ８ ９．３ １

石刃 ９３ Ｒ２５ １７ １５．６ １

剥片 ９３ Ｒ２５ ３０ １．１ １

Ｒ２５ Ⅱ ３ ０．５ ５

石刃 ９３ Ｒ２５ ３１ ３．７ １

剥片 ９３ Ｒ２５ ３７ １．４ １

石刃 Ｂ調 １５７ ２．７ ５

Ⅲ―３３０ ２３０ ３７１ 接合資料 ９５ １３１３．２ ７８ １ ７３８ ３３３９

石刃 ９５ Ｋ２７ １６２ ４．１ １

剥片 ９５ Ｋ２８ ９５ ３．４ １

剥片 ９５ Ｋ２９ １ ２．９ １

Ｌ２８ Ⅰ ３９ ２２．２ １

Ｌ２８ Ⅰ ４０ １４．４ １

剥片 ９５ Ｋ２９ ７ ４．１ １

９５ Ｋ２９ ２８０ ０．７ １

９５ Ｋ２９ ３５５ １．８ １

石刃 ９５ Ｋ２９ １１２ ０．６ １

９５ Ｌ２９ ２８８ ２０．１ １

縦長剥片 ９５ Ｋ２９ ３４６ ３．９ １

９５ Ｋ２９ ４８１ １．３ １

剥片 ９５ Ｋ２９ ４６７ ４．０ １

９５ Ｋ２９ ５１２ ２．９ １

９５ Ｋ２９ ５７５ ２．６ １

縦長剥片 ９５ Ｋ２９ ４６８ ５．５ １

剥片 Ｋ２９ Ⅰ １６ ４．３ １

縦長剥片 ９５ Ｌ２７ ３８６ １３．３ １

９５ Ｌ２７ ７７８ １．８ １

９５ Ｌ２８ ３４２ １．９ １

石刃 ９５ Ｌ２７ ８７９ ６．１ １

９５ Ｍ２８ ７４８ １２．８ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ９３６ ２．３ １

Ⅲ―２４１ １８９ ２２０ 削器 ９５ Ｌ２８ １０ ８０．９ １

石刃 ９５ Ｌ２８ ２１ ６．９ １

９５ Ｍ２７ １２１３ ２７．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １６１ ３．１ １

９５ Ｌ２８ ６６０ ６．０ １

９５ Ｌ２８ １９５５ ５．６ １

９５ Ｍ２７ １５４３ ４．７ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ３７９ １０．８ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ４２９ ４．１ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ５１４ ２．８ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ５５０ ５．４ １

９５ Ｌ２８ １６５７ ９．５ １

石刃 ９５ Ｌ２８ ５９３ １２．０ １

９５ Ｌ２８ ７４９ １２．７ １

９５ Ｌ２９ ２９５ ４．４ １

石刃 ９５ Ｌ２８ ６７７ １．３ １

上白滝８遺跡（２）

４５８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｍ２７ １２８０ ３１．８ １

９５ Ｍ２８ ６８３ ３９．６ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ７０２ ０．５ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ８２３ ５３．７ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ８２６ ７．７ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ９０７ ２．５ １

剥片 ９５ Ｌ２８ ９７８ ３．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １４７２ ２．０ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １６９５ ４．８ １

９５ Ｍ２７ ６９０ １．９ １

９５ Ｍ２７ １６３５ ２．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １８３３ １４．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １８８７ ２．６ １

９５ Ｌ２８ １９７７ ３．８ １

縦長剥片 Ｌ２８ Ⅱ ２９ ３．６ １

剥片 ９５ Ｌ２９ ４１５ ２．４ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １２８９ ２６．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １３４９ ２．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １４２７ １．４ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １４３７ ３．９ １

Ⅲ―２５１ １９４ ３０２ 石刃核 ９５ Ｍ２７ １５００ ２７３．４ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １５３５ １．３ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ５５ １４．１ １

二次加工ある剥片 ９５ Ｍ２８ １０１ ２８９．６ １

剥片 ９５ Ｍ２８ １１２ ２．３ １

剥片 ９５ Ｍ２８ １１８ ３．９ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２８ １９３ ４．８ １

９５ Ｍ２８ ８９５ １６．９ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ２７５ １．１ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ５０９ ２．０ １

９５ Ｍ２８ ５９３ １８．２ １

石刃 ９５ Ｍ２８ ５２４ １２．３ １

９５ Ｍ２８ ６２４ ９．４ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ６３２ ２６．６ １

石刃 ９５ Ｍ２８ ６５４ ４．７ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ７２０ ２．５ １

石刃 ９５ Ｍ２８ ８９２ ２３．３ １

剥片 Ｍ２８ Ⅰ １５ ７．７ １

Ⅲ―２４１ １８９ ２２２ 削器 ９５ Ｎ２７ ４４６ ５４．１ １

Ⅲ―３３１ ２３１ ３７２ 接合資料 ９５ １０８６．９ ５６ ４ ８２９ ３６６０

剥片 ９５ Ｍ２７ ２５ ７．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ４４ ３６．３ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５１ １．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １１３ ２．９ ４

石刃 ９５ Ｍ２７ １１８ ３．８ ４

９５ Ｍ２８ １５２ １８．３ ４

９５ Ｎ２７ １６８４ １６．１ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １２９ １２．７ ４

９５ Ｎ２６ ６１１ ３．４ ４

９５ Ｎ２７ ５２８ ４．０ ４

９５ Ｎ２７ ６１１ １．３ ４

９５ Ｎ２７ ７０６ １１．１ ４

９５ Ｎ２７ １５３４ ３．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １８１ １０．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １９７ １６．８ ４

石刃 ９５ Ｍ２７ １９８ １６．１ ４

９５ Ｍ２８ ７６５ ７．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ２２３ １０．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ２２７ ２８．３ ４

９５ Ｍ２７ ３８８ １．２ ４

９５ Ｍ２７ １０３７ ２．８ ４

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ３９０ ５８．８ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ４０４ ８．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５３２ １２．８ ４

９５ Ｍ２７ ５９９ １０．７ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｍ２７ ７５３ ９．９ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ９００ ３．８ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １１４２ ５．５ ４

縦長剥片 ９５ Ｍ２８ １４４ １．６ ４

９５ Ｎ２６ ２７８ １０．９ ４

９５ Ｎ２７ １５６３ ３８．９ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ １６３ ３．３ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ４９２ ７．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ６１１ ５．１ ４

９５ Ｎ２７ １１１１ １．９ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ７２７ ３．１ ４

剥片 ９５ Ｍ２９ １７ １．５ ４

９５ Ｎ２７ ６０ ２２．２ ４

縦長剥片 ９５ Ｎ２６ ２８ １７．９ ４

９５ Ｎ２７ ６２ ２．０ ４

９５ Ｎ２８ ５０３ ２６．５ ４

縦長剥片 ９５ Ｎ２６ ６８ １１．９ ４

９５ Ｎ２７ ８６８ ４３．１ ４

９５ Ｎ２７ １６３８ ２．１ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ １２９ １．２ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ １３２ ２．０ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ２１２ ３．３ ４

縦長剥片 ９５ Ｎ２６ ２４６ ２２．６ ４

９５ Ｎ２７ １５５４ ３．８ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ３４０ １．４ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ４６５ ２．３ ４

Ⅲ―２５２ １９５ ３１３ 石刃核 ９５ Ｎ２７ １１５６ ４４８．８ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ １７２６ １．９ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ２２０ ３３．４ ４

縦長剥片 ９５ Ｏ２６ ２２２ ３２．０ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ４７４ ８．４ ４

Ⅲ―３３２ ２３１ ３７３ 接合資料 ９３ ３４５２．１ ７３ １ ７５８ ３４３４

剥片 ９３ Ｍ３０ ４２４ ２．５ １

９３ Ｏ２９ ９１７ １５．６ １

９３ Ｏ２９ １４１９ ４６．７ １

９３ Ｐ２８ ２２６ ３．６ １

９３ Ｐ２８ ３２７５ ３．３ １

９３ Ｐ２９ １０８５ １３６．７ １

９３ Ｐ２９ １１４０ ２８．９ １

９３ Ｐ２９ １２３４ ８４．０ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ２１２ ９８．６ １

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ８７ ８．３ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ９１６ ６．８ １

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １７０２ ８２．５ １

９３ Ｐ２９ １２３０ ４４．１ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １５３ １５．４ １

９３ Ｐ２９ ７８９ ６２．７ １

Ⅲ―２４８ １９３ ２８８ 石刃 ９３ Ｏ３０ １５５ ８．０ １

９３ Ｏ３０ １３６７ １６．５ １

石刃 ９３ Ｏ３０ １３８８ ２７．９ １

剥片 Ｏ３０ Ⅰ １１５ １３．９ １

Ｐ３０ Ⅰ １５ ７．９ １

石刃 Ｏ３０ Ⅰ １１６ １．９ １

Ｏ３１ Ⅰ １２ ６．４ １

剥片 Ｏ３１ Ⅰ １１ ２３．１ １

９３ Ｐ３０ ７１ １２．８ １

９３ Ｑ２９ ４６ ６．４ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３８８ １９７．８ １

９３ Ｐ２８ １５９８ ４３３．７ １

９３ Ｐ２８ ５３６４ ６．１ １

９３ Ｐ２８ ６０２０ ２１．９ １

９３ Ｐ２８ ７３２６ １２１．０ １

９３ Ｐ２８ ７６４１ ３．０ １

９３ Ｐ２９ １０７８ １５．６ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ２９３ ２５．１ １

掲載遺物一覧

４５９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ４４０９ ４．９ １

９３ Ｐ２８ ７０９７ ３８．０ １

９３ Ｐ２８ ７９０１ １２２．５ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６２ ３．４ １

９３ Ｐ２８ ３９４１ ８４．７ １

９３ Ｐ２８ ４１９６ ４５．０ １

９３ Ｐ２８ ４４１１ ２．３ １

９３ Ｐ２８ ５４３７ １２１．５ １

９３ Ｐ２８ ６２３３ ９５．２ １

９３ Ｐ２８ ７２５６ ６．１ １

９３ Ｐ２８ ７７８３ ３２．５ １

９３ Ｐ２８ ７８６９ ７．７ １

９３ Ｐ２８ ７８７１ ７．３ １

Ｐ２８ Ⅱ ２３８ １．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １９８８ ２０６．５ １

９３ Ｐ２８ ４８１６ １８７．７ １

９３ Ｐ２８ ７６４３ ３．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２３１ ２３．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９１８ ９５．８ １

９３ Ｐ２８ ５３６３ ８．１ １

９３ Ｐ２８ ６１７５ ８．９ １

９３ Ｐ２８ ６４６５ ３．６ １

９３ Ｐ２８ ７８２１ １０３．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３８６ ３１．１ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７４４ ５．１ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８０９ ７．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６３７ １３．２ １

Ⅲ―２４０ １８８ ２１４ 削器 ９３ Ｐ２９ ６０３ ６．１ １

剥片 ９３ Ｐ２９ ６０８ ７．３ １

Ｐ２９ Ⅰ ８８ １１．２ １

９３ Ｑ２９ ６５ ５０．６ １

石刃 Ｐ３０ Ⅱ ６ ７１．７ １

Ⅲ―２４０ １８９ ２１８ 削器 ９３ Ｑ２８ ３３５ １８．８ １

Ⅲ―２５２ １９５ ３１０ 石刃核 ９３ Ｑ２９ ７ １４１．４ １

剥片 ９３ Ｑ２９ ８ ８５．０ １

剥片 ９３ Ｑ２９ ２４ ５２．８ １

剥片 ９３ Ｑ２９ ２７ ４５．２ １

剥片 ９３ Ｑ２９ ３３ １．１ １

９３ Ｑ２９ ８１ ４１．８ １

剥片 ９３ Ｑ２９ ６６ ６０．５ １

Ⅲ―３３４ ２３３ ３７４ 接合資料 ９３ １８２２．２ ９９ ４ ９０４ ３９６４

剥片 ９３ Ｎ２９ ９ ３４．２ ４

Ｎ３０ Ⅰ ２１ ７．４ ４

９３ Ｐ２８ ５９９９ ４７．０ ４

９３ Ｐ２８ ６０３６ ５．０ ４

９３ Ｐ２８ ６９９６ ３．７ ４

９３ Ｐ２８ ７３３１ ９．７ ４

９３ Ｐ２８ ７４１４ １２．０ ４

９３ Ｐ２８ ８０２３ ５９．１ ４

９３ Ｐ２９ ８５０ ５．４ ４

９３ Ｐ２９ １２９６ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４５２ ３．１ ４

９３ Ｐ２８ ８０３０ ２２．７ ４

９３ Ｐ２９ ６９７ ３．２ ４

Ｐ２９ Ⅰ ２７ １０．６ ４

Ｐ２９ Ⅱ ２８ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ８１６ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ９１９ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７０１ ６．０ ４

９３ Ｐ２９ ３６９ １３．７ ４

９３ Ｐ２９ ６８５ ６．３ ４

Ⅲ―２４６ １９２ ２７５ 舟底形石器 ９３ Ｏ２９ １７７６ ２２．７ ４

９３ Ｐ２８ ５４９９ ４２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １９８０ １１．５ ４

９３ Ｐ２８ ２９９６ １．０ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ６２ １０．８ ４

９３ Ｐ２８ ４９９７ ７．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３３０ １７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３３９ ２１．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２００７ ５４．３ ４

９３ Ｐ２９ １１３８ ２２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２０８ １１．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２４２ １７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９０８ ３９．６ ４

９３ Ｐ２８ ４４８９ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９５７ １６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３２３ １４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３４６８ ５２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９６４ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３６１ １５．８ ４

９３ Ｐ２８ ７３５３ １４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４９０ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８１３ １２．４ ４

９３ Ｐ２８ ８０５１ ５．２ ４

不明 不明 １３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８２０ ４９．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２２９ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３３３ ２３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３４４ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３７１ ３．４ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６３８０ １４．９ ４

９３ Ｐ２９ １１１１ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８０２ １０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８２１ １１．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０６０ ８．８ ４

９３ Ｐ２９ １１４３ ４．５ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ７３４２ ８０．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５０１ １３．３ ４

９３ Ｐ２８ ８０３５ １２．４ ４

９３ Ｐ２９ ５７５ ３０．９ ４

９３ Ｐ２９ １２５８ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５０３ ９．４ ４

９３ Ｐ２９ ６２８ ２４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５７８ １２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７０６ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８５０ １２．３ ４

９３ Ｐ２９ １００２ ２８．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７８５５ ４．６ ４

９３ Ｐ２９ １２６４ ９．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７８８７ １０．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ８０２９ ２．６ ４

９３ Ｐ２９ ９６５ ２．０ ４

９３ Ｐ２９ １１７５ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６２ ９０．６ ４

石刃 ９３ Ｐ２９ １１７ ３．０ ４

９３ Ｐ２９ １１３５ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ２０４ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ２８７ ２．１ ４

９３ Ｐ２９ ２９０ １３．４ ４

９３ Ｐ２９ ２９１ ３６０．７ ４

９３ Ｐ２９ ３２３ １２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３０６ ２０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３１２ １１．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３１６ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３２４ １４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４１５ ３．９ ４

石刃 ９３ Ｐ２９ ４４０ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４６３ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４９６ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５７４ １０．０ ４

上白滝８遺跡（２）

４６０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２９ ５８６ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６５６ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８３９ ３０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８５７ ３２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９３３ ７．０ ４

Ⅲ―２４４ １９１ ２６３ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ ９７２ １９．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９９４ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０５８ １０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２００ １９．８ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ２６ １５．３ ４

Ⅲ―３３５ ２３４ ３７５ 接合資料 ９３ ４１７．５ ５９ ４ ９２２ ４０３２

Ⅲ―２４８ １９３ ２８７ 石刃 ９３ Ｏ２９ ５２０ １０．４ ４

９３ Ｐ２８ ４６４７ ７．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２２１ １１．７ ４

９３ Ｐ２８ ４４３９ １８．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２６４ ２．６ ４

９３ Ｐ２８ ２８５１ ６．６ ４

９３ Ｐ２８ ３３９３ ８．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７１１ １６．１ ４

９３ Ｐ２８ ４２３１ ６．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １０２９ １０．２ ４

９３ Ｐ２８ １５５８ １５．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １０４９ ７．３ ４

９３ Ｐ２８ ３３３２ ５．４ ４

Ｐ２８ Ⅱ １１７ １．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １０８６ １０．６ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １２５４ １．７ ４

９３ Ｐ２８ ２７１７ ４．７ ４

９３ Ｐ２８ ４３８８ ７．５ ４

Ｐ２８ Ⅱ １２４ ０．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １４１４ １２．８ ４

９３ Ｐ２８ ６４２０ ６．４ ４

Ｐ２８ Ⅱ １２６ １．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １５３０ ６．０ ４

９３ Ｐ２８ ２３４１ １４．１ ４

９３ Ｐ２８ ４３４２ １．５ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ １９５０ ３．６ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １９５８ ５．１ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２２９７ １０．５ ４

９３ Ｐ２８ ２８７５ １０．５ ４

９３ Ｐ２８ ４８２７ １４．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２３１２ ７．３ ４

９３ Ｐ２８ ６１３５ ５．２ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ２４５０ １．６ ４

９３ Ｐ２８ ３９２９ ２．６ ４

９３ Ｐ２８ ５５０６ ９．４ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ２７２５ ２２．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２７６２ １４．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２７７８ ８．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３２５２ １．８ ４

９３ Ｐ２８ ７４７２ ３．９ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３３７４ １１．２ ４

９３ Ｐ２８ ５４４４ １６．０ ４

Ｐ２８ Ⅱ １２０ １．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３９８３ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ ６１４７ １２．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３９０２ １．７ ４

９３ Ｐ２８ ４３９３ ２．９ ４

Ｐ２８ Ⅱ １１９ ２．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４４５９ ２．６ ４

９３ Ｐ２８ ５７４７ ６．１ ４

Ｐ２８ Ⅱ １３６ ２．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ４８４３ ４．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５７３７ ３．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６４３２ ５．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７０９６ ４．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７６３０ １６．６ ４

９３ Ｐ２８ ７８６５ ２．９ ４

Ｐ２８ Ⅱ １２３ １．０ ４

石刃 Ｐ２８ Ⅱ １２９ １．９ ４

Ⅲ―３３６ ２３４ ３７６ 接合資料 ９０・９１・９４ ２７２．３ ２３ ３・４ ６６７ ３１２２

石刃 Ｈ３２ Ⅰ １ ９．８ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ ３２ ２２．６ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ ４０ １．７ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ ４１ １．９ ４

９１ Ｈ３３ ５２ ２．７ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ ４２ １６．７ ４

９４ Ｉ３３ ３０ ６．３ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ ４３ １１．８ ４

９１ Ｈ３３ ９４ ６．７ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ ４４ １６．４ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ ４６ ６．７ ４

９１ Ｈ３３ １１４ ５．５ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ ５１ １２．３ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ ９８ １１．１ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ １０６ ８．７ ４

９１ Ｈ３３ １１２ ２．９ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ １１９ １５．８ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ １５１ ５２．３ ４

９１ Ｈ３３ １５５ １２．８ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ １５６ ４．６ ３

石刃 ９１ Ｈ３３ １５７ １８．９ ４

石刃 ９０ Ｉ３２ １５１ ９．０ ３

剥片 ９０ Ｊ３２ ７８８ １５．１ ４

Ⅲ―３３６ ２３５ ３７７ 接合資料 ９３ ４１０．７ ２０ ４ ８７８ ３８５１

剥片 ９３ Ｍ２９ ７６８ ４．３ ４

９３ Ｐ２８ ８０１５ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５３７ １２．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７８ ２．３ ４

９３ Ｏ３０ １７９ １８．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３９０ ７．５ ４

Ｏ３０ Ⅰ ３９ １２．４ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ２８ １８．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７４５ １．９ ４

Ⅲ―２５１ １９５ ３０８ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７６９４ １４７．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７９４ １１．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４６ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ２３１ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３５２ ２１．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５９６ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６０１ ２３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６０９ ４．８ ４

石刃 ９３ Ｐ２９ ７８８ １５．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｑ２８ ２４０ ７６．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２９ ４８ ９．４ ４

Ⅲ―３３７ ２３５ ３７８ 接合資料 ８９・９３・９５ ８８２．９ ５８ ４ ８５６ ３７８１

剥片 ９３ Ｍ３０ ６ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｍ３０ ８２ ４１．７ ４

二次加工ある剥片 Ｍ３５ Ⅰ ５ １１．０ ４

９３ Ｏ２９ １１６９ ２９．８ ４

剥片 Ｎ２８ Ⅰ １３ ２８．０ ４

石刃 ９３ Ｎ３０ １０６ ９．２ ４

９３ Ｎ３０ ２１０ １４．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｎ３０ １１６ ４．６ ４

９３ Ｏ２９ １３８９ １９．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２２１ ７．４ ４

９３ Ｏ３０ ４８１ ２２．７ ４

石刃 ９３ Ｎ３０ ２５５ １０．５ ４

Ⅲ―２４１ １８９ ２２４ 削器 ９３ Ｎ３０ ２７８ ３２．１ ４

９５ Ｏ２７ ３４９ ３０．７ ４

掲載遺物一覧

４６１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｎ３０ ３８７ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４０２ ６．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｎ３０ ４３４ ６．８ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４６４ ２１．６ ４

９３ Ｎ３１ ５３ ９．５ ４

縦長剥片 Ｎ３０ Ⅰ ２６ ３．３ ４

９３ Ｏ３０ ２０３１ ２３．１ ４

石刃 Ｎ３０ Ⅰ ６３ １１．７ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ２３ ５．６ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ ３１１ ２．２ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ ３８７ ２２．２ ４

９３ Ｏ３０ １１４９ ８．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ６５８ ３９．８ ４

９３ Ｏ３０ ８３２ １５．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ８５１ ６．２ ４

９３ Ｏ２９ ９５１ ６．３ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ ９５８ ７．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １２４４ １．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ３８ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５１ ２２．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５２ ４．５ ４

Ⅲ―２４５ １９１ ２７０ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ ６４ ３９．４ ４

Ⅲ―２４６ １９１ ２７２ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ ３１９ ７．０ ４

９５ Ｑ２５ ２ ４６．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４９２ ６．３ ４

９３ Ｏ３０ １８３１ １６．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １４２３ ２．６ ４

９３ Ｏ３０ １７２１ ４．７ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ １４８５ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １４９２ ５６．４ ４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３１ 削器 ９３ Ｏ３０ １７１８ ２６．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８４３ ３０．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９１７ ２．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ２１３７ ５．２ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ １０７ ３．６ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅱ ５７ １．５ ４

Ⅲ―２３４ １８４ １０２ 彫器 ９３ Ｏ３１ ８８ ４．５ ４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３５ 削器 ９５ Ｐ２７ ４２５ ２８．２ ４

Ⅲ―１２８ １０３ １４９ 石刃核 Ｑ３０ Ⅰ １ ６８．０ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２０７ １．２ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２６４ １８．１ ４

８９ Ｒ３０ ３３０ ３．７ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ３６０ ３．８ ４

８９ Ｒ３０ ５４９ ２．０ ４

Ⅲ―３４０ ２３６ ３７９ 接合資料 ８６・９３ ４６５．３ ６６ ３・４ ８５７ ３７８３

剥片 ９３ Ｍ３０ ２４１ １．０ ４

剥片 Ｍ３０ Ⅰ ２ ２．６ ４

９３ Ｎ３０ ５１ ２．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ ４９１ ３．８ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２０３ 錐形石器 ９３ Ｎ２９ ４６ １．３ ４

９３ Ｎ２９ １２３ ２．３ ４

９３ Ｏ２９ １８０９ ０．５ ４

剥片 ９３ Ｎ２９ １７７ １．４ ４

石刃 ９３ Ｎ２９ ５２９ １５．１ ４

石刃 ９３ Ｎ２９ ８７８ １１．３ ４

９３ Ｐ２８ ６０２９ １０．８ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４０９ ４．１ ４

９３ Ｏ３０ １３３３ １．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ １９２ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １２５９ ２．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １４４７ １３．６ ４

９３ Ｏ２９ １５５７ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １５５２ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６５３ ５．５ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ １８０５ ７．３ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｏ２９ ２３５８ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １８５０ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２０９７ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２２２０ １９．５ ３

Ⅲ―２３５ １８５ １２０ 彫器 ９３ Ｏ２９ ２４４０ ４．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５０８ ２．６ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ ７０９ ４．２ ４

Ⅲ―２４８ １９３ ２８６ 石刃 ９３ Ｏ３０ １１１９ ７．５ ４

９３ Ｏ３０ １２８９ ７．０ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ １１８３ ４．２ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ １２６５ ２．２ ４

９３ Ｏ３０ ２１１８ １１．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １６９４ ３．６ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２１５ 削器 ９３ Ｐ２７ ２５８ ９．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １０８ １２．６ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２０９ 削器 ９３ Ｐ２８ ４２４ １４．１ ４

彫器削片 ９３ Ｐ２８ ７１６ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９６８ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７９５ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ３９５０ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１１４ １．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２２９５ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ６６３５ ４．３ ４

Ⅲ―２３５ １８５ １３３ 彫器 ９３ Ｐ２８ ２３１１ １３．１ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２１２ 削器 ９３ Ｐ２８ ２４８３ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ４２３９ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ ７４７４ １１．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７５８ ４．２ ４

Ⅲ―２３４ １８５ １１３ 彫器 ９３ Ｐ２８ ２７６０ ３．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２７６７ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ４４２９ ５．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３８７１ ０．８ ４

９３ Ｐ２８ ７９２３ ６．９ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ４０６３ ３．７ ４

９３ Ｐ２８ ４８３８ ６．７ ４

Ⅲ―２５０ １９４ ２９７ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ５００７ １１０．５ ３

Ⅲ―２３４ １８５ １１２ 彫器 ９３ Ｐ２８ ５０４０ ２．４ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２０８ 削器 ９３ Ｐ２８ ６１５０ ２．３ ４

９３ Ｐ２８ ８０３９ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４８５ ４．６ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７２３９ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １６６ ５．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ３０ ３０ ２．２ ４

Ⅲ―２４０ １８９ ２１６ 削器 ９３ Ｑ２９ ５２ ５．０ ４

Ｑ２９ Ⅰ １ １３．１ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２１１ 削器 ９３ Ｒ２６ １ ８．８ ４

Ⅲ―３４２ ２３６ ３８１ 接合資料 ９２・９３ ６６８．９ ８０ ４ ８６７ ３８２３

縦長剥片 ９３ Ｍ３０ ６９４ ５．９ ４

Ｏ２９ Ⅱ ７７ ０．６ ４

Ｐ２８ Ⅱ １５４ １．７ ４

剥片 Ｍ３１ Ⅰ １０ １４．４ ４

剥片 ９３ Ｎ２９ １１０４ ３．７ ４

９３ Ｏ３０ ２２６３ ５．２ ４

Ｏ３０ Ⅱ ５５ ０．７ ４

Ｐ３０ Ⅱ ２ １．１ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅱ ３１ ０．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｎ３１ ５９ ２５．７ ４

縦長剥片 ９３ Ｎ３１ ２０６ ４．４ ４

縦長剥片 ９２ Ｎ３２ ８７ ８．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３９９ ３．４ ４

９３ Ｐ２８ ７６８５ １１．８ ４

Ⅲ―２３４ １８４ １０４ 彫器 ９３ Ｏ２９ ９０９ ６．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７２４ ３．１ ４

９３ Ｐ２８ ７７９２ ５．８ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ７６ ０．５ ４

上白滝８遺跡（２）

４６２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ３０ ４ １２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ９ １５２．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２２８ ４．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ３１２ ３２．５ ４

９３ Ｏ３０ １９６１ １２．３ ４

９３ Ｏ３０ ２０７４ ４．９ ４

Ｐ３０ Ⅱ ４ ０．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ３３４ １３．１ ４

９３ Ｏ３０ １０９４ ２４．５ ４

９３ Ｏ３０ １６９６ ３．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ４０１ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５８７ ８．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ６２３ １７．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ６３３ １．３ ４

９３ Ｏ３０ １５４９ １．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７２２ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７３５ １．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７５０ ４５．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７６６ ９．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ７９２ １．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ８４８ １．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ８７８ １．６ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ ９３３ ５．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ９４９ １．５ ４

９３ Ｏ３０ １３２２ １．１ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ ９５６ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ９７７ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １０７４ １．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１１５ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２２０ ０．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １２３８ １．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２９３ １７．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３０１ １．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １４０６ ９．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １５００ １１．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １５４３ ２．０ ４

Ｏ３０ Ⅱ ５２ ０．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １５６０ ８．７ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １５８３ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １６８８ １．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７１１ ４．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １７４５ ３．８ ４

９３ Ｏ３０ ２２８１ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７８４ １．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９８３ ３．１ ４

９３ Ｏ３０ ２２４４ ９．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ２０５８ １．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０７１ １．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２１５８ １．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２２４３ １２．２ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ２２ ７．７ ４

縦長剥片 Ｏ３０ Ⅰ ４６ ２．４ ４

Ｐ２８ Ⅱ １５２ １．３ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅱ ５０ ０．６ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅱ ５１ ２．０ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅱ ５３ ０．３ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅱ ５４ ０．８ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅱ ５６ ０．７ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １５１ １．２ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １５３ １．１ ４

Ⅲ―２５４ １９７ ３２１ 石核 ９３ Ｐ２９ １１８２ ６９．２ ４

剥片 Ｐ３０ Ⅱ ３ ０．５ ４

Ⅲ―３４３ ２３７ ３８２ 接合資料 ９２・９３ ６６１．０ ３８ ４ ８６６ ３８２２

剥片 Ｍ３２ Ⅰ １２ ９．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ７７ ５．３ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｎ３０ Ⅱ ３２ ０．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ １９ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ １７９ ５．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ １８４ ７．３ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ２７６ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ３９０ ２．０ ４

９３ Ｏ３０ １２７９ ２．０ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ９ ２４．２ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ８９ １４．７ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ５４ ５６．６ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ７９ １．５ ４

９３ Ｏ３０ １１９８ １３．３ ４

９３ Ｏ３０ １５５８ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ３４５ ６２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ３５７ ２７．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ３６６ １４．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５５５ ７．９ ４

９３ Ｏ３０ ９９７ ２１．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ６９３ ４．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ９９８ １１．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １００８ ２５．７ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ １０７６ ７．６ ４

９３ Ｏ３０ １５７６ １７．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１６６ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２６６ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２７３ ８０．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２９６ ２０．６ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ １３１２ ５２．２ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ １３２６ １５．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７９６ １８．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８７５ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８７７ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２１７２ ３．３ ４

削器 ９３ Ｐ２８ ４３６４ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｐ３０ ７６ ６７．１ ４

剥片 Ｑ２８ Ⅰ ４ １１．６ ４

Ⅲ―３４４ ２３７ ３８３ 接合資料 ９３ ４２４．７ ２５ ４ ８４２ ３７０３

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ２８３ １２．０ ４

９３ Ｐ２８ ７４９７ １６１．４ ４

９３ Ｐ２９ １３１ ４５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９８６ ２３．０ ４

９３ Ｐ２８ １８８８ ６．０ ４

９３ Ｐ２８ ７５７６ １５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５６３ ２．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １６１４ ４．６ ４

９３ Ｐ２８ １７７２ ２８．４ ４

９３ Ｐ２８ ３３１５ １９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１８５ ８．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２４３ ２．９ ４

９３ Ｐ２８ ３４７７ ２．３ ４

９３ Ｐ２８ ５４７０ １１．３ ４

９３ Ｑ２７ ２０３ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５００ ９．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４２１８ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４４６ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４７２ ３．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５４３９ ７．５ ４

９３ Ｐ２９ ４００ ２０．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９８１ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０１７ １１．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３６９ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４４１ ４．９ ４

Ⅲ―３４５ ２３８ ３８４ 接合資料 ９３ １７６６．９ ５９ ４ ９２６ ４０４３

剥片 ９３ Ｏ２９ ３５７ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６８９ ６．２ ４

掲載遺物一覧

４６３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２９ ８２６ ６．２ ４

９３ Ｐ２８ ５４９１ ４．９ ４

９３ Ｐ２８ ６７３３ ３８．５ ４

９３ Ｐ２９ ２８６ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １４０７ ５９．４ ４

９３ Ｐ２９ ４４４ ８６．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６９８ ６．１ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ５３ ２１．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１ ４９．４ ４

９３ Ｐ２８ ５７７３ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３３２ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３４５ １８．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８９４ ５２．２ ４

９３ Ｐ２９ ５２４ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８４８ ４３．６ ４

９３ Ｐ２８ ５９９０ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９８４ ５．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９９１ ９．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９９４ １８．２ ４

９３ Ｐ２９ ３７９ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３４１ ６２．６ ４

９３ Ｐ２９ １２８２ ６．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５４８ １６．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７２８ ９．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７４６ １８．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７９１ １４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５０７ ５４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５８０ ２４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５８２ ７６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５８９ ２０．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７７０ ５５．６ ４

９３ Ｐ２９ ２８９ １８．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８６２ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８９６ ７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９１４ ３７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９４４ ７．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０９９ １８．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２５ ２０．９ ４

９３ Ｐ２９ ８４３ ４２．３ ４

Ⅲ―２５０ １９４ ３００ 石刃核 ９３ Ｐ２９ ２３５ ３２６．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２９ ３２７ １０．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ３３３ ８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３６３ ４９．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４４３ ４６．９ ４

９３ Ｐ２９ ７７９ １９．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４５２ １０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４６４ １６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７７２ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７８０ １３．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ８１１ ２９．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８４１ １０７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０６４ ２０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１１３ １４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２４１ １５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２８９ １６．５ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ２４ ２８．４ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ２５ ３８．９ ４

Ⅲ―３４６ ２３８ ３８５ 接合資料 ９３ １７７８．２ １１５ ４ ９３１ ４０５３

縦長剥片 ９３ Ｏ２８ １２６５ ８．９ ４

９３ Ｐ２８ ７４４５ １２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２４３ ５１．４ ４

９３ Ｐ２８ ３３５７ ３６．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １８１７ １．６ ４

９３ Ｐ２８ ４９０７ ７．１ ４

Ｐ２８ Ⅱ １７４ ０．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２９ ２２４１ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２４２２ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２５１１ １．２ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ５５ ９６．７ ４

９３ Ｐ２８ ７３１３ ５．５ ４

縦長剥片 Ｏ２９ Ⅰ ５６ ３１．０ ４

９３ Ｐ２８ １８９３ ９．８ ４

９３ Ｐ２８ ５６４１ ５．５ ４

９３ Ｐ２８ ６４１４ ２０．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５０ ２２．６ ４

９３ Ｐ２８ ７６３６ １９．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４ １．９ ４

９３ Ｐ２８ ２２９１ １４．５ ４

９３ Ｐ２８ ３１５９ １４．３ ４

９３ Ｐ２８ ５９６５ ２．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５３８ １４．７ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５４７ １５．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６６３ １３．９ ４

９３ Ｐ２８ ３３６３ ２２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６８ ５．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １０８９ ２．３ ４

９３ Ｐ２８ ３１７０ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２７１ ７．４ ４

９３ Ｐ２８ ７４５４ ４．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １２７６ ２０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２９４ ４５．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３９１ １９．９ ４

９３ Ｐ２８ １３９２ ４９．８ ４

９３ Ｐ２８ ２２６３ ３．７ ４

９３ Ｐ２８ ６１５１ ５．９ ４

Ｐ２８ Ⅱ １７１ ０．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １４０３ １０６．６ ４

９３ Ｐ２８ ６７８８ ４．０ ４

Ｐ２８ Ⅱ １７３ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５２４ ２４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５３３ １．６ ４

９３ Ｐ２８ ８０８９ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８０６ ７．３ ４

９３ Ｐ２８ ２４６１ １．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８０７ ７１．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９０８ ４．４ ４

９３ Ｐ２８ １９２９ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９２１ １３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３６３ ０．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３９９ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ４２２９ ３．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ２４０２ １．４ ４

９３ Ｐ２８ ６２９２ １１．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４６２ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４７４ １．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５６４ ４．９ ４

９３ Ｐ２８ ８０７５ ２３．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３２３９ ０．９ ４

９３ Ｐ２８ ３９１１ ０．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３２８２ ７．２ ４

９３ Ｐ２８ ７２６１ ４１．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３２８８ ４．３ ４

９３ Ｐ２８ ５５１２ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３７１８ ０．７ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３７８１ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３８８３ ４．２ ４

９３ Ｐ２８ ７６１４ １４．５ ４

Ｐ２８ Ⅱ １７５ １．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３８９６ １９．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３９６０ ２６．５ ４

上白滝８遺跡（２）

４６４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９３ Ｐ２８ ４１６７ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４１８８ ９．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４１９７ ８．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４２３６ ５．６ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ４６８７ ４．５ ４

９３ Ｐ２８ ７２５７ １９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１９９ ４．１ ４

９３ Ｐ２８ ７２６４ ６４．５ ４

９３ Ｐ２８ ７６２５ １７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２９７ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３８１ ２．８ ４

９３ Ｐ２８ ６６３８ ８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３９４ ３．３ ４

９３ Ｐ２８ ７６１１ ２．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ６１００ １５．８ ４

９３ Ｐ２８ ６３１６ ４．７ ４

９３ Ｐ２８ ８０６３ ３．２ ４

Ｐ２８ Ⅱ １７７ １．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６１１７ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４０２ １２．３ ４

９３ Ｐ２９ １００８ ３５．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４６６ １２．７ ４

９３ Ｐ２８ ７２４９ ９．６ ４

９３ Ｐ２８ ８０７６ ２．１ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６５１６ ２８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５１９ ５８．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０２７ ５９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２４８ １１７．２ ４

９３ Ｐ２８ ７４３８ １２．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７２５４ ４０．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７２７６ ９．１ ４

９３ Ｐ２８ ７４７１ ７．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７２８０ ２８．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７４４９ ９．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７９５１ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０１１ ２．８ ４

Ⅲ―２５１ １９５ ３０６ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ８０５２ ６８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０５３ ２０．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０９４ ８．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８１０４ １２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８１０７ ３．４ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １７２ ２．３ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １７６ ０．７ ４

Ⅲ―３４７ ２３９ ３８６ 接合資料 ８６・８９・９２・９３ １９２９．１ ９３ ４ ７２２ ３２６８

剥片 Ｌ３１ Ⅰ ２ １２８．７ ４

剥片 ９３ Ｍ２９ １７６ ２８．４ ４

剥片 ９３ Ｍ３１ ２４ １０．４ ４

縦長剥片 ９２ Ｍ３２ ４６ ９．９ ４

９３ Ｐ３１ １３ ９．６ ４

縦長剥片 ９２ Ｍ３２ １４６ ２１．７ ４

剥片 ９２ Ｍ３２ ５７２ １０．８ ４

縦長剥片 ９２ Ｍ３２ ７９７ １０．４ ４

縦長剥片 Ｍ３２ Ⅰ ５ ３８．８ ４

二次加工ある剥片 Ｍ３２ Ⅰ ６ ７０．６ ４

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ７ ８２．０ ４

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ８ １２．６ ４

剥片 Ｍ３２ Ⅰ ９ ６．７ ４

剥片 Ｍ３２ Ⅰ １０ ９．７ ４

剥片 Ｍ３２ Ⅰ １１ ９．９ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ １ ４．３ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ １ ２０．０ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ２ ３４．８ ４

９３ Ｏ３１ １４７ １３．２ ４

縦長剥片 ９２ Ｎ３２ ９３ １４．６ ４

Ｎ３２ Ⅰ １７ ２．６ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｎ３２ Ⅰ １９ ２．３ ４

縦長剥片 ９２ Ｎ３２ １０２ ２５．８ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ １８０ ３．５ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ １８３ ２６．５ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ２４５ ４．３ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ３２４ ２．４ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ３３０ ５．１ ４

９３ Ｏ３１ １３１ ２．７ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ５７７ ３．６ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ５７８ １１．２ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ６５７ ２．６ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ９５２ ３．１ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ ６ ３１．４ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ ７ １３．９ ４

Ｎ３２ Ⅰ ２３ １．１ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ ９ ８．５ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ １１ ４．４ ４

Ｎ３２ Ⅰ ２９ ０．５ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ １２ ３．９ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ １４ ３．０ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ １５ ２．９ ４

剥片 Ｎ３２ Ⅰ ２１ １．２ ４

縦長剥片 ９２ Ｎ３３ ３８ ５７．４ ４

Ｎ３３ Ⅰ ６ １４．５ ４

剥片 Ｎ３３ Ⅰ ２ ２．３ ４

剥片 Ｎ３３ Ⅰ ３ ２．７ ４

剥片 Ｎ３３ Ⅰ ４ ２．４ ４

剥片 ８６ Ｎ３４ ４６ ２．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ８４１ ９．９ ４

９３ Ｐ２８ １８０ ９．１ ４

９３ Ｐ２８ ５７２０ １８．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ ５９ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ １１５ ８．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ １２４ ８．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３１ １２５ ３２．７ ４

石刃 ９３ Ｏ３１ １２９ １２．２ ４

９３ Ｏ３１ １３０ ２９．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ １４６ ２１．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ １５４ １０．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ６ １３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ １６ ４３．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ２９ １４．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ３０ １３．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ３１ ７．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ３２ １．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ３３ ５．３ ４

９３ Ｏ３２ ５０ １０．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ３５ ９．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３２ ３６ １５．０ ４

９３ Ｏ３２ ４８ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３２ ５５ ２．３ ４

剥片 Ｏ３２ Ⅰ １ ２３．０ ４

剥片 Ｏ３２ Ⅰ ２ ２２．８ ４

石刃 Ｏ３２ Ⅰ ３ １３．４ ４

剥片 Ｏ３２ Ⅰ ４ ７．３ ４

縦長剥片 Ｏ３２ Ⅰ １２ １７．６ ４

剥片 Ｏ３２ Ⅰ １３ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６２ ４６．２ ４

Ｐ３０ Ⅰ ７ ４．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１８ ９３．８ ４

９３ Ｐ２８ ５７５９ ２３．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７２７ ３１．５ ４

９３ Ｐ２８ ２２９４ ３９．１ ４

９３ Ｐ２８ ３３５３ ５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２７９ ２．３ ４

掲載遺物一覧

４６５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１１３ １７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３１２ ２１３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０２８ ７１．２ ４

Ⅲ―１２４ １０１ １２５ 舟底形石器 ８９ Ｒ３０ ４１９ １１５．８ ４

不明 不明 ４３．９ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ２２７ ２７．０ ４

剥片 不明 不明 ４．４ ４

Ⅲ―３４９ ２４０ ３８７ 接合資料 ９３ １４４２．３ ６５ ４ ９１１ ３９８９

剥片 ９３ Ｎ２９ １２７４ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １０１３ １３．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １０８６ ６．９ ４

９３ Ｐ２８ ３４６９ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６１８ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７７７ ７０．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １９６２ ７．５ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ５７ １１．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３３４ １９．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０２９ ２７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２２５ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２２８ ５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９３４ ６５．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４８１ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４８４ ７１．７ ４

９３ Ｐ２９ ３０７ ４．３ ４

９３ Ｐ２９ ８６７ ４４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８３３ ３２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９８７ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９９６ ３８．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０３３ ３７．９ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６０４３ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３４５ ７．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３５８ ９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３７８ ２０．０ ４

Ｐ２９ Ⅰ ２９ １８．３ ４

Ⅲ―２４４ １９１ ２６４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ６４９４ １３．１ ４

９３ Ｐ２９ ４９４ １８．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８３５ ５４．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９８６ １１．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９９０ ９．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９９７ ７．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３５２ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３５５ ８６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４１７ ２２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５８４ ２６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７２７ １９．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７７２ １６．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８９３ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０１４ ８．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０２６ ２４．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０３８ ９．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０４５ １２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８０４８ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８１０２ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １４８ １１．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １７９ １０．８ ４

Ⅲ―２５２ １９５ ３０９ 石刃核 ９３ Ｐ２９ ２３６ ２３５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３０８ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３１３ ７７．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３３６ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４６９ １５．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５８４ ８．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７３２ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７７４ ９．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７７６ ９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８４８ ２．４ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２９ ８６１ １０．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９１３ ３５．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９７１ ９．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０６８ １０．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１４４ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２８４ １０．９ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ３２ ４８．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｑ２９ ５３ １０．９ ４

Ⅲ―３５０ ２４０ ３８８ 接合資料 ９３ １２７７．１ ６８ ４ ９２８ ４０４６

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １５４ １０．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ４５４ ９．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １３７０ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １８９６ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １９３０ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２２３６ ５．２ ４

９３ Ｐ２８ ６３３６ ３５．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０１８ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３３６ ２７．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０１２ １０．２ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ２２５１ ８１．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３１７ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３２５ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８５１ ７．７ ４

９３ Ｐ２８ ６２２６ ５．３ ４

９３ Ｐ２８ ８０３３ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０３４ ４．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２２１ ４０．０ ４

９３ Ｐ２９ ７２ １０．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３２６ ９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３７４ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６４５ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０７７ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１３６ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３４８ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３５４ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４１０ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５３６ １２．７ ４

９３ Ｐ２９ ６９３ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６６４ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７０８ １３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７１１ ４．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７２０ １１．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７７２３ １９．９ ４

９３ Ｐ２９ ７７３ １１．４ ４

Ⅲ―２５５ １９７ ３２４ 石核 ９３ Ｐ２８ ７７２８ ２２６．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４２７ ７７．８ ４

９３ Ｐ２８ ７７２２ ６．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８４３ １１．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８８９ １１．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９７２ ３．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ８０２０ １１．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９ ２７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６７ ３６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８１ ４２．９ ４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３３ 削器 ９３ Ｐ２９ １５７ １２７．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １７４ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １９０ ８．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ２９８ ２９．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３１０ １０．２ ４

９３ Ｐ２９ ７８１ １．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３２９ ２２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３３５ １．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４１７ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４２４ １５．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５０２ ３．６ ４

上白滝８遺跡（２）

４６６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

削器 ９３ Ｐ２９ ５７１ ７２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５８１ ６６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６８６ ５．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８５９ ８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８６６ １１．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９６２ ２７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９８９ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１３９ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１５６ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １１９１ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２５７ ３．７ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ １５ ５．３ ４

Ⅲ―３５１ ２４１ ３８９ 接合資料 ９３ ４１０．４ ５０ ４ ８２７ ３６５８

剥片 ９３ Ｏ２９ ３ ５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６ ３．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３３ ２１．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２５ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １４９ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３４２ ７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４００ ２２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４２７ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３１ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３３ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８３６ ２０．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８４７ ４．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８４８ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１５６ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５１９ １．９ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １５５９ ３５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５６８ １０．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３８８７ ２．１ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １８４ １５．０ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １８５ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８２ ９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １６３ ３．４ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ５８ ８．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １５０ ２７．１ ４

Ⅲ―２４６ １９２ ２７７ 舟底形石器 ９３ Ｑ２７ １９６ ２２．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １９８ ６．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２００ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２２６ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２５１ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２９１ ７．５ ４

９３ Ｑ２７ ６０１ ２４．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３２７ ３９．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３７１ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３７３ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３７５ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３８３ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３８５ １２．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３８６ １３．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４７７ １．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４８６ １．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５８１ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６１８ １１．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６２７ １．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７８４ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １６１ １．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １８４ １．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２２８ ２．４ ４

Ⅲ―３５２ ２４１ ３９０ 接合資料 ９５ １４９２．３ ４５ ３・４ ８１４ ３６１１

石刃 ９５ Ｋ２８ １２８ ５．９ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｌ２８ １２ ４．２ ４

９５ Ｌ２８ ８２９ ４．７ ３

Ｌ２８ Ⅰ １６ ９．７ ４

Ｌ２８ Ⅰ １７ ８．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ５３１ ３０．０ ４

９５ Ｌ２７ ８９２ ９．５ ４

９５ Ｌ２８ １７ ２３５．４ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２７ ６８４ ９．３ ４

９５ Ｌ２８ １０６９ ９．５ ４

９５ Ｌ２８ １０９５ ７．７ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ ７９７ ８．５ ４

９５ Ｌ２８ １４７ ４９．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ ９１９ ２．７ ４

９５ Ｌ２８ １５８ ４．９ ３

９５ Ｌ２８ ２２５ ７．０ ３

９５ Ｍ２８ ８２７ １０．７ ４

９５ Ｍ２８ ８２９ ６．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ９６４ ７．４ ４

９５ Ｍ２７ １３７０ ６．０ ３

Ｍ２８ Ⅰ ４ ２０．２ ４

石刃 ９５ Ｌ２７ ９８３ ７．３ ４

９５ Ｌ２８ ３ ５８．２ ３

９５ Ｌ２８ １４８ １５．６ ３

縦長剥片 ９５ Ｌ２７ １０１６ ３．８ ４

９５ Ｌ２８ ４０２ １７．６ ３

９５ Ｌ２８ ４４６ ２．９ ３

９５ Ｌ２８ １８４１ ７．９ ３

９５ Ｍ２７ １３０６ ７．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １２４ ９．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ２１２ ３２８．１ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２８ ３７１ ４１．７ ３

９５ Ｎ２９ ３９４ ２８．１ ４

９５ Ｎ２９ ８５７ ４８．６ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２８ ５０７ １０７．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １４６８ １．２ ３

９５ Ｍ２７ １３８７ １７．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １６３５ １０．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ ２７６ ２５０．７ ４

９５ Ｍ２９ ４４ ４９．１ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ４１ ６．７ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ １０８ １．６ ３

９５ Ｍ２７ １２１０ ２．２ ３

９５ Ｍ２７ １３３７ ２．６ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ １００１ ７．７ ３

Ⅲ―３５３ ２４２ ３９１ 接合資料 ９０・９４ １３３９．３ ８８ ３・４ ７０８ ３２３７

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ６ １８．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３１ ７．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３４ ３．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４６ ３０．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５３ １４．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５４ １１．２ ４

９４ Ｉ３１ １１０ １．５ ４

９４ Ｉ３１ １６４ ３．５ ４

９４ Ｉ３１ ２００ １０．５ ４

９４ Ｉ３１ ５７９ ４５．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７２ ４７．９ ４

９４ Ｉ３１ ９５２ ６１．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ８２ ４２．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １０８ ２５．９ ４

９４ Ｉ３１ ２５１ ７．６ ４

９４ Ｉ３１ ３８２ １３．９ ４

９４ Ｉ３１ ９８５ １０．０ ４

９４ Ｊ３１ １３５８ ３．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １１２ ２８．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １１７ ６．３ ４

掲載遺物一覧

４６７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９４ Ｉ３１ １８６ １６．４ ４

９４ Ｉ３１ ２１０ ３０．５ ４

９４ Ｉ３１ ３７４ ５．２ ４

９４ Ｉ３１ ４９３ １．８ ４

９４ Ｊ３１ １３０９ ５．９ ４

９４ Ｊ３１ １３１４ １７．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２５８ ５．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２７５ ３．７ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２９６ ３．４ ４

９４ Ｉ３１ １０４１ １．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３０８ ６．５ ４

９４ Ｉ３１ ４８４ １．９ ４

９４ Ｉ３１ ７５２ ４．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３１１ ５．１ ４

９４ Ｊ３１ ２１８６ ５．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４１６ １３．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４６０ ６．３ ４

９４ Ｉ３１ ７２８ ２．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４６５ ４．１ ４

９４ Ｉ３１ ５６９ ６．３ ４

９４ Ｊ３１ ２１９１ ９．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５２６ ２６．１ ４

９４ Ｊ３１ ８６０ ２．８ ４

９４ Ｊ３１ １３７６ ６．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５３１ １．７ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５５８ ２．７ ４

９４ Ｉ３１ ８３８ ７．１ ４

９４ Ｉ３１ １００８ ６．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５８８ １１．４ ４

９４ Ｊ３１ ７１３ ２３．３ ４

９４ Ｊ３１ １４０４ ３．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６３２ ７．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６４０ ８．５ ４

Ⅲ―２４６ １９２ ２７３ 舟底形石器 ９４ Ｉ３１ ６４１ ４０．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６８２ ８２．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６９０ １１．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７３２ １２３．８ ４

９４ Ｉ３１ ７８６ １０．７ ４

９４ Ｉ３１ １０５１ ６４．１ ４

９４ Ｊ３１ ８４８ ５９．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ８４４ １１．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ８５３ ２．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９７２ ９．４ ４

石刃 ９４ Ｉ３１ １００１ ３．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １０５０ ７．０ ４

縦長剥片 ９４ Ｉ３２ １９３ １７．７ ４

９４ Ｉ３２ １９４ ７．６ ４

９４ Ｊ３１ ２３２３ ５．７ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ６０１ ３．１ ４

Ⅲ―２４８ １９３ ２８９ 石刃 ９４ Ｊ３１ ７０４ １２．７ ４

９４ Ｊ３１ ２２１２ ６．２ ４

９０ Ｊ３３ ６ １６．３ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １０８８ ４．３ ４

９４ Ｊ３１ １０８９ ５．４ ４

９４ Ｊ３１ １３２２ ４．９ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １３３７ ０．８ ３

石刃 ９４ Ｊ３１ １３４３ ２．９ ４

９４ Ｊ３１ １６３０ １７．９ ４

９４ Ｊ３１ ２２１３ １４．８ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １３６０ ３．６ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １３７２ ６．５ ４

９４ Ｊ３１ １６１８ ３．１ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １８８９ １１．９ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２１９５ １４．５ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２００ １２．０ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２０６ ２．９ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２０７ ２．８ ４

石刃 ９０ Ｊ３２ ４８２ ７８．９ ４

Ⅲ―３５４ ２４２ ３９２ 接合資料 ９５ ９３２．９ ３２ ４ ８３０ ３６６１

剥片 ９５ Ｋ２６ ７６ １．６ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ ２５ ４．３ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ２６ ９．７ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ６３ ５２．７ ４

９５ Ｌ２６ ３６２ １３．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １１６ １７．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １３０ ２８９．１ ４

９５ Ｌ２６ ５０７ ２．７ ４

９５ Ｌ２７ ２３５ ８．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２６６ ２．６ ４

９５ Ｌ２７ １９０ １９８．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２８５ ５．３ ４

Ⅲ―２４８ １９３ ２８５ 石刃 ９５ Ｌ２６ ３２４ ９．８ ４

９５ Ｌ２７ ３５５ １２．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４２４ ３．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５９２ ３．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６２３ ２．０ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ６３７ １５．０ ４

９５ Ｌ２６ ７７４ ３２．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７０１ ２．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７３５ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７６５ １１．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７６６ １．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７８１ １．１ ４

石刃 ９５ Ｌ２７ ６５ ３．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １２４ ４．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １８１ ４．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ２０８ ７．９ ４

Ⅲ―２５４ １９７ ３２３ 石核 ９５ Ｌ２７ ３４５ １０５．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ５８６ ３．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ６６１ ８．８ ４

剥片 排土 ９１ ９３．８ ４

Ⅲ―３５５ ２４３ ３９３ 接合資料 ９３ １６６８．８ ２８ １ ７７８ ３４９６

石刃 ９３ Ｏ３０ ２ ５６．９ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ５７ ５１．０ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １８１ ７１．２ １

９３ Ｏ３０ １８２ １１．５ １

９３ Ｏ３０ ３９４ ２２．４ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ３５９ １５４．３ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ５４４ ５６．８ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ７０７ ３９．０ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ７４６ ３．８ １

９３ Ｏ３０ １２０２ ２４．２ １

石刃 ９３ Ｏ３０ ７９１ ２１．７ １

９３ Ｏ３０ １２５７ １０．２ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ９０２ ２．５ １

９３ Ｐ２８ １７５３ ８４．９ １

９３ Ｐ２８ ４０７１ ６．６ １

石刃 ９３ Ｏ３０ ９９３ ２．５ １

９３ Ｏ３０ １１７９ ４．２ １

９３ Ｏ３０ １６２４ ５．２ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １０２２ １５．１ １

９３ Ｏ３０ １１９６ １０．７ １

９３ Ｐ３０ ４５ ２２．９ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １２２８ ８６．０ １

剥片 Ｏ３０ Ⅰ １１７ ５．８ １

Ⅲ―２５０ １９４ ２９９ 石刃核 ９３ Ｐ２７ ２６０ ２５９．０ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ２９０ １０７．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １５４０ ３３２．０ １

９３ Ｑ２６ ５０ １７３．３ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ５０ ２７．３ １

上白滝８遺跡（２）

４６８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―３５６ ２４３ ３９４ 接合資料 ９３ １０８１．６ ５４ １ ７５５ ３４２０

剥片 ９３ Ｍ３１ ３９ １７．８ １

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ６０ ４．９ １

石刃 ９３ Ｎ３０ １６８ １４．７ １

剥片 ９３ Ｎ３１ ４３４ ０．９ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ９３ ８．１ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ３３５ １．７ １

石刃 ９３ Ｏ３０ ３９８ ２．６ １

９３ Ｏ３０ １２１７ １．５ １

石刃 ９３ Ｏ３０ ４４３ ３．７ １

９３ Ｏ３０ ８５３ ２．５ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ６１５ １．５ １

９３ Ｏ３０ １２９０ １１．５ １

Ｏ３０ Ⅱ １２３ １．２ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ７２１ １．５ １

９３ Ｏ３０ １０８４ １４．７ １

９３ Ｏ３０ １７４９ ３．９ １

９３ Ｏ３０ １８９０ ９．１ １

Ｏ３０ Ⅱ １２２ ０．９ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ９９９ １．６ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １０１０ ５．０ １

９３ Ｏ３０ １５４８ ２．３ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １１２２ ５．９ １

Ⅲ―２４４ １９１ ２６０ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ １２０７ ７．８ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １２１１ ６．７ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １２５４ ３．１ １

９３ Ｒ２６ １３６ ６３０．７ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １２６１ ４．２ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １４９３ ５．４ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １５８４ ２．４ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １５９８ ４．１ １

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １６３２ ８．２ １

９３ Ｏ３０ ２３０１ １４．５ １

９３ Ｏ３０ ２３０２ ４．６ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １６３４ ０．６ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １６６２ ４．２ １

石刃 ９３ Ｏ３０ １６６７ ２．６ １

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ １７６１ ３．７ １

石刃 ９３ Ｏ３０ １７６７ ６．４ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０５６ ３．９ １

石刃 ９３ Ｏ３０ ２１１７ １２．４ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ２１７０ ４．３ １

石刃 ９３ Ｏ３０ ２２８０ １．６ １

剥片 Ｏ３０ Ⅱ １２１ ０．５ １

剥片 Ｏ３０ Ⅱ １２４ ０．８ １

剥片 Ｏ３０ Ⅱ １２５ １．１ １

剥片 Ｏ３０ Ⅱ １２６ ０．６ １

剥片 Ｏ３０ Ⅱ １２７ ０．７ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ６３ １．９ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ２５９ ９．１ １

Ⅲ―２４８ １９３ ２８４ 石刃 ９３ Ｐ２８ ２７４５ ３．４ １

９３ Ｐ２８ ５６３９ ６．５ １

剥片 ９３ Ｐ３０ ２１ ２８．９ １

Ⅲ―２３５ １８５ １２５ 彫器 ９３ Ｑ２７ ４１１ ７．０ １

Ⅲ―２５０ １９４ ２９６ 石刃核 ９３ Ｒ２６ ２９ １７２．２ １

Ⅲ―３５７ ２４４ ３９５ 接合資料 ９３ ２７８３．８ ４７ １・５ ７７３ ３４８９

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ５３ ４７．０ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２５５ ９４．５ １

９３ Ｐ２７ ５０１ ６２．５ １

９３ Ｐ２８ ３１２６ ２．６ １

９３ Ｑ２６ ９８ １３．３ １

剥片 ９３ Ｏ２９ １２３７ ４．８ １

９３ Ｐ２８ ２３２６ ４．４ １

９３ Ｐ２８ ３８９５ ５．５ １

９３ Ｐ２８ ３９０６ ６．３ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １９８ ３１３．４ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ５２ ３５．３ １

９３ Ｐ２７ ４３１ ３．７ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ １１１ ２７２．０ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３３１ １７．５ １

９３ Ｐ２７ ４０６ ３．５ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３９６ １２０．９ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ４９５ ４８．５ １

９３ Ｐ２８ ７２７８ １０．３ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ５１３ １０．９ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ５１７ ２８．２ １

Ⅲ―２５３ １９６ ３１７ 石核 Ｐ２７ Ⅰ １ ４９９．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３５７ ３２．０ １

９３ Ｐ２８ ３７３０ ２９．０ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３６６ ６０．９ １

９３ Ｐ２８ ８１４ １６．０ １

９３ Ｑ２７ １６５ ７．４ １

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ８０６ １４８．６ １

９３ Ｐ２８ ７２３０ １０．６ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １３６９ ２１．２ １

９３ Ｐ２８ １３７１ ４．８ １

９３ Ｐ２８ １７８６ １１．６ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １５５５ ２０．８ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １５８６ ５７．０ １

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ３５４８ ５１．６ １

９３ Ｐ２８ ５０３８ ５５．１ １

９３ Ｐ２８ ７３９６ ８．１ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４０３４ ５１．９ １

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ８９ ５１．３ １

９３ Ｒ２６ １２９ ３７．３ ５

剥片 ９３ Ｑ２６ ７８ １２４．２ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １２６ ２３．１ １

９３ Ｒ２６ １０６ １７．６ ５

剥片 ９３ Ｑ２７ ２２ ５．８ １

９３ Ｑ２７ ２３ ３．９ １

Ⅲ―２５３ １９６ ３１６ 石核 ９３ Ｑ２７ ２３６ ３１６．２ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ３８９ ４．９ １

剥片 ９３ Ｒ２６ １１９ ８．４ ５

Ⅲ―３５９ ２４５ ３９６ 接合資料 ９３ ９９３．８ ６３ ４ ９２９ ４０５０

剥片 ９３ Ｏ２９ １４３５ ２８．１ ４

９３ Ｐ２８ ９４６ ５．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２７ １２５ ３．６ ４

９３ Ｑ２７ ４５１ ５．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ １２９ ３９．０ ４

９３ Ｐ２７ ３８９ １３．０ ４

９３ Ｑ２７ ５８９ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３８６ ２１．４ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７０ １９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４３ ６３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７８ ２５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０９ １１．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０２ ５．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ８２５ ３３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０１９ ９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１８３ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１８４ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７２０ １３１．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４１８ ８．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４９４ ４．５ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １８９ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９８ ２４．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５ ５．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２４ ７．５ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｑ２７ ２７ １２３．８ ４

掲載遺物一覧

４６９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｑ２７ ３９３ ４６．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １１１ １．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １９９ １２．０ ４

９３ Ｑ２７ ４８１ １３．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２１１ １５．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２１６ ２５．８ ４

Ⅲ―２４８ １９３ ２９０ 石刃 ９３ Ｑ２７ ２２２ ２６．６ ４

９３ Ｑ２７ ３０５ １４．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２３８ ７．８ ４

Ⅲ―２５４ １９７ ３２２ 石核 ９３ Ｑ２７ ３０３ ４０．５ ４

石刃 ９３ Ｑ２７ ３１４ １３．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３７４ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３９０ ３．３ ４

石刃 ９３ Ｑ２７ ３９１ ７．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３９２ ６．９ ４

石刃 ９３ Ｑ２７ ３９６ １１．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３９７ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３９８ １１．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４１０ １．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４１７ １．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４２２ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４７４ ７．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４８８ ７．７ ４

石刃 ９３ Ｑ２７ ５６６ ４．６ ４

９３ Ｑ２７ ５７０ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５８６ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５８７ ２０．６ ４

９３ Ｑ２７ ６４３ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５８８ ８．０ ４

石刃 ９３ Ｑ２７ ５９６ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５９９ ５．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６３１ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６８５ １．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６９９ ７．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７２１ ９．０ ４

石刃 ９３ Ｑ２７ ７３７ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７６５ ８．１ ４

Ⅲ―３６０ ２４５ ３９７ 接合資料 ９３・９５ ５４０．４ ３１ １・５ ７２６ ３２８３

剥片 ９５ Ｌ２７ ７１４ ３．７ １

９３ Ｎ２９ １２８６ ２８．０ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ７７６ ８．０ １

９３ Ｎ２９ ７６８ １６．５ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ ４６０ ４２．３ １

石刃 ９３ Ｎ２９ ９７７ １５．６ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １１３６ ６．０ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １１３９ ２６．７ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １１４５ １４．３ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １３０３ ９．４ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １６８０ ３．９ １

９３ Ｏ２８ ７９７ １０．２ １

９３ Ｐ２８ ２５９８ ６．０ １

Ⅲ―２４１ １８９ ２２１ 削器 ９３ Ｎ２９ １６９７ ５１．８ １

二次加工ある剥片 ９３ Ｎ３０ ６６ １０８．３ ５

剥片 ９３ Ｎ３０ １６７ １４．９ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ３５９ １５．６ １

剥片 Ｏ２７ Ⅰ ２１ １７．６ １

剥片 ９３ Ｏ２８ ５５８ ５３．０ １

９５ Ｏ２８ １６２５ ６．０ １

剥片 ９３ Ｏ２８ ７１３ ６．６ １

９３ Ｏ２９ １４７ １．２ １

９３ Ｏ２９ ２４４ ９．８ １

Ⅲ―２３４ １８４ １０３ 彫器 ９３ Ｏ２９ ７２ ６．１ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ５４２ ３．６ １

Ⅲ―２３５ １８５ １２８ 彫器 ９３ Ｏ２９ １４４２ ６．４ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２３６６ １４．２ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９５ Ｐ２６ ９２ ２０．５ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １７８３ ５．６ １

９３ Ｐ２８ ４１７７ ６．４ １

９３ Ｐ２８ ７６０５ ２．２ １

Ⅲ―３６１ ２４６ ３９８ 接合資料 ９３・９５ ４２７．０ ４１ ４ ７９８ ３５４３

石刃 ９３ Ｎ２９ ５６６ ２．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｎ２９ ７７０ ２５．２ ４

Ｐ２８ Ⅱ １９０ ０．６ ４

Ⅲ―１３１ １０５ １７５ 石核 Ｎ３３ Ⅰ １ ９８．８ ４

縦長剥片 ９５ Ｏ２７ ３４２ ３．３ ４

９５ Ｏ２７ １０９２ １２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １６２ １．５ ４

９３ Ｏ２８ １７５６ ４．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２８ ３８２ ５．０ ４

９３ Ｏ２８ ６５４ １１．６ ４

９３ Ｏ２８ ７５７ １２．７ ４

９３ Ｏ２８ １２０３ ５２．４ ４

９３ Ｏ２９ ６４７ ２．３ ４

Ｏ２９ Ⅰ １０４ ２７．６ ４

剥片 ９５ Ｏ２８ ４６６ ０．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ５３６ １．９ ４

９３ Ｏ２８ １６９５ ２２．８ ４

９３ Ｐ２７ ５８ ９．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ７１１ ７．４ ４

剥片 ９５ Ｏ２８ ７２８ １．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １２４０ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １５０４ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １６７５ ２．９ ４

Ｏ２９ Ⅱ １１２ ０．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １７７５ １６．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １７９７ １．８ ４

剥片 Ｏ２８ Ⅰ ２４ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３６ ５．９ ４

９３ Ｐ２８ ４０６４ ８．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２３９ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３８２ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４６７ １．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １０６７ ３３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １２８２ ２．０ ４

縦長剥片 Ｏ３０ Ⅰ ６６ ２．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １４５９ ２６．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５２８ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３０３７ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３０４０ １．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５０４２ １．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２７６ １．４ ４

Ⅲ―３６１ ２４６ ３９９ 接合資料 ９３ ３３７．１ ２３ ４ ８６４ ３８１３

剥片 ９３ Ｐ２８ ７ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２２ ２７．９ ４

Ⅲ―２５３ １９６ ３１５ 石核 ９３ Ｐ２８ １８５ ３７．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２９８ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３６３ １３．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１６２ ８．６ ４

Ｐ２９ Ⅰ ３６ ３３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７９４ １０．５ ４

９３ Ｑ２７ ７６３ ２０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３１１ １８．６ ４

９３ Ｐ２８ ７６６８ １４．０ ４

９３ Ｐ２９ １０１８ ４６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３４３１ ６．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３７９５ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４４７ ３．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ５０１ １４．１ ４

９３ Ｐ２９ ７１３ ２５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７０８ ４．３ ４

上白滝８遺跡（２）

４７０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｑ２７ ５３２ １９．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５５２ ９．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７７２ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７７３ ５．１ ４

９３ Ｑ２７ ７７４ ４．０ ４

Ⅲ―３６２ ２４６ ４００ 接合資料 ８９・９３ ２５７．９ ２５ ４ ８８９ ３８９８

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９４ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２２ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８６２ ３．４ ４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３２ 削器 ９３ Ｐ２８ ２６３５ ４４．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６４１ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８０５ ７．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８３３ ４．０ ４

９３ Ｐ２９ ６７２ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４６６ ９．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７８１ ２２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８４２ ８．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５５３ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６３４ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６４９ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８１５ ８．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９１６ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ９４３ ８．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ １５９ ２．６ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４１０ ５．５ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ４９４ １１．１ ４

８９ Ｓ２９ ４５５ ６６．１ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ５３７ １０．８ ４

剥片 Ｒ３０ Ⅰ ３ １３．２ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ２２９ ３．０ ４

剥片 ８９ Ｓ２９ ３９９ ２．７ ４

Ⅲ―３６３ ２４７ ４０１ 接合資料 ９３ ４９４．７ ８１ ３・４ ９１２ ３９９０

剥片 ９３ Ｏ２９ １３８３ １０．８ ４

Ｐ２８ Ⅱ １６９ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９ ２．８ ４

９３ Ｑ２８ ５０ １．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８１ １．２ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４６ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８６ １６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９７ ２．４ ４

９３ Ｐ２８ １２２８ ２７．３ ４

Ｑ２７ Ⅱ ９ ２．２ ４

９３ Ｑ２８ １６２ ６３．２ ４

Ⅲ―２４４ １９１ ２６２ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ６３１ ９．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０１４ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１６８ １．８ ４

９３ Ｑ２８ ３０２ １７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１９９ １０．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２４０ ６．６ ４

９３ Ｐ２８ ４４９２ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２８７ １．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３１１ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３１７ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １４３６ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １６０９ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １６１３ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９６８ １．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９８３ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９９０ １２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２００４ １．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２００９ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１６７ ４．３ ４

９３ Ｐ２８ ４８３９ ８．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１９５ ３０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２００ １．６ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２４５ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４８７ １２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５０２ ４．６ ４

９３ Ｑ２７ ４４４ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８１６ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８２８ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８７７ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９７７ ７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９８２ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３００２ １０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２３２ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３７９６ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３８５６ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９６９ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４５３ ３．９ ４

９３ Ｐ２８ ５４６５ ２．９ ４

Ｑ２７ Ⅱ ７ １．９ ４

Ｑ２７ Ⅱ ８ １．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４６９ ５．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４８８６ １７．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４２１ １．８ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １６３ １．２ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １６４ １．７ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １６８ ３．３ ４

Ｐ２８ Ⅱ １７９ ２．８ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １７０ ０．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ４２７ ３．４ ４

９３ Ｑ２７ ４４０ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７３６ ４．２ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ５４ １．６ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅱ ４９ ０．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５７ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２２７ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３１７ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４４３ １２．９ ４

９３ Ｑ２７ ５９７ ２．０ ４

９３ Ｑ２７ ７２３ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４６６ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５３８ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５４０ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５４５ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７１４ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７３４ ５．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ８６０ １４．２ ４

剥片 Ｑ２７ Ⅱ ５ １．２ ４

剥片 Ｑ２７ Ⅱ ６ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １８０ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２２０ ７．５ ４

Ⅲ―３６３ ２４７ ４０２ 接合資料 ９３ ５１３．４ ４４ ４ ９１４ ３９９２

剥片 ９３ Ｎ２９ ２６１ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３４５ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９１ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８１６ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８４３ ５．０ ４

９３ Ｑ２７ ４６８ ５４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８７０ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１５５ １．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５６０ １９．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １６３１ ２．４ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １４６ ５．８ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １４７ ４．６ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １５５ ０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １７ １０．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７９ ３．５ ４

９３ Ｑ２７ ７２８ ７４．８ ４

掲載遺物一覧

４７１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２９ １４０ ２２．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １１３ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １１９ １０．５ ４

９３ Ｑ２７ １４９ ５．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １４７ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １５２ ８．５ ４

９３ Ｑ２７ ５７８ ２７．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １５３ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３１６ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３２６ ４３．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３５９ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３６８ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３７８ ２３．４ ４

９３ Ｑ２７ ４６７ ２６．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３８２ ８．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３９９ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５８２ １２．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５９０ ４．０ ４

９３ Ｑ２８ １７６ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６４０ １３．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７２９ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２０ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ５６ ３６．７ ４

９３ Ｑ２８ １６４ ３．５ ４

Ⅲ―２４４ １９１ ２６１ 舟底形石器 ９３ Ｑ２８ ５７ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ９０ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １６８ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １７４ ３．３ ４

Ⅲ―３６４ ２４８ ４０３ 接合資料 ９３ ３５２．９ ２９ ４ ８８３ ３８７５

剥片 ９３ Ｏ２８ １８６ １０．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １２８６ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３１１ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １４８１ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４ ２．５ ４

Ⅲ―２５４ １９７ ３２０ 石核 ９３ Ｐ２８ ２５８７ １１．４ ４

９３ Ｐ２８ ３５８０ ９０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３０７０ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３０８７ １０．７ ４

９３ Ｐ２８ ６２７１ ９．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３１００ ４０．５ ４

９３ Ｐ２８ ５０９２ ３３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３５７９ ５．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３７５６ ５．９ ４

９３ Ｐ２８ ６２７８ １４．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４０５０ ２３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４５５５ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５０６６ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５１３ ７．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５３４ １．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５３５ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５５５ ３．１ ４

Ⅲ―２４３ １９０ ２５２ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５９００ ８．１ ４

９３ Ｐ２８ ６２８０ １３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６２１ ７．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９５５ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９７３ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１９４ ５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２５１ ２．８ ４

Ⅲ―３６５ ２４８ ４０４ 接合資料 ９５ １４４８．６ ３９ ３・４ ８１３ ３６１０

剥片 ９５ Ｌ２７ ４０９ １１．５ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２７ １０２７ ４．５ ４

９５ Ｌ２８ １１２５ １５．４ ４

９５ Ｍ２７ １５３０ １２．１ ４

９５ Ｍ２７ １５７５ １０．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １０３６ ９６．４ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｌ２８ ４６６ ８７．１ ４

９５ Ｌ２８ １７０３ １１．７ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ １０５６ ２７．６ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２８ ２０ ２８．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ２１７ ７．６ ４

９５ Ｌ２８ １４０９ ３１．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ３７６ １７．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ３９３ ８３．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ５２５ ５．３ ４

９５ Ｌ２８ ５３２ ８．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ７８４ ３１４．５ ３

９５ Ｌ２８ １８６７ ２．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ７９２ ４４．７ ３

９５ Ｌ２８ １１２８ ４８．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ８７８ １１．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ８９９ １０．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １１２９ １０４．３ ４

９５ Ｌ２８ １２８８ ２７．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １１４６ ４．５ ４

９５ Ｌ２８ １４１１ ３．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １１８５ １７９．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １５９０ ６．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １５９９ ４．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １７４１ ４．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １８０９ ３．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １８２４ ５２．８ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５７２ １２．８ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ １４０２ ３．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １４９７ ６３．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １５０９ ２１．１ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １６１３ ２．８ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ １６１５ ６．５ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ３５ ５７．４ ４

― ２４９ ５０５ 接合資料 ９３・９５ ４１４８．４ ２７６ １・３・４・５ ９３９ ４０７８

剥片 ９５ Ｌ２７ ８４５ ４８．１ ３

９５ Ｍ２７ １２２６ １３．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １３０ ２１．３ ３

９５ Ｍ２７ １５１６ ９９．７ ３

９５ Ｎ２６ ３４０ ３．４ ５

９５ Ｎ２７ １１６９ ２．９ ５

剥片 Ｌ２８ Ⅰ ２２ ７７．８ ５

剥片 ９５ Ｍ２６ ５２２ ５．５ ３

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ９ １．２ １

９３ Ｎ２９ １７４０ ８．１ ５

９５ Ｏ２６ ２６１ ３４．５ ４

９５ Ｏ２７ ８４６ ３４．２ ５

９５ Ｏ２７ ９２８ １．２ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ４７３ １１．９ ５

９５ Ｍ２７ １２６８ １３．５ ５

９５ Ｎ２６ ３３７ ２７．９ ３

９５ Ｎ２７ ８２８ １．８ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １３０２ １５．３ ５

９５ Ｎ２６ ２７０ １０．３ ５

９５ Ｎ２７ ５６０ ４．１ ５

９５ Ｎ２７ ９３８ ３．５ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １３５５ ２５．５ ５

９５ Ｎ２６ ２８９ ５．０ ５

９５ Ｎ２６ ３０９ １２．３ ５

９５ Ｎ２７ １ ３３．１ ５

剥片 ９５ Ｍ２８ ２４ ２．４ ５

９５ Ｐ２６ ２３６ ４．８ ５

剥片 ９５ Ｍ２８ ９２ １．４ ５

９５ Ｎ２７ ４０８ ２．３ ５

９５ Ｎ２８ １２６ ２．３ ５

― １９８ ４１５ 尖頭器削片 ９５ Ｍ２８ ３１７ １．５ ５

上白滝８遺跡（２）

４７２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｍ２８ ３４２ １．４ ５

９５ Ｍ２８ ５５１ ２．３ ５

剥片 ９５ Ｍ２８ ３４７ ０．７ ５

９５ Ｎ２８ ２１７ ４．９ ４

９５ Ｏ２７ ６２５ ８．０ ５

剥片 ９５ Ｍ２８ ３５０ ２．６ ５

９５ Ｐ２６ ２０２ ２．３ ５

剥片 ９５ Ｍ２８ ３５５ ２．０ ５

剥片 ９５ Ｍ２８ ４４８ ３．９ ５

剥片 ９５ Ｍ２９ ２１ ６．３ ５

９５ Ｍ２９ ３２２ １．９ ５

９５ Ｏ２７ ６１２ ４．３ ５

剥片 ９５ Ｍ２９ ９２ ０．４ ５

９５ Ｏ２６ ６１ １５．１ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ １０７ ９．１ ５

９５ Ｎ２７ ７６９ ６．５ ５

９５ Ｎ２８ ３３２ ９．６ ５

剥片 ９５ Ｍ２９ ２３７ ２．４ ５

９５ Ｏ２７ ６９３ ８．２ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ３６８ １９．３ ５

９３ Ｍ２９ ４６６ １０．２ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ３９３ ３４．４ ５

９５ Ｎ２８ １２５ ２０．８ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ３９６ １１．２ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ４４５ １３．０ ５

９５ Ｎ２７ ７６ ２．８ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ５１７ ３．１ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ５５２ ４．０ ５

剥片 ９３ Ｍ２９ ６５４ ３．１ ５

剥片 ９３ Ｍ３０ １０３ ２５．１ ４

９５ Ｎ２６ ３６０ ２５２．９ ５

９５ Ｎ２７ １４２ ４．８ ５

９５ Ｏ２７ １０８７ １．２ ５

剥片 ９３ Ｍ３０ ７５２ ２．１ ３

９５ Ｐ２６ ２５２ １．３ ５

― １９８ ４１３ 尖頭器 ９５ Ｎ２６ １６２ ８４．０ ４

９５ Ｏ２５ ８２ １３．９ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ２ ５．７ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６ １．８ ５

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ３３ ３．４ ５

９５ Ｏ２７ ５４７ １７．４ ５

９５ Ｏ２７ ８６７ １９．３ ５

９５ Ｏ２７ １１１７ ２．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ５２ ２７．３ ５

９５ Ｎ２７ ２２０ １０．９ ５

９５ Ｎ２７ １０７８ １２．５ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １２８ ３．４ ５

９５ Ｎ２７ ４０５ ４．９ ５

９５ Ｐ２６ ２５８ １．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １４５ ７．０ ５

９５ Ｏ２７ ６３１ ２．４ ５

９５ Ｐ２６ ２８４ ６．４ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １７５ ４．２ ５

９５ Ｏ２７ ３２８ ７．９ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ １８６ ５．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ２０１ ７．４ ５

９５ Ｏ２７ １３５ １６．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ２１５ ２．２ ５

９５ Ｎ２７ ６３６ ３．５ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ２２８ ２．８ ５

９５ Ｏ２７ ８７５ ４．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ２５６ ２．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ２５８ １．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ２８０ ６．５ ５

９５ Ｎ２７ ３１３ ９．５ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｎ２７ ５９１ ３．６ ５

９５ Ｎ２７ ８１０ ３．０ ５

９５ Ｎ２７ ８２５ １０．２ ５

９５ Ｎ２８ ２７７ ２８．１ ５

９５ Ｏ２６ ５３９ ４．４ ４

９５ Ｏ２７ ５３９ １１．０ ５

９５ Ｏ２７ ６１３ ２８．１ ４

９５ Ｏ２７ ７５０ ４．９ ５

９５ Ｏ２７ ８３９ ８．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ２９２ ２．８ ５

９５ Ｏ２６ ５８３ ４９．８ ４

９５ Ｏ２７ ２７０ １５．１ ５

９５ Ｐ２６ ２２５ ３．６ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ３０９ ２．３ ５

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ３１５ １．７ ５

９５ Ｏ２６ ２０４ ３４．２ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ３２７ ８．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ３６４ １．９ ５

９５ Ｎ２８ １２０ ５８．６ ５

９５ Ｏ２７ １０４４ ５．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４０６ １．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４１８ ４．１ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４２０ ８．５ ５

９５ Ｎ２８ １６８ ２．４ ５

９５ Ｏ２７ ６００ ５．０ ５

９５ Ｏ２７ ８５２ ４．５ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４５７ ２．６ ５

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ４６３ ９．５ ５

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ４６８ ５．５ ５

９５ Ｎ２８ ２８５ １４１．５ ５

９５ Ｏ２６ １７６ ２６．３ ５

９５ Ｏ２７ ６８５ １２．７ ５

９５ Ｏ２７ ７９７ ３５．５ ５

９５ Ｏ２７ １０４２ ５．１ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４８０ １．６ ５

９５ Ｎ２７ ５５１ ４．０ ５

９５ Ｎ２７ ６６６ １８．３ ５

９５ Ｎ２７ ６９５ ２．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４８４ ２．０ ５

９５ Ｏ２７ ５４２ １．７ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４９５ １．４ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ４９９ ６．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ５４３ ２．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ５４６ ７８．７ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ５５８ １．４ ４

９５ Ｏ２６ ２６６ ８．８ ４

９５ Ｏ２６ ４０８ ４５．１ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ５６５ ２１．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６１２ ５．６ ５

９５ Ｎ２７ ６９３ ４．０ ５

９５ Ｎ２７ １０７０ ８．４ ５

９５ Ｎ２７ １５１８ ３．２ ５

９５ Ｎ２８ １３１ ５．７ ５

９５ Ｎ２８ ２８１ ４．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６１３ ２．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６２０ ３．７ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６２８ ２．５ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６３０ ２．８ ５

９５ Ｐ２６ ２１７ ７．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６６４ ２４．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６８０ １．６ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ６８７ ２．７ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ７２１ ２．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ７５９ ４．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ７６７ ３３．３ ５

掲載遺物一覧

４７３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｏ２６ ２３５ ３．５ ４

９５ Ｏ２７ ７８３ １５．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ７８５ ２．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ８０２ ８．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ８８６ １８．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ８９８ ６．９ ５

９５ Ｎ２８ ４４４ ５．９ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ９７７ ７．８ ５

９５ Ｎ２８ ２９３ ３．５ ５

９５ Ｎ２８ ４４８ ３．５ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １００９ ２１．１ ５

９５ Ｎ２７ １１５７ ５２．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １０６０ ３．３ ５

９５ Ｏ２７ １４２９ ４．７ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １０８６ １．８ ５

９５ Ｐ２６ ２６１ ２０．４ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １１３０ ８．７ ５

９５ Ｏ２７ １３５２ １．９ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ６１ ２．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ７６ ６．２ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ １３５ ９．９ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ １５６ １３．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ １５８ ５５．８ ５

９５ Ｎ２８ ２６８ ２６．３ ４

剥片 ９５ Ｎ２８ １８４ １０７．４ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ １８６ ２７．９ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ １８８ ２．１ ５

９５ Ｏ２７ １２６４ ５．６ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ２４９ ４．４ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ２５４ ４．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ２７８ ５．９ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ２８４ １５．８ ５

９５ Ｏ２７ ６１４ ３．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ２９１ １２．８ ５

９５ Ｎ２８ ２９６ １．１ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ３３４ １．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ３７８ ６．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ３７９ １２．１ ５

剥片 ９５ Ｎ２８ ３９６ ４３．３ ５

９５ Ｏ２７ ５２９ ３．３ ５

剥片 ９５ Ｎ２９ ５８６ ２０．３ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ １５９９ １８．５ ３

剥片 ９３ Ｎ２９ １６２８ ８．２ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ２０３ １５．０ ４

縦長剥片 ９５ Ｏ２６ ２０５ ２８．１ ４

９５ Ｏ２７ ６６７ １１．８ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ２５３ ４．７ ４

９５ Ｏ２７ ８５７ ５．２ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ２５６ １１．１ ４

９５ Ｏ２７ ２３１ ５．０ ５

９５ Ｏ２７ ５９９ ７．１ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ２６０ １．７ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ２６３ １０．７ ４

９５ Ｏ２７ ４６１ ５４６．０ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ２９１ ４．０ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ３３８ ４．１ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ １１９ ２２．４ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １４２ １５．１ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １４３ ４．５ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １５０ ６．３ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １５３ １０．６ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ２３５ ６．３ ５

９５ Ｏ２７ ３４７ ３．９ ５

９５ Ｏ２７ ６０６ ３０．１ ５

９５ Ｏ２７ ９９７ １．４ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｏ２７ ２６３ １０２．９ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ２９５ ６．２ ５

９５ Ｐ２６ ２４８ ８．６ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ３２３ １４．０ ５

９５ Ｏ２７ ７１５ ２１．６ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ３７１ ３．１ ５

９５ Ｏ２７ １２７９ ４．３ ５

９５ Ｏ２７ １３３８ ７．５ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ３８３ ５．３ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ４１５ ８．４ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ４５８ ５．８ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ５２２ ６．６ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ５３７ ７．７ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ５４１ ５．９ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ５８８ ３７．２ ５

９５ Ｏ２７ ８６８ ２８．９ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ６１７ １９．３ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ６７４ ５．６ ５

縦長剥片 ９５ Ｏ２７ ６８９ ８．９ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ６９４ ０．６ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ７００ １７．３ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ７１１ ４．５ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ７８７ ５．４ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ ７９５ ７．１ ５

９５ Ｏ２７ １００２ ２．７ ５

９５ Ｏ２７ １２４７ ２．０ ５

９５ Ｐ２６ ２６４ ６．８ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ７９６ ２．３ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ８３６ １．７ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ８４８ ３７．０ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ８５８ ２．２ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ９２９ ３．９ ５

９５ Ｏ２７ １０８８ １２．３ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １００６ ５．１ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １０７８ ４．１ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １０９８ １７．４ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １１７１ １７．０ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １２５９ ２．１ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １２７４ ５．６ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ １９８ ４．８ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２００ ４．８ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２０１ １１．８ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２０８ ８．３ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２０９ ２３．７ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２１２ ６．３ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２３０ １４．９ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２４１ ３５．２ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２６３ ６．５ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２７７ ２．１ ５

剥片 ９５ Ｐ２６ ２８３ １０．３ ５

Ⅲ―３６６ ２５０ ４０６ 接合資料 ９３ ８８．４ ７ ４ ― ５７４４

尖頭器削片 ９３ Ｏ２８ ３９０ １．７ ４

― １９８ ４１７ 尖頭器削片 ９３ Ｏ２８ ５８０ １．２ ４

９３ Ｑ２８ ３１６ ７．５ ４

― １９８ ４１６ 尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ４４８６ ０．９ ４

Ⅲ―２２９ １８２ ５６ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ６８２６ １８．４ ４

９３ Ｐ２９ ３８６ ６．９ ４

９３ Ｑ２７ ５６０ ５１．８ ４

Ⅲ―３６７ ２５０ ４０７ 接合資料 ９５ １８２．１ ９ １ ７２９ ３２９４

― ２００ ４４８ 縦長剥片 ９５ Ｌ２７ ４１３ １０．８ １

― ２００ ４４９ 縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ４２２ ３．３ １

９５ Ｎ２７ ３８４ ８．９ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ７３６ ２９．０ １

９５ Ｍ２７ ７３８ １９．４ １

Ⅲ―２３６ １８６ １４２ 彫器 ９５ Ｍ２７ ９１１ １０７．１ １

上白滝８遺跡（２）

４７４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｍ２９ １９５ １．７ １

― ２００ ４４７ 縦長剥片 ９５ Ｎ２７ １２３４ １．０ １

９５ Ｎ２７ １２３７ ０．９ １

Ⅲ―３６７ ２５０ ４０８ 接合資料 ９３・９５ １４３．８ １２ １ ７２９ ３２９５

剥片 ９５ Ｎ２６ ６４１ ２４．６ １

９５ Ｎ２６ ７００ ６．４ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １５４０ ５．３ １

剥片 ９５ Ｎ２８ １９７ ５．２ １

９５ Ｏ２７ １５１３ １６．２ １

９５ Ｏ２７ １５７１ ２．３ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ８０６ ２２．６ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １１５８ ４．０ １

９５ Ｏ２７ １２９７ １３．１ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １２９８ ８．９ １

Ⅲ―２３５ １８５ １３４ 彫器 ９３ Ｏ２８ １９８９ ２７．６ １

Ⅲ―２３７ １８６ １５５ 彫器削片 ９３ Ｑ２７ ８１５ ７．６ １

Ⅲ―３６７ ２５０ ４０９ 接合資料 ９５ ２１．７ ３ １ ― ５７４９

Ⅲ―２３６ １８６ １３９ 彫器 ９５ Ｊ２９ １６２ １３．８ １

Ⅲ―２３７ １８６ １５６ 彫器削片 ９５ Ｌ２８ １１９９ ３．１ １

Ⅲ―２３７ １８６ １５７ 彫器削片 ９５ Ｌ２８ １７３３ ４．８ １

Ⅲ―３６８ ２５０ ４１０ 接合資料 ９５ ７１０．８ １４ １ ７３４ ３３２４

剥片 ９５ Ｊ２６ ９ ９．９ １

二次加工ある剥片 ９５ Ｊ２６ ３６ ７１．９ １

９５ Ｌ２５ １４ １８６．９ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ７１ ３７．１ １

９５ Ｐ２５ ３８８ ６６．８ １

９５ Ｑ２４ ４２ ９６．３ １

石刃 ９５ Ｌ２５ ８４ ９５．４ １

剥片 ９５ Ｌ２５ ９２ ４．７ １

石刃 ９５ Ｍ２６ ２０７ ３１．９ １

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ３９４ １２．６ １

９５ Ｐ２５ ６８７ １９．３ １

９５ Ｑ２４ ２８ ６．４ １

Ⅲ―２３７ １８６ １５８ 彫器削片 ９５ Ｏ２６ ３２４ ４．８ １

Ⅲ―２３６ １８６ １４３ 彫器 ９５ Ｐ２５ ４２１ ６６．８ １

Ⅲ―３６８ ２５０ ４１１ 接合資料 ９５ ４２．０ ２ １ ７３４ ３３２６

― １９８ ４１８ 彫器削片 ９５ Ｎ２８ ４４３ １２．９ １

Ⅲ―２３６ １８６ １４０ 彫器 ９５ Ｏ２７ ６４５ ２９．１ １

Ⅲ―３６８ ２５０ ４１２ 接合資料 １７．１ ４ 安１ ９４４ ４０９３

Ⅲ―２３６ １８６ １４１ 彫器 Ｌ２７ Ⅱ ４ １０．６ 安１

― ２０４ ４９２ 剥片 Ｌ２７ Ⅱ ６ ３．２ 安１

Ⅲ―２５５ １９７ ３２７ 石核 Ｌ２７ Ⅱ ７ ２．９ 安１

Ⅲ―２３７ １８６ １６１ 彫器削片 Ｌ２７ Ⅱ １１ ０．４ 安１

― ２５１ ５０６ 接合資料 ９３・９５ ２９６６．６ １５３ ２ ７８５ ３５０６

Ⅲ―２５５ １９７ ３２９ 石核 ９５ Ｊ２９ ２４２ ８８．９ ２

剥片 ９５ Ｊ３０ １２２ １５．９ ２

９５ Ｊ３０ ２７９ ３．６ ２

９５ Ｋ２９ ６３３ ２３．１ ２

９５ Ｍ２７ ３５９ １２．２ ２

９５ Ｍ２７ ４００ ３２８．４ ２

９５ Ｍ２７ ４０２ ５．０ ２

９５ Ｍ２７ １１５２ ８６．３ ２

９５ Ｍ２８ ６７９ ３２６．３ ２

９５ Ｎ２７ １７９９ ７．８ ２

９５ Ｎ２８ １４２ １１．９ ２

９５ Ｎ２８ ４０９ ４．５ ２

９３ Ｏ２８ ２０４９ ３１．３ ２

剥片 ９５ Ｊ３０ １８２ ４．７ ２

９５ Ｍ２７ １１５３ ３１．４ ２

縦長剥片 ９５ Ｊ３０ ２２４ ４．０ ２

９５ Ｊ３０ ２８１ ６．５ ２

縦長剥片 ９５ Ｋ３０ ４０２ ７．４ ２

剥片 Ｌ３０ Ⅰ １ １１．５ ２

剥片 Ｌ３０ Ⅰ ２ １．２ ２

９３ Ｏ２８ １９２２ １．３ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｏ２８ １９４３ ２．７ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １３６ ２．０ ２

Ⅲ―２１８ １７３ ７ 尖頭器 ９５ Ｍ２７ ２９０ ８２．３ ２

９５ Ｎ２７ ３３６ ５６．７ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ３９６ ４．１ ２

９５ Ｎ２９ ５５５ ３．５ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ４８７ ７．２ ２

９５ Ｍ２７ ６３０ ２．８ ２

９５ Ｎ２６ ６０３ ５．９ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ５１７ ７１．８ ２

９５ Ｍ２７ ８８１ ６．０ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ６１０ ５．５ ２

９５ Ｎ２６ ６２７ ４．７ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ６２６ ４．１ ２

９５ Ｍ２８ ２１０ １７８．３ ２

９５ Ｎ２７ １７８６ ３８．９ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ６２８ ４．９ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ６２９ １．９ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ ７６９ ２．６ ２

９５ Ｎ２７ １５７０ ４．２ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １１０３ ４．０ ２

９５ Ｎ２６ ５９２ １７．６ ２

９５ Ｎ２６ ６８２ ４７．３ ２

９５ Ｎ２８ ４２３ ５．０ ２

９３ Ｏ２８ １７４９ ５．４ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １１５９ １．４ ２

剥片 ９５ Ｍ２７ １２４３ ８．８ ２

９５ Ｎ２７ １８００ ４３８．６ ２

９５ Ｎ２９ ４４２ １８．０ ２

９５ Ｏ２８ １８４４ １２．６ ２

９５ Ｏ２８ １９６１ ２．３ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ １６６ ４．７ ２

９５ Ｎ２８ ３４０ ２．１ ２

９５ Ｎ２８ ４６４ ２０．８ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ ７５２ １．７ ２

９３ Ｍ２９ ７７８ ５．７ ２

剥片 Ｍ２９ Ⅰ ９ ４．７ ２

剥片 Ｍ２９ Ⅰ １０ ２．６ ２

９５ Ｏ２８ ４９ ４．５ ２

剥片 ９５ Ｎ２６ ６４４ ２３．２ ２

９５ Ｎ２７ １３５３ １１．２ ２

剥片 ９５ Ｎ２６ ６８６ １．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２６ ６９２ ２．４ ２

剥片 ９５ Ｎ２６ ６９４ ９．５ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ ４４１ １．３ ２

９５ Ｎ２７ ４５１ １．０ ２

９５ Ｎ２７ １０７２ １．６ ２

９５ Ｎ２７ １１３８ １．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ １１３６ ２．８ ２

剥片 ９５ Ｎ２７ １７６９ １．３ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ １４１ ５．１ ２

９５ Ｎ２８ ４８４ ２．３ ２

９５ Ｏ２８ １３３１ ４７．２ ２

９５ Ｏ２８ １７４８ ２．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ １９４ ７．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ２３２ １０．３ ２

９５ Ｎ２８ ２７２ ８．５ ２

９３ Ｎ２９ ６２６ １４．１ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ２３４ １．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ２８６ ９．０ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ２８７ ５．１ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ２９０ ２．２ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４１９ ７．２ ２

９５ Ｎ２９ ８９８ ３．５ ２

９３ Ｐ２８ ６５４５ ８．３ ２

掲載遺物一覧

４７５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｎ２８ ４２０ ２．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４５８ ４．２ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４６６ ３．２ ２

９５ Ｎ２８ ４７７ ２．０ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４７０ ４．０ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４７３ ２．５ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４７９ ０．８ ２

９５ Ｎ２９ ５８４ ６．９ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４８２ １．４ ２

９５ Ｎ２８ ５１６ ７．１ ２

９５ Ｎ２９ ９０１ ３．８ ２

９３ Ｎ２９ １２０４ ４．７ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４８６ １４．１ ２

９５ Ｏ２８ １８４８ ２．４ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ４８９ ３．７ ２

９５ Ｎ２８ ５４２ ５．８ ２

９５ Ｏ２７ ８９２ ３．０ ２

９５ Ｏ２８ ２９３ ４３．４ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５０１ ６１．６ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５１９ ５．２ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５２０ １．４ ２

９５ Ｎ２８ ５２２ ２．２ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５２６ ４．５ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５２７ ４５．１ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５２８ ３９．１ ２

９５ Ｏ２８ １１６６ ２．６ ２

９５ Ｏ２８ １８１９ ９．０ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５４１ １３．６ ２

剥片 ９５ Ｎ２８ ５４４ ６．８ ２

剥片 ９５ Ｎ２９ ２２７ ２．７ ２

９５ Ｏ２８ １９７１ １．０ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ ２６７ １．２ ２

９５ Ｎ２９ ５４７ ２．４ ２

９５ Ｎ２９ ７１７ １０．６ ２

９５ Ｏ２８ １８４１ ３．１ ２

剥片 ９５ Ｎ２９ ５５８ ４．３ ２

９５ Ｏ２８ １９９９ １９．０ ２

剥片 ９５ Ｎ２９ ７１６ ９．５ ２

剥片 ９５ Ｎ２９ ８９６ １１．３ ２

剥片 ９５ Ｎ２９ ９０８ １０．５ ２

剥片 ９５ Ｎ２９ ９１５ １．５ ２

剥片 ９５ Ｎ２９ ９２０ １３４．９ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ １３５０ ４．１ ２

剥片 ９５ Ｏ２７ １３５１ ４．０ ２

９５ Ｏ２８ １７４６ ９．４ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ ４８ ８．４ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ ４３１ ７．２ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ ７７３ １．２ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ ８７６ ２．３ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １３４５ ３．８ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １６８３ ７．７ ２

９５ Ｏ２８ ２００５ ４．１ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １７４１ １３．５ ２

９５ Ｏ２８ １８３２ ２．４ ２

９３ Ｏ２８ １９２３ ３．０ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １８２１ ２．３ ２

９３ Ｏ２８ １９５３ ４．０ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １８２６ １０．４ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １８２９ ３．４ ２

９５ Ｏ２８ １９２９ １．７ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １８３３ ３．１ ２

９５ Ｏ２８ ２００９ ８．２ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １９６３ １２．３ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ １９７２ １．８ ２

剥片 ９５ Ｏ２８ ２００６ ８．０ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２８ ２０２１ １５．２ ２

剥片 ９３ Ｏ２８ ２０２４ ２．２ ２

― ２５２ ５０７ 接合資料 ９３・９６ １１２６．７ ７１ ２ １０５４ ４３８７

剥片 Ｊ２５ Ⅰ １１ ４．８ ２

９６ Ｌ２４ １９２ １２８．８ ２

剥片 ９６ Ｋ２４ ９４ １．５ ２

９６ Ｌ２４ ２９９ ７．４ ２

９６ Ｎ２２ １３３ ２．９ ２

９６ Ｎ２３ ７７ ３．３ ２

剥片 Ｋ２４ Ⅱ ４２ １．５ ２

剥片 Ｋ２４ Ⅱ １１０ １．２ ２

９６ Ｎ２４ ４ １８．７ ２

Ⅲ―２２０ １７５ ２０ 尖頭器 ９６ Ｍ２３ ８２ １４８．９ ２

剥片 ９６ Ｍ２３ １３７ ３３．８ ２

剥片 ９６ Ｍ２３ ２７３ ４９．７ ２

剥片 Ｍ２３ Ⅱ ４ １．０ ２

剥片 ９６ Ｍ２４ １ １３．６ ２

９６ Ｍ２４ ２ ６．８ ２

９６ Ｏ２２ １２ ２．６ ２

剥片 ９６ Ｎ２３ １１７ ２２．９ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ １０５７ ４．８ ２

９３ Ｏ２９ １８０１ １．６ ２

９３ Ｏ２９ ２３６３ ８．０ ２

９３ Ｐ２８ ５３１３ ３．０ ２

９３ Ｐ２８ ６４６２ ８．９ ２

９３ Ｐ２８ ７２９４ ３．５ ２

９３ Ｐ２８ ７４５９ １７．９ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ １４３２ １１．０ ２

９３ Ｐ２８ ６２９７ ２．５ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ １４９１ ４．４ ２

Ｎ２９ Ⅱ ５８ ０．９ ２

９３ Ｎ３０ ３３５ ９．０ ２

９３ Ｏ２９ ２３６９ ５．９ ２

９３ Ｐ２８ ６２４４ ２．７ ２

９３ Ｐ２８ ６２４５ ３．２ ２

Ｑ２７ Ⅱ １８ ２．１ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ １５５６ ９．５ ２

９３ Ｐ２８ ６５８３ ８．２ ２

剥片 ９３ Ｎ３０ ４２５ ３５．１ ２

Ｐ２７ Ⅱ １１ １．０ ２

９３ Ｐ２８ ５２５４ １．９ ２

９３ Ｐ２８ ５６１８ １５．４ ２

９３ Ｐ２８ ７００３ ２．８ ２

剥片 ９６ Ｏ２２ ２ ３８．８ ２

剥片 ９６ Ｏ２２ ４ ２３．０ ２

剥片 ９６ Ｏ２２ ５ １．９ ２

９６ Ｏ２２ ６ ４７．１ ２

９６ Ｏ２２ １０ ４．８ ２

９６ Ｏ２２ １１ ８．１ ２

剥片 ９６ Ｏ２２ ８ ３．１ ２

剥片 ９６ Ｏ２２ ９ ４．６ ２

９６ Ｏ２３ ９ １．６ ２

剥片 ９６ Ｏ２３ ７ ５３．４ ２

剥片 ９６ Ｏ２３ ８ ２．２ ２

９６ Ｏ２３ １９ １０５．４ ２

剥片 ９６ Ｏ２３ １４ ６．０ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ ７５４ １．９ ２

９３ Ｏ２９ １７１０ ２３．７ ２

９３ Ｏ２９ １７２２ ３．１ ２

９３ Ｐ２８ ５１６６ ２６．０ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １２７６ ２０．２ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １４３１ ２．１ ２

９３ Ｐ２８ ５３６５ ８．８ ２

９３ Ｐ２８ ５５９６ ３．７ ２

９３ Ｐ２８ ５８５３ ３．３ ２

上白滝８遺跡（２）

４７６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２９ １５９４ １１．５ ２

９３ Ｐ２８ １９１８ ２．４ ２

９３ Ｐ２８ ６５２７ ３．９ ２

９３ Ｐ２８ ６５４０ ５２．４ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ７００５ １２．４ ２

剥片 ９３ Ｑ２７ ８５３ １０．７ ２

９３ Ｑ２７ ８７７ ７．４ ２

９３ Ｑ２７ ９０４ １７．４ ２

Ｑ２７ Ⅱ １５ ３．１ ２

― ２５３ ５０８ 接合資料 ９３・９５ １８２６．７ ７５ １・５ ７５４ ３４１８

剥片 ９５ Ｌ２７ ９ ７．１ １

９５ Ｎ２７ １７ ９．０ ５

９５ Ｎ２７ １１３ ９．２ １

９５ Ｐ２５ ２３４ ３．１ １

９５ Ｐ２６ ２６ ２１．６ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ６ ５．５ １

９５ Ｎ２６ １４２ １６．２ １

９５ Ｐ２５ ６９８ ９．７ １

剥片 ９５ Ｎ２６ １５ ２０．１ １

不明 不明 ３．３ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４０３ １６．９ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ６１７ １７．５ ５

９５ Ｏ２６ ３１５ ６．２ １

９５ Ｏ２６ ４８９ ９．０ １

９３ Ｑ２６ ３９ ６．９ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ６７２ ６４．０ １

９５ Ｐ２４ ４４ ９．９ １

９５ Ｐ２５ ２０８ ５５．９ １

９５ Ｐ２５ ５２５ ５１．０ １

剥片 Ｎ２６ Ⅰ １０ １５．３ １

９５ Ｎ２７ １７１ ４１．６ １

９５ Ｏ２５ ２９ １０．６ １

９５ Ｏ２６ ５５０ ６４．１ ５

９５ Ｐ２５ １４５ ６４．７ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １２６ ３０．４ １

９５ Ｏ２７ ４４４ １３．８ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ２４３ ３．９ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ３４４ １０９．８ １

９５ Ｎ２７ １４３６ ３９．４ １

９５ Ｏ２６ ３６５ ４．４ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １２５４ ２．１ １

９５ Ｏ２７ ４２７ １．６ １

９５ Ｏ２７ ４２８ ８．６ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ５３ １．６ １

９５ Ｏ２６ １１２ ９．８ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ５４ ４６．６ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ２５ １０．６ １

９５ Ｏ２５ ２２７ １２．０ １

９５ Ｏ２５ ２５８ ３．８ ５

９５ Ｐ２５ ５６４ ３２．４ １

９５ Ｐ２５ ６２２ ２０．７ １

９５ Ｐ２６ １５ ６．２ ５

剥片 ９５ Ｏ２５ １８９ ６．５ １

９５ Ｏ２７ １３７ ５．６ １

９５ Ｐ２５ ７５ ４．０ １

９５ Ｐ２５ ２１１ ４２．９ １

剥片 ９５ Ｏ２５ １９１ １４．４ １

９５ Ｏ２６ ３８８ ２８．８ １

９５ Ｐ２５ １５１ ２０７．３ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ８２ ５７．３ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ９５ ８．１ １

９５ Ｏ２６ １１９ ７０．１ １

９５ Ｐ２５ １０３ ２８．９ １

９５ Ｐ２５ ３２３ １６．７ １

剥片 ９５ Ｏ２６ １００ １９．９ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｐ２６ １８０ ２２．８ １

剥片 ９５ Ｏ２６ １５０ ５．３ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ８１ １８．９ １

９５ Ｐ２５ ５１５ ５．４ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ２８４ ５．８ １

９５ Ｏ２８ ６０２ ８．１ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ３９０ ４．８ １

９５ Ｏ２７ ８４２ ２．７ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ７４８ １７．０ ５

９５ Ｐ２５ １６１ ２７．８ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ９３０ １３．０ ５

剥片 ９５ Ｐ２５ ７８ ６５．３ １

剥片 ９５ Ｐ２５ １５８ ２２．５ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ３３４ １８．１ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ３４６ １２．５ １

９５ Ｐ２５ ４８９ ６．４ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ７２６ ９７．６ ５

剥片 Ｐ２５ Ⅰ １７ ５．１ １

Ⅲ―２２０ １７４ １９ 尖頭器 ９５ Ｐ２６ １６７ ７．１ １

９５ Ｐ２６ ２３５ ５３．９ １

― ２５４ ５０９ 接合資料 ９５ １５２９．８ ５９ １・５ ７５４ ３４１７

剥片 ９５ Ｍ２５ ８ ５．７ １

剥片 ９５ Ｍ２８ ３４３ ７．７ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ８３ ２．７ １

９５ Ｎ２６ ２６６ ４．６ １

９５ Ｏ２６ ４３４ ９２．１ １

剥片 ９５ Ｎ２６ １２８ ２．５ １

Ｎ２７ Ⅰ ８ １９．３ １

９５ Ｏ２６ ３７７ ３３．２ １

９５ Ｐ２５ １８０ １８５．０ １

剥片 ９５ Ｎ２６ １９０ ４．４ １

Ｎ２７ Ⅰ １２ ７．０ １

Ｏ２４ Ⅰ １ ７．１ １

９５ Ｏ２６ ３８９ ３４．７ １

９５ Ｐ２５ ７０ ９．６ １

９５ Ｐ２５ ６６９ ７．９ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ６００ ５９．１ １

９５ Ｎ２７ ４３４ ５８．１ １

９５ Ｐ２５ ５２２ ５３．０ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８２ ２．６ １

９５ Ｎ２７ ６９４ １３．５ １

９５ Ｏ２６ ３３７ １３．８ １

９５ Ｏ２７ ４７６ ３１．５ １

Ｑ２５ Ⅰ １５ １１．４ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ２１９ ５７．６ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ５６３ ２７．６ １

９５ Ｐ２５ ２４６ ２．８ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８０４ ３．８ １

９５ Ｏ２６ ３１８ １０．２ １

９５ Ｏ２７ １００９ ６．３ １

９５ Ｏ２７ １０８４ ２．６ １

９５ Ｐ２５ ３１ ５．５ １

９５ Ｐ２５ ２５６ １４．９ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １０１０ ５６．５ １

９５ Ｏ２５ ３０ １１．５ １

９５ Ｏ２５ ２０７ ３．９ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １６８５ １．８ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １７８７ ９．１ ５

９５ Ｐ２５ ５６１ ４．１ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ２２６ ３８．２ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ２３６ １６．３ １

剥片 ９５ Ｏ２６ １８６ １．８ １

９５ Ｏ２６ ２４８ １４．１ １

９５ Ｏ２７ ４３１ ４４．２ １

９５ Ｐ２５ ８１ ２．９ １

掲載遺物一覧

４７７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｐ２５ Ⅰ １１ １２．６ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ８４４ １０９．８ １

９５ Ｏ２７ ８４５ １５６．８ １

９５ Ｏ２７ ９１９ ４９．９ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ８６６ ２１．８ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ ９０９ ２．８ １

９５ Ｐ２５ ４８５ ２０．９ １

剥片 ９５ Ｐ２５ １０１ ３９．６ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ３４０ ２２．８ ５

剥片 ９５ Ｐ２５ ４１０ ３．５ １

９５ Ｐ２６ ５ ３．４ ５

９５ Ｑ２５ ３７ ２．５ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ６４２ ３２．８ １

剥片 Ｐ２５ Ⅰ １４ ３７．４ １

剥片 Ｐ２５ Ⅰ １９ １１．０ １

― ２５５ ５１０ 接合資料 ９３・９５ ６８２．３ ７２ ３・４ ７９６ ３５３１

剥片 ９５ Ｋ２５ ２８ ５．６ ３

９５ Ｌ２６ ６０７ ２．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２５ ９８ １．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２５ １２４ ２．２ ３

９５ Ｌ２５ １３３ ２．４ ３

９５ Ｌ２５ １４７ ３．４ ３

Ｍ２５ Ⅰ １ ４．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２５ １５３ ２．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２５ １６１ ７．４ ３

Ｌ２６ Ⅰ １ ２６．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １ ２６．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２６ ３ １６．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２６ ４２ １４．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２６ ４４ ３．５ ３

９５ Ｍ２５ ７３ ７．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２６ ５１ ６．３ ３

剥片 ９５ Ｌ２６ ８６ ３．４ ３

９５ Ｌ２６ ２４７ １６．７ ３

剥片 ９５ Ｌ２６ ２２８ ６．４ ３

剥片 ９５ Ｌ２６ ４５１ １．７ ３

９５ Ｍ２６ ３５６ １６．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ １１７ ５．６ ３

９５ Ｍ２７ ２６１ ５．２ ３

９５ Ｎ２５ １００ ８．６ ３

剥片 ９５ Ｍ２５ ８１ １３．６ ３

９５ Ｎ２５ １７ ４．４ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ２４ １９．１ ３

９５ Ｍ２６ ２５ ４．６ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ３７ ２．１ ３

９５ Ｍ２６ １８９ ０．８ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ７１ ３．１ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ８３ ２．５ ３

９５ Ｍ２６ ３０７ ４．０ ３

９５ Ｍ２７ ２１ ６．２ ３

Ｍ２７ Ⅰ ６ ６．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２６ ９３ ２．７ ３

９５ Ｍ２６ ２３０ ２．８ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ １０１ ５．０ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ １３８ ５．１ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ３１８ ４．１ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ４２２ ３．０ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ５２１ １８．０ ３

剥片 Ｍ２６ Ⅰ １０ ９．９ ４

剥片 ９５ Ｎ２５ １３ １３．８ ３

剥片 ９５ Ｎ２６ ３４３ ４．２ ３

９５ Ｏ２７ ２９１ ２２．５ ３

剥片 ９５ Ｎ２９ ５８３ ７．２ ３

剥片 ９５ Ｎ２９ ７１４ ２２．３ ３

剥片 ９３ Ｎ３０ ４１７ ２１．３ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｏ２６ ４８３ ２１．８ ３

剥片 ９３ Ｏ２９ ２４９６ ２．８ ３

Ｏ２９ Ⅰ ６０ １０．２ ４

９３ Ｐ２８ ７８３８ ５．６ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６８ ８．０ ３

９３ Ｐ２８ ２９７０ ３１．１ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ １９８２ ５．９ ３

９３ Ｐ２８ ７３３６ ３．５ ３

９３ Ｐ２９ １７５ ３．３ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２０１ ３．３ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６７８ ３２．４ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９０１ １７．４ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４５５ ３．４ ３

９３ Ｐ２８ ７４８３ ４．５ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８３４ ３．６ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５８１ ２．３ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７１４ ６．７ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９６７ ３．５ ３

剥片 ９３ Ｐ２９ ９２３ ５．０ ３

剥片 ９３ Ｐ２９ １０８７ １１．０ ３

剥片 ９３ Ｑ２７ ４０ ８．２ ３

９３ Ｑ２７ １８６ ３．５ ３

９３ Ｑ２８ ２１６ ８０．５ ３

― ２５６ ５１１ 接合資料 ９０・９２・９３・９５ ７２２．０ １９ ４ ８６１ ３８０７

縦長剥片 ９０ Ｍ３２ １７ １．０ ４

９２ Ｍ３２ ３１６ ８．４ ４

剥片 ９２ Ｍ３２ ５３０ ４．９ ４

剥片 ９２ Ｍ３２ ６８５ ４．３ ４

剥片 ９２ Ｍ３２ ９０４ ５．４ ４

剥片 ９２ Ｍ３２ ９３７ ８．５ ４

剥片 ９５ Ｎ２９ ３８０ １９．６ ４

Ⅲ―２２２ １７６ ３５ 尖頭器 ９３ Ｎ２９ ６３１ ３５９．９ ４

９３ Ｏ２９ ２００１ ２５９．２ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ５９ ６．２ ４

９３ Ｎ３０ ４８８ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ２６ １．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ２０４ ０．８ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ６５９ ５．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ２０４７ １９．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５７２ ３．１ ４

９３ Ｏ３０ ９８４ １．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７１７ ２．６ ４

９３ Ｏ３０ １０９６ ４．６ ４

― ２５６ ５１２ 接合資料 ９５ ４５５．４ ２５ ３・４ ８１２ ３６００

剥片 ９５ Ｋ２９ ４６ ４．４ ３

剥片 Ｋ２９ Ⅰ ８ ２．８ ４

Ｋ２９ Ⅰ ９ ０．９ ４

剥片 Ｋ２９ Ⅰ １１ ８．８ ４

９５ Ｌ２９ １３１ １．７ ３

９５ Ｌ２９ ３４７ ８．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １８９ １．９ ３

９５ Ｌ２８ ２７９ ４．２ ３

９５ Ｌ２９ ３５１ ３．１ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ２５０ １３．１ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ５８２ ２．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ７４１ １０．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １３５０ ２．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １３６０ ４．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ １５ １．６ ３

Ⅲ―２２３ １７７ ３９ 尖頭器 ９５ Ｌ２９ ２７ １２２．７ ３

９５ Ｌ２９ ２２５ ２２１．８ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ １６４ ２．４ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ ２３５ ６．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ ２４１ ４．１ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ ２７９ ２．０ ３

上白滝８遺跡（２）

４７８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｌ２９ ３０１ ４．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ ４３８ ６．５ ３

剥片 ９５ Ｌ２９ ４４２ ２．３ ３

剥片 ９５ Ｍ２７ ３５０ １１．７ ３

― ２５７ ５１３ 接合資料 ９３ ２７１．２ １５ ４ ８５３ ３７６３

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３３ ０．９ ４

Ｐ２９ Ⅰ ７７ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３５ ４．２ ４

９３ Ｐ２８ ９５７ ２．２ ４

９３ Ｐ２８ ３４１４ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０６３ ７．６ ４

Ⅲ―２２４ １７８ ４０ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ １３１８ ６６．０ ４

９３ Ｐ２８ １９００ ６６．９ ４

９３ Ｐ２９ ３８８ ４５．６ ４

９３ Ｐ２９ １２５１ ３４．６ ４

９３ Ｑ２７ ４２７ ２２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８１１ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８２８ １．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９９９ ２．９ ４

９３ Ｐ２９ ３６２ １１．５ ４

― ２５７ ５１４ 接合資料 ９３ ２４８２．６ ６４ ２ ７８７ ３５１３

剥片 ９３ Ｌ３０ １５ ５７．７ ２

９３ Ｏ２９ １６０６ ３９．９ ２

９３ Ｐ２８ ２８００ ６．９ ２

９３ Ｐ２８ ４３８１ １５．７ ２

９３ Ｐ２８ ４９１８ ３．１ ２

９３ Ｐ２８ ７５１４ ４６１．２ ２

９３ Ｐ２８ ７７４１ ７．７ ２

９３ Ｑ２７ ９８４ ７５．４ ２

９３ Ｑ２８ ５５１ １４．８ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ３７９ ２６．４ ２

９３ Ｎ２９ ７４３ ３７．４ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ ５７２ ９．３ ２

９３ Ｎ２９ ９３７ ３１．１ ２

９３ Ｎ３０ ３１５ ８．５ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ １２８０ １１．４ ２

９３ Ｑ２８ ４５０ １１．１ ２

剥片 ９３ Ｎ３０ ３１０ １３．８ ２

９３ Ｐ２８ ５１９８ １９．４ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １５６２ １０．６ ２

９３ Ｏ２９ １７２５ ６．４ ２

９３ Ｐ２８ ５９７７ ２２０．５ ２

Ｐ２８ Ⅰ ２６５ １０．７ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ １６２９ １１．５ ２

９３ Ｐ２８ ２５１０ ６．８ ２

９３ Ｐ２８ ６８３９ ３．３ ２

９３ Ｐ２９ ７５１ ８６．１ ２

９３ Ｐ２９ １１０７ ５．０ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３ ２．８ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１７ １２．６ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９７ ２３．９ ２

９３ Ｐ２８ １７１１ １７．４ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ １６９９ ３０．７ ２

９３ Ｑ２８ ４５９ ８．８ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４２３ ８．１ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６６７ ５．３ ２

９３ Ｐ２８ ５１９０ １．９ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ３４１９ １４．５ ２

９３ Ｑ２８ ３９４ ７．４ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４２２ １８１．２ ２

９３ Ｐ２８ ５４５８ １０．１ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２６０ ９３．７ ２

９３ Ｐ２８ ５２６３ １１４．７ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２６２ ９．０ ２

９３ Ｑ２７ ８３８ ８．７ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｑ２８ ５４９ ９．５ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２６９ １３．４ ２

９３ Ｐ２８ ６７５３ １５．５ ２

９３ Ｐ２８ ６９８０ ６３．０ ２

９３ Ｐ２８ ７２１９ ９８．０ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ５６９４ １５．８ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７０８ ２７．４ ２

９３ Ｐ２８ ６１４３ ２２．６ ２

９３ Ｐ２８ ７２２２ １００．８ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６５１ ２１４．０ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７２４ １５．０ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７５１ ５．８ ２

９３ Ｐ２８ ６７５４ ２０．１ ２

９３ Ｐ２８ ７００２ ３．６ ２

９３ Ｐ２８ ７２２３ ２２．０ ２

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２２６ ４２．５ ２

剥片 ９３ Ｑ２７ ８４３ ２．７ ２

剥片 ９３ Ｑ２７ ８８８ ４．２ ２

剥片 ９３ Ｑ２８ ５９８ ８．６ ２

９３ Ｑ２８ ６００ １５．６ ２

― ２５８ ５１５ 接合資料 ９５ １１１５．８ １００ ３・４ ８１１ ３５９６

剥片 ９５ Ｋ２９ ２６３ ６．７ ４

９５ Ｌ２８ ６２７ ８．４ ４

９５ Ｌ２８ １９６１ １８．４ ３

剥片 Ｋ２９ Ⅰ ３ ４．１ ４

縦長剥片 ９５ Ｌ２７ ２６３ １６．４ ４

９５ Ｌ２７ ５０９ ２１．５ ４

Ｌ２８ Ⅰ １５ ７．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ６４ ４．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ６８ ４．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ７２ ２．７ ３

縦長剥片 ９５ Ｌ２８ １８１ ７．２ ４

９５ Ｌ２９ ２９８ １．９ ４

９５ Ｌ２９ ３２０ ４．７ ４

９５ Ｍ２８ １２２ １８．６ ４

９５ Ｍ２８ ５０５ ５．０ ４

Ｏ２８ Ⅰ ２０ ８．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ２４５ ３４．７ ４

９５ Ｌ２８ ９９５ ６．０ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ２４８ １５．２ ３

９５ Ｌ２８ ２８６ ３．４ ３

９５ Ｌ２９ ３８４ ４．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ２９０ １．４ ４

９５ Ｌ２８ ９６２ ２．８ ３

９５ Ｌ２８ １７６７ ２４．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ５６１ １４．８ ３

９５ Ｌ２９ １９２ ３．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ５６８ ３．６ ３

９５ Ｌ２８ １３３６ １３．５ ３

９５ Ｌ２９ １３７ ５．３ ４

９５ Ｌ２９ ２００ ２．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ５８４ ３．８ ３

９５ Ｌ２９ １１３ ８１．２ ４

９５ Ｌ２９ ２７１ ７．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ５９０ ３．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ６１１ ５．２ ４

９５ Ｌ２８ ９４７ ４．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ６３０ ４．４ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ６３８ ３．４ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ ７０９ ３．４ ３

９５ Ｌ２９ ２２６ ３．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ７２６ ２．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ７３７ １．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ７４３ ２．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ ７５１ ２．２ ４

掲載遺物一覧

４７９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｌ２８ ９５３ ２．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １０３９ ２５．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １０４８ ９７．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １３２０ ４．７ ４

９５ Ｌ２８ １３２７ ３６．０ ３

９５ Ｌ２９ ４６６ ４．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １３２６ ４８．３ ３

９５ Ｌ２９ ２４４ ７．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １３３５ ９．５ ３

９５ Ｌ２８ １３３８ ３．２ ３

９５ Ｌ２９ １３３ ３．９ ４

９５ Ｌ２９ ２０４ ３３．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １３５４ ２０．７ ４

９５ Ｌ２８ １３６１ １２．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １３６３ ６．８ ３

９５ Ｌ２９ ３８５ ４６．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １３６７ ６．３ ３

９５ Ｌ２９ ４１０ ０．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １３７０ ３７．０ ３

９５ Ｌ２９ ２１５ １５．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １３７８ １１．３ ４

９５ Ｍ２８ ８０８ １６．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １６１０ ３．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２８ １７６２ ３．９ ３

剥片 ９５ Ｌ２８ １９８３ ５．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １６ ９．８ ４

９５ Ｌ２９ ５４ １４．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ２０ ６．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ４２ ５．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ５０ ７．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ５８ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ９６ ４．５ ４

９５ Ｌ２９ １７０ ２８．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ９９ １０．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １０５ １７．４ ４

９５ Ｌ２９ １１１ １．９ ４

９５ Ｌ２９ １５８ ５．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １２９ ３３．９ ４

９５ Ｌ２９ ２８０ ３．２ ４

９５ Ｌ２９ ３５５ ２．９ ４

９５ Ｌ２９ ３８０ ２４．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １４７ ７．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １５１ １．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １５４ ３．２ ４

９５ Ｌ２９ ２６６ １．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １６８ ２．３ ４

９５ Ｌ２９ ３５２ １．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １８１ １５．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １８７ １．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ １９７ ７．６ ４

Ｌ２９ Ⅰ ６ ４．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ２４２ ６．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ３９５ ３．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２９ ４４８ ５．４ ４

剥片 Ｌ２９ Ⅰ ７ ６．５ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ８５０ ３．７ ４

― ２５９ ５１６ 接合資料 ９３ １９０８．９ １５７ ４ ９０７ ３９６９

剥片 ９３ Ｎ２９ ３３ ３５．６ ４

Ｎ２９ Ⅰ ３５ ３．２ ４

９３ Ｏ２９ １１３６ ９．２ ４

９３ Ｐ２８ ３５５７ ６．５ ４

剥片 ９３ Ｎ２９ ８７ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｎ２９ ２５４ ３３．５ ４

９３ Ｏ２９ ３６９ ８．４ ４

９３ Ｐ２８ ５５６９ ４．０ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｎ２９ ６３６ １０．１ ４

９３ Ｏ２９ ４４６ ２０．６ ４

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ３０ ２３．７ ４

９３ Ｐ２７ ４１１ １３．０ ４

９３ Ｐ２８ ２３８５ ４．０ ４

９３ Ｐ２８ ５５６６ ５．４ ４

９３ Ｐ２９ ５１ ３．４ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ５５ ２６．３ ４

９３ Ｏ２９ ８５６ ７．７ ４

９３ Ｐ２８ ２５９９ ２．８ ４

９３ Ｐ２８ ３５６９ １３９．２ ４

９３ Ｐ２８ ５０６５ ６．４ ４

９３ Ｐ２８ ６６５７ ３．８ ４

９３ Ｐ２８ ７１９５ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ２８９ １３．５ ４

９３ Ｏ２８ ４５３ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ６９４ １６．１ ４

９３ Ｏ２９ ４２８ １．９ ４

９３ Ｐ２８ ２０３８ ３０．５ ４

９３ Ｐ２８ ２６０９ １３．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １１４３ ４．２ ４

９３ Ｏ２９ １０７０ １９．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １２２３ ５．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １４５５ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １５１９ １１．０ ４

９３ Ｏ２８ １６７０ ８．６ ４

９３ Ｐ２７ １５４ ５．３ ４

９３ Ｐ２７ ３４２ １０．４ ４

９３ Ｐ２８ ２０９２ １．２ ４

９３ Ｐ２８ ３５６７ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １５５１ ７．５ ４

Ｏ２９ Ⅰ １２３ ８３．９ ４

Ｏ２９ Ⅱ １３６ ２．１ ４

９３ Ｐ２８ ２６９７ １．４ ４

９３ Ｐ２８ ７２６０ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １５７５ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １６６７ ２５．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １７２７ １１．４ ４

９３ Ｐ２８ ２３８０ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １９１６ １．９ ４

９３ Ｏ２８ １９１７ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５０ ４２．９ ４

９３ Ｏ２９ ４７５ ９．７ ４

９３ Ｐ２８ ２５８８ １．０ ４

９３ Ｐ２８ ４１２１ ２．１ ４

９３ Ｐ２８ ５５３９ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３７３ １．７ ４

９３ Ｐ２８ ４０８２ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４２２ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４４０ ９．５ ４

Ｏ２９ Ⅰ ９１ １３５．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４８３ ４．５ ４

９３ Ｐ２７ １６６ ５．２ ４

９３ Ｐ２８ ６６１５ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４９４ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５８０ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５９０ ３．５ ４

９３ Ｏ２９ ９５２ １７．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６０１ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ５０９０ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６４６ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ８８７ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ９２９ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ３０７５ １０．３ ４

９３ Ｐ２８ ４０６２ ６．３ ４

上白滝８遺跡（２）

４８０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２９ １２２８ ５．４ ４

９３ Ｐ２８ ３０４１ １．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １２７４ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １２８５ ８．９ ４

９３ Ｐ２８ ６６６２ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ６５ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １５５ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ２３３ ６．１ ４

９３ Ｐ２８ ４４５ １４．５ ４

９３ Ｐ２８ ５７２ ６８．９ ４

９３ Ｐ２８ ２６１４ １．５ ４

９３ Ｐ２８ ４６３５ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ２３７ ４．２ ４

９３ Ｐ２８ ３０６８ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ３３７ ７．２ ４

９３ Ｐ２８ １４７９ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ３１３０ １７．６ ４

９３ Ｐ２８ ５０７１ １．８ ４

９３ Ｐ２８ ６６１６ １５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ４０４ ３３．２ ４

９３ Ｐ２８ ２０８３ １３．５ ４

９３ Ｐ２８ ３５４２ １．２ ４

９３ Ｐ２８ ４０３７ ０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ４０９ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ４１２ ５．１ ４

９３ Ｐ２８ １７６３ １６．０ ４

９３ Ｐ２８ ５０９７ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ５１２ ４６．７ ４

９３ Ｐ２７ ５２２ １１．７ ４

９３ Ｐ２８ ３１３７ ７．５ ４

９３ Ｐ２８ ５３３４ ２．４ ４

９３ Ｐ２８ ５５３２ ２．４ ４

９３ Ｐ２８ ６９５２ ６．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ５５８ １７．４ ４

９３ Ｐ２８ １６５７ ２４．８ ４

９３ Ｐ２８ ５１２５ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４５２ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ３０９０ １４．４ ４

９３ Ｐ２８ ６９４６ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７３ ８９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４８ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ６４９ １．１ ４

９３ Ｐ２８ ６９５７ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５２ ３１．１ ４

９３ Ｐ２８ ４０９３ ２２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９１１ １９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５９５ ９．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７９０ １．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７９１ ３．９ ４

９３ Ｐ２８ ２３９４ ５．２ ４

９３ Ｐ２８ ５８９１ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０７５ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３４８ ９８．２ ４

９３ Ｐ２８ ５５４２ ４８．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３８７ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４０３ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６０７ ５．６ ４

９３ Ｐ２８ ５５６４ ７．０ ４

９３ Ｐ２８ ５８９２ ５．６ ４

９３ Ｐ２８ ６６６４ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６１３ ３．２ ４

９３ Ｐ２８ ５８８６ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６８９ ３．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３６２８ ４．９ ４

９３ Ｐ２８ ５３３５ １３．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ５９０６ １．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３６２９ ８．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４０７５ ３４．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４０９４ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４１２０ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４５４９ １０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６４５ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５０９６ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１０７ １．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１２０ ９．２ ４

９３ Ｐ２８ ５５４１ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３４６ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５２０ ８．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５６８ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５７３ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６１９ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８９６ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９６１ ６．４ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ７０ ２６．８ ４

― ２６０ ５１７ 接合資料 ９３ ２４２７．６ ８４ １・３・５ ９４１ ４０８８

剥片 ９３ Ｍ３０ ５２５ １４．８ ５

９３ Ｏ２９ １５３４ ２０．７ ５

９３ Ｐ２８ ４９１２ ３２．６ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ ５９６ ７．７ １

９３ Ｏ２８ １６００ ２２．７ ３

剥片 ９３ Ｎ２９ ６５２ １７．０ ５

９３ Ｎ２９ １０６５ ２９．９ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ ７４６ ４２．７ ５

９３ Ｏ２９ ７２２ ５．１ ５

９３ Ｏ２９ １０５４ ３２．３ １

９３ Ｏ２９ １２４２ ７０．５ ５

９３ Ｐ２８ ２４１５ ７．９ ５

９３ Ｐ２８ ２４６３ ２１．９ ５

９３ Ｐ２８ ２６５７ ２３．６ ５

９３ Ｐ２８ ５９４１ １１．９ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ ７５５ ４３．０ ５

Ｎ２９ Ⅰ ５１ ２２．６ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ ８８３ ３３．７ ５

９３ Ｐ２８ １６４ ３．６ １

９３ Ｐ２８ ２４１４ １８．３ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ １３８１ ２６．８ ５

Ｏ２９ Ⅱ ２００ ３．０ ５

９３ Ｐ２８ ７５５０ １６．２ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ １５８５ ６．９ ５

９３ Ｑ２７ ９２７ ５．１ ５

剥片 ９３ Ｎ３０ ３２０ １９．６ １

９３ Ｐ２８ ４１４５ ２３．７ ５

９３ Ｐ２８ ５２７０ ８．３ １

９３ Ｐ２８ ５２９９ ８３．８ ５

９３ Ｐ２８ ６５２２ ６８．３ ５

剥片 ９３ Ｎ３０ ４９４ ９．２ １

９３ Ｏ２９ １２５８ ６．６ １

９３ Ｐ２８ ６７１０ ６．５ ５

剥片 ９３ Ｎ３０ ５２０ １４．０ ５

９３ Ｏ２９ ８６０ ９．１ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １１８ ４２．９ １

９３ Ｏ２９ １０４９ １０．１ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ９３８ ２５．０ １

９３ Ｑ２７ ８８４ １１．０ ３

剥片 ９３ Ｏ２９ １１１５ ７．８ ５

９３ Ｏ２９ １１１６ ３１．３ ５

Ｏ２９ Ⅰ １９９ ４２．３ ５

９３ Ｐ２８ ７０２０ ３０．４ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １２３９ ４１．９ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １３３９ ６１．４ ５

掲載遺物一覧

４８１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ７５５６ ４６．６ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １４５９ ８．９ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １４８６ １６．８ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １６４７ １１６．６ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １７４７ １２．８ ３

剥片 ９３ Ｏ２９ １７５０ ５７．７ ５

９３ Ｐ２８ ６６９２ １１．１ ３

剥片 ９３ Ｏ２９ １７５５ ５．０ ３

９３ Ｐ２８ ５５７９ ４８．９ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ ２０２９ ８１．８ ３

９３ Ｏ２９ ２１０６ ４７．２ ３

９３ Ｐ２８ １９４２ ２８．５ ５

９３ Ｐ２８ ６４６４ ３．７ ５

― １９８ ４２２ 削器 ９３ Ｐ２８ ７５６ ５２．５ ５

９３ Ｐ２８ １６２７ １４．７ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ １３８６ ６．０ ５

９３ Ｐ２８ ２７９３ ３２．４ ５

９３ Ｐ２８ ４３３９ ７．０ ５

９３ Ｐ２８ ５５８８ １２．８ ５

９３ Ｐ２９ １６５ ３３．０ ５

９３ Ｑ２７ ８４９ ６３．２ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ３６６５ ２４．９ ５

９３ Ｐ２８ ６８６９ ８．４ ５

９３ Ｐ２８ ８０５７ １０．５ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ４８９８ ２９．０ ５

９３ Ｑ２７ ９２６ １５．５ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ５６０１ １０．１ １

９３ Ｐ２８ ６７１２ １６．０ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７０５ ７．４ ５

９３ Ｐ２８ ７１７７ ２１．０ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９１２ ６．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５９３ １１．６ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３８３ ３６．１ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４０４ ５３．９ １

９３ Ｐ２８ ７７５１ １４１．９ ５

９３ Ｑ２７ ９７７ ７７．７ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６６９ １０５．８ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７８２ ３０．５ ５

剥片 ９３ Ｑ２７ ９２０ ２０．４ ５

― ２６０ ５１８ 接合資料 ９０・９３・９４・９５ ３１３９．７ １６１ １・５ ６８１ ３１５２

剥片 ９４ Ｉ３１ ５２７ １３．１ １

剥片 ９５ Ｊ３０ ７０ ２．０ １

９３ Ｋ３０ ５１ ５．２ ５

９０ Ｋ３１ ２０３２ ７．２ ５

９３ Ｌ３０ ３２１ ３４．９ ５

９３ Ｌ３０ ３２２ １４．３ ５

９３ Ｌ３０ ３３７ １０９．２ ５

９３ Ｌ３０ ６４７ １３．１ ５

剥片 Ｉ３２ Ⅰ １ １９．８ １

９５ Ｊ３１ ８３２ ３２．３ １

９３ Ｋ３１ ２２３９ １１．５ ５

９３ Ｌ３０ ７６９ １．７ １

剥片 ９５ Ｊ３０ ２８７ ６．７ １

９３ Ｌ３０ ７７０ ７．４ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ ８８６ ５．６ １

二次加工ある剥片 ９０ Ｊ３１ ９８３ ７８．７ １

彫器削片 ９０ Ｊ３１ １０１３ ５．２ １

彫器削片 ９０ Ｊ３１ １０５９ ８．１ １

９０ Ｋ３１ ２１４０ ２９．０ １

縦長剥片 ９０ Ｊ３１ １０６９ ５．４ １

９３ Ｋ３０ １１４ ３８．３ ５

剥片 ９０ Ｊ３１ １８３７ ７．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ １９０７ ４．６ １

９３ Ｋ３０ ３６４ ２０．６ １

９３ Ｋ３０ ４１４ ３．２ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９０ Ｋ３１ １３８５ １０．５ １

９３ Ｌ３０ ２４２ ２．３ １

９３ Ｌ３０ ７６０ ５．７ １

剥片 ９０ Ｊ３１ ２１４０ ３２．７ ５

９０ Ｋ３１ ２４９ ８．５ ５

９３ Ｋ３１ ３５９ ５．７ １

９３ Ｍ３０ ７７８ １２０．０ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ４３ １３．２ ５

９３ Ｌ３１ ９１５ ７．２ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ ５５ １８．７ ５

９３ Ｌ３０ ５７６ ８７．４ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ ７９ ４．１ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ １３４ １０．１ ５

９３ Ｌ３０ ２６４ １６．５ １

９３ Ｌ３０ ６８７ １６．１ １

９０ Ｌ３３ １６４ ３．４ １

剥片 ９３ Ｋ３０ １５２ ０．５ １

９３ Ｌ３０ ７５３ １３．２ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ ２１０ ２３．１ ５

９３ Ｋ３０ ４１０ ５６．９ ５

９３ Ｌ３１ ９３６ ３．５ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ２１１ １００．８ １

９３ Ｋ３０ ３０１ ３８．４ １

９３ Ｌ３０ ６６４ ３．３ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ２１２ ４．９ ５

９３ Ｋ３０ ２４４ ９．３ ５

９３ Ｋ３０ ２６２ １．２ １

９３ Ｌ３０ ４４１ ７．９ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ２１３ ４．７ １

９３ Ｋ３０ ２７１ ６．７ ５

９３ Ｌ３０ ３７１ ５２．８ ５

９３ Ｌ３０ ７９４ ９．９ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ ２１８ ５．９ １

９３ Ｌ３０ ３２９ ９．８ １

９３ Ｌ３０ ５３１ ５７．３ １

９３ Ｌ３０ ７２７ ４．８ ５

９３ Ｌ３０ ７５２ １８．９ ５

縦長剥片 ９３ Ｋ３０ ２１９ １０．４ １

９３ Ｋ３０ ２４３ １３．６ １

彫器削片 ９３ Ｋ３０ ２４７ ３．１ １

９３ Ｋ３１ ２２４０ １１．７ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ２４９ １２．７ １

９３ Ｋ３０ ３６２ ２．２ １

９３ Ｋ３０ ３９５ １４．０ ５

９０ Ｋ３１ １５６３ １３．４ ５

９３ Ｌ３０ ３６５ ７．０ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ ２７５ １．７ ５

９３ Ｋ３０ ４２８ １７．０ １

９０ Ｋ３１ １７４１ ４０．４ ５

９３ Ｌ３０ ３０６ ２．１ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ３３５ ０．８ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ３３８ ２１．３ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ３３９ ９２．４ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ３４１ １０６．６ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ３４２ ２０．８ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ ３８１ ７２．５ １

剥片 ９３ Ｋ３０ ４２４ ３．３ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ ４２５ ２．７ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ５３１ １０．１ ５

９３ Ｌ３０ １５８ ２．７ ５

９３ Ｌ３０ ６１９ １．５ １

９３ Ｌ３０ ７８１ １０．５ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ５３８ ３．７ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ５４５ ７．４ １

剥片 ９３ Ｋ３１ ９３２ ８．１ ５

上白滝８遺跡（２）

４８２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｋ３１ ９３３ １７．１ １

９０ Ｋ３１ １７４５ ２７．３ １

９３ Ｌ３０ ４２４ １０．０ １

剥片 ９３ Ｋ３１ ９３４ ５．４ ５

剥片 ９０ Ｋ３１ ９４５ ７．３ １

剥片 ９３ Ｋ３１ １９５３ ２０．１ １

剥片 ９０ Ｋ３１ ２１５２ ４１．６ ５

９３ Ｌ３０ ５９０ １１．１ ５

二次加工ある剥片 ９０ Ｋ３１ ２２４１ ３６２．２ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ４９ ９．１ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ １８１ ７．０ １

９３ Ｌ３０ １８７ ０．９ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ３２４ ４．９ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ３８５ ３．０ ５

９３ Ｌ３０ ４８６ ２．６ １

９３ Ｌ３０ ５０２ ３．１ ５

９３ Ｌ３０ ７７１ ５．０ ５

９３ Ｌ３０ ７９８ ３．４ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ３８７ ６．６ １

９３ Ｌ３０ ３８８ ２．２ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４０２ ３７．８ １

９３ Ｌ３１ ９６５ ５．５ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ４１０ ２５．１ ５

９３ Ｌ３０ ７９１ ０．８ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４２８ １．２ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ４３９ １．３ １

彫器 ９３ Ｌ３０ ４６０ ７４．７ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５１６ １．４ ５

９３ Ｌ３０ ５９２ １．２ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ５２８ １．８ ５

９３ Ｌ３０ ５６１ ４６．５ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ５５０ ５．１ ５

９３ Ｌ３０ ５８２ ２．７ １

９３ Ｌ３０ ６６３ ５．８ １

９３ Ｌ３０ ７７９ ６．６ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５５１ １０５．１ ５

９３ Ｌ３０ ５６７ ３０．７ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ５６６ ２７．９ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ５７０ ５．３ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ５７３ ４．９ １

９３ Ｌ３０ ６７２ １．２ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ５９３ ４３．１ ５

９３ Ｌ３０ ５９８ ５８．５ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ５９４ ６．８ ５

９３ Ｌ３０ ７６４ ２．０ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ６０６ ８．３ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６３３ ７．８ １

９３ Ｌ３０ ６７８ ６．４ １

９３ Ｌ３０ ７１９ ４．８ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ６４３ １１．９ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６５５ ７．８ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６６２ ７．１ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６６７ １．５ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６７０ ２．４ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６８９ ２．０ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ６９５ １．７ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ７１５ １．２ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ７２０ ０．９ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ７２３ ９．９ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ７７２ ５．７ ５

９３ Ｌ３１ ９６１ ９．５ １

剥片 ９３ Ｌ３０ ８１６ ０．７ ５

剥片 ９３ Ｌ３０ ８２１ ５．１ ５

剥片 ９３ Ｌ３１ ９３７ ８．２ ５

剥片 ９３ Ｌ３１ ９６２ ３１．２ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｌ３１ ９６３ ９．３ １

剥片 ９３ Ｌ３１ ９６４ ３７．８ ５

剥片 ９３ Ｍ３０ ６２７ ２３．４ １

９３ Ｍ３０ ７６８ ３３．３ ５

９３ Ｍ３０ ８３１ ２３．０ ５

剥片 ９３ Ｍ３０ ８３７ ３１．５ ５

― ２６１ ５１９ 接合資料 ９５ ２５４７．０ ５１ １・３・５ ９４０ ４０８７

Ⅲ―２３１ １８３ ７６ 両面調整石器 ９５ Ｌ２７ ２５９ １７３．４ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ４８８ ３７．５ ５

９５ Ｍ２６ ３４３ ７．９ １

９５ Ｍ２７ ８２９ ５．９ ５

９５ Ｏ２６ ４１５ ４５．４ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ ８６１ １４．６ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ８６５ ５６．３ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ９２０ ６．２ ５

９５ Ｍ２６ ３９８ １６．３ １

９５ Ｏ２６ ４９９ ８４．６ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ １０８０ ２．７ ５

９５ Ｌ２８ ４１９ ３７．７ １

９５ Ｎ２６ ５４０ ２５２．９ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ １０８７ １３．３ １

剥片 ９５ Ｌ２８ １６０ ６．０ １

９５ Ｎ２６ ３８８ ７１．９ ５

縦長剥片 ９５ Ｌ２８ ２２９ ４１．１ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ４３７ ３．１ ３

９５ Ｍ２７ ８２４ １１．９ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ５０６ ２３．３ １

９５ Ｍ２７ ９５７ ４．８ ５

９５ Ｍ２７ ９９８ ２９．７ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ４０ １５６．６ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ７９７ ７．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ８０２ ６．２ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ９５９ ３２．５ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ９９７ ４６．７ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １０７３ １９．６ １

９５ Ｎ２６ ４９７ ５８．１ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １５１９ ８．６ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ３０７ ２３５．３ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ３４８ １７．６ ５

剥片 ９５ Ｎ２６ ３９２ ２６２．５ １

縦長剥片 ９５ Ｎ２６ ４９３ ３８．４ ５

剥片 ９５ Ｎ２６ ４９４ １１．９ ５

剥片 ９５ Ｎ２６ ５４４ ２３．９ ５

９５ Ｎ２６ ５６５ ８．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２６ ５４５ ２３５．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２６ ５６９ ６３．４ ５

剥片 ９５ Ｎ２６ ５７４ ９８．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ３８３ １．４ １

Ｂ調 １７０ １７．７ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １０１７ ７３．９ ５

９５ Ｎ２７ １５４８ ５．０ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １１０６ ８．０ ５

９５ Ｎ２７ １１０７ ３５．１ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １６０３ １６．２ １

９５ Ｏ２６ ４９７ ２７．７ ５

排土 １２４ ４０．１ ５

彫器 ９５ Ｏ２６ １７２ ３４．６ ３

彫器削片 ９５ Ｑ２５ １５６ ９．６ ３

― ２６２ ５２０ 接合資料 ９５ １２８７．７ ４１ １・３・５ ９３８ ４０７７

剥片 ９５ Ｋ２７ １６３ ９．５ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ １０８ ２５．０ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ２５６ ８．１ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ５５０ ２９．０ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ５５４ １１．６ ５

９５ Ｌ２７ ９１１ １４．０ ５

掲載遺物一覧

４８３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｌ２７ １０４３ ４４．８ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ５９４ ２５．６ ５

９５ Ｍ２６ ５６０ ２７．５ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ６５７ １０．６ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ６８８ ７．４ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ７０２ ２１．６ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ７２２ ３．８ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ７９２ ３．９ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ８３５ ７．５ １

剥片 ９５ Ｌ２７ ８９９ ７６．２ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ９００ ６２．９ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ９０６ １３．１ ５

９５ Ｍ２６ ４４４ ２２．１ ５

剥片 ９５ Ｌ２７ ９１０ ４１．５ ５

剥片 ９５ Ｍ２６ ３９９ ３２．０ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ４９３ ４２．９ ３

剥片 ９５ Ｍ２６ ５１３ １０．７ ５

剥片 ９５ Ｍ２６ ５１６ １３．１ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ５４４ ７．７ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ３３７ ６０．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ８２８ ５９．９ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ９２７ ６９．９ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ９２８ ４．６ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ９４０ ３７．１ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ９４２ ２．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ９９０ １０４．７ ５

９５ Ｍ２７ １０８３ ２０．３ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ９９２ ８６．４ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １０７６ ４５．０ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １０７８ ９．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １２９６ ２０．９ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １３７２ ２３．３ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５５７ ３７．３ ３

剥片 ９５ Ｎ２７ ６００ ６６．８ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ３６７ ６７．９ ３

― ２６２ ５２１ 接合資料 ９３・９５ １８９９．８ １２６ １ ７６１ ３４４６

剥片 ９５ Ｍ２７ １４２ ４４．６ １

９５ Ｎ２７ ９０８ ８．５ １

９５ Ｎ２８ ２７５ ３０．５ １

９５ Ｎ２９ ８５６ ３．０ １

９５ Ｏ２７ ４８７ ６８．８ １

９５ Ｏ２７ ７１２ ４．０ １

Ｐ２５ Ⅰ １８ ７．６ １

９５ Ｐ２６ ４９ ４．３ １

９５ Ｐ２６ ７０ １３．０ １

９５ Ｑ２５ １８ ２．４ １

９５ Ｑ２５ ８３ １．６ １

９５ Ｑ２５ ９１ １．０ １

９５ Ｑ２５ ９９ ２．８ １

９５ Ｑ２５ １４９ ６．９ １

９５ Ｑ２５ ３２３ １２．３ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ３８ ２１．１ １

９５ Ｎ２８ ２３９ １６．９ １

剥片 ９５ Ｍ２９ １３１ ４３６．１ １

９３ Ｎ２９ １５４８ １７．７ １

９５ Ｐ２５ ７１４ １９．０ １

９５ Ｑ２５ ４９ １７．２ １

９５ Ｑ２５ ５４ ２．１ １

９５ Ｑ２５ １７４ １．０ １

９５ Ｑ２５ ２１２ １８．３ １

９５ Ｑ２５ ２１９ ４．９ １

９５ Ｑ２５ ２４４ ０．９ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５８６ ３４．５ １

９５ Ｑ２５ ２１４ ２．３ １

９５ Ｑ２５ ３０３ １０．３ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

錐形石器 ９５ Ｎ２７ ９８ ５２．７ １

９５ Ｎ２７ １７８１ ２３．０ １

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ １６１８ ９．２ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ４ １４．７ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ７５ １．７ １

９５ Ｑ２５ １４１ ７．０ １

９５ Ｑ２５ ２８８ ２．１ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ２０７ ２．６ １

Ｎ２８ Ⅰ １４ ２．４ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ３１１ １２．０ １

９５ Ｑ２５ ２３４ １０．９ １

剥片 Ｎ２８ Ⅰ １５ ７．２ １

９５ Ｏ２８ １４６９ ２４．７ １

９５ Ｑ２５ ２１８ ２．１ １

９５ Ｑ２５ ６１ １．９ １

９５ Ｑ２５ １７９ ０．８ １

９５ Ｑ２５ ２７２ ０．８ １

９５ Ｑ２５ ２８３ １．６ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ４４８ ５．９ １

９５ Ｐ２６ １３８ ３．１ １

剥片 ９５ Ｎ２９ ５３６ ０．９ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ８５ １．７ １

９５ Ｑ２５ ５０ ３．６ １

９５ Ｑ２５ １８３ ３．３ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １９６ １０．３ １

９５ Ｏ２７ ５１３ １２４．１ １

９５ Ｐ２６ ２１ １９．３ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ２４９ １９．０ １

９５ Ｑ２５ １８０ １７．１ １

９５ Ｑ２５ ２０１ ４．２ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ３３９ ２．０ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ５０２ ４．７ １

９５ Ｏ２７ １２０７ ４．４ １

９５ Ｏ２８ １１７２ ８．１ １

９５ Ｐ２６ １８９ ７．６ １

剥片 ９５ Ｏ２８ ２３７ ４．１ １

９５ Ｐ２６ ７１ １．８ １

剥片 ９５ Ｏ２８ ５９２ １．６ １

剥片 ９５ Ｏ２８ １４１４ ４．１ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ９６ ６１．０ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ９７ ４．２ １

９５ Ｑ２５ ２０４ ６．２ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ４１３ ２２．１ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ６８１ １２．４ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ６８４ １１．３ １

９５ Ｑ２５ １０６ ３．２ １

９５ Ｑ２５ １３９ １．５ １

９５ Ｑ２５ １５３ ６．４ １

９５ Ｑ２５ １８５ １．９ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ７１５ ３．９ １

剥片 ９５ Ｐ２６ ３４ １７．９ １

剥片 ９５ Ｐ２６ ５０ １０．３ １

９５ Ｑ２５ １５１ ８．７ １

剥片 ９５ Ｐ２６ ５３ １．９ １

９５ Ｐ２６ ７３ ５．６ １

９５ Ｐ２６ １１０ ６．４ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １３４ １．６ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １３６ １．４ １

９５ Ｐ２６ １７１ ４．２ １

９５ Ｑ２５ ３２１ １２．５ １

９５ Ｑ２５ ３２４ ７．５ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １３９ ２１．６ １

９５ Ｐ２６ １６９ ３３．０ １

９５ Ｑ２５ ２５６ １．２ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １４０ ３．１ １

上白滝８遺跡（２）

４８４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｑ２５ ３３５ １．３ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １５０ １６．４ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １８７ ３０．０ １

剥片 ９５ Ｐ２７ ２６３ １７．３ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ５１ １．４ １

９５ Ｑ２５ ３７５ １０．６ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ６０ １．０ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ８５ １．９ １

９５ Ｑ２５ １３８ ４．４ １

９５ Ｑ２５ ３３９ ４．９ １

剥片 ９５ Ｑ２５ １０５ ４．８ １

９５ Ｑ２５ ３７０ ２．３ １

剥片 ９５ Ｑ２５ １６２ １．１ １

９５ Ｑ２５ １９６ １９．０ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ２１１ １．９ １

９５ Ｑ２５ ２９３ ４．６ １

９５ Ｑ２５ ３４９ ８．７ １

９５ Ｑ２５ ３５２ １．３ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ２１５ ０．８ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ２４６ ３．８ １

９５ Ｑ２５ ３７２ １．７ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ２６０ １．４ １

９５ Ｑ２５ ２６１ ８．１ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ２６７ ４．４ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ２９７ １７．５ １

９５ Ｑ２５ ３６４ ７５．５ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ３０７ ２．０ １

９５ Ｑ２５ ３０８ ４．０ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ３０９ ３．５ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ３６５ ３．６ １

剥片 ９５ Ｑ２５ ３６６ ５．６ １

― ２０３ ４８５ 石核 Ｑ２５ Ⅰ １０ １２２．１ １

― ２６３ ５２２ 接合資料 ９５ １１１７．４ ６７ １ ７６８ ３４７９

剥片 ９５ Ｌ２７ ２７７ ３．２ １

９５ Ｐ２４ ９ ３７．０ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ２２２ １．９ １

９５ Ｏ２６ ８４ １４．８ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ２６９ ５．３ １

剥片 ９５ Ｍ２６ ２９３ １．７ １

９５ Ｎ２７ ７８９ １８．７ １

９５ Ｎ２７ ８６６ １５．９ １

９５ Ｏ２５ １９２ ４．３ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ３０ ３６．７ １

９５ Ｎ２６ １４５ ４．４ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ２２５ ６．３ １

９５ Ｐ２５ ８４ ５．１ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ２３２ ８．９ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ２３４ ６．０ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４５１ ７．９ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ４５２ ８．４ １

９５ Ｎ２７ ３３９ １４．８ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ５９９ ７５．８ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ６０６ ３５．５ １

排土 １３５ ５．７ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８７１ ５９．１ １

９５ Ｏ２６ ５１４ ３．５ １

９５ Ｐ２４ ４１ ４．６ １

９５ Ｐ２５ ９１ ２．１ １

９５ Ｐ２５ ５４２ ２．７ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８８４ ６．９ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １０１６ １４．４ １

９５ Ｏ２６ ７９ ２６．２ １

Ｂ調 １７８ １．４ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １３８８ ４０．２ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ４ ２３．０ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｏ２５ １９ １３．１ １

９５ Ｐ２５ ６０３ ２０．１ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ２２ ９．４ １

９５ Ｏ２５ ２３９ ６．８ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ２８ ２．４ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ４５ ６４．２ １

剥片 ９５ Ｏ２５ １０８ １２．４ １

剥片 ９５ Ｏ２５ １９９ ４．９ １

剥片 ９５ Ｏ２５ ２０４ １０．２ １

剥片 ９５ Ｏ２６ １３０ ２２．６ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ３７４ ４３．１ １

９５ Ｐ２５ ５７３ １．７ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ４９４ ４．４ １

Ｐ２５ Ⅰ ２６ １３．７ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ４０ ７．４ １

９５ Ｐ２５ １２５ ７．１ １

剥片 ９５ Ｐ２５ １８７ １．４ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ２１７ １４．１ １

９５ Ｐ２５ ５０４ １．３ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ２６１ １．６ １

９５ Ｐ２５ ５４６ １．５ １

９５ Ｐ２５ ５４７ １９．２ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ２７９ １１．３ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ３０９ ７．６ １

９５ Ｐ２５ ３１２ ３２．３ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ３１１ ３．７ １

９５ Ｐ２５ ３６７ ８５．９ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ３４８ ９．４ １

９５ Ｐ２５ ３５３ １４．１ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ４２２ ２３．８ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ４５０ ８．１ １

９５ Ｐ２５ ５６２ ８．５ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ５４９ １１７．１ １

剥片 ９５ Ｐ２５ ５５４ ４．８ １

剥片 ９５ Ｑ２４ ６９ ５．８ １

― ２６３ ５２３ 接合資料 ９０・９３・９４・９５ ９７０．９ ６６ ２ ７８４ ３５０２

剥片 ９４ Ｉ３２ １０７ ２．４ ２

９０ Ｊ３２ ４２０ ２．６ ２

剥片 ９５ Ｊ３０ １６６ １６．９ ２

９３ Ｋ３０ １７８ ７．９ ２

９３ Ｌ３０ ３１ １４．４ ２

９３ Ｌ３０ １１０ １．９ ２

剥片 ９４ Ｊ３１ ２７５ １７．８ ２

剥片 ９５ Ｊ３１ ４８１ ３５．９ ２

剥片 ９０ Ｊ３１ ２２４６ ３．１ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ７ ４．８ ２

９３ Ｋ３０ ８ １３．７ ２

Ｋ３０ Ⅰ ２ １７．１ ２

９３ Ｌ３０ ５１ ４．５ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ２１ ２．４ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ３０ １０．９ ２

９３ Ｋ３０ １２１ ２．１ ２

９３ Ｋ３０ １９１ １３．３ ２

９３ Ｌ３０ ３２ ５．２ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ３４ ８．７ ２

９３ Ｋ３０ ２０８ ２．４ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ４２ １．８ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ５３ ３．３ ２

９３ Ｌ３０ ４７４ ３．８ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ５６ ６．９ ２

９３ Ｋ３０ １５５ １４．１ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ７１ １３．３ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ７３ １０．１ ２

９３ Ｌ３０ ４３７ １．７ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ７４ ６．２ ２

掲載遺物一覧

４８５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｋ３０ ７６ ２４．４ ２

９３ Ｌ３０ １７２ １８．５ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ９１ １１．０ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ９９ １２．２ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １００ ７．７ ２

９３ Ｋ３０ ２６７ ４．５ ２

９３ Ｌ３０ ４８ １２．１ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １１２ ７．９ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １２２ ２．４ ２

９３ Ｋ３０ １６２ ５２．７ ２

９３ Ｋ３０ ２１５ ２．７ ２

９３ Ｌ３０ １６４ １０．９ ２

９３ Ｌ３０ ２０６ １４．８ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １４５ １．０ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １４８ １７．３ ２

９３ Ｋ３０ ４２６ ８２．２ ２

９３ Ｌ３０ ２６８ ７９．７ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １６４ １２．５ ２

９３ Ｋ３０ ４０４ １０．７ ２

９３ Ｌ３０ １６５ １５．８ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １７９ ４．１ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ １８３ ５．０ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ２０７ ２．４ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ２１７ ４２．５ ２

９３ Ｌ３０ ３０８ １．６ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ２３０ ３．８ ２

９３ Ｋ３０ ４４４ １１．８ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ２３５ １．７ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ３８２ １８７．０ ２

剥片 ９３ Ｋ３０ ４５９ ３．１ ２

剥片 Ｋ３０ Ⅰ ３ １１．１ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １４２ １．８ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １５９ １３．８ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １６０ ９．２ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ２３５ ７．２ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ３６７ ８．５ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ８０１ ６．１ ２

― ２６４ ５２４ 接合資料 ９３ １５４３．５ １５３ １・５ ７５９ ３４３５

剥片 ９３ Ｍ２９ ３５７ ２．０ １

９３ Ｏ２９ ６７０ ２９．３ １

９３ Ｐ２８ ５１７９ ３．２ １

剥片 ９３ Ｍ３０ １１２ ４．８ １

９３ Ｐ２８ ２７２０ ０．８ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ３７８ ３．０ １

剥片 ９３ Ｍ３０ ６３０ ９．８ １

９３ Ｐ２８ ６７７９ ８．７ １

縦長剥片 ９３ Ｎ２９ ３２０ ３．４ １

９３ Ｎ２９ ６４５ ２．４ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ４５７ ４．６ １

９３ Ｏ２９ ２３２０ ７０．８ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ４５９ １．６ １

９３ Ｎ２９ １２６０ ２．１ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ６５３ ２．４ １

縦長剥片 ９３ Ｎ２９ ７５１ ５２．４ １

９３ Ｐ２８ ４７０１ １９．８ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ７７７ ４．２ １

剥片 ９３ Ｎ２９ ９６２ ２０．４ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １２８１ ５．８ １

９３ Ｐ２８ ６４０７ ２．４ １

９３ Ｐ２８ ７５７５ ４．９ １

Ｐ２８ Ⅱ ２５７ １．３ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １２８３ １．２ １

９３ Ｐ２８ ６２５０ ３．０ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １５５７ ２．２ １

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ５４ １．１ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ５２６５ １５．３ １

剥片 Ｎ２９ Ⅱ ５５ ０．４ １

剥片 ９３ Ｎ３０ ３１９ １０．９ １

９３ Ｐ２８ ６３８７ １．９ １

Ｐ２８ Ⅱ ２４８ ２．１ １

９３ Ｑ２７ ９７６ ２４．９ １

剥片 ９３ Ｏ２８ １４０３ １０．６ １

９３ Ｑ２７ ８１４ １９．０ １

剥片 ９３ Ｏ２８ １５９１ ２２．７ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ６４８ ３．５ １

９３ Ｐ２８ ５３２３ ７．３ １

剥片 ９３ Ｏ２９ １０３９ ６．３ ５

９３ Ｏ２９ １８８４ ９．４ １

剥片 ９３ Ｏ２９ １４４４ ９．７ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １４７２ ４．２ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １８０２ ２．８ １

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ２１３６ ５．６ １

９３ Ｐ２８ ６１３４ １１．７ １

９３ Ｐ２８ ７５３９ １１．９ １

９３ Ｑ２７ ９９４ １６．９ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２１９１ ３６．１ １

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ２２０３ ５．６ １

９３ Ｏ２９ ２３２６ １．８ １

９３ Ｑ２７ １０１１ ７．６ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２２４５ ４．７ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２３１０ ２６．９ １

９３ Ｐ２８ ６４２５ １１．３ １

Ｑ２８ Ⅱ １１ ０．９ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ２３１６ ２．１ １

９３ Ｐ２８ ６５２４ ３．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １３８７ １．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １６９６ ６．４ １

９３ Ｐ２８ ４７７５ ４．９ １

Ｐ２８ Ⅱ ２６１ ０．６ １

９３ Ｑ２７ ９３３ ２．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ２１０８ ５．７ １

９３ Ｐ２８ ６９０９ １４．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２８７ １．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３１９８ ２．９ １

９３ Ｐ２８ ６６８７ ２．３ １

９３ Ｑ２７ ９６７ ６．５ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３３１ ５．５ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３８５ ８．５ １

９３ Ｐ２８ ６８４１ ４．０ １

Ｐ２８ Ⅱ ２５２ １．５ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ３８６０ ９．５ １

９３ Ｑ２７ １０１６ ７．６ １

Ｑ２７ Ⅱ １９ ０．７ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４２０１ ０．９ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４３３１ １．０ １

９３ Ｐ２８ ８０８０ ３．８ １

９３ Ｑ２７ １００７ １６．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３４４ ０．８ １

９３ Ｐ２８ ７０１３ ５２．７ １

９３ Ｐ２８ ７５４４ ３．０ １

９３ Ｑ２８ ５６９ ３．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３５３ １．６ １

９３ Ｐ２８ ６７７７ １．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６１４ １８０．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６８３ １８．７ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４７９２ ２３．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９１０ ６．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９１４ ２．５ １

９３ Ｐ２８ ７５７２ ４．６ １

９３ Ｑ２７ １００８ ２４．８ １

上白滝８遺跡（２）

４８６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９１７ ４６．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ４９２１ ３．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１５１ ２．１ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１６３ １２６．６ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５６７０ ９．６ １

９３ Ｐ２８ ５９７５ ３．９ １

９３ Ｐ２８ ６７５６ ９．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５６７６ ３．０ １

９３ Ｐ２８ ６６９６ ３．５ １

９３ Ｐ２８ ６６９８ ４．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７８４ ２．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５９３７ ５．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０５２ ８．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１５８ ２．０ １

Ⅲ―２２１ １７５ ２７ 尖頭器 ９３ Ｐ２８ ６１５９ １１．１ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３０４ ３．１ １

９３ Ｐ２８ ６３９４ ４．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４５３ １．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５２１ ２７．１ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５８１ ３７．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６５９１ ８．１ １

Ｐ２８ Ⅱ ２５３ ０．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７０１ ５．７ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７７５ １．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９０４ ２．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７００８ ６．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０１０ １２．２ １

Ｐ２８ Ⅱ ２４９ １．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０４３ １５．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０４６ ４．９ １

９３ Ｐ２８ ７５４２ １７．３ １

Ｐ２８ Ⅱ ２５０ １．６ １

Ｐ２８ Ⅱ ２５４ ０．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１４９ ４．６ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２１４ ９．３ １

Ｐ２８ Ⅱ ２５８ ２．５ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２２１ ３．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４４４ ２．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５３８ ２．８ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５４１ １．９ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５４３ ３．５ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７３１ １．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７４０ ６．０ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８２５ ６．７ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９７９ ２．８ １

Ｐ２８ Ⅱ ２５１ ０．６ １

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２４７ １．０ １

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２５５ ０．９ １

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２５６ １．７ １

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２５９ １．１ １

剥片 Ｐ２８ Ⅱ ２６０ １．６ １

９３ Ｑ２８ ５７１ ７．７ １

剥片 ９３ Ｐ２９ ３６７ ９．４ １

剥片 ９３ Ｐ２９ １１４７ １．３ １

剥片 ９３ Ｐ２９ １１７３ １．０ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ９１３ ４．５ １

剥片 ９３ Ｑ２７ １０１２ ８．１ １

剥片 ９３ Ｑ２７ １０１３ １．９ １

剥片 ９３ Ｑ２７ １０１８ １．５ １

縦長剥片 ９３ Ｑ２８ ３７２ ３．８ １

剥片 ９３ Ｑ２８ ６２７ ５７．３ １

― ２６４ ５２５ 接合資料 ９０・９３ ５６８．６ ４９ ２ ７０７ ３２３６

剥片 ９３ Ｋ３１ ２５９ １０．１ ２

９３ Ｎ２９ １６１２ ４．５ ２

剥片 ９０ Ｋ３１ １０４６ ７．１ ２

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｌ３０ ４９６ １８．４ ２

９３ Ｍ３０ １２ ５．５ ２

９３ Ｍ３０ ４９３ １１．８ ２

９３ Ｍ３０ ５５６ ２６．９ ２

９３ Ｍ３０ ５９２ １１３．３ ２

９３ Ｎ２９ １６６３ １０．４ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ １４７ ５．７ ２

９３ Ｎ２９ １３０２ ３．２ ２

剥片 ９３ Ｌ３０ ４１７ ４４．６ ２

剥片 ９０ Ｌ３１ ７７ ９．９ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ ６７ ３．７ ２

９３ Ｍ２９ ６８０ ５．０ ２

９３ Ｍ３０ １１６ ８．９ ２

９３ Ｎ２９ ６０８ ４．０ ２

９３ Ｎ２９ ７０８ ５．０ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ １００ １８．１ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ １６８ ３．６ ２

９３ Ｍ２９ １６９ ２．９ ２

９３ Ｍ２９ ４０２ ４．１ ２

９３ Ｍ３０ ７ ４．４ ２

９３ Ｎ２９ ７０４ ６．３ ２

９３ Ｎ２９ ７０９ ３．６ ２

９３ Ｎ２９ ７８７ ２．８ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ ５３０ １７．４ ２

９３ Ｍ３０ ７８９ ２．７ ２

９３ Ｎ２９ ７９１ ６．７ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ ６２３ １５．２ ２

剥片 ９３ Ｍ２９ ６５２ ２．２ ２

９３ Ｍ３０ １１５ １３．９ ２

９３ Ｎ２９ ２１６ ５．８ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ２５７ ３０．９ ２

９３ Ｍ３０ ６９８ １１．９ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ２９７ ３．４ ２

９３ Ｍ３０ ４８８ １０．０ ２

９３ Ｎ２９ ９７８ ５．６ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ６３５ １０．５ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ７７５ ４．４ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ７７６ ４．６ ２

剥片 ９３ Ｍ３０ ７８０ １５．５ ２

９３ Ｎ２９ ８１７ １４．４ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ ３２８ ３．０ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ ４７２ ５．５ ２

９３ Ｎ２９ ７１０ １４．２ ２

剥片 ９３ Ｎ２９ ７９６ ６．０ ２

剥片 ９３ Ｏ２９ ２３５７ １５．２ ２

剥片 セ南１～３０ ９ ５．８ ２

― ２６５ ５２６ 接合資料 ９３ ２１２５．９ ６７ １・３・５ ９３５ ４０６４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３０ 削器 ９３ Ｋ３０ ５７ ８１．４ ３

９３ Ｋ３０ ４０８ ３３．０ ３

剥片 ９３ Ｌ３０ １２４ ５０．５ １

９３ Ｍ３０ ２６ ９０．２ ３

９３ Ｍ３０ ３７３ ２７．６ ３

剥片 ９３ Ｍ３０ １２９ ７．９ ３

９３ Ｎ２９ １６０５ ２４．９ ５

９３ Ｏ２９ ２１２５ ８．７ ３

剥片 ９３ Ｍ３０ １５７ ８．２ ３

９３ Ｏ２９ １５９３ ２５７．１ ５

縦長剥片 ９３ Ｍ３０ ２１２ ２７．２ ３

９３ Ｐ２８ ５６９１ １０．３ ５

剥片 ９３ Ｍ３０ ４０６ ７．９ ３

９３ Ｐ２８ ４３５１ ６２．６ ３

剥片 ９３ Ｎ２９ ７５４ ２８．７ ５

Ⅲ―２４２ １８９ ２２９ 削器 ９３ Ｎ２９ ８８６ ５０．８ ５

９３ Ｐ２８ ５３０４ ２５．７ ５

剥片 ９３ Ｎ２９ ９５１ ４９．８ ５

掲載遺物一覧

４８７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｎ２９ １１２９ ６０．０ ３

９３ Ｎ２９ １１４０ １７．８ ３

９３ Ｑ２８ ５５３ ２０．０ １

剥片 ９３ Ｎ２９ １１２２ ３９．９ ５

９３ Ｐ２８ ６９１５ ９．６ ３

９３ Ｑ２７ ９７９ ４．１ ３

剥片 ９３ Ｎ２９ １２６８ ５．１ ５

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ４８ ３３．１ ３

９３ Ｎ３０ ５０６ ２７．２ ５

剥片 ９３ Ｎ３０ ４２４ ２８．１ ３

９３ Ｐ２８ ７９３ ３．８ ３

９３ Ｐ２８ ４３１８ ５２．７ ３

９３ Ｐ２８ ７７３９ １６．１ ３

剥片 ９３ Ｎ３０ ４９５ ４６．６ ３

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ８５ ４９．２ ５

９３ Ｏ２８ １９９３ １７．４ ３

９３ Ｐ２８ ６７２０ ９．４ ３

剥片 ９３ Ｏ２８ １７２３ ７．７ ５

９３ Ｐ２８ ３９６ ４．６ ３

剥片 ９３ Ｏ２８ １８１２ ９．４ ５

剥片 ９３ Ｏ２８ １８８９ ２４．７ ５

９３ Ｏ２８ ２０５５ ７０．２ ５

剥片 ９３ Ｏ２８ ２０５２ ７．７ ５

９３ Ｐ２８ ５９６２ １４５．６ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １３３１ １９．６ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ １４６１ ５８．８ ５

９３ Ｐ２８ ５２５５ １７．７ ５

剥片 ９３ Ｏ２９ ２１２１ ９０．９ ３

剥片 ９３ Ｏ２９ ２２０４ １４．９ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４１３ ２．０ ５

９３ Ｐ２８ ７３６３ ２．１ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８４８ ９．５ ５

９３ Ｐ２８ ５２７３ １７．１ ３

９３ Ｐ２８ ７３６５ １７．５ １

９３ Ｐ２８ ７７３３ １０．７ ３

９３ Ｐ２８ ７７３７ １２．０ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３７７ ２４．６ ３

９３ Ｑ２８ ５０８ ２３．８ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ４８９７ ９．７ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２３７ ６．４ ５

９３ Ｐ２８ ６９０１ ４８．０ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７１４ １１．０ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１３４ ８．１ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ７３００ ７９．３ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６２６ ７．７ ３

剥片 ９３ Ｑ２７ ８０３ １９．８ ３

９３ Ｑ２７ ８５６ ３３．３ ３

９３ Ｑ２８ ５３６ １１．５ １

９３ Ｑ２８ ５４１ ７．４ １

― ２６６ ５２７ 接合資料 ９３・９５ ３１２４．７ １１６ １・５ ９３２ ４０５５

剥片 ９５ Ｊ２８ ２１ ２８．５ ５

縦長剥片 ９５ Ｊ２９ ５２ ６７．０ ５

９５ Ｎ２７ ２５２ ７．６ １

剥片 ９５ Ｋ２８ ３９ ９４．６ １

剥片 ９５ Ｋ２９ １８０ １１４．６ １

９５ Ｍ２７ ６２３ １０．５ ５

剥片 ９３ Ｋ３０ １１６ ３８．６ １

９３ Ｌ３０ ３９５ ５７．２ ５

９５ Ｍ２８ ７８３ １．７ １

９５ Ｍ２８ ７８４ ２．０ １

９５ Ｎ２７ １７１９ ４０．６ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ５４ ３６．３ ５

９５ Ｍ２７ ６１５ １０９．３ １

９５ Ｍ２７ ８８６ ２６．９ ５

９５ Ｍ２７ ８９７ ２．７ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｍ２７ １１０７ ９．０ ５

９５ Ｍ２７ １２３７ ４９．４ ５

９５ Ｍ２７ １４７６ １１．１ １

９５ Ｍ２８ ５８７ ２４．７ １

９５ Ｎ２７ ７０８ ４．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １３７ １１．６ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １６５ ２３．６ ５

９５ Ｎ２７ １２１４ １４．５ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ２０１ ３．９ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ４０７ ４１．５ ５

９５ Ｎ２６ ６６７ １０．３ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ４３８ ８．６ ５

９５ Ｏ２７ ９７１ ８．１ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ４６２ ４．５ ５

９５ Ｍ２７ ６０７ ８．０ １

９５ Ｍ２７ ８９６ １１．６ ５

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ４７９ ２１．６ １

９５ Ｍ２７ ６８３ １０．７ ５

９５ Ｍ２７ １０６０ ３７．４ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ６２４ ７３．８ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ６４０ ３７９．２ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ６４５ ２０．７ ５

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ６５４ ３６．２ ５

９５ Ｍ２７ ８６３ ２５．７ ５

９５ Ｍ２７ ８９５ １３．４ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ６６９ １９．５ ５

９５ Ｍ２７ ８７７ ２７．６ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ６８４ ２６．９ ５

９５ Ｍ２７ ７３９ ３０．８ ５

９５ Ｍ２７ ７５７ ４．７ ５

９５ Ｍ２７ ７５９ ５．８ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ７２４ ５．１ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ７２６ ７．９ ５

９５ Ｎ２８ ２７６ １０．４ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ７４６ ６．１ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ７５８ ９．１ ５

９５ Ｍ２７ １１５４ ２３．７ ５

９５ Ｍ２９ ２５８ １０２．６ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ７６１ ３．５ ５

９５ Ｍ２７ ８８９ ９３．４ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ７６２ ５．３ ５

９５ Ｍ２７ ８８５ １９．９ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ８６４ ６．６ ５

９５ Ｏ２７ ８６１ ４．７ １

９５ Ｏ２７ ９９８ ５．１ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ８６５ １０．５ ５

９５ Ｍ２８ １３０ １５．５ １

９５ Ｎ２７ １６５１ ２．０ ５

９５ Ｏ２６ ９９ ２５．４ ５

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ８７４ ２５．１ ５

９５ Ｍ２７ １２６７ １０．９ ５

Ｍ２８ Ⅰ １０ １７．９ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ ８９４ ６．３ ５

９５ Ｏ２７ ５６３ ５．７ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １２３３ ７．２ ５

９５ Ｎ２７ １６３６ ２０．７ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １２３９ １８２．７ ５

剥片 ９５ Ｍ２７ １３２８ １４．６ １

剥片 ９３ Ｍ２９ ８５８ ４．１ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ １５０ ２．３ １

９５ Ｏ２６ ５１８ ６．５ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １７９ ５．７ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ２３６ ５．１ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ４３３ ２．８ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ５４０ １４．０ １

上白滝８遺跡（２）

４８８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｎ２７ ６７９ ４．８ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ５６１ ２．０ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ７３５ １０．９ １

剥片 ９５ Ｎ２７ ８５４ １４６．９ ５

剥片 ９５ Ｎ２７ ９１２ ４．３ １

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ９３７ ２８．６ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １５３８ １８１．５ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １７８４ ８６．４ ５

９５ Ｎ２７ １７８５ ２．３ ５

剥片 Ｎ２７ Ⅰ １０ ３４．０ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ２５３ ３．９ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ３５５ ４０．１ １

９５ Ｎ２８ ４３３ ４．２ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ８０ ８．１ ５

剥片 ９５ Ｏ２６ ３４６ １６．３ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ５４７ ９．８ １

９５ Ｏ２７ ７４６ ６．１ １

９５ Ｏ２７ １０７５ ２．５ ５

９５ Ｏ２７ １１０７ ７．２ ５

９５ Ｏ２７ １１０８ １９．７ ５

９５ Ｏ２７ １１６３ ３．０ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ８２ ２６．８ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １４４ １０．８ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ３２７ ４２．１ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ４７２ ４．８ １

９５ Ｏ２７ １２３８ １７．１ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ５３２ ８．３ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ６０７ １９．３ １

９５ Ｏ２７ ６７９ １０．２ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ６８１ １４．３ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ６９０ ３．５ ５

剥片 ９５ Ｏ２７ １３０６ ４．１ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １６４１ １８．４ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １６４２ ２．９ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １０３ ７．８ １

９５ Ｐ２６ ２２７ ６．５ ５

― ２６７ ５２８ 接合資料 ９５ ４３８５．３ ２３９ ３・４ ７９７ ３５４０

剥片 ９５ Ｉ３０ ２ ４．６ ３

９５ Ｊ２９ １５８ ９．０ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ３ ３．９ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ １３ ５．１ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ４２ ２．４ ３

９５ Ｊ２９ １４６ ３．７ ３

９５ Ｊ３０ ２８６ ６．７ ４

剥片 ９５ Ｉ３０ ４３ １９．６ ３

９５ Ｊ２９ ２２９ ３．４ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ５１ ６．９ ３

９５ Ｊ２９ １８７ １．７ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ６５ １０．８ ３

９５ Ｊ３０ ７５ ８．４ ４

９５ Ｊ３０ １０８ ６．０ ４

９５ Ｋ２８ ８４ ２．６ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ６６ １３．９ ３

９５ Ｉ３０ ３３７ ２７．２ ３

９５ Ｊ２９ ２３８ ３２．４ ３

９５ Ｊ３０ ６４ ６．６ ４

９５ Ｊ３０ １５２ ９．２ ４

９５ Ｋ２８ ５５ １１．３ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ６９ ５．８ ３

９５ Ｊ２９ １８２ ４．０ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ７７ ３．６ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ ８１ ７．６ ３

石刃 ９５ Ｉ３０ １０５ １４．５ ４

９５ Ｊ３０ ５７ ２３．３ ４

剥片 ９５ Ｉ３０ １０６ ３．５ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｉ３０ １１４ ２３．６ ３

９５ Ｊ３０ １７１ ３．７ ４

剥片 ９５ Ｉ３０ １２０ ４９．１ ３

剥片 ９５ Ｉ３０ １６３ ７．４ ３

９５ Ｊ２８ １３ １３７．６ ４

９５ Ｊ２９ １８４ １２．９ ３

９５ Ｊ２９ １８５ ５．４ ３

９５ Ｋ２８ １５０ ３．１ ４

剥片 ９５ Ｉ３０ ２８６ ７．３ ３

９５ Ｊ３０ １７３ ４．２ ４

剥片 ９５ Ｉ３０ ４２１ ４．１ ４

９５ Ｊ２９ ２４１ １６．６ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ５ ３．３ ３

９５ Ｊ２９ ４２ ８．０ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２５ ３５．０ ３

９５ Ｊ２９ １５４ １６．６ ３

９５ Ｊ３０ １４ ３．０ ４

９５ Ｋ２９ ３２４ ３．１ ３

９５ Ｋ２９ ５９２ １９．７ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２６ １．３ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２９ ３．４ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ３１ ０．９ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ３８ ９．５ ４

剥片 ９５ Ｊ２９ ４５ ２９．４ ３

９５ Ｊ２９ １０６ １５．１ ３

９５ Ｊ２９ １５５ １５３．４ ３

９５ Ｋ２９ ４０８ １７．８ ３

９５ Ｋ２９ ５６２ ４．０ ３

９５ Ｋ２９ ６０６ ９．５ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ４６ １．３ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ５４ ６．４ ４

９５ Ｊ３０ ３１ ２１．５ ４

剥片 ９５ Ｊ２９ ５５ ３．６ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ５７ ３．４ ３

９５ Ｋ２９ ３２２ ６．３ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ７２ ４．９ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ８７ ２．８ ３

９５ Ｊ２９ １６６ ２４２．９ ３

９５ Ｌ２８ １１６４ ３０．７ ３

９５ Ｌ２８ １１６８ ２１４．７ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ９２ ６．７ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １００ ３５．６ ３

９５ Ｊ２９ １０４ ４．２ ３

９５ Ｊ２９ １８３ ８．６ ３

９５ Ｋ２８ ４２ ３．６ ４

９５ Ｋ２８ １４０ ２４．０ ４

９５ Ｋ２９ ２０ ５．３ ３

９５ Ｋ２９ ３９０ ６６．１ ３

９５ Ｋ２９ ４３０ １８８．９ ３

９５ Ｋ２９ ５６５ ３．２ ３

９５ Ｋ２９ ５６９ ７．０ ３

Ｋ２９ Ⅰ １３ ２１．７ ４

剥片 ９５ Ｊ２９ １０７ １２．０ ３

９５ Ｋ２９ １０９ ７．４ ３

９５ Ｋ２９ ３２３ ２３．７ ３

９５ Ｋ２９ ５６６ ４．３ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １１２ １７．５ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １３４ ２．５ ３

９５ Ｋ２９ ６０５ ３．５ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １３６ ３．５ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １３９ ７４．３ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １４１ ４．５ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １４３ ８．９ ３

９５ Ｋ２９ ５９１ ４．５ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １５０ １１．７ ３

掲載遺物一覧

４８９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９５ Ｊ２９ １６３ １３．５ ３

９５ Ｋ２９ ４３８ ５．３ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １５２ １００．３ ３

９５ Ｊ３０ ２１７ ７．３ ４

９５ Ｊ３０ ２６８ ９．１ ４

剥片 ９５ Ｊ２９ １７３ １１．３ ３

９５ Ｋ２９ ６２４ ３３．６ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １７５ ３．４ ３

９５ Ｊ２９ ２０８ ２０．９ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １８１ ２．７ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １９２ ６．２ ３

石刃 ９５ Ｊ２９ １９４ ９．３ ３

９５ Ｊ２９ ２１０ ８．６ ３

９５ Ｊ３０ ８４ ４．６ ４

９５ Ｊ３０ ８５ ５．０ ４

９５ Ｊ３０ １００ ８．９ ４

剥片 ９５ Ｊ２９ １９６ １１．７ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １９８ ４．８ ３

９５ Ｊ２９ ２１１ ６．７ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ １９９ ８．３ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２０１ ２．８ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２０２ １４．７ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２０４ １１．０ ３

９５ Ｋ２９ ５８９ １０．４ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２０７ ２．４ ３

９５ Ｋ２８ ９７ ２１．９ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２１４ ５１．０ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２１５ ５．１ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２１７ ７０．９ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２１９ ２７．４ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２２０ ５．０ ３

９５ Ｊ３０ １５６ ７．２ ４

剥片 ９５ Ｊ２９ ２２２ ２４．４ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２２８ ４．８ ３

剥片 ９５ Ｊ２９ ２３６ ４．１ ３

縦長剥片 ９５ Ｊ２９ ２３９ ４１．７ ３

９５ Ｊ３０ １０２ ３３．０ ４

縦長剥片 ９５ Ｊ２９ ２４０ ３２．８ ３

９５ Ｊ３０ ９８ １７．４ ４

剥片 Ｊ２９ Ⅰ １ ４５１．４ ４

９５ Ｋ２９ ９７ ４．２ ３

９５ Ｋ２９ ３９２ ９．６ ３

剥片 ９５ Ｊ３０ １３ ３．７ ４

９５ Ｋ２８ １４１ ３．４ ４

９５ Ｌ２７ １１７３ ２．５ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ２７ ２．９ ４

９５ Ｊ３０ １１２ ５．２ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ３６ ３．４ ４

９５ Ｋ２９ ３８８ ９．９ ３

９５ Ｋ２９ ４３５ ２．９ ３

剥片 ９５ Ｊ３０ ４０ ５．５ ４

９５ Ｊ３０ ４３ ５．８ ４

９５ Ｊ３０ １６０ ３．９ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ４２ ０．８ ３

剥片 ９５ Ｊ３０ ５２ ７．４ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ５４ ２．５ ４

９５ Ｊ３０ ８０ ７．８ ４

９５ Ｊ３０ １１３ ３．９ ４

９５ Ｊ３０ ２４７ １．９ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ５８ ３．４ ３

９５ Ｋ２８ ９９ １１．５ ３

剥片 ９５ Ｊ３０ ６６ ５．８ ４

９５ Ｊ３０ １９２ ９．０ ４

９５ Ｊ３０ ２４２ ４．２ ４

９５ Ｋ２８ ９８ ２１．９ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９５ Ｊ３０ ８１ ９２．３ ４

９５ Ｊ３０ １４９ ６７．８ ４

９５ Ｊ３０ １５０ ７．７ ４

不明 不明 ３．４ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ８２ ４．９ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ９０ ５．９ ３

縦長剥片 ９５ Ｊ３０ ９１ ２１．０ ４

９５ Ｊ３０ １１４ ６．４ ４

９５ Ｊ３０ １４３ ５．２ ４

９５ Ｊ３０ １５８ ３．６ ４

９５ Ｊ３０ ２６６ ２８．２ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ９２ ２．８ ４

９５ Ｊ３０ １１８ ５．０ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ９３ ６．７ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ １０３ ２．０ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ １０６ １．２ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ １１５ ２４．８ ４

９５ Ｊ３０ １１７ １６．１ ３

９５ Ｋ３０ ４１９ ２．９ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ １２０ ８．５ ３

９５ Ｊ３０ １４５ ４．３ ４

９５ Ｊ３０ ２６７ １２．２ ４

縦長剥片 ９５ Ｊ３０ １４２ ７．９ ４

９５ Ｊ３０ １５１ ６０．８ ４

９５ Ｊ３０ ２４４ ５．０ ４

９５ Ｊ３０ ２９４ ５９．０ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ １９３ ３．２ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ １９６ １２．１ ３

９５ Ｊ３０ １９７ １７．２ ４

９５ Ｊ３０ ２４６ ９．０ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ２０６ １１．０ ３

剥片 ９５ Ｊ３０ ２１１ １．７ ４

９５ Ｊ３０ ３０２ ４．３ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ２１６ ４．７ ４

石刃 ９５ Ｊ３０ ２１８ ５．６ ４

９５ Ｊ３０ ２１９ ２．６ ４

９５ Ｌ２８ ７５８ ４．３ ３

９５ Ｌ２８ １１６０ １３．１ ３

９５ Ｌ２８ １７３１ ９．２ ３

剥片 ９５ Ｊ３０ ２２２ ２．０ ３

剥片 ９５ Ｊ３０ ２４９ ４．０ ４

９０ Ｊ３２ ７０２ ３．７ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ２６９ ３．５ ４

９５ Ｋ２８ １３６ １５．３ ４

９５ Ｋ２９ ４７２ ４．７ ４

剥片 ９５ Ｊ３０ ２９５ １．３ ４

９５ Ｊ３０ ２９９ ４．０ ４

剥片 Ｊ３０ Ⅰ １ １４．７ ４

９５ Ｌ２７ １１２０ ２．３ ４

剥片 Ｊ３０ Ⅰ ２ １０．０ ４

９５ Ｌ２７ １１６０ ５．１ ４

剥片 ９５ Ｋ２８ ４４ １９．３ ３

剥片 ９５ Ｋ２８ ５３ ２．６ ４

剥片 ９５ Ｋ２８ ５４ ９．７ ３

剥片 ９５ Ｋ２８ ５８ １０．４ ４

９５ Ｋ２８ １３８ １６．４ ４

剥片 ９５ Ｋ２８ ６９ １．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２８ ８１ １０．９ ３

９５ Ｋ２９ ５４９ ２．１ ３

９５ Ｋ２９ ６２０ ６５．１ ３

剥片 ９５ Ｋ２８ １４２ ３．５ ３

剥片 ９５ Ｋ２８ １４５ ３２．９ ４

９５ Ｋ２９ ４３７ ８．２ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ８１ ３．２ ３

９５ Ｌ２８ １１６５ ４．１ ３

上白滝８遺跡（２）

４９０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｋ２９ １６７ １．２ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ２５９ １３５．９ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ３９５ ５．５ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ４２０ １２８．０ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ４２２ ４．２ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ４４０ ６．２ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ４４２ ４．３ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ５８５ ７．０ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ５９０ ５．４ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ５９８ ９．１ ３

剥片 ９５ Ｋ２９ ６０９ １５．６ ３

剥片 ９５ Ｌ２７ １０９７ ６．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １１７９ １．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １１９０ １．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １１９３ ５．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １２００ ３．７ ４

― ２６８ ５２９ 接合資料 ９１ １０４８．８ ６２ １ ６６５ ３１１０

剥片 Ｇ３４ Ⅰ ３ ３．７ １

剥片 ９１ Ｈ３４ ３１ ６６．３ １

Ｉ３４ Ⅰ ７４ ４．４ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ １２ ４．８ １

９１ Ｉ３４ ３５ ３．９ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ １３ ５．８ １

Ｈ３４ Ⅰ １４ １．０ １

Ｈ３４ Ⅰ １５ １６．５ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ １６ ４．５ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ １７ ２８．８ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ １８ ２６．０ １

９１ Ｉ３４ ７８ １５．２ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ２０ ９．９ １

９１ Ｉ３４ ７６ ２．６ １

９１ Ｉ３４ ９８ ３．５ １

９１ Ｉ３４ １１０ ２７．３ １

９１ Ｉ３４ １１７ ３．７ １

９１ Ｉ３４ １４２ ３．８ １

９１ Ｉ３４ １６３ ２．１ １

９１ Ｉ３４ ２０５ ４．４ １

Ｉ３４ Ⅰ ７５ １９．２ １

Ｉ３４ Ⅰ ７８ ３．３ １

Ｉ３４ Ⅱ ７９ １．３ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ２１ １９．５ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ２２ ３．７ １

Ｈ３４ Ⅰ ２３ ７．０ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ２４ ８．０ １

９１ Ｉ３４ １１４ １．９ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ２５ ３２．５ １

Ｉ３４ Ⅰ ６８ ２．３ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ２６ １１．３ １

Ｈ３４ Ⅰ ２７ ４．１ １

Ｈ３４ Ⅰ ２８ ２．２ １

Ｉ３４ Ⅰ ６７ ０．７ １

剥片 Ｈ３４ Ⅰ ２９ ３．４ １

Ｈ３４ Ⅰ ３０ ９．７ １

剥片 ９１ Ｉ３３ １ ２３２．４ １

９１ Ｉ３４ ２６ １．１ １

剥片 ９１ Ｉ３４ １１ ７．２ １

９１ Ｉ３４ １４１ ２３．０ １

Ｉ３４ Ⅰ ７７ １２．７ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ２３ ９．５ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ３２ ２．１ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ４８ ４．０ １

Ｉ３４ Ⅰ ７６ ２２５．８ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ７７ ７．５ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ８０ １８．９ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ８３ ４．０ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９１ Ｉ３４ ９２ ６．２ １

剥片 ９１ Ｉ３４ １０６ ３４．２ １

剥片 ９１ Ｉ３４ １３２ ５．３ １

剥片 ９１ Ｉ３４ １５３ ６．７ １

Ｉ３４ Ⅰ ６６ ３．２ １

剥片 ９１ Ｉ３４ １６１ ３．６ １

剥片 ９１ Ｉ３４ １６６ ４．１ １

９１ Ｉ３４ １７９ １０．６ １

剥片 ９１ Ｉ３４ １６９ ３８．８ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ２０３ １２．３ １

剥片 ９１ Ｉ３４ ２０６ ３．３ １

剥片 Ｉ３４ Ⅰ ７２ ２．３ １

剥片 Ｉ３４ Ⅰ ７３ １．０ １

剥片 Ｉ３４ Ⅱ ８３ ０．７ １

― ２６８ ５３０ 接合資料 ９３ １４８３．９ ３５ ４ ９２５ ４０４２

石刃 ９３ Ｏ２９ ３５５ １４．９ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ ４５３ １４．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １４１１ ３３．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １８９２ １９．９ ４

９３ Ｐ２９ ５５２ １６．４ ４

９３ Ｐ２９ ９０４ ２５．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７０ ２４．１ ４

９３ Ｐ２８ ２２１５ ３１．１ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２０２２ ３３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４５０４ ４９．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８２６ ４１．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３４７ ５．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６３９ ７１．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４２１ ２８．８ ４

― ２０１ ４６２ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７５１３ ５１５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７１２ ８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７２４ ３６．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７７４ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９７１ ７．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２９ １３ ８．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６１ ９．３ ４

９３ Ｐ２９ ８６２ ２１．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ２９５ １６．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３２１ １３２．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ３３８ １６．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３７２ ６６．７ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ４２２ ３２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４４７ ３０．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２９ ５７７ ２０．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５８３ ３０．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２９ ６８７ １１．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２９ ９５８ ３０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０３２ ２６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２６０ ３９．０ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ２３ ７．５ ４

― ２６９ ５３１ 接合資料 ９３ １００４．３ ２８ ３・４ ９１６ ４００１

剥片 ９３ Ｏ２９ １５３５ ６．４ ４

― ２０１ ４６０ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７８７ ２４６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０３３ ８１．６ ４

９３ Ｐ２８ １０４５ １６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２７４ ４５．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９４９ ２３６．７ ４

９３ Ｐ２８ ３３５５ ６９．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９５３ １１．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０１４ ２９．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９６３ ３．６ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４８４８ ９．１ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３４７ ５．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４４５ ３．４ ４

９３ Ｐ２８ ５４５２ ５．６ ４

掲載遺物一覧

４９１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７０３ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８１２ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６００１ ２１．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１４９ ９７．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８４５ １０．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４２３ ９．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５０６ １３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７６６６ ６．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７２９ ２６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６５７ ４．１ ４

９３ Ｐ２９ ８０７ １２．７ ４

９３ Ｐ２９ １２３６ １０．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６６０ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０７６ ３．１ ４

― ２６９ ５３２ 接合資料 ９３ １０９５．６ ８０ ３・４ ９２４ ４０３９

剥片 ９３ Ｏ２９ ８１４ ５．７ ３

剥片 ９３ Ｏ２９ ２００９ ３．１ ４

剥片 Ｐ２７ Ⅰ ４ １．６ ４

９３ Ｐ２８ ５３６ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２４ ８．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５０ １７．５ ３

石刃 ９３ Ｐ２８ ４７７ ２３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９５ １９．３ ４

９３ Ｐ２８ ３３６５ ５．９ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７４０ １１．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４５ １７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９６１ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０８５ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３８２ ３．５ ４

― ２００ ４５７ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １３９０ ２３９．１ ３

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １４０１ １４．５ ４

９３ Ｐ２８ ６６３７ １４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９３０ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９３４ １７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９６０ ２．２ ４

９３ Ｐ２８ ２７５６ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２２７１ １６．４ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２２９３ １８．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２３０５ １２．３ ４

９３ Ｐ２８ ６０７３ ５．２ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２３１４ ９．３ ４

９３ Ｐ２８ ５８０４ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３１６ １０．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７２４ ６．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７３２ １５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７３５ ０．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７５４ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７５７ ２０．１ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２８５７ １．２ ４

Ｐ２８ Ⅱ １２８ １．９ ４

Ｐ２８ Ⅱ １３１ １．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８７１ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８７４ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３４０ ５．８ ４

９３ Ｐ２８ ７７９０ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３５２ ６．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３６７ １２．４ ４

９３ Ｐ２８ ７３０４ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９２７ １３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９５７ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４１６９ ７．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３９１ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４３９４ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４８２８ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４８４７ １．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３１８ １１．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５３２２ ２．４ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ５３７３ １１．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４２２ ７．３ ４

９３ Ｐ２８ ７０４２ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５４３３ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７１２ １０．２ ３

石刃 ９３ Ｐ２８ ６０５４ １５．６ ３

９３ Ｐ２８ ７２４３ ７．６ ４

Ｐ２８ Ⅱ １１６ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０５６ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０７０ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０８１ ７．２ ３

剥片 ９３ Ｐ２８ ６１４８ ２．４ ４

Ｐ２８ Ⅱ １１８ １．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４２２ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４７６ ２１．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６３３ １．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７８９ ２．６ ４

Ｐ２８ Ⅱ １３８ ０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８４９ １０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４６２ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４９３ １２．５ ４

― ２００ ４５８ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７５１５ ２９６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８２７ ２．０ ４

９３ Ｐ２８ ７９２５ ３．５ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １４８ １．７ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １２７ １．０ ４

剥片 不明 不明 ２．０ ４

不明 不明 ０．６ ４

― ２７０ ５３３ 接合資料 ９５ １００５．４ ８３ ４ ８１８ ３６２４

剥片 ９５ Ｋ２６ ７８ ６．５ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ ８７ １．３ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ １０７ ２．８ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ １５０ ３．３ ４

９５ Ｌ２７ ２１ ３．５ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ １６９ １０．８ ４

９５ Ｌ２６ ８７２ ３．２ ４

二次加工ある剥片 ９５ Ｋ２６ １７０ ６５．７ ４

石刃 ９５ Ｋ２６ １７２ ２４．１ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ６８ ３．３ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ６９ １４．１ ４

９５ Ｋ２７ ２５８ ５．９ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３１８ １４．３ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３５９ １．８ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ４３３ ４．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ４３８ ２．４ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ４４４ １．７ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ４６３ １０．６ ４

― ２００ ４５０ 石刃核 Ｋ２７ Ⅰ ２ ９３．５ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ ３ ４０．３ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ １５ ６．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７０ １．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ８５ ３０．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １０５ ２．８ ４

９５ Ｌ２６ ７８５ ２８．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １３３ １．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １９０ ２．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２０５ ９．５ ４

９５ Ｌ２６ ５９５ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２４６ ８．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２５２ ２３．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２５３ ９．９ ４

― １９９ ４３９ 舟底形石器 ９５ Ｌ２６ ２６０ ９７．０ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ２６８ ３．８ ４

上白滝８遺跡（２）

４９２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｌ２６ ２９３ ９．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３０４ ５．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３０６ １２．０ ４

９５ Ｌ２６ ６１６ ４．７ ４

９５ Ｌ２７ ３１５ ２５．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３１０ ３．２ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ３７５ １６．１ ４

９５ Ｌ２６ ８８９ ９．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３８７ ７．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４２６ ２．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４３９ ３．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４５２ ２．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４６７ １．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４９２ ４．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５０２ ３．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５２８ ０．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５４０ ２．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５５２ １．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５６１ ２．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５７６ １５．０ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５８５ ５１．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６０２ １７．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６２９ ７．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６３４ ５．０ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ６５１ ７．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６６７ １．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６８５ ３．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７０７ ３．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７０９ ２．４ ４

９５ Ｍ２８ ６３１ ３．５ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ７１６ ９．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７２８ １．４ ４

９５ Ｌ２７ ２０３ ３．９ ４

９５ Ｌ２７ ５７３ １．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ８２２ ４．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ２０ ２．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ４９ １．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ５９ ６．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １２０ ５．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １４１ ４．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １４５ ９．０ ４

石刃 ９５ Ｌ２７ ３００ ４．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ３１３ １．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ４４９ ５．９ ４

石刃 ９５ Ｌ２７ ７５４ １．１ ４

剥片 Ｌ２７ Ⅰ １２ ２５．８ ４

剥片 Ｌ２７ Ⅰ １４ ８．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２６ ３０６ ５．０ ４

剥片 ９５ Ｍ２６ ３３２ １２５．５ ４

― ２７０ ５３４ 接合資料 ８９・９３ ４１７．４ ３５ ４ ７９９ ３５４５

縦長剥片 ９３ Ｎ３０ ７８ ３２．７ ４

９３ Ｏ２９ １６７９ ３．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｎ３０ ３０３ ３．１ ４

Ｎ３０ Ⅰ ５９ １．０ ４

石刃 Ｎ３０ Ⅰ ２４ １４．６ ４

石刃 Ｎ３０ Ⅰ ２７ ２８．７ ４

９３ Ｏ３０ １３５ １０．２ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ３０ ７．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３０６ ２．０ ４

９３ Ｏ３０ ４９３ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６５６ ５．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １５４４ １３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３３ ２４．２ ４

９３ Ｏ３０ ８２９ ３．２ ４

９３ Ｏ３０ １４４６ ２．３ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９３ Ｏ３０ １３８ １１．６ ４

９３ Ｏ３０ １８４７ ４．１ ４

９３ Ｏ３０ １９３８ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３９ ３．６ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｏ３０ １４８ １３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １０３２ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１３８ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７２２ ３３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８２９ ２．７ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｏ３０ １８５７ １０．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０３７ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２２３９ １１．０ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ９５ ４．５ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ９８ １．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４７４ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６１４ ６．３ ４

― １０９ ２３４ 石核 ８９ Ｒ３０ ２２２ １２４．８ ４

剥片 ８９ Ｒ３０ ２２８ ３．３ ４

縦長剥片 ８９ Ｒ３０ ２４４ ２．９ ４

石刃 ８９ Ｒ３０ ３４６ ３．８ ４

― ２７１ ５３５ 接合資料 ９３ ５７１．７ ３４ ４ ８２４ ３６４６

剥片 ９３ Ｍ２９ １０５ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｍ３１ ７ ３．５ ４

剥片 Ｎ２８ Ⅰ ２ １５．４ ４

９３ Ｏ３０ １０６５ １９．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４０６ ４．１ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｎ３０ ４７８ ７２．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７０１ ３１．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ７１ ４．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ２２０ ５．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ２５０ ６．７ ４

石刃 ９３ Ｏ２８ ２０１２ １４．７ ４

９３ Ｏ２９ ７ １１．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５０２ ８．７ ４

Ｐ２８ Ⅰ １４１ ４．０ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ １５６６ ２２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５３ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２２ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４０２ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４０９ １３．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７４０ １４．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １０５２ ４．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １０８２ １４．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１２７ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２１０ １３．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２１８４ ２．６ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ２１ ２２．５ ４

Ⅲ―２４０ １８８ ２１３ 削器 ９３ Ｐ２７ ４０８ ２７．６ ４

９３ Ｐ２８ ５５１９ ５．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ ５３７ ２５．７ ４

９３ Ｐ２８ １５４９ ３５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １４７０ ５２．２ ４

Ⅲ―２４３ １９０ ２５１ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ １６３９ ２１．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６８９３ １６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１９９ ４７．８ ４

― ２７１ ５３６ 接合資料 ９３ ５０５．０ １２ ４ ８７０ ３８３５

剥片 ９３ Ｏ２９ ３２１ １２．４ ４

Ｐ２９ Ⅰ ５０ ２２．４ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ６３ ２０８．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １７６ １８．５ ４

９３ Ｐ２８ ７３９ ７．５ ４

９３ Ｐ２８ ２２９０ ４．９ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３９６３ ８．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ４７６０ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ６４０１ １０．４ ４

掲載遺物一覧

４９３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４９２３ ３．６ ４

― ２０１ ４６７ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ７６９３ １８５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８３７ ２０．４ ４

― ２７２ ５３７ 接合資料 ９３ ６９４．２ ４２ ４ ８３５ ３６７６

剥片 ９３ Ｏ２９ １５３ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３９７ ５．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １６９７ ４．６ ４

９３ Ｐ２９ ５９０ ４８．２ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ５８ ４．６ ４

― ２０３ ４７６ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １４０９ １６７．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ １８９２ １．７ ４

９３ Ｐ２８ ７８７９ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８９６ １．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０３３ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８４４ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８５２ ２．９ ４

― １９９ ４４４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５４８９ ２９．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５４９５ ９．３ ４

９３ Ｐ２８ ６２３０ １１．０ ４

９３ Ｐ２９ １２９５ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８４９ ９４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３４０ ４．８ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６３６１ ９．６ ４

９３ Ｐ２８ ８０４４ ９．７ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ６６４７ ３８．３ ４

９３ Ｐ２９ ７６ ５．０ ４

Ｐ２９ Ⅰ ２２ ５．２ ４

Ｐ２９ Ⅰ ６１ １．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９８８ １１．１ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７４１１ ２２．７ ４

９３ Ｐ２９ ９７０ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５１８ ４．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ７５３１ ４．２ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ７６８３ ２５．０ ４

９３ Ｐ２９ ５３４ １８．８ ４

９３ Ｐ２９ ６３３ １９．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７９５６ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７０ ６．４ ４

９３ Ｐ２９ ８５８ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ３０３ ６．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４３２ ２．４ ４

９３ Ｑ２８ ３１５ １３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ４６８ １２．１ ４

Ⅲ―２４４ １９１ ２５６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２９ ６０２ ３８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ８４５ ２．１ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ２１ ２０．１ ４

― ２７２ ５３８ 接合資料 ９３・９５ ４６０．２ ４３ ４ ８８４ ３８７６

石刃 ９５ Ｍ２８ ６８４ １．４ ４

石刃 ９５ Ｍ２９ １１１ １．２ ４

石刃 ９５ Ｎ２７ ４３６ １１．４ ４

Ｏ２７ Ⅰ ６ １．７ ４

石刃 ９５ Ｎ２８ ２ ８．１ ４

剥片 Ｎ２８ Ⅰ ３ １０．８ ４

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ４２ ６．２ ４

剥片 ９５ Ｏ２６ ５１ ２．４ ４

石刃 ９５ Ｏ２６ ３１６ ４．０ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ ４５ ３．３ ４

石刃 ９５ Ｏ２７ ７４ ５．２ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ ９２ ５．８ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ １３２ １．６ ４

縦長剥片 ９５ Ｏ２７ ４５４ ６３．５ ４

９５ Ｏ２７ ５２０ ３６．２ ４

縦長剥片 ９５ Ｏ２７ ４７５ ２．２ ４

９５ Ｏ２７ １３４２ １３．５ ４

― ２０２ ４７３ 石刃核 ９５ Ｏ２７ ７１４ ８８．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｏ２７ ８１１ ４．１ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ ８２１ ６．２ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ ８２９ ３５．７ ４

剥片 Ｏ２７ Ⅰ ３ ４．５ ４

剥片 Ｏ２７ Ⅰ ５ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ３５ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １２５ ３．９ ４

９３ Ｏ２８ ５６８ １．７ ４

Ⅲ―２４４ １９１ ２５７ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ ２６０ １５．８ ４

Ｏ２８ Ⅰ ７ １５．６ ４

剥片 ９５ Ｏ２８ ５９８ １０．８ ４

剥片 ９５ Ｏ２８ ８０１ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １５４０ ５．８ ４

９３ Ｏ２９ １７６ １．８ ４

石刃 ９５ Ｐ２６ ２８ １２．０ ４

９５ Ｐ２６ １５６ ２．８ ４

石刃 ９５ Ｐ２６ ６８ ７．８ ４

剥片 ９５ Ｐ２６ １０１ ４．５ ４

剥片 ９５ Ｐ２６ １３２ ２６．６ ４

縦長剥片 ９５ Ｐ２６ １６４ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８７２ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６７８３ ５．０ ４

９３ Ｐ２８ ７０３８ １．５ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅱ １４９ １．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２６ ９６ １０．２ ４

― ２７３ ５３９ 接合資料 ９３・９５ ２５７．６ ２８ ４ ９００ ３９５０

Ⅲ―２３８ １８７ １８０ 掻器 ９５ Ｏ２７ ２５ １１．２ ４

剥片 ９５ Ｏ２７ １６４ ７．０ ４

Ⅲ―２３８ １８７ １８９ 掻器 ９５ Ｏ２７ ７１９ ５．９ ４

石刃 ９５ Ｏ２７ ７８４ １．８ ４

石刃 Ｏ２７ Ⅰ １０ ２．５ ４

剥片 ９５ Ｏ２８ １２１ ３．５ ４

石刃 ９３ Ｏ２８ ５８７ ７．３ ４

剥片 ９５ Ｏ２８ ６７７ ６５．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ７５０ ９．０ ４

９３ Ｏ２８ ２０５０ １．０ ４

石刃 ９３ Ｏ２８ １２１８ ２．２ ４

Ｏ２８ Ⅱ １８ １４．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３７０ ５．３ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ １１６ ４．８ ４

石刃 ９３ Ｏ２９ １２８０ ４．６ ４

石刃 ９５ Ｐ２６ １０６ １．５ ４

剥片 ９５ Ｐ２６ １３０ ３．９ ４

剥片 ９５ Ｐ２６ １３３ ６．２ ４

石刃 ９５ Ｐ２６ １９１ ２０．９ ４

石刃 ９５ Ｐ２７ ３ ２．２ ４

９５ Ｐ２７ ８２ １９．７ ４

石刃 ９５ Ｐ２７ ７７ １８．４ ４

剥片 ９５ Ｐ２７ ９３ １５．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ５３１ ３．１ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ４９４４ １．４ ４

石刃 ９５ Ｑ２５ ６８ ５．７ ４

９５ Ｑ２６ ９ ２．６ ４

石刃 ９３ Ｑ２６ １６ １０．２ ４

― ２７３ ５４０ 接合資料 ９３ ３７９．０ １３ ４ ８２５ ３６５５

― ２０２ ４６９ 石刃核 ９３ Ｎ２９ ４１９ ２６４．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３２ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８９ １２．９ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ ３５８ ９．８ ４

９３ Ｏ３０ ７７６ ２．９ ４

９３ Ｏ３０ ２０９２ １８．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ７４８ ３．５ ４

９３ Ｏ３０ １３２７ ８．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３１０ ２７．７ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ １３７１ １３．６ ４

上白滝８遺跡（２）

４９４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ３０ １５４７ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７９１ ４．１ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ９７ ７．６ ４

― ２７３ ５４１ 接合資料 ９３ ８９．５ ８ ４ ８６９ ３８３１

剥片 ９３ Ｎ３１ ５４８ ３．５ ４

石刃 Ｎ３１ Ⅰ １０ ５．０ ４

９３ Ｏ３０ ４５２ １９．１ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｏ２９ ２１８ ２．７ ４

９３ Ｐ２８ ７８６３ ６．７ ４

９３ Ｐ２８ ７９９５ ９．５ ４

Ⅲ―２３８ １８７ １９０ 掻器 ９３ Ｏ２９ ４６０ ９．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ４５３ ３３．７ ４

― ２７４ ５４２ 接合資料 ９３ ２３２．３ ７ ４ ９０１ ３９５１

石刃 ９３ Ｏ２９ １１０４ ３１．５ ４

９３ Ｐ２９ ２６７ ２．６ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ２７５ １５．０ ４

― ２０１ ４６５ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １９９７ ９５．５ ４

石刃 ９３ Ｐ２８ ３５１１ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２０９ ５６．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ５６４ ２９．１ ４

― ２７４ ５４３ 接合資料 ９３ ７８８．２ ３９ ４ ８９７ ３９３４

剥片 ９３ Ｎ３１ １９４ ３．３ ４

９３ Ｏ３０ １９４９ １３．３ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ７１ １４．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １５ ７４．４ ４

９３ Ｏ３０ ６４６ ２８．０ ４

Ｏ３０ Ⅰ ４１ ８．４ ４

― ２０３ ４７７ 石刃核 ９３ Ｏ３０ ６８０ ８９．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １０６８ ２４．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３ ９．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９３ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３７ ９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５６２ ９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７５ ４．７ ４

９３ Ｑ２７ ２６６ １３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８９０ ４３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１８５ １．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３０３ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １３５７ １０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １４４９ ５９．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９４０ １．５ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １７８ ３０．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ６０ １０．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １８５ ６．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １８９ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２４３ ５６．１ ４

９３ Ｑ２８ １２６ １０４．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２６４ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ７ ２８．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １２ ２１．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ９４ ５．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １２３ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １２７ １３．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２０３ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２８２ ７．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ３２２ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ３５７ ４．８ ４

９３ Ｑ２８ ４２２ ８．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ３５９ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ４２５ ３２．５ ４

― ２７４ ５４４ 接合資料 ９３ ４９１．７ ３０ ４ ８６５ ３８１５

Ⅲ―２４５ １９１ ２６６ 舟底形石器 ９３ Ｎ３０ ２９６ ３０．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １１４ ７．１ ４

― ２００ ４５１ 石刃核 ９３ Ｏ３０ １６８ １７１．６ ４

石刃 ９３ Ｏ３０ ７０３ ５．６ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ８５ １８．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １４５ １７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９６ ７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３０６ ９．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５９ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８９１ ４．７ ４

９３ Ｐ２８ １８４４ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８９２ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８５４ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４４２ １４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９３８ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９５５ １．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３４５０ １．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４５０１ ５．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５８４５ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６３９０ ４３．１ ４

９３ Ｐ２９ ２０３ ２４．５ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １８２ ９．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ２０１ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６３９ ９．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２８ １５．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １００ １．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２１２ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２６４ １．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２７２ ５４．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ２７３ ５．３ ４

― ２７５ ５４５ 接合資料 ８６・９０・９２・９３ １００３．９ ８８ ４ ８５５ ３７６８

剥片 Ｍ２９ Ⅰ ４ ８．０ ４

剥片 Ｍ３１ Ⅰ ２ ５３．２ ４

剥片 Ｍ３１ Ⅰ ４ １．４ ４

剥片 Ｍ３１ Ⅰ ５ ３．２ ４

剥片 Ｍ３１ Ⅰ １４ ２．０ ４

剥片 ９０ Ｍ３２ ５ １．５ ４

剥片 ９２ Ｍ３２ ３９ ２．５ ４

剥片 ９２ Ｍ３２ １８２ ２０．０ ４

剥片 ８６ Ｍ３５ １１２ １６．６ ４

８６ Ｍ３５ １４５ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ １１５ ３３．３ ４

９３ Ｏ３０ ５８２ ６３．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４７９ ６．９ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ３ ８．９ ４

９３ Ｏ３０ １９４６ ２．０ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ４ ４．９ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ６ ３．９ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ７０ ６．７ ４

９３ Ｏ３０ １２４３ ５．５ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ７１ ６．６ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ７９ １．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ３８ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ６９ ２４．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ２６２ １．２ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ２９０ ２．９ ４

９３ Ｏ３０ ８４９ １．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ４１６ １４．８ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ２ ２１．６ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ３ ５．７ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ４ ６．２ ４

９３ Ｏ３０ ２０６０ ８．１ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ６ ８．０ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ７ ７．６ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ９０ １８．８ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ １９６ １．２ ４

９３ Ｏ３１ ８２ １６．３ ４

剥片 ９２ Ｎ３２ ８４５ １０．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ６６４ ３．９ ４

掲載遺物一覧

４９５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２８ １０８９ ５．５ ４

９３ Ｐ２８ ３０７９ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２７ ９．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７５ ７．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １０６ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １６０ ８．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２８８ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２９１ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４４７ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５４６ ２．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ６６６ ４７．４ ４

９３ Ｐ２８ ２５９３ ６．４ ４

９３ Ｐ２８ ５９５９ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７８０ ２４．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７９０ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ８６９ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ９７１ ２．８ ４

９３ Ｏ３０ １２０８ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１９４ １．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２１４ ５３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２５２ １１．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３０９ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３６３ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３６６ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １５０７ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １５１４ ８．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １６８３ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８９１ ７．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９０２ ５．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９７３ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９８１ １５．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９９９ ０．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２００１ １２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０６９ ７．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０７５ ２０．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２３１０ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２３１５ １．５ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ １０４ ２．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １７０ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ５２５ ５８．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７５７ １１．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０９１ ４８．７ ４

９３ Ｐ２８ ４５３８ ２０．３ ４

９３ Ｐ２８ ５６４０ ２６．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４１３０ １．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４０２０ ２６．０ ４

９３ Ｐ２８ ５０７５ ２７．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５０８６ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６９７０ ３１．３ ４

剥片 不明 不明 １１．５ ４

― ２７６ ５４８ 接合資料 ９３・９５ １００８．７ ５０ ４ ８４７ ３７３２

縦長剥片 ９３ Ｌ３０ ４０ ３．８ ４

９５ Ｍ２７ ８６０ ７７．１ ４

９５ Ｎ２７ １６５６ ２３．３ ４

― ２０２ ４７１ 石刃核 ９５ Ｍ２７ １ １５９．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ２２０ ５．６ ４

９５ Ｍ２７ ４９１ １５．２ ４

９５ Ｍ２７ １３６２ ２．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ２９２ １６３．０ ４

９５ Ｍ２７ ２９３ ３．５ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ２９４ ５．０ ４

９５ Ｏ２７ １０７６ ７．０ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ２９６ ７．０ ４

９５ Ｎ２７ １３５２ ５．９ ４

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ３３２ １８．１ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ３４３ １７２．３ ４

９５ Ｍ２７ １１４４ １０．５ ４

９５ Ｎ２７ ９７６ ５３．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５２４ ７．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５５８ ７．２ ４

９５ Ｎ２７ ７９０ ５．０ ４

９５ Ｎ２７ ９５１ １０．８ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ７６７ ２．３ ４

９５ Ｎ２７ １７１０ ２．３ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ９６０ １６．７ ４

９５ Ｎ２６ ７０５ ７．４ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ２５ １５．５ ４

９５ Ｎ２７ １２０６ １．５ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ １６４ ５．５ ４

９５ Ｎ２７ ５３ ２．８ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ １７８ ５．１ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ３１８ ２．１ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ３５２ ３．６ ４

９５ Ｎ２７ ８８０ ３．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ５４６ １．２ ４

９５ Ｏ２６ ８６ １１．７ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ２７９ １．５ ４

９５ Ｎ２６ ５２５ １．７ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ３９０ ６．７ ４

縦長剥片 ９５ Ｎ２６ ４１１ ２８．８ ４

９５ Ｏ２６ ４３３ ８．８ ４

縦長剥片 ９５ Ｎ２７ ９０ ３．６ ４

９５ Ｎ２７ ３４１ ２．０ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ １８５ １０．８ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ８６７ ２０．８ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ ９３２ ３９．６ ４

９５ Ｎ２７ ９５２ １２．０ ４

９５ Ｎ２７ １４６０ ２．１ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ １７５３ １．７ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ １７６２ ２．７ ４

剥片 ９５ Ｎ２７ １７９６ ２１．０ ４

― ２７７ ５５０ 接合資料 ９３・９５ ８８８１．７ １５１ １・５ ７４１ ３３６２

縦長剥片 ９３ Ｌ３０ ６０９ ８．１ １

剥片 ９３ Ｏ２８ ２００ ４．１ １

９３ Ｑ２６ ４９ ８３．５ １

９３ Ｒ２６ １４０ ２４２．９ ５

９３ Ｒ２６ １４７ ８４．２ ５

剥片 ９３ Ｏ２８ ４０６ ７．４ １

９３ Ｐ２８ ３６４ ３５．６ １

９３ Ｐ２８ ３６５ ５５９．９ １

９３ Ｐ２８ ３７５ ３０１．６ １

９３ Ｐ２８ ３７９１ １２．３ １

剥片 ９３ Ｏ２８ ６２７ １８．１ １

９５ Ｏ２８ １９７４ ６．６ １

剥片 ９３ Ｏ２９ １０９５ １９４．６ ５

９３ Ｐ２７ １４８ ２．３ １

９３ Ｐ２８ ８１０ ５１．３ １

９３ Ｐ２８ １１４４ ３．９ １

９３ Ｑ２６ ２０ １０．２ １

９３ Ｑ２７ ５２７ ３４．７ １

９３ Ｒ２６ ９０ １３．４ ５

９３ Ｒ２６ １０２ １９．１ ５

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １３７５ ２．７ １

石刃 Ｏ２９ Ⅰ ５ １１．６ １

石刃 Ｏ２９ Ⅰ ６ ５１．５ １

９３ Ｐ２７ １１ ４．８ １

石刃 ９３ Ｏ３０ １４９４ ２２．４ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ４８ ３．５ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ５０ １３．２ １

９３ Ｐ２７ ７２ ８．５ １

上白滝８遺跡（２）

４９６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９３ Ｐ２７ ５７ １０４．９ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ６２ ４．３ １

剥片 ９３ Ｐ２７ １５６ ６．７ １

Ｐ２７ Ⅰ ６ ６０．５ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ２５７ ８１９．８ １

９３ Ｒ２６ ７８ ９．１ ５

剥片 ９３ Ｐ２７ ２７９ ３１．５ １

９３ Ｑ２６ ３ １５６．４ ５

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ ３１７ ４．２ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３２０ ７３５．２ １

９３ Ｑ２７ １４ ５．３ １

９３ Ｒ２６ ７５ ４３．０ ５

剥片 ９３ Ｐ２７ ３４１ １６．３ １

９３ Ｑ２７ １３ ４．５ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ３４７ ９．３ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３４８ ４９．７ １

９３ Ｐ２７ ５００ ６０．６ １

９３ Ｑ２７ ２９６ ６２．７ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３８７ ７４．８ １

９３ Ｐ２８ ３８１ ５８．５ １

９３ Ｐ２８ ６０７ ２．７ １

９３ Ｐ２８ ３１４６ １．８ １

９３ Ｑ２７ ８８ ４．８ １

９３ Ｑ２７ ２１５ ６．４ １

９３ Ｑ２７ ２１９ ２．７ １

９３ Ｑ２７ ２２３ １１．６ １

９３ Ｑ２７ ３６３ ４８．６ １

９３ Ｑ２７ ６７３ ７．５ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３９５ ２７．９ １

９３ Ｐ２８ １６６８ ５４．５ １

Ⅲ―２３４ １８５ １１１ 彫器 ９３ Ｐ２７ ４１０ ２７．９ ５

剥片 ９３ Ｐ２７ ４３８ １３．１ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ４５１ ４．４ １

９３ Ｐ２７ ５４７ ７．８ １

９３ Ｑ２６ １５５ ４５１．７ １

９３ Ｒ２６ ４２ １．４ １

９３ Ｒ２６ ６２ ２．１ １

９３ Ｒ２６ ８５ １．３ ５

石刃 ９３ Ｐ２７ ４６１ １１．２ １

９３ Ｒ２６ １４２ ２９．１ ５

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ ４６３ ６．２ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ ４９３ １２１．８ １

９３ Ｒ２６ ６０ １４．８ ５

９３ Ｒ２６ １２１ ２５．１ ５

９３ Ｒ２６ １２２ ５１．１ ５

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ ４９９ ３９．４ １

９３ Ｒ２６ １４３ １９４．４ ５

剥片 ９３ Ｐ２７ ５０７ ６．１ １

９３ Ｐ２８ ３６０ ３．５ １

９３ Ｑ２７ ３０７ ４８．４ １

９３ Ｒ２６ ４７ ２．５ ５

９３ Ｒ２６ １３０ ２０．４ ５

９３ Ｒ２６ １３２ １４８．６ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ９４ ４７．４ １

９３ Ｑ２７ ５０６ １８．６ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １９２ ８．７ １

９３ Ｑ２７ ４５６ ７．１ １

Ⅲ―２５０ １９４ ３０１ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ３８０ ３４９．９ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ５８１ ４．５ １

石刃 ９３ Ｐ２８ ６５１ ７．６ １

９３ Ｒ２６ ８０ ２０．５ ５

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７５４ １５．５ １

９３ Ｑ２７ ４５７ １７．２ １

９３ Ｒ２６ ５５ ３２．７ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０７１ ４．５ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４１２３ １０．４ １

９３ Ｒ２６ １３４ ２７５．６ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ４６４６ ７８．７ １

石刃 ９３ Ｐ２８ ４６６５ ２４．２ １

石刃 ９３ Ｐ２８ ５０５５ ２２．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２６８ ４．０ １

剥片 ９３ Ｑ２６ ８８ ２９．２ １

９３ Ｒ２６ １１２ ３．２ ５

剥片 ９３ Ｑ２６ １１４ ７４．０ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １２８ ３．４ １

９３ Ｒ２６ １２４ ２．４ ５

石刃 ９３ Ｑ２６ １３６ ３６．５ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １５４ ５．４ １

縦長剥片 ９３ Ｑ２７ ８５ ７．０ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ９８ １１．８ １

剥片 ９３ Ｑ２７ １０３ ８．４ １

剥片 ９３ Ｑ２７ １７９ １６７．９ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ２１２ ６．８ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ２２０ １７０．８ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ２７１ ２７．１ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ２８５ ７０．０ １

縦長剥片 ９３ Ｑ２７ ３２９ １５９．５ １

９３ Ｒ２６ １０５ １２２．４ ５

９３ Ｒ２６ １１６ ５．０ ５

剥片 ９３ Ｑ２７ ３３１ １２６．０ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ３３２ １４．２ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ５１２ ９．０ １

縦長剥片 ９３ Ｑ２７ ６１１ ４．６ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ６３２ ８．７ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ６５０ ６．６ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ６７７ ２９．９ １

剥片 ９３ Ｒ２６ １２ １．９ １

剥片 ９３ Ｒ２６ ２１ ３．４ ５

９３ Ｒ２６ ４９ １．８ ５

剥片 ９３ Ｒ２６ ２３ ２．５ １

縦長剥片 ９３ Ｒ２６ ３４ ６．９ ５

９３ Ｒ２６ １０８ ９．７ ５

石刃 ９３ Ｒ２６ ３５ ３．９ １

石刃 ９３ Ｒ２６ ３９ １．９ ５

９３ Ｒ２６ ５６ ２．０ ５

剥片 ９３ Ｒ２６ ４０ ８．０ ５

石刃 ９３ Ｒ２６ ６１ １９．７ ５

剥片 ９３ Ｒ２６ ６６ ２．１ １

縦長剥片 ９３ Ｒ２６ ７０ １１４．４ ５

９３ Ｒ２６ １４４ ７５．５ ５

縦長剥片 ９３ Ｒ２６ ７１ １．２ １

剥片 ９３ Ｒ２６ ９７ ５３．８ ５

縦長剥片 ９３ Ｒ２６ ９８ １０．０ ５

剥片 ９３ Ｒ２６ １１４ ３．６ ５

剥片 ９３ Ｒ２６ １２６ １１．３ ５

９３ Ｒ２６ １４５ ２．０ １

剥片 ９３ Ｒ２６ １３３ １６３．０ ５

Ⅲ―２５１ １９５ ３０４ 石刃核 ９３ Ｒ２６ １３７ ２２７．１ ５

石刃 ９３ Ｒ２６ １３９ ６８．３ １

剥片 ９３ Ｒ２６ １５１ １９．５ ５

剥片 ９３ Ｒ２６ １５５ ２９４．１ ５

石刃 セ南１～３０ ５ ５３．０ １

縦長剥片 セ南１～３０ ６ １３１．８ １

― ２７９ ５５２ 接合資料 ９３ １８６５．１ ２３ １・５ ７７２ ３４８８

石刃 ９３ Ｐ２７ ８７ ２２．８ １

９３ Ｐ２８ ５７５ ４．０ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ８９ ４７０．０ １

９３ Ｒ２６ １４１ ６３．７ ５

石刃 ９３ Ｐ２７ ３４５ ２５．９ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３５４ ２５．３ １

掲載遺物一覧

４９７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９３ Ｐ２７ ３８０ １６．７ １

Ｐ２７ Ⅰ ７ ２８．３ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ６０８ ４４３．１ １

Ｐ２８ Ⅰ ２２９ ２３．１ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １５２０ ２７．５ １

石刃 ９３ Ｐ２８ １５９２ ２．９ １

９３ Ｒ２６ ８１ ３．３ ５

剥片 ９３ Ｑ２６ ８ ５２．７ ５

石刃 ９３ Ｑ２７ １０１ ４３．８ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ２９２ ７２．９ １

― ２０２ ４７０ 石刃核 ９３ Ｑ２７ ６１６ ４７６．０ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ６４６ ４．７ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ６８１ ３０．４ １

９３ Ｒ２６ ５８ ３．７ ５

剥片 Ｑ２７ Ⅰ １４ ９．８ １

石刃 ９３ Ｒ２６ １１８ ８．２ ５

９３ Ｒ２６ １２０ ６．３ ５

― ２７９ ５５３ 接合資料 ９３・９５ ２６９２．２ ４１ １ ７７９ ３４９７

石刃 ９５ Ｏ２８ １５２５ １０．８ １

９３ Ｐ２７ ２８７ ９．５ １

石刃 ９３ Ｐ２７ １３９ １６．２ １

９３ Ｑ２６ ４５ ６．２ １

９３ Ｑ２７ ３３４ １３．１ １

縦長剥片 ９３ Ｐ２７ ２７８ ８．１ １

９３ Ｑ２７ ２７６ ４．５ １

９３ Ｑ２７ ２７７ ２．９ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ３２３ ２８．４ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ３２７ ２８．４ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３３０ ２９１．１ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３５５ １８．１ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ３７９ ３０．６ １

９３ Ｑ２６ ８６ ６．０ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３８１ ３８．７ １

９３ Ｐ２８ ２１０ ２３．７ １

９３ Ｐ２８ ５８８５ ５．６ １

９３ Ｑ２６ ８１ ４．２ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ３８５ ２８．１ １

９３ Ｐ２８ ３６３ １５．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ １４ ５３６．２ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０７ ７．２ １

石刃 ９３ Ｐ２８ ３１６ ３．６ １

９３ Ｑ２６ ７７ １０．４ １

９３ Ｒ２６ １２７ １３．７ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７４ １２５．５ １

９３ Ｑ２７ ４１２ ７２．４ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３５１ １１．９ １

剥片 ９３ Ｑ２６ ４ １１．３ １

９３ Ｑ２７ ３３０ ２９８．６ １

剥片 ９３ Ｑ２６ ４１ ６．７ １

石刃 ９３ Ｑ２６ ６１ ４．２ １

剥片 ９３ Ｑ２６ ８０ ９．４ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １４１ ２８６．６ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １５０ １７８．０ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ９９ ５．１ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ２７８ １３．７ １

― ２０１ ４６４ 石刃核 ９３ Ｑ２７ ２８０ ４７２．８ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ２８６ １８．７ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ６２６ ２．１ １

石刃 Ｑ２７ Ⅰ １３ １４．５ １

― ２８０ ５５４ 接合資料 ９３ ２２２３．５ ２９ １ ７７６ ３４９４

石刃 ９３ Ｏ２８ １２８２ ３．３ １

９３ Ｏ３０ ８５２ ７．０ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ３２３ ３７．７ １

９３ Ｐ２７ ２８９ １１２．４ １

剥片 ９３ Ｏ２９ ８４０ １３．０ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２７ ８ ７５．９ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ２８３ １９０．６ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ４１５ ６．４ １

石刃 ９３ Ｐ２７ ４９４ １４．２ １

９３ Ｑ２７ ６７２ ４４．７ １

― ２００ ４５５ 石刃核 ９３ Ｐ２８ １ １７２．５ １

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５５８ ３９５．０ １

９３ Ｑ２７ １０４ ７９．９ １

９３ Ｑ２７ １５９ ２２６．６ １

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ４５２５ ２３０．１ １

石刃 ９３ Ｐ２８ ４６３８ ２９．３ １

９３ Ｐ２８ ５１０２ １７．２ １

剥片 ９３ Ｑ２６ ２５ ２８．０ １

９３ Ｑ２７ ２８３ ２５．１ １

剥片 ９３ Ｑ２６ ６２ １７９．４ １

縦長剥片 ９３ Ｑ２６ １３７ ３０．０ １

９３ Ｑ２６ １４２ １４．１ １

石刃 ９３ Ｑ２７ １８ ６０．３ １

石刃 ９３ Ｑ２７ ２６ ３０．９ １

９３ Ｑ２７ ８９ ３２．７ １

石刃 ９３ Ｑ２７ １０５ １９．５ １

剥片 ９３ Ｑ２７ ６７８ １１．３ １

剥片 ９３ Ｒ２６ ９３ １１６．４ １

剥片 ９３ Ｒ２６ １２３ ２０．０ １

― ２８０ ５５５ 接合資料 ９３・９５ １００４．５ ３２ １ ７７１ ３４８７

石刃 ９３ Ｍ３０ ８ ６．３ １

９３ Ｏ３０ １５８ ２．４ １

石刃 ９５ Ｎ２９ １４７ ４１．４ １

石刃 ９３ Ｎ２９ １２７１ ３．４ １

剥片 ９３ Ｎ３０ ３５ ５．５ １

剥片 ９３ Ｎ３０ ７０ ３．９ １

剥片 ９３ Ｏ２９ １４７６ ６８．８ １

９３ Ｐ２８ ３１０５ ５．６ １

９３ Ｐ２８ ４１０３ １１．４ １

９３ Ｐ２８ ７５９３ ５６．９ １

石刃 ９３ Ｏ３０ １６２ ２３．１ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ２５４ ２．７ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ４２５ １２．１ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ５３２ ６．４ １

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ７２５ ７．９ １

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ７２６ ３．７ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ９１５ ７．８ １

９３ Ｏ３０ １１９２ １．８ １

９３ Ｐ３０ ２２ １６４．７ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １２４１ ２．０ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １３９９ １２．４ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １４０２ ５．０ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １５２９ ５．１ １

剥片 ９３ Ｏ３０ １９９０ ３．７ １

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０４９ ０．９ １

剥片 Ｏ３０ Ⅰ １２０ １０．８ １

剥片 Ｏ３０ Ⅰ １２８ ４．４ １

剥片 ９３ Ｐ２７ ４２０ ２４．７ １

― ２０１ ４６３ 石刃核 ９３ Ｐ２７ ４２７ ４７６．２ １

― １９８ ４１９ 削器 ９３ Ｐ２８ １７６９ １０．３ １

剥片 ９３ Ｐ３０ １６ ３．５ １

石刃 ９３ Ｑ２８ ４１６ ９．７ １

― ２８１ ５５６ 接合資料 ９１ １２４２．６ ９ ３ ６６６ ３１１７

剥片 ９１ Ｈ３５ ４２ ６．０ ３

９１ Ｈ３５ １４３ ３．０ ３

剥片 ９１ Ｈ３５ ５２ １７５．０ ３

９１ Ｈ３５ １２３ ２１．９ ３

剥片 ９１ Ｈ３５ １３６ ７．５ ３

剥片 ９１ Ｈ３５ １３７ ３０４．８ ３

剥片 ９１ Ｈ３５ １５９ １１．７ ３

上白滝８遺跡（２）

４９８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―２５１ １９４ ３０３ 石刃核 Ｋ３５ Ⅰ １ ５１２．７ ３

剥片 Ｋ３６ Ⅰ １ ２００．０ ３

― ２８１ ５５７ 接合資料 ９５ ６０５．６ ４２ ４ ８３６ ３６７８

剥片 ９５ Ｋ２６ ４５ ３３．７ ４

９５ Ｌ２６ ８０９ ４１．７ ４

石刃 ９５ Ｋ２６ １０５ １１．０ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ １３９ ５．４ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ １８ １．３ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ５７ ２．０ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ １２９ ６．３ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ２１６ ３１．８ ４

９５ Ｌ２６ ７２７ ４．６ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３５８ １３．１ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ４４６ ７．５ ４

石刃 Ｋ２７ Ⅰ １９ ４．３ ４

９５ Ｌ２６ ５６６ ８．３ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ ３２ １．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １９ ３．６ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ２４ １３．２ ４

９５ Ｌ２６ ２９２ １０．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １５１ ４．１ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ １５６ ２７．５ ４

９５ Ｌ２６ ３６１ １２．３ ４

― ２０２ ４７５ 石刃核 ９５ Ｌ２６ ２３４ １０３．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３９４ ２２．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４３０ ４．２ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ４８９ ３２．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５７９ ４３．３ ４

石刃 ９５ Ｌ２６ ５９０ ３３．０ ４

排土 ９２ ２１．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６００ １．１ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７８３ ７．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７８９ ６．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ８１１ ２．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ８２０ ２１．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ８２７ ３．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ８９６ １２．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ４０ ４．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １４０ １０．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ２９７ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ５６９ ５．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ５８７ ７．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ５８８ ４．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ５９２ ３．６ ４

剥片 ９５ Ｍ２６ ４１９ ７．２ ４

― ２８２ ５５８ 接合資料 ９３・９５ ７８８．３ ５１ ４ ８０５ ３５７８

剥片 ９５ Ｋ２６ １７ ２１．０ ４

９５ Ｋ２７ ４５０ ２９．１ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ ７７ ４．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ １１０ ７．９ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ １２０ ４．１ ４

剥片 ９５ Ｋ２６ １３７ ２．８ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ５９ ５．９ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ６７ ５．６ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ７２ ９．６ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ９８ ９．４ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ １３６ ８．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ １９９ ９．６ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ２５３ ２．３ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３０２ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３３１ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３４５ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３５０ ３．９ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３５７ ８．８ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ３９２ ３．１ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９５ Ｋ２７ ４５７ ５．７ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ４８２ ２．２ ４

剥片 ９５ Ｋ２７ ５１３ ２．８ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ １８ ２１．２ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ ２０ １．９ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ ２１ ５．４ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ ２２ １５．２ ４

剥片 Ｋ２７ Ⅰ ３１ ４．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ １２１ １．４ ４

― ２００ ４５４ 石刃核 ９５ Ｌ２６ １５０ １５６．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２０６ ５８．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２０９ １３．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ２９１ １．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３１１ ６．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３３０ ２．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３５３ ５．５ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ３６０ １１．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４０２ １３．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４５９ ３．８ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ４７４ ３．９ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ５９９ ９．２ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６１５ ２．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ６５０ ２．７ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ７６４ ４．４ ４

９５ Ｌ２７ １８２ １２．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２６ ９２１ ４．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ １２１ ４．３ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ２９６ ４．４ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ４６４ ７．６ ４

剥片 ９５ Ｌ２７ ４６９ ７．９ ４

剥片 Ｌ２７ Ⅰ １９ １０．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３７ ２３８．５ ４

― ２８２ ５５９ 接合資料 ９０・９４ ６６９．０ １００ ３・４ ７１１ ３２４０

剥片 ９４ Ｉ３１ ２９ ２．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３２ ９．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３３ ２６．９ ４

９４ Ｊ３１ ２１８３ １．３ ３

剥片 ９４ Ｉ３１ ４７ １３．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６８ ２．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７６ ６．７ ４

９４ Ｉ３１ ３４２ １８．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １１１ ４．４ ４

９４ Ｉ３１ ５７５ ５．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １１８ ２．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １６２ ３．３ ４

９４ Ｉ３１ ３０９ ６．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １７２ ５．８ ４

石刃 ９４ Ｉ３１ ２３５ ２．１ ４

９０ Ｊ３２ ４８５ ４．９ ４

９０ Ｊ３３ ３ ５．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２４１ １４．６ ４

９４ Ｉ３１ ６３４ ０．８ ４

９４ Ｊ３１ １６１７ ３９．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２４２ １．３ ４

Ｉ３１ Ⅰ ２ ７．２ ４

９４ Ｊ３１ １６２４ １．７ ３

剥片 ９４ Ｉ３１ ２４７ ７．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２７３ ２．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２８６ １．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２９４ １．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３６８ １．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３７５ １．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３７９ ３．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３８０ ７．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３８６ ４．５ ４

掲載遺物一覧

４９９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９４ Ｉ３１ ３８９ １．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３９０ ２．７ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３９２ １．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４７６ １．１ ４

９４ Ｉ３１ ７４８ ７．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４８６ ２０．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４８７ ２．２ ４

９４ Ｉ３１ ５９４ ７．８ ３

９４ Ｉ３１ ９０８ １．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４８８ ５．７ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４９０ ２．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５２１ ８．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５２２ １．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５２８ ２．９ ４

９４ Ｉ３１ ５５４ １．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５３３ １．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５５３ ７．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５７１ １．４ ４

舟底形石器 ９４ Ｉ３１ ５８９ ２．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５９２ ６．８ ４

９４ Ｊ３１ １３１７ １．７ ３

９４ Ｊ３１ １３６６ ３．４ ３

９４ Ｊ３１ １３９４ ２．４ ３

剥片 ９４ Ｉ３１ ６２１ ０．６ ４

９４ Ｉ３１ ８３５ １．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６３６ １．５ ４

石刃 ９４ Ｉ３１ ８４９ ３．０ ４

９４ Ｉ３１ １０４５ １０．１ ４

９４ Ｊ３１ １３４７ ８．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ８５８ ２１．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ８９２ ４．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９０２ ３．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９０４ ３．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９１４ ４．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９２０ ２．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９２４ ３．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９３３ ３．７ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９５１ １．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９６７ １０．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １００９ ０．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １０１０ １１．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １０７９ １．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １０８９ ０．９ ４

９４ Ｊ３１ １３７１ １２．９ ４

９４ Ｊ３１ １８７４ ２．１ ４

９４ Ｊ３１ ２１７８ １．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３２ ２０２ ２９．１ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １３０７ ２．４ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １３１０ １４．１ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １３１８ ６．９ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １３２７ ３．９ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １３３３ ３．５ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １３４５ ７．７ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １３６７ ２．８ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １３７３ １．９ ３

縦長剥片 ９４ Ｊ３１ １３８６ １１．７ ４

Ⅲ―２４３ １９０ ２５３ 舟底形石器 ９４ Ｊ３１ １３８７ ４．３ ４

９４ Ｊ３１ ２２２３ １８．６ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １３９２ ２．６ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １６３４ １．５ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １８７３ ３．１ ４

９４ Ｊ３１ ２２１８ ２．３ ４

Ⅲ―２５２ １９５ ３１１ 石刃核 ９４ Ｊ３１ １８８７ ７７．０ ４

縦長剥片 ９４ Ｊ３１ １８９２ ２０．４ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２０２ １２．４ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２１６ ０．８ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２５２ ８．２ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２３１５ ４．９ ３

― ２８３ ５６０ 接合資料 ９３ １１５８．６ １０ ３・５ ９４２ ４０９１

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ８８ ５．９ ５

Ｎ３０ Ⅰ ９０ ２７．１ ５

９３ Ｏ３０ １１０１ ４．６ ５

剥片 Ｎ３３ Ⅰ ７ １６３．７ ５

石刃 ９３ Ｏ３０ ６７８ ２．９ ５

石刃 ９３ Ｏ３０ １１７０ １０．７ ３

石刃 Ｏ３０ Ⅰ １１８ ７．２ ５

石刃 Ｏ３０ Ⅰ １２９ ４４．９ ３

剥片 ９３ Ｐ２７ ４４８ ５７３．２ ５

― ２００ ４５９ 石刃核 ９３ Ｒ２６ １３８ ３１８．４ ５

― ２８３ ５６１ 接合資料 ９３ ６４８．９ １８ ４ ８４６ ３７３１

石刃 ９３ Ｏ２９ １３ ３４．３ ４

石刃 ９３ Ｐ２７ ４３ ７．０ ４

― ２０２ ４６８ 石刃核 ９３ Ｐ２７ ８８ １９９．０ ４

石刃 ９３ Ｐ２７ １１７ ２２．５ ４

９３ Ｑ２７ ２２４ ９．７ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４８ ３０．２ ４

９３ Ｑ２７ ５０４ １．８ ４

９３ Ｑ２７ ５９２ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５２ ８．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １５８ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９９３ ７９．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １５５６ ４４．６ ４

９３ Ｑ２７ ４３１ ４．１ ４

９３ Ｑ２７ ５９３ ５６．５ ４

９３ Ｑ２８ ３ １００．９ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３１５ １５．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３３７ １５．８ ４

石刃 ９３ Ｑ２７ ５５９ ９．６ ４

― ２８３ ５６２ 接合資料 ９１・９４ ４７４．８ ２１ ３・４ ６７１ ３１３４

石刃 ９１ Ｈ３２ １６ ５．６ ４

Ⅲ―２５０ １９４ ２９８ 石刃核 ９１ Ｈ３３ ６ ４３．５ ４

９１ Ｈ３４ １６ ７０．７ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ １９ １６．７ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ ２２ ４．９ ４

縦長剥片 ９１ Ｈ３３ ２３ １４．８ ３

剥片 ９１ Ｈ３３ ３６ ２．０ ３

剥片 ９１ Ｈ３３ ３９ ５．３ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ ４５ ４．３ ４

９１ Ｈ３３ １５４ ５．３ ３

剥片 ９１ Ｈ３３ １１１ ８．３ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ １１６ ２５．４ ４

石刃 ９１ Ｈ３３ １１７ ８．９ ４

９１ Ｈ３３ １５８ ６．０ ４

剥片 ９１ Ｈ３３ １６６ １６．０ ３

石刃 Ｈ３５ Ⅰ ８ ４．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３３ ５ ４．８ ３

９４ Ｉ３３ ７ ６２．６ ３

剥片 ９４ Ｉ３３ １５ １３１．６ ３

石刃 ９４ Ｉ３３ ２４ ３．８ ３

剥片 ９４ Ｉ３３ ２５ ２９．４ ３

― ２８４ ５６３ 接合資料 ９０・９１・９４ ２３５２．２ １０３ ３・４ ７０９ ３２３８

Ⅲ―２４５ １９１ ２６７ 舟底形石器 ９４ Ｈ３２ １ ２７．３ ４

縦長剥片 ９４ Ｈ３２ １９ １９．１ ４

９４ Ｉ３２ １９７ ５８．７ ４

縦長剥片 ９４ Ｈ３２ ２５ １４６．１ ４

９４ Ｉ３２ １８０ １７．８ ４

剥片 ９１ Ｈ３４ ７４ １１．７ ４

９１ Ｉ３４ ２０９ １２．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２６ ３．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３０ ７．９ ４

上白滝８遺跡（２）

５００



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９４ Ｉ３１ ３６ １９．７ ４

９４ Ｉ３１ ２８８ ２．８ ４

９０ Ｊ３２ ７１２ ４７．７ ４

Ⅲ―２４２ １９０ ２３４ 削器 ９４ Ｉ３１ ３７ ６６．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６３ ５７．７ ４

９４ Ｉ３１ ３３４ ３．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７１ １．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７８ ２８．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １２０ １．３ ４

９４ Ｉ３１ ４３４ ３９．５ ４

９４ Ｉ３１ ７４３ ７．９ ４

９４ Ｉ３１ ８５２ １．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １２１ ４．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １７８ ８．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２０６ ８．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２６７ ２．１ ４

９４ Ｉ３１ ３２９ １１．３ ４

９４ Ｊ３１ １８９４ １６．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２７１ ５．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２７２ ２２．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２８３ １３．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ２８９ １３．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３２８ ６９．７ ４

９４ Ｊ３１ １８８２ ４．８ ４

石刃 ９４ Ｉ３１ ３３５ ３．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ３７３ ２．５ ４

縦長剥片 ９４ Ｉ３１ ３９１ １１．５ ４

９４ Ｉ３１ ５７０ ７．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４３３ ３．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４３８ ５．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４４０ １０．１ ４

９４ Ｉ３１ ５６３ ６．８ ４

９４ Ｉ３１ ９１６ ７．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４６６ ２６．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ４８９ ２３．８ ４

９４ Ｉ３１ ５８１ １０．６ ４

二次加工ある剥片 ９４ Ｉ３１ ５３６ ４２．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５４１ ３４．７ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５６６ ３．３ ４

９４ Ｊ３１ ７１４ ６７．３ ４

９４ Ｊ３１ １３１３ ８．２ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ５９３ ４４．８ ４

９４ Ｊ３１ １３５５ １７．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ６３３ ７．５ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７５６ ４．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７５７ ２８．４ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７６８ ４．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ７８３ ５．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ８２５ １０．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ８４２ １．９ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９２７ １７．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９２９ ２．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９３０ ２．７ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９３４ ２７．７ ４

９４ Ｉ３１ １０１５ １．６ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ ９７３ １２．１ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １０１２ ８０．１ ４

９４ Ｊ３１ １３９１ １０．３ ３

剥片 ９４ Ｉ３１ １０４８ １２．０ ４

剥片 ９４ Ｉ３１ １０４９ １６．２ ４

Ⅲ―２４３ １９１ ２５５ 舟底形石器 ９４ Ｉ３１ １０８６ ２６．３ ４

剥片 ９４ Ｉ３２ １７９ ７．０ ４

９４ Ｉ３２ １９５ １８．８ ４

剥片 ９４ Ｉ３２ １９９ ４７．２ ４

石刃 ９４ Ｊ３１ ７０１ １０．６ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９４ Ｊ３１ ２２０３ ７．４ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ ８５６ ８．６ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ８５８ １．３ ３

縦長剥片 ９４ Ｊ３１ ８６８ １２．７ ４

９４ Ｊ３１ １３４６ １．８ ４

二次加工ある剥片 ９４ Ｊ３１ ８７２ １２．８ ４

９４ Ｊ３１ ２２５３ ３２．９ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １３３９ ２０．１ ４

縦長剥片 ９４ Ｊ３１ １３６３ ６２．１ ４

９４ Ｊ３１ ２２５１ ５７．７ ４

石刃 ９４ Ｊ３１ １３７８ １０．６ ４

９４ Ｊ３１ １８７７ ７．５ ４

縦長剥片 ９４ Ｊ３１ １３９０ ４２．３ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １６２８ ６．５ ４

９４ Ｊ３１ １６３２ １３．９ ３

剥片 ９４ Ｊ３１ １６３５ ３．７ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ １６３９ ３４２．５ ４

Ⅲ―２４６ １９２ ２７８ 舟底形石器 ９４ Ｊ３１ １８７８ １９．３ ４

縦長剥片 ９４ Ｊ３１ １８７９ ８．６ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２１７７ ８．２ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２１８９ ４．７ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２２０５ １０．８ ４

剥片 ９４ Ｊ３１ ２３１１ ４．９ ３

剥片 ９０ Ｊ３２ ４８３ ２０．５ ４

９０ Ｊ３２ ７０９ １１．２ ４

剥片 ９０ Ｊ３２ ７１３ １０５．６ ４

石刃 ９０ Ｊ３３ ７ ２０．２ ４

９０ Ｊ３３ ２１ ６．４ ４

石刃 ９０ Ｊ３３ ２８ ３３．０ ４

― ２８５ ５６６ 接合資料 ９３・９５ ８６０．２ ３０ １ ７３３ ３３２２

剥片 ９５ Ｍ２６ ７５ １６．５ １

剥片 ９５ Ｍ２７ ８０ ４．８ １

剥片 ９５ Ｍ２７ １３５ １３．２ １

９５ Ｏ２６ ７０ ７．１ １

縦長剥片 ９５ Ｍ２７ ４１８ １７．１ １

― １９８ ４２０ 削器 ９５ Ｍ２８ ４５１ ２．０ １

９５ Ｏ２６ ４３９ ２．９ １

剥片 Ｍ２８ Ⅰ １８ ８．７ １

剥片 ９３ Ｍ２９ １２ ４．４ １

剥片 ９５ Ｍ２９ ４９ ４．６ １

剥片 ９５ Ｎ２５ ３８ １４．８ １

９５ Ｎ２７ １３８４ １２．２ １

９５ Ｑ２４ ４ ２２．３ １

剥片 ９５ Ｎ２６ ６２２ ２３．６ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １０１ ３１．０ １

― ２０４ ４９０ 石核 ９５ Ｎ２７ １０６ ３１．９ １

剥片 ９５ Ｎ２７ １７７２ ２５．６ １

剥片 ９５ Ｎ２８ ２２０ ４．０ １

９５ Ｏ２６ ３５５ ２２．０ １

二次加工ある剥片 Ｎ２８ Ⅰ １６ ２９．４ １

剥片 ９５ Ｏ２６ １５８ １３．１ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ２２５ ３７．７ １

縦長剥片 ９５ Ｏ２６ ２２８ １３．４ １

９５ Ｏ２６ ４７９ １４．８ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ３３１ ２４．２ １

剥片 ９５ Ｏ２６ ３７３ １７８．５ １

９５ Ｏ２６ ４２９ ６５．３ １

剥片 ９５ Ｏ２７ １１６ ３０．０ １

― ２０４ ４８７ 石核 ９５ Ｏ２７ ９０１ １７０．３ １

石刃 ９５ Ｑ２５ １５８ １４．８ １

― ２８６ ５６７ 接合資料 ９３・９５ １２６９．８ ３３ ３・４ ９１５ ３９９５

剥片 ９３ Ｎ２９ １４ ２１．６ ４

９３ Ｏ２８ ８９２ ４４．４ ４

剥片 ９３ Ｎ２９ ２５３ ６１．８ ４

９３ Ｏ２９ ４９８ ５９．３ ４

掲載遺物一覧
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剥片 ９３ Ｎ２９ ２９５ １８．５ ４

９３ Ｏ２９ ２７２ １５．８ ４

Ｏ２９ Ⅰ ６７ ２４．３ ４

剥片 ９３ Ｎ２９ ３５９ ９５．３ ４

９３ Ｎ２９ ３６１ ２２．０ ４

石刃 Ｎ２９ Ⅰ ９ １３．０ ４

９５ Ｐ２７ ４７３ ２１．７ ４

剥片 Ｎ２９ Ⅰ １９ ９．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ８７ ２５．５ ４

９３ Ｏ２８ １８６８ １１．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３４ ７．１ ４

９３ Ｐ２７ ５２４ ８８．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ２６２ ５．２ ４

Ｏ３１ Ⅰ ４ ２４．４ ４

縦長剥片 ９５ Ｏ２８ ４４３ ７．３ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２８ ５１９ ４１．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ５４８ １１．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ５５７ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ９０２ ２３．２ ４

９３ Ｏ２８ ９８２ １５．６ ３

９３ Ｏ２９ ３８ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １０４８ １６．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １７５７ ５．２ ４

９３ Ｏ２８ １８７０ １７．９ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ ２０６ ３７．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３７６ ２１１．５ ４

縦長剥片 Ｏ２９ Ⅰ ６６ ９．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ９９ ４９．２ ４

― ２０３ ４８３ 石核 ９３ Ｐ２７ ５２６ ２４３．５ ４

― ２８６ ５６８ 接合資料 ９３ ９７０．０ ５４ ４ ８７７ ３８５０

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ６ ９．２ ４

９３ Ｏ２８ ７５ ３６．５ ４

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ８ １９．８ ４

剥片 Ｎ２９ Ⅰ ４７ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ５７ ３．３ ４

９３ Ｐ２８ ３５１４ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ６５ ３１．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ７０ ８．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ８１ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ８５ １３．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ３０８ ３０．０ ４

９３ Ｏ２８ ９１１ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ３１３ ２１．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ３２８ ３．８ ４

９３ Ｏ２８ ６８７ ４７．８ ４

― ２０２ ４７２ 石刃核 ９３ Ｏ２８ ４７６ ８．３ ４

９３ Ｏ２８ ６６７ ９２．８ ４

９３ Ｏ２８ １７３４ ４．１ ４

９３ Ｏ２９ ２８ ２０．１ ４

― １９８ ４２７ 削器 ９３ Ｏ２８ ８３５ ３７．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ８５４ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ ９６２ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １０７９ ５．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １１４９ １３．９ ４

Ｏ２８ Ⅰ １７ １５．３ ４

９３ Ｏ２９ ９８ １１．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １２２９ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １２６９ １２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３０２ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １３８２ ６２．０ ４

Ｏ２９ Ⅰ ５１ ４４．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １４８９ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２８ １５００ ７．３ ４

― １９９ ４３８ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １８５６ ５６．９ ４

剥片 Ｏ２８ Ⅰ ３６ ３．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ２９ ３４ ６０．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １０７ １３．２ ４

９３ Ｏ２９ ２９２ ２７．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７４ ３８．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ４６８ ２０．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ７８５ ６．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １０４３ ２５．４ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ ５２ ５８．１ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅰ １７９ ３．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １６８ １６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ ４７１ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８９８ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２０８８ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４０６０ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５０３１ ２．５ ４

９３ Ｐ２８ ５６２６ １．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１０４ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２８６ ５．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６２０ １７．９ ４

― ２８７ ５６９ 接合資料 ９３ ５５０．９ ３７ ４ ８９２ ３９０８

剥片 ９３ Ｎ３０ ２２ ８１．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２６ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ７３ １０．４ ４

９３ Ｏ３０ １８４１ ２２．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ １５３ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２０７ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２２４ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ２８６ １０．０ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３７０ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３７２ １．０ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ３９６ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４００ １２７．９ ４

剥片 ９３ Ｎ３０ ４３８ ７．６ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ ８ １０．６ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ５３ １９．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３４８ １２．４ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ３５２ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６４１ １５．４ ４

９３ Ｏ２９ ９７３ １．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ６５２ ２．５ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ７７５ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １１８５ ８．８ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １５４２ ６．２ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １５４６ ９．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １５７６ ２．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １６１３ ５６．３ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １７６１ ９．３ ４

剥片 Ｏ２９ Ⅱ ７８ １．３ ４

― １９９ ４３２ 舟底形石器 ９３ Ｏ３０ ６７ １６．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４８４ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４９５ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１３０ ６．５ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ２００４ ４８．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２２３８ ４．２ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ２３ ６．９ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ４３ ８．０ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ４８ ３．５ ４

― ２８７ ５７０ 接合資料 ９３ ３２０．１ １６ ４ ８９４ ３９２７

剥片 Ｎ３０ Ⅰ １２ ９．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５８ ５．１ ４

９３ Ｏ３０ １８５３ １２．１ ４

９３ Ｐ２８ ７３３０ ４．９ ４

９３ Ｐ２９ ５６９ １５．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １５２５ １４．２ ４

剥片 ９３ Ｏ３１ ３６ ８．７ ４

上白滝８遺跡（２）

５０２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｐ２８ ７２２ ４．９ ４

９３ Ｐ２８ ６０４９ ３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４８４ ８．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２８６３ １４．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４２０７ ５８．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７１０８ ２２．２ ４

― ２０３ ４８１ 石核 ９３ Ｐ２８ ７４７５ ９９．６ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２９ ５４ １７．２ ４

二次加工ある剥片 Ｒ３２ Ⅰ １ ２１．０ ４

― ２８８ ５７１ 接合資料 ９３ ４４８．９ ２１ ４ ８９５ ３９２８

縦長剥片 ９３ Ｏ２９ １９９２ １２．０ ４

９３ Ｐ２８ ６２１３ １２．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １４８３ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９４０ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １２６０ ２４．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ １３９３ ３０．３ ４

９３ Ｐ２８ １４１０ ２４．４ ４

９３ Ｐ２８ ７６５８ １１．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４６８ ５．６ ４

９３ Ｐ２８ ６５６４ １２．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２８４ １７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５７７６ ２．３ ４

９３ Ｐ２９ １２３ ３．２ ４

９３ Ｐ２９ １５９ ４．７ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ６０１９ １０．３ ４

９３ Ｐ２９ １１６ １８．２ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ６３１７ ５３．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７０９１ １１．８ ４

― ２０３ ４８２ 石核 ９３ Ｐ２８ ７３５６ １７０．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７８４８ １６．０ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ３４ ３．７ ４

― ２８８ ５７２ 接合資料 ９３ ５６８．７ ４５ ４ ８３２ ３６６６

剥片 ９３ Ｐ２８ ３８ ４．５ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２９ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９０ ７．６ ４

Ⅲ―２４３ １９１ ２５４ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ４２５ ３０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ８７４ ３．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１６９ ３．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３３０１ １．６ ４

９３ Ｐ２８ ３９３１ ７．６ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １４４ ８．７ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １４５ ２．７ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ １８８ ６．４ ４

９３ Ｑ２８ １６５ ６．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １０２ ４１．５ ４

９３ Ｑ２８ ６２ ８．９ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ３８ １１．０ ４

剥片 Ｐ２９ Ⅰ ３９ ２０．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ８１ ２２．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １５７ １２．２ ４

９３ Ｑ２７ ４７３ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １９７ １０．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２０１ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２０２ ９．０ ４

縦長剥片 ９３ Ｑ２７ ２２８ ７０．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２３０ １６．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２９８ ３．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３２２ １．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３６４ ２．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３７２ ６４．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３７７ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３８０ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ３８１ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ４７６ ２．６ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５４９ ９．０ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 ９３ Ｑ２７ ５６１ ３９．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５９１ ６．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６８９ １１．５ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ６９１ ４．５ ４

９３ Ｑ２７ ７３１ ５．６ ４

９３ Ｑ２８ １７１ １１．０ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７２６ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ７３８ ３．４ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ ８９ ５１．１ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １７２ １．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２８ １８５ １．９ ４

剥片 排土 ９４ １４．１ ４

― ２８８ ５７３ 接合資料 ９３ ３７９．４ ２２ ４ ９１３ ３９９１

剥片 ９３ Ｏ２９ １９１８ ７．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３２０ １．６ ４

９３ Ｐ２８ １００４ ３５．３ ４

― ２０３ ４７９ 石刃核 ９３ Ｐ２８ ５９５ ８４．４ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ７５５ ２６．０ ４

９３ Ｑ２７ ７８８ １９．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７５７ ８．６ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ １０５５ ４．０ ４

９３ Ｐ２９ ５３１ ２３．９ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ２７９１ １１．３ ４

二次加工ある剥片 ９３ Ｐ２８ ３１４３ １９．１ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ３８５３ ６．４ ４

９３ Ｐ２９ ４０３ ７．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３９７６ １６．７ ４

９３ Ｑ２７ ４６４ ４．２ ４

縦長剥片 ９３ Ｐ２８ ４４４０ ２９．０ ４

― １９８ ４２１ 削器 ９３ Ｐ２８ ６４３７ １８．２ ４

９３ Ｐ２９ ８４２ １４．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２２ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ １２１９ ６．７ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ５６ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ １２１ ２１．２ ４

― ２８９ ５７４ 接合資料 ９３ １１５４．４ ７２ ４ ９３０ ４０５１

― １９９ ４３４ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １０４７ １８．２ ４

９３ Ｏ２８ １５８３ ２０．３ ４

― １９９ ４４３ 舟底形石器 ９３ Ｏ２８ １１０１ ３６．８ ４

９３ Ｐ２８ １０３７ ４８．１ ４

９３ Ｐ２８ ３６９６ ３８．８ ４

９３ Ｑ２７ ６００ ２６．９ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２４２ １１．７ ４

― １９９ ４４２ 舟底形石器 ９３ Ｏ２９ ５２２ ２１．９ ４

９３ Ｐ２８ ２３５０ ３５．０ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ８４６ ５．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １０９８ ４．６ ４

９３ Ｐ２８ ５８５８ ４．７ ４

９３ Ｐ２８ ６４３９ ４．１ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １２４０ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ １３８０ １４．４ ４

９３ Ｐ２８ １２４９ ５．７ ４

９３ Ｐ２８ ２１１０ ２５．７ ４

剥片 ９３ Ｏ２９ ２３１３ ２．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２７ １３１ ２．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１ ６０．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １１０ ２７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７４ ３．８ ４

９３ Ｐ２８ ３７３２ ８．５ ４

９３ Ｑ２７ ５７６ １３．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３５８ ７．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７７９ ７．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ９０６ １２．６ ４

― １９９ ４３６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ １００９ ４６．５ ４

９３ Ｐ２８ ６３８６ ２２．２ ４

掲載遺物一覧

５０３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９３ Ｐ２８ ６５０６ ９．１ ４

９３ Ｐ２８ ６８１６ １４．７ ４

９３ Ｐ２８ ７６５０ １７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １０７８ ８．６ ４

― ２０３ ４８４ 石核 ９３ Ｐ２８ １１０９ ４１．６ ４

９３ Ｐ２８ １５９４ ３８．９ ４

９３ Ｐ２８ １７４７ ５４．１ ４

９３ Ｐ２８ ３５７７ １４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １７８５ ６．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １８２３ １．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ １９４７ ８．７ ４

９３ Ｐ２８ ５６２７ ３．５ ４

― １９９ ４３７ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ２１３６ ３９．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３６５ ３．３ ４

９３ Ｐ２９ ６７４ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２３７７ ６．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２４７１ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２５８５ ６．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６０１ ７．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２６３４ ４．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２７４１ ３．２ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ２９１２ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３０９７ ２．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３２８３ ４．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３５７６ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３５８７ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ３６３２ ２．０ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ４４４２ ７．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１２８ ７．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５１３１ ６．８ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５２８６ ７．１ ４

― １９９ ４４６ 舟底形石器 ９３ Ｐ２８ ５５５２ ２４．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ５５５９ ９．４ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２６３ １０．７ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６２６９ １１．６ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６１３ １１．１ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ６６５８ １．５ ４

剥片 Ｐ２８ Ⅰ ２０５ ６．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７１４ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２９ ７２４ １５．２ ４

剥片 ９３ Ｑ２７ ２３４ ３３．１ ４

― １９９ ４４５ 舟底形石器 ９３ Ｑ２７ ２９７ ２０．８ ４

剥片 ９３ Ｒ２７ １ １０９．８ ４

― ２９０ ５７５ 接合資料 ９２・９３ ４７３．６ ３８ ４ ８６８ ３８２９

剥片 ９２ Ｍ３２ ６９５ ６．７ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ３６ ５．２ ４

剥片 Ｎ３０ Ⅰ ３８ ５．０ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ３９ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ７３ １２．１ ４

剥片 ９２ Ｎ３１ １３３ ２０．０ ４

剥片 ９２ Ｎ３１ ３７５ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ３７９ １．７ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ４２６ ２６．１ ４

剥片 ９３ Ｎ３１ ５７０ ２．２ ４

剥片 Ｎ３１ Ⅰ １１ ８．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ３４４ １０５．８ ４

縦長剥片 ９３ Ｏ３０ ３６２ ５６．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ４２３ ７．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ５４９ ５．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ６７５ ３．７ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７２３ ２２．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７２９ ４．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ７３７ ８．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ８９９ ６．０ ４

９３ Ｏ３０ １２１８ ４．３ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｏ３０ ９３５ ５．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １１７１ １９．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １２０１ ８．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３０４ ４．３ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １３７５ ８．４ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １４１４ ２．８ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １５５３ ０．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７３２ ３．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７４６ ５．５ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １７４７ ３．６ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １８６１ ８．１ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ １９６５ １．０ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２０６３ ４４．９ ４

剥片 ９３ Ｏ３０ ２１９２ ４．５ ４

剥片 Ｏ３０ Ⅰ ８６ ４．９ ４

剥片 ９３ Ｐ２８ ７４５１ ２．２ ４

剥片 ９３ Ｐ３０ ７２ ２８．２ ４

― ２９０ ５７６ 接合資料 ９３・９５ １２４１．８ ２６ １ ７６９ ３４８０

剥片 ９５ Ｏ２７ １１１ １５６．０ １

９３ Ｒ２５ ２３ ５９．８ １

剥片 ９５ Ｏ２７ ３９３ １３．６ １

石核 Ｏ２７ Ⅰ ２３ ８３．２ １

縦長剥片 ９５ Ｏ２８ ４０１ ７．４ １

９３ Ｒ２５ ２ １５．０ １

― ２０４ ４８８ 石核 ９５ Ｐ２６ ３２ ２６２．６ １

剥片 ９５ Ｐ２６ ９３ ５３．３ １

９５ Ｒ２４ １ ２６．２ １

剥片 ９５ Ｐ２６ １０４ ３２．５ １

９３ Ｐ２７ ６８ ３．１ １

Ｐ２７ Ⅰ １５ ２．１ １

９３ Ｐ２８ １４８ ９．９ １

剥片 ９５ Ｐ２７ ７８ １５．２ １

９３ Ｐ２７ １０９ １．８ １

９３ Ｑ２６ １４ ７９．７ １

剥片 ９３ Ｐ２７ １１３ ３．７ １

９３ Ｑ２６ ５１ ２８．７ １

９３ Ｒ２６ １６ １９．８ １

剥片 ９３ Ｐ２７ １７３ ３２．７ １

Ｐ２７ Ⅰ １３ ３１．０ １

石核 ９５ Ｑ２４ ２６ ２６２．９ １

剥片 ９５ Ｑ２６ ７０ ６．６ １

錐形石器 ９３ Ｒ２５ １１ ２８．２ １

剥片 ９３ Ｒ２５ １９ ５．２ １

縦長剥片 ９３ Ｒ２５ ２２ １．６ １

― ２９０ ５７７ 接合資料 ９５ ７６９．５ １１ ４ ８２６ ３６５７

石刃核 ９５ Ｍ２７ ２８８ ２８９．０ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ３３５ ９．０ ４

９５ Ｎ２６ ４１２ ４．７ ４

９５ Ｎ２７ １００８ ７．７ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５３０ ５３．１ ４

９５ Ｎ２７ ７９１ ２４７．１ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５９３ ４０．３ ４

剥片 ９５ Ｍ２７ ５９８ ２６．８ ４

剥片 ９５ Ｍ２８ ２３９ ２７．３ ４

９５ Ｎ２７ １１３２ ５５．５ ４

剥片 ９５ Ｎ２６ ２９６ ９．０ ４

― ２９１ ５７８ 接合資料 ９３ ３１６８．０ １４ １・５ ７７７ ３４９５

剥片 ９３ Ｐ２７ １５０ ９８．４ １

９３ Ｑ２６ １５８ ２１１．９ １

９３ Ｑ２６ １５９ ３０２．０ １

９３ Ｒ２６ １３１ １３６．６ ５

剥片 ９３ Ｐ２８ ６４１５ ４５．９ ５

剥片 ９３ Ｑ２６ １０６ ２．１ １

９３ Ｑ２６ １２７ １６．１ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １０８ ４．０ １

上白滝８遺跡（２）

５０４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９３ Ｑ２６ １３２ ２０．９ １

剥片 ９３ Ｑ２６ １４３ ３６．６ １

剥片 ９３ Ｒ２６ ５０ １５２．２ １

剥片 ９３ Ｒ２６ １３５ ８１８．３ １

剥片 ９３ Ｒ２６ １５３ ２８９．５ ５

― ２０４ ４８６ 石核 ９３ Ｒ２６ １５６ １０３３．５ ５

― ２９１ ５７９ 接合資料 ９３ ２３．４ ３ ４ ― ５７３８

尖頭器削片 ９３ Ｏ２８ ３９７ １．９ ４

９３ Ｏ２８ ５８５ ５．０ ４

尖頭器 ９３ Ｏ２８ ６８５ １６．５ ４

― ２９１ ５８０ 接合資料 ９３ ２１．６ ２ １ ― ５７３６

尖頭器 ９３ Ｐ２８ ５５４９ １１．７ １

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ７２６２ ９．９ １

― ２９１ ５８１ 接合資料 ９３ ２０．６ ２ ３ ― ５７４３

尖頭器 ９３ Ｏ２８ １５３９ １６．１ ３

尖頭器削片 ９３ Ｐ２８ ６６５９ ４．５ ３

― ３３０ ５１１ 接合資料 ９７・９９ ４８６７．８ ８３ １・５ １０２９ ４３２４

剥片 ９９ Ｉ２１ ５６３ ５．３ １

９９ Ｉ２１ ５６４ ３０．９ １

９９ Ｉ２１ ７８７ １０７．６ １

９９ Ｉ２１ ９１１ ７．８ １

剥片 Ｉ２２ Ⅰ ２０ １００．９ １

Ⅲ―３８１ ３０１ ６８ 彫器 ９９ Ｊ２１ ５０８ ４．３ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ２２９ ７１．１ ５

縦長剥片 ９７ Ｊ２３ ７１９ ８８．５ １

９７ Ｌ２２ ２６１７ ２０．７ １

石刃 ９９ Ｋ２１ １１６ ４１．５ １

９９ Ｋ２１ ２５５ ８．０ １

剥片 ９９ Ｋ２１ ２４６ ８．８ １

９９ Ｋ２１ ３５２ １８９．６ １

剥片 ９９ Ｋ２１ ２７３ ７．７ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ２９６ １７．５ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ５２２ １４．５ １

Ⅲ―３８０ ３００ ５４ 両面調整石器 ９７ Ｋ２２ ５２４ ２９０．７ １

Ｌ２２ Ⅰ １ ５２６．２ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ６３１ ３．３ １

９７ Ｋ２３ １６６６ ３．５ １

９７ Ｌ２２ １３７０ ２２．５ １

９７ Ｌ２３ １１３８ １２．７ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ６９３ ３３．９ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ７１３ ６７．１ １

９７ Ｍ２２ １６００ ９６．２ ５

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ４１ １４９．８ １

９７ Ｍ２２ １４９８ ７２．５ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ １４４ ４．７ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ３８７ ７．３ １

９７ Ｋ２３ ４１１９ １０．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４９２ １０．７ １

９７ Ｋ２３ ３０３７ ２４．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ５６６ ４３．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ６７９ ７３．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ７０６ ３３．０ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ １９３１ ９．６ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１６０ ３．７ １

９７ Ｋ２３ ２７６６ ４．３ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ２１６８ ２９．４ １

９７ Ｌ２３ １４４１ １４．８ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ２４４１ ２５．１ １

９７ Ｍ２２ ３９８ １５．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２４６４ １０１．７ １

９７ Ｌ２３ ５５７ ５．６ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２４６９ １８．７ １

９７ Ｋ２３ ３５１６ １１．３ ５

９７ Ｌ２２ １８０１ １０．８ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ２６８０ １０．７ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｋ２３ ２７３６ ５．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３０３６ １５．７ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３０１ ９．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３１３ １２５．９ １

９７ Ｌ２１ ３９０ ２２０．４ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３５５３ ５８．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３８２０ １５．６ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４０５３ １９．８ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４０６３ ７．２ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ４２１９ ７．４ ５

Ｋ２３ Ⅰ ５１ １４．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４２２３ ９４．８ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ４２３０ ３４．８ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ５０ ９．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １３３ １２．３ １

尖頭器削片 ９７ Ｌ２１ ９０ １１７．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ４１９ １５．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ５６０ ３０．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １５８１ ４２．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １９９５ ８１．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ２７１ ２２．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３０１０ ８．０ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ３１８６ １３．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３１９８ ４０．７ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １３９ ３１７．３ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １４２０ ２９０．０ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １５５６ １０．７ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ６９ ４．０ １

９７ Ｍ２２ １９４０ １５．６ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １７９７ １３．１ １

剥片 Ｍ２２ Ⅰ １４ ４９．８ １

Ⅲ―５１１ ４００ ６ 石核 セ北１３～２９ １８ ５４７．９ １

剥片 セ北１３～２９ ３４ ３２．８ １

剥片 セ北１３～２９ ３７ ５４．４ １

剥片 ボサ ２５ ３７．０ １

Ⅲ―４３８ ３３３ ３３９ 接合資料 ９７・１００・１０１ １７０３．１ ３８ １・５ １１３４ ４６１３

Ⅲ―３９８ ３１０ ２７１ 舟底形石器 １００ Ｊ１９ １８６ １１７．５ ５

剥片 Ｋ２０ Ⅰ ３ ３１８．０ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ５２３ ８１．３ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ７４２ １８．５ ５

９７ Ｋ２３ ３３３６ ２．７ １

９７ Ｌ２２ １８９７ ２５．９ ５

９７ Ｌ２２ １９０８ １３．９ １

Ｌ２２ Ⅰ ５０２ ７８．３ １

９７ Ｍ２２ １４９５ ２０．８ ５

９７ Ｍ２２ １４９６ ９．３ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ２６ ２６．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ９１ ６．７ １

９７ Ｌ２２ １１１９ ６７．８ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ １７８ ６．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３０９ ６．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２０７１ ５０．２ ５

Ｋ２３ Ⅰ １１１ １４．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２４３１ １３．４ ５

９７ Ｋ２３ ３８８０ ２．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３８４ ３０．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３７３０ ８．８ ５

剥片 Ｋ２３ Ⅰ １１０ ４０．１ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ２２９ １４６．３ ５

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ６０ １３３．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６ １１８．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １３３９ ３２．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １３５８ ５．９ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １４５１ ４．８ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １９１８ ２０．４ ５

掲載遺物一覧

５０５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｌ２２ １９６２ ８．２ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０４３ ３１．２ ５

９７ Ｌ２３ ８９１ ３３．５ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １２４ ２０．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １１１０ １７．２ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １２０３ ２２．６ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １２５８ ３２．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １４６４ １２．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １５００ １０４．１ １

Ⅲ―４４０ ３３４ ３４０ 接合資料 ９７・９９ ５８８５．８ １２３ １・５ ９７５ ４２０１

剥片 ９７ Ｈ２２ ３１７ ４．９ １

剥片 ９９ Ｈ２２ ４２３ ３１．９ １

９７ Ｋ２３ ３０５６ １．５ １

削器 Ｈ２２ Ⅰ ３ １０９．５ １

剥片 Ｈ２３ Ⅰ ６ ４７．９ １

剥片 ９９ Ｉ２２ ２４ ５．１ １

剥片 ９９ Ｉ２２ １１８ ２５９．８ １

剥片 Ｉ２２ Ⅰ １２ ２０．１ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ２０６ １３．７ １

剥片 Ｊ２１ Ⅰ ２２ ６５６．８ １

９７ Ｋ２３ １８０９ ２１．２ ５

剥片 ９９ Ｊ２２ ５ ７６．９ １

Ｊ２４ Ⅰ ８８ ２３．８ １

剥片 Ｊ２２ Ⅰ １８ ７９．１ １

Ｊ２２ Ⅰ １９ ９．４ １

剥片 Ｊ２２ Ⅰ ２０ ２５．８ １

Ｊ２４ Ⅰ １０２ ６６．６ １

剥片 Ｊ２２ Ⅰ ２８ ７８．９ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ５２３ ３．０ １

９７ Ｊ２４ ２０２ １１．４ ５

９７ Ｋ２３ ２２６２ １５．８ １

９７ Ｋ２３ ３３４１ ５８７．１ １

９７ Ｌ２３ １２８１ ８４．２ １

９７ Ｌ２３ １３８３ ６．９ １

剥片 Ｊ２３ Ⅰ ２２ ２．９ １

９７ Ｊ２４ ２６８ １４．９ １

剥片 Ｊ２３ Ⅰ ２３ ５３．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ８０ ７５．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １１４ ２９．９ １

９７ Ｊ２４ ２１３ ６．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １３６ １０．３ １

Ｊ２４ Ⅰ １３５ ２０．９ １

９７ Ｋ２３ ３１１０ ４．６ １

９７ Ｋ２４ ９１６ ４．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １４３ １２．９ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ２９２ １．８ １

Ｊ２４ Ⅰ １０５ ５．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３４７ ４．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ４３０ ９．２ １

９７ Ｌ２３ １３２５ ４．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ６７１ １２．６ １

Ｊ２４ Ⅰ ９１ ８２．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ７１８ ８．６ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ９１３ ２．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ９１８ ２．１ １

９７ Ｋ２３ ２７６７ １４．７ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １１４９ １２．４ １

９７ Ｊ２４ １２０６ ２．４ １

９７ Ｊ２４ １２０７ ３．１ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ８９ ２５．９ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ９２ １８．６ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ９３ １５．３ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ９６ ２４．２ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １０４ ２６．８ １

９７ Ｋ２４ ２１９１ ３．８ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １０９ ９．４ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １１０ ９．７ １

９７ Ｋ２４ ２２９９ ４．２ １

Ｋ２４ Ⅰ ５９ ５．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １１２ ４．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １３６ １０．０ １

９７ Ｋ２３ ２１５４ ４７．３ １

９７ Ｋ２３ ４０７５ ４．３ １

二次加工ある剥片 Ｊ２４ Ⅰ １３７ ８．４ １

９７ Ｋ２４ １９８ ６１．０ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １３８ １５．７ １

剥片 ９９ Ｋ２１ ３０９ １２３．１ １

９７ Ｋ２３ ４９０ １４８．０ １

９７ Ｋ２４ ６５４ ６４．９ １

９７ Ｌ２３ １７１７ ７．６ １

剥片 ９９ Ｋ２２ ４４０ １２１．３ ５

９７ Ｋ２３ １５２４ ３２．９ １

Ｋ２３ Ⅰ ４０ １７．０ １

９７ Ｋ２４ ８５０ １４９．９ １

９７ Ｋ２４ １１３９ ７．５ １

９７ Ｋ２４ １１５３ １２．４ １

Ｌ２２ Ⅰ ２４８ １３．１ １

９７ Ｌ２３ ５６４ １２１．８ １

剥片 ９９ Ｋ２２ ６１８ ８５．８ ５

Ｋ２３ Ⅰ ４２ ３．１ １

９７ Ｋ２４ ６１ ６．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ５８７ ２６．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ６０１ ４８．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ８６４ ４．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １４０６ １７．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １５１２ ６．３ ５

９７ Ｋ２３ １５１４ １４．７ １

９７ Ｋ２４ １９８１ ３５．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １５３０ ６．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２０１１ ４．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３３３ １２８．０ １

９７ Ｋ２３ ４０９９ ２６．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２４９５ ６．６ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２７８４ ４．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１０７ ２０．５ １

９７ Ｋ２３ ３４６２ １７．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３６０６ ３０．２ １

９７ Ｋ２４ ２０４９ ９．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３６７６ １２．４ １

９７ Ｋ２４ １５００ １．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３９５０ １４．９ １

９７ Ｋ２４ １４０１ ４．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４０５６ １４．９ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ３９ ３８．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２２ ５８．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２５０ １０．１ １

Ｋ２４ Ⅰ ５６ ３８．０ １

Ｋ２４ Ⅰ ５７ １５．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ６０７ ２４．９ １

９７ Ｌ２２ ２０００ ２２．７ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ６８４ ３４．８ １

９７ Ｋ２４ １６２０ ２．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７４６ ３．６ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２０９１ １．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２１６７ １９．２ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２３５２ ５．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２４４２ ４．６ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ５８ １０．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３０５４ ４８．１ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ４６３ ３．０ １

上白滝８遺跡（２）

５０６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｌ２３ １３４７ １０６７．７ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １４１２ ３．８ １

剥片 セ北１３～２９ ２９ １６８．０ １

Ⅲ―４４２ ３３５ ３４１ 接合資料 ９７ １９７８．０ １４ １ ９８５ ４２２５

Ⅲ―３７９ ２９９ ５１ 両面調整石器 Ｊ２１ Ⅰ ２ １０３８．６ １

Ｊ２１ Ⅰ ３４ １１５．２ １

ボサ ３５ ２６２．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４９８ ８９．２ １

Ｌ２２ Ⅰ ４２０ ５４．２ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２８３０ ２７．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３０２２ ８４．６ １

９７ Ｌ２２ ３１６５ １４．８ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４２４ ４０．２ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４３２ １４．７ １

９７ Ｍ２２ １８３９ ４７．１ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １８９ ２０．８ １

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５６ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ６９５ ４９．２ １

９７ Ｍ２１ ９９９ １２０．０ １

Ⅲ―４４４ ３３６ ３４２ 接合資料 ９７・１０１ ３８８２．６ １７５ １ ９４７ ４１１６

Ⅲ―３７３ ２９５ ２３ 尖頭器 ９７ Ｇ２３ ７２ ７４．４ １

９７ Ｇ２３ １２９ ４．４ １

９７ Ｇ２３ １３６ １３．０ １

９７ Ｈ２２ １５０ ９．９ １

９７ Ｈ２３ １０２ １７．９ １

９７ Ｉ２２ １４２ １１２．６ １

９７ Ｉ２２ ２３０ ６８．５ １

９７ Ｉ２３ １０７６ １５７．１ １

石刃 ９７ Ｇ２３ ７６ １０．０ １

剥片 ９７ Ｇ２４ ３１ ３．０ １

彫器削片 ９７ Ｇ２４ ６５ ０．８ １

石刃 Ｇ２４ Ⅰ ３ ２１．７ １

Ｇ２４ Ⅰ ４ １．９ １

剥片 Ｇ２５ Ⅰ ２ ３．１ １

Ｈ２３ Ⅰ ９ ３．１ １

９７ Ｉ２４ ７６８ １．３ １

９７ Ｉ２４ ７７７ ２．９ １

９７ Ｉ２４ １２１３ ３．２ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ２３ ２．５ １

Ｈ２２ Ⅰ ４ ３．１ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｈ２３ ６７２ ６３．９ １

剥片 ９７ Ｉ２２ ２９１ ８．３ １

９７ Ｊ２３ １０４３ ３５．４ １

９７ Ｊ２４ ６９９ ２．１ １

９７ Ｊ２４ １１９３ ５．７ １

９７ Ｊ２４ １２５４ ６．３ １

ボサ ２４ １．２ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ５６ ５９．３ １

剥片 ９７ Ｈ２２ １２０ ５０．３ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ２１５ １２．２ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ２２４ ４２．３ １

縦長剥片 ９７ Ｈ２２ ３５３ ４．４ １

Ｈ２２ Ⅰ ５ ３．０ １

Ｈ２２ Ⅰ ６ ２．１ １

９７ Ｈ２３ ６６ １２．４ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ３８９ １４．２ １

９７ Ｈ２３ １６４ ８８．７ １

９７ Ｊ２３ ５２４ ３．６ １

９７ Ｊ２３ ９１８ ５．９ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ６０ １５．５ １

Ｈ２３ Ⅰ ５ ５．７ １

剥片 ９７ Ｈ２３ １６５ ６．８ １

剥片 ９７ Ｈ２３ １９０ ３６．９ １

石刃 ９７ Ｈ２３ ３０３ ６．７ １

９７ Ｈ２３ ４１０ ８．９ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ３２８ １０．３ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｉ２３ ９５８ ２２０．２ １

Ⅲ―３８４ ３０３ １２１ 彫器 ９７ Ｈ２３ ３３７ ４３．７ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ３９６ ５．０ １

石刃 ９７ Ｈ２３ ４４４ １０．５ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ４９３ ９．４ １

９７ Ｈ２３ ９２６ ９．６ １

９７ Ｈ２３ ９６４ １３．５ １

９７ Ｉ２３ ９４５ １．０ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ４９７ ８３．６ １

９７ Ｈ２３ ９５６ ２０．５ １

９７ Ｈ２４ ２４３ ８．７ １

９７ Ｉ２３ ９４４ ６８．３ １

９７ Ｉ２３ ９５６ ２７．９ １

Ｉ２５ Ⅰ ８ １０．１ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ５６５ １５５．２ １

９７ Ｉ２５ ２５５ ３．２ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ８６０ １９．２ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ９５４ １７．８ １

Ｈ２３ Ⅰ ３ １１８．８ １

剥片 Ｈ２３ Ⅰ ４ １８．４ １

Ⅲ―３８５ ３０３ １２８ 彫器削片 ９７ Ｈ２４ ５６ ２．４ １

９７ Ｈ２４ ４８２ ２．１ １

Ｈ２４ Ⅰ ５ ２．７ １

剥片 ９７ Ｈ２４ ８３２ ５．５ １

Ｈ２４ Ⅰ ４ ２１．１ １

９７ Ｈ２５ ９８ ７．４ １

Ｉ２５ Ⅰ １８ ４．２ １

９７ Ｋ２３ １７ １２６．３ １

ボサ ２３ ８．８ １

排土 １３０ ４．８ １

剥片 ９７ Ｈ２５ ４６ ２５．１ １

９７ Ｉ２５ ２７ ４．０ １

９７ Ｉ２５ ２６９ ７．９ １

Ｉ２５ Ⅰ １９ １．５ １

９７ Ｊ２４ ４０６ １．３ １

Ｊ２４ Ⅰ １２５ ３．５ １

剥片 Ｈ２５ Ⅰ ３ ３１５．２ １

剥片 Ｈ２５ Ⅰ ４ ３．８ １

９７ Ｊ２４ １３００ ３．９ １

Ｊ２４ Ⅰ １１４ ４．６ １

Ⅲ―３８５ ３０３ １２７ 彫器削片 ９７ Ｉ２３ １６７ ７．１ １

剥片 ９７ Ｉ２３ ２４８ １９．４ １

剥片 ９７ Ｉ２３ ７００ ５．８ １

ボサ ２２ ３３．６ １

彫器削片 Ｉ２３ Ⅰ ５ ３．４ １

石刃 ９７ Ｉ２４ ８１ ３．３ １

９７ Ｊ２４ １９５ １０．３ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ２０３ ３２．７ １

９７ Ｉ２４ ４４４ ８．７ １

Ｉ２４ Ⅰ ５ ７．３ １

９７ Ｊ２４ １２７９ ３．４ １

石刃 ９７ Ｉ２４ ３５１ ２．９ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ３９４ ６．３ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ５８８ ４．６ １

９７ Ｉ２４ １１６２ ３．３ １

９７ Ｉ２５ ２７６ １．６ １

石刃 ９７ Ｉ２４ ６４４ ４．０ １

Ｉ２４ Ⅱ ６ ０．８ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ８２８ １０．３ １

剥片 ９７ Ｉ２４ １１５１ ３５．９ １

剥片 ９７ Ｉ２４ １２２５ ２５．４ １

９７ Ｊ２４ １２７４ １．５ １

石刃 ９７ Ｉ２４ １２２７ ７．２ １

剥片 Ｉ２４ Ⅰ ４ １９．１ １

９７ Ｊ２４ １３８０ ５８．４ １

掲載遺物一覧

５０７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｉ２５ ３７ ２．２ １

９７ Ｊ２３ １０２７ １６．０ １

剥片 ９７ Ｉ２５ ２７２ ７．６ １

Ｉ２５ Ⅰ １０ １１．０ １

剥片 ９７ Ｉ２５ ２８１ １２．５ １

９７ Ｊ２４ １５２ ４．２ １

Ｊ２４ Ⅰ １０７ ３．２ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５ １１７．３ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ７ １２７．０ １

Ｉ２５ Ⅰ １１ ４．５ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ９ ２２８．０ １

９７ Ｊ２４ １２９７ １７．７ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ １２ ４３．６ １

石刃 Ｉ２５ Ⅰ １４ ８．８ １

９７ Ｊ２３ ６８８ １０．４ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ １５ １．１ １

９７ Ｊ２４ ６１１ ７．３ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ １６ ２．８ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ １７ ４．５ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ２０ １．８ １

Ｉ２５ Ⅰ ２１ ４．９ １

Ｉ２５ Ⅰ ２２ ３．９ １

９７ Ｊ２４ １１２５ ３．２ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ２３ ９．５ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ２４ ４．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １５３ ２３．０ １

９７ Ｊ２４ １３８８ １９．０ １

９７ Ｊ２４ １４１８ ４．３ １

９７ Ｊ２４ １４２６ ４．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １５４ ９．３ １

石刃 ９７ Ｊ２４ ２６６ ４．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３２３ １２．９ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ５３６ ２．４ １

９７ Ｊ２４ １４０９ ８．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ５７８ ５．４ １

９７ Ｊ２４ １０８４ ３．５ １

石刃 ９７ Ｊ２４ ６８４ １．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ８６０ ５．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ８９６ ８．８ １

縦長剥片 ９７ Ｊ２４ ９４７ ２．１ １

９７ Ｊ２４ １３０３ ６．１ １

Ｊ２４ Ⅰ １１１ ２．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １０１１ ３．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １０２５ ４１．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １０９０ ３．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １０９９ ４．９ １

９７ Ｊ２４ １４１５ ５．７ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １１０１ １２．３ １

９７ Ｊ２４ １５７２ ６．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １２５１ ２．９ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １２８４ １０．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １３７８ ５．９ １

９７ Ｊ２４ １４３５ １０．６ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １４０６ ９．６ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １４０８ ２．４ １

９７ Ｊ２４ １４５８ ７０．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １４１６ ７．４ １

９７ Ｊ２４ １５０８ ４．６ １

石刃 ９７ Ｊ２４ １４３４ ３．３ １

石刃 ９７ Ｊ２４ １４６５ １２．６ １

Ｊ２４ Ⅰ １２４ １０．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １６０８ ３．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ９４ ２４．３ １

Ⅲ―３８３ ３０３ １１４ 彫器 １０１ Ｎ１７ ７７ ８２．２ １

Ⅲ―４４９ ３３８ ３４５ 接合資料 ９８・１００・１０１・外 ２６３２．８ １５９ ４ １１８５ ４７３４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―３９２ ３０７ ２３７ 舟底形石器 １０１ Ｋ１７ ４３ ９．６ ４

Ｍ１８ Ⅰ １ ３１．６ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ３２ ２７．１ ４

１０１ Ｌ１８ ２３０ １２．７ ４

１０１ Ｌ１９ １３４ ５．１ ４

１０１ Ｍ１８ ２１５ ２．５ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ３４ ２１．５ ４

Ｌ１８ Ⅰ ２４ ３．３ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ７７ ５．５ ４

１０１ Ｋ１８ ７８ ７．２ ４

１０１ Ｌ１８ １０５ ４．８ ４

Ｌ１８ Ⅰ １７ ４．４ ４

Ｌ１８ Ⅰ １８ ９．６ ４

Ｌ１８ Ⅰ １９ ７．３ ４

Ｌ１８ Ⅰ ２０ ３２．６ ４

Ｌ１８ Ⅰ ２１ ９．４ ４

Ｌ１８ Ⅰ ２２ ４０．４ ４

Ｌ１８ Ⅰ ２５ ７８．６ ４

Ｌ１８ Ⅰ ２７ ７．１ ４

Ｌ１８ Ⅰ ３１ ２．３ ４

Ｌ１８ Ⅰ ３５ ０．９ ４

Ｌ１８ Ⅰ ３７ ２．９ ４

１０１ Ｌ１９ １３３ ２０．３ ４

Ｍ１８ Ⅰ １７ １．２ ４

剥片 １０１ Ｋ１９ ２９ ４７．８ ４

剥片 １００ Ｋ１９ １９７ １１．８ ４

剥片 １０１ Ｋ１９ ２７５ ６．９ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ １１２ ２．８ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ １１ ３．７ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ２１ １１．９ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３３ ４．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３８ １３．９ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ９０ ３０．３ ４

１０１ Ｍ１８ １１２３ ３．７ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ １３５ ２９．２ ４

Ｌ１８ Ⅰ １４ ４４．０ ４

１０１ Ｌ１９ １５８ １４６．２ ４

１０１ Ｍ１８ ３６８ ９．６ ４

１０１ Ｍ１８ ９９５ １７．８ ４

１０１ Ｍ１９ １６１ ７．８ ４

１０１ Ｎ１８ ３７３ ２．４ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ １８１ １．９ ４

１０１ Ｍ１８ ２２４２ １９．８ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ２５５ ３．４ ４

１０１ Ｌ１８ ３４５ ８０．０ ４

１０１ Ｍ１８ ７１９ ２．２ ４

１０１ Ｎ１８ １０７８ ７．２ ４

１０１ Ｎ１９ １４ ６．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３１６ ６．４ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ４４８ ５．１ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ４８３ １６．７ ４

Ｌ１８ Ⅱ ３３ １．９ ４

Ⅲ―３９２ ３０８ ２３９ 舟底形石器 １０１ Ｌ１８ ５０７ ３７．３ ４

１０１ Ｍ１７ ４８ １３．８ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ５１４ ７４．８ ４

１０１ Ｍ１８ １４５５ ８３．９ ４

１０１ Ｍ１８ ２０４２ １３．５ ４

１０１ Ｍ１８ ２６１４ １２．９ ４

Ｍ２０ Ⅰ ２ ３３．８ ４

１０１ Ｎ１９ ３６ １．９ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ５１７ ６．９ ４

１０１ Ｎ１８ １３ １７．７ ４

１０１ Ｎ１８ １００７ ５６．６ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ １５ ５．１ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ １６ ６．２ ４

上白滝８遺跡（２）

５０８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ２３ ７．１ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ２６ ５．０ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ２８ ８．３ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅱ ３６ １．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ２ １０．６ ４

Ｍ１９ Ⅰ ５ ５．５ ４

１０１ Ｎ１８ ７００ ６．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ９１ ４．４ ４

１０１ Ｌ１９ １３６ ６．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ １４６ ６．７ ４

１０１ Ｍ１８ １１１９ ３３．２ ４

１０１ Ｍ１８ １９１９ ６．０ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ １５０ １．７ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ２０１ ０．９ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ２０５ ６．１ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ３８０ １４６．１ ４

１０１ Ｍ１９ ６００ ４．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ４５３ １４．６ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ５５７ ３．０ ４

剥片 Ｌ１９ Ⅰ ３ １１．８ ４

１０１ Ｍ１８ １６９６ ３．８ ４

１０１ Ｍ１８ １７８７ ６．３ ４

１０１ Ｍ１８ ２０８０ ２．５ ４

１０１ Ｍ１９ １１３ ３．９ ４

１０１ Ｍ１９ ４７３ １．７ ４

１０１ Ｍ１９ ５４２ ７．１ ４

１０１ Ｎ１８ ９２０ ４．２ ４

１０１ Ｎ１８ １０５５ １５．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１７ ４２ ４．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１７ ５４ ７．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１７ １３５ ８．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ８ ２．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ８０ ６．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １９６ ５．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２５３ ５２．８ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６０ ８．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ４３８ ７４．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ４７９ １８．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ５６９ ３．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ６３９ ３．４ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ７４６ ６．２ ４

１０１ Ｍ１８ ８４８ ８．９ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ９５６ ５２．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １１０６ ２４．８ ４

１０１ Ｍ１８ １３４４ ４．４ ４

Ｍ１９ Ⅰ ３ ２．２ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １１５２ １２．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １２２２ ６７．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １２９２ ４５．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １５５６ ５．８ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １６３８ １２．４ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １７６３ ４．９ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １９３１ １１．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０２０ １５．０ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０８５ ２３．７ ４

１０１ Ｍ１９ ４７ ３．５ ４

１０１ Ｍ１９ ３３７ １４．３ ４

１０１ Ｍ１９ ４７１ ５．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１０７ ５．４ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２２９２ ５．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２３１２ １５．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２３６３ １９．４ ４

Ｍ１８ Ⅰ ７ １０．０ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２５９０ ９．５ ４

Ｍ１８ Ⅱ ６１ ０．９ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

１０１ Ｎ２０ ２５ ３．４ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２５９４ ６．４ ４

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ６ ８．０ ４

Ｍ１８ Ⅰ １４ ３．２ ４

剥片 Ｍ１８ Ⅱ ９ ２．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ ６４０ １．９ ４

剥片 Ｍ１９ Ⅰ ２ ６．２ ４

剥片 Ｍ１９ Ⅰ ７ ３．６ ４

剥片 １０１ Ｎ１７ ９１ ３．５ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ４２ ９．３ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ４３ ４１．７ ４

外 Ｐ２１ １ ９．６ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １８１ ４４．７ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ３０１ ５．５ ４

１０１ Ｎ１８ ３５７ ２４．２ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ４０４ ２８．４ ４

１０１ Ｎ１８ ６３７ ８．５ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ４３５ ５．０ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ６８０ ３０．４ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ７２７ １８．２ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ８２６ ２９．８ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ９３７ ４．６ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １０７２ ６３．２ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １１０２ ３．４ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １１４５ ２．９ ４

剥片 ９８ Ｎ２０ ２ ４．８ ４

剥片 １０１ Ｎ２０ １９ ７３．８ ４

剥片 Ｎ２０ Ⅰ １ ４．８ ４

剥片 １０１ Ｐ２０ ２ ８．３ ４

Ⅲ―４５２ ３３９ ３４６ 接合資料 ９７・１００・１０１ ２１１２．４ ８３ ５ １１３３ ４６１１

Ⅲ―３７１ ２９４ １８ 尖頭器 Ｊ１９ Ⅰ ４ １４０．７ ５

１００ Ｋ１９ ２０３ １０２．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ １７２ ３．５ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ２７３ ５．８ ５

Ｋ２３ Ⅰ １００ ４３．７ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ２８５ ６．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ５９４ １４．３ ５

９７ Ｍ２１ ８ ４８．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ６４６ １８．９ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ６５４ １．４ ５

９７ Ｌ２２ ２８９５ １０．１ ５

９７ Ｌ２３ ６６５ １８．５ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ７１８ １６．１ ５

９７ Ｋ２３ １２１５ ２．４ ５

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ５０ ３．０ ５

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ５１ ４．４ ５

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ５２ ９３．８ ５

９７ Ｍ２１ ２０７ ６０．２ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３７ １．３ ５

９７ Ｋ２３ ２６１９ １５．９ ５

９７ Ｋ２３ ３１９４ ７．３ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ４６１ １７．６ ５

９７ Ｍ２１ ４３６ ２９．５ ５

９７ Ｍ２２ １７４ １６．２ ５

９７ Ｍ２２ ２７５ ３．７ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ６４０ ２．６ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ １３４５ ７．３ ５

９７ Ｌ２２ ２６０１ ７．２ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ １６４０ ５．８ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ １６８６ ２．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ １８８２ ４６．３ ５

９７ Ｌ２２ ３０６０ ６．９ ５

Ｌ２２ Ⅰ ４７８ ６．２ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３８３ １．３ ５

９７ Ｌ２３ ８３ ５．２ ５

掲載遺物一覧

５０９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｋ２３ ２６２６ ６．２ ５

Ｌ２２ Ⅰ ４７６ ２．３ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ２６７２ ４．５ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３００７ １５５．９ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３７１３ ２４．５ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３８５４ １０．３ ５

剥片 Ｋ２３ Ⅰ １０１ ２１．２ ５

剥片 ９７ Ｌ２１ １８１ ４．２ ５

剥片 ９７ Ｌ２１ ２００ １１４．８ ５

剥片 ９７ Ｌ２１ ５４８ ４．９ ５

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ５７ ２１．９ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ５０７ ２．３ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ７７７ ４．０ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １４７０ ４．１ ５

９７ Ｌ２２ １９０２ ４．１ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １８９３ １５．０ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １９２８ ４．０ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２１０ ８．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２６３ ７．１ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４４８ ６．３ ５

９７ Ｌ２２ ３０５１ ６．２ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２５５１ ２８．０ ５

９７ Ｌ２２ ３１２９ ２．２ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６４９ ９８．３ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７００ ３．４ ５

Ｌ２２ Ⅰ ４７７ ８．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ３１９６ ４．２ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４５９ ３．７ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４６３ １２．２ ５

９７ Ｎ２１ １７４ ２５．１ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４６４ ３．０ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４７９ １．４ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ５０１ ４．１ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ８００ ７．５ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ９１７ １７．０ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １０８８ ２．５ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １１１６ １１．５ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １２１０ ２９．５ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １２８８ １１．１ ５

剥片 １０１ Ｍ２０ ８ ７．７ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ ５３２ ５．３ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ ６７７ １５．６ ５

９７ Ｍ２２ ８８１ ２１．０ ５

セ北１３～２９ ４０ １０４．９ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ １０２６ １６．６ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ １０３０ １３６．５ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １２８５ ３．９ ５

剥片 セ北１３～２９ ４１ ３１９．５ ５

Ⅲ―４５４ ３４０ ３４７ 接合資料 ９７ １１６６．５ ３７ １ ９５２ ４１３６

剥片 Ｇ２２ Ⅰ ２ ３．９ １

縦長剥片 ９７ Ｇ２３ １４ ６．３ １

剥片 Ｇ２３ Ⅰ １１ ２７．３ １

９７ Ｈ２３ ２０２ １４．０ １

９７ Ｈ２３ ２１１ ８．２ １

剥片 Ｇ２３ Ⅰ １２ １１．８ １

９７ Ｉ２２ ３２５ ４．１ １

縦長剥片 ９７ Ｈ２２ ８７ ６．５ １

９７ Ｈ２２ ３６０ １１．３ １

９７ Ｈ２３ ３３１ ９．５ １

剥片 ９７ Ｈ２２ １４０ ２．６ １

９７ Ｈ２３ ９４８ ３．９ １

剥片 ９７ Ｈ２２ １４１ ４７．０ １

９７ Ｈ２２ ２７４ ２４．８ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ２７７ ３．９ １

剥片 Ｈ２２ Ⅰ ９ １７．０ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｈ２３ ２８９ ７．８ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ３０８ ７．４ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ３４２ １３．７ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ４６５ ２７．３ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ６３０ １２．０ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ７５５ １９．７ １

Ⅲ―３７１ ２９４ ２０ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ８３８ ５４．１ １

９７ Ｊ２３ １１８５ ８１．９ １

剥片 Ｈ２３ Ⅰ １３ １０．６ １

剥片 ９７ Ｈ２４ ４４ ２９．４ １

Ｈ２５ Ⅰ １０ １６．４ １

石刃 ９７ Ｈ２４ １８３ １２．９ １

剥片 ９７ Ｈ２４ ６３１ ６．２ １

剥片 ９７ Ｈ２４ ７０６ １８．５ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ５０８ １０．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３１１ １３．７ １

９７ Ｊ２４ １３１９ １４９．８ １

９７ Ｊ２５ １２４ ２６．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １２４８ ２６９．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １６３１ １３．２ １

剥片 ９７ Ｊ２５ ６１ １６３．４ １

Ⅲ―４５５ ３４１ ３４８ 接合資料 ９７ １９２５．３ ５０ １・５ １０４６ ４３６６

剥片 ９７ Ｋ２２ ４９ １９６．１ ５

９７ Ｌ２２ １７７ ６．６ １

９７ Ｌ２２ ８８３ １１．１ １

Ｌ２２ Ⅰ ２２５ ２．１ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ２４３ ６．５ ５

９７ Ｌ２２ ２３７３ １３．６ １

９７ Ｌ２２ ２８１６ ２９．２ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ４６１ ４．８ ５

剥片 Ｋ２２ Ⅰ １３ １６１．４ １

剥片 ９７ Ｌ２１ ２０３ ２４．８ １

９７ Ｌ２２ ２３２５ ５９．９ １

剥片 ９７ Ｌ２１ ４４１ ３．０ １

縦長剥片 Ｌ２１ Ⅰ ２５ １５．１ １

９７ Ｌ２２ ５２９ ３．６ １

９７ Ｍ２１ ８６ １３７．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３９９ ３９．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ５８０ １２．５ １

９７ Ｌ２２ １７６９ ６．４ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ６２０ １２．４ １

９７ Ｌ２２ ６３０ ２．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ９３６ １８．０ １

９７ Ｌ２２ ２０５２ ２６．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ９４３ ５６．５ ５

９７ Ｍ２１ ９４９ ９．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １２２８ ４．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １８５７ １９．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １８５８ １５．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０１２ ８．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０７６ ２８．９ １

９７ Ｍ２２ ５７８ １２６．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１２５ ３．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７０３ １４．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７３０ ４２．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １９３ １５５．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １９４ ７３．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２００ ６０．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１６ ６．５ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１７ ９．２ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１８ ９．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ２１９ ８．３ １

剥片 ９７ Ｍ２１ １６０ ５．９ １

９７ Ｍ２２ １６０４ １６．６ １

９７ Ｍ２２ １６３９ ２．７ １

上白滝８遺跡（２）

５１０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｍ２１ ４６０ ５７．７ １

９７ Ｍ２１ ６３０ ４８．４ １

９７ Ｍ２２ １３６４ ７１．８ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ６９８ ５１．６ １

９７ Ｍ２１ ９０７ １９９．３ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ５４９ ２．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １１５４ ２５．０ １

Ⅲ―４５６ ３４０ ３４９ 接合資料 ９７・１０１ １４５０．５ ２８ １ １１４７ ４６３２

剥片 Ｊ２２ Ⅰ １６ １９．４ １

剥片 ９７ Ｊ２３ １１６５ ２０．３ １

９７ Ｋ２４ ２２５９ ５．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７１ ８．６ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７７４ １１．２ １

９７ Ｋ２４ ９７１ ２５．８ １

９７ Ｋ２４ １９１１ ８６．３ １

Ｋ２４ Ⅰ ４９ ２６．２ １

Ⅲ―３７６ ２９７ ４６ 両面調整石器 ９７ Ｋ２４ １３１９ ３５０．０ １

９７ Ｋ２４ １５２１ ５６２．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ５０ １１１．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １００ ２．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ４７８ １．６ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ６３５ １．６ １

１０１ Ｍ１８ １５１２ １．４ １

１０１ Ｍ１８ ２４５３ ３１．０ １

Ｎ１８ Ⅰ １３ １２．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １１２８ ４．３ １

１０１ Ｍ１８ ２２４８ １０．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １４６６ ２８．１ １

１０１ Ｐ１８ ８ １３．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １６７７ ５５．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １７９７ ３．９ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１７６ １．６ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１７９ ２．７ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ９０１ ８．３ １

剥片 １０１ Ｎ１８ １０７５ ９．１ １

剥片 Ｎ１８ Ⅰ １２ ３７．２ １

Ⅲ―４５７ ３４２ ３５０ 接合資料 ９６・９７・１００ ４６８２．０ ４１ １ ９８２ ４２１７

石刃 Ｈ２２ Ⅰ ２ ５７．１ １

剥片 １００ Ｊ２０ １０２ １７．８ １

１００ Ｊ２０ １２４ ４．９ １

剥片 １００ Ｊ２０ １４５ １７．２ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ７９ ３３８．６ １

Ｊ２５ Ⅰ １２ ５１．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ８０ １２７．６ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２２０ ３．７ １

９７ Ｋ２４ １１６７ ６．２ １

９７ Ｋ２４ １８８７ ２９．４ １

９７ Ｌ２３ ９７４ ４８６．１ １

９６ Ｌ２３ ９９３ ９．３ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２４ ８ ３８．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７４ ９１．１ １

９７ Ｋ２４ ２８３ ４２．７ １

９７ Ｋ２４ ３７８ ５７．９ １

９７ Ｋ２４ １７２９ ９．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ３７６ ７１．７ １

９７ Ｌ２３ １３４３ ３４６．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ５５１ ４．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ６５７ １８０．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ６６３ １１９．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７７７ １９．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ９９０ ５５．６ １

石刃 ９７ Ｋ２４ １５１３ １５．９ １

石刃 ９７ Ｋ２４ １７８５ ２７．３ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２４ １８５２ ９６．５ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ４３ ６２７．５ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ４４ ３５．４ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ５３ ３３．６ １

石刃 Ｋ２４ Ⅰ ５５ ６．２ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ４４０ ４７８．４ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ４６８ ７８．１ １

９７ Ｌ２３ ４６９ ３３．６ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ７１５ ４１．４ １

石刃 ９６ Ｌ２３ ７２３ ５８．５ １

９６ Ｍ２３ ２９７ ６．６ １

剥片 ９６ Ｌ２３ ７２９ ２０．５ １

剥片 ９６ Ｍ２３ ２９６ ４４．４ １

剥片 セ北１３～２９ ２８ ５３３．０ １

Ⅲ―５１１ ４００ ５ 石刃核 排土 ６３ ３５８．３ １

Ⅲ―４５８ ３４３ ３５１ 接合資料 ９７・９８・１００ ８９５．２ ２０ １ １００６ ４２７４

二次加工ある剥片 １００ Ｋ２０ ２３１ １２．０ １

１００ Ｋ２０ ７３９ ９４．０ １

縦長剥片 Ｋ２０ Ⅰ ４４ １３０．６ １

９８ Ｍ２０ ７８ ３３．２ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ４６２ ７．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ４８６ １８．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２９３ ２６．４ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ６８ １６．８ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｍ２１ １０８ ７０．８ １

９７ Ｍ２２ １９８６ ８０．８ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ２６２ ６５．７ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ４９７ ６．１ １

９７ Ｍ２２ １５９９ ６２．２ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ５５７ ９９．７ １

９７ Ｍ２１ １０１０ ３．６ １

９７ Ｍ２１ １０５５ ５９．２ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ６２７ ２５．０ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ７４６ ３１．６ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ７５０ ４０．３ １

剥片 ９７ Ｍ２１ １０９２ １１．２ １

Ⅲ―４５９ ３４３ ３５２ 接合資料 ９７・９８・１０１ ４１４３．５ ７０ １ １０３８ ４３４７

剥片 ９７ Ｋ２２ ６２６ ６２．０ １

剥片 Ｋ２２ Ⅰ １４ １０．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３５８ ２６．６ １

Ｌ２１ Ⅰ ２１ ２２３．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １８９８ ８０．９ １

９７ Ｋ２３ ２０９９ １１．３ １

９７ Ｍ２２ １９６３ ６．０ １

Ⅲ―４０７ ３１７ ３３０ 石核 ９７ Ｋ２３ ２７６０ １０９０．３ １

石刃 １０１ Ｌ１９ ５２３ １５．１ １

剥片 ９８ Ｌ２１ ４３２ ３．２ １

剥片 ９７ Ｌ２１ ４９０ １１．５ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ２０ １１０．１ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ６１ ８．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３６５ ８．０ １

９７ Ｍ２２ １５５４ ３４．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ６１６ ４．０ １

９７ Ｌ２２ ２２１８ ４．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ９２０ ６．６ １

９７ Ｌ２２ １６３２ ７．１ １

Ｌ２２ Ⅰ １９９ ２５．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １３９１ ５０．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １６１０ ２３７．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １６７０ ７．０ １

９７ Ｍ２２ ５６１ ２６．２ １

９７ Ｍ２２ １８９７ １５．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １８２４ ９．８ １

９７ Ｍ２２ １９６８ ７．２ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２８６ １１．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２３１９ ２０．７ １

９７ Ｌ２２ ２７３７ ３．０ １

掲載遺物一覧

５１１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｌ２２ Ⅰ １９０ ３３．６ １

Ｌ２２ Ⅰ １９１ ９１．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２３２１ ３５．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７１９ １３．０ １

石刃 ９７ Ｌ２２ ２７２０ ８１．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７２１ ６．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２８１１ １７７．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３０３９ ６．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １８９ ２４４．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０１ ４．５ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０２ ３６．９ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０３ ３５．８ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０５ ８．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０７ ２７．１ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０８ １４．９ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１０ ９．４ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１２ ２３．７ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１３ ４．１ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ４０６ １６．８ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ７７０ １３．７ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ７０３ １３．１ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ９２７ ４３．８ １

９７ Ｍ２２ ３０３ ２４０．５ １

Ⅲ―３９２ ３０８ ２３８ 舟底形石器 ９７ Ｍ２１ ９５３ ５３．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ２１ １５．９ １

Ｍ２２ Ⅰ １２ ３．５ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ２５８ ７２．４ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ ７７１ ２７．６ １

９７ Ｍ２２ １１８４ ３５．９ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １３０４ ７．１ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １３３９ １３．１ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １３８４ ３０．３ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １５６３ ６．０ １

Ｍ２２ Ⅰ ９ ２．３ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １５７６ １２８．３ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｍ２２ １５８０ １４４．１ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １８３８ ２４．３ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １９５９ ２４５．１ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １９７２ ６．１ １

剥片 Ｍ２２ Ⅰ １１ ９．８ １

Ⅲ―４６１ ３４４ ３５３ 接合資料 ９６・９７・９９・１００ １３９０．３ ５８ １ ９９０ ４２３０

Ⅲ―３８２ ３０２ ９６ 彫器 ９９ Ｉ２１ ２４５ ８．９ １

剥片 ９９ Ｉ２１ ４１３ １３．０ １

剥片 ９７ Ｉ２５ ４０ ５．１ １

Ⅲ―４０３ ３１４ ３１０ 石刃核 １００ Ｊ２０ ３５ １８２．１ １

剥片 ９９ Ｊ２２ １７８ ９．２ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３５ １０．２ １

石刃 ９７ Ｊ２４ ５３ １５．８ １

９７ Ｋ２４ ４１４ １７．４ １

９７ Ｋ２４ ５０５ ２７．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ２８３ １０．２ １

縦長剥片 ９７ Ｊ２４ ２９７ １６．２ １

石刃 ９７ Ｊ２４ ４２９ ２５．８ １

石刃 Ｊ２４ Ⅰ １２３ １９．２ １

縦長剥片 Ｊ２４ Ⅰ １２６ １５．３ １

９７ Ｋ２３ １９３５ １３．６ １

９６ Ｋ２４ ３３４ ６．２ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １３３ １２．８ １

石刃 Ｊ２４ Ⅰ １８８ ２６．３ １

Ｊ２４ Ⅰ １８９ ７．４ １

９７ Ｋ２４ ９９９ ２７．４ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １９０ ７．４ １

Ｊ２４ Ⅰ ２０１ ５．７ １

Ｊ２４ Ⅰ ２０７ ３．２ １

９７ Ｋ２４ ９８９ ４１．１ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｋ２４ １２３４ １．５ １

縦長剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２４２ ３１．１ １

９７ Ｋ２４ ７７６ ６．７ １

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４６ 舟底形石器 ９９ Ｋ２１ ３１２ ６０．０ １

９７ Ｋ２４ ８７６ １９８．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １４０４ ２２．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２９５０ ２．４ １

石刃 ９７ Ｋ２４ ５４ １４．５ １

Ｋ２４ Ⅰ ６９ ３３．７ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １２９ ２１．３ １

９７ Ｋ２４ １０６６ ４９．１ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８９ 石刃 ９７ Ｋ２４ １７５ ２３．９ １

排土 １３２ ５１．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ３２１ ２３．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ３２４ ２．４ １

９７ Ｋ２４ ９４８ ６．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ６７６ ４１．３ １

石刃 ９７ Ｋ２４ ９３４ ３．６ １

石刃 ９７ Ｋ２４ ９７８ ８．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １０３６ ３．４ １

石刃 ９７ Ｋ２４ １２２５ １６．４ １

９７ Ｋ２４ １９５９ １４．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １２９２ １２．９ １

石刃 ９７ Ｋ２４ １５６６ ６．２ １

Ｋ２４ Ⅱ １０１ ２．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １７０３ ６．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １７１７ ５３．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １８２８ ４４．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２１０５ ４３．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２１１８ ９．３ １

石刃 ９７ Ｋ２４ ２３６７ ３．３ １

石刃 Ｋ２４ Ⅰ ７０ ２３．７ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３４８ １２．４ １

石刃 Ｌ２３ Ⅰ ７ １０．４ １

Ⅲ―４６３ ３４５ ３５４ 接合資料 ９７・９８・９９・
１００・１０１ ５９８．８ ３４ １ ９５８ ４１５２

Ⅲ―３８２ ３０１ ８２ 彫器 ９７ Ｈ２３ ４２７ ７．１ １

Ⅲ―４０８ ３１７ ３３１ 石核 Ｉ２２ Ⅰ １ １３１．４ １

剥片 ９７ Ｉ２３ １５８ １５５．０ １

石刃 ９７ Ｊ２３ １０４０ ２０．４ １

９７ Ｋ２３ ３９４４ ６．８ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８８ 石刃 Ｊ２４ Ⅰ １２９ １０．７ １

９７ Ｋ２３ ４０９８ １０．８ １

縦長剥片 Ｊ２４ Ⅰ １３２ ３０．５ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １８３ １０．９ １

石刃 Ｊ２４ Ⅰ １８５ ８．９ １

９７ Ｋ２４ １５５６ ３．５ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １８６ ６．３ １

石刃 Ｊ２４ Ⅰ ２３７ １．１ １

９７ Ｋ２４ ２３８５ １．３ １

石刃 Ｊ２４ Ⅰ ２４３ ２．４ １

９７ Ｋ２４ ４９８ ２．７ １

彫器削片 １００ Ｋ１８ １０２ ４．７ １

彫器削片 Ｋ１８ Ⅰ １０ ２．９ １

彫器削片 Ｋ１８ Ⅰ １１ １．２ １

石刃 １００ Ｋ２０ ３７０ １０．５ １

彫器削片 ９９ Ｋ２１ １９４ ５．８ １

彫器削片 ９９ Ｋ２１ ３６９ ２．９ １

剥片 ９７ Ｋ２２ １９８ ４．７ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ２０２６ １２．５ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ２７９０ ６．６ １

９７ Ｋ２４ １３９４ ５．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １０３１ ５．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １１２２ １５．７ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １９４５ ５２．４ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２４ ２３００ ３．９ １

上白滝８遺跡（２）

５１２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

彫器削片 １０１ Ｌ１８ ６２ ６．７ １

彫器削片 １０１ Ｌ１８ ２２５ ４．６ １

石刃 ９８ Ｌ２１ ３１８ ３５．２ １

Ⅲ―３８５ ３０３ １３０ 彫器削片 １０１ Ｍ１８ ２４１４ ７．１ １

Ⅲ―４６４ ３４５ ３５５ 接合資料 ９７・９８・９９ ９２５．７ ５０ １・５ １０００ ４２５７

Ⅲ―４０４ ３１５ ３１４ 石刃核 ９９ Ｉ２１ ９４４ １７３．９ １

剥片 Ｉ２３ Ⅰ １２ ５．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３７ ５．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ４５７ ３０．７ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １１２６ ２．３ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １９３ ２５．６ １

９７ Ｋ２４ １５５０ ９８．５ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２００ ３．７ １

９７ Ｋ２４ ２１４１ ３．５ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２０２ ３３．０ １

９７ Ｋ２４ １９７６ ２８．０ １

縦長剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２０３ １４．２ １

９７ Ｋ２４ ２２１５ １９．２ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２０４ ５．８ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２０５ ８．３ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２３８ ６．６ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２３９ ７．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２４０ ２．６ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２４１ ２．１ １

９７ Ｋ２４ １６０８ １３．０ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ２８１ ９．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２５０１ １２．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２９６９ ９．５ １

９７ Ｋ２４ ２６６ ４５．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３２７７ ４８．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３９４７ ２８．１ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ４１７５ ２１．７ １

９７ Ｋ２４ １７５６ ４．８ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ７１ １５．６ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ９３ ５．２ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １１７ ３６．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ３０６ ６．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ４０３ ２．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １０９８ ４．２ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １２６３ １５．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １３８６ １２．２ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １４００ ７．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １４４４ １１．８ １

石刃 ９７ Ｋ２４ １５２９ ５．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １６２４ ２．０ １

９７ Ｌ２３ １５０４ ２．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １６４３ ５９．５ ５

剥片 ９７ Ｋ２４ １７５１ ２．２ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １９２０ １．７ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２１６５ ８．２ １

石刃 ９８ Ｌ２０ ２７ ２７．５ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ２５ １０．３ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ９４ ７．０ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ６２３ １．７ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １５０３ １０．７ １

Ⅲ―４６５ ３４６ ３５６ 接合資料 ９７・１０１ ５４１．９ ３１ １ １１４１ ４６２３

Ⅲ―３８６ ３０４ １６４ 掻器 ９７ Ｈ２４ １１ ４．６ １

９７ Ｊ２３ ７３３ １０．８ １

Ⅲ―３８１ ３０１ ６０ 彫器 １０１ Ｌ１８ ４０９ ５．４ １

１０１ Ｍ１８ １１５０ ９．８ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ６４ ２９．１ １

Ｍ１８ Ⅰ ４６ ２．０ １

石刃 Ｌ１８ Ⅱ ５３ ２．３ １

１０１ Ｍ１８ １３６ １０．５ １

１０１ Ｍ１８ ６２３ ２１．７ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

１０１ Ｍ１８ １４９６ ２．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０９ １０．９ １

１０１ Ｍ１８ ９５８ １８．５ １

１０１ Ｎ１８ １５７ １．８ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ １４７０ ５３．０ １

１０１ Ｍ１８ ２１２８ ５．６ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １７０７ １０．４ １

１０１ Ｍ１８ ２６０６ ９．８ １

石刃 １０１ Ｍ１８ ２３０７ ７．４ １

Ｍ１８ Ⅰ ４２ ４．８ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２３７７ ２９．１ １

石刃 １０１ Ｍ１８ ２４４７ ３３．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６０４ ４．６ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６２２ ２．１ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ３４ １７７．９ １

１０１ Ｎ１８ ３２７ ２６．３ １

Ｎ１８ Ⅰ ２１ １．６ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ３５ ３４．１ １

縦長剥片 １０１ Ｎ１８ ５１７ ３．９ １

１０１ Ｎ１８ ５２７ ２．６ １

石刃 １０１ Ｎ１８ ６２２ ５．２ １

１０１ Ｎ１８ ７５２ ０．８ １

Ⅲ―４６６ ３４６ ３５７ 接合資料 １０１ ６４３．５ ４６ １ １１６４ ４６７８

縦長剥片 １０１ Ｌ１９ ５８ ９．９ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ２０４ １．４ １

１０１ Ｍ１８ ２０４８ ７．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ６２１ ５．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ８３０ １０９．９ １

１０１ Ｍ１８ １１０９ ５．５ １

１０１ Ｍ１８ １８７７ ３．４ １

Ｎ２０ Ⅰ ４ １５．７ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ ９００ ２．０ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ １００８ ４．２ １

１０１ Ｎ１８ ７１０ ６．１ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ １３６２ １０．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １４２８ ４．５ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １５０１ １．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １６３２ ８．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １６９７ １０．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０６１ １．６ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０７６ ３．９ １

１０１ Ｎ１８ ２６６ ６２．５ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１０３ ３０．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１８９ １１．７ １

石刃 １０１ Ｍ１８ ２４３４ ９．６ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ４０ ９．９ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ４１ ９．２ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ２６９ ５．４ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ２７９ １．２ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ３２７ ０．８ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ４７７ ９．８ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１９ ５０３ ０．９ １

１０１ Ｍ１９ ５５１ ８．４ １

１０１ Ｏ１９ ５１ １１．０ １

Ⅲ―４０１ ３１３ ３０４ 石刃核 １０１ Ｍ１９ ５１１ １３２．７ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ５３５ １．７ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ５５５ ２．７ １

１０１ Ｍ１９ ６０７ １．９ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ７３８ ３．５ １

縦長剥片 １０１ Ｎ１８ ６７２ ２．７ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ７７１ １２．７ １

縦長剥片 １０１ Ｎ１８ ９３３ １．２ １

剥片 Ｎ１９ Ⅰ ７ ６．５ １

石刃 Ｎ１９ Ⅰ １０ １０．６ １

剥片 １０１ Ｎ２０ １４ １２．５ １

掲載遺物一覧

５１３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｎ２０ Ⅰ ５ ５．７ １

縦長剥片 １０１ Ｎ２０ ２４ １６．６ １

剥片 １０１ Ｏ１９ ３９ ３．７ １

剥片 セ南１～３０ ７ ４８．０ １

Ⅲ―４６６ ３４７ ３５８ 接合資料 ９７・９９・１００ ２９８．３ １３ １ １００７ ４２７５

石刃 Ｈ２１ Ⅰ ３ ５．３ １

剥片 ９９ Ｉ２１ ８２０ ８４．２ １

石刃 ９９ Ｉ２１ ８９９ ５．１ １

縦長剥片 ９９ Ｉ２１ ９７７ １９．８ １

石刃 ９９ Ｉ２１ １０４４ １９．２ １

石刃 ９９ Ｊ２１ ８５ ５．９ １

縦長剥片 ９９ Ｊ２１ ２６５ ２．２ １

Ⅲ―４０１ ３１２ ３００ 石刃核 ９９ Ｊ２１ ７５６ ９０．４ １

剥片 ９９ Ｊ２２ １１ １８．０ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８４ 石刃 Ｊ２２ Ⅰ １７ １４．８ １

石刃 １００ Ｋ２０ ７６ １２．３ １

石刃 ９９ Ｋ２２ ３１５ １３．２ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ２１１ ７．９ １

Ⅲ―４６７ ３４７ ３５９ 接合資料 １０２ ２９４８．０ ４６ １・５ １１４２ ４６２６

二次加工ある剥片 １０２ Ｈ１８ １４ １３９．４ １

１０２ Ｉ１８ ２１６ ６５．５ １

１０２ Ｉ１９ １１１ ６０．１ １

縦長剥片 １０２ Ｈ１８ １７ ５６．０ １

剥片 １０２ Ｈ１８ ３０ ３６．７ １

Ⅲ―４０６ ３１６ ３２４ 石核 １０２ Ｈ１８ ５７ １２９２．２ １

縦長剥片 １０２ Ｈ１８ ６２ ６．６ １

剥片 １０２ Ｈ１８ ６５ １０．８ １

１０２ Ｉ１８ ６３ ３４．７ １

１０２ Ｉ１８ １５８ ５４．５ １

１０２ Ｉ１８ ２４９ ５．３ １

剥片 １０２ Ｈ１８ ８５ １４．６ １

１０２ Ｈ１８ １００ ２．０ １

縦長剥片 １０２ Ｈ１８ ８６ ２２．９ １

１０２ Ｈ１９ ７２ ４８．９ １

１０２ Ｉ１８ ２９７ ２５．５ １

二次加工ある剥片 １０２ Ｈ１９ １ １１８．５ １

Ｊ１９ Ⅰ ４６ ７１．１ １

縦長剥片 １０２ Ｉ１８ ４２ ４１．３ １

剥片 １０２ Ｉ１８ ４９ ６５．１ １

１０２ Ｉ１８ １６６ １９．１ １

１０２ Ｉ１８ １７１ ３０５．５ １

１０２ Ｉ１８ ２１０ １２．２ １

剥片 １０２ Ｉ１８ ５２ ６．６ １

１０２ Ｉ１８ １４７ ７．０ ５

縦長剥片 １０２ Ｉ１８ １０２ ４０．２ １

１０２ Ｉ１８ １９１ ３０．０ １

１０２ Ｉ１８ ２３７ １３．３ １

剥片 １０２ Ｉ１８ １３５ ２３．０ １

１０２ Ｉ１９ １６４ ５．７ １

１０２ Ｉ１９ １７０ ５２．１ １

剥片 １０２ Ｉ１８ ２３０ １４．３ １

縦長剥片 １０２ Ｉ１８ ２３２ ０．５ １

１０２ Ｉ１８ ２６４ ３．０ １

１０２ Ｉ１８ ３２９ ７．２ １

１０２ Ｉ１９ １３０ ４３．３ ５

縦長剥片 １０２ Ｉ１８ ２７２ １４．７ １

１０２ Ｉ１９ ３０７ ２．２ １

縦長剥片 １０２ Ｉ１８ ３２７ １４．１ １

１０２ Ｉ１９ １４１ ５．４ １

１０２ Ｉ１９ １４７ ３５．０ ５

１０２ Ｉ１９ ２２２ １２．５ １

１０２ Ｉ１９ ２２３ ３．７ １

剥片 １０２ Ｉ１９ １６ ４８．５ １

１０２ Ｉ１９ ７２ ３６．７ １

縦長剥片 １０２ Ｉ１９ ２９８ ２０．５ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―４６８ ３４８ ３６０ 接合資料 ９７・１００ ５１４．７ １５ １ ９６５ ４１７３

Ⅲ―３８１ ３０１ ５７ 彫器 ９７ Ｈ２４ ２００ ８．７ １

Ⅲ―４００ ３１２ ２９３ 石刃 Ｉ１９ Ⅰ ４ １６．０ １

１００ Ｊ１９ ４９９ １２．８ １

Ⅲ―３８６ ３０５ １７３ 掻器 １００ Ｊ１９ ４９０ ５２．４ １

１００ Ｋ１９ ４１２ ２４．１ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２９０ 石刃 １００ Ｋ２０ ４６４ ５５．４ １

Ｋ２２ Ⅰ ３９ ２９．０ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ５８１ １２．２ １

石刃 ９７ Ｋ２３ １７５ ３０．８ １

Ⅲ―４００ ３１１ ２９１ 石刃 ９７ Ｌ２２ １５１ ７７．２ １

９７ Ｍ２１ ５３３ ４９．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ８１０ ２１．６ １

石刃 ９７ Ｌ２３ ６７７ ３８．６ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ ２０３５ ５７．５ １

９７ Ｎ２１ １４０ ２９．３ １

Ⅲ―４６８ ３４８ ３６１ 接合資料 ９７・１００ ５３８．４ １８ １ ９６５ ４１７４

Ⅲ―４００ ３１２ ２９６ 石刃 ９７ Ｈ２３ ７０３ ６３．６ １

Ⅲ―３８５ ３０４ １５２ 掻器 Ｊ１９ Ⅰ ６ １４．３ １

Ⅲ―３８７ ３０５ １８４ 削器 Ｊ１９ Ⅰ ８ １２．７ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８０ 二次加工ある剥片 Ｊ１９ Ⅰ ４４ ７．０ １

１００ Ｋ１９ ３９１ ３５．１ １

Ⅲ―４０４ ３１４ ３１３ 石刃核 １００ Ｋ１９ ４５１ ９９．４ １

Ⅲ―４００ ３１２ ２９４ 石刃 １００ Ｋ２０ ４９１ ３９．８ １

Ⅲ―３８５ ３０４ １５４ 掻器 Ｌ２１ Ⅰ １ １２．９ １

縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ９４８ ２０．２ １

Ｌ２２ Ⅰ ３７２ １２０．０ １

石刃 Ｌ２２ Ⅰ ３７６ １．５ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １２６ ４．７ １

石刃 ９７ Ｌ２３ ５３８ ５３．８ １

石刃 ９７ Ｍ２２ ３４ ５．３ １

石刃 ９７ Ｍ２２ １４２ ３．９ １

石刃 ９７ Ｍ２２ ２１３ １９．８ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ ７２９ ３．２ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８７ 石刃 ９７ Ｍ２２ ７３０ ２１．２ １

Ⅲ―４７０ ３４９ ３６２ 接合資料 ９７・１００ ４７７．９ １０ １ １０１６ ４２８７

剥片 １００ Ｋ１９ ８２ １０８．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ８４６ １０．６ １

９７ Ｌ２２ １３０７ ６９．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ９６３ １７．５ １

９７ Ｍ２１ ６８７ １７．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １７６１ １９．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １９７０ ７．４ １

Ⅲ―４０４ ３１５ ３１５ 石刃核 ９７ Ｌ２３ １０５０ ２１０．８ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ７２６ ５．２ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ９５８ １１．４ １

Ⅲ―４７１ ３５０ ３６３ 接合資料 ９７・９９ １５１７．５ ２８ １ １０２８ ４３２２

石刃 Ｉ２２ Ⅰ １３ １３．３ １

石刃 ９９ Ｊ２１ ６２７ １９．２ １

石刃 ９９ Ｊ２２ ４ ２９．２ １

剥片 ９７ Ｊ２２ １２３ ６９．９ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８３ 石刃 Ｊ２２ Ⅰ ２３ １３．２ １

石刃 ９７ Ｊ２３ ２８４ １５．７ １

剥片 Ｊ２３ Ⅰ ２５ ４．３ １

石刃 Ｊ２３ Ⅰ ２６ ４．４ １

縦長剥片 Ｊ２３ Ⅰ ２７ ９．９ １

９７ Ｋ２３ ４４９ ２．６ １

石刃 Ｊ２３ Ⅰ ２８ ６．６ １

石刃 ９７ Ｋ２２ ３２９ １２．９ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ７８６ １１８．３ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ７８７ １１２．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １１０ ４４６．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １９７ ３０．７ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｋ２３ ６７１ ９．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ６８６ ５．４ １

上白滝８遺跡（２）

５１４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―３８７ ３０５ １７４ 錐形石器 ９７ Ｋ２３ ９５８ １１．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １５２５ ７．３ １

Ⅲ―４０３ ３１４ ３０８ 石刃核 ９７ Ｋ２３ １６９１ ４６４．９ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ２０２７ ７．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２８４９ ７．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３０２４ ３８．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３４１４ ８．２ １

石刃 Ｋ２３ Ⅰ ５４ ５．０ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ６４ ８．４ １

石刃 ９７ Ｌ２２ ２５９３ ３４．５ １

Ⅲ―４７２ ３４９ ３６４ 接合資料 ９７・９８・１００・１０２ ３０５８．８ ４７ １ １０３４ ４３３７

縦長剥片 １０２ Ｉ１９ ２１２ ９１．２ １

剥片 １００ Ｊ１９ ３１ ９４．７ １

９７ Ｌ２２ ８７９ ８０．７ １

Ｌ２２ Ⅰ ４３５ ２６４．０ １

９７ Ｍ２２ １４３９ １４．４ １

Ⅲ―４０７ ３１６ ３２９ 石核 Ｊ２０ Ⅰ ９ ２００．４ １

剥片 １００ Ｋ１９ ７５ １７．５ １

１００ Ｋ２０ ４５２ ８．７ １

剥片 １００ Ｋ１９ ２２９ １６．９ １

剥片 １００ Ｋ１９ ４６０ ４６．１ １

剥片 １００ Ｋ２０ １２ １０．５ １

９７ Ｌ２１ ８２ ８７．５ １

剥片 １００ Ｋ２０ ３０ ２５．８ １

１００ Ｋ２０ ６０６ １１．２ １

９８ Ｍ２０ ７２ １２６．４ １

剥片 １００ Ｋ２０ ２５２ ４４．１ １

９７ Ｍ２２ ９３３ ７９．４ １

剥片 １００ Ｋ２０ ２６２ ２９．４ １

１００ Ｋ２０ ７０４ １６．５ １

剥片 １００ Ｋ２０ ３３４ ９．０ １

剥片 １００ Ｋ２０ ３５９ １１．１ １

１００ Ｋ２０ ３６０ １９．０ １

１００ Ｋ２０ ３７８ ２．５ １

Ⅲ―３８８ ３０６ １９３ 削器 Ｋ２１ Ⅰ ６ ２２０．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１４６ ３５．３ １

９８ Ｌ２０ ４ ２７．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ７１７ ２９．７ １

９７ Ｍ２２ １８５ ４９．２ １

縦長剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４２９ １０２．１ １

Ｌ２２ Ⅰ ４３４ ２２．２ １

石刃 ９７ Ｌ２３ ８７８ ５０．５ １

セ北１３～２９ ３ ５２．７ １

剥片 ９８ Ｍ２０ １６９ ２８．５ １

Ⅲ―３９４ ３０８ ２４７ 舟底形石器 ９８ Ｍ２１ ９２ ３４３．６ １

石刃 ９７ Ｍ２１ １４６ ６４．３ １

９７ Ｍ２２ １２５１ ３８．９ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ８１３ ３６．７ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ９９５ ５．０ １

剥片 ９７ Ｍ２１ １０５３ ５２．３ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ６１４ ０．９ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ８８５ ２５６．５ １

９７ Ｍ２２ １６１８ ７８．５ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １２５９ ７８．５ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｍ２２ １４６６ １２０．６ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １４６７ １７．２ １

石刃 ９７ Ｍ２２ １６９０ ２６．４ １

９７ Ｍ２２ １９２５ １４．２ １

Ⅲ―４７４ ３５０ ３６５ 接合資料 ９７・９８・９９・１００ １８５０．１ ６４ ３・４ １１０８ ４５５６

剥片 １００ Ｊ１９ ４８１ ８４．６ ４

１００ Ｊ１９ ５２４ ３．３ ４

１００ Ｋ１９ ２２６ １０．１ ４

１００ Ｋ１９ ３４３ １４．０ ４

剥片 Ｊ１９ Ⅰ １６ ２２２．２ ４

１００ Ｋ１９ ３９０ １４０．９ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 １００ Ｊ２０ １１７ １．４ ３

剥片 １００ Ｊ２０ １６１ ３．１ ３

剥片 Ｊ２０ Ⅰ １１ １３．５ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ １５７ ７．７ ４

Ｋ２０ Ⅰ １７ ２４．２ ４

９７ Ｍ２２ １０９３ ５７．２ ３

剥片 Ｊ２１ Ⅰ １６ ３．４ ３

剥片 Ｊ２１ Ⅰ １７ ９．１ ３

石刃 Ｊ２２ Ⅰ ５ ６．０ ４

Ｊ２２ Ⅰ ７ １．４ ４

石刃 Ｊ２２ Ⅰ ６ ５．８ ４

９７ Ｌ２２ ３１０３ ３．５ ４

Ｌ２２ Ⅰ ２６ ２５．０ ４

Ⅲ―３８７ ３０５ １８６ 削器 １００ Ｋ１９ ３３３ １０．４ ４

Ⅲ―４０１ ３１２ ３０１ 石刃核 １００ Ｋ２０ ３７９ １２５．４ ４

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３０ 舟底形石器 Ｋ２０ Ⅰ ９ １４．５ ４

９８ Ｍ２０ ２８ ３５．６ ４

剥片 Ｋ２１ Ⅰ ７ ３．０ ３

剥片 Ｋ２１ Ⅰ ８ ５．７ ４

剥片 Ｋ２１ Ⅰ ９ ５．２ ４

石刃 Ｋ２１ Ⅰ １０ １．７ ４

９７ Ｌ２２ ２９１６ １６．５ ４

剥片 Ｋ２１ Ⅰ １１ ６．４ ４

剥片 Ｋ２１ Ⅰ １２ ８．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ １７６ １１．６ ３

剥片 ９７ Ｋ２２ ５３８ ８１．０ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ８７ ０．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １１４６ ２７．５ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ６ ２．４ ４

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４２ 舟底形石器 ９８ Ｌ２０ １１３ ２７．７ ４

９８ Ｍ２０ ４７ １８．１ ４

剥片 ９８ Ｌ２０ １２２ ５５．３ ３

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５４ 舟底形石器 Ｌ２０ Ⅰ ２ １２．２ ４

９８ Ｍ２０ ２９ ３６．８ ４

剥片 Ｌ２０ Ⅰ ４ ２．５ ４

石刃 ９７ Ｌ２２ １５２ １６．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １７０ １９．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４１１ ３．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １５３７ ２２．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １９１２ ３．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１２２ ３５．０ ４

石刃 ９７ Ｌ２２ ２２３１ １０．８ ４

Ｌ２２ Ⅰ ２７ ７．５ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０ １４８．４ ４

Ｌ２２ Ⅰ ３０ ８．１ ４

９７ Ｌ２３ ８０３ ３０．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１ ８．７ ４

Ｌ２２ Ⅰ ２４ ２０．２ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２２ ７４．３ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２３ ５４．６ ４

Ｌ２２ Ⅰ ２５ ７．８ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２８ ７．３ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２９ ２１．６ ４

石刃 Ｌ２２ Ⅰ ３１ １５．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １２３０ ２６．９ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ６４０ ４８．５ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ９７０ ９８．９ ４

石刃 Ｍ２２ Ⅰ ３ １３．６ ４

Ⅲ―４７６ ３５１ ３６６ 接合資料 ９６・９７・９９・１００・
１０２・１０３・１０４ ２３５５．８ ６９ １・３・５ ９４８ ４１２５

剥片 ９７ Ｇ２２ １７ ３６．５ １

９７ Ｇ２４ ６３ ３．８ １

９７ Ｇ２４ ６４ ２．１ １

Ⅲ―４００ ３１２ ２９５ 石刃 ９９ Ｇ２２ ３８ ２３．１ １

剥片 ９７ Ｇ２３ ３５ ６．１ １

石刃 ９７ Ｇ２３ ４９ １０．９ １

掲載遺物一覧

５１５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―３８５ ３０４ １５５ 掻器 ９７ Ｇ２３ １４１ １３．１ １

Ⅲ―３８６ ３０４ １７０ 掻器 ９７ Ｇ２３ １４９ ３．８ １

剥片 Ｇ２３ Ⅰ ５ １４．３ １

剥片 ９７ Ｇ２４ １ ４．１ １

剥片 ９７ Ｇ２４ ５ ４．３ １

Ｉ２３ Ⅰ ６ １．４ １

剥片 ９７ Ｇ２４ ５５ ７８．２ １

剥片 Ｇ２４ Ⅰ ５ ２０．１ １

剥片 Ｇ２４ Ⅰ ６ １１．７ １

９７ Ｉ２３ １０１３ ２８．２ １

Ｊ１９ Ⅰ ４２ ３０．１ １

剥片 Ｇ２４ Ⅰ ７ ６．６ １

剥片 １０４ Ｈ１７ ２６ ２．７ １

１０４ Ｈ１７ ３６ ３．８ １

剥片 Ｈ１７ Ⅰ １ １４．０ １

Ｈ１７ Ⅰ ２ ０．５ １

Ｈ１７ Ⅰ ３ ０．３ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８６ 石刃 １０４ Ｈ１８ １０４ １７．０ ５

１０３ Ｈ１８ １０６ ４．８ ５

Ｈ１８ Ⅱ １ １２．３ ５

Ⅲ―３８７ ３０５ １７６ 錐形石器 １０２ Ｈ２０ １０ ６．５ ５

剥片 Ｈ２０ Ⅰ １ １１．０ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ２５５ １５９．３ ３

９７ Ｈ２２ ３１６ １２．９ ３

９７ Ｈ２３ ７１４ ４．４ ５

９７ Ｈ２４ ７０４ ６．５ ５

石刃 ９７ Ｈ２３ ４２９ １１．８ ５

９７ Ｈ２３ ４３０ １５．６ ５

剥片 Ｈ２３ Ⅰ ８ ２７．３ １

剥片 ９７ Ｈ２４ ５４１ ７．７ ５

９７ Ｉ２３ ３２４ ２．７ １

剥片 ９７ Ｈ２４ ５４９ １０．１ ５

石刃 ９７ Ｈ２４ ５５０ ５５．４ ３

剥片 ９７ Ｈ２４ ５５１ １０．０ ５

剥片 ９７ Ｈ２４ ６７４ ４．８ ５

剥片 ９７ Ｈ２４ ６７５ ４３．５ ５

ボサ ２１ ３１．８ １

石刃 １０２ Ｉ１８ ５７ ５．８ ５

石刃 １０２ Ｉ１８ ８０ ５．１ ５

剥片 １０２ Ｉ１８ ２８３ ２．３ ５

９７ Ｉ２３ ８３３ ２．８ １

剥片 １０２ Ｉ１８ ３２２ ９．７ ５

剥片 Ｉ１９ Ⅰ ２ ２０４．８ １

剥片 ９９ Ｉ２０ １１ ４６．９ ３

剥片 ９９ Ｉ２０ １２ ５．２ ３

９６ Ｊ２５ ４９ １６．９ １

剥片 １００ Ｉ２０ １６ １４．２ ３

二次加工ある剥片 １０２ Ｉ２０ ５９ ３０．８ ３

Ⅲ―４０３ ３１４ ３０７ 石刃核 Ｉ２０ Ⅰ ２ ３３６．１ ３

剥片 Ｉ２０ Ⅰ ３ １３．０ １

１００ Ｋ１９ ４４５ ８２．９ ５

剥片 ９７ Ｉ２２ １４４ ９７．９ １

セ北３０～５１ ３２ １８６．９ １

剥片 ９７ Ｉ２３ ９ ３．４ １

剥片 ９７ Ｉ２３ ４３８ ６．４ １

剥片 ９７ Ｉ２３ ９５１ ４９．９ １

剥片 １００ Ｊ１９ ４５０ １３５．８ ５

剥片 １００ Ｊ２０ ２０９ ５．２ ５

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ２４ ２．３ １

剥片 Ｊ２２ Ⅰ ２１ １８．３ １

石刃 Ｊ２２ Ⅰ ２２ ６．７ １

剥片 １００ Ｋ１９ ３６３ ８９．４ ５

剥片 １００ Ｋ１９ ４７５ ２０２．０ ５

Ⅲ―４７７ ３５１ ３６７ 接合資料 ９７ ９１４．３ ２５ ４ １１０４ ４５５２

縦長剥片 Ｊ２３ Ⅰ １３ ５０．６ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｋ２３ １０１７ １２．０ ４

９７ Ｋ２３ ２１３９ １２．５ ４

剥片 Ｊ２３ Ⅰ １５ ３３．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ６７７ １３．５ ４

二次加工ある剥片 ９７ Ｋ２３ ６９５ ３９．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １０４５ １９８．２ ４

９７ Ｋ２３ １２０６ ４．９ ４

９７ Ｋ２３ ３７４３ ７．３ ４

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ２０６６ １４．４ ４

９７ Ｌ２３ １４４８ ４１．５ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２２４ ６．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２２７ １４３．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２６６７ ７２．８ ４

９７ Ｌ２３ １６８８ ６２．４ ４

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ２８９０ １０．１ ４

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ３５２０ １０．５ ４

９７ Ｋ２３ ３７３４ ３７．６ ４

Ｋ２３ Ⅰ ７ ２１．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３７７６ ７．１ ４

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３５ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ３９９０ ２２．６ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４２５８ ９．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １０４２ ２０．９ ４

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２９ 舟底形石器 ９７ Ｌ２３ １４４７ ３２．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １６７０ ２７．９ ４

Ⅲ―４７８ ３５２ ３６８ 接合資料 ９７・９８ ２１９９．９ ４０ ４ １０８９ ４５２０

剥片 ９７ Ｈ２３ ６９８ １０．８ ４

二次加工ある剥片 ９７ Ｈ２４ １３０ ２５２．９ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ７６９ ５１２．０ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ８４６ ３７．０ ４

９７ Ｉ２３ ９５０ ２４０．９ ４

９７ Ｉ２３ １０１０ １６５．０ ４

剥片 Ｉ２２ Ⅰ ２ ５．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ９６ １７．６ ４

Ⅲ―３８８ ３０６ １９４ 削器 ９８ Ｌ２１ １２０ ４５２．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ １９１ １０．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ４０５ ２．６ ４

Ⅲ―４０５ ３１５ ３１８ 石刃核 ９７ Ｌ２１ ４１１ ３４．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ５０７ ８．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ５０８ １５．５ ４

Ｌ２２ Ⅰ ６３ １０．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ６１５ ７８．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ６２４ ７．４ ４

剥片 Ｌ２１ Ⅰ １３ ６．４ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １７８ １０．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４５６ ３２．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ９３９ １９．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ９５９ ４．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １７５４ ８．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１５０ ８．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１５８ ３１．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１８４ ４．０ ４

Ｌ２２ Ⅰ ５５ ６．４ ４

９７ Ｍ２１ ５５２ ３１．２ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ５６ １０．１ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ５７ ５．４ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ５８ ６．９ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ６１ ６４．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ６６ １．２ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ２５４ １０．８ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ３８０ １８．３ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ５４２ ７．４ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ９０４ ２０．３ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ９３０ ７．３ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ９６３ １９．０ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ２０６０ ４．３ ４

上白滝８遺跡（２）

５１６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―４７９ ３５２ ３６９ 接合資料 ９７・９９ １７１７．１ ９４ ３・４ １０７９ ４４９８

二次加工ある剥片 Ｈ２２ Ⅰ ７ １５９．１ ４

剥片 ９９ Ｉ２１ １１８ ９．２ ３

剥片 ９９ Ｉ２１ ２３４ ８．０ ３

剥片 ９９ Ｉ２１ ５３８ １６５．９ ３

剥片 ９９ Ｉ２１ ６２０ ５．０ ３

Ⅲ―３８９ ３０７ ２２０ 舟底形石器 ９９ Ｉ２１ ９４５ ５．５ ４

剥片 ９９ Ｉ２１ ９９７ １．７ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ２２０ ２１．０ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ８１ １５．９ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ １８７ ２．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３８９ ２０．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４１４ ２９．６ ３

９７ Ｋ２３ ２３１９ ２．７ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ４４２ ３２．７ ３

Ｋ２３ Ⅰ ２６ １２．９ ４

９７ Ｌ２３ １７０１ １９．９ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ６５６ ２．６ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ６６３ ０．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ６８５ ２．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ７０３ ５．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ８２６ １３．７ ３

９７ Ｋ２３ ３４０３ ９．７ ４

９７ Ｋ２３ ３７５９ １５．１ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ９９８ ８．０ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １０５１ ５．９ ４

９７ Ｋ２３ ２７１９ ４．４ ３

９７ Ｋ２３ ３１６２ ５．８ ３

９７ Ｋ２３ ３７８６ ３．５ ３

９７ Ｌ２３ １５４３ ６．５ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １１２２ １．６ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １１５６ ４５．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １１８０ １．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １１８６ ８６．７ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ １３５６ ６．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １３６５ ７．０ ４

９７ Ｋ２３ １４２０ ４．０ ４

Ｋ２３ Ⅱ ６７ １．６ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １４５６ ５．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １４８７ ２７．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １４９８ １３．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １４９９ ９．０ ４

９７ Ｋ２３ ３９７６ １１．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １５２６ ２．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １５３７ ３．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １５５９ ４．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １８５９ １５．５ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１１１ ５３．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１４１ ２．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１４４ ３．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１４５ ７．２ ４

９７ Ｋ２３ ３７５０ ２１．７ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３３２ ７．０ ４

９７ Ｋ２３ ３７６９ ６．１ ４

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ２３６２ ２．９ ４

９７ Ｋ２３ ４１２７ ５．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３８２ ８８．２ ４

９７ Ｋ２３ ３６１１ ５．１ ４

Ｋ２３ Ⅱ ６６ ２．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２５４５ １５．０ ３

Ⅲ―３９７ ３１０ ２７０ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ２５８７ １４．２ ４

９７ Ｋ２３ ４１２０ ２８．６ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２７９７ １．２ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ２８５２ １９．０ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１３７ ３．９ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｋ２３ ３２５１ ５．１ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３７３ ４１．９ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ３４５７ ２．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３５３１ １３．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３５３５ １４．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３５４７ １５．９ ４

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ３５５４ ９．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３７２５ ２．９ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ３７８１ ５７．０ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ３９７１ ４．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３９７３ １６．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４０２１ ４．７ ３

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４４ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ４１６２ ７４．１ ４

Ⅲ―３９０ ３０７ ２２８ 舟底形石器 ９７ Ｋ２３ ４２０１ ３９．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４２２０ １３．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４２３２ ５．６ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ １１ １３．５ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ２８ ４．３ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ５９ ５．８ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ６０ ３４．８ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ７４ ２．１ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅱ ６３ １．６ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅱ ６４ ０．８ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅱ ６５ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １４１９ ２３．１ ３

剥片 ９７ Ｌ２３ １４５１ １．１ ３

剥片 ９７ Ｌ２３ １５３３ ２８．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １５６１ ６９．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １７６５ ４６．４ ３

剥片 セ北１３～２９ ３６ ３２．１ ４

Ⅲ―４８２ ３５３ ３７０ 接合資料 ９６・９７・９８・
９９・１００・１０２ ７９１．７ ８７ ３・４ １１７４ ４７０１

剥片 １０２ Ｉ１９ ２０５ １．８ ４

剥片 Ｉ１９ Ⅰ ３ １１．１ ４

Ｊ２０ Ⅰ ３３ ９．６ ４

剥片 Ｉ２０ Ⅰ ５ ２．４ ４

９９ Ｉ２１ ２２７ ６．２ ３

剥片 ９９ Ｉ２１ ４０５ ４１．３ ３

９９ Ｉ２１ ８４７ １９．９ ４

１００ Ｊ１９ ３２６ ２．０ ４

Ⅲ―３８９ ３０６ ２１１ 舟底形石器 ９９ Ｉ２１ ７３９ ５．６ ３

剥片 １００ Ｊ１９ １３７ ０．９ ３

１００ Ｊ１９ ３７３ ６．７ ４

剥片 １００ Ｊ１９ ２７４ ０．６ ４

剥片 １００ Ｊ１９ ４５６ ３．４ ４

剥片 １００ Ｊ２０ １５ １０．４ ４

剥片 １００ Ｊ２０ １６ ３．２ ４

１００ Ｋ２０ ３４４ ２４．３ ４

剥片 １００ Ｊ２０ ２３ ５．５ ４

１００ Ｋ２０ ６４０ ２２．３ ４

剥片 １００ Ｊ２０ ７６ ２．９ ４

剥片 １００ Ｊ２０ ８０ ２．４ ４

剥片 １００ Ｊ２０ ８４ ６．２ ４

剥片 １００ Ｊ２０ １４４ ２．２ ３

舟底形石器 １００ Ｊ２０ １４８ ２４．３ ４

Ｊ２０ Ⅰ ８ ４９．６ ４

剥片 １００ Ｊ２０ １６５ ２８．１ ３

１００ Ｊ２０ １７４ １．４ ３

１００ Ｋ１９ ２３８ ３０．０ ４

剥片 １００ Ｊ２０ １８１ ２．４ ４

剥片 １００ Ｊ２０ １８５ ６．０ ４

剥片 １００ Ｊ２０ ２００ ３．４ ４

１００ Ｊ２０ ２０２ ４．２ ４

Ｊ２０ Ⅰ ４４ ３．０ ４

Ｊ２０ Ⅰ ４９ １．７ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ３２ ３６．４ ４

掲載遺物一覧

５１７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ３４ ３．０ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ３５ １２．０ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ３６ ７．７ ４

１００ Ｋ２０ ６０３ ８．１ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ３７ １７．７ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ３８ １２．９ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ３９ ３．９ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ４１ ３．４ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ４２ ４．３ ４

１００ Ｋ２０ ４６３ ８．３ ３

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ４３ ４．１ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ４６ １１．５ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ４７ ２．１ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ４８ ３．８ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ５０ ２．６ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ５１ １．５ ４

剥片 Ｊ２０ Ⅰ ５２ ５．５ ４

１００ Ｋ２０ ２８４ １１．３ ４

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２３４ ０．９ ４

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２６６ ５．１ ４

剥片 １００ Ｋ１９ ８５ ４．６ ４

剥片 １００ Ｋ１９ ２４０ ７．５ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ２ １．７ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ８５ １６．６ ３

剥片 １００ Ｋ２０ １４５ １４．４ ４

剥片 １００ Ｋ２０ １４８ ８．９ ４

剥片 １００ Ｋ２０ １５０ ４０．２ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ２６３ ７．８ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ２８３ ４２．９ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ２８５ １２．０ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ２８６ ６．２ ３

剥片 １００ Ｋ２０ ３５０ ２．８ ３

剥片 １００ Ｋ２０ ４２３ ６．５ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ４３０ ２．９ ３

剥片 １００ Ｋ２０ ５２０ ２．７ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ５２２ ２．５ ４

１００ Ｋ２０ ６４２ ３．０ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ５３３ ２．９ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ５３９ ２９．５ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ６０１ ２．６ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ６１１ ４．１ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ７０６ ５．４ ４

９８ Ｍ２０ １３１ ４．６ ３

剥片 １００ Ｋ２０ ７７２ ５．４ ４

剥片 Ｋ２０ Ⅰ ５１ １２．３ ４

剥片 Ｋ２０ Ⅰ ５２ ７．４ ４

剥片 Ｋ２０ Ⅰ ５３ ０．８ ４

剥片 Ｋ２０ Ⅱ ４２ ３．３ ４

剥片 Ｋ２０ Ⅱ ４３ １．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３９９９ ３．０ ４

剥片 ９７ Ｋ２４ ３ ７．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２４ １４５ ６．１ ４

剥片 ９６ Ｌ２３ ６１６ １．６ ４

Ⅲ―４８４ ３５３ ３７５ 接合資料 ９７・９８・１００・１０１ ２２９４．２ ７７ ３・４ １１２０ ４５８３

剥片 １００ Ｋ１９ １４０ １３．６ ４

Ⅲ―３９５ ３０９ ２５５ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ ３５９ ２２．３ ４

９７ Ｍ２２ １５２５ ４６．８ ４

Ⅲ―３９７ ３１０ ２６８ 舟底形石器 Ｋ１９ Ⅰ ４ １７０．０ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ２６４ ４７．７ ３

剥片 １０１ Ｌ１９ ４４５ ２７．１ ４

１０１ Ｌ１９ ４４８ ０．７ ４

１０１ Ｌ１９ ４５９ ２８．３ ４

９７ Ｌ２１ ５１０ １４．３ ４

９７ Ｌ２２ ９２６ ７．２ ４

９７ Ｌ２２ １５２３ ２２．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｌ２２ Ⅰ ８８ １９．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ７ ９．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ３６７ １５．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ６３５ １２．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４９ ８．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ３１０ １０２．２ ４

９７ Ｌ２２ １５８３ ３．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４４７ ９．８ ４

９７ Ｍ２２ ６８０ １００．３ ３

剥片 ９７ Ｌ２２ ６４８ ８６．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ６９７ ２２．６ ４

９７ Ｍ２２ ６８４ １５．９ ３

剥片 ９７ Ｌ２２ ７１０ ４８．７ ４

９７ Ｍ２２ ４１３ ７２．０ ３

剥片 ９７ Ｌ２２ ７９９ ４．４ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ８３６ １０．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １０５７ ３９．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １１７４ １５．４ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １２７５ ３１．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １２７７ １５．４ ４

９７ Ｍ２２ １４５２ ３．４ ３

剥片 ９７ Ｌ２２ １４１０ ３７．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １４５２ ２．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １５５４ ９．４ ４

９７ Ｍ２２ １７０９ ７．１ ３

剥片 ９７ Ｌ２２ １８８１ ６．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １９５７ ７．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１６０ １４９．６ ４

９７ Ｍ２２ １６５１ ２２．１ ３

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２７１ ７．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４２０ ２．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４８９ １８．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７２９ １３．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２８１３ ４．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ３２１６ ２３．５ ４

Ｌ２２ Ⅰ ９０ １３．４ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３９ ７４．３ ３

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ８２ ８４．９ ４

Ｌ２２ Ⅰ ９１ ３．０ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ８３ ７７．６ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ８５ ５８．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ８９ １８．３ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ９２ ３．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ９５ ４．３ ４

９７ Ｍ２２ １０２７ ５．６ ３

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ９６ ３．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １０８４ ２８．９ ４

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３４ 舟底形石器 ９８ Ｍ２０ １２３ ２０．８ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ２５７ ３６．７ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ４２３ ９．１ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ４１５ １６．９ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ ４１８ １１．９ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ ４２１ ９．７ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ ５８０ １０．２ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ ６５０ ６．９ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ ８５２ １０．３ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ ９５９ ４７．０ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １０３２ ４５．３ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １０６６ ２４．０ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １１４１ ３０．９ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １２４６ １２．４ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １５２２ １０．９ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １７８０ １２４．０ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １８１７ ２１．６ ３

剥片 ９７ Ｍ２２ １９７４ ２８．８ ３

上白滝８遺跡（２）
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挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｎ２１ １６２ ８１．６ ４

Ⅲ―４８７ ３５４ ３７６ 接合資料 １０１ ３３０．６ ２９ ４ １１８６ ４７４４

剥片 １０１ Ｌ１８ １７９ ２２．０ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３０４ ２．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ４０ １１．５ ４

剥片 Ｌ１９ Ⅰ １３ １２．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １９ ９．８ ４

１０１ Ｍ１８ １４２５ １９．９ ４

Ｏ２０ Ⅰ １ ２．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６２ ３．１ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ７８８ ７．９ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ９５４ ９．０ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １２７９ ２２．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ １１８ ４．８ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ １２１ ８．０ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ １７１ ２．０ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ ２１６ ２２．０ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ ３９３ ４．２ ４

１０１ Ｎ１８ １１１７ ７．８ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ ５３０ ２．６ ４

剥片 Ｍ１９ Ⅰ １１ ８．７ ４

剥片 １０１ Ｍ２０ ５ ３．２ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ３７９ ５３．１ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ５３８ ６．６ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ９８２ ３．４ ４

剥片 １０１ Ｎ１９ １７ ５２．５ ４

剥片 １０１ Ｎ１９ ３７ ３．０ ４

剥片 Ｎ１９ Ⅰ ３ １１．４ ４

剥片 １０１ Ｎ２０ ３３ ５．３ ４

剥片 Ｎ２０ Ⅰ ２ ６．５ ４

剥片 １０１ Ｏ１９ ６３ ２．２ ４

Ⅲ―４８７ ３５４ ３７７ 接合資料 ９７ １４０．７ ６ ４ １０９１ ４５２２

剥片 ９７ Ｋ２２ ５６７ １１．４ ４

９７ Ｌ２２ ２６５４ １８．３ ４

Ⅲ―３９３ ３０８ ２４３ 舟底形石器 ９７ Ｋ２２ ７８８ ５３．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２４３７ ４２．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ７８８ ９．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０４１ ５．１ ４

Ⅲ―４８８ ３５４ ３７８ 接合資料 １０４ ２５７０．５ ６１ １ １１９１ ４７５２

剥片 １０４ Ｉ１５ ７１ ２７．２ １

剥片 １０４ Ｉ１５ １１９ ２．９ １

１０４ Ｊ１５ ２９５ ４７．９ １

剥片 １０４ Ｉ１５ １３６ ２．０ １

１０４ Ｊ１５ １０９ １３５．７ １

剥片 １０４ Ｉ１５ １４４ １３．１ １

剥片 １０４ Ｉ１５ １５５ ２０．０ １

１０４ Ｊ１５ ３８９ ５．７ １

剥片 １０４ Ｉ１５ １８８ ９．８ １

１０４ Ｊ１５ ３４ ９６．０ １

１０４ Ｊ１５ １５５ ２８．５ １

１０４ Ｊ１５ ３６５ １５９．２ １

剥片 １０４ Ｉ１５ ２８０ ６．０ １

１０４ Ｉ１５ ４２８ １４．８ １

１０４ Ｊ１５ ７ ９．０ １

１０４ Ｊ１５ ７４ ２６．５ １

１０４ Ｊ１５ ９３ ４３．７ １

剥片 １０４ Ｉ１５ ２８６ ３．３ １

１０４ Ｉ１５ ３６１ ９．６ １

１０４ Ｊ１５ ３８ ２３．２ １

１０４ Ｊ１５ ２６０ ５．０ １

１０４ Ｊ１５ ５０８ ８．５ １

Ⅲ―３８８ ３０５ １８９ 削器 １０４ Ｉ１５ ３３１ ４７．５ １

１０４ Ｊ１５ ４３６ １９．４ １

剥片 １０４ Ｉ１５ ３３９ １１．３ １

１０４ Ｊ１５ ５１６ ６４．７ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 １０４ Ｉ１５ ３７０ ３．５ １

剥片 １０４ Ｉ１５ ３７１ １２．６ １

１０４ Ｊ１５ ２４８ ９．２ １

剥片 Ｉ１５ Ⅰ ４ ２９．４ １

１０４ Ｊ１５ ４５３ ７．６ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １０ １０．５ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ５８ ６．１ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １１９ １３．４ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １２８ ７７．２ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １３１ １０．５ １

１０４ Ｊ１５ ３９４ １７．２ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １４０ ２４１．３ １

剥片 １０４ Ｉ１５ １６６ １１１．３ １

１０４ Ｊ１５ ４００ ２０．７ １

Ⅲ―３７９ ３００ ５２ 両面調整石器 １０４ Ｊ１５ １７０ ５３７．２ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １８８ １０．１ １

１０４ Ｊ１５ ２２６ ２０．４ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １９１ ２４．３ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １９３ ７．０ １

剥片 １０４ Ｊ１５ １９４ １３．５ １

１０４ Ｊ１５ ２０４ ２．２ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ２４７ １１．７ １

１０４ Ｊ１５ ２８０ ２０４．１ １

１０４ Ｊ１５ ３３４ ２９．２ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ３０８ ２１．８ １

１０４ Ｊ１５ ３２０ ２１．３ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ３４８ ５．７ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ３８１ １１．６ １

１０４ Ｊ１５ ４４９ ９９．３ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ３９９ ６．５ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ４０５ １９．８ １

縦長剥片 １０４ Ｊ１５ ４５２ １５．９ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ４７１ ６．０ １

剥片 １０４ Ｊ１５ ５２１ ８４．５ １

剥片 １０４ Ｋ１７ ３６ ７．４ １

Ⅲ―４８９ ３５５ ３７９ 接合資料 ９７ ６４９．０ １７ ４ １０７４ ４４８０

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ９ １８．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ３００ １８．７ ４

剥片 Ｌ２１ Ⅰ １４ ２２．４ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ９７０ ４９．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １４９７ ５０．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １７５９ １７．０ ４

Ｌ２２ Ⅰ ７１ ４．０ ４

９７ Ｍ２１ ４ １２．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２３７０ ８５．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４５８ １２．７ ４

９７ Ｌ２２ ２６２１ ３．３ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４８ ９０．０ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４９ ７０．１ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ７２ １０．９ ４

Ⅲ―４０７ ３１６ ３２８ 石核 ９７ Ｍ２１ ６５６ １２２．９ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ １０２４ ４４．８ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １００７ １６．６ ４

Ⅲ―４９０ ３５５ ３８０ 接合資料 １０１ ２９．１ ４ ３・４ ― ５９５１

尖頭器 １０１ Ｌ１７ １１３ １３．８ ４

Ⅲ―３７５ ２９６ ３６ 尖頭器削片 １０１ Ｌ１７ １１４ １．９ ４

１０１ Ｌ１７ １２４ ３．９ ４

Ⅲ―３７４ ２９５ ２６ 尖頭器 １０１ Ｍ１７ １４７ ９．５ ３

Ⅲ―４９０ ３５５ ３８１ 接合資料 ９８・１０１ １５６．５ ５ １ ― ５８２２

Ⅲ―３７５ ２９７ ４０ 尖頭器削片 １０１ Ｋ１９ １８８ ３１．９ １

Ⅲ―３７５ ２９７ ４１ 尖頭器削片 １０１ Ｋ１９ １８９ ３１．５ １

Ⅲ―３７４ ２９６ ３０ 尖頭器 １０１ Ｌ１９ ４２２ ３３．８ １

Ⅲ―３７４ ２９６ ３１ 尖頭器 １０１ Ｌ１９ ４９６ ３５．９ １

Ⅲ―３７５ ２９６ ３７ 尖頭器削片 ９８ Ｍ２１ ２８２ ２３．４ １

Ⅲ―４９１ ３５５ ３８２ 接合資料 ９７・１００・１０１ ６７６．５ ２３ １ １０３９ ４３４９

掲載遺物一覧

５１９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

― ３１８ ３９３ 尖頭器 Ｊ２０ Ⅰ １ ７０．９ １

剥片 １００ Ｋ２０ ３３８ ３．５ １

剥片 １００ Ｋ２０ Ⅰ ４６ １０．９ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ５３２ １０．１ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ５５１ ３．１ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ６８１ １１０．２ １

９７ Ｌ２２ １９１１ ３０．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ９７２ ２８．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１７０ ２．５ １

Ⅲ―３７４ ２９６ ３２ 尖頭器 １０１ Ｌ１９ ４９５ ８６．７ １

― ３１９ ４００ 尖頭器削片 Ｌ２１ Ⅰ ４１ １５．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １６ ４５．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １２２ ４．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ６８３ １９．８ １

９７ Ｌ２２ ２６６２ １０．９ １

９７ Ｌ２３ ８６１ ３．５ １

９７ Ｌ２３ １４３０ ９．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １５３１ １０９．２ １

９７ Ｎ２１ ４ ２０．８ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １１０４ ３０．７ １

剥片 ９７ Ｍ２１ Ⅰ ５ ９．３ １

９７ Ｍ２２ Ⅰ １９ ３３．５ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ５１２ ６．１ １

― ３５６ ５１２ 接合資料 ９７ ５４８．６ ７ １ ９７２ ４１９７

Ⅲ―３７５ ２９６ ３４ 尖頭器 ９７ Ｈ２２ ３９０ １７９．５ １

― ３１９ ３９９ 尖頭器削片 ９７ Ｈ２３ １７０ ４３．３ １

９７ Ｊ２４ １３２３ ７２．１ １

― ３１８ ３９４ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ３６３ １０２．３ １

剥片 ９７ Ｉ２４ １２２１ １１４．４ １

剥片 ９７ Ｉ２５ １３０ ２４．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １６４９ １２．２ １

― ３５８ ５１４ 接合資料 ９７・９９・１００ ８２４．８ ３８ ３・４ １０８７ ４５０８

剥片 ９９ Ｉ２１ ３４１ １３．１ ３

Ⅲ―３７４ ２９６ ３３ 尖頭器 Ｉ２１ Ⅰ １ １６３．７ ４

― ３１９ ４０１ 尖頭器削片 Ｊ２２ Ⅰ １３ １６．２ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ４２５ ２．６ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ５２３ ４．０ ３

Ｊ２４ Ⅰ ６２ ３．５ ４

Ｋ２４ Ⅰ ２０ ４８．６ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １３２８ １２．３ ４

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ４８ １４．２ ４

Ｊ２４ Ⅰ ５０ ７．４ ４

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ５８ １０．６ ４

９７ Ｋ２３ ３４９５ ２５．０ ３

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ６０ ２．７ ４

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ７１ ２．４ ４

Ｋ２４ Ⅰ ２６ １３２．１ ４

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １５０ １６．６ ４

― ３１８ ３９８ 尖頭器削片 Ｋ１９ Ⅰ ８ １．５ ３

１００ Ｋ２０ ４９６ １４．２ ３

剥片 ９９ Ｋ２１ １７５ ４５．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ６４２ ３．１ ４

９７ Ｋ２４ １３２ ６．５ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３９２ ２．４ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ２４９４ ３３．４ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ２７９９ ４．５ ３

９７ Ｋ２３ ３４７８ ２０．８ ３

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ２２ ３．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２４ １５ ２０．２ ３

９７ Ｋ２４ ７８７ ２２．１ ３

剥片 ９７ Ｋ２４ ６７８ １８．１ ３

Ｋ２４ Ⅰ ３０ ４．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２４ １１２３ ３７．３ ４

９７ Ｋ２４ １２４８ ４６．７ ３

９７ Ｋ２４ ２２１６ １９．３ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｌ２３ １３２０ １０．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２４ １３７２ ６．４ ３

剥片 ９７ Ｋ２４ １５３９ ５．５ ３

剥片 Ｋ２４ Ⅰ １９ ９．４ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ３０６ １４．７ ４

― ３５７ ５１３ 接合資料 ９７ １１３６．７ ３１ ４ １１２１ ４５８４

― ３１８ ３９５ 尖頭器 ９７ Ｌ２２ ７００ １７０．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ８６８ ８．２ ４

― ３２３ ４５７ 縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ９０１ ２５．６ ４

９７ Ｍ２２ １４８０ ８７．９ ４

― ３２３ ４５８ 縦長剥片 ９７ Ｌ２２ １８４９ ３８．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０１９ １４．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２３００ ９３．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２５８０ ２４．８ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １２０ １５．８ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １２３ ３１．８ ４

９７ Ｍ２２ ２０３７ ６３．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １２４ １６．６ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １２５ ２１．２ ４

Ｌ２２ Ⅰ １４８ ７．０ ４

縦長剥片 Ｌ２２ Ⅰ １２７ ４５．８ ４

縦長剥片 Ｌ２２ Ⅰ １３０ ２２．３ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １４１ ５．４ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １４７ ６．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ８１０ ４２．６ ４

Ⅲ―４０５ ３１５ ３２２ 石刃核 ９７ Ｍ２１ １０１７ ８５．６ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １８０ ５．０ ４

９７ Ｍ２２ １７２３ ２．９ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ４６３ ２０．８ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ７９６ ２５．４ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １０９２ ３２．７ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １４１２ ９２．１ ４

９７ Ｎ２１ ９８ ７．２ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １５２６ ４０．９ ４

Ｍ２２ Ⅰ ７ ２４．９ ４

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １５４２ ３０．９ ４

剥片 Ｍ２２ Ⅰ ８ ２６．９ ４

Ⅲ―４９３ ３５６ ３８６ 接合資料 １００ ６３．５ ３ ３ ― ５８３７

Ⅲ―３８５ ３０３ １２９ 彫器削片 １００ Ｊ１９ ３０９ ２１．８ ３

Ⅲ―３８４ ３０３ １２５ 彫器 １００ Ｋ１９ １３７ ２１．５ ３

Ⅲ―３８４ ３０３ １２４ 彫器 １００ Ｋ１９ ２３１ ２０．２ ３

Ⅲ―４９４ ３５６ ３８７ 接合資料 ９９・１０１ １５．１ ３ 頁 １２２０ ５８０１

Ⅲ―３７５ ２９７ ４４ 尖頭器削片 ９９ Ｈ２２ ４７ ３．９ 頁

Ⅲ―３７５ ２９７ ４３ 尖頭器削片 ９９ Ｉ２１ ５１４ ６．９ 頁

Ⅲ―３８７ ３０５ １８２ 錐形石器 １０１ Ｍ１８ ７７ ４．３ 頁

Ⅲ―４９４ ３５６ ３８８ 接合資料 ９９ １９．９ ３ 頁 １２２０ ５８４３

剥片 ９９ Ｊ２１ １３４ ５．０ 頁

Ⅲ―３８４ ３０３ １１８ 彫器 Ｊ２１ Ⅰ １ １２．０ 頁

Ⅲ―３８７ ３０５ １８１ 錐形石器 ９９ Ｋ２１ １５７ ２．９ 頁

Ⅲ―４９５ ３５７ ３８９ 接合資料 １０１ ３９３．０ ４ １・５ １１５８ ４６６３

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ ８６２ ２１．８ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ １２４９ ７３．３ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ １８５３ １０１．７ １

Ⅲ―４０４ ３１４ ３１２ 石刃核 １０１ Ｎ１８ １１２０ １９６．２ ５

Ⅲ―４９５ ３５８ ３９０ 接合資料 １０１ １１２．３ ３ １ ― ５８２３

― ３１８ ３９２ 尖頭器 １０１ Ｌ１８ ５２８ ７８．０ １

１０１ Ｍ１７ １５７ ２８．４ １

― ３１８ ３９７ 尖頭器削片 １０１ Ｍ１８ ８７６ ５．９ １

Ⅲ―４９５ ３５８ ３９１ 接合資料 １０１ ４．８ ２ ４ １１７９ ４７１９

Ⅲ―３８９ ３０６ １９７ 舟底形石器 Ｌ１９ Ⅰ ４ ２．４ ４

Ⅲ―３７５ ２９７ ４２ 尖頭器削片 １０１ Ｍ１８ ２４０９ ２．４ ４

― ３５９ ５１５ 接合資料 ９７・９９ ２９９５．８ ４６ １ ９６２ ４１５７

剥片 ９９ Ｇ２１ ２ １０３．３ １

― ３１８ ３９６ 尖頭器 ９９ Ｇ２１ ７５ １１３．８ １

９９ Ｊ２１ ４３０ ５０７．１ １

上白滝８遺跡（２）

５２０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９９ Ｈ２０ ２ ６．３ １

９９ Ｉ２１ ７２０ ８．８ １

剥片 ９９ Ｈ２１ １７ ７．９ １

９９ Ｊ２０ ２１３ ２２．９ １

剥片 ９９ Ｈ２１ １８ １４０．１ １

剥片 ９９ Ｈ２１ ３０ ３４．１ １

９９ Ｊ２１ ４４４ １７．８ １

９９ Ｊ２１ ４４５ １６．８ １

剥片 ９９ Ｈ２１ ５９ ２４．６ １

剥片 ９９ Ｈ２１ ６１ ６．６ １

剥片 Ｈ２１ Ⅰ ４ ２４．０ １

９９ Ｊ２１ ３０８ １７．８ １

９９ Ｊ２１ ５７８ ６．８ １

剥片 ９９ Ｉ２１ ２２３ １３．６ １

９９ Ｊ２１ ４３４ ８７．４ １

剥片 ９９ Ｉ２１ ６０４ １７．３ １

剥片 ９９ Ｉ２１ ８５５ ４５．７ １

９９ Ｊ２０ ２１５ ５２．３ １

９９ Ｊ２１ ４３６ ３１．９ １

剥片 ９７ Ｉ２３ ８２０ ４．５ １

９９ Ｊ２１ ３０２ ３４．４ １

剥片 ９９ Ｊ２０ １６９ ３１．４ １

９９ Ｊ２１ ５６６ ３０．６ １

剥片 ９９ Ｊ２０ ２１４ ９７．２ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ７ ４５．２ １

剥片 ９９ Ｊ２１ １０ ４９０．３ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ２９８ ２８．２ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ３１０ ３０．８ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ４１６ １４．１ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ４２５ １０．２ １

９９ Ｊ２１ ５５６ ９．３ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ４３１ ５０．４ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ４４１ ４１．７ １

９９ Ｊ２１ ４４２ １７．９ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ５５４ １４．０ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ５５５ ７．９ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ５６９ ３８．１ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ５８２ ５．６ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ６６０ ９．９ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ６６１ ７．１ １

剥片 ９９ Ｊ２１ ８５８ ８９．６ １

剥片 セ北１３～２９ ５ １５３．４ １

剥片 セ北１３～２９ ３５ ４２７．１ １

― ３６０ ５１６ 接合資料 ９６・９７・９９・１０１ ３６０６．３ １１７ １ １０２２ ４３００

剥片 Ｉ２２ Ⅰ ２６ ４．７ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ６９１ ２．４ １

剥片 Ｊ２３ Ⅰ ２４ １４．３ １

９７ Ｊ２４ ７２２ ４２．３ １

Ｊ２４ Ⅰ １１５ ４．７ １

Ｊ２４ Ⅰ １１６ １８．７ １

９７ Ｋ２３ ２１９ ５９．８ １

９７ Ｋ２３ ２２５ ４１．５ １

９７ Ｋ２３ ２３５ ６９．７ １

９７ Ｋ２３ ２５０３ ２．８ １

９７ Ｋ２３ ２５１０ １９１．３ １

９７ Ｌ２３ ２９９ ２７．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ７１ ２１．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ２７４ ６．３ １

９７ Ｋ２３ ８７７ ４．３ １

Ｋ２４ Ⅰ ６３ ２６．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３３９ ３２．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ４９１ １４．２ １

９７ Ｌ２３ １４９４ ２．７ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ５０５ １３．６ １

９７ Ｊ２４ ６６４ １８．３ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｋ２３ １５７ ３．７ １

９７ Ｋ２３ ３２２９ ３．２ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １１７ １１４．６ １

Ｊ２４ Ⅰ １１８ ７３．６ １

Ｊ２４ Ⅰ ２４８ １２７．４ １

９７ Ｋ２３ ６２４ ５５．８ １

９７ Ｋ２３ ７７１ ２４９．０ １

９７ Ｋ２３ １０１４ ４８．０ １

９７ Ｋ２３ ２７５７ ４８．９ １

Ｋ２３ Ⅰ ４５ １６２．５ １

９７ Ｌ２３ １２２ １．７ １

９７ Ｌ２３ １４１４ ９．２ １

９７ Ｌ２３ １５６５ ２１３．３ １

９７ Ｌ２３ １７２７ ３．１ １

剥片 １０１ Ｋ１９ ３２８ １７９．２ １

剥片 ９９ Ｋ２１ １７０ ５８．２ １

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ４５ １０．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １４ ４．６ １

９７ Ｋ２３ １７３０ ２．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １８８ １９．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２５２ １７．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２６８ ３１．３ １

９７ Ｋ２３ ３３６７ ２．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１０ ５．６ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４００ ３２．７ １

９７ Ｋ２３ １７３１ ７．９ １

Ｋ２３ Ⅰ ５６ １６．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ５２８ １５．８ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ５４０ １１．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ５６４ １５．０ １

９７ Ｋ２３ ２２２２ ２０．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ５７７ ２４．３ １

９７ Ｋ２３ １１２７ ４．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ５９６ １１．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ６１９ １１．６ １

９７ Ｋ２３ ２５２８ ６．６ １

９７ Ｌ２３ １７０９ ２．８ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ６４９ ２．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ７６０ ２７．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ７７７ ４９．９ １

９７ Ｋ２３ ２４４９ １３．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ９９６ １４．５ １

９７ Ｋ２３ ２３１４ ３．８ １

Ｋ２４ Ⅰ ６８ １１．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １００２ ２６．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １０３２ １９．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １１３５ ５．７ １

９７ Ｋ２４ １０２９ ４．８ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １１３７ ４４．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １２２９ １８．５ １

Ｋ２３ Ⅰ ４６ ２６．４ １

９７ Ｋ２４ １０１３ ５３．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １２３３ ２８．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １５３４ １４．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １５５０ ６７．９ １

９７ Ｋ２３ ２０７２ ３０．５ １

９７ Ｋ２３ ２２８０ ５５．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １５７５ １．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １６５４ ４．８ １

９７ Ｋ２３ ３５９１ １４．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １８０２ ４０．４ １

Ｋ２４ Ⅰ ６１ ３．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １８５１ ５５．８ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １８８８ １．１ １

９７ Ｋ２３ ２３８７ ５．０ １

掲載遺物一覧

５２１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｋ２３ ２０７６ ３３．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１２４ ４．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１７０ １０．８ １

９７ Ｋ２３ ２２６７ ２６．５ １

９７ Ｋ２３ ３３７７ ２６．９ １

９７ Ｌ２３ １７６１ ３４．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２７５ ２．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２９５ ３．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２５５１ ６０．６ １

Ｋ２４ Ⅰ ７１ １１．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２７４３ １．４ １

Ｋ２４ Ⅰ ９３ ０．８ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１５１ １４．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１５８ ４７．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３４７２ ３．１ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ４７ ２７．５ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ５２ １２．２ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ８９ １１．７ １

９７ Ｌ２３ １７４５ ５２．６ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ９０ ９．６ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ９０６ ５．１ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ８５ ３１．４ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １３１ １０６．６ １

剥片 ９６ Ｌ２３ ２９４ １２．４ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ３２３ ６２．３ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ５７７ ７．５ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ６０４ ５．４ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ７６１ ６８．４ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １１６６ １９．５ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １６８２ ２．５ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １７５５ ２．９ １

― ３６１ ５１７ 接合資料 ９７・９８・１００ ５２７７．４ ８８ ４ １１１２ ４５６３

剥片 Ｊ１９ Ⅰ ２２ １３３．５ ４

Ｊ２０ Ⅰ ２３ ２８４．８ ４

１００ Ｋ２０ ４９８ ４８．３ ４

剥片 Ｊ１９ Ⅰ ２３ ６６４．０ ４

９７ Ｋ２３ １１６０ ５７．０ ４

９７ Ｌ２２ １５７７ ８．７ ４

９７ Ｌ２２ １９４３ １２．６ ４

９７ Ｌ２２ １９４４ ７．６ ４

剥片 １００ Ｊ２０ ９４ １４．１ ４

１００ Ｋ２０ ４４４ ４．５ ４

９７ Ｌ２２ １７６２ ３２．２ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ７１ ２７．９ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ２６０ ２３．１ ４

１００ Ｋ２０ ４４０ ６９８．２ ４

１００ Ｋ２０ ６７３ ３５．２ ４

９７ Ｋ２３ ３４４ ２．０ ４

９７ Ｌ２２ １９１６ ７．２ ４

Ⅲ―３７０ ２９３ １４ 尖頭器 １００ Ｋ２０ ２９９ ２６．７ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ３１９ ７８．５ ４

１００ Ｋ２０ ３４０ １４０．２ ４

Ｋ２０ Ⅰ ３３ ７．３ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ４８０ ８４．９ ４

Ｋ２０ Ⅰ ３２ ５８．９ ４

９８ Ｍ２０ １１５ １０５０．５ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ １７４ ２９．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ２９９ １０．７ ４

９７ Ｌ２２ ９２３ ３．１ ４

Ｌ２２ Ⅰ ５４ ２．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ３４１ １４．４ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ７２８ ４．０ ４

９７ Ｋ２３ １２０３ １．４ ４

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ７ ５．２ ４

９７ Ｋ２３ ２７５８ １２．９ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｋ２３ ３４０７ ５．５ ４

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ８ ５．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ５１７ １４．６ ４

Ｌ２１ Ⅰ ８ １４２．９ ４

９７ Ｌ２２ ７２９ ６９．７ ４

Ｌ２２ Ⅰ ５１ ７３．５ ４

９７ Ｍ２２ ５４ ２１．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １６７８ ４．５ ４

９７ Ｋ２３ １８６７ ２．４ ４

９７ Ｍ２１ ２４ ５．１ ４

９７ Ｍ２１ ８２７ ２．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２８６９ ５．６ ４

９７ Ｌ２２ ２６６９ １０．４ ４

９７ Ｌ２３ ３８１ ３．６ ４

９７ Ｌ２３ ７７９ １．６ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１７１ ２０．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１７７ ７８．３ ４

９７ Ｋ２３ ４０１８ ３３．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３８１ ３．１ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ １３ １５．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ２６４ ５．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ３８０ １．９ ４

９７ Ｌ２１ ５６８ ６．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ３９３ ６．９ ４

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ９ ４．３ ４

剥片 Ｌ２１ Ⅰ １０ ３．２ ４

９７ Ｍ２２ １２９８ ４．０ ４

剥片 Ｌ２１ Ⅰ １１ ７．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ６０ ７２．４ ４

Ｌ２２ Ⅰ ５３ １９．７ ４

９７ Ｍ２２ １２１７ ９６．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ６００ １７２．５ ４

９７ Ｌ２２ ２６２２ ５．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １５０３ ４．３ ４

Ｌ２２ Ⅰ ５２ １４．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １６６１ １０．３ ４

９７ Ｌ２３ １２００ ４．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １８９１ ８．２ ４

Ｌ２２ Ⅰ ６０ ５．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １９０４ ８７．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７８８ ４．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ３１８０ １．４ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ５９ ３．５ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ６８ ３．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １８３ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ２０２ ８．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ７８８ ４．４ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ ４７０ ２．０ ４

縦長剥片 ９７ Ｍ２１ ６５８ ９９．６ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ １０６２ ４．７ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ５４５ ６．３ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １７２９ ３４．２ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ２０２７ ２１５．１ ４

９７ Ｍ２２ ２０２８ ２３１．３ ４

９７ Ｍ２２ ２０８３ ４．４ ４

― ３６２ ５１８ 接合資料 ９７ １８６９．６ １３ １・５ １１３７ ４６１９

Ⅲ―３７８ ２９９ ５０ 両面調整石器 ９７ Ｋ２２ ７６２ ２０５．１ ５

９７ Ｍ２１ １０２５ ６５０．４ ５

剥片 ９７ Ｌ２１ ４７７ １２４．０ １

９７ Ｌ２２ ２０１３ ５３．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １２３６ １１９．５ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １６６６ ９１．９ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ３１６０ ７．４ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ４１ １７８．０ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ ６４７ ３０．１ ５

上白滝８遺跡（２）

５２２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｍ２２ ９７２ １３．４ １

９７ Ｍ２２ １５３２ ２．３ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １６２３ １０９．２ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ ２０１４ ２８５．２ ５

― ３６２ ５１９ 接合資料 ９６・９７・１００ １３３４．７ ４６ １ ９９１ ４２３１

剥片 Ｈ２２ Ⅰ ８ ６６．５ １

１００ Ｋ２０ １９５ ６．４ １

９７ Ｋ２３ ３３３８ ３．６ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ４１５ ８．４ １

９７ Ｋ２４ １５３１ １０８．１ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ９０５ １４．７ １

Ｊ２４ Ⅰ １６４ １６．６ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３３０ ５．７ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３７８ ３．２ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ４３１ １５．０ １

９７ Ｋ２４ １５２８ ６．９ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ６０５ １０．０ １

９７ Ｋ２４ １３９１ ２．６ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ７４４ ２６．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １４６４ １７．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １５１ １４０．１ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １５２ １０２．６ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １５３ ４４．４ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １５６ １８．１ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １５８ １８．４ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １５９ １０．６ １

Ｊ２４ Ⅰ ２０６ ９．４ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １６３ ４７．９ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １６６ ２７．４ １

Ｋ２４ Ⅰ ７４ ３０．０ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １９４ ５．６ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２１７ ３．０ １

９７ Ｋ２３ １３３２ ５．２ １

９７ Ｋ２４ １７５０ １２．９ １

剥片 ９７ Ｊ２５ ６０ ２５．８ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４６ ８８．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ６０２ ３３．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ６０３ ８．０ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２７９４ ９４．８ １

９６ Ｌ２３ １０２６ １４７．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２９７０ ５．７ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ８０ １２．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ３８４ １２．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ４０４ １．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ６６２ １５．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １８８０ ４４．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２２３８ １０．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２２６３ ４．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２２９７ １４．０ １

９７ Ｋ２４ ２３６５ ３．６ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ７３ ２５．２ １

― ３６３ ５２０ 接合資料 ９９ ５４１７．１ ４６ ３・４ １１０９ ４５５７

剥片 ９９ Ｉ２１ ３８１ １１０．２ ３

９９ Ｊ２１ ５８３ ６４．１ ４

９９ Ｊ２１ ５８５ １８．４ ４

剥片 ９９ Ｉ２１ ７１２ ３１．６ ４

９９ Ｉ２１ ８５３ １５．１ ４

９９ Ｊ２１ ７１２ ２５５．４ ４

剥片 ９９ Ｉ２１ ９３８ ２０．８ ４

９９ Ｊ２１ ２１１ １０．７ ４

９９ Ｊ２１ ３０５ １．８ ４

９９ Ｊ２１ ４２４ １．６ ４

９９ Ｊ２１ ５７６ １．１ ４

９９ Ｊ２１ ５８６ ４６．４ ４

９９ Ｊ２１ ６７３ ２３．５ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９９ Ｊ２１ ８６１ ９．７ ４

剥片 ９９ Ｉ２１ １０４７ ５４．１ ４

９９ Ｊ２１ ５７４ ７．２ ４

剥片 ９９ Ｊ２０ １７０ １４０．７ ４

９９ Ｊ２１ ４２６ ３．８ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ １２８ ７０．５ ４

９９ Ｊ２１ ３０１ ８．０ ４

９９ Ｊ２１ ３１４ ２０．２ ４

９９ Ｊ２１ ５５７ ２．９ ４

９９ Ｊ２１ ５７７ ７．５ ４

９９ Ｊ２１ ５８７ ３．７ ４

９９ Ｊ２１ ５８８ ３６．０ ４

９９ Ｊ２１ ６６８ ５５．４ ４

９９ Ｊ２１ ６７１ ２．９ ４

セ北１３～２９ ９ １３３４．０ ４

ボサ ２６ ６４１．６ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ３１５ ８．１ ４

９９ Ｊ２１ ４２０ １２１．６ ４

９９ Ｊ２１ ７１４ １５．９ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ４２２ １．３ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ４３２ １．４ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ４３５ １．７ ４

９９ Ｊ２１ ６６４ ７．８ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ４４０ ２７０．９ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ５４２ ５４．４ ４

９９ Ｊ２１ ５４７ １０４．８ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ５６１ ４．６ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ５７５ １０．４ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ５８９ ７．８ ４

９９ Ｊ２１ ７２０ ４．５ ４

剥片 ９９ Ｊ２１ ６６９ ２０３．８ ４

― ３１９ ４０３ 両面調整石器 ９９ Ｊ２１ ６７０ １５５５．３ ３

剥片 ９９ Ｊ２１ ８６２ ４３．９ ４

― ３６４ ５２１ 接合資料 １００・１０１ ３２６２．８ ７１ １・５ １１５３ ４６５２

剥片 １００ Ｋ１８ １０５ １６．２ １

Ｋ１８ Ⅰ ７ ２１．３ １

剥片 １０１ Ｋ１８ １７８ ３．６ １

Ⅲ―３９９ ３１１ ２８５ 石刃 １０１ Ｋ１９ １２６ １５．３ １

石刃 １０１ Ｌ１７ １０７ １．４ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ２０４ ４．０ １

石刃 １０１ Ｌ１８ ２１４ ６．４ １

Ｌ１８ Ⅰ ５７ ５．３ １

石刃 １０１ Ｌ１８ ２３２ ２．７ １

１０１ Ｌ１８ ４４６ １１．０ １

１０１ Ｍ１８ ５６６ １．２ １

縦長剥片 １０１ Ｌ１８ ２９２ ７．４ １

１０１ Ｎ１８ ３９９ ７．３ １

石刃 １０１ Ｌ１８ ３２５ ２．６ １

１０１ Ｌ１８ ３３１ ５．２ １

石刃 １０１ Ｌ１８ ３５１ ５．６ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ４２５ ２１．４ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ５２２ １９．３ １

― ３２９ ５０７ 石核 Ｌ１８ Ⅰ ３ ９９５．５ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ １１ ８２０．０ １

１０１ Ｍ１８ １６４５ ２．２ １

Ｍ１８ Ⅰ ４３ １６．０ １

１０１ Ｎ２０ １１ １３．１ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ １２ １７．５ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ４９ １４．３ １

１０１ Ｍ１８ １８７０ １２２．８ １

石刃 Ｌ１８ Ⅰ ５２ １．４ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ５４ ４０．７ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ５５ ７．９ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ５６ ５．９ １

剥片 Ｌ１８ Ⅱ ５１ １．９ １

掲載遺物一覧
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挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石核 １０１ Ｌ１９ ７０ ２５５．１ ５

Ｍ１８ Ⅱ ４８ ２．１ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ３４７ ４４．４ １

石刃 １０１ Ｍ１７ ９１ ４．７ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １５２ １７６．９ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ３３７ ３．６ ５

石刃 １０１ Ｍ１８ ５０５ １．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ５１７ ５３．６ １

１０１ Ｍ１８ １３３８ ２．２ １

１０１ Ｎ１８ ９２３ ５８．９ １

― ３２５ ４７６ 石刃核 １０１ Ｍ１８ ５７２ ７３．８ ５

剥片 １０１ Ｍ１８ ８４０ ８．３ １

１０１ Ｍ１８ ９２３ ７８．４ １

石刃 １０１ Ｍ１８ ８８２ ２．４ １

石刃 １０１ Ｍ１８ ９５９ ７．９ １

石刃 １０１ Ｍ１８ １０１５ ４．５ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １３４１ ７．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １５７８ ２０．０ １

石刃 １０１ Ｍ１８ １７２４ ５．０ １

１０１ Ｍ１８ ２５４９ １２．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １８６８ １２．２ １

１０１ Ｍ１８ ２１４８ ３．６ １

１０１ Ｍ１８ ２４８３ ４．６ １

１０１ Ｎ１８ ８４０ １１．８ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０１０ ８．５ １

１０１ Ｎ１８ ２ ２１．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０３２ ２３．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１４０ ７．８ １

１０１ Ｍ１８ ２１４２ ６．８ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２２７８ ７．５ ５

石刃 １０１ Ｍ１８ ２４６６ ２．９ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ４４ ５９．０ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ４４６ １．７ １

剥片 Ｍ１９ Ⅱ ２１ ０．６ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ３０５ ９．０ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ４８７ ２．９ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ８１２ ２．３ １

石刃 １０１ Ｎ１８ ９６４ １０．０ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ９８７ １２．１ １

１０１ Ｎ１８ １０６９ １６．３ １

― ３６４ ５２２ 接合資料 １０１ ５６８．３ １７ １ １１５１ ４６４８

剥片 Ｋ１８ Ⅰ ３ ４９．８ １

剥片 １０１ Ｋ１９ １３３ ３２．３ １

Ｍ１９ Ⅰ ２８ １１．４ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ２０１ １４．１ １

１０１ Ｎ１８ １０９２ ８．３ １

Ⅲ―３７７ ２９８ ４７ 両面調整石器 １０１ Ｌ１８ ４３９ ２９０．８ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ４６ ２２．２ １

１０１ Ｍ１８ ５２７ １３．６ １

剥片 １０１ Ｌ１９ １２５ １６．３ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ２６５ １４．０ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ３０２ ２５．２ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ３１９ ４．１ １

１０１ Ｌ１９ ３６０ ２９．４ １

１０１ Ｍ１８ ８１５ ２．１ １

１０１ Ｍ１８ １１９０ １６．５ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ３９５ ３．２ １

１０１ Ｍ１８ ３２７ １５．０ １

― ３６５ ５２３ 接合資料 ９７・９８ １９７３．２ ２６ １・５ １０４５ ４３６５

剥片 ９７ Ｋ２２ ４１１ ７８．４ １

９７ Ｌ２２ １８０ ２３．１ １

９７ Ｌ２２ １３１７ ５．７ １

９７ Ｌ２２ ２２３８ ５５．８ １

剥片 ９８ Ｌ２１ １０８ ５．８ １

９７ Ｍ２２ １８１６ ４．４ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ３１ １０．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６７ １２．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ６２３ ４．３ １

９７ Ｌ２２ １３０１ ８．０ １

縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ２３５２ ３．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４６８ ５２．２ １

９７ Ｌ２２ ２７７８ ８．９ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １８１ ２８１．９ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １８５ １０．０ １

Ｌ２２ Ⅰ １８６ １１．７ １

９７ Ｍ２２ ５４７ ４９．１ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ３３３ ６．３ １

剥片 ９７ Ｍ２１ １０６０ ５４８．０ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ １０６３ ３３．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ７３ ６．８ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ３７６ ４．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ４２４ ３８．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １２８９ １９６．４ １

― ３１９ ４０２ 両面調整石器 ９７ Ｍ２２ １５６１ ２４１．４ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １８４３ ２７１．７ １

― ３６５ ５２４ 接合資料 ９７ １６３３．３ ２０ １ ９６６ ４１７５

剥片 ９７ Ｌ２２ ６２６ ２０．５ １

９７ Ｌ２２ ８６５ １６０．１ １

９７ Ｌ２２ １６３６ ５．５ １

９７ Ｌ２２ ２３８３ ４６．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ３１０ ５１．２ １

９７ Ｍ２２ １３６１ ２８．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０７０ １８．８ １

Ｌ２２ Ⅰ ３１７ １７．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１０２ ４２．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４６０ １２２．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３０５ ８７．２ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３０６ ４５．７ １

Ｌ２２ Ⅰ ３１６ ４４．６ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３０７ ３９．１ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３１１ ２２９．５ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３１４ ４８．５ １

剥片 ９７ Ｍ２１ １８４ ５１１．１ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ３８７ ３１．９ １

９７ Ｍ２２ １６４６ １４．４ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ４２ ６７．８ １

― ３６６ ５２５ 接合資料 １０１ １４６．８ ２１ １ １１５２ ４６５０

剥片 １０１ Ｌ１８ ３８５ ３．２ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ４３０ ３．１ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ３１６ ８．２ １

１０１ Ｍ１９ ７７４ ４．３ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ３７２ ２．３ １

１０１ Ｎ１７ ７４ １１．８ １

剥片 １０１ Ｍ１７ ５１ ５．４ １

１０１ Ｍ１８ １７３９ ７．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２２９８ ５．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２３０５ １６．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２４０４ ２５．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２５０７ ２．７ １

１０１ Ｍ１８ ２５２９ １２．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２５２１ ６．１ １

剥片 １０１ Ｍ１９ １３８ １．９ １

１０１ Ｍ１９ ５７４ ６．２ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ４９４ １．６ １

１０１ Ｍ１９ ７１８ １．１ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ７０１ ５．２ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ７５４ １２．０ １

１０１ Ｍ１９ ７６３ ５．７ １

― ３６６ ５２６ 接合資料 ９７・９９ ４３２．６ ２２ １ ９６３ ４１５９

Ⅲ―３８４ ３０３ １１７ 彫器 ９７ Ｈ２４ ８３６ ９．７ １

上白滝８遺跡（２）

５２４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｉ２３ ２６２ ３１．０ １

剥片 Ｉ２４ Ⅰ １０ ７０．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １１ ７．０ １

Ｊ２４ Ⅰ １９８ ９．６ １

９７ Ｋ２３ １３８９ ６．０ １

９７ Ｋ２３ ２０２２ ４．８ １

９７ Ｋ２４ ２４５６ ７．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ２９０ １４．２ １

９７ Ｋ２４ １９３２ １１．２ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １９９ ８．０ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２６１ ４．０ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２６３ ７．１ １

９９ Ｋ２１ ２１８ １４５．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７６ ５．２ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ５１７ ４．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７７５ ４．７ １

９７ Ｋ２４ １１６１ ６．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ８９２ ８．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １５６１ ４．２ １

９７ Ｌ２３ １３３３ ２４．２ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ７６ ４０．１ １

― ３６６ ５２７ 接合資料 ９７ ７４９．３ ４１ １ １０４４ ４３６３

剥片 ９７ Ｋ２２ ５８６ １８．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ２８１ ５．９ １

９７ Ｌ２３ ３２４ ６．９ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ７９８ １７．２ １

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ４６ １２．２ １

９７ Ｌ２２ ３１２ ６．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １８８４ ５２．８ １

９７ Ｌ２２ ２９８０ ２９．７ １

９７ Ｍ２２ ２２ ９．５ １

９７ Ｍ２２ １４１１ ５．２ １

セ北１３～２９ ３１ ２４．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３０１３ ２５．２ １

９７ Ｌ２２ １５３２ ８．４ １

Ｌ２２ Ⅰ ２９４ １５．３ １

Ｌ２２ Ⅰ ３０４ ５．８ １

９７ Ｌ２３ １２５６ ９．３ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ４８ １０．８ １

剥片 ９７ Ｌ２１ ２３２ ６．５ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ３６ ３９．７ １

セ北１３～２９ ３３ １４．４ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ４９ ９．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ６４６ ５０．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １０３９ ４．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １５８８ ４２．９ １

Ｌ２３ Ⅰ ６ ２１．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １９９０ １１．９ １

Ｌ２２ Ⅰ ２８４ １０．１ １

９７ Ｌ２３ ８８３ ３７．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６１４ ２．５ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２６３ ３２．４ １

９７ Ｌ２３ ９１５ １１．５ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２６４ ２４．９ １

Ｌ２２ Ⅰ ２６５ １１．２ １

９７ Ｌ２３ １４６４ ６．６ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２８３ ８．５ １

９７ Ｌ２３ ２７４ ８．７ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ５０３ １１．７ １

９７ Ｌ２３ １１３ ３．１ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ３８５ ５１．１ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ６９１ １５．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １３６ ４７．８ １

― ３６７ ５２８ 接合資料 ９７ ６３０．１ ９０ ４ １０５８ ４３９６

剥片 Ｇ２５ Ⅰ ３ ０．８ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ⅲ―３７１ ２９４ １９ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ６５４ １１．７ ４

Ｈ２４ Ⅰ ２ ６５．５ ４

Ⅲ―３７５ ２９６ ３５ 尖頭器 ９７ Ｈ２３ ９４２ １５．３ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ １８４ ７．２ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ２３４ ２．６ ４

９７ Ｉ２４ ７５４ ２．６ ４

尖頭器 ９７ Ｈ２４ ２６５ ７．５ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ５９３ ０．８ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６６１ １．２ ４

９７ Ｉ２３ ８３２ ６．３ ４

剥片 Ｈ２４ Ⅰ ２３ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｈ２５ ８２ ６．５ ４

Ｊ２４ Ⅰ ２８３ ７．６ ４

剥片 ９７ Ｈ２５ ８５ １５．３ ４

９７ Ｉ２５ ３７０ ３０．２ ４

剥片 ９７ Ｈ２５ １２０ ２．８ ４

９７ Ｉ２４ １２３９ １．１ ４

剥片 Ｈ２５ Ⅰ １９ ０．２ ４

尖頭器削片 ９７ Ｉ２３ ９０５ ２．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ ９４６ ２．２ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ １０３５ ３３．１ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ７９ ４．５ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ９２ １．１ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １９９ １．２ ４

９７ Ｊ２４ ４１６ ４．０ ４

９７ Ｊ２４ １４１２ １０．３ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ３９９ ８．５ ４

９７ Ｊ２４ ９８４ ４．２ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ５６８ １．６ ４

９７ Ｊ２４ １２５７ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ５７６ １．０ ４

９７ Ｉ２４ １０３７ ８．２ ４

９７ Ｊ２４ １６４７ ２４．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ６２８ ２．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ６３５ ３．１ ４

９７ Ｊ２５ １４８ ４．２ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ６４８ ２．５ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １１３８ ２８．５ ４

９７ Ｉ２４ １２２２ ９．３ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １１４６ １．８ ４

Ｊ２４ Ⅰ ２８５ ０．９ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １１４８ ４．３ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １２２４ ６．３ ４

Ｉ２５ Ⅰ ６９ ８．８ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １２５８ ７．５ ４

９７ Ｊ２４ １４９１ ２．１ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ９ ３．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ １０６ １．１ ４

９７ Ｉ２５ １４３ １．４ ４

９７ Ｉ２５ １５０ ２．６ ４

９７ Ｉ２５ ３４８ １．４ ４

９７ Ｉ２５ ３８６ ２．９ ４

９７ Ｉ２５ ３９９ ７．２ ４

Ｉ２５ Ⅰ ６７ ７．６ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ３０４ ０．５ ４

９７ Ｉ２５ ３８２ ２．７ ４

９７ Ｊ２４ ７９３ ４．３ ４

９７ Ｊ２４ ７９５ １０．９ ４

９７ Ｊ２４ ８２９ ３．３ ４

９７ Ｊ２４ １６０７ １．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ３５８ ５．７ ４

９７ Ｊ２４ １２６１ １０．９ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ３６５ ０．５ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ６６ ９．９ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ６８ ４．７ ４

掲載遺物一覧

５２５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｊ２４ １２８７ ２．６ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ７０ ８．４ ４

９７ Ｊ２５ １２１ ３．１ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ７１ ８．８ ４

Ｊ２４ Ⅰ ２８６ １．９ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ７２ １．２ ４

Ⅲ―３７５ ２９７ ３９ 尖頭器削片 ９７ Ｊ２３ ５３７ ３３．０ ４

９７ Ｊ２４ ４４８ １８．１ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ３１８ １．０ ４

９７ Ｊ２４ ３２６ ６．７ ４

９７ Ｊ２４ １２９６ ４．０ ４

Ｊ２４ Ⅰ ２８４ ６．６ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ５９６ ５．９ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ８３０ ２．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ９３３ １３．９ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ９４４ １０．９ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １０８８ １．１ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １２８８ ２．８ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １３８２ １６．７ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １４１３ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １５７１ ３．４ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １７９０ ２．２ ４

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２９５ １．２ ４

剥片 ９７ Ｊ２５ ３６ １０．６ ４

― ３６７ ５２９ 接合資料 ９７・９９ ３５０．９ ２２ １ ９７７ ４２０７

石刃 ９９ Ｈ２２ ４２６ ６．９ １

９９ Ｊ２２ １９１ ３．７ １

石刃 ９９ Ｉ２２ １６５ ３．４ １

９９ Ｉ２２ ２４７ １９．３ １

９７ Ｉ２４ ８６５ ２２．１ １

Ⅲ―４００ ３１１ ２９２ 石刃 ９７ Ｉ２４ ７９５ ３７．６ １

９７ Ｉ２４ ８９５ ９０．７ １

９７ Ｉ２４ １０６８ １６．４ １

９９ Ｊ２２ ２９ １６．４ １

石刃 ９９ Ｊ２２ ２３ ６．２ １

Ｊ２２ Ⅰ ４２ ６．４ １

剥片 ９９ Ｊ２２ ６９ ２．３ １

Ｊ２２ Ⅰ ２６ ２０．６ １

石刃 ９９ Ｊ２２ ８０ ２１．５ １

９９ Ｋ２１ ３４２ １１．１ １

剥片 Ｊ２２ Ⅰ ２７ １４．０ １

剥片 Ｊ２２ Ⅰ ４０ ７．３ １

９９ Ｋ２１ ３３２ １．３ １

９９ Ｋ２１ ３３４ ２．８ １

石刃 Ｊ２２ Ⅰ ４１ ６．０ １

石刃 ９７ Ｊ２４ １７７ １４．０ １

９７ Ｋ２３ ４０３５ ２０．９ １

― ３６８ ５３０ 接合資料 ９６・９７ ５８２３．４ １９ １ １０１５ ４２８６

剥片 ９７ Ｊ２４ ５１ ２７９．７ １

９７ Ｋ２４ １９８０ ７．４ １

Ｋ２４ Ⅰ ４７ ７．１ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ７８ １３３．２ １

Ⅲ―４０２ ３１３ ３０６ 石刃核 ９７ Ｋ２３ ４０３１ ２６６６．５ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２４ １６９ ４．７ １

Ｋ２４ Ⅰ ４８ ４２．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２８７ ７３．５ １

９６ Ｋ２４ １７１２ ４．６ １

９７ Ｋ２４ ２２４２ １１．２ １

９７ Ｌ２３ １３４５ ５０１．１ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２４ ６８８ １８．３ １

Ｋ２４ Ⅰ ４５ ５３．０ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２４ １３１７ １８．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １３４３ ６８．５ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｋ２４ １６７０ ９５８．２ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ４６ ４６６．１ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

縦長剥片 Ｋ２４ Ⅰ ６６ ９．１ １

縦長剥片 セ北１３～２９ １４ ５０１．１ １

― ３６９ ５３１ 接合資料 １０１ １１３９．１ ２３ １ １１５６ ４６５５

― ３２０ ４１０ 削器 １０１ Ｋ１８ ７ ５．２ １

剥片 １０１ Ｋ１８ １３３ １９．０ １

１０１ Ｋ１９ １７６ ４５．４ １

石刃 １０１ Ｌ１７ ２５ ４．８ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ２７２ ５．１ １

縦長剥片 Ｌ１８ Ⅰ ６０ ４５．１ １

１０１ Ｍ１８ ２５４ １０．９ １

１０１ Ｎ１８ １７０ ２５．８ １

― ３２２ ４３５ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ ３８６ １５．４ １

１０１ Ｍ１８ ２４１１ ４１．９ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ５４６ ６．０ １

石刃 １０１ Ｍ１８ ６３ １１．７ １

１０１ Ｍ１８ ４１０ １．６ １

石刃 １０１ Ｍ１８ ９４７ ５７．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １４９４ ３．７ １

１０１ Ｍ１８ ２３６６ １０．６ １

― ３２７ ４９２ 石核 １０１ Ｍ１８ １５５４ ６２．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １９８７ ４．４ １

Ｍ１９ Ⅰ ２２ ５０６．０ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ４９９ ７．２ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ７１０ １１０．４ １

二次加工ある剥片 １０１ Ｎ１７ ４１ １３８．９ １

剥片 １０１ Ｎ１８ １１７０ ０．９ １

― ３６９ ５３２ 接合資料 １０１ １５５８．６ ２９ １ １１４５ ４６３０

剥片 １０１ Ｌ１８ １６３ ３．９ １

１０１ Ｍ１８ ９０７ １２７．０ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ４１７ ４．６ １

― ３２５ ４７４ 石刃核 Ｌ１８ Ⅰ ６ １１９．１ １

石刃 Ｌ１８ Ⅰ ５０ ２４．６ １

石刃 １０１ Ｌ１９ ２７５ ７３．４ １

１０１ Ｍ１９ ５２１ ９．６ １

縦長剥片 １０１ Ｌ１９ ３７７ １２．２ １

二次加工ある剥片 １０１ Ｌ１９ ３８９ ５９．１ １

Ｌ１９ Ⅰ １７ ４１．９ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １６３ １１．７ １

１０１ Ｍ１８ １７２８ ６．７ １

１０１ Ｍ１８ ２２６６ １８３．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １３１２ ８．８ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １４６５ ２４．３ １

１０１ Ｍ１８ １６０５ １０．５ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １６６２ １６．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０９７ ２６．４ １

１０１ Ｍ１８ ２４７４ ６．４ １

セ南１～３０ ８ １２３．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１１１ ９．２ １

１０１ Ｎ１８ ５０９ ２０８．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１１２ １３３．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２４８６ ７．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２５６１ １０．２ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ４５ ５１．９ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ２４２ ２３３．８ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ８１ ８．８ １

剥片 １０１ Ｎ１８ １１３５ ２．７ １

― ３７０ ５３３ 接合資料 ９７・９８・１００・１０１ ６８２．０ １２ １ １０５０ ４３７０

剥片 １００ Ｊ１９ ３０ ３．１ １

Ⅲ―３８６ ３０４ １６１ 掻器 １００ Ｋ１９ ７ ２９．４ １

剥片 １００ Ｋ１９ ３５５ １０２．８ １

Ⅲ―３８３ ３０２ １０７ 彫器 Ｋ２１ Ⅰ １ １８．６ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ４８７ ３．２ １

１０１ Ｌ１９ ４９８ ３．１ １

石刃 ９７ Ｌ２３ ５１７ １３．１ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ４５１ １５．２ １

上白滝８遺跡（２）

５２６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９８ Ｍ２１ ５９１ ９６．２ １

Ⅲ―３８７ ３０５ １８５ 削器 ９８ Ｍ２１ ６０５ ２０．４ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｍ２２ ３２９ ２２１．９ １

― ３２６ ４８８ 石核 ９７ Ｎ２１ １０３ １５５．０ １

― ３７０ ５３４ 接合資料 ９７ ８１６．８ ２４ １ ９５４ ４１３８

縦長剥片 ９７ Ｇ２３ ２２ ５．４ １

石刃 ９７ Ｇ２３ １１２ ２．０ １

剥片 ９７ Ｇ２３ １３０ ６．５ １

石刃 ９７ Ｈ２２ ２１ １．０ １

９７ Ｈ２２ ２５８ ７．９ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ９８ ２．５ １

９７ Ｈ２３ ６６６ ４．４ １

Ｈ２３ Ⅰ １４ ７３．２ １

９７ Ｉ２２ １７ ４．８ １

剥片 ９７ Ｈ２３ １６１ ２．０ １

９７ Ｈ２３ ４２０ ６．５ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ８８５ １．６ １

剥片 ９７ Ｈ２３ ８８８ ２．１ １

９７ Ｈ２３ ８９０ １３９．５ １

９７ Ｈ２３ ８９２ １．９ １

９７ Ｈ２３ ９５０ ９９．８ １

９７ Ｈ２３ ９５７ ２．９ １

９７ Ｈ２３ ９６３ ４５．３ １

剥片 ９７ Ｉ２２ ７３ ３２９．３ １

Ⅲ―３８３ ３０２ １０９ 彫器 ９７ Ｉ２４ ４６５ １６．４ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ５０９ ４．５ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ７４８ ３．１ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ７６３ ２４．７ １

９７ Ｉ２４ ９０９ ２９．５ １

― ３７０ ５３５ 接合資料 ９６・９７ ９４２．１ ４８ １ ９６７ ４１７６

剥片 Ｈ２３ Ⅰ ７ １０９．６ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ７５１ ９．０ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ５４ ３７．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ２８６ ７．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３０４ ２．３ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ８５ １８．８ １

９７ Ｋ２４ ６６９ ６．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ２３６ ９４．０ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １０８ ３６．０ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２２５ １２．３ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５２ １０．５ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５４ １０．３ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５５ ３．８ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５６ ５．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５７ ２．９ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５８ ２．７ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ８３ ６．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １２７ ２１．７ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １２８ ５８．６ １

剥片 ９６ Ｋ２４ ３６７ １．７ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ６８９ ２．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７６０ ８．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ８３２ ７．６ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ８５７ １０．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ９５６ １２２．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ９９１ ３８．６ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １０２２ １．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １２９９ １７．２ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １３０６ ４．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １３３９ １０．４ １

石刃 ９７ Ｋ２４ １３５１ ２０．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １６３０ ８．８ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １７８６ ４．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １９９５ ２４．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １９９７ ６．０ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｋ２４ ２０８９ ９．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２０９２ １３．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２１５４ １２．７ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２２２０ ５．６ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ８３ ３８．４ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ８８ １４．１ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ８９ ８．０ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ １０２ ７．５ １

９７ Ｌ２３ １１８８ ２７．５ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ １０３ ２６．５ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ６２２ ８．８ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ９６９ １４．２ １

石刃 ９７ Ｌ２３ １３２７ １１．０ １

― ３７１ ５３６ 接合資料 ９７・９８・９９・１０１ ６８１．３ ２８ １ ９９７ ４２５１

Ⅲ―４０１ ３１２ ３０２ 石刃核 ９９ Ｉ２１ ２２５ ２７３．８ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３５８ ４．７ １

石刃 ９７ Ｊ２４ ７０４ １２．５ １

９７ Ｌ２３ １３６０ ２．９ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ７０８ ５．４ １

９７ Ｌ２３ ４４１ ２２．７ １

縦長剥片 ９７ Ｊ２４ ７９２ ３．７ １

Ｊ２４ Ⅰ １８２ １１．６ １

Ｊ２４ Ⅰ １８７ ３．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １１５２ １２．３ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １０６ ４７．６ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １６５ ２４．６ １

石刃 Ｊ２４ Ⅰ １８４ １０．５ １

９７ Ｌ２３ １７７８ ７．６ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２３６ １３．３ １

９７ Ｋ２３ ２７７６ ３．３ １

縦長剥片 １０１ Ｋ１９ ３５２ ５２．４ １

石刃 ９７ Ｋ２３ １８４５ ６．２ １

９７ Ｋ２３ ３７３７ ８．９ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ２５５２ ５．８ １

Ⅲ―４０１ ３１２ ２９８ 石刃 ９７ Ｋ２３ ２７３３ １２．２ １

９７ Ｋ２３ ４０４２ １０．６ １

９７ Ｋ２３ ４１５６ ７．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４１７１ １３．３ １

９７ Ｋ２４ ２４９０ １４．７ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １２７５ ６４．２ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １４７２ ３．０ １

Ⅲ―３８３ ３０２ １１１ 彫器 ９８ Ｍ２１ ９３ ２３．３ １

― ３７１ ５３７ 接合資料 １０１ １１５８．９ ４３ １ １１４０ ４６２２

縦長剥片 Ｋ１７ Ⅰ ６ １．６ １

剥片 １０１ Ｋ１８ １２２ ３．２ １

剥片 Ｋ１８ Ⅰ ６ ３．７ １

Ｍ１８ Ⅰ ３８ １２．５ １

剥片 Ｋ１８ Ⅰ ８ １１．０ １

剥片 １０１ Ｌ１７ ４８ ７．２ １

Ｌ１７ Ⅱ ５ １．０ １

１０１ Ｍ１８ ６０８ ９３．９ １

石刃 １０１ Ｌ１８ １３０ ６．４ １

石刃 １０１ Ｌ１８ １３８ ６．６ １

１０１ Ｍ１８ ２３６８ ４２．４ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ２１７ １．６ １

縦長剥片 １０１ Ｌ１８ ３３６ ３．１ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ３８３ ３．７ １

１０１ Ｍ１９ ５１４ ８．３ １

縦長剥片 １０１ Ｌ１８ ４１８ ６．７ １

Ｌ１８ Ⅰ ４８ １９．８ １

石刃 １０１ Ｌ１８ ４９５ ８４．１ １

石刃 １０１ Ｌ１８ ５１５ ６．６ １

Ⅲ―４０５ ３１５ ３２１ 石刃核 Ｌ１８ Ⅰ ７ ９７．８ １

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ５９ １５．４ １

Ⅲ―４０６ ３１６ ３２７ 石核 １０１ Ｌ１９ １４１ ６８．０ １

掲載遺物一覧

５２７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 １０１ Ｌ１９ ２２１ １５．４ １

１０１ Ｎ１８ ６８８ ９．７ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ ３８６ ５．９ １

１０１ Ｍ１８ ７２３ ５．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ７５８ ２．８ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ８１８ ８６．３ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ８９７ ７．３ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ １７７９ ４．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１０２ ５．４ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１１８ ５．５ １

二次加工ある剥片 １０１ Ｍ１８ ２２３７ １９．３ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ３６ １７．１ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ３７ ４２．９ １

Ｍ１８ Ⅱ ４９ ０．６ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ５０１ ４．９ １

剥片 Ｍ１９ Ⅰ １７ ５．９ １

１０１ Ｎ１７ ７２ ２２４．７ １

縦長剥片 Ｍ１９ Ⅰ ２５ １１．６ １

縦長剥片 １０１ Ｎ１８ ２８ １．２ １

剥片 １０１ Ｎ１８ １１６７ １７７．３ １

剥片 Ｎ１８ Ⅰ ２２ １．１ １

― ３７２ ５３８ 接合資料 １０１ ２４５．９ ２６ ４ １１８７ ４７４５

剥片 １０１ Ｋ１８ ２ ２８．２ ４

― ３２７ ４９３ 石核 １０１ Ｌ１７ ５２ ４０．１ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ３９ ２３．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ３９０ １．５ ４

石刃 １０１ Ｍ１８ ４５２ ５．０ ４

１０１ Ｍ１８ ４９９ ３．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ５２４ ２．４ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ９０５ ３．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ９１８ ２．３ ４

１０１ Ｎ１８ １１９ １１．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １１５３ ５．６ ４

石刃 １０１ Ｍ１８ １４００ ２６．４ ４

１０１ Ｍ１９ １６５ ５．４ ４

石刃 １０１ Ｍ１８ １５８３ １１．２ ４

石刃 １０１ Ｍ１８ １７６６ １０．９ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １８２７ １．９ ４

１０１ Ｏ１９ １８ ３．２ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２２６０ ５．２ ４

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ ２３０６ １４．８ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ １４２ ２．３ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ９２６ ３．７ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １０２４ ５．４ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １１０１ ８．７ ４

剥片 １０１ Ｎ１９ ６ ９．１ ４

剥片 Ｎ２０ Ⅰ ３ ７．９ ４

石刃 １０１ Ｏ１９ ３６ ２．３ ４

― ３７２ ５３９ 接合資料 ９５・９７・９８・１００ ２２０２．０ ６０ １ ９８４ ４２２０

剥片 ９５ Ｉ２６ ７ ２４１．８ １

Ｌ２１ Ⅰ ３５ ８．３ １

縦長剥片 １００ Ｊ２０ ６０ ４６．２ １

剥片 Ｊ２１ Ⅰ １８ ６２．６ １

９７ Ｌ２２ ２５５６ ７．０ １

縦長剥片 Ｊ２１ Ⅰ １９ ４５．５ １

９７ Ｌ２１ ２８２ ５．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ２０６ ５４．３ １

剥片 １００ Ｋ２０ ２４４ １４．３ １

剥片 １００ Ｋ２１ ５８ １３．０ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ５３４ １４．２ １

９７ Ｍ２１ １１８ １０．０ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ３８ ８．６ １

剥片 Ｌ２０ Ⅰ ６ ２１．２ １

剥片 ９７ Ｌ２１ １５０ ２８．２ １

９７ Ｍ２２ ８２５ ２０．０ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｌ２１ ３７２ ２８．７ １

Ｌ２２ Ⅰ １９５ ３．７ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ３０ ７．２ １

９７ Ｌ２２ １２４７ ５６．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２４２ ６．７ １

９７ Ｌ２２ １５７１ ７．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３７５ ３．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ７０２ ７１．７ １

９７ Ｍ２２ １１０２ ４０．０ １

― ３２２ ４４２ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ７７８ ７８．２ １

９７ Ｌ２２ ２２９８ ７．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ８５５ ５８．６ １

９７ Ｌ２２ １９８５ ４．０ １

９７ Ｌ２２ ２０８３ ２８．２ １

Ｌ２２ Ⅰ ２０９ ４．１ １

９７ Ｍ２２ ２５２ ２５．５ １

９７ Ｍ２２ ７５１ ８．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １７４６ ７．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １９５５ ２．３ １

９７ Ｍ２１ ９０３ ５５．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２３９ ２４．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２５３６ ５７．１ １

― ３２１ ４３１ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ １３ １５０．６ １

９７ Ｍ２１ ７４８ ４０．７ １

縦長剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２０４ １５．５ １

石刃 Ｌ２２ Ⅰ ２３７ ２２．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ２４３ ２５．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２３８ ５．８ １

縦長剥片 ９７ Ｌ２３ ５８３ ５．５ １

９８ Ｍ２０ １７ １０１．３ １

９８ Ｍ２０ ６３ ７３．０ １

９７ Ｍ２２ ３８５ ７．８ １

９７ Ｍ２２ １１８２ １４８．４ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ２２９ ４．６ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ３０６ １１．０ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ３７２ ４．９ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ９００ ３１．４ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １６８ ４．６ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １２１０ ６２．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １２２３ １２．９ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １２６２ ２４．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １５６２ １０８．８ １

剥片 ９７ Ｎ２１ ２０２ ７０．４ １

剥片 ボサ １６ ８３．０ １

― ３７３ ５４０ 接合資料 ９７・９９ １１９３．５ １１ １・５ １１３８ ４６２０

剥片 ９９ Ｉ２１ ３８２ ３０４．２ １

剥片 Ｊ２１ Ⅰ ３３ ９６．１ １

― ３２０ ４１４ 削器 Ｊ２３ Ⅰ ３ ４５．１ １

― ３２７ ４９６ 石核 ９９ Ｋ２１ ２２９ ２５１．１ １

剥片 ９９ Ｋ２１ ３７０ ３３２．３ １

９７ Ｋ２３ ４２２１ ４０．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ １６１ １５．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２９１８ ５６．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３２０８ １２．４ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３６６０ ２２．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ７７ １８．４ ５

― ３７３ ５４１ 接合資料 ９７・１０１ １８９０．９ ２７ １ ９９９ ４２５６

― ３２５ ４８１ 石刃核 １０１ Ｋ１９ ２６３ １６１．０ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ２６６ １９４．８ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ８４ ４１．１ １

剥片 ９７ Ｌ２１ １６１ ５２．５ １

剥片 ９７ Ｌ２１ １７０ ４６９．１ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ４２ ８．３ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ４３ １５５．７ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ５０ １６．５ １

上白滝８遺跡（２）

５２８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｌ２２ １１０ ８６．６ １

Ⅲ―３９６ ３０９ ２５７ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ３２４ ３３．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ５８６ ２９．９ １

Ｌ２２ Ⅰ ３８１ １９．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １５８０ ５０．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １７２２ ７０．２ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １８６４ ７．２ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０７１ ７１．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２８８５ ９．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３２２１ ９．６ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３１３ ３１．０ １

Ｌ２２ Ⅰ ３２４ ５６．１ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４００ １４９．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４０３ ７２．０ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４０６ １６．５ １

剥片 Ｌ２３ Ⅰ ８ ８．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ４００ ８．１ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １４９９ ４８．０ １

縦長剥片 Ｍ２３ Ⅰ ５ １５．３ １

― ３７４ ５４２ 接合資料 １０１・１０６ ６０６８．０ １２８ １ １１４９ ４６４０

剥片 Ｋ１６ Ⅰ ４ ４３．９ １

Ｌ１６ Ⅰ １４ ８．７ １

剥片 Ｋ１６ Ⅰ ５ ２３３．９ １

１０１ Ｋ１７ １０ １９．５ １

１０６ Ｌ１７ １ ９８．１ １

Ｍ１７ Ⅰ ４ ２５．６ １

１０６ Ｎ１７ ３２ ２．２ １

剥片 Ｋ１６ Ⅰ ６ ４．７ １

剥片 Ｋ１６ Ⅰ ８ ２０．４ １

Ｌ１６ Ⅰ １０ ９．２ １

１０６ Ｍ１６ １４ ２３．９ １

１０６ Ｍ１６ ２２ ２２．０ １

１０６ Ｍ１７ １２３ ４．１ １

１０６ Ｎ１７ ２０ ２９．７ １

剥片 Ｋ１６ Ⅰ ９ １０．５ １

Ｌ１６ Ⅰ １１ ８．４ １

Ｌ１６ Ⅰ １２ ２０．４ １

縦長剥片 Ｌ１５ Ⅰ ３ １４９．６ １

１０６ Ｌ１６ ２７ ８３．７ １

剥片 １０６ Ｌ１６ ４５ ６．６ １

１０６ Ｌ１７ ３４ ２４．２ １

Ｎ１７ Ⅰ ７ ２７．２ １

縦長剥片 Ｌ１６ Ⅰ ３ ７２．６ １

剥片 Ｌ１６ Ⅰ ４ ８０．６ １

１０６ Ｍ１６ ４８ ３．９ １

１０６ Ｍ１７ １０７ ６４．６ １

剥片 Ｌ１６ Ⅰ ５ １３６．０ １

１０６ Ｍ１６ ３４ １０９．３ １

１０６ Ｍ１７ ２０ ５．１ １

剥片 Ｌ１６ Ⅰ ６ ２１３．７ １

１０６ Ｍ１６ ７２ ２２８．７ １

Ｍ１８ Ⅰ ５４ ４５．７ １

剥片 Ｌ１６ Ⅰ ９ １３．５ １

剥片 Ｌ１６ Ⅰ １３ １１６．５ １

１０６ Ｍ１６ ４１ ８４．２ １

剥片 １０６ Ｌ１７ ３ ３２．５ １

１０６ Ｌ１７ ２０ ４．３ １

１０６ Ｌ１７ ２２ ６．２ １

１０６ Ｌ１７ ２３ ２３０．７ １

１０１ Ｌ１７ ８１ ３．６ １

１０６ Ｍ１６ ５０ ７．７ １

１０６ Ｍ１６ ８０ ２４．３ １

Ｍ１８ Ⅰ ５５ ２７．７ １

剥片 １０１ Ｌ１７ ４ １３３．３ １

Ｌ１７ Ⅰ １１ ９６．１ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｍ１６ Ⅰ １６ ２．０ １

Ｍ１７ Ⅰ ６ ２．７ １

Ｎ１７ Ⅰ ２ １９．２ １

剥片 １０６ Ｌ１７ ６ ２７１．３ １

１０６ Ｍ１６ ９７ ９．２ １

剥片 １０１ Ｌ１７ ７ ５．０ １

Ｌ１７ Ⅰ ８ １４９．５ １

剥片 １０６ Ｌ１７ ２１ ５０．４ １

１０１ Ｌ１７ ３１ １４．４ １

Ｌ１７ Ⅰ ７ ８．０ １

Ｌ１７ Ⅰ １４ １０４．６ １

Ｌ１７ Ⅰ １５ ３．９ １

１０１ Ｍ１７ ８７ ２．１ １

剥片 １０１ Ｌ１７ １２６ ６．８ １

剥片 Ｌ１７ Ⅰ ９ １１２．８ １

縦長剥片 Ｌ１７ Ⅰ １０ ２３４．０ １

１０６ Ｎ１７ ８２ １５．６ １

剥片 Ｌ１７ Ⅰ １２ ３４．４ １

剥片 Ｌ１７ Ⅰ １３ ３４３．８ １

１０６ Ｎ１６ ５８ ６．０ １

１０６ Ｎ１７ ７ ４１．３ １

剥片 Ｌ１７ Ⅰ １６ ２４．３ １

１０６ Ｎ１７ ８６ ２２．３ １

剥片 Ｌ１７ Ⅰ １８ １３．２ １

剥片 Ｌ１７ Ⅰ １９ ７．７ １

剥片 １０６ Ｍ１５ １７ ５６．３ １

剥片 １０６ Ｍ１６ ２３ ６．３ １

削器 １０６ Ｍ１６ ２５ ６１．８ １

剥片 １０６ Ｍ１６ ３１ １９．４ １

― ３２５ ４８２ 石刃核 １０６ Ｍ１６ ４７ ２６３．３ １

剥片 Ｍ１６ Ⅰ ５ ９０．１ １

Ｍ１７ Ⅰ ３ ６９．３ １

剥片 Ｍ１６ Ⅰ ６ ６．８ １

剥片 Ｍ１６ Ⅰ ７ １．９ １

剥片 Ｍ１６ Ⅰ ８ ６７．７ １

１０６ Ｍ１７ ６５ ２．７ １

剥片 Ｍ１６ Ⅰ ９ ２９．６ １

Ｍ１６ Ⅰ １０ ３．５ １

Ｍ１６ Ⅰ １１ ６．３ １

縦長剥片 Ｍ１６ Ⅰ １３ １４．９ １

剥片 Ｍ１６ Ⅰ １５ １２．５ １

剥片 １０６ Ｍ１７ １１ １４．５ １

縦長剥片 １０６ Ｍ１７ １６ ６１．４ １

１０６ Ｍ１７ ２６ ５．２ １

１０６ Ｎ１７ ９ ２５．６ １

剥片 １０６ Ｍ１７ ２８ ２１．３ １

剥片 １０６ Ｍ１７ ４１ ４６．２ １

１０１ Ｍ１７ ９９ ５８．２ １

Ｍ１７ Ⅰ ７ ３．２ １

Ｎ１７ Ⅰ ３ ４２．４ １

剥片 １０１ Ｍ１７ ６０ １３．６ １

Ｍ１７ Ⅰ １０ ６．１ １

Ｎ１７ Ⅰ ９ １３．０ １

剥片 １０６ Ｍ１７ ６４ １８．６ １

縦長剥片 １０６ Ｍ１７ １０３ ２．５ １

１０６ Ｍ１７ １２４ ２０．９ １

Ｍ１７ Ⅰ １１ ３．３ １

剥片 １０６ Ｍ１７ １０４ ８．１ １

Ｍ１７ Ⅰ ８ ６．７ １

１０６ Ｎ１７ ８５ ４７．１ １

Ｎ１７ Ⅰ ５ １３．２ １

Ｎ１７ Ⅰ ８ ９．２ １

縦長剥片 １０６ Ｍ１７ １０９ ８．０ １

Ｎ１７ Ⅰ １ ５１．９ １

剥片 Ｍ１７ Ⅰ ２ １１３．６ １

掲載遺物一覧

５２９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｍ１７ Ⅰ ５ ９．６ １

縦長剥片 Ｍ１７ Ⅰ ９ ８．８ １

１０６ Ｎ１６ ５４ ５．４ １

１０６ Ｎ１６ ５６ ２．０ １

剥片 １０６ Ｎ１６ ２２ ８０．６ １

縦長剥片 １０６ Ｎ１６ ２５ １１８．２ １

縦長剥片 １０６ Ｎ１６ ３９ ３０．９ １

１０６ Ｎ１６ ４２ ２０．７ １

縦長剥片 １０６ Ｎ１６ ５７ ９１．２ １

縦長剥片 １０６ Ｎ１６ ７６ ５７．１ １

縦長剥片 １０６ Ｎ１７ ３ ６．４ １

縦長剥片 １０６ Ｎ１７ １２ ２２．２ １

剥片 １０６ Ｎ１７ １７ ３．８ １

剥片 １０６ Ｎ１７ １９ ２８．２ １

剥片 １０６ Ｎ１７ ２１ ８０．４ １

縦長剥片 １０６ Ｎ１７ ２８ １１．３ １

縦長剥片 Ｎ１７ Ⅰ ４ ９．４ １

剥片 Ｎ１７ Ⅰ ６ ３３．８ １

― ３７５ ５４３ 接合資料 １０２ ２３５４．０ ２６ ３・４ １１６８ ４６８７

剥片 １０２ Ｈ１８ ３ ０．７ ３

１０２ Ｉ１８ ２５９ ０．９ ３

剥片 １０２ Ｈ１８ １０ ３．８ ３

１０２ Ｈ１８ ５８ １．９ ３

剥片 １０２ Ｈ１８ １５ ２．８ ３

Ｈ１８ Ⅰ ５ ２９．４ ４

Ｈ１８ Ⅰ ６ ７．６ ４

剥片 １０２ Ｈ１８ １９ ２．５ ３

剥片 １０２ Ｈ１８ ７０ ９９．７ ３

１０２ Ｉ１８ ２２７ ８．２ ３

１０２ Ｉ１８ ２９６ １６．５ ３

剥片 １０２ Ｈ１８ １１０ １２．６ ３

剥片 １０２ Ｈ１９ ４ ８．４ ４

剥片 １０２ Ｈ１９ ７３ １４．２ ４

剥片 １０２ Ｉ１８ ５１ ７．７ ３

１０２ Ｉ１８ ９６ １５．１ ３

１０２ Ｉ１８ １７６ １７．３ ３

Ⅲ―４０６ ３１６ ３２６ 石核 １０２ Ｉ１８ ６７ １８３７．０ ３

剥片 １０２ Ｉ１８ ９３ ２．５ ３

剥片 １０２ Ｉ１８ １２７ ２．８ ３

剥片 １０２ Ｉ１８ ２５２ １７．６ ３

剥片 １０２ Ｉ１９ ３ ７６．０ ４

剥片 １０２ Ｉ１９ １０７ ９７．１ ４

剥片 １０２ Ｉ１９ １３６ ５．７ ４

剥片 １０２ Ｉ１９ １８８ ４４．４ ４

剥片 １０２ Ｉ１９ ２３３ ２１．６ ４

― ３７５ ５４４ 接合資料 １０２ １４１９．２ ２０ １・５ １１４３ ４６２７

剥片 １０２ Ｈ１８ ２４ ０．７ １

剥片 １０２ Ｈ１８ ６１ １８．５ １

１０２ Ｈ１８ ７１ ０．４ １

剥片 １０２ Ｈ１８ ６８ ６５．６ ５

１０２ Ｉ１８ １３８ ２．０ １

１０２ Ｉ１８ １４８ ０．９ １

１０２ Ｉ１８ ２１４ １．３ １

１０２ Ｉ１９ １３３ １１．３ ５

剥片 １０２ Ｈ１８ ９１ ５．５ １

１０２ Ｉ１８ １０５ １４６．４ ５

１０２ Ｉ１８ １５７ ３４．１ ５

１０２ Ｉ１８ ３２３ ７．１ ５

剥片 １０２ Ｉ１８ ４３ ４．１ ５

剥片 １０２ Ｉ１８ ５０ １１．８ ５

１０２ Ｉ１８ １８１ ７．７ １

１０２ Ｉ１８ １８９ １．６ １

１０２ Ｉ１８ ２１９ ５．９ １

― ３２８ ５００ 石核 １０２ Ｉ１８ ６８ １０３５．６ ５

剥片 １０２ Ｉ１８ １８５ ３９．２ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 １０２ Ｉ１９ ２７３ １９．５ １

― ３７６ ５４５ 接合資料 ９７ ３５８４．３ ６９ １・５ １０４７ ４３６７

剥片 ９７ Ｋ２２ ３７ ６．７ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ２３３ ５．４ １

９７ Ｋ２２ ７６８ ２０．５ １

Ｌ２２ Ⅰ ２４４ ９．４ １

Ｌ２２ Ⅰ ２４５ １０．９ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ３５２ ４．３ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ３７７ ７６．６ ５

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ２０ ７．８ １

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ２１ １．９ １

剥片 ９７ Ｌ２１ １６９ １５．０ １

Ｌ２２ Ⅰ ２４９ １７．２ １

剥片 ９７ Ｌ２１ ５７８ １１．０ １

Ⅲ―３９１ ３０７ ２３３ 舟底形石器 Ｌ２１ Ⅰ ２ ３４．８ ５

９７ Ｍ２２ １９００ ４３．３ ５

剥片 Ｌ２１ Ⅰ １７ １２３．１ １

９７ Ｌ２２ ５６５ １４．５ １

Ｌ２２ Ⅱ ２５７ ２．２ １

舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ８４ ３７．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １８２ １７．８ ５

９７ Ｌ２２ １１２１ ４４．９ １

９７ Ｍ２２ ８６２ ３７．０ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２５８ ５７．９ １

９７ Ｌ２２ ４９９ ８．３ １

９７ Ｌ２２ ３２１３ ４２．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６９ ３．０ １

― ３２４ ４６７ 石刃核 ９７ Ｌ２２ ２９４ １０．７ １

９７ Ｍ２１ ５２６ ９８．６ １

９７ Ｍ２２ １１９７ １２３．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３３３ ２．６ １

Ｌ２２ Ⅰ ２５３ ４０．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ６０２ ８．６ １

Ｌ２２ Ⅰ １８２ ２６．０ １

― ３２１ ４３３ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ６６０ １２８．５ １

Ｌ２２ Ⅰ ２５４ ３．０ １

９７ Ｍ２２ ８７３ ７０．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ７８０ ８．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ８９０ ２００．０ １

ボサ ２０ ６５４．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １３３１ ６．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １８３２ ４５．４ ５

９７ Ｌ２２ ２１１０ ９３．２ １

Ｌ２２ Ⅰ ２４７ １２．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２５２ ３．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２５２３ ９．２ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６４５ １３．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２９２３ １５．３ １

Ｌ２２ Ⅰ ２４６ １０．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２９２７ ２１．６ １

９７ Ｍ２２ １８７ １９７．６ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １８３ ２８．１ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １８４ ６０．６ １

９７ Ｍ２２ ４２６ ２０１．５ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２４１ １８．１ １

Ｌ２３ Ⅰ ３ ３３．６ １

Ｎ２１ Ⅰ ６ １１６．２ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２４２ １０９．９ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２５０ ８２．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２５２ ２２．６ １

９７ Ｍ２１ ６３４ １．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２５６ ９．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２５９ １５．９ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １４３８ ２５．２ １

９７ Ｍ２１ ９０１ １８１．０ １

上白滝８遺跡（２）

５３０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｍ２２ １３７２ １６．７ １

舟底形石器 ９７ Ｌ２３ １４６８ １８．５ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ ４８４ １０．８ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｍ２２ ４４４ １５９．４ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １４７１ ５．６ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １９４８ １１．３ １

― ３７７ ５４６ 接合資料 ９７・９９・１００・１０２ ２２０２．５ ５８ １・５ １１２２ ４５８６

剥片 Ｇ２４ Ⅰ １２ ８７．１ ５

Ｇ２４ Ⅰ １３ ５．２ ５

剥片 ９７ Ｈ２３ １１４ ２６４．０ ５

９７ Ｊ２４ １３９１ ２．８ ５

縦長剥片 ９７ Ｈ２３ ４０３ １９．６ ５

剥片 ９７ Ｈ２３ ８９１ ３３１．９ ５

剥片 ９７ Ｈ２５ ５４ ８．０ ５

縦長剥片 １０２ Ｉ１９ １８７ ３．６ ５

― ３２０ ４１３ 削器 ９９ Ｉ２１ ５５４ ７．６ １

縦長剥片 ９７ Ｉ２３ ９９６ ９．８ ５

剥片 ９７ Ｉ２４ １９０ ３．８ ５

９７ Ｊ２４ ２２８ １０．４ ５

剥片 ９７ Ｉ２４ ３１６ ７９．７ ５

Ｉ２５ Ⅰ ６２ ２５．８ ５

縦長剥片 Ｉ２５ Ⅰ ６０ ７２．１ ５

Ⅲ―３８７ ３０５ １７５ 錐形石器 １００ Ｊ１９ ４３２ １４．０ ５

剥片 ９７ Ｊ２３ １１３１ １３７．３ ５

９７ Ｊ２４ １２３８ ３１．４ ５

剥片 Ｊ２３ Ⅰ ５７ ２．４ ５

石刃 ９７ Ｊ２４ ７５２ ３．４ ５

９７ Ｌ２３ ６００ ２．４ ５

剥片 ９７ Ｊ２４ ８４１ ６．０ ５

９７ Ｊ２４ １４５６ ４．８ ５

剥片 ９７ Ｊ２４ １２３１ ２６．０ ５

剥片 ９７ Ｊ２５ ７０ ９５．９ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ５５０ １０．７ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ １１７７ ８．９ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３０２ １５．３ ５

石刃 ９７ Ｋ２３ ２４４８ ２１．９ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ２５０８ ２．９ ５

石刃 ９７ Ｋ２３ ２９６０ １４．７ ５

９７ Ｌ２３ １０９１ ４．４ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３９３０ １７７．５ ５

剥片 Ｋ２３ Ⅰ １０５ ３．８ ５

剥片 Ｋ２３ Ⅰ １０７ ２８．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２８３３ ４．２ １

石刃 ９７ Ｌ２３ ２２ ３．１ ５

９７ Ｌ２３ ２２７ １２．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １３８ ２．５ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ２２９ １３．４ ５

縦長剥片 ９７ Ｌ２３ ５２２ １．４ ５

９７ Ｌ２３ １１５１ ３．４ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ６５０ １５．１ ５

石刃 ９７ Ｌ２３ ７０１ ３．６ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ７０３ １．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ８３６ ２．９ ５

縦長剥片 ９７ Ｌ２３ ９１４ ６．８ ５

９７ Ｌ２３ １６３５ ３．１ ５

石刃 ９７ Ｌ２３ １１０７ １０．６ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １２６３ １５．０ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ １３６１ ７．９ １

９７ Ｌ２３ １５１８ ５．２ ５

Ⅲ―４０３ ３１４ ３０９ 石刃核 ９７ Ｌ２３ １７４０ ４３３．７ ５

剥片 Ｌ２３ Ⅰ １０ １０．３ ５

舟底形石器 ボサ ３９ ７７．９ ５

剥片 ボサ ４０ ８．７ ５

剥片 ボサ ４１ ５．７ ５

ボサ ４２ ９．６ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

― ３７８ ５４７ 接合資料 ９７ ３６３３．５ ２７ １ ９９４ ４２４８

剥片 ９７ Ｊ２４ １２０ ２４．３ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｊ２４ １９０ ２２４．２ １

９７ Ｋ２３ ３２９９ １１８．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ９０９ ４３．８ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２２２ １０８．９ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２２４ ９３．１ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２２６ ４８．５ １

９７ Ｋ２３ ３３２９ ３３．４ １

ボサ ３３ １８３．０ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２２８ １３６．６ １

Ｊ２４ Ⅰ ２２９ ２０．４ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２３０ ３９９．８ １

縦長剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２３２ １２．８ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２３３ ８．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２４９ ４９．６ １

９７ Ｋ２３ ２５３７ １２７．７ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ １７４０ １４．２ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３７０ ３４．８ １

９７ Ｋ２３ ３０７８ １４１．３ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３８０ ３４４．４ １

縦長剥片 ９７ Ｋ２３ ３５６５ １７．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３７６０ ７６．７ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ４９ ６５８．１ １

９７ Ｌ２３ ４２４ ６０．５ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ７１２ ３３２．６ １

縦長剥片 Ｋ２４ Ⅰ ６２ ５５．１ １

― ３２４ ４７１ 石刃核 ９７ Ｌ２３ １３４６ ２６５．０ １

― ３７８ ５４８ 接合資料 ９７ １４８５．２ １１４ １・３・４ １０６３ ４４０１

二次加工ある剥片 Ｇ２３ Ⅰ １３ ５．２ ４

Ｇ２３ Ⅰ １４ ３７．０ ４

９７ Ｈ２３ １７８ ９．８ ３

９７ Ｈ２４ ５２３ ３．８ ３

剥片 ９７ Ｇ２４ １２ ２．６ ４

石刃 ９７ Ｇ２４ １９ ３．２ ４

剥片 ９７ Ｇ２４ ２３ ７．３ ４

９７ Ｈ２４ ７３２ １．２ ４

剥片 ９７ Ｇ２４ ３５ ０．８ ４

剥片 ９７ Ｇ２４ ４１ ０．８ ４

９７ Ｈ２４ ２０ ５．３ ４

９７ Ｈ２４ ２２９ １．４ ４

９７ Ｉ２５ ２１９ ３．６ ４

剥片 ９７ Ｇ２４ ４７ ４．９ ４

９７ Ｈ２４ ３５９ ６．８ ４

剥片 ９７ Ｇ２４ ４８ ４．８ ３

９７ Ｈ２４ ７３４ ０．７ ３

９７ Ｉ２３ ４１７ １．１ ３

剥片 ９７ Ｇ２４ ５３ １．２ １

剥片 ９７ Ｇ２４ ５４ ３．６ ４

９７ Ｈ２３ ５９１ １１９．３ ４

９７ Ｈ２３ ６１９ １．９ ３

９７ Ｈ２３ ７９４ ３２．９ ４

Ｈ２３ Ⅰ １０ １６．８ ４

９７ Ｈ２４ １１６ １．２ ４

９７ Ｈ２４ ３２８ ７．４ ４

９７ Ｈ２４ ７３１ ４８．５ ４

９７ Ｉ２３ １０７１ ７．０ ４

剥片 Ｇ２４ Ⅰ ８ ３５．５ ４

Ｈ２４ Ⅰ １７ １０．７ ４

剥片 Ｇ２４ Ⅰ ９ ７７．３ ４

９７ Ｈ２４ ６６５ ４．０ ４

９７ Ｈ２４ ７０５ ８．０ ４

９７ Ｈ２４ ７８３ ７．６ ４

Ｈ２４ Ⅰ １９ ７．６ ４

剥片 Ｇ２４ Ⅰ １１ ２．８ ４

掲載遺物一覧

５３１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｈ２４ ７１６ １．１ ４

石刃 ９７ Ｈ２３ ４０４ ９．４ ３

９７ Ｈ２５ ７６ ２．２ ３

剥片 ９７ Ｈ２３ ６４８ ４．６ ４

剥片 ９７ Ｈ２３ ８２０ １３．９ ３

９７ Ｈ２３ ９０６ ２６８．０ ３

９７ Ｈ２４ １７８ ２．８ ４

９７ Ｈ２４ ２４２ ７．５ ４

９７ Ｈ２４ ５５５ ７．９ ４

Ｈ２４ Ⅱ ２０ １．６ ４

石刃 ９７ Ｈ２４ ５ １．８ ３

９７ Ｈ２４ １８０ ２．９ ３

Ｈ２５ Ⅰ １４ ３．４ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ７ ２．４ １

石刃 ９７ Ｈ２４ ２５ ２．３ ３

９７ Ｉ２３ １００２ ４．７ ３

剥片 ９７ Ｈ２４ ６８ ４．６ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ １３２ １．４ ３

剥片 ９７ Ｈ２４ １９３ ２．０ ３

９７ Ｈ２４ ８０９ １．５ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ １９８ ０．９ ３

剥片 ９７ Ｈ２４ ２３０ １４．０ ３

石刃 ９７ Ｈ２４ ２４０ ８．４ ３

剥片 ９７ Ｈ２４ ２４６ ７．９ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ２８５ ２．１ ３

９７ Ｈ２４ ８４３ ８．１ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ２９８ １．１ ３

９７ Ｈ２４ ２９９ １５．２ ４

石刃 ９７ Ｈ２４ ３４０ ６．２ ３

９７ Ｉ２４ １０２２ ５７．０ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ３６０ ３．９ ３

剥片 ９７ Ｈ２４ ３６１ １．５ ３

剥片 ９７ Ｈ２４ ３６２ ２．８ ４

９７ Ｈ２４ ５２６ １５．４ ４

９７ Ｈ２４ ８４４ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ３８７ １９．３ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ４０７ １．１ ３

石刃 ９７ Ｈ２４ ４６７ ６．７ ４

Ｈ２４ Ⅰ １４ １１．７ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ４６９ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ４８９ ２３．６ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ４９２ ４．４ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６０２ ５５．３ ４

９７ Ｈ２４ ８１１ ３．０ ４

Ｈ２５ Ⅰ １３ ２２．０ ４

Ｈ２５ Ⅰ １５ １．９ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６１５ １．３ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６２１ ３．２ ４

９７ Ｈ２４ ７５７ ６．９ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６４３ ３．５ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６５６ １９．８ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６７３ ６５．６ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６８４ ０．７ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ６９５ ４．４ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ７３８ ３．６ ４

９７ Ｉ２３ ４ ７．９ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ７５６ １１．０ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ８０７ ２．４ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ８１３ １５．２ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ８２４ ０．７ ４

石刃 ９７ Ｈ２４ ８２８ ２．６ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ８４７ ５７．９ ４

Ｈ２５ Ⅰ １２ ４．３ ４

剥片 ９７ Ｈ２４ ８４９ ６．２ ４

剥片 Ｈ２４ Ⅰ １３ ５．１ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｈ２４ Ⅰ １６ １１．６ ４

剥片 Ｈ２４ Ⅰ １８ １．０ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ ５８４ ９．０ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ ５８８ ６．５ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ ８１７ ４．６ ３

剥片 ９７ Ｉ２３ ８９２ １７．７ ３

剥片 ９７ Ｉ２３ ９０１ ７．５ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ ９７４ １５．７ ３

石刃 ９７ Ｉ２４ ６１３ ５．９ ３

剥片 ９７ Ｉ２４ １１９４ １６．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２０８０ １０．９ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３５２ １２．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ １８ ６．４ ４

― ３７９ ５４９ 接合資料 １０１ １９２８．３ ８９ ３・４ １１７０ ４６９２

剥片 １０１ Ｋ１８ ４０ ３７．３ ４

縦長剥片 １０１ Ｌ１７ １１ ５９．８ ４

１０１ Ｌ１７ ５８ ３１．９ ４

１０１ Ｌ１７ １４５ １１．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ９３ １９．２ ４

１０１ Ｌ１８ ５１９ １２．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ １２０ ２１８．０ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３１２ １．４ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３５８ ３．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３９３ ２．２ ４

１０１ Ｍ１８ ２４７３ １．８ ４

石刃 Ｌ１８ Ⅰ ４１ ２８．２ ３

１０１ Ｍ１８ １２９０ ６．１ ４

１０１ Ｍ１８ １５３２ ２４．５ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ４２ １０．４ ３

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ４３ ２７．７ ３

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ４４ ４５．９ ３

剥片 １０１ Ｌ１９ ２２２ １８．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ４５１ ２．５ ４

― ３２４ ４７０ 石刃核 １０１ Ｌ１９ ４５６ ２２３．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ５５８ ９７．５ ４

剥片 Ｌ１９ Ⅰ １５ １７．９ ３

１０１ Ｍ１８ ２７０ １２．８ ４

１０１ Ｍ１８ ２１４６ ２．９ ４

１０１ Ｍ１８ ２３７６ １８．３ ４

１０１ Ｍ１９ ４５４ ４４．０ ４

Ｍ１９ Ⅰ １５ ２．７ ３

１０１ Ｎ１８ ５２４ ２０．２ ４

Ｎ１８ Ⅰ ８ ２．６ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ ９４ ８１．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １０５ ２０．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １３８ ９５．０ ４

石刃 １０１ Ｍ１８ ２０２ ９．２ ４

１０１ Ｎ１８ １０２０ ４．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６８ １１．４ ４

１０１ Ｎ１８ ４０３ ４．６ ４

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ ６３３ １４．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ７０４ ５．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ７６２ １１．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ７８０ ３．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １０４０ ５．４ ４

１０１ Ｍ１８ １３９６ ２４．９ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １２３０ ３５．０ ４

１０１ Ｍ１８ ２０８８ ６．７ ３

Ｍ１８ Ⅰ ２９ １１．４ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ １２３３ ９．９ ４

石刃 １０１ Ｍ１８ １２７５ １０．２ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １４６７ ４４．４ ４

１０１ Ｍ１８ １６７０ ７１．８ ４

１０１ Ｎ１８ ８３７ １．４ ４

Ｎ１８ Ⅰ ７ ２４．２ ３

上白滝８遺跡（２）

５３２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

Ｎ１８ Ⅰ １１ １．１ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ １５４１ １８．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １５６１ ７．４ ４

１０１ Ｎ１８ １０１７ １０．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １５７９ ３３．９ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １５９９ ３．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １６８０ ３２．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １７９３ ５５．７ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ １８１０ ２．６ ３

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ ２００９ １４．８ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０６４ １４．４ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１５７ ２．４ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１８４ ４．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２３５９ ３．３ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２４２０ １２．９ ３

石刃 １０１ Ｍ１８ ２４２３ １．６ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ ２４７８ ５．９ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６０８ ８．７ ３

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６１５ ５．８ ４

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ２７ ２．８ ３

石刃 Ｍ１８ Ⅰ ２８ １３．５ ３

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ３０ ４．５ ３

縦長剥片 Ｍ１８ Ⅰ ３１ ７．７ ３

石刃 １０１ Ｍ１９ ４８８ １４．５ ４

１０１ Ｎ１８ ７ ２．１ ４

１０１ Ｎ１８ ４１６ ７．６ ４

１０１ Ｎ１８ ７７４ ７．３ ４

石刃 Ｍ１９ Ⅰ １３ ３．７ ３

― ３２２ ４３８ 舟底形石器 １０１ Ｎ１８ ５７ ２６．３ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ５９２ １３．７ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ ６８９ １３．７ ４

石刃 １０１ Ｎ１８ ６９６ １４．４ ４

石刃 １０１ Ｎ１８ １０２９ １．０ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １０６７ １９．７ ４

剥片 １０１ Ｎ１８ １１４４ ０．８ ４

剥片 Ｎ１８ Ⅰ １０ １．３ ３

縦長剥片 Ｎ１９ Ⅰ ５ １９．８ ３

Ｎ１９ Ⅰ ６ ３．２ ３

― ３８０ ５５０ 接合資料 ９７・１００ ９６０．９ ４７ ４・５ １１１９ ４５７９

剥片 １００ Ｋ１９ ４２５ ９．８ ５

Ｋ２２ Ⅰ ４０ ０．９ ４

石刃 Ｋ２２ Ⅰ ３２ ５．６ ４

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ３４ １５６．８ ４

９７ Ｌ２２ ２５６６ ４．２ ５

Ｌ２２ Ⅰ ３５４ ３．１ ４

Ｌ２２ Ⅰ ３５６ ８１．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ ７５ ３．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２１ １６２ ４．６ ４

９７ Ｍ２２ １５３１ ３．２ ５

石刃 ９７ Ｌ２１ ２４６ ４．１ ５

９７ Ｍ２２ ２９４ １８．３ ４

石刃 Ｌ２１ Ⅰ ４８ １６．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ８１ １１．４ ４

縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ５３１ ２．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ８８５ ２．９ ４

Ｍ２２ Ⅰ １８ ０．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １３４４ ２６．４ ５

石刃 ９７ Ｌ２２ １４９３ ５．５ ５

石刃 ９７ Ｌ２２ １５７２ ７．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １７１０ ４．３ ４

Ｌ２２ Ⅰ ３５８ ９．６ ４

石刃 ９７ Ｌ２２ １８４３ １１．９ ４

石刃 ９７ Ｌ２２ ２５６９ ８．３ ５

石刃 ９７ Ｌ２２ ２６７０ ２６．５ ５

９７ Ｌ２２ ２６８１ １９．６ ５

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｍ２２ ７５７ ３．０ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３５９ ４．６ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３６０ ７．６ ４

石刃 Ｌ２２ Ⅰ ３６１ ２．３ ４

９７ Ｍ２２ ３７４ ８．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３６７ １９．８ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３６８ ２．７ ４

石刃 ９７ Ｌ２３ ７５１ ２．３ ４

９７ Ｍ２２ ４４２ ８．６ ５

剥片 ９７ Ｍ２１ ６２３ ６３．１ ５

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １９６ １６．６ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ ５２８ ３．６ ５

石刃 ９７ Ｍ２２ ６９０ ３．５ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ９９７ １２．５ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １３２３ ８．９ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １４４８ １１９．７ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １５０３ １２．１ ５

石刃 ９７ Ｍ２２ １５１１ １０．０ ４

９７ Ｍ２２ １８３７ ２２．８ ４

剥片 Ｍ２２ Ⅰ １７ ３６．２ ４

― ４０２ １３ 石刃核 セ北１３～２９ １６ １４２．６ ５

― ３８０ ５５１ 接合資料 ９７・９８・９９ ８５２．６ ２１ １ ９５３ ４１３７

剥片 Ｉ２１ Ⅰ ７ １６４．０ １

９７ Ｋ２４ １６０ ２．１ １

― ３２４ ４６６ 石刃核 ９９ Ｉ２２ １４３ １６０．４ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １３１ ４３．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ６０３ ９．０ １

石刃 Ｊ２４ Ⅰ ８７ １６．０ １

９７ Ｋ２３ ６３７ ５．２ １

石刃 ９９ Ｋ２１ ２７ ２５．８ １

９８ Ｍ２１ ２７８ １０．１ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ２７８６ １５．２ １

９７ Ｌ２３ １１８０ １０．４ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ４３ ２６２．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １１１５ ３．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １５１０ １８．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２１２７ ７．５ １

Ｌ２２ Ⅰ ２８０ ７．１ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２２２６ １１．６ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ５４ ９．８ １

剥片 Ｋ２４ Ⅰ ６５ ２３．２ １

石刃 ９７ Ｌ２３ １５０２ １８．５ １

９７ Ｌ２４ ４６６ ２９．４ １

― ３８１ ５５２ 接合資料 １０１ １２３３．０ ２１ １ １１６１ ４６６７

縦長剥片 Ｌ１９ Ⅰ ２１ １０．２ １

１０１ Ｍ１９ ４６ １４．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ６１５ ８．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ９６８ ６５．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １１９１ １８．４ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ７４ １１８．８ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ２３１ １１．３ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ３９９ １４．３ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ４７４ ２３．４ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ５１８ ６２．０ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ５４４ ２１．１ １

１０１ Ｍ１９ ５４５ １１６．３ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１９ ６３８ ２８．４ １

― ３２３ ４６３ 石刃核 Ｍ１９ Ⅰ １６ １５６．２ １

石刃 Ｍ１９ Ⅰ ２９ ４４．２ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ８７３ ４３．２ １

剥片 １０１ Ｎ１８ １１５８ １４９．３ １

剥片 １０１ Ｎ１９ ２３ ２０６．６ １

石刃 １０１ Ｎ１９ ３３ ２５．４ １

剥片 １０１ Ｎ１９ ６４ ９４．１ １

剥片 Ｎ１９ Ⅰ １１ ２．３ １

掲載遺物一覧

５３３



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

― ３８１ ５５３ 接合資料 ９７ １３７２．７ ２５ １ ９８１ ４２１６

縦長剥片 ９７ Ｈ２２ ２８ １５０．６ １

剥片 ９７ Ｈ２２ ４１１ ８８．２ １

― ３２６ ４８３ 石刃核 ９７ Ｉ２３ ５６１ ５５０．９ １

石刃 ９７ Ｉ２３ ９２５ ８．４ １

９７ Ｉ２３ ９９５ ４．２ １

縦長剥片 ９７ Ｉ２４ ２４６ ２１．４ １

９７ Ｊ２３ ２４９ １５．３ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ４３６ １８．３ １

９７ Ｊ２３ １１９７ １１．４ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ４４９ ４２．５ １

９７ Ｊ２３ ７９２ １０．６ １

９７ Ｋ２３ ２９３１ ２８．４ １

剥片 ９７ Ｊ２３ １３７ ４．３ １

９７ Ｊ２４ ７０５ ７．０ １

９７ Ｊ２４ ８７５ １７２．４ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ２１５ １２．２ １

石刃 ９７ Ｊ２３ ２４６ １０．５ １

９７ Ｋ２３ １２６８ １６．６ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ２６８ １１．８ １

９７ Ｊ２３ ７９３ ２１．６ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ３５５ １１．２ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ６８２ ４．４ １

剥片 ９７ Ｊ２３ ７０４ １０９．８ １

剥片 ９７ Ｊ２３ １０９５ ２９．４ １

石刃 ９７ Ｋ２３ ３９０６ １１．３ １

― ３８１ ５５４ 接合資料 ９７・９８ ８１７．７ １０ １ ９８９ ４２２９

石刃 ９８ Ｌ２１ ３０５ １７．１ １

縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ２５４６ ２９．０ １

― ３２４ ４６８ 石刃核 ９８ Ｍ２１ ６０ ３４９．７ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２１ ２６３ ９．９ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２１ ４５６ ２８．８ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ５４５ ９０．４ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ６５３ １７４．０ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ９１９ ５．０ １

９７ Ｍ２２ １３１６ ６６．６ １

縦長剥片 ボサ ２７ ４７．２ １

― ３８２ ５５５ 接合資料 １０１ ４８８．６ ２９ １ １１６６ ４６８２

縦長剥片 １０１ Ｌ１８ ５５ １．２ １

― ３２５ ４７５ 石刃核 Ｌ１８ Ⅰ ４ ７７．３ １

石刃 １０１ Ｌ１９ ２５ １０．５ １

１０１ Ｍ１８ ９７０ １２．９ １

縦長剥片 １０１ Ｌ１９ ３２ ２６．４ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ２６９ １６．３ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ ２９９ １０．３ １

１０１ Ｍ１９ ２９０ ８．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ９６３ ７．８ １

１０１ Ｍ１８ １３００ １６．０ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２６１１ ８．７ １

剥片 Ｍ１８ Ⅰ ３３ １０１．６ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１９ ３０ ６．４ １

石刃 １０１ Ｍ１９ １５７ ９．３ １

１０１ Ｍ１９ ２５８ １２．２ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ２８０ １．６ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ２９９ ６．４ １

１０１ Ｍ１９ ６２３ １．９ １

縦長剥片 １０１ Ｍ１９ ３５４ ６．０ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ４４３ ６．５ １

剥片 Ｍ１９ Ⅰ １８ ４９．８ １

石刃 Ｍ１９ Ⅰ ２０ ５．３ １

縦長剥片 １０１ Ｎ１８ ７３７ ４．１ １

１０１ Ｌ１９ ６７ ３．７ １

１０１ Ｎ１８ ８４１ ６．９ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ７９３ ６０．５ １

縦長剥片 １０１ Ｎ１９ ５ ４．７ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

石刃 １０１ Ｎ１９ ３２ １．３ １

剥片 １０１ Ｏ１９ １ ４．８ １

― ３８２ ５５６ 接合資料 ９７ ６６０．２ ２３ １ ９８８ ４２２８

剥片 ９７ Ｉ２４ ２１５ ８．４ １

９７ Ｉ２４ ９５６ １１．６ １

縦長剥片 ９７ Ｉ２４ ５５８ ５．１ １

Ｉ２５ Ⅰ ４９ ７．４ １

９７ Ｊ２４ ８７４ １４．２ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ９３８ ２４．９ １

剥片 ９７ Ｉ２４ ９４５ １２．０ １

剥片 ９７ Ｉ２５ ３１ ２０．７ １

縦長剥片 ９７ Ｉ２５ １１４ １２．８ １

剥片 ９７ Ｉ２５ １３３ １３．６ １

剥片 ９７ Ｉ２５ ２３３ ２．６ １

９７ Ｊ２５ ８２ ６．７ １

剥片 ９７ Ｉ２５ ３８１ ２７１．８ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ４７ ２０．３ １

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ４８ ６７．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １０８ １１．１ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １１１７ ２９．３ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １３５９ ３．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １４８９ １８．５ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １５４９ ２１．９ １

剥片 ９７ Ｊ２４ １６９３ ５．０ １

Ｊ２４ Ⅰ ２６４ ２２．５ １

― ４０２ １２ 舟底形石器 ボサ １１ ４９．２ １

― ３８２ ５５７ 接合資料 １０１ ２２１．４ ８ １ １１６２ ４６６８

― ３２３ ４５９ 石刃核 １０１ Ｌ１７ １０５ ７７．３ １

石刃 １０１ Ｍ１８ １４８１ １．６ １

剥片 １０１ Ｍ１９ １７５ １１７．０ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ３０２ １．８ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ３２３ ４．９ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ４１０ ５．３ １

石刃 １０１ Ｍ１９ ４１５ ８．９ １

石刃 Ｎ１９ Ⅰ ８ ４．６ １

― ３８３ ５５８ 接合資料 ９７・９８・１００・
１０１・１０２ ７７１．７ ３４ ５ １１２８ ４５９７

石刃 １０２ Ｉ１９ ６１ １７．２ ５

石刃 １００ Ｊ１９ ３４０ １５．６ ５

剥片 １００ Ｊ１９ ４５２ １７．２ ５

Ⅲ―３８７ ３０５ １７７ 錐形石器 １００ Ｋ１９ ２９７ ９．６ ５

Ⅲ―３８７ ３０５ １７９ 錐形石器 １００ Ｋ１９ ３１１ １７．８ ５

石刃 １０１ Ｋ１９ ３８２ １１．９ ５

剥片 １００ Ｋ２０ ５３４ ７１．３ ５

９７ Ｋ２２ ５８５ １７．５ ５

石刃 １００ Ｋ２０ ７０３ ２４．５ ５

Ｌ２２ Ⅰ ３９６ ８．７ ５

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ４２ ３８．３ ５

９７ Ｋ２３ ２６６５ ３．５ ５

Ｌ２２ Ⅰ ３８５ ６９．０ ５

Ｌ２２ Ⅰ ３８６ ４５．２ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ２５０ ３６．７ ５

９７ Ｌ２２ １５３９ １２．７ ５

石刃 ９７ Ｋ２３ ２６１３ ２１．３ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３５４ ５．８ ５

９７ Ｍ２２ ７０６ １１．６ ５

剥片 ９７ Ｋ２３ ３４４０ ２６．１ ５

― ３２２ ４３７ 舟底形石器 ９８ Ｌ２０ １７ ２１．７ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ９５１ １１．０ ５

石刃 ９７ Ｌ２２ １４０３ ３６．１ ５

石刃 ９７ Ｌ２２ １７８１ １６．３ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １９５３ ５５．７ ５

Ｌ２２ Ⅰ ３５１ １４．２ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ２８５５ ８．９ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３４４ １６．５ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３８７ ２３．７ ５

上白滝８遺跡（２）

５３４



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

縦長剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３９３ ７．６ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ３６３ ３７．３ ５

石刃 １０１ Ｍ１９ ７９４ ５．３ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ ７９８ １５．７ ５

石刃 Ｍ２８ Ⅰ ２０ ２０．２ ５

― ３８３ ５５９ 接合資料 ９７ １９７５．７ ２３ １ １０３０ ４３２７

縦長剥片 Ｋ２２ Ⅰ １５ ７７．１ １

９７ Ｌ２２ １３４８ ９．６ １

縦長剥片 ９７ Ｌ２１ ４０ １５１．１ １

剥片 ９７ Ｌ２１ ２５４ ３．４ １

９７ Ｌ２２ ５４１ ６．１ １

縦長剥片 ９７ Ｌ２１ ６０７ ９２．１ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ２３ １１６．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ８７５ ８６．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １２９２ ３．８ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １５１４ ２．２ １

縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ２１０３ ２５．８ １

９７ Ｌ２２ ２５１３ １５３．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１６８ ６８．４ １

縦長剥片 Ｌ２２ Ⅰ １８７ ７．９ １

９７ Ｍ２２ １９９２ １６．５ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １８８ １２３．４ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２１４ １０６．９ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ４７１ １９．３ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ６６２ ２４．７ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２１ ７９９ １１３．５ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ８５９ ５３．５ １

― ３２９ ５０６ 石核 ９７ Ｍ２２ １７６０ ６２９．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １８６９ ８３．９ １

― ３８４ ５６０ 接合資料 ９６・９７ ２６８．４ １１ ４ １０９０ ４５２１

剥片 Ｉ２４ Ⅰ ２ ５．０ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １５８１ １２．６ ４

９７ Ｊ２５ １４６ １０．２ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １７５０ １２．８ ４

９７ Ｊ２４ １８０２ ３５．４ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １８０３ ２４．６ ４

剥片 ９７ Ｊ２５ １５９ ３２．８ ４

剥片 ９７ Ｊ２５ １７３ ３．９ ４

剥片 ９７ Ｊ２５ １９３ ７．８ ４

― ２０３ ４８０ 石核 ９６ Ｋ２４ １１９４ ７２．０ ４

剥片 ９６ Ｌ２４ ５２５ ５１．３ ４

― ３８４ ５６１ 接合資料 ９７ ２４８．３ ５ ４ １０６０ ４３９８

― ３２７ ４９１ 石核 ９７ Ｌ２２ １０７３ １８６．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４２５ ２１．４ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４２６ ８．０ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １３２９ ７．６ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １８６３ ２４．６ ４

― ３８４ ５６２ 接合資料 ９７ １５７８．８ ３０ ３・４ １１１８ ４５７８

剥片 ９７ Ｋ２２ ９２ ３．５ ３

９７ Ｌ２３ １０７７ ５．３ ４

９７ Ｍ２１ ９６ １４９．１ ４

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ５ １８．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３３１ ２．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３８１ ２０．５ ４

９７ Ｍ２１ ３２１ ４．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４３０ ２．２ ４

９７ Ｌ２２ ３１６ ２．７ ４

９７ Ｍ２１ １２ １７９．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １５２３ ３．５ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １６４４ １０８．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １８３４ ８．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２３４５ １２．３ ４

９７ Ｋ２３ ３０９５ ３５．３ ３

剥片 ９７ Ｋ２３ ２８５４ ９．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ３０１８ １３５．９ ３

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｋ２３ ３１４８ ９．１ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ８ １８１．９ ４

Ｌ２２ Ⅰ ３６ １５．９ ４

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ６ １３．２ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０４５ １３５．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２８５７ １６．９ ４

９７ Ｍ２２ １８０９ ２３１．８ ４

石刃 Ｌ２２ Ⅰ ３４ ２４．４ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ５２０ ３６．９ ３

石刃 ９７ Ｍ２１ ３３７ ４４．３ ４

― ３２５ ４７７ 石刃核 ９７ Ｍ２１ ４４８ １０８．２ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ６４９ ５．９ ３

石刃 ９７ Ｍ２２ １８４１ ５３．２ ４

― ３８５ ５６３ 接合資料 ９７・９８・１００・１０１ １７３８．９ ２０ ５ １１２３ ４５８８

剥片 Ｊ２１ Ⅰ ４０ １．４ ５

Ⅲ―３８７ ３０５ １８７ 削器 １０１ Ｋ１９ ３２５ １６．５ ５

１０１ Ｌ１９ ５１５ ２１．２ ５

剥片 １００ Ｋ２０ １７０ １４１．２ ５

９７ Ｌ２３ ２６８ ３９．６ ５

Ｍ２１ Ⅰ ９ ４２．６ ５

剥片 ９７ Ｋ２２ ４９０ １７５．９ ５

Ｌ２２ Ⅰ ４５１ ５８．０ ５

Ｌ２２ Ⅰ ４７１ ９．５ ５

石刃 １０１ Ｌ１９ ３０６ ２６．５ ５

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ５６ ２８７．３ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ ３９０ ８９．５ ５

９７ Ｍ２２ １９５０ ８０．６ ５

剥片 ９７ Ｌ２２ １８６９ ４１．１ ５

縦長剥片 ９７ Ｌ２２ ２２９３ ７．０ ５

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４６０ １７．８ ５

剥片 ９７ Ｌ２３ ７４７ ２７．６ ５

剥片 ９８ Ｍ２０ ８３ １２４．３ ５

Ⅲ―４０３ ３１４ ３１１ 石刃核 ９８ Ｍ２１ ９１ ３８９．１ ５

剥片 ９７ Ｍ２２ １００ １４２．２ ５

― ３８５ ５６４ 接合資料 ９７ １６７２．３ １２ １ １０４２ ４３５３

― ３２６ ４８６ 石刃核 Ｋ２１ Ⅰ ５ ９３４．９ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ３７ １４０．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ９４ １７３．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １６３０ １０７．６ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ５３１ ７０．２ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ５８７ ４６．５ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １１２６ ２４．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １８６０ ９５．４ １

９７ Ｍ２２ １９８３ ２０．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １９４９ ８．２ １

縦長剥片 ９７ Ｍ２２ １９６７ １９．１ １

剥片 Ｍ２２ Ⅰ １３ ３１．８ １

― ３８６ ５６５ 接合資料 ９７・９８・１００ ６１５．８ ２７ ３・４ １１８１ ４７３０

― ３２１ ４２６ 舟底形石器 １００ Ｋ１９ ９２ ５３．１ ４

９８ Ｍ２１ ５７４ ３４．８ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ６６ ９．９ ４

剥片 Ｋ２１ Ⅰ １７ １．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ４７２ １１．３ ３

剥片 Ｋ２２ Ⅰ １１ ２７．５ ４

剥片 ９８ Ｌ２１ １１５ ７．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４０９ １２．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４９０ １１８．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １７３０ １５．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０６５ ４．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１１４ ４１．６ ４

９７ Ｌ２２ ２１４９ １４．０ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ８１ ２１．５ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １６８ ９．８ ４

９７ Ｍ２２ ８４９ １２．３ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １６９ ６．９ ４

掲載遺物一覧

５３５



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １７０ １０．０ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １７１ ８．８ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １７２ １．７ ４

剥片 ９８ Ｍ２０ １６１ １６．７ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ２９８ １１．９ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １１０５ ６．３ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １４０６ ２１．３ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １４２４ １７．８ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １８９８ １１．４ ４

二次加工ある剥片 ９７ Ｎ２１ １７５ １０６．６ ３

― ３８６ ５６６ 接合資料 ９７・１００ １０１０．０ １４ １ １００５ ４２７２

剥片 １００ Ｋ２０ １００ ３２５．８ １

９７ Ｋ２３ ３１９５ １１．９ １

９７ Ｌ２２ ８１７ １０．３ １

９７ Ｌ２２ １８８６ １２．４ １

９７ Ｍ２２ １９５６ ３４．４ １

剥片 Ｋ２１ Ⅰ １８ ３０．５ １

Ｌ２２ Ⅰ ２８２ ９．２ １

９７ Ｍ２２ ７６７ ４０．２ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ７５２ １６．０ １

９７ Ｋ２３ ３３４９ １．６ １

剥片 Ｋ２２ Ⅰ １７ ２７７．４ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ２８ ８．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ７３８ ８０．９ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２６６ １５１．３ １

― ３８６ ５６７ 接合資料 ９７・９８・１００ ２０４７．１ ４４ ３・４ １１１６ ４５７６

剥片 １００ Ｋ２０ ７４ ４３．０ ４

Ｋ２０ Ⅰ １９ ３１．３ ４

剥片 １００ Ｋ２０ ２２７ ３２．０ ４

剥片 Ｋ２０ Ⅰ １８ ２８．４ ４

剥片 Ｋ２１ Ⅰ １３ １３５．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ４１８ １６．８ ３

剥片 ９７ Ｋ２２ ６３３ ２４．３ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ １８２９ ４８．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２００１ ５．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２１００ ３０．７ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２４６ ２８．２ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２６２８ ３９．２ ４

９７ Ｌ２２ ５２０ １９４．３ ４

９７ Ｌ２２ ９１２ ３．２ ４

Ｌ２２ Ⅰ ４６ ２０．８ ４

９８ Ｍ２０ １４１ ２６７．７ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ９ ３５．５ ４

剥片 ９８ Ｌ２０ １１ ９．７ ４

剥片 ９８ Ｌ２１ ４２５ ２０５．９ ４

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ４ ５７．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ８９６ ７０．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １５６１ １２．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １８２１ ４４．４ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １８９４ ５８．２ ４

９７ Ｌ２３ １２１６ ２９．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １８９６ ５．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １９５１ ８０．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０３８ ７．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６５５ ９６．８ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３５ ２５．６ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４５ １０．７ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ４２ ７．１ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ４５ １７．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ３４２ １３．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ４３５ １０．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ９３９ １０．９ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ １５１ ２１．０ ４

剥片 ９７ Ｍ２１ １０２８ １１１．５ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １３９ ５．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｍ２２ ２６８ ２０．２ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ６３８ ４０．７ ４

９７ Ｍ２２ ８６７ ５５．５ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １２２６ １０．１ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １３５３ ２６．４ ４

― ３８７ ５６８ 接合資料 ９７ １９２８．１ ２５ １ ９８６ ４２２６

剥片 ９７ Ｉ２５ ３ １９．３ １

Ｊ２４ Ⅰ ２２７ ２６０．４ １

縦長剥片 ９７ Ｊ２３ １２５ １５８．４ １

剥片 ９７ Ｊ２４ ３０ １４９．４ １

９７ Ｊ２４ ３１４ ２３．４ １

Ⅲ―３９８ ３１０ ２７５ 舟底形石器 Ｊ２４ Ⅰ ２ ８７．７ １

Ｋ２３ Ⅰ １ ２７．８ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １３９ ２２３．７ １

剥片 Ｊ２４ Ⅰ ２５９ ３０．５ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ４２ １４６．１ １

９７ Ｋ２３ ９３９ ８７．９ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ８９７ ４６．１ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２６５ ４．７ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３２８０ ４９．６ １

剥片 ９７ Ｋ２３ ３８８８ ２０．０ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ６１ ６０．８ １

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ９２ １１．０ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ３５ ２５．４ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １５９０ ３７．９ １

剥片 ９７ Ｋ２４ １８３７ ７３．３ １

剥片 ９７ Ｋ２４ ２４３７ １０９．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３１３２ ２７．７ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ８３７ ４３．８ １

― ４０２ １１ 削器 セ北１３～２９ ８ １９１．９ １

剥片 排土 １３９ １２．０ １

― ３８７ ５６９ 接合資料 ９７・９９ ９６９．８ ６１ ３・４ １０７８ ４４９３

― ３２３ ４５０ 舟底形石器 ９９ Ｈ２１ ６２ １５．４ ３

剥片 ９７ Ｈ２３ ３７０ １９１．２ ４

剥片 ９７ Ｈ２３ ４７６ ５．０ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ ３７６ ４．８ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ８４ ４．５ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ８８ ５．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １０４ ２．３ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ３４２ ３．８ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ３５７ ９．２ ４

９７ Ｉ２４ ３６０ ２．６ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ３６７ ８．２ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ９５７ １４．８ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ９６３ ６３．６ ４

９７ Ｉ２４ １１５６ ４．６ ４

Ｉ２５ Ⅰ ５２ １６．７ ４

Ｉ２５ Ⅰ ６１ ５７．９ ４

９７ Ｊ２４ ３９６ ９．８ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １２２３ ４．９ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １２５５ １７．３ ４

― ３２２ ４３９ 舟底形石器 ９７ Ｉ２４ １２８２ ２４．０ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １２９０ ７．８ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ２２９ ３．５ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ２８４ １．７ ４

縦長剥片 ９７ Ｉ２５ ３５３ １０．０ ４

９７ Ｉ２５ ３５５ ８．１ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ４０３ ２．３ ４

９７ Ｊ２４ １８１５ ４．８ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５１ ２２．５ ４

９７ Ｊ２４ １７９５ １７．０ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５３ １１．３ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５４ ６．９ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５５ ６．３ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５６ ２１．９ ４

上白滝８遺跡（２）

５３６



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５７ １１．８ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５８ １６．４ ４

９７ Ｊ２４ １６５４ １１．６ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ５９ ３．４ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １５ ６．１ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ２３８ １．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ２４８ ５．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ６１４ １５．１ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ６７２ ９．４ ４

９７ Ｊ２４ １４２０ ６．６ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １０６６ ５．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １０８５ ５．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １１５７ ８．６ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １２７０ ２２．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １３１３ １０．４ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １３２２ ４．３ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １３３５ ２０．０ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １４２１ １６．８ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １４４１ ７．１ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １４５４ ６．７ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １４９９ ２．１ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １５９７ ２．２ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １６２４ ５．９ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １７０３ １７．３ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １７２１ ８．２ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １８１７ ８６．４ ４

剥片 ９７ Ｊ２５ ７１ １０．７ ４

剥片 ９７ Ｊ２５ ７９ ５１．８ ４

― ３８８ ５７０ 接合資料 ９７・１０１ １０９６．６ ４５ １ ９８７ ４２２７

剥片 ９７ Ｋ２２ ４１ １６．８ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ６９６ １２．０ １

― ３２２ ４４６ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ ５３０ ５１．６ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ５２ ６．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３８２ ２．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ６５９ １５．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １００７ １５．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １０２６ ９．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １０２９ ４２．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １０５４ ６．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １７０８ １０．３ １

９７ Ｍ２２ ２０６１ ９．８ １

― ３２２ ４４３ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ １９９４ ２９．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １９９８ ５．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０７９ ５．２ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｌ２２ ２１００ １４．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２６７ ２０．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３２１１ １８．２ １

― ３２２ ４４１ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ ７ ３７．６ １

９７ Ｍ２２ １１２ ９．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２７０ １２９．１ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３５５ ６．４ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４０７ １５．３ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ４１７ ７．３ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ２１０ ２３．９ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ２２２ ７．３ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １０７６ ９．６ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ２８３ ２４．２ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ７６０ ０．８ １

Ｍ２２ Ⅰ １６ ７．６ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ８３２ ５．２ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ８８０ ４．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ４９８ １９．８ １

９７ Ｍ２２ １４００ ４０．３ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ８１８ １６．６ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １０４３ ４．９ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｍ２２ １０９８ １６．１ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １２７２ ３５．４ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １２８０ ２２２．９ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １４３４ ６．７ １

９７ Ｎ２１ ９４ ７３．９ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １５５７ ７．５ １

剥片 Ｍ２２ Ⅰ １５ １３．２ １

剥片 ９７ Ｎ２１ ９５ １２．６ １

剥片 ９７ Ｎ２１ １５３ ４７．１ １

― ３８８ ５７１ 接合資料 １００・１０１・１０６ １９６６．９ ８８ ４ １１７８ ４７１８

剥片 １００ Ｊ１９ １７３ ３．０ ４

１０１ Ｍ１８ ６９９ ２３．０ ４

剥片 １０１ Ｋ１７ ２１ ５．４ ４

剥片 １０１ Ｋ１７ ２２ ８．８ ４

剥片 Ｋ１７ Ⅰ ２ ３．８ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ３ １４．９ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １１ １．６ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ２８ １０．２ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ３９ １．９ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ５４ ５．３ ４

― ３２１ ４２９ 舟底形石器 １０１ Ｋ１８ ６０ １０５．９ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ ９０ １．９ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １１２ ６．０ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １１７ ４０．８ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １２１ ７．１ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １２７ ３．６ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １２９ １２．５ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １３８ １３．７ ４

１０１ Ｌ１８ １９９ ３．９ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １４２ ８．８ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １８２ ３．５ ４

剥片 １０１ Ｋ１８ １８６ ４２．１ ４

１０１ Ｍ１８ ８８５ １８．７ ４

剥片 Ｋ１８ Ⅰ ５ ２．３ ４

― ３２０ ４２２ 舟底形石器 １０１ Ｋ１９ ３１ ４６．１ ４

１０１ Ｍ１８ ８６８ ２８．３ ４

剥片 １０１ Ｋ１９ ３２ ８．１ ４

１０１ Ｌ１９ ２５６ １８．７ ４

１０１ Ｍ１８ ３６７ ５２．８ ４

１０１ Ｍ１８ ９２１ ５．３ ４

１０１ Ｍ１９ ７０４ １７．０ ４

剥片 １０１ Ｋ１９ ２１９ １６．１ ４

１０１ Ｌ１９ ５０３ ３６．１ ４

剥片 １０６ Ｌ１７ ３２ ６．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ ４７ １３．６ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ ４９ １３．８ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ ５１ ５．９ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ ７３ ５．９ ４

Ｌ１７ Ⅰ ３ ３．６ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ ８５ １０．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ １３２ ６．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ １３７ ７．９ ４

縦長剥片 １０１ Ｌ１７ １４２ １８．６ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ １４３ ３．７ ４

剥片 １０１ Ｌ１７ １４８ １．５ ４

剥片 Ｌ１７ Ⅰ ２ ８．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ １ １８．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３４ ３．４ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ １１７ ７．３ ４

１０１ Ｍ１８ ９１６ １６．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ２０２ ３．７ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３６３ ４．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３７２ ３．０ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ３９９ ５．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１８ ４０４ １８．４ ４

掲載遺物一覧

５３７



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 １０１ Ｌ１８ ４０７ １２．１ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ２９ ９．２ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ３０ ３９．５ ４

剥片 Ｌ１８ Ⅰ ３２ １１．２ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ５４ ３１．６ ４

１０１ Ｌ１９ ６４ １３．７ ４

Ｌ１９ Ⅰ ６ ８．４ ４

縦長剥片 １０１ Ｌ１９ ７６ １０．２ ４

Ｌ１９ Ⅰ ９ ３．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ １０９ ２７．５ ４

Ｍ１８ Ⅰ １５ ２４．５ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ２４６ ４．７ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ２５１ １０．５ ４

縦長剥片 １０１ Ｌ１９ ２７６ ７．０ ４

１０１ Ｎ１８ ７４５ １３．３ ４

剥片 １０１ Ｌ１９ ４５５ ４．７ ４

剥片 Ｌ１９ Ⅰ ５ ５２．８ ４

― ３２６ ４８５ 石刃核 １０１ Ｍ１７ １４３ ２９４．８ ４

剥片 １０１ Ｍ１７ １５９ １０５．４ ４

剥片 Ｍ１７ Ⅰ １ ３．７ ４

１０１ Ｎ１８ １０５２ １８．４ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ７３ ３．８ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ４４６ ７３．２ ４

１０１ Ｍ１８ １５４８ １３．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ５８１ ４．４ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ７７０ １８７．３ ４

１０１ Ｎ１８ １９７ ８．７ ４

縦長剥片 １０１ Ｍ１８ １４８４ １２．６ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ １５８７ １１．７ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２１３２ ７．２ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２２５８ ５４．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ ４９５ ２１．０ ４

剥片 １０１ Ｎ１９ ４４ ９９．２ ４

― ３８９ ５７２ 接合資料 ９７ ８０６．７ ２９ ４ １１０６ ４５５４

剥片 ９７ Ｋ２２ １８３ ４．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ３６６ ３．１ ４

Ｋ２２ Ⅰ ５４ １４９．３ ４

９７ Ｌ２２ ９３４ ２．５ ４

Ｌ２２ Ⅰ ２８６ １６．６ ４

Ｌ２２ Ⅰ ２９６ ９．９ ４

Ｌ２２ Ⅰ ３０１ ７．６ ４

Ｌ２２ Ⅰ ３０３ １４．８ ４

剥片 ９７ Ｋ２２ ７９７ ９６．８ ４

９７ Ｍ２２ １５１８ １７．０ ４

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ５３ ４０．７ ４

剥片 Ｋ２２ Ⅰ ５５ ９．４ ４

剥片 Ｋ２３ Ⅰ ５７ １４．３ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２３８ ３．７ ４

― ３２１ ４２４ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ７５１ ５７．５ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２３７４ １８．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２９３１ ２２．３ ４

― ３２２ ４４５ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ １１ １９．１ ４

Ｌ２２ Ⅰ ４１ ２７．５ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １６０ ３．９ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １６４ ８．９ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １６５ １５１．５ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２８５ ４８．８ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２８７ ３２．０ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２８８ ９．４ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２９７ ３．３ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２９８ ５．１ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２９９ ４．７ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３００ ３．２ ４

― ３８９ ５７３ 接合資料 ９７ ５７８．２ ２６ ４ １０８０ ４４９９

剥片 ９７ Ｉ２３ １６３ ８９．４ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

９７ Ｉ２３ １６８ ５．２ ４

９７ Ｉ２３ ５６７ ２９．４ ４

剥片 ９７ Ｉ２３ ４５３ １４７．３ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ８５ ６４．９ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １８８ ５．６ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ６４９ ５．６ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ８７８ ２．６ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ ９６２ １７．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２４ １２８０ ３．１ ４

９７ Ｊ２４ ５６１ ５３．７ ４

剥片 ９７ Ｉ２５ ５５ ２．４ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ２８ １２．９ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ３３ １．６ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ３４ １．１ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ３５ ３．３ ４

剥片 Ｉ２５ Ⅰ ３９ ３．７ ４

剥片 ９７ Ｊ２３ １０３２ ３５．９ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ８６９ ５．８ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ９５２ １２．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ９９０ ２．３ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ ９９５ １５．４ ４

９７ Ｊ２４ １２３７ １３．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １１６８ １１．０ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １４７８ ２６．５ ４

剥片 ９７ Ｊ２４ １６９８ ５．８ ４

― ３８９ ５７４ 接合資料 ９７ ３９６．３ １９ ４ １１０７ ４５５５

― ３２２ ４３４ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ １３５ １３７．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４５０ ７．８ ４

９７ Ｌ２２ ２０９８ ３．６ ４

Ｌ２２ Ⅰ １６２ ２１．３ ４

９７ Ｍ２２ １９６６ １８．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ４８５ １５．６ ４

９７ Ｌ２２ １８１４ ８．５ ４

Ｌ２２ Ⅰ １６１ ６．６ ４

９７ Ｍ２２ １５１７ ６．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １０２３ ２．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ １３８１ ４８．１ ４

９７ Ｌ２２ １６７７ ６．６ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２５２６ １５．０ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７０２ １２．３ ４

― ３２２ ４４４ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ ４０ ３０．６ ４

剥片 Ｌ２２ Ⅰ １６３ １２．１ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ８５８ ７．１ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ ９４５ ２５．６ ４

剥片 ９７ Ｍ２２ １８０７ １０．０ ４

― ３８９ ５７５ 接合資料 １０１ ２７７．４ １１ ４ １１８４ ４７３３

剥片 １０１ Ｋ１９ ３５ ２０．５ ４

Ｋ１９ Ⅰ １４ ８．０ ４

１０１ Ｍ１９ ６２ ４．４ ４

Ｍ１９ Ⅰ １０ ２．５ ４

剥片 １０１ Ｍ１８ ２５９ ３４．７ ４

Ｎ１９ Ⅰ １ ４７．９ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ ３１ ３．０ ４

二次加工ある剥片 １０１ Ｍ１９ ２１０ ３９．３ ４

― ３２８ ５０２ 石核 １０１ Ｍ１９ ２４６ １００．０ ４

剥片 １０１ Ｍ１９ ３９２ １２．１ ４

剥片 １０１ Ｏ１９ ３０ ５．０ ４

― ３９０ ５７６ 接合資料 １０１ ６０４．９ ２４ １ １１６５ ４６８１

剥片 １０１ Ｌ１８ ２６５ １６．５ １

１０１ Ｍ１８ ７９０ ７．５ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ３０３ １８．７ １

１０１ Ｎ１８ １８ １．２ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ３４８ ６．８ １

剥片 １０１ Ｌ１８ ３９２ ３．６ １

Ｎ１９ Ⅰ ９ １．７ １

上白滝８遺跡（２）

５３８



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

― ３２１ ４２８ 舟底形石器 １０１ Ｌ１９ １９１ １８．１ １

１０１ Ｍ１９ ３７５ ４５．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ７８５ １．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １０８４ ２３．９ １

― ３２８ ５０５ 石核 １０１ Ｍ１８ １１６８ １６３．６ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １２１１ ２５．２ １

剥片 １０１ Ｍ１８ １８５５ １．８ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２０７７ ５０．１ １

剥片 １０１ Ｍ１８ ２４３７ １４．２ １

剥片 １０１ Ｍ１９ １８２ １８．６ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ２５６ １３０．９ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ３６３ １．８ １

剥片 １０１ Ｍ１９ ３８７ ８．５ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ６４９ １．７ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ８４２ １７．４ １

剥片 １０１ Ｎ１８ ９６０ １．９ １

剥片 Ｎ１８ Ⅰ １４ ２４．８ １

― ３９０ ５７７ 接合資料 ９７ １０４７．２ ３２ １ １０４８ ４３６８

二次加工ある剥片 Ｊ２０ Ⅰ ２５ ９８．５ １

Ｍ２１ Ⅰ ３ １２３．９ １

剥片 ９７ Ｋ２２ １８０ ３４．４ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ５２７ ３５．６ １

Ｋ２２ Ⅰ １２ ４．６ １

９７ Ｌ２２ １３０３ ４．５ １

二次加工ある剥片 ９７ Ｋ２２ ７４８ １３９．２ １

９７ Ｌ２２ ２６９６ １０３．６ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ７６１ １３．５ １

９７ Ｍ２１ ８８５ ７．１ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ １６ ２．３ １

９７ Ｌ２２ １７６３ ５．６ １

― ３２２ ４４８ 舟底形石器 ９７ Ｌ２２ ５１３ ５８．７ １

９７ Ｌ２２ ５３９ ６．２ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ７４１ ２７．９ １

９７ Ｌ２２ ２３７５ ３６．４ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １０４２ ５０．４ １

９７ Ｌ２２ １０４５ ３．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １１４５ ２．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １２９８ ２９．１ １

Ｌ２２ Ⅰ １７５ １６．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １９７３ ５２．２ １

９７ Ｌ２２ ２３０３ ５１．７ １

９７ Ｌ２２ ２５４０ ３．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２０５４ ３７．４ １

９７ Ｍ２１ ５５４ ７．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２１４１ ２５．１ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ９７２ ０．８ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ２５４ ２７．１ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １１６３ ４．１ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １６２５ ９．９ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ２０１２ ２３．６ １

― ３９０ ５７８ 接合資料 ９７ ４０１．２ １５ １ １０２１ ４２９８

剥片 ９７ Ｋ２２ ２１２ ２．７ １

９７ Ｌ２２ ２５ ５２．６ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ５３９ １１．３ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ７３１ ８３．９ １

剥片 ９７ Ｌ２１ ５２ ６６．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２９５ ２６．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ７５２ ６．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２６６４ ９．１ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ２７７ ９．１ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ５１４ ４８．１ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ５１９ ２１．５ １

剥片 ９７ Ｌ２３ １０６６ １０．４ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ９５ ２８．９ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １０２ １７．７ １

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 ９７ Ｍ２２ １４４２ ５．９ １

― ３９１ ５７９ 接合資料 ９７・１００・１０１ ６８３．９ ３４ １ １００８ ４２７６

剥片 Ｊ２４ Ⅰ １０１ ９．１ １

９７ Ｌ２３ ８１６ ６．３ １

剥片 １００ Ｋ２０ ６２７ ８．７ １

剥片 ９７ Ｋ２２ ６８６ １．２ １

剥片 １０１ Ｌ１９ ４２５ １５０．３ １

剥片 Ｌ２１ Ⅰ ３４ １１．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ９２ ３．１ １

９７ Ｌ２３ ９８０ ４．３ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １３１ ７．７ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ３００ ３．６ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １１９４ １５．０ １

剥片 ９７ Ｌ２２ １５９６ ３．９ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２３５ ２２．５ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２２５０ １４．１ １

９７ Ｍ２２ ８１１ １６．１ １

剥片 ９７ Ｌ２２ ２７０１ ２．１ １

― ３２２ ４３６ 舟底形石器 Ｌ２２ Ⅰ ８ ３３．２ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３７３ ９．６ １

剥片 Ｌ２２ Ⅰ ３７５ １０．７ １

剥片 ９７ Ｌ２３ ９２１ ２５．５ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ６４３ ４．７ １

剥片 ９７ Ｍ２１ ７２２ ５．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ６ １４．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １９７ １２１．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ３５８ ６．０ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ３７２ ２０．７ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ３７３ １１．２ １

９７ Ｍ２２ １０３３ ２３．８ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ４２７ ４６．４ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ６２２ １２．９ １

剥片 ９７ Ｍ２２ ８５６ ３１．４ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １６７７ １８．３ １

剥片 ９７ Ｍ２２ １９５４ ２．１ １

剥片 ９７ Ｎ２１ １６６ ８．４ １

― ３９１ ５８０ 接合資料 ９７・１０１ １３１．１ ８ ４ １０７５ ４４８１

剥片 ９７ Ｋ２２ ７４４ ２３．５ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４７９ １．１ ４

９７ Ｌ２３ ５４７ １２．９ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ２２３６ ４．１ ４

剥片 ９７ Ｋ２３ ４１８２ １６．９ ４

― ３２９ ５０８ 石核 １０１ Ｌ１９ ４９０ ６５．９ ４

剥片 ９７ Ｌ２２ ３０５５ ３．８ ４

剥片 ９７ Ｌ２３ ８５４ ２．９ ４

― ３９１ ５８１ 接合資料 １０１ ４０．１ ３ １ ― ５８２１

尖頭器削片 Ｌ１８ Ⅰ １ １３．８ １

Ｌ１８ Ⅱ １０ １．５ １

尖頭器 １０１ Ｌ１９ ３４２ ２４．８ １

― ３９１ ５８２ 接合資料 １００・１０２ １９．７ ２ ３・５ ― ５８２４

尖頭器削片 １０２ Ｊ１９ ２４９ ４．２ ３

尖頭器 １００ Ｋ１９ ３６７ １５．５ ５

Ⅲ―５０５ ３９６ ２４ 接合資料 １１０ １３２９．９ ６７ １ １１９８ ４７７３

剥片 １１０ Ｎ０４ ２７ ５４．２ １

１１０ Ｏ０４ １８８ ４０．４ １

剥片 １１０ Ｎ０４ ２６１ ３１．０ １

１１０ Ｒ０５ ４ ３．２ １

剥片 １１０ Ｎ０４ ３０７ ４．９ １

１１０ Ｏ０４ １４７ ３．０ １

１１０ Ｏ０４ ２０５ １１．９ １

剥片 １１０ Ｎ０４ ３７６ １８．０ １

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ７０ ２２．４ １

１１０ Ｏ０４ ２４２ ８２．５ １

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ７１ ３４．０ １

１１０ Ｏ０４ １０ １．１ １

掲載遺物一覧

５３９



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ７２ １２．４ １

Ｎ０４ Ⅰ ７３ ８．１ １

剥片 １１０ Ｏ０４ ８３ ３．８ １

１１０ Ｑ０４ ２ ４１．０ １

Ｑ０４ Ⅰ ６ ３．０ １

１１０ Ｑ０５ ５ ５．７ １

１１０ Ｒ０４ ８ １．０ １

剥片 １１０ Ｏ０４ ８５ ６．７ １

剥片 １１０ Ｏ０４ ８８ ２１．３ １

Ｑ０４ Ⅰ ２ １１．１ １

剥片 １１０ Ｏ０４ １９８ ３．４ １

１１０ Ｏ０４ １９９ １．９ １

１１０ Ｏ０４ ２９３ ２．６ １

１１０ Ｑ０４ １０ ２９．８ １

１１０ Ｑ０４ ４８ １．７ １

剥片 １１０ Ｏ０４ ２０３ ５８．７ １

剥片 １１０ Ｏ０４ ２９７ １０．３ １

剥片 １１０ Ｐ０３ ２７ ４．０ １

１１０ Ｐ０４ １７ １４．６ １

剥片 １１０ Ｐ０３ ６０ １０．０ １

剥片 １１０ Ｐ０４ ３ ４．３ １

剥片 １１０ Ｐ０４ １４ ４９．５ １

Ⅲ―４９６ ３９２ ３ 尖頭器 １１０ Ｐ０４ ３３ １３６．３ １

剥片 Ｐ０４ Ⅰ ４ １１．５ １

剥片 Ｐ０４ Ⅱ ３ １．４ １

剥片 １１０ Ｐ０５ ２７ １３．３ １

剥片 Ｑ０３ Ⅰ １ ２．４ １

剥片 Ｑ０３ Ⅰ ３ ４．７ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ５ ２．５ １

Ｑ０４ Ⅱ ４ １．６ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ９ １６．０ １

１１０ Ｑ０４ ２６ ２．９ １

Ｑ０４ Ⅰ １ １２．６ １

剥片 １１０ Ｑ０４ １１ ５．８ １

１１０ Ｑ０４ ４７ ６．７ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ２０ ４．１ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ２３ １７．７ １

１１０ Ｑ０４ ２９ ８．０ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ２４ ５４．１ １

１１０ Ｓ０５ ２ ３９．０ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ２５ ９．６ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ３３ １３．５ １

１１０ Ｑ０４ ３４ ２５．５ １

１１０ Ｑ０４ ６１ １．６ １

セ南１～３０ １０ ８３．０ １

剥片 １１０ Ｑ０４ ３７ ３．７ １

１１０ Ｒ０４ ３ ２３．５ １

１１０ Ｒ０４ ４ １９．２ １

剥片 Ｑ０４ Ⅰ ９ １．１ １

Ｑ０４ Ⅱ ５ ０．８ １

１１０ Ｒ０４ ６ １１．８ １

剥片 Ｑ０４ Ⅰ １０ ２．７ １

剥片 １１０ Ｒ０４ ２ １２４．２ １

剥片 １１０ Ｒ０５ ７ ３．８ １

剥片 １１０ Ｒ０５ ９ ５３．８ １

Ⅲ―５０７ ３９５ ２５ 接合資料 １１０ ７０９．３ ７３ ４ １２０３ ４７８４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２０ ２．０ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２２ ３．４ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ３６ ５．８ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ５１ ３０．１ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １０９ １．９ ４

１１０ Ｐ０５ ２２７ ２．１ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １１８ １８．０ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １６４ ２．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３ １１．２ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 Ｎ０４ Ⅰ １９ ３．６ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ２０ ５．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ２２ ４．３ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ２３ ４．１ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ２４ ５．１ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ２８ １．４ ４

Ｏ０５ Ⅰ ６ ９．１ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ４１ ２．２ ４

剥片 １１０ Ｎ０５ ２９ １５．８ ４

剥片 １１０ Ｎ０５ ５８ ３．０ ４

剥片 １１０ Ｎ０５ ６３ １．２ ４

剥片 １１０ Ｎ０５ ８１ ５．５ ４

剥片 Ｎ０５ Ⅰ １ ８．８ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １７ ３．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ６５ ９．４ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ７５ ３．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２４６ １３．７ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ４０３ １．９ ４

剥片 Ｏ０４ Ⅰ ２ ２６．８ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １４ ４９．７ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １７ ３．７ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ２８ ４．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ３３ ０．９ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ５７ ２．０ ４

１１０ Ｐ０５ ３２２ ４．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ６１ ４．９ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ６４ １．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ７０ ７．６ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ８７ １．６ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １１１ ４．８ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １３６ ６．３ ４

１１０ Ｐ０５ ４４ １．６ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １４１ ９．０ ４

１１０ Ｐ０５ ２２９ ３８．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １５２ １．４ ４

剥片 Ｏ０５ Ⅰ ２ ８．１ ４

１１０ Ｐ０５ ３６ １６．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ９ ５．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １６ ８．３ ４

１１０ Ｐ０５ ６５ １．８ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ７０ １．６ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ８１ ２．１ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １１８ １．３ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １２３ ６．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １３２ １．４ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １７２ ４．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２２０ ２．４ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２３２ ３．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２３４ ３５．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２５６ １．８ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２６０ １．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２７２ ７．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３０７ ６９．１ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３２０ ７．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３２３ ５．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３３２ ３７．４ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３３３ １．９ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １８ ２９．４ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １９ ９．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ３８ １３．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ７７ ５．３ ４

Ⅲ―４９９ ３９４ ２１ 石刃核 １１０ Ｑ０５ １１５ ６７．４ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １５５ ６．０ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １６２ １．２ ４

Ⅲ―５０８ ３９７ ２６ 接合資料 １１０ ７５５．２ ４８ ４ １２０２ ４７８３

上白滝８遺跡（２）

５４０



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 １１０ Ｎ０４ ３３ ６．６ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ５７ ２．３ ４

縦長剥片 １１０ Ｎ０４ ６１ ６．３ ４

Ｎ０４ Ⅰ １１ ９．７ ４

Ｎ０４ Ⅰ １２ ９．２ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ６３ １８．８ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ７４ ２．７ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ９４ １８．４ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １１７ ２．６ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １２４ ３．１ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １４４ ５．５ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２３２ １２．３ ４

Ⅲ―４９９ ３９４ ２２ 石核 １１０ Ｎ０４ ２３３ ９．９ ４

１１０ Ｎ０４ ２４９ ２９．９ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２８７ ５１．５ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ３６０ ７３．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ５ ２６．６ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ６ ９．６ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ７ １０．２ ４

１１０ Ｏ０５ ９９ ４．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ８ ３２．１ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ９ １１．８ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ １０ ２２．５ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ １３ ４．２ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ １４ ２．７ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ １５ １．７ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ５０ １７．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ５２ ３．７ ４

縦長剥片 １１０ Ｏ０４ ６３ ２．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １３２ ２．１ ４

Ⅲ―４９９ ３９４ １９ 舟底形石器 １１０ Ｏ０４ １８５ ４５．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２８０ １．９ ４

１１０ Ｏ０５ ２５ ４．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ７９ ６９．４ ４

１１０ Ｏ０５ １５１ ４．７ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １０５ ５．６ ４

Ⅲ―４９９ ３９３ １７ 舟底形石器 １１０ Ｏ０５ １２４ ３７．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １２７ ５．３ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １４５ ４．７ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １５４ ３．９ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １５５ ２．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １４８ ８．６ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２４７ １８．８ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２７８ １．３ ４

剥片 Ｐ０８ Ⅰ １ １１２．１ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ５５ １３．４ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ８１ １．５ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １２７ １．０ ４

― ３９７ ３７ 接合資料 １１０ １０１６．６ ６３ ３・４ １２１６ ４８１７

剥片 １１０ Ｎ０４ １３ ７．３ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １５ ８２．１ ４

１１０ Ｏ０４ １７４ １０．１ ４

１１０ Ｏ０４ ４３３ ８７．２ ４

１１０ Ｏ０５ ６ ４３．３ ４

１１０ Ｐ０５ ２２５ １２．４ ４

１１０ Ｐ０５ ２６７ ７５．１ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ７７ ０．９ ４

縦長剥片 １１０ Ｎ０４ １８６ ２７．７ ４

石刃 １１０ Ｎ０４ ２０１ １５．９ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２３１ １４．３ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２４０ ７．２ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２６６ ２．１ ４

１１０ Ｑ０５ １６０ ５．０ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ３５０ ４．４ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ３５４ ５．３ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

１１０ Ｏ０５ ４ １７．２ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ２７ １２．５ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３０ １．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３１ １．０ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ５０ ３．５ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ５５ １．４ ４

１１０ Ｑ０５ １２８ ７．３ ４

― ３９４ ３２ 石刃核 １１０ Ｏ０４ ３７ ７６．６ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ５４ ８．５ ４

１１０ Ｏ０５ １２２ １．４ ４

１１０ Ｐ０５ １７９ ４．６ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ７８ １．５ ４

石刃 １１０ Ｏ０４ １５９ １０．５ ４

１１０ Ｑ０５ １２１ ８．７ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２３９ ４．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２４８ ８．５ ４

１１０ Ｐ０５ ３１１ ３．４ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ３０８ ２５．０ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ３５５ ３９．０ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ３７４ ２１．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ３７９ ２．０ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ４１０ １．０ ３

剥片 １１０ Ｏ０５ １５ １０．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １６ ７．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ９０ ５．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ９３ ３５．６ ４

１１０ Ｑ０５ ６８ ３３．３ ４

― ３９４ ２８ 削器 １１０ Ｏ０５ １０９ １８．７ ４

１１０ Ｐ０５ １７ ５５．８ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １１０ １．８ ４

剥片 Ｏ０５ Ⅰ ５ １９．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２１ １．９ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １１１ ０．８ ３

剥片 １１０ Ｐ０５ １２５ ２０．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １６４ ３．１ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２１３ ６９．１ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２４３ ４．３ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２４６ ９．４ ４

１１０ Ｐ０５ ３２１ １９．８ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２７４ １１．７ ４

剥片 Ｐ０５ Ⅰ ２ ４．０ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ６ １１．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ２４ ４．５ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ３１ ２．１ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ８６ １．６ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １０３ ２．３ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １２０ １．０ ４

― ３９８ ３８ 接合資料 １１０ ２９６．５ １５ ４ １２１１ ４８０４

剥片 １１０ Ｎ０４ ３６１ ３７．３ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ １８ ５．５ ４

Ⅲ―４９８ ３９３ １５ 舟底形石器 １１０ Ｏ０４ ８６ １７．６ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １０７ ４０．３ ４

１１０ Ｐ０５ ３ ５．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ５４ ６．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２６３ ３．８ ４

― ３９４ ２９ 舟底形石器 １１０ Ｐ０５ ３１０ １１．１ ４

Ⅲ―４９９ ３９４ ２３ 石核 １１０ Ｐ０５ ３３８ ８４．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ９ ２．１ ４

Ⅲ―４９８ ３９３ １３ 削器 １１０ Ｑ０５ １２ ２５．６ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １３ ３７．４ ４

縦長剥片 １１０ Ｑ０５ ２６ ８．３ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １３０ １０．１ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １６９ ０．９ ４

― ３９８ ３９ 接合資料 １１０ ９０１．４ ９６ ３・４ １２１７ ４８２３

剥片 １１０ Ｎ０４ １６５ ２．３ ４

掲載遺物一覧

５４１



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

剥片 １１０ Ｎ０４ １８９ ３．７ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １９４ １．７ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２９０ ２．５ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ３０４ １．８ ４

１１０ Ｐ０５ ２５０ １２．８ ４

Ⅲ―４９９ ３９４ １８ 舟底形石器 Ｎ０４ Ⅰ ２ ３９．７ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ２９ ５．６ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３２ ２．６ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３５ １．２ ４

１１０ Ｐ０５ １７４ ２１０．２ ４

縦長剥片 Ｎ０４ Ⅰ ５２ ２０．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １１１ ６．６ ３

剥片 １１０ Ｏ０４ ２６５ ２．３ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２６６ ２．０ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２７８ １．５ ４

１１０ Ｐ０５ １９８ ２．６ ４

剥片 Ｏ０４ Ⅰ １ １．６ ４

１１０ Ｑ０５ １５７ １．６ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １１ １８．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ５３ １２．９ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ５５ ２．１ ４

剥片 Ｏ０５ Ⅰ ３ ５．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０４ ２ ８４．０ ４

１１０ Ｐ０５ １６５ ２６．７ ４

１１０ Ｑ０５ ３３ ２．３ ４

１１０ Ｑ０５ １７０ ０．９ ４

１１０ Ｑ０５ １７６ ２．９ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １８ ３．８ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ４５ １．４ ３

剥片 １１０ Ｐ０５ ６２ １３．２ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ６４ １．５ ４

１１０ Ｐ０５ ３３６ ５．４ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ９４ ８．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ９６ ３．６ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １０８ １．１ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １３６ ２０．３ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １３７ ３．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １４４ ４．８ ４

１１０ Ｑ０５ １５８ ２．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １８８ ５．６ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２０２ ２０．０ ４

１１０ Ｑ０５ ３０ １９．２ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２０４ ２．３ ４

１１０ Ｑ０５ １０８ １．９ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２０６ ３．４ ４

１１０ Ｐ０５ ２０９ １．７ ４

縦長剥片 １１０ Ｐ０５ ２０７ １２．９ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２２２ ０．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２３６ ３．４ ４

１１０ Ｑ０５ ２８ ３．５ ４

縦長剥片 １１０ Ｐ０５ ２３９ １２．６ ４

１１０ Ｑ０５ ４１ ２．０ ４

縦長剥片 １１０ Ｐ０５ ２７０ ３．３ ４

１１０ Ｑ０５ ２ １７．８ ４

１１０ Ｑ０５ ８４ ２．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２７７ １．１ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３０３ ４．４ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３１２ ３．２ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３４１ ２．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ７ ３．７ ４

１１０ Ｑ０５ １３４ ５．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ２３ ２４．７ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ２９ ５．９ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ４５ ０．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ４６ １．７ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

１１０ Ｑ０５ １０６ ３．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ４７ ５．７ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ５１ ９．７ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ５９ １３．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ６０ １４．０ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ６２ １０．９ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ６４ ４．６ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ６６ ５．４ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ６９ ３．４ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ７０ ０．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ７１ ２．４ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ８０ １．３ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ８９ １１．４ ４

Ⅲ―４９９ ３９３ １６ 舟底形石器 １１０ Ｑ０５ ９８ １２．４ ３

１１０ Ｑ０５ １３７ １０．４ ３

剥片 １１０ Ｑ０５ １００ ３．２ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １０７ ９．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １０９ ２１．７ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １３８ １．５ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １３９ ３．３ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １４４ ８．６ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １５０ ８．７ ４

縦長剥片 １１０ Ｑ０５ １５６ ８．２ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １６５ ２．９ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １６６ １．５ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １７１ ０．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １７３ ０．８ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １８２ １．６ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ２０１ ２．３ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ２０２ ２．３ ４

― ３９８ ４０ 接合資料 １１０ ４７９．３ ５５ ４ １２１４ ４８１０

縦長剥片 １１０ Ｎ０４ １８ ２８．７ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ １９ １０．０ ４

１１０ Ｑ０５ ５８ ３．９ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ３９ ４．３ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ７３ ３．７ ４

剥片 １１０ Ｎ０４ ２９２ １．９ ４

１１０ Ｎ０４ ３１４ ３．０ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ １７ １３．０ ４

Ｎ０４ Ⅰ ４９ ０．５ ４

Ｎ０４ Ⅰ ５４ ０．５ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３６ ９．０ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３８ １．７ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３９ ８．６ ４

１１０ Ｑ０５ １２２ ７．１ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ４４ １．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ４５ ３．５ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ４６ ６．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ４７ ５．０ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ４８ ４．５ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ５１ １．４ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ５３ １．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ５９ ２．１ ４

１１０ Ｏ０４ ２８３ ２１．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １０７ １２．３ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １３６ ２．４ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １３９ １３．９ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １４５ １．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １７７ ４．７ ４

１１０ Ｏ０５ ８３ ３．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ １９４ ４．３ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２１１ １．１ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２２０ ２２．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２２６ １．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２７５ １．０ ４

上白滝８遺跡（２）

５４２



挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

１１０ Ｏ０５ １４３ ７．０ ４

剥片 Ｏ０４ Ⅰ ５ ６．０ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ３８ ２１．９ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ５９ ２．３ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ８０ ６．５ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ８２ １２．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １２６ ０．９ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １３９ ４．０ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ １５７ ３．９ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ７８ ４．３ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １１４ ６．２ ４

１１０ Ｐ０５ １５７ ４７．４ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １４３ １．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １６０ １２．３ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １９４ ９４．０ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２２１ ０．７ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３０１ ２．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３２８ ５．４ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １６ ７．２ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ２５ ２０．９ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ ９０ ２．７ ４

― ３９８ ４１ 接合資料 １１０ ４５５．６ １３ ４ １２００ ４７７９

縦長剥片 Ｎ０４ Ⅰ ３３ ４４．０ ４

１１０ Ｐ０５ １６１ ７０．３ ４

１１０ Ｑ０５ １９６ ４．７ ４

剥片 Ｎ０４ Ⅰ ６４ ８６．２ ４

剥片 １１０ Ｏ０４ ２７９ ２５．８ ４

１１０ Ｐ０５ ２４４ １５．４ ４

剥片 １１０ Ｏ０５ ３５ ２１．６ ４

挿図 図版 番号 器種等 Sb 発掘区 層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩№ 接合№

１１０ Ｏ０５ ９１ ４５．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ １４６ ３．４ ４

１１０ Ｑ０５ １３５ ２３．５ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ２１４ ４４．９ ４

剥片 １１０ Ｐ０５ ３０８ ６２．７ ４

剥片 １１０ Ｑ０５ １４８ ７．６ ４

― ４０３ ９ 接合資料 ８６・９０ ８４５．８ ２２ １・５ ７０２ ３２２２

剥片 ９０ Ｋ３２ １４ ８．８ １

Ｋ３２ Ⅰ １０ １２１．８ １

剥片 ９０ Ｋ３２ １１７ １９．５ １

石刃 ９０ Ｌ３２ ２５ ８２．７ ５

９０ Ｌ３２ １２３９ １４．０ １

剥片 ９０ Ｌ３２ ６９ ４．９ １

９０ Ｌ３２ ２６４ １０．７ １

Ｌ３２ Ⅰ ６２ ３．１ １

剥片 ９０ Ｌ３２ １９３ ２．６ １

Ｌ３２ Ⅰ ５８ ３１．９ １

Ｌ３２ Ⅰ ５９ １０．７ １

剥片 Ｌ３２ Ⅰ ５４ ９２．６ １

Ｌ３２ Ⅰ ５５ ８９．１ １

石刃 Ｌ３２ Ⅰ ５６ １２．８ １

Ⅲ―１１８ ９７ ６２ 掻器 ８６ Ｍ３５ １４ ３．６ １

８６ Ｍ３５ ３００ １３０．２ ５

８６ Ｍ３５ ５５０ ９．８ １

石刃 ８６ Ｍ３５ １９４ ２７．８ １

８６ Ｍ３６ １６ ３０．６ １

Ｍ３６ Ⅰ ２ ３０．９ １

Ⅲ―１１８ ９７ ６３ 掻器 ８６ Ｍ３５ ４０５ ８７．０ ５

８６ Ｍ３５ ５０２ ２０．７ １

掲載遺物一覧

５４３
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発 行 年 月 日 ２００６年３月１７日
ふ り が な

所収遺跡
ふ り が な

所在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

かみしらたきはち い せき

上白滝８遺跡

ほっかいどうもんべつぐんしらたきむら

北海道紋別郡白滝村
あざかみしらたき

字上白滝１７９―１，
１８１―２～４，１８２―２・３

０１５５７ I―２０―９１
４３°
５２′
２５″

１４３°
０７′
５８″

１９９５０５０８～
１９９５１０２５

１９９６０５０８～
１９９６１０２５

１９９７０５０６～
１９９７１０２５

１９９８０５０６～
１９９８１０２４

２００００５０８～
２０００１０２７

６，６００㎡

１０，２１２㎡

３２０㎡

５６㎡

６６１㎡

道路建設に
伴う事前調
査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上白滝８遺跡
（西地区）

散布地 旧石器時代

炭化木片ブロック
１７か所

石器ブロック
４８か所

基部平坦加工石器、裏
面微細加工石器、台形
石器、有舌尖頭器、尖
頭器、尖頭器削片、両
面調整石器、ナイフ形
石器、彫器、彫器削片、
掻器、削器、錐形石器、
舟底形石器、二次加工
ある剥片、細石刃核、
石刃、縦長剥片、石刃
核、石核、斧形石器、
つまみ付きナイフ、原
石、台石
（総点数６２６，３０５点）
（総重量１，６８５，４７３．９g）

後期旧石器時代前半期
の石器群（「白滝Ⅰ群」）
小型舟底形石器を含む
石器群
大型石刃・大型舟底形
石器を含む石器群
忍路子型細石刃核を含
む石器群
幅広有舌尖頭器を含む
石器群
広郷型ナイフ形石器を
含む石器群








